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東京都公立大学法人の令和４年度における業務実績評価について

地方独立行政法人である公立大学法人の業務実績評価には、中期目標の期間に

おける業務の実績に関する評価（期間終了前に実施する見込みの評価を含む。）

と、各事業年度における業務の実績に関する評価の二つがあります。いずれの評

価についても、地方独立行政法人法第７８条の２の規定に基づき、地方独立行政

法人評価委員会が行います。

この度、東京都地方独立行政法人評価委員会（以下「評価委員会」という。）

は、東京都公立大学法人（以下「法人」という。）の令和４年度における業務の

実績に関する年度評価を行いました。

                              

今回実施した年度評価には、法人が中期目標を着実に達成するために作成した

中期計画及び年度計画の実施状況を確認し、評価結果を示すことにより、法人の

自主的な業務改善を促すという意義があります。

本評価書では、法人から提出された業務実績等報告書及び法人からのヒアリン

グ等を通じて業務の実績を総合的に評価し、まとめた評価結果について、全体評

価、項目別評価の順に掲載しています。

令和５年 ８月 

東京都地方独立行政法人評価委員会 

委 員 長 大野 髙裕 
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【全体評価】

令和４年度は、第三期中期目標期間の最終年度として、中期目標達成に向けて中期計

画に基づいた年度計画を順調に実施しており、着実な業務の進捗状況にある。 

●優れた点・特色ある点 

 東京都立大学では、Society5.0 時代に求められる人材の育成に対応したプログラム

として、数理・データサイエンス副専攻コースを開講し、想定を大幅に超える 86 名

の新規登録者を得た点が評価できる。 

 東京都立産業技術大学院大学では、社会人リカレント教育として、AIIT フォーラム

を実施しており、延べ 1,379 名の参加者を得たほか、AIIT シニアスタートアッププ

ログラムを継続的に実施している点が評価できる。 

 東京都立産業技術高等専門学校では、品川区、荒川区との協定による特別推薦入試制

度においては、令和４年度入試より募集人員を増加し、４名の学生を受け入れた。ま

た中学２年生とその保護者を対象としたスクーリング及び特別推薦入試説明会を開

催し、特別推薦入試による入学希望者が増加した点が評価できる。 

 法人の業務運営においては、働き方改革の推進に貢献した取組を表彰する「ワークプ

ラクティス・オブザイヤー」を実施し、働き方改革の機運醸成と、職員のモチベーシ

ョンの向上を図った点が評価できる。

１ 令和４年度業務実績の総評 

 令和４年度は、東京都公立大学法人（以下「法人」という。）の業務が、概ね順調に進

められた１年であったと評価する。社会は徐々にコロナ禍以前の状態を回復しつつあ

るが、コロナ禍を契機に取り込んだ新たな教育方法を活用し、各高等教育機関が発展的

に回復するとともに、それぞれの特色を活かしながらバランスよく教育、研究、社会貢

献活動を精力的に行ってきた。 

 一方で、環境問題や少子化対策等、複雑化・高度化する社会問題の解決に向けた取組や、

シニア層を含めたリカレント教育等、高等教育機関に求められる役割は多様化してお

り、都立の高等教育機関として、いち早くその付託に応えるための活動がより一層推進

されることを期待する。 

【東京都立大学】 

 東京都立大学（以下「都立大」という。）では、Society5.0 時代に求められる人材の育

成に対応したプログラムとして、数理・データサイエンス副専攻コースを開講し、想定

を大幅に超える 86 名の新規登録者を得た。 

 博士後期課程学生への支援を充実させるため、日本学術振興会特別研究員申請の支援

体制を強化し、申請の支援を 45 件実施することで、学生５名が特別研究員に採用され

た。 

 コロナ禍においても、学生が学びを継続し、充実した学生生活を送ることができるよ

う、図書の郵送対応、ｅラーニングシステムの改修、オンライン授業の実施体制の整備、

ラーニング・コモンズのリニューアル、インターネット接続の回線速度の高速化・セキ

ュリティの確保等、様々な取組を行った。 

 研究センター所属の教員に研究内容に応じて親和性の高い公募情報を提供するなど、
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様々な支援を展開しており、センター等の外部資金獲得額は、前年度に引き続き過去最

高額を更新した。 

 東京都立大学プレミアム・カレッジにおいて本科の定員を増員したが、３倍を超える志

願者があり、合格者全員が入学手続きを行うなど、順調に発展している。 

【東京都立産業技術大学院大学】 

 東京都立産業技術大学院大学（以下「産技大」という。）では、PBL やアクティブ・ラ

ーニングの定着･情報発信に積極的に取り組むとともに、コロナ禍においてもアジア各

国との連携推進において成果を挙げている。 

 社会人リカレント教育として、AIIT フォーラムを実施しており、延べ 1,379 名の参加

者を得たほか、AIIT シニアスタートアッププログラムを継続的に実施している。 

 SNS での積極的な情報発信、教員紹介動画、ロールモデル集等を活用した効果的な広報

活動により、大学院説明会参加者は 463 名に上り、令和５年度４月入学者の志願倍率

は 2.1 倍に達している。 

 グローバル人材として獲得すべき能力指標を活用した教育を行っており、基準を満た

す修了生の割合が 96.1％に達した。 

【東京都立産業技術高等専門学校】 

 東京都立産業技術高等専門学校（以下「産技高専」という。）は、新たな職業教育プロ

グラムとして導入した情報セキュリティ技術者育成プログラムと航空技術者育成プロ

グラムにおいて着実に修了生を輩出し、その全員が関連する分野に進学・就職してい

る。 

 品川区、荒川区との協定による特別推薦入試制度においては、令和４年度入試より募集

人員を増加し、４名の学生を受け入れた。また中学２年生とその保護者を対象としたス

クーリング及び特別推薦入試説明会を開催し、特別推薦入試による入学希望者が増加

した。 

【法人運営全般】 

 法人の業務運営においては、働き方改革の推進に貢献した取組を表彰する「ワークプラ

クティス・オブザイヤー」を実施し、働き方改革の機運醸成と、職員のモチベーション

の向上を図った。 

 寄附金獲得額の拡大を図るため、都立大同窓会と連携して、ホームカミングデーに合わ

せて寄附イベントを開催し、寄附者に対して感謝状を贈呈するなど、継続的な寄附意欲

を促進する取組を充実させた。 

 カーボンニュートラルの実現に向けて、カーボンニュートラル実行計画策定検討委員

会を設置し、教職員や学生からの意見も踏まえ、「カーボンニュートラル推進プラン」

を策定した。
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（第三期中期目標期間）項目別評価 評定一覧表

平成
29年度

平成
30年度

令和
元年度

令和
2年度

令和
3年度

令和
4年度

Ⅰ 東京都立大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

1 教育に関する目標を達成するための措置

教育内容及び教育の成果等 1 2 2 2 2 2 2 2 2
教育の実施体制等　【教育改革を推進する取組の強化】 2 1 1 1 2 3 2 1 1
教育の実施体制等　【学修支援環境の整備、教育の質の改善】 3 3 3 3 2 3 2 3 3
学生への支援 4 3 3 3 3 2 3 3 3
入学者選抜 5 2 2 3 3 3 3 3 3

２ 研究に関する目標を達成するための措置

研究水準及び研究の成果等 6 2 2 3 3 2 2 3 2
研究実施体制等 7 3 3 3 2 3 3 3 3

３ 社会との連携や社会貢献等に関する目標を達成するための措置

都政との連携 8 3 3 2 3 3 3 3 3
社会貢献等 9 3 2 2 2 2 2 2 2

４ グローバル化に関する目標を達成するための措置

グローバル化　【教育の国際通用性、学生の海外派遣の拡充、外国人留学生の受入れ】 10 3 3 3 3 3 3 3 3
グローバル化　【海外の大学等との連携、都市外交を支えるネットワーク形成、キャンパスの国際
化】

11 3 2 3 3 3 3 3 3
Ⅱ 東京都立産業技術大学院大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

1 教育に関する目標を達成するための措置

教育内容及び教育の成果等 12 2 2 2 2 2 2 2 2
教育の実施体制等　【産業界や他大学等との連携による教育実施体制の整備、東京都立大学
及び東京都立産業技術高等専門学校との連携】

13 3 3 3 2 2 2 3 2
教育の実施体制等【教育の評価・改善】 14 2 3 2 2 3 2 3 2
学生への支援 15 3 3 3 3 3 3 3 3
入学者選抜 16 2 2 1 2 1 2 1 1

２ 研究に関する目標を達成するための措置

研究 17 3 3 3 3 3 3 3 3
３ 社会との連携や社会貢献等に関する目標を達成するための措置

都政との連携 18 3 3 3 3 3 3 3 3
社会貢献等 19 2 2 2 2 2 2 2 2

４ グローバル化に関する目標を達成するための措置

グローバル化 20 2 1 2 2 2 2 2 2
Ⅲ 東京都立産業技術高等専門学校の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

1 教育に関する目標を達成するための措置

教育内容及び教育の成果等 21 1 1 1 2 1 2 1 1
教育の実施体制等　【教育システムの継続的な改善、他の教育機関等との連携】 22 3 3 3 3 3 3 3 3
教育の実施体制等【教育の質の評価・改善】 23 3 3 3 3 3 3 3 3
学生への支援 24 2 2 2 2 2 2 2 2
入学者選抜 25 2 3 2 1 2 2 2 2

２ 研究に関する目標を達成するための措置

研究 26 3 3 3 3 3 3 3 3
３ 社会との連携や社会貢献等に関する目標を達成するための措置

都政との連携 27 3 3 2 3 3 3 3 3
社会貢献等 28 3 3 3 3 3 3 3 3

４ グローバル化に関する目標を達成するための措置

グローバル化 29 2 3 2 3 2 3 2 2
Ⅳ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置

組織運営の改善 30 3 2 3 3 3 3 3 3
教育研究組織の見直し等 31 3 3 3 3 3 3 3 3
事務の効率化・合理化等 32 3 3 3 2 2 2 2 2

Ⅴ 財務内容の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置

財務内容の改善 33 3 3 3 3 3 3 3 3
Ⅵ 自己点検・評価及び情報の提供に関する目標を達成するためにとるべき措置

自己点検・評価及び情報の提供 34 3 3 3 3 3 3 3 3
Ⅶ その他業務運営に関する重要目標を達成するためにとるべき措置

その他業務運営 35 4 3 3 3 3 3 3 3

中期目標を達成するために
とるべき措置

大項目
番号

年度評価
中期目標

期間見込評価
中期目標

期間実績評価

評定
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【項目別評価】

① 業務実績の検証 

項目別評価を実施するに当たって、法人から提出された業務実績等報告書を基に検証を行った。

検証に当たっては、年度計画及び中期計画に記載されている各項目の業務の実績について、中

期計画の進捗・達成状況及び成果・効果を確認するとともに、法人の自己評価及び計画設定の妥

当性を含め総合的に行った。 

検証は、法人からのヒアリングにより実施した。 

② 業務実績の評価 

業務実績等報告書の各項目の検証及び特記事項等を基に、業務の進捗・達成状況及び成果・効

果を大項目ごとに１～５の５段階で評価した。 

【年度評価】（評定・評語・説明） 

評定 評語 説明 

１ 
年度計画を大幅に上回って実施してい

る。 

顕著な実績又は特に優れた成果が認められるも

の 

２ 年度計画を上回って実施している。 

年度計画を上回る取組、実績又は成果を挙げた

もの、あるいは年度計画を順調に実施し、かつそ

の取組に注目すべき点（※）が認められるもの 

３ 年度計画を順調に実施している。 達成度が概ね 100％程度と認められるもの 

４ 年度計画を十分に実施できていない。 
年度計画を計画通り実施できていないもの 

実績・成果が年度計画を下回っているもの 

５ 
業務の大幅な見直し、改善が必要であ

る。 
公立大学分科会が特に認める場合 

※中期目標を達成するため、中期計画を前倒しして実施するなど、戦略性が高く意欲的な年度計

画を積極的に実施するなどの、その取組に注目すべき内容が認められるもの、あるいは社会情

勢の変化等の外的要因により達成がより困難となった年度計画について達成したもの等 

年度計画の大項目ごとの評定及び評定説明は、以下のとおりである。中期計画の項目に沿って記

載する。 

Ⅰ 東京都立大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

１ 教育に関する目標を達成するための措置 

大項目番号 取組事項 評定 

１ 教育内容及び教育の成果等に関する目標を達成するための措置 ２

２ 
教育の実施体制等に関する目標を達成するための措置 

◇教育改革を推進する取組の強化 
２

３ 

教育の実施体制等に関する目標を達成するための措置 

◇学修支援環境の整備 

◇教育の質の改善 

２

４ 学生への支援に関する目標を達成するための措置 ３

５ 入学者選抜に関する目標を達成するための措置 ３

【評定説明】優れた点・特色ある点、更なる充実が期待される点、改善すべき点など 

（優れた点・特色ある点） 

〇【大項目１】現場体験型インターンシップでは、コロナでの経験を活かした工夫によって

きめ細かく学生に対応し、中断者の比率を例年に比べ大幅に減少させることができた。 

〇【大項目１】Society5.0 に対応した人材育成プログラムとして、数理・データサイエンス

副専攻コースを開講し、想定を大幅に超える 86 名の新規登録者を得た。文系、理系両者か

ら履修者を得ており、社会や学生のニーズにあった教育が実施されている。 
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〇【大項目２】次世代研究者挑戦的研究プログラムの支援学生数が、採択時の 20 名から、令

和４年度は 21 名、令和５年度は 30 名へと拡大され、博士後期課程学生の研究力強化とキ

ャリアパス支援の拡充を図った。 

〇【大項目２】博士後期課程の研究力を強化するため、日本学術振興会特別研究員申請の支

援体制を強化し、申請の支援を 45 件実施することで、学生５名が特別研究員に採用され

た。 

〇【大項目３】コロナ禍において顕在化した回線逼迫を受けて、インターネット回線を高速

回線へ切り替えるとともに、SINET 仮想専用線を利用することにより、法人全体のネット

ワークをセキュアに接続できる環境を整えた。 

〇【大項目３】コロナ禍においても、学生が学びを継続し、充実した学生生活を送ることが

できるよう、図書の郵送対応、ｅラーニングシステム kibaco の改修、Zoom Rooms 導入に

よるオンライン授業の実施体制整備、ラーニング・コモンズのリニューアルのほか、全学

的な共通情報インフラとしての統合認証基盤の整備に着手するなど、様々な取組を行っ

た。 

〇【大項目４】障害のある学生等への支援について、バリアフリーチェック講習会等の各種

イベントの開催、対面及びオンライン授業の受講支援、大学院入試における障害のある学

生の対応に関するガイドライン作成、手話動画辞典の作成など、多面的に充実した取組が

行われた。 

〇【大項目４】OB・OG ネットワークの登録方法を工夫することで、登録者数を増加させると

ともに、企業等の選考方法の多様化に応じて就職活動支援事業の早期化、改善等を図って

いる。 

〇【大項目５】大学説明会について、オンラインを活用した Web 大学説明会の開催に加え

て、感染対策を十分に行った上で対面型での開催も行い、１万人を超える参加を得た点が

評価できる。参加者アンケートにおいて高い満足度も得ている。 

（更なる充実が期待される点） 

〇【大項目１】TA 従事者に対するアンケート結果等を検証し、TA 初任者研修等に質問相談対

応に関する内容を盛り込むなど、TA 制度の充実を図った。KPI に掲げた TA 等の人数「年間

延べ 1,000 人以上配置」が未達成であるため、今後のより一層の取組を期待する。 

〇【大項目３】学生と教職員が意見交換をする学生参加型 FD を実施した点は評価できる。一

方で、FD 関連セミナー全体での参加者数が前年度を大きく下回っており、参加者数増加に

向けた取組を期待する。 

（改善すべき点） 

〇【大項目４】健康診断の受診率が低下していることから、今後の受診率向上に向けた取組

の充実を求める。 

２ 研究に関する目標を達成するための措置 

大項目番号 取組事項 評定 

６ 研究水準及び研究の成果等に関する目標を達成するための措置 ２

７ 研究実施体制等に関する目標を達成するための措置 ３

【評定説明】優れた点・特色ある点、更なる充実が期待される点、改善すべき点など 

（優れた点・特色ある点） 

〇【大項目６】オープンユニバーシティの講座で最先端の研究やユニークな研究などの成果

を発信し、一般受講者・高校生いずれも前年を上回る参加を得た。 

〇【大項目６】研究センター所属の教員に研究内容に応じて親和性の高い公募情報を提供す

るなど、様々な支援を展開しており、センター等の外部資金獲得額は、前年度に引き続き

過去最高額を更新した。 

〇【大項目６】大学のプレゼンスの向上を図るため、世界最大規模の科学ニュースサイトで

ある EurekAlert!において、研究成果を積極的に発表している。 
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〇【大項目７】科研費獲得増加に向けて、研究計画調書の組織的な作成支援、学長裁量研究

費による上位種目へのチャレンジ支援などを実施しており、新規採択率及び採択金額が過

去最高を記録した。 

〇【大項目７】国の大型研究プロジェクト獲得について、６年間の第三期中期目標期間中に

12 件の目標に対し、令和４年度の採択数は４件に達した。 

〇【大項目７】キャンパス間で研究機器をリモートで共用することを可能とするスマートラ

ボ化の実証実験に取り組むとともに、日野キャンパスの研究機器共用センター開設に伴う

共用機器の大幅な増設に向けた準備を進めた。 

〇【大項目７】都立大のローカル 5G 環境を民間企業等に無償提供する「実証フィールド提供

事業」を７件実施し、5G の新たなユースケースやサービスの社会実装の促進に向けた取組

を推進している。 

（更なる充実が期待される点） 

〇【大項目６】被引用度トップ 10％論文の比率（過去５年平均）や国際共著論文の割合が過

去６年間で最低となった。効果的な研究支援の方法を検証し、研究力の強化を図る取組の

推進を期待する。 

〇【大項目７】一時保育施設について、構成員のニーズを調査し、利用対象者を学内で開催

する学会に参加する学外者にも拡大するなど、利用者数の確保や利用満足度の向上に取り

組んでいる。今後、こうした取組により更に利用しやすくなることを期待する。 

３ 社会との連携や社会貢献等に関する目標を達成するための措置 

大項目番号 取組事項 評定 

８ 都政との連携に関する目標を達成するための措置 ３

９ 社会貢献等に関する目標を達成するための措置 ２

【評定説明】優れた点・特色ある点、更なる充実が期待される点、改善すべき点など 

（優れた点・特色ある点） 

〇【大項目８】将来の感染症対策に資する大型の学際的研究プログラムを開始するととも

に、新たに４件の都との共同研究を立ち上げるなど、都連携事業の実績が向上している。 

〇【大項目８】コロナ禍による行動制限の緩和に伴い、対面による障害者スポーツの講習会

等を再開するとともに、健康福祉学部の全学科の学生が「障害者とスポーツ論」を履修す

ることを可能とするなど、障害者スポーツへの理解促進に向けて取組の充実を図った。 

〇【大項目８】高度金融専門人材を養成するプログラムの修了生のうち４名が博士後期課程

に進学し、さらに高度な専門人材の育成につながっている。また、金融工学に関する多数

のセミナーやシンポジウム等を開催し，国内外の研究者との共同研究、交流を推進した。 

〇【大項目９】シニア向けの講演会や高校生向けの講座など様々な分野のオープンコースウ

ェアの動画コンテンツの充実を図るとともに、高校や図書館への広報を開始するなど、都

立大の学術成果をより幅広い都民に還元する取組を実施している。 

〇【大項目９】オープンユニバーシティにおいて、都や特別区協議会などとの連携講座の開

講や、対面とオンラインそれぞれのニーズに応える講座の企画などにより、受講者数の拡

大や新規会員の獲得、都立大のプレゼンス向上につなげた。 

〇【大項目９】プレミアム・カレッジにおいて、令和５年度から本科の定員を増員したが、

引き続き３倍を超える志願者があり、60 名の合格者全員が入学手続を行った。 

４ グローバル化に関する目標を達成するための措置 

大項目番号 取組事項 評定 

１０ 

グローバル化に関する目標を達成するための措置 

◇教育の国際通用性 

◇学生の海外派遣の拡充 

◇外国人留学生の受入れ 

３
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１１ 

グローバル化に関する目標を達成するための措置 

◇海外の大学等との連携 

◇都市外交を支えるネットワーク形成 

◇キャンパスの国際化 

３

【評定説明】優れた点・特色ある点、更なる充実が期待される点、改善すべき点など 

（優れた点・特色ある点） 

〇【大項目１０】海外インターンシップ体験参加後に、学生の自発的なコミュニケーション

の面で変化が見られる等、成果を挙げている。 

〇【大項目１０】留学促進チームに、教職員に加え学生も参加し、学生の発案により、SNS

で留学中の学生から提供された留学先のレポートを発信する等、学生の留学意欲向上に資

する取組を実施した。 

〇【大項目１０】世界を舞台に各界の一線級で活躍するゲストスピーカーによる連続講義か

らなる特別講座を実施し、グローバルな視点を育むとともに、留学意識の醸成を図った。 

〇【大項目１１】TOEIC スコア 600 点以上を取得している職員の割合を 25.1%に高め、正規職

員の TOEIC600 点以上のスコア取得者割合においては 33.2%となった。 

（更なる充実が期待される点） 

〇【大項目１１】若手研究者育成のため、若手研究者海外派遣支援制度等の取組を実施して

いるが、件数増加に向けて、取組が強化されることを期待する。

Ⅱ 東京都立産業技術大学院大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

１ 教育に関する目標を達成するための措置 

大項目番号 取組事項 評定 

１２ 教育内容及び教育の成果等に関する目標を達成するための措置 ２

１３ 

教育の実施体制等に関する目標を達成するための措置 

◇産業界や他大学等との連携による教育実施体制の整備 

◇東京都立大学及び東京都立産業技術高等専門学校との連携 

２

１４ 
教育の実施体制等に関する目標を達成するための措置 

◇教育の評価・改善 
２

１５ 学生への支援に関する目標を達成するための措置 ３

１６ 入学者選抜に関する目標を達成するための措置 ２

【評定説明】優れた点・特色ある点、更なる充実が期待される点、改善すべき点など 

（優れた点・特色ある点） 

〇【大項目１２】運営諮問会議からの提案を踏まえて、創造技術コースにヘルス・サイエン

ス科目群を新設した。 

〇【大項目１２】PBL 評価方法の共通化、PBL 成果報告書の作成等、PBL 型教育に関する取組

を積極的に実施している。 

〇【大項目１３】オンラインを活用し、海外と共同で PBL を行ったり、AIIT フォーラムを開

講する等、運営諮問会議からの答申によって、グローバル人材の育成や社会人リカレント

教育の面で充実を図った。 

〇【大項目１３】文部科学省補助事業「大学改革推進等補助金(デジタル活用教育高度化事

業)『デジタルを活用した大学・高専教育高度化プラン』」において、他大学と連携し、デ

ジタルコンテンツの作成等を行った。 

〇【大項目１３】産技高専との連携について、学生のリクルーティングや共同研究など多面

的に取り組んでいる。 

〇【大項目１４】授業評価アンケートでの授業評価について、平均で 4.46 となった。 

〇【大項目１４】FD フォーラムを２回実施し、教員参加率が 100％である。 

〇【大項目１５】コロナ禍においてブレンディッド・ラーニングを推進し、より社会人が学

びやすい学修環境を提供した。 
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〇【大項目１５】学生のニーズに基づき、修了生と在学生の橋渡しを積極的に行い、きめ細

かなキャリア開発支援を行っている。 

〇【大項目１６】積極的な広報等の取組により、大学院説明会に昨年度を大きく上回る 463

名の参加があった。 

〇【大項目１６】令和５年度４月入学者の志願倍率が 2.1 倍の高水準に達した。 

２ 研究に関する目標を達成するための措置 

大項目番号 取組事項 評定 

１７ 研究に関する目標を達成するための措置 ３

【評定説明】優れた点・特色ある点、更なる充実が期待される点、改善すべき点など 

（優れた点・特色ある点） 

〇【大項目１７】PBL 教育手法の改善のため、各コースにおいて全教員参加による PBL 研究

会を開催した。 

〇【大項目１７】新設された２つの研究所を含む 11 の研究所の運営を行い、研究活動計画及

び研究活動成果報告を研究所ごとにホームページ上に掲載することで、研究成果を社会へ

周知した。 

３ 社会との連携や社会貢献等に関する目標を達成するための措置 

大項目番号 取組事項 評定 

１８ 都政との連携に関する目標を達成するための措置 ３

１９ 社会貢献等に関する目標を達成するための措置 ２

【評定説明】優れた点・特色ある点、更なる充実が期待される点、改善すべき点など 

（優れた点・特色ある点） 

〇【大項目１８】都や自治体等が主催するイベントへの参加、区市町村等と連携した講座の

実施などを通じて、都や区市町村等と連携し、中小企業振興等に関わる政策課題解決に向

けた取組を推進した。 

〇【大項目１８】教員が持つ教育・研究の知見を反映した自治体職員向けの研修・公開講座

を 11 講座開催した。 

〇【大項目１８】都が実施する大学研究者による事業提案制度により採択された受託事業

「東京都地域防災計画の IoD(Internet of Documents)化による防災力向上」を開始した。 

〇【大項目１９】文科省受託事業に採択され、履修証明プログラム「社会人のあと一歩を叶

える～モノづくり分野の価値創造力育成のための AIIT 型リスキリングプログラム～」を実

施した。 

〇【大項目１９】社会人リカレント教育として、AIIT フォーラムを実施しており、延べ

1,379 名の参加者を得たほか、AIIT シニアスタートアッププログラムを継続的に実施して

いる。 

４ グローバル化に関する目標を達成するための措置 

大項目番号 取組事項 評定 

２０ グローバル化に関する目標を達成するための措置 ２

【評定説明】優れた点・特色ある点、更なる充実が期待される点、改善すべき点など 

（優れた点・特色ある点） 

〇【大項目２０】学生がグローバル人材として獲得すべき能力指標を活用した教育を行って

おり、基準を満たす修了生の割合が 96.1％に達した。 
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〇【大項目２０】産技大の特色である PBL 教育を海外と共同で行うことにより、グローバル

人材の育成する教育を推進した。 

〇【大項目２０】アジア高度専門職人材育成ネットワーク（APEN：Asia Professional 

Education Network)を活用し、アジア諸国との交流を実施した。 

Ⅲ 東京都立産業技術高等専門学校の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

１ 教育に関する目標を達成するための措置 

大項目番号 取組事項 評定 

２１ 教育内容及び教育の成果等に関する目標を達成するための措置 ２

２２ 

教育の実施体制等に関する目標を達成するための措置 

◇教育システムの継続的な改善 

◇他の教育機関等との連携 

３

２３ 
教育の実施体制等に関する目標を達成するための措置 

◇教育の質の評価・改善 
３

２４ 学生への支援に関する目標を達成するための措置 ２

２５ 入学者選抜に関する目標を達成するための措置 ２

【評定説明】優れた点・特色ある点、更なる充実が期待される点、改善すべき点など 

（優れた点・特色ある点） 

〇【大項目２１】情報セキュリティ技術者育成プログラム及び航空技術者育成プログラムに

おいて、現役エンジニアや関連企業の協力を得ながら、実践的・専門的な知識や技術を身

に付けた多くの修了生を輩出し、その全員が関連する分野に進学・就職している。 

〇【大項目２１】コース横断型の医工連携教育・研究プロジェクトにおいて、AI を活用した

画像認識のコンペティションなどアクティブ・ラーニングを導入した授業を展開するとと

もに、都立大人間健康科学研究科の大学院生等と連携して共同研究を実施した。 

〇【大項目２１】公立小中学校教員を対象に、「情報セキュリティ Lab. for Teachers」を対

面で開催し、50 名以上が受講した。 

〇【大項目２１】実験実習型の授業において実習教育 DX を実施し、作業の効率性と安全性の

両方を向上させることができた。 

〇【大項目２２】２大学・１高専の学生によるグローバル・コミュニケーション・プログラ

ムについて、感染症対策を十分にとりながら、コロナ禍で途絶えていた海外派遣プログラ

ムを再開した。 

〇【大項目２３】教員を対象とした新任研修、昇任者研修、管理職研修及び個別課題研修の

参加率がいずれも 100%であった。 

〇【大項目２３】技術職員を対象として、地域のものづくり企業の見学や社員との意見交換

を行う研修を実施するなど、教職員のニーズに応じた研修機会の充実を図った。 

〇【大項目２４】未来工房プロジェクトなど、充実した課外活動支援を実施し、支援を受け

た団体が大会で上位の成績を収めるなど、課外活動の活性化のみならず、高専の知名度向

上にもつなげた。 

〇【大項目２４】令和３年にクラブ活動指導員を導入し、指導内容の充実や活動の活性化を

図り、全国大会への進出を果たすなど、学生生活の充実に向けた取組を推進した。 

〇【大項目２４】キャリアポートフォリオを活用し、学生に早期から自らの将来に対する目

的意識を持たせるなど、きめ細かなキャリア支援を充実させた。 

〇【大項目２５】品川区、荒川区との協定による特別推薦入試制度について、令和４年度か

ら募集人員を増加し、４名の学生を受け入れた。また、中学２年生とその保護者を対象と

したスクーリング及び説明会を実施しており、特別推薦入試による入学希望者も増加して

いる。 

〇【大項目２５】女子在校生のインタビューや女子学生向けキャリア支援講座の様子を公式

ホームページに掲載するなど工夫を行い、令和５年度入試では過去最多と同数の 49 名の女

子入学者を確保した。 
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２ 研究に関する目標を達成するための措置 

大項目番号 取組事項 評定 

２６ 研究に関する目標を達成するための措置 ３

【評定説明】優れた点・特色ある点、更なる充実が期待される点、改善すべき点など 

（優れた点・特色ある点） 

〇【大項目２６】科学研究費獲得の拡大に向け、若手教員を対象に応募書類添削や動画講座

配信を専門業者に委託するとともに、都立大と連携して支援を行う仕組みを構築する等、

取組の充実を図っている。 

（更なる充実が期待される点） 

〇【大項目２６】特別研究期間制度を取得しやすいように取得者の年齢制限の撤廃、取得時

期の分散などの環境整備を行い、令和５年度の取得予定者が増加した。引き続き取得しや

すい環境づくりが進むことを期待する。 

３ 社会との連携や社会貢献等に関する目標を達成するための措置 

大項目番号 取組事項 評定 

２７ 都政との連携に関する目標を達成するための措置 ３

２８ 社会貢献等に関する目標を達成するための措置 ３

【評定説明】優れた点・特色ある点、更なる充実が期待される点、改善すべき点など 

（優れた点・特色ある点） 

〇【大項目２７】中学生を対象として、楽しみながら情報セキュリティを学べる「サイバー

セキュリティ TOKYO for Junior」やサーバ等の実機に触れる機会を提供する「ICT 基礎

Lab. for Junior」を開催し、100%に近い満足度を得ている。 

〇【大項目２７】高専の教員が中学校に出向いて行う出前授業を 27 件実施し、高専の教育内

容への理解を深める機会としている。 

〇【大項目２８】技術者のためのオープンカレッジ講座について、荒川キャンパスでは、医

工連携技術者育成プログラムの一環として学び直しの場を提供するなど、各キャンパスの

特長を生かしながら実践的な内容の講座を開催し、高い満足度を得ている。 

４ グローバル化に関する目標を達成するための措置 

大項目番号 取組事項 評定 

２９ グローバル化に関する目標を達成するための措置 ３ 

【評定説明】優れた点・特色ある点、更なる充実が期待される点、改善すべき点など 

（優れた点・特色ある点） 

〇【大項目２９】専攻科の１年生が全員履修する共通科目「先端科学技術特論」において、

半数の講義を英語で実施し、専門英語を身近に体験できる機会を提供した。 

〇【大項目２９】２つの海外体験プログラムについて、コロナ禍の影響により、定員の 70 名

に対し、参加者は 53 名と目標を下回ったが、上級生向けのグローバル・コミュニケーショ

ン・プログラムでは、３年ぶりにシンガポールに渡航して現地の学生と協働・交流するプ

ログラムを再開させた。 
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Ⅳ～Ⅶ 法人運営全般に係る目標を達成するためにとるべき措置

大項目番号 取組事項 評定 

Ⅳ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置 

３０ 組織運営の改善に関する目標を達成するための措置 ３

３１ 教育研究組織の見直し等に関する目標を達成するための措置 ３

３２ 事務の効率化・合理化等に関する目標を達成するための措置 ２

Ⅴ 財務内容の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置 

３３ 財務内容の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置 ３

Ⅵ 自己点検・評価及び情報の提供に関する目標を達成するためにとるべき措置 

３４ 
自己点検・評価及び情報の提供に関する目標を達成するためにとる

べき措置 
３

Ⅶ その他業務運営に関する重要目標を達成するためにとるべき措置 

３５ その他業務運営に関する重要目標を達成するためにとるべき措置 ３

【評定説明】優れた点・特色ある点、更なる充実が期待される点、改善すべき点など 

（優れた点・特色ある点） 

〇【大項目３０】都や区市町村等との連携を推進するため、都各局等へのヒアリング、アン

ケート等によるニーズ調査に加え、新たに、ニーズ調査の結果を踏まえた調査研究の公募

を行った。都とのマッチングが促進され、各種研究の組成につながっている。 

〇【大項目３０】都立大に内部質保証推進会議を設置し、運用フローの見直し等により、内

部質保証の更なる実質化を実現し、全学的な教学マネジメントを推進するための学内体制

の強化を図った。 

〇【大項目３１】令和２年度に策定した「新たな連携の在り方」に基づき、入試連携や研究

機器共用について教職員とのヒアリングや意見交換を実施し、２大学１高専の連携強化や

交流機会の拡充を図った。 

〇【大項目３２】働き方改革の推進に貢献した取組を表彰する「ワークプラクティス・オブ

ザイヤー」を実施し、職員のモチベーションの向上や、法人の働き方改革の機運醸成を図

った。 

〇【大項目３３】同窓会と法人内の関係課が連携して、ホームカミングデーに合わせて寄附

イベントを開催し、延べ 13 名の寄附者に対して感謝状を贈呈する等、継続的な寄附意欲の

促進による寄附金獲得額の拡大を図った。 

〇【大項目３４】「牧野標本館」について広報重点企画として設定し、多角的・戦略的に広報

を行うなど、情報発信の取組の強化を図った。 

〇【大項目３４】都立大における対面での「ホームカミングデー」の再開や、産技大での修

了生コミュニティ制度の活用など、卒業生・同窓会等との連携・協力を強化した。 

〇【大項目３５】カーボンニュートラルの実現に向け、「カーボンニュートラル推進プラン」

を策定するなど、取組を進めるとともに、今後の推進体制を構築した。 

（更なる充実が期待される点） 

〇【大項目３５】教職員等が高い倫理観を備えるためにも、研究コンプライアンス研修やハ

ラスメント防止研修等において、さらなる実効性のある取組を期待する。 
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第三期中期目標期間 

東京都公立大学法人 

業務実績評価書 

東京都地方独立行政法人評価委員会 
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東京都公立大学法人の第三期中期目標期間における 

業務実績評価について  

地方独立行政法人である公立大学法人の業務実績評価には、中期目標の期間に

おける業務の実績に関する評価（期間終了前に実施する見込みの評価を含む。）

と、各事業年度における業務の実績に関する評価の二つがあります。いずれの評

価についても、地方独立行政法人法第７８条の２の規定に基づき、地方独立行政

法人評価委員会が行います。

この度、東京都地方独立行政法人評価委員会は、東京都公立大学法人（以下「法

人」という。）の第三期中期目標期間における業務の実績に関する評価（以下「期

間実績評価」という。）を行いました。 

今回実施した期間実績評価は、法人の中期目標期間を通じた業務実績を調査・

分析し、第三期中期目標の達成状況等の全体について総合的な評価を行い、評価

結果を示すことにより、第四期中期目標の変更を含めた業務運営の改善等に資す

ることを目的としています。 

本評価書では、法人から提出された業務実績等報告書及び法人からのヒアリン

グ等を通じて業務の実績を総合的に評価し、まとめた評価結果について、全体評

価、項目別評価の順に掲載しています。

法人が、この期間実績評価結果を積極的に活用することにより、第四期中期目

標期間において中期目標の着実な達成を図り、教育研究をより一層充実させてい

くことを期待します。 

令和５年 ８月 

東京都地方独立行政法人評価委員会 

委 員 長 大野 髙裕 
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【全体評価】

東京都公立大学法人は第三期中期計画に掲げた多岐にわたる取組を精力的に実行し、

確かな成果を上げており、着実な業務の達成状況にある。 

●優れた点・特色ある点 

 東京都立大学では、博士後期課程の活性化に向けて、博士研究員制度等の導入、大学

院キャリア形成科目の開講などの取組を実施するとともに、文部科学省の「科学技術

イノベーション創出に向けた大学フェローシップ創設事業」等への採択や、日本学術

振興会特別研究員への申請支援の強化などにより、博士後期課程学生への経済的支

援とキャリア形成支援を拡充し、若手研究者の育成に向けて多様な取組を展開して

いる点が高く評価できる。 

 東京都立産業技術大学院大学では、SNS での積極的な情報発信、教員紹介動画、ロー

ルモデル集等を活用した効果的な広報活動など、様々な取組の工夫を図ることで、第

三期中期目標期間当初は志願倍率が１倍前後であったが、最終年度においては 2.1 倍

まで高まるなど、高度専門職業人にふさわしい学生を確保できている点が高く評価

できる。 

 東京都立産業技術高等専門学校では、社会の人材ニーズを踏まえ、情報セキュリティ

技術者と航空技術者の２つの職業教育プログラムを軌道に乗せ、第三期中期目標期

間中に、情報セキュリティでは 52 名、航空では 30 名の修了生を輩出しており、専門

的技術を身につけた修了生を着実に産業界へ送り出している点が高く評価できる。 

●更なる充実が期待される点 

 コロナ禍における困窮学生への経済支援を目的とした基金の創設を契機として、寄

附金の獲得に向けた取組が活性化されており、都立大同窓会組織との包括連携協定

の締結、寄附金受付システムや顕彰制度の導入などにより、寄附金実績の拡大が図ら

れている。コロナ禍での寄附金獲得において構築した卒業生との関係を一過性のも

のとせず、寄附金の確保・拡大に向けた取組が継続されることを期待する。 

 近年、大学院入試問題漏えい、課外活動における事故、火災事故、情報セキュリティ

事故等が発生していることは残念である。これまでに生じた事件・事故を受けて、危

険物に関する安全対策、情報セキュリティ対策など、再発防止に向けた取組を強化し

てきたところだが、事件・事故を繰り返さぬよう、取組の定期点検や風化防止など、

法人一丸となって各種再発防止策を徹底していただきたい。

１ 第三期中期目標期間業務実績の総評 

 東京都公立大学法人（以下「法人」という。）の設置する東京都立大学（以下「都立大」

という。）、東京都立産業技術大学院大学（以下「産技大」という。）及び東京都立産業

技術高等専門学校（以下「産技高専」という。）は、加速度的な技術革新に伴う社会経

済の変容や、感染症、気候変動といった都が直面する課題を捉えながら、それぞれの特

色や個性を生かして、第三期中期計画に掲げた教育、研究、社会貢献及びグローバル化

の取組を精力的に実行し、確かな成果を上げており、着実な業務の達成状況にある。そ

の取組の一つ一つはもちろんのこと、第三期中期目標期間にわたる業務の実績につい

－ 27 －



て絶えざる自己評価を行い、詳細かつ大部な業務実績等報告書を作成してきた関係者

の尽力に敬意を表する。 

 第三期中期目標期間の後半は、コロナ禍の影響により、計画策定当初に予定していた事

業の内容を大幅に見直さざるを得ない状況が生じたが、オンラインを有効に活用する

など、知恵を絞って新たな方策を編み出し、目標達成に向けて鋭意努力してきたことを

高く評価する。 

 コロナ禍が収束しつつある一方で、少子高齢化や脱炭素化など待ったなしの課題が山

積する中、２大学１高専はいずれも、コロナ禍の経験で得た教育研究の新たな方策な

ど、第三期の成果を活用するとともに、第四期の取組の柱に掲げる多様なステークホル

ダーとの連携・協働を一層推進しつつ、次のステージへと進もうとしており、こうした

工夫や取組を発展させ、更なる教育研究成果の創出につなげていくことを期待する。 

【東京都立大学】 

 都立大では、教育研究資源の集約や先端分野の強化を図り、新たな時代の要請に応える

ため、平成 30 年度に教育研究組織の再編を行った。また、異分野の知を融合し、新た

な価値を生み出す能力を育成することを目的として、大学院において専攻が異なる学

生が参加できる分野横断プログラムを平成 30 年度に開設するとともに、Society5.0 に

対応した人材育成を目的として、令和４年度から、全ての学部・研究科の学生を対象と

した数理・データサイエンス副専攻コースを開講した。 

 平成 29 年度に設置した教学 IR 推進室において、教学 IR システムの運用を開始し、学

内の各委員会や部局等からの依頼に応じてデータを解析するほか、教職員一人ひとり

が教学に関するデータにアクセスして分析することを可能とする全学的な教学マネジ

メント体制を整備しており、入試区分ごとの入学後の成績分布に関する分析結果を基

に入試制度を見直すなど、データに基づく教育改善を積極的に推進している。 

 博士後期課程の活性化に向けて、博士研究員制度等の導入、大学院キャリア形成科目の

開講などの取組を実施するとともに、文部科学省の「科学技術イノベーション創出に向

けた大学フェローシップ創設事業」等への採択や、日本学術振興会特別研究員への申請

支援の強化などにより、博士後期課程学生への経済的支援とキャリア形成支援を拡充

し、若手研究者の育成に向けて多様な取組を展開している。 

 コロナ禍において、インターネットの高速回線への切り替え、学生への Wi-Fi ルータ

やノートパソコンの貸出し等、ICT を活用したリモート型学習環境の整備を進めた。 

 課外活動における安全管理については、第三期中期目標期間中に同一の課外活動団体

で事故が繰り返されたことを踏まえ、リスク管理や緊急時の対応等のレクチャー、リー

ダー育成研修会における注意喚起等、学生の意識向上を図る取組を実施している。取組

成果の検証、定期点検、風化防止など、効果的な再発防止策を実施するための PDCA サ

イクルを確立し、安全性確保に向けた取組の強化を求める。また、健康診断の受診率に

ついて、令和元年度の 87.9％から令和４年度は 65.6％まで低下したことから、コロナ

禍の影響があったことを踏まえても、今後の受診率向上に向けた方策の検討や、社会人

学生の学外での受診状況の把握等、更なる取組の充実を求める。 

 国際的研究拠点の形成を目指す研究センター所属の教員に、研究内容に応じて親和性

の高い公募情報を提供するなど様々な支援を展開しており、センターの外部資金獲得

額は、平成 26～28 年度の平均獲得額比で、令和４年度には、目標の 150％を大幅に上

－ 28 －



回る 205％を達成した。一方で、被引用度トップ 10％論文の比率（過去５年平均）は近

年減少傾向にあり、令和５年４月１日時点では、8.6％と目標を下回る状況になってい

る。効果的な研究支援の方策を検証し、研究力の強化を図る取組の推進を期待する。 

 東京都との連携を推進するため、行政ニーズと研究シーズとのマッチング機能の強化

に取り組んでおり、都連携事業の件数は令和元年度に大幅に増加し、その後高い値を維

持している。社会との価値共創を取組の柱に掲げる第四期中期目標期間においては、都

政の重要課題をテーマとして設定し、教育、研究、リカレント教育など幅広い分野で大

学を挙げて取り組むなど、都立の大学ならではの取組を一層推進することを期待する。 

 令和元年度に、シニア世代をターゲットとした新しい学びの場である東京都立大学プ

レミアム・カレッジを開講し、大学が有する教育研究資源を活用した多様なカリキュラ

ムを提供するとともに、専攻科などコースの拡充を順次進め、最長４年間学び続けるこ

とができる学修環境を整備し、志願者も安定的に確保するなど生涯を通じた学びの充

実に貢献している。 

 留学生の受入れについては、コロナ禍の影響により、取組の変更を余儀なくされたが、

積極的な海外プロモーションや短期受入プログラムのオンライン実施等の取組を継続

し、600 名程度の留学生数を維持した。コロナ禍収束後の留学生受入れの回復に向けた

取組に当たっては、留学の｢質｣を重視し、受入環境の整備に取り組むとともに、多様化

を図る取組についても更なる強化が望まれる。 

【東京都立産業技術大学院大学】 

 産技大では、運営諮問会議の答申に基づき、令和２年度から、１専攻３コース体制への

研究科再編を行い、企業における新規事業開発や起業・創業を担う人材を育成する新し

い学位プログラム（事業設計工学コース）のカリキュラムを着実に実施するなど、実践

的な教育を推進している。 

 産技大独自の先駆的な PBL 型教育について、「AIIT PBL Method」として体系化すると

ともに、日本語に加え、英語でも紹介し、ホームページで公開するなど、国内外に広く

発信しており、その特色ある実践教育は認証評価においても高く評価されている。 

 教員の教育能力の向上を図るための FD フォーラムについて、第三期中期目標期間中の

全ての年度において全教員が参加し、教育の質の改善に取り組んでおり、学生による授

業評価アンケートにおいて、全ての年度で５点満点中平均４点以上の高い評価を得て

いる。 

 SNS での積極的な情報発信、教員紹介動画、ロールモデル集等を活用した効果的な広報

活動など、様々な取組の工夫を図ることで、第三期中期目標期間当初は志願倍率が１倍

前後であったが、最終年度においては 2.1 倍まで高まるなど、高度専門職業人にふさ

わしい学生を確保できている。 

 同時性・双方向性を確保したオンライン授業と録画を用いたオンデマンド授業を組み

合わせ、社会人が学び直しを行いやすい環境の整備を推進するとともに、AIIT 単位バ

ンク制度や履修証明プログラムなどにより、充実したリカレント教育の場を正規学生

以外にも広く提供している。また、修了生に対しても、修了後の継続的かつ自主的な学

修と研究の機会を提供する「AIIT 修了生コミュニティ」を設置し、継続した学びの支

援を行っている。 

 アジア諸国等とのネットワークを生かし、海外大学と連携したセミナーの共催やPBLを
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実施するなど、グローバルに活躍できる高度専門職業人を育成するための取組を着実

に推進している。また、コロナ禍においてもオンラインツールを活用し、国際シンポジ

ウム、共同研究、学生や教員の交流等、多彩な活動を行った。 

【東京都立産業技術高等専門学校】

 産技高専では、新しいものづくりを牽引する実践的技術者の育成を目指し、令和３年度

に品川キャンパスのコースを再編し、AI スマート工学コースと情報システム工学コー

スを開設するととともに、荒川キャンパスにおいて、医学と工学の融合をテーマに IoT

と AI 技術の社会実装について学ぶコース横断の未来工学教育プログラムを開講し、多

くの履修希望者を集めている。 

 社会の人材ニーズを踏まえ、情報セキュリティと航空技術の２つの職業教育プログラ

ムを軌道に乗せ、第三期中期目標期間中に、情報セキュリティでは 52 名、航空技術で

は 30 名の修了生を輩出しており、専門的技術を身につけた修了生を着実に産業界へ送

り出している。 

 課外活動においては、学生グループによる課外活動経費の一部を助成する未来工房プ

ロジェクトや、クラブ活動の指導内容の充実等を図るクラブ活動指導員の導入など、多

様な支援を実施することで、課外活動が活性化しており、全国大会への出場などの成果

につなげている。 

 ホームページや各種 SNS を活用した積極的な広報活動を展開し、公式コンテンツのア

クセス数・フォロワー数を増加させている。また、女子学生の確保に向けて、イベント

での情報発信、ホームページにおけるコンテンツの見直し等を継続して行い、女子学生

数が着実に増加している。一方で、一般入試の志願倍率が、令和３年度入試以降、２倍

を下回り、伸び悩んでいることから、回復に向けた更なる取組を期待する。 

 外部資金獲得のための支援として、若手教員を対象に応募書類添削や動画講座配信を

専門業者に委託するとともに、都立大と連携した支援が行われている。一方、教員の資

質向上のため設けられている特別研究期間制度については、年間４名の取得を可能と

する制度改正が行われたが、実績としては最高でも年間２名であった。校務分掌への配

慮や取得促進に向けた働きかけなど、教員の教育力・研究力の向上につなげていくこと

を期待する。 

 ２つの海外体験プログラムについて、第三期中期目標期間の初年度から参加者の目標

70 名を達成しており、コロナ禍においてもオンラインを活用したプログラムに変更し

つつ、令和３年度と令和４年度は 50 名以上の参加者を得るなど、様々な努力や工夫を

行いながらプログラムを遂行した。 

【法人運営全般】 

 令和２年度に、大学名を「東京都立大学」及び「東京都立産業技術大学院大学」に、法

人名を「東京都公立大学法人」に変更し、名称に「東京都」を冠することで、ステーク

ホルダーがより明確となった。「都立」の高等教育機関として、東京都等との連携強化

に向けて組織体制を整備し、連携実績を平成 30 年度までの年間 100 件程度から、令和

元年度以降の 170 件程度にまで大幅に伸ばした。 

 大学高専連携の推進に向けて、令和元年度に法人及び２大学 1 高専の事務職員による

ワーキンググループが作られ、現場教職員との情報交換・意見交換の機会が設けられて
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いる。法人事務局には、都立大、産技大、高専の｢橋渡し役｣として、２大学１高専の連

携事業の将来的な目的・シナジー等の明確な戦略性や方向性を各校に示すことを期待

する。 

 コロナ禍を契機として、在宅勤務の導入など、働き方の見直しや業務の効率化が進めら

れており、令和３年度には、働き方改革推進計画の策定や業務見直しのために全職員を

対象に意見聴取を行い、意見を踏まえた業務の合理化が図られている。また、令和４年

度には、職員表彰制度を導入することで、働き方改革の機運醸成と、職員のモチベーシ

ョンの向上を図るなど、自発的な業務改善が推進されている。 

 コロナ禍における困窮学生への経済支援を目的とした基金の創設を契機として、寄附

金の獲得に向けた取組が活性化されており、都立大同窓会組織との包括連携協定の締

結、寄附金受付システムや顕彰制度の導入などにより、寄附金実績の拡大が図られてい

る。コロナ禍での寄附金獲得において構築した卒業生との関係を一過性のものとせず、

寄附金の確保・拡大に向けた取組が継続されることを期待する。 

 近年、大学院入試問題漏えい、課外活動における事故、火災事故、情報セキュリティ事

故等が発生していることは残念である。これまでに生じた事件・事故を受けて、危険物

に関する安全対策、情報セキュリティ対策など、再発防止に向けた取組を強化してきた

ところだが、事件・事故を繰り返さぬよう、取組の定期点検や風化防止など、法人一丸

となって各種再発防止策を徹底していただきたい。 

２ 第四期中期目標期間に向けた課題、法人への要望など 

 法人は、２大学１高専それぞれの教職員からの構想やアイデアを活かしつつ、人的・物

的資源をバランスよく配分し、各校の特色や魅力を最大限に引き出すプロジェクトを

より戦略的に推進していただきたい。また、その成果についてアピールすべきポイント

を明確にし、都や都民に対して効果的に情報発信することで、プレゼンスをより一層向

上させていくことを期待する。 

 ２大学１高専の連携について、各校のミッションを踏まえつつ、３校が連携すればこそ

得られるシナジー効果を見出すべく、法人において、各校のリソースなどを分析しなが

ら、２大学１高専の連携戦略が設計されることを期待する。また、２大学１高専と都と

の連携においても、連携の目的、メリット、コスト等を分析しつつ、法人部門が率先し

て、連携事業を戦略的に管理・推進していくことが期待される。 

 定量的な指標や計画の達成だけにとらわれ、教育研究活動が形骸化することのないよ

う、実行可能な計画の検討と取組の実施、場合によってはコストに見合った取組である

かどうかをあらためて検証し、メリハリをつけた運営方針の下、社会の変化に応じて柔

軟に対応していただきたい。 

 中期計画上の達成目標について、年度ごとのマイルストーンを示していただきたい。ま

た、目標の達成以降、どのような活動をするかも併せて示されることが望ましい。 

 カーボンニュートラルの実現や働き方改革の推進などの取組について、教職員･学生等

に周知・認知されているかどうか、点検、効果測定、フィードバック等、取組を実施し

た後のフォローを行っていただきたい。特に重点的に取り組むべき課題については、連

絡会を設置するなど、法人組織全体として取組を進めていただきたい。 

 第四期中期計画では、東京で活躍する多種多様な主体と連携し、都が抱える政策課題と

２大学１高専の専門的知見とを結びつけ、解決策を提示していくこととしており、地域
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でボランティア活動を行っている学生や、都政課題の解決に取り組む大学・高専発ベン

チャーと協働するなど、学生や OB・OG などとも連携しながら、新たな価値の創造に取

り組んでいくことを期待する。 
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（第三期中期目標期間）項目別評価 評定一覧表

平成
29年度

平成
30年度

令和
元年度

令和
2年度

令和
3年度

令和
4年度

Ⅰ 東京都立大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

1 教育に関する目標を達成するための措置

教育内容及び教育の成果等 1 2 2 2 2 2 2 2 2
教育の実施体制等　【教育改革を推進する取組の強化】 2 1 1 1 2 3 2 1 1
教育の実施体制等　【学修支援環境の整備、教育の質の改善】 3 3 3 3 2 3 2 3 3
学生への支援 4 3 3 3 3 2 3 3 3
入学者選抜 5 2 2 3 3 3 3 3 3

２ 研究に関する目標を達成するための措置

研究水準及び研究の成果等 6 2 2 3 3 2 2 3 2
研究実施体制等 7 3 3 3 2 3 3 3 3

３ 社会との連携や社会貢献等に関する目標を達成するための措置

都政との連携 8 3 3 2 3 3 3 3 3
社会貢献等 9 3 2 2 2 2 2 2 2

４ グローバル化に関する目標を達成するための措置

グローバル化　【教育の国際通用性、学生の海外派遣の拡充、外国人留学生の受入れ】 10 3 3 3 3 3 3 3 3
グローバル化　【海外の大学等との連携、都市外交を支えるネットワーク形成、キャンパスの国際
化】

11 3 2 3 3 3 3 3 3
Ⅱ 東京都立産業技術大学院大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

1 教育に関する目標を達成するための措置

教育内容及び教育の成果等 12 2 2 2 2 2 2 2 2
教育の実施体制等　【産業界や他大学等との連携による教育実施体制の整備、東京都立大学
及び東京都立産業技術高等専門学校との連携】

13 3 3 3 2 2 2 3 2
教育の実施体制等【教育の評価・改善】 14 2 3 2 2 3 2 3 2
学生への支援 15 3 3 3 3 3 3 3 3
入学者選抜 16 2 2 1 2 1 2 1 1

２ 研究に関する目標を達成するための措置

研究 17 3 3 3 3 3 3 3 3
３ 社会との連携や社会貢献等に関する目標を達成するための措置

都政との連携 18 3 3 3 3 3 3 3 3
社会貢献等 19 2 2 2 2 2 2 2 2

４ グローバル化に関する目標を達成するための措置

グローバル化 20 2 1 2 2 2 2 2 2
Ⅲ 東京都立産業技術高等専門学校の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

1 教育に関する目標を達成するための措置

教育内容及び教育の成果等 21 1 1 1 2 1 2 1 1
教育の実施体制等　【教育システムの継続的な改善、他の教育機関等との連携】 22 3 3 3 3 3 3 3 3
教育の実施体制等【教育の質の評価・改善】 23 3 3 3 3 3 3 3 3
学生への支援 24 2 2 2 2 2 2 2 2
入学者選抜 25 2 3 2 1 2 2 2 2

２ 研究に関する目標を達成するための措置

研究 26 3 3 3 3 3 3 3 3
３ 社会との連携や社会貢献等に関する目標を達成するための措置

都政との連携 27 3 3 2 3 3 3 3 3
社会貢献等 28 3 3 3 3 3 3 3 3

４ グローバル化に関する目標を達成するための措置

グローバル化 29 2 3 2 3 2 3 2 2
Ⅳ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置

組織運営の改善 30 3 2 3 3 3 3 3 3
教育研究組織の見直し等 31 3 3 3 3 3 3 3 3
事務の効率化・合理化等 32 3 3 3 2 2 2 2 2

Ⅴ 財務内容の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置

財務内容の改善 33 3 3 3 3 3 3 3 3
Ⅵ 自己点検・評価及び情報の提供に関する目標を達成するためにとるべき措置

自己点検・評価及び情報の提供 34 3 3 3 3 3 3 3 3
Ⅶ その他業務運営に関する重要目標を達成するためにとるべき措置

その他業務運営 35 4 3 3 3 3 3 3 3

中期目標を達成するために
とるべき措置

大項目
番号

年度評価
中期目標

期間見込評価
中期目標

期間実績評価

評定
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【項目別評価】

① 業務実績の検証 

項目別評価を実施するに当たって、法人から提出された業務実績等報告書を基に検証を行った。

検証に当たっては、中期計画に記載されている各項目の業務の実績について、中期計画の進捗・

達成状況及び成果・効果を確認するとともに、法人の自己評価及び計画設定の妥当性を含め総合

的に行った。 

検証は、法人からのヒアリングにより実施した。 

② 業務実績の評価 

業務実績等報告書の各項目の検証及び特記事項等を基に、業務の進捗・達成状況及び成果・効

果を大項目ごとに１～５の５段階で評価した。 

【期間評価】（評定・評語・説明） 

評定 評語 説明 

１ 
中期目標の達成状況が極めて良好であ

る。 

中期計画を大幅に上回って実施しているもの、

あるいは顕著な実績又は特に優れた成果が認め

られるもの 

２ 中期目標の達成状況が良好である。 

中期計画を上回る取組、実績又は成果を挙げた

もの、あるいは中期計画を順調に実施し、かつそ

の取組に注目すべき点（※）が認められるもの 

３ 中期目標の達成状況が概ね良好である。 
中期計画に記載された事項を概ね 100％計画通

り実施したもの 

４ 
中期目標の達成状況がやや不十分であ

る。 

中期計画を計画通り実施しなかったもの、ある

いは実績・成果が中期計画を下回っているもの 

５ 
中期目標の達成状況が不十分であり、法

人の組織、業務等に見直しが必要である。
公立大学分科会が特に認める場合 

※中期目標を達成するため、戦略性が高く意欲的な中期計画を定めて、実績又は成果を挙げたも

の、あるいは社会情勢の変化等の外的要因により達成がより困難となった中期計画について達

成したもの等 

中期計画の大項目ごとの評定及び評定説明は、以下のとおりである。中期計画の項目に沿って記

載する。 

Ⅰ 東京都立大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

１ 教育に関する目標を達成するための措置 

大項目番号 取組事項 評定 

１ 教育内容及び教育の成果等に関する目標を達成するための措置 ２

２ 
教育の実施体制等に関する目標を達成するための措置 

◇教育改革を推進する取組の強化 
１

３ 

教育の実施体制等に関する目標を達成するための措置 

◇学修支援環境の整備 

◇教育の質の改善 

３

４ 学生への支援に関する目標を達成するための措置 ３

５ 入学者選抜に関する目標を達成するための措置 ３

【評定説明】優れた点・特色ある点、更なる充実が期待される点、改善すべき点など 

（優れた点・特色ある点） 

〇【大項目１】教育研究組織の再編成、大学院分野横断プログラムの開設、文理教養プログラ

ムの開講準備等、教育の質の向上に向けた取組が着実に進んでいる。 
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〇【大項目２】平成 29 年度より教学 IR 推進室を設置するとともに、教学 IR システムの運用

を開始し、全学的な教学マネジメント体制を整備した。各種データや分析結果は全学的な教

育改善、教育改革のために活用されている。 

〇【大項目２】博士後期課程の活性化に向け、博士研究員・専門研究員制度の導入や、経済的

支援、キャリア形成に係る科目の開講などの様々な取組を実施した。 

〇【大項目３】コロナ禍において、ICT を活用した学習環境の整備が進み、高速回線への切り

替え、学生への Wi-Fi ルータやノートパソコンの貸出しが行われ、リモート型学習環境の整

備が進んだ。全学的な共通情報インフラとして統合認証基盤の整備も始まった。 

〇【大項目３】ラーニング・コモンズをリニューアルし、利用者の利便性の向上を図る等、ア

クティブ・ラーニングを推進した。 

〇【大項目４】実践的な活動と学修を連動させ、段階的にボランティアリーダーの育成を図る

都立大独自のボランティアプログラムを提供するなど、ボランティア活動の支援が活発であ

る 

〇【大項目５】多様な選抜による募集人員の割合が令和３年度入試において目標の 30％に達

し、その後も入試区分による募集人員の見直しによって、より質の高い志願者を安定的に確

保できている。 

（改善すべき点） 

〇【大項目１】令和４（2022）年度に受審した認証評価において、大学評価基準に「適合」し

ていると認められたが、改善を要する点として、多くの研究科の研究指導の計画や一部の授

業科目の内容等があらかじめ学生に十分に明示されていないとの指摘を受けている。自己点

検・評価委員会における改善活動の進捗管理に期待したい。 

〇【大項目４】課外活動における安全管理については、第三期中期目標期間中に同一の課外活

動団体で事故が繰り返されたことを踏まえ、リスク管理や緊急時の対応等のレクチャー、リ

ーダー育成研修会における注意喚起等、学生の意識向上を図る取組を実施している。取組成

果の検証、定期点検、風化防止など、効果的な再発防止策を実施するための PDCA サイクル

を確立し、安全性確保に向けた取組の強化を求める。 

〇【大項目４】健康診断の受診率について、長期化するコロナ禍の影響を受けて医師の確保が

困難となるなどの理由はあるものの、令和３年度の 74.9％から令和４年度は 65.6％まで低

下したことから、今後の受診率向上や社会人学生の学外での受診状況の把握等の取組の充実

を求める。 

２ 研究に関する目標を達成するための措置 

大項目番号 取組事項 評定 

６ 研究水準及び研究の成果等に関する目標を達成するための措置 ２

７ 研究実施体制等に関する目標を達成するための措置 ３

【評定説明】優れた点・特色ある点、更なる充実が期待される点、改善すべき点など 

（優れた点・特色ある点） 

〇【大項目６】南大沢キャンパスと日野キャンパスに整備した国内最大級となるローカル 5G

ネットワークを活用し、都民生活の向上に資する都立大ならではの研究を推進した。 

〇【大項目６】研究センター所属の教員に、研究内容に応じて親和性の高い公募情報を提供す

るなど様々な支援を展開しており、研究センターの外部資金獲得額は、平成 26～28 年度の

平均獲得額比で、目標の 150％を大幅に上回る 205％を達成した。 

〇【大項目７】科研費獲得増加に向けて、研究計画調書の組織的な作成支援、学長裁量研究費

による上位種目へのチャレンジ支援などを実施しており、令和元年度以降の科研費新規採択

率は目標の 30％を上回っている。 

〇【大項目７】URA の増員・スキルアップなど研究推進体制を強化するとともに、URA が主導

して申請を行うことで、文部科学省の「科学技術イノベーション創出に向けたフェローシッ

プ創設事業」などに採択された。 
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（更なる充実が期待される点） 

〇【大項目６】被引用度トップ 10％論文の比率（過去５年平均）は近年減少傾向にあり、令和

５年４月１日時点では、8.6％と目標を下回る状況になっている。効果的な研究支援の方法

を検証し、研究力の強化を図る取組の推進を期待する。 

〇【大項目７】研究センターの外国人研究者比率について、年々比率は高まっており、令和４

年度は 26.6％となった。目標の 30％に近づいていることから、引き続き、比率向上に向け

た取組の推進を期待する。 

３ 社会との連携や社会貢献等に関する目標を達成するための措置 

大項目番号 取組事項 評定 

８ 都政との連携に関する目標を達成するための措置 ３

９ 社会貢献等に関する目標を達成するための措置 ２

【評定説明】優れた点・特色ある点、更なる充実が期待される点、改善すべき点など 

（優れた点・特色ある点） 

〇【大項目８】東京都との連携事業の件数は令和元年度に大幅に増加し、その後高い値を維持

している。また、島しょエリアの産業活性化や災害対策など都政のシンクタンクとして多く

の研究に取り組んでいる。 

〇【大項目９】URA による教員へのサポートや企業向けイベントにおける情報発信を行ったこ

となどにより、共同研究・受託研究による外部資金の獲得が、第二期中期目標期間の平均金

額比で概ね 140%程度となり、目標を達成した。 

〇【大項目９】起業マインドの醸成を目的としたイベントの開講などによる機運の向上や、大

学発ベンチャーの創出・育成に向けた方針の明確化等に取り組み、大学発ベンチャーは目標

を上回る累計 13 社となった。 

〇【大項目９】プレミアム・カレッジは、最長４年間学べる学修環境を整備するとともに、都

立大が有する教育研究資源を活用して多様な学修ニーズに対応できるプログラムを提供し

ており、志願者も安定的に確保している。 

（更なる充実が期待される点） 

〇【大項目８】東京 2020 大会を契機として、学生が地域や自治体と連携して体験教室等に参

画する機会の提供が行われている。今後もこうした取組を学生の育成機会としていくことを

期待する。 

〇【大項目８】金融分野の高度な実践的課題を解決するため、ファイナンス・金融工学に特化

した教育プログラムを提供しており、今後、こうした都立の大学ならではの人材育成の更な

る展開に期待する。 

〇【大項目９】地域課題解決に向け、金融機関や民間企業との連携を強化するとともに地域ニ

ーズを積極的に調査･発掘し、各キャンパスの特長を踏まえた地域支援の取組を拡充するこ

とを期待する。 

４ グローバル化に関する目標を達成するための措置 

大項目番号 取組事項 評定 

１０ 

グローバル化に関する目標を達成するための措置 

◇教育の国際通用性 

◇学生の海外派遣の拡充 

◇外国人留学生の受入れ 

３

１１ 
グローバル化に関する目標を達成するための措置 

◇海外の大学等との連携 
３

－ 39 －



◇都市外交を支えるネットワーク形成 

◇キャンパスの国際化 

【評定説明】優れた点・特色ある点、更なる充実が期待される点、改善すべき点など 

（優れた点・特色ある点） 

〇【大項目１０】コロナ禍によって学生の海外派遣や、留学生の受入を当初の計画通りに実施

できなかったものの、短期受入プログラムや海外インターンシップをオンラインで実施する

等、オンライン活用したグローバル化への取組を行った。 

〇【大項目１０】コロナ禍であっても、奨学金プログラムや留学ガイダンス、語学研修の実施、

さらにはグローバル教養講座の開講等によって、学生の留学意識の涵養に努め、第三期中期

目標期間合計で学生 885 名の海外派遣を達成した。 

〇【大項目１０】留学生受入れに向けてオンラインによる広報、科目開講、また英語実施科目

の拡充を行い、令和４年度には 600 名程度の在籍留学生数を維持している。 

〇【大項目１１】TOEIC スコア 600 点以上の職員の割合が 25.1％となり、KPI を達成した。 

（更なる充実が期待される点） 

〇【大項目１１】外国人教員の割合は令和４年度に 4.6％に達し、目標値に近づいている。大

学のグローバル化を一層推進するため、さらなる増加を期待したい。

Ⅱ 東京都立産業技術大学院大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

１ 教育に関する目標を達成するための措置 

大項目番号 取組事項 評定 

１２ 教育内容及び教育の成果等に関する目標を達成するための措置 ２

１３ 

教育の実施体制等に関する目標を達成するための措置 

◇産業界や他大学等との連携による教育実施体制の整備 

◇東京都立大学及び東京都立産業技術高等専門学校との連携 

２

１４ 
教育の実施体制等に関する目標を達成するための措置 

◇教育の評価・改善 
２

１５ 学生への支援に関する目標を達成するための措置 ３

１６ 入学者選抜に関する目標を達成するための措置 １

【評定説明】優れた点・特色ある点、更なる充実が期待される点、改善すべき点など 

（優れた点・特色ある点） 

〇【大項目１２】新規事業開発や起業・創業・事業継承を担う人材を育成するために、２専攻

から１専攻３コース体制に研究科を再編し、新たな学位プログラムを導入することにより、

実践的な教育を着実に実施した。 

〇【大項目１２】産技大の PBL 教育を独自の「AIIT PBL Method」として体系化し、国内外に

広く発信しており、認証評価においても、特色ある実践教育として高く評価されている。 

〇【大項目１２】アクティブ・ラーニング導入科目の割合について、第三期中期目標期間を通

して８割を超え、KPI を達成した。 

〇【大項目１３】運営諮問会議の答申に基づき、２専攻から１専攻３コース体制に研究科を再

編した。 

〇【大項目１３】実務家教員比率について、計画的な採用を実施することで、第三期中期目標

期間を通して３割以上を維持した。 

〇【大項目１３】文部科学省や品川区、インドネシアの大学など、他機関との連携事業を多岐

にわたり実施し、KPI を達成した。 

〇【大項目１４】内部質保証室を設置することで、全学的な内部質保証システムの実施体制を

構築し、PDCA サイクルのマネジメントを強化した。 

〇【大項目１４】学生の授業評価アンケートにおいて、全ての年度で５点満点中平均４点以上
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の高い評価を得た。 

〇【大項目１４】FD フォーラムを開催し、第三期中期目標期間中の全ての年度において、全教

員が参加した。 

〇【大項目１５】多同時性・双方向性を確保したオンライン授業とオンデマンド授業を組み合

わせることで、社会人がより学びやすい学修環境を提供した。 

〇【大項目１５】１年次生全員に対する担任教員の指導等、きめ細かい学生サポートが実施さ

れている。 

〇【大項目１６】多様な PR 活動の実施により、大学院説明会参加者数は第三期中期目標期間

中の全ての年度で 250 名を越え、KPI を達成した。 

〇【大項目１６】平成 30 年度以降は志願倍率が 1.5 倍程度で安定的に推移している。さらに

令和５年度４月入学者においては、志願倍率は 2.1 倍まで高まった。 

（更なる充実が期待される点） 

〇【大項目１３】産技高専との共同研究や同校専攻科生のインターンシップの受入れ等、連携

強化が図られているが、都立大と連携した取組については、今後の更なる充実を期待する。

２ 研究に関する目標を達成するための措置 

大項目番号 取組事項 評定 

１７ 研究に関する目標を達成するための措置 ３

【評定説明】優れた点・特色ある点、更なる充実が期待される点、改善すべき点など 

（優れた点・特色ある点） 

〇【大項目１７】PBL 研究会の教員参加率について、第三期中期目標期間を通じて目標の 90%

以上、令和２年度以降は 100％を維持している。 

〇【大項目１７】学際的研究所について、４件からスタートし、令和４年度には 11 件まで拡

大し、KPI を達成した。 

３ 社会との連携や社会貢献等に関する目標を達成するための措置 

大項目番号 取組事項 評定 

１８ 都政との連携に関する目標を達成するための措置 ３

１９ 社会貢献等に関する目標を達成するための措置 ２

【評定説明】優れた点・特色ある点、更なる充実が期待される点、改善すべき点など 

（優れた点・特色ある点） 

〇【大項目１８】自治体等職員向けの研修講座について、平成 30 年度以降は目標となる毎年

10 講座以上実施し、自治体等職員の人材育成に貢献した。 

〇【大項目１９】AIIT フォーラムについて、目標値の年間 600 名程度を大幅に上回り、令和２

年度以降 1,000 名を超える集客を実現している。 

〇【大項目１９】修了後の継続的かつ自主的な学修と研究の機会を提供する「AIIT 修了生コミ

ュニティ」を設置し、修了生への支援を実施している。 

〇【大項目１９】充実したリカレント教育の場を提供するため、AIIT 単位バンク制度、履修証

明プログラム及び AIIT シニアスタートアッププログラムを着実に実施した。 

（更なる充実が期待される点） 

〇【大項目１８】自治体等職員向けの研修・公開講座について、さらに拡充されることを期待

する。 
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４ グローバル化に関する目標を達成するための措置 

大項目番号 取組事項 評定 

２０ グローバル化に関する目標を達成するための措置 ２

【評定説明】優れた点・特色ある点、更なる充実が期待される点、改善すべき点など 

（優れた点・特色ある点） 

〇【大項目２０】グローバル人材の能力指標の基準を満たす学生の割合は年々高まっており、

目標である８割を達成した。 

〇【大項目２０】コロナ禍以前は参加国・機関、またテーマを増やしながら、またコロナ禍に

はオンラインを活用してグローバル PBL を着実に実施した。 

〇【大項目２０】アジア諸国の大学との連携について、コロナ禍においてもオンラインツール

を活用し、国際シンポジウム、共同研究、学生や教員の交流等、多彩な活動を行った。 

Ⅲ 東京都立産業技術高等専門学校の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

１ 教育に関する目標を達成するための措置 

大項目番号 取組事項 評定 

２１ 教育内容及び教育の成果等に関する目標を達成するための措置 １

２２ 

教育の実施体制等に関する目標を達成するための措置 

◇教育システムの継続的な改善 

◇他の教育機関等との連携 

３

２３ 
教育の実施体制等に関する目標を達成するための措置 

◇教育の質の評価・改善 
３

２４ 学生への支援に関する目標を達成するための措置 ２

２５ 入学者選抜に関する目標を達成するための措置 ２

【評定説明】優れた点・特色ある点、更なる充実が期待される点、改善すべき点など 

（優れた点・特色ある点） 

〇【大項目２１】社会のニーズに応える実践的技術者の育成を目指し、品川キャンパスでは AI

スマート工学コースと情報システム工学コースを開設するとともに、荒川キャンパスでは医

工連携の未来工学教育プログラムを開講し、多くの履修希望者を集めている。 

〇【大項目２１】新たな職業教育プログラムとして実施した情報セキュリティ技術者育成プロ

グラムと航空技術者育成プログラムでは着実に修了生を輩出し、目標を達成している。 

〇【大項目２１】令和３年度に機械、電気電子、情報、創造の４プログラムについて、JABEE

（技術者育成プログラムの審査・認定を行う機関）の認定を受けることができ、その後もプ

ログラムの改善に継続的に取り組んだ。 

〇【大項目２２】運営協力者会議を毎年開催し、産業界のニーズなど、多くの意見をコース等

にフィードバックすることで、教育内容の改善を図った。 

〇【大項目２２】事前に数学、専門科目の補習を実施することにより、都立工業高校からの編

入学生の受入がスムーズに行われ、全ての編入学生は編入学後の通常の在学年数(２年間)で

卒業できた。 

〇【大項目２３】ルーブリック作成要領を整備し、授業改善に向けた課題発掘を可能とすると

ともに、カリキュラムマップを見直すなど、教育の質の改善に取り組んだ。 

〇【大項目２３】教員の新任研修、昇任者研修及び管理職研修について、第三期中期目標期間

を通して参加率 100％を実現するなど、目標を達成し、教育レベルの向上を図っている。 

〇【大項目２４】未来工房プロジェクトによる支援やクラブ活動指導員の導入など、多様な課

外活動への支援を実施し、全国大会への出場などの成果につなげた。 

〇【大項目２４】キャリアポートフォリオを導入し、学生に早期からキャリアについて検討さ
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せるなど、キャリア支援を充実しており、高い進路決定率を実現している。 

〇【大項目２５】特別推薦入試制度について、品川区に加え荒川区と協定を締結して、令和４

年度より募集人員を４名に拡大する目標を達成し、ものづくりに意欲的な学生の確保を行っ

ている。 

〇【大項目２５】女子学生の確保に向けて、イベントでの情報発信、ホームページにおけるコ

ンテンツの見直し等を継続して行い、女子学生数が着実に増加している。 

〇【大項目２５】ホームページや各種 SNS を活用した積極的な広報活動を展開し、公式コンテ

ンツのアクセス数・フォロワー数を増加させている。 

（更なる充実が期待される点） 

〇【大項目２２】グローバル・コミュニケーション・プログラムの強化・改善に向けた新たな

渡航先の調査や、共同研究の活性化に向けた教員間連携の仕組みの構築が行われた。今後、

これらの取組により、２大学１高専の連携がさらに進むことを期待する。 

〇【大項目２５】一般入試の志願倍率が、令和３年度入試以降、２倍を下回り、伸び悩んでい

ることから、回復に向けた更なる取組を期待する。 

２ 研究に関する目標を達成するための措置 

大項目番号 取組事項 評定 

２６ 研究に関する目標を達成するための措置 ３

【評定説明】優れた点・特色ある点、更なる充実が期待される点、改善すべき点など 

（優れた点・特色ある点） 

〇【大項目２６】高専の専攻科生とその指導教員の研究に、都立大・産技大の教員が協力して

実施する共同研究を毎年度公募し、６年間で 25 件のプロジェクトを採択した。 

（更なる充実が期待される点） 

〇【大項目２６】特別研究期間制度について、年齢や職位の制限をなくすなどの取組を行った

が、最高でも年間２名の利用であった。引き続き、取得の促進に向けた取組、働きかけを期

待する。 

〇【大項目２６】都立大・産技大との共同研究について、令和４年度に導入した研究者間のマ

ッチングの仕組みの活用などにより、更に拡充することを期待する。 

３ 社会との連携や社会貢献等に関する目標を達成するための措置 

大項目番号 取組事項 評定 

２７ 都政との連携に関する目標を達成するための措置 ３

２８ 社会貢献等に関する目標を達成するための措置 ３

【評定説明】優れた点・特色ある点、更なる充実が期待される点、改善すべき点など 

（優れた点・特色ある点） 

〇【大項目２７】中学生向けの体験型情報セキュリティ研修を継続して開催し、社会的なテー

マでもある情報セキュリティについて、中学生が楽しみながら理解を深める機会を提供して

いる。 

〇【大項目２８】ホームページのシーズ集等をきっかけに、区との連携事業として技術相談や

出前講座を実施するなど、地元企業との連携・協働を推進している。 

〇【大項目２８】地元区と連携した若手技術者支援講座や技術者のためのオープンカレッジに

ついて、令和３年度以降、毎年いずれも５回以上開催しており、地域のものづくり技術者に

学びなおしの場を提供している。 
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４ グローバル化に関する目標を達成するための措置 

大項目番号 取組事項 評定 

２９ グローバル化に関する目標を達成するための措置 ２

【評定説明】優れた点・特色ある点、更なる充実が期待される点、改善すべき点など 

（優れた点・特色ある点） 

〇【大項目２９】専攻科の１年生全員が履修する共通科目の一部の授業で英語による講義を試

行し、ものづくり産業のグローバル化に対する学生の意識の向上を図った。 

〇【大項目２９】２つの海外体験プログラムについて、初年度から参加者の目標 70 名を達成

し、コロナ禍でもオンラインを活用したプログラムに変更しつつ、過去２年は 50 名以上の

参加者を得るなど、様々な努力を行いながらプログラムを遂行した。 

Ⅳ～Ⅶ 法人運営全般に係る目標を達成するためにとるべき措置

大項目番号 取組事項 評定 

Ⅳ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置 

３０ 組織運営の改善に関する目標を達成するための措置 ３

３１ 教育研究組織の見直し等に関する目標を達成するための措置 ３

３２ 事務の効率化・合理化等に関する目標を達成するための措置 ２

Ⅴ 財務内容の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置 

３３ 財務内容の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置 ３

Ⅵ 自己点検・評価及び情報の提供に関する目標を達成するためにとるべき措置 

３４ 
自己点検・評価及び情報の提供に関する目標を達成するためにとる

べき措置 
３

Ⅶ その他業務運営に関する重要目標を達成するためにとるべき措置 

３５ その他業務運営に関する重要目標を達成するためにとるべき措置 ３

【評定説明】優れた点・特色ある点、更なる充実が期待される点、改善すべき点など 

（優れた点・特色ある点） 

〇【大項目３０】令和２年４月に大学・法人の名称変更を行い、各大学・高専の認知度やプレ

ゼンス向上に努めるとともに、名称変更を踏まえ、更なる発展に向けた取組を推進した。 

〇【大項目３０】東京都等との連携強化に向けて、機能的・機動的な事務組織体制を整備した

ほか、東京都下水道局等との包括連携協定の締結などにより、連携実績を 100 件未満平均か

ら 170 件程度にまで大幅に伸ばした。 

〇【大項目３０】２大学１高専の教育研究活動の活発化を図るため、組織改編や各種人事制度

の見直し、教学 IR システムの有効活用などに取り組んだ。 

〇【大項目３１】各校の教育研究組織の再編を行い、質の高い教育の提供と研究力のさらなる

強化を図った。 

〇【大項目３１】２大学１高専の教職員が連携して、令和２年度に、「新たな連携の在り方」を

策定し、今後の中長期的な目標と取組案、検討体制を示した。 

〇【大項目３２】「働き方改革推進計画」を策定し、組織的に取組を推進する体制を構築すると

ともに、職員表彰制度を導入することで働き方改革の機運醸成と職員のモチベーションの向

上を図った。 
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〇【大項目３２】新たなシステムの導入などにより、業務運営の合理化・効率化を継続的に進

めている。 

〇【大項目３３】都立大同窓会との包括連携協定の締結や寄附イベントの共催、寄附金受付シ

ステムや顕彰制度の導入など、寄附金実績の拡大を図る取組を充実させた。 

〇【大項目３４】広報の効果検証等により、２大学１高専のターゲットや効果的な広報の明確

化を行い、一貫性のある広報を展開した。２大学１高専の強みや特色等を効果的に伝える PR

動画を製作するなど、認知度やブランド力向上に資する取組も行われた。 

〇【大項目３４】同窓会との包括連携協定の締結など、２大学１高専各校において、卒業生・

同窓会等との結びつきを強化する様々な取組が行われた。 

〇【大項目３５】教職員や学生からの意見を踏まえ、国公立大学で初となる気候非常事態宣言

を発出し、法人として今後中長期的に進むべき方向性を定めた「カーボンニュートラル推進

プラン」を策定するとともに、「環境報告書 2022」を公表した。 

（更なる充実が期待される点） 

〇【大項目３１】２大学１高専の連携は個別事業としては行われているものの、将来的な目的・

シナジー等の明確な戦略性が見受けられないので、法人が各校に方向性を示すことを期待す

る。 

〇【大項目３３】コロナ禍での寄附金獲得において構築した卒業生との関係を一過性のものと

せず、タイミングを逸することなく速やかに取組を実施することを期待する。 

〇【大項目３３】OB・OG とのネットワークを活用したクラウドファンディングの広がりを期待

する。 

〇【大項目３５】これまでに生じた事故・事件を受けて、危険物に関する安全対策、研究活動

における不正防止、情報セキュリティ意識の向上など、事件・事故を防止するための様々な

取組を強化してきたところだが、取組の定期点検や風化防止など、さらなる取組の充実を期

待したい。 
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土 谷 明 男 公益社団法人　東京都医師会　副会長

永 山 悦 子 毎日新聞論説委員

○ 福 井 次 矢 東京医科大学茨城医療センター　病院長

井 伊 雅 子 一橋大学国際・公共政策大学院　教授

大 坪 由里子 公益社団法人　東京都医師会　理事

児 玉 修 児玉公認会計士事務所　所長

坂 本 す が 東京医療保健大学　副学長

本 田 麻由美 読売新聞東京本社　編集局医療部　編集委員

山 口 俊 晴 公益財団法人　がん研究会有明病院　名誉院長

（委員長、分科会長を除き五十音順、敬称略）

高
齢
者
医
療
・
研
究

都

立

病

院

東京都地方独立行政法人評価委員会 委員名簿
（令和５年７月１日現在）

氏　　名 所　　　　　　属

公

立

大

学

試

験

研

究
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令令
和和

４４
年年

度度
及及

びび
第第

三三
期期

中中
期期

目目
標標

期期
間間

  

東東
京京

都都
公公

立立
大大

学学
法法

人人
  業業

務務
実実

績績
等等

報報
告告

書書
 

 

 

   

令
和

５
年

６
月

 

東
京

都
公

立
大

学
法

人
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法
人

の
概

要
 

  

１
 
現
況
 

  
（
１
）
法
人
名
 

 
 
 
 
東
京
都
公
立
大
学
法
人
 

 
（
２
）
設
立
年
月
日
 

 
 
 
 
平
成

1
7
年
４
月

1
日
 

 
（
３
）
所
在
地
 

 
 
 
 
東
京
都
新
宿
区
 

 
（
４
）
役
員
の
状
況
（
令
和
５
年
３
月

3
1
日
時
点
）
 

 
 
 
 
理
事
長
 
 
 
山
本
 
良
一
 

 
 
 
 
副
理
事
長
 
 
大
橋
 
隆
哉
 
  
（
東
京
都
立
大
学
学
長
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
橋
本
 
洋
志
 
  
（
東
京
都
立
産
業
技
術
大
学
院
大
学
学
長
）
 

 
 
  
  
  
  
  
  
  
  
 
加
藤
 
英
典
 
  
（
東
京
都
公
立
大
学
法
人
事
務
局
長
）
 

 
 
 
 
理
事
 
 
 
 
吉
澤
 
昌
純
 
  
（
東
京
都
立
産
業
技
術
高
等
専
門
学
校
校
長
）
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
西
村
 
和
夫
  

（
東
京
都
立
大
学
学
長
特
任
補
佐
）
 

 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
山
下
 
英
明
  

（
東
京
都
立
大
学
副
学
長
）
 

 
  
  
  
 
監
事
 
 
 
 
山
田
 
 
洋
一
 
 
（
非
常
勤
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
鵜
瀞
 
惠
子
 
 
（
非
常
勤
）
 

 
（
５
）
業
務
内
容
 

 
 
 
①
 
東
京
都
立
大
学
、
東
京
都
立
産
業
技
術
大
学
院
大
学
及
び
東
京
都
立
産
業
技
術
高
等
専
門
学
校
を
設
置
し
、
こ
れ
を
運

営
す
る
こ
と
。
 

 
 
 
②
 
学
生
に
対
し
て
、
修
学
、
進
路
選
択
及
び
心
身
の
健
康
等
に
関
す
る
相
談
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
。
 

 
 
 
③
 
法
人
以
外
の
者
か
ら
委
託
を
受
け
、
又
は
こ
れ
と
共
同
し
て
行
う
研
究
の
実
施
そ
の
他
の
法
人
以
外
の
者
と
の
連
携
に

よ
る
教
育
研
究
活
動
を
行
う
こ
と
。
 

 
 
 
④
 
公
開
講
座
の
開
設
そ
の
他
の
学
生
以
外
の
者
に
対
す
る
学
習
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
。
 

 
 
 
⑤
 
教
育
研
究
の
成
果
を
普
及
し
、
及
び
そ
の
活
用
を
促
進
す
る
こ
と
。
 

 
 
 
⑥
 
前
各
号
の
業
務
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
。
 

 
（
６
）
設
置
学
校
 

 
 
 
①
 
東
京
都
立
大
学
 

 
 
 
 
 
学
 
部
：
人
文
社
会
学
部
、
法
学
部
、
経
済
経
営
学
部
、
理
学
部
、
都
市
環
境
学
部
、
 

 
  
  
  
  
  
  
  
  
 
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部
、
健
康
福
祉
学
部
 

 
 
 
 
 
研
究
科
：
人
文
科
学
研
究
科
、
法
学
政
治
学
研
究
科
、
経
営
学
研
究
科
、
理
学
研
究
科
、
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
都
市
環
境
科
学
研
究
科
、
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
研
究
科
、
人
間
健
康
科
学
研
究
科
 

 
 
 
 
 
専
攻
科
：
助
産
学
専
攻
 

 
 
 
②
 
東
京
都
立
産
業
技
術
大
学
院
大
学
 

 
 
 
 
 
研
究
科
：
産
業
技
術
研
究
科
 

 
 
 
③
 
東
京
都
立
産
業
技
術
高
等
専
門
学
校
 

 
  
  
 
 
 
本
 
科
：
も
の
づ
く
り
工
学
科
 

 
 
 
 
 
専
攻
科
：
創
造
工
学
専
攻
 

 
（
７
）
学
生
数
（
令
和
４
年
５
月

1
日
時
点
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
単
位
：
人
）
 

学
 
校
 
名
 

学
部
・
本
科
 

大
学
院
・
専
攻
科
 

合
 
 
計
 

東
京
都
立
大
学
 

6
,8
17
 

2
,2
10
 

9
,0
27
 

東
京
都
立
産
業
技
術
大
学
院
大
学
 

- 
2
43
 

2
43
 

東
京
都
立
産
業
技
術
高
等
専
門
学
校
 

1
,6
04
 

7
6 

1
,6
80
 

合
 
 
 
計
 

8
,4
21
 

2
,5
29
 

1
0,
95
0 

 
（
８
）
教
職
員
数
（
令
和
４
年
５
月
１
日
時
点
）
 

 
 
 
①
 
教
員
数
（
常
勤
教
員
の
み
）
 
8
0
5
名
 

 
 
 
②
 
教
員
以
外
の
職
員
数
 
 
 
 
5
6
8
名
 

 
 
 
（
※
役
員
及
び
人
材
派
遣
職
員
を
含
ま
な
い
。
）
 

２
 
法
人
の
基
本
的
な
目
標
 

  
東
京
都
立
大
学
、
東
京
都
立
産
業
技
術
大
学
院
大
学
及
び
東
京
都
立
産
業
技
術
高
等
専
門
学
校
は
、
様
々
な
取
組
を
通
じ
て
教
育

研
究
力
を
高
め
、
次
代
を
担
う
人
材
の
輩
出
や
大
都
市
課
題
の
解
決
、
新
た
な
知
の
創
造
等
の
教
育
研
究
の
確
か
な
成
果
を
社
会
に

還
元
し
、
更
に
は
世
界
へ
と
波
及
さ
せ
て
い
く
。
 

そ
の
際
に
は
、
各
教
育
機
関
の
構
成
員
一
人
一
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
機
関
に
期
待
さ
れ
る
「
都
立
」
と
し
て
の
役
割
を
深
く

認
識
し
、
都
民
に
と
っ
て
価
値
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
日
々
の
教
育
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
 

ま
た
、
法
人
は
性
質
の
異
な
る
三
つ
の
教
育
機
関
を
運
営
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
他
の
国
立
大
学
法
人
や
公
立
大
学
法
人
に
は

な
い

特
性

で
あ
る

。
育

成
す
る

人
材
像

や
教

育
研
究

内
容
は

異
な

る
も

の
の

、
「

大
都

市
に
お

け
る
人

間
社

会
の
理

想
像
の

追
求

」

と
い
う
使
命
の
実
現
に
向
け
て
、
三
つ
の
教
育
機
関
が
連
携
・
協
力
し
、
法
人
全
体
と
し
て
効
果
的
な
事
業
展
開
を
図
っ
て
い
く
。
 

こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
、
各
教
育
機
関
は
東
京
都
の
教
育
機
関
と
し
て
、
そ
の
存
在
意
義
を
都
民
に
示
し
て
い
く
。
 

今
回
の
中
期
目
標
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
基
本
的
な
目
標
に
基
づ
き
事
項
ご
と
の
目
標
を
定
め
る
と
と
も
に
、
全
体
を
通
じ
た

重
点
目
標
と
し
て
次
の
三
点
を
定
め
る
。
 

 ■
重
点
目
標
 

①
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
で
の
、
大
都
市
課
題
を
解
決
す
る
人
材
の
育
成
・
輩
出
と
、
卓
越
し
た
研
究
の
推
進
 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
等
、
多
く
の
課
題
に
つ
い
て
地
球
的
規
模
で
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
一
方
、

世
界
有
数
の
大
都
市
で
あ
る
東
京
に
は
、
世
界
の
都
市
に
共
通
す
る
課
題
が
先
鋭
的
に
現
れ
て
い
る
。
 

大
都
市
課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
意
欲
と
能
力
を
備
え
、
広
く
世
界
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
、
ま
た
、
大
規
模
災

害
の
リ
ス
ク
や
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
の
到
来
へ
の
対
応
等
の
大
都
市
課
題
の
解
決
に
向
け
た
研
究
を
推
進
す
る
こ
と
が
、
東

京
都
が
設
立
し
た
法
人
に
求
め
ら
れ
る
主
要
な
役
割
で
あ
る
。
 

各
教
育
機
関
は
、
そ
れ
ぞ
れ
育
成
す
る
人
材
像
を
明
確
に
し
、
質
の
高
い
学
生
の
確
保
に
努
め
、
国
際
通
用
性
の
あ
る
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
大
都
市
東
京
を
将
来
に
わ
た
っ
て
支
え
得
る
有
為
な
人
材
を
確
実
に
育
成
・
輩
出
し
て
い
く
。
 

ま
た
、
複
雑
化
・
高

度
化
す
る
大
都
市
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
卓
越
し
た
研
究
力
に
よ
る
幅
広
い
分
野
の
知
見
と
そ
の
融

合
が
求
め
ら
れ
る
。
世
界
の
大
学
や
研
究
機
関
等
と
も
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、
専
門
分
野
ご
と
の
基
礎
研
究
力
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
持
続
的
発
展
が
可
能
な
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
た
め
、
分
野
横
断
型
の
研
究
を
戦
略
的
に
推
進
し
て
い
く
。
 

 ②
変
化
し
続
け
る
社
会
か
ら
の
要
請
へ
の
的
確
な
対
応
と
、
そ
れ
を
支
え
る
基
盤
の
強
化
 

産
業
構
造
の
変
化
や
技
術
革
新
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
等
、
社
会
経
済
状
況
が
加
速
度
的
に
変
化
し
て
い
く
中
、
法
人
は
社
会
か
ら
の

新
た
な
要
請
や
期
待
に
、
今
ま
で
以
上
に
的
確
か
つ
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
 

各
教
育
機
関
は
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
、
新
た
な
人
材
需
要
や
解
決
す
べ
き
課
題
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
教
育
研
究
の
将

来
像
を
見
通
し
な
が
ら
、
教
育
研
究
組
織
の
再
編
成
や
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
等
、
主
体
的
に
改
革
を
進
め
て
い
く
。
 

ま
た
、
そ
う
し
た
取
組
を
支
え
る
た
め
、
効
率
的
・
効
果
的
な
業
務
運
営
、
戦
略
的
な
人
事
制
度
の
構
築
、
中
長
期
的
な
構
想

に

基
づ
く
施
設
設
備
の
更
新
等
、
法
人
の
基
盤
を
一
層
強
化
し
て
い
く
。
 

 ③
東
京
都
が
設
立
し
た
高
等
教
育
機
関
な
ら
で
は
の
教
育
研
究
を
推
進
し
、
東
京
の
未
来
へ
貢
献
 

法
人
は
東
京
都
が
設
立
し
た
公
立
大
学
法
人
と
し
て
、
東
京
都
を
は
じ
め
と
す
る
自
治
体
、
試
験
研
究
機
関
、
企
業
、
他
大
学
等

の
様
々
な
機
関
と
連
携
し
た
教
育
研
究
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
東
京
都
の
政
策
課
題
と
各
教
育
機
関
の
専
門
的
知
見
と
を
結
び
付

け
、
課
題
解
決
の
た
め
の
施
策
を
提
案
す
る
、
東
京
都
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
の
役
割
を
よ
り
一
層
果
た
し
て
い
く
。
 

ま
た
、
世
界
の
大
学
や
研
究
機
関
等
と
の
交
流
に
よ
る
国
際
的
な
人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
や
、
東
京

2
02
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
へ
の
積
極
的
な
支
援
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
東
京
の
未
来
へ
貢
献
し
て
い
く
。
 

     ※
報
告
書
記
載
内
容
に
つ
い
て
 

 
新

型
コ

ロ
ナ
ウ

イ
ル

ス
感
染

症
の
影

響
を

受
け
た

中
期
計

画
項

目
（

中
期

計
画

の
欄

）
、

年
度

計
画
項
目

（
令
和

４
年
度

計
画

の

欄
）
に
は
、
「
◆
」
印
を
付
し
て
い
る
。
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法
人

の
概

要
 

  

１
 
現
況
 

  
（
１
）
法
人
名
 

 
 
 
 
東
京
都
公
立
大
学
法
人
 

 
（
２
）
設
立
年
月
日
 

 
 
 
 
平
成

1
7
年
４
月

1
日
 

 
（
３
）
所
在
地
 

 
 
 
 
東
京
都
新
宿
区
 

 
（
４
）
役
員
の
状
況
（
令
和
５
年
３
月

3
1
日
時
点
）
 

 
 
 
 
理
事
長
 
 
 
山
本
 
良
一
 

 
 
 
 
副
理
事
長
 
 
大
橋
 
隆
哉
 
  
（
東
京
都
立
大
学
学
長
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
橋
本
 
洋
志
 
  
（
東
京
都
立
産
業
技
術
大
学
院
大
学
学
長
）
 

 
 
  
  
  
  
  
  
  
  
 
加
藤
 
英
典
 
  
（
東
京
都
公
立
大
学
法
人
事
務
局
長
）
 

 
 
 
 
理
事
 
 
 
 
吉
澤
 
昌
純
 
  
（
東
京
都
立
産
業
技
術
高
等
専
門
学
校
校
長
）
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
西
村
 
和
夫
  

（
東
京
都
立
大
学
学
長
特
任
補
佐
）
 

 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
山
下
 
英
明
  

（
東
京
都
立
大
学
副
学
長
）
 

 
  
  
  
 
監
事
 
 
 
 
山
田
 
 
洋
一
 
 
（
非
常
勤
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
鵜
瀞
 
惠
子
 
 
（
非
常
勤
）
 

 
（
５
）
業
務
内
容
 

 
 
 
①
 
東
京
都
立
大
学
、
東
京
都
立
産
業
技
術
大
学
院
大
学
及
び
東
京
都
立
産
業
技
術
高
等
専
門
学
校
を
設
置
し
、
こ
れ
を
運

営
す
る
こ
と
。
 

 
 
 
②
 
学
生
に
対
し
て
、
修
学
、
進
路
選
択
及
び
心
身
の
健
康
等
に
関
す
る
相
談
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
。
 

 
 
 
③
 
法
人
以
外
の
者
か
ら
委
託
を
受
け
、
又
は
こ
れ
と
共
同
し
て
行
う
研
究
の
実
施
そ
の
他
の
法
人
以
外
の
者
と
の
連
携
に

よ
る
教
育
研
究
活
動
を
行
う
こ
と
。
 

 
 
 
④
 
公
開
講
座
の
開
設
そ
の
他
の
学
生
以
外
の
者
に
対
す
る
学
習
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
。
 

 
 
 
⑤
 
教
育
研
究
の
成
果
を
普
及
し
、
及
び
そ
の
活
用
を
促
進
す
る
こ
と
。
 

 
 
 
⑥
 
前
各
号
の
業
務
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
。
 

 
（
６
）
設
置
学
校
 

 
 
 
①
 
東
京
都
立
大
学
 

 
 
 
 
 
学
 
部
：
人
文
社
会
学
部
、
法
学
部
、
経
済
経
営
学
部
、
理
学
部
、
都
市
環
境
学
部
、
 

 
  
  
  
  
  
  
  
  
 
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部
、
健
康
福
祉
学
部
 

 
 
 
 
 
研
究
科
：
人
文
科
学
研
究
科
、
法
学
政
治
学
研
究
科
、
経
営
学
研
究
科
、
理
学
研
究
科
、
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
都
市
環
境
科
学
研
究
科
、
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
研
究
科
、
人
間
健
康
科
学
研
究
科
 

 
 
 
 
 
専
攻
科
：
助
産
学
専
攻
 

 
 
 
②
 
東
京
都
立
産
業
技
術
大
学
院
大
学
 

 
 
 
 
 
研
究
科
：
産
業
技
術
研
究
科
 

 
 
 
③
 
東
京
都
立
産
業
技
術
高
等
専
門
学
校
 

 
  
  
 
 
 
本
 
科
：
も
の
づ
く
り
工
学
科
 

 
 
 
 
 
専
攻
科
：
創
造
工
学
専
攻
 

 
（
７
）
学
生
数
（
令
和
４
年
５
月

1
日
時
点
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
単
位
：
人
）
 

学
 
校
 
名
 

学
部
・
本
科
 

大
学
院
・
専
攻
科
 

合
 
 
計
 

東
京
都
立
大
学
 

6
,8
17
 

2
,2
10
 

9
,0
27
 

東
京
都
立
産
業
技
術
大
学
院
大
学
 

- 
2
43
 

2
43
 

東
京
都
立
産
業
技
術
高
等
専
門
学
校
 

1
,6
04
 

7
6 

1
,6
80
 

合
 
 
 
計
 

8
,4
21
 

2
,5
29
 

1
0,
95
0 

 
（
８
）
教
職
員
数
（
令
和
４
年
５
月
１
日
時
点
）
 

 
 
 
①
 
教
員
数
（
常
勤
教
員
の
み
）
 
8
0
5
名
 

 
 
 
②
 
教
員
以
外
の
職
員
数
 
 
 
 
5
6
8
名
 

 
 
 
（
※
役
員
及
び
人
材
派
遣
職
員
を
含
ま
な
い
。
）
 

２
 
法
人
の
基
本
的
な
目
標
 

  
東
京
都
立
大
学
、
東
京
都
立
産
業
技
術
大
学
院
大
学
及
び
東
京
都
立
産
業
技
術
高
等
専
門
学
校
は
、
様
々
な
取
組
を
通
じ
て
教
育

研
究
力
を
高
め
、
次
代
を
担
う
人
材
の
輩
出
や
大
都
市
課
題
の
解
決
、
新
た
な
知
の
創
造
等
の
教
育
研
究
の
確
か
な
成
果
を
社
会
に

還
元
し
、
更
に
は
世
界
へ
と
波
及
さ
せ
て
い
く
。
 

そ
の
際
に
は
、
各
教
育
機
関
の
構
成
員
一
人
一
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
機
関
に
期
待
さ
れ
る
「
都
立
」
と
し
て
の
役
割
を
深
く

認
識
し
、
都
民
に
と
っ
て
価
値
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
日
々
の
教
育
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
 

ま
た
、
法
人
は
性
質
の
異
な
る
三
つ
の
教
育
機
関
を
運
営
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
他
の
国
立
大
学
法
人
や
公
立
大
学
法
人
に
は

な
い

特
性

で
あ
る

。
育

成
す
る

人
材
像

や
教

育
研
究

内
容
は

異
な

る
も

の
の

、
「

大
都

市
に
お

け
る
人

間
社

会
の
理

想
像
の

追
求

」

と
い
う
使
命
の
実
現
に
向
け
て
、
三
つ
の
教
育
機
関
が
連
携
・
協
力
し
、
法
人
全
体
と
し
て
効
果
的
な
事
業
展
開
を
図
っ
て
い
く
。
 

こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
、
各
教
育
機
関
は
東
京
都
の
教
育
機
関
と
し
て
、
そ
の
存
在
意
義
を
都
民
に
示
し
て
い
く
。
 

今
回
の
中
期
目
標
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
基
本
的
な
目
標
に
基
づ
き
事
項
ご
と
の
目
標
を
定
め
る
と
と
も
に
、
全
体
を
通
じ
た

重
点
目
標
と
し
て
次
の
三
点
を
定
め
る
。
 

 ■
重
点
目
標
 

①
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
で
の
、
大
都
市
課
題
を
解
決
す
る
人
材
の
育
成
・
輩
出
と
、
卓
越
し
た
研
究
の
推
進
 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
等
、
多
く
の
課
題
に
つ
い
て
地
球
的
規
模
で
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
一
方
、

世
界
有
数
の
大
都
市
で
あ
る
東
京
に
は
、
世
界
の
都
市
に
共
通
す
る
課
題
が
先
鋭
的
に
現
れ
て
い
る
。
 

大
都
市
課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
意
欲
と
能
力
を
備
え
、
広
く
世
界
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
、
ま
た
、
大
規
模
災

害
の
リ
ス
ク
や
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
の
到
来
へ
の
対
応
等
の
大
都
市
課
題
の
解
決
に
向
け
た
研
究
を
推
進
す
る
こ
と
が
、
東

京
都
が
設
立
し
た
法
人
に
求
め
ら
れ
る
主
要
な
役
割
で
あ
る
。
 

各
教
育
機
関
は
、
そ
れ
ぞ
れ
育
成
す
る
人
材
像
を
明
確
に
し
、
質
の
高
い
学
生
の
確
保
に
努
め
、
国
際
通
用
性
の
あ
る
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
大
都
市
東
京
を
将
来
に
わ
た
っ
て
支
え
得
る
有
為
な
人
材
を
確
実
に
育
成
・
輩
出
し
て
い
く
。
 

ま
た
、
複
雑
化
・
高

度
化
す
る
大
都
市
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
卓
越
し
た
研
究
力
に
よ
る
幅
広
い
分
野
の
知
見
と
そ
の
融

合
が
求
め
ら
れ
る
。
世
界
の
大
学
や
研
究
機
関
等
と
も
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、
専
門
分
野
ご
と
の
基
礎
研
究
力
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
持
続
的
発
展
が
可
能
な
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
た
め
、
分
野
横
断
型
の
研
究
を
戦
略
的
に
推
進
し
て
い
く
。
 

 ②
変
化
し
続
け
る
社
会
か
ら
の
要
請
へ
の
的
確
な
対
応
と
、
そ
れ
を
支
え
る
基
盤
の
強
化
 

産
業
構
造
の
変
化
や
技
術
革
新
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
等
、
社
会
経
済
状
況
が
加
速
度
的
に
変
化
し
て
い
く
中
、
法
人
は
社
会
か
ら
の

新
た
な
要
請
や
期
待
に
、
今
ま
で
以
上
に
的
確
か
つ
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
 

各
教
育
機
関
は
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
、
新
た
な
人
材
需
要
や
解
決
す
べ
き
課
題
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
教
育
研
究
の
将

来
像
を
見
通
し
な
が
ら
、
教
育
研
究
組
織
の
再
編
成
や
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
等
、
主
体
的
に
改
革
を
進
め
て
い
く
。
 

ま
た
、
そ
う
し
た
取
組
を
支
え
る
た
め
、
効
率
的
・
効
果
的
な
業
務
運
営
、
戦
略
的
な
人
事
制
度
の
構
築
、
中
長
期
的
な
構
想

に

基
づ
く
施
設
設
備
の
更
新
等
、
法
人
の
基
盤
を
一
層
強
化
し
て
い
く
。
 

 ③
東
京
都
が
設
立
し
た
高
等
教
育
機
関
な
ら
で
は
の
教
育
研
究
を
推
進
し
、
東
京
の
未
来
へ
貢
献
 

法
人
は
東
京
都
が
設
立
し
た
公
立
大
学
法
人
と
し
て
、
東
京
都
を
は
じ
め
と
す
る
自
治
体
、
試
験
研
究
機
関
、
企
業
、
他
大
学
等

の
様
々
な
機
関
と
連
携
し
た
教
育
研
究
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
東
京
都
の
政
策
課
題
と
各
教
育
機
関
の
専
門
的
知
見
と
を
結
び
付

け
、
課
題
解
決
の
た
め
の
施
策
を
提
案
す
る
、
東
京
都
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
の
役
割
を
よ
り
一
層
果
た
し
て
い
く
。
 

ま
た
、
世
界
の
大
学
や
研
究
機
関
等
と
の
交
流
に
よ
る
国
際
的
な
人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
や
、
東
京

2
02
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
へ
の
積
極
的
な
支
援
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
東
京
の
未
来
へ
貢
献
し
て
い
く
。
 

     ※
報
告
書
記
載
内
容
に
つ
い
て
 

 
新

型
コ

ロ
ナ
ウ

イ
ル

ス
感
染

症
の
影

響
を

受
け
た

中
期
計

画
項

目
（
中

期
計
画

の
欄

）
、

年
度

計
画
項
目

（
令
和

４
年
度

計
画

の

欄
）
に
は
、
「
◆
」
印
を
付
し
て
い
る
。
 

 
 

  

全
体

的
な

状
況
 

  

第
三

期
中

期
計

画
に

お
い

て
は

、
限

ら
れ

た
資

源
の

選
択

と
集

中
を

図
り

な
が

ら
、

各
校

が
そ

れ
ぞ

れ
の

特
色

を
生

か
し

つ
つ

様
々
な
主
体
と
の
連
携
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
更
な
る
強
み
や
新
た
な
相
乗
効
果
を
生
み
出
し
、
そ
の
成
果
を
国
内
外
に
積
極
的

に
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
認
知
度
を
よ
り
一
層
高
め
、
存
在
意
義
を
示
し
て
い
く
こ
と
を
基
本
方
針
と
す
る
と
と
も
に
、
次
の
３

点
を
重
点
方
針
と
し
て
施
策
を
展
開
し
た
。
 

①
 
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
い
て
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
、
人
類
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
卓
越
し
た
研
究
の
推
進
 

②
 
都
が
設
立
し
た
公
立
大
学
法
人
と
し
て
の
特
色
を
生
か
し
た
教
育
研
究
を
推
進
し
、
東
京
の
未
来
へ
貢
献
 

③
 
社
会
の
要
請
に
的
確
に
応
え
る
た
め
の
法
人
運
営
基
盤
の
強
化
 

 

第
三
期
中
期
目
標
期
間
の
最
終
年
度
で
あ
る
令
和
４
（
2
0
22
）
年
度
は
、
中
期
計
画
の
達
成
に
取
り
組
む
だ
け
で
は
な
く
、
第
四

期
中
期
目
標
期
間
に
お
け
る
更
な
る
飛
躍
に
向
け
、
気
候
変
動
や

D
X
、
コ
ロ
ナ
禍
等
の
社
会
変
容
に
よ
り
顕
在
化
し
た
新
た
な
課
題

に
も
対
応
し
、
２
大
学
１
高
専
が
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
て
、
各
校
ひ
い
て
は
大
都
市
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
た
取
組
な
ど

様
々
な
取
組
を
推
進
し
、
令
和
４
（
2
02
2）

年
度
年
度
計
画
及
び
第
三
期
中
期
計
画
を
概
ね
着
実
に
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

  １
 
東
京
都
立
大
学
の
教
育
研
究
等
 

 
【
令
和
４
（
2
02
2）

年
度
年
度
計
画
に
係
る
業
務
実
績
】
 

＜
教
育
＞
 

・
特
定
の
テ
ー
マ
（
防
疫
・
防
災
、
A
I・

人
間
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
）
に
基
づ
き
、
学
生
が
文
理
の
枠
を
超
え
て
主
体

的
に
履
修
す
る
「
文
理
教
養
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
つ
い
て
、
令
和
５
（
2
02
3
）
年
度
か
ら
の
開
講
に
向
け
た
準
備
を
行
っ
た
。
 

・
S
oc
ie
ty
5.
0
時
代
に
お
い
て
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
や

A
I
の
技
術
の
本
質
を
理
解
し
、
こ
れ
ら
の
技
術
を
利
用
し
た
サ
ー
ビ

ス
や
シ
ス
テ
ム
を
課
題
解
決
の
た
め
に
活
用
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
副
専
攻
コ
ー
ス
を
新
た
に

開
講
し
た
。
 

・
文
部
科
学
省
「
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
向
け
た
大
学
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
創
設
事
業
」
及
び
国
立
研
究
開
発
法
人
科

学
技
術
振
興
機
構
「
次
世
代
研
究
者
挑
戦
的
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
実
施
に
よ
り
、
研
究
専
念
支
援
金
及
び
研
究
奨
励
費
を
支

給
す
る
と
と
も
に
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
形
成
を
支
援
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
な
ど
、
博
士
後
期
課
程
の

経
済
的
支
援
及
び
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
支
援
の
拡
充
を
図
っ
た
。
 

・
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
顕
在
化
し
た
回
線
逼
迫
を
受
け
て
、
都
立
大
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
高
速
回
線
へ
切
り
替
え
る
と
と

も
に

、
国
立

情
報
学
研

究
所

が
提

供
す
る
情

報
通

信
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
（
S
IN
ET

）
を
利

用
す

る
こ

と
に
よ
り

、
法

人
全

体
の

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
セ
キ
ュ
ア
に
接
続
で
き
る
環
境
を
整
え
た
。
 

・
障
が
い
に
対
す
る
理
解
促
進
や
支
援
ス
キ
ル
向
上
に
係
る
取
組
と
し
て
、
学
内
の
物
理
的
バ
リ
ア
の
点
検
と
、
そ
れ
に
係
る
障

が
い

者
支
援

ス
タ

ッ
フ

の
視

座
の

獲
得

を
目

的
と

し
た

バ
リ

ア
フ

リ
ー

チ
ェ

ッ
ク

講
習

会
等

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
「
大

学
院

入
試
に
お
け
る
受
験
上
及
び
修
学
上
の
配
慮
に
関
す
る
手
続
等
に
か
か
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
、
大
学
院
入
試
に
お
け

る
障
が
い
学
生
支
援
の
提
供
に
係
る
実
施
手
順
や
募
集
要
項
の
記
載
内
容
等
に
つ
い
て
見
直
し
に
着
手
し
た
。
 

・
大

学
説
明

会
（

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
）

に
つ

い
て

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

状
況

を
踏

ま
え

た
上

で
、

We
b
大
学

説
明
会
に
加
え
、
入
場
人
数
を
制
限
し
た
予
約
制
に
よ
る
参
集
型
の
大
学
説
明
会
を
開
催
し
た
。
 

・
東

京
都

教
育
委

員
会

と
の
連

携
に

よ
る
共

催
事
業

と
し
て

、「
第

５
回

都
立

高
校
生

の
た
め

の
先
端

研
究

フ
ォ
ー

ラ
ム
」

を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
東
京
都
教
育
庁
か
ら
の
依
頼
事
業
と
し
て
、「

第
４
回
理
数
研
究
ラ
ボ
」（

都
立
大
集
中
ゼ
ミ
）
及
び
「
第

３
回
高
校
生
探
究
ゼ
ミ
」
を
実
施
し
た
。
 

 

＜
研
究
＞
 

・
国
際
共
著
論
文
割
合
や
被
引
用
度
ト
ッ
プ
1
0
％
論
文
割
合
増
加
に
向
け
て
、
傾
斜
的
研
究
費
に
よ
る
支
援
、
研
究
セ
ン
タ
ー
等

へ
の
海
外
の
研
究
者
招
へ
い
や
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
支
援
の
実
施
等
、
研
究
力
の
強
化
を
図
っ
た
。
 

・
東
京
都
立
大
学
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
に
お
い
て
、
最
先
端
の
研
究
内
容
を
紹
介
す
る
た
め
、
研
究
セ
ン
タ
ー
シ
リ
ー
ズ

「
科
学
が
開
く
未
来
へ
の
扉
」
、
都
立
大
教
員
の
専
門
的
か
つ
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
を
紹
介
す
る
「
プ
レ
ミ
ア
ム
講
座
」
、
全
国
の

専
門
家
・
研
究
者
が
講
師
と
し
て
登
壇
す
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル
講
座
」
を
開
講
し
た
。
 

・
南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
研
究
機
器
共
用
化
に
向
け
、
専
任
技
術
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
配
置
し
た
透
過
型
電
子
顕
微
鏡
の
機

器
共
用
の
試
験
運
用
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
日
野
キ
ャ
ン
パ
ス
に
開
設
す
る
日
野
研
究
機
器
共
用
セ
ン
タ
ー
の
運
用
ル
ー
ル

や
各
種
課
題
の
整
理
を
行
っ
た
。
ま
た
、
分
離
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
研
究
機
器
共
用
に
よ
る
効
率
化
の
た
め
、
ス
マ
ー
ト
ラ

ボ
化
の
実
証
実
験
に
取
り
組
ん
だ
。
 

   

＜
社
会
貢
献
＞
 

・
東

京
都

医
学

総
合

研
究

所
と

の
感

染
症

対
策

に
資

す
る

共
同

研
究

や
東

京
都

政
策

企
画

局
と

の
国

際
金

融
に

関
す

る
共

同
研

究
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
効
率
的
に
水
素
を
利
用
す
る
た
め
の
研
究
に
つ
い
て
、
令
和
５
（
20
23

）
年
度
か
ら
の
開
始
に
向
け

東
京
都
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
 

・
都
立
大
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
更
な
る
創
出
に
向
け
て
、
起
業
マ
イ
ン
ド
の
醸
成
を
目
的
と
し
た
「
起
業
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
」

及
び
ア
イ
デ
ィ
ア
創
出
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
伸
長
を
目
的
と
し
た
「
起
業
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
」
を
開
講

し
た
。
 

・
50
歳
以
上
の
シ
ニ
ア
を
対
象
と
し
た
、
最
長
４
年
間
学
び
続
け
ら
れ
る
東
京
都
立
大
学
プ
レ
ミ
ア
ム
・
カ
レ
ッ
ジ
を
円
滑
に
運

営
し
、
４
年
目
の
完
成
年
度
を
迎
え
た
。
ま
た
令
和
５
（
2
02
3）

年
度
か
ら
の
本
科
定
員
を
こ
れ
ま
で
の
5
0
名
程
度
か
ら
5
5
名

程
度
に
増
員
し
た
。
 

 

＜
グ
ロ
ー
バ
ル
化
＞
 

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
一
部
渡
航
先
に
つ
い
て
は
留
学
中
止
と
な
っ
た
が
、
交
換
留
学
を
含
め
合
計

1
3
6
人

の
学
生
を
海
外
に
派
遣
し
た
。
ま
た
、
交
換
留
学
生
の
受
入
れ
再
開
等
に
よ
り
、
在
籍
留
学
生
数
が

6
0
6
人
ま
で
回
復
し
た
。
 

・
学
生
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
関
心
や
海
外
へ
の
挑
戦
意
欲
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
能
力
や
気
概
を
持
っ

た
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
世
界
を
舞
台
に
各
界
の
一
線
級
で
活
躍
す
る
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
を
実

施
し
た
。
ま
た
、
特
別
編
と
し
て
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
及
び

U
A
E
の
駐
日
大
使
を
招
い
た
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
テ
ー
マ
に
し

た
対
面
形
式
で
の
講
座
も
実
施
し
た
。
 

・
世
界
か
ら
有
為
な
学
生
を
集
め
、
都
立
大
の
国
際
化
を
推
進
す
る
た
め
、
令
和
６
（
2
02
4
）
年
か
ら
の
理
学
部
生
命
科
学
科
へ

の
秋
入
学
の
導
入
を
決
定
し
た
。
 

 

【
第
三
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
業
務
実
績
】
 

＜
教
育
＞
 

・
教

育
研

究
資

源
の

集
約

及
び

先
端

分
野

の
強

化
を

図
り

、
新

た
な

時
代

要
請

に
応

え
る

組
織

体
制

と
す

る
た

め
、

平
成

3
0

（
2
01
8）

年
度
に
教
育
研
究
組
織
の
再
編
成
を
行
っ
た
。
学
部
に
お
い
て
は
、
工
学
分
野
の
再
編
・
統
合
、
都
市
政
策
科

学
分

野
の
再
構
築
、
都
市
教
養
学
部
の
再
編
を
行
い
、
大
学
院
に
お
い
て
も
新
た
な
学
部
編
成
に
合
わ
せ
て
再
編
を
行
っ
た
。
 

・
異
分
野
の
知
を
融
合
し
、
新
た
な
知
恵
や
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
超
伝
導
理
工
学

や
生
体
理
工
分
野
、
超
高
齢
社
会
の
課
題
を
学
際
的
に
学
ぶ
大
学
院
分
野
横
断
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
設
し
た
。
 

・
総
合
大
学
の
特
長
を
活
か
し
た
分
野
横
断
的
な
学
び
を
促
す
教
育
等
を
推
進
す
る
一
環
と
し
て
、
学
生
が
文
理
の
枠
を
超
え
て

主
体
的
に
履
修
す
る
「
文
理
教
養
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
令
和
５
（
2
02
3
）
年
度
か
ら
の
開
講
に
向
け
た
準
備
を
行
っ
た
。
 

・
S
o
ci
et
y5
.
0
に
対
応
し
た
人
材
育
成
を
目
的
と
し
て
、
令
和
４
（
2
02
2）

年
４
月
か
ら
数
理
・
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
副
専
攻
コ

ー
ス
の
運
営
を
開
始
し
た
。
 

・
平
成

2
8（

2
01
6
）
年
度
に
受
審
し
た
機
関
別
認
証
評
価
の
結
果
等
を
踏
ま
え
、
平
成

2
9（

20
17
）
年
度
４
月
に
教
学

I
R
推
進

室
を
設
置
し
、
継
続
的
に
分
析
で
き
る
全
学
的
な
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
学
長
の
意
思
決
定
、

各
運
営
委
員
会
及
び
部
局
の
施
策
の
検
討
等
に
活
用
さ
れ
、
教
育
改
善
や
教
育
改
革
に
寄
与
し
た
。
 

・
平
成

3
0（

2
01
8）

年
度
か
ら
博
士
後
期
課
程
の
活
性
化
へ
向
け
た
全
学
的
な
取
組
に
着
手
し
、
令
和
元
（
2
01
9
）
年
度
に
は
、

博
士
研
究
員
・
専
門
研
究
員
制
度
の
運
用
開
始
や
博
士
後
期
課
程
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
係
る
新
規
科
目
の
開
講
等
を
行
い
、
博

士
後
期
課
程
の
定
員
充
足
率
が
平
成

2
8（

2
01
6
）
年
度
の

0
.7
2
か
ら

1
.0
4
に
大
き
く
改
善
し
た
。
加
え
て
、
令
和
２
（
20
20

）

年
度
に
は
文
部
科
学
省
「
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
向
け
た
大
学
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
創
設
事
業
」
、
令
和
３
（
20
21

）

年
度
に
は
国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
「
次
世
代
研
究
者
挑
戦
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
採
択
さ
れ
る
な
ど
、
博
士

後

期
課
程
の
経
済
的
支
援
と
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
支
援
を
さ
ら
に
拡
充
す
る
取
組
を
実
施
し
た
。
 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
、
授
業
料
減
免
等
に
よ
る
経
済
的
支
援
及
び
キ
ャ
リ
ア
支
援
等
の
実
施
に
よ
り
、
学
生
支
援
体
制
の

充
実
を
図
っ
た
。
ま
た
、
課
外
活
動
に
お
け
る
安
全
管
理
に
つ
い
て
、
第
三
期
中
期
計
画
期
間
中
に
同
一
の
課
外
活
動
団
体
で

事
故
が
繰
り
返
し
発
生
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
リ
ス
ク
管
理
や
緊
急
時
の
対
応
に
関
す
る
レ
ク
チ
ャ
ー
、
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

や
安
全
な
運
営
に
関
す
る
講
習
会
を
実
施
し
（
令
和
４
（
2
02
2）

年
度
は
６
回
実
施
）
、
課
外
活
動
へ
の
支
援
を
行
っ
た
。
 

・
平
成

2
9
(2
01
7)
年
度
に
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
大
学
入
学
者
選
抜
改
革
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
志
の
高

い
多
様
な
学
生
を
選
抜
す
る
入
試
制
度
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
多
様
な
選
抜
・
特
別
選
抜
に
よ
る
募
集
人
員
を
全
体
の

3
0%
以

上
に
拡
充
し
た
。
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＜
研
究
＞
 

・
教
員
の
研
究
内
容
に
応
じ
た
提
案
公
募
情
報
の
個
別
提
供
、
省
庁
及
び
資
金
配
分
機
関
の
事
業
担
当
者
と
の
折
衝
及
び
知
財
戦

略
を
含
む
事
業
化
計
画
の
策
定
や
市
場
調
査
、
面
接
対
策
支
援
を
行
う
な
ど
、
研
究
セ
ン
タ
ー
等
に
お
け
る
外
部
資
金
獲
得
を

支
援
し
た
。
ま
た
、
科
研
費
の
採
択
支
援
に
つ
い
て
は
、
研
究
計
画
調
書
の
作
成
支
援
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
審
査
支
援
の
改
善
に
よ

り
、
令
和
元
（
2
01
9）

年
度
以
降
の
新
規
採
択
率
（
挑
戦
的
研
究
（
萌
芽
・
開
拓
）
を
除
く
）
は
、
3
0%
以
上
を
維
持
し
た
。
 

・
令
和
２
（
2
02
0
）
年
度
に
南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
と
日
野
キ
ャ
ン
パ
ス
に
整
備
し
た
国
内
最
大
級
と
な
る
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
高
度
通
信
社
会
に
お
け
る
課
題
解
決
型
研
究
や
社
会
実
装
を
通
じ
た
都
民
生
活
の
向
上
に
資
す
る
都
立
大

な
ら
で
は
の
研
究
の
活
性
化
を
図
っ
た
。
ま
た
、
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
環
境
を
民
間
企
業
等
に
無
償
提
供
す
る
「
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド

提
供
事
業
」
を
実
施
し
、
５
Ｇ
の
新
た
な
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
や
サ
ー
ビ
ス
の
社
会
実
装
を
促
進
し
た
。
 

・
若
手
研
究
者
を
中
心
に
、
戦
略
的
に
研
究
費
を
配
分
す
る
こ
と
で
、
都
立
大
の
将
来
を
担
う
研
究
者
の
支
援
・
育
成
を
積
極

的

に
推
進
し
た
。
 

・
卓
越
し
た
研
究
実
績
等
を
有
し
、
都
立
大
の
研
究
力
向
上
及
び
研
究
成
果
の
大
学
研
究
者
等
へ
の
還
元
が
期
待
さ
れ
る
ト
ッ
プ

研
究
者
を
招
へ
い
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
、
令
和
４
（
2
02
2
）
年
度
か
ら
受
入
れ
を
開
始
し
た
。
 

 

＜
社
会
貢
献
＞
 

・「
火
山
災
害
対
策
研
究
」
、「

島
し
ょ
エ
リ
ア
の
産
業
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
及
び
「
将
来
の
感
染
症
対
策
に
資
す
る
研
究
」
な

ど
大

都
市

課
題

解
決

に
資

す
る

学
際

的
大

型
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
や

持
続

可
能

な
未

来
社

会
を

切
り

拓
く

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

研

究
を
推
進
し
た
。
 

・
ボ
ッ
チ
ャ
、
車
い
す
バ
ス
ケ
、
パ
ラ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
等
の
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
教
室
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
を
作
成
・
配
信
す
る
な
ど
、
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
と
も
に
東
京

2
0
20

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
機
運
を
醸
成
す
る
一
端
を
担
う
こ
と
が
で
き
た
。
 

・
多
摩
地
域
に
お
け
る
産
学
公
連
携
拠
点
と
し
て
、
起
業
を
目
指
す
人
や
地
域
企
業
と
の
交
流
・
連
携
の
活
性
化
を
目
指
す
日
野

キ
ャ
ン
パ
ス
新
棟
の
産
学
公
連
携
ス
ペ
ー
ス
「
T
MU
 I
n
no
va
ti
o
n
 H
ub
」
の
令
和
５
（
2
02
3
）
年
度
開
設
に
向
け
た
準
備
を
進

め
る
と
と
も
に
、
広
報
活
動
を
開
始
し
た
。
 

・
幅
広
く
講
座
を
提
供
す
る
東
京
都
立
大
学
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
及
び
シ
ニ
ア
層
を
対
象
と
し
た
東
京
都
立
大
学
プ
レ
ミ

ア
ム
・
カ
レ
ッ
ジ
に
お
い
て
、
生
涯
学
習
を
推
進
し
た
。
 

 ＜
グ
ロ
ー
バ
ル
化
＞
 

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
海
外
派
遣
を
中
止
し
た
年
度
も
あ
っ
た
も
の
の
、
奨
学
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
着
実

な
実
施
や
各
種
留
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
語
学
研
修
等
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
学
生
の
留
学
意
欲
向
上
を
図
り
、
第
三
期
中
期
計
画

期
間
合
計
で

8
8
5
人
の
学
生
を
派
遣
し
た
。
 

・
留
学
生
の
受
入
れ
に
向
け
た
積
極
的
な
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
短
期
受
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
等
に
よ
り
、
毎
年
度

6
0
0
人

程
度
の
在
籍
留
学
生
数
を
維
持
し
た
。
 

 ２
 
東
京
都
立
産
業
技
術
大
学
院
大
学
の
教
育
研
究
等
 

【
令
和
４
（
2
02
2
）
年
度
年
度
計
画
に
係
る
業
務
実
績
】
 

＜
教
育
＞
 

・
起
業
・
創
業
・
事

業
承
継
な
ど
を
通
し
て
新
し
い
産
業
を
創
り
出
す
高
度
専
門
職
業
人
で
あ
る
「
事
業
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
」
を
含

む
産
業
技
術
専
攻
全
体
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
着
実
に
実
施
し
、
産
業
界
に
お
い
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
人
材
を
輩
出
し

た
。
 

・
文

部
科

学
省
補

助
事

業
「
大

学
改
革

推
進

等
補
助

金
（
デ

ジ
タ

ル
活
用

教
育
高

度
化

事
業

）
『
デ

ジ
タ
ル

を
活
用

し
た
大

学
・

高
専

教
育
高

度
化

プ
ラ

ン
』
」

に
お

い
て
、

宮
城

大
学

及
び

公
立

小
松

大
学

と
連

携
し

、
技

能
教

育
の

た
め

の
デ

ジ
タ

ル
コ

ン

テ
ン
ツ
の
作
成
等
を
行
っ
た
。
 

・
令
和
２
（
2
0
20
）
～
令
和
３
（
2
0
21
）
年
度
に
か
け
て
新
た
に
整
え
た
内
部
質
保
証
シ
ス
テ
ム
に
基
づ
き
、
業
務
改
善
及
び
向

上
さ
せ
る
た
め
の
1
1個

の
P
DC
A
サ
イ
ク
ル
の
進
捗
管
理
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
教
育
の
質
の
向
上
の
た
め
の
P
DC
A
サ
イ
ク
ル
を

回
し
た
結
果
、
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
で
全
授
業
の
評
価
が
過
去
最
高
の
平
均
4
.4
6（

１
～
５
の
５
段
階
評
価
）
と
な
っ
た
。
 

・
S
NS
に

よ
る
最

新
情

報
等

の
積

極
的

な
発

信
、

新
た

な
教

員
紹

介
動

画
の

作
成

・
公

開
、

修
了

生
の

活
躍

を
紹

介
す

る
ロ

ー
ル

モ
デ
ル
集
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
大
学
院
説
明
会
の
実
施
等
に
よ
り
、
令
和
５
（
2
02
3）

年
度
４
月
入
学
の

産
業
技
術
専
攻
全
体
の
志
願
倍
率
は
過
去
最
高
の
2
.1
倍
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
十
分
な
定
員
を
確
保
し
た
。
 

 

＜
研
究
＞
 

・
A
II
T
高
度
専
門
職
人
材
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
ブ
レ
ン
デ
ィ
ッ
ド
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
効
果
測
定
を
行
う
な
ど
、
学
内

の
I
R
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
産
技
大
や
他
大
学
の
I
Rの

取
組
事
例
等
の
知
見
を
共
有
し
た
。
 

・
研
究
分
野
の
深
化
及
び
研
究
成
果
の
社
会
へ
の
還
元
を
目
的
と
し
て
、
産
業
デ
ザ
イ
ン
と
宇
宙
技
術
応
用
工
学
に
関
す
る
２
つ

の
研
究
所
を
新
設
し
、
合
計
1
1
件
の
研
究
所
を
運
営
し
た
。
 

＜
社
会
貢
献
＞
 

・
東
京
都
か
ら
の
受
託
事
業
「
東
京
都
地
域
防
災
計
画
の

I
o
D(
In
te
rn
et
 o
f
 D
o
cu
me
nt
s)
化
に
よ
る
防
災
力
向
上
」
を
開
始
し

た
。
 

・
産
技
大
管
理
部
門
と
法
人
部
門
が
連
携
し
、
教
員
の
研
究
や
自
治
体
と
の
連
携
実
績
等
の
紹
介
動
画
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、

東
京
都
、
都
関
連
団
体
及
び
区
市
町
村
に
対
し
て
、
連
携
実
績
等
に
関
す
る
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
発
行
し
、
情
報
発
信
を
強
化

し
た
。
 

・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
ビ
ジ
ネ
ス
マ
イ
ン
ド
を
養
成
す
る
「
A
II
T
シ
ニ
ア
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
東
京
テ
ッ
ク

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
」
及
び
、
文
部
科
学
省
「
DX

等
成
長
分
野
を
中
心
と
し
た
就
職
・
転
職
支
援
の
た
め
の
リ
カ

レ
ン
ト
教
育
推
進
事
業
」
に
採
択
さ
れ
た
「
モ
ノ
づ
く
り
分
野
の
価
値
創
造
力
育
成
の
た
め
の

A
II
T
型
リ
ス
キ
リ
ン
グ
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
開
講
し
た
。
 

 ＜
グ
ロ
ー
バ
ル
化
＞
 

・
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る

S
DG
s
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
未
来
の
地
球
的
社
会
課
題
を
踏
ま
え
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
な
が
ら
、
４
件
の
グ
ロ
ー
バ
ル

P
B
L
を
実
施
し
た
。
 

・
ア
ジ
ア
高
度
専
門
職
人
材
育
成
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
A
PE
N
）
を
活
用
し
た
国
際
交
流
や

B
i
na
 
N
us
an
ta
ra
 
U
ni
ve
rs
it
y
（
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
）
と
の
産
業
技
術
人
材
育
成
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
実
施
等
、
ア
ジ
ア
諸
国
等
の
大
学
等
と
の
連
携
を
強
化
し
た
。
 

 

【
第
三
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
業
務
実
績
】
 

＜
教
育
＞
 

・
令
和

2
（
20
20
）
年
度
に
企
業
に
お
け
る
新
規
事
業
開
発
や
起
業
・
創
業
・
事
業
承
継
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
新
た
な
学
位

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
し
、
１
専
攻
３
コ
ー
ス
体
制
へ
研
究
科
の
再
編
を
行
い
、
令
和
３
（
2
02
1
）
年
度
に
初
め
て
の
修
了
生
を

輩
出
し
た
。
 

・
先
駆
者
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
産
技
大
の

P
B
L
型
教
育
に
関
し
て
、
「
AI
IT
 P
BL

 M
e
th
od

」
と
し
て
体
系
化
し
、
日
本
語
版

及
び
英
語
版
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
た
。
 

・
文

部
科

学
省
補

助
事

業
「
大

学
改

革
推
進

等
補
助

金
（
デ

ジ
タ

ル
活
用

教
育

高
度
化

事
業

）
『

デ
ジ
タ
ル

を
活
用

し
た
大

学
・

高
専

教
育
高

度
化

プ
ラ

ン
』
」

に
お

け
る
産

技
高

専
及

び
複

数
大

学
で

連
携

し
た

技
能

教
育

の
た

め
の

デ
ジ

タ
ル

コ
ン

テ
ン

ツ

作
成
等
、
相
互
交
流
に
よ
る
一
層
効
果
的
な
教
育
体
制
を
整
備
し
た
。
 

・
全
て
の
講
義
の
録
画
を
視
聴
等
で
き
る
講
義
支
援
シ
ス
テ
ム
の
運
用
、
秋
葉
原
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
遠
隔
授
業

や
コ
ロ
ナ
禍
の
多
同
時
性
・
双
方
向
性
を
確
保
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
施
等
、
社
会
人
が
学
び
や
す
い
学
修
環
境
を
提
供

し
た
。
 

・
効
果
的
な
広
報
活
動
等
に
よ
り
、
大
学
全
体
の
入
試
志
願
者
数
は
、
平
成

2
9（

2
01
7
）
年
度
以
前
ま
で
は
４
月
入
学
の
志
願
倍

率
が
１
倍
前
後
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
降
は
安
定
し
て
志
願
倍
率
が

1
.
5
倍
程
度
と
な
り
、
令
和
５
（
2
02
3
）
年
度
４
月
入
学

に
お
い
て
は
、
志
願
倍
率
は

2
.
1
倍
を
達
成
し
た
。
 

 ＜
研
究
＞
 

・
高

度
専
門

職
人
材
教

育
に

関
す

る
研
究
や

成
果

発
信

を
目
的
と

し
、
A
II
T
高

度
専

門
職

人
材

教
育
研
究

セ
ン

タ
ー

を
令
和
元

（
2
01
9
）
年
度
に
設
置
し
、
新
規
採
用
教
員
向
け
研
修
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
品
質
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
及
び
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
実
施
す
る
な
ど
、
産
技
大
の
教
育
手
法
の
普
及
に
貢
献
し
た
。
ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
入
学
志
願
者
に
関
す

る
デ
ー
タ
分
析
や
ブ
レ
ン
デ
ィ
ッ
ド
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
効
果
測
定
等
を
行
う
な
ど
、
I
R
を
推
進
し
た
。
 

・
産
業
振
興
に
資
す
る
開
発
型
研
究
の
取
組
と
し
て
、
当
初
４
つ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
研
究
所
に
つ
い
て
、「

医
療
情
報
研
究
所
」
、

「
A
II
T
藻
類
研
究
所
」
、「

行
動
科
学
研
究
所
」
及
び
「
産
業

デ
ザ
イ
ン
研
究
所
」
等
を
加
え
、
令
和
４
（
2
0
22
）
年
度
に
は

1
1

研
究
所
へ
と
拡
大
し
、
広
く
継
続
的
に
専
門
職
大
学
院
と
し
て
の
研
究
成
果
の
社
会
へ
の
還
元
に
貢
献
し
た
。
 

 ＜
社
会
貢
献
＞
 

・
東
京
都
の
管
理
職
研
修
や
自
治
体
等
職
員
向
け
の
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
研
修
、
島
し
ょ
部
地
域
へ
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
形
式
に

よ
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修
等
を
実
施
し
た
。
 

・
I
CT
、
も
の
づ
く
り
・
デ
ザ
イ
ン
、
及
び
起
業
・
創
業
・
企
業
新
事
業
・
事
業
承
継
分
野
に
お
け
る
最
新
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
取
り

上
げ
る

A
I
IT

ﾌｫ
ｰﾗ
ﾑ（

公
開
講
座
）
を
開
催
し
た
。
 

・
リ
ス
キ
リ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
健
康
寿
命
デ
ザ
イ
ン
講
座
、
主
に
シ
ニ
ア
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ

ラ
ム
等
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
５
つ
の
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
。
 

 

＜
グ
ロ
ー
バ
ル
化
＞
 

・
ア
ジ
ア
高
度
専
門
職
人
材
育
成
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
A
PE
N）

を
活
用
し
た
国
際
交
流
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
デ
ジ
タ
ル

S
DG
s
の
政
策
提
言
等
を
テ
ー
マ
に
グ
ロ
ー
バ
ル

P
BL

の
実
施
、
学
生
が
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
し
て
獲
得
す
べ
き
能
力
指
標
の

作
成
及
び
活
用
等
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
す
る
教
育
を
推
進
し
た
。
 

－ 60 －



＜
研
究
＞
 

・
教
員
の
研
究
内
容
に
応
じ
た
提
案
公
募
情
報
の
個
別
提
供
、
省
庁
及
び
資
金
配
分
機
関
の
事
業
担
当
者
と
の
折
衝
及
び
知
財
戦

略
を
含
む
事
業
化
計
画
の
策
定
や
市
場
調
査
、
面
接
対
策
支
援
を
行
う
な
ど
、
研
究
セ
ン
タ
ー
等
に
お
け
る
外
部
資
金
獲
得
を

支
援
し
た
。
ま
た
、
科
研
費
の
採
択
支
援
に
つ
い
て
は
、
研
究
計
画
調
書
の
作
成
支
援
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
審
査
支
援
の
改
善
に
よ

り
、
令
和
元
（
2
01
9）

年
度
以
降
の
新
規
採
択
率
（
挑
戦
的
研
究
（
萌
芽
・
開
拓
）
を
除
く
）
は
、
3
0%
以
上
を
維
持
し
た
。
 

・
令
和
２
（
2
02
0
）
年
度
に
南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
と
日
野
キ
ャ
ン
パ
ス
に
整
備
し
た
国
内
最
大
級
と
な
る
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
高
度
通
信
社
会
に
お
け
る
課
題
解
決
型
研
究
や
社
会
実
装
を
通
じ
た
都
民
生
活
の
向
上
に
資
す
る
都
立
大

な
ら
で
は
の
研
究
の
活
性
化
を
図
っ
た
。
ま
た
、
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
環
境
を
民
間
企
業
等
に
無
償
提
供
す
る
「
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド

提
供
事
業
」
を
実
施
し
、
５
Ｇ
の
新
た
な
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
や
サ
ー
ビ
ス
の
社
会
実
装
を
促
進
し
た
。
 

・
若
手
研
究
者
を
中
心
に
、
戦
略
的
に
研
究
費
を
配
分
す
る
こ
と
で
、
都
立
大
の
将
来
を
担
う
研
究
者
の
支
援
・
育
成
を
積
極

的

に
推
進
し
た
。
 

・
卓
越
し
た
研
究
実
績
等
を
有
し
、
都
立
大
の
研
究
力
向
上
及
び
研
究
成
果
の
大
学
研
究
者
等
へ
の
還
元
が
期
待
さ
れ
る
ト
ッ
プ

研
究
者
を
招
へ
い
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
、
令
和
４
（
2
02
2
）
年
度
か
ら
受
入
れ
を
開
始
し
た
。
 

 

＜
社
会
貢
献
＞
 

・「
火
山
災
害
対
策
研
究
」
、「

島
し
ょ
エ
リ
ア
の
産
業
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
及
び
「
将
来
の
感
染
症
対
策
に
資
す
る
研
究
」
な

ど
大

都
市

課
題

解
決

に
資

す
る

学
際

的
大

型
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
や

持
続

可
能

な
未

来
社

会
を

切
り

拓
く

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

研

究
を
推
進
し
た
。
 

・
ボ
ッ
チ
ャ
、
車
い
す
バ
ス
ケ
、
パ
ラ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
等
の
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
教
室
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
を
作
成
・
配
信
す
る
な
ど
、
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
と
も
に
東
京

2
0
20

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
機
運
を
醸
成
す
る
一
端
を
担
う
こ
と
が
で
き
た
。
 

・
多
摩
地
域
に
お
け
る
産
学
公
連
携
拠
点
と
し
て
、
起
業
を
目
指
す
人
や
地
域
企
業
と
の
交
流
・
連
携
の
活
性
化
を
目
指
す
日
野

キ
ャ
ン
パ
ス
新
棟
の
産
学
公
連
携
ス
ペ
ー
ス
「
T
MU
 I
n
no
va
ti
o
n
 H
ub
」
の
令
和
５
（
2
02
3
）
年
度
開
設
に
向
け
た
準
備
を
進

め
る
と
と
も
に
、
広
報
活
動
を
開
始
し
た
。
 

・
幅
広
く
講
座
を
提
供
す
る
東
京
都
立
大
学
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
及
び
シ
ニ
ア
層
を
対
象
と
し
た
東
京
都
立
大
学
プ
レ
ミ

ア
ム
・
カ
レ
ッ
ジ
に
お
い
て
、
生
涯
学
習
を
推
進
し
た
。
 

 ＜
グ
ロ
ー
バ
ル
化
＞
 

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
海
外
派
遣
を
中
止
し
た
年
度
も
あ
っ
た
も
の
の
、
奨
学
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
着
実

な
実
施
や
各
種
留
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
語
学
研
修
等
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
学
生
の
留
学
意
欲
向
上
を
図
り
、
第
三
期
中
期
計
画

期
間
合
計
で

8
8
5
人
の
学
生
を
派
遣
し
た
。
 

・
留
学
生
の
受
入
れ
に
向
け
た
積
極
的
な
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
短
期
受
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
等
に
よ
り
、
毎
年
度

6
0
0
人

程
度
の
在
籍
留
学
生
数
を
維
持
し
た
。
 

 ２
 
東
京
都
立
産
業
技
術
大
学
院
大
学
の
教
育
研
究
等
 

【
令
和
４
（
2
02
2
）
年
度
年
度
計
画
に
係
る
業
務
実
績
】
 

＜
教
育
＞
 

・
起
業
・
創
業
・
事

業
承
継
な
ど
を
通
し
て
新
し
い
産
業
を
創
り
出
す
高
度
専
門
職
業
人
で
あ
る
「
事
業
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
」
を
含

む
産
業
技
術
専
攻
全
体
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
着
実
に
実
施
し
、
産
業
界
に
お
い
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
人
材
を
輩
出
し

た
。
 

・
文

部
科

学
省
補

助
事

業
「
大

学
改
革

推
進

等
補
助

金
（
デ

ジ
タ

ル
活
用

教
育
高

度
化

事
業

）
『
デ

ジ
タ
ル

を
活
用

し
た
大

学
・

高
専

教
育
高

度
化

プ
ラ

ン
』
」

に
お

い
て
、

宮
城

大
学

及
び

公
立

小
松

大
学

と
連

携
し

、
技

能
教

育
の

た
め

の
デ

ジ
タ

ル
コ

ン

テ
ン
ツ
の
作
成
等
を
行
っ
た
。
 

・
令
和
２
（
2
0
20
）
～
令
和
３
（
2
0
21
）
年
度
に
か
け
て
新
た
に
整
え
た
内
部
質
保
証
シ
ス
テ
ム
に
基
づ
き
、
業
務
改
善
及
び
向

上
さ
せ
る
た
め
の
1
1個

の
P
DC
A
サ
イ
ク
ル
の
進
捗
管
理
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
教
育
の
質
の
向
上
の
た
め
の
P
DC
A
サ
イ
ク
ル
を

回
し
た
結
果
、
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
で
全
授
業
の
評
価
が
過
去
最
高
の
平
均
4
.4
6（

１
～
５
の
５
段
階
評
価
）
と
な
っ
た
。
 

・
S
NS
に

よ
る
最

新
情

報
等

の
積

極
的

な
発

信
、

新
た

な
教

員
紹

介
動

画
の

作
成

・
公

開
、

修
了

生
の

活
躍

を
紹

介
す

る
ロ

ー
ル

モ
デ
ル
集
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
大
学
院
説
明
会
の
実
施
等
に
よ
り
、
令
和
５
（
2
02
3）

年
度
４
月
入
学
の

産
業
技
術
専
攻
全
体
の
志
願
倍
率
は
過
去
最
高
の
2
.1
倍
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
十
分
な
定
員
を
確
保
し
た
。
 

 

＜
研
究
＞
 

・
A
II
T
高
度
専
門
職
人
材
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
ブ
レ
ン
デ
ィ
ッ
ド
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
効
果
測
定
を
行
う
な
ど
、
学
内

の
I
R
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
産
技
大
や
他
大
学
の
I
Rの

取
組
事
例
等
の
知
見
を
共
有
し
た
。
 

・
研
究
分
野
の
深
化
及
び
研
究
成
果
の
社
会
へ
の
還
元
を
目
的
と
し
て
、
産
業
デ
ザ
イ
ン
と
宇
宙
技
術
応
用
工
学
に
関
す
る
２
つ

の
研
究
所
を
新
設
し
、
合
計
1
1
件
の
研
究
所
を
運
営
し
た
。
 

＜
社
会
貢
献
＞
 

・
東
京
都
か
ら
の
受
託
事
業
「
東
京
都
地
域
防
災
計
画
の

I
o
D(
In
te
rn
et
 o
f
 D
o
cu
me
nt
s)
化
に
よ
る
防
災
力
向
上
」
を
開
始
し

た
。
 

・
産
技
大
管
理
部
門
と
法
人
部
門
が
連
携
し
、
教
員
の
研
究
や
自
治
体
と
の
連
携
実
績
等
の
紹
介
動
画
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、

東
京
都
、
都
関
連
団
体
及
び
区
市
町
村
に
対
し
て
、
連
携
実
績
等
に
関
す
る
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
発
行
し
、
情
報
発
信
を
強
化

し
た
。
 

・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
ビ
ジ
ネ
ス
マ
イ
ン
ド
を
養
成
す
る
「
A
II
T
シ
ニ
ア
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
東
京
テ
ッ
ク

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
」
及
び
、
文
部
科
学
省
「
DX

等
成
長
分
野
を
中
心
と
し
た
就
職
・
転
職
支
援
の
た
め
の
リ
カ

レ
ン
ト
教
育
推
進
事
業
」
に
採
択
さ
れ
た
「
モ
ノ
づ
く
り
分
野
の
価
値
創
造
力
育
成
の
た
め
の

A
II
T
型
リ
ス
キ
リ
ン
グ
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
開
講
し
た
。
 

 ＜
グ
ロ
ー
バ
ル
化
＞
 

・
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る

S
DG
s
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
未
来
の
地
球
的
社
会
課
題
を
踏
ま
え
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
な
が
ら
、
４
件
の
グ
ロ
ー
バ
ル

P
B
L
を
実
施
し
た
。
 

・
ア
ジ
ア
高
度
専
門
職
人
材
育
成
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
A
PE
N
）
を
活
用
し
た
国
際
交
流
や

B
i
na
 
N
us
an
ta
ra
 
U
ni
ve
rs
it
y
（
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
）
と
の
産
業
技
術
人
材
育
成
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
実
施
等
、
ア
ジ
ア
諸
国
等
の
大
学
等
と
の
連
携
を
強
化
し
た
。
 

 

【
第
三
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
業
務
実
績
】
 

＜
教
育
＞
 

・
令
和

2
（
20
20
）
年
度
に
企
業
に
お
け
る
新
規
事
業
開
発
や
起
業
・
創
業
・
事
業
承
継
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
新
た
な
学
位

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
し
、
１
専
攻
３
コ
ー
ス
体
制
へ
研
究
科
の
再
編
を
行
い
、
令
和
３
（
2
02
1
）
年
度
に
初
め
て
の
修
了
生
を

輩
出
し
た
。
 

・
先
駆
者
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
産
技
大
の

P
B
L
型
教
育
に
関
し
て
、
「
AI
IT
 P
BL

 M
e
th
od

」
と
し
て
体
系
化
し
、
日
本
語
版

及
び
英
語
版
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
た
。
 

・
文

部
科

学
省
補

助
事

業
「
大

学
改

革
推
進

等
補
助

金
（
デ

ジ
タ

ル
活
用

教
育

高
度
化

事
業

）
『

デ
ジ
タ
ル

を
活
用

し
た
大

学
・

高
専

教
育
高

度
化

プ
ラ

ン
』
」

に
お

け
る
産

技
高

専
及

び
複

数
大

学
で

連
携

し
た

技
能

教
育

の
た

め
の

デ
ジ

タ
ル

コ
ン

テ
ン

ツ

作
成
等
、
相
互
交
流
に
よ
る
一
層
効
果
的
な
教
育
体
制
を
整
備
し
た
。
 

・
全
て
の
講
義
の
録
画
を
視
聴
等
で
き
る
講
義
支
援
シ
ス
テ
ム
の
運
用
、
秋
葉
原
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
遠
隔
授
業

や
コ
ロ
ナ
禍
の
多
同
時
性
・
双
方
向
性
を
確
保
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
施
等
、
社
会
人
が
学
び
や
す
い
学
修
環
境
を
提
供

し
た
。
 

・
効
果
的
な
広
報
活
動
等
に
よ
り
、
大
学
全
体
の
入
試
志
願
者
数
は
、
平
成

2
9（

2
01
7
）
年
度
以
前
ま
で
は
４
月
入
学
の
志
願
倍

率
が
１
倍
前
後
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
降
は
安
定
し
て
志
願
倍
率
が

1
.
5
倍
程
度
と
な
り
、
令
和
５
（
2
02
3
）
年
度
４
月
入
学

に
お
い
て
は
、
志
願
倍
率
は

2
.
1
倍
を
達
成
し
た
。
 

 ＜
研
究
＞
 

・
高

度
専
門

職
人
材
教

育
に

関
す

る
研
究
や

成
果

発
信

を
目
的
と

し
、
A
II
T
高

度
専

門
職

人
材

教
育
研
究

セ
ン

タ
ー

を
令
和
元

（
2
01
9
）
年
度
に
設
置
し
、
新
規
採
用
教
員
向
け
研
修
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
品
質
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
及
び
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
実
施
す
る
な
ど
、
産
技
大
の
教
育
手
法
の
普
及
に
貢
献
し
た
。
ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
入
学
志
願
者
に
関
す

る
デ
ー
タ
分
析
や
ブ
レ
ン
デ
ィ
ッ
ド
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
効
果
測
定
等
を
行
う
な
ど
、
I
R
を
推
進
し
た
。
 

・
産
業
振
興
に
資
す
る
開
発
型
研
究
の
取
組
と
し
て
、
当
初
４
つ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
研
究
所
に
つ
い
て
、「

医
療
情
報
研
究
所
」
、

「
A
II
T
藻
類
研
究
所
」
、「

行
動
科
学
研
究
所
」
及
び
「
産
業

デ
ザ
イ
ン
研
究
所
」
等
を
加
え
、
令
和
４
（
2
0
22
）
年
度
に
は

1
1

研
究
所
へ
と
拡
大
し
、
広
く
継
続
的
に
専
門
職
大
学
院
と
し
て
の
研
究
成
果
の
社
会
へ
の
還
元
に
貢
献
し
た
。
 

 ＜
社
会
貢
献
＞
 

・
東
京
都
の
管
理
職
研
修
や
自
治
体
等
職
員
向
け
の
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
研
修
、
島
し
ょ
部
地
域
へ
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
形
式
に

よ
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修
等
を
実
施
し
た
。
 

・
I
CT
、
も
の
づ
く
り
・
デ
ザ
イ
ン
、
及
び
起
業
・
創
業
・
企
業
新
事
業
・
事
業
承
継
分
野
に
お
け
る
最
新
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
取
り

上
げ
る

A
I
IT

ﾌｫ
ｰﾗ
ﾑ（

公
開
講
座
）
を
開
催
し
た
。
 

・
リ
ス
キ
リ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
健
康
寿
命
デ
ザ
イ
ン
講
座
、
主
に
シ
ニ
ア
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ

ラ
ム
等
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
５
つ
の
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
。
 

 

＜
グ
ロ
ー
バ
ル
化
＞
 

・
ア
ジ
ア
高
度
専
門
職
人
材
育
成
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
A
PE
N）

を
活
用
し
た
国
際
交
流
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
デ
ジ
タ
ル

S
DG
s
の
政
策
提
言
等
を
テ
ー
マ
に
グ
ロ
ー
バ
ル

P
BL

の
実
施
、
学
生
が
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
し
て
獲
得
す
べ
き
能
力
指
標
の

作
成
及
び
活
用
等
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
す
る
教
育
を
推
進
し
た
。
 

３
 
東
京
都
立
産
業
技
術
高
等
専
門
学
校
の
教
育
研
究
等
 

【
令
和
４
（
2
02
2
）
年
度
年
度
計
画
に
係
る
業
務
実
績
】
 

＜
教
育
＞
 

・
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
A
I
ス
マ
ー
ト
工
学
コ
ー
ス
及
び
情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
コ
ー
ス
の
２
年
生
の
教
育
を
開
始
し
た
。
荒
川

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
未
来
工
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
本
科
４
年
生
及
び
本
科
３
年
生
各

1
6
名
の
学
生
へ
授
業
を
行
い
、

ま
た
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
お
い
て
は
都
立
大
、
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
、
公
益
財
団
法
人
東
京
都
中
小
企
業
振
興

公
社
等
と
連
携
し
た

1
1
の
講
座
を
開
講
し
た
。
 

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
及

び
航

空
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

２
つ

の
職

業
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し
た
。
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
本
科
生

1
2
名
、
専
攻
科
生
２
名
の
修
了
生
を
輩
出
し
、
全

員
の
進
路
が
情
報
関
連
企
業
へ
の
就
職
ま
た
は
専
攻
科
へ
の
進
学
に
決
定
し
た
。
航
空
技
術
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
８
名
の

修
了
生
を
輩
出
し
、
全
員
の
進
路
が
航
空
関
連
企
業
へ
の
就
職
ま
た
は
専
攻
科
へ
の
進
学
に
決
定
し
た
。
 

・
社
会
人
向
け
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
教
育
や
、
2
5
歳
以
下
の
学
生
、
公
立
中
学
校
教
員
を
そ
れ
ぞ
れ
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
一
般
社
団
法
人
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
キ
ャ
ン
プ
協
議
会
、
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
と
の
共
催
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
研
究
生
を
５
名
受
け
入
れ
た
。
 

・
機
械
加
工
に
関
す
る
実
験
実
習
型
の
授
業
に
お
い
て
、
加
工
動
作
を
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
し
技
能
伝
承
に
活
用
す
る
実
習
教
育

D
X
を
取
り
入
れ
た
実
習
環
境
の
構
築
を
行
っ
た
。
ま
た
、
感
染
症
対
策
を
十
分
に
施
し
た
上
で
、
内
容
に
応
じ
て
オ
ン
ラ
イ
ン

と
対
面
を
組
み
合
わ
せ
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
デ
ザ
イ
ン
思
考
を
取
り
入
れ
た
授
業
を
実
践
し
、
学
生
の
課
題
発
見
・

解
決
力
の
向
上
を
図
っ
た
。
 

・
本
科
３
、
４
年
生
を
対
象
に
キ
ャ
リ
ア
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
配
布
す
る
と
と
も
に
、
早
期
に
こ
の
活
用
法
に
つ
い
て
の
説
明
会

を
開
催
し
、
学
生
に
自
分
の
将
来
像
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
き
っ
か
け
作
り
を
行
っ
た
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
ガ
イ
ダ
ン

ス
や
、
女
子
学
生
に
特
化
し
た
支
援
講
座
の
実
施
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
支
援
を
行
っ
た
。
 

・
品
川
区
及
び
荒
川
区
と
の
協
定
に
基
づ
い
て
特
別
推
薦
入
試
制
度
を
実
施
し
、
４
名
の
学
生
の
受
入
れ
を
決
定
し
た
。
 

・
意
欲
あ
る
多
様
な
学
生
を
確
保
す
る
た
め
の
取
組
と
し
て
、
コ
ー
ス
や
課
外
活
動
に
関
す
る
情
報
を
偏
り
な
く
発
信
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
制
で
の
情
報
提
供
体
制
の
構
築
や
、
受
検
生
か
ら
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
情
報
を
更
に
発
信
す
る

た
め
、
学
生
広
報
チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ
を
行
っ
た
。
 

 ＜
研
究
＞
 

・
特
別
研
究
期
間
制
度
の
取
得
を
促
進
す
る
た
め
の
取
得
要
件
の
見
直
し
と
そ
れ
に
伴
う
規
程
改
正
を
行
う
と
と
も
に
、
科
学
研

究
費
獲
得
支
援
事
業
と
し
て
、
応
募
書
類
添
削
や
動
画
講
座
配
信
、
個
別
面
談
を
実
施
す
る
な
ど
、
研
究
活
動
の
活
性
化
に
係

る
支
援
を
行
っ
た
。
 

・
都
立
大
及
び
産
技
大
と
連
携
し
て
実
施
し
て
い
る
「
大
学
・
高
専
連
携
事
業
基
金
」
事
業
の
「
第
三
期
共
同
研
究
～
専
攻
科

C
o
-

L
ab
o.

」
に

お
い
て
３

件
の

共
同

研
究
を
開

始
し

た
。

さ
ら
に
、

第
四

期
共

同
研
究
の

さ
ら

な
る

活
性
化
及

び
連

携
の

強
化

を

目
的
と
し
、
大
学
教
員
と
高
専
教
員
間
で
研
究
分
野
の
事
前
相
談
を
行
え
る
新
た
な
マ
ッ
チ
ン
グ
の
仕
組
み
を
構
築
し
た
。
 

 ＜
社
会
貢
献
＞
 

・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
、
体
験
型
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
勉
強
会
「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

T
O
KY
O
 f
or
 J
u
ni
or
」
及
び
サ
ー

バ
ー
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
等
の
実
機
に
触
れ
ら
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
勉
強
会
「
I
C
T
基
礎

L
ab
. 

fo
r 

Ju
ni
or
」
を
開
催

し
た
。
 

・
品
川
区
の
公
立
中
学
校
教
員
を
対
象
と
し
た
対
面
で
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
の
講
義
や
、
警
視
庁
、
東
京
商
工
会
議

所
品
川
支
部
と
連
携
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
。
 

・
品
川
区
・
大
田
区

と
連
携
し
、
中
小
企
業
で
働
く
技
術
者
を
対
象
と
し
た
「
若
手
技
術
者
支
援
の
た
め
の
講
座
」
や
地
域
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
た
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
講
座
を
実
施
し
た
。
 

 

＜
グ
ロ
ー
バ
ル
化
＞
 

・
２
つ
の
海
外
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
G
CP
）
は

1
5
名
、
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
I
EP
）
は

3
8
名
の
学
生
が
参
加
し
た
。
G
CP

で
は
コ
ロ
ナ
陽
性

者
発

生
時

の
基

本
対

応
方

針
等

感
染

症
対

策
を

講
じ

た
上

で
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
へ

渡
航

し
た

上
で

の
海

外
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施

し
た
。
I
E
P
で
は
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
組
み
合
わ
せ
、
デ
ザ
イ
ン
シ
ン
キ
ン
グ
を
取
り
入
れ
た
課
題
解
決
型
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
G
C
P
へ
の
接
続
を
さ
ら
に
強
化
し
た
。
 

 

【
第
三
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
業
務
実
績
】
 

＜
教
育
＞
 

・
新
し
い
も
の
づ
く
り
を
牽
引
す
る
実
践
的
技
術
者
の
育
成
を
目
的
と
し
、
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
本
科
教
育
コ
ー
ス
の
再
編

を
行
い
、
生
産
シ
ス
テ
ム
工
学
コ
ー
ス
に
代
わ
り

A
I
ス
マ
ー
ト
工
学
コ
ー
ス
を
、
ま
た
電
子
情
報
工
学
コ
ー
ス
に
代
わ
り
、

情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
コ
ー
ス
を
開
講
し
た
。
ま
た
、
荒
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
令
和
３
（
20
21

）
年
度
か
ら
医
学
と
工
学
の
融

合
・
複
合
を
可
能
に
す
る
人
材
の
育
成
を
目
指
す
「
医
工
連
携
教
育
・
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
、
I
o
T
と

AI
技

術
の
社
会
実
装
を
テ
ー
マ
と
し
て
最
先
端
技
術
を
学
ぶ
コ
ー
ス
横
断
の
未
来
工
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
講
し
た
。
 

・
産

業
界

や
社

会
の

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

実
践

的
な

知
識

・
技

術
の

習
得

に
向

け
た

新
た

な
職

業
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

た
。
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
５
年
間
で
本
科

4
6
人
、
専
攻
科
６
人
、
合
わ
せ
て

5
2
人
の
修
了

者
を
輩
出
し
、
航
空
技
術
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
４
年
間
で

3
0
人
の
修
了
者
を
輩
出
し
た
。
 

・
前
中
期
目
標
期
間
中
に

J
A
BE
E
認
定
を
視
野
に
入
れ
た
新
教
育
課
程
を
開
始
し
て
以
降
、
J
A
BE
E
対
応
部
会
を
組
織
し
、
継
続

し
て
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
技
術
者
像
の
整
備
を
行
っ
た
。
令
和
３
（
2
02
1）

年
度
に
機
械
、
電
気
電
子
、
情
報
、
創
造
の
４
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て

J
A
BE
E
を
受
審
し
、
い
ず
れ
も
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

・
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ

ー
ニ
ン
グ
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
教
育
を
推
進
し
、
課
題
発
見
・
解
決
型

の
実
践
的
な
教
育
を
展

開
す
る
と
と
も
に
、
令
和
４
（
2
02
2
）
年
度
か
ら
は
、
機
械
系
も
の
づ
く
り
実
験
実
習
科
目
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
導
入
し
た
。
 

・
新
任
研
修
、
昇
任

者
研
修
及
び
管
理
職
研
修
な
ど
の
教
員
研
修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
平
成

3
0（

2
01
8
）
年
度
に
、
学
習
到

達
目
標
の
明
確
化
及
び
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
作
成
要
領
の
整
備
を
実
施
し
、
教
育
の
質
の
向
上
に
向
け
た
取
組
の
強
化
を
行
っ
た
。
 

・
令
和
元
（
2
0
19
）
年
度
に
機
関
別
認
証
評
価
を
受
審
し
適
で
あ
る
と
の
認
証
を
受
け
た
。
評
価
結
果
に
基
づ
き
、
学
生
の
課
外

活
動
を
支
援
す
る
顧
問
等
の
役
割
を
明
確
に
し
た
ほ
か
、
課
外
活
動
に
関
す
る
指
導
方
針
を
作
成
し
、
ク
ラ
ブ
活
動
指
導
員
を

導
入
す
る
な
ど
の
改
善
を
行
っ
た
。
 

・
安
心
し
て
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
課
外
活
動
支
援
や
経
済
的
支
援
、
学
生
相
談
室
・
保
健
室
・
学

生
室
が
連
携
し
た
サ
ポ
ー
ト
や
、
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談
日
の
増
加
及
び
対
面
以
外
で
の
相
談
を
実
施
し
た
。
 

・
品
川
区
及
び
荒
川
区
と
協
定
を
締
結
し
、
令
和
３
（
2
0
21
）
年
度
実
施
の
令
和
４
（
2
0
22
）
年
度
入
試
よ
り
両
キ
ャ
ン
パ
ス
の

特
別
推
薦
入
試
募
集
人
員
枠
を
４
人
と
し
た
。
 

・
３
年
ご
と
に
広
報
戦
略
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
毎
年
の
広
報
年
次
計
画
に
よ
っ
た
広
報
を
行
っ
た
。
ま
た
、
女
子
学
生
の
志

願
者

確
保

に
向

け
た

取
組

と
し

て
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

女
子

向
け

の
情

報
を

ま
と

め
た

ペ
ー

ジ
を

作
成

す
る

な
ど

の
広

報

活
動
を
行
い
、
令
和
３
（
2
02
1
）
年
度
に
は
女
子
入
学
者
の
割
合
が
過
去
最
高
の

1
5
.3
％
と
な
っ
た
。
 

 ＜
研
究
＞
 

・
特
別
研
究
期
間
制
度
取
得
対
象
を
拡
大
す
る
制
度
変
更
を
行
う
な
ど
、
取
得
の
促
進
を
図
っ
た
。
 

・
都

立
大

及
び
産

技
大

と
の
新

た
な
連

携
の

仕
組
み

と
し

て
、「

大
学
・

高
専
連

携
事

業
基
金

」
事

業
「

第
三

期
共

同
研
究

～
専

攻
科

C
o
-L
ab
o.
」
を
実
施
し
、
共
同
研
究
の
充
実
を
図
っ
た
。
 

 ＜
社
会
貢
献
＞
 

・
平
成

2
8
（
2
01
6）

年
度
か
ら
令
和
元
（
2
01
9
）
年
度
に
か
け
て
、
東
京

2
02
0
大
会
支
援
に
資
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
教
育
研

究
と
し
て

、
荒
川
区
内
の
中
学
校
と
連
携
し
車
い
す
使
用
者
向
け
の
情
報
マ
ッ
プ
「
環
境
快
適
マ
ッ
プ
の
開
発
」
を
行
い
、
完

成
さ
せ
た
。
 

・
令
和
元
（
2
0
19
）
年
度
に
都
の
管
理
職
員
を
対
象
と
し
て
実
施
し
た
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修
に
お
い
て
、
高
専
で
開
発
し
た

疑
似
マ
ル
ウ
ェ
ア
感
染
体
験
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
。
 

 ＜
グ
ロ
ー
バ
ル
化
＞
 

・
平
成

2
9（

20
17
）
年
度
か
ら
、
実
践
的
研
修
効
果
を
高
め
、
相
互
関
連
性
を
考
慮
し
た
２
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
G
CP

）
及
び
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
･プ

ロ
グ
ラ
ム
（
I
EP

））

を
実
施
し
た
。
 

・
専
門
英
語
を
身
近
に
体
験
で
き
る
よ
う
、
令
和
３
（
2
02
1
）
年
度
か
ら
専
攻
科
の
一
部
授
業
を
英
語
で
実
施
し
た
。
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４
 
業
務
運
営
等
 

【
令
和
４
（
20
2
2）

年
度
年
度
計
画
に
係
る
業
務
実
績
】
 

＜
業
務
運
営
＞

 
・
各
大
学
・
高
専
の
枠
を
超
え
た
検
討
会
や

、
各
大
学
・
高
専
及
び
法
人
事
務
局
に
設
置
し
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
議
論
を

深
め
る
と
と
も
に
、
経
営
審
議
会
に
随
時
検
討
状
況
を
報
告
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
、
都
立
の
高
等
教
育
機
関
な
ら
で
は
の
教

育
研
究
の
推
進
や
地
域
社
会
の
発
展
へ
の
貢
献
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
第
四
期
中
期
計
画
を
作
成
し
、
東
京
都
の
認
可
を
得
た
。

 
・
行
政
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
す
る
た

め
、
東
京
都
各
局
へ
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
元
に
教
員
に
調
査
研
究
の
公

募
を
行
う
な
ど
、
東
京
都
と
法
人
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
推
進
し

、
新
た
な
分
野
に
お
け
る
共
同
研
究
を
組
成
し
た
。

 
・
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
、
T
MU

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
研
究
推
進
機
構
に
お
け
る
研

究
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
オ
ン

ラ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト
等
で
研
究
等
の
情
報
を
積
極
的
に
発
信
し
た
。
 

・
法
人

が
排

出
す

る
温

室
効

果
ガ

ス
の

状
況

を
明

ら
か

に
し

、
国

や
東

京
都

を
上

回
る

温
室

効
果

ガ
ス

の
削

減
目

標
を

掲
げ

た

「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
プ
ラ
ン
」
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
環
境
省
が
定
め
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
則

り
、
２
大
学
１

高
専
に
お
け
る
環
境
に
貢
献
す
る
様
々
な
取
組
を
記
載
し
た
「
環
境
報
告
書

2
02
2
」
を
作
成
し
公
表
し
た
。

 
・
２
大
学
１
高
専
が
連
携
し
て
実
施
す
る
海
外
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
着
実
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
令
和
２
（
20
20
）
年
度
に

策
定
し
た
「
新
た
な
連
携
の
在
り
方
」
に
基
づ
き
、
入
試
連
携
や
機
器
共
用
等
に
つ
い
て
、
教
職
員
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

や
、
各

校
関
係
者
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

 
・
働
き
方
改
革
の
推
進
に
貢
献
し
た
取
組
に
つ
い
て
、
「
第
１
回
ワ
ー
ク
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
・
オ
ブ
ザ
イ
ヤ
ー
」
と
称
し
て
職
員
表

彰
を
行
い
、
参
考
と
な
る
事
例
を
法
人
内
で
共
有
し
た
ほ
か
、
契
約
・
会
計
事
務
に
お
け
る
ハ
ン
コ
レ
ス
・
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
の

推
進
、
旅
費
シ
ス
テ
ム
の
本
格
稼
働
に
向
け
た
準
備
な
ど
、
働
き
方
改
革
や
業
務
効
率
化
の
取
組
を
推
進
し
た
。

 
 ＜
財
務
内
容
＞

 
・
都
立
大
の
同
窓
会
と
連
携
し
て
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
合
わ
せ
「
寄
附
へ
の
感
謝
の
集
い
」
を
開
催
し
、
延
べ

13
人
に

感
謝
状
を
贈
呈
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
卒
業
生
に
寄
附
の
宣
伝
を
行
う
と
と
も
に
継
続
的
な
寄
附
意
欲
の
促
進
を
図
っ
た
。

 
 ＜
自
己
点
検
・
評
価
及
び
情
報
の
提
供
＞

 
・
各
大
学
・
高
専

に
お
い
て
自
己
点
検
・
評
価
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
都
立
大
に
お
い
て
機
関
別
認
証
評
価
を
、
産
技
大
の
産

業
技

術
専

攻
に

お
い

て
分

野
別

認
証

評
価

を
受

審
し

た
。

ま
た

、
東

京
都

地
方

独
立

行
政

法
人

評
価

委
員

会
か

ら
令

和
２

（
20
2
0）

年
度
業
務
実
績
評
価
及
び
第
三
期
中
期
目
標
期
間
の
終
了
時
に
見
込
ま
れ
る
業
務
実
績
評
価
（
見
込
評
価
）
で
改
善

す
べ
き
点
と
し
て
指
摘
を
受
け
た
事
項
を
評
価
結
果
反
映
状
況
と
し
て
公
表
し
た
ほ
か
、
令
和
３
（
2
02
1）

年
度
の
評
価
結
果

を
当
年
度
の
下
半
期
の
取
組
と
翌
年
度
の
年
度
計
画
に
適
切
に
反
映
さ
せ
、
法
人
経
営
や
教
育
の
質
の
向
上
に
取
り
組
ん
だ
。

 
・
各
大
学
・
高
専
の
認
知
度
及
び
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
一
層
高
め
る
た
め
、
都
立
大
に
お
け
る
広
報
重
点
企
画
「
牧
野
標
本
館
」「

SD
G
s

特
集
」
の
設
定
、
産
技
大
に
お
け
る
修
了
生
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
集
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
高
専
に
お
け
る
学
生
広
報
チ
ー
ム
の
募
集

等
の
ほ
か
、
各
種
広
報
媒
体
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
活
用

し
た
広
報
を
展
開
し
た
。

 
・
都
立
大
に
お
け
る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

の
開
催
、
産
技
大
に
お
け
る
修
了
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
制
度
の
運
用
、
高
専
祭
に
お
け

る
卒
業
生
を
中
心
と
し
た
就
職
相
談
ブ
ー
ス
の
設
置
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
卒
業
生
・
修
了
生
と
の

連
携
強
化
の
取
組
を
行
っ
た
。

 
 ＜
そ
の
他
＞

 
・
施
設
整
備
計
画
に
基
づ
き
老
朽
化
を
解
消
す
る
更
新
工
事
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
令
和
３
（
20
21

）
年
度
の
火
災
事
故

に
伴
う
停
電
範
囲
を
可
能
な
限
り
縮
小
す
る
よ
う
、
応
急
部
分
復
旧
工
事
を
進
め
た
。
日
野
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
棟
建
設
工
事
に

つ
い
て
は
、
令
和
５
（
20
2
3）

年
度
中
の
供
用
開
始
に
向
け
て
、
予
定
通
り
本
体
工
事
を
完
了
し
た
。

 
・
都
立
大
南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
火
災
事
故
を
受
け
、
危
険
物
予
防
規
程
を
改
正
す
る
と
と
も
に
、
自
衛
消
防
隊
地
区
隊

の
編
成
な
ど
消
防
計
画
を
見
直
し
、
東
京
消
防
庁
へ
届
出
等
を
行
っ
た
。
ま
た
、
実
験
廃
棄
物
排
出
時
に
講
習
会
の
受
講
の
有

無
を
確
認
し
、
化
学
物
質
・
危
険
物
等
取
扱
者

講
習
会
の
未
受
講
者
が
実
験
廃
棄
物
を
取
り

扱
え
な
い
よ
う
ル
ー
ル
を
改
め
た
。 

・
都
立
大
南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
襲
撃
事
件
を
受
け
、
南
大
沢
警
察
署
協
力
の
下
、
不
審
者
対
応
訓
練
を
行
っ
た
。
ま
た
、

警
備
強
化
及
び
防
犯
カ
メ
ラ
の
増
強
等
を
実
施
し
、
安
心
し
て
学
修
・
研
究
で
き
る
環
境
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
開
か
れ
た

キ
ャ
ン
パ
ス
を
維
持
す
る
た
め
の
体
制
を
整
備
し
た
。

 
・
研
究
費
の
管
理
・
運
営
に
関
わ
る
全
て
の
構
成
員

を
対
象
に
、
研
究
費
不
正
使
用
防
止
に
関
す
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
を

実
施
し
、
教
員
・
職
員
と
も

10
0％

の
受
講
率
と
な
っ
た
。
ま
た
、
研
究
費
不
正
使
用
防
止
等

に
関
す
る
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス

カ
ー
ド
の
配
布
や
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
を
行
い
、
研
究
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
す
る
周
知
を
徹
底
し
た
。

 
・
全
管
理
職
を
対
象
と
し
た
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
研
修
を
開
催
し
、
そ
の
後
、
管
理
職
が

各
職
場
で
職
員
研
修
を
実
施
す
る
な
ど

、

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
研
修
を
複
数
回
実
施
し
た
。
ま
た
、
メ
ー
ル
誤
送
信
事
故
を
踏
ま
え
、
電
子
メ
ー
ル
送
信
時
の

ル
ー
ル
を
改
正
し
、
新
た
に
導
入
し
た
共
有
ア
ド
レ
ス
か
ら
発
信
す
る
場
合
の

Bc
c
変
換
機
能
の
活
用
等
を
明
記
し
た
。
 

  

【
第
三
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
業
務
実
績
】

 
＜
業
務
運
営
＞

 
・

各
大

学
・

高
専

の
認

知
度

や
プ

レ
ゼ

ン
ス

の
向

上
を

図
る

取
組

に
つ

い
て

経
営

審
議

会
等

で
議

論
・

検
討

を
行

い
、

令
和

２

（
20
2
0）

年
４
月
か
ら
大
学
・
法
人
の
名
称
変

更
を
行
う
と
と
も
に
、
名
称
変
更
も
踏

ま
え
、
各
大
学
・
高
専
の
更
な
る
発
展

に
向
け
た
取
組
を
盛
り
込
み
、
令
和
元
（
2
01
9
）
年
８
月
、
第
三
期
中
期
計
画
を
変
更
し
た
。

 
・
令
和
元
（
2
01
9
）
年
度
、
法
人
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保
及
び
向
上
の

た
め
、
公
益
通
報
な
ど
の
法
的
措
置
が
必
要
と
な

る
案
件
に
関
す
る
窓
口
を
一
本
化
す
る
な
ど
、
体
制
を
整
備
し
た
。

 
・
都
と
の
連
携
強
化
に
向
け
て
、
令
和
元
（

20
1
9）

年
度
に
機
能
的
・
機
動
的
な
事
務
組
織
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
ニ
ー

ズ
調
査
の
実
施
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の

配
信

、
教
員
紹
介
動
画
の
作
成
な
ど
の
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
共
同
研
究
の

実
施
に
結
び
付
け
た
ほ
か
、
東
京
都
下
水
道
局
等
と
の
包
括
連
携
協
定
の
締
結
を
行
っ
た
。
 

・
SD
Gs

の
課
題
解
決
に
資
す
る
調
査
研
究
機
能
を
強

化
す
る
た
め
、
令
和
４
（
20
22
）
年
１
月
に

T
MU

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
研
究
推
進

機
構
を
設
置
し
た
。

 
・
女
性
活
躍
推
進
の
観
点
か
ら
、
育
児
休
業
等
に
関
す
る
制
度
の
充
実
や
、
妊
娠
、
出
産
、
育
児
等
と
仕
事
の
両
立
支
援
の
取
組

の
広
報
を
行
っ
た
結
果
、
都
立
大
に
お
け
る
女

性
教
員
比
率
は

20
％
以
上
を
維
持
し
た
。

 
・
２
大
学
１
高
専
の
連
携
の
推

進
の

た
め
、
令
和
２
（
20
20
）
年
度

に
今
後
の
中
長
期
的
な
目
標
と
取
組

案
、
検
討
体
制

を
示
し

た
「
新
た
な
連
携
の
在
り
方
」
を
２
大
学
１
高
専
で
策
定
し
、
具
体
的
な
課
題
に
つ
い
て
関
係
者
間
で
検
討
を
進
め
た
。

 
・
多
様
な
働
き
方
の
実
現
や
業
務
の
効
率
化
へ
向
け
、
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
、
定
型
業
務
の
見
直
し
等
に
継
続
的
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
令
和
３
（
20
21
）
年
度
に
「
働
き
方
改
革
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、
組
織
的
な
取
組
を
推
進
し
た
。
ま
た
、
新

財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
、
旅
費
シ
ス
テ
ム
及
び
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
に
向
け
た
準
備
な
ど
に
よ
り
、
業
務
の
適

正
な
執
行
と
一
層
の
効
率
化
を
図
っ
た
。

 
・
令
和
３
（
20
21

）
年

度
に
、
国
公
立
大
学
で
初
と
な
る
気
候
非
常
事
態
宣
言
を
発
出
し
た
。
ま
た
、
宣
言
を
踏
ま
え
、
令
和
４

（
20
2
2）

年
度
に
、「

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
た
。

 
 ＜
財
務
内
容
＞

 
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
寄
附
の
申
込
み

や
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
多
様
な
方
法
に
よ
る
決
済
が
可
能
と
な
る
寄
附
金
受

付
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
な
ど
、
寄
附

者
に

と
っ
て
よ
り
支
援
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
た
。
ま
た
、
都
立
大
に
お
け
る
寄
附

者
銘
板
の
設
置
や
、
寄
附
者
名
簿
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
公
開
な
ど
顕
彰
制
度
を
導
入
し
、
寄
附
意
欲
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、

寄
附
募
集
の
チ
ラ
シ
や
寄
附
金
制
度
案
内
動
画
を
制
作
し
、
卒
業
生
を
は
じ
め
広
く
一
般
に
向
け
て
周
知
を
行
っ
た
。

 
・
令
和
２
（
20
2
0）

年
度

に
東
京
都
立
大
学
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
支
援
基
金
を
設

け
、
同
窓

会
と

連
携
し
て
約
３
千
万
円

の
寄
附
を
集
め
、
学
生
の
支
援
の
た
め
活
用
し
た
。

 
 ＜
自
己
点
検
・
評
価
及
び
情
報
の
提
供
＞

 
・
各
大
学
・
高
専
に
お
い
て
自
己
点
検
・
評
価
や
認
証
評
価
の
受
審
に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
東
京
都
地
方
独
立
行
政
法
人
評
価
委

員
会
か
ら
の
評
価
や
対
応
報
告
事
項

に
つ
い
て
、
当
該
年
度

の
業
務
運
営
や
次
年
度
計
画
に
反
映
し
、
業
務
運
営

の
改
善
や
教

育
研
究
の
質
の
向
上
に
継
続
的
に
取
り
組
ん
だ
。

 
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
別
に
各
大
学
・
高
専
の
強
み
と
特
色
等
を
効
果
的
に
伝
え
る
Ｐ
Ｒ
動
画
や
、
名
称
変
更
を
訴
求
す
る
ポ
ス
タ
ー
及

び
告
知
動
画
を
制
作
し
て
発
信
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
認
知
度
及
び
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
に
取
り
組
ん
だ
。

 
・
名
称
変
更
に
合
わ
せ
、
都
立
大
で
は
従
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ー
ク
を
新
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
し

、
産
技
大
で
は
ロ
ゴ

の
更
新
や
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
産
技
大
で
本
気
の
学
び
直
し
」
の
露
出
強
化
を
行
っ
た
。
高
専
で
は
、
３
年
ご
と
に
広
報
戦

略
を
策
定
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
種
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
効
果
を
考
慮
し
た
発
信
を
行
っ
た
。
 

・
生
涯
現
役
都
市
の
実
現
に
向
け
た
「

10
0
歳
大
学
」
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
令
和
元
（
20
19
）
年
度
、
リ
ン
ダ
・
グ
ラ
ッ
ト

ン
氏
（
ロ
ン
ド
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
教
授
）
を
招
い
た
特
別
講
演
会
を
開
催
し
た
。

 
 ＜
そ
の
他
＞

 
・
計
画
的
に
施
設
設
備
の
工
事
を
行
う
こ
と
で
、
学
生
及
び
教
員
の
快
適
な
学
修
・
研
究
環
境
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な

教
育
研
究
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
し
、
都
立
大
日

野
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
新
棟
の
建
設
等
を
行
っ
た
。
ま
た
、
都
立
大
の
キ

ャ
ン

パ
ス
の
機
能
や
魅
力
向
上
の
た
め
、
キ
ャ
ン

パ
ス
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
策
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
施
設
配
置
の
最

適
化
に

向
け
た
再
配
置
計
画
、
ま
た
、
安
定
的
な
ス
ペ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
可
能
と
す
る
ル
ー
ル
づ
く
り
を
進
め
た
。

 
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
故
発
生
に
際
し
、

CI
SO

会
議
を
随
時
開
催
し
、
メ
ー
ル
誤
送
信
ソ
フ
ト
の
導
入
、
運
用
ル
ー
ル
の
厳
格
化
、

標
的
型
メ
ー
ル
攻
撃
訓
練
の
実
施
な
ど
、
法
人
と
し
て
の
対
応
力
の
強
化
を
図
っ
た
。
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４
 
業
務
運
営
等
 

【
令
和
４
（
20
2
2）

年
度
年
度
計
画
に
係
る
業
務
実
績
】
 

＜
業
務
運
営
＞

 
・
各
大
学
・
高
専
の
枠
を
超
え
た
検
討
会
や

、
各
大
学
・
高
専
及
び
法
人
事
務
局
に
設
置
し
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
議
論
を

深
め
る
と
と
も
に
、
経
営
審
議
会
に
随
時
検
討
状
況
を
報
告
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
、
都
立
の
高
等
教
育
機
関
な
ら
で
は
の
教

育
研
究
の
推
進
や
地
域
社
会
の
発
展
へ
の
貢
献
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
第
四
期
中
期
計
画
を
作
成
し
、
東
京
都
の
認
可
を
得
た
。

 
・
行
政
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
す
る
た

め
、
東
京
都
各
局
へ
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
元
に
教
員
に
調
査
研
究
の
公

募
を
行
う
な
ど
、
東
京
都
と
法
人
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
推
進
し

、
新
た
な
分
野
に
お
け
る
共
同
研
究
を
組
成
し
た
。

 
・
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
、
T
MU

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
研
究
推
進
機
構
に
お
け
る
研

究
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
オ
ン
ラ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト
等
で
研
究
等
の
情
報
を
積
極
的
に
発
信
し
た
。
 

・
法
人

が
排

出
す

る
温

室
効

果
ガ

ス
の

状
況

を
明

ら
か

に
し

、
国

や
東

京
都

を
上

回
る

温
室

効
果

ガ
ス

の
削

減
目

標
を

掲
げ

た

「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
プ
ラ
ン
」
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
環
境
省
が
定
め
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
則

り
、
２
大
学
１

高
専
に
お
け
る
環
境
に
貢
献
す
る
様
々
な
取
組
を
記
載
し
た
「
環
境

報
告
書

2
02
2
」
を
作
成
し
公
表
し
た
。

 
・
２
大
学
１
高
専
が
連
携
し
て
実
施
す
る
海
外
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
着
実
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
令
和
２
（
20
20
）
年
度
に

策
定
し
た
「
新
た
な
連
携
の
在
り
方
」
に
基
づ
き
、
入
試
連
携
や
機
器
共
用
等
に
つ
い
て
、
教
職
員
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

や
、
各

校
関
係
者
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

 
・
働
き
方
改
革
の
推
進
に
貢
献
し
た
取
組
に
つ
い
て
、
「
第
１
回
ワ
ー
ク
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
・
オ
ブ
ザ
イ
ヤ
ー
」
と
称
し
て
職
員
表

彰
を
行
い
、
参
考
と
な
る
事
例
を
法
人
内
で
共
有
し
た
ほ
か
、
契
約
・
会
計
事
務
に
お
け
る
ハ
ン
コ
レ
ス
・
ペ
ー
パ

ー
レ
ス
の

推
進
、
旅
費
シ
ス
テ
ム
の
本
格
稼
働
に
向
け
た
準
備
な
ど
、
働
き
方
改
革
や
業
務
効
率
化
の
取
組
を
推
進
し
た
。

 
 ＜
財
務
内
容
＞

 
・
都
立
大
の
同
窓
会
と
連
携
し
て
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
合
わ
せ
「
寄
附
へ
の
感
謝
の
集
い
」
を
開
催
し
、
延
べ

13
人
に

感
謝
状
を
贈
呈
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
卒
業
生
に
寄
附
の
宣
伝
を
行
う
と
と
も
に
継
続
的
な
寄
附
意
欲
の
促
進
を
図
っ
た
。

 
 ＜
自
己
点
検
・
評
価
及
び
情
報
の
提
供
＞

 
・
各
大
学
・
高
専

に
お
い
て
自
己
点
検
・
評
価
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
都
立
大
に
お
い
て
機
関
別
認
証
評
価
を
、
産
技
大
の
産

業
技

術
専

攻
に

お
い

て
分

野
別

認
証

評
価

を
受

審
し

た
。

ま
た

、
東

京
都

地
方

独
立

行
政

法
人

評
価

委
員

会
か

ら
令

和
２

（
20
2
0）

年
度
業
務
実
績
評
価
及
び
第
三
期
中
期
目
標
期
間
の
終
了
時
に
見
込
ま
れ
る
業
務
実
績
評
価
（
見
込
評
価
）
で
改
善

す
べ
き
点
と
し
て
指
摘
を
受
け
た
事
項
を
評
価
結
果
反
映
状
況
と
し
て
公
表
し
た
ほ
か
、
令
和
３
（
2
02
1）

年
度
の
評
価
結
果

を
当
年
度
の
下
半
期
の
取
組
と
翌
年
度
の
年
度
計
画
に
適
切
に
反
映
さ
せ
、
法
人
経
営
や
教
育
の
質
の
向
上
に
取
り
組
ん
だ
。

 
・
各
大
学
・
高
専
の
認
知
度
及
び
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
一
層
高
め
る
た
め
、
都
立
大
に
お
け
る
広
報
重
点
企
画
「
牧
野
標
本
館
」「

SD
G
s

特
集
」
の
設
定
、
産
技
大
に
お
け
る
修
了
生
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
集
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
高
専
に
お
け
る
学
生
広
報
チ
ー
ム
の
募
集

等
の
ほ
か
、
各
種
広
報
媒
体
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
活
用

し
た
広
報
を
展
開
し
た
。

 
・
都
立
大
に
お
け
る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

の
開
催
、
産
技
大
に
お
け
る
修
了
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
制
度
の
運
用
、
高
専
祭
に
お
け

る
卒
業
生
を
中
心
と
し
た
就
職
相
談
ブ
ー
ス
の
設
置
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
卒
業
生
・
修
了
生
と
の

連
携
強
化
の
取
組
を
行
っ
た
。

 
 ＜
そ
の
他
＞

 
・
施
設
整
備
計
画
に
基
づ
き
老
朽
化
を
解
消
す
る
更
新
工
事
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
令
和
３
（
20
21

）
年
度
の
火
災
事
故

に
伴
う
停
電
範
囲
を
可
能
な
限
り
縮
小
す
る
よ
う
、
応
急
部
分
復
旧
工
事
を
進
め
た
。
日
野
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
棟
建
設
工
事
に

つ
い
て
は
、
令
和
５
（
20
2
3）

年
度
中
の
供
用
開
始
に
向
け
て
、
予
定
通
り
本
体
工
事
を
完
了
し
た
。

 
・
都
立
大
南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
火
災
事
故
を
受
け
、
危
険
物
予
防
規
程
を
改
正
す
る
と
と
も
に
、
自
衛
消
防
隊
地
区
隊

の
編
成
な
ど
消
防
計
画
を
見
直
し
、
東
京
消
防
庁
へ
届
出
等
を
行
っ
た
。
ま
た
、
実
験
廃
棄
物
排
出
時
に
講
習
会
の
受
講
の
有

無
を
確
認
し
、
化
学
物
質
・
危
険
物
等
取
扱
者

講
習
会
の
未
受
講
者
が
実
験
廃
棄
物
を
取
り

扱
え
な
い
よ
う
ル
ー
ル
を
改
め
た
。 

・
都
立
大
南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
襲
撃
事
件
を
受
け
、
南
大
沢
警
察
署
協
力
の
下
、
不
審
者
対
応
訓
練
を
行
っ
た
。
ま
た
、

警
備
強
化
及
び
防
犯
カ
メ
ラ
の
増
強
等
を
実
施
し
、
安
心
し
て
学
修
・
研
究
で
き
る
環
境
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
開
か
れ
た

キ
ャ
ン
パ
ス
を
維
持
す
る
た
め
の
体
制
を
整
備
し
た
。

 
・
研
究
費
の
管
理
・
運
営
に
関
わ
る
全
て
の
構
成
員
を
対
象
に
、
研
究
費
不
正
使
用
防
止
に
関
す
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
を

実
施
し
、
教
員
・
職
員
と
も

10
0％

の
受
講
率
と
な
っ
た
。
ま
た
、
研
究
費
不
正
使
用

防
止
等
に
関
す
る
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス

カ
ー
ド
の
配
布
や
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
を
行
い
、
研
究
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
に
関
す
る
周
知
を
徹
底
し
た
。

 
・
全
管
理
職
を
対
象
と
し
た
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
研
修
を
開
催
し
、
そ
の
後
、
管
理
職
が

各
職
場
で
職
員
研
修
を
実
施
す
る
な
ど
、

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
研
修
を
複
数
回
実
施
し
た
。
ま
た
、
メ
ー
ル
誤
送
信
事
故
を
踏
ま
え
、
電
子
メ
ー
ル
送
信
時
の

ル
ー
ル
を
改
正
し
、
新
た
に
導
入
し
た
共
有
ア
ド
レ
ス
か
ら
発
信
す
る
場
合
の

Bc
c
変
換
機
能
の
活
用
等
を
明
記
し
た
。
 

  

【
第
三
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
業
務
実
績
】

 
＜
業
務
運
営
＞

 
・

各
大

学
・

高
専

の
認

知
度

や
プ

レ
ゼ

ン
ス

の
向

上
を

図
る

取
組

に
つ

い
て

経
営

審
議

会
等

で
議

論
・

検
討

を
行

い
、

令
和

２

（
20
2
0）

年
４
月
か
ら
大
学
・
法
人
の
名
称
変

更
を
行
う
と
と
も
に
、
名
称
変
更
も
踏

ま
え
、
各
大
学
・
高
専
の
更
な
る
発
展

に
向
け
た
取
組
を
盛
り
込
み
、
令
和
元
（
2
01
9
）
年
８
月
、
第
三
期
中
期
計
画
を
変
更
し
た
。

 
・
令
和
元
（
2
01
9
）
年
度
、
法
人
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
保
及
び
向
上
の

た
め
、
公
益
通
報
な
ど
の
法
的
措
置
が
必
要
と
な

る
案
件
に
関
す
る
窓
口
を
一
本
化
す
る
な
ど
、
体
制
を
整
備
し
た
。

 
・
都
と
の
連
携
強
化
に
向
け
て
、
令
和
元
（

20
1
9）

年
度
に
機
能
的
・
機
動
的
な
事
務
組
織
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
ニ
ー

ズ
調
査
の
実
施
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の

配
信

、
教
員
紹
介
動
画
の
作
成
な
ど
の
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
共
同
研
究
の

実
施
に
結
び
付
け
た
ほ
か
、
東
京
都
下
水
道
局
等
と
の
包
括
連
携
協
定
の
締
結
を
行
っ
た
。
 

・
SD
Gs

の
課
題
解
決
に
資
す
る
調
査
研
究
機
能
を
強

化
す
る
た
め
、
令
和
４
（
20
22
）
年
１
月
に

T
MU

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
研
究
推
進

機
構
を
設
置
し
た
。

 
・
女
性
活
躍
推
進
の
観
点
か
ら
、
育
児
休
業
等
に
関
す
る
制
度
の
充
実
や
、
妊
娠
、
出
産
、
育
児
等
と
仕
事
の
両
立
支
援
の
取
組

の
広
報
を
行
っ
た
結
果
、
都
立
大
に
お
け
る
女

性
教

員
比
率
は

20
％
以
上
を
維
持
し
た
。

 
・
２
大
学
１
高
専
の
連
携
の
推
進
の

た
め
、
令
和
２
（
20
20
）
年
度

に
今
後
の
中
長
期
的
な
目
標
と
取
組

案
、
検
討
体
制

を
示
し

た
「
新
た
な
連
携
の
在
り
方
」
を
２
大
学
１
高
専
で
策
定
し
、
具
体
的
な
課
題
に
つ
い
て
関
係
者
間
で
検
討
を
進
め
た
。

 
・
多
様
な
働
き
方
の
実
現
や
業
務
の
効
率
化
へ
向
け
、
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
、
定
型
業
務
の
見
直
し
等
に
継
続
的
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
令
和
３
（
20
21
）
年
度
に
「
働
き
方
改
革
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、
組
織
的
な
取
組
を
推
進
し
た
。
ま
た
、
新

財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
、
旅
費
シ
ス
テ
ム
及
び
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
に
向
け
た
準
備
な
ど
に
よ
り
、
業
務
の
適

正
な
執
行
と
一
層
の
効
率
化
を
図
っ
た
。

 
・
令
和
３
（
20
21

）
年

度
に
、
国
公
立
大
学
で
初
と
な
る
気
候
非
常
事
態
宣
言
を
発
出
し
た
。
ま
た
、
宣
言
を
踏
ま
え
、
令
和
４

（
20
2
2）

年
度
に
、「

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
た
。

 
 ＜
財
務
内
容
＞

 
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
寄
附
の
申
込
み

や
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
多
様
な
方
法
に
よ
る
決
済
が
可
能
と
な
る
寄
附
金
受

付
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
な
ど
、
寄
附

者
に

と
っ
て
よ
り
支
援
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
た
。
ま
た
、
都
立
大
に
お
け
る
寄
附

者
銘
板
の
設
置
や
、
寄
附
者
名
簿
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
公
開
な
ど
顕
彰
制
度
を
導
入
し
、
寄
附
意
欲
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、

寄
附
募
集
の
チ
ラ
シ
や
寄
附
金
制
度
案
内
動
画
を
制
作
し
、
卒
業
生
を
は
じ
め
広
く
一
般
に
向
け
て
周
知
を
行
っ
た
。

 
・
令
和
２
（
20
2
0）

年
度

に
東
京
都
立
大
学
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
支
援
基
金
を
設

け
、
同
窓

会
と

連
携
し
て
約
３
千
万
円

の
寄
附
を
集
め
、
学
生
の
支
援
の
た
め
活
用
し
た
。

 
 ＜
自
己
点
検
・
評
価
及
び
情
報
の
提
供
＞

 
・
各
大
学
・
高
専
に
お
い
て
自
己
点
検
・
評
価
や
認
証
評
価
の
受
審
に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
東
京
都
地
方
独
立
行
政
法
人
評
価
委

員
会
か
ら
の
評
価
や
対
応
報
告
事
項

に
つ
い
て
、
当
該
年
度

の
業
務
運
営
や
次
年
度
計
画
に
反
映
し
、
業
務
運
営

の
改
善
や
教

育
研
究
の
質
の
向
上
に
継
続
的
に
取
り
組
ん
だ
。

 
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
別
に
各
大
学
・
高
専
の
強
み
と
特
色
等
を
効
果
的
に
伝
え
る
Ｐ
Ｒ
動
画
や
、
名
称
変
更
を
訴
求
す
る
ポ
ス
タ
ー
及

び
告
知
動
画
を
制
作
し
て
発
信
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
認
知
度
及
び
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
に
取
り
組
ん
だ
。

 
・
名
称
変
更
に
合
わ
せ
、
都
立
大
で
は
従
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ー
ク
を
新
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
し

、
産
技
大
で
は
ロ
ゴ

の
更
新
や
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
産
技
大
で
本
気
の
学
び
直
し
」
の
露
出
強
化
を
行
っ
た
。
高
専
で
は
、
３
年
ご
と
に
広
報
戦

略
を
策
定
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
種
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
効
果
を
考
慮
し
た
発
信
を
行
っ
た
。
 

・
生
涯
現
役
都
市
の
実
現
に
向
け
た
「

10
0
歳
大
学
」
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
令
和
元
（
20
19
）
年
度
、
リ
ン
ダ
・
グ
ラ
ッ
ト

ン
氏
（
ロ
ン
ド
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
教
授
）
を
招
い
た
特
別
講
演
会
を
開
催
し
た
。

 
 ＜
そ
の
他
＞

 
・
計
画
的
に
施
設
設
備
の
工
事
を
行
う
こ
と
で
、
学
生
及
び
教
員
の
快
適
な
学
修
・
研
究
環
境
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な

教
育
研
究
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
し
、
都
立
大
日

野
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
新
棟
の
建
設
等
を
行
っ
た
。
ま
た
、
都
立
大
の
キ
ャ
ン

パ
ス
の
機
能
や
魅
力
向
上
の
た
め
、
キ
ャ
ン

パ
ス
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
策
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
施
設
配
置
の
最

適
化
に

向
け
た
再
配
置
計
画
、
ま
た
、
安
定
的
な
ス
ペ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
可
能
と
す
る
ル
ー
ル
づ
く
り
を
進
め
た
。

 
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
故
発
生
に
際
し
、

CI
SO

会
議
を
随
時
開
催
し
、
メ
ー
ル
誤
送
信
ソ
フ
ト
の
導
入
、
運
用
ル
ー
ル
の
厳
格
化
、

標
的
型
メ
ー
ル
攻
撃
訓
練
の
実
施
な
ど
、
法
人
と
し
て
の
対
応
力
の
強
化
を
図
っ
た
。

 

  

 
 

 
  

 
 

 

大大
項項

目目
番番

号号
  

１１
  

教
育

内
容

及
び

教
育

の

成
果
等

 

Ⅰ
 
東
京
都
立
大
学
の
教
育
研

究
等

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
と

る
べ

き
措

置
 

１
 
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

１
）

 
教

育
内

容
及

び
教

育
の

成
果

等
に

関
す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

（
中
期
目
標
）
 

○
 
豊
か

な
教
養

・
高
度
な

専
門
性

と
社
会
へ

の
対
応

能
力
を
備

え
た
国

際
的
に
も

通
用
す

る
人
材
を

育
成
す

る
た
め
、

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
・

ポ
リ
シ

ー
に
基
づ

き
教
育

課
程
を
編

成
し
、

不
断
に
見

直
す
。

 

〇
 
社
会

ニ
ー
ズ

・
学
生
ニ

ー
ズ
に

対
応
し
た

教
育
を

提
供
す
る

た
め
、

他
大
学
や

企
業
等

の
ほ
か
、

特
に
東

京
都
と
の

連
携
を

生
か
し
た

教
育
を

推
進
す
る

等
、
多

様
な
学
修

機
会
の

確
保
に
努

め
る
。

 

〇
 
教
育

の
質
の

保
証
と
透

明
性
確

保
の
た
め

、
デ
ィ

プ
ロ
マ
・

ポ
リ
シ

ー
に
基
づ

き
、
卒

業
認
定
や

成
績
評

価
に
関
す

る
基
準

を
明
確
に

し
、
厳

格
な
評
価

を
行
う

。
 

 

中
期
計
画
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
 

自
己

評
価
 

（
１

）
 

教
育

内
容

及
び

教
育

の
成

果
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め

の
措
置
 

◇
 

教
育
課
程
の
見
直
し
 

【
1
-
0
1
】

①
豊

か
な

教
養

・
高

度
な

専
門

性
と

社
会

へ
の

対
応

能
力

を
備

え

た
国

際
的

に
も

通
用

す
る

人
材

を
育

成
す

る
た

め
、

卓
越

し
た

研
究

者
で

も
あ

る
教

員
に

よ
る

高
度

で
か

つ
一

人
ひ

と
り

の
学

生
に

真
剣

に
向

き
合

う
き

め
細

か
い

教
育

や
、

総
合

大
学

の
特

長
を

活
か

し
た

分
野

横
断

的
な

学
び

を
促

す
教

育
等

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

全
部

局
に

お
け

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

再
構

築
を

【
平

成
3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

】
に

行
う

。
ま

た
、

授
業

に
お

け
る

Ｔ
Ａ
等
を

【
年
間
延
べ

1
,
0
0
0
人
以
上
配
置
】
す
る

と
と

も
に

、

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

導
入

を
推

進
す

る
。

大
学

院
に

お
い

て
は

、
分

野
横

断
型

（
Ｔ

字
型

）
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
導

入
す

る
。
 

                    

   【
1
-
0
1
】
・

教
育

研
究

資
源

の
集

約
及

び
先

端
分

野
の

強
化

を
図

り
、

新
た

な
時

代
要

請
に

応
え

る
組

織
体

制
と

す
る

た
め

、
平

成
3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

に
教

育
研

究
組

織
の

再
編

成
を

行
っ

た
。

学
部

に
お

い
て

は
、

工
学

分
野

の
再

編
・

統
合

、
都

市
政

策
科

学
分

野
の

再
構

築
、

都
市

教
養

学
部

の
再

編
を

行
い

、
大

学
院

に
お

い
て

も
新

た
な

学
部

編
成

に
合

わ
せ

て
再

編
を

行
っ

た
。

こ
れ

に
伴

い
、

新
た

な
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・

ポ
リ

シ
ー

を
策

定
す

る
と

と
も

に
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
再

構
築

及
び

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ッ
プ

の
策

定
を

行
い

、
豊

か
な

教
養

・
高

度
な

専
門

性
と

社
会

へ
の

対
応

能
力

を
育

成
す

る
教

育
を

推
進

し
た

。
ま

た
、

異
分

野
の

知
を

融
合

し
、

新
た

な
知

恵
や

新
た

な
価

値
を

生
み

出
す

能
力

を
育

成
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

超
伝

導
理

工
学

や
生

体
理

工
分

野
、

超
高

齢
社

会
の

課
題

を
学

際
的

に
学

ぶ
大

学
院

分
野

横
断

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

開
設

す
る

等
、

教
育

内
容

の
見

直
し

に
取

り
組

ん
だ

。
 

・
T
A
の

配
置

に
つ

い
て

は
、

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

、
T
A
予

算
の

追
加

に
よ

り
T
A
従

事
者

数
が

目
標

と
す

る
1
0
0
0
人

に
迫

る
9
1
3
人
と

な
っ

た
。

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
を

推
進

す
る

た
め

、
研

修
の

機
会

を
充

実
さ

せ
、

T
A
業

務

を
担

う
大

学
院

生
の

育
成

に
取

り
組

ん
だ

。
（

図
表

1
-
0
1
）

 

・
総

合
大

学
の

特
長

を
活

か
し

た
分

野
横

断
的

な
学

び
を

促
す

教
育

等
を

推
進

す
る

一
環

と
し

て
、

文
理

の
枠

を
超

え

て
主

体
的

に
履

修
す

る
仕

組
み

の
全

学
共

通
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
の

導
入

を
検

討
し

、
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

か
ら

の
文

理
教

養
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

講
に

向
け

た
準

備
を

行
っ

た
。

 

・
そ

の
他

、
各

学
部

で
の

取
組

と
し

て
は

、
法

学
部

に
お

い
て

法
曹

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

に
開

設
し

、
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

以
降

は
、

早
期

卒
業

者
及

び
修

了
者

の
法

科
大

学
院

へ
の

入
学

等
の

成
果

も
挙

げ
る

等
、

法
科

大
学

院
と

連
携

し
た

教
育

を
着

実
に

実
践

し
た

。
ま

た
、

健
康

福
祉

学
部

に
お

い
て

は
、

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

実
習

機
会

の
不

足
に

対
す

る
対

応
及

び
学

生
の

保
健

医
療

知
識

の
更

な
る

拡
充

の
た

め
、

デ
ジ

タ
ル

技
術

（
A
R
/
V
R
）

を
活

用
し

た
効

果
的

な
教

育
手

法
の

開
発

を
目

的
と

し
、

令
和

４
（

20
2
2
）

年
度

に
２

つ
の

試
作

コ
ン

テ
ン

ツ
を

作
成

し
た

。
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              【
1
-
0
2
】

◆
②

外
国

語
教

育
室

（
仮

称
）

に
よ

り
「

聞
く

、
話

す
、

読
む

、

書
く

」
の

４
技

能
を

育
成

す
る

英
語

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

開
発

す
る

と
と

も
に

、
全

学
共

通
科

目
及

び
専

門
科

目
（

専
門

科
目

に
お

い
て

は
卒

業
要

件
ご

と
）

に
お

い
て

英
語

に
よ

る
授

業
を

設
置

す
る

な
ど

、
日

本
人

学
生

の
留

学
を

促
進

す
る

教
育

環
境

を
充

実
さ

せ
る

。
ま

た
、

１
年

次
の

外
部

英
語

試
験

受
験

率

【
9
6
％

以
上

】
を

維
持

し
、

学
生

の
語

学
レ

ベ
ル

を
把

握
し

、

英
語
教
育

の
改
善
に
活
用
す
る
。
 

         ◇
 

多
様
な
学
修
機
会
の
確
保
 

【
1
-
0
3
】

◆
③

社
会

ニ
ー

ズ
・

学
生

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

教
育

を
提

供
す

る

た
め

、
企

業
や

都
等

と
の

連
携

を
生

か
し

た
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
等

を
実

施
す

る
な

ど
、

多
様

な
学

修
機

会
の

確
保

に
努

め

る
。
 

       

＜
図

表
1
-
0
1
　

T
A
等

配
置

数
＞

（
単

位
：

人
）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度

S
T
A

8
4

6
8

7
0

7
5

7
2

6
2

T
A

6
9
5

7
4
1

8
0
0

8
3
8

7
8
0

8
4
9

小
計

（
T
A
数

合
計

）
7
7
9

8
0
9

8
7
0

9
1
3

8
5
2

9
1
1

S
A

1
0
2

6
7

7
4

9
4

6
5

6
5

合
計

8
8
1

8
7
6

9
4
4

1
,
0
0
7

9
1
7

9
7
6

※
年

間
延

べ
数

※
K
P
I
の

数
値

で
あ

る
T
A
等

の
人

数
「

年
間

延
べ

1
,
0
0
0
人

以
上

配
置

」
に

つ
い

て
は

、
大

学
院

生
で

あ

る
S
T
A
及

び
T
A
の

合
計

数
と

し
て

い
る

が
、

授
業

実
施

に
係

る
補

助
業

務
と

し
て

は
、

学
部

生
で

あ
る

S
A
（

S
t
u
d
e
n
t
 
A
s
s
i
s
t
a
n
t
）

も
同

等
と

捉
え

、
記

載
し

て
い

る
。

 
 【

1
-
0
2
】
・

幅
広

い
教

養
を

学
ぶ

た
め

に
必

要
な

英
語

を
身

に
付

け
る

こ
と

の
で

き
る

新
た

な
英

語
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

か
ら

の
開

講
を

目
指

し
、

平
成

3
1
（

2
0
1
9
）

年
４

月
に

設
置

し
た

外
国

語
教

育
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発

と
運

用
に

関
す

る
全

学
的

な
業

務
を

統
括

す
る

「
外

国
語

教
育

室
」

を
中

心
に

、
各

授
業

担
当

者
の

専
門

や
時

事
問

題
等

を
テ

ー
マ

と
し

た
内

容
の

構
成

等
、

授
業

方
針

に
関

す
る

具
体

的
な

検
討

を
進

め
た

。
ま

た
、

全
学

共
通

科
目

及
び

専
門

科
目

に
お

け
る

英
語

に
よ

る
授

業
の

開
講

を
進

め
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

は
1
2
5
科

目
を

開
講

し
た

。
 

・
１

年
次

の
外

部
英

語
試

験
受

験
率

に
つ

い
て

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

、
中

止
し

た
令

和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

を
除

き
、

9
6
％

以
上

を
維

持
し

、
受

験
し

た
学

生
の

語
学

レ
ベ

ル
も

参
考

に
、

英
語

教
育

の
改

善

を
進

め
た

。
（

図
表

1
-
0
2
）

 

 ＜
図

表
1-

02
　
１
年

次
外

部
英

語
試

験
受

験
率

＞
（単

位
：％

）

29
年

度
30

年
度

元
年

度
２
年

度
３
年

度
４
年

度
97

.6
96

.9
97

.6
-

98
.5

97
.0

※
基
準
日
：3

月
31

日

※
令
和
２
（2

02
0）

年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
中
止

１
年

次
外

部
英

語
試

験
受

験
率

 
  【

1
-
0
3
】
・

東
京

都
や

特
別

区
・

市
の

他
、

東
京

都
の

関
係

団
体

、
企

業
・

そ
の

他
法

人
を

実
習

先
と

す
る

現
場

体
験

型
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
で

は
、

平
成

3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

を
ピ

ー
ク

と
し

た
履

修
学

生
の

減
少

や
コ

ロ
ナ

禍
に

伴
う

非
開

講
を

機

に
、

学
生

の
事

前
調

査
内

容
を

実
習

先
に

提
出

し
実

習
内

容
の

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

を
図

る
等

、
「

量
」

か
ら

「
質

」

へ
の

転
換

に
着

手
し

た
。
（

図
表

1
-
0
3
(
1
）
、

図
表

1
-
0
3
(
2
)
、

図
表

1
-
0
3
(
3
）
）

 

・
そ

の
他

、
日

本
経

済
団

体
連

合
会

、
立

教
大

学
、

東
洋

大
学

と
の

協
働

で
実

施
す

る
、

高
度

観
光

人
材

へ
の

意
識

を

高
め

る
た

め
の

「
経

団
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
に

参
加

し
た

ほ
か

、
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ン
研

究
科

で
は

多
摩

地
域

の
企

業
等

と
共

同
し

て
学

生
が

自
ら

問
題

発
見

し
、

解
決

能
力

を
養

う
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

遂
行

す
る

P
BL

教
育

を
実

施
し

、
多

様
な

学
修

機
会

の
確

保
に

努
め

た
。

 

・
文

部
科

学
省

の
卓

越
大

学
院

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

お
い

て
は

、
都

立
大

教
員

が
エ

ネ
ル

ギ
ー

マ
テ

リ
ア

ル
系

の
専

門
講

義

を
担

当
す

る
と

と
も

に
、

修
士

課
程

以
上

の
他

大
学

学
生

の
副

査
を

担
当

し
研

究
指

導
を

行
い

、
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

、
文

部
科

学
省

に
よ

る
本

事
業

の
中

間
評
価

S
評

価
受

審
に

貢
献

し
た

。
 

・
S
o
c
i
e
t
y
5
.
0

に
対

応
し

た
人

材
育

成
を

目
的

と
し

て
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
４

月
か

ら
数

理
・

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス
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副
専

攻
コ

ー
ス

の
運

営
を

開
始

し
た

。
 

※
現

場
体

験
型

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

：
１

年
次

か
ら

履
修

で
き

る
全

学
共

通
の

キ
ャ

リ
ア

教
育

科
目

。
前

期
授

業
中

に
３

回
の

事
前

学
習

を
行

い
、

実
習

先
の

事
前

調
査

や
グ

ル
ー

プ
ワ
ー

ク
に

取
り

組
ん

だ
上

で
夏

季
の
５

～
10

日

間
の

現
場

実
習

を
体

験
す

る
。

 

 ＜
図

表
1
-0

3(
1
）

 
履

修
学

生
数
と

受
入

枠
数

の
推

移
（

人
）

＞
 

 
 

 
 

 

 
 ＜

図
表

1
-0

3(
2
）

 
中

断
率

の
推
移

（
％

）
＞

 

           ＜
図

表
1
-0

3(
3
）

 
学

生
ア

ン
ケ
ー

ト
：

実
習

で
の

社
会

・
現

場
の

体
験

は
有

意
義

だ
っ

た
と

思
う

か
？

＞
 

 
 ※

令
和

２
（

2
0
20

）
年

度
は

、
新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

現
場

体
現

型
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
は

非
開

講
 

29
年
度

 
29

.6
 

30
年
度

 
33

.5
 

元
年
度

 
21

.4
 

2
年
度

 
―

 
3
年
度

 
9.

5 
4
年
度

 
13

 

050
0

10
00

0
50

0
10

00

履
修

学
生

数
（

左
目

盛
）

受
入

枠
数

（
右

目
盛

）

97
.3

96

98
.7

10
0

99
.4

2.
7

4
1.

3
0

0.
6

94
%

96
%

98
%

10
0%

29
年

度
30

年
度

元
年

度
2年

度
3年

度
4年

度

肯
定

的
回

答
比

率
否

定
的

的
回

答
比

率
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【
1
-
0
4
】

④
東

京
都

立
産

業
技

術
大

学
院

大
学

（
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
３

月

3
1

日
ま

で
は

産
業

技
術

大
学

院
大

学
。

以
下

同
じ

。
）

及
び

東

京
都

立
産

業
技

術
高

等
専

門
学

校
と

連
携

し
、

海
外

交
流

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

す
る

等
様

々
な

分
野

で
の

相
互

交
流

を
図

る
。

ま
た

、
更

な
る

連
携

を
促

進
す

る
た

め
に

、
法

人
や

法
人

内
の

教
育

研
究

機
関

と
協

力
し

、
課

題
の

検
証

を
踏

ま
え

つ
つ

、
新

た
な
連
携
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る

。
 

 ◇
 
厳
格
な
成
績
評
価
・
卒
業
認
定
 

【
1
-
0
5
】

⑤
共

通
の

成
績

評
価

基
準

を
【

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

に
導

入
】

す
る

と
と

も
に

、
学

修
の

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
評

価
（

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

等
）

を
導

入
す

る
な

ど
、

厳
正

な
成

績
評

価
を

実
施

す
る

こ
と
に
よ

り
、
社
会
に
対
す
る
学
生
の
質
保
証
を
促

進
す

る
。

 

【
1
-
0
4
】

２
大

学
１

高
専

の
学

生
の

課
題

解
決

力
や

英
語

を
含

む
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
向

上
を

目
的

と
す

る
グ

ロ
ー

バ

ル
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

GC
P
）

に
つ

い
て

、
都

立
大

生
は

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
参

加
し

、
高

専
生

と
チ

ー
ム

を
組

み
、

リ
ー

ダ
ー

研
修

等
の

国
内

プ
ロ

グ
ラ

ム
や

海
外

で
の

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

等
に

取
り

組
ん

だ
。

そ

の
他

、
高

専
の

専
攻

科
生

と
そ

の
指

導
教

員
が

共
同

研
究

代
表

者
と

な
り

、
都

立
大

又
は

産
技

大
が

研
究

協
力

を
行

う

第
三

期
共

同
研

究
専

攻
科

C
o
-
L
a
b
o
.
の

実
施

、
高

専
か

ら
都

立
大

へ
の

推
薦

編
入

学
の

実
施

、
機

器
共

用
等

に
よ

る
新

た
な

連
携

の
検

討
等

、
２

大
学

１
高

専
の

更
な

る
連

携
の

促
進

を
図

っ
た

。
 

   【
1
-
0
5
】

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

に
全

学
共

通
科

目
・

専
門

教
育

科
目

と
も

に
共

通
の

成
績

評
価

基
準

（
目

標
と

す
る

成
績

分

布
：

平
成

3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

に
名

称
変

更
）

を
導

入
し

、
基

準
に

基
づ

く
評

価
を

開
始

し
、

平
成

3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

に
基

準
に

基
づ

く
成

績
評

価
方

法
の

考
え

方
を

決
定

し
た

。
令

和
元

（
2
0
1
9
）

年
度

以
降

は
教

学
I
R
推

進
室

に
よ

る

成
績

分
布

の
分

析
結

果
を

全
学

部
に

提
供

し
、

方
針

を
踏

ま
え

た
授

業
設

計
・

成
績

評
価

へ
の

対
応

を
周

知
す

る
と

と

も
に

、
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
評

価
の

導
入

事
例

を
F
D
の

セ
ミ

ナ
ー

等
で

共
有

し
た

。
 

  

第
三
期
中
期
目
標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
T
A
等
の
充
実
、
大

学
院
分
野
横
断
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
置
、

学
部

生
に

よ
る

大
学

院
授

業
科

目
の

早
期

履
修

制
度

の
拡

充
等

、
教

育
の

質
の

向
上

に
向

け
た

取
組

が
着

実
に

進
ん

で
い

る
。

 

・
１
年
次
の
外
部
英
語
試
験
に
つ
い
て
は
、
受
験
率
が

1
0
0
％
と

な
る

よ
う

、
引

き
続

き
取

り
組

ん
で

い
く

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

・
近
年
、
文
理
に
捉
わ
れ
な
い
幅
広
い
教
育
の
重
要
性
に
つ

い
て

学
士

課
程

、
大

学
院

課
程

と
も

に
注

目
さ

れ
て

い
る

中
で

、
全

学
共

通
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
改

革
が

進
展

し
、

多
く

の
学

生
が

実
質

的
に

こ
う

し
た

教
育

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
工
夫
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待

す
る

。
 

  

認
証
評
価
 

機
関
の
評
価
 

［
認

証
評

価
機

関
］

独
立

行
政

法
人

大
学

改
革

支
援

・
学

位
授

与
機

構
［

受
審

年
度

］
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

［
評

価
対

象
期

間
］

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

～
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

［
認

証
評

価
の

種

類
］
機

関
別
認
証
評
価
 

○
大
学
評
価
基
準
の
う
ち
「
満
た
し
て
い
る
」
と
評
価
さ
れ
た
基
準
：
 

・
基
準
６
－
１
 
学
位
授
与
方
針
が
具
体
的
か
つ
明
確
で
あ
る
こ
と
 

・
基
準
６
－
２
 
教
育
課
程
方
針
が
、
学
位
授
与
方
針
と
整
合
的
で
あ
る
こ
と
 

・
基
準
６
－
６
 
教
育
課
程
方
針
に
則
し
て
、
公
正
な
成
績
評
価
が
厳
格
か
つ
客
観
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
 

・
基
準
６
－
７
 
大
学
等
の
目
的
及
び
学
位
授
与
方
針
に
則
し
て
、
公
正
な
卒
業
（
修
了
）
判
定
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
 

・
基
準
６
－
８
 
大
学
等
の
目
的
及
び
学
位
授
与
方
針
に
則
し
て
、
適
切
な
学
習
成
果
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
 

 〇
改
善
を
要
す
る
点
等
：
 

・
人

文
科

学
研

究
科

、
法

学
政

治
学

研
究

科
、

経
営

学
研

究
科

に
お

い
て

は
、

授
業

科
目

の
内

容
が

授
与

す
る

学
位

に
相

応
し

い
水

準
で

あ
る

こ
と

が
認

め
ら

れ
ず

、
教

育
課

程
の

編

成
が
体
系
性
を
有
し
て
い
る
と
い
え
な
い
。
（
基
準
６
－
３
）
 

・
都

市
環

境
科

学
研

究
科

を
除

い
た

す
べ

て
の

研
究

科
に

お
い

て
、

１
年

間
の

研
究

指
導

の
計

画
を

、
学

生
に

対
し

て
毎

年
あ

ら
か

じ
め

明
示

し
た

上
で

、
指

導
す

る
こ

と
と

し
て

い

な
い
。（

基
準
６
－
３
）
 

・
す

べ
て

の
研
究

科
の
一

部
の
授

業
科
目

に
お
い

て
、
適

切
な
授

業
形
態

、
学
習

指
導

法
、

授
業

の
方
法

及
び

内
容

が
学

生
に

対
し

て
シ

ラ
バ
ス

に
よ
っ

て
明
示

さ
れ
て

い
な
い
。（

基

準
６
－
４
）
 

・
経
営
学
研
究
科
で
は
、
課
程
修
了
に
必
要
な
授
業
科
目
単
位
に
研
究
指
導
を
含
め
て
い
る
。（

基
準
６
－
４
）
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年
度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
1
-
0
1
】
【
平
成

3
0
年
度
】
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
再
構

築
を

行
う

準
備

を
完

了
さ

せ
た

。
 

【
1
-
0
1
】
T
A
等
を
【
年
間
延
べ

7
7
9
人
】
配
置
し
た
。
 

【
1
-
0
1
】
大
学
院
分
野
横
断
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
２

件
の

開
講

準
備

を
整

え
た

。
 

【
1
-
0
1
】

教
育

改
革

推
進

事
業

を
活

用
し

、
各

部
局

で
積

極
的

に
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
推

進
に

取
り

組
ん
だ
。
 

【
1
-
0
2
】
１
年
次
の
外
部
英
語
試
験
受
験
率
【
9
6
％
以

上
（

9
7
.
6
％

）
】

を
維

持
し

た
。

 

【
1
-
0
3
】
現
場
体
験
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
新
規
実
習

先
を

拡
充

（
4
1
件

 
(
平

成
2
8
年

度
比

1
5
件

増
)
）

し
た
。
 

【
1
-
0
5
】
共
通

の
成
績
評
価
基
準
を
導
入
し
た
。

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
平

成
3
0
年

度
の

学
部

・
研

究
科

の
教

育
研

究
組

織
再

編
に

関
し

て
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

マ
ッ

プ
等

の
策

定

や
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
評

価
の

導
入

に
向

け
た

取
組

を
精

力
的

に
進

め
た

。
 

・
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
推

進
に

つ
い

て
、

各
部

局
に

お
い

て
多

様
な

取
組

を
実

施
し

て
い

る
点

が
評

価
で

き
る

。
学

生
と

教
員

の
両

者
に

対
す

る
働

き
か

け
が

行
わ

れ
て

い
る

。
 

3
0  

【
1
-
0
1
】
年

度
を

通
じ
て

、
新
旧

両
組
織

の
カ
リ

キ
ュ
ラ

ム
･
ポ

リ
シ

ー
に

基
づ
く

教
育
を

着
実
に

提
供

し

た
。
 

【
1
-
0
1
】
T
A
等

を
【
年
間
延
べ

8
0
9
人
】
配
置
し
た
。
 

【
1
-
0
1
】
大
学
院
分
野
横
断
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
新
規
開
講
し

、
1
5
名

の
履

修
者

を
決

定
し

た
。

 

【
1
-
0
1
】
教

育
改

革
推
進

事
業
に

つ
い
て

、
計

2
2
件

の
事
業

を
採

択
し
、

ア
ク
テ

ィ
ブ
･
ラ
ー

ニ
ン

グ
推

進
等
の
取
組
を
実
施
し
た
。
 

【
1
-
0
2
】
１
年

次
の
外
部
英
語
試
験
受
験
率
【
9
6
％
以
上

（
9
6
.
9
％

）
】
を

維
持

し
た

。
 

【
1
-
0
3
】
現
場
体
験
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
履
修
学
生

数
が

拡
充

（
6
7
2
名

 
(
平

成
2
9
年

度
比

5
1
名

増
)
）

し
た
。
 

【
1
-
0
3
】
現
場

体
験
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
習
先

受
入

枠
数

が
拡

充
（

7
6
6
名

 
(
平

成
2
9
年

度
比

8
4

名
枠
増
)
）
し
た
。
 

【
1
-
0
5
】

成
績

上
位

者
の

割
合

等
を

定
め

た
「

共
通

の
成

績
評

価
基

準
」

及
び

「
成

績
評

価
基

準
」

の
改

正
を

行
っ
た
。
 

【 【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
平

成
3
0
年

度
に

学
部

・
大

学
院

を
再

編
し

、
新

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

ポ
リ

シ
ー

に
基

づ
く

教
育

を
着

実
に

実

施
し

て
い

る
。

 

・
シ

ラ
バ

ス
の

整
備

や
T
A
制

度
の

充
実

を
通

し
て

教
育

環
境

の
整

備
に

努
め

て
い

る
。

 

・
大

学
院

分
野

横
断

プ
ロ
グ

ラ
ム

を
新

規
に

開
講

し
、

募
集

人
数

を
上

回
る

履
修

者
数

を
確

保
で

き
た

。
 

・
教

育
改

革
推

進
事

業
に

よ
り

、
組

織
的

な
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
導

入
を

推
進

す
る

と
と

も

に
、

そ
の

成
果

や
課

題
を

全
学

で
共

有
す

る
な

ど
、

取
組

を
学

内
全

体
に

生
か

す
機

会
を

設
け

て
い

る
。

 

・
現

場
体

験
型

イ
ン

タ
ー
ン

シ
ッ

プ
の

学
生

数
、

受
入

件
数

と
も

に
拡

充
し

て
い

る
。

 

元  

【
1
-
0
1
】
T
A
等
を
【
年
間
延
べ

8
7
0
人
】
配
置
し
た
。
 

【
1
-
0
1
】
大
学
院
分
野
横
断
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
、
初

の
修

了
者

を
1
3
名

輩
出

し
た

。
 

【
1
-
0
1
】

学
部

生
に

よ
る

大
学

院
授

業
科

目
の

早
期

履
修

制
度

の
運

用
を

開
始

し
、

２
研

究
科

で
3
4
名

（
延
べ

7
0
科
目

）
の
早
期
履
修
者
を
決
定
し

た
。

 

【
1
-
0
1
】
学
長

表
彰
制
度
（
ベ
ス
ト
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・

ア
ワ

ー
ド

）
の

導
入

準
備

を
整

え
た

。
 

【
1
-
0
2
】
１
年

次
の
外
部
英
語
試
験
受
験
率
【
9
6
％
以

上
（

9
7
.
6
％

）
】
を

維
持

し
た

。
 

【
1
-
0
3
】
卓
越
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
し
、
２
名
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
生

を
受

け
入

れ
た

。
 

【
1
-
0
5
】
成
績
分
布
表
の
組
織
的
な
確
認
が
定
着
し
た
。

 

【
1
-
0
5
】

多
様

な
授

業
科

目
に

お
け

る
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
評

価
の

導
入

・
活

用
事

例
の

発
表

を
通

じ
て

、
効

果
や

課
題
等
が
共
有
さ
れ
た
。
 

【 【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
T
A
制

度
に

つ
い

て
、

配
置

人
数

の
拡

大
、

実
態

把
握

や
効

果
の

検
証

を
行

っ
た

。
 

・
大

学
院

分
野

横
断

プ
ロ
グ

ラ
ム

が
順

調
に

進
捗

し
、

合
計

1
3
名

の
修

了
者

を
輩

出
し

た
。

 

・
経

営
学

研
究
科

及
び

理
学

研
究

科
に

お
い

て
、

早
期

履
修

制
度

を
採

用
し

、
34

名
が

大
学

院
授

業
科

目

を
早

期
履

修
し

、
3
3
名

が
都

立
大

大
学

院
に

進
学

し
た

。
 

・
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
推

進
す

る
た

め
、

成
果

報
告

会
を

開
催

し
た

。
 

・
現

場
体

験
型

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

は
採

用
活

動
目

的
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

と
は

異
な

る
特

徴
を

持
っ

た
充

実
し

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
組

ま
れ

て
い

る
。

 

・
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
評

価
に

つ
い

て
、

基
礎

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
の

モ
デ

ル
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
を

準
備

し
た

。
３

部
局

に
お

い
て

も
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
評

価
を

取
り

入
れ

た
特

色
あ

る
取

組
を

開
始

し
た

。
 

２ 

【
1
-
0
1
】
D
P
及
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ッ
プ
の
見
直
し

を
行

っ
た

。
 

【
1
-
0
1
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

、
T
A
等

の
配

置
科

目
の

変
更

を
行

い
、

T
A
等

を

【
年
間
延
べ

9
1
3
人
】
配
置
し
た
。
 

【
1
-
0
1
】

大
学

院
分

野
横

断
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
お

け
る

新
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
９

月
に

開
講

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
 

【
1
-
0
1
】
早
期

履
修
制
度
を
人
間
健
康
科
学
研
究
科
に

お
い

て
も

導
入

し
た

。
 

【
1
-
0
2
】

１
年

次
の

外
部

英
語

試
験

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

【
中

止
】

と
な

っ
た

。
 

【
1
-
0
3
】
S
o
c
i
e
t
y
5
.
0
社
会
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る

、
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
・

A
I
等

に
関

し
て

、
新

プ

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
新

た
な

大
学
院

分
野
横

断
プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

、
「

都
市

・
高

齢
者

」
を

テ
ー
マ

候
補

に
具
体

的
な

検
討

を
行

い
、
「

超
高

齢
社

会
学

際
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
の

開
講

を
決

定
し

た
。

 

・
学

部
生

に
よ

る
大

学
院

授
業

科
目

の
早

期
履

修
制

度
を

導
入

す
る

研
究

科
を

拡
大

し
、

多
く

の
履

修
学

生
が

都
立

大
大

学
院

に
進

学
し

た
。

 

・
教

育
に

貢
献

し
て

い
る

教
員

に
対

し
て

、
学

長
表

彰
制

度
（

ベ
ス

ト
・

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

・
ア

ワ
ー

ド
）

に
よ

る
表

彰
を

行
い

、
教

育
の

質
の

向
上

に
向

け
た

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
を

与
え

た
。

 

・
T
A
等

従
事

者
に

対
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

に
つ

い
て

は
、

今
後

、
ア

ン
ケ

ー
ト

の
回

答
率
を

高
め

、
検

証
結

果
を

よ
り

強
固

な
も

の
に

す
る

こ
と

を
期

待
す

る
。
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ロ
グ

ラ
ム
の
開
講
に
向
け
た
検
討

P
T
を
設
置
し

た
。

 
・

1
年

次
の

外
部

英
語

試
験

に
つ

い
て

、
コ

ロ
ナ

禍
で

の
中

止
は

や
む

を
得

な
い

面
も

あ
る

が
、

学
生

の
英

語
能

力
の

把
握

・
向

上
を

図
る

上
で

有
益

な
機

会
で

あ
る

た
め

、
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
の

実
施

等
の

工

夫
に

よ
り

、
コ

ロ
ナ

禍
に

あ
っ

て
も

こ
う

し
た

機
会

を
設

け
ら

れ
る

こ
と

を
期

待
す

る
。
  

３ 

【
1
-
0
1
】
T
A
等
を
【
年
間
延
べ

8
5
2
人
】
配
置
し
た
。
 

【
1
-
0
1
】

新
た

な
大

学
院

分
野

横
断

プ
ロ

グ
ラ

ム
「

超
高

齢
社

会
学

際
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

開
講

し
、

２
名

の
履

修
者
を
決
定
し
た
。
 

【
1
-
0
1
】
早
期
履
修
制
度
を
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
研
究
科

に
お

い
て

も
導

入
し

た
。

 

【
1
-
0
1
】
健
康
福
祉
学
部
看
護
学
科
に
お
い
て
、
救
急
救

命
V
R
を

正
課

授
業

に
取

り
入

れ
る

試
み

を
行

っ

た
。
 

【
1
-
0
2
】
１
年

次
の
外
部
英
語
試
験
受
験
率
【
9
6
％
以

上
（

9
8
.
5
％

）
】
を

維
持

し
た

。
 

【
1
-
0
3
】

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

も
安

全
・

安
心

な
授

業
実

施
に

向
け

た
取

組
に

よ
り

、
現

場
体

験
型

イ
ン

タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
た
。
 

【
1
-
0
3
】

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

か
ら

開
設

す
る

数
理

・
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
副

専
攻

の
開

設
準

備
を

行

っ
た
。
 

【 【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
今

後
、

超
高

齢
社

会
を

迎
え

る
中

、
大

学
院

分
野

横
断

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

「
超

高
齢

社
会

学
際

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

を
開

講
し

、
幅

広
い

視
野

と
応

用
的

な
思

考
力

を
涵

養
す

る
教

育
に

取
り

組
ん

だ
。

 

・
「

新
し

い
対

面
授

業
」
と

し
て

、
知

識
を

教
授

す
る

授
業

の
一

部
で

は
、

録
画
教

材
を

有
効

活
用

し
、

学

内
で

の
対

面
授

業
に

お
い

て
は

、
学

生
同

士
の

議
論

の
時

間
を

充
実

さ
せ

る
等

、
教

育
の

質
の

向
上

を

図
っ

た
。

 

・
現

場
体

験
型

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
つ

い
て

は
、

積
極

的
に

受
け

入
れ

先
の

調
整

を
行

う
と

と
も

に
、

コ
ロ

ナ
感

染
対

策
に

十
分

な
配

慮
を

行
い

、
学

生
が

安
心

・
安

全
に

、
満

足
す

る
よ

う
な

形
で

、
き

め

細
か

い
対

応
を

と
り

な
が

ら
実

施
し

た
。

 

・
全

学
共

通
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
お

い
て

、
学

生
が

専
攻

す
る

分
野

以
外

の
学

び
の

充
実

を
図

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
 

・
T
A
従

事
者

に
対

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
に

つ
い

て
は

、
今

後
、

ア
ン

ケ
ー

ト
回

答
者

を
増

や
し

、
検

証
結

果

を
よ

り
正

確
な

も
の

に
す

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
 

４  

【
1
-
0
1
】
T
A
を
組
織
的
に
活
用
す
る
取
組
を
支
援
す
る
枠

組
み

「
T
A
の

組
織

的
活

用
に

よ
る

教
育

体
制

強

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
T
A
P
）
」
を
整
備
し
た
。
ま

た
、

T
A
等

を
【

年
間

延
べ

9
1
1
人

】
配

置
し

た
。
 

【
1
-
0
2
】
１
年
次
の
外
部
英
語
試
験
受
験
率
【
9
6
％
以

上
（

9
7
％

）
】
を

維
持

し
た

。
 

【
1
-
0
3
】

現
場

体
験

型
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

お
い

て
、

学
生

の
事

前
学

習
内

容
を

実
習

先
に

事
前

に
提

出
し

、
実
習
先
の
学
生
理
解
に
寄
与
し
た
。

 

【
1
-
0
3
】

S
o
c
i
et
y
5
.
0
に

対
応
し

た
人

材
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

る
数

理
・

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

副
専

攻

コ
ー

ス
を
開
講
し
た
。
 

―
 

  
 

Ⅰ　東京都立大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

　１　教育に関する目標を達成するための措置

－ 68 －



 
 

 
  

 
 

 中
期

計
画

番
号

 

1
-
0
1
 

Ⅰ
 

東
京

都
立

大
学

の
教

育
研

究
等

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
と

る
べ

き
措

置
 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

１
）

教
育

内
容

及
び

教
育

の
成

果
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
◇

教
育

課
程

の
見

直
し

 

①
豊

か
な

教
養

・
高

度
な

専
門

性
と

社
会

へ
の

対
応

能
力

を
備

え
た

国
際

的
に

も
通

用
す

る
人

材
を

育
成

す
る

た
め

、
卓

越
し

た
研

究
者

で
も

あ
る

教
員

に
よ

る
高

度
で

か
つ

一
人

ひ

と
り

の
学

生
に

真
剣

に
向

き
合

う
き

め
細

か
い

教
育

や
、

総
合

大
学

の
特

長
を

活
か

し
た

分
野

横
断

的
な

学
び

を
促

す
教

育
等

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

全
部

局
に

お
け

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

再
構

築
を

【
平

成
3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

】
に

行
う

。
ま

た
、

授
業

に
お

け
る

Ｔ
Ａ

等
を

【
年

間
延

べ
1
,
0
0
0
人

以
上

配
置

】
す

る
と

と
も

に
、

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ

の
導

入
を

推
進

す
る

。
大

学
院

に
お

い
て

は
、

分
野

横
断

型
（

Ｔ
字

型
）

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

導
入

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

に
実

施

し
た

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
を

検
証

し
、

検

証
結

果
を

踏
ま

え
た

T
A
制

度
や

T
A
を

支

援
す

る
研

修
の

実
施

方
法

や
予

算
配

付

方
法

等
の

見
直

し
等

を
行

い
T
A
制

度
の

充
実

を
図

る
。

 

                            

（
１

）
ア

ン
ケ

ー
ト

の
検

証
結

果
を

踏
ま

え
た

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

ア
シ

ス
タ

ン
ト

制
度

等
の

充
実

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

に
実

施
し

た
T
A
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

等
を

検
証

し
、

以
下

に
つ

い
て

見
直

し
を

行
っ

た
。

 

－
T
A
向

け
の

研
修

で
あ

る
T
A
初

任
者

研
修

及
び

T
A
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
セ

ッ
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

、
T
A
業

務
で

直
面

す
る

課
題

の
解

決
方

法
を

探
り

、
T
A
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

に
つ

な
げ

る
内

容
と

し
た

。
 

－
T
A
制

度
の

充
実

を
図

る
た

め
、

新
た

な
枠

組
み

の
創

設
等

を
視

野
に

入
れ

、
予

算
配

付
方

法
等

の
見

直
し

を
行

っ
た

。
 

・
S
T
A
、

T
A
、

S
A
及

び
T
A
を

活
用

す
る

教
員

に
対

し
て

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

T
A
等

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

に
実

施
し

た
ア

ン
ケ

ー
ト

に
お

い
て

、
履

修
学

生
の

質
問

相
談

対
応

に
苦

慮
し

た
等

の
報

告
が

多
く

寄
せ

ら
れ

た
こ

と
を

受
け

、
T
A
初

任
者

研
修

及
び

T
A
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
セ

ッ
シ

ョ
ン

に
質

問
相

談
対

応
に

関
す

る
内

容
を

盛
り

込
み

、
研

修
面

か
ら

T
A
制

度
の

充
実

を
図

っ
た

。
 

・
予

算
配

付
方

法
等

の
見

直
し

に
つ

い
て

、
T
A
を

組
織

的
に

活
用

す
る

取
組

を
支

援
す

る
枠

組
み

「
T
A
の

組
織

的
活

用
に

よ
る

教
育

体
制

強
化

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

T
A
P
）
」

を
整

備
し

、
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

か
ら

運
用

を
開

始
す

る
こ

と
と

し
た

。
 

・
ア

ン
ケ

ー
ト

の
回

答
（

T
A
 
等
従

事
者

8
6
人

、
教

員
4
4
人

）
に

よ
り

、
T
A
制

度
が

概
ね

有
効

に
機

能
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

、
今

後
の

T
A
制

度
の

運
用

や
 
F
D

活
動

を
実

施
し

て
い

く
上

で
の

ニ
ー

ズ
の

把
握

が
で

き
た

。
今

後
、

ア
ン

ケ
ー

ト
で

明
ら

か
に

な
っ

た
課

題
等

を
基

に
、

T
A
制

度
の

理
解

を
深

め
る

教
員

向
け

の
研

修
や

T
A
自

身
に

対
す

る
研

修
の

充
実

を
図

る
こ

と
で

、
T
A
制

度
の

よ
り

一
層

の
充

実
を

図
る

。
（

図
表

1
-
0
1
-
1
）

 

 ※
T
A
：

T
e
a
c
h
i
ng
 
A
s
s
i
s
t
a
n
t

の
略

。
大

学
教

育
の

充
実

の
た

め
、

都
立

大
の

大
学

院
に

在
学

す
る

優
秀

な
学

生
に

対
し

、
学
部

学
生

等
の

教
育

に
係

る
補

助
業

務
を

行
わ

せ
、

こ
れ

に
対

す
る

手
当

支
給

に
よ

り
経

済
的

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、

教
育

訓
練

の
機

会
提

供
を

図
る

制
度

。
 
 

※
S
T
A
：

S
e
n
i
o
r
 
T
e
a
c
h
i
n
g
 
A
s
s
i
s
t
a
n
t
 
の

略
。

T
A
 
の

う
ち

指
導

力
及

び
企

画
力

を
要

す
る

高
度

な
 
T
A
 
業

務
を

担
当

す
る

博
士

後
期

課
程

の
学

生
。

 

※
S
A
：

S
t
u
d
e
n
t
 
A
s
s
i
s
t
a
n
t
 
の

略
。

授
業

実
施

に
係

る
補

助
業

務
を

行
う

学
士

課
程

３
年

次
又

は
４

年
次

の
学

生
。

 

※
F
D
：

F
a
c
u
l
t
y
 
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 
の

略
。

教
育

の
質

の
向

上
を

図
る

た
め

、
教

育
理

念
・

教
育

目
標

や
授

業
内

容
・

方
法

に
つ

い
て

組
織

的
な

研
究

・
研

修
を

実
施

す
る

大
学

の
取

組
。
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                （
２

）
【

拡
充

】
法

学
部

内
で

選
抜

さ
れ

た
法

曹

志
望

の
学

生
に

対
し

て
、

学
部

段
階

か

ら
法

科
大

学
院

と
連

携
し

た
教

育
を

行

う
法

曹
コ

ー
ス

（
法

曹
養

成
プ

ロ
グ

ラ

ム
）

を
運

営
す

る
。

ま
た

、
連

携
法

科

大
学

院
と

も
連

携
し

、
コ

ロ
ナ

禍
に

お

い
て

も
十

全
な

教
育

効
果

を
損

な
わ

な

い
よ

う
な

配
慮

を
踏

ま
え

つ
つ

、
よ

り

充
実

し
た

教
育

を
行

う
と

と
も

に
、

早

期
卒

業
希

望
者

・
4
年

修
了

予
定

者
に

対

し
て

各
学

生
の

学
修

状
況

に
応

じ
た

き

め
細

か
い

学
修

指
導

を
行

う
。

 

                

【
図

表
1
-
0
1
-
1
　

T
A
等

配
置

数
】

（
単

位
：

人
）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度

S
T
A

8
4

6
8

7
0

7
5

7
2

6
2

T
A

6
9
5

7
4
1

8
0
0

8
3
8

7
8
0

8
4
9

小
計

（
T
A
数

合
計

）
7
7
9

8
0
9

8
7
0

9
1
3

8
5
2

9
1
1

S
A

1
0
2

6
7

7
4

9
4

6
5

6
5

合
計

8
8
1

8
7
6

9
4
4

1
,
0
0
7

9
1
7

9
7
6

※
年

間
延

べ
数

※
K
P
I
の

数
値

で
あ

る
T
A
等

の
人

数
「

年
間

延
べ

1
,
0
0
0
人

以
上

配
置

」
に

つ
い

て
は

、
大

学
院

生
で

あ

る
S
T
A
及

び
T
A
の

合
計

数
と

し
て

い
る

が
、

授
業

実
施

に
係

る
補

助
業

務
と

し
て

は
、

学
部

生
で

あ
る

S
A
（

S
t
u
d
e
n
t
 
A
s
s
i
s
t
a
n
t
）

も
同

等
と

捉
え

、
記

載
し

て
い

る
。

 
 （

２
）

法
曹

コ
ー

ス
（

法
曹

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
）

の
運

営
等

 

①
法

曹
コ

ー
ス

（
法

曹
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

）
の

運
営

、
早

期
卒

業
希

望
者

等
へ

の
き

め
細

や
か

な
学

修
指

導
の

実
施

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
新

入
生

に
対

し
て

、
新

入
生

ガ
イ

ダ
ン

ス
（

４
月

）
で

法
曹

と
い

う
進

路
及

び
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
存

在
に

つ
い

て
意

識
づ

け
を

し
、

コ
ー

ス
選

択
ガ

イ
ダ

ン
ス

（
1
0

月
）

に
て

履
修

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
具

体
的

な
案

内
を

行
っ

た
。

 

・
法

曹
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

学
生

に
対

し
て

、
法

曹
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

ガ
イ

ダ
ン

ス
（

４
月

）
、

法
曹

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
オ

フ
ィ

ス
ア

ワ
ー

（
４

月
・

８
月

）
、

個
別

面
談

（
９

月
）

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
適

時
の

各
種

掲
示

と
あ

わ
せ

て
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
等

に
関

す
る

情
報

の
周

知
を

図
り

、
個

別
の

学
生

の
学

修
状

況
の

把
握

・
学

修
指

導
及

び
学

生
間

の
交

流
の

機
会

提
供

を
行

っ
た

。
 

・
は

じ
め

て
４

年
次

の
学

生
が

在
籍

す
る

こ
と

か
ら

、
７

月
に

４
年

生
を

対
象

に
進

路
希

望
調

査
を

行
い

、
そ

の
調

査
結

果
及

び
前

期
末

時
点

で
の

成
績

を
踏

ま
え

、

面
談

等
を

通
じ

、
各

学
生

の
進

路
選

択
の

支
援

を
行

な
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
新

入
生

ガ
イ

ダ
ン

ス
で

プ
ロ

グ
ラ

ム
紹

介
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
新

入
生

の
法

曹
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
の

関
心

を
高

め
る

と
と

も
に

、
新

入
生

ガ
イ

ダ
ン

ス
、

コ

ー
ス

選
択

ガ
イ

ダ
ン

ス
、

法
曹

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
ガ

イ
ダ

ン
ス

を
通

じ
て

、
新

入
生

や
法

曹
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

所
属

学
生

を
中

心
に

幅
広

い
学

生
に

つ
い

て
、

目
的

を
定

め
た

能
動

的
学

習
意

欲
を

喚
起

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
法

曹
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
確

実
に

新
入

生
に

認
知

さ
れ

て
お

り
、

２
年

進
級

時
の

コ
ー

ス
選

択
に

お
い

て
法

曹
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
の

所
属

を
第

一
希

望
と

す
る

学
生

数
は

着
実

に
増

加
し

て
い

る
（

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
度

入
学

者
1
8
人

、
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

入
学

者
1
7
人

、
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

入
学

者
3
4
人

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

入
学

者
4
2
人

）
。

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
で

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

は
オ

ン
ラ

イ
ン

で
実

施
し

た
法

曹
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

ガ
イ

ダ
ン

ス
を

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

は
対

面

で
実

施
し

た
こ

と
に

よ
り

、
年

度
当

初
に

法
曹

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
所

属
学

生
同

士
が

お
互

い
に

見
知

り
、

学
生

間
の

情
報

共
有

や
交

流
が

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

と

比
べ

て
ス

ム
ー

ズ
に

進
め

ら
れ

た
。

ま
た

、
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

ま
で

と
異

な
り

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

は
ほ

ぼ
全

面
的

に
対

面
授

業
を

実
施

し
た

た
め

、
授

業
期

間
中

の
学

生
の

交
流

も
以

前
よ

り
活

発
と

な
っ

た
。

 

・
所

属
学

生
と

定
期

的
に

面
談

を
行

う
こ

と
で

、
成

績
だ

け
で

は
把

握
で

き
な

い
学

生
の

学
修

状
況

を
把

握
し

た
上

で
学

修
上

の
ア

ド
バ

イ
ス

を
行

い
、

学
修

意
欲

の

維
持

・
向

上
や

学
修

環
境

の
改

善
を

実
現

し
た

。
 

・
早

期
卒

業
見

込
者

１
人

に
つ

い
て

、
他

大
学

の
法

科
大

学
院

に
合

格
し

、
当

該
法

科
大

学
院

の
飛

び
入

学
制

度
を

利
用

し
て

、
進

学
し

た
。

 

・
進

路
希

望
調

査
の

結
果

、
４

年
次

の
う

ち
５

人
が

法
科

大
学

院
進

学
を

希
望

し
て

い
た

こ
と

か
ら

、
面

談
等

を
通

じ
て

法
科

大
学

院
入

試
受

験
に

あ
た

っ
て

必
要

な

情
報

提
供

や
助

言
を

行
う

と
と

も
に

、
就

職
を

希
望

す
る

学
生

に
つ

い
て

は
そ

の
希

望
を

尊
重

す
る

対
応

を
行

な
っ

た
。

４
年

生
学

生
４

人
が

法
科

大
学

院
に

進
学

す
る

等
、

概
ね

、
希

望
す

る
進

路
に

進
ん

だ
。

ま
た

、
進

学
後

を
見

据
え

た
学

修
の

た
め

の
ア

ド
バ

イ
ス

も
随

時
行

な
っ

た
。
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                     （
３

）
【

継
続

】
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の

推
進

や
教

育
の

質
保

証
等

に
向

け
、

教

育
改

革
推

進
事

業
の

報
告

会
等

を
実

施

し
、

進
捗

を
確

認
す

る
な

ど
の

取
組

を

進
め

る
と

と
も

に
、

対
面

授
業

再
開

後

の
授

業
に

お
い

て
学

生
の

満
足

度
が

得

ら
れ

る
よ

う
、

I
C
T
の

部
分

的
活

用
、

ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
推

進
の

方

法
を

共
有

し
、

教
員

が
教

育
効

果
の

高

い
授

業
が

提
供

で
き

る
環

境
を

整
備

す

る
。

ま
た

、
教

育
に

対
す

る
優

れ
た

取

組
を

顕
彰

す
る

た
め

の
学

長
表

彰
制

度

を
実

施
す

る
。

 

          

②
連

携
法

科
大

学
院

と
連

携
し

た
教

育
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
都

立
大

法
科

大
学

院
の

入
学

者
選

抜
試

験
説

明
会

（
６

月
：

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

開
催

）
に

つ
い

て
法

学
部

学
生

に
幅

広
く

周
知

・
案

内
す

る
と

と
も

に
、

連
携

協
定

に

基
づ

い
て

、
法

学
部

学
生

全
員

に
向

け
法

科
大

学
院

説
明

会
（

６
月

：
都

立
大

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

に
て

対
面

開
催

）
や

、
都

立
大

の
学

部
・

法
科

大
学

院
O
B
O
G
で

あ
る

法
曹

実
務

家
に

よ
る

講
演

会
（

1
1
月

〜
1
2
月

：
オ

ン
デ

マ
ン

ド
実

施
）

を
行

い
、

法
曹

と
い

う
進

路
や

法
科

大
学

院
進

学
へ

の
意

識
づ

け
を

行
っ

た
。

 

・
連

携
協

定
に

基
づ

き
法

科
大

学
院

教
員

が
法

曹
実

務
家

の
協

力
を

得
て

開
講

す
る

「
導

入
演

習
」

に
つ

い
て

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

は
対

面
で

実
施

し
た

。
ま

た
、

連
携

法
科

大
学

院
の

同
窓

会
組

織
か

ら
の

紹
介

を
受

け
て

、
都

立
大

法
科

大
学

院
の

O
B
O
G
で

あ
る

若
手

弁
護

士
３

名
（

う
ち

２
名

は
都

立
大

法
学

部
の

O
B
O
G
で

も
あ

る
）

を
外

部
講

師
に

迎
え

、
各

３
回

の
授

業
を

担
当

し
て

も
ら

っ
た

。
 

・
連

携
協

定
に

基
づ

く
法

科
大

学
院

と
法

学
部

の
連

携
協

議
会

の
ほ

か
、

日
常

的
に

法
科

大
学

院
の

担
当

教
員

と
法

曹
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
運

営
担

当
委

員
が

情
報

交

換
・

意
見

交
換

し
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
運

営
の

改
善

に
努

め
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
法

曹
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
の

所
属

を
希

望
す

る
学

生
が

増
加

す
る

の
み

な
ら

ず
、

都
立

大
法

科
大

学
院

の
入

学
試

験
を

受
験

す
る

法
学

部
学

生
数

（
特

に
、

連
携

協

定
に

基
づ

く
特

別
選

抜
を

受
験

す
る

法
曹

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
所

属
学

生
）

が
増

加
す

る
な

ど
、

連
携

に
基

づ
く

取
組

は
着

実
に

成
果

を
上

げ
て

い
る

。
 

・
「

導
入

演
習

」
に

よ
り

、
よ

り
実

践
的

な
学

修
を

進
め

る
の

み
な

ら
ず

、
法

曹
の

職
責

や
や

り
甲

斐
を

受
講

者
が

直
接

聞
く

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
で

、
将

来
を

よ
り

具
体

的
に

イ
メ

ー
ジ

さ
せ

、
法

曹
を

志
望

す
る

学
生

の
学

修
意

欲
を

高
め

た
。

と
り

わ
け

、
外

部
講

師
と

し
て

招
い

た
３

名
の

弁
護

士
は

、
学

生
の

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

と
し

て
の

役
割

も
果

た
し

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

か
ら

対
面

授
業

で
の

導
入

演
習

が
可

能
に

な
っ

た
こ

と
と

あ
わ

せ
て

、
よ

り
充

実
し

た
教

育
を

実
践

し
た

。
 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
「

導
入

演
習

」
の

成
果

を
踏

ま
え

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
授

業
を

担
当

し
た

外
部

講
師

の
弁

護
士

の
感

想
や

法
科

大
学

院
の

担
当

教

員
と

の
協

議
や

意
見

交
換

に
基

づ
き

、
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

以
降

の
「

導
入

演
習

」
の

指
導

の
拡

充
に

向
け

た
取

組
（

授
業

を
担

当
す

る
外

部
講

師
の

弁
護

士
へ

の
事

前
の

情
報

提
供

の
在

り
方

等
）

を
決

定
し

た
。

 

 （
３

）
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
推

進
 

 
①

教
育

改
革

推
進

事
業

の
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
教

育
改

革
推

進
事

業
に

つ
い

て
、

計
1
2
件

の
事

業
を

採
択

し
、

取
組

を
実

施
し

た
（

大
学

院
分

野
横

断
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
学

長
指

定
課

題
を

除
く

）
。

 
 

－
組

織
提

案
型

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
 

1
0
 
件

 
 

－
個

人
提

案
型

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
 

２
件

（
う

ち
、

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

か
ら

の
継

続
分

２
件

）
 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

に
終

了
し

た
教

育
改

革
推

進
事

業
（

個
人

提
案

型
支

援
）

に
つ

い
て

、
取

組
成

果
を

学
内

外
に

幅
広

く
発

信
・

共
有

す
る

た
め

に
「

2
0
2
1
年

度
ベ

ス
ト

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

・
ア

ワ
ー

ド
及

び
教

育
改

革
推

進
事

業
（
【

B
】

個
人

提
案

型
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

）
成

果
発

表
会

」
を

F
D

関
連

セ
ミ

ナ
ー

と
し

て
位

置
付

け
、

オ
ン

ラ
イ

ン
形

式
に

よ
り

開
催

（
参

加
者

4
1
人

）
す

る
と

と
も

に
、

事
後

評
価

を
実

施
し

た
。

ま
た

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

推
進

を
進

め
る

た
め

、
当

該
推

進
事

業
の

成
果

報
告

書
に

つ
い

て
大

学
公

式
W
e
b
サ

イ
ト

に
掲

載
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
教

育
改

革
推

進
事

業
と

し
て

累
計

で
9
6
件
の

事
業

を
採

択
し

、
組

織
及

び
個

人
の

双
方

に
お

い
て

多
様

な
手

段
・

方
法

に
よ

る
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
関

す

る
取

組
が

実
施

さ
れ

、
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

が
推

進
さ

れ
た

。
 

・
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
推

進
を

中
心

と
し

た
都

立
大

の
教

育
成

果
に

つ
い

て
、

大
学

公
式

W
e
b
サ

イ
ト

を
通

じ
て

学
内

外
に

発
信

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

 ※
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

：
教

員
に

よ
る

一
方

向
的

な
講

義
形

式
と

は
異

な
り

、
学

修
者

の
能

動
的

な
学

修
を

促
し

、
認

知
的

、
倫

理
的

、
社

会
的

能
力

等
の

育

成
を

図
る

教
授

・
学

習
法

。
 

 

②
教

育
効

果
の

高
い

授
業

を
提

供
す

る
た

め
の

環
境

整
備

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
F
D
の

学
内

セ
ミ

ナ
ー

に
お

い
て

、
「

学
生

へ
の

効
果

的
な

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
と

は
」

を
テ

ー
マ

に
、

大
規

模
授

業
に

お
け

る
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

の
工

夫
や

、
盗

用
・

剽

窃
チ

ェ
ッ

ク
ツ

ー
ル

の
機

能
が

付
加

さ
れ

た
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
支

援
ツ

ー
ル

の
効

果
的

な
使

い
方

等
、

誰
も

が
授

業
で

実
践

で
き

る
テ

ク
ニ

ッ
ク

を
紹

介
し

た
。
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             （
４

）
【

継
続

】
デ

ジ
タ

ル
技

術
を

活
用

し
た

シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
教

育
に

お
け

る
コ

ン

テ
ン

ツ
の

開
発

を
行

い
、

効
果

の
高

い

教
育

・
研

究
手

法
を

創
出

す
る

た
め

の

取
組

を
進

め
る

。
 

                （
５

）
【

継
続

】
学

生
が

自
身

の
所

属
に

関
わ

ら

ず
、

多
様

な
科

目
を

文
理

の
枠

を
超

え

て
主

体
的

に
履

修
す

る
仕

組
み

を
令

和

５
（

2
0
2
3
）

年
度

の
全

学
共

通
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
の

導
入

に
向

け
て

検
討

す

る
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
既

存
の

I
C
T
ツ

ー
ル

を
活

用
し

、
双

方
向

性
を

担
保

す
る

授
業

の
実

践
事

例
を

共
有

す
る

こ
と

に
よ

り
、

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
が

可
能

な
教

育
効

果
の

高
い

授

業
を

提
供

す
る

た
め

の
環

境
整

備
を

し
た

。
 

 

③
学

長
表

彰
制

度
（

ベ
ス

ト
・

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

・
ア

ワ
ー

ド
）

の
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
教

育
に

対
す

る
優

れ
た

取
組

を
顕

彰
す

る
た

め
の

学
長

表
彰

制
度

を
実

施
し

、
書

面
及

び
成

果
発

表
会

の
内

容
の

審
査

に
よ

り
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

ベ
ス

ト
・

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

・
ア

ワ
ー

ド
２

件
を

選
出

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
教

育
に

対
す

る
貢

献
や

優
れ

た
取

組
を

表
彰

し
、

教
育

に
貢

献
し

て
い

る
教

員
に

対
し

て
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

を
付

与
す

る
こ

と
で

、
教

育
改

善
を

推
進

す
る

契
機

と

な
っ

た
。

 

 

（
４

）
デ

ジ
タ

ル
技

術
を

活
用

し
た

効
果

の
高

い
教

育
・

研
究

手
法

の
創

出
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
デ

ジ
タ

ル
技

術
（

A
R
/
V
R
)
を

活
用

し
た

効
果

的
な

教
育

手
法

の
開

発
の

た
め

、
２

つ
の

試
作

コ
ン

テ
ン

ツ
を

作
成

し
た

。
 
 

・
教

育
効

果
等

の
検

証
の

た
め

、
学

部
・

院
生

へ
の

教
育

及
び

調
査

を
実

施
し

た
。

 

・
既

存
の

V
R

教
育

機
材

を
体

験
す

る
こ

と
で

、
開

発
コ

ン
テ

ン
ツ

の
特

性
と

そ
の

新
規

性
を

確
認

す
る

と
と

も
に

、
キ

ャ
ン

パ
ス

内
で

の
教

育
実

装
イ

メ
ー

ジ
を

得

た
。

 

・
健

康
福

祉
学

部
内

４
学

科
及

び
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ン
学

部
教

員
が

参
画

し
、

多
職

種
、

学
際

的
な

コ
ン

テ
ン

ツ
を

開
発

し
た

。
 
ま

た
、

学
部

教
育

だ
け

で
な

く
、

オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

や
オ

ー
プ

ン
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

な
ど

、
大

学
広

報
に

お
け

る
利

用
も

視
野

に
入

れ
た

取
組

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
放

射
線

を
可

視
化

お
よ

び
数

値
化

し
、

専
門

的
知

識
を

習
得

す
る

前
の

放
射

線
学

科
の

１
年

生
や

、
看

護
学

科
、

理
学

療
法

学
科

、
作

業
療

法
学

科
の

学
生

、
高

校

生
等

に
対

し
て

利
用

す
る

こ
と

を
念

頭
に

お
い

た
基

盤
コ

ン
テ

ン
ツ

を
作

成
し

た
。

本
コ

ン
テ

ン
ツ

に
つ

い
て

は
、

開
発

し
た

ア
プ

リ
内

の
カ

メ
ラ

機
能

を
通

し

て
、

任
意

の
場

所
に

設
置

し
た

バ
ー

コ
ー

ド
マ

ー
カ

ー
を

読
み

取
る

こ
と

で
、

照
射

す
る

機
器

と
患

者
、

放
射

線
技

師
が

画
面

上
に

３
次

元
の

立
体

画
像

と
し

て
生

成
さ

れ
、

そ
の

機
器

か
ら

発
生

す
る

放
射

線
の

線
量

（
範

囲
・

強
さ

）
が

空
間

上
で

ど
の

よ
う

に
変

化
し

て
い

る
か

が
可

視
化

さ
れ

る
。

通
常

、
不

可
視

で
あ

る
放

射
線

が
可

視
化

さ
れ

る
こ

と
で

、
放

射
線

の
特

性
及

び
防

護
に

関
す

る
知

識
を

放
射

線
学

科
や

他
の

学
科

の
学

生
に

分
か

り
や

す
く

教
示

す
る

こ
と

が
可

能
に

な
っ

た
。

 

・
ま

た
、

４
学

科
共

通
の

医
療

従
事

者
教

育
と

し
て

、
C
V
A
（

脳
血

管
障

害
）

に
よ

る
片

麻
痺

患
者

の
入

院
～

退
院

時
に

お
け

る
適

切
な

対
応

・
支

援
に

重
要

な
「

専
門

職
の

視
点

」
を

学
ぶ

た
め

の
コ

ン
テ

ン
ツ

を
作

成
し

た
。

本
コ

ン
テ

ン
ツ

に
つ

い
て

は
、

予
め

録
画

を
し

た
片

麻
痺

患
者

の
起

居
移

動
等

の
様

子
の

動
画

を
V
R
ゴ

ー

グ
ル

で
視

聴
し

、
学

生
の

視
線

の
動

き
を

軌
跡

と
し

て
可

視
化

、
及

び
記

録
す

る
こ

と
で

、
各

専
門

職
が

注
視

し
て

い
る

部
分

の
理

解
を

深
め

る
こ

と
、

ま
た

熟
練

し
た

専
門

職
と

学
生

の
視

点
の

違
い

を
学

ぶ
こ

と
が

可
能

に
な

っ
た

。
 
 

・
コ

ン
テ

ン
ツ

開
発

と
試

行
に

伴
い

、
学

部
・

院
生

を
対

象
に

教
育

効
果

の
検

証
を

行
い

、
開

発
コ

ン
テ

ン
ツ

に
今

後
具

備
す

る
べ

き
点

等
を

明
確

に
し

た
。

 

 

（
５

）
文

理
の

枠
を

超
え

て
主

体
的

に
履

修
す

る
仕

組
み

の
全

学
共

通
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
の

導
入

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
文

理
の

枠
を

超
え

て
主

体
的

に
履

修
を

促
進

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

内
容

を
以

下
の

通
り

決
定

し
た

。
 

-
 
名

称
：

文
理

教
養

プ
ロ

グ
ラ

ム
 

-
 
テ

ー
マ

：
防

疫
・

防
災

／
A
I
・

人
間

／
資

源
・

エ
ネ

ル
ギ

ー
・

環
境

 

-
 
指

定
科

目
：

基
礎

科
目

群
並

び
に

基
盤

科
目

群
か

ら
合

計
3
7
科

目
 

-
 
修

了
認

定
要

件
：

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
修

了
す

る
た

め
の

要
件

を
、

以
下

の
通

り
決

定
し

た
。

 

①
選

択
し

た
テ

ー
マ

に
関

す
る

指
定

科
目

（
教

養
／

基
盤

科
目

）
の

う
ち

文
系

／
理

系
科

目
そ

れ
ぞ

れ
４

単
位

以
上

修
得

す
る

 

②
選

択
し

た
上

記
テ

ー
マ

と
同

一
の

テ
ー

マ
の

総
合

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
（

２
単

位
）

を
修

得
す

る
 

③
言

語
科

目
（

第
二

群
～

第
四

群
）

を
２

単
位

以
上

履
修

す
る
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プ
ロ

グ
ラ

ム
修

了
者

に
は

、
学

長
名

の
修

了
証

を
交

付
す

る
。

 

・
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
４

月
の

文
理

教
養

プ
ロ

グ
ラ

ム
履

修
生

募
集

向
け

の
資

料
作

成
等

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
４

月
か

ら
の

文
理

教
養

プ
ロ

グ
ラ

ム
導

入
に

向
け

た
準

備
が

整
っ

た
。

 

   中
期

計
画

番
号

 

1
-
0
2

 
②

外
国

語
教

育
室

（
仮

称
）

に
よ

り
「

聞
く

、
話

す
、

読
む

、
書

く
」

の
４

技
能

を
育

成
す

る
英

語
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

発
す

る
と

と
も

に
、

全
学

共
通

科
目

及
び

専
門

科
目

（
専

門
科

目
に

お
い

て
は

卒
業

要
件

ご
と

）
に

お
い

て
英

語
に

よ
る

授
業

を
設

置
す

る
な

ど
、

日
本

人
学

生
の

留
学

を
促

進
す

る
教

育
環

境
を

充
実

さ
せ

る
。

ま
た

、
1
年

次
の

外
部

英
語

試
験

受
験

率
【

9
6
％

以
上

】
を

維
持

し
、

学
生

の
語

学
レ

ベ
ル

を
把

握
し

、
英

語
教

育
の

改
善

に
活

用
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
「

外
国

語
教

育
室

」
に

お
い

て
、

新
英

語
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
に

向
け

た
準

備
を

着
実

に
進

め

る
。
（

1
-
4
4
再

掲
）

 

     （
２

）
【

継
続

】
英

語
教

育
の

改
善

に
資

す
る

た
め

、
T
O
E
I
C

受
験

率
9
6
%
を

維
持

し
、

学
生

の
語

学
レ

ベ
ル

把
握

に
努

め
る

。
実

施
の

際
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
感

染
状

況
を

注
視

し
な

が
ら

、
感

染
防

止
対

策
を

徹
底

す

る
。
（

1
-
4
4
再

掲
）

 

（
１

）
新

英
語

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

入
学

者
か

ら
必

修
と

な
る

科
目

の
名

称
を

A
c
a
d
e
m
i
c
 
E
n
g
l
i
s
h
／

P
r
a
c
t
i
c
a
l
 
E
n
g
l
i
s
h
に

決
定

し
た

。
 

・
A
c
a
d
e
m
i
c
 
E
n
g
l
i
s
h

の
内

容
に

つ
い

て
具

体
的

な
検

討
を

進
め

、
こ

れ
ま
で

利
用

し
て

き
た

共
通

の
教

科
書

を
廃

止
し

、
各
授

業
担

当
者

の
専

門
や

時
事

問
題

等
を

テ

ー
マ

と
し

た
内

容
で

構
成

す
る

こ
と

で
、

幅
広

い
教

養
を

学
ぶ

た
め

に
必

要
な

英
語

力
を

身
に

付
け

る
こ

と
の

で
き

る
授

業
内

容
と

し
た

。
ま

た
、

授
業

外
学

習
時

間

を
充

実
さ

せ
た

内
容

と
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

の
新

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

開
講

に
向

け
た

準
備

を
整

え
た

。
 

 （
２

）
英

語
教

育
の

改
善

に
向

け
た

取
組

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
学

部
１

年
次

生
及

び
２

年
次

生
（

任
意

受
験

）
を

対
象

に
例

年
と

同
時

期
に

外
部

英
語

試
験

を
実

施
し

た
。

 

・
学

生
へ

の
実

施
結

果
の

通
知

方
法

を
見

直
し

、
翌

年
度

の
履

修
登

録
前

に
ス

コ
ア

を
確

認
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
受

験
者

数
1
,
5
9
6
人

、
受

験
率

9
7
％

と
な

り
、

目
標

と
す

る
受

験
率

を
達

成
し

た
。
（

図
表

1
-
0
2
-
1
）

 

・
結

果
の

通
知

方
法

の
見

直
し

に
よ

り
、

外
部

英
語

試
験

の
結

果
を

翌
年

度
の

英
語

科
目

の
履

修
計

画
に

役
立

て
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。
 

 【
図
表
1
-
0
2
-
1
　
１
年
次
生
外
部
英
語
試
験
受
験
率
】

（
単
位
：
％
）

2
9
年
度

3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

9
7
.6

9
6
.9

9
7
.6

-
9
8
.5

9
7
.0

※
基
準
日
：
3
月
3
1
日

※
令
和
２
（
2
0
2
0
）
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
中
止

１
年
次
生
外
部
英
語
試
験
受
験
率
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 中
期

計
画

番
号

 

1
-
0
3

 
◇

多
様

な
学

修
機

会
の

確
保

 

③
社

会
ニ

ー
ズ

・
学

生
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
教

育
を

提
供

す
る

た
め

、
企

業
や

都
等

と
の

連
携

を
生

か
し

た
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
等

を
実

施
す

る
な

ど
、

多
様

な
学

修
機

会
の

確
保

に

努
め

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＳＳ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

現
場

体
験

型
イ

ン
タ

ー

ン
シ

ッ
プ

に
つ

い
て

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
感

染
状

況
を

踏
ま

え
つ

つ
、

学
生

及
び

実
習

先
の

健
康

・
安

全
に

配
慮

し
た

新
し

い
授

業
ス

タ
イ

ル
を

確
立

し
、

学
生

・
実

習
先

及
び

都
立

大
の

三
者

が
W
i
n
-
W
i
n
と

な
る

関

係
の

強
化

を
図

っ
て

い
く

。
 

                             

（
１

）
現

場
体

験
型

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
学

生
の

安
全

の
確

保
と

学
習

効
果

の
観

点
か

ら
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

に
引

き
続

き
履

修
学

生
数

に
上

限
（

2
5
0

名
）

を
設

け
開

講
し

た
（

履
修

登
録

者
数

は
20
0

人
）
。

 

・
計

３
回

の
事

前
学

習
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
感

染
予

防
に

細
心

の
注

意
を

払
っ

た
上

で
、

３
年

ぶ
り

に
全

て
対

面
に

よ
り

実
施

し
た

。
 

・
実

習
先

の
確

保
に

つ
い

て
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

状
況

に
大

き
な

改
善

が
見

込
め

な
い

こ
と

等
を

理
由

に
、

既
存

実
習

先
の

う
ち

1
7
団

体
（

枠
数

は
4
9

名
）

が
辞

退
と

な
っ

た
が

、
過

去
に

受
入

実
績

の
あ

る
団

体
へ

の
働

き
か

け
の

強
化

や
粘

り
強

い
交

渉
を

行
っ

た
。

 

・
学

生
が

実
習

先
を

検
討

す
る

際
の

情
報

源
と

な
る

冊
子

（
実

習
概

要
）

を
W
e
b
化

し
、

学
生

の
利

便
性

の
向

上
に

取
り

組
ん

だ
。

 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

よ
り

学
生

の
事

前
学

習
内

容
を

実
習

先
に

事
前

に
提

出
し

た
こ

と
に

よ
り

、
実

習
先

の
学

生
理

解
に

寄
与

し
た

ほ
か

、
学

生
の

興
味

・
関

心
に

沿
っ

た
実

習
計

画
の

策
定

に
つ

な
が

っ
た

。
 

・
実

習
先

の
検

討
に

際
し

、
学

生
と

個
別

相
談

の
機

会
を

設
け

ミ
ス

マ
ッ

チ
を

防
ぐ

ほ
か

、
実

習
参

加
が

不
安

な
学

生
と

は
積

極
的

に
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
行

う
等

、
き

め
細

か
い

対
応

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
学

生
へ

の
き

め
細

や
か

な
対

応
に

よ
り

、
中

断
者

の
比

率
は

例
年

の
数

値
（

2
0
～

3
0
％

）
に

比
べ

て
大

幅
に

低
い

数
値

（
1
3
％

）
と

な
っ

た
。

 

・
学

生
及

び
実

習
先

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
で

は
高

い
満

足
度

が
示

さ
れ

、
コ

ロ
ナ

禍
で

の
２

年
目

の
開

講
の

中
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

に
引

き
続

き
、

有
意

義
な

現

場
体

験
型

授
業

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。
（

図
表

1
-
0
3
-
1
、

図
表

1
-
0
3
-
2
）

 

・
実

習
先

の
確

保
の

た
め

、
既

存
実

習
先

等
に

粘
り

強
く

交
渉

し
た

結
果

、
1
8
団

体
（

5
1
名

）
が

受
入

れ
を

再
開

し
た

ほ
か

、
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

並
み

の
計

1
0
0
団

体
（

3
8
0
名

）
の

受
入

先
を

確
保

し
た

。
 

 【
図

表
1
-
0
3
-
1
　

履
修

学
生

ア
ン

ケ
ー

ト
】

N
=
回

答
件

数

84
.9

%
82

.3
%

90
.4

%

0.
0%

86
.6

%
95

.6
%

94
.7

%
95

.1
%

93
.1

%

0.
0%

95
.5

%
95

.4
%

0%10
%

20
%

30
%

40
%

50
%

60
%

70
%

80
%

90
%

10
0%

事
前
学
習
の

満
足
度

29
年
度

(N
=4

37
)

事
前
学
習
の

満
足
度

30
年
度

(N
=4

53
)

事
前
学
習
の

満
足
度

元
年
度

(N
=3

01
)

事
前
学
習
の

満
足
度

２
年
度

(N
=0

)

事
前
学
習
の

満
足
度

３
年
度

(N
=9

7)

事
前
学
習
の

満
足
度

４
年
度

(N
=1

59
)

授
業
目
標
の

達
成
度

29
年
度

(N
=1

31
1)

授
業
目
標
の

達
成
度

30
年
度

(N
=1

35
9)

授
業
目
標
の

達
成
度

元
年
度

(N
=9

03
)

授
業
目
標
の

達
成
度

２
年
度

(N
=0

)

授
業
目
標
の

達
成
度

３
年
度

(N
=2

91
)

授
業
目
標
の

達
成
度

４
年
度

(N
=4

77
)

肯
定
回
答
比
率

否
定
的
回
答
比
率
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               （
２

）
【

継
続

】
文

部
科

学
省

に
採

択
さ

れ
た

卓
越

大
学

院
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
お

け
る

連
携

大
学

と
し

て
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

円
滑

な
実

施
と

学
生

の
受

入
れ

を
行

う
。

そ
の

他
、

観
光

産
業

を
担

う
人

材
を

育
成

す
る

経
団

連
観

光
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
へ

の
参

加
や

、
企

業
等

と
連

携
し

た
実

践
的

な
P
B
L
教

育
の

実

施
な

ど
、

多
様

な
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
す

る
。

 

                   

【
図

表
1
-
0
3
-
2
　

実
習

先
ア

ン
ケ

ー
ト

】
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 
N
=
回

答
件

数

84
.0

%
85

.1
%

84
.9

%

0.
0%

97
.8

%
88

.5
%

83
.1

%
82

.9
%

85
.4

%

0.
0%

95
.7

%
89

.7
%

0%10
%

20
%

30
%

40
%

50
%

60
%

70
%

80
%

90
%

10
0%

受
入

学
生

の

社
会

人
マ
ナ
ー

29
年

度

(N
=2

31
)

受
入

学
生

の

社
会

人
マ
ナ
ー

30
年

度

(N
=2

22
)

受
入

学
生

の

社
会

人
マ
ナ
ー

元
年

度

(N
=2

05
)

受
入

学
生

の

社
会

人
マ
ナ
ー

２
年

度

(N
=0

)

受
入

学
生

の

社
会

人
マ
ナ
ー

３
年

度

(N
=4

6)

受
入

学
生

の

社
会

人
マ
ナ
ー

４
年

度

(N
=8

7)

実
習

へ
の

意
欲

29
年

度

(N
=2

31
)

実
習

へ
の

意
欲

30
年

度

(N
=2

22
)

実
習

へ
の

意
欲

元
年

度

(N
=2

05
)

実
習

へ
の

意
欲

２
年

度

(N
=0

)

実
習

へ
の

意
欲

３
年

度

(N
=4

6)

実
習

へ
の

意
欲

４
年

度

(N
=8

7)

肯
定

回
答

比
率

否
定

的
回

答
比

率

 
（

２
）

社
会

ニ
ー

ズ
・

学
生

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

教
育

の
提

供
 

①
卓

越
大

学
院

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
４

月
に

１
名

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

生
を

受
け

入
れ

た
。

 

・
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
４

月
の

受
入

れ
に

向
け

て
、

都
市

環
境

学
部

環
境

応
用

化
学

科
学

生
向

け
の

ガ
イ

ダ
ン

ス
及

び
大

学
院

入
試

説
明

会
に

お
い

て
、

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

の
説

明
を

行
っ

た
。

ま
た

、
学

生
募

集
ポ

ス
タ

ー
を

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

の
近

隣
駅

及
び

交
通

機
関

に
掲

示
し

た
。

 

 

※
卓

越
大

学
院

プ
ロ

グ
ラ

ム
：

文
部

科
学

省
に

よ
り

選
定

さ
れ

、
海

外
ト

ッ
プ

大
学

や
民

間
企

業
等

の
外

部
機

関
と

組
織

的
な

連
携

を
図

り
、

世
界

最
高

水
準

の
教

育
・

研
究

力
を

結
集

し
た

５
年

一
貫

の
博

士
課

程
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
構

築
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

。
平

成
3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

に
早

稲
田

大
学

を
拠

点
事

務
局

と
す

る
他

の
1
2
大

学
と

連
携

し
て

共
同

申
請

し
た

「
パ

ワ
ー

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

が
採

択
さ

れ
、

電
力

系
と

エ
ネ

ル
ギ

ー
マ

テ
リ

ア
ル

系
を

専

門
軸

と
し

て
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

制
度

・
経

済
に

関
す

る
俯

瞰
的

知
識

も
養

成
す

る
文

理
融

合
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
す

る
。

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

に
は

本
事

業
の

中
間

評
価

が
実

施
さ

れ
、

S
評

価
を

得
て

い
る

。
 

 

②
経

団
連

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

へ
の

参
加

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
観

光
産

業
を

担
う

人
材

を
育

成
す

る
経

団
連

の
観

光
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

つ
い

て
、

７
社

参
画

（
1
9
名

の
学

生
応

募
の

う
ち

、
合

計
1
3
名

 

受
入

れ
）

で
実

施
し

た
。

 

・
各

社
５

日
間

の
実

習
に

加
え

て
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

は
、

経
団

連
が

提
供

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
半

日
と

立
教

大
学

・
東

洋
大

学
学

生
と

の
実

習
に

関
す

る
討

議
の

場

を
設

定
し

た
。
（

図
表

1
-
0
3
-
3
）

 

【
図

表
1
-
0
3
-
3
　

日
本

経
済

団
体

連
合

会
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
】

　
　

(
単

位
：

社
、

人
)

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度
参

画
企

業
数

6
6

8
-

6
7

受
入

企
業

数
6

6
8

-
6

7
派

遣
学

生
数

9
6

1
0

-
1
1

1
3
 

 

③
多

摩
地

域
の

企
業

等
と

連
携

し
た

P
B
L
教

育
の

実
施

（
大

学
院

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

研
究

科
）

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
機

械
シ

ス
テ

ム
工

学
域

に
お

け
る

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

で
、

４
月

～
８

月
に

延
べ

1
5
回

の
演

習
形

式
の

授
業

を
実

施
し

た
。
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演

習
内

容
は

以
下

の
と

お
り

。
 

-
 
企

業
か

ら
の

説
明

、
キ

ッ
ク

オ
フ

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

、
企

業
訪

問
に

よ
る

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン
、

中
間

発
表

会
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

、
最

終
発

表
会

、
事

後
評

価

ア
ン

ケ
ー

ト
（

学
生

及
び

企
業

）
 

 
 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

テ
ー

マ
は

「
持

続
可

能
な

開
発

目
標

の
2
0
3
0
年

の
目

標
達

成
に

向
け

た
各

社
の

取
組

に
お

け
る

課
題

を
整

理
し

、
そ

れ
を

解
決

す
る

た
め

の
新

し
い

事
業

を
提

案
せ

よ
。
」
と

し
、

５
～

６
名

の
学

生
グ

ル
ー

プ
が

参
加

企
業

１
社

と
ペ

ア
を

組
み

、
月

１
回

程
度

の
頻

度
で

企
業

訪
問

し
な

が
ら

対
面

授
業

（
一

部
オ

ン
ラ

イ
ン

、
日

野
キ

ャ
ン

パ
ス

と
南

大
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
間

で
の

遠
隔

あ
り

）
を

実
施

し
た

。
（

図
表

1
-
0
3
-
4
）

 

 【
図

表
1
-
0
3
-
4
 

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

参
加

企
業

一
覧

】
 

 
企

 
業

 
名

 
業

 
 

種
 

所
在

地
 

1
 
株

式
会

社
ア

ー
ス

リ
ン

ク
 

シ
ス

テ
ム

イ
ン

テ
グ

レ
ー

シ
ョ

ン
事

業
 

多
摩

市
 

2
 
株

式
会

社
イ

チ
カ

ワ
 

公
共

・
産

業
用

電
子

機
器

の
製

造
 

羽
村

市
 

3
 
金

属
技

研
株

式
会

社
 

金
属

部
品

の
熱

処
理

 
中

野
区

 

4
 
株

式
会

社
ス

マ
ー

ト
ロ

ボ
テ

ィ
ク

ス
 

ロ
ボ

ッ
ト

関
連

製
品

開
発

・
販

売
 

千
代

田
区

 

5
 
テ

ク
ノ

ツ
ー

ル
株

式
会

社
 

障
害

者
支

援
機

器
の

開
発

 
稲

城
市

 

6
 
ト

ー
ソ

ー
株

式
会

社
 

イ
ン

テ
リ

ア
製

品
開

発
 

中
央

区
 

7
 
東

邦
電

子
株

式
会

社
 

各
種

温
度

セ
ン

サ
及

び
制

御
機

器
の

設
計

・
開

発
 
相

模
原

市
 

8
 
多

摩
冶

金
株

式
会

社
 

熱
処

理
 

武
蔵

村
山

市
 

9
 
ニ

シ
ハ

ラ
理

工
株

式
会

社
 

半
導

体
，

電
子

部
品

の
製

造
，

生
産

装
置

の
設

計
 
武

蔵
村

山
市

 

1
0
 
富

士
ア

イ
テ

ィ
株

式
会

社
 

情
報

制
御

 
日

野
市

 

1
1
 
株

式
会

社
富

士
フ

イ
ル

ム
メ

デ
ィ

ア
ク

レ
ス

ト
 

記
憶

メ
デ

ィ
ア

の
製

造
 

羽
村

市
 

1
2
 
株

式
会

社
友

伸
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
 

制
御

盤
の

設
計

製
作

 
府

中
市

 

1
3
 
リ

オ
ン

株
式

会
社

 
補

聴
器

，
医

用
検

査
機

器
 

国
分

寺
市

 

1
4
 
株

式
会

社
リ

ガ
ル

ジ
ョ

イ
ン

ト
 

流
体

制
御

機
器

及
び

継
手

類
の

開
発

 
相

模
原

市
 

 
※

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

参
加

の
企

業
数

1
1
社

。
う

ち
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

も
継

続
参

加
し

た
企

業
数

は
1
0
社

。
 

 
※

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

新
規

参
加

企
業

は
４

社
。
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④

各
学

部
・

研
究

科
に

お
け

る
多

様
な

学
修

機
会

の
提

供
 

 
＜

取
組

事
項

＞
 

 
 

・
日

本
人

及
び

ア
ジ

ア
か

ら
の

留
学

生
の

英
語

力
向

上
の

た
め

、
海

外
在

住
外

国
人

非
常

勤
講

師
に

よ
る

オ
ン

ラ
イ

ン
講

義
や

学
術

論
文

翻
訳

会
社

講
師

に
よ

る
ビ

デ
オ
セ

ミ
ナ

ー
等

を
取

り
入

れ
た

授
業

を
開

講
し

た
。

 

 
 

・
様

々
な

研
究

機
関

と
の

連
携

協
定

に
基

づ
き

、
3
3
人

の
大

学
院

生
が

他
機

関
の

連
携

客
員

教
員

か
ら

研
究

指
導

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

調
整

を
行

っ
た

。
（

図
表

1
-
0
3
-
5
）
 

 【
図

表
1-

03
-5

　
連

携
大

学
院

協
定

に
基

づ
く

研
究

指
導

実
績

】
（

単
位

：
人

）

博
士

前
期

博
士

後
期

（
国

研
）

情
報

通
信

研
究

機
構

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

研
究

科
航

空
宇

宙
シ

ス
テ

ム
工

学
域

1
1

0
（

国
研

）
量

子
科

学
技

術
研

究
開

発
機

構
 放

射
線

医
学

総
合

研
究

所
人

間
健

康
科

学
研

究
科

放
射

線
科

学
域

10
5

1
物

理
学

専
攻

1
0

1
化

学
専

攻
1

0
0

生
命

科
学

専
攻

4
2

5
理

学
研

究
科

物
理

学
専

攻
1

2
1

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

研
究

科
航

空
宇

宙
シ

ス
テ

ム
工

学
域

2
3

0
（

国
研

）
日

本
原

子
力

研
究

開
発

機
構

理
学

研
究

科
物

理
学

専
攻

1
2

0
（

国
研

）
国

立
が

ん
研

究
セ

ン
タ

ー
人

間
健

康
科

学
研

究
科

放
射

線
科

学
域

3
0

2
理

学
研

究
科

化
学

専
攻

0
0

0
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ン
研

究
科

機
械

シ
ス

テ
ム

工
学

域
6

1
0

（
国

研
）

海
上

・
港

湾
・

航
空

技
術

研
究

所
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ン
研

究
科

航
空

宇
宙

シ
ス

テ
ム

工
学

域
1

1
0

理
学

研
究

科
生

命
科

学
専

攻
2

4
0

人
間

健
康

科
学

研
究

科
放

射
線

科
学

域
4

0
0

理
学

研
究

科
生

命
科

学
専

攻
5

0
1

人
間

健
康

科
学

研
究

科
各

学
域

3
0

0
（

公
財

）
東

京
都

環
境

公
社

 東
京

都
環

境
科

学
研

究
所

理
学

研
究

科
化

学
専

攻
0

0
0

（
大

共
）

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

加
速

器
研

究
機

構
理

学
研

究
科

物
理

学
専

攻
2

0
0

東
京

都
土

木
技

術
支

援
・

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

都
市

環
境

科
学

研
究

科
都

市
基

盤
環

境
学

域
1

1
0

48
22

11
※

連
携

客
員

教
員

:連
携

先
か

ら
受

け
入

れ
て

い
る

客
員

教
員

※
旧

所
属

の
実

績
は

、
新

所
属

に
読

み
替

え
る

。

（
公

財
）

東
京

都
医

学
総

合
研

究
所

計

連
携

客
員

教
員

数

研
究

指
導

を
受

け
て

い
る

学
生

数

（
国

研
）

宇
宙

航
空

研
究

開
発

機
構

（
JA

XA
）

（
国

研
）

産
業

技
術

総
合

研
究

所

（
地

独
）

東
京

都
健

康
長

寿
医

療
セ

ン
タ

ー

（
国

研
）

理
化

学
研

究
所

理
学

研
究

科

連
携

先
研

究
科

専
攻

・
学

域

 
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
経

団
連

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

で
は

、
1
9
人

（
学

部
生

1
7
人

、
博

士
前

期
課

程
学

生
２

人
）

の
応

募
が

あ
り

、
参

加
学

生
は

観
光

関
連

産
業

の
実

務
の

体
験

と
報

告
会

で

の
情

報
収

集
を

通
し

て
、

実
務

の
理

解
と

観
光

関
連

産
業

で
求

め
ら

れ
る

資
質

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
多

摩
地

域
の

企
業

等
と

連
携

し
た

P
B
L
教

育
に

お
い

て
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

参
加

人
数

は
7
6
人

で
あ

っ
た

。
学

生
か

ら
は

、
「

S
D
G
s
の

テ
ー

マ
設

定
は

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク

の
経

験
を

通
じ

て
様

々
に

学
ぶ

こ
と

が
で

き
た

」
、
「

体
験

が
有

益
で

あ
っ

た
」
、
「

企
業

に
事

業
提

案
で

き
た

意
義

や
将

来
の

就
職

活
動

や
修

士
論

文
研

究
の

参
考

に
な

っ
た

」
等

の
意

見
が

多
く

あ
っ

た
。

ま
た

、
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

参
加

企
業

1
1
社

の
う

ち
1
0
社

が
継

続
参

加
し

、
４

社
が

新
規

に
参

加
し

た
。

企
業

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
、

全
体

と
し

て
好

印
象

の
回

答
を

得
て

お
り

、
学

生
提

案
の

新
規

事
業

案
又

は
新

技
術

案
に

つ
い

て
は

標
準

的
で

あ
っ

た
も

の
の

、
産

学
連

携
や

都
立

大
教

員
と

の

共
同

研
究

へ
の

発
展

の
可

能
性

が
あ

る
、

と
い

う
旨

の
感

想
を

得
ら

れ
た

。
 

・
上

記
に

記
載

し
た

様
々

な
取

組
等

を
実

施
し

た
こ

と
に

よ
り

、
多

様
な

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
や

学
修

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

た
。
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 （
３

）
【

継
続

】
S
o
c
i
e
t
y
5
.
0

時
代

に
お

い

て
、

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

・
Ａ

Ｉ
の

技
術

の
本

質
を

理
解

し
、

こ
れ

ら
の

技
術

を
利

用
し

た
サ

ー
ビ

ス
や

シ
ス

テ
ム

を
課

題
解

決
の

た
め

に
活

用
で

き
る

人
材

を
育

成
す

る
た

め
、

数

理
・

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

副
専

攻
コ

ー
ス

を
開

講
す

る
。

 

（
３

）
数

理
・

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

副
専

攻
コ

ー
ス

の
開

講
【

特
記

事
項

Ⅰ
-
２

参
照

】
 

 
（

特
記

事
項

の
ポ

イ
ン

ト
）

 

・
S
o
c
i
e
t
y
5
.
0

に
対

応
し

た
人

材
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
開

設
準

備
を

進
め

て
き

た
数

理
・

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

副
専

攻
コ

ー
ス

に
つ

い
て

、
令

和
４

（
2
0
2
2）

年
４

月
か

ら
運

営
を

開
始

し
た

。
 

・
初

年
度

の
新

規
登

録
者

は
8
6
人

と
な

り
、

文
理

を
問

わ
な

い
教

育
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

、
学

生
へ

の
十

分
な

認
知

を
達

成
し

関
心

を
喚

起
で

き
た

。
 

・
微

積
や

統
計

学
等

の
基

礎
的

分
野

か
ら

課
題

解
決

を
目

指
す

実
践

的
P
B
L
ま

で
を

体
系

的
に

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
が

整
備

さ
 

 

れ
た

。
 

・
コ

ー
ス

の
修

了
要

件
と

な
る

「
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
P
B
L
」

に
つ

い
て

授
業

内
容

及
び

運
用

を
検

討
し

、
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

か
ら

の
開

始
に

向
け

た
準

備
を

進
め

た
。

 

 

中
期

計
画

番
号

 

1
-
0
4

 
④

東
京

都
立

産
業

技
術

大
学

院
大

学
（

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
３

月
3
1

日
ま

で
は

産
業

技
術

大
学

院
大

学
。

以
下

同
じ

。
）

及
び

東
京

都
立

産
業

技
術

高
等

専
門

学
校

と
連

携
し

、
海

外

交
流

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

す
る

等
様

々
な

分
野

で
の

相
互

交
流

を
図

る
。

ま
た

、
更

な
る

連
携

を
促

進
す

る
た

め
に

、
法

人
や

法
人

内
の

教
育

研
究

機
関

と
協

力
し

、
課

題
の

検
証

を
踏

ま
え

つ
つ

、
新

た
な

連
携

の
在

り
方

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
2
大

学
1
高

専
が

参
加

す
る

グ
ロ

ー
バ

ル
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

G
C
P
）

を
着

実
に

実
施

し
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

目
的

を
達

成
す

る
。
（

4
-
1
2
再

掲
）

 

                    

（
１

）
グ

ロ
ー

バ
ル

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
G
C
P
）

の
実

施
【

中
期

計
画

番
号

4
－

1
2
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
２

大
学

１
高

専
の

学
生

の
課

題
解

決
力

や
英

語
を

含
む

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

向
上

を
目

的
と

し
て

、
「

国
際

的
人

財
育

成
の

た
め

の
グ

ロ
ー

バ
ル

ビ
ジ

ネ
ス

研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

を
課

題
に

、
第

1
0
回

グ
ロ

ー
バ

ル
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

G
C
P
）

を
以

下
の

と
お

り
実

施
し

た
。

 

-
 
実

施
期

間
：

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
４

月
～

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
1
1
月

 

-
 
参

加
人

数
：

リ
ー

ダ
ー

２
名

（
都

立
大

生
１

名
、

産
技

大
生

１
名

）
、

メ
ン

バ
ー

 
高

専
本

科
生

1
3
名

 

-
 
研

修
内

容
：

 

国
内

プ
ロ

グ
ラ

ム
 

海
外

プ
ロ

グ
ラ

ム
 

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
 

国
内

合
宿

 
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
 

全
体

研
修

 
中

間
報

告
会

 
学

生
交

流
 

リ
ー

ダ
ー

研
修

 
英

語
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

研
修

 
英

語
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

 

語
学

研
修

 
最

終
報

告
会

 

（
英

語
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

）
 

企
業

訪
問

 

・
第

1
0
回

で
は

２
年

ぶ
り

に
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
へ

の
渡

航
を

行
い

、
現

地
学

生
と

の
交

流
、

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

等
、

海
外

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

し
た

。
 

・
最

終
報

告
会

は
、

高
専

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
に

て
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
1
0
月

2
9
日

（
土

）
に

実
施

し
、

来
賓

、
保

護
者

、
教

員
及

び
学

生
な

ど
約

5
0
人

が
来

場
し

、
参

加

学
生

が
英

語
に

よ
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
っ

た
。

 

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

前
後

に
参

加
学

生
を

対
象

と
し

て
実

施
し

た
行

動
特

性
を

測
定

す
る

テ
ス

ト
結

果
に

お
い

て
、
「

実
践

力
」
、
「

感
情

制
御

力
」
、
「

統
率

力
」
、
「

協
働

力
」

を

含
め

、
多

く
の

項
目

及
び

総
合

成
績

ス
コ

ア
の

向
上

が
認

め
ら

れ
る

な
ど

、
課

題
解

決
力

、
人

間
力

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
向

上
を

目
指

す
本

プ
ロ

グ
ラ

ム

の
目

的
に

合
致

し
た

成
果

が
得

ら
れ

た
。

 

・
参

加
し

た
学

生
（

リ
ー

ダ
ー

、
メ

ン
バ

ー
含

む
。
）

の
T
O
E
I
C
平

均
点

が
プ

ロ
グ

ラ
ム

実
施

前
と

実
施

後
で

約
4
8
点

向
上

し
、

英
語

力
に

お
い

て
も

向
上

が
見

ら
れ

た
。
 

 

※
グ

ロ
ー

バ
ル

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
G
C
P
）
：

都
立

大
、

産
技

大
及

び
高

専
の

学
生

が
チ

ー
ム

を
組

み
、

国
内

外
の

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

等
を

通
じ

て
、

課
題

解
決

力
や

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

養
う

海
外

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
。
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  （
２

）
【

継
続

】
2
大

学
1
高

専
の

連
携

体
制

を
構

築
し

、
教

職
員

間
の

情
報

共

有
・

交
流

機
会

を
強

化
し

て
、

事
業

を
検

討
・

推
進

す
る

。
（

2
-
0
6
、

3
-

0
9
、

4
-
1
2
再

掲
）

 

 （
２

）
２

大
学

１
高

専
の

連
携

【
中

期
計

画
番

号
4
－

1
2
参

照
】

 

（
要

点
）

 

 
 

・
第

三
期

共
同

研
究

 
専

攻
科

C
o
-
L
a
b
o
.
に

つ
い

て
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

か
ら

の
継

続
研

究
課

題
１

件
の

ほ
か

新
た

な
研

究
課

題
３

件
を

採
択

し
、

開
始

し
た

。
 

・
高

専
か

ら
都

立
大

へ
９

人
（

前
年

度
比

３
人

減
）

の
推

薦
編

入
学

の
実

績
が

あ
っ

た
。

 

 
 

・
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

に
策

定
し

た
「

新
た

な
連

携
の

在
り

方
」

に
基

づ
き

、
入

試
連

携
や

機
器

共
用

に
つ

い
て

、
関

係
者

教
職

員
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
行

っ
た

。
 

・
機

器
共

用
に

向
け

、
導

入
機

器
の

検
討

等
に

つ
い

て
産

技
大

及
び

高
専

関
係

者
と

の
意

見
交

換
を

行
っ

た
。

 

・
高

専
専

攻
科

生
の

都
立

大
大

学
院

へ
の

推
薦

入
学

に
つ

い
て

検
討

し
、

両
校

関
係

者
と

の
意

見
交

換
を

行
っ

た
。

 

 中
期

計
画

番
号

 

1
-
0
5

 
◇

厳
格

な
成

績
評

価
・

卒
業

認
定

 

⑤
共

通
の

成
績

評
価

基
準

を
【

平
成

2
9
（

2
0
17
）

年
度

に
導

入
】

す
る

と
と

も
に

、
学

修
の

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
評

価
（
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
等

）
を

導
入

す
る

な
ど
、

厳
正

な
成

績
評

価
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

社
会

に
対

す
る

学
生

の
質

保
証

を
促

進
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

――
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

年
度

計
画

な
し

 

（
令

和
元

（
2
0
1
9
）

年
度

に
達

成
済

み
）
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大大
項項

目目
番番

号号
  

２２
  

教教
育育

のの
実実

施施
体体

制制
等等

  
【

教
育

改
革

を
推

進
す

る
取

組

の
強
化
】
 

１
 
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

教
育

の
実

施
体

制
等

に
関

す
る

目
標

を
達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

（
中
期
目
標
）
 

○
学
部
や
研
究

科
の
枠
を
越
え

、
全

学
的

に
教

育
改

革
を

推
進

す
る

教
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
取

組
を

強
化
し

、
教

育
の

成
果

を
常

に
把

握
・

検
証

し
て

、
更

な
る

改
善

へ
と

つ
な

げ
て
い
く

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
展
開
す

る
。

 
 

中
期
計
画
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
 

自
己

評
価
 

（
２
）
教
育
の
実
施
体
制
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の

措
置

 

◇
教
育
改
革
を
推
進
す
る
取
組
の
強
化
 

【
1
-
0
6
】

①
全

学
的

な
教

育
改

革
を

一
層

推
進

す
る

た
め

、
平

成
2
8

（
2
0
1
6
）

年
度

に
受

審
し

た
機

関
別

認
証

評
価

の
結

果
等

を
踏

ま
え

、
教

学
Ｉ

Ｒ
に

基
づ

く
教

育
成

果
の

把
握

・
検

証
を

通
じ

て
、

更
な

る
改

善
に

つ
な

が
る

教
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

サ
イ

ク
ル

を
展
開
す
る
。
 

            

  【
1
-
0
6
】
・

平
成

2
8
（

2
0
1
6
）

年
度

に
受

審
し

た
機

関
別

認
証

評
価

の
結

果
（

以
下

「
評

価
結

果
」

と
い

う
。
）

等
を

踏
ま

え
、

平

成
2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

４
月

に
教

学
I
R
推

進
室

を
設

置
し

、
同

年
７

月
に

教
学

I
R
シ

ス
テ

ム
の

運
用

を
し

て
、

教
職

員
一

人
ひ

と
り

が
教

学
に

関
す

る
デ

ー
タ

に
ア

ク
セ

ス
し

、
継

続
的

に
分

析
で

き
る

全
学

的
な

教
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
体

制
を

整
備

し
た

。
教

学
I
R
シ

ス
テ

ム
は

掲
載

デ
ー

タ
を

毎
年

度
着

々
と

増
や

し
、

ま
た

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

に
は

W
e
b

サ
イ

ト
を

開
設

す
る

な
ど

内
容

を
充

実
さ

せ
つ

つ
、

学
長

の
意

思
決

定
、

各
運

営
委

員
会

及
び

部
局

の
施

策
の

検
討

等
に

活
用

さ
れ

、
全

学
的

な
教

育
改
善

、
教

育
改

革
に

役
立

っ
て

い
る

。
 
 

・
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

確
立

に
向

け
て

、
令

和
２

（
2
0
20

）
年

度
に

は
、

学
士

課
程

教
育

に
お

け
る

デ
ィ

プ
ロ

マ
・

ポ
リ

シ
ー

を
検

証
す

る
と

と
も

に
、

更
な

る
教

育
改

善
に

つ
な

げ
る

た
め

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

ポ
リ

シ
ー

を
策

定

し
、

令
和

３
（

20
2
1
）

年
度

以
降

、
教

育
改

善
に

向
け

た
取

組
を

進
め

て
い

る
。

な
お

、
各

部
局

等
に

共
通

す
る

ア

セ
ス

メ
ン

ト
活

動
に

必
要

な
情

報
を

教
学

I
R
シ

ス
テ

ム
に

掲
載

す
る

こ
と

で
、

ア
セ

ス
メ

ン
ト

活
動

が
促

進
さ

れ
て

お
り

、
教

学
IR

と
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

ポ
リ

シ
ー

が
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
サ

イ
ク

ル
の

中
で

連
動

的
に

機
能

し
て

い

る
。

 
 

・
評

価
結

果
で

一
部

研
究

科
に

お
け

る
博

士
後

期
課

程
の

定
員

未
充

足
が

指
摘

さ
れ

た
こ

と
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
9

（
2
0
1
7
）

年
度

か
ら

博
士

後
期

課
程

の
活

性
化

へ
向

け
た

全
学

的
な

取
組

に
着

手
し

た
。

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
度

に

は
、

博
士

研
究

員
・

専
門

研
究

員
制

度
を

運
用

開
始

し
、

博
士

後
期

課
程

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
に

係
る

科
目

を
２
科

目

開
講

す
る

な
ど

の
取

組
を

行
っ

た
こ

と
で

、
博

士
後

期
課

程
の

定
員

充
足

率
が

平
成

2
8
（

2
0
1
6
）

年
度

の
0
.
7
2
か

ら
1
.
0
4
に

大
き
く

改
善

し
た

。
加

え
て

、
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

に
は

文
部

科
学

省
「

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン

創
出

に
向

け
た

大
学

フ
ェ

ロ
ー

シ
ッ

プ
創

設
事

業
」
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

に
は

国
立

研
究

開
発

法
人

科
学

技
術

振
興

機
構

「
次

世
代

研
究

者
挑

戦
的

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

に
採

択
さ

れ
る

な
ど

、
博

士
後

期
課

程
の

経
済

的
支

援
と

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

支
援

を
さ

ら
に

拡
充

す
る

取
組

を
実

施
し

た
。

 

  

Ｓ
 

  

第
三
期
中
期
目
標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

１１
】】

  

・
平
成

2
9
年
度

に
教

学
I
R
シ
ス

テ
ム
が
稼
働
し
、
各
委
員
会

や
部

局
等

か
ら

の
分

析
に

対
応

し
、

教
学

I
R
デ

ー
タ

の
活

用
に

よ
る

教
育

改
革

が
推

進
さ

れ
て

い
る

。
分

析
結

果
は

全
学

的
な

取
組

に
も

活
用

さ
れ

て
お

り
、
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
が
有
効
に
機
能
し
て

い
る

。
 

・
博
士
研
究
員
制
度
の
導
入
に
よ
る
研
究
支
援
、
キ
ャ
リ
ア

開
発

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

充
実

等
、

大
学

院
博

士
後

期
課

程
の

活
性

化
に

向
け

た
取

組
が

精
力

的
に

行
わ

れ
、

大
学

院
博

士
後

期
課

程
の

定
員

が
概

ね
充

足
し

て
い

る
。
 

・
教
学

I
R
の
活

用
に

つ
い
て
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
ポ
リ
シ
ー

を
策

定
し

た
こ

と
も

踏
ま

え
、

将
来

的
に

は
学

修
状

況
や

学
修

環
境

と
の

関
連

等
の

分
析

も
進

め
、

教
育

改
善

が
一

層
促

さ
れ

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
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認
証
評
価
 

機
関
の
評
価
 

［
認

証
評

価
機

関
］

独
立

行
政

法
人

大
学

改
革

支
援

・
学

位
授

与
機

構
［

受
審

年
度

］
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

［
評

価
対

象
期

間
］

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

～
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

［
認

証
評

価
の

種

類
］
機

関
別
認
証
評
価
 

○
大
学
評
価
基
準
の
う
ち
「
満
た
し
て
い
る
」
と
評
価
さ
れ
た
基
準
：
 

・
基
準
２
－
１
 
内
部
質
保
証
に
係
る
体
制
が
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
 

・
基
準
２
－
２
 
内
部
質
保
証
の
た
め
の
手
順
が
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
 

・
基
準
２
－
３
 
内
部
質
保
証
が
有
効
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
 

  

年
度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
1
-
0
6
】
平
成

2
9
年
４
月
に
教
学
Ｉ
Ｒ
推
進
室
を
設
置

し
、

同
年

７
月

に
教

学
I
R
シ

ス
テ

ム
を

稼
動

し

た
。
 

【
1
-
0
6
】

教
学

I
R
シ

ス
テ

ム
の

改
修

に
よ

り
、

成
績

分
布

を
継

続
的

に
検

証
で

き
る

仕
組

み
を

構
築

し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

１１
】】
  

・
平

成
2
9
年

4
月

に
教
学

I
R
推

進
室

を
設

置
し

、
7
月

に
教

学
I
R
シ

ス
テ

ム
を

稼
働

し
た

。
短

期
間

で

あ
っ

た
が

、
執

行
部

や
各

部
局

か
ら

の
要

求
に

応
え

、
デ

ー
タ

収
集

・
分

析
を

行
い

、
担

当
者

に
提

供

し
、

予
想

を
遥

か
に

上
回

る
成

果
を

得
て

い
る

点
を

高
く

評
価

す
る

。
教

学
I
R
が

今
後

の
教

育
改

善
に

効
果

的
に

活
用

さ
れ

る
よ

う
期

待
す

る
。

 

3
0  

【
1
-
0
6
】
間
接
評
価
に
よ
る
学
修
成
果
の
把
握
・
可
視
化

の
取

組
を

全
学

的
に

開
始

し
た

。
 

【
1
-
0
6
】
デ
ー
タ
可
視
化
ツ
ー
ル
「
T
a
b
l
e
a
u
」
を
教
学

I
R
シ

ス
テ

ム
に

導
入

し
た

。
 

【
1
-
0
6
】
博
士
後
期
課
程
の
活
性
化
に
向
け
た
取
組
計
画

の
1
4
項

目
の

う
ち

４
項

目
の

取
組

計
画

を
完

了

さ
せ
た
。
 

【【
評評

定定
：：

１１
】】
  

・
教

学
I
R
シ

ス
テ

ム
の
掲

載
デ

ー
タ

が
、

平
成

2
9
年

度
に

比
べ

大
幅

に
増

加
し

、
学

長
の

意
思

決
定

に

活
用

さ
れ

る
と

と
も

に
、

入
試

戦
略

な
ど

各
運

営
委

員
会

や
部

局
の

施
策

の
検

討
に

利
用

さ
れ

、
大

学

の
活

性
化

に
大

い
に

役
立

っ
て

い
る

。
 

・
博

士
研

究
員

制
度

、
専

門
研

究
員

制
度

の
運

用
準

備
、

キ
ャ

リ
ア

形
成

科
目

の
開

講
準

備
、

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

の
提

示
に

関
わ

る
取

組
な

ど
、

博
士

後
期

課
程

の
活

性
化

が
進

ん
だ

。
 

・
博

士
後

期
課

程
の

活
性

化
に

つ
い

て
、

今
後

、
大

学
院

生
が

、
自

身
の

キ
ャ

リ
ア

に
つ

い
て

考
え

、
将

来
を

展
望

で
き

る
よ

う
に

、
引

き
続

き
、

キ
ャ

リ
ア

形
成

に
関

わ
る

科
目

の
充

実
、

多
様

な
キ

ャ
リ

ア

パ
ス

の
提

示
等

が
推

進
さ

れ
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
 

元  

【
1
-
0
6
】
各
運
営
委
員
会
や
部
局
等
か
ら
の
分
析
依
頼
に

つ
い

て
、

計
3
1
件

の
分

析
結

果
の

回
答

を
行

う

と
と
も
に
、
学
長
、
副
学
長
及
び
部
局
長
等

で
構

成
さ

れ
る

教
学

I
R
委

員
会

に
お

い
て

主
な

分

析
結
果
を
報
告
し
た
。
 

【
1
-
0
6
】

博
士

後
期

課
程

の
活

性
化

に
資

す
る

取
組

の
ひ

と
つ

と
し

て
、

博
士

研
究

員
制

度
の

運
用

を
開

始
し
た
。
 

【【
評評

定定
：：

１１
】】
  

・
教

学
I
R
に

つ
い

て
は
、

学
内

の
運

営
委

員
会

や
部

局
か

ら
の

依
頼

を
受

け
て

分
析

を
行

い
、

デ
ー

タ
分

析
に

基
づ

く
教

育
改

善
に

取
り

組
ん

で
お

り
、

十
分

に
機

能
し

て
い

る
。

 

・
大

学
院

キ
ャ

リ
ア

科
目

の
設

置
に

よ
る

多
様

な
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
へ

の
意

識
付

け
、

博
士

研
究

員
制

度
の

導
入

に
よ

る
研

究
支

援
な

ど
、

大
学

院
博

士
後

期
課

程
の

活
性

化
に

向
け

て
精

力
的

に
取

り
組

ん
で

い

る
。

 

・
様

々
な

取
組

を
推

進
し
た

こ
と

に
よ

り
、

大
学

院
博

士
後

期
課

程
の

定
員

充
足

率
が

1
.
0
4
に

達
し

て
い

る
。

 

２ 

【
1
-
0
6
】
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
に
関
す
る
新
た

な
分

析
等

、
計

2
9
件

の
分

析
を

行
い

、
教

学
I
R

デ
ー
タ
の
充
実
を
図
っ
た
。
 

【
1
-
0
6
】

機
関

（
大

学
全

体
）

レ
ベ

ル
、

教
育

課
程

（
学

部
・

学
科

）
レ

ベ
ル

、
科

目
（

授
業

）
レ

ベ
ル

の
３
段
階
に
お
い
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
ポ
リ
シ

ー
を

策
定

し
た

。
 

【
1
-
0
6
】

キ
ャ

リ
ア

形
成

に
係

る
新

規
科

目
「

企
業

に
お

け
る

知
的

財
産

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

」
を

開
講

し

た
。

 

【 【
評評

定定
：：

１１
】】
  

・
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
で

定
め

た
学

修
成

果
等

を
検

証
し

て
教

育
改

善
に

つ
な

げ
る

た
め

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

ポ
リ

シ
ー

を
策

定
・

公
開

し
た

。
 

・
教

学
I
R
の

更
な

る
充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

各
部

局
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
分

析
が

活
発

に
行

わ
れ

、
全

学
的

な
教

育
改

革
に

反
映

さ
れ

て
い

る
。

 

・
大

学
院

博
士

後
期

課
程

の
活

性
化

に
向

け
、

知
的

財
産

関
係

に
精

通
し

た
講

師
に

よ
る

授
業

を
開

講

し
、

キ
ャ

リ
ア

開
発

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

更
な

る
充

実
を

図
っ

た
。

 

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

ポ
リ

シ
ー

に
つ

い
て

、
今

後
、

獲
得

す
べ

き
学

修
成

果
の

達
成

状
況

等
の

把
握

・
測

定
結

果
を

教
育

改
善

に
活

用
す

る
こ

と
に

加
え

、
学

生
が

自
身

の
修

得
状

況
を

確
認

し
、

成
長

を
実

感

で
き

る
な

ど
、

主
体

的
な

学
び

に
つ

な
が

る
よ

う
な

取
組

の
充

実
を

期
待

す
る

。
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３ 

【
1
-
0
6
】
教
学

I
R
推
進
室
に
よ
る
分
析
結
果
や
セ
ミ
ナ

ー
等

の
活

動
を

広
く

学
内

に
周

知
す

る
た

め
、

教

学
I
R
推
進
室
の

W
e
b
サ
イ
ト
を
開
設
し
た
。

 

【
1
-
0
6
】
ア
セ

ス
メ
ン
ト
・
ポ
リ
シ
ー
を
大
学
公
式

W
e
b
サ

イ
ト

で
公

開
し

た
。

 

【
1
-
0
6
】

文
部

科
学

省
「

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
に

向
け

た
フ

ェ
ロ

ー
シ

ッ
プ

創
設

事
業

」
を

は
じ

め
、

博
士

後
期

課
程

の
研

究
力

強
化

と
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
支

援
に

資
す

る
取

組
を

実
施

し

た
。

 

【
1
-
0
6
】

国
立

研
究

開
発

法
人

科
学

技
術

振
興

機
構

「
次

世
代

研
究

者
挑

戦
的

研
究

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

に
採

択
さ

れ
た
。
 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
教

学
I
R
デ

ー
タ

を
基
に

、
各

部
局

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

分
析

が
活

発
に

行
わ

れ
、

全
学

的
な

教
育

改
革

に
反

映
さ

れ
て

い
る

。
 

・
博

士
後

期
課

程
の

活
性

化
に

向
け

て
、

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

支
援

の
た

め
の

セ
ミ

ナ
ー

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ

プ
、

外
部

メ
ン

タ
ー

に
よ

る
面

談
の

ほ
か

、
研

究
専

念
支

援
金

や
研

究
奨

励
費

を
支

給
す

る
等

の
取

組

を
行

っ
た

。
 

４  

【
1
-
0
6
】

ア
セ

ス
メ

ン
ト

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
を

定
め

、
方

針
及

び
デ

ー
タ

に
基

づ
く

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
取

組
を
推
進
し
た
。
 

【
1
-
0
6
】

国
立

研
究

開
発

法
人

科
学

技
術

振
興

機
構

「
次

世
代

研
究

者
挑

戦
的

研
究

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

の
支

援
学
生
数
拡
大
が
認
め
ら
れ
た
。
 

―
 

  中
期
計
画
番
号
 

1
-
0
6
 

１
 
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る

た
め

の
措

置
 
（

２
）

教
育

の
実

施
体

制
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
教
育
改
革
を
推
進
す
る
取
組
の
強
化

 

①
全

学
的

な
教
育

改
革
を

一
層
推

進
す
る

た
め
、

平
成

2
8
（

2
01
6
）

年
度

に
受
審

し
た
機

関
別
認

証
評
価

の
結
果

等
を

踏
ま

え
、

教
学

Ｉ
Ｒ

に
基

づ
く

教
育

成
果

の
把

握
・

検
証

を
通

じ
て
、
更
な
る
改
善
に
つ
な
が
る
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
サ

イ
ク

ル
を

展
開

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和
４
年

度
計
画

 
業

務
実

績
 

（
１

）
【

継
続

】
全

学
的

な
教

育
改

革
の

一
層

の
推
進
に
向
け
て

、
教
学

I
R
デ

ー
タ

を
更

に
充

実
さ

せ
る

と
と

も
に

、
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

分
析

を
積

極
的

に
行

う
こ

と
な

ど
に

よ
り

、
分

析
結

果
に

基
づ

く
各

部
局

の
教

育
改

善
を

促

す
。
 

            

（
１
）
デ
ー
タ

分
析

に
基

づ
く

教
育

改
善

に
向

け
た

取
組

 

 
①
教
学

I
R
デ

ー
タ

の
更

な
る

充
実

 

 
＜
取
組
事
項

＞
 

 
 
・
入
試
の

各
科

目
の

得
点

相
関

等
に

関
す

る
新

た
な

分
析

を
行

っ
た

。
 

 
 
・
成
績
分

布
に

関
す

る
分

析
や

卒
業

時
の

学
修

成
果

等
に

関
す

る
分

析
に

つ
い

て
は

過
去

の
分

析
デ

ー
タ

と
の

比
較

を
行

っ
た

。
 

 
＜
成
果
・
効
果

＞
 

 
 
・
新
た
な
分

析
や

過
去

の
分

析
デ

ー
タ

と
の

比
較

等
を

行
っ

た
こ

と
で

、
教

学
I
R
デ

ー
タ

を
更

に
充

実
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

  
②
各
部
局
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
分

析
の

実
施

 

 
＜
取
組
事
項

＞
 

 
 
・
運
営
委

員
会

等
か

ら
の

依
頼

に
基

づ
き

計
3
1
件

の
分

析
を

行
っ

た
。

 

 
 

・
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

の
実

施
方

法
や

設
計

方
法

等
に

関
す

る
ニ

ー
ズ

が
窺

え
た

た
め

、
「

リ
サ

ー
チ

ク
エ

ス
チ

ョ
ン

の
作

り
方

」
や

「
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

の
ポ

イ
ン

ト
」

に

つ
い
て
計

７
本

の
動

画
を

作
成

し
、

オ
ン

デ
マ

ン
ド

セ
ミ

ナ
ー

と
し

て
教

学
I
R
推

進
室

の
W
e
b
サ

イ
ト

に
掲

載
し

た
。

 

 
＜
成
果
・
効
果

＞
 

 
 
・
分
析
結
果

に
つ

い
て

は
、

分
析

依
頼

元
の

部
局

や
委

員
会

だ
け

で
な

く
、

学
長

、
副

学
長

及
び

部
局

長
で

構
成

さ
れ

る
教

学
I
R
委

員
会

に
お

い
て

も
報

告
し

、
全

学
的

な
教
育
改

革
の

推
進

及
び

教
育

改
善

促
進

に
資

す
る

情
報

提
供

を
行

っ
た

。
 

  
 
※
教
学

I
R
：

教
学

I
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
a
l
 
R
e
s
e
a
r
c
h
の

略
。

大
学

の
計

画
策

定
、

意
思

決
定

等
を

支
援

す
る

た
め

の
情

報
を

提
供

す
る

目
的

で
、

教
育

・
学

修
に

関
す

る
デ

ー

タ
を
対
象

と
し

て
調

査
・

分
析

を
行

う
こ

と
。

 

Ⅰ　東京都立大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

　１　教育に関する目標を達成するための措置

－ 82 －



 
 

 
  

 
 

 （
２

）
【

継
続

】
教

育
改

善
へ

と
つ

な
げ

る
サ

イ
ク

ル
の

構
築

に
向

け
て

、
令

和
3

（
2
0
2
1
）

年
度

に
公

表
し

た
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

ポ
リ

シ
ー

に
基

づ
き

学
修

成
果

の
把

握
・

検
証

等
を

実
施

す

る
。

 

    （
３

）
【

拡
充

】
文

部
科

学
省

「
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

に
向

け
た

大
学

フ
ェ

ロ
ー

シ
ッ

プ
創

設
事

業
」

及
び

国
立

研
究

開
発

法
人

科
学

技
術

振
興

機
構

「
次

世
代

研
究

者
挑

戦
的

研
究

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

の
実

施
に

よ
り

、
研

究
力

に
加

え
異

分
野

融
合

・
広

視

野
・

主
体

性
・

国
際

性
を

兼
ね

備
え

た
双

対
型

人
材

を
育

成
す

る
た

め
、

博
士

後
期

課
程

の
研

究
力

強
化

と
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
支

援
の

拡
充

を
図

る
。

 

（
２

）
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

ポ
リ

シ
ー

に
基

づ
く

学
修

成
果

の
把

握
・

検
証

等
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・

ポ
リ

シ
ー

に
基

づ
き

、
機

関
レ

ベ
ル

・
教

育
課

程
レ

ベ
ル

・
科

目
レ

ベ
ル

で
学

士
課

程
に

お
け

る
学

修
成

果
の

把
握

・
検

証
状

況
の

確
認

を
行

っ

た
。

 

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
が

適
切

か
つ

効
果

的
に

行
え

る
よ

う
ア

セ
ス

メ
ン

ト
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

を
定

め
、

方
針

及
び

デ
ー

タ
に

基
づ

く
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

取
組

を
推

進
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
に

定
め

る
学

修
成

果
に

つ
い

て
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

の
デ

ー
タ

等
に

基
づ

く
評

価
及

び
教

育
改

善
の

検
討

・
実

施
が

全
学

的
に

行
わ

れ

た
。

 

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

取
組

状
況

を
一

括
管

理
す

る
こ

と
に

よ
り

、
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

等
ご

と
の

課
題

・
改

善
に

係
る

学
内

の
情

報
共

有
が

可
能

と
な

っ
た

。
 

 

（
３

）
博

士
後

期
課

程
の

研
究

力
強

化
と

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

支
援

の
拡

充
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
フ

ェ
ロ

ー
シ

ッ
プ

創
設

事
業

に
お

い
て

3
0
人

、
次

世
代

研
究

者
挑

戦
的

研
究

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

お
い

て
2
1
人

の
博

士
後

期
課

程
学

生
に

研
究

専
念

支
援

金
及

び
研

究
奨

励

費
を

支
給

し
た

。
 

・
博

士
後

期
課

程
の

研
究

力
を

強
化

す
る

た
め

、
ト

ッ
プ

レ
ベ

ル
若

手
研

究
者

養
成

事
業

で
あ

る
日

本
学

術
振

興
会

特
別

研
究

員
申

請
の

支
援

体
制

を
構

築
し

た
。

 

・
研

究
力

向
上

及
び

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

形
成

を
支

援
す

る
た

め
、

博
士

後
期

課
程

学
生

向
け

に
、

セ
ミ

ナ
ー

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

、
外

部
メ

ン
タ

ー
に

よ
る

面
談

を
実

施
し

た
。

 

・
次

世
代

研
究

者
挑

戦
的

研
究

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

支
援

学
生

数
拡

大
の

申
請

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
日

本
学

術
振

興
会

特
別

研
究

員
申

請
支

援
を

4
5
件

実
施

し
、

博
士

後
期

課
程

学
生

５
人

が
特

別
研

究
員

に
採

用
さ

れ
、

自
由

な
発

想
の

下
に

主
体

的
に

研
究

に
取

り
組

め
る

環
境

の
構

築
に

つ
な

が
っ

た
。

 

・
セ

ミ
ナ

ー
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
、

外
部

メ
ン

タ
ー

に
よ

る
面

談
等

に
延

べ
3
6
1
人

の
博

士
後

期
課

程
学

生
が

参
加

し
、

専
門

分
野

を
超

え
た

異
分

野
と

の
交

流
に

必
要

な

広
い

視
野

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

及
び

主
体

性
を

獲
得

す
る

こ
と

で
、

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

支
援

が
図

ら
れ

た
。

 

・
次

世
代

研
究

者
挑

戦
的

研
究

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

支
援

学
生

数
拡

大
が

認
め

ら
れ

、
採

択
時

の
2
0
人

か
ら

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

2
1
人

、
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

3
0
人

の

支
援

が
可

能
と

な
っ

た
。
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大大
項項

目目
番番

号号
  

３３
  

教教
育育

のの
実実

施施
体体

制制
等等

  
【

学
修

支
援

環
境

の
整

備
、

教

育
の
質
の
改
善
】
 

１
 
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

教
育

の
実

施
体

制
等

に
関

す
る

目
標

を
達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

（
中
期
目
標
）
 

○
学
生
が
「
本
物
の
考
え
る
力

」
を

身
に

付
け

る
た

め
、

授
業

外
学

修
の

充
実

・
支

援
等

、
学

生
の

主
体
的

な
学

び
を

支
援

す
る

環
境

を
整

備
す

る
。

 
 

○
大
学
の
教
育
改
革
の
方
針
や

、
効

果
的

な
教

育
手

法
等

を
教

職
員

が
共

有
し

、
教

育
の

質
を

更
に

高
め
て

い
く

た
め

の
組

織
的

な
取

組
を

強
化

す
る

。
 

 

中
期
計
画
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
 

自
己

評
価
 

（
２
）
教
育
の
実
施
体
制
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の

措
置

 

◇
学
修
支
援
環
境
の
整
備
 

【
1
-
0
7
】

◆
②

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

ペ
ー

ス
や

大
学

院
生

の
研

究

ス
ペ

ー
ス

の
充

実
、

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

活
用

し
た

学
習

環
境

の
構

築
な

ど
、

学
生

一
人

ひ
と

り
が

快
適

で
充

実
し

た
学

生
生

活
を

送
る

こ
と
が
で
き
る
キ
ャ
ン
パ
ス
学
修
環
境
を
整
備

・
拡

充
す

る
。

 

   ◇
教
育
の
質
の
改
善
 

【
1
-
0
8
】

◆
③

Ｆ
Ｄ

活
動

へ
の

積
極

的
な

参
加

を
促

す
仕

組
み

の
構

築
、

大

学
院

に
お

け
る

Ｆ
Ｄ

の
充

実
な

ど
、

Ｆ
Ｄ

活
動

の
更

な
る

活
性

化
に

よ
り

教
育

改
革

の
全

学
的

推
進

及
び

教
育

の
質

の
更

な
る

向
上
を
図
る
。
 

     【
1
-
0
9
】

④
教

育
改

善
に

つ
な

が
る

制
度

と
し

て
、

四
半

期
制

度
を

導
入

で

き
る

体
制

を
【

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

以
降

】
順

次
整

備
す

る

と
と

も
に

、
科

目
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
を

【
平

成
3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

以
降
】
順

次
導
入
す
る
。
 

  【
1
-
0
7
】

ラ
ー

ニ
ン

グ
・

コ
モ

ン
ズ

に
お

い
て

は
、

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
予

約
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
ル

ー
ム

の
空

調
・

防
音

化

工
事

を
実

施
す

る
な

ど
、

利
用

者
の

利
便

性
の

向
上

を
図

っ
て

き
た

。
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

ス
ペ

ー
ス

の
充

実
、

各
種

シ
ス

テ
ム

の
更

新
を

す
る

と
と

も
に

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
等

の
突

発
的

な
状

況
変

化
に

も
迅

速

に
対

応
し

た
こ

と
に

よ
り

、
快

適
な

キ
ャ

ン
パ

ス
学

修
環

境
の

提
供

に
寄

与
し

た
。

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

顕
在

化
し

た

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
係

る
課

題
に

つ
い

て
高

速
回

線
へ

切
り

替
え

る
な

ど
抜

本
的

な
見

直
し

を
完

遂
す

る
と

と
も

に
、

学

生
へ

の
W
i
-
F
i
ル

ー
タ

ー
及

び
ノ

ー
ト

P
C
の

貸
出

し
や

、
大

学
教

育
等

の
デ

ジ
タ

ラ
イ

ゼ
ー

シ
ョ

ン
の

礎
と

な
る

全

学
的

な
共

通
情

報
イ

ン
フ

ラ
と

し
て

統
合

認
証

基
盤

整
備

に
着

手
し

た
。

 

 【
1
-
0
8
】

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
を

推
進

す
る

と
い

う
教

育
改

革
の

方
針

に
基

づ
き

、
毎

年
F
D

の
研

修
・

セ
ミ

ナ
ー

を
複

数
回

開
催

し
、

大
人

数
授

業
に

お
け

る
学

生
へ

の
効

果
的

な
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

方
法

や
学

修
成

果
の

可
視

化
に

係
る

ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
等

に
関

す
る

手
法

や
取

組
事

例
を

紹
介

し
、

授
業

改
善

に
役

立
つ

情
報

を
広

く
提

供
し

た
。

そ
の

他
、

平

成
2
9
（

2
0
1
7
）

～
令

和
元

（
2
0
1
9
）

年
度

に
開

催
し

た
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

セ
ミ

ナ
ー

や
T
A
の

効
果

的
な
活

用
方

法
等

の
講

義
に

つ
い

て
、

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

k
i
b
a
c
o

に
よ

る
動

画
配

信
を

開
始

し
た

ほ
か

、
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

に
は

、
オ

ン
ラ

イ
ン

授
業

を
円

滑
に

実
施

で
き

る
よ

う
、

ノ
ー

ト
ア

プ
リ

ツ
ー

ル
の

効
果

的
な

活
用

方

法
を

紹
介

す
る

等
、

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
等

の
新

た
な

授
業

実
施

方
法

の
実

践
に

役
立

つ
オ

ン
ラ

イ
ン

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催

し
た

。
 

 【
1
-
0
9
】

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

か
ら

四
半

期
授

業
を

実
施

で
き

る
学

年
暦

を
導

入
し

、
各

部
局

で
の

四
半

期
授

業
の

試
行

を
経

て
、

四
半

期
制

度
を

導
入

で
き

る
体

制
を

整
え

た
。

ま
た

、
科

目
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

に
導

入
方

針
を

定
め

、
平

成
3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

以
降

順
次

導
入

し
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

時
点

で
は

全
学

共

通
科

目
及

び
４

部
局

、
各

副
専

攻
が

導
入

し
た

。
 

Ｂ
 

  

第
三
期
中
期
目
標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
F
D
活
動
に
つ
い
て

、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を

受
け

な
が

ら
も

、
F
D
関

連
セ

ミ
ナ

ー
の

オ
ン

ラ
イ

ン
開

催
、

学
生

の
発

表
機

会
や

座
談

会
の

設
定

等
の

工
夫

に
よ

り
、

活
動

が
順

調
に

活
性

化
し

て
い

る
。
 

・
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
改
善

や
図

書
の

郵
送

貸
出

等
の

遠
隔

サ
ー

ビ
ス

に
取

り
組

ん
だ

こ
と

に
よ

り
、

学
生

の
学

び
の

継
続

を
支

援
で

き
た

こ
と

は
も

と
よ

り
、

新
た

な
リ

モ
ー

ト
型

学

習
環
境
の
整
備
が
進
ん
だ
。
 

・
F
D
関
連
セ
ミ
ナ
ー

に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
実

施
方

法
・

内
容

上
の

様
々

な
工

夫
が

図
ら

れ
た

。
今

後
も

そ
う

し
た

工
夫

を
生

か
し

、
参

加
規

模
・

内
容

と
も

に
拡

充
さ

れ
て

い
く

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

・
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は
、
今
後
、
対
面
を
中
心
と
す
る

授
業

形
態

に
戻

っ
た

と
し

て
も

、
有

効
に

活
用

さ
れ

、
学

修
の

更
な

る
充

実
が

図
ら

れ
る

こ
と

を
期

待
す

る
。
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認
証
評
価
 

機
関
の
評
価
 

［
認

証
評

価
機

関
］

独
立

行
政

法
人

大
学

改
革

支
援

・
学

位
授

与
機

構
［

受
審

年
度

］
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

［
評

価
対

象
期

間
］

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

～
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

［
認

証
評

価
の

種

類
］
機

関
別
認
証
評
価
 

○
大
学
評
価
基
準
の
う
ち
「
満
た
し
て
い
る
」
と
評
価
さ
れ
た
基
準
：
 

・
基
準
２
－
５
 
組
織
的
に
、
教
員
の
質
及
び
教
育
研
究
活
動
を
支
援
又
は
補
助
す
る
者
の
質
を
確
保
し
、
さ
ら
に
そ
の
維
持
、
向
上
を
図
っ
て
い
る
こ
と
 

・
基
準
４
－
１
 
教
育
研
究
組
織
及
び
教
育
課
程
に
対
応
し
た
施
設
及
び
設
備
が
整
備
さ
れ
、
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
 

・
基
準
６
－
５
 
学
位
授
与
方
針
に
則
し
て
、
適
切
な
履
修
指
導
、
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
 

  

年
度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
1
-
0
8
】
F
D
委

員
会
所
管
の
各
種
セ
ミ
ナ
ー
を
８
回
開

催
し

た
。

(
平

成
2
8
年

ま
で

の
平

均
値

の
約

2
.
7

倍
)
 

【
1
-
0
9
】
四
半

期
授
業
を
実
施
で
き
る
学
年
暦
を
導
入

し
、

３
部

局
に

お
い

て
試

行
し

た
。

 

【
1
-
0
9
】
全
学

共
通
科
目
に
お
い
て
科
目
ナ
ン
バ
リ
ン

グ
附

番
を

行
っ

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
学

長
に

よ
る

F
D
活

動
へ

の
積

極
的

な
参

加
要

請
に

よ
っ

て
、

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
回

数
が

拡
大

す
る

と
と

も
に

、
教

員
の

参
加

者
数

も
過

去
5
年

間
の

平
均

か
ら

6
1
％

増
と

、
大

き
く

増
加

し
て

い
る

。
 

・
F
D
活

動
と

し
て

ア
ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

手
法

紹
介

セ
ミ
ナ

ー
を

取
り

入
れ

た
こ
と

は
優

れ
た

発
想

で
あ

る
。

 

3
0  

【
1
-
0
8
】
F
D
関
連
の
セ
ミ
ナ
ー
を
過
去
５
年
間
の
平
均
値

の
４

倍
と

な
る

1
6
回

開
催

し
、

参
加

教
員

数
が

過
去
５
年
間
の
平
均
値
の
約

2
.
5
倍
と
な
る

3
2
2
名

と
な

っ
た

。
 

【
1
-
0
9
】
５
部
局
に
お
い
て
四
半
期
授
業
を
試
行
し
た
。

 

【
1
-
0
9
】
科
目
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
を
記
載
し
た
「
2
0
1
8
年
度

履
修

の
手

引
」

及
び

「
2
0
1
8
年

度
シ

ラ
バ

ス
」

を
学
部
１
年
生
に
配
布
し
、
周
知
を
図
っ
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
F
D
活

動
に

お
い

て
、

セ
ミ

ナ
ー

開
催

数
、

参
加

人
数

と
も

平
成

2
9
年

度
の

成
果

を
更

に
伸

長
さ

せ
た

。
 

・
試

験
的

に
導

入
し

た
四

半
期

授
業

を
実

施
で

き
る

学
年

暦
や

科
目

ナ
ン

バ
リ

ン
グ

の
成

果
の

分
析

が
期

待
さ

れ
る

。
 

元  

【
1
-
0
8
】
F
D
関

連
の
セ
ミ
ナ
ー
の
合
計
開
催
数
は
過
去

５
年

間
の

平
均

７
回

の
約

2
.
8
倍

と
な

る
2
0
回

、

セ
ミ
ナ
ー
参
加
教
員
数
は
過
去
５
年
間
の
平

均
1
7
0
名

の
約

1
.
8
倍

と
な

る
3
0
8
名

と
な

っ
た

。
 

【
1
-
0
8
】
ア

ク
テ

ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ

ン
グ
セ

ミ
ナ
ー

や
T
A

の
効
果

的
な
活

用
方
法

等
の

講
義
に
つ

い
て
、

e

ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

k
i
b
a
c
o
に
よ
る
動
画
配

信
を

開
始

し
た

。
 

【
1
-
0
9
】
新
た

に
４
つ
の
学
部
に
お
い
て
四
半
期
授
業

を
試

行
し

た
。

 

【
1
-
0
9
】

履
修

の
手

引
、

シ
ラ

バ
ス

及
び

事
務

情
報

シ
ス

テ
ム

で
科

目
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
を

活
用

で
き

る
環

境
を
整
え
た
。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
F
D
関

連
セ

ミ
ナ

ー
の
参

加
者

が
昨

年
度

に
引

き
続

き
3
0
0
人

を
超

え
て

お
り

、
全

学
的

に
取

組
が

推
進

さ
れ

て
い

る
。

 

２ 

【
1
-
0
7
】
オ

ン
ラ

イ
ン
授

業
に
よ

る
ア
ク

セ
ス
増

加
へ
の

対
応
の

た
め
、

k
i
b
a
co

の
シ

ス
テ

ム
改

善
を

実

施
し
た
。
 

【
1
-
0
7
】
郵
送

に
よ
る
図
書
の
貸
出
及
び
複
写
サ
ー
ビ
ス

を
新

た
に

立
ち

上
げ

、
実

施
し

た
。

 

【
1
-
0
8
】

F
D
関

連
セ

ミ
ナ

ー
を
主

に
オ
ン

ラ
イ
ン

で
開
催

し
、
当

日
の
欠

席
者
に

は
そ
の

動
画
を

配
信

し

た
こ

と
で
、
参
加
者
数
が
増
加
し
た
（
延
べ

9
4
4
名

）
。
 

【
1
-
0
8
】
F
D
に
関
す
る
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
を

W
e
b
化
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
、

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
を

滞
り

な
く

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
ｅ

ラ
ー

ニ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
「

ki
b
a
c
o
」

の
サ

ー
バ

ー
を

増
強

す
る

こ
と

で
、

令
和

元
年

度
と

比
較

し
て

３
～

４
倍

の

利
用

実
績

と
な

る
中

、
停

止
す

る
こ

と
な

く
安

定
的

に
稼

働
さ

せ
た

。
 

・
郵

送
に

よ
る

図
書

貸
出

及
び

複
写

サ
ー

ビ
ス

を
新

設
し

、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る
学

生
や

教
員

の
教

育
研

究
活

動
の

支
援

の
充

実
を

図
っ

た
。

 

・
F
D
関

連
セ

ミ
ナ

ー
を
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
実

施
し

た
こ

と
に
よ

り
、

非
常

勤
講

師
を
は

じ
め

、
参

加
者

数
が

大
幅

に
増

加
し

た
。

ま
た

、
セ

ミ
ナ

ー
に

お
い

て
、

初
め

て
学

生
に

よ
る

発
表

を
取

り
入

れ
る

と

と
も

に
、

学
生
か

ら
の

意
見

を
聞

く
機

会
を

設
け

る
な

ど
、

F
D
活

動
に

関
す

る
様

々
な

工
夫

が
な

さ
れ

た
。
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３ 

【
1
-
0
7
】
国
内
外
の
教
育
機
関
や
研
究
機
関
に
お
け
る
無

線
L
A
N
の

相
互

利
用

を
実

現
す

る
e
d
u
r
o
a
m
の

利
用
環
境
を
整
備
し
た
。
 

【
1
-
0
8
】
公
立

大
学
協
会
と
共
催
で
、
職
員
を
対
象
と

し
た

教
務

事
務

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
F
D
・

S
D
セ

ミ
ナ

ー
の
実

施
に

当
た

り
、

企
業

の
採

用
担

当
者

や
卒

業
生

を
講

師
に

招
い

た
。

ま
た

、
3
8
 

大
学

 
9
2
 
名

の
参

加
者

を
得

て
大

学
間

の
情

報
交

換
や

教
務

関
連

の
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

を
用

い
た

グ
ル

ー
プ

セ
ッ

シ
ョ

ン
を

行
う

等
、

F
D
・

S
D
の

更
な

る
活

性
化

に
向

け
た

工
夫

が
な

さ
れ

た
。

 

・
F
D
セ

ミ
ナ

ー
へ

の
参
加

者
数

増
加

に
向

け
た

取
組

を
期

待
す

る
。

 

４  

【
1
-
0
7
】

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
回

線
を

高
速

回
線

へ
切

り
替

え
る

と
と

も
に

S
I
N
E
T

仮
想

専
用

線
を

利
用

し
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
確
保
さ
れ
た
接
続
環
境

を
整

備
し

た
。

 

【
1
-
0
7
】
全
学
的
な
共
通
情
報
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、
統

合
認

証
基

盤
整

備
に

着
手

し
た

。
 

 
―

 

    中
期
計
画
番
号
 

1
-
0
7
 

１
 
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

教
育

の
実

施
体

制
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
学
修
支
援
環
境
の
整
備
 

②
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

ス
ペ

ー
ス

や
大

学
院

生
の

研
究

ス
ペ

ー
ス

の
充

実
、

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

活
用

し
た

学
習

環
境

の
構

築
な

ど
、

学
生

一
人

ひ
と

り
が

快
適

で
充

実
し

た
学

生
生

活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
キ
ャ
ン
パ
ス

学
修

環
境

を
整

備
・

拡
充

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＳＳ
  

 

 

令
和
４
年

度
計
画

 
業

務
実

績
 

（
１

）
【

拡
充

】
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
、

快

適
で

充
実

し
た

学
生

生
活

を
送

る
こ

と
が

で
き

る
キ

ャ
ン

パ
ス

学
修

環
境

の
整

備
・

拡
充

に
向

け
て

、
教

育
研

究
用

途
の

各
種

シ
ス

テ
ム

更
新

、
Ｐ

Ｃ
教

室
の

シ
ス

テ
ム

更
新

及
び

環
境

整
備

、
ラ

ー
ニ

ン
グ

・
コ

モ
ン

ズ
の

利
便

性
の

更
な

る
向

上
に

向
け

た
取

組
な

ど
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

学
内

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
強

化
等

教
育

研
究

の
基

盤
と

な
る

イ
ン

フ
ラ

整
備

を
進

め
る

と
と

も
に

、
大

学
教

育
の

デ
ジ

タ
ラ

イ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

推
進

に
努

め

る
。
 

（
１
）
キ
ャ
ン
パ

ス
学

修
環

境
の

整
備

・
拡

充
【

特
記

事
項

Ⅰ
-
３

参
照

】
 

（
特
記
事
項
の
ポ

イ
ン

ト
）

 

 
・
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け

る
オ

ン
ラ

イ
ン

授
業

で
の

経
験

を
シ

ス
テ

ム
改

修
に

反
映

さ
せ

る
た

め
、

学
生

、
教

員
に

対
し

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

の
大

規
模

な
ア

ン
ケ

ー
ト
調
査
を

行
い

、
そ

の
結

果
に

基
づ

き
改

修
し

た
。

 

 
・
学
修
環

境
を

更
に

充
実

さ
せ

る
た

め
、

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

の
情

報
処

理
教

室
を

運
営

す
る

た
め

に
必

要
と

な
る

サ
ー

バ
ー

等
の

機
器

類
や

貸
出

用
ノ

ー
ト

P
C
を

更
新

し

た
。
 

 
・
利
用
者
ア
ン

ケ
ー

ト
に

基
づ

き
ラ

ー
ニ

ン
グ

・
コ

モ
ン

ズ
を

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

し
、

感
染

予
防

対
策

を
講

じ
た

上
で

利
用

を
再

開
し

た
。

 

 
・

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

顕
在

化
し

た
回

線
逼

迫
を

受
け

て
、

都
立

大
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
回

線
を

高
速

回
線

へ
切

り
替

え
る

と
と

も
に

、
国

立
情

報
学

研
究

所
が

提
供

す
る

S
I
N
E
T
仮
想

専
用

線
を

利
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

法
人

全
体

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

セ
キ

ュ
ア

に
接

続
で

き
る

環
境

を
整

え
た

。
 

・
大
学
の
基
盤

シ
ス

テ
ム

で
あ

る
教

育
研

究
用

情
報

シ
ス

テ
ム

を
再

構
築

し
、

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
度

か
ら

の
全

学
展

開
に

向
け

て
稼

働
を

開
始

し
た

。
 

 
・
大
学
教
育
の

デ
ジ

タ
ラ

イ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

に
関

す
る

今
後

の
あ

る
べ

き
姿

に
つ

い
て

検
討

し
、

全
学

的
な

共
通

情
報

イ
ン

フ
ラ

と
し

て
統

合
認

証
基

盤
整

備
に

着
手

し
た

。
 

 
・
コ
ロ
ナ
禍
以

降
、

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

に
関

す
る

問
合

せ
が

飛
躍

的
に

増
え

た
こ

と
を

受
け

、
問

合
せ

に
自

動
応

答
す

る
チ

ャ
ッ

ト
ボ

ッ
ト

シ
ス

テ
ム

を
構

築
し

た
。
 

 

 

  

Ⅰ　東京都立大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

　１　教育に関する目標を達成するための措置

－ 86 －



 
 

 
  

 
 

 中
期

計
画

番
号

 

1
-
0
8

 
◇

教
育

の
質

の
改

善
 

③
Ｆ

Ｄ
活

動
へ

の
積

極
的

な
参

加
を

促
す

仕
組

み
の

構
築

、
大

学
院

に
お

け
る

Ｆ
Ｄ

の
充

実
な

ど
、

Ｆ
Ｄ

活
動

の
更

な
る

活
性

化
に

よ
り

教
育

改
革

の
全

学
的

推
進

及
び

教
育

の
質

の

更
な

る
向

上
を

図
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
全

学
と

部
局

の
F
D
活

動
の

連
携

を
強

化
し

、
部

局
F
D

の
更

な

る
活

性
化

を
図

る
と

と
も

に
、

学
修

者
本

位
の

教
育

を
提

供
す

る
た

め
の

教
授

法
に

か
か

る
必

要
な

知
識

・
技

能
等

を
身

に
付

け
ら

れ
る

よ
う

F
D

関
連

セ
ミ

ナ
ー

を
企

画
・

開
催

す

る
。

 

（
１

）
F
D
活

動
の

活
性

化
 

①
全

学
と

部
局

の
F
D
活

動
の

連
携

強
化

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
全

学
F
D
委

員
会

を
通

じ
て

各
部

局
F
D
の

課
題

や
要

望
等

を
共

有
し

、
部

局
独

自
セ

ミ
ナ

ー
等

の
開

催
を

推
進

し
た

ほ
か

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

実
施

に
よ

り
各

部
局

に
お

け
る

教
育

改
善

の
取

組
を

後
押

し
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
F
D
関

連
の

セ
ミ

ナ
ー

を
2
2
回

開
催

し
た

。
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

に
比

べ
部

局
独

自
セ

ミ
ナ

ー
が

増
加

（
４

部
局

で
計

７
回

実
施

）
し

、
部

局
F
D
の

活
性

化
が

見
ら

れ
た

。
 

 

②
学

修
者

本
位

の
教

育
を

提
供

す
る

た
め

の
F
D
関

連
セ

ミ
ナ

ー
の

企
画

・
開

催
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
F
D
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

し
、

e
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

を
活

用
し

た
学

修
支

援
と

教
育

改
善

の
先

行
事

例
を

紹
介

し
た

ほ
か

、
都

立
大

の
教

育
改

革
推

進
事

業
に

お
い

て
学

修
成

果
の

可
視

化
に

取
り

組
ん

で
い

る
事

例
を

共
有

す
る

こ
と

に
よ

り
、

学
修

到
達

度
の

可
視

化
や

教
育

効
果

や
シ

ス
テ

ム
構

築
の

課
題

等
を

全
学

で
共

有
す

る
場

を
提

供

し
た

。
（

図
表

1
-
0
8
-
1
）

 

-
テ

ー
マ

 
：
「

学
生

の
成

長
実

感
に

繋
が

る
学

修
成

果
の

可
視

化
と

は
」

 

-
開

催
日

 
：

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
６

月
2
7
日

 

-
基

調
講

演
：
「

可
視

化
す

る
の

は
学

修
成

果
だ

け
？

～
学

習
と

教
育

の
改

善
を

支
援

す
る

た
め

の
、

大
阪

公
立

大
学

の
仕

組
み

を
例

に
～

」
 

（
講

師
：

星
野

聡
孝

 
氏

（
大

阪
公

立
大

学
高

等
教

育
研

究
開

発
セ

ン
タ

ー
副

セ
ン

タ
ー

長
）
）

 

・
教

育
力

向
上

F
D
セ

ミ
ナ

ー
で

は
、
「

学
生

へ
の

効
果

的
な

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
と

は
」

を
テ

ー
マ

に
、

大
規

模
授

業
に

お
け

る
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

の
工

夫
や

、
盗

用
・

剽
窃

チ
ェ

ッ
ク

ツ
ー

ル
の

機
能

が
付

加
さ

れ
た

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

支
援

ツ
ー

ル
の

効
果

的
な

使
い

方
等

、
誰

も
が

授
業

で
実

践
で

き
る

テ
ク

ニ
ッ

ク
を

紹
介

し
た

。
（

図
表

1
-

0
8
-
2
、

図
表

1
-
0
8
-
3
）

 

・
学

生
参

加
型

F
D
と

し
て

、
授

業
に

関
す

る
要

望
や

授
業

外
学

習
の

実
態

、
学

内
で

検
討

し
て

い
る

新
た

な
制

度
等

に
つ

い
て

学
生

と
教

職
員

が
意

見
交

換
を

す
る

「
学

生
懇

談
会

」
を

実
施

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
F
D
セ

ミ
ナ

ー
、

教
育

力
向

上
F
D
セ

ミ
ナ

ー
と

も
に

、
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

参
加

教
員

の
９

割
以

上
が

内
容

に
満

足
し

た
と

回
答

し
て

お
り

、
学

修
成

果
の

可
視

化
や

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
の

重
要

性
を

効
果

的
に

伝
え

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
学

生
懇

談
会

に
お

い
て

、
学

生
と

教
務

を
担

う
教

職
員

と
の

意
見

交
換

が
活

発
に

行
わ

れ
、

新
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

対
す

る
要

望
や

新
た

な
教

育
支

援
制

度
に

対
す

る
意

見
等

、
学

修
者

本
位

の
教

育
を

提
供

す
る

た
め

教
育

改
善

に
つ

な
が

る
意

見
を

得
る

機
会

と
な

っ
た

。
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【
図
表
1
-
0
8
-
1
　
学
内
取
組
事
例
発
表
数
】

（
単

位
：
件

）

内
容

2
9
年
度

3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

授
業
改
善
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
掲
載
数

1
1

－
－

-
-

-
F
D
セ
ミ
ナ
ー
・
A
L
セ
ミ
ナ
ー
等
の
事
例
発
表

3
3

7
5

6
6

教
育
改
革
推
進
事
業
成
果
報
告
会
発
表

－
－

6
8

5
3

F
D
レ
ポ
ー
ト
「
S
tu
d
y
+
」
掲
載
数

2
2

2
2

1
1

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
サ
ポ
ー
ト
ペ
ー
ジ
（
教
員
）

－
－

－
2
0

2
-

合
計

1
6

5
1
5

3
5

1
4

1
0

※
授

業
改

善
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
と
は

以
下

の
刊

行
物

の
こ
と
を
指

す
。

 
  

【
図

表
1
-
0
8
-
2
　
F
D
関

連
セ
ミ
ナ

ー
開

催
数

（
延

べ
）
】

（
単

位
：
回

）

セ
ミ
ナ

ー
名

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３
年

度
４
年

度
新

任
教

員
F
D
研

修
1

1
1

2
2

2
F
D
・
S
D
セ
ミ
ナ

ー
1

1
1

1
1

-
F
D
セ
ミ
ナ
ー

1
1

1
1

1
2

A
L
セ
ミ
ナ

ー
5

5
3

-
-

-
教

育
力

向
上

F
D
セ
ミ
ナ

ー
-

-
1

2
2

2
教

育
改

革
推

進
事

業
成

果
報

告
会

-
-

1
1

1
1

部
局

F
D
セ
ミ
ナ

ー
-

3
8

3
6

9
そ
の
他

F
D
関

連
セ
ミ
ナ

ー
-

5
4

4
1
1

6

合
計

8
1
6

2
0

1
4

2
4

2
2

過
去

５
年

間
の
平

均
値

1
6

 
  

【
図

表
1
-
0
8
-
3
　
Ｆ
Ｄ
関

連
セ
ミ
ナ

ー
参

加
教

員
数

（
延

べ
）
】

（
単

位
：
名

）

セ
ミ
ナ

ー
名

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３
年

度
４
年

度
新

任
教

員
F
D
研

修
2
5

2
9

1
9

4
1

2
0

2
9

F
D
・
S
D
セ
ミ
ナ

ー
6
4

3
4

2
8

1
8
4

7
9

-
F
D
セ
ミ
ナ

ー
4
1

5
0

2
8

3
0
2

1
8
4

8
4

A
L
セ
ミ
ナ

ー
5
5

7
6

4
0

-
-

-
教

育
力

向
上

F
D
セ
ミ
ナ

ー
-

-
5

1
6
0

5
9

5
4

教
育

改
革

推
進

事
業

成
果

報
告

会
-

-
2
8

3
0

4
4

2
8

部
局

F
D
セ
ミ
ナ

ー
-

7
4

1
2
7

1
2
1

2
1
0

1
8
0

そ
の
他

F
D
関

連
セ
ミ
ナ

ー
-

5
9

3
3

1
0
6

1
6
6

6
6

合
計

1
8
5

3
2
2

3
0
8

9
4
4

7
6
2

4
4
1

過
去

５
年

間
の
平

均
値

※
令

和
２
（
2
0
2
0
）
年

度
は

主
に
オ
ン
ラ
イ
ン
形

式
に
よ
り
実

施

5
0
4
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 中
期

計
画

番
号

 

1
-
0
9

 
④

教
育

改
善

に
つ

な
が

る
制

度
と

し
て

、
四

半
期

制
度

を
導

入
で

き
る

体
制

を
【

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

以
降

】
順

次
整

備
す

る
と

と
も

に
、

科
目

ナ
ン

バ
リ

ン
グ

を
【

平
成

30

（
2
0
1
8
）

年
度

以
降

】
順

次
導

入
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

――
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

年
度

計
画

な
し

 
（

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

に
達

成
済

み
）
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大大
項項

目目
番番

号号
  

４４
  

学学
生生

へへ
のの

支支
援援

 

１
 
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

３
）

学
生

へ
の

支
援

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す
る

た
め

の
措

置
 

（
中
期
目
標
）
 

○
学
生
が
学
修

・
研
究
、
更
に

は
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

の
課

外
活

動
で

充
実

し
た

学
生

生
活

を
送

る
こ

と
が
で

き
る

よ
う

、
心

身
の

健
康

支
援

や
経

済
的

支
援

を
含

め
、

支
援

体
制

や
仕
組
み

の
充
実
を
図
る
。
 

○
障
害
の
あ
る
学
生
等
、
多
様

な
背

景
や

ニ
ー

ズ
を

持
つ

学
生

が
、

い
ず

れ
も

安
心

し
て

学
生

生
活

を
送
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
そ

れ
ぞ

れ
の

学
生

の
状

況
に

応
じ

た
支

援
を

行
う

。
 

○
学
生
が
自
ら

目
指
す
べ
き
将

来
像

を
明

確
に

し
、

そ
の

実
現

に
向

け
、

計
画

的
な

学
修

や
適

切
な

進
路
選

択
が

で
き

る
よ

う
、

卒
業

生
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

も
活

用
し

な
が

ら
、

入
学
時
か

ら
一
貫
し
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
支

援
を

行
う

。
 

 

中
期
計
画
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
 

自
己

評
価
 

（
３
）
学
生
へ
の
支
援
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

 

◇
支
援
体
制
の
充
実
等
 

【
1
-
1
0
】

①
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

関
す

る
情

報
提

供
や

相
談

支
援

を
充

実
す

る

こ
と

に
よ

り
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
対

す
る

学
生

の
意

識
醸

成
を

図

る
と

と
も

に
、

近
隣

の
地

域
や

大
学

、
自

治
体

等
と

連
携

し
て

課

外
活

動
と

し
て

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
を

支
援

す
る

。
ま

た
、

独

自
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
す
る
な

ど
、

東
京

2
0
2
0

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

競
技

大
会

に
お

け
る

ボ
ラ

ン

テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
資
す
る
活
動
を
実
施
す

る
。

 

     【
1
-
1
1
】

②
課

外
活

動
に

お
け

る
指

導
者

や
顧

問
の

位
置

付
け

を
明

確
化

す

る
と

と
も

に
、

教
員

が
顧

問
に

就
任

し
や

す
い

環
境

を
整

備
す

る

な
ど
、
課

外
活
動
へ
の
十
分
な
支
援
を
図
る
。
 

 

       【
1
-
1
2
】

◆
③

健
康

支
援

セ
ン

タ
ー

の
組

織
体

制
の

見
直

し
や

、
医

務
室

と

学
生

相
談

室
と

の
連

携
の

一
層

の
強

化
に

よ
り

、
健

康
支

援
を

充
実

さ
せ

る
。

健
康

診
断

受
診

率
に

つ
い

て
は

、
【

9
0
%
】

を
達

成
す
る
。

 

     

  【
1
-
1
0
】
・

東
京

2
0
2
0
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
競

技
大

会
を

契
機

と
し

た
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

対
す

る
学

生
の

意
識

醸

成
と

維
持

に
向

け
、

近
隣

地
域

や
自

治
体

と
連

携
し

、
近

隣
の

小
学

校
や

保
育

園
等

に
お

い
て

、
様

々
な

活
動

機
会

を
提

供
し

、
毎

年
1
5
0
人

程
度

の
学

生
が

参
加

し
た

。
ま

た
、

実
践

的
な

活
動

と
学

習
を

連
動

さ
せ

た
都

立
大

独
自

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
地

域
と

ス
ポ

ー
ツ

）
を

企
画

・
開

催
し

、
延

べ
2
5
5

人
の

学
生

が
参

加
し

た
。

こ

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
通

じ
て

、
卒

業
後

も
社

会
課

題
の

解
決

に
向

け
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
発

揮
で

き
る

よ
う

な
学

生
の

育
成

に
取

り
組

ん
だ

。
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
リ

ー
ダ

ー
の

育
成

に
関

し
て

は
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

参
加

す
る

学
生

が
１

年
目

は
「

参
加

」
、

２
年

目
は

サ
ポ

ー
タ

ー
と

し
て

「
参

画
」
、

３
年

目
は

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
「

創
造

」
と

い
う

、
３

段
階

の
ス

テ
ッ

プ
を

経
て

成
長

で
き

る
よ

う
な

取
組

を
行

っ
た

。
 

・
そ

の
他

、
令

和
元

（
2
0
1
9
）

年
1
0
月

に
は

、
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
通

し
て

荒
川

地
区

と
の

連
携

を
強

化
し

、
活

動
を

行

う
学

生
に

対
す

る
継

続
的

支
援

や
教

職
員

と
の

連
携

を
実

施
し

て
い

く
拠

点
と

す
る

た
め

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
に

も
ボ

ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

を
開

設
し

た
。

 
 【

1
-
1
1
】
・

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

か
ら

開
始

し
た

提
案

公
募

方
式

の
課

外
活

動
支

援
制

度
に

よ
り

、
大

学
の

知
名

度
・

ブ
ラ

ン

ド
力

向
上

に
つ

な
が

る
よ

う
な

目
標

を
掲

げ
た

団
体

に
支

援
を

行
い

、
人

力
飛

行
機

や
ロ

ボ
コ

ン
に

取
り

組
む

課
外

活
動

団
体

が
全

国
的

な
大

会
で

好
成

績
を

挙
げ
る

等
、

一
定

の
効

果
が

あ
っ

た
。

 

・
課

外
活

動
に

お
け

る
顧

問
制

度
の

統
一

化
も

視
野

に
学

生
か

ら
意

見
聴

取
を

行
っ

た
が

、
調

査
の

結
果

、
顧

問
の

必
要

性
や

求
め

ら
れ

る
役

割
は

様
々

で
あ

り
、

一
律

の
制

度
は

馴
染

ま
な

い
こ

と
が

分
か

っ
た

た
め

、
顧

問
の

位
置

付
け

の

明
確

化
・

制
度

化
は

見
送

る
こ

と
と

し
た

。
一

方
、

課
外

活
動

に
お

け
る

安
全

管
理

に
つ

い
て

は
、

第
三

期
中

期
計

画

期
間

中
に

同
一

の
課

外
活

動
団

体
で

事
故

が
繰

り
返

し
発

生
し

た
こ

と
を

踏
ま

え
、

リ
ス

ク
管

理
や

緊
急

時
の

対
応

に

関
す

る
レ

ク
チ

ャ
ー

、
組

織
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
や

安
全

な
運

営
に

関
す

る
講

習
会

を
実

施
し

（
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

は

６
回

実
施

）
、

課
外

活
動

へ
の

支
援

を
行

っ
た

。
 

 【
1
-
1
2
】
・

組
織

体
制

の
見

直
し

に
よ

り
、

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

か
ら

医
務

室
と

学
生

相
談

室
は

学
生

課
厚

生
係

に
統

合
し

、

健
康

支
援

部
門

の
連

携
を

強
化

し
た

。
 

・
健

康
診

断
受

診
率

に
つ

い
て

は
、

広
報

活
動

の
工

夫
等

に
よ

り
令

和
元

（
2
0
19

）
年

度
ま

で
は

順
調

に
受

診
率

を
伸

ば
し

て
き

た
が

、
コ

ロ
ナ

禍
で

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

当
初

か
ら

大
学

が
閉

鎖
さ

れ
た

た
め

、
４

月
に

予
定

し
て

い

た
健

康
診

断
は

中
止

と
な

っ
た

。
同

年
度

後
期

に
改

め
て

実
施

し
た

も
の

の
、

不
要

不
急

の
移

動
を

控
え

る
社

会
情

勢
等

に
よ

り
受

診
率

は
著

し
く

低
下

し
た

。
令

和
３

（
2
0
21

）
年

度
は

、
前

年
度

に
比

べ
受

診
率

は
向

上
し

た
が

、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

は
長

期
化

す
る

コ
ロ

ナ
禍

の
影

響
を

受
け

、
健

康
診

断
に

従
事

す
る

医
師

の
確

保
が

困
難

状

況
で

あ
っ

た
た

め
、

４
月

の
健

康
診

断
は

見
送

り
７

月
の

実
施

と
な

っ
た

。
秋

入
学

者
を

対
象

と
す

る
1
0
月

の
健

康

診
断

に
お

い
て

未
受

診
者

の
受

診
も

可
能

と
し

、
丁

寧
な

広
報

を
行

っ
た

が
受

診
率

は
再

び
低

下
し

た
。
（

図
表

1
-

Ｂ
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                                    【
1
-
1
3
】

④
授

業
料

の
減

免
や

奨
学

金
の

貸
与

・
給

付
な

ど
、

様
々

な
経

済

的
支
援
を
充
実
さ
せ
る
。
 

  

 

 

  

1
2
(
1
）
）
 

・
学

生
相

談
件

数
は

各
キ

ャ
ン

パ
ス

で
増

減
は

あ
る

も
の

の
、

コ
ロ

ナ
禍

で
も

同
水

準
で

推
移

し
て

お
り

、
学

生
の

希
望

に
応

じ
て

対
面

相
談

に
加

え
て

、
オ

ン
ラ

イ
ン

相
談

や
電

話
相

談
も

取
り

入
れ

て
、

臨
機

応
変

に
対

応
し

て
い

る
。

（
図

表
1
-
1
2
(
2
）
）
 

＜
図
表
1
-
1
2
（
１
）
　
健
康
診
断
受
診
状
況
＞

（
単
位
：
人
、
％
）

2
9
年
度

3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

対
象
者
計

6
,9
5
2

6
,8
4
2

6
,8
5
7

6
,6
8
1

6
,6
0
7

6
,8
7
1

受
診
者
数

5
,8
9
0

5
,9
0
5

6
,0
1
2

3
,8
9
5

4
,8
5
2

4
,3
3
8

受
診
率

8
4
.7

8
6
.3

8
7
.7

5
8
.3

7
3
.4

6
3
.1

対
象
者
計

1
,0
5
7

1
,1
2
7

1
,1
4
2

1
,2
7
0

1
,3
2
9

1
,0
6
7

受
診
者
数

9
4
9

1
,0
2
2

1
,0
0
4

9
4
4

1
,0
3
3

7
0
1

受
診
率

8
9
.8

9
0
.7

8
7
.9

7
4
.3

7
7
.7

6
5
.7

対
象
者
計

8
3
8

7
6
9

8
4
6

8
2
7

8
3
1

8
3
5

受
診
者
数

6
7
9

6
8
6

7
5
4

7
2
7

7
2
3

7
1
1

受
診
率

8
1
.0

8
9
.2

8
9
.1

8
7
.9

8
7
.0

8
5
.1

対
象
者
計

8
2

5
9

7
2

7
6

6
7

4
3

受
診
者
数

7
4

5
4

6
6

1
4

7
3
0

受
診
率

9
0
.2

9
1
.5

9
1
.7

1
8
.4

1
0
.4

6
9
.8

対
象
者
計

8
,9
2
9

8
,7
9
7

8
,9
1
7

8
,8
5
4

8
,8
3
4

8
,8
1
6

受
診
者
数

7
,5
9
2

7
,6
6
7

7
,8
3
6

5
,5
8
0

6
,6
1
5

5
,7
8
0

受
診
率

8
5
.0

8
7
.2

8
7
.9

6
3
.0

7
4
.9

6
5
.6

南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス

日
野
キ
ャ
ン
パ
ス

荒
川
キ
ャ
ン
パ
ス

晴
海
キ
ャ
ン
パ
ス

計

 
 ＜

図
表
1
-
1
2
（
2
）
　
各
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
相
談
件
数
＞

（
単
位
：
件
）

2
9
年
度

3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

3
,8
5
4

4
,2
3
7

3
,5
9
3

3
,8
0
8

3
,9
3
5

3
,7
5
9

2
7
4

4
5
3

3
4
3

2
7
8

3
7
4

5
6
4

1
0
8

2
9
7

4
0
5

2
3
6

3
5
8

2
9
9

5
7

1
6
1

2
6
8

1
8
3

1
7
9

1
3
6

4
,2
9
3

5
,1
4
8

4
,6
0
9

4
,5
0
5

4
,8
4
6

4
,7
5
8

※
教

職
員

・
保

護
者

等
を

含
む

。

相
談
件
数
計

南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス

日
野
キ
ャ
ン
パ
ス

荒
川
キ
ャ
ン
パ
ス

晴
海
キ
ャ
ン
パ
ス

 
  【

1
-
1
3
】

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

か
ら

、
文

部
科

学
省

の
大

規
模

委
託

事
業

で
あ

る
、

学
部

生
に

給
付

奨
学

金
と

授
業

料
免

除
を

併
せ

て
支

援
す

る
「

高
等

教
育

の
修

学
支

援
新

制
度

」
が

開
始

し
た

。
都

立
大

独
自

の
減

免
の

み
を

実
施

し
て

い
た

平

成
2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

（
1
,
6
0
9
人

)
と

比
較

し
、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

（
1
,
9
6
4
人

)
は

支
援

者
数

が
2
2
％

増
と

な
っ

た
。

ま
た

、
「

高
等

教
育

の
修

学
支

援
新

制
度

」
に

お
け

る
条

件
で

は
授

業
料

が
全

額
免

除
に

な
ら

な
い

学
生

も
、

都

立
大

独
自

の
減

免
制

度
の

収
入

基
準

で
は

全
額

免
除

と
な

る
た

め
、
「

高
等

教
育

の
修

学
支

援
新

制
度

」
に

上
乗

せ
支

援
を

し
て

全
額

免
除

を
適

用
し

、
経

済
的

に
困

窮
す

る
学

生
を

手
厚

く
支

援
し

た
。
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  ◇
障
が
い
の
あ
る
学
生
等
に
対
す
る
支
援
 

【
1
-
1
4
】

⑤
性

別
や

文
化

的
相

違
、

障
が

い
の

有
無

等
に

対
し

、
構

成
員

へ

の
き

め
細

か
な

支
援

体
制

を
整

備
し

、
関

連
部

署
が

連
携

し
て

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
推
進
す
る
。
 

    ◇
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
 

【
1
-
1
5
】

◆
⑥

学
生

の
適

切
な

進
路

選
択

に
つ

な
が

る
よ

う
、

OB
・

O
G
ネ

ッ

ト
ワ

ー
ク

の
活

用
な

ど
多

角
的

な
ア

プ
ロ

ー
チ

に
よ

り
、

キ
ャ

リ
ア
形
成
支
援
の
強
化
を
図
る
。
 

  【
1
-
1
4
】

性
別

や
文

化
的

相
違

、
障

が
い

の
有

無
等

に
対

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

特
性

と
構

成
員

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

支
援

体
制

を

整
備

し
、

教
材

の
点

訳
や

パ
ソ

コ
ン

テ
イ

ク
等

の
支

援
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

構
成

員
の

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
に

対
す

る

理
解

啓
発

に
注

力
し

、
定

常
的

に
手

話
講

習
会

、
バ

リ
ア

フ
リ

ー
チ

ェ
ッ

ク
講

習
会

、
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
・

マ
イ

ノ
リ

テ

ィ
教

職
員

研
修

等
の

講
演

会
及

び
講

習
会

等
を

開
催

す
る

こ
と

で
、

円
滑

な
支

援
の

基
盤

と
な

る
環

境
を

整
え

た
。

な

お
、

障
が

い
学

生
支

援
及

び
講

演
会

等
の

理
解

啓
発

活
動

に
お

い
て

は
、

コ
ロ

ナ
禍

を
経

て
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
方

法

を
取

り
入

れ
、

ポ
ス

ト
コ

ロ
ナ

に
も

対
応

し
た

体
制

を
整

備
し

た
。

 

  【
1
-
1
5
】

O
B
・

O
G
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
は

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

以
降

の
卒

業
・

修
了

生
に

つ
い

て
、

在
学

中
に

仮
登

録
が

可
能

な
方

法
に

切
り

替
え

、
登

録
者

数
の

増
加

に
努

め
た

。
ま

た
、

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

キ
ャ

リ
ア

支
援

事
業

の
実

施
に

あ
た

っ

て
は

、
オ

ン
ラ

イ
ン

を
積

極
的

に
取

り
入

れ
学

生
が

利
用

し
や

す
い

環
境

を
確

保
し

た
。

さ
ら

に
、
企

業
の

採
用

日
程

の
変

化
等

に
合

わ
せ

、
行

事
の

開
催

時
期

を
見

直
す

と
と

も
に

、
動

画
選

考
対

策
や

オ
フ

ァ
ー

型
・

ス
カ

ウ
ト

型
対

策

講
座

を
開

催
す

る
等

、
企

業
側

の
新

た
な

運
営

方
法

に
も

対
応

し
た

。
 

  

第
三
期
中
期
目
標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
学
生
の
意
識
醸
成
及
び
学

生
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

の
支

援
に

関
す

る
取

組
が

活
発

に
行

わ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
コ

ロ
ナ

禍
で

も
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
を

停
滞

さ
せ

な
い

よ
う

な
仕

組
み

が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
 

・
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
講
習
会
及
び
手
話
講
習
会
を
継
続
的
に
実

施
す

る
な

ど
、

支
援

を
要

す
る

学
生

を
支

援
す

る
た

め
の

ス
キ

ル
向

上
及

び
体

制
整

備
が

着
実

に
進

ん
で

い
る

。
 

・
学
生
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
影

響
を

大
き

く
受

け
た

取
組

が
多

い
中

、
様

々
な

努
力

、
工

夫
に

よ
り

、
安

全
・

安
心

に
配

慮
し

な
が

ら
取

組
が

継
続

さ
れ

て
い

る
。

コ
ロ

ナ
禍

の
収

束
後
を
見
据
え
、
参
加
者
数
等
が
減
少
し
て
い
る
取
組
に

つ
い

て
は

、
ど

の
よ

う
に

回
復

、
発

展
さ

せ
て

い
く

の
か

、
引

き
続

き
検

討
さ

れ
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

・
学
生
の
定
期
健
康
診
断
受
診
率
は
、
目
標
で
あ
る

9
0
％
は
も

と
よ

り
、

1
0
0
％

の
達

成
を

意
識

し
て

、
今

後
の

取
組

強
化

を
期

待
す

る
。

 

・
O
B
O
G
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
、
登
録
者
数
の
増
加
が
続
い

て
い

る
も

の
の

、
毎

年
度

の
新

規
登

録
者

数
は

、
都

立
大

の
卒

業
・

修
了
者

数
と

比
較

す
る

と
十

分
で

な
い

。
今

後
、

同
窓

会
等

と
の

連
携

も
強

め
な

が

ら
、
O
B
O
G
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
が
よ
り
活
発
に
な
る
こ
と

が
望

ま
れ

る
。

 

  

認
証
評
価
 

機
関
の
評
価
 

［
認

証
評

価
機

関
］

独
立

行
政

法
人

大
学

改
革

支
援

・
学

位
授

与
機

構
［

受
審

年
度

］
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

［
評

価
対

象
期

間
］

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

～
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

［
認

証
評

価
の

種

類
］
機

関
別
認
証
評
価
 

○
大
学
評
価
基
準
の
う
ち
「
満
た
し
て
い
る
」
と
評
価
さ
れ
た
基
準
：
 

・
基
準
４
－
２
 
学
生
に
対
し
て
、
生
活
や
進
路
、
課
外
活
動
、
経
済
面
で
の
援
助
等
に
関
す
る
相
談
・
助
言
、
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
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年
度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
1
-
1
0
】

継
続

参
加

学
生

（
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
参

加
２

年
目

の
学

生
）

に
対

し
、

新
た

な
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し
た
。
 

【
1
-
1
2
】
健
康
診
断
受
診
率
【
8
5
.
0
％
】
ま
で
進
捗
し
た

（
平

成
2
8
年

度
比

＋
0
.
5
ポ

イ
ン

ト
増

）
。

 

【
1
-
1
4
】
学
生
が
通
称
名
を
使
用
で
き
る
制
度
を
整
え
た

。
 

【
1
-
1
4
】
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
講
習
会
を
開
催

し
、

理
解

促
進

を
図

っ
た

。
 

【
1
-
1
5
】
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト

O
B
O
G
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
登
録

数
が

7
6
5
名

に
な

っ
た

。
 

【
1
-
1
5
】

キ
ャ

リ
ア

支
援

行
事

の
内

容
及

び
回

数
の

見
直

し
を

行
い

、
高

い
満

足
度

を
得

る
こ

と
が

で
き

た
。
 

【
1
-
1
5
】

キ
ャ

リ
ア

支
援

課
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
に

博
士

後
期

課
程

学
生

向
け

の
専

用
頁

を
作

成
し

、
情

報
一

元
化
を
進
め
た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

へ
の

配
慮

の
充

実
に

つ
い

て
、

学
生

や
教

職
員

の
障

害
に

対
す

る
理

解
促

進
を

図
っ

て
い

る
点

、
ま

た
、

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

マ
イ

ノ
リ

テ
ィ

に
関

す
る

講
習

会
を

開
催

し
、

理
解

促
進

を
図

っ

て
い

る
点

が
評

価
で

き
る

。
 

・
地

域
住

民
や

自
治

体
と

連
携

し
て

、
地

域
に

密
着

し
た

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

企
画

さ
れ

る
こ

と
で

、
大

学
の

地
域

貢
献

に
も

つ
な

が
る

活
動

と
な

っ
て

い
る

。
 

・
キ

ャ
リ

ア
サ

ポ
ー

ト
O
B
O
G

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
更

な
る

充
実

が
期

待
さ

れ
る

。
学

生
と

し
て

の
参

加
者

が
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

へ
の

登
録

者
と

な
る

好
循

環
が

生
じ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

3
0  

【
1
-
1
0
】
新
規
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
み
な
み

お
お

さ
ま

カ
フ

ェ
）

を
開

始
し

た
。

 

【
1
-
1
0
】
首
都
大
生
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2
0
1
9
釜

石
開

催
に

向
け

た
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
へ

の
参

加

を
支
援
し
た
。
 

【
1
-
1
2
】
健
康

診
断
受
診
率
【
8
7
.
2
％
】
ま
で
向
上
し
た

（
平

成
2
9
年

度
比

＋
2
.
2
ポ

イ
ン

ト
増

）
。

 

【
1
-
1
4
】
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
へ
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
講
習

会
を

実
施

し
、

理
解

促
進

を
図

っ
た

。
 

【
1
-
1
5
】
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト

O
B
O
G
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
登
録

者
数

が
8
2
6
名

に
な

っ
た

。
 

【
1
-
1
5
】

キ
ャ

リ
ア

支
援

行
事

の
内

容
及

び
回

数
の

見
直

し
を

行
い

、
高

い
満

足
度

を
得

る
こ

と
が

で
き

た
。
 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
継

続
し

て
参

加
す

る
学

生
に

対
し

、
年

次
ご

と
に

役
割

を
設

け
る

こ
と

で
、

個
々

の
学

生
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

リ
ー

ダ
ー

力
や

組
織

力
の

向
上

を
図

る
こ

と
が

で
き

て
い

る
。

 

・
支

援
や

配
慮

を
必

要
と

す
る

学
生

に
対

す
る

事
務

対
応

フ
ロ

ー
や

配
慮

申
請

書
の

作
成

に
よ

り
、

安
心

し
て

学
ぶ

環
境

を
整

備
す

る
た

め
の

体
制

を
強

化
し

た
。

 

・
幹

部
教

職
員

向
け

に
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

講
習

会
を

開
催

し
、

障
害

や
セ

ク
シ

ャ
ル

・
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
理

解
を

促
進

し
た

。
・

O
B
O
G
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

登
録

者
に

つ
い

て
、

年
々

増
加

傾
向

に
あ

る
も

の

の
、

新
規

登
録

者
数

は
減

少
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

引
き

続
き

、
魅

力
あ

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
と

な
る

た

め
の

仕
掛

け
や

工
夫

が
期

待
さ

れ
る

。
 

元  

【
1
-
1
0
】
外
国
人
お
も
て
な
し
語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

（
東

京
都

共
催

）
を

実
施

し
た

。
 

【
1
-
1
0
】
荒
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

を
開

設
し

た
。

 

【
1
-
1
2
】
健
康
診
断
の
受
診
率
は
【
8
7
.
9
％
】
ま
で
向
上

し
た

（
平

成
3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

比
0
.
7
ポ

イ
ン

ト
増

加
）
。
 

【
1
-
1
4
】

支
援

を
受

け
て

い
る

障
が

い
の

あ
る

学
生

に
対

し
、

支
援

に
対

す
る

意
見

・
要

望
等

に
つ

い
て

ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
 

【
1
-
1
5
】
日
野
キ
ャ
ン
パ
ス
で
新
た
に
講
座
を
開
催
し

、
キ

ャ
リ

ア
支

援
行

事
を

拡
充

し
た

。
 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

、
継

続
実

施
に

よ
り

参
加

す
る

学
生

の
層

が
厚

く
な

る
と

と
も

に
、

専
門

職
員

や
教

員
の

サ
ポ

ー
ト

体
制

を
充

実
さ

せ
る

こ
と

で
、

魅
力

的
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
へ

と
発

展

し
て

い
る

。
 

・
遠

隔
操

作
に

よ
る

パ
ソ

コ
ン

ノ
ー

ト
テ

イ
ク

及
び

支
援

を
受

け
て

い
る

学
生

に
対

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
を

初
め

て
実

施
す

る
等

、
障

害
の

あ
る

学
生

等
へ

の
支

援
を

充
実

さ
せ

て
い

る
。

 

・・
学

生
定

期
健

康
診

断
の

受
診

率
は

8
7
.
9
％

ま
で

向
上

し
た

が
、

未
受

診
の

学
生

が
健

康
診

断
の

意
義

を

十
分

に
理

解
で
き

る
よ

う
な

働
き

か
け

を
更

に
強

化
し

、
中

期
計

画
の

目
標

の
受

診
率

9
0
％

の
達

成
に

努
め

る
こ

と
を

期
待
す

る
。

 

・
O
B
O
G
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

の
登

録
者

数
は

増
加

し
つ

つ
あ

る
が

、
登

録
者

数
の

更
な

る
増

加
に

向
け

、
広

報

活
動

を
通

じ
た

母
校

と
の

繋
が

り
の

強
化

や
、

学
生

を
支

援
す

る
体

制
作

り
な

ど
を

期
待

す
る

。
 

２ 

【
1
-
1
0
】

オ
ン

ラ
イ

ン
ツ

ー
ル

等
を

活
用

し
た

新
し

い
形

で
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

の
機

会
の

創
出

に
取

り
組

み
、
「
オ

ン
ラ

イ
ン
ス

ポ
ー
ツ

」
を
開

発
す
る

等
、
コ

ロ
ナ
禍

に
お
い

て
も
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア

に
関

す
る
取
組
を
推
進
し
た
。
 

【
1
-
1
2
】

感
染

対
策

等
を

講
じ

た
上

で
定

期
健

康
診

断
を

実
施

し
た

も
の

の
、

受
診

率
は

【
6
3
.0

％
】

で

あ
っ

た
。
 

【
1
-
1
2
】
研
究
生
も
定
期
健
康
診
断
を
受
診
で
き
る
こ

と
と

し
た

。
 

【
1
-
1
5
】
O
B
O
G
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
登
録
者
が

1
,
0
1
6
名

と
な

っ
た

。
 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
に

つ
い

て
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
を

受
け

な
が

ら
も

、
オ

ン
ラ

イ
ン

ツ
ー

ル
の

活
用

等
に

よ
り

、
活

動
継

続
の

支
援

及
び

新
た

な
活

動
機

会
の

創
出

に
取

り
組

ん
だ

。
 

・
都

立
大

独
自

の
授

業
料

減
免

制
度

及
び

令
和

２
年

度
に

開
始

し
た

国
の

修
学

支
援

新
制

度
を

通
じ

て
、

学
生

に
対

す
る

経
済

的
支

援
を

適
切

に
実

施
し

、
授

業
料

減
免

学
生

数
は

令
和

元
年

度
に

比
べ

て
大

幅

に
増

加
し

た
。

 

・
キ

ャ
リ

ア
支

援
行

事
及

び
キ

ャ
リ

ア
相

談
の

オ
ン

ラ
イ

ン
実

施
、

臨
時

の
就

職
相

談
員

増
員

等
の

工
夫

に
よ

り
、

コ
ロ
ナ

禍
で

も
適

切
な

キ
ャ

リ
ア

・
就

職
支

援
を
行

っ
た

。
ま

た
、

OB
O
G
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

登
録

者
数

は
、

令
和

元
年

度
比

で
1
0
3
名

増
の

1
,
0
1
6
名

と
な

っ
た

。
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３ 

【
1
-
1
0
】
東
京

2
0
2
0
大
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加

し
た

講
師

等
に

よ
る

オ
ン

ラ
イ

ン
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

し
た
。
 

【
1
-
1
1
】

課
外

活
動

支
援

制
度

に
よ

り
支

援
し

た
団

体
の

う
ち

、
人

力
飛

行
機

の
２

団
体

が
テ

レ
ビ

局
主

催
の

コ
ン
テ
ス
ト
で
優
勝
し
た
。
 

【
1
-
1
1
】

課
外

活
動

に
お

け
る

リ
ス

ク
管

理
に

つ
い

て
、

リ
ス

ク
管

理
や

緊
急

時
の

対
応

に
関

す
る

レ
ク

チ
ャ

ー
、
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
安
全
な
部

活
動

運
営

に
関

す
る

講
習

会
を

実
施

し
た

。
 

【
1
-
1
2
】
健
康
診
断
の
受
診
率
は
【
7
4
.
9
％
】
ま
で
改
善

し
た

。
 

【
1
-
1
3
】

国
の

高
等

教
育

の
修

学
支

援
制

度
に

よ
る

奨
学

金
の

給
付

と
授

業
料

減
免

に
加

え
、

都
立

大
独

自
の

授
業

料
減

免
制

度
に

よ
り

、
経

済
的

に
困

窮
す

る
学

生
に

対
し

、
よ

り
充

実
し

た
経

済
支

援
を

実
施
し
た
。
 

【
1
-
1
4
】

支
援

ス
タ

ッ
フ

の
獲

得
や

ス
キ

ル
向

上
、

障
が

い
に

対
す

る
理

解
促

進
を

目
的

と
し

た
講

座
や

講
習

会
等
を
実
施
し
た
。
 

【
1
-
1
5
】
O
B
O
G
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
登
録
依
頼
時
期
の

変
更

や
登

録
フ

ォ
ー

ム
の

整
備

を
実

施
し

た
。

 

【
1
-
1
5
】
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
企
業
等
の
選
考
方
法
に
応

じ
た

取
組

を
実

施
し

た
。

 

【 【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

、
物

品
購

入
等

、
９

団
体

の
課

外
活

動
を

支
援

し
、

結
果

と
し

て
、

支
援

団
体

か
ら

は
人

力
飛

行
機

の
２

団
体

が
テ

レ
ビ

局
主

催
の

コ
ン

テ
ス

ト
で

優
勝

す
る

成
果

に
つ

な
が

る
等

、

課
外

活
動

の
活

発
化

が
図

ら
れ

た
。

 

・
学

生
へ

の
経

済
支

援
に

つ
い

て
は

、
学

生
ポ

ー
タ

ル
の

メ
ー

ル
配

信
機

能
を

活
用

す
る

こ
と

等
に

よ

り
、

対
象

学
生

に
漏

れ
な

く
情

報
を

提
供

し
、

制
度

の
周

知
と

と
も

に
申

請
機

会
の

見
逃

し
防

止
に

つ

な
げ

、
令

和
２

年
度

に
大

幅
に

増
加

し
た

学
生

の
規

模
を

維
持

し
た

。
 

・
手

話
講

習
会

や
パ

ソ
コ

ン
テ

イ
ク

講
習

会
等

の
実

施
を

通
じ

た
、

学
生

ス
タ

ッ
フ

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
に

よ
り

、
支

援
体

制
の

充
実

が
図

ら
れ

て
い

る
。

 

・
コ

ロ
ナ

禍
で

健
康

診
断

受
診

率
が

停
滞

す
る

の
は

や
む

を
得

な
い

面
も

あ
ろ

う
が

、
引

き
続

き
受

診
率

の
向

上
を

目
指

し
て

目
標

値
に

近
づ

け
る

取
組

が
行

わ
れ

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
 

・
O
B
O
G
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
へ

の
登

録
者

数
は

着
実

に
向

上
し

て
い

る
も

の
の

、
更

な
る

増
加

が
望

ま
れ

る
。

 

４  

【
1
-
1
0
】

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

約
２

年
間

活
動

が
で

き
な

か
っ

た
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
、
毎
月
定

期
的

に
開

室
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

【
1
-
1
1
】

課
外

活
動

支
援

制
度

に
よ

り
支

援
し

た
団

体
の

う
ち

、
人

力
飛

行
機

や
ロ

ボ
コ

ン
に

取
り

組
む

団
体
が

全
国
的
な
大
会
で
好
成
績
を
収
め
た
。

 

【
1
-
1
1
】

課
外

活
動

に
お

け
る

リ
ス

ク
管

理
に

つ
い

て
、

活
動

時
や

合
宿

時
の

危
機

管
理

や
安

全
対

策
に

つ
い
て
学
生
に
注
意
喚
起
を
行
う
場
を
設
け

た
。

 

【
1
-
1
2
】

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

健
康

診
断

に
従

事
す

る
医

師
不

足
の

影
響

に
よ

り
、

実
施

時
期

を
変

更
せ

ざ
る
を
得
ず
、
丁
寧
な
広
報
を
行
っ
た
が
、

健
康

診
断

の
受

診
率

は
【

6
5
.
6
％

】
だ

っ
た

。
 

【
1
-
1
4
】
「

大
学

院
入

試
に

お
け
る

受
験
上

及
び
修

学
上
の

配
慮
に

関
す
る

手
続
等

に
か
か

る
ガ
イ

ド
ラ

イ

ン
」
を

作
成
し
た
。
 

【
1
-
1
5
】
O
B
O
G
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
登
録
方
法
の
変
更
に
よ
り

、
登

録
者

が
増

加
し

た
。

 

【
1
-
1
5
】

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

企
業

等
の

選
考

方
法

の
多

様
化

に
つ

い
て

情
報

収
集

し
、

就
職

活
動

支
援

に
関
す

る
既
存
事
業
の
改
善
や
新
規
事
業
の

企
画

を
行

っ
た

。
 

 

―
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 中
期

計
画

番
号

 

1
-
1
0
 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

３
）

学
生

へ
の

支
援

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
◇

支
援

体
制

の
充

実
等

 

①
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

関
す

る
情

報
提

供
や

相
談

支
援

を
充

実
す

る
こ

と
に

よ
り

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

対
す

る
学

生
の

意
識

醸
成

を
図

る
と

と
も

に
、

近
隣

の
地

域
や

大
学

、
自

治
体

等

と
連

携
し

て
課

外
活

動
と

し
て

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
を

支
援

す
る

。
ま

た
、

独
自

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
展

開
す

る
な

ど
、

東
京

2
0
2
0
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ

ッ
ク

競
技

大
会

に
お

け
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

リ
ー

ダ
ー

の
育

成
に

資
す

る
活

動
を

実
施

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
社

会
情

勢
も

踏
ま

え
た

ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
に

お
け

る
知

識
や

技
術

の
蓄

積
、

継
承

、
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
発

揮
で

き
る

学
生

を
育

成

し
、

実
践

的
な

活
動

と
学

習
を

連
動

さ
せ

た
、

安
全

で
魅

力
の

あ
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

提
供

す
る

。
（

1
-
3
2

再

掲
）

 

   （
２

）
【

継
続

】
東

京
2
0
2
0
大

会
を

契
機

と

し
た

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
文

化
を

維
持

し
、

地
域

、
自

治
体

、
大

学
等

と
連

携
し

た
活

動
を

よ
り

活
発

に
行

い
、

コ
ロ

ナ
禍

以
前

と
同

様
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

が
で

き
る

よ
う

機
会

提
供

を
実

施
し

て
い

く
。
（

1
-
3
2
再

掲
）

 

     （
３

）
【

継
続

】
都

立
大

に
お

け
る

ボ
ラ

ン

テ
ィ

ア
文

化
の

醸
成

・
定

着
を

図
る

た
め

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

価
値

や
意

義
の

発
信

、
学

外
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
か

ら
の

情
報

収
集

、
各

種
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

に
よ

る
相

談
環

境
の

整

備
、

学
内

登
録

団
体

へ
の

支
援

、
高

専
と

の
連

携
等

を
推

進
す

る
。

 

    

（
１

）
安

全
で

魅
力

あ
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

提
供

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
都

立
大

・
松

木
日

向
緑

地
を

フ
ィ

ー
ル

ド
と

し
、

多
世

代
に

よ
る

里
山

保
全

と
利

活
用

を
通

し
て

豊
か

な
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

形
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

地
域

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、

竹
林

の
間

伐
や

竹
を

利
用

し
た

門
松

の
作

成
な

ど
、

緑
地

保
全

と
資

源
の

利
活

用
を

実
施

し
た

。
 

・
ス

ポ
ー

ツ
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

理
論

を
学

び
、

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

で
の

実
践

を
通

し
て

、
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

た
地

域
活

性
化

や
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

な
社

会
の

実
現

と
ス

ポ
ー

ツ
文

化
の

醸
成

を
目

指
す

こ
と

を
目

的
と

し
た

ス
ポ

ー
ツ

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、

東
京

マ
ラ

ソ
ン

や
東

京
都

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
大

会
で

の
ボ

ラ
ン

テ

ィ
ア

活
動

や
、

東
京

都
ス

ポ
ー

ツ
文

化
事

業
団

と
の

共
催

事
業

を
実

施
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
地

域
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
2
4
人

、
ス

ポ
ー

ツ
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
2
1
人

が
参

加
し

、
ほ

ぼ
コ

ロ
ナ

禍
前

の
参

加
者

数
ま

で
回

復
し

た
。

 

・
年

間
を

通
し

た
継

続
的

な
活

動
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

学
生

が
社

会
に

貢
献

す
る

こ
と

や
社

会
課

題
に

対
す

る
学

び
を

深
め

た
。

 

 （
２

）
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
文

化
の

維
持

と
、

地
域

、
自

治
体

、
大

学
等

が
連

携
し

た
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

活
動

機
会

の
提

供
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
南

大
沢

や
荒

川
地

域
に

お
い

て
、

新
た

に
４

カ
所

、
学

生
の

体
験

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

受
入

団
体

と
の

つ
な

が
り

を
作

っ
た

。
 

・
３

月
５

日
開

催
の

東
京

マ
ラ

ソ
ン

2
0
2
3
に

学
生

3
0
人

が
参

加
し

、
フ

ィ
ニ

ッ
シ

ュ
地

点
で

の
手

荷
物

返
却

等
の

活
動

を
行

っ
た

。
 

・
東

京
都

ス
ポ

ー
ツ

文
化

事
業

団
と

の
共

催
で

、
東

京
都

立
南

大
沢

学
園

を
会

場
に

ゴ
ー

ル
ボ

ー
ル

や
フ

ロ
ア

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

等
の

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

体
験

教
室

を
３

回
開

催
し

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
新

た
に

開
拓

し
た

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

受
入

団
体

の
活

動
に

は
、

延
べ

2
2
人

の
学

生
が

参
加

し
、

そ
の

後
も

随
時

、
活

動
希

望
の

学
生

を
つ

な
い

で
い

る
。

 

・
東

京
マ

ラ
ソ

ン
2
0
2
3
の

活
動

で
は

、
３

万
人

規
模

の
大

イ
ベ

ン
ト

に
お

け
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

の
ノ

ウ
ハ

ウ
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
パ

ラ
ス

ポ
ー

ツ
体

験
教

室
で

は
、

延
べ

7
2
人

が
参

加
し

た
。

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

の
魅

力
を

体
感

す
る

と
と

も
に

、
障

が
い

の
あ

る
な

し
に

か
か

わ
ら

ず
一

緒
に

楽
し

む
こ

と
で

、
お

互
い

の
立

場
に

な
っ

て
考

え
、

意
識

し
て

行
動

す
る

こ
と

の
大

切
さ

を
学

ぶ
こ

と
が

で
き

た
。

 

 

（
３

）
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

対
す

る
学

内
意

識
醸

成
と

学
内

登
録

団
体

へ
の

活
動

支
援

等
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
学

生
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
が

中
心

と
な

り
、

夏
季

休
業

前
に

３
年

ぶ
り

と
な

る
「

サ
マ

ボ
ラ

！
2
0
2
2
」
（

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

に
団

体
登

録
し

て
い

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
を

紹
介

す
る

イ
ベ

ン
ト

）
を

開
催

し
、

学
内

外
の

1
1
団

体
が

ブ
ー

ス
を

出
展

し
た

。
 

・
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
は

、
令

和
元

（
2
0
1
9
）

年
1
0
月

に
設

置
さ

れ
て

間
も

な
く

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

が
拡

大
し

、
約

２
年

間
活

動

が
で

き
な

い
状

態
で

あ
っ

た
が

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

は
月

２
回

程
度

定
期

的
に

開
室

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
３

年
ぶ

り
に

開
催

さ
れ

た
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

の
大

学
祭

（
青

鳩
祭

）
で

、
学

内
外

の
４

団
体

と
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
の

出
展

に
よ

る
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
「

サ
マ

ボ
ラ

！
2
0
2
2
」

に
は

、
２

日
間

で
合

計
5
6
人

の
学

生
が

参
加

し
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
関

す
る

情
報

交
換

を
行

い
、

交
流

を
深

め
た

。
 

・
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
で

は
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

が
学

生
へ

の
情

報
発

信
や

相
談

対
応

を
積

極
的

に
行

い
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
対

す
る

学
生

の
意

識
向

上
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
青

鳩
祭

の
地

域
交

流
ス

ペ
ー

ス
に

は
5
0
人

以
上

の
学

生
や

地
域

の
方

が
来

場
し

、
交

流
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
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 （
４

）
【

継
続

】
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー

に
関

っ
た

卒
業

生
を

中
心

に
卒

業
生

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
す

る
。

卒
業

生
に

は
情

報
や

活
動

の
場

を
提

供

し
、

卒
業

生
か

ら
は

豊
富

な
経

験
や

リ
ソ

ー
ス

を
大

学
に

還
元

し
て

も
ら

う
こ

と
に

よ
り

、
在

学
生

の
将

来
の

キ
ャ

リ
ア

に
対

す
る

ビ
ジ

ョ
ン

の
育

成
を

図
る

。
 

（
４

）
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
に

関
わ

っ
た

卒
業

生
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
と

在
学

生
へ

の
還

元
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
卒

業
生

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
実

現
可

能
性

に
つ

い
て

引
き

続
き

意
見

交
換

・
検

討
を

行
っ

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
卒

業
生

と
の

意
見

交
換

等
の

結
果

、
双

方
に

有
益

な
結

果
が

得
ら

れ
る

よ
う

な
仕

組
み

を
構

築
す

る
こ

と
は

、
現

時
点

で
は

難
し

い
た

め
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
は

見
送

る
こ

と
に

し
た

。
 

  中
期

計
画

番
号

 

1
-
1
1

 
②

課
外

活
動

に
お

け
る

指
導

者
や

顧
問

の
位

置
付

け
を

明
確

化
す

る
と

と
も

に
、

教
員

が
顧

問
に

就
任

し
や

す
い

環
境

を
整

備
す

る
な

ど
、

課
外

活
動

へ
の

十
分

な
支

援
を

図
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

大
学

の
知

名
度

・
ブ

ラ

ン
ド

力
向

上
の

た
め

、
提

案
公

募
に

よ
る

課
外

活
動

支
援

制
度

に
よ

り
、

学
生

の
課

外
活

動
へ

の
十

分
な

支
援

を
行

い
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
を

大
き

く
受

け
た

課
外

活
動

の
正

常
化

を
促

す
。

 
  （

２
）
【

新
規

】
課

外
活

動
で

の
重

大
事

故

を
受

け
、

活
動

に
お

け
る

危
険

性
に

つ
い

て
、

各
団

体
が

自
主

的
に

共
有

し
継

承
す

る
仕

組
み

づ
く

り
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、
研

修
等

に
よ

り
、

リ
ス

ク
管

理
に

つ
い

て
学

ぶ
機

会
を

提
供

す
る

。
 

  （
３

）
【

継
続

】
顧

問
が

就
任

し
や

す
い

環

境
整

備
の

た
め

に
、

課
外

活
動

団
体

と
の

調
整

を
行

う
。

 

（
１

）
課

外
活

動
支

援
制

度
に

よ
る

課
外

活
動

へ
の

支
援

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

提
案

公
募

に
は

、
1
3
団

体
か

ら
応

募
が

あ
り

、
審

査
を

経
て

1
2
団

体
に

対
し

コ
ー

チ
代

や
物

品
購

入
等

の
支

援
を

行
っ

た
。

 

・
大

学
祭

実
行

委
員

会
が

、
３

年
ぶ

り
に

学
外

者
の

入
場

を
伴

う
大

学
祭

を
開

催
す

る
に

あ
た

り
、

物
品

購
入

の
た

め
の

経
済

的
援

助
や

、
安

全
に

開
催

す
る

た
め

の
助

言
等

の
支

援
を

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
提

案
公

募
で

支
援

し
た

団
体

の
う

ち
、

人
力

飛
行

機
や

ロ
ボ

コ
ン

に
取

り
組

む
団

体
が

全
国

的
な

大
会

で
好

成
績

を
挙

げ
る

な
ど

、
一

定
の

成
果

が
見

ら
れ

た
。

 

・
大

学
祭

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

の
た

め
１

日
当

た
り

の
入

場
者

数
を

5
,
0
0
0
人

に
制

限
し

た
中

で
は

あ
っ

た
が

、
模

擬
店

や
地

域
住

民
に

よ
る

フ
リ

ー

マ
ー

ケ
ッ

ト
を

復
活

さ
せ

、
盛

況
の

う
ち

に
終

了
し

た
。

 

 （
２

）
課

外
活

動
に

お
け

る
リ

ス
ク

管
理

に
関

す
る

意
識

の
醸

成
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
団

体
登

録
時

に
提

出
す

る
「

活
動

計
画

書
・

活
動

報
告

書
」

に
、

安
全

対
策

や
活

動
時

の
注

意
点

、
部

内
で

の
安

全
対

策
周

知
方

法
を

記
載

す
る

欄
を

設
け

た
。

 

・
新

歓
行

事
や

夏
季

休
業

の
直

前
、

体
育

会
の

主
将

主
務

総
会

や
リ

ー
ダ

ー
育

成
研

修
会

な
ど

（
計

６
回

）
の

機
会

に
、

学
生

課
職

員
か

ら
活

動
時

や
合

宿
時

の
危

機
管

理
や

安
全

対
策

に
つ

い
て

注
意

喚
起

を
行

う
場

を
設

け
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
継

続
的

な
注

意
喚

起
に

よ
り

、
学

生
の

危
機

管
理

や
安

全
対

策
に

つ
い

て
の

意
識

向
上

に
寄

与
し

た
。

 

 

（
３

）
顧

問
の

制
度

化
へ

向
け

た
取

組
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
学

生
か

ら
の

意
見

聴
取

を
も

と
に

、
顧

問
の

在
り

方
を

検
討

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
学

生
か

ら
顧

問
の

在
り

方
に

対
す

る
意

見
聴

取
を

行
っ

た
結

果
、

顧
問

の
必

要
性

や
求

め
ら

れ
る

役
割

は
様

々
で

あ
り

、
現

時
点

で
は

一
律

の
顧

問
制

度
は

馴
染

ま
な

い
こ

と
が

判
明

し
た

た
め

、
顧

問
の

位
置

付
け

の
明

確
化

・
制

度
化

は
見

送
る

こ
と

と
し

た
。

引
き

続
き

、
学

生
の

ニ
ー

ズ
等

を
踏

ま
え

つ
つ

、
安

全
性

を
最

優
先

に

学
生

の
課

外
活

動
の

支
援

を
行

う
こ

と
と

し
た

。
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  中
期

計
画

番
号

 

1
-
1
2

 
③

健
康

支
援

セ
ン

タ
ー

の
組

織
体

制
の

見
直

し
や

、
医

務
室

と
学

生
相

談
室

と
の

連
携

の
一

層
の

強
化

に
よ

り
、

健
康

支
援

を
充

実
さ

せ
る

。
健

康
診

断
受

診
率

に
つ

い
て

は
、

【
9
0
％

】
を

達
成

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

健
康

診
断

の
実

施
に

当
た

っ
て

は
、

感
染

症
対

策
を

徹

底
し

、
学

生
が

受
診

し
や

す
い

環

境
整

備
を

行
う

。
ま

た
、

学
生

相

談
に

お
い

て
は

、
対

面
以

外
の

相

談
方

法
と

し
て

電
話

相
談

、
メ

ー

ル
相

談
、

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

相

談
を

実
施

し
、

安
心

し
て

相
談

で

き
る

機
会

を
提

供
す

る
。

 

（
１

）
学

生
へ

の
総

合
的

な
健

康
支

援
 

①
健

康
診

断
受

診
率

向
上

に
向

け
た

取
組

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
長

期
化

す
る

コ
ロ

ナ
禍

の
影

響
を

受
け

、
４

月
の

健
康

診
断

に
従

事
す

る
医

師
の

確
保

が
困

難
な

た
め

、
例

年
は

春
季

に
実

施
し

て
い

た
健
康

診
断

を
７

月
実

施
に

変
更

し
た

。
７

月
実

施
と

し
た

結
果

、
想

定
よ

り
受

診
者

が
少

な
か

っ
た

た
め

、
1
0
月

の
実

施
時

に
未

受
診

者
に

対
し

て
丁

寧
な

広
報

を
行

っ
た

。
 

・
健

康
診

断
実

施
に

当
た

っ
て

は
、

感
染

症
対

策
を

徹
底

す
る

と
と

も
に

、
L
G
B
T
な

ど
の

人
権

に
も

配
慮

し
て

実
施

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
健

康
診

断
実

施
時

期
変

更
に

つ
い

て
丁

寧
な

広
報

に
努

め
た

も
の

の
、

受
診

率
と

し
て

は
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

よ
り

低
下

し
た

。
（

図
表

1
-
1
2
-
1
）

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
、

人
権

対
策

と
も

十
分

に
配

慮
し

て
健

康
診

断
を

実
施

し
、

学
生

が
受

診
し

や
す

い
環

境
を

整
え

た
。

 

 

②
対

面
以

外
の

学
生

相
談

の
機

会
の

提
供

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
フ

ォ
ー

ム
ズ

（
M
i
c
r
o
s
o
f
t
 
F
o
r
m
s
）

に
よ

る
申

請
と

し
、

2
4
時

間
申

請
が

可
能

と
な

り
、

学
生

相
談

室
に

ア
ク

セ
ス

し
や

す
い

環
境

を
整

え
た

。
 

・
対

面
以

外
に

電
話

、
メ

ー
ル

、
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
相

談
に

対
応

し
た

。
 

・
学

生
の

居
場

所
づ

く
り

を
目

的
と

し
た

ラ
ン

チ
タ

イ
ム

カ
フ

ェ
に

つ
い

て
も

対
面

と
オ

ン
ラ

イ
ン

の
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
で

開
催

し
た

。
（

図
表

1
-
1
2
-
2
）

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
フ

ォ
ー

ム
ズ

に
必

要
項

目
を

入
力

し
て

い
く

た
め

、
申

請
不

備
が

な
く

な
り

、
迅

速
に

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

へ
の

相
談

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
学

生
相

談
数

は
年

々
増

加
し

て
お

り
、

継
続

的
に

き
め

細
や

か
な

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
を

行
っ

た
健

康
の

ケ
ア

の
向

上
に

繋
が

っ
て

い
る

。
 

・
対

面
に

よ
る

相
談

が
大

多
数

だ
が

、
病

気
等

で
大

学
に

来
ら

れ
な

い
場

合
の

代
替

手
段

が
あ

る
こ

と
に

よ
り

、
継

続
的
な

相
談

が
可

能
と

な
り

、
大

学
と

の
つ

な
が

り
を

保
ち

つ
つ

、
本

人
の

心
の

ケ
ア

を
行

う
こ

と
も

可
能

と
な

っ
た

。
 

・
ラ

ン
チ

タ
イ

ム
カ

フ
ェ

は
実

施
後

の
ア

ン
ケ

ー
ト

に
も

、
「

居
心

地
が

良
い

。
」
「

雰
囲

気
が

よ
く

リ
ラ

ッ
ク

ス
で

き
た

。
」
「

来
年

度
も

来
て

み
た

い
。
」

等
の

記
載

も
あ

り
、

学
生

が
安

心
で

き
る

居
場

所
と

し
て

定
着

し
て

い
る

。
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【
図

表
1
-
1
2
-
1
　
健
康
診
断
受
診
状
況
】

（
単

位
：
人

、
％

）
2
9
年
度

3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年

度
４
年

度
対
象
者
計

6
,9
5
2

6
,8
4
2

6
,8
5
7

6
,6
8
1

6
,6
0
7

6
,8
7
1

受
診
者
数

5
,8
9
0

5
,9
0
5

6
,0
1
2

3
,8
9
5

4
,8
5
2

4
,3
3
8

受
診
率

8
4
.7

8
6
.3

8
7
.7

5
8
.3

7
3
.4

6
3
.1

対
象
者
計

1
,0
5
7

1
,1
2
7

1
,1
4
2

1
,2
7
0

1
,3
2
9

1
,0
6
7

受
診
者
数

9
4
9

1
,0
2
2

1
,0
0
4

9
4
4

1
,0
3
3

7
0
1

受
診
率

8
9
.8

9
0
.7

8
7
.9

7
4
.3

7
7
.7

6
5
.7

対
象
者
計

8
3
8

7
6
9

8
4
6

8
2
7

8
3
1

8
3
5

受
診
者
数

6
7
9

6
8
6

7
5
4

7
2
7

7
2
3

7
1
1

受
診
率

8
1
.0

8
9
.2

8
9
.1

8
7
.9

8
7
.0

8
5
.1

対
象
者
計

8
2

5
9

7
2

7
6

6
7

4
3

受
診
者
数

7
4

5
4

6
6

1
4

7
3
0

受
診
率

9
0
.2

9
1
.5

9
1
.7

1
8
.4

1
0
.4

6
9
.8

対
象
者
計

8
,9
2
9

8
,7
9
7

8
,9
1
7

8
,8
5
4

8
,8
3
4

8
,8
1
6

受
診
者
数

7
,5
9
2

7
,6
6
7

7
,8
3
6

5
,5
8
0

6
,6
1
5

5
,7
8
0

受
診
率

8
5
.0

8
7
.2

8
7
.9

6
3
.0

7
4
.9

6
5
.6

南
大

沢
キ
ャ
ン
パ
ス

日
野

キ
ャ
ン
パ
ス

荒
川

キ
ャ
ン
パ
ス

晴
海

キ
ャ
ン
パ
ス

計

 
 【
図
表
1
-
1
2
-
2
　
昼
休
み
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
カ
フ
ェ
開
催
実
績
】

（
単
位
：
人
）

2
9
年
度

3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

前
期

1
5

1
2

1
3

0
1
2

1
2

後
期

1
4

1
4

1
3

1
2

1
2

1
2

前
期

5
1

4
8

6
3

0
4
7

2
8

後
期

5
7

4
7

5
6

6
3

4
5

5
8

実
施
回
数

参
加
者
数
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 中
期

計
画

番
号

 

1
-
1
3

 
④

授
業

料
の

減
免

や
奨

学
金

の
貸

与
・

給
付

な
ど

、
様

々
な

経
済

的
支

援
を

充
実

さ
せ

る
。

 
自自

己己
評評

価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
国

の
高

等
教

育
の

修
学

支
援

新
制

度
の

対
象

校
と

し
て

、
大

学
等

修
学

支
援

に
基

づ
く

給
付

奨
学

生
の

推
薦

（
申

込
採

用
時

・
進

級
継

続
時

）
を

適
切

に
行

う
と

と
も

に
、

新
制

度
給

付
奨

学
生

に
対

し
、

確
実

に
新

制
度

に
よ

る
授

業
料

減
免

を
実

施
す

る
。

 
 （

２
）
【

継
続

】
国

の
高

等
教

育
の

修
学

支
援

新
制

度
に

加
え

、
国

の
新

制
度

よ
り

支
援

対
象

が
広

い
都

立
大

独
自

の
授

業
料

減
免

制
度

を
十

分
に

周
知

す
る

こ
と

で
、

よ
り

多
く

の
学

生
の

経
済

的
支

援
を

実
施

す
る

。
 

（
１

）
国

の
高

等
教

育
の

修
学

支
援

新
制

度
に

よ
る

経
済

支
援

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
手

続
き

漏
れ

の
な

い
よ

う
各

手
続

き
の

時
期

に
学

生
に

周
知

し
た

。
 

・
都

立
大

独
自

の
授

業
料

減
免

制
度

と
連

携
し

、
「

高
等

教
育

の
修

学
支

援
新

制
度

」
よ

り
も

手
厚

い
経

済
支

援
を

実
施

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
年

々
奨

学
生

の
数

が
増

え
て

お
り

、
前

年
度

比
1
1
0
％

と
な

っ
た

。
（

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

末
：

4
0
6
人

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

末
時

点
：

4
4
9
人

）
。

 

  

（
２

）
都

立
大

独
自

の
授

業
料

減
免

制
度

に
よ

る
経

済
支

援
 

＜
取

組
事

項
＞

 
・
「

高
等

教
育

の
修

学
支

援
新

制
度

」
の

授
業

料
免

除
に

加
え

て
、

都
立

大
独

自
の

授
業

料
免

除
制

度
の

活
用

に
よ

り
、

手
厚

い
経

済
支

援
を

実
施

し
た

。
 

・
申

請
時

期
に

全
学

生
に

申
請

開
始

の
案

内
を

直
接

メ
ー

ル
で

送
信

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
学

部
生

の
減

免
対

象
者

の
約

８
割

が
「

高
等

教
育

の
修

学
支

援
新

制
度

」
に

よ
り

授
業

料
免

除
を

受
け

た
。

 
・

都
立

大
独

自
の

授
業

料
減

免
制

度
は

「
高

等
教

育
の

修
学

支
援

新
制

度
」

よ
り

も
手

厚
い

支
援

で
、

学
生

の
修

学
を

継
続

す
る

た
め

の
制

度
と

し
て

充
実

し
た

支

援
を

実
現

し
た

。
（

図
表

1
-
1
3
-
1
）

 
 

 
 

【
図

表
1
-
1
3
-
1
　
授

業
料

減
免

学
生

数
（
参

考
）
】

（
単

位
：
人

）
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３
年

度
４
年

度
学

部
一

般
学

生
・
私

費
留

学
生

8
4
6

7
7
8

6
9
1

1
,2
0
0

1
,2
4
7

1
,2
2
1

大
学

院
一

般
学

生
・
私

費
留

学
生

7
6
3

7
5
4

8
3
4

8
8
1

8
4
2

7
4
3

※
人

数
は

、
延

べ
人

数
（
前

期
＋

後
期

）
で
あ
る
。

※
人

数
は

本
学

独
自

の
授

業
料

減
免

+
国

の
高

等
教

育
の
修

学
支

援
新

制
度

に
よ
る
。
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 中
期

計
画

番
号

 

1
-
1
4

 
◇

障
が

い
の

あ
る

学
生

等
に

対
す

る
支

援
 

⑤
性

別
や

文
化

的
相

違
、

障
が

い
の

有
無

等
に

対
し

、
構

成
員

へ
の

き
め

細
か

な
支

援
体

制
を

整
備

し
、

関
連

部
署

が
連

携
し

て
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

を
推

進
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＳＳ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
支

援
を

要
す

る
学

生
数

の

増
加

や
支

援
内

容
の

多
様

化
に

対

し
、

安
定

的
か

つ
継

続
的

に
対

応
で

き
る

体
制

を
整

備
す

る
と

と
も

に
、

教
職

員
及

び
障

が
い

者
支

援
ス

タ
ッ

フ
の

理
解

促
進

や
ス

キ
ル

向
上

を
図

る
。

 
     （

２
）
【

継
続

】
国

籍
・

文
化

・
宗

教
の

相

違
等

、
多

様
性

を
踏

ま
え

た
構

成
員

に
対

す
る

支
援

策
を

検
討

、
実

施
す

る
。

 
         （

３
）
【

継
続

】
学

生
や

教
職

員
な

ど
学

内

構
成

員
に

向
け

た
講

演
会

を
実

施

し
、

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

・
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
へ

の
理

解
啓

発
を

促
進

す
る

。
 

（
１

）
支

援
を

要
す

る
学

生
に

対
す

る
支

援
体

制
の

整
備

【
特

記
事

項
Ⅰ

-
４

参
照

】
 

（
特

記
事

項
の

ポ
イ

ン
ト

）
 

・
障

が
い

に
対

す
る

理
解

促
進

や
支

援
ス

キ
ル

向
上

に
係

る
取

組
と

し
て

、
学

内
の

物
理

的
バ

リ
ア

の
点

検
と

、
そ

れ
に

係
る

支
援

ス
タ

ッ
フ

の
視

座
の

獲
得

を
目

的
と

し
た

バ
リ

ア
フ

リ
ー

チ
ェ

ッ
ク

講
習

会
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

バ
リ

ア
フ

リ
ー

チ
ェ

ッ
ク

報
告

会
に

お
い

て
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
チ

ェ
ッ

ク
講

習
会

の
実

施
内

容
に

つ
い

て
支

援
ス

タ
ッ

フ
自

身
が

報
告

す
る

こ
と

で
学

際
的

な
学

び
を

深
め

る
と

と
も

に
、

学
内

構
成

員
に

課
題

を
共

有
し

た
。

 

・
コ

ロ
ナ

禍
の

状
況

に
応

じ
た

方
法

で
支

援
を

継
続

し
、

対
面

、
オ

ン
ラ

イ
ン

及
び

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

の
全

て
の

授
業

に
対

応
し

た
効

率
的

か
つ

効
果

的
な

支
援

体
制

を
確

立
し

た
。

 

・
「

大
学

院
入

試
に

お
け

る
受

験
上

及
び

修
学

上
の

配
慮

に
関

す
る

手
続

等
に

か
か

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

を
作

成
し

、
大

学
院

入
試

に
お

け
る

障
が

い
学

生
支

援
の

提
供

に
係

る
実

施
手

順
や

募
集

要
項

の
記

載
内

容
等

に
つ

い
て

見
直

し
に

着
手

し
た

。
 

・
障

が
い

者
支

援
ス

タ
ッ

フ
の

技
術

継
承

に
資

す
る

た
め

、
学

内
で

日
常

的
に

使
う

手
話

技
法

を
動

画
で

取
り

ま
と

め
た

手
話

動
画

辞
典

を
作

成
し

た
。

 

  （
２

）
多

様
性

を
踏

ま
え

た
構

成
員

に
対

す
る

支
援

策
の

検
討

・
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
学

内
構

成
員

の
多

様
性

理
解

の
深

化
を

目
的

と
し

て
、

教
職

員
及

び
学

生
を

対
象

と
し

た
ミ

ニ
レ

ク
チ

ャ
ー

（
よ

る
ダ

イ
バ

ー
）

及
び

講
演

会
を

開
催

し
た

。
 

・
外

国
籍

の
構

成
員

が
日

本
文

化
を

体
験

す
る

と
と

も
に

、
参

加
者

が
相

互
に

文
化

的
多

様
性

を
理

解
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

、
教

職
員

及
び

学
生

を
対

象
と

し
た

交
流

会
を

開
催

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
ミ

ニ
レ

ク
チ

ャ
ー

の
参

加
者

は
延

べ
5
4
人

、
交

流
会

の
参

加
者

は
８

人
と

な
っ

た
。

 

・
教

職
員

及
び

学
生

が
、

日
本

に
お

け
る

多
文

化
社

会
の

様
相

や
外

国
の

様
々

な
文

化
な

ど
を

学
び

、
ま

た
、

学
内

で
も

構
成

員
の

文
化

的
多

様
性

を
尊

重
し

な
が

ら
共

生
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

こ
と

を
認

識
す

る
機

会
を

提
供

し
た

。
特

に
コ

ロ
ナ

禍
の

影
響

で
開

催
で

き
て

い
な

か
っ

た
対

面
で

の
交

流
会

の
開

催
は

、
実

体
験

に
基

づ

く
よ

り
効

果
的

な
機

会
で

あ
っ

た
。

 

  （
３

）
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
・

マ
イ

ノ
リ

テ
ィ

へ
の

理
解

啓
発

の
促

進
 

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
・

マ
イ

ノ
リ

テ
ィ

へ
の

理
解

啓
発

を
促

進
す

る
た

め
、

教
職

員
及

び
学

生
を

対
象

と
し

た
ミ

ニ
レ

ク
チ

ャ
ー

（
よ

る
ダ

イ
バ

ー
）

及
び

映
画

上
映

会
を

開
催

し
た

。
 

・
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
・

マ
イ

ノ
リ

テ
ィ

に
関

す
る

基
本

的
な

情
報

や
、

都
立

大
で

の
対

応
状

況
を

取
り

ま
と

め
た

「
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
・

マ
イ

ノ
リ

テ
ィ

に
関

す
る

東
京

都
立

大
学

の
対

応
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

に
つ

い
て

解
説

す
る

た
め

、
教

職
員

を
対

象
と

し
た

研
修

会
を

オ
ン

ラ
イ

ン
で

開
催

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
ミ

ニ
レ

ク
チ

ャ
ー

及
び

映
画

上
映

会
の

開
催

に
よ

り
、

延
べ

5
9
人

が
参

加
し

、
学

生
、

教
職

員
の

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

・
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
へ

の
理

解
・

啓
発

を
促

進
し

た
。

 

・
研

修
会

の
開

催
に

よ
り

、
3
1
人

が
参

加
し

、
教

職
員

が
基

礎
的

な
知

識
や

情
報

、
相

談
を

受
け

た
際

の
対

応
方

法
等

に
つ

い
て

学
ぶ

機
会

を
提

供
し

た
。
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 中
期

計
画

番
号

 

1
-
1
5

 
◇

キ
ャ

リ
ア

形
成

支
援

 

⑥
学

生
の

適
切

な
進

路
選

択
に

つ
な

が
る

よ
う

、
Ｏ

Ｂ
・

Ｏ
Ｇ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
活

用
な

ど
多

角
的

な
ア

プ
ロ

ー
チ

に
よ

り
、

キ
ャ

リ
ア

形
成

支
援

の
強

化
を

図
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
O
B
O
G

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
つ

い
て

、
既

卒
者

で
未

登
録

の
者

に
対

す
る

再
度

の
登

録
依

頼
の

実
施

や
就

職
活

動
を

終
了

し
た

現
役

学
生

へ
の

登
録

依
頼

を
実

施
し

、
登

録
者

数
を

増
加

さ
せ

る
と

と
も

に
、

既
存

の
登

録
情

報
の

更
新

や
整

理
を

行
い

、
学

生
に

と
っ

て
真

に
有

効
な

情
報

と
す

る
。

ま
た

、
O
B
O
G
参

加
行

事
に

つ
い

て
は

、
参

加
学

生
の

満
足

度
を

高

め
、

よ
り

適
切

な
進

路
選

択
を

行
え

る
よ

う
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

の

実
施

結
果

を
踏

ま
え

、
内

容
の

見
直

し
や

改
善

等
を

実
施

す
る

。
 

                       

（
１

）
O
B
O
G
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
拡

大
及

び
O
B
O
G
参

加
行

事
の

改
善

 

①
O
B
O
G
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
登

録
者

数
の

増
加

に
向

け
た

取
組

と
登

録
者

情
報

の
整

理
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
O
B
O
G

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

登
録

に
つ

い
て

、
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

以
降

、
そ

れ
ま

で
の

卒
業

・
修

了
後

に
登

録
を

依
頼

す
る

方
法

か
ら

、
在

学
時

の
進

路
報

告
時

に
仮

登

録
し

卒
業

・
修

了
確

定
後

、
卒

業
・

修
了

の
次

年
度

に
本

登
録

す
る

方
法

に
変

更
し

た
。

 

・
登

録
者

の
所

属
や

連
絡

先
の

情
報

は
本

人
か

ら
の

申
出

に
よ

り
変

更
し

て
い

た
が

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

は
７

月
に

登
録

者
全

員
に

最
新

の
情

報
の

提
供

依
頼

を
メ

ー

ル
で

送
信

し
、

既
存

の
登

録
情

報
を

更
新

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
集

計
で

は
、

登
録

方
法

の
変

更
に

よ
る

登
録

者
の

増
加

効
果

が
認

め
ら

れ
た

。
（

図
表

1
-
1
5
-
1
）

 

・
登

録
者

情
報

を
最

新
に

す
る

こ
と

で
、

学
生

の
O
B
O
G
訪

問
や

大
学

主
催

行
事

参
加

の
依

頼
な

ど
登

録
者

へ
の

情
報

伝
達

の
改

善
効

果
が

期
待

さ
れ

る
。

 

 ②
O
B
O
G
参

加
行

事
の

見
直

し
・

改
善

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
新

規
事

業
と

し
て

、
就

職
活

動
の

経
験

談
や

就
職

後
の

仕
事

理
解

な
ど

に
つ

い
て

、
O
B
O
G
が

語
り

合
い

学
生

の
質

問
に

答
え

る
座

談
会

を
７

月
に

実
施

し
た

。
 

・
O
B
O
G

交
流

会
は

、
早

期
選

考
を

実
施

し
て

い
る

企
業

に
対

応
す

る
た

め
に

時
期

の
見

直
し

を
求

め
る

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
踏

ま
え

、
実

施
時

期
を

1
2
月

か
ら

1
1
月

に
前

倒
し

し
て

実
施

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
座

談
会

実
施

後
の

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
、

就
職

活
動

の
心

構
え

を
知

る
こ

と
が

で
き

た
な

ど
の

意
見

が
あ

り
、

す
べ

て
の

回
答

者
か

ら
概

ね
満

足
以

上
の

評
価

を
得

た
。

 

・
O
B
O
G
交

流
会

を
1
1
月

に
開

催
す

る
こ

と
で

、
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

よ
り

も
早

い
機

会
に

多
く

の
学

生
に

就
職

活
動

開
始

前
に

O
B
O
G
の

貴
重

な
経

験
や

情
報

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 【
図

表
1
-
1
5
-
1
　

O
B
O
G
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
登

録
者

数
（

累
計

）
】

（
人

）

79
61

87
10

3
51

47
8

76
5 

82
6 

91
3 

1,
01

6 
1,

06
7 

1,
54

5 

0

20
0

40
0

60
0

80
0

10
00

12
00

14
00

16
00

18
00

29
年
度

30
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

新
規
登
録
者
数

登
録
者
数
（
累
計
）
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 （
２

）
【

継
続

】
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

の

就
職

活
動

に
お

け
る

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
を

整
理

す
る

と
と

も
に

、
就

職
ガ

イ
ダ

ン
ス

や
実

践
講

座
な

ど
の

既
存

の
キ

ャ
リ

ア
支

援
行

事
に

つ
い

て
、

令
和

３

（
2
0
2
1
）

年
度

の
非

対
面

方
式

で
の

実
施

結
果

等
を

踏
ま

え
、

見
直

し
や

改
善

、
新

規
支

援
事

業
の

企
画

等
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

令
和

６

（
2
0
2
4
）

年
卒

学
生

の
就

職
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
の

変
更

を
注

視
し

、
状

況
に

応
じ

た
適

切
且

つ
速

や
か

な
対

応
を

実
施

し
、

就
職

活
動

を
行

う
学

生
が

不
利

益
を

被
ら

な
い

支
援

体
制

を
構

築
す

る
。

 

                           

（
２

）
既

存
の

キ
ャ

リ
ア

支
援

行
事

の
改

善
 

①
就

職
活

動
に

お
け

る
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

の
整

理
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
か

ら
の

情
報

収
集

だ
け

で
な

く
、

就
職

情
報

会
社

や
企

業
と

の
意

見
交

換
の

ほ
か

内
定

学
生

へ
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

な
ど

、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る
採

用
活

動

の
時

期
や

傾
向

な
ど

の
情

報
収

集
に

努
め

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
情

報
収

集
に

よ
り

、
採

用
選

考
時

期
の

早
期

化
や

通
年

採
用

の
ほ

か
、

企
業

が
学

生
に

直
接

ア
プ

ロ
ー

チ
す

る
方

法
や

動
画

選
考

等
の

選
考

方
法

の
多

様
化

の
傾

向
を

把

握
し

、
既

存
事

業
の

改
善

と
新

規
事

業
の

企
画

に
反

映
し

た
。

 

 

②
既

存
キ

ャ
リ

ア
支

援
行

事
の

改
善

と
新

規
事

業
の

企
画

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
面

接
対

策
や

グ
ル

ー
プ

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

対
策

は
、

オ
ン

ラ
イ

ン
だ

け
で

な
く

対
面

を
取

り
入

れ
た

ほ
か

、
1
0
月

に
実

施
し

た
エ

ン
ト

リ
ー

シ
ー

ト
作

成
講

座
に

つ

い
て

は
、

早
期

選
考

の
対

策
と

し
て

時
期

を
１

か
月

前
倒

し
し

て
実

施
し

た
。

 

・
新

規
事

業
と

し
て

は
、

６
月

に
企

業
が

学
生

に
直

接
ア

プ
ロ

ー
チ

す
る

オ
フ

ァ
ー

型
・

ス
カ

ウ
ト

型
サ

ー
ビ

ス
に

関
す

る
講

座
を

実
施

し
た

ほ
か

、
1
1
月

に
動

画
に

よ

る
選

考
対

策
の

講
座

を
実

施
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
上

記
の

面
接

及
び

グ
ル

ー
プ

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

対
策

講
座

は
い

ず
れ

も
参

加
者

数
が

1
0
～

3
0
％

程
度

増
加

し
た

ほ
か

、
参

加
者

全
員

か
ら

概
ね

満
足

以
上

の
評

価
を

得
た

。
（

図
表

1
-
1
5
-
2
）

 

・
新

規
事

業
に

つ
い

て
は

、
就

職
活

動
の

手
法

が
多

様
化

す
る

中
、

学
生

自
ら

が
主

体
的

に
就

職
活

動
を

行
う

た
め

の
「

気
付

き
」

の
場

と
な

り
、

高
い

満
足

度
を

示
す

評

価
を

得
た

。
 

 

③
令

和
６

（
2
0
2
4
）

年
卒

学
生

へ
の

就
職

支
援

体
制

の
構

築
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
卒

業
・

修
了

年
度

の
1
0
月

か
ら

実
施

し
て

い
た

進
路

報
告

に
つ

い
て

、
新

た
に

進
路

希
望

調
査

を
加

え
、

内
々

定
直

後
で

あ
る

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
1
0
月

か
ら

進
路

報

告
を

可
能

と
す

る
こ

と
で

、
学

生
の

進
路

状
況

を
早

期
に

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
未

内
定

の
学

生
に

対
し

て
、

キ
ャ

リ
ア

支
援

行
事

や
キ

ャ
リ

ア
相

談
な

ど
就

職
支

援
の

情
報

を
、

効
果

的
な

時
期

に
提

供
で

き
る

体
制

と
な

っ
た

。
 

 
 

・
進

学
希

望
の

学
生

に
対

し
て

、
大

学
院

進
学

に
関

す
る

情
報

を
早

期
に

提
供

で
き

る
体

制
と

な
っ

た
。

 

 【
図

表
1
-
1
5
-
2
　

支
援

行
事

満
足

度
】

（
単

位
：

件
、

%
）

2
9
年
度

3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

行
事
数

3
9

3
5

3
3

2
3

3
7

4
6

満
足
度

9
5
.3
%

9
5
.8
%

9
5
.9
%

9
6
.1
%

9
8
.1
%

9
7
.0
%

行
事
数

4
4

5
4

満
足
度

9
8
.8
%

9
6
.5
%

9
8
.8
%

9
7
.0
%

行
事
数

1
2

1
3

1
0

8
1
1

1
1

満
足
度

9
4
.7
%

9
5
.8
%

9
6
.4
%

9
2
.5
%

9
6
.0
%

9
8
.1
%

※
各
年
度
末
現
在

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

日
野

キ
ャ

ン
パ

ス

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
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 （
３

）
【

継
続

】
大

学
院

生
（

博
士

後
期

課

程
）

や
外

国
人

留
学

生
へ

の
支

援
強

化
を

継
続

し
、

既
存

の
キ

ャ
リ

ア
支

援
策

、
支

援
行

事
及

び
キ

ャ
リ

ア
・

就
職

相
談

体
制

等
に

つ
い

て
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

の
実

施
結

果
及

び

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
を

踏
ま

え
、

見
直

し
や

改
善

等
を

実
施

す
る

。
 

（
３

）
大

学
院

生
や

外
国

人
留

学
生

へ
の

キ
ャ

リ
ア

支
援

強
化

 

①
大

学
院

生
（

博
士

後
期

課
程

）
へ

の
キ

ャ
リ

ア
支

援
強

化
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
博

士
人

材
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
（

J
G
R
A
D
）

に
つ

い
て

、
こ

れ
ま

で
未

加
入

だ
っ

た
法

学
政

治
学

研
究

科
と

経
営

学
研

究
科

が
９

月
末

に
加

入
し

た
。

 

・
１

月
に

ジ
ョ

ブ
型

研
究

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

推
進

協
議

会
へ

の
加

入
手

続
き

を
行

い
、

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
度

よ
り

ジ
ョ

ブ
型

研
究

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
実

施
で

き
る

よ
う

準
備

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
全

学
で

の
博

士
人

材
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
登

録
が

可
能

と
な

り
、

法
学

政
治

学
研

究
科

と
経

営
学

研
究

科
の

登
録

者
も

博
士

人
材

の
研

究
活

動
や

職
業

な
ど

キ
ャ

リ
ア

形
成

に

役
立

つ
情

報
の

入
手

が
可

能
と

な
っ

た
。

 

・
文

部
科

学
省

が
推

進
し

て
い

る
ジ

ョ
ブ

型
研

究
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

実
施

体
制

の
整

備
等

に
よ

り
、

博
士

人
材

の
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
を

考
え

る
機

会
を

拡
充

し
た

。
 

  
 

※
博

士
人

材
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
（

J
G
R
A
D
）
：

博
士

人
材

が
よ

り
一

層
社

会
で

活
躍

す
る

た
め

の
様

々
な

政
策

立
案

に
役

立
て

る
た

め
、

文
部

科
学

省
 
科

学
技

術
・

学
術

政
策

研
究

所
（

N
I
S
T
E
P
）

が
、

社
会

に
お

け
る

博
士

人
材

の
活

躍
状

況
や

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

を
追

跡
す

る
事

を
目

的
と

し
た

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

。
 

 
 

※
ジ

ョ
ブ

型
研

究
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
推

進
協

議
会

：
大

学
院

教
育

の
一

環
と

し
て

行
わ

れ
る

長
期

間
か

つ
有

給
の

研
究

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
普

及
に

よ
り

、
S
o
c
i
e
t
y
 

5
.
0
に

相
応

し
い

雇
用

の
在

り
方

と
高

等
教

育
が

提
供

す
る

学
び

の
マ

ッ
チ

ン
グ

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
4
5
企

業
、

4
5
大

学
に

よ
り

設
立

（
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
８

月
1
0
日

現
在

）
さ

れ
た

協
議

会
。

 

 

②
外

国
人

留
学

生
へ

の
キ

ャ
リ

ア
支

援
強

化
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

の
キ

ャ
リ

ア
支

援
行

事
の

う
ち

、
ガ

イ
ダ

ン
ス

に
つ

い
て

は
オ

ン
ラ

イ
ン

で
実

施
し

た
が

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

は
1
0

月
の

エ
ン

ト
リ

ー
シ

ー
ト

対
策

と
面

接
対

策
を

含
め

て
全

て
対

面
で

実
施

し
た

。
行

事
の

実
施

に
当

た
っ

て
は

、
メ

ー
ル

案
内

に
加

え
て

、
留

学
生

向
け

の
新

入
学

生
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

で
も

周
知

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
対

面
で

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

講
師

か
ら

の
ア

ド
バ

イ
ス

や
質

疑
等

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
取

り
や

す
く

な
っ

た
。
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大大
項項

目目
番番

号号
  

５５
  

入入
学学

者者
選選

抜抜
 

１
 
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

４
）

入
学

者
選

抜
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る
た

め
の

措
置

 

（
中
期
目
標
）
 

○
ア
ド
ミ
ッ
シ

ョ
ン
・
ポ
リ
シ

ー
に

基
づ

い
て

質
の

高
い

学
生

を
確

保
す

る
た

め
、

こ
れ

ま
で

の
選

抜
方
法

の
成

果
を

検
証

し
な

が
ら

、
予

定
さ

れ
て

い
る

大
学

入
学

者
選

抜
の

抜
本
的
な

改
革
を
見
据
え
て
入
試
制

度
改

革
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
検

証
・

改
善

の
サ

イ
ク

ル
を

確
立

す
る

。
 

○
育
成
す
る
人
材
像
や
教
育
内

容
等

を
広

く
社

会
や

受
験

対
象

者
に

発
信

す
る

。
 

○
意
欲
あ
る
学
生
を
積
極
的
に

受
け

入
れ

る
と

い
う

観
点

か
ら

、
都

立
高

校
や

東
京

都
立

産
業

技
術

高
等
専

門
学

校
等

と
の

連
携

を
推

進
す

る
。

 
 

中
期
計
画
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
 

自
己

評
価
 

（
４
）
入
学
者
選
抜
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
 

◇
入
試
改
革
の
推
進
 

【
1
-
1
6
】

①
【

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

】
に

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

セ
ン

タ
ー

を
設
置
し

、
教
学

I
R
に
基
づ
く

入
学
者
選
抜
方
法

の
検

証
・

改

善
を

行
い

、
外

部
英

語
試

験
の

活
用

も
含

め
、

令
和

２

（
2
0
2
0
）

年
度

以
降

に
実

施
予

定
の

大
学

入
学

者
選

抜
改

革
に

対
応

す
る

。
ま

た
、

国
際

バ
カ

ロ
レ

ア
資

格
等

を
活

用
し

た
入

試
を

拡
大

す
る

と
と

も
に

、
A
O
入

試
等

の
多

様
な

選
抜

に
よ

る

募
集

人
員

を
全

体
の

【
3
0
％

】
に

拡
充

す
る

な
ど

、
志

の
高

い

多
様
な
学

生
を
選
考
す
る
た
め
の
入
試
制
度
を
充
実

さ
せ

る
。

 

           ◇
入
試
広
報
に
よ
る
発
信
 

【
1
-
1
7
】

◆
②

育
成

す
る

人
材

像
や

本
学

の
特

色
あ

る
教

育
内

容
な

ど
、

大

学
選

択
に

必
要

な
情

報
を

志
願

者
、

保
護

者
及

び
高

校
等

教
員

を
対
象
と

し
て
、
効
果
的
に
発
信
す
る
。
 

  ◇
高
大
連
携
等
の
推
進
 

【
1
-
1
8
】

③
本

学
の

持
つ

高
い

教
育

力
・

研
究

力
を

生
か

し
、

都
立

高
校

等

を
対

象
と

し
た

教
育

支
援

等
に

よ
り

連
携

強
化

を
図

る
と

と
も

に
、
都
立
高
校
生
の
入
学
を
促
進
す
る

A
O
入
試

等
の

多
様

な
選

抜
を
拡
充
す
る
。
 

  【
1
-
1
6
】

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

セ
ン

タ
ー

を
平

成
2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

に
新

た
に

設
置

し
、

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

以
降

に
実

施
す

る
大

学
入

学
者

選
抜

に
お

け
る

基
本

方
針

を
策

定
、

公
表

し
た

。
平

成
3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

に
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

出
願

方

式
に

よ
る

出
願

受
付

を
開

始
す

る
と

と
も

に
、

教
学

I
R

に
基

づ
く

入
学

者
選

抜
に

関
す

る
検

証
や

英
語

試
験

の
取

扱

い
の

検
討

等
を

進
め

た
。

ま
た

、
志

の
高

い
、

多
様

な
学

生
を

選
考

す
る

た
め

の
入

試
制

度
を

充
実

さ
せ

る
た

め
、

全

募
集

人
員

の
3
0
％

以
上

を
多

様
な

選
抜

方
法

に
よ

り
確

保
す

る
こ

と
を

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
度

に
計

画
し

、
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

以
降

の
入

試
に

お
い

て
、

多
様

な
選

抜
・

特
別

選
抜

に
よ

る
募

集
人

員
を

拡
充

し
た

。
さ

ら
に

令
和

４

（
2
0
2
2
）

年
度

に
多

様
な

選
抜

に
お

い
て

、
よ

り
レ

ベ
ル

の
高

い
志

願
者

を
獲

得
で

き
る

よ
う

入
試

区
分

単
位

で
募

集

人
員

を
見

直
し

た
。
（

図
表

1
-
1
6
）

 

 ＜
図

表
1
-
1
6
　

多
様

な
選

抜
・

特
別

選
抜

入
試

状
況

＞
（

単
位

：
人

、
倍

）
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３
年

度
４
年

度
５
年

度
3
6
4

3
6
4

3
7
6

4
7
3

4
7
6

4
7
6

5
8
7

6
5
7

7
0
3

1
,2
3
3

1
,0
2
8

8
9
3

1
.6
1

1
.8
0

1
.8
7

2
.6
1

2
.1
6

1
.8
8

3
3
2

3
4
9

3
6
4

3
9
7

3
8
8

4
0
5

0
.9
1

0
.9
6

0
.9
7

0
.8
4

0
.8
2

0
.8
5

2
3
.2
%

2
3
.2
%

2
3
.9
%

3
0
.1
%

3
0
.3
%

3
0
.3
%

1
,5
7
0

1
,5
7
0

1
,5
7
0

1
,5
7
0

1
,5
7
0

1
,5
7
0

全
募

集
人

員
に
占

め
る
募

集
割

合
（
参

考
）
全

募
集

定
員

募
集

人
員

志
願

者
数

志
願

倍
率

入
学

者
数

入
学

者
数

/
募

集
人

員

 
  【

1
-
1
7
】

コ
ロ

ナ
禍

以
前

の
大

学
説

明
会

は
毎

年
前

年
度

を
上

回
る

参
加

者
が

あ
っ

た
が

、
コ

ロ
ナ

禍
を

機
に

参
集

型
の

開
催

を

中
止

し
、

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

及
び

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

は
W
e
b
大

学
説

明
会

を
開

催
し

た
。

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

は
ポ

ス
ト

コ
ロ

ナ
を

踏
ま

え
、

W
e
b
大

学
説
明

会
を

開
催

す
る

一
方

、
予

約
制

に
よ

る
参

加
者

の
制

限
を

行
い

参

集
型

の
大

学
説

明
会

を
開

催
し

た
。

い
ず

れ
の

方
法

に
お

い
て

も
コ

ロ
ナ

禍
以

前
の

方
法

を
基

に
工

夫
を

凝
ら

し
て

都

立
大

の
魅

力
を

発
信

し
た

。
 

 【
1
-
1
8
】

東
京

都
教

育
委

員
会

等
と

連
携

し
て

、
都

立
高

校
、

都
立

中
等

教
育

学
校

４
～

６
年

生
を

対
象

に
、

都
立

大
の

最
先

端

の
研

究
成

果
に

関
す

る
講

演
を

行
う

「
都

立
高

校
生

の
た

め
の

先
端

研
究

フ
ォ

ー
ラ

ム
」
、

都
立

大
の

研
究

室
の

見
学

や
体

験
を

行
う

「
理

数
研

究
ラ

ボ
」
、

ゼ
ミ

形
式

で
自

身
が

設
定

し
た

テ
ー

マ
に

基
づ

き
探

究
活

動
を

行
う

「
高

校
生

探
求

ゼ
ミ

」
な

ど
を

実
施

し
た

。
 

Ｂ
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第
三
期
中
期
目
標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
大
学
入
学
者

選
抜

改
革

へ
の

対
応

を
着

実
に

推
進

す
る

と
と

も
に

、
多

様
な

選
抜

に
よ

る
募

集
人

員
の

割
合

が
令

和
３

年
度

入
試

に
お

い
て

3
0
.
1
％

と
な

り
、

目
標

に
達

し

て
い
る
。
 

・
教
学

I
R
を
活

用
し

た
入
試
結
果
等
の
分
析
に
よ
る
新
た
な
入

試
制

度
に

対
応

す
る

た
め

の
検

討
や

既
存

の
入

試
制

度
の

見
直

し
に

つ
い

て
、

更
な

る
取

組
の

充
実

を
期

待
す

る
。

 

・
都
立
高
校
と
の
連
携
を
今
後
よ
り
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
を

期
待

す
る

。
 

  

認
証
評
価
 

機
関
の
評
価
 

［
認

証
評

価
機

関
］

独
立

行
政

法
人

大
学

改
革

支
援

・
学

位
授

与
機

構
［

受
審

年
度

］
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

［
評

価
対

象
期

間
］

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

～
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

［
認

証
評

価
の

種

類
］
機

関
別
認
証
評
価
 

○
大
学
評
価
基
準
の
う
ち
「
満
た
し
て
い
る
」
と
評
価
さ
れ
た
基
準
：
 

・
基
準
５
－
１
 
学
生
受
入
方
針
が
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
 

・
基
準
５
－
２
 
学
生
の
受
入
が
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
 

 〇
改
善
を
要
す
る
点
等
：
 

・
基

準
５

－
３

 
経

営
学

研
究

科
博

士
後

期
課

程
に

お
い

て
、

実
入

学
者

数
が

入
学

定
員

を
大

幅
に

超
え

て
い

る
。

ま
た

、
法

学
政

治
学

研
究

科
専

門
職

学
位

課
程

に
お

い
て

、
実

入

学
者
数
が
入
学
定
員
を
大
幅
に
下
回
っ
て
い
る
。
 

                                

Ⅰ　東京都立大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

　１　教育に関する目標を達成するための措置

－ 105 －



 
 

 
  

 
 

 

度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
1
-
1
6
】
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
平

成
3
2
年

度
以

降
実

施
の

大
学

入
学

者
選

抜
に

お

け
る
基
本
方
針
を
策
定
、
公
表
し
た
。
 

【
1
-
1
6
】
A
O
入
試
等
の
多
様
な
選
抜
に
よ
る
募
集
人
員
を

全
体

の
【

2
3
.
2
％

】
ま

で
拡

充
し

た
（

平
成

2
8

年
度

比
＋
2
.
7
ポ
イ
ン
ト
増
）
。
 

【
1
-
1
6
】
学
部

入
試
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
制
度
を
導

入
し

た
。

 

【
1
-
1
7
】
大
学

説
明
会
に
過
去
最
高
の

2
4
,
8
8
2
名
が
来

場
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
教

育
研

究
組

織
の

再
編

に
関

す
る

広
報

活
動

を
積

極
的

に
進

め
た

結
果

、
大

学
説

明
会

に
多

く
の

参
加

者
が

あ
り

、
さ

ら
に

は
一

般
選

抜
入

試
に

お
い

て
全

体
の

志
願

者
倍

率
が

前
年

並
み

で
あ

っ
た

こ
と

は
、

成
果

で
あ

る
と

評
価

す
る

。
 

・
多

様
な

方
法
で

入
学
者

を
選

抜
す

る
こ

と
を

目
指

し
て

、
A
O
入

試
等

の
募

集
人

員
を

増
や

し
て

い
る

。

受
験

生
の

能
力

等
を

十
分

に
検

証
し

、
首

都
大

に
と

っ
て

ふ
さ

わ
し

い
方

法
を

検
討

し
、

柔
軟

な
見

直

し
を

行
い

な
が

ら
進

め
る

よ
う

期
待

す
る

。
 

3
0  

【
1
-
1
6
】
令
和
３
年
度
入
試
に
向
け
、
新
た
な

A
O
入

試
等

に
つ

い
て

検
討

す
る

と
と

も
に

、
多

様
な

選
抜

に
お
け
る
募
集
人
員
の
割
合
を
入
学
定
員
の

3
0
％

に
拡

充
す

る
こ

と
を

決
定

し
た

。
 

【
1
-
1
6
】
全

て
の

入
試
に

お
い
て

（
一
部

除
外
有

り
）
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ
ト

出
願
方

式
に
よ

る
出
願

受
付

を

開
始
し
た
。
 

【
1
-
1
7
】
大
学

説
明
会
に
過
去
最
高
の

2
6
,
1
2
0
名
が
来

場
し

た
。

 

【 【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
教

学
 I
R
を

活
用

し
、

入
試

結
果

の
得

点
分

布
や

ア
ン

ケ
ー

ト
の

分
析

結
果

を
用

い
て

、
既

存
の

入
試

制

度
の

見
直

し
と

新
た

な
入

試
制

度
の

検
討

を
行

っ
た

。
 

・
大

学
説

明
会

に
つ

い
て

、
来

場
者

ア
ン

ケ
ー

ト
等

の
分

析
・

検
証

結
果

な
ど

を
踏

ま
え

、
開

催
方

法
や

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

改
善

を
行

う
こ

と
で

、
平

成
2
9
年

度
よ

り
も

1
,
2
0
0
人

程
度

多
い

2
6
,
0
0
0
人

程
度

が

来
場

し
た

。
 

・
高

大
連

携
事

業
と

し
て

、
東

京
都

教
育

委
員

会
と

の
包

括
連

携
に

関
す

る
協

定
が

締
結

さ
れ

、
二

つ
の

事
業

が
実

施
さ

れ
た

。
今

後
の

更
な

る
活

動
の

充
実

に
よ

り
、

大
学

に
お

け
る

学
生

確
保

に
つ

な
が

る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
 

元  

【
1
-
1
6
】

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

入
試

以
降

に
実

施
予

定
の

多
様

な
選

抜
に

つ
い

て
、

全
募

集
人

員
の

3
0
％

を
確

保
す

る
と

と
も

に
、

選
抜

要
項

・
募

集
要

項
の

記
載

内
容

及
び

実
施

ス
ケ

ジ
ュ

ー

ル
・
実
施
方
法
等
の
検
討
・
調
整
を
進
め
た

。
 

【
1
-
1
7
】

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

で
の

大
学

説
明

会
に

つ
い

て
、

来
場

者
数

が
年

々
増

加
し

て
い

る
こ

と
に

よ
る

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

オ
ー

バ
ー

へ
の

対
策

と
し

て
、

広
報

方
針

、
開

催
日

程
、

会
場

の
割

当
及

び
各
企
画
の
実
施
時
間
等
の
検
討
・
調
整
を

行
っ

た
。

 

【
1
-
1
8
】

桜
修

館
中

等
教

育
学

校
、

東
京

都
教

育
委

員
会

及
び

東
京

都
教

育
庁

の
依

頼
事

業
や

共
催

事
業

を
実
施
し
た
。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
志

の
高

い
多
様

な
学
生

を
確
保

す
る

た
め

、
全

募
集

人
員

の
3
0
％

を
多

様
な

選
抜

方
法

に
よ

り
確

保
す

る
こ

と
を

計
画

し
、

令
和

３
年

度
入

学
試

験
か

ら
実

施
す

る
準

備
を

進
め

た
。

 

・
大

学
説

明
会

に
つ

い
て

、
前

年
度

よ
り

参
加

者
数

が
3
,
0
0
0
人

増
え

る
中

、
日

時
や

会
場

の
調

整
に

よ

っ
て

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

ー
オ

ー
バ

ー
に

対
応

し
な

が
ら

円
滑

に
説

明
会

を
実

施
し

、
入

試
制

度
等

の
情

報

提
供

を
広

く
行

っ
た

。
 

２ 

【
1
-
1
6
】

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

入
試

に
お

い
て

、
多

様
な

選
抜

・
特

別
選

抜
に

よ
る

募
集

人
員

を
全

体

の
【
3
0
.
1
％
】
ま
で
拡
充
し
た
（
令
和
２
（

2
0
2
0
）

年
度

入
試

：
2
3
.
9
％

）
。
 

【
1
-
1
7
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

、
参

集
型

の
大

学
説

明
会

は
中

止
と

し
、

W
e
b
大

学
説

明
会
を
開
催
し
た
（
延
べ
閲
覧
数
：
6
3
,
5
9
8
回

）
。
 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
多

様
な

選
抜

に
よ

る
募
集

人
員

の
割

合
が

順
調

に
増

加
し

、
全

体
の

3
0
.
1
％

ま
で

拡
充

し
た

。
 

・
W
E
B
大

学
説

明
会

を
開

催
し

、
６

万
件

を
超

え
る

延
べ

閲
覧

数
を

得
た

。
  

３ 

【
1
-
1
6
】

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

入
試

に
お

い
て

、
多

様
な

選
抜

・
特

別
選

抜
に

よ
る

募
集

人
員

を
全

体

の
【
3
0
.
3
％
】
ま
で
拡
充
し
た
（
令
和
３
（

2
0
2
1
）

年
度

入
試

：
3
0
.
1
％

）
。
 

【
1
-
1
7
】

参
集

型
の

大
学

説
明

会
は

中
止

し
、

We
b
大

学
説

明
会

を
開

催
し

た
（

総
閲

覧
回

数
：

82
,
8
2
4

回
）
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
引

き
続

き
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
大

学
説

明
会

に
お

い
て

、
入

試
に

関
す

る
情

報
を

積
極

的
に

発
信

し
、

８
万

回
以

上
の

閲
覧

が
あ

っ
た

。
 

・
W
e
b
大

学
説

明
会

の
総
閲

覧
回

数
は

８
万

回
以

上
と

な
っ

て
い

る
が

、
志

願
者

数
は

減
少

し
て

い
る

。
志

願
者

数
の

回
復

に
つ

な
が

る
取

組
を

期
待

す
る

。
 

４  

【
1
-
1
6
】

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
度

入
試

に
お

い
て

、
多

様
な

選
抜

・
特

別
選

抜
に

よ
る

募
集

人
員

を
全

体

の
【
3
0
.
3
％
】
ま
で
拡
充
し
た
（
令
和
４
（

2
0
2
2
）

年
度

入
試

：
3
0
.
3
％

）
。
 

【
1
-
1
6
】
よ
り
レ
ベ
ル
の
高
い
志
願
者
を
獲
得
で
き
る
よ

う
入

試
区

分
単

位
で

募
集

人
員

を
見

直
し

た
。

 

【
1
-
1
7
】
オ

ン
ラ

イ
ン
を

活
用
し

た
W
e
b
大

学
説

明
会
を

開
催
す

る
と

と
も

に
、

予
約
制

に
よ

る
入

場
人

数
制

限
等
の
対
策
を
実
施
し
、
対
面
型
の
大

学
説

明
会

を
開

催
し

た
。

 

 

―
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 中
期

計
画

番
号

 

1
-
1
6
 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

４
）

入
学

者
選

抜
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

◇
入

試
改

革
の

推
進

 

①
【

平
成

29
（

2
0
1
7
）

年
度

に
】

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

セ
ン

タ
ー

を
設

置
し

、
教

学
Ｉ

Ｒ
に

基
づ

く
入

学
者

選
抜

方
法

の
検

証
・

改
善

を
行

い
、

外
部
英

語
試

験
の

活
用

も
含

め
、

令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

以
降

に
実

施
予

定
の

大
学

入
学

者
選

抜
改

革
に

対
応

す
る

。
ま

た
、

国
際

バ
カ

ロ
レ

ア
資

格
等

を
活

用
し

た
入

試
を

拡
大

す
る

と
と

も
に

、
Ａ

Ｏ
入

試
等

の
多

様
な

選
抜

に
よ

る
募

集
人

員
を

全
体

の
【

3
0
％

】
に

拡
充

す
る

な
ど

、
志

の
高

い
多

様
な

学
生

を
選

考
す

る
た

め
の

入
試

制
度

を
充

実
さ

せ
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感

染
症

の
状

況
を

注
視

し
な

が
ら

、
学

部
及

び
大

学
院

に
お

け
る

入
学

者
選

抜
を

円
滑

に
実

施
す

る
。

ま
た

、
大

学
入

学
者

選
抜

改
革

に
対

応
す

る
た

め
、

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
「

学
力

の
３

要
素

」
の

多
面

的
評

価
を

目
的

と
し

た
学

部
入

試
制

度
及

び
選

抜
方

法
な

ど
の

分

析
・

設
計

、
高

大
連

携
・

接
続

事
業

の
推

進
及

び
教

育
機

関
と

の
連

携
、

並
び

に
多

様
な

選
抜

の
定

員
充

足
率

向
上

や
募

集
人

員
拡

充
に

向
け

た
検

討
を

進
め

、
質

の
高

い
学

生
を

安
定

的
に

獲
得

す
る

。
 

                    

（
１

）
大

学
入

学
者

選
抜

改
革

へ
の

対
応

及
び

質
の

高
い

学
生

の
安

定
的

確
保

 

①
学

部
及

び
大

学
院

に
お

け
る

入
学

者
選

抜
の

円
滑

な
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
セ

ン
タ

ー
拡

大
会

議
で

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
度

入
試

に
つ

い
て

調
整

・
検

討
を

行
っ

た
。

 

・
大

学
院

入
試

に
つ

い
て

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
へ

の
対

応
を

踏
ま

え
た

上
で

の
各

研
究

科
と

の
調

整
等

、
全

学
的

な
整

理
・

整
備

及
び

大
学

院
入

試
部

会
の

運

営
に

取
り

組
ん

だ
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
５

（
2
0
23

）
年

度
入

試
に

つ
い

て
、
入

学
選

抜
要

項
及

び
各

選
抜

の
募

集
要

項
を

作
成

し
、

公
表

し
た

。
ま

た
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

へ
の

対
応

を
踏

ま

え
た

上
で

、
新

た
な

入
試

制
度

に
よ

る
一

般
選

抜
及

び
多

様
な

選
抜

を
着

実
に

実
施

し
た

。
（

図
表

1
-
1
6
-
1
、

図
表

1
-
1
6
-
2
）

 

・
大

学
院

入
試

部
会

を
通

じ
て

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

応
や

出
題

ミ
ス

防
止

等
に

関
す

る
情

報
提

供
を

行
い

、
大

き
な

ミ
ス

な
く

大
学

院
入

試
を

実
施

し
た

。
 

 

②
大

学
入

学
者

選
抜

改
革

に
対

す
る

学
部

入
試

制
度

及
び

選
抜

方
法

等
の

分
析

・
設

計
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
教

学
I
R

等
を

活
用

し
、

こ
れ

ま
で

の
入

試
結

果
の

得
点

分
布

、
各

入
試

の
充

足
率

及
び

ア
ン

ケ
ー

ト
集

計
結

果
等

か
ら

の
分

析
結

果
を

用
い

て
、

令
和

６
（
2
0
2
4
）

年

度
入

試
以

降
の

大
学

入
学

者
選

抜
実

施
に

向
け

た
試

験
手

法
や

評
価

方
法

に
つ

い
て

検
討

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
６

（
2
0
2
4
）

年
度

入
試

以
降

の
大

学
入

学
者

選
抜

実
施

に
向

け
た

試
験

手
法

や
評

価
方

法
に

つ
い

て
、

決
定

・
公

表
し

た
。

 

  
③

高
大

連
携

・
接

続
事

業
の

推
進

及
び

教
育

機
関

と
の

連
携

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
「

高
大

接
続

改
革

の
実

施
方

針
等

」
に

基
づ

く
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

入
試

以
降

に
実

施
予

定
の

大
学

入
学

者
選

抜
改

革
へ

の
対

応
と

し
て

、
学

部
入

学
者

選
抜

の
基

本

方
針

を
踏

ま
え

た
入

試
制

度
に

関
す

る
事

項
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

検
討

・
調

整
を

行
っ

た
。

 

・
「

高
大

接
続

改
革

の
実

施
方

針
等

」
に

お
け

る
「

大
幅

な
大

学
入

学
者

選
抜

改
革

」
と

「
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
オ

フ
ィ

ス
の

整
備

・
強

化
」

等
に

関
す

る
情

報
収

集
を

行

っ
た

。
 

・
高

大
連

携
・

接
続

事
業

の
企

画
・

実
施

に
向

け
た

活
動

方
針

の
策

定
を

行
っ

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

 
 

・
高

大
接

続
改

革
の

実
施

方
針

等
に

基
づ

き
、

英
語

の
４

技
能

評
価

に
向

け
た

、
一

般
選

抜
２

次
試

験
に

お
け

る
外

部
英

語
評

価
導

入
準
備

を
行

っ
た

。
ま

た
、

調
査

書
の

活
用

に
よ

る
多

面
的

評
価

を
実

施
す

る
こ

と
に

加
え

、
高

等
学

校
に

対
し

、
探

求
科

目
へ

の
活

動
支

援
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

高
大

接
続

を
推

進
し

た
。
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                                       （
２

）
【

継
続

】
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ

シ
ー

に
合

致
す

る
質

の
高

い
学

生
の

更
な

る
獲

得
に

向
け

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

入
試

に
お

け
る

利
用

状
況

等
を

検
証

し
た

上
で

、
イ

ン
タ

【
図

表
1
-
1
6
-
1
　

一
般

選
抜

入
試

状
況

】
（

単
位

：
人

、
倍

）
3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

５
年
度

募
集
人
員

1
,2
0
6

1
,2
0
6

1
,1
9
4

1
,0
9
7

1
,0
9
4

1
,0
9
4

志
願
者
数

8
,2
5
4

8
,5
9
3

7
,8
8
5

7
,7
5
8

6
,7
2
4

6
,6
6
3

志
願
者
倍
率

6
.8
4

7
.1
3

6
.6
0

7
.0
7

6
.1
5

6
.0
9

合
格
者
数

1
,5
9
1

1
,5
4
3

1
,5
6
4

1
,5
3
2

1
,5
5
2

1
,5
0
5

入
学
者
数

1
,2
9
9

1
,2
7
7

1
,2
4
2

1
,1
9
5

1
,2
6
6

1
,2
5
6
 

 【
図

表
1
-
1
6
-
2
　

多
様

な
選

抜
・

特
別

選
抜

入
試

状
況

】
（

単
位

：
人

、
倍

）
3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

５
年
度

3
6
4

3
6
4

3
7
6

4
7
3

4
7
6

4
7
6

5
8
7

6
5
7

7
0
3

1
,2
3
3

1
,0
2
8

8
9
3

1
.6
1

1
.8
0

1
.8
7

2
.6
1

2
.1
6

1
.8
8

3
3
2

3
4
9

3
6
4

3
9
7

3
8
8

4
0
5

0
.9
1

0
.9
6

0
.9
7

0
.8
4

0
.8
2

0
.8
5

2
3
.2
%

2
3
.2
%

2
3
.9
%

3
0
.1
%

3
0
.3
%

3
0
.3
%

1
,5
7
0

1
,5
7
0

1
,5
7
0

1
,5
7
0

1
,5
7
0

1
,5
7
0

全
募
集
人
員
に
占
め
る
募
集
割
合

（
参
考
）
全
募
集
定
員

募
集
人
員

志
願
者
数

志
願
倍
率

入
学
者
数

入
学
者
数
/
募
集
人
員

 
 

④
質

の
高

い
学

生
を

安
定

的
に

獲
得

す
る

た
め

の
取

組
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
６

（
2
0
24

）
年

度
入

試
以

降
の

大
学

入
学

者
選

抜
に

お
け

る
多

様
な

選
抜

に
つ

い
て

、
過

去
の

入
試

実
績

等
の

検
証

を
行

い
、

都
立

大
の

求
め

る
学

生
の

確
保

に
向

け
た

改
善

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
６

（
2
0
2
4
）

年
度

入
試

以
降

の
大

学
入

学
者

選
抜

に
お

け
る

多
様

な
選

抜
に

つ
い

て
、

入
試

制
度

の
見

直
し

や
新

た
な

入
試

制
度

の
検

討
を

行
い

公
表

し
た

。
 

 

⑤
志

の
高

い
多

様
な

学
生

を
選

抜
す

る
た

め
の

入
試

制
度

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
研

究
室

探
検

入
試

を
実

施
し

た
。

 

・
優

秀
な

学
生

確
保

の
た

め
、

学
校

推
薦

型
選

抜
の

内
訳

の
見

直
し

を
実

施
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
研

究
室

探
検

入
試

の
募

集
開

始
後

、
初

め
て

合
格

者
を

輩
出

し
た

。
 

 
 

・
学

校
推

薦
型

選
抜

の
う

ち
、

高
校

特
定

型
入

試
の

募
集

人
数

を
増

や
す

こ
と

で
よ

り
高

い
レ

ベ
ル

の
高

校
か

ら
の

受
験

生
確

保
に

つ
な

げ
た

。
 

  
※

研
究

室
探

検
入

試
：

都
市

環
境

学
部

環
境

応
用

化
学

科
の

研
究

室
が

行
っ

て
い

る
研

究
内
容

に
対
し

強
い

興
味

を
持

ち
、

実
験

・
実

習
に

対
し

て
も

意
欲

的
か

つ
能

動
的
に

取
り

組
む

こ
と

の
で

き
る

知
的

好
奇

心
・
探

求
心

が
旺

盛
な

人
を

対
象

に
し

た
、

都
市

環
境

学
部

環
境

応
用

化
学

科
で

実
施

し
て

い
る

入
試

。
出

願
書

類
、

研
究

室
探

求
、

そ
れ

を
受

け
て

の
小

論
文

及
び

グ
ル

ー
プ

討
論

又
は

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
り

選
抜

す
る

。
 

 （
２

）
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

出
願

の
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

入
試

で
実

施
予

定
の

入
試

制
度

へ
の

対
応

、
さ

ら
に

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

影
響

に
よ

り
入

試
制

度
に

変
更

が
生

じ
た

場
合

の
対

応
も

踏
ま

え
、

シ
ス

テ
ム

改
修

を
行

っ
た

。
 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

入
試

に
お

け
る

利
用

状
況

等
を

検
証

し
た

上
で

、
更

な
る

利
便

性
の

向
上

に
向

け
た

シ
ス

テ
ム

改
修

及
び

運
用

面
の

見
直

し
を

行
っ

た
。
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ー
ネ

ッ
ト

に
よ

る
出

願
受

付
を

実
施

す
る

。
 

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

出
願

シ
ス

テ
ム

開
発

業
者

と
の

シ
ス

テ
ム

運
用

及
び

志
願

者
に

対
す

る
ヘ

ル
プ

デ
ス

ク
や

サ
ポ

ー
ト

等
の

連
携

に
関

す
る

調
整

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

出
願

シ
ス

テ
ム

の
改

修
や

不
備

の
な

い
運

用
に

よ
り

、
学

部
入

試
の

出
願

手
続

に
つ

い
て

、
志

願
者

の
利

便
性

を
向

上
さ

せ
た

。
 

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

出
願

シ
ス

テ
ム

の
改

修
に

よ
り

、
成

績
開

示
に

お
い

て
、

郵
送

に
よ

る
請

求
手

続
を

廃
止

し
、

出
願

時
に

手
続

を
行

う
方

法
に

変
更

し
、

成
績

請
求

者
の

利
便

性
向

上
に

取
り

組
ん

だ
。
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 中
期

計
画

番
号

 

1
-
1
7

 
◇

入
試

広
報

に
よ

る
発

信
 

②
育

成
す

る
人

材
像

や
本

学
の

特
色

あ
る

教
育

内
容

な
ど

、
大

学
選

択
に

必
要

な
情

報
を

志
願

者
、

保
護

者
及

び
高

校
等

教
員

を
対

象
と

し
て

、
効

果
的

に
発

信
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
大

学
説

明
会

に
つ

い
て

、

過
年

度
実

績
及

び
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

状
況

等
を

踏
ま

え
た

上
で

、
W
e
b

や
オ

ン
ラ

イ
ン

の
活

用

等
、

実
施

方
法

、
企

画
内

容
の

検

証
・

改
善

を
継

続
し

て
行

う
と

と
も

に
、

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
度

入
試

に

関
す

る
情

報
及

び
令

和
６

（
2
0
2
4
）

年
度

入
試

以
降

の
入

試
制

度
に

関
す

る
情

報
提

供
等

、
内

容
の

充
実

を
図

る
。

 

            （
２

）
【

継
続

】
志

願
者

獲
得

に
効

果
的

な

地
域

で
の

進
学

ガ
イ

ダ
ン

ス
へ

の
参

加
や

、
高

校
へ

の
訪

問
活

動
を

積
極

的
に

行
う

と
と

も
に

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

状
況

等
を

踏
ま

え
た

上
で

、
W
e
b

や
オ

ン
ラ

イ
ン

の

活
用

等
、

高
校

等
教

員
や

志
願

者
の

保
護

者
に

向
け

た
情

報
提

供
の

機
会

を
拡

充
す

る
こ

と
に

よ
り

、
令

和
５

（
2
0
23

）
年

度
入

試
に

関
す

る
情

報

及
び

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
度

入
試

以

降
の

入
試

制
度

に
関

す
る

情
報

等
の

提
供

に
つ

い
て

、
内

容
の

充
実

を
図

る
。

 

（
１

）
大

学
説

明
会

の
実

施
、

入
試

制
度

に
関

す
る

情
報

提
供

等
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
大

学
説

明
会

の
新

た
な

実
施

方
針

に
基

づ
き

、
W
eb

大
学

説
明

会
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
予

約
制

に
よ

る
参

集
型

の
大

学
説

明
会

を
開

催
し

た
。

 

・
大

学
W
eb

ペ
ー

ジ
に

令
和

５
（

20
2
3
）

年
度

入
試

に
関

す
る

情
報

や
各

種
説

明
会

及
び

令
和

６
（

2
0
24
）

年
度

入
試

以
降

の
入

試
制

度
に

関
す

る
情

報
を

掲
載

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

状
況

等
を

踏
ま

え
た

上
で

、
オ

ン
ラ

イ
ン

を
活

用
し

た
W
e
b
大

学
説

明
会

を
開

催
す

る
一

方
、

予
約

制
に

よ
る

入
場

人
数

制
限

、
非

接

触
ア

ン
ケ

ー
ト

等
の

対
策

を
実

施
し

、
参

加
者

が
安

全
・

安
心

し
て

参
加

で
き

る
対

面
型

の
大

学
説

明
会

を
開

催
す

る
こ

と
に

よ
り

、
来

場
者

に
大

学
の

魅
力

を
伝

え
、

必
要

な
情

報
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
た

。（
図

表
1
-
17

-1
）
ま

た
、

参
加

者
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

非
常

に
高

い
満

足
度

を
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 【
図

表
1
-
1
7
-
1
　

大
学

説
明

会
参

加
者

数
】

（
単

位
:
人

）

場
所

対
象

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

【
第

1
回

】
全

学
部

8
,
4
6
5

8
,
4
0
9

9
,
4
1
5

中
止

中
止

4
,
3
3
4

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
健

康
福

祉
学

部
2
,
3
3
0

2
,
3
1
7

2
,
4
3
1

中
止

中
止

1
,
2
2
8

日
野

キ
ャ

ン
パ

ス
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
ﾃ
ﾞ
ｻ
ﾞ
ｲ
ﾝ
学

部
1
,
5
7
9

中
止

中
止

中
止

中
止

1
,
3
8
1

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

【
第

2
回

】
全

学
部

1
2
,
5
0
8

1
5
,
3
9
4

1
7
,
4
7
6

中
止

中
止

4
,
0
2
9

秋
葉

原
サ

テ
ラ

イ
ト

キ
ャ

ン
パ

ス
全

学
部

1
1
9

2
5
0

5
3

中
止

中
止

-

2
5
,
0
0
1

2
6
,
3
7
0

2
9
,
3
7
5

-
-

1
0
,
9
7
2

※
秋

葉
原

サ
テ

ラ
イ

ト
キ

ャ
ン

パ
ス

は
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

末
を

も
っ

て
閉

鎖
。

合
計

※
令

和
２

（
2
0
2
0
）

～
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

の
大

学
説

明
会

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

の
影

響
に

よ
り

、
参

集
型

で
の

開
催

は
中

止

と
し

、
W
e
b
で

実
施

し
た

。
な

お
、

W
e
b
大

学
説

明
会

の
総

閲
覧

回
数

は
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

8
3
,
2
9
5
件

、
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

8
2
,
8
2
4
件

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

4
5
,
3
0
3
件

で
あ

っ
た

。

 
 （

２
）

志
願

者
獲

得
に

向
け

た
高

校
訪

問
、

高
校

等
教

員
や

保
護

者
に

向
け

た
情

報
提

供
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
全

学
の

出
張

講
義

、
高

校
訪

問
記

録
等

を
集

約
し

、
入

試
広

報
部

会
を

通
じ

て
情

報
を

共
有

し
た

。
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

状
況

等
を

踏
ま

え
た

上
で

、
み

や
こ

祭
で

の
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
セ

ン
タ

ー
企

画
（

大
学

紹
介

・
過

去
問

題
閲

覧
等

）
を

実
施

し
た

。
 

・
進

学
ガ

イ
ダ

ン
ス

や
受

験
誌

等
の

各
種

進
学

メ
デ

ィ
ア

を
通

じ
て

情
報

を
発

信
し

た
。

 

・
留

学
生

向
け

ガ
イ

ダ
ン

ス
等

で
の

説
明

会
に

参
加

す
る

と
と

も
に

、
留

学
生

向
け

情
報

サ
イ

ト
に

お
い

て
情

報
を

発
信

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
大

学
W
e
b
ペ

ー
ジ

及
び

各
種

進
学

ガ
イ

ダ
ン

ス
・

メ
デ

ィ
ア

を
通

じ
た

情
報

発
信

に
よ

り
、

志
願

者
、

保
護

者
、

高
校

教
員

等
に

都
立

大
の

魅
力

や
入

試
等

の
情

報
を

提

供
し

た
。（

図
表

1
-
17

-2
）
 

・
都

内
及

び
近

県
の

進
学

校
か

ら
の

入
学

者
が

増
加

し
、

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

ポ
リ

シ
ー

に
合

致
し

た
質

の
高

い
志

願
者

を
獲

得
す

る
こ

と
が

で
き

た
。
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【
図

表
1
-
1
7
-
2
　

情
報

提
供

の
拡

充
】

（
単

位
：

人
、

回
）

2
9
年
度

3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

1
2
7

9
3

1
2
8

-
-

-
4
2
2

3
0
1

3
1
5

-
-

-
8
6

7
9

5
6

5
6

3
※

2
9
年

度
は

2
回

実
施

の
合

計
数

。

高
校
等
教
員
向
け
説
明
会
参
加
者
数
※

保
護
者
向
け
説
明
会
参
加
者
数
※

高
校
訪
問
回
数

 
   中

期
計

画
番

号
 

1
-
1
8

 
◇

高
大

連
携

等
の

推
進

 

③
本

学
の

持
つ

高
い

教
育

力
・

研
究

力
を

生
か

し
、

都
立

高
校

等
を

対
象

と
し

た
教

育
支

援
等

に
よ

り
連

携
強

化
を

図
る

と
と

も
に

、
都

立
高

校
生

の
入

学
を

促
進

す
る

Ａ
Ｏ

入
試

等

の
多

様
な

選
抜

を
拡

充
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
東

京
都

教
育

委
員

会
や

都

立
高

校
等

と
の

連
携

を
強

化
し

、
都

立
高

校
生

等
に

大
学

レ
ベ

ル
の

課
題

研
究

を
実

地
に

学
ぶ

機
会

を
提

供
す

る
仕

組
み

を
検

討
す

る
。

ま
た

、
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
に

合
致

し
た

質
の

高
い

学
生

を
安

定
的

に
確

保
す

る
た

め
、

都
立

高
校

生
等

の
入

学
を

促
進

す
る

多
様

な
選

抜
を

検
討

す
る

。
 

（
１

）
高

大
連

携
事

業
の

推
進

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
東

京
都

教
育

委
員

会
と

の
連

携
に

よ
る

共
催

事
業

と
し

て
、
「

第
５

回
都

立
高

校
生

の
た

め
の

先
端

研
究

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

を
実

施
し

た
。

 

・
東

京
都

教
育

庁
か

ら
の

依
頼

事
業

と
し

て
、
「

第
４

回
理

数
研

究
ラ

ボ
」
（

都
立

大
集

中
ゼ

ミ
）

及
び

「
第

３
回

高
校

生
探

究
ゼ

ミ
」

を
実

施
し

た
。

 

・
大

学
の

授
業

を
体

験
学

習
す

る
機

会
と

し
て

、
高

校
生

を
学

年
単

位
で

受
け

入
れ

る
「

大
学

見
学

講
座

」
を

開
催

し
た

。
 

・
東

京
都

教
育

委
員

会
と

の
包

括
連

携
協

定
に

基
づ

き
、

新
た

な
高

大
連

携
の

取
組

に
つ

い
て

、
検

討
・

調
整

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
都

立
高

校
生

に
お

け
る

都
立

大
の

教
育

・
研

究
内

容
の

理
解

促
進

に
よ

り
、

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

ポ
リ

シ
ー

に
合

致
し

た
質

の
高

い
志

願
者

の
獲

得
を

図
っ

た
。

 

・
東

京
都

教
育

委
員

会
、

都
立

高
校

等
と

の
連

携
強

化
を

図
っ

た
。

 

・
先

端
研

究
フ

ォ
ー

ラ
ム

に
は

2
6
4
名

、
理

数
研

究
ラ

ボ
に

は
1
5
名

、
高

校
生

探
求

ゼ
ミ

に
は

1
2
名

の
参

加
が

あ
り

、
都

立
大

の
教

育
・

研
究

に
対

す
る

理
解

を
深

め
、

進
路

選
択

の
一

助
と

な
る

機
会

を
提

供
で

き
た

。
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大大
項項

目目
番番

号号
  

６６
  

研研
究究

水水
準準

及及
びび

研研
究究

のの

成成
果果

等等
 

２
 
研
究
に
関
す
る
目
標
を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

１
）

研
究

水
準

及
び

研
究

の
成

果
等

に
関

す
る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

（
中
期
目
標
）
 

○
長
期
的
な
視

点
か
ら
基
礎
研

究
を

深
化

・
発

展
さ

せ
る

と
と

も
に

、
東

京
都

が
設

立
し

た
大

学
と

し
て
、

大
都

市
課

題
の

解
決

に
向

け
た

応
用

研
究

に
分

野
横

断
的

に
取

り
組

み
、
世
界

を
リ
ー
ド
す
る
。
 

○
国
内
外
の
学

術
研
究
の
動
向

や
、

大
学

と
し

て
持

つ
強

み
を

踏
ま

え
、

東
京

都
の

大
学

と
し

て
重

点
的
に

取
り

組
む

分
野

を
定

め
、

人
的

・
財

政
的

資
源

を
集

中
的

に
投

入
し

て
世
界
的

に
卓
越
し
た
研
究
拠
点
を

形
成

す
る

。
 

○
研
究
成
果
を
国
内
外
に
広
く

発
信

し
、

大
都

市
課

題
に

つ
い

て
は

施
策

を
提

案
す

る
等

、
東

京
都

や
世
界

の
諸

都
市

に
成

果
を

還
元

す
る

。
 

 

中
期
計
画
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
 

自
己

評
価
 

（
１

）
研

究
水

準
及

び
研

究
の

成
果

等
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の

措
置
 

◇
基
礎
研
究
と
課
題
解
決
型
研
究
の
推
進
 

【
1
-
1
9
】

①
高

い
レ

ベ
ル

に
あ

る
基

礎
研

究
力

の
維

持
・

強
化

を
図

る
た

め
、

世
界

を
リ

ー
ド

す
る

研
究

を
重

点
的

に
推

進
し

、
被

引
用

度

の
高
い
ト

ッ
プ

1
0
%
論
文
の
割
合
を
【
1
0
%
以
上
】

に
し

、
国

際
共

著
論

文
の

割
合

は
【

3
3
%
以

上
】

を
維

持
す

る
。

ま
た

、
卓

越
し

た
研

究
を

支
援

す
る

た
め

に
、

学
術

刊
行

物
・

電
子

ジ
ャ

ー
ナ

ル
・

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

等
の

学
術

情
報

基
盤

及
び

先
端

的
研

究
機

器

な
ど
の
研

究
基
盤
の
整
備
・
充
実
を
図
る
。
 

                      

   【
1
-
1
9
】
・

研
究

I
R
の

観
点

で
の

大
学

の
研

究
力

に
関

す
る

指
標

の
分

析
・

検
討

や
傾

斜
的

研
究

費
の

学
長

裁
量

枠
に

よ
る

支

援
、

E
u
r
e
k
A
l
e
r
t
！

に
よ

る
研

究
広

報
等

高
い

レ
ベ

ル
に

あ
る

基
礎

研
究

力
の

維
持

・
強

化
に

向
け

た
様

々
な

取
組

を
行

っ
た

。
 

・
被

引
用

度
ト

ッ
プ

1
0
％

論
文

の
割

合
は

、
近

年
、

該
当

す
る

論
文

の
数

が
日

本
全

体
で

減
少

傾
向

に
あ

り
、

都
立

大

の
発

表
論

文
の

割
合

に
お

い
て

も
目

標
の

1
0
％

を
下

回
る

年
が

続
い

た
。

一
方

で
、

論
文

の
被

引
用

度
は

一
般

的
に

論
文

の
発

表
後

数
年

か
け

て
向

上
す

る
傾

向
に

あ
り

、
中

期
計

画
期

間
の

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

か
ら

令
和

４

（
2
0
2
2
）

年
度

に
お

い
て

、
当

該
年

度
を

除
く

過
去

５
年

間
の

ト
ッ

プ
1
0
％

論
文

の
平

均
割

合
は

８
％

～
1
2
％

前
後

で
推

移
し

た
。

こ
の

た
め

、
ト

ッ
プ

1
0
％

論
文

割
合

の
増

加
に

向
け

、
研

究
力

の
向

上
に

資
す

る
研

究
費

の
効

果
的

な
配

分
の

在
り

方
に

つ
い

て
全

学
で

議
論

し
、

都
立

大
に

お
け

る
研

究
力

の
強

化
策

を
検

討
す

る
と

と
も

に
、

各
種

強

化
策

の
推

進
又

は
実

現
に

向
け

た
取

組
を

実
施

す
る

こ
と

と
し

た
。
（

図
表

1
-
1
9
（

1
）
）

 

・
国

際
共

著
論

文
の

割
合

は
、

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

か
ら

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

ま
で

毎
年

度
目

標
を

達
成

し
た

。

（
図

表
1
-
1
9
（

2
）
）
 

・
学

術
情

報
基

盤
と

な
る

電
子

ジ
ャ

ー
ナ

ル
・

デ
ー
タ

ベ
ー

ス
等

に
つ

い
て

は
、

価
格

が
高

騰
す

る
状

況
で

適
宜

見
直

し

を
図

っ
た

上
で

、
全

学
的

に
財

源
を

確
保

す
る

方
法

を
提

案
し

、
学

術
情

報
の

利
用

環
境

を
堅

持
し

た
。

都
立

大
全

体

で
の

支
出

総
額

を
抑

え
る

と
と

も
に

、
研

究
成

果
の

発
信

力
を

強
化

す
る

た
め

、
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
１

月
以

降
電

子

ジ
ャ

ー
ナ

ル
購

読
費

用
と

オ
ー

プ
ン

ア
ク

セ
ス

論
文

出
版

費
用

が
セ

ッ
ト

に
な

っ
た

転
換

契
約

を
W
i
l
e
y
社

と
結

ぶ
こ

と
と

し
た

。
 

 ＜
図

表
1-

19
(1

)　
被

引
用

度
ト

ッ
プ

10
％

論
文

割
合

＞
（

単
位

：
％

）

24
年

度
25

年
度

26
年

度
27

年
度

28
年

度
29

年
度

30
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度
過

去
5ヵ

年
平

均

11
.7

10
.5

8.
9

11
.8

11
.0

7.
8

-
-

-
-

-
10

.8
－

11
.3

11
.5

10
.9

12
.6

8.
4

10
.5

-
-

-
-

10
.9

－
－

12
.5

13
.3

13
.3

9.
5

10
.7

7.
0

-
-

-
11

.9
－

－
－

12
.0

12
.3

9.
9

11
.3

9.
4

7.
3

-
-

11
.0

－
－

－
－

12
.5

9.
5

11
.6

8.
7

8.
3

6.
7

-
10

.1
－

－
－

－
－

9.
5

11
.3

8.
6

8.
5

5.
0

3.
9

8.
6

１
　

Do
cu

me
nt

 T
yp

e:
  

[A
rt

ic
le

, 
Re

vi
ew

]

２
　

被
引

用
率

は
引

用
さ

れ
る

期
間

の
影

響
を

受
け

る
た

め
当

該
年

度
を

除
い

て
過

去
５

年
間

の
平

均
を

指
標

と
し

て
記

載
し

て
い

る
。

令
和

５
年

４
月

１
日

 時
点

平
成

30
年

４
月

１
日

 時
点

平
成

31
年

４
月

１
日

 時
点

令
和

２
年

４
月

１
日

 時
点

令
和

３
年

４
月

１
日

 時
点

令
和

４
年

４
月

１
日

 時
点
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      【
1
-
2
0
】

②
東

京
都

立
の

総
合

大
学

と
し

て
、

自
治

体
、

試
験

研
究

機
関

、

企
業

等
の

多
様

な
機

関
と

の
連

携
強

化
、

分
野

横
断

的
・

学
際

的
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

立
ち

上
げ

等
に

よ
り

、
東

京
を

は
じ

め
と

す
る

大
都

市
の

先
端

的
課

題
の

解
決

に
資

す
る

研
究

を
推

進
す
る
。
 

         ◇
重
点
研
究
分
野
の
設

定
 

【
1
-
2
1
】

③
本

学
の

強
み

、
特

色
を

有
す

る
国

際
的

研
究

拠
点

の
形

成
を

目

指
す

既
設

の
研

究
セ

ン
タ

ー
及

び
そ

の
関

連
分

野
に

対
す

る
戦

略
的

・
重

点
的

支
援

に
よ

り
、

研
究

セ
ン

タ
ー

の
外

部
資

金
獲

得
額

を
、

平
成

2
6
（

2
0
1
4
）

～
2
8
（

2
0
1
6
）

年
度

の
平

均
獲

得

額
比

で
【

1
5
0
％

以
上

】
に

増
加

さ
せ

る
。

ま
た

、
新

た
な

強
み

と
な

る
研

究
分

野
の

一
層

の
育

成
・

支
援

を
行

う
こ

と
で

、
第

三
期

中
期

計
画

期
間

終
了

時
に

お
い

て
、

研
究

セ
ン

タ
ー

設
置

数
【
1
2
拠
点
】
を
実
現
す
る
。
 

               

＜
図

表
1
-
1
9
(
2
)
　

国
際

共
著

論
文

割
合

＞
（
単
位
：
％
）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度
4
6
.
8

4
7
.
6

4
4
.
7

4
5
.
4

4
2
.
0

3
5
.
1

１
　

D
o
c
u
m
e
n
t
 
T
y
p
e
:
 
 
[
A
r
t
i
c
l
e
,
 
R
e
v
i
e
w
]

 
 【

1
-
2
0
】
・

平
成

3
1
（

2
0
1
9
）

年
度

以
降

、
傾

斜
的

研
究

費
の

学
長

裁
量

枠
（

社
会

連
携

支
援

）
で
「

外
来

種
ア

シ
ジ

ロ
ヒ

ラ
フ

シ
ア

リ
の

防
除

法
の

開
発

」
や

「
W
P
T

給
電

シ
ス

テ
ム

の
高

度
運

用
を

目
指

し
た

体
系

化
と

実
装

」
な

ど
、

2
9

件
の

研
究

課
題

を
採

択
し

、
都

政
課

題
に

関
連

し
た

、
東

京
都

及
び

東
京

都
が

設
置

す
る

研
究

機
関

と
の

密
接

な
連

携
を

通
じ

た
都

民
生

活
の

質
的

向
上

に
資

す
る

研
究

や
活

動
、

様
々

な
地

域
課

題
の

解
決

に
向

け
た

自
治

体
や

金
融

機

関
・

N
P
O

と
の

密
接

な
連

携
に

基
づ

く
研

究
や

活
動

、
及

び
都

立
大

の
優

れ
た

研
究

成
果

を
広

く
社

会
で

共
有

す
る

た
め

に
刊

行
す

る
学

術
図

書
の

出
版

を
支

援
す

る
こ

と
に

よ
り

、
大

都
市

の
先

端
的

課
題

の
解

決
に

資
す

る
研

究
を

推
進

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

に
南

大
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
と

日
野

キ
ャ

ン
パ

ス
に

整
備

し
た

国
内

最
大

級
と

な
る

ロ
ー

カ
ル

５
Ｇ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

た
、

東
京

都
立

大
学

ロ
ー

カ
ル

５
Ｇ

環
境

活
用

研
究

支
援

に
よ

り
、
「

超
実

時
間

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
た

め
の

ロ
ボ

ッ
ト

知
能

化
基

盤
技

術
と

５
Ｇ

社
会

」
や

「
５

Ｇ
通

信
で

遠
隔

マ
ル

チ
ワ

ー
ク

を
可

能
と

す
る

代

理
身

体
シ

ス
テ

ム
の

構
築

」
な

ど
、

８
件

の
研

究
を

重
点

的
に

支
援

し
、

S
o
c
i
e
t
y
5
.
0

実
現

の
基

幹
イ

ン
フ

ラ
と

な

る
５

Ｇ
を

は
じ

め
と

す
る

高
速

・
大

容
量

の
移

動
通

信
に

ま
つ

わ
る

課
題

解
決

や
、

社
会

実
装

を
通

じ
た

都
民

生
活

の

向
上

に
資

す
る

都
立

大
な

ら
で

は
の

研
究

の
活

性
化

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

  【
1
-
2
1
】
・

研
究

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

外
部

資
金

獲
得

額
は

、
平

成
2
6
（

2
0
1
4
）

～
平

成
2
8
（

2
0
1
6
）

年
度

平
均

獲
得

額
対

比

で
、

平
成

2
9
（

20
1
7
）

年
度

は
1
7
2
％

、
平

成
3
0
（
2
0
1
8
）

年
度

は
1
6
7
％

と
中

期
計

画
の

目
標

で
あ

る
1
5
0
％

を
上

回
る

数
字

で
推

移
し

て
い

た
が

、
令

和
元

（
2
0
1
9
）

年
度

は
1
2
4
％

、
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

は
1
2
8
％

と
低

下
し

た

た
め

、
提

案
公

募
情

報
を

研
究

セ
ン

タ
ー

所
属

の
教

員
に

研
究

内
容

と
の

親
和

性
を

加
味

し
た

上
で

個
別

に
提

供
、

省
庁

及
び

資
金

配
分

機
関

の
事

業
担

当
者

と
折

衝
及

び
知

財
戦

略
を

含
む

事
業

化
計

画
の

策
定

や
市

場
調

査
、

面
接

対
策

支
援

を
行

う
等

、
申

請
支

援
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

は
1
6
4
％

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年

度
は

2
0
5
％

と
な

り
目

標
を

達
成

し
た

。
（

図
表

1
-
2
1
（

1
）
）

 

・
学

長
裁

量
枠

（
研

究
セ

ン
タ

ー
支

援
）

に
採

択
さ

れ
た

研
究

セ
ン

タ
ー

に
対

し
て

若
手

研
究

者
の

雇
用

に
関

す
る

支

援
を

行
い

、
研

究
セ

ン
タ

ー
の

取
組

を
活

性
化

さ
せ

た
。

ま
た

、
平

成
3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

か
ら

は
、

研
究

セ
ン

タ
ー

に
比

べ
て

小
規

模
で

あ
る

が
、

都
立

大
の

使
命

に
合

致
し

た
特

色
あ

る
研

究
領

域
を

持
つ

リ
サ

ー
チ

コ
ア

の
設

置
を

可
能

と
し

、
研

究
規

模
や

研
究

内
容

に
応

じ
た

組
織

化
が

行
わ

れ
て

き
た

。
そ

の
結

果
、

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
度

に

は
研

究
セ

ン
タ

ー
、

リ
サ

ー
チ

コ
ア

併
せ

て
1
8
拠

点
が

設
置

さ
れ

、
そ

の
後

統
廃

合
を

経
て

、
第

三
期

中
期

計
画

期

間
終

了
時

に
お

い
て

は
1
6
拠

点
（

う
ち

研
究

セ
ン

タ
ー

設
置

数
1
3
拠

点
）

を
実

現
し

た
。
（

図
表

1
-
2
1
（

2
）
）
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                        ◇
 
研
究
成
果
の
発
信
 

【
1
-
2
2
】

④
質

の
高

い
情

報
コ

ン
テ

ン
ツ

の
実

現
を

図
り

、
多

様
な

情
報

媒

体
の

活
用

や
多

様
な

機
関

等
と

の
連

携
を

通
じ

て
、

研
究

成
果

の
国

内
外

へ
の

効
果

的
な

発
信

を
推

進
し

、
本

学
の

プ
レ

ゼ
ン

ス
の

更
な

る
向

上
を

図
る

。
ま

た
、

首
都

東
京

に
あ

る
公

立
の

総
合

大
学

と
し

て
、

先
鋭

的
か

つ
複

合
的

に
現

れ
る

様
々

な
大

都
市

課
題

に
対

し
て

、
個

々
の

研
究

成
果

を
分

野
横

断
的

に
重

層
化

・
複

合
化

さ
せ

な
が

ら
実

効
性

の
高

い
解

決
策

を
提

案
す

る
な

ど
、

都
や

世
界

の
諸

都
市

に
そ

の
研

究
成

果
を

広
く

還
元

す
る
。
 

＜
図
表
1-
21
(1
)　
研
究
セ
ン
タ
ー
等
外
部
資
金
獲
得
額
＞

（単
位

：百
万

円
）

26
年
度

27
年
度

28
年
度

29
年
度

30
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

第
三
期
中

期
計
画
期

間
平
均

40
1

57
5

1,
27
9

1,
29
5

1,
25
7

93
4

96
3

1,
23
2

1,
53
9

1,
20
3

1,
02
2

1,
12
0

1,
46
3

1,
78
1

1,
32
3

17
2.
2%

16
7.
2%

12
4.
2%

12
8.
1%

16
3.
8%

20
4.
7%

16
0.
0%

※
各

年
度

3月
31

日
時

点

※
研

究
セ
ン
タ
ー

外
部

資
金

獲
得

額
：　

受
託

研
究

費
等

、
受

託
事

業
費

等
、
補

助
金

、
科

研
費

（間
接

経
費

含
む

）

平
成
26
～
28
年
度
平
均
獲
得
額
（A

/B
）(
％
)

第
二
期
中
期
計
画
期
間

第
三
期
中
期
計
画
期
間

研
究
セ
ン
タ
ー
外
部
資
金
獲
得
額
(A
)

研
究

セ
ン
タ
ー

等
（リ

サ
ー

チ
コ
ア
を
含

む
）外

部
資

金
獲

得
額

平
成
26
～
28
年
度
平
均
獲
得
額
（B

）
75
2

 
 

＜
図
表
1-

21
(2
)　

研
究
セ
ン
タ
ー
、
リ
サ
ー
チ
コ
ア
設
置
状
況
＞

（単
位
：拠

点
）

29
年
度

30
年

度
元

年
度

２
年

度
３
年

度
４
年

度
16

16
15

13
13

13
1

3
4

4
3

※
各
年
度
3月

31
日
時
点

研
究
セ
ン
タ
ー
数

リ
サ
ー

チ
コ
ア
数

 
  【

1
-
2
2
】
・

研
究

広
報

誌
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

、
総

合
研

究
推

進
機

構
F
a
c
e
b
o
o
k
・

T
w
i
t
t
e
r

の
開

設
、

複
数

大
学

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
へ

の
参

加
、

国
際

的
な

ニ
ュ

ー
ス

配
信

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

で
の

ニ
ュ

ー
ス

発
信

、
総

合
研

究
推

進
機

構
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

等
を

通
じ

て
、

都
立

大
の

研
究

成
果

を
国

内
外

へ
広

く
発

信
し

、
プ

レ
ゼ

ン
ス

向
上

に
寄

与
し

た
。

中
で

も
、

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

か
ら

、
世

界
最

大
規

模
の

科
学

ニ
ュ

ー
ス

配
信

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー

ム
E
u
r
e
k
A
l
e
r
t
!
に

お
け

る
研

究
成

果
の

発
信

を
開

始
し

、
計

9
3
本

の
研

究
成

果
を

世
界

に
向

け
て

発
信

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

 
 

 
 
 

 
・

東
京

都
立

大
学

オ
ー

プ
ン

ユ
ニ

バ
ー

シ
テ

ィ
に

お
い

て
、

都
立

大
の

学
術

最
先

端
の

研
究

内
容

（
研

究
セ

ン
タ

ー
、
リ

サ
ー

チ
コ

ア
）

を
紹

介
す

る
講

座
「

科
学

が
開

く
未

来
へ

の
扉

」
、

教
員

の
専

門
的

か
つ

ユ
ニ

ー
ク

な
研

究
を

紹
介

す

る
「

プ
レ

ミ
ア

ム
講

座
」
、

オ
ン

ラ
イ

ン
の

特
性

を
生

か
し

た
都

立
大

教
員

を
含

む
全

国
の

専
門

家
・

研
究

者
が

講
師

と
し

て
登

壇
す

る
「

オ
ン

ラ
イ

ン
ス

ペ
シ

ャ
ル

講
座

」
等

を
多

数
開

講
す

る
こ

と
に

よ
り

、
研

究
成

果
を

社
会

に
広

く
還

元
し

た
。

 

  

第
三
期
中
期
目
標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
国
際
共
著
論
文
の
割
合
は
、
中
期
計
画
の
目
標
で
あ
る

3
3
％

以
上

を
継

続
的

に
達

成
し

て
お

り
、

ま
た

、
ト

ッ
プ

1
0
％

論
文

の
割

合
に
つ

い
て

も
、

目
標

で
あ

る
1
0
％

以
上

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

実
績

を
伸

ば
し

て
い
る
。
 

・
研
究
セ
ン
タ
ー
の
外
部
資
金
獲
得
額
を
平
成

2
6
～
2
8
年
度
の

平
均

獲
得

額
比

で
1
5
0
％

以
上

に
増

加
さ

せ
る

目
標

の
達

成
に

向
け

、
よ

り
一

層
の

取
組

を
期

待
す

る
。
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年
度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
1
-
1
9
】
ト
ッ
プ

1
0
％
論
文
の
割
合
が
【
7
.
8
％
以
上

】
に

な
っ

た
。

 

【
1
-
1
9
】
国
際
共
著
論
文
の
割
合
に
つ
い
て
【
3
3
％
以

上
】

を
維

持
し

た
。

 

【
1
-
2
1
】
研

究
セ

ン
タ
ー

の
外
部

資
金
獲

得
額
を

、
平

成
26

～
2
8
年

度
の
平

均
値

比
で
【

1
7
2
％

】
に

し

た
。

 

【
1
-
2
1
】
研
究
セ
ン
タ
ー
設
置
数
が
【
1
6
拠
点
】
と
な
っ

た
。

 

【
1
-
2
1
】

先
進

研
究

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
推

進
機

構
を

設
置

し
、

リ
サ

ー
チ

コ
ア

と
い

う
新

た
な

研
究

グ
ル

ー
プ

の
支
援
を
開
始
し
た
。

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
研

究
者

が
取

り
組

む
基

礎
研

究
の

レ
ベ

ル
は

高
く

、
世

界
を

リ
ー

ド
す

る
研

究
と

し
て

評
価

す
る

。
被

引
用

度
ト

ッ
プ

1
0
%
論

文
の

割
合

は
、

数
年

の
平

均
で

目
標

の
1
0
%
を

越
え

て
お

り
、

国
際

共
著

論
文

の

割
合

も
目

標
の

3
3
%
を

大
き

く
上

回
っ

て
い

る
。

 

・
大

都
市

課
題

解
決

に
資

す
る

分
野

横
断

的
・

学
際

的
な

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
順

調
に

進
め

ら
れ

て
い

る
。

大
都

市
の

先
端

的
課

題
に

取
り

組
ん

で
い

る
こ

と
は

、
首

都
の

大
学

と
し

て
の

特
色

が
生

か
さ

れ

て
い

る
。

 

3
0  

【
1
-
1
9
】
ト
ッ
プ

1
0
％
論
文
の
割
合
が
【
1
0
.
5
％
】
に

な
っ

た
。

 

【
1
-
1
9
】
国
際
共
著
論
文
の
割
合
に
つ
い
て
【
4
7
.
6
%
】
に

な
っ

た
。

 

【
1
-
1
9
】
傾
斜
的
研
究
費
（
全
学
分
）
学
長
裁
量
枠
の
見

直
し

を
実

施
、

支
援

を
行

っ
た

。
 

【
1
-
2
0
】
高
度
研
究
に
１
件
採
択
さ
れ
た
。
 

【
1
-
2
1
】
研

究
セ

ン
タ
ー

の
外
部

資
金
獲

得
額
を

、
平

成
26

～
2
8
年

度
の
平

均
獲

得
額
比

で
【

16
7
％

】

に
し

た
。
 

【
1
-
2
1
】
研
究
セ
ン
タ
ー
設
置
数
は
【
1
6
拠
点
】
を
維
持

し
た

。
 

【
1
-
2
1
】
リ
サ
ー
チ
コ
ア
を
１
件
組
成
し
た
。
 

【
1
-
2
2
】
E
u
r
e
k
A
l
e
r
t
！
に
て
研
究
成
果
を

1
1
件

発
表

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
被

引
用

度
の

高
い

ト
ッ
プ

1
0
％

論
文

の
割

合
に

つ
い

て
、

過
去

５
か

年
平

均
で

目
標

の
1
0
％

以
上

を
ク

リ
ア

し
て

い
る
。

ま
た

、
国

際
共

著
論

文
の

割
合

も
、

目
標

の
3
3
％

以
上

を
大

き
く

上
回

る
、

47
.
6
％

に
達

し
て

い
る

。
 

・
研

究
セ

ン
タ

ー
等

で
の

分
野

横
断

的
・

学
際

的
な

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
順

調
に

進
め

ら
れ

、
外

部
資

金
獲

得
額

は
目

標
（

平
成

2
6
～

2
8
年

度
の

平
均

獲
得

額
比

で
1
5
0
%
以

上
）

を
上

回
っ

て
い

る
。

 

・
都

民
に

学
術

研
究

成
果

を
発

信
す

る
機

会
と

し
て

既
に

開
講

し
て

い
る

オ
ー

プ
ン

ユ
ニ

バ
ー

シ
テ

ィ
特

別
講

座
に

加
え

、
高

校
生

向
け

に
講

座
を

開
講

す
る

た
め

の
準

備
が

進
め

ら
れ

て
い

る
。

 

・
オ

ー
プ

ン
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

の
高

校
生

向
け

講
座

に
つ

い
て

は
、

高
校

生
に

対
す

る
大

学
の

P
R
機

会
と

な
る

と
と

も
に

、
キ

ャ
リ

ア
形

成
支

援
に

資
す

る
こ

と
か

ら
、

今
後

の
取

組
に

期
待

す
る

。
 

元  

【
1
-
1
9
】
ト

ッ
プ

1
0
％

論
文

の
割

合
は
【

7
.
0
％
】

で
あ
っ

た
が
、

過
去
５

か
年
平

均
は

1
1
.
9
％

と
第

３

期
中

期
計
画
期
間
中
で
最
も
良
い
数
値
と
な
っ

た
。

 

【
1
-
1
9
】
国
際
共
著
論
文
の
割
合
は
【
4
4
.
7
％
】
と
な

り
、

3
3
％

以
上

を
維

持
し

た
。

 

【
1
-
2
1
】
研

究
セ

ン
タ
ー

の
外
部

資
金
獲

得
額
を

、
平

成
26

（
2
0
1
4
）

～
28

（
20
1
6
）

年
度

の
平
均

獲
得

額
比
で
【
1
2
4
％
】
に
し
た
。
 

【
1
-
2
1
】
研
究
セ
ン
タ
ー
の
設
置
数
が
【
1
5
拠
点
】
、

リ
サ

ー
チ

コ
ア

の
設

置
数

が
３

拠
点

と
な

っ
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
基

礎
研

究
の
レ

ベ
ル
が

高
い

こ
と

を
反

映
し

て
、

被
引

用
度
ト

ッ
プ

1
0
％

論
文

割
合

は
過

去
５

か
年

平

均
で

1
1
.
9
％

と
高

水
準

で
、

国
際

共
著

論
文

の
割

合
も

4
4
.
7
％

と
中

期
計

画
の

目
標

の
3
3
％

を
大

き
く

上
回

っ
て

い
る

。
 

・
E
u
r
e
k
A
l
e
r
t
!
へ

の
英

文
投

稿
や

、
オ

ー
プ

ン
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

に
お

け
る

高
校

生
向

け
講

座
の

開
設

な

ど
研

究
成

果
等

の
多

様
な

発
信

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
 

・
研

究
セ

ン
タ

ー
の

外
部
資

金
獲

得
額

が
、

平
成

3
0
年

度
か

ら
大

き
く

減
少

し
、

中
期

計
画

の
目

標
か

ら

も
大

き
く

下
回

っ
て

い
る

。
外

部
資

金
の

獲
得

は
研

究
を

充
実

・
発

展
さ

せ
て

い
く

上
で

極
め

て
重

要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

目
標

達
成

に
向

け
た

取
組

の
強

化
を

望
む

。
 

２ 

【
1
-
1
9
】
ト
ッ
プ

1
0
％
論
文
の
割
合
は
【
7
.
3
％
】
と

な
っ

た
。

 

【
1
-
1
9
】
国
際
共
著
論
文
の
割
合
は
【
4
5
.
4
％
】
と
な
り

、
引

き
続

き
3
3
％

以
上

を
維

持
し

た
。

 

【
1
-
2
0
】

都
立

大
の

ロ
ー

カ
ル

５
Ｇ

環
境

を
活

用
し

た
研

究
支

援
制

度
を

構
築

し
、

挑
戦

型
研

究
２

課

題
、

社
会
実
装
型
研
究
１
課
題
を
採
択
し
た
。

 

【
1
-
2
1
】
研

究
セ

ン
タ
ー

の
外
部

資
金
獲

得
額
は

、
平

成
26

（
2
0
1
4
）

～
28

（
20
1
6
）

年
度

の
平
均

獲
得

額
比
で
【
1
2
8
％
】
と
な
っ
た
。
 

【
1
-
2
1
】
研
究
セ
ン
タ
ー
の
設
置
数
が
【
1
3
拠
点
】
、

リ
サ

ー
チ

コ
ア

の
設

置
数

が
４

拠
点

と
な

っ
た

。
 

【
1
-
2
2
】
研
究
広
報
と
し
て
活
用
し
て
い
る

E
u
r
e
k
A
l
e
r
t
!
に

お
い

て
、

理
学

部
生

命
科

学
科

の
安

藤
香

奈

絵
准
教
授
の
研
究
成
果
が

1
4
万
を
超
え
る
ペ

ー
ジ

ビ
ュ

ー
数

を
記

録
し

、
全

論
文

投
稿

件
数

で

年
間

閲
覧
数
９
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
。
 

【
1
-
2
2
】

東
京

都
立

大
学

オ
ー

プ
ン

ユ
ニ

バ
ー

シ
テ

ィ
で

の
学

術
研

究
成

果
の

発
信

に
お

い
て

、
オ

ン
ラ

イ
ン

で
の
開
講
に
よ
り
受
講
層
の
拡
大
に
繋

が
っ

た
。

 

【
1
-
2
2
】

東
京

都
立

大
学

オ
ー

プ
ン

ユ
ニ

バ
ー

シ
テ

ィ
に

お
い

て
、

研
究

成
果

の
発

信
の

一
貫

と
し

て
高

校
生

向
け
の
講
座
を
開
講
し
た
。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
E
u
r
e
k
A
l
e
r
t
!
を

活
用

し
、

海
外

に
向

け
て

積
極

的
に

研
究

広
報

を
行

う
こ

と
で

、
都

立
大

の
優

れ
た

研

究
成

果
が

国
際

的
な

注
目

を
浴

び
、

学
術

研
究

の
発

展
に

寄
与

し
た

。
 

・
東

京
都

立
大

学
オ

ー
プ

ン
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

講
座

に
お

け
る

学
術

研
究

成
果

の
発

信
に

向
け

た
取

組
に

つ
い

て
、

テ
ー

マ
設

定
等

を
工

夫
す

る
と

と
も

に
、

オ
ン

ラ
イ

ン
形

式
で

講
座

を
実

施
し

た
結

果
、

首

都
圏

以
外

か
ら

の
受

講
や

高
校

生
の

受
講

が
増

加
す

る
な

ど
、

都
立

大
の

最
先

端
の

研
究

成
果

が
社

会

に
向

け
て

広
く

発
信

さ
れ

た
。

 

・
都

立
大

に
ロ

ー
カ

ル
５

Ｇ
環

境
を

新
た

に
整

備
す

る
と

と
も

に
、

そ
れ

を
活

用
し

た
研

究
支

援
制

度
を

構
築

し
、

挑
戦

型
研

究
２

課
題

、
社

会
実

装
型

研
究

１
課

題
を

採
択

し
た

。
 

・
令

和
２

年
度

の
研

究
セ

ン
タ

ー
の

外
部

資
金

獲
得

額
は

、
令

和
元

年
度

に
大

き
く

落
ち

込
ん

だ
金

額
の

水
準

か
ら

横
ば

い
の

ま
ま

で
あ

る
。

目
標

の
達

成
に

向
け

た
取

組
強

化
が

望
ま

れ
る

。
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３ 

【
1
-
1
9
】
ト
ッ
プ

1
0
％
論
文
の
割
合
は
【
6
.
7
％
】
と

な
っ

た
。

 

【
1
-
1
9
】
国
際
共
著
論
文
の
割
合
は
【
4
2
.
0
％
】
と
、
引

き
続

き
3
3
％

以
上

を
維

持
し

た
。

 

【
1
-
2
1
】
研

究
セ

ン
タ
ー

の
外
部

資
金
獲

得
額
は

、
平

成
26

（
2
0
1
4
）

～
28

（
20
1
6
）

年
度

の
平
均

獲
得

額
比
で
【
1
6
4
％
】
と
な
っ
た
。
 

【
1
-
2
1
】
研
究
セ
ン
タ
ー
の
設
置
数
が
【
1
3
拠
点
】
、

リ
サ

ー
チ

コ
ア

の
設

置
数

が
４

拠
点

と
な

っ
た

。
 

【
1
-
2
2
】

東
京

都
立

大
学

オ
ー

プ
ン

ユ
ニ

バ
ー

シ
テ

ィ
で

の
学

術
研

究
成

果
の

発
信

に
お

い
て

、
オ

ン
ラ

イ
ン

専
用
講
座
等
の
開
講
に
よ
り
受
講
層
の

拡
大

に
繋

が
っ

た
。

 

【
1
-
2
2
】

東
京

都
立

大
学

オ
ー

プ
ン

ユ
ニ

バ
ー

シ
テ

ィ
に

お
い

て
、

研
究

成
果

の
発

信
の

一
環

と
し

て
高

校
生

を
対
象
と
し
た
新
た
な
講
座
を
開
講
し

た
。

 

【 【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
研

究
セ

ン
タ

ー
等

に
対

す
る

積
極

的
な

支
援

を
継

続
す

る
こ

と
で

、
セ

ン
タ

ー
の

外
部

資
金

獲
得

額
は

平
成

2
6
～

2
8
年

度
平

均
獲

得
額

比
1
6
4
％

、
リ

サ
ー

チ
コ

ア
を

含
む

場
合

の
獲

得
額

は
1
9
5
％

と
な

り
、

中
期

計
画

の
目

標
を

大
き

く
超

え
て

い
る

。
 

・
世

界
最

大
規

模
の

科
学

ニ
ュ

ー
ス

サ
イ

ト
で

あ
る

E
u
r
e
k
A
l
e
r
t
!
に

お
い

て
、

令
和

２
年

度
の

1
6
本

を

上
回

る
2
4
本

の
論

文
の

投
稿

が
行

わ
れ

、
研

究
広

報
の

充
実

が
図

ら
れ

て
い

る
。

 

・
新

た
に

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

オ
ー

プ
ン

ユ
ニ

バ
ー

シ
テ

ィ
講

座
を

開
講

し
、

オ
ン

ラ
イ

ン
専

用
で

あ
る

こ
と

を
踏

ま
え

た
魅

力
的

な
コ

ン
テ

ン
ツ

作
成

や
、

高
校

生
向

け
に

工
夫

し
た

講
座

の
開

講
に

よ
り

、

全
国

か
ら

多
く

の
受

講
者

を
獲

得
す

る
等

、
都

立
大

の
プ

レ
ゼ

ン
ス

向
上

に
つ

な
げ

た
。

 

・
国

際
共

著
論

文
の

割
合

は
、

目
標

数
値

を
満

た
し

て
い

る
も

の
の

、
低

下
傾

向
に

あ
る

た
め

、
更

な
る

取
組

強
化

を
期

待
す

る
。

 

・
被

引
用

度
ト

ッ
プ

1
0
％

論
文

の
比

率
(
過

去
５

年
平

均
）

が
低

下
し

て
い

る
た

め
、

有
効

な
強

化
策

を
検

討
い

た
だ

き
た

い
。

 

４  

【
1
-
1
9
】
ト
ッ
プ

1
0
％
論
文
の
割
合
は
【
3
.
9
％
】
と

な
っ

た
。

 

【
1
-
1
9
】
国
際
共
著
論
文
の
割
合
は
【
3
5
.
1
％
】
と
、
引

き
続

き
3
3
％

以
上

を
維

持
し

た
。

 

【
1
-
2
1
】
研

究
セ

ン
タ
ー

の
外
部

資
金
獲

得
額
は

、
平

成
26

（
2
0
1
4
）

～
28

（
20
1
6
）

年
度

の
平
均

獲
得

額
比
で
【
2
0
5
％
】
と
な
っ
た
。
 

【
1
-
2
1
】
研
究
セ
ン
タ
ー
の
設
置
数
が
【
1
3
拠
点
】
、

リ
サ

ー
チ

コ
ア

の
設

置
数

が
３

拠
点

と
な

っ
た

。
 

【
1
-
2
2
】
東

京
都

立
大
学

オ
ー
プ

ン
ユ
ニ

バ
ー
シ

テ
ィ
で

の
学
術

研
究
成

果
の
発

信
に
お

い
て

、「
オ

ン
ラ

イ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル
講
座
」
の
有
料
講
座
が
過
去

最
高

の
申

込
人

数
を

記
録

し
た

。
 

 

―
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 中
期

計
画

番
号

 

1
-
1
9
 

２
 

研
究

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

１
）

研
究

水
準

及
び

研
究

の
成

果
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
◇

基
礎

研
究

と
課

題
解

決
型

研
究

の
推

進
 

①
高

い
レ

ベ
ル

に
あ

る
基

礎
研

究
力

の
維

持
・

強
化

を
図

る
た

め
、

世
界

を
リ

ー
ド

す
る

研
究

を
重

点
的

に
推
進

し
、

被
引

用
度

の
高

い
ト

ッ
プ

1
0
％

論
文

の
割

合
を
【

1
0
％

以
上

】

に
し

、
国

際
共

著
論

文
の

割
合

は
【

3
3
％

以
上

】
を

維
持

す
る

。
ま

た
、

卓
越

し
た

研
究

を
支

援
す

る
た

め
に

、
学

術
刊

行
物

・
電

子
ジ

ャ
ー

ナ
ル

・
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
等

の
学

術
情

報
基

盤
及

び
先

端
的

研
究

機
器

な
ど

の
研

究
基

盤
の

整
備

・
充

実
を

図
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感

染
症

の
状

況
を

注
視

し
つ

つ
、

学
長

裁
量

枠
に

よ
る

国
際

共
同

研
究

支
援

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

国
際

共
著

論
文

割
合

や
被

引
用

度
ト

ッ
プ

1
0
％

論
文

割
合

増
加

に
向

け
た

支
援

策
を

実
施

す
る

。
 

                            

（
１

）
高

い
レ

ベ
ル

に
あ

る
基

礎
研

究
力

の
維

持
・

強
化

に
向

け
た

取
組

 

①
学

長
裁

量
枠

に
よ

る
国

際
共

同
研

究
支

援
の

推
進

及
び

国
際

共
著

論
文

割
合

3
3
％

以
上

維
持

に
向

け
た

取
組

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
都

立
大

が
国

際
的

な
存

在
感

を
高

め
る

た
め

の
研

究
活

動
を

支
援

す
る

、
国

際
共

同
研

究
支

援
を

推
進

す
る

た
め

、
傾

斜
的

研
究

費
の

学
長

裁
量

枠
（

国
際

研
究

環
支

援
）

の
公

募
を

行
い

、
２

課
題

（
研

究
課

題
名

：
「
『

あ
わ

い
』
を

め
ぐ

る
日

本
と

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

比
較

文
化

研
究

の
双

方
向

的
展

開
」
、
「

微
生

物
叢

制
御

の
た

め
の

生

態
理

論
の

確
立

」
）

を
採

択
し

た
。

 

・
コ

ロ
ナ

禍
の

状
況

を
注

視
し

つ
つ

、
研

究
セ

ン
タ

ー
及

び
リ

サ
ー

チ
コ

ア
の

国
際

シ
ン

ポ
ジ

ム
開

催
支

援
を

行
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
活

動
経

費
を

支
援

す
る

研
究

課
題

を
新

た
に

採
択

す
る

こ
と

に
よ

り
、

都
立

大
の

研
究

大
学

と
し

て
の

国
際

的
な

存
在

感
向

上
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

 
 

・
国

際
共

著
論

文
割

合
は

、
3
5
.
1
％

と
引

き
続

き
3
3
％

以
上

を
維

持
で

き
た

。
（

図
表

1
-
1
9
-
1
）

 

 【
図

表
1
-
1
9
-
1
　

国
際

共
著

論
文

割
合

】
（
単
位
：
％
）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度
4
6
.
8

4
7
.
6

4
4
.
7

4
5
.
4

4
2
.
0

3
5
.
1

１
　

D
o
c
u
m
e
n
t
 
T
y
p
e
:
 
 
[
A
r
t
i
c
l
e
,
 
R
e
v
i
e
w
]

 
 

②
ト

ッ
プ

1
0
％

論
文

割
合

増
加

に
向

け
た

取
組

【
特

記
事

項
Ⅰ

-
１

参
照

】
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
傾

斜
的

研
究

費
の

学
長

裁
量

枠
（

戦
略

的
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）

に
つ

い
て

、
令

和
元

（
2
0
1
9
）

年
度

及
び

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

に
新

規
採

択
し

た
研

究
課

題
に

対
 

 
 

す
る

継
続

的
な

支
援

を
実

施
し

た
。

 

 
・

論
文

被
引

用
度

の
高

い
教

員
に

研
究

力
の

向
上

に
つ

な
が

る
と

考
え

ら
れ

る
施

策
・

取
組

に
関

す
る

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

実
施

す
る

と
と

も
に

都
立

大
の

研
究

力
向

上
に

資

す
る

研
究

費
の

効
果

的
な

配
分

の
在

り
方

に
つ

い
て

全
学

で
議

論
し

、
都

立
大

に
お

け
る

研
究

力
の

強
化

策
を

検
討

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
４

月
１

日
時

点
に

お
け

る
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
ト

ッ
プ

1
0
％

論
文

割
合

は
3
.
9
％

、
過

去
５

カ
年

平
均

は
8
.
6
％

と
な

っ
た

。
（

図
表

1
-
1
9
-

2
）

 

・
こ

の
ト

ッ
プ

1
0
％

論
文

比
率

の
低

下
は

、
世

界
的

に
卓

越
し

た
研

究
拠

点
の

形
成

を
目

指
し

、
研

究
大

学
を

標
榜

す
る

都
立

大
に

と
っ

て
、

改
善

す
べ

き
課

題
で

あ

り
、

今
後

各
種

強
化

策
の

推
進

又
は

実
現

に
向

け
た

取
組

を
実

施
す

る
。
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             （
２

）
【

継
続

】
蔵

書
構

成
の

現
状

、
及

び

電
子

資
料

を
含

む
各

種
資

料
に

対
す

る
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

、
選

書
基

準
の

改
訂

、
電

子
資

料
を

巡
る

動
向

の
把

握
を

進
め

る
と

と
も

に
、

ア
ク

セ
シ

ブ
ル

な
書

籍
等

の
充

実
を

図
る

。
ま

た
貴

重
資

料
の

更
な

る
活

用
（

電
子

公
開

な
ど

）
や

保
全

に
向

け
て

、
調

査
、

整
理

を
進

め
る

。
 

                      

＜
図

表
1-

19
-2

　
被

引
用

度
ト

ッ
プ

10
％

論
文

割
合

＞
（
単
位
：
％
）

24
年

度
25

年
度

26
年

度
27

年
度

28
年

度
29

年
度

30
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度
過

去
5ヵ

年
平

均

11
.7

10
.5

8.
9

11
.8

11
.0

7.
8

-
-

-
-

-
10

.8
－

11
.3

11
.5

10
.9

12
.6

8.
4

10
.5

-
-

-
-

10
.9

－
－

12
.5

13
.3

13
.3

9.
5

10
.7

7.
0

-
-

-
11

.9
－

－
－

12
.0

12
.3

9.
9

11
.3

9.
4

7.
3

-
-

11
.0

－
－

－
－

12
.5

9.
5

11
.6

8.
7

8.
3

6.
7

-
10

.1
－

－
－

－
－

9.
5

11
.3

8.
6

8.
5

5.
0

3.
9

8.
6

１
　

Do
cu

me
nt

 T
yp

e:
  

[A
rt

ic
le

, 
Re

vi
ew

]

２
　

被
引

用
率

は
引

用
さ

れ
る

期
間

の
影

響
を

受
け

る
た

め
当

該
年

度
を

除
い

て
過

去
５

年
間

の
平

均
を

指
標

と
し

て
記

載
し

て
い

る
。

令
和

５
年

４
月

１
日

 時
点

平
成

30
年

４
月

１
日

 時
点

平
成

31
年

４
月

１
日

 時
点

令
和

２
年

４
月

１
日

 時
点

令
和

３
年

４
月

１
日

 時
点

令
和

４
年

４
月

１
日

 時
点

 
 （

２
）

学
術

情
報

基
盤

の
整

備
・

充
実

 

①
選

書
基

準
の

見
直

し
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
蔵

書
評

価
の

結
果

を
ま

と
め

、
分

析
を

行
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
蔵

書
評

価
分

析
の

結
果

、
対

象
と

し
た

学
生

向
け

教
科

書
・

教
養

書
に

つ
い

て
は

概
ね

所
蔵

し
て

お
り

（
本

館
約

8
0
％

、
全

学
約

8
9
％

）
、

分
野

間
の

バ
ラ

ン
ス

も
ほ

ぼ
適

正
で

あ
る

こ
と

が
わ

か
っ

た
。

そ
の

た
め

、
現

時
点

で
選

書
基

準
の

改
訂

は
行

わ
ず

、
資

料
の

購
入

と
併

せ
て

不
用

図
書

の
除

却
を
進

め
る

な
ど

、
資

料
の

新
陳

代
謝

を
促

進
す

る
こ

と
と

し
た

。
 

 ※
蔵

書
評

価
：
図

書
館

の
現

状
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

で
資

料
の

適
切

な
選

択
と

収
集

、
蔵

書
の

形
成

と
発

展
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
今

回
は

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト

法
（

予
め

基
準

と
な

る
資

料
リ

ス
ト

を
用

意
し

、
リ

ス
ト

に
あ

げ
ら

れ
て

い
る

資
料

の
所

蔵
を

調
査

す
る

方
法

）
を

採
用

し
、
主

と
し

て
学

部
生

を
利

用

対
象

と
す

る
学

習
書

、
教

養
書

の
所

蔵
に

つ
い

て
評

価
を

行
っ

た
。

 

 

②
電

子
資

料
を

巡
る

動
向

の
把

握
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
電

子
ジ

ャ
ー

ナ
ル

価
格

高
騰

へ
の

対
応

と
し

て
、

電
子

ジ
ャ

ー
ナ

ル
購

読
費

用
と

オ
ー

プ
ン

ア
ク

セ
ス

論
文

出
版

費
用

（
A
P
C
）

が
セ

ッ
ト

に
な

っ
た

転
換

契
約

に
つ

い
て

、
他

大
学

と
共

同
で

出
版

社
と

の
交

渉
に

参
加

す
る

等
、

契
約

内
容

に
つ

い
て

精
査

、
検

討
を

進
め

、
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
１

月
か

ら
、

公
立

大
学

と
し

て
初

め

て
大

手
３

社
の

一
つ

で
あ

る
W
i
l
e
y
社

の
電

子
ジ

ャ
ー

ナ
ル

と
転

換
契

約
を

締
結

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
電

子
ジ

ャ
ー

ナ
ル

購
読

費
用

と
A
P
C
の

支
出

総
額

が
都

立
大

全
体

で
抑

え
ら

れ
る

可
能

性
が

高
ま

っ
た

。
 

・
研

究
者

の
A
P
C
支

払
い

に
よ

る
金

銭
面

、
労

力
面

で
の

負
担

を
軽

減
す

る
見

込
み

が
立

っ
た

。
 

・
論

文
の

オ
ー

プ
ン

ア
ク

セ
ス

促
進

に
よ

る
研

究
発

信
力

の
強

化
、

被
引

用
数

の
増

加
が

期
待

さ
れ

る
素

地
が

で
き

た
。

 

 

③
ア

ク
セ

シ
ブ

ル
な

書
籍

等
の

充
実

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
社

会
情

勢
の

変
化

に
よ

り
電

子
資

料
へ

の
移

行
が

進
み

、
リ

モ
ー

ト
学

習
・

教
育

支
援

へ
の

必
要

も
高

ま
る
中

、
図

書
予

算
か

ら
電

子
ブ

ッ
ク

へ
一

定
額

を
配

分
し

、

オ
ン

ラ
イ

ン
で

読
め

て
多

く
の

利
用

者
に

届
き

や
す

い
電

子
ブ

ッ
ク

を
、

積
極

的
に

購
入

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
リ

モ
ー

ト
で

も
利

用
で

き
る

電
子

ブ
ッ

ク
の

充
実

が
図

ら
れ

た
（

前
年

度
比

2
3
7
点

増
）
。
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           （
３

）
【

新
規

】
都

立
大

学
の

外
部

資
金

獲

得
促

進
を

含
め

た
研

究
力

の
向

上
に

向
け

て
、

学
内

研
究

費
の

効
果

的
な

配
分

の
あ

り
方

や
、

全
学

的
な

研
究

情
報

基
盤

の
整

備
等

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
。

 

④
貴

重
資

料
の

活
用

・
保

全
の

検
討

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
貴

重
資

料
の

う
ち

、
花

房
義

質
関

係
文

書
（

2
,
2
3
0
点

）
、

上
原

勇
作

関
係

文
書

（
2
,
6
9
4
点

)
、

土
方

久
元

関
係

文
書

（
3
2
6
点

)
、

高
橋

是
清

関
係

文
書

（
3
8
5
点

)
の

目
録

を
完

成
さ

せ
た

。
ま

た
、

堀
江

家
文

書
（

4
,
4
5
1
点

)
の

未
整

備
の

目
録

に
つ

い
て

、
専

門
業

者
と

契
約

を
締

結
し

、
1
,
1
0
9
点

の
整

備
を

進
め

た
。

 

・
完

成
し

た
目

録
デ

ー
タ

を
東

京
都

立
大

学
機

関
リ

ポ
ジ

ト
リ

「
み

や
こ

鳥
」

に
登

録
し

た
。

 

・
貴

重
資

料
関

連
の

マ
イ

ク
ロ

資
料

を
O
P
A
C
（

蔵
書

検
索

シ
ス

テ
ム

）
に

登
録

し
、

利
用

希
望

者
の

事
前

申
請

を
不

要
に

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
目

録
デ

ー
タ

や
マ

イ
ク

ロ
資

料
が

オ
ン

ラ
イ

ン
で

確
認

・
活

用
で

き
る

よ
う

に
な

り
、

利
用

者
の

利
便

性
が

向
上

す
る

と
と

も
に

、
事

務
の

効
率

化
に

寄
与

し
た

。
ま

た
、

電
子

公
開

な
ど

、
今

後
更

な
る

活
用

に
向

け
た

事
前

整
理

が
推

進
さ

れ
た

。
 

 （
３

）
研

究
力

向
上

に
向

け
た

全
学

的
な

研
究

情
報

基
盤

の
整

備
等

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
東

京
都

立
大

学
研

究
費

配
分
検

討
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

に
お

い
て

、
研

究
力

の
向

上
に

資
す

る
学

内
研

究
費

の
効

果
的

な
配

分
の

あ
り

方
に

つ
い

て
議

論
し

、
都

立

大
に

お
け

る
研

究
力

の
強

化
策

を
検

討
し

た
。

 

・
都

立
大

が
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

接
続

に
利

用
す

る
回

線
を

高
速

回
線

へ
切

り
替

え
た

【
特

記
事

項
Ⅰ

-
３

参
照

】
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
学

内
研

究
費

の
効

果
的

な
配

分
の

あ
り

方
に

つ
い

て
の

検
討

結
果

を
取

り
ま

と
め

た
。

 

・
研

究
力

の
強

化
策

に
係

る
検

討
に

基
づ

き
、

今
後

各
種

強
化

策
の

推
進

又
は

実
現

に
向

け
た

取
組

を
実

施
す

る
こ

と
と

な
っ

た
。

 

・
高

速
、

安
全

、
安

定
し

た
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

接
続

環
境

が
利

用
可

能
と

な
っ

た
【

特
記

事
項

Ⅰ
-
３

参
照

】
。
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 中
期

計
画

番
号

 

1
-
2
0

 
②

東
京

都
立

の
総

合
大

学
と

し
て

、
自

治
体

、
試

験
研

究
機

関
、

企
業

等
の

多
様

な
機

関
と

の
連

携
強

化
、

分
野

横
断

的
・

学
際

的
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

立
ち

上
げ

等
に

よ
り

、
東

京
を

は
じ

め
と

す
る

大
都

市
の

先
端

的
課

題
の

解
決

に
資

す
る

研
究

を
推

進
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
大

都
市

の
先

端
的

課
題

解

決
に

取
り

組
む

研
究

セ
ン

タ
ー

等
に

よ
る

分
野

横
断

的
・

学
際

的
な

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
推

進
す

る
。

 

           （
２

）
【

継
続

】
ロ

ー
カ

ル
５

Ｇ
環

境
を

活

用
し

、
高

度
通

信
社

会
に

お
け

る
課

題
解

決
型

研
究

や
、

S
o
c
i
e
t
y
5
.
0
の

実
現

に
向

け
た

社
会

実
装

が
期

待
さ

れ
る

研
究

を
推

進
す

る
。

 

（
１

）
大

都
市

課
題

解
決

に
資

す
る

分
野

横
断

的
・

学
際

的
な

大
型

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
推

進
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
傾

斜
的

研
究

費
の

学
長

裁
量

枠
（

社
会

連
携

支
援

）
の

公
募

を
行

い
、

４
件

を
採

択
し

た
。

 

-
 
社

会
連

携
支

援
（

A
 
型

）
：
「

ヒ
ト

老
化

カ
ス

ケ
ー

ド
を

制
御

す
る

遺
伝

子
の

同
定

」
、
「

W
P
T
給

電
シ

ス
テ

ム
の

高
度

運
用

を
目

指
し

た
体

系
化

と
実

装
」

 

-
 
社

会
連

携
支

援
（

B
 
型

）
：
「

住
民

主
体

の
外

来
ア

リ
類

防
除

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

」
、
「

憲
法

と
制

定
法

―
準

憲
法

論
」

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
教

員
と

自
治

体
等

と
の

連
携

の
た

め
の

活
動

経
費

を
支

援
す

る
こ

と
で

、
大

都
市

の
先

端
的

課
題

解
決

に
資

す
る

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
推

進
し

た
。

 

 ※
社

会
連

携
支

援
（

A
型

・
B
型

）
：

傾
斜

的
研

究
費

学
長

裁
量

枠
の

一
つ

で
、

都
立

大
の

研
究

者
と

多
様

な
主

体
と

の
密

接
な

連
携

に
基

づ
く

研
究

の
強

化
や

、
都

立
大

の

研
究

成
果

の
普

及
・

発
信

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

A
型

は
、

都
政

の
課

題
解

決
に

向
け

て
、

多
方

面
か

つ
斬

新
な

ア
プ

ロ
ー

チ
と

解
決

策
の

提
案

を
行

う
な

ど
、

全
学

的
な

都
連

携
推

進
の

取
組

を
支

援
す

る
も

の
（

都
の

各
局

、
東

京
都

立
産

業
技

術
研

究
セ

ン
タ

ー
、

東
京

都
医

学
総

合
研

究
所

、
東

京
都

健
康

長
寿

医
療

セ
ン

タ

ー
等

と
の

共
同

研
究

や
共

同
研

究
成

果
発

表
会

運
営

を
支

援
）
。

B
型

は
、

様
々

な
地

域
課

題
の

解
決

に
向

け
て

、
都

内
外

の
自

治
体

ほ
か

、
地

域
に

お
け

る
イ

ン
タ

ー

フ
ェ

ー
ス

の
役

割
を

果
た

す
金

融
機

関
・

N
P
O
等

、
様

々
な

担
い

手
と

の
密

接
な

連
携

に
基

づ
く

活
動

に
対

し
て

支
援

す
る

も
の

と
、

大
学

の
優

れ
た

研
究

成
果

を
広

く

社
会

で
共

有
す

る
た

め
に

刊
行

す
る

、
学

術
図

書
の

出
版

へ
の

支
援

を
行

う
も

の
が

あ
る

。
 

 （
２

）
高

度
通

信
社

会
に

お
け

る
課

題
解

決
型

研
究

及
び

S
o
c
i
e
t
y
5
.
0
の

実
現

に
向

け
た

研
究

の
推

進
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
東

京
都

立
大

学
ロ

ー
カ

ル
５

Ｇ
環

境
活

用
研

究
支

援
に

お
い

て
、

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

及
び

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

に
新

規
採

択
し

た
研

究
課

題
に

対
す

る
継

続
的

な
支

援
を

実
施

し
た

。
 

・
研

究
期

間
が

５
年

間
の

研
究

課
題

に
つ

い
て

、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

る
中

間
成

果
報

告
会

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

及
び

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

か
ら

続
く

都
立

大
に

お
け

る
ロ

ー
カ

ル
５

Ｇ
環

境
を

活
用

し
た

研
究

を
更

に
発

展
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
中

間
成

果
報

告
会

で
、

審
査

・
評

価
委

員
会

が
各

研
究

課
題

の
進

捗
を

踏
ま

え
た

助
言

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
研

究
成

果
の

最
大

化
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

  
 

※
東

京
都

立
大

学
ロ

ー
カ

ル
５

Ｇ
環

境
活

用
研

究
支

援
：

都
立

大
に

お
い

て
新

た
に

整
備

さ
れ

る
ロ

ー
カ

ル
５

Ｇ
環

境
を
活

用
し
た

研
究

を
重

点
的

に
支

援
す

る
こ

と
で
、

S
o
c
i
e
t
y
5
.
0
実

現
の

基
幹

イ
ン

フ
ラ

と
な

る
５

Ｇ
を

は
じ

め
と

す
る

高
速

・
大

容
量

の
移

動
通

信
に

ま
つ

わ
る

課
題

解
決

や
、

社
会

実
装

を
通

じ
た

都
民

生
活

の
向

上
に

資
す

る
都

立
大

な
ら

で
は

の
研

究
の

活
性

化
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

研
究

支
援

制
度
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 中
期

計
画

番
号

 

1
-
2
1

 
◇

重
点

研
究

分
野

の
設

定
 

③
本

学
の

強
み

、
特

色
を

有
す

る
国

際
的

研
究

拠
点

の
形

成
を

目
指

す
既

設
の

研
究

セ
ン

タ
ー

及
び

そ
の

関
連

分
野

に
対

す
る

戦
略

的
・

重
点

的
支

援
に

よ
り

、
研

究
セ

ン
タ

ー
の

外

部
資

金
獲

得
額

を
、

平
成

2
6
（

2
0
1
4
）

～
2
8
（

2
0
1
6
）

年
度

の
平

均
獲

得
額

比
で

【
1
5
0
％

以
上

】
に

増
加

さ
せ

る
。

ま
た

、
新

た
な

強
み

と
な

る
研

究
分

野
の

一
層

の
育

成
・

支
援

を
行

う
こ

と
で

、
第

三
期

中
期

計
画

期
間

終
了

時
に

お
い

て
、

研
究

セ
ン

タ
ー

設
置

数
【

1
2
拠

点
】

を
実

現
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

、

共
同

研
究

や
受

託
研

究
の

相

手
先

企
業

等
が

研
究

活
動

を

控
え

る
こ

と
が

懸
念

さ
れ

る

状
況

で
は

あ
る

が
、

研
究

セ

ン
タ

ー
等

に
対

す
る

積
極

的

な
支

援
を

継
続

し
、

平
成

2
6

（
2
0
1
4
）

～
2
8
（

2
0
1
6
）

年

度
平

均
獲

得
額

対
比

で
外

部

資
金

獲
得

額
15
0
％

を
目

指

す
。

 

      （
２

）
【

継
続

】
都

立
大

に
と

っ
て

新

た
な

強
み

と
な

り
得

る
研

究

グ
ル

ー
プ

の
創

生
を

行
う

と

と
も

に
、

総
合

研
究

推
進

機

構
に

お
け

る
戦

略
的

な
研

究

分
野

の
育

成
・

支
援

な
ど

研

究
セ

ン
タ

ー
の

質
の

向
上

に

向
け

た
取

組
を

実
施

す
る

。

（
1
-
2
4
再

掲
）

 

（
１

）
研

究
セ

ン
タ

ー
等

に
対

す
る

積
極

的
な

支
援

に
よ

る
外

部
資

金
獲

得
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
日

本
学

術
振

興
会

（
J
S
P
S
）
、

国
立

研
究

開
発

法
人

科
学

技
術

振
興

機
構

（
J
S
T
）
、

国
立

研
究

開
発

法
人

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
産

業
技

術
総

合
開

発
機

構
（

N
E
D
O
）
、

国
立

研
究

開
 

 
発

法
人

日
本

医
療

研
究

開
発

機
構

（
A
M
E
D
）

等
の

提
案

公
募

情
報

を
、

研
究

セ
ン

タ
ー

所
属

の
教

員
に

研
究

内
容

と
の

親
和

性
を

加
味

し
た

上
で

個
別

に
提

供
し

た
。

 

 
・

省
庁

及
び

資
金

配
分

機
関

の
事

業
担

当
者

と
の

折
衝

の
ほ

か
、

知
財

戦
略

を
含

む
事

業
化

計
画

の
策

定
や

市
場

調
査

、
面

接
対

策
支

援
を

行
う

等
、

申
請

支
援

を
実

施
し

た
。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
N
E
D
O
「

燃
料

電
池

等
利

用
の

飛
躍

的
拡

大
に

向
け

た
共

通
課

題
解

決
型

産
学

官
連

携
研

究
開

発
事

業
」

の
継

続
を

は
じ

め
、

外
部

資
金

獲
得

額
の

向
上

が
な

さ
れ

、
平

成
2
6

（
2
0
1
4
）

～
2
8
（

2
0
1
6
）

年
度

平
均

獲
得

額
対

比
で

研
究

セ
ン

タ
ー

の
外

部
資

金
獲

得
額

は
2
0
5
％

、
研

究
セ

ン
タ

ー
等

（
リ

サ
ー

チ
コ

ア
を

含
む

）
の

外
部

資
金

獲
得

額
は

2
3
7
％

を
達

成
し

た
。
（

図
表

1
-
2
1
-
1
）

 

 【
図

表
1
-
2
1
-
1
　
研

究
セ
ン
タ
ー

等
外

部
資

金
獲

得
額

】
（
単
位
：
百
万
円
）

2
6
年

度
2
7
年

度
2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３
年

度
４
年

度
4
0
1

5
7
5

1
,2
7
9

1
,2
9
5

1
,2
5
7

9
3
4

9
6
3

1
,2
3
2

1
,5
3
9

1
,0
2
2

1
,1
2
0

1
,4
6
3

1
,7
8
1

※
各
年
度
3
月
3
1
日
時
点

※
研
究
セ
ン
タ
ー
外
部
資
金
獲
得
額
：
　
受
託
研
究
費
等
、
受
託
事
業
費
等
、
補
助
金
、
科
研
費
（
間
接
経
費
含
む
）

研
究

セ
ン
タ
ー

外
部

資
金

獲
得

額
研
究
セ
ン
タ
ー
等
（
リ
サ
ー
チ
コ
ア
を
含
む
）
外
部
資
金
獲
得
額

平
成

2
6
～

2
8
年

度
平

均
獲

得
額

7
5
2

 
 （

２
）

研
究

セ
ン

タ
ー

の
質

の
向

上
に

向
け

た
取

組
 

①
新

た
な

研
究

グ
ル

ー
プ

の
創

生
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
「

環
境

や
地

理
的

な
制

約
を

受
け

な
い

ヘ
ル

ス
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

実
践

と
エ

コ
シ

ス
テ

ム
（

臨
床

実
践

、
政

策
・

ビ
ジ

ネ
ス

、
教

育
、

次
世

代
研

究
開

発
へ

の
投

資
シ

ス
テ

ム
）

の
構

築
」

を
目

指
す

た
め

に
、

統
合

的
に

研
究

を
行

う
た

め
の

グ
ル

ー
プ

設
立

を
進

め
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
４

月
１

日
に

、
メ

タ
・

ヘ
ル

ス
ケ

ア
リ

サ
ー

チ
コ

ア
が

設
置

さ
れ

る
こ

と
が

決
定

し
た

。
 

 

②
研

究
セ

ン
タ

ー
の

質
の

向
上

に
向

け
た

取
組

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

学
長

裁
量

枠
（

研
究

セ
ン

タ
ー

支
援

）
に

新
規

採
択

し
た

研
究

課
題

に
対

す
る

継
続

的
な

支
援

を
実

施
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
学

長
裁

量
枠

（
研

究
セ

ン
タ

ー
支

援
）

に
採

択
さ

れ
た

研
究

セ
ン

タ
ー

に
対

し
て

若
手

研
究

者
の

雇
用

に
関

す
る

支
援

を
行

い
、

研
究

セ
ン

タ
ー

の
取

組
を

活
性

化
さ

せ
た

。

（
図

表
1
-
2
1
-
2
）

 

  
※

研
究

セ
ン

タ
ー

支
援

：
学

長
裁

量
枠

の
一

つ
で

、
都

立
大

の
優

れ
た

研
究

資
源

と
し

て
国

際
的

研
究

拠
点

の
形

成
を

目
指

す
研

究
セ

ン
タ

ー
及

び
リ

サ
ー

チ
コ

ア
に

対
し
て

、
特

任
助

教
、

ポ
ス

ト
ド

ク
タ

ー
等

の
研

究
員

の
雇

用
費

用
を

支
援

す
る

こ
と

で
、

セ
ン

タ
ー

所
属

研
究

者
が

よ
り

当
該

研
究

の
実

施
に

専
念

で
き

る
体

制
を

構
築

、
支

援
す

る
も

の
。
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【
図

表
1
-
2
1
-
2
　
研

究
セ
ン
タ
ー

、
リ
サ
ー

チ
コ
ア
設

置
状

況
】

（
単
位
：
拠
点
）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３
年

度
４
年

度
1
6

1
6

1
5

1
3

1
3

1
3

1
3

4
4

3
※
各
年
度
3
月
3
1
日
時
点

研
究

セ
ン
タ
ー

数
リ
サ
ー

チ
コ
ア
数

 
    中

期
計

画
番

号
 

1
-
2
2

 
◇

研
究

成
果

の
発

信
 

④
質

の
高

い
情

報
コ

ン
テ

ン
ツ

の
実

現
を

図
り

、
多

様
な

情
報

媒
体

の
活

用
や

多
様

な
機

関
等

と
の

連
携

を
通

じ
て

、
研

究
成

果
の

国
内

外
へ

の
効

果
的

な
発

信
を

推
進

し
、

本
学

の

プ
レ

ゼ
ン

ス
の

更
な

る
向

上
を

図
る

。
ま

た
、

首
都

東
京

に
あ

る
公

立
の

総
合

大
学

と
し

て
、

先
鋭

的
か

つ
複

合
的

に
現

れ
る

様
々

な
大

都
市

課
題

に
対

し
て

、
個

々
の

研
究

成
果

を
分

野
横

断
的

に
重

層
化

・
複

合
化

さ
せ

な
が

ら
実

効
性

の
高

い
解

決
策

を
提

案
す

る
な

ど
、

都
や

世
界

の
諸

都
市

に
そ

の
研

究
成

果
を

広
く

還
元

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＳＳ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
都

立
大

の
プ

レ
ゼ

ン
ス

の

更
な

る
向

上
を

図
る

た
め

、
国

内
外

へ
の

積
極

的
な

研
究

広
報

を
実

施
す

る
。

 
                          

（
１

）
国

内
外

へ
の

積
極

的
な

研
究

広
報

の
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
研

究
成

果
を

世
界

的
に

閲
覧

数
の

多
い

英
文

プ
レ

ス
リ

リ
ー

ス
E
u
r
e
k
A
l
e
r
t
!
で

2
4
本

発
表

し
た

。
（

図
表

1
-
2
2
-
1
）

 

・
研

究
広

報
誌

「
M
i
y
a
c
o
l
o
g
y
」

1
2
号

（
９

/
1
6
）
、

1
3
号

（
1
2
/
１

）
、

1
4
号

（
３

/
3
0
）

を
発

行
し

た
。

 

・
つ

く
ば

産
学

連
携

P
F
（

8
2
件

）
、

I
N
P
I
T
開

放
特

許
情

報
D
B
（

1
4
9
件

）
に

て
研

究
成

果
（

特
許

情
報

）
の

発
信

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
E
u
r
e
k
A
l
e
r
t
！

へ
投

稿
し

た
論

文
は

平
均

2
,
6
7
4
ペ

ー
ジ

ビ
ュ

ー
を

記
録

し
た

。
 

・
山

添
誠

司
教

授
（

理
学

部
化

学
科

）
の

二
酸

化
炭

素
の

高
効

率
回

収
に

関
す

る
論

文
は

、
1
1
,
0
8
7
ペ

ー
ジ

ビ
ュ

ー
を

記
録

し
、

都
立

大
の

他
案

件
と

比
較

し
て

特
に
注

目
度

が
高

か
っ

た
。

 

 

 
 

 
※

E
u
r
e
k
A
l
e
r
t
!
：

S
c
i
e
n
c
e
誌

を
発

行
す

る
A
A
A
S
（

ア
メ

リ
カ

科
学

振
興

協
会

）
が

運
営

す
る

世
界

最
大

規
模

の
科

学
ニ

ュ
ー

ス
サ

イ
ト

 

 
 

 
※

つ
く

ば
産

学
連

携
P
F
：

2
3
の

大
学

・
機

構
の

協
働

に
よ

っ
て

運
営

さ
れ

て
い

る
、

技
術

シ
ー

ズ
を

企
業

に
向

け
て

紹
介

す
る

た
め

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
 

 
 

 
※

I
N
P
I
T
開

放
特

許
情

報
D
B
：

独
立

行
政

法
人

工
業

所
有

権
情

報
・

研
修

館
が

運
営

す
る

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
で

企
業

、
大

学
、

研
究

機
関

等
の

開
放

特
許

を
一

括
検
 

 
 

 
 

索
で

き
る

デ
ー

タ
ベ

ー
ス
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                                 （
２

）
【

継
続

】
東

京
都

立
大

学
オ

ー
プ

ン

ユ
ニ

バ
ー

シ
テ

ィ
に

お
い

て
、

学
術

最
先

端
の

研
究

内
容

を
紹

介
す

る

「
科

学
が

開
く

未
来

へ
の

扉
（

研
究

セ
ン

タ
ー

紹
介

シ
リ

ー
ズ

）
」
、

都
立

大
教

員
の

専
門

的
か

つ
ユ

ニ
ー

ク
な

研
究

を
紹

介
す

る
「

プ
レ

ミ
ア

ム
講

座
」

を
継

続
開

講
す

る
。

ま
た

オ
ン

ラ
イ

ン
専

用
の

オ
ン

ラ
イ

ン
ス

ペ
シ

ャ
ル

講
座

の
充

実
化

を
図

る
。

 
   

【
図
表
1
-
2
2
-
1
　
「
E
u
re
k
A
le
rt
!」
掲
載
一
覧
（
令
和
４
年
度
）
】

掲
載

日
教

員
名

　
役

職
研

究
科

（
専

攻
・
学

域
）

ニ
ュ
ー

ス
名

2
0
2
2
年

4
月

3
0
日

栗
田

玲
　

教
授

理
学

W
h
a
t 

d
o
 j
e
lly

 a
n
d
 s

a
n
d
 h

a
v
e
 i
n
 c

o
m

m
o
n
?

2
0
2
2
年

5
月

2
8
日

山
添

誠
司

　
教

授
理

学
F
a
s
te

s
t 

c
a
rb

o
n
 d

io
x
id

e
 c

a
tc

h
e
r 

h
e
ra

ld
s
 n

e
w

 a
g
e
 f

o
r 

d
ir
e
c
t 

a
ir
 c

a
p
tu

re

2
0
2
2
年

6
月

2
5
日

栗
田

玲
　

教
授

理
学

S
c
ie

n
ti
s
ts

 u
n
ra

v
e
l 
m

y
s
te

ri
o
u
s
 m

e
c
h
a
n
is

m
 b

e
h
in

d
 “

w
h
is

k
e
r 

c
ry

s
ta

l”
 g

ro
w

th
 

2
0
2
2
年

7
月

1
6
日

江
副

祐
一

郎
　

准
教

授
理

学
X
-
ra

y
 l
ig

h
t 

c
a
tc

h
e
rs

 f
o
r 

s
p
a
c
e
 j
u
s
t 

g
o
t 

a
 w

h
o
le

 l
o
t 

lig
h
te

r

2
0
2
2
年

8
月

2
0
日

大
久

保
寛

　
准

教
授

S
D

S
c
ie

n
ti
s
ts

 f
in

e
-
tu

n
e
 “

tw
e
e
z
e
rs

 o
f 

s
o
u
n
d
”
 f

o
r 

c
o
n
ta

c
tl
e
s
s
 m

a
n
ip

u
la

ti
o
n
 o

f 
o
b
je

c
ts

2
0
2
2
年

8
月

2
7
日

宮
田

耕
充

　
准

教
授

理
学

W
e
a
v
in

g
 a

to
m

ic
a
lly

 t
h
in

 s
e
a
m

s
 o

f 
lig

h
t 

w
it
h
 i
n
-
p
la

n
e
 h

e
te

ro
s
tr

u
c
tu

re
s

2
0
2
2
年

9
月

3
日

眞
鍋

康
子

　
准

教
授

ヘ
ル

プ
ロ

S
c
ie

n
ti
s
ts

 d
e
v
e
lo

p
 d

ir
e
c
t 

m
e
a
s
u
re

 f
o
r 

s
tr

e
n
g
th

 o
f 

s
k
e
le

ta
l 
m

u
s
c
le

 m
y
o
tu

b
e
s

2
0
2
2
年

9
月

1
0
日

藤
井

宣
晴

　
教

授
ヘ

ル
プ

ロ
H

o
w

 s
lo

w
 m

u
s
c
le

 f
ib

e
rs

 c
o
n
v
in

c
e
 t

h
e
ir
 n

e
ig

h
b
o
rs

 t
o
 j
o
in

 t
h
e
m

2
0
2
2
年

9
月

1
7
日

金
村

聖
　

教
授

都
市

環
境

D
a
m

a
g
e
-
fr

e
e
 w

a
y
 t

o
 g

a
u
g
e
 t

h
e
 h

e
a
lt
h
 o

f 
n
e
x
t-

g
e
n
 b

a
tt

e
ri
e
s
 f

o
r 

e
le

c
tr

ic
 v

e
h
ic

le
s

2
0
2
2
年

1
0
月

1
5
日

中
西

勇
介

　
助

教
理

学
S
c
ie

n
ti
s
ts

 u
s
e
 s

u
rf

a
c
ta

n
t 

to
 h

e
lp

 m
a
k
e
 “

in
e
rt

”
 t

e
m

p
la

te
s
 f

o
r 

n
a
n
o
tu

b
e
 g

ro
w

th

2
0
2
2
年

1
1
月

5
日

V
ib

o
l 
Y
e
m

　
助

教
S
D

N
e
w

 V
R
 s

y
s
te

m
 l
e
ts

 y
o
u
 s

h
a
re

 s
ig

h
ts

 o
n
 t

h
e
 m

o
v
e
 w

it
h
o
u
t 

c
a
u
s
in

g
 V

R
 s

ic
k
n
e
s
s

2
0
2
2
年

1
1
月

1
9
日

畑
純

一
　

准
教

授
健

康
福

祉
S
c
ie

n
ti
s
ts

 o
p
ti
m

iz
e
 m

e
th

o
d
s
 t

o
 s

tu
d
y
 b

ra
in

s
 a

t 
re

s
t 

in
 a

 k
e
y
 m

o
d
e
l 
o
rg

a
n
is

m

2
0
2
2
年

1
2
月

3
日

村
越

潤
　

教
授

都
市

環
境

S
im

u
la

ti
o
n
s
 s

h
o
w

 h
o
w

 b
ri
d
g
e
s
 a

re
 d

a
m

a
g
e
d
 d

u
ri
n
g
 e

a
rt

h
q
u
a
k
e
s
, 
a
n
d
 h

o
w

 w
e
 c

a
n
 p

re
v
e
n
t 

it

2
0
2
3
年

1
月

7
日

大
澤

剛
士

　
准

教
授

都
市

環
境

S
c
a
tt

e
re

d
 p

a
tc

h
e
s
 o

f 
g
re

e
n
 a

ro
u
n
d
 u

rb
a
n
 p

a
rk

s
 c

a
n
 i
m

p
a
c
t 

b
io

d
iv

e
rs

it
y

2
0
2
3
年

1
月

1
4
日

眞
鍋

康
子

　
准

教
授

ヘ
ル

プ
ロ

S
c
ie

n
ti
s
ts

 d
is

c
o
v
e
r 

s
e
c
re

te
d
 p

ro
te

in
 h

e
lp

s
 b

o
th

 r
e
p
a
ir
 a

n
d
 g

ro
w

 m
u
s
c
le

s

2
0
2
2
年

1
2
月

3
1
日

藤
田

裕
　

教
授

理
学

M
y
s
te

ri
o
u
s
 g

a
m

m
a
-
ra

y
 e

m
it
ti
n
g
 b

u
b
b
le

s
 a

ro
u
n
d
 t

h
e
 c

e
n
te

r 
o
f 

o
u
r 

G
a
la

x
y
 e

x
p
la

in
e
d

2
0
2
3
年

1
月

2
1
日

廣
瀬

靖
　

教
授

理
学

H
ig

h
ly

 t
ra

n
s
p
a
re

n
t 

e
le

c
tr

o
d
e
s
 f

o
r 

d
e
e
p
-
U

V
 l
ig

h
t 

e
m

it
ti
n
g
 d

io
d
e
 a

p
p
lic

a
ti
o
n
s

2
0
2
3
年

1
月

2
8
日

江
副

祐
一

郎
　

准
教

授
理

学
S
im

u
la

ti
o
n
s
 r

e
p
ro

d
u
c
e
 c

o
m

p
le

x
 f

lu
c
tu

a
ti
o
n
s
 i
n
 s

o
ft

 X
-
ra

y
 s

ig
n
a
l 
d
e
te

c
te

d
 b

y
 s

a
te

lli
te

s

2
0
2
3
年

2
月

4
日

岡
本

正
吾

　
准

教
授

S
D

T
e
c
h
 t

h
a
t 

tu
rn

s
 h

o
u
s
e
h
o
ld

 s
u
rf

a
c
e
s
 i
n
to

 t
o
u
c
h
 s

e
n
s
o
rs

 i
s
 a

 t
o
u
c
h
 c

lo
s
e
r 

to
 a

p
p
lic

a
ti
o
n

2
0
2
3
年

2
月

1
1
日

田
岡

万
悟

　
准

教
授

理
学

G
o
o
d
 n

e
w

s
 f

o
r 

q
u
a
lit

y
 c

o
n
tr

o
l 
o
f 

m
e
s
s
e
n
g
e
r 

R
N

A
 (

m
R
N

A
) 

m
e
d
ic

a
ti
o
n
s

2
0
2
3
年

3
月

1
1
日

大
久

保
寛

　
准

教
授

S
D

N
e
u
ra

l 
n
e
tw

o
rk

 l
e
a
rn

s
 h

o
w

 t
o
 i
d
e
n
ti
fy

 c
h
ro

m
a
ti
d
 c

o
h
e
s
io

n
 d

e
fe

c
ts

2
0
2
3
年

3
月

4
日

中
西

勇
介

　
助

教
理

学
S
c
ie

n
ti
s
ts

 t
h
re

a
d
 r

o
w

s
 o

f 
m

e
ta

l 
a
to

m
s
 i
n
to

 n
a
n
o
fi
b
e
r 

b
u
n
d
le

s

2
0
2
3
年

3
月

1
8
日

三
浦

大
樹

　
准

教
授

都
市

環
境

N
e
w

 c
a
ta

ly
s
t 

h
e
lp

s
 t

u
rn

 p
la

s
ti
c
 w

a
s
te

 i
n
to

 u
s
e
fu

l 
o
rg

a
n
o
s
ila

n
e
 c

o
m

p
o
u
n
d
s

2
0
2
3
年

3
月

2
5
日

水
口

佳
一

　
准

教
授

理
学

“
G

la
s
s
in

e
s
s
”
 a

n
d
 “

b
lu

rr
in

e
s
s
”
 m

ig
h
t 

e
x
p
la

in
 t

h
e
 b

e
h
a
v
io

r 
o
f 
h
ig

h
-
e
n
tr

o
p
y
 s

u
p
e
rc

o
n
d
u
c
to

rs
 

  （
２

）
東

京
都

立
大

学
オ

ー
プ

ン
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

講
座

に
お

け
る

学
術

研
究

成
果

の
発

信
【

特
記

事
項

Ⅰ
-
５

参
照

】
 

（
特

記
事

項
の

ポ
イ

ン
ト

）
 

 
・

都
立

大
の

研
究

セ
ン

タ
ー

・
リ

サ
ー

チ
コ

ア
の

紹
介

講
座

シ
リ

ー
ズ

で
あ

る
「

科
学

が
開

く
未

来
へ

の
扉

」
で

は
、

合
計

４
講

座
を

開
講

し
、

一
般

5
5
人
、

高
校

生
9
5
人

が
受

講
し

た
。

 

 
・

都
立

大
教

員
の

専
門

的
か

つ
ユ

ニ
ー

ク
な

研
究

を
紹

介
す

る
「

プ
レ

ミ
ア

ム
講

座
」

は
1
2
講

座
開

講
し

、
一

般
4
0
3
人

、
高

校
生

1
5
8
人

が
受

講
し

、
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年

度
を

上
回

る
実

績
と

な
っ

た
。

 

 
・

オ
ン

ラ
イ

ン
の

特
性

を
生

か
し

、
都

立
大

教
員

を
含

む
全

国
の

専
門

家
・

研
究

者
が

講
師

と
し

て
登

壇
す

る
「

オ
ン

ラ
イ

ン
ス

ペ
シ

ャ
ル

講
座

」
で

は
、

一
般

6
5
1
人

、
高

校
生

3
8
4
人

が
受

講
し

、
一

般
の

受
講

生
は

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

を
大

幅
に

上
回

っ
た

。
特

に
、

秋
期

に
実

施
し

た
「

大
人

の
た

め
の

パ
ン

ダ
学

講
座

」
は

、
一

般
1
4
2

人
か

ら
申

込
み

が
あ

り
、

有
料

講
座

に
お

け
る

過
去

最
高

の
申

込
人

数
を

記
録

し
た

。
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 （
３

）
【

継
続

】
東

京
都

立
大

学
オ

ー
プ

ン

ユ
ニ

バ
ー

シ
テ

ィ
に

お
い

て
、

高
校

生
向

け
講

座
の

充
実

化
を

図
る

。
 

（
３

）
東

京
都

立
大

学
オ

ー
プ

ン
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

に
お

け
る

高
校

生
向

け
講

座
の

充
実

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
高

校
生

が
無

料
で

受
講

で
き

る
「

オ
ン

ラ
イ

ン
ス

ペ
シ

ャ
ル

」
「

科
学

が
開

く
未

来
へ

の
扉

（
研

究
セ

ン
タ

ー
紹

介
講

座
）
」
「

プ
レ

ミ
ア

ム
講

座
」
の

他
に

、
都

立
大

教

員
に

よ
る

高
校

生
の

み
を

対
象

と
し

た
「

高
校

生
専

用
講

座
」

を
1
4
講

座
開

講
し

た
。
（

図
表

1
-
2
2
-
2
）

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
高

校
生

無
料

の
上

記
３

講
座

と
「

高
校

生
専

用
講

座
」

に
お

い
て

、
全

国
3
7
0
高

校
（

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
は

1
3
9
高

校
）

か
ら

受
講

申
込

が
あ

り
、

参
加

校
は

令
和

３

（
2
0
2
1
）

年
度

か
ら

大
幅

に
増

加
し

た
。

受
講

申
込

者
数

は
延

べ
1
,
2
1
8
人

と
な

り
令

和
３

（
2
0
2
1
）

の
8
3
5
人

を
上

回
っ

た
。

 

・
高

校
生

専
用

講
座

の
受

講
生

は
5
8
1
人

で
、
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
の

3
6
8
人
を

上
回

っ
た

。
冬

期
に

実
施

し
た

宮
台

真
司

教
授

（
人

文
社

会
学

部
人

間
社

会
学

科
）

の

「
社

会
学

は
ど

ん
な

学
問

で
、

今
の

日
本

と
日

本
人

を
ど

う
分

析
す

る
か

」
は

6
4
人

の
申

込
み

、
織

井
優

貴
子

教
授

（
健

康
福

祉
学

部
看

護
学

科
）

の
「

看
護

師
に

な

る
た

め
の

基
礎

講
座

」
は

6
7
人

の
申

込
み

で
あ

っ
た

。
（

図
表

1
-
2
2
-
2
）

 

 

【
図

表
1
-
2
2
-
2
　

2
0
2
2
年

度
　

高
校

生
専

用
講

座
開

講
状

況
】

単
位

：
名

期
講

　
座

　
名

所
　

属
講

　
師

高
校

生

観
光

地
理

学
で

読
み

解
く

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
大

学
教

育
セ

ン
タ

ー
菊

地
　

俊
夫

　
特

任
教

授
2
3

が
ん

診
断

を
支

え
る

核
医

学
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
健

康
福

祉
学

部
井

上
 一

雅
　

教
授

7
3

脳
を

分
子

レ
ベ

ル
で

理
解

す
る

：
脳

の
発

生
か

ら
老

化
ま

で
理

学
部

安
藤

　
香

奈
絵

　
准

教
授

3
3

探
究

活
動

の
悩

み
を

一
緒

に
解

決
し

ま
せ

ん
か

大
学

教
育

セ
ン

タ
ー

板
倉

　
孝

信
　

准
教

授
5

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
の

最
先

端
経

済
経

営
学

部
水

越
 康

介
　

教
授

4
7

水
素

エ
ネ

ル
ギ

ー
教

室
で

学
ぶ

都
市

環
境

学
部

宍
戸

　
哲

也
　

教
授

3
0

脳
触

っ
て

、
だ

ま
さ

れ
て

、
感

じ
る

仕
組

み
を

考
え

る
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ン
学

部
岡

本
　

正
吾

　
准

教
授

3
2

宇
宙

論
入

門
理

学
部

藤
田

　
裕

　
教

授
4
7

哲
学

へ
の

誘
い

―
哲

学
を

学
ぶ

意
味

を
考

え
る

人
文

社
会

学
部

木
田

 直
人

　
准

教
授

3
5

文
化

人
類

学
を

通
じ

て
世

界
と

の
向

き
合

い
方

を
ア

ッ
プ

デ
ー

ト
す

る
人

文
社

会
学

部
綾

部
　

真
雄

　
教

授
2
6

社
会

学
は

ど
ん

な
学

問
で

、

今
の

日
本

と
日

本
人

を
ど

う
分

析
す

る
か

人
文

社
会

学
部

宮
台

　
真

司
　

教
授

6
4

臨
床

心
理

学
入

門
～

「
こ

こ
ろ

」
を

支
援

す
る

こ
と

大
学

教
育

セ
ン

タ
ー

永
井

　
撤

　
特

任
教

授
6
5

看
護

師
に

な
る

た
め

の
基

礎
講

座
健

康
福

祉
学

部
織

井
　

優
貴

子
　

教
授

6
7

新
科

目
「
歴

史
総

合
」
を

学
ぶ

た
め

の
コ

ツ
と

は
？

大
学

教
育

セ
ン

タ
ー

板
倉

　
孝

信
　

准
教

授
3
4

5
8
1

春 夏 秋 冬
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大大
項項

目目
番番

号号
  

７７
  

研研
究究

実実
施施

体体
制制

等等
 

２
 
研
究
に
関
す
る
目
標
を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

研
究

実
施

体
制

等
に

関
す

る
目

標
を

達
成
す

る
た

め
の

措
置

 

（
中
期
目
標
）
 

○
学
術
研
究
の

動
向
や
社
会
ニ

ー
ズ

の
変

化
へ

迅
速

か
つ

柔
軟

に
対

応
す

る
と

と
も

に
、

分
野

を
越

え
た
研

究
交

流
に

よ
る

新
た

な
研

究
分

野
創

生
等

の
た

め
、

組
織

的
か

つ
戦

略
的
に
研

究
を
推
進
す
る
。
 

○
若
手
研
究
者

の
育
成
や
学
内

外
と

の
連

携
等

を
促

進
す

る
と

と
も

に
、

研
究

者
が

快
適

な
環

境
で

研
究
に

取
り

組
め

る
よ

う
、

研
究

に
関

す
る

予
算

や
設

備
等

を
有

効
に

活
用

す
る
等
、

効
果
的
な
支
援
体
制
や
環

境
を

整
備

す
る

。
 

○
女
性
研
究
者

や
障
害
の
あ
る

研
究

者
、

外
国

人
研

究
者

等
を

含
め

、
全

て
の

構
成

員
が

、
多

様
性

を
尊
重

し
な

が
ら

安
心

し
て

研
究

に
取

り
組

め
る

よ
う

、
ソ

フ
ト

・
ハ

ー
ド

両
面
に
お

け
る
研
究
環
境
を
整
備
す
る
。

 
 

中
期
計
画
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
 

自
己

評
価
 

（
２
）
研
究
実
施
体
制
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措

置
 

◇
組
織
的
か
つ
戦
略
的
な
研
究
推
進
の
取
組
 

【
1
-
2
3
】

①
全

学
的

か
つ

戦
略

的
な

研
究

支
援

事
業

を
強

化
す

る
た

め
に

、

総
合

研
究

推
進

機
構

の
活

動
を

一
層

広
げ

、
研

究
推

進
体

制
の

更
な
る
充
実
を
図
る
。
 

    【
1
-
2
4
】

②
新

た
な

研
究

分
野

創
生

へ
の

挑
戦

を
重

点
的

に
支

援
す

る
た

め

に
、

研
究

費
や

研
究

ス
ペ

ー
ス

を
戦

略
的

・
効

果
的

に
配

分

し
、

そ
の

進
捗

管
理

を
徹

底
す

る
な

ど
、

組
織

的
・

総
合

的
な

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
強

化
を

通
じ

て
、

分
野

横
断

的
・
学
際
的
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
・
強
化

す
る

。
 

       【
1
-
2
5
】

③
研

究
力

強
化

を
図

る
た

め
、

世
界

ト
ッ

プ
レ

ベ
ル

の
外

国
人

研

究
者
を
招
へ
い
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。
 

       

  【
1
-
2
3
】

U
R
A
の

量
的

拡
充

や
U
R
A
間

で
の

勉
強

会
、

文
部
科

学
省

や
国

立
研

究
開

発
法

人
科

学
技

術
振

興
機

構
（

J
S
T
）

等
の

外

部
機

関
が

開
催

す
る

各
種

セ
ミ

ナ
ー

に
積

極
的

に
参

加
す

る
等

の
質

的
強

化
に

よ
り

、
研

究
推

進
体

制
の

充
実

を
図

る

と
と

も
に

、
U
R
A

が
主

体
と

な
り

、
文

部
科

学
省

の
概

算
要

求
の

分
析

、
文

部
科

学
省

及
び

国
立

研
究

開
発

法
人

科
学

技
術

振
興

機
構

担
当

者
と

の
折

衝
、

申
請

書
の

作
成

等
を

行
っ

た
結

果
、

文
部

科
学

省
「

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン

創
出

に
向

け
た

フ
ェ

ロ
ー

シ
ッ

プ
創

設
事

業
」

や
国

立
研

究
開

発
法

人
科

学
技

術
振

興
機

構
「

次
世

代
研

究
者

挑
戦

的

研
究

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

に
採

択
さ

れ
た

。
 

 【
1
-
2
4
】
・

外
部

機
関

が
開

催
す

る
各

種
セ

ミ
ナ

ー
や

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

参
加

し
、

U
R
A
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

を
図

っ
た

。
 

 
 

 
 
・

都
立

大
の

優
れ

た
研

究
資

源
と

し
て

国
際

的
研

究
拠

点
の

形
成

を
目

指
す

研
究

セ
ン

タ
ー

及
び

リ
サ

ー
チ

コ
ア

を
支

援
す

る
傾

斜
的

研
究

費
の

学
長

裁
量

枠
（

研
究

セ
ン

タ
ー

支
援

）
に

よ
り

、「
水

素
エ

ネ
ル

ギ
ー

有
効

利
用

技
術

の
横

断
型

研
究

」
な

ど
の

研
究

を
採

択
、

支
援

す
る

と
と

も
に

、
若

手
研

究
者

の
雇

用
に

関
す

る
支

援
を

行
い

、
研

究
セ

ン
タ

ー
の

取
組

を
活

性
化

さ
せ

た
。

 

・
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

か
ら

公
募

を
開

始
し

た
、
東

京
都

立
大

学
若

手
研

究
者

等
選

抜
型

研
究

支
援

に
お

い
て

、
令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

ま
で

に
、
「

X
線

で
挑

む
世

界
初

の
地

球
磁

気
圏

グ
ロ

ー
バ

ル
撮

像
衛

星
G
E
O
-
X
」

な
ど

の
重

点
研

究

（
先

駆
的

か
つ

独
創

的
な

研
究

と
認

め
ら

れ
、

新
た

な
研

究
領

域
の

創
生

に
資

す
る

基
礎

研
究

又
は

応
用

研
究

）
４

件
、
「

炭
素

資
源

循
環

を
革

新
す

る
多

種
元

素
協

働
型

触
媒

の
開

発
」

な
ど

の
有

望
研

究
（

都
立

大
の

強
み

と
な

り
得

る
研

究
領

域
の

創
生

に
資

す
る

基
礎

研
究

又
は

応
用

研
究

）
1
2
件

を
採

択
し

、
都

立
大

の
将

来
を

担
う

若
手

研
究

者

等
の

支
援

・
育

成
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 【
1
-
2
5
】

都
立

大
の

リ
ソ

ー
ス

・
研

究
環

境
を

踏
ま

え
た

招
へ

い
・

定
着

の
実

現
可

能
性

や
、

他
大

学
の

事
例

等
に

つ
い

て
、

調

査
・

分
析

を
進

め
、

注
力

す
べ

き
研

究
分

野
や

招
へ

い
タ

ー
ゲ

ッ
ト

及
び

ア
プ

ロ
ー

チ
手

法
、

研
究

費
や

研
究

機
器

整

備
も

含
め

た
研

究
形

態
の

あ
り

方
な

ど
、

都
立

大
に

お
け

る
基

本
的

な
考

え
方

を
整

理
・

精
査

し
た

。
そ

の
上

で
、

具

体
的

な
制

度
設

計
や

条
件

整
理

、
招

へ
い

研
究

者
候

補
の

絞
込

み
を

行
い

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

か
ら

の
ト

ッ
プ

研

究
者

の
招

へ
い

を
行

っ
た

。
 

    

Ｂ
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  ◇
研
究
支
援
体
制
及
び
環
境
の
整
備
 

【
1
-
26

】
◆

④
若

手
研

究
者

海
外

派
遣

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

を
通

じ

て
、

本
学

の
国

際
交

流
・

研
究

活
動

の
将

来
を

担
う

研
究

者
の

国
際

的
な

研
究

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
を

推
進

し
、

今
後

の
グ

ロ
ー
バ
ル

な
研
究
交
流
の
発
展
の
基
礎
を
築
い
て

い
く

。
 

                  【
1
-
27

】
⑤

国
際

的
な

研
究

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
形

成
に

よ
る

国
際

共
同

研
究

や
人

材
交

流
を

促
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

国
の

国
際

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

採
択

数
及

び
外

国
機

関
と

の
共

同
・

受
託

研
究

契
約

件
数

を
、

第
二

期
中

期
計

画
期

間
の

累
計

件
数

比
で

【
20
0
％

以

上
】
と
す

る
。
 

       【
1
-
28

】
⑥

研
究

計
画

調
書

の
作

成
支

援
や

ヒ
ア

リ
ン

グ
審

査
支

援
を

行
う

こ
と

な
ど

に
よ

り
、

科
学

研
究

費
補

助
金

等
の

競
争

的
資

金
獲

得
の

強
化

を
図

り
、

科
研

費
新

規
採

択
率

を
【

30
％

以
上

】
に

す
る

と
と

も
に

、
国

の
大

型
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

し
て

【
12

件
以

上
】
の
採

択
を
獲
得
す
る
。
 

  

  【
1
-
2
6
】

都
立

大
の

国
際

交
流

・
研

究
活

動
の

将
来

を
担

う
研

究
者

を
養

成
し

、
国

際
的

な
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

及
び

国

際
共

同
研

究
等

の
交

流
活

動
の

促
進

を
目

的
と

す
る

若
手

研
究

者
海

外
派

遣
支

援
制

度
を

運
用

す
る

と
と

も
に

、
さ

ら

な
る

若
手

研
究

者
支

援
強

化
の

た
め

、
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

に
は
、

中
長

期
的

な
海

外
で

の
研

究
に

専
念

し
研

究
力

強
化

に
つ

な
げ

る
若

手
研

究
力

強
化

派
遣

制
度

を
新

設
し

て
支

援
を

行
っ

た
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響

を
受

け
た

も
の

の
、

令
和

２
（

2
0
20

）
年

度
以

外
は

毎
年

度
派

遣
を

実
施

し
た

（
図

表
1
-2

6(
1)

、
図

表
1-

2
6(
2)

）。

そ
の

結
果

、
帰

国
後

も
派

遣
先

大
学

や
研

究
施

設
と

の
交

流
を

継
続

し
、

共
同

研
究

や
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

企
画

を
検

討

す
る

な
ど

、
国

際
的

な
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

し
た

。
ま

た
、

派
遣

時
の

研
究

成
果

を
も

と
に

国
内

外
の

学
会

等

で
の

発
表

へ
つ

な
げ

る
等

、
今

後
の

グ
ロ

ー
バ

ル
な

研
究

交
流

の
発

展
の

基
礎

を
築

い
た

。
 

【
図

表
1
-
2
6
(
1
)
　

若
手

研
究

者
海

外
派

遣
支

援
制

度
　

実
績

】
（

単
位

：
人

）

実
施

年
度

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度
合

計
５

年
度

（
予

定
）

派
遣

者
6

7
4

0
2

2
2
1

2

※
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

は
7
人

採
択

し
た

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
で

全
件

辞
退

【
図

表
1
-
2
6
(
2
)
　

若
手

研
究

力
強

化
派

遣
　

実
績

】
（

単
位

：
人

）

実
施

年
度

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度
合

計
５

年
度

（
予

定
）

派
遣

者
0

1
1

2
1

※
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

で
中

止

 
【

1
-2
7
】

令
和

４
（

2
02
2
）

年
度

ま
で

に
、

国
の

国
際

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
採

択
は

47
件

、
外

国
機
関

と
の
共

同
・

受
託

研
究

契
約

件
数

は
2
0
件

と
な

り
、

第
二
期

中
期

計
画
期

間
の

累
計

件
数

比
1
8
6
％

と
な

っ
た

。（
図

表
1
-2

7
）
 

 ＜
図

表
1
-
2
7
　

国
際

共
同

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

採
択

数
・

国
際

共
同

研
究

契
約

数
＞

（
単

位
：

件
数

）

2
9
年
度

3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

2
4

8
1
2

1
1

1
0

6
3

3
3

2
3

※
各

年
度

3
月

3
1
日

時
点

※
（

参
考

）
第

二
期

中
期

計
画

期
間

の
累

計
件

数
：

3
6
件

国
際
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
採
択
数

国
際
共
同
研
究
契
約
数

 
  【

1
-
28

】
平

成
2
9
（
2
01

7
）

年
度
、

平
成

3
0
（
2
01

8
）

年
度

と
新

規
採

択
率

が
3
0
％

を
下

回
っ

た
も

の
の

、
研

究
計

画
調

書
の

作
成

支
援

や
ヒ

ア
リ

ン
グ

審
査

支
援

の
改

善
に

よ
り

、
令

和
元

（
2
0
19

）
年

度
以

降
の

新
規

採
択

率
は

30
％

を
上

回
っ

た
。（

図
表

1
-
28
(1
)
）

ま
た

、
国
の

大
型

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
し

て
、

第
三

期
中

期
計

画
期

間
合

計
で

11
件

の
研

究
が

採
択

さ
れ

た
。（

図
表

1
-
28
(2
)
）
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                              【
1
-
2
9
】

⑦
基

本
的

な
研

究
施

設
・

設
備

の
共

用
化

、
維

持
管

理
の

一
元

化

を
図
る
た
め
、
【
平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年
度
】
に
研

究
機

器
共

用
セ

ン
タ

ー
（

仮
称

）
を

設
置

し
、

研
究

施
設

・
設

備
の

戦
略

的
な

運
用

体
制

を
構

築
す

る
。

ま
た

、
先

端
研

究
環

境
の

整
備

を
図

り
、

国
内

外
に

研
究

機
関

と
し

て
の

魅
力

発
信

を
可

能
と

す
る

こ
と
で
、

共
同
研
究
の
推
進
に
つ
な
げ
て
い
く
。
 

        

＜
図

表
1
-
2
8
(
1
)
　

科
研

費
採

択
実

績
　

東
京

都
立

大
学

（
2
9
～

4
年

度
交

付
内

定
ベ

ー
ス

）
＞

(
単

位
：

件
数

、
金

額
：

千
円

)

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３
年

度
４
年

度
4
2
9

4
0
8

4
1
1

4
4
0

4
4
0

4
4
1

2
9
7

2
7
9

2
5
6

3
0
4

3
0
5

2
9
6

採
択

数
（

Ｂ
）

1
3
2

1
2
9

1
5
5

1
3
6

1
3
5

1
4
5

申
請

数
5
0
2

5
0
1

4
9
4

4
5
4

4
0
9

3
8
5

採
択

率
2
6
.3
%

2
5
.7
%

3
1
.4
%

3
0
.0
%

3
3
.0
%

3
7
.7
%

採
択

率
（

挑
戦

的
研

究

（
開

拓
・

萌
芽

）

を
除

く
）

2
9
.6
%

2
7
.6
%

3
4
.1
%

3
2
.7
%

3
4
.5
%

3
9
.9
%

直
接

経
費

8
9
7
,3
5
0

8
4
0
,5
9
0

8
0
2
,8
0
0

7
5
6
,4
9
0

8
1
9
,2
0
0

1
,0
4
8
,9
4
0

間
接

経
費

2
6
7
,4
3
5

2
5
0
,5
8
7

2
4
0
,4
5
0

2
2
6
,1
4
0

2
4
4
,8
9
0

3
1
2
,9
1
2

1
,1
6
4
,7
8
5

1
,0
9
1
,1
7
7

1
,0
4
3
,2
5
0

9
8
2
,6
3
0

1
,0
6
4
,0
9
0

1
,3
6
1
,8
5
2

※
特

別
研

究
員

奨
励

費
は

除
く

。

合
計

採
択

件
数

（
Ａ
＋

Ｂ
）

う
ち
継

続
件

数
（
Ａ
）

新 規 分 採 択 金 額

※
文

部
科

学
省

に
よ

る
科

研
費

改
革

の
一

環
と

し
て

「
挑

戦
的

萌
芽

研
究

」
の

見
直

し
が

行
わ

れ
、

平
成

2
9
年

度
新

規
採

択
分

か
ら

「
挑

戦
的

研
究

」
の

公
募

が
開

始
さ

れ
た

。
挑

戦
的

研
究

に
つ

い
て

は
採

択
率

よ
り

も
充

足
率

（
応

募
額

に
対

す
る

採
択

額
の

率
）

を
尊

重
す

る
こ

と
と

な
っ

た
た

め
、

平
成

3
0
年

度
か

ら
科

研
費

新
規

採
択

率
の

指
標

は
挑

戦
的

研
究

を
除

い
た

数
値

と
す

る
。

 
 ＜

図
表

1
-
2
8
(
2
)
　

国
の

大
型

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

採
択

数
＞

（
単

位
：

件
数

）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３
年

度
４
年

度

採
択

数
2

2
1

1
1

4

※
各

年
度

3
月

3
1
日

時
点

 
  【

1
-
2
9
】
・

平
成

3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

に
研

究
機

器
共

用
セ

ン
タ

ー
を

設
置

し
、

研
究

機
器

共
用

化
に

向
け

た
各

種
制

度
整

備
の

議

論
を

開
始

し
た

。
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

に
は

、
セ

ン
タ

ー
の

下
部

に
機

器
共

用
W
G
を

設
置

し
、

共
用

機
器

の
考

え

方
、

セ
ン

タ
ー

の
組

織
体

制
、

機
器

利
用

料
等

の
研

究
機

器
共

用
の

運
用

に
関

す
る

規
定

・
ル

ー
ル

を
検

討
し

た
。

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

に
は

、
透

過
型

電
子

顕
微

鏡
（

以
下

「
T
E
M
」

と
い

う
。
）

の
全

学
共

用
化

を
推

進
す

る
と

と

も
に

、
東

京
都

立
大

学
研

究
機

器
共

用
セ

ン
タ

ー
共

用
機

器
利

用
要

綱
を

制
定

す
る

等
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
運

用
開

始
に

向
け

た
制

度
整

備
を

行
っ

た
。

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

は
T
E
M

の
共

用
運

用
を

開
始

し
、

専
任

技
術

オ
ペ

レ
ー

タ
ー

の
協

力
の

下
、

安
定

的
な

稼
働

を
維

持
し

、
高

い
利

用
率

で
有

効
活

用
さ

れ
た

。
ま

た
、

日
野

新
棟

の
研

究
機

器
共

用
セ

ン
タ

ー
に

設
置

す
る

機
器

に
関

す
る

調
整

や
運

用
ル

ー
ル

の
検

討
等

、
日

野
研

究
機

器
共

用
セ

ン
タ

ー
開

設
に

向
け

た
準

備
を

行
っ

た
。

 

・
先

端
研

究
環

境
の

整
備

と
し

て
は

、
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

は
国

内
最

大
級

と
な

る
ロ

ー
カ

ル
５

Ｇ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

の
運

用
を

開
始

し
た

。
ロ

ー
カ

ル
５

Ｇ
環

境
を

民
間

企
業

等
に

無
償

提
供

す
る

「
実

証
フ

ィ
ー

ル
ド

提
供

事
業

」
を

実
施

し
、
「

A
R
マ

ッ
プ

及
び

コ
ン

テ
ン

ツ
の

作
成
」

や
「

リ
ア

ル
タ

イ
ム

V
R
配

信
の

実
証

」
な

ど
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

は
２

件
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

は
７

件
の

実
証

実
験

を
行

い
、

５
Ｇ

の
新

た
な

ユ
ー

ス
ケ

ー
ス

や
サ

ー
ビ

ス

の
社

会
実

装
を

促
進

し
た

。
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 ◇
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
 

【
1
-
30

】
⑧

多
様

な
研

究
者

が
安

心
し

て
研

究
に

取
り

組
め

る
よ

う
、

制
度

面
・
施
設

面
に
お

け
る
環

境
整
備

を
図
る
こ

と
に

よ
り

、
研

究
セ

ン
タ

ー
に

所
属

す
る

外
国

人
研

究
者

比
率

【
30

％
以

上
】
、

全
学

の
女
性
教

員
比
率
【
2
0
％
以
上
】
を
実
現
す
る
。
 

 【
1
-
3
0
】
・

研
究

セ
ン

タ
ー

設
置

基
準

の
検

討
を

行
い

、
そ

の
過

程
に

お
い

て
、

研
究

セ
ン

タ
ー

に
所

属
す

る
外

国
人

研
究

者
比

率
に

関
す

る
基

準
を

定
め

、
新

た
に

研
究

セ
ン

タ
ー

設
置

要
領

に
明

記
し

た
。

ま
た

、
外

国
人

研
究

者
比

率
の

向
上

に
向

け
て

、
海

外
か

ら
研

究
者

を
招

へ
い

す
る

た
め

の
支

援
及

び
国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
開

催
支

援
を

行
っ

た
。

さ
ら

に
、

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

も
海

外
の

研
究

者
や

研
究

機
関

と
の

連
携

を
強

化
で

き
る

よ
う

、
オ

ン
ラ

イ
ン

開
催

の
た

め
の

費
用

支
援

も
柔

軟
に

認
め

た
。

そ
の

結
果

、
研

究
セ

ン
タ

ー
所

属
外

国
人

研
究

者
比

率
が

徐
々

に
増

加
し

、
令

和
４

（
2
0
22

）
年

度
に

は
2
6.
6
％
と

な
っ

た
。（

図
表

1
-
30

(1
)
）
 

・
全

学
の

女
性

教
員

比
率

の
向

上
に

つ
い

て
は

、
女
性

の
活

躍
推

進
を

更
に

進
め

る
観

点
か

ら
育

児
休

業
等

の
制

度
を
充

実
さ

せ
る

と
と

も
に

、
採

用
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

お
い

て
、

妊
娠

・
出

産
・

育
児

等
と

仕
事

の
両

立
支

援
の

取
組

を
掲
載

す
る

な
ど

内
容

を
充

実
さ

せ
た

。
ま

た
、

ラ
イ

フ
・

ワ
ー

ク
・

バ
ラ

ン
ス

実
現

の
た

め
の

研
究

支
援

制
度

で
は

、
利
用

者
の

利
便

性
の

向
上

や
よ

り
効

果
的

な
支

援
制

度
の

構
築

に
資

す
る

改
善

を
施

し
着

実
に

実
施

し
た

。
一

時
保

育
施
設

で
は

、
コ

ロ
ナ

禍
の

状
況

に
応

じ
た

感
染

予
防

対
策

を
講

じ
る

な
ど

、
学

内
研

究
者

が
安

心
し

て
利

用
で

き
る

よ
う
安

定
的

に
管

理
運

営
を

行
っ

た
。

加
え

て
、

研
究

者
と

な
る

女
性

を
支

援
す

る
た

め
の

OG
の

ロ
ー

ル
モ
デ

ル
集

に
つ

い

て
本

計
画

中
に

２
回

発
行

し
、

意
識

啓
発

活
動

を
行

っ
た

。
さ

ら
に

、
採

用
活

動
時

の
公

募
要

領
に

も
都

立
大

が
ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
を

推
進

し
て

い
る

旨
を

記
載

す
る

等
、

女
性

教
員

確
保

に
向

け
た

広
報

活
動

の
強

化
等

の
取

組
を

行
っ
た

結
果

、
都

立
大

に
お

け
る

女
性

教
員

比
率

は
平

成
30

（
20
18

）
年

度
以

降
、

20
％

以
上

を
維

持
し

た
。
（

図
表

1
-

3
0
(2
)
）
 

 ＜
図

表
1
-
3
0
(
1
)
　

研
究

セ
ン

タ
ー

所
属

の
外

国
人

研
究

者
比

率
＞

（
単

位
：

人
）

2
9
年
度

3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

研
究
セ
ン
タ
ー
所
属
外
国
人
研
究
者
比
率

1
2
.8
%

1
4
.3
%

1
9
.2
%

2
0
.9
%

2
0
.8
%

2
6
.6
%

研
究
セ
ン
タ
ー
所
属
外
国
人
研
究
者
数

3
3

4
4

5
5

5
6

5
2

6
7

研
究
セ
ン
タ
ー
所
属
研
究
者
総
数

2
5
7

3
0
7

2
8
6

2
6
8

2
5
0

2
5
2

※
各

年
度

４
月

１
日

時
点

 
 ＜

図
表

1-
30

(2
)　

女
性

教
員

数
及

び
割

合
＞

（
単

位
：

人
、

役
員

除
く

）
29

年
度

30
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

教
員
（全

体
）

67
3

67
3

66
8

65
0

64
7

65
4

教
員
（女

性
）

13
3

13
8

13
7

13
2

13
3

13
3

女
性
教
員
割
合

19
.8
%

20
.5
%

20
.5
%

20
.3
%

20
.6
%

20
.3
%

※
各

年
度

5月
1日

時
点

 
   

  

第
三
期
中
期
目
標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
））

 

【【
評評
定定
：：
３３

】】
  

・
U
RA

を
中
心
と
し
た
研
究
支
援
体
制
が
強
化
さ
れ
、
各
種
公
募

事
業

等
の

採
択

増
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

 

・
中
期
計
画
に
お
け
る
、
国
際
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及

び
国

際
共

同
研

究
契

約
数

に
関

す
る

目
標

や
科

研
費

新
規

採
択

率
に

関
す

る
目

標
の

達
成

が
可

能
な

見
込

で
あ

る
。

 

・
国
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

1
2
件
以
上
の
採
択
を
目
指

す
目
標

が
達

成
で

き
る

よ
う

、
更

な
る

取
組

の
推

進
を

期
待

す
る

。
 

・
研
究
セ
ン
タ
ー
の
外
国
人
研
究
者
比
率
は
、
令
和
２
年
度

時
点

で
2
0
.9

％
ま

で
向

上
し

て
い

る
が

、
中

期
計

画
の

目
標

で
あ

る
3
0
％

の
達

成
に

向
け

、
更

な
る

取
組

を
期

待
す

る
。
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年
度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
1
-
2
5
】
研
究
力
強
化
を
図
る
た
め
、
６
名
の
外
国
人
研

究
者

を
招

へ
い

し
た

。
 

【
1
-
2
7
】

国
の

国
際

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

採
択

数
２

件
、

外
国

機
関

と
の

共
同

・
受

託
研

究
契

約
件

数
６

件
と

な
っ
た
。
 

【
1
-
2
8
】

科
研

費
新

規
採

択
率

を
【

2
6
.
3
％

】
と

し
、

国
の

大
型

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
【

２
件

】
の

採
択

を

獲
得

し
た
。
 

【
1
-
2
9
】
研
究
機
器
共
用
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
設
立

準
備

委
員

会
を

設
置

し
た

。
 

【
1
-
3
0
】
研
究
セ
ン
タ
ー
に
所
属
す
る
外
国
人
研
究
者

比
率

は
【

1
2
.
8
％

】
に

な
っ

た
。

 

【
1
-
3
0
】
全
学
の
女
性
教
員
比
率
が
【
1
9
.
8
％
】
に
な
っ

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
全

学
の

女
性

教
員

比
率
が

1
9
.
8
%
で

目
標

の
2
0
%
を

ほ
ぼ

達
成

で
き

た
こ

と
を

評
価

す
る

。
今

後
、

女
性

研
究

者
や

外
国

人
研

究
者

の
増

加
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
彼

ら
が

働
き

や
す

い
環

境
づ

く
り

に
努

め

る
こ

と
を

望
む

。
 

・
科

学
研

究
費

補
助

金
の
新

規
採

択
率

が
前

年
度

の
3
0
.
6
%
か

ら
大

き
く

下
が

り
2
6
.
3
%
で

あ
っ

た
。

平
成

2
4
年

度
、

2
5
年
度

は
3
5
%
前

後
で

あ
り

、
下

降
傾

向
に

あ
る

。
ま

ず
は

、
新

規
採

択
率

3
0
％

の
回

復
を

期
待

す
る

。
 

3
0  

【
1
-
2
3
】
戦
略
的
な
研
究
支
援
を
行
う
た
め
傾
斜
的
研
究

費
（

全
学

分
）

学
長

裁
量

枠
を

見
直

し
た

。
 

【
1
-
2
5
】
研
究
力
強
化
を
図
る
た
め
、
3
0
名
の
外
国
人

研
究

者
を

招
へ

い
し

た
。

 

【
1
-
2
7
】

国
の

国
際

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

採
択

数
４

件
、

外
国

機
関

と
の

共
同

・
受

託
研

究
契

約
件

数
３

件
と

な
っ
た
。
 

【
1
-
2
8
】

科
研

費
新

規
採

択
率

（
挑

戦
的

研
究

（
萌

芽
・

開
拓

）
を

除
く

）
を

【
2
7
.
6
％

】
と

し
、

国
の

大
型

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
【
２
件
】
の
採
択
を
獲
得

し
た

。
 

【
1
-
2
9
】
研
究
機
器
共
用
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
。

 
【
1
-
3
0
】
研
究
セ
ン
タ
ー
に
所
属
す
る
外
国
人
研
究
者
比

率
が

【
1
4
.
3
％

】
に

な
っ

た
。

 

【
1
-
3
0
】
全
学
の
女
性
教
員
比
率
が
【
2
0
.
5
％
】
に
な
っ

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
1
0
回

の
国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

開
催

し
、

海
外

研
究

者
3
0
名

の
招

へ
い

を
行

う
な

ど
、

国
際

共
同

研
究

体
制

を
構

築
す

る
た

め
の

基
盤

強
化

を
図

っ
た

。
 

・
女

性
教

員
比

率
は

年
々

高
ま

っ
て

お
り

、
平

成
3
0
年

度
に

は
2
0
.
5
％

と
な

り
、

2
0
％

以
上

と
い

う
目

標

を
達

成
し

た
。

 

・
研

究
セ

ン
タ

ー
に

所
属

す
る

外
国

人
研

究
者

は
平

成
2
9

年
度

に
比

べ
て

増
加

し
て

い
る

が
、

目
標

の

3
0
％

に
達

す
る

よ
う

、
更

な
る

努
力

が
望

ま
れ

る
。

 

・
科

学
研

究
費

補
助

金
の

新
規

採
択

率
は

、
国

に
よ

る
研

究
種

目
の

見
直

し
等

も
あ

り
、

平
成

2
8
年

度
以

前
と

比
較

す
る

と
、

低
位

に
推

移
し

て
い

る
。

今
後

も
学

内
で

更
な

る
分

析
を

進
め

、
様

々
な

支
援

の

検
討

が
求

め
ら

れ
る

。
 

元  

【
1
-
2
5
】
研
究
力
強
化
を
図
る
た
め
、
6
5
名
の
外
国
人

研
究

者
を

招
へ

い
し

た
。

 

【
1
-
2
7
】
国
際
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
採
択
数
８
件
、

国
際

共
同

研
究

契
約

数
３

件
と

な
っ

た
。

 

【
1
-
2
8
】

科
研

費
新

規
採

択
率

（
挑

戦
的

研
究

（
萌

芽
・

開
拓

）
を

除
く

）
を

【
3
4
.
1
％

】
と

し
、

国
の

大
型

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
【
１
件
】
の
採
択
を
獲
得

し
た

。
 

【
1
-
2
9
】

文
部

科
学

省
の

先
端

研
究

基
盤

共
用

促
進

事
業

（
研

究
機

器
相

互
利

用
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
導

入
実

証
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
S
H
A
R
E
）
）
に
採
択
さ
れ
た

。
 

【
1
-
3
0
】
研
究
セ
ン
タ
ー
に
所
属
す
る
外
国
人
研
究
者
比

率
が

【
1
9
.
2
％

】
に

な
っ

た
。

 

【
1
-
3
0
】
全
学
の
女
性
教
員
比
率
が
【
2
0
.
5
％
】
に
な
っ

た
。

 

【
1
-
3
0
】

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

実
現

の
た

め
の

支
援

制
度

に
つ

い
て

見
直

し
を

行
う

こ
と

で
、

利
用

者
に

と
っ

て
よ

り
ラ

イ
フ

イ
ベ

ン
ト

に
応

じ
た

柔
軟

か
つ

効
果

的
な

制
度

改
正

と
な

っ

た
。

 

【
1
-
3
0
】

一
時

保
育

施
設

に
お

い
て

外
国

籍
の

利
用

者
増

に
と

も
な

い
、

翻
訳

機
を

導
入

し
、

多
言

語
対

応
の

体
制
を
整
え
た
。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
科

学
研

究
費

補
助

金
の

新
規

採
択

率
の

向
上

に
向

け
て

、
組

織
的

に
申

請
書

類
の

作
成

支
援

等
を

行
っ

た
こ

と
に

よ
り

、
新

規
採

択
率

（
「

挑
戦

的
研

究
」

を
除

く
。
）

は
、

平
成

3
0
年

度
の

2
7
.
6
％

か
ら

令
和

元
年

度
の

3
4
.
1
％

へ
と

大
幅

に
向

上
し

て
い

る
。

 

・
全

学
の

女
性

教
員

比
率
は

中
期

計
画

の
目

標
の

2
0
％

を
上

回
る

2
0
．

5
％

に
達

し
て

い
る

。
 

・
研

究
セ

ン
タ

ー
の

外
国

人
研

究
者

比
率

は
、

平
成

3
0
年

度
の

1
4
.
3
％

か
ら

令
和

元
年

度
の

1
9
.
2
％

へ

と
向

上
し

て
い

る
が

、
中

期
計

画
の

目
標

の
3
0
％

に
向

け
、

更
な

る
取

組
を

期
待

す
る

。
 

２ 

【
1
-
2
3
】

戦
略

的
か

つ
組

織
的

な
研

究
推

進
に

取
り

組
み

、
文

部
科

学
省

の
補

助
事

業
「

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
に
向
け
た
大
学
フ
ェ
ロ
ー

シ
ッ

プ
創

設
事

業
」

に
採

択
さ

れ
た

。
 

【
1
-
2
3
】
公
募
事
業
に
お
け
る
申
請
支
援
体
制
を
強
化
し

、
J
S
T
の

創
発

的
研

究
支

援
事

業
を

は
じ

め
、

多

数
の

事
業
に
採
択
さ
れ
た
。
 

【
1
-
2
5
】
ト
ッ
プ
研
究
者
を
招
へ
い
す
る
た
め
の
仕
組
み

や
研

究
環

境
等

の
整

備
を

進
め

た
。

 

【
1
-
2
7
】
国
際
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
採
択
数

1
2
件
、

国
際

共
同

研
究

契
約

数
３

件
と

な
っ

た
。

 

【
1
-
2
8
】
科
研
費
新
規
採
択
率
（
挑
戦
的
研
究
（
萌
芽

・
開

拓
）

を
除

く
）

は
【

3
2
.
7
％

】
と

な
っ

た
。

 

【
1
-
2
8
】
国
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
【
１
件
】
獲
得
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
U
R
A
を

中
心

と
し

た
研

究
支

援
体

制
を

強
化

し
、

文
部

科
学

省
の

補
助

事
業

で
あ

る
「

科
学

技
術

イ
ノ

ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

に
向

け
た

大
学

フ
ェ

ロ
ー

シ
ッ

プ
創

設
事

業
」

の
ほ

か
、

資
金

配
分

機
関

の
公

募
事

業

等
に

多
数

採
択

さ
れ

た
。

 

・
国

際
共

同
研

究
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

を
1
2
件

、
国

際
共

同
研

究
契

約
を

３
件

締
結

し
、

国
外

の
大

学
や

研
究

機
関

と
の

連
携

を
強

化
し

た
。

 

・
令

和
２

年
度
の

科
研

費
新

規
採

択
率

（
挑

戦
的

研
究

（
開

拓
・

萌
芽

）
を
除

く
）

は
3
2
.
7
％

と
な

り
、

令
和

元
年

度
の

大
幅

な
改

善
状

態
を

引
き

続
き

維
持

し
た

。
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【
1
-
2
9
】

ロ
ー

カ
ル

５
Ｇ

環
境

整
備

に
向

け
た

ア
ン

テ
ナ

等
設

置
工

事
を

実
施

し
、

国
内

最
大

級
と

な
る

ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
運
用
を
開
始

し
た

 

【
1
-
29

】
５
Ｇ
事
業
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し

、
7
81

名
が

参
加

し
た

。
 

【
1
-
30

】
研
究

セ
ン
タ
ー
に
所
属
す
る
外
国
人
研
究
者
比

率
が

【
2
0
.9

％
】

に
な

っ
た

。
 

【
1
-
30

】
全
学

の
女
性
教
員
比
率
が
【
2
0
.3

％
】
に
な
っ

た
。
 

・
研

究
セ

ン
タ

ー
の

外
国
人

研
究

者
比

率
は

、
令

和
元

年
度

の
1
9
.2
％

か
ら

、
令

和
２

年
度

は
2
0
.9

％
へ

と
向

上
し

て
い

る
が

、
中

期
計

画
の

目
標

で
あ

る
3
0
％

の
達

成
に

向
け

、
更

な
る

取
組

を
期

待
す

る
。
  

３ 

【
1
-
23

】
JS
T
「
次
世
代
研
究
者
挑
戦
的
研
究
プ
ロ
グ
ラ

ム
」

に
採

択
さ

れ
た

。
 

【
1
-
2
5
】

ト
ッ

プ
研

究
者

の
招

へ
い

に
関

す
る

制
度

の
構

築
、

施
設

改
修

や
研

究
機

器
整

備
等

を
実

施

し
、

令
和
４
（
2
0
22

）
年
度
か
ら
ト
ッ
プ
研
究

者
１

名
の

招
へ

い
が

決
定

し
た

。
 

【
1
-
27

】
国
際
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
採
択
数

1
1
件
、

国
際

共
同
研

究
契

約
数

２
件

と
な

っ
た

。
 

【
1
-
28

】
科
研

費
新
規
採
択
率
（
挑
戦
的
研
究
（
萌
芽

・
開

拓
）

を
除

く
）

は
【

3
4
.5

％
】

と
な

っ
た
。

 

【
1
-
28

】
国
の

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
【
１
件
】
獲
得

し
た

。
 

【
1
-
29

】
南
大

沢
キ
ャ
ン
パ
ス
、
日
野
キ
ャ
ン
パ
ス
の

合
計

1
6
教

室
に

お
い

て
、

ロ
ー

カ
ル

５
Ｇ

環
境

を

活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
受
講
環
境
を
整

備
し

た
。

 

【
1
-
30

】
研
究
セ
ン
タ
ー
に
所
属
す
る
外
国
人
研
究
者

比
率

が
【

2
0
.8

％
】

に
な

っ
た

。
 

【
1
-
30

】
全
学

の
女
性
教
員
比
率
が
【
2
0
.6
％
】
に
な

っ
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

開
催

に
当

た
り

、
海

外
の

研
究

者
を

招
聘

す
る

等
、

海
外

の
研

究
者

や
研

究
機

関
と

の
連

携
に

つ
な

げ
た

。
 

・
科

研
費

新
規

採
択

率
（
「

挑
戦

的
研

究
」

を
除

く
。
）

は
3
4
.
5
％

と
、

令
和

元
年

度
の

水
準

を
更

に
上

回

り
、

引
き

続
き

3
0
％

以
上

を
維

持
し

た
。

 

・
ロ

ー
カ

ル
5
G
環

境
を

民
間

企
業
等

へ
無

償
提

供
し

、
提

供
を

受
け

た
企

業
が

、
学

内
で

の
実

証
実

験
等

を
通

じ
、

社
会

実
装

を
進

め
る

等
、

5
G

の
新

た
な

ユ
ー

ス
ケ

ー
ス

の
創

出
や

産
学

公
連

携
の

促
進

に
つ

な
げ

た
。

 

・
研

究
セ

ン
タ

ー
所

属
の

外
国

人
研

究
者

比
率

は
2
0
.
8
％

に
留

ま
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

引
き

続
き

、
中

期
計

画
の

目
標

で
あ

る
3
0
％

以
上
を

目
指

し
て

、
取

組
を

強
力

に
推

進
す

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
 

・
国

の
大

型
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

採
択

件
数

に
つ

い
て

、
中

期
計

画
の

目
標

を
達

成
で

き
る

よ
う

、
引

き
続

き
研

究
支

援
の

推
進

を
期

待
す

る
。

 

４  

【
1
-
25

】
受
け

入
れ
た
ト
ッ
プ
研
究
者
の
研
究
環
境
整

備
や

２
人

目
の

ト
ッ

プ
研

究
者

の
選

定
を

行
っ
た
。
 

【
1
-
27

】
国
際

共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
採
択
数

1
0
件

、
国

際
共

同
研

究
契

約
数

３
件

と
な

っ
た

。
 

【
1
-
28

】
科
研

費
新
規
採
択
率
（
挑
戦
的
研
究
（
萌
芽
・

開
拓

）
を

除
く

）
は

【
3
9
.9

％
】

と
な

っ
た
。

 

【
1
-
28

】
国
の

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
【
４
件
】
獲
得

し
た

。
 

【
1
-
2
9
】

都
立

大
ロ

ー
カ

ル
５

Ｇ
環

境
及

び
「

実
証

フ
ィ

ー
ル

ド
提

供
事

業
」

の
広

報
を

目
的

と
し

て
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
技
術
展
で
の
広
報
活

動
を

行
っ

た
。

 

【
1
-
30

】
研
究

セ
ン
タ
ー
に
所
属
す
る
外
国
人
研
究
者

比
率

が
【

2
6
.6

％
】

に
な

っ
た

。
 

【
1
-
30

】
全
学

の
女
性
教
員
比
率
が
【
2
0
.3
％
】
に
な

っ
た

。
 

―
 

 中
期
計
画
番
号
 

1
-
2
3
 

２
 
研
究
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

研
究

実
施

体
制

等
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

◇
組
織
的
か
つ
戦
略
的
な
研
究
推
進
の
取

組
 

 

①
全
学
的
か
つ
戦
略
的
な
研
究
支
援
事
業

を
強

化
す

る
た

め
に

、
総

合
研

究
推

進
機

構
の

活
動

を
一

層
広

げ
、

研
究

推
進

体
制

の
更

な
る

充
実

を
図

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和
４
年

度
計
画

 
業

務
実

績
 

（
１

）
【

継
続

】
総

合
研

究
推

進
機

構
に

お

い
て

、
組

織
的

か
つ

戦
略

的
な

研
究

支
援
事
業
を
実
施
す
る
。
 

（
１
）
総
合
研

究
推

進
機

構
に

お
け

る
組

織
的

か
つ

戦
略

的
な

研
究

支
援

事
業

の
実

施
 

＜
取
組
事
項

＞
 

・
U
RA

間
で

の
勉

強
会

及
び

文
部

科
学

省
や

国
立

研
究

開
発

法
人

科
学

技
術

振
興

機
構

（
JS
T
）

等
の

外
部

機
関
が

開
催

す
る

各
種

セ
ミ
ナ
ー

に
積
極

的
に

参
加

す
る

こ
と

で
U
RA

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
を

図
り
、

申
請

支
援

体
制

を
強

化
し

た
。

 

・
政

策
動

向
や

各
省

庁
の

概
算

要
求

分
析

、
公

募
事

業
情

報
の

収
集

、
担

当
省

庁
や

資
金

配
分

機
関

と
の

折
衝

、
他

大
学

の
動

向
調

査
、

教
員

の
研

究
領

域
を

踏
ま

え
作

成
し

た
要

約
資

料
を

生
か

し
た

外
部

資
金

情
報

の
効

率
的

な
周

知
、

申
請

書
の

作
成

支
援

、
プ

レ
ゼ

ン
資

料
の

作
成

支
援

や
質

疑
応

答
案

の
協

議
と

い
っ

た
面

接
支

援

等
を
行

っ
た

。
 

＜
成
果
・
効

果
＞

 

・
支
援
の

結
果

、
多

数
の

提
案

公
募

事
業

が
採

択
さ

れ
た

。
 

Ⅰ　東京都立大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

　２　研究に関する目標を達成するための措置

－ 130 －



 
 

 
  

 
 

  中
期

計
画

番
号

 

1
-
2
4

 
②

新
た

な
研

究
分

野
創

生
へ

の
挑

戦
を

重
点

的
に

支
援

す
る

た
め

に
、

研
究

費
や

研
究

ス
ペ

ー
ス

を
戦

略
的

・
効

果
的

に
配

分
し

、
そ

の
進

捗
管

理
を

徹
底

す
る

な
ど

、
組

織
的

・
総

合
的

な
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

強
化

を
通

じ
て

、
分

野
横

断
的

・
学

際
的

な
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

推
進

・
強

化
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
都

立
大

に
と

っ
て

新
た

な

強
み

と
な

り
得

る
研

究
グ

ル
ー

プ
の

創
生

を
行

う
と

と
も

に
、

総
合

研
究

推
進

機
構

に
お

け
る

戦
略

的
な

研
究

分
野

の
育

成
・

支
援

な
ど

研
究

セ
ン

タ
ー

の
質

の
向

上
に

向
け

た
取

組
を

実
施

す
る

。
（

1
-
2
1
再

掲
）

 

     （
２

）
【

継
続

】
U
R
A
と

事
務

職
員

が
協

働
し

て
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

運
営

す
る

体
制

を
強

化
す

る
こ

と
で

、
研

究
推

進
課

全
体

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
ス

キ
ル

の
向

上
を

図
る

。
 

    （
３

）
【

継
続

】
若

手
研

究
者

を
中

心
に

、

戦
略

的
に

研
究

費
を

配
分

す
る

こ
と

で
、

都
立

大
の

将
来

を
担

う
研

究
者

の
支

援
・

育
成

を
積

極
的

に
推

進
す

る
。

 

（
１

）
研

究
セ

ン
タ

ー
の

質
の

向
上

に
向

け
た

取
組

【
中

期
計

画
番

号
1
－

2
1
参

照
】

 

①
新

た
な

研
究

グ
ル

ー
プ

の
創

生
 

（
要

点
）

 

・
「

環
境

や
地

理
的

な
制

約
を

受
け

な
い

ヘ
ル

ス
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

実
践

と
エ

コ
シ

ス
テ

ム
（

臨
床

実
践

、
政

策
・

ビ
ジ

ネ
ス

、
教

育
、

次
世

代
研

究
開

発
へ

の
投

資
シ

ス

テ
ム

）
の

構
築

」
を

目
指

す
た

め
に

、
統

合
的

に
研

究
を

行
う

た
め

の
グ

ル
ー

プ
設

立
を

進
め

、
令

和
５

（
2
0
23

）
年

４
月

１
日

に
、

メ
タ

・
ヘ

ル
ス

ケ
ア

リ
サ

ー
チ

コ
ア

が
設

置
さ

れ
た

。
 

 
 

 

②
研

究
セ

ン
タ

ー
の

質
の

向
上

に
向

け
た

取
組

 

（
要

点
）

 

・
傾

斜
的

研
究

費
の

学
長

裁
量

枠
（

研
究

セ
ン

タ
ー

支
援

）
に

採
択

さ
れ

て
い

る
研

究
セ

ン
タ

ー
に

対
し

て
、

若
手

研
究

者
の

雇
用

に
関

す
る

支
援

を
継

続
的

に
行

い
、

研
究

セ
ン

タ
ー

の
取

組
を

活
性

化
さ

せ
た

。
 

 （
２

）
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
ス

キ
ル

向
上

に
向

け
た

取
組

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
一

般
社

団
法

人
大

学
技

術
移

転
協

議
会

等
の

外
部

機
関

が
開

催
す

る
各

種
セ

ミ
ナ

ー
や

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

参
加

し
、

U
R
A
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

を
図

っ
た

。
 

・
リ

サ
ー

チ
・

ア
ド

ミ
ニ

ス
ト

レ
ー

タ
ー

協
議

会
年

次
大

会
に

U
R
A
が

参
加

し
、

他
大

学
の

動
向

や
事

例
を

調
査

・
研

修
し

、
研

究
支

援
業

務
の

専
門

性
向

上
に

取
り

組
ん

だ
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
U
R
A
と

事
務

職
員

と
の

協
働

体
制

が
強

化
さ

れ
、

２
件

の
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

運
営

が
効

率
的

に
展

開
さ

れ
た

。
 

・
他

大
学

の
動

向
や

事
例

を
調

査
・

研
修

し
た

こ
と

に
よ

り
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

ス
キ

ル
の

向
上

に
つ

な
が

っ
た

。
 

 （
３

）
将

来
を

担
う

若
手

研
究

者
の

支
援

・
育

成
の

推
進

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
東

京
都

立
大

学
若

手
研

究
者

等
選

抜
型

研
究

支
援

に
お

い
て

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

か
ら

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

ま
で

に
新

規
採

択
し

た
研

究
課

題
に

対
し

、
研

究
課

題
の

遂
行

に
必

要
な

経
費

に
つ

い
て

、
計

画
を

確
認

し
た

上
で

配
分

す
る

継
続

的
な

支
援

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

の
新

規
公

募
を

行
い

、
専

門

部
会

で
の

審
査

を
実

施
し

た
上

で
、

新
た

に
支

援
を

行
う

研
究

課
題

を
採

択
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
２

（
2
0
20
）

年
度
及

び
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

か
ら

継
続

す
る

研
究

課
題
並

び
に

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

に
開

始
し

た
研

究
課

題
に

お
い
て

、
都

立
大

の
将

来
を

担

う
若

手
研

究
者

等
の

支
援

・
育

成
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

東
京

都
立

大
学

若
手

研
究

者
等

選
抜

型
研

究
支

援
の

公
募

に
お

い
て

、
重

点
研

究
（

先
駆

的
か

つ
独

創
的

な
研

究
と

認
め

ら
れ

、
新

た
な

研
究

領
域

の
創

生
に

資
す

る
基

礎
研

究
又

は
応

用
研

究
）

１
件

、
有

望
研

究
（

都
立

大
の

強
み

と
な

り
得

る
研

究
領

域
の

創
生

に
資

す
る

基
礎

研
究

又
は

応
用

研
究

）
３

件

を
採

択
し

た
。

 

 ※
東

京
都

立
大

学
若

手
研

究
者

等
選

抜
型

研
究

支
援

：
国

際
的

に
先

駆
的

か
つ

独
創

的
な

優
れ

た
研

究
を

重
点

的
に

支
援

す
る

こ
と

で
都

立
大

の
将

来
を

担
う

研
究

者
の

育
成

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
研

究
支

援
制

度
。
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 中
期

計
画

番
号

 

1
-
2
5

 
③

研
究

力
強

化
を

図
る

た
め

、
世

界
ト

ッ
プ

レ
ベ

ル
の

外
国

人
研

究
者

を
招

へ
い

す
る

仕
組

み
を

構
築

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
コ

ロ
ナ

禍
を

踏
ま

え
た

上

で
、

海
外

の
有

力
な

研
究

者
や

研
究

機
関

と
の

連
携

強
化

の
た

め
、

研
究

セ
ン

タ
ー

の
主

催
す

る
イ

ベ
ン

ト
等

に
お

け
る

海
外

の
研

究
者

の
招

へ
い

を
積

極
的

に
支

援
す

る
。

 

                  （
２

）
【

継
続

】
研

究
力

の
更

な
る

向
上

に

向
け

、
令

和
4
（

2
0
2
2
）

年
度

か
ら

ト
ッ

プ
研

究
者

１
名

を
招

へ
い

す
る

た
め

、
必

要
な

研
究

環
境

等
の

整
備

を
進

め
る

。
 

（
１

）
海

外
の

有
力

な
研

究
者

等
と

の
連

携
強

化
に

向
け

た
取

組
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
海

外
の

研
究

者
や

研
究

機
関

と
の

連
携

を
強

化
す

る
た

め
、

国
際

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

開
催

支
援

を
４

件
採

択
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
４

つ
の

研
究

セ
ン

タ
ー

、
リ

サ
ー

チ
コ

ア
に

お
い

て
国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

オ
ン

ラ
イ

ン
で

主
催

し
、

海
外

研
究

者
９

人
を

招
へ

い
し

た
。

ま
た

、
当

日
は

延
べ

3
8
5
人

の
参

加
が

あ
っ

た
。
（

図
表

1
-
2
5
-
1
）

 

 【
図

表
1
-
2
5
-
1
　

国
際

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

等
の

開
催

（
令

和
４

年
度

）
】

日
付

国
際

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

等
名

研
究

セ
ン

タ
ー

名
招

へ
い

し
た

外
国

人
研

究
者

数

令
和

4
年

8
月

2
9
日

～
9
月

3
日

H
C
I
 
2
0
2
2

宇
宙

理
学

研
究

セ
ン

タ
ー

0
人

令
和

5
年

2
月

2
1
日

～
2
2
日

I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
S
y
m
p
o
s
i
u
m
 
o
n
 
C
o
m
m
u
n
i
t
y
-
c
e
n
t
r
i
c

S
y
s
t
e
m
s
 
a
n
d
 
L
o
c
a
l
 
5
G
 
2
0
2
3

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
セ

ン
ト

リ
ッ

ク
・

シ
ス

テ
ム

研
究

セ
ン

タ
ー

6
人

令
和

5
年

3
月

6
日

～
9
日

T
h
e
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
W
o
r
k
s
h
o
p
 
o
n
 
C
l
i
m
a
t
e
,
 
W
a
t
e
r
,

L
a
n
d
,
 
a
n
d
 
L
i
f
e
 
i
n
 
M
o
n
s
o
o
n
 
A
s
i
a
、

T
h
e
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
M
i
n
i
-
w
o
r
k
s
h
o
p
:
 
C
l
i
m
a
t
e

H
i
s
t
o
r
y
 
A
n
d
 
H
i
s
t
o
r
i
c
a
l
 
M
a
t
e
r
i
a
l
s
 
i
n
 
M
o
n
s
o
o
n

A
s
i
a
及

び
C
l
i
m
a
t
e
 
a
n
d
 
W
e
a
t
h
e
r
 
i
n
 
M
o
n
s
o
o
n
 
A
s
i
a

気
候

学
国

際
研

究
セ

ン
タ

ー
2
人

令
和

5
年

3
月

1
5
日

T
h
e
 
5
t
h
 
S
o
c
i
a
l
 
B
i
g
 
D
a
t
a
 
i
n
 
D
i
g
i
t
a
l
 
E
c
o
s
y
s
t
e
m
s

ソ
ー

シ
ャ

ル
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
研

究
セ

ン
タ

ー
1
人

 
 （

２
）

ト
ッ

プ
研

究
者

を
招

へ
い

す
る

た
め

の
研

究
環

境
等

の
整

備
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
研

究
機

器
整

備
等

、
受

け
入

れ
た

ト
ッ

プ
研

究
者

の
研

究
環

境
の

整
備

を
行

っ
た

。
 

・
２

人
目

の
ト

ッ
プ

研
究

者
招

へ
い

に
向

け
、

注
力

す
べ

き
研

究
分

野
や

招
へ

い
タ

ー
ゲ

ッ
ト

及
び

ア
プ

ロ
ー

チ
手

法
を

整
理

し
、

候
補

者
の

絞
込

み
を

行
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
研

究
機

器
整

備
等

に
よ

り
、

受
け

入
れ

た
ト

ッ
プ

研
究

者
の

研
究

環
境

が
整

い
、

都
立

大
に

お
け

る
研

究
が

開
始

さ
れ

た
。

 

・
２

人
目

の
ト

ッ
プ

研
究

者
を

選
定

し
た

。
 

  
 

※
ト

ッ
プ

研
究

者
：

当
該

学
術

分
野

に
お

い
て

卓
越

し
た

研
究

実
績

等
を

有
し

、
将

来
に

わ
た

り
更

な
る

活
躍

が
期

待
さ

れ
る

研
究

者
で

あ
り

、
都

立
大

の
研

究
者

と
 

の
交

流
に

よ
る

シ
ナ

ジ
ー

効
果

を
発

揮
し

、
ノ

ー
ベ

ル
賞

ク
ラ

ス
の

研
究

を
推

進
す

る
こ

と
で

、
都

立
大

の
研

究
力

向
上

及
び

研
究

成
果

の
大

学
研

究
者

等
へ

の
還

 

元
が

期
待

さ
れ

る
研

究
者

。
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 中
期

計
画

番
号

 

1
-
2
6

 
◇

研
究

支
援

体
制

及
び

環
境

の
整

備
 

④
若

手
研

究
者

海
外

派
遣

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

を
通

じ
て

、
本

学
の

国
際

交
流

・
研

究
活

動
の

将
来

を
担

う
研

究
者

の
国

際
的

な
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

を
推

進
し

、
今

後

の
グ

ロ
ー

バ
ル

な
研

究
交

流
の

発
展

の
基

礎
を

築
い

て
い

く
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る
国

の

渡
航

制
限

等
の

状
況

を
適

宜
把

握
す

る
と

と
も

に
、

若
手

研
究

者
海

外
派

遣
支

援
制

度
及

び
若

手
研

究
力

強
化

派
遣

制
度

を
各

制
度

の
特

徴
を

生
か

し
な

が
ら

適
切

に
運

用
す

る
こ

と

で
、

海
外

で
の

研
究

に
専

念
で

き
る

環
境

を
提

供
し

、
研

究
力

の
強

化
を

図
る

。
（

1
-
5
2
再

掲
）

 

（
１

）
若

手
研

究
者

の
海

外
派

遣
に

よ
る

研
究

力
強

化
 

①
若

手
研

究
者

海
外

派
遣

支
援

制
度

の
運

用
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

る
実

施
計

画
変

更
等

に
関

す
る

サ
ポ

ー
ト

（
派

遣
期

間
変

更
の

学
内

承
認

手
続

）
を

行
い

、
２

名
の

教
員

(
い

ず
れ

も
助

教
)
を

派
遣

し
た

。
 

・
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

に
お

け
る

若
手

研
究

者
海

外
派

遣
支

援
制

度
に

よ
る

派
遣

者
を

募
集

し
、

選
考

の
上

、
２

名
（

い
ず

れ
も

助
教

）
を

採
択

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
若

手
研

究
者

海
外

派
遣

支
援

制
度

の
運

用
に

よ
り

、
研

究
者

の
国

際
的

な
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

及
び

国
際

共
同

研
究

等
の

交
流

活
動

を
促

進
し

た
。

 
 

 ※
若

手
研

究
者

海
外

派
遣

支
援

制
度

：
海

外
に

お
け

る
大

学
等

研
究

機
関

に
お

い
て

研
究

を
行

う
研

究
者

の
派

遣
を

支
援

す
る

こ
と

に
よ

り
、

都
立

大
の

国
際

交
流

・
研

究
活

動
の

将
来

を
担

う
研

究
者

を
養

成
す

る
と

と
も

に
、

研
究

者
の

国
際

的
な

研
究

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
及

び
国

際
共

同
研

究
等

の
交

流
活

動
を

促
進

す
る

こ
と

を

目
的

と
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

。
 
 

 

②
若

手
研

究
力

強
化

派
遣

制
度

の
運

用
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

る
実

施
計

画
変

更
等

に
関

す
る

サ
ポ

ー
ト

（
派

遣
期

間
変

更
の

学
内

承
認

手
続

）
を

行
い

、
１

名
の

教
員

（
准

教
授

）
を

派
遣

し
た

。
 

・
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

に
お

け
る

若
手

研
究

力
強

化
派

遣
制

度
に

よ
る

派
遣

者
を

募
集

し
、

選
考

の
上

、
２

名
（

教
授

１
名

、
准

教
授

１
名

）
を

採
択

し
、

最
終

１
名
 

 

（
准

教
授

）
を

派
遣

す
る

こ
と

と
な

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
本

制
度

の
活

用
に

よ
り

、
都

立
大

の
国

際
交

流
・

研
究

活
動

の
将

来
を

担
う

研
究

者
が

海
外

で
研

究
活

動
に

専
念

す
る

機
会

が
拡

充
さ

れ
た

。
 
 

 ※
若

手
研

究
力

強
化

派
遣

制
度

：
都

立
大

の
国

際
交

流
・

研
究

活
動

の
将

来
を

担
う

突
出

し
た

能
力

と
業

績
を

有
す

る
研

究
者

に
対

し
、

海
外

に
お

け
る

大
学

等
研

究
機

関
に

お
い

て
研

究
活

動
に

専
念

す
る

機
会

を
提

供
し

、
専

門
分

野
に

関
す

る
研

究
能

力
の

向
上

を
目

的
と

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
。
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 中
期

計
画

番
号

 

1
-
2
7

 
⑤

国
際

的
な

研
究

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
形

成
に

よ
る

国
際

共
同

研
究

や
人

材
交

流
を

促
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

国
の

国
際

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

採
択

数
及

び
外

国
機

関
と

の
共

同
・

受
託

研
究

契
約

件
数

を
、

第
二

期
中

期
計

画
期

間
の

累
計

件
数

比
で

【
2
0
0％

以
上

】
と

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス

感
染

症
の

状
況

を
注

視
し

つ
つ

、
国

外
の

大
学

や
研

究
機

関
と

の
連

携
強

化
の

た
め

、
海

外
で

行
わ

れ
る

産
学

連
携

関
連

の
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

や
、

技
術

見
本

市
等

に
積

極
的

に
参

加

し
、

都
立

大
の

研
究

情
報

の
発

信
と

海
外

の
情

報
収

集
を

行
う

。
（

1
-
5
3

再
掲

）
 

（
１

）
国

際
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

等
で

の
広

報
活

動
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

で
、

海
外

で
行

わ
れ

る
産

学
関

連
の

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
や

技
術

見
本

市
に

参
加

で
き

な
か

っ
た

た
め

、
国

際
共

同
研

究
系

の
公

募
事

業
の

申
請

支
援

に
注

力
し

た
。

 

・
J
S
PS

 
国

際
共

同
研

究
加

速
基

金
等

の
公

募
情

報
を

採
択

の
可

能
性

が
高

い
教

員
に

個
別

に
周

知
す

る
と

と
も

に
、

公
募

事
業

に
係

る
申

請
書

の
作

成
支

援
を

実
施

し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
国

際
共

同
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

1
0
件

実
施

す
る

と
と

も
に

、
国

際
共

同
研

究
契

約
を

３
件

締
結

し
、

国
外

の
大

学
や

研
究

機
関

と
の

連
携

を
強

化
す

る
こ

と
が

で
き

た
。（

図
表

1
-
27

-1
）
 

 【
図

表
1
-
2
7
-
1
　

国
際

共
同

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

採
択

数
・

国
際

共
同

研
究

契
約

数
】

（
単

位
：

件
数

）

2
9
年
度

3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

2
4

8
1
2

1
1

1
0

6
3

3
3

2
3

※
各

年
度

3
月

3
1
日

時
点

※
（

参
考

）
第

二
期

中
期

計
画

期
間

の
累

計
件

数
：

3
6
件

国
際
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
採
択
数

国
際
共
同
研
究
契
約
数
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 中
期

計
画

番
号

 

1
-
2
8

 
⑥

研
究

計
画

調
書

の
作

成
支

援
や

ヒ
ア

リ
ン

グ
審

査
支

援
を

行
う

こ
と

な
ど

に
よ

り
、

科
学

研
究

費
補

助
金

等
の

競
争

的
資

金
獲

得
の

強
化

を
図

り
、

科
研

費
新

規
採

択
率

を
【

3
0
％

以
上

】
に

す
る

と
と

も
に

、
国

の
大

型
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

し
て

【
1
2
件

以
上

】
の

採
択

を
獲

得
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
全

国
的

な
申

請
数

の
増

加

な
ど

競
争

激
化

の
中

で
、

科
研

費
新

規
採

択
率

（
研

究
種

目
「

挑
戦

的
研

究
（

開
拓

・
萌

芽
）
」

を
除

く
）

3
0
％

以
上

を
継

続
し

て
達

成
す

る
た

め
に

、
申

請
、

採
択

状
況

の
体

系
的

分
析

結
果

を
踏

ま
え

て
、

教
員

向
け

の
イ

ベ
ン

ト
や

情
報

の
提

供
、

申
請

書
作

成
支

援
等

を
実

施
す

る
。

 

                            

（
１

）
科

研
費

新
規

採
択

率
3
0
％

達
成

に
向

け
た

取
組

 

①
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

新
規

採
択

実
績

（
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

支
援

実
績

）
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
全

て
の

研
究

種
目

に
対

し
て

研
究

計
画

調
書

の
組

織
的

な
作

成
支

援
を

行
っ

た
。

 

・
外

部
講

師
に

よ
る

セ
ミ

ナ
ー

及
び

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
、

学
内

教
員

の
講

演
を

主
体

と
し

た
科

研
費

説
明

会
の

内
容

を
改

善
し

、
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

に
て

開
催

し
た

。
 

・
科

研
費

獲
得

増
加

に
向

け
て

、
傾

斜
的

研
究

費
学

長
裁

量
枠

等
に

よ
る

科
研

費
チ

ャ
レ

ン
ジ

支
援

（
基

盤
研

究
（

A
）
）

及
び

同
（

基
盤

研
究

（
B
）
）

の
公

募
を

行
い

、

そ
れ

ぞ
れ

３
名

、
1
2
名

を
支

援
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
新

規
採

択
率

（
挑

戦
的

研
究

（
開

拓
・

萌
芽

）
を

除
く

）
は

3
9
.
9
％

と
な

り
、

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
度

以
降

、
引

き
続

き
新

規
採

択
率

3
0
％

以
上

を
維

持
し

た
。
（

図
表

1
-
2
8
-
1
）

 

 

②
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

新
規

採
択

実
績

向
上

に
向

け
た

取
組

（
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

支
援

実
績

）
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
全

て
の

研
究

種
目

に
対

し
て

研
究

計
画

調
書

の
組

織
的

な
作

成
支

援
を

行
っ

た
。

 

・
外

部
講

師
に

よ
る

セ
ミ

ナ
ー

及
び

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
、

学
内

教
員

の
講

演
を

主
体

と
し

た
科

研
費

説
明

会
の

内
容

を
改

善
し

、
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

に
て

開
催

し
た

。
 

・
科

研
費

獲
得

増
加

に
向

け
て

、
傾

斜
的

研
究

費
学

長
裁

量
枠

等
に

よ
る

科
研

費
チ

ャ
レ

ン
ジ

支
援

（
基

盤
研

究
（

A
）
）

及
び

同
（

基
盤

研
究

（
B
）
）

の
公

募
を

行
い

、

そ
れ

ぞ
れ

３
名

、
1
3
名

を
支

援
対

象
内

定
者

と
し

た
。

 

  
※

科
研

費
チ

ャ
レ

ン
ジ

支
援

：
科

研
費

の
採

択
を

受
け

て
研

究
活

動
に

取
り

組
ん

で
い

る
教

員
が

、
よ

り
上
位

の
科

研
費

種
目

へ
積

極
的

に
挑

戦
で

き
る

環
境

を
整

え
、

全
学

的
な

研
究

活
動

の
活

性
化

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
研

究
支

援
制

度
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                        （
２

）
【

拡
充

】
競

争
的

資
金

獲
得

に
資

す

る
た

め
、

国
の

公
募

情
報

の
提

供

や
、

申
請

書
作

成
支

援
等

を
実

施
す

る
。

 

【
図

表
1
-
2
8
-
1
　

科
研

費
採

択
実

績
　

東
京

都
立

大
学

（
2
9
～

4
年

度
交

付
内

定
ベ

ー
ス

）
】

(
単

位
：

件
数

、
金

額
：

千
円

)

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３
年

度
４
年

度
4
2
9

4
0
8

4
1
1

4
4
0

4
4
0

4
4
1

2
9
7

2
7
9

2
5
6

3
0
4

3
0
5

2
9
6

採
択

数
（
Ｂ
）

1
3
2

1
2
9

1
5
5

1
3
6

1
3
5

1
4
5

申
請

数
5
0
2

5
0
1

4
9
4

4
5
4

4
0
9

3
8
5

採
択

率
2
6
.3
%

2
5
.7
%

3
1
.4
%

3
0
.0
%

3
3
.0
%

3
7
.7
%

採
択

率
（

挑
戦

的
研

究

（
開

拓
・
萌

芽
）

を
除

く
）

2
9
.6
%

2
7
.6
%

3
4
.1
%

3
2
.7
%

3
4
.5
%

3
9
.9
%

直
接

経
費

8
9
7
,3
5
0

8
4
0
,5
9
0

8
0
2
,8
0
0

7
5
6
,4
9
0

8
1
9
,2
0
0

1
,0
4
8
,9
4
0

間
接

経
費

2
6
7
,4
3
5

2
5
0
,5
8
7

2
4
0
,4
5
0

2
2
6
,1
4
0

2
4
4
,8
9
0

3
1
2
,9
1
2

1
,1
6
4
,7
8
5

1
,0
9
1
,1
7
7

1
,0
4
3
,2
5
0

9
8
2
,6
3
0

1
,0
6
4
,0
9
0

1
,3
6
1
,8
5
2

※
特

別
研

究
員

奨
励

費
は

除
く

。

合
計

採
択

件
数

（
Ａ
＋

Ｂ
）

う
ち
継

続
件

数
（
Ａ
）

新 規 分 採 択 金 額

※
文

部
科

学
省

に
よ

る
科

研
費

改
革

の
一

環
と

し
て

「
挑

戦
的

萌
芽

研
究

」
の

見
直

し
が

行
わ

れ
、

平
成

2
9
年

度
新

規
採

択
分

か
ら

「
挑

戦
的

研
究

」
の

公
募

が
開

始
さ

れ
た

。
挑

戦
的

研
究

に
つ

い
て

は
採

択
率

よ
り

も
充

足
率

（
応

募
額

に
対

す
る

採
択

額
の

率
）

を
尊

重
す

る
こ

と
と

な
っ

た
た

め
、

平
成

3
0
年

度
か

ら
科

研
費

新
規

採
択

率
の

指
標

は
挑

戦
的

研
究

を
除

い
た

数
値

と
す

る
。

 
 （

２
）

国
の

大
型

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

獲
得

に
向

け
た

取
組

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
J
S
P
S
、

J
S
T
、

N
E
D
O
、

A
M
E
D
、

及
び

各
省

庁
等

の
提

案
公

募
情

報
を

教
員

の
研

究
内

容
と

の
親

和
性

を
加

味
し

た
上

で
個

別
に

提
供

し
た

。
 

・
省

庁
及

び
資

金
配

分
機

関
の

事
業

担
当

者
と

の
折

衝
の

ほ
か

、
知

財
戦

略
を

含
む

事
業

化
計

画
の

策
定

や
市

場
調

査
等

の
申

請
書

作
成

支
援

及
び

面
接

対
策

支
援

を
行

 

う
等

、
申

請
支

援
を

実
施

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
国

の
大

型
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

４
件

獲
得

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
（

図
表

 
1
-
2
8
-
2
、

図
表

1
-
2
8
-
3
）

 

  【
図

表
1
-
2
8
-
2
　
国

の
大

型
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
採

択
数

】
（
単

位
：
件

数
）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３
年

度
４
年

度

採
択

数
2

2
1

1
1

4

※
各

年
度

3
月

3
1
日

時
点
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【
図
表
1
-
2
8
-
3
　
国
の
大
型
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
採
択
一
覧
（
令
和
４
年
度
）
】

N
o

採
択
事
業

採
択
機
関

採
択
年
度

採
択
額
（
千
円
）

1

ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
型
研

究
開
発
事
業

活
力
あ
る
社
会
を
創

る
適
応
自
在
A
Iロ

ボ
ッ
ト
群

JS
T

令
和

4
年

度
5
9
,0
2
0

2

戦
略
的
創
造
研
究

推
進
事
業

先
端
的
低
炭
素
化

技
術
開
発
（
A
L
C
A
）

JS
T

令
和

4
年

度
7
9
,3
0
0

3

戦
略
的
創
造
研
究

推
進
事
業

チ
ー
ム
型
研
究

（
C
R
E
S
T
)

JS
T

令
和

4
年

度
6
4
,5
4
5

4

燃
料
電
池
等
利
用

の
飛
躍
的
拡
大
に
向

け
た
共
通
課
題
解
決

型
産
学
官
連
携
研

究
開
発
事
業

N
E
D
O

令
和

4
年

度
1
0
4
,1
0
8

研
究
課
題

代
表
者
（
所
属
）

A
Iロ

ボ
ッ
ト
群
共
進
化
シ
ス
テ
ム
イ
ン

テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン

久
保
田
　
直
行

（
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部
）

①
全
電
池
の
組
み
立
て
、
正
極
活
物

質
の
探
索
、
粒
径
制
御

②
リ
チ
ウ
ム
金
属
二
次
電
池
用
電
解

質
お
よ
び
セ
パ
レ
ー
タ
技
術
の
開
発

機
能
性
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
基
本
骨
格
と
す
る
低
コ
ス
ト
・

高
耐
久
性
電
解
質
複
合
膜
の
研
究
開

発

川
上
　
浩
良

（
都
市
環
境
学
部
）

金
村
　
聖
志

（
都
市
環
境
学
部
）

バ
イ
オ
ベ
ー
ス
ポ
リ
マ
ー
の
合
成
と
機

能
集
積
化
・
機
能
解
析
、
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ

イ
ク
ル

野
村
　
琴
広

（
理
学
部
）
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 中
期

計
画

番
号

 

1
-
2
9

 
⑦

基
本

的
な

研
究

施
設

・
設

備
の

共
用

化
、

維
持

管
理

の
一

元
化

を
図

る
た

め
、
【

平
成

3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

】
に

研
究

機
器

共
用

セ
ン

タ
ー

（
仮

称
）

を
設

置
し

、
研

究
施

設
・

設
備

の

戦
略

的
な

運
用

体
制

を
構

築
す

る
。

ま
た

、
先

端
研

究
環

境
の

整
備

を
図

り
、

国
内

外
に

研
究

機
関

と
し

て
の

魅
力

発
信

を
可

能
と

す
る

こ
と

で
、

共
同

研
究

の
推

進
に

つ
な

げ
て

い
く

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

拡
充

】
共

用
機

器
を

拡
充

す
る

と

と
も

に
、

日
野

キ
ャ

ン
パ

ス
新

棟
の

機
器

共
用

セ
ン

タ
ー

施
設

開
設

及
び

学
外

開
放

に
向

け
た

運
用

方
法

・
体

制
を

整
備

す
る

。
ま

た
、

研
究

設

備
・

機
器

の
組

織
内

外
へ

の
共

用
方

針
を

策
定

す
る

。
 

                      （
２

）
【

新
規

】
リ

モ
ー

ト
で

研
究

を
実

施

で
き

る
環

境
の

整
備

を
進

め
、

遠
隔

操
作

に
よ

る
共

同
実

験
な

ど
、

ス
マ

ー
ト

ラ
ボ

化
に

向
け

た
実

証
実

験
を

行
う

。
 

   

（
１

）
研

究
施

設
・

設
備

の
共

用
化

等
に

向
け

た
取

組
 

①
共

用
機

器
の

拡
充

 
＜

取
組

事
項

＞
 

・
「

透
過

型
電

子
顕

微
鏡

」
（

以
下

「
T
E
M
」

と
い

う
。
）

の
パ

イ
ロ

ッ
ト

運
用

を
開

始
し

た
。

T
E
M
の

安
定

化
や

設
置

実
験

室
起

因
の

課
題

に
対

し
て

、
専

任
技

術
オ

ペ
レ

ー

タ
ー

と
対

応
策

を
検

討
し

な
が

ら
安

定
的

な
運

用
を

行
っ

た
。

 

・
日

野
研

究
機

器
共

用
セ

ン
タ

ー
に

設
置

予
定

の
機

器
に

関
し

て
次

の
取

組
を

行
っ

た
。

 

-
 
既

存
機

器
の

移
設

：
共

用
化

提
供

さ
れ

る
既

存
機

器
（

1
0
台

）
の

所
有

者
と

移
設

に
関

す
る

調
整

を
行

っ
た

。
 

-
 
古

い
既

存
機

器
の

更
新

：
更

新
機

器
（

３
台

）
の

仕
様

作
成

と
ユ

ー
テ

ィ
リ

テ
ィ

関
連

の
調

整
を

行
っ

た
。

 

-
 
新

規
機

器
の

導
入

検
討

：
産

学
公

連
携

の
強

化
策

の
一

環
と

し
て

、
計

測
技

術
・

加
工

技
術

・
分

析
技

術
関

連
の

機
器

（
９

台
）

の
選

定
を

行
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
T
E
M
の

利
用

状
況

は
稼

働
率

が
ほ

ぼ
1
0
0
％

で
推

移
し

た
。

利
用

者
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

好
評

を
得

て
お

り
、

利
用

時
間

の
拡

大
を

希
望

す
る

声
が

多
数

あ
っ

た
。

 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

時
点

で
共

用
機

器
は

T
E
M
１

台
で

あ
っ

た
の

に
対

し
て

、
日

野
キ

ャ
ン

パ
ス

新
棟

の
研

究
機

器
共

用
セ

ン
タ

ー
開

設
に

伴
い

2
0
台

程
度
増

設
で

き
る

見
通

し
が

立
っ

た
。

 

 

②
日

野
研

究
機

器
共

用
セ

ン
タ

ー
の

運
用

方
法

・
体

制
整

備
 

＜
取

組
事

項
＞

 
・

共
用

機
器

の
利

用
料

金
、

運
用

時
間

及
び

夜
間

運
転

機
器

の
取

扱
い

、
機

器
提

供
す

る
教

員
に

対
す

る
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

、
薬

品
管

理
、

X
線

取
扱

管
理

等
の

運
用

に
関

わ
る

課
題

の
検

討
及

び
研

究
機

器
共

用
セ

ン
タ

ー
の

維
持

管
理

面
で

必
要

と
さ

れ
る

事
項

の
整

理
を

行
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
共

用
運

用
に

関
す

る
ル

ー
ル

や
各

種
課

題
に

対
す

る
基

本
的

な
考

え
方

が
整

理
さ

れ
、

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
度

に
行

う
機

器
個

別
の

調
整

に
お

け
る

基
盤

が
構

築
で

き

た
。

 
 
 ③

研
究

設
備

・
機

器
の

共
用

方
針

の
策

定
 

＜
取

組
事

項
＞

 
・

年
度

内
の

公
開

を
目

指
し

て
「

東
京

都
立

大
学

研
究

設
備

・
機

器
共

用
方

針
（

案
）
」

を
策

定
し

調
整

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
「

東
京

都
立

大
学

研
究

設
備

・
機

器
共

用
方

針
」

を
内

外
に

ア
ピ

ー
ル

し
、

都
立

大
が

文
部

科
学

省
の

指
針

に
沿

っ
て

研
究

機
器

共
用

を
推

進
し

て
い

る
こ

と
を

示
し

た
。

 

 
 

（
２

）
ス

マ
ー

ト
ラ

ボ
化

に
向

け
た

実
証

実
験

の
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 
・

分
離

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
け

る
研

究
機

器
共

用
に

よ
る

効
率

化
の

た
め

、
ス

マ
ー

ト
ラ

ボ
化

の
実

証
実

験
と

し
て

次
の

テ
ー

マ
に

取
り

組
ん

だ
。

 

-
 
T
E
M
の

リ
モ

ー
ト

観
察

・
制

御
技

術
の

構
築

 

-
 
V
R
技

術
を

活
用

し
た

T
E
M
の

操
作

法
学

習
教

材
の

構
築

 

-
 
研

究
機

器
共

用
セ

ン
タ

ー
の

ス
マ

ー
ト

ラ
ボ

化
に

向
け

た
シ

ナ
リ

オ
作

成
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
研

究
機

器
共

用
セ

ン
タ

ー
と

し
て

、
研

究
機

器
の

リ
モ

ー
ト

利
用

及
び

操
作

学
習

教
材

に
関

す
る

技
術

を
整

理
し

た
こ

と
に

よ
り

、
今

後
の

研
究

機
器

共
用

セ
ン

タ
ー
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   （
３

）
【

拡
充

】
教

育
研

究
内

容
の

充
実

化

を
下

支
え

す
る

た
め

、
ロ

ー
カ

ル
５

G
環

境
を

継
続

的
に

運
用

・
改

善
す

る
と

と
も

に
、

民
間

企
業

等
へ

の
フ

ィ
ー

ル
ド

提
供

等
を

通
じ

て
、

更
な

る
有

効
活

用
を

図
っ

て
い

く
。

 

の
ス

マ
ー

ト
ラ

ボ
化

の
推

進
が

容
易

に
な

っ
た

。
 

 （
３

）
ロ

ー
カ

ル
５

Ｇ
環

境
の

運
用

・
改

善
、

民
間

企
業

等
へ

の
フ

ィ
ー

ル
ド

提
供

等
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
教

育
・

研
究

の
両

面
に

お
い

て
、

日
本

最
大

級
で

あ
る

都
立

大
ロ

ー
カ

ル
５

Ｇ
環

境
の

運
用

保
守

を
行

う
と

と
も

に
、

最
新

機
能

を
取

り
入

れ
る

バ
ー

ジ
ョ

ン
ア

ッ
プ

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
日

野
キ

ャ
ン

パ
ス

に
整

備
し

た
３

ｍ
法

電
波

暗
室

及
び

マ
イ

ク
ロ

法
電

波
暗

室
の

保
守

運
用

を
行

っ
た

。
 

・
５

Ｇ
の

新
た

な
ユ

ー
ス

ケ
ー

ス
や

サ
ー

ビ
ス

の
社

会
実

装
の

促
進

を
目

的
と

し
て

、
都

立
大

の
ロ

ー
カ

ル
５

Ｇ
環

境
を

民
間

企
業

等
に

無
償

提
供

す
る

「
実

証
フ

ィ
ー

ル
ド

提
供

事
業

」
を

実
施

し
た

。
 

・
東

京
都

が
推

進
す

る
「

５
Ｇ

事
業

活
用

型
開

発
等

促
進

事
業

」
に

お
け

る
５

Ｇ
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
街

中
実

装
及

び
事

業
化

を
推

進
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

「
G
O
 
B
E
Y
O
N
D
 

D
I
M
E
N
S
I
O
N
S
 
T
O
K
Y
O
」

に
「

街
中

実
装

パ
ー

ト
ナ

ー
」

と
し

て
参

画
し

、
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

企
業

等
に

無
償

で
実

証
フ

ィ
ー

ル
ド

を
提

供
し

た
。

 

・
都

立
大

ロ
ー

カ
ル

５
Ｇ

に
関

す
る

活
動

を
広

く
P
R
す

る
た

め
、

都
立

大
総

合
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
内

に
専

用
ペ

ー
ジ

を
新

設
し

た
。

 

・
都

立
大

ロ
ー

カ
ル

５
Ｇ

環
境

お
よ

び
「

実
証

フ
ィ

ー
ル

ド
提

供
事

業
」

の
広

報
を

目
的

と
し

て
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

の
作

成
、

技
術

展
で

の
広

報
活

動
及

び
東

京
都

主
催

の
国

際
イ

ベ
ン

ト
「

C
i
t
y
-
T
e
c
h
.
T
o
k
y
o
」

に
お

い
て

ブ
ー

ス
出

展
を

行
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
ロ

ー
カ

ル
５

Ｇ
環

境
及

び
電

波
暗

室
を

活
用

し
た

８
件

の
研

究
が

円
滑

に
推

進
さ

れ
た

。
 

・
南

大
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
1
1
号

館
及

び
1
2
号

館
、

日
野

キ
ャ

ン
パ

ス
２

号
館

の
合

計
1
6
教

室
に

お
い

て
、

ロ
ー

カ
ル

５
Ｇ

環
境

を
活

用
し

た
オ

ン
ラ

イ
ン

授
業

受
講

環
境

を
提

供
す

る
こ

と
で

教
育

面
に

お
い

て
貢

献
し

た
。

 

・
「

実
証

フ
ィ

ー
ル

ド
提

供
事

業
」

お
よ

び
「

５
Ｇ

事
業

活
用

型
開

発
等

促
進

事
業

」
の

「
街

中
実

装
パ

ー
ト

ナ
ー

」
と

し
て

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
か

ら
の

３
年

間
で

1
5

件
と

い
う

東
京

都
総

務
局

の
定

め
る

目
標

に
対

し
、

７
件

の
実

証
フ

ィ
ー

ル
ド

提
供

を
行

い
、

新
た

な
ユ

ー
ス

ケ
ー

ス
の

創
出

及
び

産
学

公
連

携
の

促
進

に
つ

な
げ

た
。
（

図
表

1
-
2
9
-
1
）

 

・
各

種
技

術
展

や
C
i
t
y
-
t
e
c
h
.
T
o
k
y
o
な

ど
の

国
際

イ
ベ

ン
ト

を
通

じ
て

民
間

企
業

等
に

対
す

る
ロ

ー
カ

ル
５

Ｇ
環

境
の

無
償

提
供

を
広

く
P
R
し

、
都

立
大

の
プ

レ
ゼ

ン

ス
を

向
上

さ
せ

る
と

と
も

に
、

学
内

で
の

実
証

実
験

の
実

施
を

通
じ

て
社

会
実

装
の

促
進

に
貢

献
し

た
。

 

・
「

日
本

最
大

級
の

ロ
ー

カ
ル

５
Ｇ

環
境

の
免

許
人

か
つ

シ
ス

テ
ム

運
用

者
」

と
い

う
立

場
か

ら
、

民
間

企
業

等
や

総
務

省
と

連
携

し
、

ロ
ー

カ
ル

５
Ｇ

の
制

度
そ

の
も

の

の
認

知
度

向
上

及
び

よ
り

よ
い

制
度

設
計

に
寄

与
し

た
。

 

※
ロ

ー
カ

ル
５

Ｇ
：

地
域

や
産

業
の

個
別

ニ
ー

ズ
に

応
じ

て
、

地
域

の
企

業
や

自
治

体
等

の
様

々
な

主
体

が
、

自
ら

の
事

業
の

た
め

に
利

用
で

き
る

５
Ｇ

シ
ス

テ
ム

。
 

 【
図

表
1-

29
-1

】
　

「
実

証
フ

ィ
ー

ル
ド

提
供

事
業

」
実

験
概

要

実
験

実
験
概
要

1
ロ
ー
カ
ル
５
G通

信
に
よ
る
映
像
取
得
を
行
い
、
AI
映
像
解
析
の
精
度
を
4G
と
比
較
検
証
。

2
運
搬
ロ
ボ
ッ
ト
が
学
内
の
カ
フ
ェ
か
ら
注
文
者
へ
品
物
を
運
搬
す
る
実
験
。
遠
隔
地
に
い
る
操
作
者
が
5G
通
信
を
介
し
て
運
搬
ロ
ボ
ッ
ト
を
操
作
。

3
ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
し
た
大
容
量
映
像
を
ロ
ー
カ
ル
5G
通
信
に
よ
り
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
高
速
で
サ
ー
バ
ー
に
伝
送
し
、
3D
モ
デ
ル
（
ウ
ォ
ー
ク
ス
ル
ー
映
像
）
を
作
成
す
る
実
験

4
実
験
者
の
開
発
し
た
電
波
透
過
機
器
を
設
置
し
、
想
定
通
り
電
波
が
透
過
す
る
か
等
の
検
証
。

南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ミ
リ
波
エ
リ
ア
の
一
部
を
遮
蔽
し
、
そ
こ
に
開
発
し
た
リ
ピ
ー
タ
ー
（
※
）
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
電
波
状
況
が
改
善
さ
れ
る
か
の
検
証
。

※
リ
ピ
ー
タ
ー
：
電
波
を
中
継
し
、
屋
内
の
電
波
状
況
を
改
善
す
る
装
置

6
３
Dモ

デ
ル
を
作
成
す
る
た
め
の
大
容
量
デ
ー
タ
（
ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
さ
れ
た
画
像
41
1枚

、
3.
5G
B）

を
、
ク
ラ
ウ
ド
へ
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
際
の
伝
送
時
間
の
比
較
実
験

7
PD
R（

歩
行
者
自
律
航
法
）
を
使
用
し
た
歩
行
軌
道
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
計
測
お
よ
び
ロ
ー
カ
ル
５
G網

へ
の
通
信
負
荷
量
の
計
測

5
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  中
期

計
画

番
号

 

1
-
3
0

 
◇

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
 

⑧
多

様
な

研
究

者
が

安
心

し
て

研
究

に
取

り
組

め
る

よ
う

、
制

度
面

・
施

設
面

に
お

け
る

環
境

整
備

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
研

究
セ

ン
タ

ー
に

所
属

す
る

外
国

人
研

究
者

比
率

【
3
0
％

以
上

】
、

全
学

の
女

性
教

員
比

率
【

2
0
％

以
上

】
を

実
現

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
研

究
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る

所
属

外
国

人
研

究
者

比
率

の
向

上
に

向
け

た
取

組
を

推
進

す
る

。
 

             （
２

）
◆

【
継

続
】

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

研

修
の

実
施

等
、

女
性

教
員

が
よ

り
働

き
や

す
い

職
場

環
境

を
整

備
す

る
と

と
も

に
、

各
種

休
暇

・
休

業
制

度
の

周
知

や
公

募
時

に
妊

娠
・

出
産

・
育

児
等

の
両

立
支

援
制

度
を

掲
示

し
、

公
募

に
お

け
る

女
性

教
員

の
応

募
を

推
進

す
る

な
ど

、
有

為
な

女
性

教
員

を
確

保
・

育
成

す
る

た
め

の
取

組
を

行
う

。
（

4
-
0
4
、

4
-
2
9
再

掲
）

 

         

（
１

）
研

究
セ

ン
タ

ー
に

所
属

す
る

外
国

人
研

究
者

比
率

向
上

に
向

け
た

取
組

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

海
外

の
研

究
者

や
研

究
機

関
と

の
連

携
を

強
化

で
き

る
よ

う
、

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
開

催
の

た
め

の
支

援
を

行
い

、
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
開

催
支

援
を

４
件

採
択

で
き

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
外

国
人

研
究

者
と

の
連

携
が

難
し

い
状

況
に

お
い

て
も

、
国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

開
催

支
援

や
外

国
人

研
究

者
の

招
へ

い
に

係
る

旅
費

支
援

等
に

よ
り

、
研

究
セ

ン
タ

ー
所

属
の

外
国

人
研

究
者

比
率

は
2
6
.
6
％

で
あ

っ
た

。
（

図
表

1
-
3
0
-
1
）

 

 【
図

表
1
-
3
0
-
1
　

研
究

セ
ン

タ
ー

所
属

の
外

国
人

研
究

者
比

率
】

（
単

位
：

人
）

2
9
年
度

3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

研
究
セ
ン
タ
ー
所
属
外
国
人
研
究
者
比
率

1
2
.8
%

1
4
.3
%

1
9
.2
%

2
0
.9
%

2
0
.8
%

2
6
.6
%

研
究
セ
ン
タ
ー
所
属
外
国
人
研
究
者
数

3
3

4
4

5
5

5
6

5
2

6
7

研
究
セ
ン
タ
ー
所
属
研
究
者
総
数

2
5
7

3
0
7

2
8
6

2
6
8

2
5
0

2
5
2

※
各

年
度

４
月

１
日

時
点

 
  （

２
）

有
為

な
女

性
教

員
の

確
保

・
育

成
、

女
性

教
員

が
働

き
や

す
い

職
場

環
境

の
整

備
に

関
す

る
取

組
 

①
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
研

修
の

実
施

【
中

期
計

画
番

号
4
－

2
8
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
集

合
研

修
が

実
施

で
き

な
か

っ
た

た
め

、
オ

ン
デ

マ
ン

ド
に

よ
る

教
職

員
向

け
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
研

修
（

悉
皆

研
修

※
）

を
１

回
実

施
す

る
と

と
も

に
、

個
別

に
依

頼
の

あ
っ

た
部

局
に

対
し

て
オ

ン
ラ

イ
ン

等
で

の
研

修
（

出
前

研
修

）
を

４
回

実
施

し
た

。
大

学
等

で
発

生
し

た
最

新

の
具

体
的

な
事

例
を

研
修

内
容

に
取

り
入

れ
る

こ
と

で
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

の
よ

り
一

層
の

意
識

啓
発

を
図

っ
た

。
 

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
の

意
識

啓
発

を
目

的
と

し
た

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

を
作

成
し

、
教

職
員

及
び

学
生

に
対

し
て

配
布

し
、

法
人

と
し

て
の

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

の
基

本
方

針
や

相
談

体
制

に
つ

い
て

周
知

し
た

。
 

 ②
有

為
な

女
性

教
員

の
確

保
・

育
成

に
向

け
た

取
組

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
有

為
な

女
性

教
員

の
確

保
に

向
け

、
女

性
の

活
躍

推
進

を
更

に
進

め
る

観
点

か
ら

育
児

休
業

等
の

制
度

を
充

実
さ

せ
る

と
と

も
に

、
採

用
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

お
い

て
、

妊
娠

・
出

産
・

育
児

等
と

仕
事

の
両

立
支

援
の

取
組

を
掲

載
す

る
な

ど
し

て
内

容
を

充
実

さ
せ

、
公

募
要

領
に

も
都

立
大

が
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

を
推

進
し

て
い

る
旨

を

記
載

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
女

性
教

員
確

保
に

向
け

た
広

報
活

動
を

強
化

す
る

こ
と

な
ど

の
取

組
を

行
っ

た
結

果
、

女
性

教
員

比
率

は
2
0
.
3
％

と
な

り
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

に
引

き
続

き
2
0
％

以
上

を
維

持
し

た
。
（

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
５

月
１

日
時

点
）
（

図
表

1
-
3
0
-
2
）
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         （
３

）
【

継
続

】
専

門
相

談
（

ラ
イ

フ
・

ワ

ー
ク

・
バ

ラ
ン

ス
相

談
、

女
性

の
健

康
相

談
）

や
講

演
会

等
の

開
催

を
継

続
し

て
実

施
す

る
と

と
も

に
、

ラ
イ

フ
・

ワ
ー

ク
・

バ
ラ

ン
ス

実
現

の
た

め
の

研
究

支
援

制
度

に
つ

い
て

、
都

立
大

の
構

成
員

が
よ

り
利

用
し

や
す

く
、

効
果

的
な

制
度

を
検

討
・

実
施

す
る

。
 

              （
４

）
【

継
続

】
学

内
構

成
員

の
子

育
て

支

援
を

目
的

と
し

た
一

時
保

育
施

設
を

安
定

的
に

管
理

運
営

す
る

と
と

も

に
、

構
成

員
の

ニ
ー

ズ
に

即
し

た
支

援
策

を
検

討
、

実
施

す
る

。
 

【
図

表
1-

30
-2

　
女

性
教

員
数

及
び

割
合

（
各

年
度

5月
1日

時
点

）
】

（
単

位
：

人
、

役
員

除
く

）
29

年
度

30
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

教
員
（全

体
）

67
3

67
3

66
8

65
0

64
7

65
4

教
員
（女

性
）

13
3

13
8

13
7

13
2

13
3

13
3

女
性
教
員
割
合

19
.8
%

20
.5
%

20
.5
%

20
.3
%

20
.6
%

20
.3
%

 
 （

３
）

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
推

進
基

本
方

針
に

基
づ

く
取

組
の

推
進

 

 
①

専
門

相
談

や
講

演
会

等
の

実
施

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
専

門
相

談
の

実
施

に
つ

い
て

、
利

用
者

の
利

便
性

を
考

慮
し

、
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

に
引

き
続

き
オ

ン
ラ

イ
ン

実
施

に
対

応
し

た
体

制
と

し
た

。
 

・
学

生
及

び
教

職
員

を
対

象
と

し
た

「
ラ

イ
フ

イ
ベ

ン
ト

支
援

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
」
（

以
下

「
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

」
と

い
う

。
）

を
実

施
し

、
学

生
3
2
5
人

及
び

教

職
員

2
5
6
人

か
ら

回
答

を
得

た
。

 

・
男

女
共

同
参

画
に

係
る

ミ
ニ

レ
ク

チ
ャ

ー
（

よ
る

ダ
イ

バ
ー

）
や

講
演

会
を

オ
ン

ラ
イ

ン
又

は
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
方

式
で

開
催

し
、

延
べ

4
3
人

の
参

加
が

あ
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
コ

ロ
ナ

禍
や

遠
隔

地
か

ら
の

相
談

な
ど

、
相

談
希

望
者

の
利

便
性

を
考

慮
し

た
体

制
を

維
持

し
た

。
 

・
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

の
結

果
を

踏
ま

え
、

W
e
b
周

知
方

法
の

拡
充

、
ポ

ス
タ

―
及

び
案

内
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
の

作
成

、
専

門
相

談
員

に
よ

る
講

演
会

等
の

実
施

と
い

っ
た

専
門

相
談

事
業

に
か

か
る

改
善

取
組

案
を

策
定

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
講

演
会

等
の

開
催

に
よ

り
、

学
生

及
び

教
職

員
の

男
女

共
同

参
画

や
女

性
の

活
躍

推
進

へ
の

理
解

・
啓

発
の

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 

②
ラ

イ
フ

・
ワ

ー
ク

・
バ

ラ
ン

ス
の

実
現

に
向

け
た

取
組

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
ラ

イ
フ

・
ワ

ー
ク

・
バ

ラ
ン

ス
実

現
の

た
め

の
支

援
制

度
に

つ
い

て
、

提
出

方
法

を
郵

送
か

ら
メ

ー
ル

へ
変

更
し

、
ま

た
申

請
様

式
の

一
部

を
改

善
（

押
印

の
省

略
、

継
続

申
請

時
の

記
入

事
項

の
一

部
省

略
）

し
た

う
え

で
着

実
に

運
用

し
た

。
 

・
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

に
お

い
て

、
ラ

イ
フ

・
ワ

ー
ク

・
バ

ラ
ン

ス
の

実
現

に
か

か
る

質
問

項
目

を
設

定
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
延

べ
3
2
人

の
利

用
が

あ
り

、
利

用
者

の
ラ

イ
フ

・
ワ

ー
ク

・
バ

ラ
ン

ス
が

促
進

さ
れ

た
。

ま
た

、
提

出
方

法
の

変
更

や
申

請
様

式
の

改
善

に
よ

り
手

続
き

が
簡

素
化

さ

れ
、

利
用

者
の

利
便

性
向

上
に

繋
が

っ
た

。
 

・
ラ

イ
フ

・
ワ

ー
ク

・
バ

ラ
ン

ス
の

実
現

に
向

け
た

学
内

支
援

メ
ニ

ュ
ー

の
認

知
度

や
学

内
ニ

ー
ズ

に
つ

い
て

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

 

（
４

）
構

成
員

の
子

育
て

支
援

に
向

け
た

取
組

 

①
一

時
保

育
施

設
の

安
定

的
な

管
理

運
営

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
一

時
保

育
施

設
（

都
立

大
K
I
D
S
)
に

お
い

て
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

に
引

き
続

き
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

対
応

と
し

て
マ

ス
ク

、
手

洗
い

を
は

じ
め

、
入

退

出
時

の
体

温
測

定
等

、
感

染
予

防
対

策
の

徹
底

を
図

っ
た

。
 

・
利

用
時

の
申

請
様

式
の

一
部

改
善

（
利

用
期

間
の

記
入

欄
を

追
加

）
と

子
ど

も
の

連
絡

帳
の

様
式

変
更

（
生

活
時

間
等

の
記

入
で

き
る

様
式

）
を

行
っ

た
。

 

・
一

時
保

育
施

設
の

見
学

会
を

対
面

で
全

２
回

開
催

し
、

３
人

の
参

加
が

あ
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

安
心

し
て

利
用

が
で

き
る

よ
う

保
育

環
境

を
整

備
し

、
安

定
的

に
管

理
運

営
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 
 

・
利

用
者

の
利

便
性

を
向

上
す

る
と

と
も

に
、

保
育

士
の

子
ど

も
の

状
況

把
握

に
つ

い
て

効
率

化
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
利

用
希

望
者

の
子

育
て

の
状

況
を

把
握

す
る

と
と

も
に

、
一

時
保

育
施

設
の

様
子

や
運

営
の

状
況

を
伝

え
る

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

見
学

会
参

加
者

の
う

ち
１

人
の

利
用

登
録

に
つ

な
が

っ
た

。
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②

構
成

員
の

ニ
ー

ズ
に

即
し

た
支

援
策

の
検

討
、

実
施

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

に
お

い
て

、
一

時
保

育
施

設
の

認
知

度
や

学
内

ニ
ー

ズ
を

把
握

す
る

た
め

の
質

問
項

目
を

設
定

し
た

。
 

・
大

学
説

明
会

に
お

い
て

、
理

系
女

子
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

の
必

要
性

を
紹

介
す

る
パ

ネ
ル

や
、

都
立

大
大

学
院

を
修

了
し

て
研

究
者

と
し

て
活

躍
し

て
い

る
O
G
の

ロ
ー

ル

モ
デ

ル
集

を
掲

載
及

び
配

布
し

た
。

 

・
O
G
の

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

集
に

つ
い

て
、

新
た

に
７

人
の

O
G
を

選
出

し
て

取
材

し
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

末
に

更
新

版
を

発
行

し
た

。
 

・
教

員
か

ら
複

数
の

要
望

が
あ

っ
た

こ
と

を
受

け
、

利
用

対
象

者
の

範
囲

を
拡

大
し

、
学

内
で

開
催

す
る

学
会

に
参

加
す

る
学

外
者

に
対

し
、

一
時

保
育

施
設

の
利

用
を

認
め

、
３

月
に

施
行

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

の
結

果
を

踏
ま

え
、

学
生

（
特

に
留

学
生

）
周

知
の

強
化

、
利

用
登

録
手

続
の

簡
素

化
、

利
用

対
象

者
の

範
囲

拡
大

と
い

っ
た

一
時

保
育

施
設

の
管

理
運

営
に

か
か

る
改

善
取

組
案

を
策

定
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
理

系
女

子
学

生
や

女
性

研
究

者
に

対
し

て
、

将
来

的
に

キ
ャ

リ
ア

形
成

と
ラ

イ
フ

イ
ベ

ン
ト

の
両

立
が

で
き

る
よ

う
、

理
解

を
深

め
る

機
会

の
提

供
と

情
報

の
発

信
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
利

用
対

象
者

の
範

囲
を

学
内

で
開

催
す

る
学

会
に

参
加

す
る

学
外

者
に

も
拡

大
し

た
結

果
、

２
日

間
で

保
育

延
人

数
３

人
の

利
用

が
あ

っ
た

。
 

・
構

成
員

の
ニ

ー
ズ

に
応

え
、

利
用

者
数

の
増

加
及

び
利

用
満

足
度

の
向

上
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。
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大大
項項

目目
番番

号号
  

８８
  

都都
政政

とと
のの

連連
携携

 

３
 
社
会
と
の
連
携
や
社
会
貢

献
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

１
）

都
政

と
の

連
携
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

（
中
期
目
標
）
 

○
東
京
都
が
直

面
す
る
様
々
な

政
策

課
題

と
大

学
の

専
門

的
知

見
を

結
び

付
け

、
課

題
解

決
の

た
め

の
施
策

を
提

案
す

る
こ

と
等

に
よ

り
、

教
育

研
究

の
成

果
を

都
政

・
都

民
等

に
還
元
す

る
取
組
を
一
層
強
化
す
る

。
特

に
、

東
京

2
0
2
0
 
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
競

技
大

会
や

大
会

開
催

後
の

社
会

情
勢

、
都

民
ニ

ー
ズ

の
変

化
を

的
確

に
捉

え
た

施
策

提
案

に
よ

り
、
積
極
的
に
社
会
に
貢

献
す

る
。

 

○
公
共
部
門
に
お
け
る
人
材
育

成
の

支
援

や
、

社
会

的
要

請
を

踏
ま

え
た

高
度

専
門

人
材

の
育

成
等

を
通
じ

て
、

東
京

都
や

区
市

町
村

の
施

策
と

の
連

携
を

推
進

す
る

。
 

○
東
京
都
の
試
験
研
究
機
関
等

と
の

連
携

を
強

化
し

、
東

京
都

が
有

す
る

知
的

資
源

を
活

用
し

て
、

都
市
課

題
の

解
決

や
社

会
の

発
展

に
寄

与
す

る
。

 
 

中
期
計
画
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
 

自
己

評
価
 

（
１
）
都
政
と
の
連
携
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
 

◇
施
策
提
案
 

【
1
-
3
1
】

①
都

民
生

活
の

質
的

向
上

を
図

る
た

め
、

子
供

の
貧

困
や

火
山

災

害
対

策
等

の
課

題
解

決
に

向
け

て
、

都
民

・
都

政
の

ニ
ー

ズ
を

的
確

に
反

映
し

た
解

決
策

等
の

提
言

・
提

案
を

こ
れ

ま
で

以
上

に
行

え
る

よ
う

、
都

立
の

大
学

と
し

て
全

学
的

な
都

連
携

推
進

機
能

を
一

層
強

化
し

、
首

都
東

京
の

シ
ン

ク
タ

ン
ク

と
し

て
の

役
割

も
果

た
す

。
ま

た
、

大
都

市
課

題
解

決
に

資
す

る
学

際
的

大
型

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
【

1
0
件

以
上

】
創

設
す

る
。

加
え

て
、

都
が

設
置

す
る

東
京

都
都

市
外

交
人

材
育

成
基

金
（

以
下

「
都

市
外

交
人

材
育

成
基

金
」

と
い

う
。
）

を
活

用
し

、
海

外
諸

都
市

か
ら

の
留

学
生

を
受

け
入

れ
て

実
施

す
る

「
高

度
研

究
」

等
を

推
進

し
、

都
と

海
外

諸
都

市
に

共
通

す
る

都
市

課
題

の
解

決
に

向
け
て
、

そ
の
研
究
成
果
を
広
く
還
元
す
る
。
 

                  

  【
1
-
3
1
】
・

東
京

都
下

水
道

局
や

東
京

都
環

境
公

社
と

の
包

括
連

携
協

定
締

結
を

は
じ

め
と

し
て

、「
島

し
ょ

エ
リ

ア
の

産
業

活
性

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

や
「

将
来

の
感

染
症

対
策

に
資

す
る

研
究

」
な

ど
、

学
際

的
大

型
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
３

件
の

組
成

や
T
M
U
サ

ス
テ

ナ
ブ

ル
研

究
推

進
機

構
で

東
京

都
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

の
結

果
４

件
の

組
成

を
行

う
な

ど
、

都
政

課
題

の
解

決
に

貢
献

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

組
成

に
取

り
組

ん
だ

。
（

図
表

1
-
3
1
）

 

・
高

度
研

究
に

つ
い

て
は

、
1
0
件

の
採

択
を

受
け

、
東

京
都

と
海

外
諸

都
市

に
共

通
す

る
都

市
課

題
解

決
に

向
け

た
人

材
育

成
に

取
り

組
ん

だ
。

ま
た

、
東

京
都

等
と

の
連

携
強

化
に

向
け

て
、

施
策

提
案

発
表

会
の

実
施

や
ニ

ー
ズ

調
査

の
実

施
、

メ
ー

ル
マ

ガ
ジ

ン
の

配
信

、
教

員
紹

介
動

画
の

作
成

な
ど

の
取

組
を

推
進

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
年

間
の

連
携

実
績

を
1
0
0
件

未
満

平
均

か
ら

1
7
0
件

程
度

に
ま

で
大

幅
に

伸
ば

す
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
東

京
都

立
大

学
創

発
未

来
社

会
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
い

て
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

新
規

採
択

し
、

令
和

４

（
2
0
2
2
）

年
度

か
ら

開
始

と
な

っ
た

、
「

Ｃ
Ｏ

₂
の

直
接

大
気

回
収

Ｄ
Ａ

Ｃ
に

向
け

た
研

究
」

や
「

超
低

周
波

音
観

測

を
用

い
た

津
波

及
び

海
面

上
昇

の
早

期
検

知
網

の
実

装
」

と
い

っ
た

８
件

（
重

点
研

究
：

３
件

、
基

盤
研

究
：

５

件
）

の
研

究
課

題
に

対
し

、
研

究
課

題
の

遂
行

に
必

要
な

経
費

を
支

援
す

る
こ

と
で

、
持

続
可

能
な

未
来

社
会

を
切

り
拓

く
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
独

創
的

・
先

駆
的

な
優

れ
た

研
究

を
推

進
し

た
。

 

＜
図
表
1-

31
　学

際
的
大
型
研
究
プ
ロジ

ェク
ト一

覧
＞

（単
位
：千

円
）

No
プ
ロジ

ェク
ト名

代
表
者
（所

属
）

研
究
期
間
（計

画
）

29
年
度

事
業

費
30

年
度

事
業

費
元

年
度

事
業

費
２年

度
事

業
費

３年
度

事
業

費
４年

度
事

業
費

５年
度

事
業

費

1
火
山
災
害
対
策
研
究

鈴
木
毅
彦
教
授

（都
市
環
境
学
部
）

平
成
29

年
度

～
令
和
4年

度
41

,40
0

86
,00

0
84

,69
5

60
,85

8
42

,05
6

37
,90

8
-

2
島
しょ

エ
リア

の
産
業
活
性
化
プ
ロジ

ェク
ト

笠
松
慶
子
教
授

（シ
ステ

ムデ
ザ
イン

学
部
）

平
成
30

年
度

～
令
和
2年

度
17

,77
5

17
,77

5
17

,77
5

-
-

-

3
将
来
の
感
染
症
対
策
に
資
す
る研

究

川
上
浩
良
教
授

（都
市
環
境
学
部
）

川
原
裕
之
教
授

（理
学
部
）

中
嶋
秀
准
教
授

（都
市
環
境
学
部
）

令
和
4年

度

～
令
和
9年

度
50

,00
0

50
,00

0  
   

Ｂ
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 【
1
-
3
2
】

◆
②

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
競

技
や

障
が

い
者

ス
ポ

ー
ツ

の
体

験
を

交

え
た

講
習

会
を

実
施

す
る

な
ど

、
障

が
い

者
ス

ポ
ー

ツ
の

普
及

振
興

を
図

る
と

と
も

に
、

学
内

外
に

向
け

た
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
に

関
す

る
教

育
活

動
を

通
じ

て
、

東
京

2
0
2
0

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

競
技

大
会

の
成

功
に

向
け

た
機

運
を

醸
成

す
る

。
ま

た
、

学
際

的
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

【
５

件
以

上
】

創
設

し
、

そ
の

研
究

成
果

を
都

政
や

社
会

に
還

元
す

る
こ

と
で

、
大

会
の

成
功

と
レ

ガ
シ

ー
の

継
承

に
貢

献
す

る
。
 

               ◇
 
人
材
育
成
等
を
通
じ
た
連
携
の
推
進
 

【
1
-
3
3
】

③
都

市
政

策
研

修
、

管
理

職
候

補
者

研
修

等
の

継
続

実
施

等
に

よ

り
、

都
・

区
市

町
村

等
の

人
材

育
成

に
貢

献
す

る
。

ま
た

、
新

設
す

る
都

市
政

策
科

学
科

及
び

大
学

院
都

市
政

策
科

学
域

に
お

い
て

、
大

都
市

課
題

解
決

に
係

る
文

理
融

合
型

教
育

を
実

施
す

る
な

ど
、

公
共

政
策

部
門

で
活

躍
す

る
人

材
を

育
成

・
輩

出
す

る
た
め
に
必
要
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
を
図

る
。

 

 【
1
-
3
4
】

④
社

会
的

要
請

を
踏

ま
え

た
高

度
専

門
人

材
の

育
成

を
通

じ
て

、

都
の

施
策

と
の

連
携

を
推

進
す

る
た

め
、

グ
ロ

ー
バ

ル
な

金
融

市
場

で
活

躍
で

き
る

「
高

度
金

融
専

門
人

材
」

を
育

成
・

輩
出

す
る
。
 

   【
1
-
3
5
】

⑤
新

た
な

国
際

共
同

研
究

・
産

学
連

携
等

を
促

進
す

る
た

め
、

都

市
外

交
人

材
育

成
基

金
に

よ
る

留
学

生
を

は
じ

め
と

し
た

修
了

生
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
推
進
す
る
。
 

 

【
1
-
3
2
】
・

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

よ
り

障
が

い
者

ス
ポ

ー
ツ

と
し

て
ボ

ッ
チ

ャ
体

験
教

室
を

開
始

し
、

平
成

3
1
（

2
0
1
9
）

年
度

に
は

車
い

す
バ

ス
ケ

、
パ

ラ
バ

ド
ミ

ン
ト

ン
、

ブ
ラ

イ
ン

ド
サ

ッ
カ

ー
等

種
目

を
増

や
し

体
験

教
室

を
開

催
し

た
。

コ
ロ

ナ
禍

で
対

面
の

体
験

教
室

等
の

開
催

が
難

し
く

な
っ

た
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

か
ら

は
、

体
験

教
室

に
替

え
て

障
が

い
者

ス
ポ

ー
ツ

関
連

動
画

（
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

東
京

大
会

に
向

け
て

パ
ラ

ア
ス

リ
ー

ト
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

お
う

ち
体

操
動

画
）

の
作

成
・

配
信

を
行

い
、

障
が

い
者

ス
ポ

ー
ツ

の
普

及
と

と
も

に
東

京
2
0
2
0
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

競
技

大
会

の
機

運
を

醸
成

す
る

一
端

を
担

う
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
行

動
制

限
の

緩
和

を
受

け
て

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年

度
後

半
よ

り
、

感
染

防
止

策
を

講
じ

人
数

制
限

を
行

い
な

が
ら

対
面

の
体

験
教

室
を

再
開

し
、

引
き

続
き

障
が

い
者

ス
ポ

ー
ツ

の
普

及
振

興
に

貢
献

し
た

。
 

・
学

際
的

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
つ

い
て

は
、

東
京

2
0
2
0
大

会
の

成
功

に
向

け
、

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

に
３

件
創

設
し

た
。
（

図
表

1
-
3
2
）

 

・
大

会
を

契
機

と
し

た
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

対
す

る
学

生
の

意
識

醸
成

と
維

持
に

向
け

て
、

近
隣

地
域

や
自

治
体

と
連

携

し
、

サ
ウ

ン
ド

テ
ー

ブ
ル

テ
ニ

ス
や

ゴ
ー

ル
ボ

ー
ル

の
体

験
教

室
の

実
施

な
ど

様
々

な
活

動
機

会
の

提
供

を
行
い

、

卒
業

後
も

社
会

課
題

の
解

決
に

向
け

て
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
発

揮
で

き
る

よ
う

な
学

生
の

育
成

に
取

り
組

む
等

、
大

会
の

レ
ガ

シ
ー

の
継

承
に

貢
献

し
た

。
 

 【図
表

1-
32

】＜
東

京
20

20
大

会
の

成
功

とレ
ガ

シ
ー

の
継

承
に

資
す

る
学

際
的

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

クト
一

覧
（平

成
29

（2
01

7）
年

度
実

施
）＞

No
プ

ロジ
ェク

ト名
代

表
者

（所
属

）
プ

ロジ
ェク

ト概
要

1
大

都
市

に
お

け
る不

定
点

観
察

及
び

Io
Tを

使
った

サ
ー

ビ
ス

の
見

え
る化

プ
ロジ

ェク
ト研

究

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イン
研

究
科

下
村

 芳
樹

　教
授

ウェ
ア

ラブ
ル

デ
バ

イス
を利

用
して

ボ
ラン

テ
ィア

の
感

情
・体

調
を管

理
し

サ
ー

ビ
ス

全
体

の
最

適
化

へ

2
ネ

クス
トア

ー
バ

ン
モ

ビ
リテ

ィ（
NU

M)
研

究
プ

ロジ
ェク

ト
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イン

研
究

科

難
波

 治
 准

教
授

自
立

２輪
モ

ビ
リテ

ィと
車

椅
子

の
融

合
。室

内
外

の
接

続
自

動
化

、段
差

対
応

な
ど

3
み

ん
な

で
作

る東
京

五
輪

次
世

代
デ

ジ
タル

ア
ー

カ
イブ

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イン
研

究
科

渡
邉

 英
徳

 准
教

授
都

立
高

校
生

と連
携

した
コン

テ
ン

ツ拡
充

と3
60

度
VR

映
像

の
組

み
合

わ
せ

 
  【

1
-
3
3
】

東
京

都
や

区
市

町
村

等
の

職
員

等
を

対
象

と
し

た
都

市
政

策
研

修
を

は
じ

め
と

し
、

各
種

研
修

や
講

義
を

継
続

的
に

実

施
す

る
こ

と
な

ど
に

よ
り

、
都

や
区

市
町

村
等

に
お

け
る

人
材

育
成

に
貢

献
し

た
。

ま
た

、
都

市
環

境
学

部
都

市
政

策

科
学

科
で

は
、

公
的

部
門

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
型

／
課

題
別

総
合

研
究

、
都

市
政

策
科

学
セ

ミ
ナ

ー

等
の

課
題

解
決

能
力

や
政

策
形

成
能

力
の

育
成

に
資

す
る

授
業

か
ら

な
る

、
特

徴
的

な
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
と

充

実
・

強
化

を
通

じ
、

公
共

政
策

部
門

で
活

躍
す

る
人

材
を

育
成

し
社

会
に

輩
出

し
た

。
 

  【
1
-
3
4
】

金
融

経
済

情
勢

の
変

化
や

金
融

業
界

の
ニ

ー
ズ

へ
の

対
応

と
し

て
、

金
融

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

分
野

の
拡

充
等

の
カ

リ

キ
ュ

ラ
ム

変
更

や
開

講
時

間
の

夜
間

へ
の

変
更

等
、

不
断

の
改

革
を

実
施

し
、

高
度

な
実

践
的

課
題

を
解

決
す

る
た

め

の
フ

ァ
イ

ナ
ン

ス
・

金
融

工
学

に
特

化
し

た
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
し

た
。

多
く

の
学

生
に

学
会

で
研

究
成

果
を

発

表
さ

せ
る

等
グ

ロ
ー

バ
ル

な
金

融
市

場
で

活
躍

で
き

る
「

高
度

金
融

専
門

人
材

」
を

育
成

・
輩

出
し

、
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム

や
セ

ミ
ナ

ー
等

の
公

開
イ

ベ
ン

ト
を

頻
繁

に
開

催
す

る
こ

と
で

、
金

融
機

関
で

専
門

的
業

務
を

担
う

金
融

実
務

家
と

研

究
者

の
交

流
の

場
を

形
成

し
た

。
 

 【
1
-
3
5
】

都
市

外
交

人
材

育
成

基
金

及
び

後
継

の
東

京
グ

ロ
ー

バ
ル

パ
ー

ト
ナ

ー
奨

学
金

プ
ロ

グ
ラ

ム
年

次
総

会
を

円
滑

に
開

催

す
る

こ
と

な
ど

に
よ

り
、

基
金

の
目

的
（

将
来

の
東

京
と

海
外

諸
都

市
の

架
け

橋
と

な
る

高
度

知
日

派
人

材
の

育
成

）

を
留

学
生

に
認

識
し

て
も

ら
う

と
と

も
に

、
高

度
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
強

化
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
５

件
採

択
し

、
国

際
共

同

研
究

を
実

施
す

る
な

ど
、

修
了

生
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
強

化
を

推
進

し
た

。
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 ◇
試
験
研
究
機
関
等
と
の
連
携
 

【
1
-
3
6
】

⑥
都

の
各

局
及

び
東

京
都

立
産

業
技

術
研

究
セ

ン
タ

ー
、

東
京

都

医
学

総
合

研
究

所
、

東
京

都
健

康
長

寿
医

療
セ

ン
タ

ー
等

と
の

連
携

・
協

働
を

強
化

し
、

共
同

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

等
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
共

同
研

究
成

果
発

表
会

、
研

究
シ

ー
ズ

の
開

示
な
ど
、
相
互
交
流
を
推
進
す
る
。
 

 【
1
-
3
6
】

東
京

都
環

境
公

社
と

包
括

連
携

協
定

を
締

結
し

、
共

同
研

究
に

向
け

た
取

組
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
傾

斜
的

研
究

費

の
学

長
裁

量
枠

（
社

会
連

携
支

援
）

等
の

配
分

を
実

施
し

、
東

京
都

及
び

東
京

都
が

設
置

す
る

研
究

機
関

と
の

相
互

交

流
を

推
進

し
た

。
 

  

第
三
期
中
期
目
標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
都
市
外
交
人
材
育
成
基
金
や
帰
国
留
学
生
短
期
研
究
支
援

制
度

等
を

活
用

し
て

、
ア

ジ
ア

諸
国

を
中

心
に

様
々

な
地

域
と

連
携

し
、

東
京

都
と

諸
外

国
諸

都
市

と
の

相
互

理
解

・
友

好
親

善
関

係
の

推
進

に
寄

与
す

る
人

材
育
成
に
貢
献
し
て
い
る
。
 

・
第
三
期
中
期
計
画
期
間
に
入
っ
て
か
ら
、
組
織
体
制
の
強

化
を

は
じ

め
、

様
々

な
取

組
を

推
進

し
た

結
果

、
都

連
携

事
業

件
数

が
大

幅
に

増
加

し
て

い
る

。
 

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
は
じ
め
、
都
政
に

お
け

る
重

要
課

題
に

つ
い

て
、

都
立

大
と

し
て

、
そ

の
解

決
に

つ
な

が
る

教
育

研
究

等
で

の
貢

献
や

情
報

発
信

を
強

化
し

て
い

く
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
 

・
大
都
市
課
題
解
決
に
資
す
る
学
際
的
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

1
0
件

以
上

を
創

設
す

る
目

標
に

つ
い

て
、

達
成

に
向

け
た

進
捗

状
況

が
不

十
分

で
あ

る
。

東
京

都
と

連
携

し
た

共
同

研
究

や
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

、
研

究
の

活
性

化
と
都
政
へ
の
貢
献
力
増
進
が
相
乗
効
果
を
生
み
、
都
立

大
の

存
在

価
値

を
一

層
増

す
取

組
で

あ
る

た
め

、
今

後
の

更
な

る
取

組
強

化
を

望
む

。
 

 

年
度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
1
-
3
1
】
大
都
市
課
題
解
決
に
資
す
る
学
際
的
大
型
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
【

２
件

】
創

設
し

た
。

 

【
1
-
3
2
】

障
が

い
者

ス
ポ

ー
ツ

に
関

す
る

イ
ベ

ン
ト

２
件

を
新

規
開

催
し

、
多

数
の

動
員

を
実

現
し

、
障

ス
ポ

の
理
解
促
進
と
裾
野
拡
大
に
貢
献
し
た

。
 

【
1
-
3
2
】
前
期
末
試
験
の
東
京

2
0
2
0
大
会
開
催
前
日
ま

で
の

終
了

の
方

針
を

決
定

し
、

学
生

が
東

京
2
0
2
0

大
会
に
参
加
し
や
す
い
仕
組
み
に
し
た
。
 

【
1
-
3
2
】
全
学

共
通
科
目
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
リ
ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

」
の

開
講

準
備

を
行

っ
た

。
 

【
1
-
3
2
】
学
際

的
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
【
３
件
】
創

設
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

体
育

施
設

を
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

の
た

め
に

改
修

し
、

障
害

者
団

体
へ

の
貸

出
等

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
学

生
が

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
を

理
解

し
、

積
極

的
に

支
援

す
る

意
識

を
持

つ
こ

と
に

な

っ
た

点
を

評
価

す
る

。
 

・
学

生
が

東
京

2
0
2
0
大
会

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

に
参

加
し

や
す

く
な

る
よ

う
、

2
0
2
0
年

の
前

期
末

試
験

を

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

開
催

前
日

ま
で

に
終

了
さ

せ
る

方
針

を
決

定
し

た
取

組
を

評
価

す
る

。
 

3
0  

【
1
-
3
1
】
高
度
研
究
に
１
件
採
択
さ
れ
た
。
 

【
1
-
3
3
】
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
着
実
に
実
施
し
た
。
 

【
1
-
3
5
】
新
た
に
国
際
共
同
研
究
を
１
件
採
択
し
、
国
際

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

強
化

を
推

進
し

た
。

 

【
1
-
3
6
】

東
京

都
健

康
長

寿
医

療
セ

ン
タ

ー
及

び
東

京
都

病
院

経
営

本
部

と
包

括
協

定
締

結
手

続
き

を
行

っ
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
東

京
都

と
の

連
携

事
業

に
係

る
運

営
費

交
付

金
及

び
外

部
資

金
収

入
が

減
少

し
て

い
る

中
、

東
京

都
と

の
連

携
事

業
数

は
増

大
し

て
お

り
、

都
政

に
貢

献
し

て
い

る
。

 

・
学

内
施

設
で

あ
る

体
育

館
等

を
有

効
に

利
用

し
、

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
の

理
解

促
進

・
裾

野
拡

大
に

向
け

た
取

組
を

実
施

し
て

い
る

。
 

・
東

京
都

と
の

連
携

事
業

を
推

進
し

、
大

学
の

知
見

を
都

政
に

還
元

す
る

に
は

、
適

正
な

規
模

の
事

業
経

費
を

獲
得

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
今

後
の

発
展

に
期

待
し

た
い

。
 

・
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

を
よ

り
多

く
の

人
が

楽
し

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

自
治

体
と

連
携

し
た

事
業

の
充

実
な

ど
、

更
な

る
取

組
が

期
待

さ
れ

る
。

 

元  

【
1
-
3
1
】
高
度
研
究
に
２
件
採
択
さ
れ
た
。
 

【
1
-
3
2
】
「

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

ス
ポ
ー

ツ
体
験

教
室
」

等
、
障

が
い
者

ス
ポ
ー

ツ
に
関

す
る
イ

ベ
ン
ト

を
新

規

で
７
件
開
催
し
た
。
 

【
1
-
3
2
】

全
学

共
通

科
目

「
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
」

に
お

け
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
よ

り
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

が
提

供
す

る
「

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
へ

の
登

録
・

参
加
に
繋
が
っ
た
。
 

【
1
-
3
5
】
新
た

に
国
際
共
同
研
究
を
１
件
採
択
し
た
。
 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
施

策
提

案
発

表
会

の
開

催
、

都
職

員
向

け
の

研
究

シ
ー

ズ
集

の
試

行
版

作
成

等
、

様
々

な
取

組
を

推
進

し
、

連
携

事
業

件
数

は
平

成
3
0
年

度
の

1
0
1
件

か
ら

令
和

元
年

度
の

1
7
1
件

へ
と

大
幅

に
増

加
し

た
。

ま
た

、
東

京
都

下
水

道
局

と
共

同
研

究
等

を
推

進
す

る
た

め
の

包
括

連
携

協
定

を
締

結
し

た
。

 

・
都

民
に

対
す

る
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

の
理

解
促

進
に

向
け

て
、

体
験

型
の

イ
ベ

ン
ト

を
積

極
的

に
開

催
す

る
と

と
も

に
、

体
験

教
室

ご
と

に
主

な
対

象
者

層
を

設
定

す
る

な
ど

工
夫

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
多

数

の
参

加
者

を
得

た
。
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・・
東

京
都

の
管

理
職

候
補

者
研

修
の

受
託

は
都

立
の

大
学

と
し

て
重

要
な

役
割

の
一

つ
で

あ
る

。
経

済
経

営
学

部
だ

け
で

は
な

く
、

他
学

部
の

教
員

も
研

修
講

師
と

し
て

都
職

員
の

人
材

育
成

に
関

わ
る

こ
と

が

望
ま

れ
る

。
 

２ 

【
1
-
3
1
】
高
度
研
究
に
２
件
採
択
さ
れ
た
。
 

【
1
-
3
2
】

パ
ラ

ア
ス

リ
ー

ト
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
動

画
の

配
信

等
に

よ
り

、
障

が
い

者
ス

ポ
ー

ツ
に

関
す

る
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。
 

【
1
-
3
2
】

ス
ポ

ー
ツ

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

お
い

て
、

オ
ン

ラ
イ

ン
と

対
面

の
併

用
に

よ
る

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。
 

【
1
-
3
2
】
研
究
成
果
の
発
信
、
還
元
の
た
め
、
国
連
ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

イ
ン

パ
ク

ト
に

加
盟

し
た

。
 

【
1
-
3
3
】
新
科
目
「
課
題
別
総
合
研
究
」
を
開
講
し
た
。

 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
パ

ラ
ア

ス
リ

ー
ト

へ
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

動
画

の
ウ

ェ
ブ

配
信

に
よ

り
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

の
理

解
促

進
と

裾
野

拡
大

に
貢

献
す

る
と

と
も

に
、

ス
ポ

ー
ツ

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

プ
ロ

グ
ラ

ム
参

加
学

生
に

よ
る

オ
ン

ラ

イ
ン

ス
ポ

ー
ツ

の
開

発
や

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

形
式

の
ス

ポ
ー

ツ
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

を
通

じ
、

教
育

、
社

会

課
題

解
決

、
社

会
貢

献
等

に
お

い
て

多
様

な
価

値
を

創
造

し
た

。
 

・
東

京
都

の
関

連
研

究
機

関
と

の
連

携
強

化
を

推
進

し
、

６
件

の
共

同
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

創
生

さ
れ

た
。

 

・
都

市
外

交
人

材
育

成
基

金
及

び
ア

ジ
ア

人
材

育
成

基
金

で
受

け
入

れ
た

留
学

生
（

在
学

生
・

修
了

生
）

と
都

立
大

及
び

東
京

都
と

の
つ

な
が

り
が

更
に

強
ま

る
よ

う
、

よ
り

一
層

の
取

組
を

期
待

す
る

。
  

３ 

【
1
-
3
1
】
東
京
都
医
学
総
合
研
究
所
と
、
感
染
症
対
策
に

資
す

る
共

同
研

究
に

つ
い

て
調

整
し

た
。

 

【
1
-
3
1
】
東
京
都
政
策
企
画
局
と
国
際
金
融
に
関
す
る
共

同
研

究
を

２
件

開
始

し
た

。
 

【
1
-
3
1
】
東
京
都
環
境
公
社
と
包
括
協
定
を
締
結
し
、
共

同
研

究
に

向
け

た
意

見
交

換
を

実
施

し
た

。
 

【
1
-
3
1
】
高
度
研
究
に
２
件
採
択
さ
れ
た
。
 

【
1
-
3
4
】

高
度

金
融

専
門

人
材

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

お
い

て
、

幅
広

く
学

習
で

き
る

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
効

率
的

な
配

置
や

、
社

会
情

勢
の

変
化

や
金

融
機

関
の

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
改

定
に

よ
り

質
の

高
い

教
育

が
提

供
で

き
た

こ
と

で
、

複
数

の
在

学
生

や
修

了
生

が
修

士
論

文
の

成
果
を
国
内
の
主
要
な
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
関
連
学

会
で

発
表

し
た

。
 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
T
M
U
サ

ス
テ

ナ
ブ

ル
研

究
推

進
機

構
の

取
組

の
一

環
と

し
て

、
東

京
都

と
国

際
金

融
に

関
す

る
共

同
研

究

を
２

件
開

始
す

る
な

ど
、

都
政

課
題

の
解

決
に

貢
献

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
組

成
に

取
り

組
ん

だ
。

 

・
東

京
2
0
2
0
大

会
後

も
、

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
に

関
す

る
動

画
を

配
信

す
る

と
と

も
に

、
学

生
向

け
に

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

の
体

験
や

大
会

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
参

加
し

た
講

師
や

学
生

に
よ

る
オ

ン
ラ

イ
ン

イ
ベ

ン

ト
を

開
催

す
る

な
ど

、
大

会
後

の
レ

ガ
シ

ー
と

し
て

、
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

の
理

解
促

進
に

貢
献

し
た

。
 

・
コ

ロ
ナ

禍
の

影
響

が
あ

る
と

は
思

わ
れ

る
が

学
際

的
大

型
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

組
成

で
き

て
い

な
い

。
施

策
提

案
発

表
会

等
、

都
政

ニ
ー

ズ
と

研
究

シ
ー

ズ
を

結
び

付
け

る
取

組
を

期
待

す
る

。
 

・
高

度
金

融
専

門
人

材
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

は
、

一
定

の
成

果
が

出
て

い
る

も
の

の
、

国
際

金
融

都
市

構
想

を
実

現
す

る
た

め
の

施
策

の
検

討
や

、
大

学
院

生
の

研
究

水
準

の
維

持
向

上
を

期
待

す
る

。
 

４  

【
1
-
3
1
】

東
京

都
医

学
総

合
研

究
所

と
感

染
症

対
策

に
資

す
る

学
際

的
大

型
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

【
１

件
】

開
始
し
た
。
ま
た
、
東
京
都
と
の
共
同
研
究
を

４
件

開
始

し
た

。
 

【
1
-
3
5
】
高
度
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
１

件
採

択
し

た
。

 

【
1
-
3
6
】

都
の

関
連

研
究

機
関

と
の

共
同

研
究

の
推

進
に

向
け

て
、

傾
斜

的
研

究
費

の
学

長
裁

量
枠

に
お

い
て
２
件
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
採
択
し

た
。

 

―
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 中
期

計
画

番
号

 

1
-
3
1
 

３
 

社
会

と
の

連
携

や
社

会
貢

献
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

１
）

都
政

と
の

連
携

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
◇

施
策

提
案

 

①
都

民
生

活
の

質
的

向
上

を
図

る
た

め
、

子
供

の
貧

困
や

火
山

災
害

対
策

等
の

課
題

解
決

に
向

け
て

、
都

民
・

都
政

の
ニ

ー
ズ

を
的

確
に

反
映

し
た

解
決

策
等

の
提

言
・

提
案

を
こ

れ

ま
で

以
上

に
行

え
る

よ
う

、
都

立
の

大
学

と
し

て
全

学
的

な
都

連
携

推
進

機
能

を
一

層
強

化
し

、
首

都
東

京
の

シ
ン

ク
タ

ン
ク

と
し

て
の

役
割

も
果

た
す

。
ま

た
、

大
都

市
課

題
解

決
に

資
す

る
学

際
的

大
型

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
【

1
0
件

以
上

】
創

設
す

る
。

加
え

て
、

都
が

設
置

す
る

東
京

都
都

市
外

交
人

材
育

成
基

金
（

以
下

「
都

市
外

交
人

材
育

成
基

金
」

と
い

う
。
）

を
活

用
し

、
海

外
諸

都
市

か
ら

の
留

学
生

を
受

け
入

れ
て

実
施

す
る

「
高

度
研

究
」

等
を

推
進

し
、

都
と

海
外

諸
都

市
に

共
通

す
る

都
市

課
題

の
解

決
に

向
け

て
、

そ
の

研
究

成
果

を
広

く
還

元
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
都

の
大

都
市

課
題

解
決

に

資
す

る
た

め
、

産
学

公
連

携
セ

ン
タ

ー
を

中
心

に
、

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

も
、

社
会

情
勢

を
的

確
に

反
映

し
た

施
策

を
都

に
提

言
・

提
案

す
る

。
ま

た
、

既
存

都
連

携
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

継
続

実
施

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、

行
政

ニ
ー

ズ
と

研
究

シ
ー

ズ
の

マ
ッ

チ
ン

グ
機

能
を

強
化

し
、

新
た

な
学

際
的

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
組

成
を

行

う
。

 

                       

（
１

）
都

連
携

事
業

の
推

進
及

び
学

際
的

大
型

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
創

設
・

実
施

 

①
社

会
情

勢
を

的
確

に
反

映
し

た
施

策
の

都
へ

の
提

言
・

提
案

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

、
オ

ン
ラ

イ
ン

会
議

を
活

用
し

て
東

京
都

各
局

等
へ

の
個

別
ヒ

ア
リ

ン
グ

、
こ

れ
ま

で
の

連
携

事
例

や
教

員
の

研
究

活
動

な
ど

の
周

知
活

動
を

随
時

実
施

し
た

。
ま

た
、

行
政

ニ
ー

ズ
を

的
確

に
把

握
す

る
た

め
に

各
局

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
形

式
の

ニ
ー

ズ
調

査
を

実
施

す
る

な
ど

、
都

連
携

案
件

の
組

成
に

向
け

た

取
組

を
推

進
し

た
。

 

・
都

と
法

人
の

マ
ッ

チ
ン

グ
に

向
け

た
新

た
な

取
組

と
し

て
、

ニ
ー

ズ
調

査
の

結
果

を
参

考
に

、
都

へ
提

案
す

る
調

査
研

究
に

つ
い

て
教

員
に

公
募

し
、

都
に

提
案

を
行

っ
た

（
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

提
案

：
４

件
（

主
税

局
１

件
、

水
道

局
３

件
）
）
。

 

・
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

以
降

に
開

始
す

る
研

究
に

つ
い

て
も

、
都

の
ニ

ー
ズ

に
基

づ
き

、
連

携
に

向
け

た
具

体
的

な
調

整
を

開
始

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
東

京
都

の
生

産
性

向
上

に
向

け
た

研
究

や
、

隅
田

川
の

沿
岸

整
備

に
よ

る
訪

問
者

や
周

辺
居

住
者

へ
の

効
果

に
関

す
る

定
量

的
分

析
な

ど
、

新
た

な
都

と
の

共
同

研
究

を
組

成
し

た
。

 

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

に
新

規
に

開
始

し
た

都
と

の
共

同
研

究
：

４
件

 

 
 

 
-
 
総

務
局

 
 

：
１

件
 

 
 

 
-
 
産

業
労

働
局

：
１

件
 

 
 

 
-
 
福

祉
保

健
局

：
１

件
 

 
 

 
-
 
建

設
局

 
 

：
１

件
 

 

②
既

存
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

継
続

実
施

支
援

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
３

（
2
0
21

）
年

度
に

開
始

し
た

国
際

金
融

分
野

の
２

件
の

東
京

都
と

の
共

同
研

究
に

つ
い

て
、

共
同

研
究

の
相

手
方

と
進

捗
状

況
を

随
時

情
報

共
有

す
る

と
と

も

に
、

研
究

が
円

滑
に

進
む

よ
う

、
予

算
執

行
事

務
に

つ
い

て
学

内
外

と
の

調
整

を
実

施
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
協

定
に

基
づ

き
、

引
き

続
き

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

中
も

共
同

研
究

を
実

施
し

、
研

究
成

果
を

東
京

都
に

対
し

て
報

告
し

た
。

 

 

③
学

際
的

大
型

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
組

成
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
法

人
リ

ソ
ー

ス
を

効
果

的
に

伝
え

る
ツ

ー
ル

と
し

て
、

こ
れ

ま
で

の
自

治
体

と
の

連
携

事
例

を
紹

介
す

る
「

連
携

事
業

ガ
イ

ド
」

を
作

成
し

た
ほ

か
、

新
た

に
東

京

都
、

東
京

都
関

連
団

体
及

び
区

市
町

村
に

対
し

て
、

自
治

体
と

法
人

の
連

携
内

容
を

紹
介

す
る

メ
ー

ル
マ

ガ
ジ

ン
を

発
行

し
た

。
さ

ら
に

、
新

た
に

２
大

学
１

高
専

の

教
員

の
研

究
内

容
、

自
治

体
と

の
連

携
実

績
な

ど
を

紹
介

す
る

動
画

を
作

成
し

、
東

京
都

を
は

じ
め

と
し

た
様

々
な

団
体

に
対

し
て

紹
介

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

の
発

行
や

教
員

紹
介

動
画

の
作

成
な

ど
、

法
人

リ
ソ

ー
ス

の
広

報
機

能
を

強
化

し
た

こ
と

に
よ

り
、

こ
れ

ま
で

連
携

実
績

の
な

い
局

か
ら

連
携

に
関

す
る

問
合

せ
が

あ
る

な
ど

、
取

組
の

効
果

を
確

認
で

き
た

。
 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

よ
り

調
整

し
て

き
た

将
来

の
感

染
症

対
策

に
資

す
る

研
究

に
つ

い
て

、
東

京
都

医
学

総
合

研
究

所
と

の
共

同
研

究
を

開
始

し
た

。
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・
効

率
的

に
水

素
を

つ
か

う
・

つ
く

る
・

た
め

る
た

め
の

研
究

に
つ

い
て

、
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

か
ら

の
開

始
に

向
け

、
関

連
す

る
東

京
都

各
局

と
の

意
見

交
換

を
実

施
し

た
。

 

（
図

表
1
-
3
1
-
1
、

図
表

1
-
3
1
-
2
）

 

 【図
表
1-

31
-1

　
学
際
的
大
型
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト一

覧
】

（単
位
：千

円
）

N
o

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト名

代
表
者
（所

属
）

研
究
期
間
（計

画
）

29
年
度
事
業
費

30
年
度
事
業
費

元
年
度
事
業
費

２年
度
事
業
費

３年
度
事
業
費

４年
度
事
業
費

５年
度
事
業
費

1
火
山
災
害
対
策
研
究

鈴
木
毅
彦
教
授

（都
市
環
境
学
部
）

平
成
29

年
度

～
令
和
4年

度
41

,4
00

86
,0
00

84
,6
95

60
,8
58

42
,0
56

37
,9
08

-

2
島
し
ょ
エ
リア

の
産
業
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

笠
松
慶
子
教
授

（シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部
）

平
成
30

年
度

～
令
和
2年

度
17

,7
75

17
,7
75

17
,7
75

-
-

-

3
将
来
の
感
染
症
対
策
に
資
す
る
研
究

川
上
浩
良
教
授

（都
市
環
境
学
部
）

令
和
４年

度

～
令
和
９年

度
50

,0
00

50
,0
00

 
 【

図
表

1
-
3
1
-
2
　

東
京

都
と

の
連

携
事

業
の

推
移

】
(
千

円
）

(
件

） （
単

位
：
件

、
千

円
）

項
目

2
9
年
度

3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

連
携
事
業
件
数

9
5

1
0
1

1
7
1

1
4
3

1
7
2

1
8
0

外
部
資
金
収
入

2
1
4
,9
1
3

1
7
1
,4
6
6

1
0
4
,7
2
7

4
7
,4
7
9

7
6
,4
3
2

8
2
,6
0
9

運
営
費
交
付
金

1
0
2
,6
6
0

3
3
,6
0
0

3
9
,8
0
0

6
9
,8
0
0

8
2
,5
0
0

1
7
8
,2
7
9

合
計

3
1
7
,5
7
2

2
0
5
,0
6
6

1
4
4
,5
2
7

1
1
7
,2
7
9

1
5
8
,9
3
2

2
6
0
,8
8
8

※
法

人
全

体
の

実
績

を
記

載
し

て
い

る
。

※
外

部
資

金
収

入
は

、
都

の
事

業
実

施
年

度
に

応
じ

た
計

上
と

し
て

い
る

た
め

、
各

年
度

の
収

入
決

算
額

と
一

致
し

な
い

。

※
本

表
の

数
値

は
単

位
未

満
を

四
捨

五
入

し
て

い
る

た
め

、
合

計
が

内
訳

の
計

と
一

致
し

な
い

場
合

が
あ

る
。21

4,
91

3
17

1,
46

6

10
4,

72
7

47
,4

79
76

,4
32

82
,6

09

10
2,

66
0

33
,6

00

39
,8

00

69
,8

00
82

,5
00

17
8,

27
9

95
10

1

17
1

14
3

17
2

18
0

02040608010
0

12
0

14
0

16
0

18
0

20
0

0

50
,0

00

10
0,

00
0

15
0,

00
0

20
0,

00
0

25
0,

00
0

30
0,

00
0

35
0,

00
0

29
年

度
30

年
度

元
年

度
２
年

度
３
年

度
４
年

度

運
営

費
交

付
金

外
部

資
金

収
入

連
携

事
業

件
数
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 （
２

）
【

新
規

】
T
M
U

サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

研
究

推
進

機
構

の
取

組
の

一
環

と
し

て
、

総
合

大
学

な
ら

で
は

の
創

発
的

な
発

想
に

よ
り

、
持

続
可

能
な

未
来

社
会

を
切

り
拓

く
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
独

創
的

・
先

駆
的

な
優

れ
た

研
究

を
推

進
す

る
。

 

    （
３

）
【

継
続

】
「

高
度

研
究

」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

つ
い

て
、

継
続

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
支

援
強

化
を

図
る

。
 

（
２

）
持

続
可

能
な

未
来

社
会

を
切

り
拓

く
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
独

創
的

・
先

駆
的

な
優

れ
た

研
究

の
推

進
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
東

京
都

立
大

学
創

発
未

来
社

会
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
い

て
、

令
和

３
（

20
2
1
）

年
度

に
新

規
採

択
し

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

か
ら

開
始

と
な

っ
た

８
件

（
重

点

研
究

：
３

件
、

基
盤

研
究

：
５

件
）

の
研

究
課

題
に

対
し

、
研

究
課

題
の

遂
行

に
必

要
な

経
費

を
支

援
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
４

（
2
0
22

）
年

度
に

開
始

し
た

研
究

課
題

に
お

い
て

、
継

続
し

て
必

要
経

費
を

支
援

す
る

こ
と

で
持

続
可

能
な

未
来

社
会

を
切

り
拓

く
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
独

創

的
・

先
駆

的
な

優
れ

た
研

究
を

推
進

し
た

。
 

 
※

東
京

都
立

大
学

創
発

未
来

社
会

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

：
T
M
U

サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

研
究

推
進

機
構

の
取

組
の

一
環

と
し

て
、

多
様

な
研

究
分

野
を

有
す

る
総

合
大

学
な

ら
で

は
の

創
発

的
な

発
想

に
よ

り
、

グ
ロ

ー
バ

ル
社

会
に

お
け

る
共

通
の

課
題

で
あ

る
持

続
可

能
な

未
来

社
会

を
切

り
拓

く
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
独

創
的

・
先

駆
的

な
優

れ
た

研
究

を

重
点

的
に

支
援

す
る

こ
と

で
、

都
立

大
の

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

な
基

盤
を

生
か

し
て

、
大

都
市

課
題

の
解

決
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

研
究

支
援

制
度

 

 （
３

）
「

高
度

研
究

」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

支
援

強
化

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
継

続
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

係
る

東
京

都
の

外
部

評
価

委
員

会
へ

の
報

告
資

料
の

準
備

や
提

出
に

係
る

東
京

都
及

び
申

請
者

と
の

連
絡

調
整

を
は

か
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
対

象
と

な
る

高
度

研
究

に
つ

い
て

、
外

部
評

価
委

員
会

を
東

京
都

と
連

携
し

て
円

滑
に

実
施

し
た

。
（

図
表

1
-
3
1
-
3
、

図
表

1
-
3
1
-
4
）

 

・
外

部
評

価
委

員
の

研
究

に
関

す
る

意
見

等
を

各
研

究
者

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

し
、

令
和

５
（

20
2
3
）

年
度

以
降

の
外

部
評

価
委

員
会

に
向

け
た

準
備

を
す

る
よ

う
促

し

た
。

 

 【
図

表
1
-
3
1
-
3
　
高

度
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
件

数
】

（
件

数
）

新
規

採
択

数
（
応

募
数

）
（
次

年
度

分
）

1
(1
2
)

2
(9
)

2
(8
)

2
(5
)

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
数

（
継

続
分

含
む

）

※
都

市
外

交
人

材
育

成
基

金
を
活

用
し
た
高

度
研

究
の
募

集
は

平
成

2
8
年

度
分

（
平

成
2
7
年

度
応

募
）
か
ら
。

※
継

続
数

に
は

ア
ジ
ア
人

材
育

成
基

金
を
活

用
し
た
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
含

む
。

3
4

6
6

7
7

５
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３
年

度
４
年

度
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【図
表

1-
31

-4
　
高

度
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
一

覧
】

N
o

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

代
表

者
所

属
研

究
期

間

1
層

状
構

造
を
持

つ
新

し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

関
連

材
料

の
創

出
水

口
　
佳

一
理

学
研

究
科

物
理

学
専

攻

令
和

元
年

度

～
令

和
５
年

度

2
環

境
低

負
荷

型
の
新

し
い
バ

イ
オ
ベ

ー
ス
高

分
子

機
能

材
料

の
開

発
野

村
　
琴

広
理

学
研

究
科

化
学

専
攻

3
運

動
器

の
機

能
を
回

復
す

る
再

生
複

合
組

織
生

成
技

術
の
確

立

―
ナ

ノ
工

学
と
メ
カ
ノ
バ

イ
オ
ロ
ジ
ー

の
融

合
に
よ
る
組

織
再

生
医

療
の
新

展
開

―
藤

江
　
裕

道
シ
ス
テ
ム
デ

ザ
イ
ン
研

究
科

機
械

シ
ス
テ
ム
工

学
域

4
ゲ
ノ
ム
編

集
細

胞
を
用

い
た
化

学
物

質
の
細

胞
効

果
・
薬

理
作

用
の
包

括
的

理
解

廣
田

　
耕

志
理

学
研

究
科

化
学

専
攻

5
革

新
的

触
媒

を
基

盤
と
す

る
二

酸
化

炭
素

の
高

度
リ
サ
イ
ク
ル
・
資

源
化

技
術

宍
戸

　
哲

也
都

市
環

境
科

学
研

究
科

環
境

応
用

化
学

域

6
細

胞
間

情
報

伝
達

小
胞

エ
ク
ソ
ソ
ー

ム
の
作

用
機

序
の
解

明
と
医

療
応

用
川

上
　
浩

良
都

市
環

境
科

学
研

究
科

環
境

応
用

化
学

域

7
大

都
市

流
域

圏
で
発

生
す

る
浮

遊
ご
み

等
の
環

境
汚

染
防

止
策

に
関

す
る
研

究
横

山
　
勝

英
都

市
環

境
科

学
研

究
科

都
市

基
盤

環
境

学
域

令
和

２
年

度

～
令

和
６
年

度

令
和

３
年

度

～
令

和
６
年

度

令
和

４
年

度

～
令

和
６
年

度
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 中
期

計
画

番
号

 

1
-
3
2

 
②

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
競

技
や

障
が

い
者

ス
ポ

ー
ツ

の
体

験
を

交
え

た
講

習
会

を
実

施
す

る
な

ど
、

障
が

い
者

ス
ポ

ー
ツ

の
普

及
振

興
を

図
る

と
と

も
に

、
学

内
外

に
向

け
た

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

に
関

す
る

教
育

活
動

を
通

じ
て

、
東

京
2
0
2
0
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
競

技
大

会
の

成
功

に
向

け
た

機
運

を
醸

成
す

る
。

ま
た

、
学

際
的

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
【

５
件

以
上

】
創

設
し

、
そ

の
研

究
成

果
を

都
政

や
社

会
に

還
元

す
る

こ
と

で
、

大
会

の
成

功
と

レ
ガ

シ
ー

の
継

承
に

貢
献

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

東
京

2
0
2
0

大
会

後
の

取
組

と
し

て
、

培
っ

て
き

た
研

究
成

果
や

障
が

い
者

ス
ポ

ー
ツ

に
対

す
る

支
援

実
績

を
活

か
し

、
障

が
い

者
ス

ポ
ー

ツ
関

連
団

体
へ

の
貸

出
等

に
よ

る
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

体
育

施
設

の
活

用
や

都
民

向
け

講
習

会
、

オ
ン

ラ
イ

ン
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

等
に

よ
り

、
こ

れ
ま

で
以

上
に

障
が

い
者

ス
ポ

ー
ツ

の
理

解
促

進
と

裾
野

拡
大

を
図

る
と

と
も

に
障

が
い

者
ス

ポ
ー

ツ
を

定
着

さ
せ

る
活

動
を

通
し

、
全

て
の

都
民

が
い

き
い

き
と

生
活

、
活

躍
で

き
る

都
市

の
実

現
に

貢
献

し
て

い
く

。
 

       （
２

）
【

継
続

】
社

会
情

勢
も

踏
ま

え
た

ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
に

お
け

る
知

識
や

技
術

の
蓄

積
、

継
承

、
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
発

揮
で

き
る

学
生

を
育

成

し
、

実
践

的
な

活
動

と
学

習
を

連
動

さ
せ

た
、

安
全

で
魅

力
の

あ
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

提
供

す
る

。
（

1
-
1
0

再

掲
）

 

 （
３

）
【

継
続

】
東

京
2
0
2
0
大

会
を

契
機

と

し
た

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
文

化
を

維
持

し
、

地
域

、
自

治
体

、
大

学
等

と
連

携
し

た
活

動
を

よ
り

活
発

に
行

い
、

コ
ロ

ナ
禍

以
前

と
同

様
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

が
で

き
る

よ
う

機
会

提
供

を
実

施
し

て
い

く
。
（

1
-
1
0
再

掲
）

 

（
１

）
障

が
い

者
ス

ポ
ー

ツ
の

理
解

促
進

及
び

裾
野

拡
大

に
向

け
た

取
組

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
行

動
制

限
の

緩
和

を
受

け
８

月
よ

り
対

面
に

よ
る

障
が

い
者

ス
ポ

ー
ツ
に

関
す

る
講

習
会

等
を

再
開

し
た

。
コ

ロ
ナ

禍
の

た
め

参
加

人
数

に
上

限
を

設
け

接
触

の
少

な
い

ス
ポ

ー
ツ

の
体

験
教

室
を

実
施

し
た

。
（

図
表

1
-
3
2
-
1
）

 

・
対

面
の

体
験

教
室

に
替

え
て

、
障

が
い

者
ス

ポ
ー

ツ
に

関
す

る
動

画
（

４
本

）
の

作
成

・
配

信
を

行
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
参

加
者

か
ら

体
験

教
室

再
開

に
対

す
る

好
意

的
な

反
響

を
得

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
体

験
教

室
に

加
え

て
動

画
を

配
信

す
る

こ
と

で
、

障
が

い
者

ス
ポ

ー
ツ

の
理

解
促

進
及

び
裾

野
拡

大
の

一
助

と
な

っ
た

。
 

 【
図
表
1
-
3
2
-
1
　
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
主
催
イ
ベ
ン
ト
】

イ
ベ
ン
ト
名
称

開
催
日
等

参
加
者
数

備
考

ボ
ッ
チ
ャ
ボ
ー
ル
づ
く
り
体
験

8
月
7
日
(
日
)
1
4
:
0
0
～
1
6
:
0
0

1
6
名

ボ
ッ
チ
ャ
芸
人
に
よ
る
ボ
ッ
チ
ャ
体
験
会

8
月
2
1
日
(
日
)
1
4
:
0
0
～
1
6
:
0
0

1
6
名

モ
ル
ッ
ク
体
験
会

9
月
1
1
日
(
日
)
1
4
:
0
0
～
1
6
:
0
0

2
7
名

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室

9
月
2
4
日
(
土
)
,
1
0
月
9
日
(
日
)
1
3
:
0
0
～
1
5
:
0
0

合
計
2
3
名

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室

9
月
2
7
日
(
火
)
,
1
0
月
2
5
日
(
火
)
1
3
:
0
0
～
1
5
:
0
0

合
計
8
名

ボ
ッ
チ
ャ
体
験
教
室

1
1
月
1
3
日
,
1
2
月
1
1
日
,
1
月
8
日
,
2
月
2
6
日
,
3
月
2
6
日
(
日
)

1
3
:
0
0
～
1
5
:
0
0

合
計
1
4
9
名

デ
フ
フ
ッ
ト
サ
ル
体
験
会

1
2
月
1
0
日
(
土
)
1
4
:
0
0
～
1
6
:
0
0

4
名

 
 （

２
）

安
全

で
魅

力
あ

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
提

供
【

中
期

計
画

番
号

1
-
1
0
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
地

域
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
2
4
人

、
ス

ポ
ー

ツ
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
2
1
人

が
参

加
し

、
ほ

ぼ
コ

ロ
ナ

禍
前

の
参

加
者

数
ま

で
回

復
す

る
と

と
も

に
、

年
間

を
通

し
た

継
続

的
な

活
動

を
行

う
こ

と
で

、
学

生
が

社
会

に
貢

献
す

る
こ

と
や

社
会

課
題

に
対

す
る

学
び

を
深

め
た

。
 

     （
３

）
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
文

化
の

維
持

と
、

地
域

、
自

治
体

、
大

学
等

が
連

携
し

た
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

活
動

機
会

の
提

供
【

中
期

計
画

番
号

1
-
1
0
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
南

大
沢

や
荒

川
地

域
に

お
い

て
、

新
た

に
４

カ
所

の
学

生
の

体
験

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

受
入

団
体

と
の

つ
な

が
り

を
作

り
、

延
べ

2
2
人

の
学

生
が

参
加

し
た

。
 

・
３

月
５

日
開

催
の

東
京

マ
ラ

ソ
ン

2
0
2
3
に

学
生

3
0
人

が
参

加
し

、
３

万
人

規
模

の
大

イ
ベ

ン
ト

に
お

け
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

の
ノ

ウ
ハ

ウ
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
た

。
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 （
４

）
【

継
続

】
東

京
2
0
2
0
大

会
を

契
機

と

し
て

培
っ

た
パ

ラ
ス

ポ
ー

ツ
の

知
識

や
、

コ
ロ

ナ
禍

な
ど

制
限

が
あ

る
中

で
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

体
験

等
を

共
有

す
る

と
と

も
に

、
地

域
、

自
治

体
、

大
学

等
の

連
携

イ
ベ

ン
ト

等
で

還
元

す
る

。
 

             （
５

）
◆

【
継

続
】

健
康

福
祉

学
部

4
年

生

の
選

択
科

目
と

し
て

「
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

論
」

を
開

講
し

、
広

く
履

修
の

機
会

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、

学
修

の
成

果
を

実
践

す
る

場
も

用
意

し

て
、

学
部

全
体

で
障

が
い

者
ス

ポ
ー

ツ
の

更
な

る
理

解
促

進
を

図
る

。
 

（
４

）
パ

ラ
ス

ポ
ー

ツ
の

知
識

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
体

験
の

共
有

・
還

元
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
東

京
都

ス
ポ

ー
ツ

文
化

事
業

団
と

の
共

催
で

、
東

京
都

立
南

大
沢

学
園

を
会

場
に

ゴ
ー

ル
ボ

ー
ル

や
フ

ロ
ア

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

等
の

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

体
験

教
室

を
３

回
開

催
し

、
延

べ
7
2
人

が
参

加
し

た
。
（

図
表

1
-
3
2
-
2
）

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
パ

ラ
ス

ポ
ー

ツ
の

魅
力

を
体

感
す

る
と

共
に

、
障

害
の

あ
る

な
し

に
か

か
わ

ら
ず

、
一

緒
に

楽
し

む
こ

と
で

、
お

互
い

の
立

場
に

な
っ

て
考

え
、

意
識

し
て

行
動

す
る

こ
と

の
大

切
さ

を
学

ぶ
こ

と
が

で
き

た
。

 

 【
図

表
1-

32
-2

　
ス

ポ
ー

ツ
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

】

開
催

月
会

場
参

加
者

イ
ベ

ン
ト

名
内

容

9
月

南
大

沢
学

園
1
8
人

サ
ウ

ン
ド

テ
ー

ブ
ル

テ
ニ

ス
ル

ー
ル

、
審

判
の

方
法

、
コ

ー
ト

の
セ

ッ
ト

、
試

合
な

ど
一

連
の

流
れ

を
経

験

し
、

学
生

た
ち

が
簡

単
な

運
営

が
で

き
る

く
ら

い
の

知
識

を
得

る
。

1
0
月

南
大

沢
学

園
3
1
人

ゴ
ー

ル
ボ

ー
ル

ル
ー

ル
、

審
判

の
方

法
、

コ
ー

ト
の

セ
ッ

ト
、

試
合

な
ど

一
連

の
流

れ
を

経
験

し
、

学
生

た
ち

が
簡

単
な

運
営

が
で

き
る

く
ら

い
の

知
識

を
得

る
。

1
0
月

南
大

沢
学

園
2
3
人

フ
ロ

ア
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
ル

ー
ル

、
審

判
の

方
法

、
コ

ー
ト

の
セ

ッ
ト

、
試

合
な

ど
一

連
の

流
れ

を
経

験

し
、

学
生

た
ち

が
簡

単
な

運
営

が
で

き
る

く
ら

い
の

知
識

を
得

る
。

 
 

 （
５

）
「

障
害

者
と

ス
ポ

ー
ツ

論
」

の
開

講
を

契
機

と
し

た
障

が
い

者
ス

ポ
ー

ツ
の

理
解

促
進

（
健

康
福

祉
学

部
）

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
・

健
康

福
祉

学
部

の
科

目
で

あ
る

「
障

害
者

と
ス

ポ
ー

ツ
論

」
を

通
し

て
障

が
い

者
ス

ポ
ー

ツ
の

理
解

促
進

に
寄

与
し

、
平

成
2
7
（

2
0
1
5
）

年
度

よ
り

初
級

パ
ラ

ス
ポ

ー

ツ
指

導
員

の
資

格
申

請
を

行
っ

て
い

る
。

 

 
・

理
学

療
法

学
科

、
作

業
療

法
学

科
、

看
護

学
科

に
加

え
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

入
学

者
か

ら
放

射
線

学
科

の
学

生
を

履
修

対
象

と
し

た
。

 

・
当

該
科

目
の

単
位

を
取

得
し

た
学

生
が

実
技

に
よ

る
補

講
を

経
て

「
初

級
障

が
い

者
ス

ポ
ー

ツ
指

導
員

資
格

」
を

取
得

申
請

で
き

る
環

境
を

提
供

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
履

修
者

は
1
5
人

で
あ

っ
た

。
ま

た
、

健
康

福
祉

学
部

全
学

科
の

学
生

が
「

障
害

者
と

ス
ポ

ー
ツ

論
」

を
履

修
す

る
こ

と
が

可
能

に
な

り
、

学

部
全

体
を

通
し

て
障

が
い

者
ス

ポ
ー

ツ
の

理
解

促
進

に
寄

与
し

た
。

 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
資

格
取

得
者

は
1
5
人

で
あ

り
、

地
域

に
お

け
る

障
が

い
者

ス
ポ

ー
ツ

の
裾

野
拡

大
に

貢
献

し
た

。
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 中
期

計
画

番
号

 

1
-
3
3

 
◇

人
材

育
成

等
を

通
じ

た
連

携
の

推
進

 

③
都

市
政

策
研

修
、

管
理

職
候

補
者

研
修

等
の

継
続

実
施

等
に

よ
り

、
都

・
区

市
町

村
等

の
人

材
育

成
に

貢
献

す
る

。
ま

た
、

新
設

す
る

都
市

政
策

科
学

科
及

び
大

学
院

都
市

政
策

科

学
域

に
お

い
て

、
大

都
市

課
題

解
決

に
係

る
文

理
融

合
型

教
育

を
実

施
す

る
な

ど
、

公
共

政
策

部
門

で
活

躍
す

る
人

材
を

育
成

・
輩

出
す

る
た

め
に

必
要

な
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
充

実
を

図
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
都

を
は

じ
め

と
す

る
自

治

体
等

行
政

機
関

の
人

材
育

成
に

貢
献

す
る

に
あ

た
り

、
都

市
政

策
、

経
営

管
理

等
の

研
修

を
受

託
す

る
。

 

                           （
２

）
【

継
続

】
文

理
融

合
型

カ
リ

キ
ュ

ラ

ム
の

科
目

「
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
型

総
合

研
究

」
及

び
「

課
題

別
総

合
研

究
」

を
中

心
と

し
た

大
都

市
課

題
解

決
に

係
る

授
業

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ

り
、

公
共

政
策

部
門

で
活

躍
す

る
人

（
１

）
都

市
政

策
研

修
・

管
理

職
候

補
者

研
修

の
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
東

京
都

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

か
ら

都
市

政
策

研
修

を
受

託
し

、
都

の
若

手
職

員
1
9
人

を
対

象
に

、
都

市
環

境
学

部
都

市
政

策
科

学
科

教
員

を
指

導
者

と
し

て
、

オ
ン

ラ

イ
ン

及
び

対
面

形
式

に
よ

る
研

修
を

実
施

し
た

。
（

図
表

1
-
3
3
-
1
）

 

・
東

京
都

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

か
ら

管
理

候
補

者
研

修
を

受
託

し
、

東
京

都
管

理
職

候
補

選
考

合
格

者
5
3
人

を
対

象
に

、
経

済
経

営
学

部
教

員
を

講
師

と
し

て
、

オ
ン

ラ

イ
ン

及
び

対
面

形
式

に
よ

る
研

修
を

実
施

し
た

。
（

図
表

1
-
3
3
-
2
）

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
都

職
員

の
人

材
育

成
を

図
り

、
都

政
の

課
題

解
決

に
貢

献
す

る
と

と
も

に
、

大
都

市
問

題
解

決
の

た
め

都
立

大
が

持
つ

教
育

研
究

資
源

を
有

効
に

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

 【
図

表
1
-
3
3
-
1
　
都

市
政

策
研

修
（
令

和
４
年

度
）
】

実
施

日
内

容
会

場

５
月

2
6
日

全
体

講
義

都
研

修
所

６
月
1
7
日
・
2
2
日

班
別

討
議

・
班

別
自

主
活

動
南

大
沢

キ
ャ
ン
パ

ス

７
～
1
2
月
（
月
１
回
）

班
別

研
究

オ
ン
ラ
イ
ン
・
南

大
沢

キ
ャ
ン
パ

ス

1
2
月

６
日

報
告

セ
ミ
ナ

ー
都

民
ホ
ー

ル
 

 【
図
表
1
-
3
3
-
2
　
管
理
職
候
補
者
研
修
（
令
和
４
年
度
）
】

実
施
日

内
容

会
場

４
月
２
６
日

政
策
デ
ザ
イ
ン
の
科
学
と
経
営
者
の
役
割

南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス

５
月
１
０

日
都
市
間
競
争
と
成
長
戦
略

オ
ン
ラ
イ
ン

６
月
２
１

日
顧
客
志
向
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略

オ
ン
ラ
イ
ン

７
月
２
２

日
ゲ
ー
ム
の
理
論
と
制
度
設
計

オ
ン
ラ
イ
ン

９
月
２
日

公
共
政
策
へ
の
経
営
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ

南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス

１
０
月
４

日
地
域
活
性
化
と
制
度
的
企
業
家

オ
ン
ラ
イ
ン

１
１
月
１
４

日
管
理
と
組
織
の
戦
略
的
変
革

オ
ン
ラ
イ
ン

１
２
月
９

日
公
共
経
営
政
策
の
意
思
決
定

オ
ン
ラ
イ
ン

 
  （

２
）

大
都

市
課

題
解

決
に

係
る

文
理

融
合

型
教

育
の

実
施

（
都

市
環

境
学

部
都

市
政

策
科

学
科

）
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
文

理
融

合
型

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

と
な

る
科

目
（

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

型
総

合
研

究
、

課
題

別
総

合
研

究
）

に
つ

い
て

、
学

修
テ

ー
マ

、
授

業
運

営
、

実
施

方
法

の
改

善
を

図
り

な
が

ら
授

業
を

実
施

し
た

。
 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
型

総
合

研
究

で
は

、
科

学
的

根
拠

に
基

づ
く

政
策

形
成

に
必

要
な

知
識

と
思

考
力

を
養

う
た

め
、

具
体

的
な

都
市

の
課

題
を

テ
ー

マ
と

し
て

設
定

し
、
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材
を

育
成

・
輩

出
す

る
。

 
学

生
は

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を

と
お

し
て

、
現

状
の

調
査

分
析

、
研

究
仮

説
の

設
定

を
行

っ
た

。
 

・
課

題
別

総
合

研
究

で
は

、
同

様
に

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
や

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
と

お
し

て
仮

説
の

検
証

を
行

い
、

課
題

解
決

に
向

け
た

政
策

提
言

に
結

び
付

け
る

実
践

的
な

教
育

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
政

策
課

題
解

決
能

力
を

身
に

付
け

た
、

公
共

政
策

部
門

で
活

躍
し

得
る

人
材

を
育

成
し

た
。
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 中
期

計
画

番
号

 

1
-
3
4

 
④

社
会

的
要

請
を

踏
ま

え
た

高
度

専
門

人
材

の
育

成
を

通
じ

て
、

都
の

施
策

と
の

連
携

を
推

進
す

る
た

め
、

グ
ロ

ー
バ

ル
な

金
融

市
場

で
活

躍
で

き
る

「
高

度
金

融
専

門
人

材
」

を
育

成
・

輩
出

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
グ

ロ
ー

バ
ル

に
活

躍
で

き

る
高

度
金

融
専

門
人

材
を

養
成

す
る

た
め

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、

高
度

な
金

融
実

務
の

実
践

的
課

題
を

解
決

す
る

た
め

の
金

融
工

学
に

お
け

る
最

先
端

研
究

を
実

施
す

る
。

 

（
１

）
「

高
度

金
融

専
門

人
材

」
の

養
成

及
び

最
先

端
研

究
の

実
施

 

①
高

度
金

融
専

門
人

材
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
「

投
資

運
用

」
「

デ
リ

バ
テ

ィ
ブ

」
「

金
融

リ
ス

ク
」
「

金
融

経
済

学
」

を
コ

ア
分

野
と

し
て

、
関

係
分

野
で

あ
る

「
数

学
」
「

数
値

計
算

」
「

統
計

学
・

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン

ス
」

等
の

分
野

の
科

目
を

効
率

的
に

配
置

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
よ

り
、

世
界

的
な

金
融

都
市

で
活

躍
で

き
る

高
度

金
融

専
門

人
材

の
養

成
を

行
っ

た
。

 

 
 

 
・

都
の

施
策

と
の

連
携

を
推

進
す

る
た

め
、
「

サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス

」
の

講
義

科
目

を
新

規
に

設
置

し
た

。
 

 
 

 
・

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

も
、

早
期

よ
り

関
係

者
と

調
整

す
る

こ
と

で
、

外
国

人
教

員
を

英
国

か
ら

招
へ

い
し

て
対

面
に

よ
る

英
語

授
業

を
開

講
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
入

学
者

は
４

人
と

な
っ

た
。

一
方

で
、

修
了

生
の

う
ち

４
人

が
、

さ
ら

に
高

度
な

教
育

・
研

究
の

場
を

求
め

て
都

立
大

大
学

院
経

営
学

研
究

科
博

士
後

期
課

程
に

進
学

し
た

。
 

・
多

く
の

在
学

生
や

修
了

生
が

修
士

論
文

の
成

果
を

国
内

の
主

要
な

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス

関
連

学
会

や
論

文
と

し
て

発
表

し
た

。
具

体
的

に
は

、
日

本
フ

ァ
イ

ナ
ン

ス
学

会
で

４
講

演
、

日
本

金
融

・
証

券
計

量
・

工
学

学
会

で
３

講
演

、
日

本
統

計
学

会
で

１
講

演
、

都
立

大
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
で

１
講

演
を

行
っ

た
。

ま
た

、
都

立
大

大
学

院
経

営

学
研

究
科

の
R
e
s
e
a
r
c
h
 
P
a
p
e
r
 
S
e
r
i
e
s
（

外
部

か
ら

ア
ク

セ
ス

可
）

と
し

て
公

開
予

定
の

論
文

や
、

査
読

付
き

学
術

誌
に

投
稿

中
の

論
文

も
複

数
あ

り
、

学
生

数
と

の

比
較

に
お

い
て

、
高

い
比

率
で

高
度

な
研

究
成

果
を

出
す

こ
と

が
で

き
た

。
 

 

②
金

融
工

学
に

お
け

る
最

先
端

研
究

の
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
学

術
的

な
最

先
端

の
研

究
拠

点
と

し
て

、
丸

の
内

サ
テ

ラ
イ

ト
キ

ャ
ン

パ
ス

内
に

設
置

さ
れ

て
い

る
金

融
工

学
研

究
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
、

東
京

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

計
６

回
、

研
究

セ
ミ

ナ
ー

を
計

９
回

、
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

１
回

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
２

回
開

催
し

、
学

術
界

と
実

務
界

の
国

際
的

な
連

携
を

通
し

て
研

究

成
果

の
発

信
や

議
論

の
場

を
設

け
る

こ
と

に
よ

り
、

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス

・
金

融
工

学
の

研
究

の
発

展
を

図
っ

た
。

特
に

、
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
１

月
に

は
５

人
の

ス
ピ

ー

カ
ー

に
よ

る
大

規
模

な
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

開
催

し
た

。
（

図
表

1
-
3
4
-
1
）

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
東

京
フ

ァ
イ

ナ
ン

ス
フ

ォ
ー

ラ
ム

等
に

お
い

て
、

研
究

成
果

の
発

信
や

議
論

の
場

を
設

け
、

海
外

等
を

は
じ

め
と

す
る

研
究

者
と

の
共

同
研

究
、

交
流

を
行

い
、

金
融

工
学

に
お

け
る

最
先

端
の

研
究

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

研
究

成
果

を
社

会
に

還
元

す
る

こ
と

等
に

よ
り

、
学

術
的

な
最

先
端

研
究

拠
点

を
形

成
し

た
。

 

・
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
等

の
公

開
セ

ミ
ナ

ー
に

は
、

大
手

金
融

機
関

で
専

門
的

業
務

を
担

う
実

務
家

や
大

学
研

究
者

を
中

心
に

、
多

く
の

出
席

者
が

参
加

し
た
。
（

図
表

1
-
3
4
-

1
）

 

 

 
 

※
東

京
フ

ァ
イ

ナ
ン

ス
フ

ォ
ー

ラ
ム

：
実

務
的

諸
問

題
の

解
決

や
金

融
実

務
の

高
度

化
に

資
す

る
た

め
、

主
に

金
融

実
務

家
を

対
象

と
し

た
社

会
の

実
勢

を
捉

え
た

セ
ミ
ナ

ー
。

都
の

政
策

で
あ

る
『
「

国
際

金
融

都
市

・
東

京
」

構
想

』
（

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
1
1
月

）
に

基
づ

き
、

平
成

3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

か
ら

開
始

し
た

。
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【
図

表
1
-
3
4
-
1
　

金
融

工
学

研
究

セ
ン

タ
ー

開
催

　
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
等

（
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

）
】

カ
テ
ゴ
リ

開
催

月
タ
イ
ト
ル

備
考

（
出

席
者

数
）

2
0
2
2
年

４
月

ア
ク

テ
ィ

ブ
投

資
家

か
ら

見
た

E
S
G
投

資
1
4
5
名

2
0
2
2
年

1
0
月

量
子

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
の

最
近

の
動

向
と

金
融

へ
の

応
用

1
4
5
名

2
0
2
2
年

1
2
月

E
S
G
開

示
の

欧
州

最
前

線
ト

レ
ン

ド
と

、
最

新
の

E
S
G
デ

ー
タ

分
析

に
よ

る
示

唆
9
1
名

2
0
2
2
年

1
2
月

産
学

連
携

の
成

功
と

失
敗

の
分

水
嶺

 
～

金
融

教
育

・
人

財
育

成
の

展
望

と
提

案
～

7
0
名

2
0
2
3
年

1
月

資
産

運
用

に
お

け
る

情
報

技
術

の
利

活
用

に
つ

い
て

9
2
名

2
0
2
3
年

1
月

経
済

価
値

ベ
ー

ス
ソ

ル
ベ

ン
シ

ー
規

制
導

入
に

お
け

る
論

点
と

課
題

1
6
2
名

2
0
2
2
年

5
月

超
過

共
尖

度
か

ら
見

た
暗

号
資

産
と

イ
ン

フ
レ

率
の

関
係

に
つ

い
て

5
1
名

2
0
2
2
年

7
月

行
動

の
数

理
心

理
学

 
ー

金
融

数
学

か
ら

学
ぶ

こ
と

、
そ

し
て

確
率

解
析

の
新

た
な

る
挑

戦
ー

 
(
M
a
t
h
e
m
a
t
i
c
a
l
 
P
s
y
c
h
o
l
o
g
y
 
o
f
 
B
e
h
a
v
i
o
u
r
a
l
 
D
y
n
a
m
i
c
s
)

5
4
名

2
0
2
2
年

7
月

D
i
s
a
g
r
e
e
m
e
n
t
,
 
L
i
q
u
i
d
i
t
y
,
 
a
n
d
 
P
r
i
c
e
 
D
r
i
f
t
s
 
i
n
 
t
h
e
 
C
o
r
p
o
r
a
t
e
 
B
o
n
d

M
a
r
k
e
t

4
7
名

2
0
2
2
年

8
月

N
o
i
s
y
 
F
O
M
C
 
R
e
t
u
r
n
s

2
8
名

2
0
2
2
年

1
1
月

マ
ク

ロ
経

済
ア

ナ
ウ

ン
ス

メ
ン

ト
が

リ
ス

ク
プ

レ
ミ

ア
ム

・
リ

ス
ク

・
選

好
に

与
え

る

影
響

7
1
名

2
0
2
3
年

2
月

通
貨

価
値

の
最

尤
推

定
に

よ
る

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
の

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
向

上
4
5
名

2
0
2
3
年

3
月

K
a
n
 
e
x
t
e
n
s
i
o
n
s
 
i
n
 
p
r
o
b
a
b
i
l
i
t
y
 
t
h
e
o
r
y

4
1
名

2
0
2
3
年

3
月

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス

プ
ロ

グ
ラ

ム
 
2
0
2
2
年

度
研

究
発

表
会

4
2
名

2
0
2
3
年

3
月

L
a
r
g
e
 
r
a
n
k
i
n
g
 
g
a
m
e
s
 
w
i
t
h
 
d
i
f
f
u
s
i
o
n
 
c
o
n
t
r
o
l

1
4
名

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

2
0
2
3
年

1
月

分
散

型
金

融
の

台
頭

（
東

京
都

後
援

）
1
2
6
名

2
0
2
3
年

2
月

A
C
P
F
1
0

T
h
e
 
T
e
n
t
h
 
W
o
r
k
s
h
o
p
 
o
n
 
A
p
p
l
i
c
a
t
i
o
n
s
 
o
f
 
C
a
t
e
g
o
r
i
c
a
l
 
P
r
o
b
a
b
i
l
i
t
y

T
h
e
o
r
y
 
t
o
 
F
i
n
a
n
c
e

4
名

2
0
2
3
年

3
月

金
融

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

（
日

本
統

計
学

会
、

統
計

質
保

証
推

進
協

会
と

の
共

催
）

2
3
9
名

東
京

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス

フ
ォ

ー
ラ

ム

丸
の

内
Q
F
セ

ミ
ナ

ー

（
研

究
セ

ミ
ナ

ー
）

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
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 中
期

計
画

番
号

 

1
-
3
5

 
⑤

新
た

な
国

際
共

同
研

究
・

産
学

連
携

等
を

促
進

す
る

た
め

、
都

市
外

交
人

材
育

成
基

金
に

よ
る

留
学

生
を

は
じ

め
と

し
た

修
了

生
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
を

推
進

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
都

市
外

交
人

材
育

成
基

金

及
び

ア
ジ

ア
人

材
育

成
基

金
、

並
び

に
東

京
グ

ロ
ー

バ
ル

パ
ー

ト
ナ

ー
奨

学
金

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

受
け

入
れ

た
留

学
生

（
在

学
生

・
修

了
生

）
が

一
堂

に
会

す
る

機
会

を
オ

ン
ラ

イ
ン

の
活

用
等

を
踏

ま
え

開
催

し
、

留
学

生
と

本
学

及
び

都
と

の
つ

な
が

り
を

強
化

す
る

。
（

1
-
5
5
再

掲
）

 

 （
２

）
【

継
続

】
高

度
研

究
の

修
了

生
又

は

そ
の

所
属

す
る

大
学

等
研

究
機

関
と

行
う

国
際

共
同

研
究

を
支

援
す

る
こ

と
で

、
高

度
研

究
の

修
了

生
と

の
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

強
化

す
る

。

（
1
-
5
5
再

掲
）

 

       （
３

）
【

継
続

】
社

会
情

勢
も

踏
ま

え
つ

つ
、

学
内

へ
の

周
知

等
に

よ
っ

て
、

帰
国

留
学

生
短

期
支

援
制

度
に

対
す

る
理

解
を

促
進

し
、

応
募

数
の

確
保

を
目

指
す

。
（

1
-
5
5
再

掲
）

 

（
１

）
修

了
生

・
在

学
生

と
都

立
大

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

強
化

に
向

け
た

取
組

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
1
1
月

1
8
日

に
都

市
外

交
人

材
育

成
基

金
・

東
京

グ
ロ

ー
バ

ル
パ

ー
ト

ナ
ー

奨
学

金
プ

ロ
グ

ラ
ム

年
次

総
会

を
オ

ン
ラ

イ
ン

に
て

開
催

し
、

当
事

業

を
活

用
し

て
受

け
入

れ
た

修
了

生
及

び
在

学
生

の
ほ

か
、

教
職

員
、

東
京

都
関

係
者

の
総

勢
1
3
4
人

が
参

加
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
年

次
総

会
を

通
じ

て
、

留
学

生
に

対
し

て
改

め
て

基
金

の
目

的
（

将
来

の
東

京
と

海
外

諸
都

市
の

架
け

橋
と

な
る

高
度

知
日

派
人

材
の

育
成

）
を

認
識

さ
せ

る
と

と
も

に
、

留
学

生
・

修
了

生
同

士
及

び
留

学
生

・
修

了
生

と
教

職
員

等
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

強
化

し
た

。
 

   （
２

）
国

際
共

同
研

究
支

援
に

よ
る

高
度

研
究

の
修

了
生

と
の

研
究

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
強

化
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
高

度
研

究
終

了
課

題
の

代
表

者
に

対
し

て
、

国
際

共
同

研
究

（
高

度
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
強

化
プ

ロ
グ

ラ
ム

）
の

学
内

公
募

を
実

施
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
高

度
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
強

化
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
学

内
公

募
、

審
査

の
結

果
、

１
件

を
採

択
し

た
（

図
表

1
-
3
5
-
1
）
。

 

 【
図
表
1
-
3
5
-
1
　
高
度
研
究
を
通
じ
た
支
援
】

課
題

担
当
教
員

研
究
期
間

鉄
の
ナ
ノ
構
造
最
適
化
に
よ
る
高
性
能
光
フ
ェ
ン
ト
ン
触
媒
お
よ
び
N
a

電
池
正
極
材
の
開
発

理
学
研
究
科
　
化
学
専
攻

久
冨
木
　
志
郎

令
和
５
年
度
～
令
和
６
年
度

 
   （

３
）

帰
国

留
学

生
短

期
研

究
支

援
制

度
の

理
解

促
進

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
国

際
交

流
委

員
会

に
お

い
て

各
研

究
科

へ
制

度
を

周
知

す
る

と
共

に
、

各
研

究
科

長
宛

に
募

集
案

内
を

通
知

し
た

。
 

 
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス
感

染
症
の

影
響

に
よ

り
受

入
中

止
の

期
間

が
続

い
た

が
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

に
受

入
れ

を
再

開
し

、
４

件
の

帰
国

留
学

生
を

受
け

入
れ

た
。

（
図

表
1
-
3
5
-
2
）

 

＜
図

表
1
-
3
5
-
2
　
帰

国
留

学
生

短
期

研
究

支
援

制
度

　
過

年
度

実
績

数
>

（
単

位
：
人

）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３
年

度
４
年

度
各

年
度

合
計

8
1
0

7
0

0
4

第
三

期
中

期
計

画
期

間
合

計
※

令
和

２
（
2
0
2
0
）
年

度
及

び
令

和
３
(2
0
2
1
)年

度
は

新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
影

響
で
受

入
中

止

2
9

 
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
社

会
情

勢
を

踏
ま

え
つ

つ
、

４
か

国
か

ら
４

件
（

理
学

研
究

科
１

件
、

都
市

環
境

科
学

研
究

科
２

件
、

人
間

健
康

科
学

研
究

科
１

件
）

の
帰

国
留

学
生

の
受

入
れ

を
滞
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り
な

く
実

施
し

た
（

理
学

研
究

科
１

件
は

中
止

）
。

 

 ※
帰

国
留

学
生

短
期

研
究

支
援

制
度

：
都

立
大

に
留

学
し

、
現

在
、

自
国

ま
た

は
第

三
国

に
お

い
て

教
育

、
学

術
研

究
又

は
行

政
等

の
分

野
で

活
躍

し
て

い
る

者
に

対

し
、

都
立

大
に

お
い

て
都

立
大

の
研

究
者

と
と

も
に

短
期

研
究

を
行

う
機

会
を

提
供

及
び

支
援

す
る

こ
と

に
よ

り
、

帰
国

留
学

生
と

都
立

大
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
強

化

を
図

り
、

本
制

度
の

活
用

を
通

じ
て

都
立

大
と

海
外

研
究

機
関

等
と

の
連

携
強

化
、

ひ
い

て
は

東
京

と
海

外
諸

都
市

と
の

相
互

理
解

・
友

好
親

善
関

係
の

推
進

に
寄

与

す
る

人
材

を
育

成
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

 

 

  中
期

計
画

番
号

 

1
-
3
6

 
◇

試
験

研
究

機
関

等
と

の
連

携
 

⑥
都

の
各

局
及

び
東

京
都

立
産

業
技

術
研

究
セ

ン
タ

ー
、

東
京

都
医

学
総

合
研

究
所

、
東

京
都

健
康

長
寿

医
療

セ
ン

タ
ー

等
と

の
連

携
・

協
働

を
強

化
し

、
共

同
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

等
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
共

同
研

究
成

果
発

表
会

、
研

究
シ

ー
ズ

の
開

示
な

ど
、

相
互

交
流

を
推

進
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
産

学
公

連
携

セ
ン

タ
ー

を

中
心

に
、

東
京

都
医

学
総

合
研

究
所

等
、

都
の

関
連

研
究

機
関

と
の

相
互

交
流

を
組

織
的

に
実

施
し

、
将

来
の

感
染

症
対

策
に

資
す

る
研

究
を

は
じ

め
と

し
た

共
同

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

等
を

推
進

す
る

。
 

（
１

）
都

関
連

研
究

機
関

と
の

相
互

交
流

と
共

同
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
等

の
推

進
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

、
都

の
関

連
研

究
機

関
と

の
連

携
に

向
け

た
検

討
を

行
う

と
と

も
に

、
都

の
関

連
研

究
機

関
と

の
共

同
研

究
の

推
進

に
向

け
て

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

傾
斜

的
研

究
費

の
学

長
裁

量
枠

（
社

会
連

携
支

援
（

A
型

）
）

に
お

い
て

、
新

た
に

２
件

の
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

採
択

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
都

の
関

連
研

究
機

関
と

の
連

携
強

化
に

向
け

た
取

組
に

よ
り

、
共

同
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
1
6
件

の
創

生
に

つ
な

が
っ

た
。
（

図
表

1
-
3
6
-
1
）
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【
図
表
1
-
3
6
-
1
　
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

№
研
究
題
目

相
手
先

教
員
名

所
属

1
誘
電
泳
動
法
を
用
い
た
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
濃
縮
技
術
の
開
発

地
方
独
立
行
政
法
人
東
京
都
立
産
業
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー

内
田
　
諭

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部

2
東
京
都
で
の
大
気
中
水
素
濃
度
変
動
に
関
す
る
研
究
（
第
2
期
）

公
益
財
団
法
人
東
京
都
環
境
公
社
東
京
環

境
科
学
研
究
所

加
藤
　
俊
吾

都
市
環
境
学
部

3
超
微
細
電
極
に
関
す
る
研
究

地
方
独
立
行
政
法
人
東
京
都
立
産
業
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー

楊
　
明

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部

4
水
中
で
使
用
で
き
る
低
周
波
電
気
刺
激
装
置
の
試
作
と
温
熱
刺
激
と
の
相
乗
効
果
の
検
証

地
方
独
立
行
政
法
人
東
京
都
立
産
業
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー
、
フ
カ
エ
・
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
ズ
合
同
会
社

宇
佐
　
秀
幸

健
康
福
祉
学
部

5
実
用
化
に
向
け
た
ワ
イ
ヤ
レ
ス
電
力
伝
送
技
術
の
特
徴
抽
出
と
大
電
力
化

地
方
独
立
行
政
法
人
東
京
都
立
産
業
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー

鈴
木
　
敬
久

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部

6
転
移
が
ん
細
胞
ハ
イ
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
識
別
法
の
開
発

地
方
独
立
行
政
法
人
東
京
都
立
産
業
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー

三
好
　
洋
美

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部

7
宇
宙
探
査
機
へ
の
適
用
に
向
け
た
不
規
則
ラ
テ
ィ
ス
構
造
衝
撃
吸
収
金
属
の
開
発

地
方
独
立
行
政
法
人
東
京
都
立
産
業
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー

北
薗
　
幸
一

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部

8
精
神
負
荷
に
対
す
る
自
律
神
経
応
答
、
及
び
、
糖
化
・
酸
化
ス
ト
レ
ス
指
標
を
用
い
た
統
合
失

調
症
の
診
断
と
重
症
度
の
評
価
シ
ス
テ
ム
の
確
立
と
、
ヨ
ー
ガ
療
法
の
効
果
に
関
す
る
研
究

公
益
財
団
法
人
東
京
都
医
学
総
合
研
究

所
、
東
京
都
立
松
沢
病
院

松
井
　
岳
巳

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部

9
H
i
P
I
M
S
電
圧
印
加
方
式
の
改
善
と
基
板
冷
却
機
構
の
付
与
に
よ
る
プ
レ
ス
金
型
用
D
L
C
膜
の
開
発

地
方
独
立
行
政
法
人
東
京
都
立
産
業
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー
、
D
O
W
A
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
株
式
会
社

清
水
　
徹
英

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部

1
0

モ
ニ
タ
ー
ア
ラ
ー
ム
シ
ス
テ
ム
開
発
の
た
め
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
ス
タ
デ
ィ

東
京
都
立
小
児
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、
日

本
光
電
工
株
式
会
社

田
川
　
憲
男

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部

1
1

東
京
に
お
け
る
温
暖
化
と
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
局
地
的
極
端
現
象
の
実
態
解
明
に
関
す
る
研
究

公
益
財
団
法
人
東
京
都
環
境
公
社
東
京
都

環
境
科
学
研
究
所

高
橋
　
日
出
男

都
市
環
境
学
部

1
2

避
難
経
路
計
画
の
た
め
の
被
災
市
街
地
用
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ッ
プ
生
成
シ
ス
テ
ム
の
開
発

地
方
独
立
行
政
法
人
東
京
都
立
産
業
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー

信
太
　
奈
美

健
康
福
祉
学
部

1
3

造
血
幹
細
胞
分
化
誘
導
を
行
う
力
学
環
境
制
御
シ
ス
テ
ム
の
開
発

公
益
財
団
法
人
東
京
都
医
学
総
合
研
究
所

坂
元
　
尚
哉

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部

1
4

➀
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
の
資
金
使
途
と
そ
の
環
境
へ
の
影
響
の
検
証

②
中
小
企
業
に
と
っ
て
有
益
な
「
E
S
G
情
報
開
示
」
に
関
す
る
研
究

東
京
都

松
田
　
千
恵
子

経
済
経
営
学
部

1
5

将
来
の
感
染
症
対
策

公
益
財
団
法
人
東
京
都
医
学
総
合
研
究
所

[
研
究
代
表
者
]

川
上
　
浩
良

川
原
　
裕
之

中
嶋
　
秀

都
市
環
境
学
部

理
学
部

都
市
環
境
学
部

1
6

桟
橋
点
検
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究
開
発

ア
ッ
プ
ウ
ィ
ン
ド
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
イ
ン

コ
ー
ポ
レ
イ
テ
ッ
ド
、
独
立
行
政
法
人
東

京
都
立
産
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
、
五
洋

建
設
株
式
会
社

武
居
　
直
行

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部
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大大
項項

目目
番番

号号
  

９９
  

社社
会会

貢貢
献献

等等
 

３
 
社
会
と
の
連
携
や
社
会
貢

献
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

社
会

貢
献

等
に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

（
中
期
目
標
）
 

○
工
学
分
野
の

教
育
研
究
拠
点

の
強

化
等

に
よ

り
、

大
学

が
有

す
る

多
様

な
資

源
を

活
用

し
て

産
学

公
連
携

に
取

り
組

み
、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

創
出

や
人

材
育

成
等

、
東

京
の

産
業
振
興

に
貢
献
す
る
。
 

○
区
市
町
村
の
ほ
か
、
地
域
に

お
け

る
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス
の

役
割

を
果

た
す

金
融

機
関

等
、

様
々

な
担
い

手
と

の
連

携
に

よ
り

、
大

学
の

知
見

を
地

域
に

還
元

す
る

。
 

○
都
民
の
学
び

直
し
や
社
会
的

に
必

要
と

さ
れ

る
専

門
人

材
養

成
等

の
ニ

ー
ズ

に
応

え
、

大
学

の
教

育
資
産

や
学

術
研

究
成

果
等

を
都

民
に

発
信

し
還

元
す

る
視

点
か

ら
、

生
涯

学
習
事
業

や
社
会
人
リ
カ
レ
ン
ト
教

育
の

充
実

を
図

る
。

 

○
シ
ニ
ア
層
の
更
な
る
学
び
の

意
欲

に
応

え
、

新
た

な
学

び
と

交
流

の
場

を
提

供
し

、
人

生
1
0
0
 
年

時
代

を
豊

か
に

過
ご

せ
る

社
会

の
実

現
に

寄
与

す
る

。
 

 

中
期
計
画
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
 

自
己

評
価
 

（
２
）
社
会
貢
献
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
 

◇
産
学
公
の
連
携
推
進
 

【
1
-
3
7
】

①
共

同
研

究
・

受
託

研
究

に
よ

る
外

部
資

金
に

つ
い

て
、

第
三

期

中
期

計
画

期
間

内
に

、
第

二
期

中
期

計
画

期
間

の
平

均
金

額
比

で
【

1
2
0
％

以
上

】
の

獲
得

を
実

現
す

る
。

ま
た

、
技

術
移

転
活

動
の

強
化

等
に

よ
る

研
究

成
果

の
還

元
の

多
様

化
を

図
り

、
大

学
発

ベ
ン

チ
ャ

ー
支

援
を

促
進

す
る

こ
と

で
、

大
学

発
ベ

ン
チ

ャ
ー
を
累

計
で
【
1
0
社
】
設
置
す
る
。
 

                       

  【
1
-
3
7
】
・
U
R
A
に

よ
る

教
員

等
へ

の
サ

ポ
ー

ト
を

継
続

的
に

推
進

し
た

こ
と

に
よ

り
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

比
1
2
1
.
2
%
と

大

幅
増

の
提

案
公

募
型

研
究

費
が

全
体

を
け

ん
引

し
て

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
受

託
研

究
費

等
受

入
金

額
実

績

は
、

法
人

化
後

最
高

額
を

獲
得

し
た

。
（

図
表

1
-
3
7
(
1
)
）

 

 ＜
図

表
1
-
3
7
(
1
)
　

外
部

資
金

受
入

実
績

＞
（

単
位

：
千

円
、

件
）

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

受
託
研
究
費
等

1
,
0
4
8
,
0
9
3

2
9
8

1
,
0
1
1
,
3
4
7

3
0
4

8
7
2
,
8
7
9

3
3
5

9
2
4
,
2
5
0

2
7
7

1
,
2
2
0
,
7
3
3

2
9
7

1
,
4
3
4
,
9
0
3

3
1
5

産
学
共
同
研
究
（
※
）

2
8
2
,
5
7
5

1
5
3

3
0
0
,
8
2
4

1
6
2

2
9
8
,
4
3
3

1
8
3

2
2
4
,
8
9
3

1
4
1

3
0
5
,
2
6
9

1
4
5

3
0
3
,
8
7
8

1
4
6

受
託
研
究
（
※
）

4
6
,
4
8
4

3
0

5
3
,
8
1
3

3
8

3
9
,
0
2
8

3
2

6
4
,
8
1
7

3
0

3
2
,
1
5
6

2
0

4
2
,
2
6
5

3
3

提
案
公
募
型
研
究

5
7
0
,
1
9
9

8
0

5
2
3
,
8
8
6

7
1

4
2
5
,
0
3
9

7
3

4
9
6
,
6
5
5

7
3

6
9
5
,
6
0
4

1
0
3

8
4
3
,
3
6
0

9
7

学
術
相
談

2
3
,
9
0
7

3
5

2
6
,
1
0
2

3
3

3
3
,
8
7
7

4
7

2
3
,
6
9
2

3
3

2
9
,
7
4
6

2
9

3
8
,
6
1
5

3
9

受
託
研
究
費
等
間
接
経
費

1
2
4
,
9
2
9

-
1
0
6
,
7
2
2

-
7
6
,
5
0
1

-
1
1
4
,
1
9
2

-
1
5
7
,
9
5
8

-
2
0
6
,
7
8
5

-

受
託
事
業
等

4
2
8
,
0
2
3

1
8
3

3
2
3
,
5
4
1

1
6
1

3
2
4
,
1
7
4

1
5
0

1
9
9
,
8
8
5

1
4
0

3
0
9
,
0
0
6

1
5
9

4
2
8
,
9
2
4

1
8
3

1
,
4
7
6
,
1
1
6

4
8
1

1
,
3
3
4
,
8
8
8

4
6
5

1
,
1
9
7
,
0
5
2

4
8
5

1
,
1
2
4
,
1
3
5

4
1
7

1
,
5
2
9
,
7
3
9

4
5
6

1
,
8
6
3
,
8
2
8

4
9
8

3
2
9
,
0
5
9

1
8
3

3
5
4
,
6
3
7

2
0
0

3
3
7
,
4
6
1

2
1
5

2
8
9
,
7
1
0

1
7
1

3
3
7
,
4
2
5

1
6
5

3
4
6
,
1
4
3

1
7
9

(
1
4
3
.
2
%
)

(
1
5
4
.
3
%
)

(
1
4
6
.
8
%
)

(
1
2
6
.
1
%
)

(
1
4
6
.
8
%
)

(
1
5
0
.
6
%
)

4
年
度
決
算
額

3
年
度
決
算
額

2
9
年
度
決
算
額

3
0
年
度
決
算
額

元
年
度
決
算
額

2
年
度
決
算
額

合
計

（
※
）
共
同
研
究
と
受
託
研
究
の
計

（
第
二
期
平
均
（
2
2
9
,
8
3
2
千
円
）
比
）

※
平

成
2
9
年

度
業

務
実

績
等

報
告

よ
り

、
過

年
度

の
デ

ー
タ

も
含

め
、

収
入

決
算

値
を

基
に

記
載

す
る

こ
と

と
し

た
。

※
受

託
事

業
等

：
受

託
事

業
費

等
、

特
定

研
究

寄
附

金
、

補
助

金
※

本
表

の
数

値
は

単
位

未
満

を
四

捨
五

入
し

て
い

る
た

め
、

合
計

と
内

訳
の

計
が

一
致

し
な

い
場

合
が

あ
る

。
 

 

・
技

術
移

転
活

動
の

外
部

委
託

を
開

始
す

る
な

ど
未

利
用

特
許

の
棚

卸
し

を
行

い
、

保
有

特
許

の
活

用
を

積
極

的
に

進

め
る

活
動

を
実

施
し

た
。

そ
の

結
果

、
特

許
権

以
外

の
知

的
財

産
（

著
作

権
や

研
究

試
料

等
）

の
知

財
収

入
の
事

例

を
増

や
す

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

特
許

等
知

的
財

産
の

対
価

（
知

財
収

入
）

を
研

究
費

に
充

て
て

次
の

研
究
成

果

に
つ

な
げ

る
と

い
う

「
知

的
創

造
サ

イ
ク

ル
」

を
回

す
こ

と
を

目
指

し
て

、
知

財
収

入
を

発
明

者
の

希
望

に
よ
り

研

究
費

と
し

て
配

分
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
知
的

財
産

取
扱

規
則

変
更

を
行

っ
た

。
 

・
起

業
マ

イ
ン

ド
の

醸
成

を
目

的
と

し
た

イ
ベ

ン
ト

の
開

講
、

起
業

相
談

窓
口

の
開

設
な

ど
、

学
内

の
起

業
機

運
向

上

に
資

す
る
新

た
な

取
組

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
「

大
学

発
ベ

ン
チ

ャ
ー

の
創

出
・

育
成

に
向

け
た

基
本

方
針

」
を

策
定

し
、

今
後

の
都

立
大

に
お

け
る

ベ
ン

チ
ャ

ー
支

援
の

あ
り

方
を

明
確

に
示

し
た

。
結

果
と

し
て

、
大

学
発

ベ
ン

チ
ャ

ー
は

第
三

期
中

期
計

画
期

間
中

に
新

た
に

６
社

を
認

定
し

、
累

計
1
3
社

と
な

っ
た

。
（

図
表

1
-
3
7
(
2
)
）
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         【
1
-
3
8
】

②
大

学
の

研
究

成
果

を
企

業
等

と
連

携
し

た
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創

出
に

つ
な

げ
る

た
め

、
国

内
外

の
大

学
及

び
研

究
機

関
、

企
業

等
と

の
連

携
を

強
化

し
、

研
究

成
果

の
社

会
実

装
に

向
け

た
産

学
連

携
を

推
進

す
る

。
ま

た
、

日
野

キ
ャ

ン
パ

ス
を

軸
と

し
て

工
学

分
野

の
教

育
研

究
拠

点
の

強
化

を
図

り
、

多
摩

地
域

の
産

学
公

協
働

イ
ン

キ
ュ

ベ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
構

築
に

向
け

た
取

組
を
推
進
す
る
。
 

    ◇
地
域
と
の
連
携
 

【
1
-
3
9
】

③
福

祉
、

防
災

、
ま

ち
づ

く
り

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ビ

ジ
ネ

ス
な

ど

地
域

課
題

解
決

に
向

け
て

、
都

内
外

の
自

治
体

の
ほ

か
、

地
域

に
お

け
る

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

の
役

割
を

果
た

す
金

融
機

関
・

N
P
O
等
、

様
々
な
担
い
手
と
の
連
携
を
強
化
す
る
。

 

 ◇
生
涯
学
習
 

【
1
-
4
0
】

④
都

民
や

企
業

等
の

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

オ
ー

プ
ン

ユ
ニ

バ
ー

シ

テ
ィ

講
座

の
更

な
る

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

で
講

義
内

容
等

を
無

償
公

開
す

る
オ

ー
プ

ン
コ

ー
ス

ウ
ェ

ア
の

充
実

に
よ

り
、

本
学

の
学

術
成

果
等

を
都

民
に

還
元

し
、

社
会

人
向

け
の

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
な

ど
に

資
す

る
学

修
環

境
を

整
備
す
る
。
 

 【
1
-
4
0
-
2
】
⑤
人
生

1
0
0
年
時
代
を
豊
か
に
過
ご
せ
る
生
涯
現
役

都
市

の
実

現

に
寄
与
す
る
「
1
0
0
歳
大
学
」
の
取
組
の
一
環

と
し

て
T
M
U
プ

レ
ミ

ア
ム

･
カ

レ
ッ

ジ
を

開
講

す
る

な
ど

、
東

京
都

立
大

学
が

有
す

る
豊

富
な

教
育

研
究

資
源

を
活

か
す

と
と

も
に

東
京

都

と
緊

密
に

連
携

し
、

シ
ニ

ア
層

の
更

な
る

学
び

の
意

欲
に

応

え
る
、
新
た
な
学
び
と
交
流
の
場
を
提
供
す
る
。

 

＜
図
表
1
-
3
7
(2
)　
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
＞

2
9
年
度

3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

1
0

(３
)

1
0

(０
)

1
2

(２
)

1
2

(０
)

1
3

(１
)

1
3

(０
)

※
上
段
は
累
計
社
数
、
（
　
）
は
う
ち
新
規
社
数

※
令
和
元
（
2
0
1
9
）
年
度
以
降
の
数
値
に
は
東
京
都
立
産
業
技
術
大
学
院
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
１
社
を
含
む

 
 【

1
-
3
8
】
・

外
部

資
金

獲
得

に
向

け
、

企
業

関
係

者
を

対
象

と
す

る
説

明
会

や
イ

ベ
ン

ト
な

ど
に

お
い

て
、

研
究

成
果

を
発

信
す

る
な

ど
、

外
部

資
金

獲
得

に
向

け
た

情
報

発
信

の
強

化
を

図
っ

た
。

特
に

、
令

和
元

（
20

19
）

年
度

か
ら

ラ
イ

フ
サ

イ
エ

ン
ス

分
野

の
ア

ジ
ア

最
大
級

の
パ
ー

ト
ナ
リ

ン
グ

イ
ベ

ン
ト

Bi
oJ

ap
an

、
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
分

野
の

世
界

最

大
級

の
国

際
総

合
展

示
会

で
あ

る
na

no
 t

ec
h
へ

の
参

加
を

開
始

し
、

分
野

ご
と

に
都

立
大

の
研

究
成

果
を

よ
り

効
果

的
に

企
業

等
に

紹
介

す
る

機
会

を
創

出
し

た
。

 

・
起

業
を

目
指

す
人

や
地

域
企

業
と

の
交

流
・

連
携

の
活

性
化

を
目

的
と

し
た

産
学

公
連

携
ス

ペ
ー

ス
「

TM
U

 
In

no
va

tio
n 

H
ub

」
を

日
野

キ
ャ

ン
パ

ス
新

棟
に

開
設

す
る

に
あ

た
っ

て
、

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

内
容

や
施

設
利

用

の
要

件
・

料
金

等
の

原
案

を
作

成
す

る
と

と
も

に
、

必
要

な
教

職
員

体
制

及
び

予
算

を
整

え
、

広
報

活
動

を
開

始
し

た
。

さ
ら

に
、

支
援

対
象

者
の

拡
大

と
支

援
内

容
の

充
実

化
を

目
指

し
て

、
学

外
機

関
と

連
携

実
現

に
向

け
た

協
議

を

重
ね

た
。

 
  【

1
-
3
9
】

都
内

区
市

町
村

に
向

け
て

、
メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

を
配

信
し

、
ニ

ー
ズ

調
査

を
実

施
す

る
な

ど
、

連
携

に
向

け
た

取
組

を

強
化

し
た

。
ま

た
、

東
京

き
ら

ぼ
し

フ
ィ

ナ
ン

シ
ャ

ル
グ

ル
ー

プ
と

協
力

し
都

内
中

小
企

業
向

け
の

技
術

懇
談

会
を

実

施
す

る
な

ど
、

企
業

、
自

治
体

等
と

継
続

的
に

地
域

支
援

に
関

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
実

施
し

、
地

域
課

題
解

決
に

向

け
た

関
係

機
関

と
の

連
携

強
化

と
地

域
支

援
を

推
進

し
た

。
 

  【
1
-
4
0
】

(
公

財
)
特

別
区

協
議

会
、

東
京

都
労

働
相

談
情

報
セ

ン
タ

ー
、

地
方

独
立

行
政

法
人

東
京

都
都

立
病

院
機

構
、

東
京

都

恩
賜

上
野

動
物

園
、

八
王

子
市

等
と

連
携

講
座

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
多

様
な

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
と

と
も

に
、

牧

野
標

本
館

の
紹

介
や

S
D
G
ｓ

に
関

連
す

る
授

業
動

画
等

、
幅

広
い

分
野

の
オ

ー
プ

ン
コ

ー
ス

ウ
ェ

ア
を

公
開

す
る

こ
と

で
、

都
立

大
の

学
術

成
果

を
広

く
都

民
に

還
元

し
、

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
等

に
資

す
る

学
修

環
境

を
整

備
し

た
。

 

   【
1
-
4
0
-
2
】

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
度

に
シ

ニ
ア

層
へ

の
魅

力
的

な
学

び
の

場
を

提
供

す
る

T
M
U
プ

レ
ミ

ア
ム

・
カ

レ
ッ

ジ
（

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

に
東

京
都

立
大

学
プ

レ
ミ

ア
ム

・
カ

レ
ッ

ジ
に

改
称

）
を

開
講

し
、

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

に
は

２
年

目
の

専
攻

科
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

に
は

３
～

４
年

目
の

研
究

生
コ

ー
ス

を
開

講
し

、
最

長
４

年
間

学
び

続

け
ら

れ
る

環
境

を
整

備
し

た
。

東
京

都
立

大
学

プ
レ

ミ
ア

ム
・

カ
レ

ッ
ジ

は
、

都
立

大
が

有
す

る
教

育
研

究
資

源
を

活
用

す
る

と
と

も
に

、
東

京
都

と
の

緊
密

な
連

携
に

よ
り

、
都

が
有

す
る

多
様

な
施

策
の

最
前

線
を

学
び

の
場

と
し

て
活

用
す

る
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
等

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

充
実

さ
せ

、
カ

レ
ッ

ジ
生

の
多

様
な

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
し

た
。

 

  

第
三
期
中
期
目
標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）
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【【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
共
同
研
究
・
受
託
研
究
に
よ
る
外
部
資
金
に
つ
い
て
、
第

二
期

中
期

計
画

期
間

の
平

均
金

額
比

1
2
0
％

以
上

の
獲

得
と

い
う

目
標

水
準

に
到

達
し

て
い

る
。

ま
た

、
大

学
発

ベ
ン

チ
ャ

ー
に

関
す

る
目

標
も

達
成

で
き

て

い
る
。
 

・
東
京
都
立
大
学
プ
レ
ミ
ア
ム
・
カ
レ
ッ
ジ
を
開
講
し
、
シ
ニ

ア
層

へ
の

魅
力

的
な

学
び

の
場

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、

更
な

る
学

び
の

ス
テ

ー
ジ

と
し

て
専

攻
科

及
び

研
究

生
コ

ー
ス

を
設

置
し

、
最

長
４

年
間

学
べ

る

体
系
を
整
え
る
な
ど
、
着
実
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
 

・
工
学
分
野
の
教
育
研
究
拠
点
と
し
て
の
日
野
キ
ャ
ン
パ
ス
の

機
能

強
化

を
図

り
な

が
ら

、
多

摩
地

域
の

産
学

公
イ

ン
キ

ュ
ベ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

を
目

指
す

施
策

に
つ

い
て

、
今

後
の

更
な

る
取

組
の

推
進

を
期

待
す

る
。
 

・
今
後
、
自
治
体
や
金
融
機
関
等
と
の
更
な
る
連
携
強
化
を
通

じ
て

、
地

域
課

題
解

決
及

び
地

域
支

援
の

た
め

の
シ

ン
ク

タ
ン

ク
機

能
が

一
層

発
揮

さ
れ

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
 

  

年
度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
1
-
3
7
】

共
同

研
究

・
受

託
研

究
に

よ
る

外
部

資
金

に
つ

い
て

、
第

二
期

中
期

計
画

期
間

の
平

均
金

額
比

で
【

1
4
3
％
】
獲
得
し
た
。
 

【
1
-
3
7
】
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
累
計
で
【
1
0
社
】
設

置
し

た
。

 

【
1
-
4
0
】
首
都
大
学
東
京

P
r
e
m
i
u
m
 
C
o
l
l
e
g
e
（
仮
称

）
の

開
設

準
備

を
進

め
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
シ

ニ
ア

の
学

び
の

ニ
ー
ズ

に
対

応
し

た
首

都
大

学
東

京
P
r
e
m
i
u
m
 C
o
l
l
e
g
e
（

仮
称

）
の

開
設

準
備

が
行

わ
れ

た
。

生
涯

学
習

の
場

を
提

供
す

る
も

の
と

し
て

大
い

に
期

待
さ

れ
る

。
 

・
地

域
の

企
業
等

と
連
携

し
て

、
地

域
課

題
を

解
決

す
る

た
め

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

7
件

実
施

さ
れ

た
点

が
評

価
で

き
る

。
引

き
続

き
、

事
業

の
継

続
や

発
展

に
つ

な
が

る
取

組
の

充
実

が
期

待
さ

れ
る

。
 

3
0  

【
1
-
3
7
】
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
１
社
に
つ
い
て
、
令
和
元

年
度

創
設

の
 

目
途
が
つ
い
た
。
 

【
1
-
3
7
】

共
同

研
究

・
受

託
研

究
に

よ
る

外
部

資
金

に
つ

い
て

、
第

二
期

中
期

計
画

期
間

の
平

均
金

額
比

で
【

1
5
4
％
】
獲
得
し
た
。
 

【
1
-
3
8
】
J
S
T
（

C
R
E
S
T
）
へ
の
応
募
が
７
件
に
増
加
し

た
。

 
【
1
-
3
9
】
自
治
体
（
都
以
外
）
と
の
連
携
を
６
件
獲
得
し

た
。

 

【 【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
大

学
発

ベ
ン

チ
ャ

ー
の
育

成
に

注
力

し
、

１
社

に
つ

い
て

令
和

元
年

度
創

設
の

め
ど

が
つ

い
た

。
 

・
5
0
歳

以
上

を
対

象
と
し

た
T
M
U
プ

レ
ミ

ア
ム

・
カ

レ
ッ

ジ
の

開
講

準
備

を
進

め
、

充
実

し
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

ほ
か

、
効

果
的

な
広

報
や

イ
ベ

ン
ト

等
の

効
果

も
あ

り
、

5
0
名

定
員

の
と

こ
ろ

3
2
9
名

の
応

募
を

得
た

。
 

・
T
M
U
プ

レ
ミ

ア
ム

・
カ
レ

ッ
ジ

が
、

大
学

の
特

性
を

生
か

し
た

、
高

齢
期

の
魅

力
的

な
学

び
の

場
と

し
て

確
立

し
て

い
く

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

元  

【
1
-
3
7
】

共
同

研
究

・
受

託
研

究
に

よ
る

外
部

資
金

に
つ

い
て

、
第

二
期

中
期

計
画

期
間

の
平

均
金

額
比

で
【

1
4
7
％
】
獲
得
し
た
。
 

【
1
-
3
7
】
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
新
た
に
２
社
支
援
し
、

累
計

で
【

1
2
社

】
の

設
置

と
な

っ
た

。
 

【
1
-
4
0
】
講

座
体

系
の
ジ

ャ
ン
ル

区
分
に

つ
い
て

、
「
カ

テ
ゴ

リ
ー

」
あ
る

い
は
「

テ
ー
マ

」
と
し

て
再

編

し
た
。
 

【
1
-
4
0
-
2
】
T
M
U
プ
レ
ミ
ア
ム
・
カ
レ
ッ
ジ
を
開
講
し
、

5
3
名

の
カ

レ
ッ

ジ
生

に
対

し
、
「

学
び

」
と

「
新

た
な

交
流
の
場
」
を
提
供
し
た
。
 

【
1
-
4
0
-
2
】
令
和
２
（
2
0
2
0
）
年
度
か
ら
の
専
攻
科
の

開
講

に
向

け
た

準
備

を
行

っ
た

。
 

【 【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
プ

レ
ミ

ア
ム

・
カ

レ
ッ

ジ
を

開
講

し
、

学
習

意
欲

の
高

い
シ

ニ
ア

へ
体

系
的

な
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

提
供

し
て

い
る

。
 

・
プ

レ
ミ

ア
ム

・
カ

レ
ッ

ジ
の

令
和

２
年

度
の

本
科

入
試

で
は

、
募

集
人

員
を

大
き

く
上

回
る

出
願

を
得

る
と

と
も

に
、

２
年

目
も

学
び

続
け

ら
れ

る
専

攻
科

に
本

科
修

了
生

5
3
名

の
う

ち
3
6
名

が
応

募
す

る

な
ど

、
プ

レ
ミ

ア
ム

・
カ

レ
ッ

ジ
に

対
す

る
期

待
や

満
足

度
の

高
さ

が
伺

え
る

。
 

２ 

【
1
-
3
7
】

共
同

研
究

・
受

託
研

究
に

よ
る

外
部

資
金

に
つ

い
て

、
第

二
期

中
期

計
画

期
間

の
平

均
金

額
比

で
【

1
2
6
％
】
獲
得
し
た
。
 

【
1
-
3
7
】
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
は
累
計
で
【
1
2
社
】
の

設
置

と
な

っ
た

。
 

【
1
-
4
0
】

東
京

都
立

大
学

オ
ー

プ
ン

ユ
ニ

バ
ー

シ
テ

ィ
に

お
け

る
講

座
を

オ
ン

ラ
イ

ン
で

実
施

し
た

こ
と

で
、

首
都
圏
以
外
の
新
た
な
受
講
層
を
獲
得

し
た

。
 

【
1
-
4
0
-
2
】
東

京
都

立
大

学
プ
レ

ミ
ア
ム

・
カ
レ

ッ
ジ
に

お
い
て

、
「
専

攻
科

」
を

開
講
す

る
と
と

も
に

、

令
和
３
（
2
0
2
1
）
年
度
か
ら
の
「
研
究
生
コ
ー

ス
」

の
開

講
に

向
け

た
体

制
を

構
築

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
東

京
都

立
大

学
プ

レ
ミ

ア
ム

・
カ

レ
ッ

ジ
の

本
科

修
了

者
を

対
象

に
、

２
年

目
も

学
び

続
け

ら
れ

る
専

攻
科

を
開

講
し

た
。

加
え

て
、

専
攻

科
修

了
後

も
更

に
学

び
続

け
た

い
と

い
う

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
、

研

究
生

コ
ー

ス
を

令
和

３
年

度
か

ら
新

規
に

開
講

す
る

こ
と

と
し

た
。

 

・
東

京
都

立
大

学
オ

ー
プ

ン
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

に
お

い
て

、
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

の
講

座
を

開
講

し
た

こ
と

に
よ

り
、

首
都

圏
以

外
の

新
た

な
受

講
層

の
獲

得
に

つ
な

が
っ

た
。
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３ 

【
1
-
3
7
】

共
同

研
究

・
受

託
研

究
に

よ
る

外
部

資
金

に
つ

い
て

、
第

二
期

中
期

計
画

期
間

の
平

均
金

額
比

で
【

1
4
7
％
】
獲
得
し
た
。
 

【
1
-
3
7
】
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
は
累
計
で
【
1
3
社
】
の

設
置

と
な

っ
た

。
 

【
1
-
4
0
-
2
】

東
京

都
立

大
学

プ
レ

ミ
ア

ム
・

カ
レ

ッ
ジ

の
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

入
学

者
の

本
科

選
考

に

お
い
て
も
、
募
集
人
員
を
超
え
る
志
願
者
を

獲
得

し
、

志
願

倍
率

4
.
1
倍

と
な

っ
た

。
 

【
1
-
4
0
-
2
】

東
京

都
立

大
学

プ
レ

ミ
ア

ム
・

カ
レ

ッ
ジ

に
お

い
て

、
最

長
４

年
間

学
び

続
け

ら
れ

る
学

び

の
場

の
充
実
と
し
て
、
科
目
の
新
設
・
拡
充
等

を
行

っ
た

。
 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
引

き
続

き
U
RA

に
よ

る
教

員
へ

の
サ

ポ
ー

ト
を

き
め

細
か

く
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り
、

受
託

研
究

費
等

の
受

入
金

額
に

お
い

て
、

法
人

化
後

最
高

額
を

獲
得

し
た

。
 

・
オ

ー
プ

ン
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

に
お

い
て

、
歌

舞
伎

座
な

ど
、

東
京

な
ら

で
は

の
施

設
と

協
力

し
た

特
色

あ
る

講
座

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、

オ
ン

ラ
イ

ン
講

座
を

開
講

し
た

こ
と

に
よ

り
、

首
都

圏
以

外
の

新

た
な

受
講

層
の

獲
得

に
つ

な
が

っ
た

。
 

・
学

び
の

意
欲

に
応

え
る

た
め

、
東

京
都

立
大

学
プ

レ
ミ

ア
ム

・
カ

レ
ッ

ジ
の

専
攻

科
修

了
者

を
対

象

に
、

３
年

目
以

降
も

学
び

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
研

究
生

コ
ー

ス
を

開
講

し
た

。
ま

た
広

報
を

一
層

充

実
さ

せ
、

本
科

で
は

募
集

人
員

5
0
名

を
大

き
く

上
回

る
 
2
0
5
 
名

の
志

願
者

（
令

和
３

年
度

比
2
6
名

増
）

を
確

保
し

た
。

 

４  

【
1
-
3
7
】

共
同

研
究

・
受

託
研

究
に

よ
る

外
部

資
金

に
つ

い
て

、
第

二
期

中
期

計
画

期
間

の
平

均
金

額
比

で
【

1
5
0
％
】
獲
得
し
た
。
 

【
1
-
3
7
】
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
は
累
計
で
【
1
3
社
】
の

設
置

と
な

っ
た

。
 

【
1
-
4
0
】
東

京
都

立
大
学

オ
ー
プ

ン
ユ
ニ

バ
ー
シ

テ
ィ
に

お
い

て
、
「

東
京

2
3
区

の
今
を

考
え
る

」
シ

リ

ー
ズ
を
開
始
し
た
。
 

【
1
-
4
0
-
2
】

東
京

都
立

大
学

プ
レ

ミ
ア

ム
・

カ
レ

ッ
ジ

に
お

い
て

、
令

和
５

（
20
2
3
）

年
度

か
ら

本
科

の

定
員
を

5
0
人
か

ら
5
5
人
に
増
員

し
た
。
 

【
1
-
4
0
-
2
】

東
京

都
立

大
学

プ
レ

ミ
ア

ム
・

カ
レ

ッ
ジ

の
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

入
学

者
の

本
科

選
考

に

お
い
て
、
募
集
人
員
を
超
え
る
志
願
者
を
獲

得
し

、
志

願
倍

率
３

倍
と

な
っ

た
。

 

―
 

 
 

Ⅰ　東京都立大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

　３　社会との連携や社会貢献等に関する目標を達成するための措置

－ 163 －



 
 

 
  

 
 

 中
期

計
画

番
号

 

1
-
3
7
 

３
 

社
会

と
の

連
携

や
社

会
貢

献
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

社
会

貢
献

等
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

◇
産

学
公

の
連

携
推

進
 

①
共

同
研

究
・

受
託

研
究

に
よ

る
外

部
資

金
に

つ
い

て
、

第
三

期
中

期
計

画
期

間
内

に
、

第
二

期
中

期
計

画
期
間

の
平

均
金

額
比

で
【
1
20

％
以

上
】

の
獲

得
を

実
現

す
る

。
ま
た

、
技

術
移

転
活

動
の

強
化

等
に

よ
る

研
究

成
果

の
還

元
の

多
様

化
を

図
り

、
大

学
発

ベ
ン

チ
ャ

ー
支

援
を

促
進

す
る

こ
と

で
、

大
学

発
ベ

ン
チ

ャ
ー

を
累

計
で

【
1
0
社

】
設

置
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
産

学
公

連
携

セ
ン

タ
ー

と

２
大

学
１

高
専

が
連

携
し

て
組

織
体

制
の

強
化

を
図

り
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
状

況
を

注
視

し
つ

つ
、

外
部

資
金

獲
得

促
進

の
た

め
の

施
策

を
実

施
す

る
。
（

4
-
1
5
再

掲
）

 

                          （
２

）
【

継
続

】
知

財
管

理
の

効
率

化
を

進

め
、

デ
ー

タ
を

可
視

化
す

る
こ

と
に

よ
り

、
技

術
移

転
活

動
を

強
化

・
促

進
す

る
。
（

4
-
2
0
再

掲
）

 

（
１

）
組

織
体

制
の

強
化

に
よ

る
外

部
資

金
獲

得
促

進
の

た
め

の
施

策
の

実
施

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
産

学
公

連
携

セ
ン

タ
ー

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

に
お

い
て

、
セ

ン
タ

ー
全

体
で

、
共

同
研

究
費

、
受

託
研

究
費

、
提

案
公

募
型

研
究

費
、

学
術

相
談

、
受

託
研

究
費

等
間

接
経

費
及

び
特

定
研

究
寄

附
金

の
獲

得
状

況
を

毎
月

共
有

し
た

。
 

・
外

部
資

金
研

究
期

間
終

了
前

の
教

員
を

対
象

に
リ

マ
イ

ン
ド

メ
ー

ル
を

送
信

し
、

研
究

期
間

延
長

、
特

許
出

願
、

各
種

報
告

等
の

事
務

手
続

き
に

つ
い

て
迅

速
に

対
応

し
た

。
 

・
U
R
A
に

よ
る

教
員

等
へ

の
サ

ポ
ー

ト
を

引
き

続
き

推
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

提
案

公
募

型
研

究
費

の
獲

得
額

が
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

比
1
2
1
.
2
%
と

大
幅

増
と

な
っ

た
。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
受

託
研

究
費

等
受

入
金

額
実

績
に

お
い

て
、

法
人

化
後

最
高

額
を

獲
得

し
た

。
 

・
共

同
研

究
及

び
受

託
研

究
に

よ
る

外
部

資
金

に
つ

い
て

は
、

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

か
ら

連
続

し
て

第
二

期
中

期
計

画
期

間
の

平
均

金
額

比
で

1
2
0
%
以

上
の

獲
得

を
達

成
し

た
。
（

図
表

1
-
3
7
-
1
）

 

 ＜
図

表
1
-
3
7
(
1
)
　

外
部

資
金

受
入

実
績

＞
（

単
位

：
千

円
、

件
）

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

受
託
研
究
費
等

1
,
0
4
8
,
0
9
3

2
9
8

1
,
0
1
1
,
3
4
7

3
0
4

8
7
2
,
8
7
9

3
3
5

9
2
4
,
2
5
0

2
7
7

1
,
2
2
0
,
7
3
3

2
9
7

1
,
4
3
4
,
9
0
3

3
1
5

産
学
共
同
研
究
（
※
）

2
8
2
,
5
7
5

1
5
3

3
0
0
,
8
2
4

1
6
2

2
9
8
,
4
3
3

1
8
3

2
2
4
,
8
9
3

1
4
1

3
0
5
,
2
6
9

1
4
5

3
0
3
,
8
7
8

1
4
6

受
託
研
究
（
※
）

4
6
,
4
8
4

3
0

5
3
,
8
1
3

3
8

3
9
,
0
2
8

3
2

6
4
,
8
1
7

3
0

3
2
,
1
5
6

2
0

4
2
,
2
6
5

3
3

提
案
公
募
型
研
究

5
7
0
,
1
9
9

8
0

5
2
3
,
8
8
6

7
1

4
2
5
,
0
3
9

7
3

4
9
6
,
6
5
5

7
3

6
9
5
,
6
0
4

1
0
3

8
4
3
,
3
6
0

9
7

学
術
相
談

2
3
,
9
0
7

3
5

2
6
,
1
0
2

3
3

3
3
,
8
7
7

4
7

2
3
,
6
9
2

3
3

2
9
,
7
4
6

2
9

3
8
,
6
1
5

3
9

受
託
研
究
費
等
間
接
経
費

1
2
4
,
9
2
9

-
1
0
6
,
7
2
2

-
7
6
,
5
0
1

-
1
1
4
,
1
9
2

-
1
5
7
,
9
5
8

-
2
0
6
,
7
8
5

-

受
託
事
業
等

4
2
8
,
0
2
3

1
8
3

3
2
3
,
5
4
1

1
6
1

3
2
4
,
1
7
4

1
5
0

1
9
9
,
8
8
5

1
4
0

3
0
9
,
0
0
6

1
5
9

4
2
8
,
9
2
4

1
8
3

1
,
4
7
6
,
1
1
6

4
8
1

1
,
3
3
4
,
8
8
8

4
6
5

1
,
1
9
7
,
0
5
2

4
8
5

1
,
1
2
4
,
1
3
5

4
1
7

1
,
5
2
9
,
7
3
9

4
5
6

1
,
8
6
3
,
8
2
8

4
9
8

3
2
9
,
0
5
9

1
8
3

3
5
4
,
6
3
7

2
0
0

3
3
7
,
4
6
1

2
1
5

2
8
9
,
7
1
0

1
7
1

3
3
7
,
4
2
5

1
6
5

3
4
6
,
1
4
3

1
7
9

(
1
4
3
.
2
%
)

(
1
5
4
.
3
%
)

(
1
4
6
.
8
%
)

(
1
2
6
.
1
%
)

(
1
4
6
.
8
%
)

(
1
5
0
.
6
%
)

4
年
度
決
算
額

3
年
度
決
算
額

2
9
年
度
決
算
額

3
0
年
度
決
算
額

元
年
度
決
算
額

2
年
度
決
算
額

合
計

（
※
）
共
同
研
究
と
受
託
研
究
の
計

（
第

二
期

平
均

（
2
2
9
,
8
3
2
千

円
）

比
）

※
平

成
2
9
年

度
業

務
実

績
等

報
告

よ
り

、
過

年
度

の
デ

ー
タ

も
含

め
、

収
入

決
算

値
を

基
に

記
載

す
る

こ
と

と
し

た
。

※
受

託
事

業
等

：
受

託
事

業
費

等
、

特
定

研
究

寄
附

金
、

補
助

金
※

本
表

の
数

値
は

単
位

未
満

を
四

捨
五

入
し

て
い

る
た

め
、

合
計

と
内

訳
の

計
が

一
致

し
な

い
場

合
が

あ
る

。
 

   （
２

）
技

術
移

転
活

動
の

強
化

に
向

け
た

取
組

【
中

期
計

画
番

号
4
－

2
0
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
技

術
移

転
候

補
と

な
り

得
る

技
術

シ
ー

ズ
と

し
て

未
利

用
特

許
1
1
3
件

を
抽

出
し

、
特

許
事

務
所

を
介

し
て

技
術

移
転

活
動

を
実

施
し

、
未

利
用

特
許

の
情

報
を

広
く

紹
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     （
３

）
【

拡
充

】
都

立
大

発
ベ

ン
チ

ャ
ー

の

更
な

る
創

出
に

向
け

て
起

業
講

座
を

拡
充

す
る

と
と

も
に

、
他

大
学

と
の

連
携

に
よ

る
新

た
な

支
援

策
の

検
討

を
開

始
す

る
。

 

介
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
未

利
用

特
許

に
興

味
を

持
っ

た
企

業
と

発
明

者
と

の
打

合
せ

を
1
6
件

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

  （
３

）
大

学
発

ベ
ン

チ
ャ

ー
支

援
促

進
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
学

生
・

教
員

を
対

象
と

し
て

起
業

マ
イ

ン
ド

の
醸

成
を

目
的

と
し

た
「

起
業

キ
ッ

ク
オ

フ
イ

ベ
ン

ト
」

を
全

４
回

開
講

す
る

と
と

も
に

、
ア

イ
デ

ィ
ア

創
出

や
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
伸

長
を

目
的

と
し

た
「

起
業

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
イ

ベ
ン

ト
」

を
新

た
に

２
日

間
開

講
し

た
。

 

・
複

数
の

金
融

機
関

の
創

業
支

援
担

当
部

署
と

連
携

し
、

起
業

を
目

指
す

学
生

・
教

員
や

都
立

大
発

ベ
ン

チ
ャ

ー
を

対
象

と
し

た
起

業
相

談
窓

口
を

令
和

３
（

2
0
21

）
年

度
に

引
き

続
き

開
設

し
た

。
 

・
先

進
的

な
創

業
支

援
を

行
っ

て
い

る
他

大
学

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

行
い

、
令

和
５

（
2
0
2
3
)
年

度
以

降
の

支
援

策
に

つ
い

て
検

討
を

進
め

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
学

内
の

起
業

機
運

向
上

に
資

す
る

取
組

を
拡

充
し

た
結

果
、
「

起
業

キ
ッ

ク
オ

フ
イ

ベ
ン

ト
」

は
延

べ
8
3
人

、
「

起
業

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
イ

ベ
ン

ト
」

は
延

べ
1
6
人

、
起

業
相

談
窓

口
は

延
べ

７
件

の
参

加
が

あ
っ

た
。

 

・
「

大
学

発
ベ

ン
チ

ャ
ー

の
創

出
・

育
成

に
向

け
た

基
本

方
針

」
を

策
定

し
、

今
後

の
都

立
大

に
お

け
る

ベ
ン

チ
ャ

ー
支

援
の

在
り

方
を

明
確

に
示

し
た

。
 

・
既

存
２

社
に

対
し

て
都

立
大

発
ベ

ン
チ

ャ
ー

と
し

て
の

支
援

更
新

を
決

定
し

た
。
（

図
表

1
-
3
7
-
2
）

 

 【
図

表
1
-
3
7
-
2
　
大

学
発

ベ
ン
チ
ャ
ー

】

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３
年

度
４
年

度

1
0

(３
)

1
0

(０
)

1
2

(２
)

1
2

(０
)

1
3

(１
)

1
3

(０
)

※
上
段
は
累
計
社
数
、
（
　
）
は
う
ち
新
規
社
数

※
令
和
元
（
2
0
1
9
）
年
度
以
降
の
数
値
に
は
東
京
都
立
産
業
技
術
大
学
院
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
１
社
を
含
む

 
 

 

Ⅰ　東京都立大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

　３　社会との連携や社会貢献等に関する目標を達成するための措置

－ 165 －



 
 

 
  

 
 

 中
期

計
画

番
号

 

1
-
3
8

 
②

大
学

の
研

究
成

果
を

企
業

等
と

連
携

し
た

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
に

つ
な

げ
る

た
め

、
国

内
外

の
大

学
及

び
研

究
機

関
、

企
業

等
と

の
連

携
を

強
化

し
、

研
究

成
果

の
社

会
実

装
に

向
け

た
産

学
連

携
を

推
進

す
る

。
ま

た
、

日
野

キ
ャ

ン
パ

ス
を

軸
と

し
て

工
学

分
野

の
教

育
研

究
拠

点
の

強
化

を
図

り
、

多
摩

地
域

の
産

学
公

協
働

イ
ン

キ
ュ

ベ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
構

築
に

向
け

た
取

組
を

推
進

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
他

大
学

・
研

究
機

関
、

企

業
等

と
の

相
互

交
流

推
進

に
よ

り
連

携
を

強
化

し
、

共
同

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

等
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
産

学
連

携
向

け
公

募
案

件
の

獲
得

に
向

け
て

取
り

組
む

こ
と

に
よ

り
、

研
究

成
果

の
社

会
実

装
に

向
け

た
産

学
連

携
を

推
進

す
る

。
 

        （
２

）
【

継
続

】
多

摩
地

域
に

お
け

る
産

学

公
連

携
拠

点
と

し
て

、
日

野
キ

ャ
ン

パ
ス

新
棟

の
産

学
公

連
携

ス
ペ

ー
ス

の
活

用
方

法
に

つ
い

て
具

体
的

な
計

画
を

策
定

す
る

と
と

も
に

、
効

果
的

な
広

報
手

段
の

検
討

に
取

り
組

む
。

 

（
１

）
他

大
学

・
研

究
機

関
等

と
の

連
携

強
化

 

①
共

同
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
等

の
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
包

括
提

携
協

定
を

締
結

し
て

い
る

(
株

)
き

ら
ぼ

し
銀

行
と

企
業

向
け

の
技

術
懇

親
会

（
1
1
月

1
4
日

）
を

共
催

し
た

。
 

・
イ

ベ
ン

ト
（

J
S
T
新

技
術

説
明

会
）
、

展
示

会
（

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ジ

ャ
パ

ン
、

計
量

計
測

展
2
0
2
2
、

H
e
a
l
t
h
t
e
c
h
J
a
p
a
n
2
0
2
2
、

n
a
n
o
 t
e
c
h
 2
0
2
3
）

に
参

加
し

、
都

立

大
の

研
究

シ
ー

ズ
の

紹
介

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
イ

ベ
ン

ト
（

J
S
T
新

技
術

説
明

会
）

や
、

展
示

会
（

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ジ

ャ
パ

ン
、

H
e
a
l
t
h
t
e
c
h
J
a
p
a
n
2
0
2
2
、

n
a
n
o
 
t
e
c
h
 
2
0
2
3
）

の
来

場
企

業
と

1
6
件

の
面

談
を

行

い
、

共
同

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

等
の

連
携

に
向

け
て

調
整

を
行

っ
た

結
果

、
２

社
と

秘
密

保
持

契
約

及
び

学
術

相
談

契
約

の
締

結
に

至
っ

た
。

 

 

②
研

究
成

果
の

社
会

実
装

に
向

け
た

産
学

連
携

の
推

進
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
J
S
T
の

研
究

成
果

最
適

展
開

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

A
-
S
T
E
P
）

に
つ

い
て

、
J
S
T
担

当
者

と
の

協
議

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
J
S
T
の

研
究

成
果

最
適

展
開

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

A
-
S
T
E
P
）

に
代

表
機

関
と

し
て

1
0
件

、
分

担
機

関
と

し
て

２
件

の
申

請
書

作
成

支
援

を
行

っ
た

。
 

 （
２

）
日

野
キ

ャ
ン

パ
ス

新
棟

の
産

学
公

連
携

ス
ペ

ー
ス

の
活

用
方

法
に

係
る

計
画

の
策

定
と

広
報

手
段

の
検

討
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
産

学
公

連
携

ス
ペ

ー
ス

「
T
M
U
 
I
n
n
o
v
a
t
i
o
n
 
H
u
b
」

の
利

活
用

方
法

を
検

討
す

る
た

め
の

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
を

教
員

と
と

も
に

立
ち

上
げ

た
。

 

・
多

摩
地

域
の

自
治

体
・

公
的

機
関

・
金

融
機

関
等

と
、

起
業

予
定

者
や

起
業

後
間

も
な

い
ベ

ン
チ

ャ
ー

等
に

対
す

る
多

様
な

サ
ー

ビ
ス

・
支

援
の

展
開

に
向

け
た

連
携

の
在

り
方

に
つ

い
て

意
見

交
換

を
行

っ
た

。
 

・
総

合
研

究
推

進
機

構
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

「
T
M
U
 
I
n
n
o
v
a
t
i
o
n
 
H
u
b
」

特
設

ペ
ー

ジ
を

開
設

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
「

T
M
U
 
I
n
n
o
v
a
t
i
o
n
 
H
u
b
」

に
お

い
て

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

内
容

や
イ

ン
キ

ュ
ベ

ー
シ

ョ
ン

ル
ー

ム
の

入
居

要
件

・
料

金
等

の
原

案
を

作
成

し
た

。
 

・
実

運
用

へ
向

け
て

、
令

和
５

(
2
0
2
3
)
年

度
以

降
に

必
要

と
な

る
教

職
員

体
制

及
び

予
算

を
整

え
、

専
門

人
材

の
採

用
を

行
っ

た
。

 

・
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
1
0
月

の
開

設
ま

で
の

広
報

計
画

に
つ

い
て

、
関

係
部

署
と

協
議

し
概

要
を

決
定

し
た

。
 

 

 
 

Ⅰ　東京都立大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

　３　社会との連携や社会貢献等に関する目標を達成するための措置

－ 166 －



 
 

 
  

 
 

 中
期

計
画

番
号

 

1
-
3
9

 
◇

地
域

と
の

連
携

 

③
福

祉
、

防
災

、
ま

ち
づ

く
り

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ビ

ジ
ネ

ス
な

ど
地

域
課

題
解

決
に

向
け

て
、

都
内

外
の

自
治

体
の

ほ
か

、
地

域
に

お
け

る
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス
の

役
割

を
果

た
す

金

融
機

関
・

N
P
O
等

、
様

々
な

担
い

手
と

の
連

携
を

強
化

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
産

学
公

連
携

セ
ン

タ
ー

を

中
心

に
、

各
キ

ャ
ン

パ
ス

の
特

長
を

踏
ま

え
な

が
ら

、
地

域
課

題
解

決
に

向
け

て
、

金
融

機
関

、
民

間
企

業
、

区
市

町
村

等
と

の
連

携
を

強
化

し
、

地
域

支
援

に
関

す
る

取
組

を
推

進
す

る
。

 

（
１

）
地

域
課

題
解

決
に

向
け

た
関

係
機

関
と

の
連

携
強

化
と

地
域

支
援

の
推

進
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
㈱

き
ら

ぼ
し

銀
行

と
協

力
し

、
都

内
中

小
企

業
に

向
け

た
「

も
の

づ
く

り
企

業
の

た
め

の
大

学
・

産
業

技
術

研
究

セ
ン

タ
ー

研
究

発
表

・
交

流
会

」
等

の
地

域
支

援
に

関
す

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

企
画

、
実

施
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
連

携
協

定
を

締
結

し
て

い
る

自
治

体
や

金
融

機
関

等
と

、
よ

り
一

層
の

連
携

を
深

化
さ

せ
、

地
域

支
援

に
関

す
る

取
組

を
推

進
し

た
。
（

図
表

1
-
3
9
-
1
）

 

 【
図

表
1
-
3
9
-
1
　

地
域

支
援

に
関

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
令

和
４

年
度

）
】

N
o

関
係

機
関

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

等
主

な
業

務
内

容
主

な
成

果

1
東

京
き
ら
ぼ
し
フ
ィ
ナ

ン

シ
ャ
ル
グ
ル
ー

プ

も
の
づ

く
り
企

業
の
た
め
の
大

学
・

産
業

技
術

研
究

セ
ン
タ
ー

研
究

発
表

・
交

流
会

中
小

企
業

の
技

術
的

な
課

題
解

決
お

よ
び

新
製

品
開

発
へ

の
取

組
み

の
支

援
と
し
て
、
都

立
大

教
員

が
研

究
内

容
の
紹

介
を
行

っ
た
。

参
加

し
た
中

小
企

業
約

2
0
社

に
対

し
、
本

学
の
研

究
内

容
及

び
産

学
連

携
体

制
の
紹

介
し
た
。
今

後
の
連

携
可

能
性

を
含

め
、
各

社
か
ら
の
質

疑
に
積

極
的

に
対

応
し
た
。
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 中
期

計
画

番
号

 

1
-
4
0

 
◇

生
涯

学
習

 

④
都

民
や

企
業

等
の

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

オ
ー

プ
ン

ユ
ニ

バ
ー

シ
テ

ィ
講

座
の

更
な

る
充

実
を

図
る

と
と

も
に

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
で

講
義

内
容

等
を

無
償

公
開

す
る

オ
ー

プ
ン

コ

ー
ス

ウ
ェ

ア
の

充
実

に
よ

り
、

本
学

の
学

術
成

果
等

を
都

民
に

還
元

し
、

社
会

人
向

け
の

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
な

ど
に

資
す

る
学

修
環

境
を

整
備

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
生

涯
現

役
都

市
の

実
現

に

向
け

て
、

オ
ー

プ
ン

コ
ー

ス
ウ

ェ
ア

の
環

境
を

構
築

す
る

と
と

も
に

、
東

京
都

立
大

学
オ

ー
プ

ン
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

無
料

講
座

や
東

京
都

立
大

学
プ

レ
ミ

ア
ム

・
カ

レ
ッ

ジ
の

模
擬

授
業

等
を

含
む

コ
ン

テ
ン

ツ
拡

充
な

ど
に

取
り

組
み

、
都

立
大

に
お

け
る

生
涯

学
習

環
境

の
更

な
る

充
実

を
図

る
。

 

    （
２

）
【

継
続

】
東

京
都

立
大

学
オ

ー
プ

ン

ユ
ニ

バ
ー

シ
テ

ィ
に

お
い

て
、

特
別

区
協

議
会

を
は

じ
め

、
東

京
都

、
区

市
町

村
、

そ
の

他
地

方
公

共
セ

ク
タ

ー
等

と
受

講
者

ニ
ー

ズ
を

反
映

し
た

連
携

講
座

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

都
立

大
の

プ
レ

ゼ
ン

ス
向

上
に

も
寄

与
す

る
。

 

                

（
１

）
オ

ー
プ

ン
コ

ー
ス

ウ
ェ

ア
の

充
実

に
向

け
た

取
組

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
東

京
都

立
大

学
プ

レ
ミ

ア
ム

・
カ

レ
ッ

ジ
の

講
演

会
５

本
、

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
模

擬
授

業
４

本
、

東
京

都
立

大
学

オ
ー

プ
ン

ユ
ニ

バ
ー

シ
テ

ィ
の

高
校

生
向

け
無

料
講

座
６

本
、

オ
リ

ジ
ナ

ル
動

画
１

本
を

新
た

に
撮

影
・

掲
載

し
、

様
々

な
分

野
の

オ
ー

プ
ン

コ
ー

ス
ウ

ェ
ア

コ
ン

テ
ン

ツ
の

充
実

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

都
立

大

の
学

術
成

果
を

よ
り

広
く

都
民

に
還

元
す

る
た

め
、

新
た

に
近

隣
の

高
等

学
校

や
図

書
館

へ
の

広
報

を
開

始
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
入

学
志

願
者

だ
け

で
は

な
く

、
高

い
学

習
意

欲
を

持
つ

社
会

人
層

な
ど

の
都

民
に

向
け

た
学

修
環

境
を

さ
ら

に
充

実
さ

せ
た

。
 

※
オ

ー
プ

ン
コ

ー
ス

ウ
ェ

ア
：

大
学

等
で

正
規

に
提

供
し

た
講

義
と

そ
の

関
連

情
報

を
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
で

無
償

公
開

す
る

活
動

の
こ

と
。

 

※
東

京
都

立
大

学
プ

レ
ミ

ア
ム

・
カ

レ
ッ

ジ
：

5
0
歳

以
上

の
様

々
な

経
験

を
積

ん
だ

学
習

意
欲

の
高

い
シ

ニ
ア

を
対

象
と

す
る

「
学

び
」

と
「

新
た

な
交

流
」

の
場

で
、

総
合

大
学

の
強

み
を

活
か

し
多

様
か

つ
体

系
的

な
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

提
供

し
て

い
る

。
 

※
東

京
都

立
大

学
オ

ー
プ

ン
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

：
大

都
市

東
京

を
テ

ー
マ

と
し

た
講

座
や

、
楽

し
む

科
学

、
ウ

ェ
ル

ビ
ー

イ
ン

グ
を

目
指

す
健

康
、

歴
史

・
デ

ザ
イ

ン
・

文
学

な
ど

の
文

化
探

求
、

世
界

と
繋

が
る

言
語

な
ど

様
々

な
カ

テ
ゴ

リ
ー

に
お

い
て

専
門

性
の

高
い

講
座

か
ら

ユ
ニ

ー
ク

な
講

座
ま

で
提

供
し

て
い

る
。

 

 （
２

）
東

京
都

立
大

学
オ

ー
プ

ン
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

に
お

け
る

受
講

者
等

の
ニ

ー
ズ

を
反

映
し

た
連

携
講

座
の

実
施

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
公

益
財

団
法

人
特

別
区

協
議

会
と

連
携

し
て

、
大

都
市

東
京

の
社

会
的

課
題

や
対

応
に

関
し

て
東

京
都

区
民

等
に

理
解

を
深

め
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
冬

期
か

ら
「

東
京

2
3
区

の
今

を
考

え
る

」
シ

リ
ー

ズ
を

開
始

し
た

。
（

図
表

1
-
4
0
-
1
）

 

・
東

京
都

労
働

相
談

情
報

セ
ン

タ
ー

や
地

方
独

立
行

政
法

人
東

京
都

都
立

病
院

機
構

と
協

定
に

基
づ

き
、
「

労
働

セ
ミ

ナ
ー

」
や

「
臨

床
研

究
支

援
人

材
育

成
講

座
」

等
を

開
講

し
た

。
（

図
表

1
-
4
0
-
2
）

 

・
東

京
都

恩
賜

上
野

動
物

園
や

八
王

子
市

と
連

携
し

、
そ

れ
ぞ

れ
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

の
講

座
を

開
講

し
た

。
（

図
表

1
-
4
0
-
2
）

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
特

別
区

協
議

会
を

は
じ

め
、

都
、

区
市

町
村

と
の

連
携

講
座

を
開

講
す

る
こ

と
に

よ
り

、
よ

り
魅

力
あ

る
内

容
に

な
る

と
と

も
に

、
連

携
先

を
通

じ
た

新
た

な
広

報
展

開
が

可
能

と
な

り
、

新
規

受
講

生
の

獲
得

や
都

立
大

の
プ

レ
ゼ

ン
ス

向
上

に
繋

が
っ

た
。

 

 
 
 
 
 

【
図
表
1
-
4
0
-
1
　
（
公

財
）
特

別
区

協
議

会
と
の
共

催
講

座
実

績
】

（
単
位
：
講
座
、
人
）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３
年
度

４
年
度

講
座
数

5
4

4
1

2
3

受
講
者
数

9
7

3
5
4

3
2
0

4
0

7
9

1
7
0

１
講
座
あ
た
り
の
平

均
受

講
者

数
1
9
.4

8
8
.5

8
0
.0

4
0
.0

3
9
.5

5
6
.7
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                         （
３

）
【

継
続

】
東

京
都

立
大

学
オ

ー
プ

ン

ユ
ニ

バ
ー

シ
テ

ィ
に

お
い

て
、

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
度

に
見

直
し

た
講

座

体
系

の
拡

充
を

実
施

す
る

と
と

も

に
、

オ
ン

ラ
イ

ン
講

座
や

対
面

式
講

座
そ

れ
ぞ

れ
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

こ
と

で
、

様
々

な
受

講
者

の
受

講
機

会
拡

大
を

図
る

。
 

【図
表

1-
40

-2
　

そ
の

他
自

治
体

等
と

の
連

携
等

（令
和

４
年

度
）】

連
携

･協
定

先
受

講
者

数

（延
べ

）

㈱
サ

マ
ー

ラ
ン

ド
-

東
京

都
労

働
相

談
情

報
セ

ン
タ

ー
21

2名

16
1名

31
名

20
名

32
名

16
名

62
名

（公
財

）特
別

区
協

議
会

53
9名

秋
期

　
8回

子
ど

も
た

ち
へ

の
パ

ン
ダ

か
ら

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

秋
期

　
3回

１
講

座
（4

回
）

東
京

都
恩

賜
上

野
動

物
公

園

大
人

の
た

め
の

パ
ン

ダ
学

講
座

八
王

子
市

八
王

子
学

園
都

市
大

学
「い

ち
ょ

う
塾

」講
座

企
画

・実
施

日
程

・講
座

数

「令
和

４
年

度
労

働
セ

ミ
ナ

ー
～

時
事

的
課

題
セ

ミ
ナ

ー
～

」の
開

講
秋

期
　

2回

冬
期

　
2回

講
座

・内
容

わ
ん

ダ
フ

ル
ネ

イ
チ

ャ
ー

ヴ
ィ

レ
ッ

ジ
ア

ド
バ

イ
ザ

リ
ー

会
議

へ
の

参
画

7月
8日

（メ
ー

ル
開

催
）

6回

	日
本

遺
産

『霊
気

満
山

 高
尾

山
』の

魅
力

～
人

々
の

祈
り

が
紡

ぐ
桑

都
物

語
～

地
方

独
立

行
政

法
人

東
京

都
立

病
院

機
構

放
射

線
治

療
技

術
学

連
携

講
座

の
開

講
2月

11
日

臨
床

研
究

支
援

人
材

育
成

講
座

の
開

講
冬

期
　

4回

夏
期

　
6回

子
ど
も
・
若
者
貧
困
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
会
の
実
施

（
子
供
の
貧
困
研
究
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
学
術
研
究
会
）

 
 （

３
）

東
京

都
立

大
学

オ
ー

プ
ン

ユ
ニ

バ
ー

シ
テ

ィ
に

お
け

る
様

々
な

受
講

者
の

受
講

機
会

拡
大

に
向

け
た

取
組

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
オ

ン
ラ

イ
ン

専
用

講
座

に
適

し
た

オ
ン

ラ
イ

ン
ス

ペ
シ

ャ
ル

講
座

（
特

に
８

回
シ

リ
ー

ズ
の

講
義

か
ら

構
成

さ
れ

る
長

期
受

講
型

な
ど

）
の

企
画

立
案

実
施

に
努

め
る

と
と

も
に

、
シ

ニ
ア

層
を

中
心

に
対

面
式

で
の

開
講

ニ
ー

ズ
が

高
い

「
江

戸
・

東
京

/
T
O
K
Y
O」

や
「

世
界

と
繋

が
る

こ
と

ば
」
「

ア
ー

ト
＆

デ
ザ

イ
ン

」
な

ど
の

拡
充

も

図
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
オ

ン
ラ

イ
ン

講
座

や
対

面
式

講
座

そ
れ

ぞ
れ

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
こ

と
で

、
東

京
都

以
外

か
ら

の
多

数
の

受
講

者
を

含
め

、
様

々
な

受
講

者
の

受
講

機
会

の
拡

大
を

図
っ

た
。

結
果

と
し

て
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

は
、

オ
ン

ラ
イ

ン
式

講
座

9
6
講

座
（

開
講

率
8
6
.
5
％

）
、

対
面

式
講

座
1
8
1
講

座
（

開
講

率
7
7
.
0
％

）
、

合
計

2
7
7
講

座
（

開
講

率
8
0
.
1
％

）
と

講
座

数
、

開
講

率
共

に
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

を
上

回
っ

た
。

 

・
新

規
の

会
員

に
関

し
て

も
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

は
、

7
4
8
人

と
な

り
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

を
上

回
っ

た
。

世
代

別
で

見
て

も
、

現
役

世
代

が
5
9
％

と
な

り
、

シ

ニ
ア

世
代

を
大

幅
に

上
回

っ
て

お
り

、
新

た
な

受
講

層
の

獲
得

に
繋

が
っ

た
。
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 中
期

計
画

番
号

 

1
-
4
0
-
2

 
⑤

人
生

1
0
0
年
時

代
を

豊
か

に
過

ご
せ

る
生

涯
現

役
都

市
の

実
現

に
寄

与
す

る
「

1
0
0
歳

大
学

」
の

取
組

の
一

環
と

し
て

Ｔ
Ｍ

Ｕ
プ

レ
ミ

ア
ム

･
カ

レ
ッ

ジ
を

開
講

す
る

な
ど

、
東

京
都

立
大

学
が

有
す

る
豊

富
な

教
育

研
究

資
源

を
活

か
す

と
と

も
に

東
京

都
と

緊
密

に
連

携
し

、
シ

ニ
ア

層
の

更
な

る
学

び
の

意
欲

に
応

え
る

、
新

た
な

学
び

と
交

流
の

場
を

提
供

す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
本

科
、

専
攻

科
及

び
研

究

生
コ

ー
ス

に
お

い
て

、
最

長
４

年
間

学
び

続
け

ら
れ

る
東

京
都

立
大

学
プ

レ
ミ

ア
ム

・
カ

レ
ッ

ジ
を

、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

十
分

な
教

育
を

提
供

で
き

る
よ

う
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

等
の

充
実

を
図

り
な

が
ら

円
滑

に
運

営
す

る
。

ま
た

、
生

涯
学

習
推

進
セ

ン
タ

ー
を

円
滑

に
運

営
し

て
、

生
涯

現
役

都
市

の
構

築
を

さ
ら

に
推

進
す

る
。

 

（
１

）
東

京
都

立
大

学
プ

レ
ミ

ア
ム

・
カ

レ
ッ

ジ
及

び
生

涯
学

習
推

進
セ

ン
タ

ー
の

円
滑

な
運

営
 

①
最

長
４

年
間

学
び

続
け

ら
れ

る
学

び
の

場
の

さ
ら

な
る

充
実

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
・

本
科

、
専

攻
科

及
び

研
究

生
コ

ー
ス

と
も

に
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
を

図
り

な
が

ら
、

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
や

授
業

を
円

滑
に

実
施

し
た

。
ま

た
、

コ
ロ

ナ
禍

で
開

講
が

懸
念

さ
れ

て
い

た
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
に

つ
い

て
も

受
入

先
と

調
整

を
図

り
、

カ
レ

ッ
ジ

生
の

安
全

・
安

心
に

配
慮

し
つ

つ
、

当
初

の
計

画
ど

お
り

、
す

べ
て

実
施

し
た

。
 

・
「

首
都

・
東

京
を

フ
ィ

ー
ル

ド
に

学
ぶ

」
を

テ
ー

マ
と

し
た

幅
広

い
独

自
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
着

実
に

カ
レ

ッ
ジ

生
に

提
供

す
る

と
と

も
に

、
カ

レ
ッ

ジ
生

の
多

様
な

ニ

ー
ズ

に
応

え
る

た
め

、
新

た
に

実
験

科
目

や
起

業
講

座
を

開
講

し
た

。
ま

た
、

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
度

か
ら

の
新

規
開

講
科

目
を

検
討

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
プ

レ
ミ

ア
ム

・
カ

レ
ッ

ジ
開

講
以

来
、

最
長

４
年

間
学

ん
だ

研
究

生
コ

ー
ス

２
年

目
の

修
了

生
を

輩
出

し
た

。
ま

た
、

最
長

４
年

間
学

び
続

け
ら

れ
る

プ
レ

ミ
ア

ム
・

カ
レ

ッ
ジ

の
年

度
進

行
の

完
成

年
度

を
迎

え
た

。
 

・
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

か
ら

、
気

候
学

、
心

理
学

、
美

術
史

等
の

５
つ

の
科

目
を

新
規

開
講

す
る

こ
と

と
な

っ
た

。
 

 

②
本

科
の

定
員

増
員

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
プ

レ
ミ

ア
ム

・
カ

レ
ッ

ジ
の

こ
れ

ま
で

の
出

願
状

況
等

を
踏

ま
え

、
本

科
の

定
員

増
を

検
討

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

か
ら

本
科

の
定

員
を

5
0
名

か
ら

5
5
名

に
増

員
し

た
。

 

・
定

員
5
5
名

に
対

し
、

6
0
名

が
最

終
合

格
者

と
な

り
、

実
質

倍
率

は
３

倍
と

な
っ

た
。
（

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

：
3
.
8
倍

、
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

：
3
.
4
倍

）
 

 

③
本

科
志

願
者

確
保

に
向

け
た

取
組

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
本

科
志

願
者

確
保

に
向

け
、

３
年

ぶ
り

に
対

面
で

の
公

開
イ

ベ
ン

ト
を

２
回

実
施

し
た

（
講

演
会

及
び

模
擬

授
業

）
。

ま
た

、
同

イ
ベ

ン
ト

に
つ

い
て

は
、

あ
わ

せ
て

オ

ン
デ

マ
ン

ド
配

信
も

行
っ

た
。

 

・
効

果
の

高
い

広
報

媒
体

の
活

用
を

拡
充

す
る

と
と

も
に

、
新

規
の

取
組

も
取

り
入

れ
な

が
ら

、
本

科
の

出
願

促
進

を
図

っ
た

。
 

 
 

【
拡

充
】

公
開

イ
ベ

ン
ト

及
び

カ
レ

ッ
ジ

案
内

を
一

体
化

し
た

動
画

配
信

（
都

庁
の

デ
ジ

タ
ル

サ
イ

ネ
ー

ジ
等

に
加

え
、

ス
マ

ー
ト

ポ
ー

ル
も

活
用

）
、

 

新
聞

折
込

チ
ラ

シ
（

配
布

数
等

を
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

よ
り

増
）

 

 
 

【
継

続
】

広
報

東
京

都
（

解
説

記
事

）
、

鉄
道

広
告

（
駅

貼
り

、
中

吊
り

）
、

書
店

配
架

、
専

用
H
P
、

東
京

都
関

連
団

体
の

広
報

誌
 

等
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
公

開
イ

ベ
ン

ト
に

は
6
1
7
人

の
参

加
が

あ
り

、
講

演
会

及
び

模
擬

授
業

と
も

に
好

評
を

得
る

と
と

も
に

、
オ

ン
デ

マ
ン

ド
配

信
の

視
聴

総
回

数
は

1
,
2
8
6
回

と
な

っ
た

。

（
図

表
1
-
4
0
-
2
-
1
）

 

・
積

極
的

な
広

報
の

展
開

に
よ

り
、

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
度

の
本

科
志

願
者

数
は

、
定

員
5
5
名

を
大

き
く

上
回

る
1
7
9
名

を
確

保
し

た
（

図
表

1
-
4
0
-
2
-
2
、

図
表

1
-
4
0
-

2
-
3
、

図
表

1
-
4
0
-
2
-
4
）
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【
図

表
1
-
4
0
-
2
-
1
　

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
度

入
学

　
本

科
志

願
者

確
保

に
向

け
た

オ
ン

ラ
イ

ン
イ

ベ
ン

ト
】

日
程

種
別

内
容

参
加

者
数

オ
ン

デ
マ

ン
ド

視
聴

回
数

備
考

1
0
月

1
日

(
土

)
講

演
会

「
世

界
遺

産
北

海
道

・
北

東
北

の
縄

文
遺

跡
群

か
ら

考
え

直
す

『
日

本
史

と
縄

文

時
代

』
」

　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
東

京
都

立
大

学
　

特
任

教
授

　
山

田
 
昌

久

「
私

た
ち

は
食

べ
た

も
の

で
で

き
て

い
る

！
 
～

気
候

風
土

を
反

映
し

た
食

文
化

が
作

っ
て

き
た

私
た

ち
の

体
～

」
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
東

京
都

立
大

学
　

特
任

教
授

　
篠

田
 
粧

子

3
6
5
名

7
9
3
回

1
0
月

1
5

日
(
土

)

模
擬

授
業

「
里

山
の

自
然

に
つ

い
て

考
え

る
」

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

東
京

都
立

大
学

　
特

任
教

授
　

可
知

 
直

毅

「
心

理
的

発
達

課
題

か
ら

『
自

分
史

』
を

書
く

意
義

に
つ

い
て

、
論

じ
る

」
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
東

京
都

立
大

学
　

特
任

教
授

　
永

井
 
撤

2
5
2
名

4
9
3
回

6
1
7
名

1
2
8
6
回

※
い

ず
れ

も
事

前
申

込
制

合
計

【
2
0
2
1
年

度
】

【
2
0
2
0
年

度
】

オ
ン

デ
マ

ン
ド

配
信

で
実

施

【
2
0
1
9
年

度
】

対
面

で
実

施

 
 【

図
表

1
-
4
0
-
2
-
2
　

本
科

選
考

状
況

】

入
学

年
度

募
集

人
員

志
願

者
数

志
願

倍
率

第
一

次
選

考

合
格

者
数

第
二

次
選

考

合
格

者
数

（
最

終
合

格
者

）

実
質

倍
率

［
参

考
］

入
学

手
続

者
数

（
A
)

（
B
)

（
C
=
B
/
A
)

（
D
)

（
E
)

（
F
=
B
/
E
)

令
和

5

(
2
0
2
3
)

5
5
名

程
度

1
7
9
名

3
.
3

1
1
4
名

6
0
名

3
.
0

6
0
名

令
和

4

(
2
0
2
2
)

5
0
名

程
度

2
0
5
名

4
.
1

1
2
1
名

5
4
名

3
.
8

5
1
名

令
和

3

(
2
0
2
1
)

5
0
名

程
度

1
7
9
名

3
.
6

1
1
2
名

5
2
名

3
.
4

5
0
名

令
和

2

(
2
0
2
0
)

5
0
名

程
度

1
5
6
名

3
.
1

9
6
名

5
3
名

2
.
9

4
9
名

令
和

元

(
2
0
1
9
)

5
0
名

程
度

3
2
9
名

6
.
6

1
1
3
名

5
3
名

6
.
2

5
3
名
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【
図

表
1
-
4
0
-
2
-
3
　

専
攻

科
選

考
状

況
】

入
学

年
度

募
集

人
員

志
願

者
数

志
願

倍
率

合
格

者
数

実
質

倍
率

［
参

考
］

入
学

手
続

者
数

（
A
）

（
B
）

（
C
=
B
/
A
）

（
D
）

（
E
=
B
/
D
）

令
和

5

(
2
0
2
3
)

3
0
名

程
度

3
8
名

1
.
3

3
2
名

1
.
2

3
1
名

令
和

4

(
2
0
2
2
)

3
0
名

程
度

3
4
名

1
.
1

3
1
名

1
.
1

3
1
名

令
和

3

(
2
0
2
1
)

3
0
名

程
度

3
4
名

1
.
1

3
4
名

1
.
0

3
4
名

令
和

2

(
2
0
2
0
)

3
0
名

程
度

3
6
名

1
.
2

3
6
名

1
.
0

3
6
名

 
 【

図
表

1
-
4
0
-
2
-
4
　

研
究

生
コ

ー
ス

選
考

状
況

】

入
学

年
度

募
集

人
員

志
願

者
数

志
願

倍
率

合
格

者
数

実
質

倍
率

［
参

考
］

入
学

手
続

者
数

（
A
）

（
B
）

(
C
=
B
/
A
)

（
D
）

(
E
=
B
/
D
)

令
和

5

(
2
0
2
3
)

1
5
名

程
度

4
名

0
.
3

4
名

1
.
0

4
名

令
和

4

(
2
0
2
2
)

1
5
名

程
度

2
4
名

1
.
6

1
5
名

1
.
6

1
5
名

令
和

3

(
2
0
2
1
)

1
5
名

程
度

1
6
名

1
.
1

1
4
名

1
.
1

1
4
名
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大大
項項

目目
番番

号号
  

１１
００
  

ググ
ロロ

ーー
ババ

ルル
化化

  
【

教
育

の
国

際
通

用
性

、
学

生

の
海

外
派

遣
の

拡
充

、
外

国
人

留
学
生
の
受
入
れ
】
 

４
 
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
関
す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

（
中
期
目
標
）
 

○
国
際
通
用
性
の
あ
る
教
育
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
教

育
シ

ス
テ

ム
に

よ
り

、
国

際
社

会
で

活
躍

で
き

る
人

材
を
育

成
す

る
。

 

○
海
外
に
留
学
す
る
学
生
の
支

援
や

海
外

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
拡

充
等

に
よ

り
、

海
外

に
お

け
る

学
修
や

研
究

を
経

験
す

る
学

生
数

を
拡

大
す

る
。

 

○
外
国
人
留
学
生
に
対
応
し
た

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

拡
充

や
教

育
支

援
、

受
入

環
境

の
整

備
等

に
よ

り
、
留

学
生

受
入

数
を

拡
大

す
る

。
 

 

中
期
計
画
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
 

自
己

評
価
 

◇
教
育
の
国
際
通
用
性
 

【
1
-
4
1
】

①
教

育
改

善
に

つ
な

が
る

制
度

と
し

て
、

四
半

期
制

度
を

導
入

で

き
る

体
制

を
平

成
2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

以
降

順
次

整
備

す
る

と
と

も
に

、
科

目
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
を

平
成

3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

以
降

順

次
導
入
す
る
。
（
再
掲
）
 

   【
1
-
4
2
】
②
国
際
バ
カ

ロ
レ
ア
資
格
等
を
活
用
し
た
入
試
を
拡
大

し
て

い
く

 

        ◇
学
生
の
海
外
派
遣
の

拡
充
 

【
1
-
4
3
】

◆
③

留
学

が
必

須
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

で
あ

る
国

際
副

専
攻

コ
ー

ス

を
着

実
に

実
施

す
る

ほ
か

、
留

学
ガ

イ
ダ

ン
ス

や
留

学
英

語
講

座
等

各
種

の
留

学
促

進
策

を
推

進
し

、
【

1
,
3
5
0
人

程
度

】
の

海

外
留

学
を

達
成

す
る

。
ま

た
、

中
長

期
留

学
の

促
進

に
向

け
、

学
生
の
意

識
醸
成
、
環
境
の
整
備
等
に
取
り
組
む
。

 

           

 【
1
-
4
1
】
【

中
期

計
画

番
号

1
-
0
9
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
平

成
2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

か
ら

四
半

期
授

業
を

実
施

で
き

る
学

年
暦

を
導

入
し

、
各

部
局

で
の

四
半

期
授

業
の

試
行

を
経

て
、

四
半

期
制

度
を

導
入

で
き

る
体

制
を

整
え

た
。

 

・
科
目

ナ
ン

バ
リ
ン
グ

に
つ

い
て
は

、
平

成
2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

に
導

入
方

針
を

定
め

、
平

成
3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

以
降

順
次

導

入
し

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

時
点

で
は

全
学

共
通

科
目

及
び

４
部

局
、

各
副

専
攻

が
導

入
し

た
。

 

 【
1
-
4
2
】

S
A
T
/
A
C
T
・

I
B
入

試
に

お
い

て
、

平
成

3
1
（

2
0
1
9
）

年
度

入
試

以
降

、
毎

年
数

名
の

入
学

実
績

を
維

持
し

て
い

る
。

国

際
バ

カ
ロ

レ
ア

資
格

等
を

活
用

し
た

入
試

制
度

に
つ

い
て

、
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

入
試

に
お

い
て

私
費

外
国

人
留

学

生
入

試
（

生
命

科
学

科
 
大

学
入

学
資

格
試

験
・

統
一

試
験

（
日

本
以

外
）

利
用

）
を

開
始

し
た

。
ま

た
、

志
の

高
い

、

多
様

な
学

生
を

選
考

す
る

た
め

の
入

試
制

度
を

充
実

さ
せ

る
た

め
、

全
募

集
人

員
の

3
0
％

以
上

を
多

様
な

選
抜

方
法

に

よ
り

確
保

す
る

こ
と

を
令

和
元

（
2
0
1
9
）

年
度

に
計

画
し

、
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

以
降

の
入

試
に

お
い

て
、

多
様

な

選
抜

・
特

別
選

抜
に

よ
る

募
集

人
員

を
拡

充
し

た
。

さ
ら

に
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

に
多

様
な

選
抜

に
お

い
て

、
よ

り

レ
ベ

ル
の

高
い

志
願

者
を

獲
得

で
き

る
よ

う
入

試
区

分
単

位
で

募
集

人
員

を
見

直
す

と
と

も
に

、
令

和
６

（
2
0
2
4
）

年

度
に

実
施

す
る

新
入

試
制

度
（

秋
入

学
）

に
つ

い
て

予
告

公
表

し
た

。
 

  【
1
-
4
3
】
・

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

海
外

派
遣

を
中

止
し

た
年

度
も

あ
っ

た
も

の
の

、
奨

学
金

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

着
実

な
実

施
や

各
種

留
学

ガ
イ

ダ
ン

ス
、

語
学

研
修

等
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

学
生

の
留

学
意

欲
向

上
を

図

り
、

第
三

期
中

期
計

画
期

間
合

計
で

8
8
5
人

の
学

生
を

派
遣

し
た

。
な

お
、

コ
ロ

ナ
禍

以
降

、
派

遣
再

開
と

な
っ

た

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

以
降

は
オ

ン
ラ

イ
ン

ツ
ー

ル
の

活
用

を
推

進
し

、
危

機
管

理
体

制
を

整
備

し
た

上
で

派
遣

を

再
開

し
た

。
（

図
表

1
-
4
3
）

 

 
 

 
 
・

専
攻

科
目

の
履

修
と

並
行

し
、

海
外

留
学

の
た

め
の

科
目

を
履

修
し

た
上

で
半

年
～

１
年

留
学

す
る

こ
と

で
、

国
際

社
会

で
活

躍
で

き
る

人
材

育
成

を
目

指
す

国
際

副
専

攻
コ

ー
ス

を
着

実
に

実
施

す
る

と
と

も
に

、
一

般
入

試
の

う
ち

優
れ

た
英

語
力

を
持

つ
者

の
履

修
を

可
能

と
す

る
な

ど
、

よ
り

多
様

な
要

素
を

持
つ

学
生

に
よ

る
共

修
を

背
景

に
、

履
修

対
象

者
拡

大
に

向
け

た
検

討
に

着
手

し
た

。
 

・
世

界
を

舞
台

に
各

界
の

一
線

級
で

活
躍

す
る

ゲ
ス

ト
ス

ピ
ー

カ
ー

に
よ

る
講

座
と

し
て

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

か
ら

グ
ロ

ー
バ

ル
教

養
講

座
を

開
講

し
、

２
年

間
で
オ

ー
ド

リ
ー

・
タ

ン
等

1
9
人

の
外

部
講

師
を

招
へ

い
し

、
「

D
i
g
i
t
a
l
 

S
o
c
i
a
l
 I
n
n
o
v
a
t
i
o
n
」

等
の

講
座

を
開

講
す

る
な

ど
、

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

も
更

な
る

派
遣

者
増

加
に

向
け

た
学

生

の
留

学
意

識
の

醸
成

と
環

境
整

備
に

取
り

組
ん
だ

。
 

 

Ｂ
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          【
1
-
4
4
】

④
外

国
語

教
育

室
（

仮
称

）
に

よ
り

「
聞

く
、

話
す

、
読

む
、

書

く
」

の
４

技
能

を
育

成
す

る
英

語
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

発
す

る
と

と
も

に
、

全
学

共
通

科
目

及
び

専
門

科
目

（
専

門
科

目
に

お
い

て
は

卒
業

要
件

ご
と

）
に

お
い

て
英

語
に

よ
る

授
業

を
設

置
す

る
な

ど
、

日
本

人
学

生
の

留
学

を
促

進
す

る
教

育
環

境
を

充
実

さ
せ

る
。

ま
た

、
１

年
次

の
外

部
英

語
試

験
受

験
率

【
9
6
％

以
上

】
を

維
持

し
、

学
生

の
語

学
レ

ベ
ル

を
把

握
し

、

英
語
教
育

の
改
善
に
活
用
す
る
。
（
再
掲
）
 

        【
1
-
4
5
】

◆
⑤

海
外

企
業

や
研

究
機

関
等

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
先

を
積

極

的
に

開
拓

し
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

充
実

を
図

る
。
 

               

＜
図
表
1
-
4
3
　
海
外
留
学
等
派
遣
者
数
>

（
単
位
：
人
）

2
9
年
度

3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

長
期
（
半
年
超
～
１
年
）

3
2

4
6

3
4

0
4

3
8

中
期
（
３
ヶ
月
超
～
半
年
）

3
5

3
4

2
3

0
8

2
8

短
期
（
2
週
間
～
３
ヶ
月
）

1
7
8

1
7
9

1
7
5

0
1

7
0

各
年
度
合
計

2
4
5

2
5
9

2
3
2

0
1
3

1
3
6

第
三
期
中
期
計
画
期
間
合
計

※
令
和
２
（
2
0
2
0
）
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
新
規
派
遣
中
止

8
8
5

 
 【

1
-
4
4
】
【

中
期

計
画

番
号

1
-
0
2
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
幅

広
い

教
養

を
学

ぶ
た

め
に

必
要

な
英

語
を

身
に

付
け

る
こ

と
の

で
き

る
新

た
な

英
語

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

令
和

５

（
2
0
2
3
）

年
度

か
ら

の
開

講
を

目
指

し
、

授
業

方
針

に
関

す
る

具
体

的
な

検
討

を
進

め
た

。
 

・
全

学
共

通
科

目
及

び
専

門
科

目
で

の
英

語
に

よ
る

授
業

の
開

講
を

進
め

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

は
1
2
5

科
目

を
開

講
し

た
。

 

・
１

年
次

の
外

部
英

語
試

験
受

験
率

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

中
止

し
た

令
和

２
（
2
0
2
0
）

年
度

を
除

き
、

9
6
％

以
上

を
維

持
し

、
受

験
し

た
学

生
の

語
学

レ
ベ

ル
も

参
考

に
、

英
語

教
育

の
改

善
を

進
め

た
。

 

 ＜
図

表
1
-
4
4
（
再

掲
）
　
１
年

次
外

部
英

語
試

験
受

験
率

＞
（
単
位
：
％
）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３
年

度
４
年

度
9
7
.6

9
6
.9

9
7
.6

-
9
8
.5

9
7
.0

※
基
準
日
：
3
月
3
1
日

※
令
和
２
（
2
0
2
0
）
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
中
止

１
年

次
外

部
英

語
試

験
受

験
率

 
  【

1
-
4
5
】
・

国
際

セ
ン

タ
ー

に
よ

る
海

外
企

業
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

1
1
人

の
学

生
を

派
遣

し
た

。
平

成
2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

に
計

５
人

、
及

び
平

成
3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

に
計

３
人

の
学

生
が

、
エ

プ
ソ

ン
 
プ

レ
シ

ジ
ョ

ン
 
ジ

ョ
ホ

ー
ル

 
(
マ

レ
ー

シ

ア
)
へ

現
地

派
遣

さ
れ

、
理

系
の

学
生

は
工

場
内

の
業

務
あ

る
い

は
技

術
系

、
情

報
系

の
一

部
の

業
務

を
、

文
系

の
学

生
は

人
事

・
総

務
部

門
で

の
業

務
を

担
当

し
た

。
令

和
元

（
2
0
1
9
）

年
度

に
計

２
人

の
学

生
が

、
I
N
T
E
C
 

E
d
u
c
a
t
i
o
n
 
C
o
l
l
e
g
e
（

マ
レ

ー
シ

ア
）

へ
現

地
派

遣
さ

れ
た

。
上

記
派

遣
先

で
は

、
参

加
学

生
が

日
本

語
講

師
と

し

て
、

日
本

語
教

師
を

目
指

す
現

地
学

生
を

対
象

と
す

る
日

本
語

ク
ラ

ス
を

担
当

し
た

。
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

に
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
下

に
お

い
て

、
オ

ン
ラ

イ
ン

で
１

人
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
実

現
し

た
。

ま
た

、
こ

の
間

、
海

外
協

定
校

や
都

立
大

同
窓

会
と

の
繋

が
り

を
通

じ
て

新
規

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

先
の

開
拓

を
継

続
し

て
行

っ
た

。
 

・
理

系
人

材
育

成
の

た
め

の
海

外
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
体

験
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
9
（

2
0
1
7
）

～
平

成
3
0
（

2
0
1
8
）

年

度
は

米
国

シ
リ

コ
ン

バ
レ

ー
周

辺
を

、
令

和
元

（
2
0
1
9
）

～
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

は
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
・

マ
レ

ー
シ

ア
を

訪
問

し
（

令
和

２
（

2
0
2
0
）

～
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

は
コ

ロ
ナ

禍
の

た
め

オ
ン

ラ
イ

ン
で

現
地

と
接

続
）
、

各

年
９

～
1
4
人

の
博

士
後

期
課

程
学

生
含

む
大

学
院

生
が

海
外

に
お

け
る

学
修

や
研

修
を

経
験

し
た

。
参

加
学

生
に

よ

る
報

告
会

も
毎

年
開

催
し

、
学

生
と

教
職

員
が

3
0
～

5
0
人

程
度

参
加

し
た

。
研

修
後

の
個

々
の

研
究

活
動

や
将

来
の

キ
ャ

リ
ア

に
お

け
る

意
識

と
行

動
に

具
体

的
な

変
化

を
起

こ
す

こ
と

、
ま

た
、

そ
の

実
現

の
た

め
に

自
発

的
に

周
辺

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
る

意
識

が
根

付
く

等
、

参
加

者
に

変
化

が
見

ら
れ

た
。

参
加

者
の

中
に

は
、

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
の

参
加

を
通

じ
博

士
後

期
課

程
へ

の
進

学
を

決
め

た
学

生
や

、
研

究
室

で
個

別
に

研
究

報
告

を
行

い
、

研
究

室
内

で
次

年
度

の
参

加
希

望
者

が
出

る
等

、
参

加
者

の
み

な
ら

ず
周

辺
の

学
生

へ
の

波
及

効
果

も
見

ら
れ

た
。
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 ◇
外
国
人
留
学
生
の
受
入
れ
 

【
1
-
4
6
】

◆
⑥

国
費

留
学

生
の

積
極

的
受

入
れ

、
短

期
受

入
プ

ロ
グ

ラ
ム

の

充
実

な
ど

を
行

い
、

在
籍

留
学

生
数

を
本

学
学

生
の

約
１

割
で

あ
る
【
9
0
0
人
程
度
】
に
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
留

学
生

と
日

本

人
学

生
が

共
に

学
び

、
互

い
が

刺
激

し
合

い
高

め
合

え
る

環
境

の
整
備
を

推
進
す
る
。
 

                                     

 【
1
-
4
6
】
・

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
度

ま
で

継
続

的
に

在
籍

留
学

生
数

を
増

加
さ

せ
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
よ

る
入

国

制
限

の
影

響
下

に
お

い
て

も
6
0
0

人
程

度
の

留
学

生
数

を
維

持
し

、
留

学
生

の
受

入
れ

に
向

け
た

積
極

的
な

海
外

プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

や
短

期
受

入
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
オ

ン
ラ

イ
ン

実
施

等
の

取
組

を
継

続
し

た
。

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
度

以

降
、

短
期

留
学

生
受

入
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
S
A
T
O
M
U
）

の
再

構
築

に
よ

り
、

提
供

す
る

英
語

実
施

科
目

を
大

幅
に

拡
充

し

た
。
（

図
表

１
-
4
6
）

 

・
令

和
３

（
2
0
21

）
年

度
に

「
博

士
前

期
課

程
授

業
科

目
の

英
語

化
推

進
支

援
事

業
」

を
創

設
し

、
外

国
人

留
学

生
が

英
語

の
み

で
博

士
前

期
課

程
を

修
了

で
き

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
や

日
本

人
学

生
が

留
学

生
と

と
も

に
学

ぶ
学

修
環
境

を

充
実

さ
せ

た
。

 

・
そ

の
他

、
優

秀
な

留
学

生
等

を
確

保
し

、
都

立
大

の
国

際
化

を
推

進
す

る
た

め
、

学
部

の
秋

入
学

制
度

を
令

和
６

（
2
0
2
4
）

年
度

に
導

入
す

る
こ

と
と

し
、

入
試

方
法

や
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
構

成
等

、
課

題
整

理
を

行
っ

た
。

ま
た

、
プ

レ
ス

リ
リ

ー
ス

や
海

外
向

け
の

Y
o
u
T
u
b
e
広

告
を

米
国

を
は

じ
め

６
か

国
で

行
い

、
都

立
大

の
秋

入
学

に
つ

い
て

P
R

を
行

っ
た

。
 

 ＜
図
表
1
-
4
6
　
在
籍
留
学
生
数
の
推
移
＞

（
単
位
：
人
）

2
9
年
度

3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

都
市

教
養

学
部

 
人

文
・

社
会

系
2
7

1
7

1
5

7
1

1
人

文
社

会
学

部
-

1
8

2
6

3
1

3
0

3
3

都
市

教
養

学
部

 
法

学
系

3
0

0
0

-
-

法
学

部
-

2
1

2
3

2
都

市
教

養
学

部
 
経

営
学

系
1
1

8
7

3
-

-
経

済
経

営
学

部
-

6
7

9
1
0

1
0

都
市

教
養

学
部

 
理

工
学

系
1
9

1
7

1
1

7
-

-
理

学
部

-
1
1

1
4

1
6

1
7

1
3

都
市

教
養

学
部

 
都

市
政

策
コ

ー
ス

0
-

-
-

-
-

都
市

環
境

学
部

1
5

7
1
7

1
8

1
5

1
4

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

学
部

4
7

6
6

7
2

4
5

4
7

4
8

健
康

福
祉

学
部

0
0

0
0

0
0

学
部

計
1
2
2

1
5
2

1
7
0

1
3
8

1
2
3

1
2
1

人
文

科
学

研
究

科
1
1
8

1
1
8

1
2
5

1
1
1

1
0
2

9
2

社
会

科
学

研
究

科
（

法
）

1
0

7
3

-
-

-
法

学
政

治
学

研
究

科
-

7
1
9

3
3

3
7

3
3

社
会

科
学

研
究

科
（

経
営

）
1
5

8
3

2
-

-
経

営
学

研
究

科
-

3
1
2

1
4

6
6

理
工

学
研

究
科

5
8

3
3

1
5

3
1

1
理

学
研

究
科

-
2
3

4
0

5
2

6
5

7
4

都
市

環
境

科
学

研
究

科
8
3

9
7

8
4

8
4

8
7

8
7

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

研
究

科
6
2

8
1

1
2
0

1
3
7

1
3
2

1
1
9

人
間

健
康

科
学

研
究

科
2
1

2
9

3
0

3
1

3
4

3
1

研
究

科
計

3
6
7

4
0
6

4
5
1

4
6
7

4
6
4

4
4
3

3
0

4
8

4
0

0
0

4
2

5
1
9

6
0
6

6
6
1

6
0
5

5
8
7

6
0
6

※
各

年
度

1
0
月

1
日

時
点

※
S
A
T
O
M
U
の

短
期

留
学

生
受

入
部

局
を

国
際

セ
ン

タ
ー

と
し

て
い

る

※
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

以
降

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
減

少

所
属

学 部 大 学 院

国
際

セ
ン

タ
ー

合
　

計
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 【
1
-
4
7
】

◆
⑦

都
市

外
交

人
材

育
成

基
金

に
よ

り
優

秀
な

大
学

院
留

学
生

を

継
続
的
に

受
け
入
れ
、
第
三
期
中
期
計
画
期
間
中

計
【

2
4
0
人

】

の
留
学
生

受
入
れ
を
目
指
す
。
 

 【
1
-
4
8
】

⑧
ア

ジ
ア

の
高

度
先

端
医

療
者

育
成

事
業

と
し

て
、

都
市

外
交

人

材
育

成
基

金
に

よ
り

留
学

生
を

受
け

入
れ

る
と

と
も

に
、

技
術

支
援

を
実

施
し

、
ア

ジ
ア

各
国

の
医

療
水

準
の

向
上

に
寄

与
す

る
。
 

 【
1
-
4
9
】

⑨
宿

舎
・

住
居

の
提

供
、

留
学

生
の

出
願

や
入

学
に

係
る

手
続

の

円
滑
化
な
ど
、
留
学
生
の
受
入
環
境
の
整
備
を
促

進
す

る
。

 

   【
1
-
5
0
】

⑩
日

本
語

教
育

、
日

本
文

化
・

日
本

事
情

及
び

東
京

の
魅

力
を

学

ぶ
企

画
、

日
本

語
能

力
の

不
十

分
な

留
学

生
が

日
本

語
で

の
学

位
を

取
得

す
る

た
め

の
支

援
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
な

ど
、

日
本

と
連

携
し

て
活

躍
で

き
る

人
材

を
輩

出
す

る
た

め
の

留
学

生
用

教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
る
。
 

【
1
-
4
7
】

幅
広

い
情

報
発

信
及

び
受

入
体

制
の

整
備

を
行

う
こ

と
で

、
入

国
制

限
等

の
影

響
を

受
け

な
が

ら
も

、
都

市
外

交
人

材

育
成

基
金

及
び

東
京

グ
ロ

ー
バ

ル
パ

ー
ト

ナ
ー

奨
学

金
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
よ

り
2
2
1

人
の

大
学

院
留

学
生

を
継

続
的

に
受

け
入

れ
た

。
 

 【
1
-
4
8
】

ア
ジ

ア
の

高
度

先
端

医
療

者
育

成
事

業
と

し
て

、
都

市
外

交
人

材
育

成
基

金
に

よ
り

３
学

域
（

理
学

療
法

科
学

域
、

作

業
療

法
科

学
域

、
放

射
線

科
学

域
）

に
お

い
て

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

～
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

で
合

計
９

か
国

、
3
7

人
の

留
学

生
を

受
け

入
れ

た
。

ま
た

、
講

義
や

技
術

指
導

等
の

技
術

支
援

を
現

地
訪

問
、

教
員

受
入

れ
、

オ
ン

ラ
イ

ン

の
３

つ
の

方
法

に
よ

り
合

計
６

か
国

、
3
2
回

行
っ

た
。

 

 【
1
-
4
9
】

国
際

学
生

宿
舎

の
提

供
（

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

か
ら

グ
ロ

ー
バ

ル
ハ

ウ
ス

調
布

入
居

開
始

）
に

加
え

、
外

部
委

託
を

活
用

し
た

住
宅

斡
旋

（
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

か
ら

開
始

）
や

ヘ
ル

プ
デ

ス
ク

の
設

置
（

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

か
ら

拡
充

）
、

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

水
際

対
策

に
対

応
し
た

入
国

支
援

（
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

に
実

施
）

や
オ

ン
ラ

イ
ン

ツ

ー
ル

の
活

用
（

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

か
ら

拡
充
）

等
に

よ
り

、
留

学
生

を
円

滑
に

受
け

入
れ

る
体

制
を

整
備

し
た

。
 

 【
1
-
5
0
】

日
本

文
化

や
日

本
事

情
、

東
京

の
魅

力
を

学
ぶ

留
学

生
向

け
の

企
画

と
し

て
、

留
学

生
セ

ミ
ナ

ー
及

び
異

文
化

理
解

講

座
等

を
実

施
し

、
鎌

倉
散

策
や

国
立

科
学

博
物

館
見

学
等

の
企

画
を

実
施

す
る

な
ど

、
知

日
派

人
材

の
育

成
に

寄
与

す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
充

実
さ

せ
た

。
ま

た
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

か
ら

新
た

に
「

新
聞

・
雑

誌
か

ら
学

ぶ
日

本
語

表

現
」

等
の

日
本

語
科

目
を

開
講

し
た

。
 

 

  

第
三
期
中
期
目
標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
入
試
に
つ
い
て
、
積
極
的
な
広
報

を
展

開
し

、
志

願
者

数
及

び
合

格
・

入
学

者
数

が
増

加
し

て
い

る
。

 

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
る
中
、
オ

ン
ラ

イ
ン

ツ
ー

ル
を

活
用

し
た

取
組

の
工

夫
が

行
わ

れ
て

い
る

が
、

コ
ロ

ナ
禍

の
収

束
後

を
見

据
え

、
学

生
が

留
学

を
断

念
す

る
こ

と
が

無
い

よ
う

、
ま

た
、

留
学
や
海
外
体
験
を
希
望
す
る
学
生
が
増
え
る
よ
う
、
更

な
る

取
組

の
充

実
を

期
待

す
る

。
 

・
留
学
生
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、
単
な
る
人
数
増
だ
け
で
は

な
く

、
留

学
の

｢
質

｣
を

重
視

し
、

受
入

環
境

の
整

備
に

も
取

り
組

む
こ

と
を

期
待

す
る

。
ま

た
、

留
学

生
の

受
入

国
の

多
様

化
に

つ
い

て
も

更
な

る
取

組
が

望

ま
れ
る
。
 

・
都
市
外
交
人
材
育
成
基
金
に
よ
る
大
学
院
で
の
外
国
人
留

学
生

の
受

入
れ

に
つ

い
て

、
目

標
で

あ
る

2
4
0
人

の
受

入
れ

に
向

け
て

、
更

な
る

取
組

を
期

待
す

る
。

 

・
海
外
派
遣
学
生
数
及
び
外
国
人
留
学
生
受
入
人
数
に
つ
い

て
は

、
中

期
計

画
の

目
標

値
の

達
成

が
困

難
な

進
捗

状
況

に
あ

る
。

コ
ロ

ナ
禍

で
や

む
を

得
な

い
面

も
あ

ろ
う

が
、

残
り

の
計

画
期

間
で

い
か

な
る

対
応

を
行

う
か
検
討
い
た
だ
き
た
い
。
 

 

年
度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
1
-
4
3
】
【

2
4
5
人
】
の
学
生
を
海
外
へ
派
遣
し
た
。
 

【
1
-
4
3
】
留
学
英
語
講
座
の
充
実
を
図
り
、
海
外
派
遣
応

募
者

数
が

増
加

し
た

。
（

1
7
4
人

（
平

成
2
8
年

度

比
4
7
人
増
）
）

 

【
1
-
4
4
】
１
年
次
の
外
部
英
語
試
験
受
験
率
【
9
6
％
以
上

（
9
7
.
6
％

）
】
を

維
持

し
た

。
 

【
1
-
4
6
】
国

外
９

都
市
の

留
学
フ

ェ
ア
で

積
極
的

な
プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
活

動
を

行
っ

た
。
（

留
学
フ

ェ
ア

相

談
者
数

9
0
0
名

（
平
成

2
8
年
度

比
1
8
8
人
増

）
 

【
1
-
4
6
】
首
都
大
に
在
籍
し
て
い
る
留
学
生
を
【
5
1
9
人

】
受

け
入

れ
た

。
 

【
1
-
4
6
】
「
大
学

院
生
短
期
派
遣
・
受
入
支
援
制
度
」
を
導

入
し

た
。

 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
都

市
外

交
人

材
育

成
基
金

に
よ

る
留

学
生

を
こ

れ
ま

で
の

最
大

と
な

る
33

名
を

受
け

入
れ

た
こ

と
を

評

価
す

る
。

 
・

都
市

外
交

人
材

基
金

を
有

効
に

活
用

し
、

首
都

大
に

留
学

し
た

こ
と

の
良

さ
を

理
解

さ
れ

る
教

育
研

究

支
援

を
期

待
す

る
。

帰
国

し
た

留
学

生
を

支
援

す
る

仕
組

み
を

充
実

さ
せ

る
こ

と
も

期
待

す
る

。
 

・
海

外
留

学
等

派
遣

者
数

が
順

調
に

伸
び

て
い

る
。

人
数

を
意

識
し

過
ぎ

る
こ

と
な

く
、

留
学

の
内

容
に

こ
だ

わ
っ

て
派

遣
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
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【
1
-
4
7
】
都
市
外
交
人
材
育
成
基
金
に
よ
り
【
3
3
人
】

の
留

学
生

を
受

け
入

れ
た

。
 

3
0  

【
1
-
4
3
】
【

2
5
9
人
】
の
学
生
を
海
外
へ
派
遣
し
た
。
 

【
1
-
4
3
】
中
長
期
留
学
を
促
進
す
る
た
め
、
留
学
を
想
定

し
た

計
3
3
の

履
修

モ
デ

ル
を

作
成

し
た

。
 

【
1
-
4
5
】
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
、
1
1
人
の
学
生
を

派
遣

し
た

。
 

【
1
-
4
6
】
首
都
大
に
在
籍
し
て
い
る
留
学
生
を
【
6
0
6
人

】
受

け
入

れ
た

。
 

【
1
-
4
7
】
都
市
外
交
人
材
育
成
基
金
に
よ
り
【
3
8
人
】

の
留

学
生

を
受

け
入

れ
た

。
 

 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
中

長
期

留
学

の
阻

害
要

因
や

課
題

に
つ

い
て

、
学

生
の

意
識

調
査

結
果

を
分

析
す

る
と

と
も

に
、

特
に

課
題

で
あ

る
留

学
費

用
等

の
経

済
面

の
支

援
に

関
す

る
情

報
提

供
の

充
実

や
、

経
済

支
援

学
生

数
の

拡

大
を

行
っ

た
。

 
・

日
本

留
学

フ
ェ

ア
へ

の
出

展
等

の
広

報
展

開
や

、
都

市
外

交
人

材
育

成
基

金
の

活
用

に
よ

り
受

入
留

学

生
数

は
着

実
に

増
加

し
て

い
る

。
 

・
引

き
続

き
受

入
留

学
生

数
を

増
や

す
と

と
も

に
、

多
様

な
国

々
か

ら
の

留
学

生
受

入
れ

を
促

進
す

る
た

め
、

効
果

的
な

広
報

活
動

の
分

析
や

充
実

が
期

待
さ

れ
る

。
 

元  

【
1
-
4
3
】

交
換

留
学

及
び

派
遣

留
学

に
お

け
る

留
学

成
果

の
把

握
を

目
的

と
し

て
、

新
た

に
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
ス

キ
ル
を
測
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
導
入
を

検
討

し
、

4
4
人

に
試

行
実

施
し

た
。

 

【
1
-
4
3
】
【

2
3
2
人
】
の
学
生
を
海
外
へ
派
遣
し
た
。
 

【
1
-
4
6
】
在
籍
留
学
生
が
【
6
6
1
人
】
と
な
っ
た
。
 

【
1
-
4
6
】

短
期

留
学

生
受

入
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
S
A
TO
M
U
）

を
再

構
築

し
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

提
供

す
る

英
語

実

施
科
目
を
拡
充
さ
せ
、
平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
の

6
6
科

目
か

ら
1
1
4
科

目
と

し
た

。
 

【
1
-
4
7
】
都
市
外
交
人
材
育
成
基
金
に
よ
り
【
4
0
人
】
の

留
学

生
を

受
け

入
れ

た
。

 

【
1
-
4
9
】

自
治

体
と

協
議

し
、

留
学

生
受

入
時

の
市

役
所

手
続

き
を

国
際

学
生

宿
舎

で
行

え
る

よ
う

に
し

た
。

 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
国

際
バ

カ
ロ

レ
ア

入
試

実
施

３
年

目
で

初
め

て
２

名
の

志
願

者
（

募
集

人
員

２
名

）
が

あ
り

、
１

名
が

合
格

と
な

っ
た

。
 

・
海

外
派

遣
に

関
す

る
事

前
・

事
後

研
修

の
中

で
も

、
危

機
管

理
講

座
の

参
加

人
数

が
大

幅
に

増
加

し
て

い
る

と
と

も
に

、
新

た
に

危
機

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

策
定

す
る

な
ど

、
学

生
の

安
全

管
理

、
大

学
の

リ

ス
ク

管
理

体
制

の
充

実
が

図
ら

れ
て

い
る

。
 

・
都

市
外

交
人

材
育

成
基
金

を
活

用
し

、
優

秀
な

留
学

生
4
0
名

を
大

学
院

生
と

し
て

受
け

入
れ

て
い

る
。
 

・
海

外
留

学
等

派
遣

者
数
に

つ
い

て
、

平
成

3
0
年

度
と

比
較

し
て

、
特

に
長

期
、

中
期

の
人

数
が

減
少

し

て
い

る
。

留
学

に
対

す
る

更
な

る
支

援
を

期
待

す
る

。
 

・
受

入
留

学
生

に
つ

い
て

は
、

人
数

の
目

標
の

み
な

ら
ず

、
受

入
国

の
多

様
化

や
、

受
入

留
学

生
の

生
活

満
足

度
等

、
質

の
向

上
に

も
取

り
組

む
こ

と
を

期
待

す
る

。
 

２ 

【
1
-
4
3
】

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

、
学

生
の

新
規

で
の

海
外

派
遣

は
【

中
止

】
し

た
。

 

【
1
-
4
6
】

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
も

あ
り

、
在

籍
留

学
生

の
人

数
は

【
6
0
5
人

】
と

な
っ

た
。

 

【
1
-
4
6
】
短
期
留
学
生
受
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
S
A
T
O
M
U
）
が

提
供

す
る

英
語

実
施

科
目

を
拡

充
さ

せ
、

1
1
8
科

目
と
し
た
。
 

【
1
-
4
7
】
都
市

外
交
人
材
育
成
基
金
に
よ
り
【
2
7
人
】
の

留
学

生
を

受
け

入
れ

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

育
成

入
試

に
つ

い
て

、
様

々
な

広
報

活
動

を
行

い
、

令
和

３
年

度
入

試
に

お
い

て
、

募
集

人
員

に
対

す
る

出
願

者
数

及
び

合
格

・
入

学
者

数
が

令
和

２
年

度
入

試
に

比
べ

て
増

加
し

た
。

 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
、

学
生

の
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
集

の
公

開
、

留
学

帰
国

交
流

会
の

オ
ン

ラ
イ

ン
開

催
等

に
取

り
組

む
こ

と
で

、
交

換
留

学
・

派
遣

留
学

の
応

募
者

数
は

令
和

元
年

度
の

6
9
人

か
ら

増
加

し
、

令

和
２

年
度

は
7
5
人

と
な

っ
た

。
 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
留

学
に

関
す

る
制

約
が

あ
る

中
、

様
々

な
取

組
に

よ
り

、
在

籍
留

学
者

数
の

減
少

を
最

小
限

に
抑

え
た

。
ま

た
、

留
学

生
の

受
入

国
の

多
様

化
に

向
け

た
様

々
な

取
組

を
行

っ
た

。
 

・
コ

ロ
ナ

禍
に
も

か
か
わ

ら
ず

、
都

市
外

交
人

材
育

成
基

金
の

活
用

に
よ

り
、

27
人

の
留

学
生

を
新

た
に

受
け

入
れ

た
。

ま
た

、
ア

ジ
ア

の
医

療
人

材
育

成
を

目
的

に
、

７
人

の
留

学
生

を
新

た
に

受
け

入
れ

た
。

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

を
受

け
る

中
、

学
生

の
留

学
意

欲
向

上
に

向
け

て
、

オ
ン

ラ
イ

ン
ツ

ー
ル

を
活

用
し

た
留

学
情

報
の

周
知

や
留

学
英

語
講

座
が

実
施

さ
れ

た
一

方
で

、
主

に
留

学
候

補

生
を

対
象

と
し

た
英

語
に

関
す

る
講

座
の

受
講

者
数

は
令

和
元

年
度

比
で

減
少

し
て

い
る

。
留

学
の

実

現
が

不
確

定
な

状
況

に
あ

る
が

、
英

語
能

力
向

上
へ

の
意

欲
を

保
つ

た
め

の
工

夫
を

期
待

す
る

。
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３ 

【
1
-
4
3
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
を

鑑
み

、
【

1
3
人

】
の

学
生

を
海

外
へ

派
遣

し
た

。
 

【
1
-
4
3
】

世
界

を
舞

台
に

各
界

の
一

線
級

で
活

躍
す

る
ゲ

ス
ト

ス
ピ

ー
カ

ー
に

よ
る

オ
ン

ラ
イ

ン
講

座
を

実
施

し
た
。
 

【
1
-
4
6
】

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
も

あ
り

、
在

籍
留

学
生

の
人

数
は

【
5
8
7
人

】
と

な
っ

た
。

 

【
1
-
4
7
】
都
市
外
交
人
材
育
成
基
金
に
よ
り
【
5
1
人
】
の

留
学

生
を

受
け

入
れ

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
学

生
の

留
学

意
欲

向
上

を
目

指
し

て
、

教
員

・
職

員
・

学
生

で
構

成
さ

れ
た

留
学

促
進

チ
ー

ム
を

新
た

に
立

ち
上

げ
、

留
学

促
進

策
を

検
討

・
実

施
し

、
留

学
英

語
講

座
等

の
参

加
人

数
が

増
加

し
た

。
 

・
オ

ン
ラ

イ
ン

講
座

に
て

、
世

界
を

舞
台

に
各

界
の

一
線

級
で

活
躍

す
る

ゲ
ス

ト
ス

ピ
ー

カ
ー

に
よ

る
連

続
講

義
を

実
施

し
、

多
く

の
受

講
者

を
確

保
す

る
と

と
も

に
、

高
い

満
足

度
も

得
て

い
る

。
コ

ロ
ナ

禍

で
留

学
が

難
し

い
環

境
に

あ
る

中
、

学
生

に
対

し
て

知
見

や
視

野
を

広
げ

る
機

会
を

提
供

し
て

い
る

。

ま
た

、
一

般
公

開
に

よ
り

、
社

会
に

向
け

た
学

び
の

機
会

の
提

供
の

充
実

を
図

っ
た

。
 

・
都

市
外

交
人

材
育

成
基
金

の
活

用
に

よ
る

大
学

院
留

学
生

入
学

者
数

は
、

コ
ロ

ナ
禍

前
を

上
回

る
5
1
名

と
な

っ
た

。
 

・
コ

ロ
ナ

禍
の

影
響

も
あ

り
、

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
育

成
入

試
で

の
志

願
者

数
が

減
少

し
、

合
格

者
数

が
定

員
を

大
き

く
下

回
っ

て
お

り
、

志
願

者
数

の
回

復
に

向
け

た
取

組
が

期
待

さ
れ

る
。

 

４  

【
1
-
4
3
】

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
感

染
状

況
を

鑑
み

、
【

1
3
6

人
】

の
学

生
を

海
外

へ
派

遣
し

た
。
 

【
1
-
4
3
】

世
界

を
舞

台
に

各
界

の
一

線
級

で
活

躍
す

る
ゲ

ス
ト

ス
ピ

ー
カ

ー
に

よ
る

オ
ン

ラ
イ

ン
講

座
を

実
施

し
た
。
 

【
1
-
4
6
】

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
も

あ
り

、
在

籍
留

学
生

の
人

数
は

【
6
0
6
人

】
と

な
っ

た
。

 

【
1
-
4
7
】

都
市

外
交

人
材

育
成

基
金

及
び

東
京

グ
ロ

ー
バ

ル
パ

ー
ト

ナ
ー

奨
学

金
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
よ

り

【
3
2
人
】
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
た
。
 

―
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 中
期

計
画

番
号

 

1
-
4
1
 

４
 

グ
ロ

ー
バ

ル
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
教

育
の

国
際

通
用

性
 

①
教

育
改

善
に

つ
な

が
る

制
度

と
し

て
、

四
半

期
制

度
を

導
入

で
き

る
体

制
を

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

以
降

順
次

整
備

す
る

と
と

も
に

、
科

目
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
を

平
成

3
0
（

2
0
1
8
）

年

度
以

降
順

次
導

入
す

る
。
（

再
掲

）
 

自自
己己

評評
価価
  

――
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

年
度

計
画

な
し

 
（

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

に
達

成
済

み
）

 

 

   中
期

計
画

番
号

 

1
-
4
2

 
②

国
際

バ
カ

ロ
レ

ア
資

格
等

を
活

用
し

た
入

試
を

拡
大

し
て

い
く

。
（

再
掲

）
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
各

学
部

・
研

究
科

に
お

け

る
教

育
の

国
際

通
用

性
の

向
上

を
図

る
取

組
の

状
況

を
踏

ま
え

つ
つ

、
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
入

学
者

選
抜

の
両

面
か

ら
、

国
際

社
会

で
活

躍
で

き
る

人
材

の
育

成
に

資
す

る
取

組
の

方
向

性
を

検
討

す
る

。
 

（
１

）
国

際
社

会
で

活
躍

で
き

る
人

材
の

育
成

に
資

す
る

取
組

等
の

検
討

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
６

（
2
0
2
4
）

年
度

入
試

以
降

に
実

施
予

定
の

多
様

な
選

抜
の

拡
充

に
向

け
、

入
試

制
度

を
検

討
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
多

様
か

つ
優

秀
な

留
学

生
や

帰
国

子
女

獲
得

に
向

け
、

令
和

６
（

2
0
2
4
）

年
度

に
実

施
す

る
新

入
試

制
度

（
秋

入
学

）
に

つ
い

て
予

告
公

表
し

た
。

 

・
S
A
T
/
A
C
T
・

I
B
入

試
に

お
い

て
、

I
B
方

式
で

２
名

の
出

願
が

あ
り

、
２

名
と

も
合

格
し

、
入

学
し

た
。
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 中
期

計
画

番
号

 

1
-
4
3

 
◇

学
生

の
海

外
派

遣
の

拡
充

 

③
留

学
が

必
須

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
で

あ
る

国
際

副
専

攻
コ

ー
ス

を
着

実
に

実
施

す
る

ほ
か

、
留

学
ガ

イ
ダ

ン
ス

や
留

学
英

語
講

座
等

各
種

の
留

学
促

進
策

を
推

進
し

、
【

1
,
3
50

人
程

度
】

の
海

外
留

学
を

達
成

す
る

。
ま

た
、

中
長

期
留

学
の

促
進

に
向

け
、

学
生

の
意

識
醸

成
、

環
境

の
整

備
等

に
取

り
組

む
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
国

際
副

専
攻

コ
ー

ス
に

つ

い
て

、
よ

り
効

果
的

な
コ

ー
ス

運
営

に
向

け
て

見
直

し
を

進
め

る
と

と
も

に
、

同
コ

ー
ス

及
び

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
育

成
入

試
に

係
る

広
報

活
動

を
オ

ン
ラ

イ
ン

の
活

用
等

も
踏

ま
え

積
極

的
に

展
開

す
る

。
 

                    （
２

）
【

継
続

】
学

生
の

安
全

を
第

一
に

考

え
た

う
え

で
、

コ
ロ

ナ
禍

で
の

オ
ン

ラ
イ

ン
の

活
用

等
も

考
慮

の
う

え
、

奨
学

金
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
着

実
に

実
施

す
る

と
と

も
に

、
留

学
促

進
に

向
け

た
取

組
を

全
学

的
に

実
施

す
る

。
 

    

（
１

）
国

際
副

専
攻

コ
ー

ス
の

着
実

な
運

用
及

び
広

報
活

動
の

積
極

展
開

等
 

①
国

際
副

専
攻

コ
ー

ス
の

効
果

的
な

運
営

に
向

け
た

見
直

し
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
授

業
の

実
施

状
況

や
改

善
点

の
有

無
を

調
査

す
る

た
め

、
履

修
生

に
対

し
て

授
業

改
善

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
授

業
改

善
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
を

活
用

し
、

各
授

業
の

課
題

点
に

つ
い

て
教

員
間

で
情

報
共

有
の

上
、

改
善

策
に

つ
い

て
検

討
を

行
い

、
学

生
へ

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク
回

数
・

時
期

及
び

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
・

調
査

方
法

等
に

係
る

指
導

時
期

等
の

見
直

し
を

図
っ

た
こ

と
で

、
学

生
の

学
修

効
率

改
善

・
学

修
成

果
向

上
が

高
ま

り
国

際
副

専
攻

コ
ー

ス
専

門
教

育
科

目
の

授
業

改
善

に
つ

な
が

っ
た

。
 

 

②
国

際
副

専
攻

コ
ー

ス
及

び
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

育
成

入
試

に
係

る
広

報
活

動
の

展
開

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
大

学
説

明
会

や
、

東
京

都
が

実
施

す
る

東
京

都
都

立
高

校
生

対
象

留
学

支
援

「
次

世
代

リ
ー

ダ
ー

育
成

道
場
」

の
事

前
研

修
等

に
参

加
し

、
国

際
副

専
攻

コ
ー

ス
及
び

グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

育
成

入
試

の
説

明
会

を
実

施
し

た
。

 

・
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

育
成

入
試

合
格

者
卒

業
校

等
5
8
5
校

へ
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

育
成

入
試

に
関

す
る

資
料

発
送

を
行

っ
た

。
 

・
国

際
副

専
攻

コ
ー

ス
H
P
等

に
て

W
e
b
に

よ
る

情
報

掲
載

及
び

宣
伝

活
動

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

入
試

に
お

い
て

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

入
試

を
上

回
る

1
9
人

の
出

願
者

を
獲

得
し

た
。
（

図
表

1
-
4
3
-
1
）

 

【
図

表
1
-
4
3
-
1
　
グ
ロ
ー

バ
ル
人

材
育

成
入

試
実

績
】

（
単
位
：
人
）

実
施

年
度

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３
年

度
４
年

度

入
学

年
度

3
0
年

４
月

3
1
年

４
月

２
年

４
月

３
年

４
月

４
年

４
月

５
年

４
月

募
集

人
員

1
9

1
9

1
9

1
7

1
7

1
7

出
願

者
数

2
3

2
6

2
6

3
3

1
6

1
9

合
格

者
数

8
1
5

1
5

2
1

8
1
5

入
学

者
数

8
1
4

1
5

2
0

7
1
5

 
 （

２
）

奨
学

金
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
留

学
促

進
に

向
け

た
取

組
の

実
施

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

で
一

部
渡

航
先

に
つ

い
て

は
留

学
中

止
と

な
っ

た
が

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
交

換
留

学
に

お
け

る
中

長
期

留
学

（
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
７

月
以

降
出

発
）

の
秋

期
新

規
派

遣
に

つ
い

て
は

長
期

3
0
人

、
中

期
1
7
人

の
派

遣
を

行
っ

た
。

ま
た

、
春

期
新

規
派

遣
（

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
２

月
以

降

出
発

）
に

つ
い

て
は

、
長

期
７

人
の

派
遣

を
行

っ
た

（
図

表
1
-
4
3
-
2
、

図
表

1
-
4
3
-
3
）
。

な
お

、
交

換
留

学
を

含
め

た
全

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

派
遣

者
数

は
1
3
6
人

で
あ

っ

た
。

 

・
奨

学
金

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
、

対
面

に
よ

る
周

知
と

並
行

し
て

、
k
i
b
a
c
o
、

キ
ャ

ン
パ

ス
ス

ク
エ

ア
、

国
際

セ
ン

タ
ー

・
国

際
課

W
e
b

サ
イ

ト
、

T
w
i
t
t
er

や

I
n
s
t
a
g
r
a
m
等

の
ツ

ー
ル

を
用

い
た

周
知

を
行

う
と

と
も

に
、

事
前

・
事

後
研

修
の

一
部

を
オ

ン
ラ

イ
ン

ツ
ー

ル
に

て
実

施
し

た
。
（

図
表

1
-
4
3
-
4
）

 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

留
学

の
機

会
を

提
供

す
べ

く
危

機
管

理
体

制
等

の
整

備
を

行
い

、
留

学
準

備
講

座
の

実
施

内
容

の
見

直
し

に
よ

っ
て

海
外

派
遣

に
対

す
る

学
生

の
危

機
管

理
意

識
を

醸
成

し
た

。
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＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
時

間
や

場
所

に
制

約
さ

れ
な

い
オ

ン
ラ

イ
ン

ツ
ー

ル
を

用
い

た
周

知
に

よ
り

、
学

生
の

情
報

取
得

機
会

の
拡

大
や

留
学

促
進

に
つ

な
げ

た
。

 

【
図

表
1
-
4
3
-
2
　

海
外

留
学

等
派

遣
者

数
】

（
人

）

※
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

で
新

規
派

遣
中

止

32
46

34

0
4

38
35

34
23

0
8

28

17
8

17
9

17
5

0
1

70

24
5

25
9

23
2

0
13

13
6

05010
0

15
0

20
0

25
0

30
0

29
年

度
30

年
度

元
年

度
２
年

度
３
年

度
４
年

度
長

期
（
半

年
超

～
１
年

）
中

期
（
３
ヶ
月

超
～

半
年

）
短

期
（

2週
間

～
３
ヶ
月

）
合

計

 
 

 【
図

表
1
-
4
3
-
3
　

経
済

支
援

学
生

数
】

（
単

位
：

人
）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３
年

度
４
年

度

長
期

　
(半

年
超

～
１
年

)
1
8

4
1

2
9

6
4

3
8

中
期

　
(３
ヵ
月

超
～

半
年

)
1
7

3
3

2
2

0
8

2
8

短
期

　
(２
週

間
～

３
ヶ
月

)
1
5
7

1
6
3

1
6
0

0
1

7
0

計
1
9
2

2
3
7

2
1
1

6
1
3

1
3
6

※
経

済
支

援
学

生
に

つ
い

て
は

、
法

人
か

ら
支

援
を

行
っ

た
人

数
を

記
載

※
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

を
受

け
て

急
き

ょ
帰

国
し

た
派

遣
留

学
生

に
対

し
て

オ

ン
ラ

イ
ン

等
で

継
続

学
修

す
る

た
め

の
奨

学
金

を
支

給
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                   （
３

）
【

継
続

】
オ

ン
ラ

イ
ン

ツ
ー

ル
も

取

り
入

れ
つ

つ
、

学
生

の
留

学
意

欲
向

上
に

資
す

る
ガ

イ
ダ

ン
ス

や
授

業
等

を
着

実
に

実
施

す
る

。
 

                     

【
図

表
1
-
4
3
-
4
　

事
前

・
事

後
研

修
の

参
加

人
数

】
（

単
位

：
人

）
概

要
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度

海
外

滞
在

や
異

文
化

交
流

の
影

響
と

そ
の

対
応

方
法

、
異

文
化

理
解

等
3
5

3
7

4
4

0
1
0

5
6

留
学

と
就

職
を

結
び

つ
け

て
考

え
る

講
座

（
キ

ャ
リ

ア
支

援
課

共
催

）
5
7

4
3

5
1

8
1
7

5
6

テ
ロ

や
災

害
等

に
備

え
た

危
機

管
理

の
説

明
、

外
務

省
職

員
に

よ
る

講
演

会
等

1
3
3

1
3
3

1
6
7

0
1
0

7
3

・
渡

航
ま

で
に

や
っ

て
お

く
べ

き
こ

と
、

語
学

力
強

化
、

動
機

付
け

等

・
留

学
許

可
書

申
請

・
奨

学
金

申
請

等
の

説
明

及
び

今
後

の
流

れ
5
4

4
0

4
5

7
4

7
8

5
9

経
済

支
援

に
係

る
手

続
及

び
提

出
書

類
、

留
学

中
の

注
意

事
項

に
つ

い
て

の
説

明
3
4

4
0

4
3

0
9

5
6

現
地

で
の

生
活

や
協

定
校

に
つ

い
て

の
報

告
会

4
5

3
9

9
4

5
5

0
2
5

留
学

中
の

振
り

返
り

、
帰

国
シ

ョ
ッ

ク
等

心
理

面
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
3
2

3
6

4
1

2
8

0
2
5

3
9
0

3
6
8

4
8
5

1
6
5

1
2
4

3
5
0

※
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
の

影
響

に
よ

り
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

に
派

遣
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
中

止
と

し
た

た
め

、
「

海
外

留
学

報
告

会
」

が
実

施
中

止

と
な

っ
た

。
ま

た
、

「
異

文
化

理
解

講
座

」
「

危
機

管
理

講
座

」
「

出
発

前
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

」
「

留
学

と
就

職
ガ

イ
ダ

ン
ス

」
は

１
回

の
み

開
催

（
通

常
年

２
回

開
催

）
と

し
た

。

合
計

研
修

名

異
文

化
滞

在
理

解
講

座

留
学

と
就

職
ガ

イ
ダ

ン
ス

危
機

管
理

講
座

留
学

準
備

計
画

講
座

＆

合
格

者
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

出
発

前
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

海
外

留
学

報
告

会

振
り

返
り

セ
ッ

シ
ョ

ン

 
 （

３
）

学
生

の
留

学
意

欲
の

向
上

に
向

け
た

取
組

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
教

員
、

職
員

、
学

生
で

構
成

さ
れ

た
留

学
促

進
チ

ー
ム

を
運

営
し

、
学

生
の

留
学

意
欲

向
上

を
目

指
し

て
新

た
な

留
学

促
進

策
を

検
討

・
実

施
し

た
。

 

・
ト

ビ
タ

テ
！

留
学

J
A
P
A
N
の

主
催

す
る

S
I
P
S
（

S
t
a
f
f
 
&
 
s
t
u
d
e
n
t
 
I
n
i
t
i
a
t
i
v
e
 
f
o
r
 
P
r
o
m
o
t
i
n
g
 
S
t
u
d
y
 
a
b
r
o
a
d
）

に
参

画
し

、
他

大
学

と
の

情
報

交
換

等
を

行
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
留

学
促

進
チ

ー
ム

の
学

生
の

発
案

に
よ

り
、

国
際

セ
ン

タ
ー

教
員

の
指

導
の

下
、

留
学

の
機

運
向

上
に

向
け

た
ポ

ス
タ

ー
展

示
等

の
活

動
を

行
っ

た
。

 

・
S
N
S
ア

カ
ウ

ン
ト

（
I
n
s
t
a
g
r
a
m
）

に
お

い
て

、
交

換
留

学
中

の
学

生
か

ら
提

供
さ

れ
た

留
学

先
の

レ
ポ

ー
ト

や
各

種
イ

ベ
ン

ト
等

の
告

知
を

掲
載

し
た

。
 

 【
図

表
1
-
4
3
-
5
　

留
学

意
欲

の
向

上
を

目
的

と
し

た
講

座
の

参
加

人
数

】
（

単
位

：
人

）
目

的
講

座
名

内
容

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度

I
E
L
T
S
ｽ
ﾋ
ﾟ
ｰ
ｷ
ﾝ
ｸ
ﾞ
対

策
講

座

（
5
.
5
/
6
.
5
）

I
E
L
T
S
ス

ピ
ー

キ
ン

グ
セ

ク
シ

ョ
ン

の
学

習
を

英
語

講
座

で

目
標

ス
コ

ア
別

に
支

援
す

る
。

2
2

3
0

3
3

1
7

2
2

2
1

I
E
L
T
S
ﾗ
ｲ
ﾃ
ｨ
ﾝ
ｸ
ﾞ
対

策
講

座
I
E
L
T
S
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
セ

ク
シ

ョ
ン

の
学

習
を

英
語

講
座

で

支
援

す
る

。
2
3

2
9

3
0

1
6

1
8

2
2

I
E
L
T
S
模

擬
ﾃ
ｽ
ﾄ
+
対

策
講

座
模

擬
テ

ス
ト

で
試

験
に

慣
れ

る
だ

け
で

な
く

、
高

得
点

を

狙
え

る
テ

ク
ニ

ッ
ク

を
学

ぶ
。

3
5

1
6

1
8

4
1
3

1
2

I
E
L
T
S
ﾗ
ｲ
ﾃ
ｨ
ﾝ
ｸ
ﾞ
個

人
指

導
E
メ

ー
ル

に
よ

る
個

別
指

導
-

9
1
3

6
2

3

キ
ャ

ン
パ

ス
・

イ
ン

グ
リ

ッ
シ

ュ

（
中

級
）

留
学

先
の

学
内

外
で

必
要

と
さ

れ
る

ス
ピ

ー
キ

ン
グ

ス
キ

ル
を

身
に

つ
け

る
。

2
8

1
7

1
6

4
7

1
2

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
海

外
大

学
で

必
要

な
ノ

ー
ト

・
テ

ー
キ

ン
グ

、
エ

ッ
セ

ー

等
の

執
筆

ス
キ

ル
を

身
に

つ
け

る
。

2
1

1
5

2
2

5
9

9

セ
ミ

ナ
ー

ス
キ

ル

（
中

・
上

級
）

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

、
デ

ィ
ベ

ー
ト

、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー

シ
ョ

ン
に

必
要

な
言

語
ス

キ
ル

を
身

に
つ

け
る

。
2
6

1
6

2
7

6
7

1
5

1
5
5

1
3
2

1
5
9

5
8

7
8

9
4

※
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
参

加
者

が
減

少

I
E
L
T
S

対
策

講
座

留
学

英
語

講
座

合
計
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                        （
４

）
【

継
続

】
世

界
を

舞
台

に
各

界
の

一

線
級

で
活

躍
す

る
ゲ

ス
ト

ス
ピ

ー
カ

ー
に

よ
る

講
義

か
ら

な
る

授
業

を
開

講
し

、
学

生
が

分
野

を
問

わ
ず

に
横

断
的

に
思

索
を

巡
ら

せ
る

機
会

と
す

る
。

 

【
1
-
4
3
-
6
　

全
学

プ
ロ

グ
ラ

ム
へ

の
応

募
者

数
推

移
】

（
人

）

※
交

換
留

学
・

派
遣

留
学

（
半

年
又

は
１

年
）

、
海

外
短

期
研

修
（

３
～

４
週

間
）

※
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

海
外

短
期

研
修

は
中

止

59
41

69
75

84

48

11
5

11
7

11
2

0

44
53

17
4

15
8

18
1

75

12
8

10
1

02040608010
0

12
0

14
0

16
0

18
0

20
0

29
年
度

30
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

交
換
留
学
・
派
遣
留
学

海
外
短
期
研
修

合
計

 
 （

４
）

世
界

を
舞

台
に

各
界

の
一

線
級

で
活

躍
す

る
ゲ

ス
ト

ス
ピ

ー
カ

ー
に

よ
る

講
義

の
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
世

界
を

舞
台

に
各

界
の

一
線

級
で

活
躍

す
る

ゲ
ス

ト
ス

ピ
ー

カ
ー

に
よ

る
連

続
講

義
か

ら
な

る
特

別
講

座
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

特
別

編
と

し
て

、
1
0
月

1
5
日

に
対

面

形
式

、
３

月
に

オ
ン

ラ
イ

ン
配

信
で

講
座

を
実

施
し

た
。

 

・
６

月
か

ら
開

講
し

た
「

グ
ロ

ー
バ

ル
教

養
講

座
」

は
、

全
６

回
の

講
座

で
、

早
期

に
グ

ロ
ー

バ
ル

な
視

点
を

養
い

、
国

際
社

会
で

活
躍

で
き

る
能

力
や

気
概

を
持

っ
た

人
材

を
育

成
す

る
こ

と
を

目
的

に
、

主
に

都
立

大
生

を
対

象
に

実
施

し
た

。
ま

た
、

広
く

都
民

に
も

講
座

内
容

を
発

信
す

る
た

め
、

９
月

に
講

座
特

設
H
P

を
開

設
し

た
。

 

・
８

月
に

開
講

し
た

全
８

回
の

講
座

は
、

学
生

の
グ

ロ
ー

バ
ル

な
関

心
や

海
外

へ
の

挑
戦

意
欲

を
喚

起
す

る
こ

と
を

目
的

に
、

都
立

大
に

お
け

る
分

野
横

断
の

全
学

共
通

 

科
目

「
地

球
の

明
日

、
地

球
と

の
明

日
」
（

１
単

位
の

正
規

科
目

）
と

し
て

オ
ム

ニ
バ

ス
形

式
で

実
施

し
た

。
 

・
1
0
月

に
実

施
し

た
「

グ
ロ

ー
バ

ル
教

養
講

座
」

特
別

編
は

、
国

際
社

会
の

第
一

線
で

活
躍

す
る

駐
日

大
使

に
よ

る
対

談
と

し
て

、
ノ

ル
ウ

ェ
ー

及
び

U
A
E
の

駐
日

大
使

を
招

き
、

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

を
テ

ー
マ

に
対

面
形

式
で

の
講

座
を

開
催

し
た

。
 

・
３

月
に

実
施

し
た

「
グ

ロ
ー

バ
ル

教
養

講
座

」
特

別
編

は
、

国
際

経
済

及
び

政
治

に
関

す
る

著
名

な
海

外
の

大
学

教
授

を
招

へ
い

し
、

世
界

的
な

課
題

に
対

す
る

都
市

の
役

割
や

、
S
D
G
s
達

成
の

た
め

の
道

筋
と

い
う

内
容

で
実

施
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
６

月
か

ら
開

講
し

た
グ

ロ
ー

バ
ル

教
養

講
座

は
、

平
均

視
聴

数
8
2
0
人

、
平

均
満

足
度

9
0
％

と
、

学
内

外
か

ら
高

い
評

価
を

得
た

。
（

図
表

1
-
4
3
-
7
）

 

・
８

月
に

開
講

し
た

全
学

共
通

科
目

「
地

球
の

明
日

、
地

球
と

の
明

日
」

で
は

、
授

業
科

目
と

し
て

5
4
人

が
履

修
し

た
ほ

か
、

延
べ

1
7
2
人

の
オ

ン
ラ

イ
ン

聴
講

に
よ

る

参
加

が
あ

っ
た

。
履

修
者

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
学

生
の

９
割

以
上

が
受

講
に

よ
り

自
身

の
視

野
が

広
が

っ
た

と
回

答
し

た
。
（

図
表

1
-
4
3
-
8
）

 

・
1
0
月

の
特

別
編

は
、

8
4
人

の
来

場
者

数
が

あ
っ

た
。

３
月

の
特

別
編

は
、

視
聴

回
数

は
4
0
8
回

と
、

都
立

大
生

か
ら

高
齢

層
に

至
る

幅
広

い
年

代
の

視
聴

が
あ

り
、

学

内
外

か
ら

好
評

を
得

た
。
（

図
表

1
-
4
3
-
9
、

図
表

1
-
4
3
-
1
0
）
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【
図

表
1
-
4
3
-
7
　

春
講

座
実

施
結

果
】

日
　

付
講

師
名

　
テ

ー
マ

視
聴

数
(
※

1
)

満
足

度
(
※

2
)

一
般

視
聴

数
(
※

3
)

第
１

回
6月

17
日

 
エ

マ
ニ

ュ
エ

ル
・

ト
ッ

ド
「

T
h
e
 
n
e
w
 
s
t
r
u
c
t
u
r
e
 
o
f
 
t
h
e
 
w
o
r
l
d
」

1
,
6
6
9
名

9
6
%

8
,
4
3
9
回

第
２

回
6月

24
日

 
ジ

ャ
レ

ド
・

ダ
イ

ア
モ

ン
ド

「
C
r
i
s
i
s
-
s
o
l
v
i
n
g
 
i
n
 
p
e
o
p
l
e
 
a
n
d
 
i
n
 
n
a
t
i
o
n
s
 
」

8
9
1
名

8
6
%

第
３

回
7月

1日
 サ

ス
キ
ア
・
サ
ッ
セ
ン

「
Gl
ob
al
 C
it
y」

6
5
4
名

6
4
%

1
6
1
回

第
４

回
7月

8日
 
マ

イ
ケ

ル
・

オ
ズ

ボ
ー

ン
（

対
談

）
「

T
h
e
 
f
u
t
u
r
e
 
o
f
 
E
m
p
l
o
y
m
e
n
t
（

雇
用

の
未

来
）

」
7
1
4
名

1
0
0
%

2
9
2
回

第
５

回
7月

15
日

 
テ

ィ
ナ

・
シ

ー
リ

グ
「

C
r
e
a
t
i
v
e
 
p
r
o
b
l
e
m
 
s
o
l
v
i
n
g
 
t
e
c
h
n
i
q
u
e
s
」

5
5
0
名

9
6
%

4
8
2
回

第
６

回
7月

22
日

 
梶

田
　

隆
章

（
対

談
）

「
ニ

ュ
ー

ト
リ

ノ
の

不
思

議
」

4
4
0
名

8
1
%

3
4
7
回

平
均

視
聴

数
及

び
満

足
度

8
2
0
名

9
0
%

1
,
9
4
4
回

合
計

視
聴

数
4
,
9
1
8
名

―
9
,
7
2
1
回

※
1 

視
聴

数
…

事
前

申
込

等
の

上
、

当
日

又
は

期
間

内
に

視
聴

し
た

人
の

数
（

都
立

大
生

が
メ

イ
ン

。
特

別
編

を
除

く
。

）
※

2 
満

足
度

…
受

講
後

ア
ン

ケ
ー

ト
（

講
座

の
満

足
度

）
で

「
非

常
に

満
足

」
及

び
「

満
足

」
を

回
答

し
た

者
の

割
合

※
3 

一
般

視
聴

数
…

講
座

終
了

後
に

、
法

人
の

Yo
uT

ub
eチ

ャ
ン

ネ
ル

上
に

て
公

開
し

た
動

画
の

再
生

回
数

。
令

和
５

(2
02

3)
年

２
月

１
日

時
点

。
 

 【
図

表
1
-
4
3
-
8
　

全
学

共
通

科
目

「
地

球
の

明
日

、
地

球
と

の
明

日
」
】

授
業

日
時

限
講

師
名

・
テ

ー
マ

8
月

4
日

2
・
3
時

限
武

田
 尚

子
「
都

市
の

復
活

：
歴

史
都

市
と

現
代

社
会

─
世

界
遺

産
ド

ゥ
ブ

ロ
ヴ

ニ
ク

と
守

護
聖

人
」

8
月

4
日

4
・
5
時

限
清

水
 克

哉
　

「
明

日
を

拓
く
超

伝
導

」

8
月

5
日

2
・
3
時

限
カ

ト
リ
ー

ヌ
・
マ

ラ
ブ

ー
「
哲

学
と

脳
科

学
の

対
話

を
通

じ
た

人
間

の
未

来
に

つ
い

て
」

8
月

5
日

4
・
5
時

限
内

山
 裕

弥
「
ま

ち
づ

く
り

の
D

X
で

新
し

い
世

界
を

創
造

す
る

」
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【
図

表
1
-
4
3
-
9
　

特
別

編
（

駐
日

大
使

に
よ

る
対

談
）

実
施

結
果

】

日
　

付
講
師
名
　
テ
ー
マ

来
場

者
数

満
足

度
（

※
1
）

一
般

視
聴

数
（

※
2
）

特
別

編
10

月
15

日
イ

ン
ガ

・
M
・

W
・

ニ
ー

ハ
マ

ル
　

駐
日

ノ
ル

ウ
ェ

ー
大

使
シ

ハ
ブ

・
ア

ハ
マ

ド
・

ア
ル

・
フ

ァ
ヒ

ー
ム

　
駐

日
U
A
E
大

使
「

駐
日

大
使

に
よ

る
対

談
（

テ
ー

マ
：

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

）
」

8
4
名

9
2
%

1
8
8
回

※
1 

満
足

度
…

受
講

後
ア

ン
ケ

ー
ト

（
講

座
の

満
足

度
）

で
「

非
常

に
満

足
」

及
び

「
満

足
」

を
回

答
し

た
者

の
割

合

※
2 

一
般

視
聴

数
…

講
座

開
催

後
に

、
法

人
の

Yo
uT

ub
eチ

ャ
ン

ネ
ル

上
に

て
公

開
し

た
動

画
の

再
生

回
数

。
令

和
５

(2
02

3)
年

２
月

１
日

時
点

。
 

  

【
図

表
1
-
4
3
-
1
0
　

特
別

編
（

オ
ン

ラ
イ

ン
）

実
施

結
果

】

日
　
付

講
師
名
　
テ
ー
マ

視
聴

数
満

足
度

一
般

視
聴

数

第
１
回

3月
10
日

ケ
ン

ト
・

カ
ル

ダ
ー

「
U
r
b
a
n
 
G
r
a
s
s
r
o
o
t
s
,
 
C
i
v
i
c
 
L
e
a
d
e
r
s
,
 
a
n
d
 
t
h
e
 
G
l
o
b
a
l
 
S
D
G
 
A
g
e
n
d
a
（

都
市

に
お

け
る

草
の

根
運

動
と

市
民

リ
ー

ダ
ー

、
そ

し
て

グ
ロ

ー
バ

ル
S
D
G
ア

ジ
ェ

ン
ダ

）
」

2
1
2
名

8
7
%

－

第
２
回

3月
17
日

ジ
ェ

フ
リ

ー
・

サ
ッ

ク
ス

「
S
u
s
t
a
i
n
a
b
l
e
 
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
：

T
h
e
 
F
u
t
u
r
e
 
W
e
 
W
a
n
t
（

持
続

可
能

な
開

発
：

私
た

ち
が

求
め

る
未

来
）

」
1
9
6
名

8
6
%

－

平
均

視
聴

数
及

び
満

足
度

2
0
4
名

8
6
%

－

合
計
視
聴
数

4
0
8
名

―
－

※
1 
視
聴
数
…
事
前
申
込
等
の
上
、
当
日
又
は
期
間
内
に
視
聴
し
た
人
の
数
（
都
立
大
生
が
メ
イ
ン
。
特
別
編
を
除
く
。
）

※
2 
満
足
度
…
受
講
後
ア
ン
ケ
ー
ト
（
講
座
の
満
足
度
）
で
「
非
常
に
満
足
」
及
び
「
満
足
」
を
回
答
し
た
者
の
割
合

 
 

 

Ⅰ　東京都立大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

　４　グローバル化に関する目標を達成するための措置

－ 185 －



 
 

 
  

 
 

 中
期

計
画

番
号

 

1
-
4
4

 
④

外
国

語
教

育
室

（
仮

称
）

に
よ

り
「

聞
く

、
話

す
、

読
む

、
書

く
」

の
４

技
能

を
育

成
す

る
英

語
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

発
す

る
と

と
も

に
、

全
学

共
通

科
目

及
び

専
門

科
目

（
専

門
科

目
に

お
い

て
は

卒
業

要
件

ご
と

）
に

お
い

て
英

語
に

よ
る

授
業

を
設

置
す

る
な

ど
、

日
本

人
学

生
の

留
学

を
促

進
す

る
教

育
環

境
を

充
実

さ
せ

る
。

ま
た

、
１

年
次

の
外

部
英

語
試

験
受

験
率

【
9
6
％

以
上

】
を

維
持

し
、

学
生

の
語

学
レ

ベ
ル

を
把

握
し

、
英

語
教

育
の

改
善

に
活

用
す

る
。
（

再
掲

）
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
「

外
国

語
教

育
室

」
に

お
い

て
、

新
英

語
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
に

向
け

た
準

備
を

着
実

に
進

め

る
。
（

1
-
0
2
再

掲
）

 

  （
２

）
【

継
続

】
英

語
教

育
の

改
善

に
資

す

る
た

め
、

T
O
E
I
C

受
験

率
9
6
%
を

維

持
し

、
学

生
の

語
学

レ
ベ

ル
把

握
に

努
め

る
。

実
施

の
際

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

感
染

状
況

を
注

視
し

な
が

ら
、

感
染

防
止

対
策

を
徹

底
す

る
。
（

1
-
0
2
再

掲
）

 

（
１

）
新

英
語

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

【
中

期
計

画
番

号
1
－

0
2
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

入
学

者
か

ら
必

修
と

な
る

科
目

の
名

称
を

A
c
a
d
e
m
i
c
 
E
n
g
l
i
s
h
／

P
r
a
c
t
i
c
a
l
 
E
n
g
l
i
s
h
と

す
る

こ
と

に
決

定
し

た
。

 

・
A
c
a
d
e
m
i
c
 
E
n
g
l
i
s
h
の

内
容

に
つ

い
て

具
体

的
な

検
討

を
進

め
、

こ
れ

ま
で

利
用

し
て

き
た

共
通

の
教

科
書

を
廃

止
し

、
各

授
業

担
当

者
の

専
門

や
時

事
問

題
等

を
テ

ー

マ
と

し
た

内
容

で
構

成
す

る
こ

と
で

、
幅

広
い

教
養

を
学

ぶ
た

め
に

必
要

な
英

語
力

を
身

に
付

け
る

こ
と

の
で

き
る

授
業

内
容

と
し

た
。

 

 （
２

）
英

語
教

育
の

改
善

に
向

け
た

取
組

【
中

期
計

画
番

号
1
－

0
2
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
学

部
１

年
次

生
及

び
２

年
次

生
（

任
意

受
験

）
を

対
象

に
例

年
と

同
時

期
に

外
部

英
語

試
験

を
実

施
し

、
受

験
者

数
1
,
5
9
6
人

、
受

験
率

9
7
％

を
達

成
し

た
。

 

・
学

生
へ

の
実

施
結

果
の

通
知

方
法

を
見

直
し

、
翌

年
度

の
履

修
登

録
前

に
ス

コ
ア

を
確

認
で

き
る

よ
う

に
し

た
。
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 中
期

計
画

番
号

 

1
-
4
5

 
⑤

海
外

企
業

や
研

究
機

関
等

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
先

を
積

極
的

に
開

拓
し

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
充

実
を

図
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
コ

ロ
ナ

禍
で

の
オ

ン
ラ

イ

ン
の

活
用

等
も

考
慮

の
う

え
、

海
外

企
業

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
新

た
な

受
入

先
企

業
の

開
拓

を
進

め
る

。
 

       （
２

）
【

継
続

】
グ

ロ
ー

バ
ル

に
活

躍
で

き

る
理

系
人

材
の

育
成

に
向

け
、
「

海

外
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
体

験
」

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

令
和

4

（
2
0
2
2
）

年
度

に
実

施
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
成

果
及

び
内

容
を

検
証

の

上
、

令
和

5
（

2
0
2
3
）

年
度

に
実

施

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

企
画

す
る

。
 

（
１

）
海

外
企

業
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

充
実

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
既

存
１

社
（

マ
レ

ー
シ

ア
）

と
オ

ン
ラ

イ
ン

で
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

実
施

し
、

現
地

担
当

教
員

の
指

導
の

下
に

、
受

入
先

の
学

生
に

向
け

た
日

本
語

の
模

擬
授

業
や

異
文

化
交

流
な

ど
を

行
っ

た
。

 

・
新

規
１

社
（

ミ
ャ

ン
マ

ー
）

に
つ

い
て

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

募
集

を
中

止
し

た
。

 
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

で
新

規
１

社
の

募
集

中
止

が
続

い
て

い
る

状
況

を
鑑

み
、

協
定

校
や

都
立

大
の

同
窓

会
組

織
に

協
力

を
仰

ぎ
な

が
ら

、
新

た
な

受
入

先
企

業
の

検
討

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

通
じ

て
受

入
先

と
の

交
流

を
深

め
、

受
入

先
主

催
の

マ
レ

ー
シ

ア
文

化
交

流
イ

ベ
ン

ト
を

オ
ン

ラ
イ

ン
で

実
施

し
た

。
 

・
既

存
１

社
（

マ
レ

ー
シ

ア
）

に
つ

い
て

、
受

入
先

と
調

整
の

上
、

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
度

は
現

地
で

研
修

実
施

す
る

こ
と

を
決

定
し

た
。

 

 （
２

）
「

海
外

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

体
験

（
海

外
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

）
」

の
推

進
 

①
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

実
施

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

成
果

及
び

内
容

の
検

証
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
世

界
的

に
出

入
国

の
手

続
き

が
緩

和
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
３

年
ぶ

り
の

海
外

渡
航

研
修

を
実

施
し

た
。
（

図
表

1
-
4
5
-
1
）

 

・
事

前
研

修
を

２
回

、
オ

ン
ラ

イ
ン

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

を
複

数
回

実
施

し
た

上
で

、
1
0
月

3
1
日

か
ら

1
1
月

３
日

ま
で

の
４

日
間

の
実

地
研

修
と

し
て

、
マ

レ
ー

シ
ア

、
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
を

訪
問

し
、

民
間

企
業

６
社

、
政

府
機

関
１

機
関

（
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
科

学
技

術
研

究
庁

）
、

大
学

３
校

（
U
n
i
v
e
r
s
i
ty
 
o
f
 
M
a
l
a
y
a
、

U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
o
f
 

T
e
c
h
n
o
l
o
g
y
 
M
a
l
a
y
s
i
a
、

N
a
t
i
o
n
a
l
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
o
f
 
S
i
n
g
a
p
o
r
e
)
で

実
施

し
た

。
 

 
 

・
実

地
研

修
の

終
了

後
、

1
2
月

に
南

大
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
い

て
実

施
報

告
会

を
開

催
す

る
と

と
も

に
、

参
加

学
生

が
作

成
し

た
報

告
書

を
W
e
b
サ

イ
ト

で
公

開
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
学

生
自

ら
企

業
３

社
に

対
し

て
ド

ロ
ー

ン
社

会
の

実
現

に
向

け
た

A
I
を

用
い

た
精

密
気

象
観

測
技

術
や

フ
ラ

ク
タ

ル
構

造
を

利
用

し
た

高
効

率
な

太
陽

光
パ

ネ
ル

等
、

学
生

の
研

究
分

野
や

専
門

知
識

の
強

み
を

生
か

し
な

が
ら

計
９

つ
の

ア
イ

デ
ア

を
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

し
、

そ
れ

ら
に

つ
い

て
議

論
し

た
。

 

・
学

生
自

ら
個

別
ア

ポ
イ

ン
ト

メ
ン

ト
し

た
国

立
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
大

学
で

は
、

計
1
7
の

ラ
ボ

を
積

極
的

に
訪

問
し

、
参

加
者

個
人

の
専

門
性

や
関

心
に

合
わ

せ
た

深
い

議

論
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
参

加
者

は
、

海
外

で
活

躍
す

る
人

材
と

の
現

地
交

流
を

通
じ

て
、

課
題

解
決

や
英

語
を

含
む

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
、

国
際

的
な

感
覚

を
養

っ
た

。
事

前
調

査
課

題
や

企
業

に
向

け
た

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

準
備

に
お

い
て

は
異

文
化

・
異

分
野

・
異

業
種

の
視

点
や

課
題

想
定

を
す

る
等

、
参

加
者

各
自

が
英

語
に

よ
る

プ
レ

ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

と
議

論
を

通
し

て
、

こ
れ

ま
で

に
な

か
っ

た
視

点
か

ら
の

コ
メ

ン
ト

を
受

け
る

等
、

新
た

な
気

づ
き

を
得

る
機

会
と

な
っ

た
。

 

 
 

・
研

修
後

の
個

々
の

研
究

活
動

や
将

来
の

キ
ャ

リ
ア

に
お

け
る

意
識

と
行

動
に

具
体

的
な

変
化

が
起

こ
り

、
自

発
的

に
周

辺
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

る
意

識
が

根
付

い
た

。
参

加
者

の
中

に
は

研
究

室
で

個
別

に
報

告
会

を
開

催
す

る
学

生
や

、
研

究
室

内
で

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
度

の
参

加
を

希
望

す
る

学
生

が
出

て
く

る
等

、
学

生
の

意
識

に
も

変
化

が
見

ら
れ

た
。

 
 

②
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

に
実

施
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
企

画
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
成

果
を

ふ
ま

え
、

事
前

研
修

お
よ

び
海

外
実

地
研

修
の

実
施

内
容

と
方

法
に

つ
い

て
検

討
し

た
。

 

・
実

地
研

修
終

了
後

の
実

施
報

告
会

の
実

施
お

よ
び

一
般

学
生

へ
の

波
及

効
果

に
つ

い
て

検
討

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

 
・

下
記

の
と

お
り

、
実

施
内

容
等

を
検

討
し

た
。
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-
 
事

前
研

修
と

し
て

、
参

加
学

生
が

３
～

４
人

ず
つ

の
グ

ル
ー

プ
に

分
か

れ
、

グ
ル

ー
プ

ご
と

に
各

学
生

の
専

門
性

や
強

み
を

生
か

し
た

形
で

ビ
ジ

ネ
ス

ア
イ

デ
ア

を
練

る
。

 

-
 海

外
実

地
研

修
と

し
て

、
1
0
月

2
9
日

か
ら

1
1
月

４
日

ま
で

の
５

日
間

、
マ

レ
ー

シ
ア

・
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
を

訪
問

し
、

複
数

の
民

間
企

業
に

お
い

て
、

ビ
ジ

ネ
ス

ア
イ

デ
ア

プ
レ

ゼ
ン

を
行

う
。

 

-
 
学

生
自

ら
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
国

立
大

学
な

ど
の

研
究

者
に

コ
ン

タ
ク

ト
を

取
り

、
各

自
で

研
究

室
訪

問
、

研
究

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
行

う
。

 

-
 
マ

レ
ー

シ
ア

・
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
の

学
生

、
研

究
者

、
企

業
技

術
者

と
の

交
流

を
通

じ
て

、
課

題
解

決
や

英
語

を
含

む
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

、
国

際
的

な
感

覚
を

身
に

付
け

る
。

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
や

議
論

を
通

じ
て

、
異

文
化

・
異

分
野

・
異

業
種

か
ら

の
新

た
な

気
付

き
を

得
る

。
 

-
 
実

地
研

修
の

終
了

後
、

1
2
月

に
実

施
報

告
会

を
開

催
す

る
。

ま
た

、
参

加
学

生
が

作
成

す
る

報
告

書
を

W
e
b
サ

イ
ト

上
で

公
開

す
る

。
 

-
 
研

修
で

得
た

経
験

や
気

付
き

を
、

参
加

学
生

個
々

の
研

究
活

動
や

将
来

の
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
に

生
か

し
、

さ
ら

に
周

囲
の

学
生

の
活

性
化

に
も

つ
な

げ
る

。
 

 

【
図

表
1
-
4
5
-
1
　

海
外

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

派
遣

数
】

　
　

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度

派
遣

数
1
2

1
1

1
4

1
4

9
1
3

派
遣

先
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
・

マ
レ

ー
シ

ア

シ
ン

ガ
ポ

ー

ル
・

マ
レ

ー
シ

ア

※
令

和
２

（
20

20
）

年
度

、
令

和
３

（
20

21
）

年
度

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
に

よ
り

オ
ン

ラ
イ

ン
実

施
。

※
派

遣
数

は
博

士
前

期
課

程
＋

博
士

後
期

課
程

の
合

計
。

（
単

位
：

人
）

シ
リ

コ
ン

バ
レ

ー
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
、

マ
レ

ー
シ

ア

（
オ

ン
ラ

イ
ン

実
施

）
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 中
期

計
画

番
号

 

1
-
4
6

 
◇

外
国

人
留

学
生

の
受

入
れ

 

⑥
国

費
留

学
生

の
積

極
的

受
入

れ
、

短
期

受
入

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

充
実

な
ど

を
行

い
、

在
籍

留
学

生
数

を
本

学
学

生
の

約
１

割
で

あ
る

【
9
0
0
人

程
度

】
に

拡
大

す
る

と
と

も
に

、
留

学
生

と
日

本
人

学
生

が
共

に
学

び
、

互
い

が
刺

激
し

合
い

高
め

合
え

る
環

境
の

整
備

を
推

進
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

拡
充

】
社

会
情

勢
を

踏
ま

え
つ

つ
、

外
国

人
留

学
生

の
受

入
れ

拡
大

に
向

け
た

国
内

外
で

の
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

活
動

の
充

実
に

取
り

組
む

。
 

                                 

（
１

）
受

入
留

学
生

数
増

加
に

向
け

た
広

報
展

開
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
大

学
ラ

ン
キ

ン
グ

の
指

標
と

し
て

世
界

的
に

も
知

名
度

が
高

い
T
i
m
e
s
 
H
i
g
h
e
r
 
E
d
u
c
a
t
i
o
n
 
（

以
下

「
T
H
E
」

と
い

う
。

)
 
W
o
r
l
d
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
R
a
n
k
i
n
g
 
サ

イ
ト

等

W
e
b
広

告
（

T
H
E
サ

イ
ト

内
プ

ロ
フ

ィ
ー

ル
ペ

ー
ジ

作
成

、
T
H
E
サ

イ
ト

バ
ナ

ー
広

告
、

S
N
S
広

告
）

を
利

用
し

た
海

外
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
し

た
。

 

・
日

本
留

学
フ

ェ
ア

（
オ

ン
ラ

イ
ン

開
催

）
に

参
加

し
、

都
立

大
に

関
心

を
持

っ
て

い
る

海
外

居
住

者
に

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

し
た

。
（

図
表

1
-
4
6
-
1
）

 

・
国

内
に

お
け

る
日

本
語

学
校

の
説

明
会

に
１

件
参

加
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
T
H
E
の

メ
デ

ィ
ア

媒
体

を
有

効
利

用
す

る
こ

と
で

、
海

外
の

外
国

人
研

究
者

や
外

国
人

学
生

等
に

広
く

情
報

発
信

し
た

。
 

・
日

本
留

学
フ

ェ
ア

に
お

い
て

2
0
0
名

以
上

の
参

加
者

に
都

立
大

を
紹

介
し

、
認

知
度

向
上

に
つ

な
げ

た
。

 

・
コ

ロ
ナ

禍
中

減
少

し
て

い
た

が
、

交
換

留
学

生
の

受
入

れ
再

開
等

に
よ

り
、

在
籍

留
学

生
数

が
回

復
し

て
き

た
。
（

図
表

1
-
4
6
-
2
）

 

 

（
単

位
：

人
）

国
・
地
域
（
都
市
）

2
9
年

度
3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

中
国
（
北
京
）

1
5
2

1
2
0

-
-

-
-

中
国
（
上
海
）

-
-

-
-

-
-

中
国
（
香
港
）

-
-

-
-

-
-

韓
国
（
ソ
ウ
ル
）

2
0
0

9
7

1
1
7

-
-

-
韓
国
（
釜
山
）

1
5
0

1
3
6

7
6

-
-

-
台
湾
（
台
北
）

5
9

7
0

6
9

-
-

-
台
湾
（
高
雄
）

2
7

-
-

-
-

-
タ
イ
（
バ
ン
コ
ク
）

6
0

5
9

6
5

-
-

-
ベ
ト
ナ
ム
（
ハ
ノ
イ
）

1
0
6

8
5

6
4

-
-

-
ベ
ト
ナ
ム
（
ホ
ー
チ
ミ
ン
）

5
4

3
8

4
7

-
-

-
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
ジ
ャ
カ
ル
タ
）

9
2

1
5
5

-
-

-
-

マ
レ
ー
シ
ア
（
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
）

-
1
7
7

-
-

-
-

合
計

9
0
0

9
3
7

4
3
8

-
-

-
※
令
和
２
（
2
0
2
0
）
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
中
止

※
令
和
３
（
2
0
2
1
）
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
が
、
抽
選
の
結
果
、
都
立
大
は
参
加
で
き
な
か
っ
た
。

※
令
和
４
（
2
0
2
2
）
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
実
施
さ
れ
、
時
間
制
限
の
都
合
上
、
個
別
相
談
は
行
わ
な
か
っ
た
。

【
図

表
1
-
4
6
-
1
　

日
本

留
学

フ
ェ

ア
に

お
け

る
相

談
者

数
】
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                                   （
２

）
◆

【
継

続
】

社
会

情
勢

を
踏

ま
え

つ

つ
、

S
A
T
O
M
U

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

充
実

さ
せ

、
短

期
留

学
生

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

教
育

を
展

開
す

る
。

 

     

【
図

表
1
-
4
6
-
2
　

在
籍

留
学

生
数

の
推

移
】

（
単

位
：
人

）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３
年

度
４
年

度
都

市
教

養
学

部
 
人

文
・

社
会

系
2
7

1
7

1
5

7
1

1
人

文
社

会
学

部
-

1
8

2
6

3
1

3
0

3
3

都
市

教
養

学
部

 
法

学
系

3
0

0
0

-
-

法
学

部
-

2
1

2
3

2
都

市
教

養
学

部
 
経

営
学

系
1
1

8
7

3
-

-
経

済
経

営
学

部
-

6
7

9
1
0

1
0

都
市

教
養

学
部

 
理

工
学

系
1
9

1
7

1
1

7
-

-
理

学
部

-
1
1

1
4

1
6

1
7

1
3

都
市

教
養

学
部

 
都

市
政

策
コ

ー
ス

0
-

-
-

-
-

都
市

環
境

学
部

1
5

7
1
7

1
8

1
5

1
4

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

学
部

4
7

6
6

7
2

4
5

4
7

4
8

健
康

福
祉

学
部

0
0

0
0

0
0

学
部

計
1
2
2

1
5
2

1
7
0

1
3
8

1
2
3

1
2
1

人
文

科
学

研
究

科
1
1
8

1
1
8

1
2
5

1
1
1

1
0
2

9
2

社
会

科
学

研
究

科
（

法
）

1
0

7
3

-
-

-
法

学
政

治
学

研
究

科
-

7
1
9

3
3

3
7

3
3

社
会

科
学

研
究

科
（

経
営

）
1
5

8
3

2
-

-
経

営
学

研
究

科
-

3
1
2

1
4

6
6

理
工

学
研

究
科

5
8

3
3

1
5

3
1

1
理

学
研

究
科

-
2
3

4
0

5
2

6
5

7
4

都
市

環
境

科
学

研
究

科
8
3

9
7

8
4

8
4

8
7

8
7

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

研
究

科
6
2

8
1

1
2
0

1
3
7

1
3
2

1
1
9

人
間

健
康

科
学

研
究

科
2
1

2
9

3
0

3
1

3
4

3
1

研
究

科
計

3
6
7

4
0
6

4
5
1

4
6
7

4
6
4

4
4
3

3
0

4
8

4
0

0
0

4
2

5
1
9

6
0
6

6
6
1

6
0
5

5
8
7

6
0
6

※
各

年
度

1
0
月

1
日
時
点

※
S
A
T
O
M
U
の

短
期
留
学
生
受
入
部
局
を
国
際
セ
ン
タ
ー
と
し
て
い
る

※
令

和
２

（
2
0
2
0
）
年
度
以
降
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
減
少

国
際

セ
ン

タ
ー

合
　

計

所
属

学 部 大 学 院

 
 （

２
）

短
期

留
学

生
へ

の
教

育
の

充
実

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

状
況

を
鑑

み
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

前
期

の
交

換
留

学
受

入
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
中

止
し

た
が

、
協

定
大

学
の

学
生

に
対

し
て

一

部
の

S
A
T
O
M
U
科

目
を

オ
ン

ラ
イ

ン
で

開
講

し
た

。
 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

後
期

よ
り

交
換

留
学

受
入

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

再
開

し
、

協
定

大
学

2
6
校

か
ら

計
4
9
人

の
交

換
留

学
生

を
受

け
入

れ
た

。
（

図
表

1
-
4
6
-
3
）

 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

は
9
0
科

目
の

英
語

実
施

科
目

を
開

講
し

た
。
（

図
表

1
-
4
6
-
4
）

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
前

期
の

S
A
T
O
M
U
科

目
の

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
開

講
や

後
期

か
ら

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

再
開

に
よ

り
、

コ
ロ

ナ
禍

で
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
P
R
に

寄
与

す
る

と
と

も
に

、
外

国
人

留
学

生

の
受

入
拡

大
に

つ
な

げ
た

。
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                         （
３

）
◆

【
継

続
】

協
定

大
学

の
学

生
を

対

象
と

し
て

、
オ

ン
ラ

イ
ン

の
活

用
等

も
踏

ま
え

夏
期

及
び

冬
期

に
日

本

語
・

日
本

事
情

短
期

集
中

コ
ー

ス
を

実
施

す
る

。
 

              

※
S
A
T
O
M
U

プ
ロ

グ
ラ

ム
：

主
と

し
て

英
語

で
行

う
授

業
を

実
施

す
る

短
期

留
学

生
受

入
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
英

語
名

称
S
e
m
e
s
t
e
r
 
A
b
r
o
a
d
 
a
t
 
T
o
k
y
o
 
M
e
t
r
o
p
o
l
i
t
a
n 

U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
、

略
し

て
S
A
T
O
M
U
）

で
、

国
際

交
流

協
定

に
基

づ
き

、
海

外
大

学
の

学
生

を
１

学
期

な
い

し
２

学
期

受
け

入
れ

て
い

る
。

 

 

【
図
表
1
-
4
6
-
3
　
交
換
留
学
に
よ
る
受
入
留
学
生
数
】
（
各
年
度
総
数
）

（
単
位
：
人
）

2
9
年
度

3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

受
入
人
数

6
9

9
2

7
7

1
8

0
4
9

※
令

和
２
（
2
0
2
0
）
年

度
は

新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に
よ
り
減

少
 

【
図

表
1
-
4
6
-
4
　
S
A
T
O
M
U
提
供
科
目
（
英
語
実
施
）
】

提
供

部
局

人
文

社
会

学
部

／
人

文
科

学
研

究
科

1
6
（

学
部

：
1
5
、

大
学

院
：

1
）

法
学

部
／

法
学

研
究

科
0
（

学
部

：
0
、

大
学

院
：

0
）

経
済

経
営

学
部

／
経

営
学

研
究

科
0
（

学
部

：
0
、

大
学

院
：

0
）

理
学

部
／

理
学

研
究

科
4
6
（

学
部

：
4
6
、

大
学

院
：

0
）

都
市

環
境

学
部

／
都

市
環

境
科

学
研

究
科

9
（

学
部

：
9
、

大
学

院
：

0
）

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

学
部

／
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ン
研

究
科

6
（

学
部

：
6
、

大
学

院
：

0
）

健
康

福
祉

学
部

／
人

間
健

康
科

学
研

究
科

0
（

学
部

：
0
、

大
学

院
：

0
）

大
学

教
育

セ
ン

タ
ー

0
国

際
セ

ン
タ

ー
1
3

合
計

科
目

数

9
0

 
  （

３
）

短
期

集
中

コ
ー

ス
の

実
施

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

状
況

に
鑑

み
、

従
来

対
面

型
で

の
実

施
で

あ
っ

た
日

本
語

・
日

本
事

情
短

期
集

中
コ

ー
ス

を
、

夏
期

は
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
実

施
し

た
。
（

図
表

1
-
4
6
-
5
）

 
 

・
冬

期
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
を

徹
底

し
た

う
え

で
令

和
元

（
2
0
1
9
）

年
度

冬
期

以
来

、
約

３
年

ぶ
り

に
対

面
型

で
実

施
し

た
。
（

図
表

1
-

4
6
-
5
）

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
夏

期
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
実

施
し

、
協

定
大

学
の

学
生

2
5
人

が
参

加
し

た
。

ま
た

、
冬

期
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

対
面

形
式

で
の

実
施

を
再

開
し

、
協

定
大

 
 

学
の

学
生

1
4
人

が
参

加
し

た
。

 

・
対

面
形

式
の

実
施

を
再

開
す

る
こ

と
で

、
よ

り
効

果
的

な
都

立
大

へ
の

留
学

意
欲

促
進

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

 

 【
図

表
1
-
4
6
-
5
　

日
本

語
・

日
本

事
情

集
中

コ
ー

ス
実

施
概

要
（

令
和

４
年

度
）

】
人

数
日

本
語

レ
ベ

ル
概

要

夏
期

2
0
2
2
年

6
月

2
7
日

～
7
月

5
日

2
3
人

(
1
1
校

)
初

心
者

　
初

級
　

初
中

級
日

本
語

授
業

、
日

本
事

情
講

義
、

課
外

活
動

（
都

立
大

生
と

の
交

流
活

動
）

等
で

構
成

冬
期

2
0
2
3
年

1
月

1
1
日

～
1
月

2
7
日

1
4
人

（
5
校

）
初

級
　

初
中

級
日

本
語

、
日

本
事

情
、

フ
ィ

ー
ル

ド
ト

リ
ッ

プ
（

国
立

科
学

博
物

館
、

生
田

緑
地

）
等

で
構

成

期
間
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 （
４

）
【

継
続

】
教

育
の

国
際

化
を

推
進

し

て
い

く
た

め
、

博
士

前
期

課
程

に
お

け
る

英
語

開
講

科
目

の
増

加
や

外
国

大
学

と
の

オ
ン

ラ
イ

ン
教

育
に

よ
る

教
育

連
携

等
に

よ
り

、
日

本
語

力
が

十
分

で
な

い
留

学
生

で
も

学
位

を
取

得
し

や
す

い
環

境
の

整
備

を
進

め

る
。

 

   （
５

）
【

継
続

】
優

秀
な

留
学

生
等

の
確

保

な
ど

国
際

化
の

推
進

の
た

め
の

手
法

の
一

つ
と

し
て

、
英

語
課

程
の

編
成

を
前

提
に

学
部

学
科

単
位

で
の

秋
入

学
導

入
に

つ
い

て
検

討
を

行
う

。
 

（
４

）
博

士
前

期
課

程
に

お
け

る
日

本
語

力
が

十
分

で
な

い
留

学
生

で
も

学
位

を
取

得
し

や
す

い
環

境
の

整
備

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
に

創
設

し
た

「
博

士
前

期
課

程
授

業
科

目
の

英
語

化
推

進
支

援
事

業
」

を
引

き
続

き
実

施
し

、
学

内
公

募
を

行
っ

た
。

 

・
学

長
と

研
究

科
長

等
の

意
見

交
換

会
を

実
施

し
、

各
研

究
科

に
お

け
る

取
組

の
進

捗
を

報
告

す
る

と
と

も
に

、
博

士
前

期
課

程
の

日
本

人
学

生
の

英
語

力
や

留
学

生
の

受

入
れ

に
関

す
る

課
題

等
の

共
有

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
本

支
援

事
業

に
よ

り
、

４
研

究
科

に
お

け
る

専
攻

・
学

域
の

英
語

化
の

取
組

を
推

進
し

た
。

 

・
外

国
人

留
学

生
が

英
語

の
み

で
博

士
前

期
課

程
を

修
了

で
き

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
や

英
語

で
の
学

修
を

希
望

す
る

日
本

人
学

生
が

留
学

生
と

と
も

に
学

ぶ
学

修
環

境
が

充
実

し
た

。
 

・
意

見
交

換
会

の
実

施
に

よ
り

、
各

専
攻

・
学

域
に

お
け

る
先

行
事

例
の

波
及

効
果

が
見

ら
れ

た
。

 

 （
５

）
秋

入
学

導
入

に
関

す
る

検
討

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
６

（
2
0
2
4
）

年
か

ら
の

秋
入

学
の

導
入

に
つ

い
て

プ
レ

ス
リ

リ
ー

ス
を

行
い

、
都

民
等

へ
広

く
周

知
し

た
。

 

・
秋

入
学

を
導

入
す

る
理

学
部

生
命

科
学

科
の

紹
介

動
画

を
英

語
で

制
作

し
、

海
外

の
高

校
生

や
そ

の
保

護
者

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
Y
o
u
T
u
b
e
で

発
信

し
た

。
 

・
海

外
の

イ
ン

タ
ー

ナ
シ

ョ
ナ

ル
ス

ク
ー

ル
生

向
け

の
教

育
誌

に
大

学
紹

介
記

事
が

掲
載

さ
れ

、
教

育
誌

の
公

式
H
P
に

も
都

立
大

紹
介

の
W
e
b
ペ

ー
ジ

が
掲

載
さ

れ
た

。
 

・
世

界
か

ら
有

為
な

学
生

を
集

め
、

都
立

大
の

国
際

化
を

推
進

す
る

た
め

、
秋

入
学

導
入

に
係

る
課

題
解

決
に

向
け

た
調

整
を

行
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
紹

介
動

画
の

再
生

回
数

が
６

か
国

（
米

、
英

、
香

港
、

台
湾

、
ベ

ト
ナ

ム
、

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

）
で

合
計

5
0
万

回
を

超
え

た
。

 

・
海

外
に

お
け

る
都

立
大

理
学

部
生

命
科

学
科

の
認

知
度

向
上

に
寄

与
し

た
。

 

・
入

試
方

法
や

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

構
成

、
卒

業
の

仕
組

み
等

、
具

体
的

な
課

題
や

懸
念

事
項

等
を

抽
出

し
、

導
入

ま
で

に
対

応
が

必
要

な
課

題
を

検
討

し
た

。
 

 

 
 

Ⅰ　東京都立大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

　４　グローバル化に関する目標を達成するための措置

－ 192 －



 
 

 
  

 
 

 中
期

計
画

番
号

 

1
-
4
7

 
⑦

都
市

外
交

人
材

育
成

基
金

に
よ

り
優

秀
な

大
学

院
留

学
生

を
継

続
的

に
受

け
入

れ
、

第
三

期
中

期
計

画
期

間
中

計
【

2
4
0
人

】
の

留
学

生
受

入
れ

を
目

指
す

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

拡
充

】
社

会
情

勢
を

踏
ま

え
つ

つ
、

都
市

外
交

人
材

育
成

基
金

及
び

東
京

グ
ロ

ー
バ

ル
パ

ー
ト

ナ
ー

奨
学

金
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
よ

り
、

大
学

院
へ

優
秀

な
外

国
人

留
学

生
を

受
け

入
れ

る
。

 

（
１

）
都

市
外

交
人

材
育

成
基

金
及

び
東

京
グ

ロ
ー

バ
ル

パ
ー

ト
ナ

ー
奨

学
金

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

活
用

し
た

外
国

人
留

学
生

受
入

れ
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

対
象

学
生

へ
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

記
事

の
ニ

ュ
ー

ズ
レ

タ
ー

へ
の

掲
載

や
、

両
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
W
e
b
サ

イ
ト

の
継

続
的

な
更

新
等

に
よ

り
、

海
外

に
向

け
て

情

報
を

発
信

し
た

。
 
 

・
当

該
基

金
の

留
学

生
で

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

入
国

が
遅

れ
た

た
め

に
や

む
を

得
ず

標
準

修
業

年
限

以
内

に
修

了
で

き
な

い
者

に
対

し

て
、

標
準

修
業

年
限

を
迎

え
た

後
も

継
続

し
て

支
援

を
行

う
仕

組
み

を
整

備
し

、
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
３

月
に

標
準

修
業

年
限

を
迎

え
る

学
生

を
対

象
と

し
て

継
続

支

援
者

を
決

定
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
優

秀
な

外
国

人
大

学
院

生
の

獲
得

に
向

け
て

、
本

事
業

に
お

け
る

留
学

生
受

入
れ

の
取

組
に

関
す

る
幅

広
い

情
報

提
供

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

 
 

・
計

3
2
人

の
留

学
生

が
新

た
に

入
学

し
た

（
図

表
1
-
4
7
-
1
）
。

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

動
向

を
踏

ま
え

、
入

国
が

遅
延

し
た

留
学

生
に

対
し

て
柔

軟
か

つ
効

果
的

な
経

済
支

援
体

制
を

整
備

し
た

こ
と

に
よ

り
、

留
学

生
が

安
心

し
て

研
究

を
継

続
で

き
る

環
境

を
提

供
し

た
。

 

【
図
表
1
-
4
7
-
1
　
基
金
活
用
に
よ
る
大
学
院
留
学
生
入
学
者
数
】

（
単

位
：
人

）

研
究

科
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度

人
文

科
学

研
究

科
4

5
5

6
3

1

社
会

科
学

研
究

科
（

法
）

0
-

-
-

-
-

法
学

政
治

学
研

究
科

-
1

0
1

0
0

社
会

科
学

研
究

科
（

経
営

）
2

-
-

-
-

-

経
営

学
研

究
科

-
1

1
0

0
0

理
工

学
研

究
科

1
0

-
-

-
-

-

理
学

研
究

科
-

1
1

1
3

1
1

1
9

1
1

都
市

環
境

科
学

研
究

科
1
0

9
9

0
1
1

1
0

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

研
究

科
4

7
7

4
1
1

6

人
間

健
康

科
学

研
究

科
3

4
5

5
7

4

各
年

度
合

計
3
3

3
8

4
0

2
7

5
1

3
2

第
三

期
中

期
計

画
期

間
合

計

※
令

和
２
（
2
0
2
0
）
年

度
は

新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に
よ
り
減

少

2
2
1
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 中
期

計
画

番
号

 

1
-
4
8

 
⑧

ア
ジ

ア
の

高
度

先
端

医
療

者
育

成
事

業
と

し
て

、
都

市
外

交
人

材
育

成
基

金
に

よ
り

留
学

生
を

受
け

入
れ

る
と

と
も

に
、

技
術

支
援

を
実

施
し

、
ア

ジ
ア

各
国

の
医

療
水

準
の

向
上

に
寄

与
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
ア

ジ
ア

各
国

に
お

け
る

医

療
水

準
の

向
上

へ
人

材
育

成
の

観
点

か
ら

貢
献

す
る

た
め

、
公

募
に

よ
る

入
学

者
選

抜
を

行
っ

た
上

で
、

人
間

健
康

科
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
へ

新
た

に
7
名

の
留

学
生

を
受

け
入

れ

る
。

ま
た

、
留

学
生

が
修

士
の

学
位

を
取

得
で

き
る

よ
う

適
切

な
支

援
を

行
う

。
 

              （
２

）
【

継
続

】
ア

ジ
ア

諸
国

の
医

療
者

教

育
及

び
医

療
水

準
の

向
上

を
図

る
た

め
、

人
間

健
康

科
学

研
究

科
の

教
員

を
ア

ジ
ア

各
国

の
大

学
や

医
療

機
関

等
に

派
遣

し
、

現
地

の
教

育
者

、
医

療
者

及
び

学
生

等
に

対
し

て
講

演
会

や
講

習
会

等
を

実
施

す
る

と
と

も

に
、

現
地

の
大

学
等

の
教

員
を

人
間

健
康

科
学

研
究

科
に

短
期

間
受

け
入

れ
、

技
術

支
援

を
実

施
す

る
。

な

お
、

国
内

外
の

社
会

情
勢

を
鑑

み
、

状
況

に
応

じ
て

、
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
技

術
支

援
を

実
施

す
る

。
 

（
１

）
ア

ジ
ア

各
国

に
お

け
る

医
療

水
準

の
向

上
の

た
め

の
留

学
生

の
受

入
れ

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
公

募
に

よ
る

入
学

者
選

抜
を

行
い

、
優

秀
な

留
学

生
を

選
抜

し
た

。
 

・
受

け
入

れ
た

留
学

生
が

修
士

の
学

位
を

取
得

で
き

る
よ

う
教

育
研

究
の

支
援

を
行

っ
た

。
 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

修
了

生
に

よ
る

報
告

会
が

実
施

さ
れ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
計

画
通

り
博

士
前

期
課

程
に

７
人

の
留

学
生

を
受

け
入

れ
た

（
理

学
療

法
科

学
域

３
人

、
作

業
療

法
科

学
域

２
人

、
放

射
線

科
学

域
２

人
）
。
（

図
表

1
-
4
8
-
1
）

 

・
計

画
通

り
５

人
が

博
士

前
期

課
程

を
修

了
し

た
（

理
学

療
法

科
学

域
３

人
、

作
業

療
法

科
学

域
２

人
）
。

 

・
都

立
大

大
学

院
で

の
学

び
と

修
了

後
の

活
躍

の
様

子
に

つ
い

て
報

告
会

に
て

共
有

さ
れ

、
ア

ジ
ア

諸
国

と
東

京
都

及
び

都
立

大
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

形
成

さ
れ

た
と

と
も

に
、

在
籍

中
の

留
学

生
が

母
国

の
医

療
水

準
の

向
上

の
た

め
に

寄
与

す
る

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

向
上

に
つ

な
が

っ
た

。
 

  【
図

表
1
-
4
8
-
1
　
入

試
選

抜
実

況
】

（
単
位
：
人
）

実
施

年
度

２
年

度
３
年

度
４
年

度

入
学

年
度

2
9
年

1
0
月

3
0
年

４
月

3
0
年

1
0
月

3
1
年

４
月

元
年

1
0
月

２
年

４
月

３
年

４
月

４
年
４
月

５
年
４
月

募
集

人
員

6
2

2
4

3
4

7
7

4

出
願

者
数

1
5

4
3

7
7

9
1
3

8
8

合
格

者
数

6
2

2
4

1
4

7
7

4

入
学

者
数

6
2

2
4

1
4

7
7

4
※
1
0
月
入
学
者
の
受
入
れ
は
令
和
元
（
2
0
1
9
）
年
度
で
終
了

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

 
  （

２
）

ア
ジ

ア
各

国
の

大
学

や
医

療
機

関
等

へ
の

技
術

支
援

の
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
都

立
大

教
員

の
現

地
訪

問
に

よ
る

技
術

支
援

を
２

件
行

っ
た

（
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
：

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

大
学

、
タ

イ
：

シ
ー

ナ
カ

リ
ン

ウ
ィ

ロ
ー

ト
大

学
及

び
マ

ヒ
ド

ン
大

学
）
。

 

・
都

立
大

へ
の

海
外

大
学

の
教

員
受

入
れ

に
よ

る
技

術
支

援
を

１
件

行
っ

た
（

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

：
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
大

学
）
。

 

・
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
技

術
支

援
を

３
件

行
っ

た
（

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

：
ス

ラ
カ

ル
タ

ポ
リ

テ
ク

ニ
ッ

ク
、

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

大
学

、
ス

リ
ラ

ン
カ

：
ペ

ラ
デ

ニ
ア

大
学

）
。

 

・
当

事
業

で
繋

が
り

が
出

来
た

大
学

が
部

局
独

自
の

留
学

生
短

期
受

入
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
参

加
す

る
な

ど
、

国
際

交
流

の
幅

を
広

げ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
都

立
大

の
研

究
が

も
た

ら
す

先
鋭

的
な

技
術

や
研

究
結

果
を

紹
介

し
、

ア
ジ

ア
諸

国
の

医
療

教
育

の
向

上
に

寄
与

し
た

。
（

図
表

1
-
4
8
-
2
）
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【
図

表
1
-
4
8
-
2
　

ア
ジ

ア
諸

国
へ

の
技

術
支

援
】

（
単

位
：

人
）

国
名

実
施

内
容

参
加

人
数

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

ス
ラ

カ
ル

タ
ポ

リ
テ

ク
ニ

ッ
ク

の
教

員
及

び
学

生
並

び
に

卒
業

生
に

対
し

て
日

本
に

お
け

る
作

業
療

法
に

つ
い

て
講

演
を

行
っ

た
（

オ
ン

ラ
イ

ン
）

3
0
0

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

大
学

の
教

員
に

対
し

て
本

学
の

O
T
及

び
P
T
と

の
繋

が
り

を
強

固
に

す
べ

く
、

本
学

の
教

育
施

設

を
紹

介
す

る
と

と
も

に
、

今
後

の
学

生
交

流
や

共
同

研
究

に
つ

い
て

議
論

し
た

。
（

オ
ン

ラ
イ

ン
）

2
0

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

大
学

の
教

員
及

び
学

生
に

対
し

て
日

本
に

お
け

る
高

齢
化

ケ
ア

、
ス

ポ
ー

ツ
理

学
療

法
等

の
講

義
を

行
っ

た
。

（
現

地
講

義
と

オ
ン

ラ
イ

ン
配

信
の

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ト

形
式

）
2
3
0

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

大
学

の
教

員
を

本
学

へ
招

聘
し

、
本

学
の

医
療

設
備

や
都

の
病

院
施

設
を

見
学

し
た

。
3

ス
リ

ラ
ン

カ
ペ

ラ
デ

ニ
ヤ

大
学

の
教

員
及

び
学

生
に

対
し

て
、

放
射

線
技

術
を

用
い

た
先

端
生

命
科

学
の

講
義

が
行

わ
れ

た
。

（
オ

ン
ラ

イ
ン

）
4
6

タ
イ

シ
ー

ナ
カ

リ
ン

ウ
ィ

ロ
ー

ト
大

学
と

マ
ヒ

ド
ン

大
学

を
訪

問
し

、
共

同
研

究
を

行
っ

た
。

5
 

 

  中
期

計
画

番
号

 

1
-
4
9

 
⑨

宿
舎

・
住

居
の

提
供

、
留

学
生

の
出

願
や

入
学

に
係

る
手

続
の

円
滑

化
な

ど
、

留
学

生
の

受
入

環
境

の
整

備
を

促
進

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
留

学
生

等
宿

舎
の

提
供

等

生
活

支
援

の
充

実
や

、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る
危

機
管

理
の

整
備

等
を

行
う

と
と

も
に

、
国

外
か

ら
の

出
願

及
び

入
学

が
円

滑
に

行
え

る
体

制
を

整
備

す
る

。
 

（
１

）
留

学
生

の
受

入
環

境
の

整
備

 

①
留

学
生

に
対

す
る

生
活

支
援

の
充

実
や

危
機

管
理

の
整

備
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
宿

舎
に

お
け

る
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

予
防

を
実

施
す

る
た

め
、

パ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
や

消
毒

液
な

ど
、

必
要

備
品

を
引

き
続

き
設

置
し

た
。

入
居

者
に

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
感

染
が

疑
わ

れ
る

症
状

が
発

症
し

た
場

合
は

、
フ

ロ
ー

チ
ャ

ー
ト

に
則

り
、

R
A
や

管
理

人
と

連
携

し
、

該
当

者
の

隔
離

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
共

有
ス

ペ
ー

ス
へ

の
パ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

設
置

、
各

ユ
ニ

ッ
ト

内
へ

の
消

毒
液

設
置

な
ど

、
感

染
防

止
対

策
を

強
化

す
る

こ
と

で
、

入
居

者
の

不
安

軽
減

に
寄

与
し

た
。

 

・
入

居
者

に
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

が
疑

わ
れ

る
症

状
が

発
症

し
た

時
に

も
、

フ
ロ

ー
チ

ャ
ー

ト
に

則
っ

て
迅

速
に

指
示

す
る

こ
と

で
感

染
拡

大
を

防
ぐ

こ
と

が
で

き
た

。
 

 

②
留

学
生

の
出

願
や

入
学

に
係

る
手

続
の

円
滑

化
に

向
け

た
体

制
の

整
備

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
協

定
校

か
ら

の
交

換
留

学
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
W
e
b
上

で
申

請
登

録
・

管
理

で
き

る
シ

ス
テ

ム
を

運
用

す
る

と
と

も
に

、
申

請
書

類
の

内
容

や
提

出
時

の
指

示
等

に
つ

い
て

見

直
し

を
行

っ
た

。
 

・
短

期
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
申

請
に

つ
い

て
、

W
e
b
上

で
登

録
・

管
理

で
き

る
シ

ス
テ

ム
を

運
用

し
、

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
参

加
受

付
を

行
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
交

換
留

学
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
申

請
書

類
の

内
容

等
を

見
直

し
た

こ
と

で
、

在
留

資
格

認
定

証
明

書
（
C
O
E
）

発
給

手
続

き
の

円
滑

化
、

水
際

対
策

に
対

応
し

た
入

国
手

続
き
 

 

の
明

確
化

等
、

申
請

者
の

観
点

で
の

利
便

性
向

上
を

図
っ

た
。

 

・
オ

ン
ラ

イ
ン

対
応

に
よ

り
、

短
期

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

お
け

る
留

学
生

の
出

願
に

係
る

手
続

き
を

円
滑

に
実

施
し

た
。
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 中
期

計
画

番
号

 

1
-
5
0

 
⑩

日
本

語
教

育
、

日
本

文
化

・
日

本
事

情
及

び
東

京
の

魅
力

を
学

ぶ
企

画
、

日
本

語
能

力
の

不
十

分
な

留
学

生
が

日
本

語
で

の
学

位
を

取
得

す
る

た
め

の
支

援
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
な

ど
、

日
本

と
連

携
し

て
活

躍
で

き
る

人
材

を
輩

出
す

る
た

め
の

留
学

生
用

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

充
実

さ
せ

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
留

学
生

が
日

本
に

馴
染

み
、

日
本

文
化

等
を

学
ぶ

機
会

と
し

て
、

異
文

化
理

解
講

座
・

留
学

生
セ

ミ
ナ

ー
等

を
社

会
情

勢
を

鑑
み

、
オ

ン
ラ

イ
ン

の
活

用
等

の
検

討
を

踏
ま

え
実

施
す

る
。

 

             （
２

）
◆

【
継

続
】

人
文

科
学

研
究

科
に

在

籍
す

る
留

学
生

に
対

し
、

論
文

作
成

の
た

め
の

専
門

知
識

を
前

提
と

し
た

日
本

語
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
す

る
。

 

（
１

）
異

文
化

理
解

講
座

・
留

学
生

セ
ミ

ナ
ー

等
の

実
施

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
留

学
生

セ
ミ

ナ
ー

を
３

年
ぶ

り
に

実
施

し
、

留
学

生
９

人
、

日
本

人
学

生
３

人
が

参
加

し
た

（
後

期
：

上
野

 
国

立
科

学
博

物
館

（
日

帰
り

）
）

。
（

図
表

1
-
5
0
-
1
）

 

・
異

文
化

理
解

講
座

は
、

年
２

回
実

施
す

る
新

入
留

学
生

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

組
み

込
み

、
日

本
の

生
活

で
の

留
意

点
等

の
情

報
を

提
供

し
た

（
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

は
、

４
月

は
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

の
情

報
掲

載
に

て
代

替
、

1
0
月

は
対

面
で

実
施

）
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
日

本
独

自
の

歴
史

、
自

然
、

文
化

等
の

学
習

を
通

し
て

、
日

本
に

関
す

る
理

解
を

深
め

る
と

と
も

に
、

留
学

生
と

日
本

人
学

生
と

の
交

流
を

図
っ

た
。

 

・
異

文
化

理
解

講
座

の
内

容
を

新
入

生
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

に
盛

り
込

む
こ

と
で

、
新

入
留

学
生

に
対

し
効

果
的

に
情

報
提

供
し

た
。

 

 【
図

表
1
-
5
0
-
1
　
留

学
生

向
け
課

外
行

事
参

加
者

数
】

（
単

位
：
人

）
行

事
名

時
期

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３
年

度
４
年

度
前

期
2
2

8
1
7

-
-

-
後

期
1
2

2
7

1
5

-
-

-
前

期
3
4

5
1

7
-

-
-

後
期

3
5

4
8

3
5

-
-

1
2

※
平

成
3
0
年

度
か
ら
実

施
方

法
を
変

更
、
異

文
化

理
解

講
座

は
学

内
実

施
参

加
者

数
を
記

載

※
令

和
２
（
2
0
2
0
）
年

度
、
令

和
３
（
2
0
2
1
）
年

度
は

新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に
よ
り
中

止

異
文

化
理

解
講

座

留
学

生
セ
ミ
ナ

ー

 

 （
２

）
日

本
語

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

（
大

学
院

人
文

科
学

研
究

科
）

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
人

文
科

学
研

究
科

所
属

の
留

学
生

に
対

し
、

同
研

究
科

所
属

の
日

本
人

大
学

院
生

が
、

論
文

執
筆

、
学

会
発

表
に

必
要

な
専

門
知

識
を

前
提

と
し

た
日

本
語

論
文

、
日

本
語

レ
ジ

ュ
メ

の
作

成
を

支
援

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

し
た

。
 

・
日

本
語

で
の

学
会

発
表

等
を

促
進

す
る

た
め

、
学

会
参

加
の

支
援

を
実

施
し

た
。

 

・
こ

れ
ま

で
に

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

利
用

し
た

留
学

生
、

支
援

員
、

指
導

教
員

を
対

象
に

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
内

容
の

質
の

向
上

を
図

っ
た

。
 

・
コ

ロ
ナ

禍
の

状
況

を
踏

ま
え

、
従

来
は

対
面

で
実

施
し

て
い

た
学

内
の

各
種

支
援

業
務

を
オ

ン
ラ

イ
ン

等
で

対
応

し
た

。
 

・
留

学
生

が
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
十

分
活

用
で

き
る

よ
う

、
指

導
教

員
が

利
用

状
況

を
把

握
し

利
用

を
サ

ポ
ー

ト
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
利

用
は

、
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

が
延

べ
4
8
人

に
対

し
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

は
延

べ
5
4
人

と
な

っ
た

。
 

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
を

通
じ

、
留

学
生

の
日

本
語

論
文

等
の

質
が

向
上

す
る

と
と

も
に

、
指

導
す

る
日

本
人

大
学

院
生

も
自

身
の

研
究

及
び

論
文

執
筆

に
つ

い
て

の
理

解
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

 
 

・
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

か
ら

は
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

留
学

生
、

支
援

員
、

指
導

教
員

の
い

ず
れ

に
と

っ
て

も
高

い
有

効
性

及
び

必
要

性
が

あ
る

こ
と

を
確

認
で

き
、

今
後

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

内
容

の
質

の
向

上
に

資
す

る
情

報
を

収
集

で
き

た
。
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大大
項項
目目

番番
号号
  

１１
１１
  

ググ
ロロ
ーー
ババ
ルル
化化
  

【
海

外
の

大
学

等
と

の
連

携
、

都
市

外
交

を
支

え
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

形
成

、
キ

ャ
ン

パ
ス

の
国

際
化
】
 

４
 
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

（
中
期
目
標
）
 

○
東
京
都
の
姉
妹
友
好
都
市

等
の

大
学

や
研

究
機

関
等

と
の

協
定

の
拡

充
に

よ
り

、
教

育
研

究
に

お
け

る
連

携
・

協
力

を
推

進
し

、
国

際
的

な
共

同
研

究
や

学
生

・
研

究
者

交
流

を
拡

大
す

る
と
と
も
に
、
国
際
的
な
存

在
感

の
向

上
を

図
る

。
 

○
大

都
市

課
題

に
関

す
る

先
進

的
な

研
究

成
果

の
世

界
へ

の
還

元
や

ア
ジ

ア
等

で
の

高
度

な
人

材
育

成
へ

の
協

力
、

修
了

し
た

留
学

生
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

形
成

等
、

都
市

外
交

を
支

え
る

様
々
な
取
組
を
展
開
す
る
。

 

○
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
多

言
語

化
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
国

際
的

な
教

育
研

究
の

支
援

・
推

進
の

た
め

の
取

組
を

強
化

す
る

。
 

 

中
期
計
画
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
 

自
己

評
価
 

◇
海
外
の
大
学
等
と
の
連
携
 

【
1
-
51

】
⑪

教
育

に
お

け
る

世
界

の
大

学
等

と
の

国
際

連
携

の
取

組
を

強
化

し
、

互
恵

的
関

係
を

構
築

で
き

る
大

学
と

国
際

交
流

協
定

を
拡

大
す

る
と

と
も

に
、

交
流

重
点

校
の

指
定

等
に

よ
り

交
流

の
深

化
を

図
る

。
ま

た
、

海
外

の
大

学
生

等
と

の
議

論
や

交
流

を
通

じ
、

学
生

の
国

際
感

覚
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

、
課

題
発

見
・

解
決

力
等

を
養

成
す

る
新

た
な

国
際

交
流

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施
す
る
。
 

       【
1
-
52

】
⑫

若
手

研
究

者
の

海
外

研
究

機
関

へ
の

派
遣

プ
ロ

グ
ラ

ム
等

大
学

の
将

来
を

担
う

若
手

研
究

者
を

育
成

す
る

た
め

の
取

組
を

実
施

す
る
。
 

    【
1
-
53

】
⑬

国
際

的
な

研
究

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
形

成
に

よ
る

国
際

共
同

研
究

や
人

材
交

流
を

促
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

国
の

国
際

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

採
択

数
及

び
外

国
機

関
と

の
共

同
・

受
託

研
究

契
約

件
数

を
、

第
二

期
中

期
計

画
期

間
の

累
計

件
数

比
で

【
20
0
％

以

上
】
と
す

る
。（

再
掲
）

 

 【
1
-
54

】
⑭

海
外

か
ら

の
研

究
者

・
招

へ
い

教
授

の
受

入
環

境
整

備
を

促
進

す
る
。
 

  

 【
1
-5

1
】
・

グ
ロ

ー
バ

ル
・

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

・
キ

ャ
ン

プ
（

GD
C
）
、

グ
ロ

ー
バ

ル
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

キ
ャ

ン
プ

（
G
CC

）、
AI
MS

プ
ロ

グ
ラ

ム
等

の
国

際
教

育
プ
ロ

グ
ラ

ム
に
お

い
て
は

、
文
化

や
言

語
の

異
な
る

海
外
の

学
生
等

と

協
働

学
習

や
実

地
研

修
等

に
取

り
組

み
、

学
生

の
国

際
感

覚
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

、
課

題
発

見
・

解
決

力
等

を
養

成
し

た
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
拡

大
期

間
中

に
は

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

実
施

を
継

続
す

る
た

め
、

メ
ー

ル
や

オ
ン

ラ
イ

ン
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
等

も
活

用
し

た
。

令
和

４
（

2
0
22
）

年
度

に
は

海
外

の
大

学
等

と
の

協
定

を
1
7
3
件

に
拡

充
し

、
あ

わ
せ

て
、

レ
ス

タ
ー

大
学

や
マ

ラ
ヤ

大
学

等
を

交
流

重
点

校
に

指
定

し
、

教
育

研
究

に
お

け
る

連
携

推
進

や
学

生
・

教
員

の
交

流
拡

大
・

深
化

に
向

け
共

同
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
や

グ
ロ

ー
バ

ル
・

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

・
キ

ャ
ン

プ
（

G
D
C
）

を
実

施
し

た
。
 

・
東

京
2
0
20

大
会

を
機

に
、

都
立

大
学

生
と

海
外
大

学
の

学
生

と
の

国
際

交
流

の
一

層
の

促
進

や
都

立
大

の
プ

レ
ゼ

ン

ス
向

上
等

を
図

る
た

め
、

令
和

元
（

2
01
9
）

年
度

、
五
大

陸
国

際
学
生

シ
ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

開
催

し
た

。
海

外
の
優

秀

な
学

生
の

招
へ

い
に

向
け

て
、

都
立

大
の

協
定
校

や
駐

日
大

使
館

、
国

際
協
力

機
構

（
J
IC
A
）

等
、

多
様

な
機
関

と

連
携

し
た

働
き

か
け

を
行

っ
た

。
そ

の
結

果
、
海

外
か

ら
24

の
国
と

１
つ

の
地

域
、

9
5
大

学
の

参
加
が

あ
り

、
海

外
の

学
生

と
の

交
流

を
通

じ
て

、
都

立
大

学
生

の
国

際
感

覚
の

涵
養

に
つ

な
が

っ
た

。
 

 【
1
-5
2
】

若
手

研
究

者
海

外
派

遣
支

援
制

度
及

び
若

手
研

究
力
強

化
派

遣
に
よ

り
、

合
計

23
人

の
若
手

研
究
者

を
海

外
へ

派
遣

し
た

。
若

手
研

究
者

の
研

究
力

強
化

を
図

る
と

と
も

に
、

若
手

研
究

者
の

国
際

的
な

研
究

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
を

推

進
し

、
今

後
の

グ
ロ

ー
バ

ル
な

研
究

交
流

の
発

展
の

基
礎

を
築

い
た

。
ま

た
、

若
手

研
究

者
等

選
抜

型
研

究
支

援
に

よ

り
、

若
手

研
究

者
に

対
し

て
研

究
課

題
の

遂
行

に
必

要
な

研
究

費
を

戦
略

的
に

配
分

し
、

支
援

及
び

育
成

を
進

め
た

。
 

加
え

て
、

特
別

研
究

期
間

制
度

（
サ

バ
テ

ィ
カ

ル
）

等
の

各
種

教
員

人
事

制
度

に
つ

い
て

、
改

正
や

運
用

改
善

、
新

設

に
取

組
、

そ
の

周
知

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
有

為
な

若
手

教
員

の
確

保
及

び
育

成
を

推
進

し
た

。
 
 

 【
1
-
53

】【
中

期
計

画
番

号
1-

27
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

ま
で

に
、

国
の

国
際

研
究

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
採

択
は

4
7

件
、

外
国

機
関

と
の

共
同

・
受

託
研

究
契

約

件
数

は
2
0
件

と
な

り
、

第
二

期
中
期

計
画

期
間

の
累

計
件

数
比

1
86
％

と
な

っ
た

。
 

  【
1
-
5
4
】

教
職

員
の

要
請

に
基

づ
き

、
外

国
人

研
究

者
の

ビ
ザ

取
得

に
係

る
必

要
書

類
の

作
成

及
び

入
国

管
理

局
へ

の
提

出
な

ど

の
サ

ポ
ー

ト
を

行
っ

た
。

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

は
、

来
日

が
困

難
な

外
国

人
研

究
者

に
対

し
て

、
大

使
館

等
と

連
絡

を

取
り

合
う

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
を

用
い

手
続

き
の

流
れ

を
説

明
す

る
な

ど
の

サ
ポ

ー
ト

を
行

い
円

滑
な

受
入

れ
を

促
進

し

た
。

 

Ｂ
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 ◇
都
市
外
交
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
 

【
1
-
5
5
】

⑮
新

た
な

国
際

共
同

研
究

・
産

学
連

携
等

を
促

進
す

る
た

め
、

都

市
外

交
人

材
育

成
基

金
に

よ
る

留
学

生
を

は
じ

め
と

し
た

修
了

生
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
推
進
す
る
。
（
再
掲

）
 

  ◇
キ
ャ
ン
パ
ス
の
国
際

化
 

【
1
-
5
6
】
⑯
学
内
掲
示

や
文
書
・
冊
子
の
多
言
語
化
を
推
進
す
る

。
 

  【
1
-
5
7
】

⑰
教

職
員

の
国

際
化

を
進

め
、

外
国

人
教

員
比

率
【

５
％

以
上

】
、

T
O
E
I
C
6
0
0
点
以
上
の
職
員
比
率
【
2
5
％
以
上
】

等
を

目
指

す
。

 

 【
1
-
5
5
】
【

中
期

計
画

番
号

1
-
3
5
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
都

市
外

交
人

材
育

成
基

金
・

東
京

グ
ロ

ー
バ

ル
パ

ー
ト

ナ
ー

奨
学

金
プ

ロ
グ

ラ
ム

年
次

総
会

を
円

滑
に

開
催

し
、

留
学
生
に

対
し

て
基

金
の

目
的

を
認

識
さ

せ
る

と
と

も
に

、
高

度
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
強

化
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
５

件
採

択
し

、
国

際
共
同

研
究

を
実

施
す

る
な

ど
、

修
了

生
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
強

化
を

推
進

し
た

。
 

 【
1
-
5
6
】

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

よ
り

学
内

言
語

の
多

言
語

化
を

本
格

実
施

し
、

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
度

ま
で

に
重

要
度

・
緊

急

度
が

高
い

計
1
1
8
件

の
文

書
を

翻
訳

し
た

。
 

 【
1
-
5
7
】
・

外
国

人
教

員
比

率
に

つ
い

て
、

学
長

か
ら

の
各

部
局

に
対

す
る

外
国

人
教

員
の

能
動

的
採

用
を

促
す

取
組

や
東

京
都

立
大

学
国

際
化

基
本

方
針

及
び

行
動

計
画

の
改

定
に

よ
る

学
長

裁
量

枠
の

活
用

等
を

推
進

し
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

は
目

標
で

あ
る

外
国

人
教

員
比

率
５

％
に

近
接

す
る

4
.
6
％

ま
で

向
上

し
た

。
（

図
表

1
-
5
7
(
1
)
）

 

・
多

様
な

研
修

の
実

施
に

よ
り

、
T
O
E
I
C
ス

コ
ア

6
0
0

点
以

上
を

取
得

し
て

い
る

職
員

の
割

合
を

年
度

ご
と

に
増

加
さ

せ
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

に
は

2
5
.
1
％

と
な
っ

た
。
（

図
表

1
-
5
7
(
2
)
）

ま
た

、
海

外
研

修
等

の
実

施
に

よ
り

、
語

学
力

、
実

践
的

英
語

能
力

、
異

文
化

・
多

様
性

理
解

力
の

向
上

に
資

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

 ＜
図

表
1
-
5
7
(
1
)
　

外
国

人
教

員
数

及
び

割
合

＞
（

単
位

：
人

、
役

員
除

く
）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度
教

員
（

全
体

）
6
7
3

6
7
3

6
6
8

6
5
0

6
4
7

6
5
4

う
ち

外
国

人
教

員
2
5

2
5

2
4

2
3

2
8

3
0

外
国

人
教

員
割

合
3
.
7
%

3
.
7
%

3
.
6
%

3
.
5
%

4
.
3
%

4
.
6
%

※
各

年
度

5
月

1
日

現
在

 
 ＜

図
表

1
-
5
7
(
2
)
（

再
掲

）
　

T
O
E
I
C
ス

コ
ア

6
0
0
点

以
上

取
得

職
員

状
況

＞
（

単
位

：
人

、
％

）
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度
1
0
1

1
1
8

1
2
6

1
2
8

1
3
5

1
4
4

1
8
.
7

2
1
.
1

2
2
.
0

2
2
.
7

2
4
.
3

2
5
.
1

5
3
9

5
6
0

5
7
3

5
6
4

5
5
6

5
7
4

※
全

職
員

に
は

、
役

員
及

び
人

材
派

遣
職

員
を

含
ま

な
い

。

取
得

職
員

割
合

（
参

考
）

全
職

員
数

取
得

職
員

数

 
 

  

第
三
期
中
期
目
標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
外
国
人
教
員
比
率
に
つ
い
て
は
、
改
善
が
見
ら
れ
る
が
、

目
標

で
あ

る
５

％
以

上
の

達
成

に
向

け
、

更
な

る
取

組
を

期
待

す
る

。
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年
度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
1
-
5
1
】
A
I
M
S
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
分
野
の
拡
大
の
申

請
を

行
っ

た
。

 

【
1
-
5
1
】
交
流
重
点
校
制
度
を
創
設
し
、
２
校
を
指
定
し

た
。

 

【
1
-
5
7
】
外
国
人
教
員
比
率
【
3
.
7
％
以
上
】
と
な
っ
た

。
 

【
1
-
5
7
】
T
O
E
I
C
6
0
0
点
以
上
の
職
員
比
率
【
1
8
.
7
％
】

ま
で

進
捗

し
た

（
平

成
2
8
年

度
比

＋
1
.
9
ポ

イ
ン

ト
増
）
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
外

国
人

教
員

比
率

が
減

少
し

た
こ

と
は

残
念

で
あ

る
。

グ
ロ

ー
バ

ル
化

に
向

け
て

、
優

秀
な

外
国

人
教

員
、

あ
る

い
は

外
国

人
を

必
要

と
す

る
ポ

ス
ト

に
、

積
極

的
に

登
用

す
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

 

3
0  

【
1
-
5
1
】
交
流
重
点
校
２
校
と
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し

、
新

た
に

２
校

を
指

定
し

た
。

 

【
1
-
5
1
】

新
た

な
国

際
交

流
プ

ロ
グ

ラ
ム

「
グ

ロ
ー

バ
ル

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
キ

ャ
ン

プ
」

の
運

用
を
開

始
し
、
８
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
合
計

6
5
名

の
学

生
が

参
加

し
た

。
 

【
1
-
5
7
】
T
O
E
I
C
6
0
0
点
以
上
の
職
員
比
率
【
2
1
.
1
％
】
ま

で
進

捗
し

た
（

平
成

2
9
年

度
比

＋
2
.
4
ポ

イ
ン

ト
増
）
。
 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
交

流
重

点
校

を
指

定
し
、

教
育

・
研

究
交

流
の

深
化

に
向

け
た

取
組

を
行

っ
て

い
る

。
 

・
新

た
に

国
際

交
流

プ
ロ

グ
ラ

ム
「

グ
ロ

ー
バ

ル
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

キ
ャ

ン
プ

」
を

立
ち

上

げ
、

学
内

公
募

で
採

択
さ

れ
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

、
6
5
名

の
学

生
が

参
加

し
た

。
 

・
外

国
人

教
員

比
率

に
つ

い
て

、
目

標
の

5
％

以
上

に
対

し
て

、
平

成
2
9
年

度
に

引
き

続
き

3
.
7
％

で
あ

っ
た

。
外

国
人

教
員

比
率

に
関

す
る

学
内

で
の

課
題

認
識

の
共

有
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
今

後
、

比
率

を
上

げ
る

た
め

の
具

体
的

な
方

策
に

つ
い

て
、

検
討

が
進

む
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

 

元  

【
1
-
5
1
】
交
流
重
点
校
向
け
の
経
済
支
援
を
活
用
し
、
留

学
生

の
受

入
れ

や
派

遣
を

行
っ

た
。

 

【
1
-
5
1
】
「

グ
ロ
ー

バ
ル
・

デ
ィ
ス

カ
ッ
シ

ョ
ン
・

キ
ャ

ン
プ

（
GD
C
）
」

を
令

和
２

（
2
0
2
0
）
年

度
の

正
式

開
催
に
向
け
て
レ
ス
タ
ー
大
学
と
試
行
開
催

し
た

。
 

【
1
-
5
1
】
五
大

陸
国
際
学
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

、
海

外
か

ら
2
4
の

国
と

１
つ

の
地

域
、

9
5
大

学
の

参
加
が
あ
っ
た
。
 

【
1
-
5
7
】
外
国

人
教
員
比
率
は
【
3
.
6
％
】
と
な
っ
た
。
 

【
1
-
5
7
】
T
O
E
I
C
6
0
0
点
以
上
の
職
員
比
率
は
【
2
2
％
】

と
な

っ
た

（
平

成
3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

比
0
.
9
ポ

イ

ン
ト
増
加
）
。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
海

外
の

9
5
大

学
か

ら
参

加
者

が
集

う
五

大
陸

国
際

学
生

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

が
開

催
さ

れ
た

。
都

立
大

の
学

生
と

の
交

流
の

ほ
か

、
東

京
2
0
2
0
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
競

技
大

会
関

連
施

設
等

の
視

察

を
含

む
都

立
の

大
学

な
ら

で
は

の
充

実
し

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

っ
た

。
  

・
外

国
人

教
員
比

率
は
、

中
期

計
画

の
目

標
の

５
％

に
対

し
、

3.
6
％

に
と

ど
ま

っ
て

い
る

。
グ

ロ
ー

バ
ル

化
に

向
け

た
取

組
の

一
環

と
し

て
、

外
国

人
教

員
の

採
用

が
効

果
を

上
げ

る
分

野
へ

の
採

用
を

期
待

す

る
。

 

２ 

【
1
-
5
1
】

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

中
止

と
な

っ
た

、
グ

ロ
ー

バ
ル

・
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
・

オ
ブ

・
ア

ジ
ア

ン
カ

レ
ッ

ジ
ズ

（
G
P
AC

）
の

代
替

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

、
都

立
大

独

自
の
「
ア
ジ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ

グ
ラ

ム
」

を
オ

ン
ラ

イ
ン

で
開

催
し

た
。

 

【
1
-
5
7
】
外
国

人
教
員
比
率
は
【
3
.
5
％
】
と
な
っ
た
。
 

【
1
-
5
7
】
T
O
E
I
C
6
0
0
点
以
上
の
職
員
比
率
を
【
2
2
.
7
％

】
に

高
め

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
国

際
公

募
、

オ
ン

ラ
イ

ン
面

接
等

の
取

組
に

よ
り

、
令

和
３

年
度

か
ら

新
た

に
７

名
の

外
国

人
教

員
を

採
用

す
る

こ
と

が
決

定
し

、
外

国
人

教
員

比
率

が
高

ま
っ

た
。

 

・
A
I
M
S
プ

ロ
グ
ラ

ム
は
、

留
学

生
の

受
入

国
の

多
様

化
に

も
寄

与
す

る
も

の
で

あ
る

と
考

え
る

。
今

後
、

こ
れ

ま
で

培
っ

た
経

験
や

ノ
ウ

ハ
ウ

を
生

か
し

、
多

様
な

国
の

大
学

と
の

学
生

交
換

が
広

く
展

開
さ

れ

る
よ

う
、

更
な

る
取

組
を

期
待

す
る

。
  

３ 

【
1
-
5
1
】

既
存

交
流

重
点

校
３

校
（

ト
ム

ス
ク

国
立

大
学

、
ソ

ウ
ル

市
立

大
学

校
、

マ
ラ

ヤ
大

学
）

の
執

行
部

と
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催

し
た

。
 

【
1
-
5
7
】
外
国
人
教
員
比
率
は
【
4
.
3
％
】
と
な
っ
た
。

 

【
1
-
5
7
】
T
O
E
I
C
6
0
0
点
以
上
の
職
員
比
率
は
【
2
4
.
3
％

】
と

な
っ

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
引

き
続

き
、

語
学

研
修
を

オ
ン

ラ
イ

ン
形

式
で

実
施

す
る

等
に

よ
り

、
T
O
E
I
C
ス

コ
ア

6
0
0
点

以
上

を
取

得
し

て
い

る
職

員
の

割
合

を
2
4
.
3
%
（

正
規

職
員

で
は

3
3
.
2
%
）

に
高

め
た

。
 

・
外

国
人

教
員

比
率

に
つ

い
て

、
学

長
よ

り
、

各
部

局
に

対
し

て
外

国
人

教
員

の
能

動
的

採
用

を
促

す
な

ど
、

積
極

的
な

採
用

の
働

き
か

け
を

継
続

し
て

行
う

こ
と

に
よ

り
、

外
国

人
教

員
割

合
が

4
.
3
％

ま
で

高

ま
っ

て
い

る
。

中
期

計
画

の
目

標
で

あ
る

５
％

の
達

成
に

向
け

て
更

な
る

取
組

を
期

待
す

る
。

 

４  

【
1
-
5
1
】
交

流
重

点
校
の

マ
ラ
ヤ

大
学
と

の
共
同

シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

を
オ
ン

ラ
イ
ン

で
開
催

し
、
総

勢
約

6
0

人
が
参
加
し
た
。
 

【
1
-
5
1
】
「

グ
ロ
ー

バ
ル
・

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

・
キ
ャ

ン
プ

（
G
C
C
）
」

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

５
件

及
び

東
京

2
0
2
0

オ
リ

ン
ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
を

テ
ー

マ
と

し
た

「
グ

ロ
ー
バ

ル
・
デ

ィ
ス
カ

ッ
シ

ョ
ン
・
キ
ャ
ン
プ
（
G
D
C
）
」
を
実
施
し
た
。
 

【
1
-
5
7
】
外
国
人
教
員
比
率
は
【
4
.
6
％
】
と
な
っ
た
。

 

【
1
-
5
7
】
T
O
E
I
C
6
0
0
点
以
上
の
職
員
比
率
は
【
2
5
.
1
％

】
と

な
っ

た
。

 

―
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 中
期

計
画

番
号

 

1
-
5
1
 

４
 

グ
ロ

ー
バ

ル
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
 

◇
海

外
の

大
学

等
と

の
連

携
 

⑪
教

育
に

お
け

る
世

界
の

大
学

等
と

の
国

際
連

携
の

取
組

を
強

化
し

、
互

恵
的

関
係

を
構

築
で

き
る

大
学

と
国

際
交

流
協

定
を

拡
大

す
る

と
と

も
に

、
交

流
重

点
校

の
指

定
等

に
よ

り

交
流

の
深

化
を

図
る

。
ま

た
、

海
外

の
大

学
生

等
と

の
議

論
や

交
流

を
通

じ
、

学
生

の
国

際
感

覚
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

、
課

題
発

見
・

解
決

力
等

を
養

成
す

る
新

た
な

国
際

交
流

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感

染
症

の
影

響
も

踏
ま

え
、

教
育

・
研

究
面

で
真

に
互

恵
的

関
係

を
構

築
で

き
る

大
学

と
国

際
交

流
協

定
を

締
結

す
る

。
 

       （
２

）
【

継
続

】
海

外
大

学
と

単
位

の
相

互

認
定

を
伴

う
学

生
交

換
を

実
施

す

る
。

 

         （
３

）
【

継
続

】
交

流
重

点
校

と
し

て
指

定

し
て

い
る

海
外

大
学

と
の

間
で

、
オ

ン
ラ

イ
ン

も
活

用
し

、
活

発
な

教
育

交
流

・
研

究
交

流
を

実
施

す
る

。
 

        

（
１

）
国

際
交

流
協

定
校

の
拡

充
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
協

定
締

結
等

の
効

率
化

を
図

る
た

め
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

に
引

き
続

き
、

交
流

実
態

の
把

握
、

学
内

の
審

議
プ

ロ
セ

ス
や

相
手

大
学

と
の

協
定

書
文

案
の

調
整

に
お

け
る

役
割

分
担

等
の

見
直

し
を

継
続

し
て

行
っ

た
。

 

・
国

際
教

育
交

流
団

体
の

年
次

総
会

（
対

面
）

に
加

え
、

表
敬

訪
問

、
メ

ー
ル

や
オ

ン
ラ

イ
ン

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

を
活

用
し

、
既

存
協

定
校

と
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
や

協
定

校
候

補
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

 
・

学
術

交
流

や
学

生
交

流
の

連
携

を
進

め
る

こ
と

を
目

的
に

、
エ

ジ
プ

ト
日

本
科

学
技

術
大

学
と

包
括

学
術

交
流

協
定

を
締

結
し

た
（

ア
ラ

ブ
諸

国
の

大
学

と
の

協
定

は
都

立
大

初
）
。

 

・
学

内
教

職
員

に
協

定
手

続
き

に
つ

い
て

ヒ
ア

リ
ン

グ
や

意
見

交
換

を
行

い
、

協
定

締
結

等
に

係
る

課
題

を
整

理
し

、
対

応
策

案
に

つ
い

て
検

討
し

た
。

 

・
既

存
協

定
校

と
メ

ー
ル

や
オ

ン
ラ

イ
ン

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

等
を

活
用

し
、

関
係

構
築

、
維

持
及

び
発

展
を

図
っ

た
。

 

 （
２

）
海

外
大

学
と

単
位

の
相

互
認

定
を

伴
う

学
生

交
換

の
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
派

遣
学

生
の

募
集

・
選

考
を

実
施

し
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

に
お

い
て

マ
レ

ー
シ

ア
工

科
大

学
へ

１
人

派
遣

す
る

こ
と

を
決

定
し

た
。

 

・
A
I
M
S

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

後
継

事
業

と
し

て
、

単
位

の
相

互
認

定
を

伴
う

部
局

に
お

け
る

学
生

交
換

を
実

施
す

る
た

め
、

学
内

で
意

見
交

換
を

実
施

し
、

事
業

設
計

に
着

手

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
単

位
の

相
互

認
定

を
伴

う
学

生
交

換
を

着
実

に
実

施
し

た
。

 

・
部

局
教

職
員

と
事

業
案

に
つ

い
て

議
論

を
深

め
、

部
局

に
お

け
る

学
生

交
換

を
実

施
す

る
た

め
に

必
要

な
施

策
に

つ
い

て
検

討
す

る
足

掛
か

り
を

つ
く

っ
た

。
 

 ※
A
I
M
S
 
プ

ロ
グ

ラ
ム

：
A
S
E
A
N
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
M
o
b
i
l
i
t
y
 
f
o
r
 
S
t
u
d
e
n
t
s
 
P
r
o
g
r
a
m
m
e
 
の

略
。

A
S
E
A
N
 
諸

国
を

中
心

と
し

た
政

府
主

導
の

国
際

的
な

学
生

交
流

事
業

 

の
こ

と
 

 （
３

）
交

流
重

点
校

と
の

教
育

・
研

究
交

流
の

実
施

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
度

か
ら

開
催

を
延

期
し

て
き

た
マ

ラ
ヤ

大
学

と
の

共
同

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

を
「

E
m
e
r
g
e
n
t
 

R
e
s
e
a
r
c
h
 
a
n
d
 
S
o
c
i
a
l
 
I
m
p
l
e
m
e
n
t
a
t
i
o
n
:
 
I
n
c
r
e
a
s
i
n
g
 
R
e
s
e
a
r
c
h
 
I
m
p
a
c
t
 
T
h
r
o
u
g
h
 
P
a
r
t
n
e
r
s
h
i
p
s
」

と
い

う
テ

ー
マ

の
も

と
、

オ
ン

ラ
イ

ン
で

開
催

し
た

。

マ
ラ

ヤ
大

学
か

ら
1
4
人

、
都

立
大

か
ら

８
人

の
教

員
が

プ
レ

ゼ
ン

タ
ー

等
と

し
て

参
加

し
、

聴
衆

を
含

め
総

勢
約

6
0
人

が
参

加
し

た
。

 

・
ソ

ウ
ル

市
立

大
学

校
と

の
共

同
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
に

つ
い

て
は

、
調

整
の

結
果

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
開

催
を

見
送

る
こ

と
と

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
マ

ラ
ヤ

大
学

と
の

共
同

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

の
実

施
に

よ
り

、
教

員
間

で
、

互
い

の
研

究
分

野
・

研
究

内
容

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
、

更
な

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
の

機
会

と
な

っ
た

。
ま

た
、

執
行

部
間

の
議

論
を

通
じ

て
、

互
い

の
研

究
力

強
化

の
取

組
の

特
色

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
ソ

ウ
ル

市
立

大
学

校
と

は
、

共
同

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

実
施

の
た

め
の

企
画

・
調

整
を

通
じ

て
継

続
的

な
交

流
関

係
を

維
持

し
た

。
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 （
４

）
◆

【
継

続
】

海
外

大
学

の
学

生
等

と

の
議

論
や

交
流

を
通

じ
、

学
生

の
国

際
感

覚
を

養
う

と
と

も
に

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
、

課
題

発
見

・
解

決
力

を
養

成
す

る
た

め
、

コ
ロ

ナ
禍

で
の

オ
ン

ラ
イ

ン
の

活
用

等
も

念
頭

に
、

グ
ロ

ー
バ

ル
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

キ
ャ

ン
プ

（
G
CC

）
の

実

施
及

び
グ

ロ
ー

バ
ル

・
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
・

キ
ャ

ン
プ

（
G
DC

）
の

開

催
を

行
う

。
 

（
４

）
国

際
交

流
プ

ロ
グ

ラ
ム

等
の

実
施

 

①
グ

ロ
ー

バ
ル

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
キ

ャ
ン

プ
（

G
C
C
）

の
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
５

学
部

計
６

件
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

採
択

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

採
択

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

う
ち

１
件

は
中

止
と

な
っ

た
が

、
他

５
件

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

は
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

個
々

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
お

け
る

協
働

的
な

活
動

を
通

し
て

、
都

立
大

学
生

と
現

地
学

生
同

士
の

つ
な

が
り

が
生

ま
れ

、
本

制
度

の
主

旨
で

も
あ

る
都

立
大

学
生

の

国
際

交
流

に
寄

与
し

た
。

 

 

②
グ

ロ
ー

バ
ル

・
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
・

キ
ャ

ン
プ

（
G
D
C
）

の
開

催
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
東

京
2
0
2
0
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
を

テ
ー

マ
に

取
り

上
げ

、
グ

ロ
ー

バ
ル

・
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
・

キ
ャ

ン
プ

（
G
D
C
）

を
オ

ン
ラ

イ
ン

も
活

用
し

つ
つ

、

対
面

に
て

実
施

し
た

。
 

・
「

L
e
s
s
o
n
s
 
L
e
a
r
n
e
d
 
f
r
o
m
 
t
h
e
 
T
o
k
y
o
 
2
0
2
0
 
O
l
y
m
p
i
c
 
a
n
d
 
P
a
r
a
l
y
m
p
i
c
 
G
a
m
e
s
」

と
い

う
テ

ー
マ

の
も

と
、

レ
ス

タ
ー

大
学

か
ら

４
人

、
ソ

ウ
ル

市
立

大
学

校
か

ら
１

人
、

マ
ラ

ヤ
大

学
か

ら
５

人
、

都
立

大
か

ら
は

４
人

の
学

生
が

参
加

し
、

講
義

や
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
を

も
と

に
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

行
い

、
そ

の
成

果
を

発

表
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
グ

ロ
ー

バ
ル

・
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
・

キ
ャ

ン
プ

（
G
D
C
）

は
、

東
京

都
職

員
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ス
タ

ッ
フ

へ
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を
取

り
入

れ
る

等
、

東
京

都
の

公
立

大

学
と

し
て

の
特

徴
を

生
か

し
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

に
よ

り
、

交
流

重
点

校
へ

の
ア

ピ
ー

ル
に

も
つ

な
が

っ
た

。
 

・
３

大
学

が
揃

っ
て

参
画

す
る

初
め

て
の

対
面

開
催

と
な

り
、

多
様

性
に

富
ん

だ
国

際
共

修
の

場
と

な
っ

た
。

ま
た

、
オ

ン
ラ

イ
ン

を
活

用
し

た
事

前
課

題
や

関
係

者
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
を

含
む

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

等
多

様
な

学
び

方
を

取
り

入
れ

た
こ

と
に

よ
り

、
学

生
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

、
課

題
発

見
・

解
決

力
の

向
上

に
つ

な

が
っ

た
。
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 中
期

計
画

番
号

 

1
-
5
2

 
⑫

若
手

研
究

者
の

海
外

研
究

機
関

へ
の

派
遣

プ
ロ

グ
ラ

ム
等

大
学

の
将

来
を

担
う

若
手

研
究

者
を

育
成

す
る

た
め

の
取

組
を

実
施

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
卓

越
研

究
員

事
業

を
適

宜

活
用

す
る

と
と

も
に

、
特

別
研

究
期

間
（

サ
バ

テ
ィ

カ
ル

）
制

度
、

テ
ニ

ュ
ア

ト
ラ

ッ
ク

制
度

及
び

特
別

栄
誉

教
授

等
制

度
の

適
切

な
運

用
及

び
必

要
な

制
度

改
正

等
を

行
い

、
有

為
な

若
手

教
員

の
確

保
・

育
成

を
進

め

る
。
（

4
-
0
4
再

掲
）

 

      （
２

）
【

継
続

】
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る
国

の

渡
航

制
限

等
の

状
況

を
適

宜
把

握
す

る
と

と
も

に
、

若
手

研
究

者
海

外
派

遣
支

援
制

度
及

び
若

手
研

究
力

強
化

派
遣

制
度

を
各

制
度

の
特

徴
を

生
か

し
な

が
ら

適
切

に
運

用
す

る
こ

と

で
、

海
外

で
の

研
究

に
専

念
で

き
る

環
境

を
提

供
し

、
研

究
力

の
強

化
を

図
る

。
（

1
-
2
6
再

掲
）

 

（
１

）
大

学
の

将
来

を
担

う
若

手
研

究
者

育
成

【
中

期
計

画
番

号
4
－

0
4
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
特

別
研

究
期

間
制

度
（

サ
バ

テ
ィ

カ
ル

）
、

特
別

栄
誉

教
授

等
制

度
な

ど
、

各
制

度
の

運
用

を
進

め
、

新
た

な
先

導
研

究
者

を
３

名
選

出
す

る
等

、
若

手
教

員
等

の
育

成
・

研
究

力
強

化
を

図
っ

た
。

 

・
研

究
力

強
化

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

ポ
ス

ト
ド

ク
タ

ー
の

キ
ャ

リ
ア

形
成

に
向

け
た

支
援

を
充

実
さ

せ
、

優
れ

た
人

材
の

受
入

れ
を

促
進

す
る

た
め

、
フ

ル
タ

イ
 

ム
で

研
究

活
動

に
専

念
で

き
る

「
東

京
都

公
立

大
学

法
人

特
別

研
究

員
」

の
職

を
新

設
し

、
４

名
の

特
別

研
究

員
の

任
用

を
決

定
し

た
。

 

  
 

※
特

別
研

究
期

間
制

度
（

サ
バ

テ
ィ

カ
ル

）
：

教
育

・
研

究
活

動
に

一
定

期
間

従
事

し
、

優
れ

た
業

績
を

あ
げ

て
い

る
教

員
に

つ
い

て
、

専
門

分
野

に
関

す
る

教
育

研
究

能

力
の

更
な

る
向

上
の

た
め

、
日

常
的

な
教

育
及

び
管

理
運

営
の

負
担

を
免

除
し

、
一

定
期

間
継

続
的

に
調

査
研

究
に

専
念

す
る

こ
と

を
認

め
る

制
度

。
 

※
特

別
栄

誉
教

授
等

制
度

：
顕

著
な

業
績

を
有

し
、

教
育

、
研

究
及

び
社

会
貢

献
の

推
進

に
お

い
て

先
導

的
な

役
割

を
担

う
教

員
に

対
し

て
、

特
別

栄
誉

教
授

及
び

先
導

研
 

究
者

の
称

号
を

付
与

す
る

こ
と

が
で

き
る

制
度

。
 

 
 

※
東

京
都

公
立

大
学

法
人

特
別

研
究

員
制

度
：

研
究

活
動

を
支

え
、

そ
の

原
動

力
と

な
る

重
要

な
存

在
で

あ
る

ポ
ス

ト
ド

ク
タ

ー
等

の
若

手
研

究
者

に
つ

い
て

、
研

究
力

強
 

化
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

、
常

勤
教

職
員

の
進

行
管

理
の

も
と

、
フ

ル
タ

イ
ム

で
研

究
活

動
に

専
念

で
き

る
よ

う
に

す
る

制
度

。
 

 （
２

）
若

手
研

究
者

の
海

外
派

遣
に

よ
る

研
究

力
強

化
【

中
期

計
画

番
号

1
－

2
6
参

照
】

 

①
若

手
研

究
者

海
外

派
遣

支
援

制
度

の
運

用
 

（
要

点
）

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ
る

実
施

計
画

変
更

等
に

関
す

る
サ

ポ
ー

ト
（

派
遣

期
間

変
更

の
学

内
承

認
手

続
）

を
行

い
、

２
名
の

教
員
を

派
遣

し
、

研
究

者
の

国
際

的
な

研
究

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
及

び
国

際
共

同
研

究
等

の
交

流
活

動
を

促
進

し
た

。
 

・
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

に
お

け
る

若
手

研
究

者
海

外
派

遣
支

援
制

度
に

よ
る

派
遣

者
を

募
集

し
、

選
考

の
上

、
２

名
を

採
択

し
た

。
 

 

②
若

手
研

究
力

強
化

派
遣

制
度

の
運

用
 

（
要

点
）

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

る
実

施
計

画
変

更
等

に
関

す
る

サ
ポ

ー
ト

（
派

遣
期

間
変

更
の

学
内

承
認

手
続

）
を

行
い

、
１

名
の

教
員
を

派
遣

し
た

こ
と

で
、

都
立

大
の

国
際

交
流

・
研

究
活

動
の

将
来

を
担

う
研

究
者

が
海

外
で

研
究

活
動

に
専

念
す

る
機

会
が

拡
充

さ
れ

た
。

 

・
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

に
お

け
る

若
手

研
究

力
強

化
派

遣
制

度
に

よ
る

派
遣

者
を

募
集

し
、

選
考

の
上

、
２

名
を

採
択

し
、

最
終

１
名

を
派

遣
す

る
こ

と
と

な
っ

た
。
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 中
期

計
画

番
号

 

1
-
5
3

 
⑬

国
際

的
な

研
究

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
形

成
に

よ
る

国
際

共
同

研
究

や
人

材
交

流
を

促
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

国
の

国
際

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

採
択

数
及

び
外

国
機

関
と

の
共

同
・

受
託

研
究

契
約

件
数

を
、

第
二

期
中

期
計

画
期

間
の

累
計

件
数

比
で

【
2
0
0％

以
上

】
と

す
る

。（
再

掲
）

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス

感
染

症
の

状
況

を
注

視
し

つ
つ

、
国

外
の

大
学

や
研

究
機

関
と

の
連

携
強

化
の

た
め

、
海

外
で

行
わ

れ
る

産
学

連
携

関
連

の
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

や
、

技
術

見
本

市
等

に
積

極
的

に
参

加

し
、

都
立

大
の

研
究

情
報

の
発

信
と

海
外

の
情

報
収

集
を

行
う

。
（

1
-2
7

再
掲

）
 

（
１

）
国

際
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

等
で

の
広

報
活

動
【

中
期

計
画

番
号

1
－

27
参

照
】
 

（
要

点
）

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

で
、

海
外

で
行

わ
れ

る
産

学
関

連
の

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
や

技
術

見
本

市
に

参
加

で
き

な
か

っ
た

た
め

、
国

際
共

同
研

究
系

の
公

募

事
業

の
申

請
支

援
に

注
力

し
た

。
 

・
J
SP

S
 
国

際
共

同
研

究
加

速
基

金
等

の
公

募
情

報
を

採
択

の
可

能
性

が
高

い
教

員
に

個
別

に
周

知
す

る
と

と
も

に
、

公
募

事
業

に
係

る
申

請
書

の
作

成
支

援
を

実
施

し

た
。

 

・
国

際
共

同
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

1
0
件

実
施

す
る

と
と

も
に

、
国
際

共
同

研
究

契
約

を
３

件
締

結
し

、
国

外
の

大
学

や
研

究
機

関
と

の
連

携
を

強
化

す
る

こ
と

が
で

き
 

た
。（

図
表

1
-
53

-1
）
 

 

【
図

表
1
-
5
3
-
1
　

国
際

共
同

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

採
択

数
・

国
際

共
同

研
究

契
約

数
】

（
単

位
：

件
数

）

2
9
年
度

3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

2
4

8
1
2

1
1

1
0

6
3

3
3

2
3

※
各

年
度

3
月

3
1
日

時
点

※
（

参
考

）
第

二
期

中
期

計
画

期
間

の
累

計
件

数
：

3
6
件

国
際
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
採
択
数

国
際
共
同
研
究
契
約
数

 
 

  中
期

計
画

番
号

 

1
-
5
4

 
⑭

海
外

か
ら

の
研

究
者

・
招

へ
い

教
授

の
受

入
環

境
整

備
を

促
進

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
海

外
か

ら
の

研
究

者
・

招

へ
い

教
授

の
受

入
環

境
の

整
備

を

進
め

る
た

め
、

受
入

時
の

ビ
ザ

取

得
に

係
る

サ
ポ

ー
ト

等
を

実
施

す

る
。

 

（
１

）
外

国
人

研
究

者
等

受
入

環
境

の
整

備
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
外

国
人

研
究

者
の

ビ
ザ

取
得

に
係

る
手

続
を

行
っ

た
。

ま
た

、
CO
E
・

ビ
ザ

の
取

得
に

関
す

る
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
新

規
で

作
成

し
、

受
入

時
の

ビ
ザ

取
得

に
係

る
サ

ポ
ー

ト
を

円
滑

化
し

た
。

 
 

・
外

国
人

研
究

者
の

受
入

れ
に

係
る

手
続

き
に

つ
い

て
、

学
内

で
連

携
し

て
進

め
る

と
と

も
に

、
政

府
の

水
際

対
策

の
動

向
に

関
す

る
情

報
収

集
も

行
っ

た
。

 
  

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
C
OE

申
請

及
び

ビ
ザ

申
請

に
関
す

る
処

理
・

サ
ポ

ー
ト

を
1
8
件

行
い

、
外

国
人

研
究

者
の

円
滑

な
受

入
れ

に
つ

な
が

っ
た

。
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 中
期

計
画

番
号

 

1
-
5
5

 
◇

都
市

外
交

を
支

え
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

形
成

 

⑮
新

た
な

国
際

共
同

研
究

・
産

学
連

携
等

を
促

進
す

る
た

め
、

都
市

外
交

人
材

育
成

基
金

に
よ

る
留

学
生

を
は

じ
め

と
し

た
修

了
生

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

を
推

進
す

る
。
（

再
掲

）
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
都

市
外

交
人

材
育

成
基

金

及
び

ア
ジ

ア
人

材
育

成
基

金
、

並
び

に
東

京
グ

ロ
ー

バ
ル

パ
ー

ト
ナ

ー
奨

学
金

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

受
け

入
れ

た
留

学
生

（
在

学
生

・
修

了
生

）
が

一
堂

に
会

す
る

機
会

を
オ

ン
ラ

イ
ン

の
活

用
等

を
踏

ま
え

開
催

し
、

留
学

生
と

本
学

及
び

都
と

の
つ

な
が

り
を

強
化

す
る

。
（

1
-
3
5
再

掲
）

 

 （
２

）
【

継
続

】
高

度
研

究
の

修
了

生
又

は

そ
の

所
属

す
る

大
学

等
研

究
機

関
と

行
う

国
際

共
同

研
究

を
支

援
す

る
こ

と
で

、
高

度
研

究
の

修
了

生
と

の
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

強
化

す
る

。
（

1

－
3
5
再

掲
）

 

 （
３

）
【

継
続

】
社

会
情

勢
も

踏
ま

え
つ

つ
、

学
内

へ
の

周
知

等
に

よ
っ

て
、

帰
国

留
学

生
短

期
支

援
制

度
に

対
す

る
理

解
を

促
進

し
、

応
募

数
の

確
保

を
目

指
す

。
（

1
-
3
5
再

掲
）

 

（
１

）
修

了
生

・
在

学
生

と
都

立
大

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

強
化

に
向

け
た

取
組

【
中

期
計

画
番

号
1
－

3
5
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
オ

ン
ラ

イ
ン

で
都

市
外

交
人

材
育

成
基

金
・

東
京

グ
ロ

ー
バ

ル
パ

ー
ト

ナ
ー

奨
学

金
プ

ロ
グ

ラ
ム

年
次

総
会

を
開

催
し

、
留

学
生

及
び

修
了

生
ほ

か
総

勢
1
3
4
人

が
参

加

し
、

留
学

生
・

修
了

生
同

士
及

び
留

学
生

・
修

了
生

と
教

職
員

等
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

強
化

し
た

。
 

 

     （
２

）
国

際
共

同
研

究
支

援
に

よ
る

高
度

研
究

の
修

了
生

と
の

研
究

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
強

化
【

中
期

計
画

番
号

1
－

3
5
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
高

度
研

究
終

了
課

題
の

代
表

者
に

対
し

て
、

国
際

共
同

研
究

（
高

度
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
強

化
プ

ロ
グ

ラ
ム

）
の

学
内

公
募

を
実

施
し

、
１

件
を

採
択

し
た

。
 

    （
３

）
帰

国
留

学
生

短
期

研
究

支
援

制
度

の
理

解
促

進
【

中
期

計
画

番
号

1
－

3
5
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
社

会
情

勢
を

踏
ま

え
つ

つ
、

４
か

国
か

ら
４

件
（

理
学

研
究

科
１

件
、

都
市

環
境

科
学

研
究

科
２

件
、

人
間

健
康

科
学

研
究

科
１

件
）

の
帰

国
留

学
生

の
受

入
れ

を
滞

り
な

く
実

施
し

た
。

 

 

  中
期

計
画

番
号

 

1
-
5
6

 
◇

キ
ャ

ン
パ

ス
の

国
際

化
 

⑯
学

内
掲

示
や

文
書

・
冊

子
の

多
言

語
化

を
推

進
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

――
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

年
度

計
画

な
し

 

（
令

和
元

（
2
0
1
9
）

年
度

に
達

成
済

み
）
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 中
期

計
画

番
号

 

1
-
5
7

 
⑰

教
職

員
の

国
際

化
を

進
め

、
外

国
人

教
員

比
率

【
５

％
以

上
】
、

T
O
E
I
C
6
0
0
点

以
上

の
職

員
比

率
【

2
5
％

以
上

】
等

を
目

指
す

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
学

長
か

ら
各

部
局

に
対

し

て
外

国
人

教
員

の
積

極
的

な
採

用
を

働
き

か
け

る
と

と
も

に
、

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

海
外

と
の

往
来

の
状

況
を

踏
ま

え
つ

つ
、

受
入

環
境

の
整

備
を

進
め

る
な

ど
、

外
国

人
教

員
の

採
用

を
促

す
取

組
を

進
め

る
。

 

                              

（
１

）
外

国
人

教
員

比
率

の
向

上
に

向
け

た
取

組
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
学

長
裁

量
枠

等
の

活
用

に
よ

り
国

際
競

争
力

の
あ

る
教

員
を

海
外

か
ら

採
用

す
る

こ
と

で
更

な
る

研
究

力
の

強
化

に
つ

な
げ

ら
れ

る
よ

う
、

コ
ロ

ナ
禍

を
踏

ま
え

た
東

京
都

立
大

学
国

際
化

基
本

方
針

及
び

行
動

計
画

の
改

定
を

行
っ

た
。

 

・
外

国
人

等
で

十
分

な
教

育
実

績
又

は
研

究
実

績
を

有
し

、
都

立
大

に
お

け
る

国
際

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
強

化
や

教
育

研
究

の
国

際
化

の
推

進
に

資
す

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
人

材
を

確
保

す
る

た
め

、
学

長
裁

量
枠

を
活

用
し

て
１

名
の

採
用

を
行

う
こ

と
と

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
外

国
人

教
員

採
用

に
係

る
機

運
が

醸
成

さ
れ

る
と

と
も

に
、

環
境

整
備

が
一

層
進

ん
だ

。
 

・
助

教
１

名
（

都
市

環
境

学
部

地
理

環
境

学
科

、
環

境
地

理
学

）
の

採
用

を
決

定
し

た
。

 

・
外

国
人

教
員

の
採

用
実

績
に

つ
い

て
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

５
月

１
日

時
点

で
、

外
国

人
教

員
割

合
が

4
.
6
％

と
な

っ
た

。
（

図
表

1
-
5
7
-
1
）

 

 【
図

表
1
-
5
7
-
1
　

外
国

人
教

員
数

及
び

割
合

（
各

年
度

5
月

1
日

現
在

）
】

25
25

24
23

28
30

3.
7%

3.
7%

3.
6%

3.
5%

4.
3%

4.
6%

0.
0%

1.
0%

2.
0%

3.
0%

4.
0%

5.
0%

05101520253035404550

29
年
度

30
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

う
ち
外
国
人
教
員

外
国
人
教
員
割
合

（
単

位
：
人

）
※

役
員

除
く
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 （
２

）
【

継
続

】
集

合
研

修
で

あ
る

「
実

用

英
語

研
修

」
、
「

英
語

学
習

法
講

演

会
」

及
び

語
学

力
向

上
を

目
的

と
し

た
自

己
研

修
の

制
度

に
よ

り
、

職
員

の
語

学
力

の
底

上
げ

及
び

更
な

る
能

力
伸

長
を

行
う

。
ま

た
、

海
外

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

状
況

を
踏

ま
え

、
派

遣
の

可
否

を
慎

重
に

検
討

す
る

。
以

上
に

よ
り

、
T
O
E
I
C
ス

コ

ア
6
0
0
点

以
上

を
取

得
し

て
い

る
職

員
の

割
合

を
2
5
％

以
上

に
高

め

る
。
（

4
-
0
8
再

掲
）

 

（
２

）
職

員
の

語
学

力
の

向
上

に
向

け
た

取
組

【
中

期
計

画
番

号
4
－

0
8
参

照
】

 

（
要

点
）

 

 
 

・
「

実
用

英
語

研
修

」
は

、
大

学
職

員
の

業
務

に
特

化
し

た
テ

キ
ス

ト
を

用
い

て
全

９
回

を
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
実

施
し

、
７

人
が

受
講

し
た

。
 

 
 

・
「

英
語

学
習

法
講

演
会

」
を

T
O
E
I
C
試

験
に

特
化

し
た

内
容

で
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

に
よ

り
実

施
し

、
８

人
が

受
講

し
た

。
 

 
 
 
 
・
「

語
学

研
修

（
英

語
）
」

を
オ

ン
ラ
イ

ン
形

式
で

実
施

し
、

５
人

が
受

講
し

た
。

講
師

と
の

双
方

向
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

伴
う

研
修
を

オ
ン

ラ
イ

ン
で

実
施

し
、

業

務
に

活
用

で
き

る
語

学
力

の
修

得
に

資
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 
 

 
・

T
O
E
I
C
-
I
P
テ

ス
ト

は
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
実

施
し

、
延

べ
3
9
人

が
受

験
し

た
。

T
O
E
I
C
ス

コ
ア

6
0
0
点
以

上
を

取
得

し
て

い
る

職
員

の
割

合
を

2
5
.
1
％

に
高

め
、

正
規

職
員

に
お

け
る

T
O
E
I
C
6
0
0
点

以
上

の
ス

コ
ア

取
得

者
は

3
3
.
2
％

と
な

っ
た

。
 

 
 

・
海

外
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

、
短

期
語

学
集

中
型

は
２

人
を

派
遣

し
た

。
ま

た
、

東
京

都
が

実
施

す
る

「
国

際
競

争
力

強
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
海

外
調

査
コ

ー

ス
）
」

の
採

択
を

受
け

、
イ

ギ
リ

ス
へ

職
員

３
人

を
派

遣
し

た
。
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特特
記記

事事
項項
  

ⅠⅠ
－－

１１
 

Ⅰ
 

東
京

都
立

大
学

に
関

す
る

特
記

事
項

 

令
和

３
年

度
業

務
実

績
評

価
に

お
い

て
、

公
立

大
学

分
科

会
か

ら
対

応
報

告
を

求
め

ら
れ

た
事

項
に

関
す

る
取

組
等

 

【
被

引
用

度
ト

ッ
プ

1
0
％

論
文

比
率

の
向

上
に

向
け

た
取

組
】

中
期

計
画

番
号

1
-
1
9
 

自
己

評
価

B
 

１１
  

被被
引引

用用
度度

トト
ッッ

ププ
11
00
％％

論論
文文

比比
率率

のの
状状

況況
  

 
 

都
立

大
で

は
、

高
い

レ
ベ

ル
に

あ
る

基
礎

研
究

力
の

維
持

・
強

化
を

図
る

た
め

、
世

界
を

リ
ー

ド
す

る
研

究
を

重
点

的
に

推
進

し
、

被
引

用
度

の
高

い
ト

ッ
プ

1
0
％

論
文

の
割

合
を

1
0
％

以
上

に
す

る
こ

と
を

中
期

計
画

に
掲

げ
、

取
組

を
進

め
て

き
た

。
第

三
期

中
期

計
画

期
間

中
、

ト
ッ

プ
1
0
％

論
文

の
割

合
の

過
去

５
ヵ

年
平

均
は

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
４

月
１

日
時

点
ま

で
は

1
0
％

前
後

を
維

持
し

て
き

た
が

、
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
４

月
１

日
時

点

で
は

8
.
6
％

と
低

下
し

て
い

る
。
ま

た
、
単

年
度

ご
と

の
ト

ッ
プ

1
0
％

論
文

の
割

合
を

見
る

と
、
平

成
3
0（

2
0
1
8
）

年
度

ま
で

は
1
0
～

1
2
％

前
後

で
推

移
し

て
き

た
も

の
の

、
令

和
元

（
2
0
1
9
）

年
度

か
ら

は
、

1
0
％

を
大

き
く

割
り

込
む

数
値

が
増

え
て

き
て

お
り

、
今

後
、
ト

ッ
プ

1
0
％

論
文

の
割

合
の

過
去

５
ヵ

年
平

均
に

つ
い

て
1
0
％

を
維

持

す
る

の
が

困
難

に
な

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
。

 

 
 

原
因

と
し

て
は

、
高

い
研
究

力
を

持
ち

、
高

被
引

用
度

論
文

を
書

け
る

教
員

の
退

職
や

、
平

成
2
4（

2
0
1
2
）
年

度
か

ら
平

成
2
8
（

2
0
1
6
）

年
度

頃
に

発
表

さ
れ

た
高

被
引

用
度

論
文

が
、

過
去

５
ヵ

年
平

均
の

集
計

対
象

外
と

な

っ
た

こ
と

な
ど

が
挙

げ
ら

れ
る

。
こ

の
被

引
用

度
ト

ッ
プ

1
0
％

論
文

比
率

の
低

下
は

、
世

界
的

に
卓

越
し

た
研

究

拠
点

の
形

成
を

目
指

し
、
研

究
大

学
を

標
榜

す
る

都
立

大
に

と
っ

て
、
改

善
す

べ
き

課
題

で
あ

る
。（

図
表

I
-
1
-
1
）
 

 ※
被

引
用

度
ト

ッ
プ

1
0
％

論
文
：
被

引
用

回
数
が

各
分

野
、
各

年
で

上
位

1
0
％

に
入

る
論

文
。
科

学
論

文
の

質
の

定

量
的

な
指

標
と

し
て

用
い

ら
れ

る
。

 

 【
図

表
I
-
1
-
1
　

被
引

用
度

ト
ッ

プ
1
0
％

論
文

割
合

】
（
単
位
：
％
）

2
4
年

度
2
5
年

度
2
6
年

度
2
7
年

度
2
8
年

度
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度
過

去
5ヵ

年
平

均

1
1
.
7

1
0
.
5

8
.
9

1
1
.
8

1
1
.
0

7
.
8

-
-

-
-

-
1
0
.
8

－
1
1
.
3

1
1
.
5

1
0
.
9

1
2
.
6

8
.
4

1
0
.
5

-
-

-
-

1
0
.
9

－
－

1
2
.
5

1
3
.
3

1
3
.
3

9
.
5

1
0
.
7

7
.
0

-
-

-
1
1
.
9

－
－

－
1
2
.
0

1
2
.
3

9
.
9

1
1
.
3

9
.
4

7
.
3

-
-

1
1
.
0

－
－

－
－

1
2
.
5

9
.
5

1
1
.
6

8
.
7

8
.
3

6
.
7

-
1
0
.
1

－
－

－
－

－
9
.
5

1
1
.
3

8
.
6

8
.
5

5
.
0

3
.
9

8
.
6

１
　

D
o
c
u
m
e
n
t
 
T
y
p
e
:
 
 
[
A
r
t
i
c
l
e
,
 
R
e
v
i
e
w
]

２
　

被
引

用
率

は
引

用
さ

れ
る

期
間

の
影

響
を

受
け

る
た

め
当

該
年

度
を

除
い

て
過

去
５

年
間

の
平

均
を

指
標

と
し

て
記

載
し

て
い

る
。

令
和
４
年
４
月
１
日
 時

点

令
和
５
年
４
月
１
日
 時

点

平
成
30
年
４
月
１
日
 時

点

平
成
31
年
４
月
１
日
 時

点

令
和
２
年
４
月
１
日
 時

点

令
和
３
年
４
月
１
日
 時

点

 
 ２２

  
令令

和和
４４

（（
22
00
22
22
））

年年
度度

のの
取取

組組
とと

実実
績績
  

  
被

引
用

度
ト

ッ
プ

1
0
％

論
文

比
率

の
向

上
に

向
け

て
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

は
以

下
の

取
組

を
実

施
し

た
。

 

（（
１１

））
国国

際際
共共

同同
研研

究究
等等

のの
支支

援援
  

 
 

海
外

に
お

け
る

論
文

被
引

用
を

増
や

す
た

め
、

国
際

的
な

存
在

感
の

向
上

に
資

す
る

活
動

の
支

援
と

し
て

、
傾

斜
的

研
究

費
の

学
長

裁
量

枠
（

国
際

研
究

環
支

援
）
の

公
募

を
行

い
、
令

和
５
（

2
0
2
3
）
年

度
開

始
分

２
課

題
（

研

究
課

題
名

：
「
「

あ
わ

い
」

を
め

ぐ
る

日
本

と
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
比

較
文

化
研

究
の

双
方

向
的

展
開

」
、
「

微
生

物
叢

制

御
の

た
め

の
生

態
理

論
の

確
立

」
）

を
採

択
し

た
。

ま
た

、
過

年
度

採
択

し
た

２
課

題
の

運
用

支
援

を
実

施
し

た
。
 

 
 

さ
ら

に
、

海
外

の
有

力
な

研
究

者
等

と
の

連
携

強
化

に
向

け
た

取
組

と
し
て

、
都

立
大

の
研

究
を

け
ん

引
す

る

研
究

セ
ン

タ
ー

及
び

リ
サ

ー
チ

コ
ア

を
対

象
と

し
、

外
国

人
招

聘
支

援
及

び
国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
開

催
支

援
を

実

施
し

た
。

 

 ※
研

究
セ

ン
タ

ー
：

卓
越

し
た
研

究
実

績
が

あ
り

世
界

的
研

究
拠

点
化

に
つ

な
が

る
も

の
、
又

は
都

立
大

の
使

命
に

合
致

し
た

特
色

あ
る

研
究

領
域

を
持

つ
も

の
で

、
大

都
市

に
関

す
る

研
究

拠
点

形
成

を
図

る
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

又
は

研
究

グ
ル

ー
プ

。
 

※
リ

サ
ー

チ
コ

ア
：

優
れ

た
研
究

実
績

が
あ

り
研

究
拠

点
化

に
つ

な
が

る
も

の
、

又
は

都
立

大
の

使
命

に
合

致
し

た

研
究

領
域

を
持

つ
も

の
で

、
大

都
市

に
関

す
る

研
究

拠
点

形
成

を
図

る
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
又

は
研

究
グ

ル
ー

プ
。

 

  

（（
２２

））
トト

ッッ
ププ
研研

究究
者者

のの
招招
聘聘
  

 
 

卓
越

し
た

研
究

実
績

を
有

す
る

ト
ッ

プ
研

究
者

を
１

名
招

聘
し

、
研

究
環

境
の

整
備

及
び

研
究

支

援
を

実
施

し
た

。
ま

た
、
令

和
５
（

2
0
2
3
）
年

度
中
の

２
人

目
の

ト
ッ

プ
研

究
者

招
聘

に
向

け
た

候
補

者
の

選
定

を
行

っ
た

。
 

 
※

ト
ッ

プ
研

究
者
：
当

該
学

術
分

野
に

お
い

て
卓

越
し

た
研

究
実

績
等

を
有

し
、
将

来
に

わ
た

り
更

な

る
活

躍
が

期
待

さ
れ

る
研

究
者

で
あ

り
、

都
立

大
の

研
究

者
と

の
交

流
に

よ
る

シ
ナ

ジ
ー

効
果

を

発
揮

し
、

ノ
ー

ベ
ル

賞
ク

ラ
ス

の
研

究
を

推
進

す
る

こ
と

で
、

都
立

大
の

研
究

力
向

上
及

び
研

究

成
果

の
大

学
研

究
者

等
へ

の
還

元
が

期
待

さ
れ

る
研

究
者

。
 

 （（
３３

））
研研

究究
費費

のの
効効

果果
的的

なな
配配
分分

のの
ああ

りり
方方

にに
つつ

いい
てて

のの
検検

討討
  

 
 

論
文

被
引

用
度

の
高

い
教

員
に

研
究

力
の

向
上

に
つ

な
が

る
と

考
え

ら
れ

る
施

策
・

取
組

に
関

す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、
研

究
力

の
向

上
に

資
す

る
研

究
費

の
効

果
的

な
配

分
の

あ

り
方

に
つ

い
て

、
全

学
で

議
論

し
、
都

立
大

に
お

け
る

研
究

力
の

強
化

策
を

検
討

し
た

。
検

討
に

基

づ
き

、
各

種
強

化
策

の
推

進
又

は
実

現
に

向
け

た
取

組
を

実
施

す
る

こ
と

と
な

っ
た

。
 

 （（
４４

））
電電

子子
ジジ

ャャ
ーー

ナナ
ルル

等等
にに
関関

すす
るる

支支
援援

及及
びび

整整
備備
  

 
 

ト
ッ

プ
1
0
％

論
文

を
生

み
出

す
可

能
性

の
高

い
、
Q
1
ジ

ャ
ー

ナ
ル

へ
の

論
文

投
稿

を
支

援
す

る
た

め
、
学

術
論

文
掲

載
関

連
経

費
支

援
の

公
募

を
行

い
、
8
0
件

の
支

援
を

実
施

し
た

。
ま

た
、
論
文

の

オ
ー

プ
ン

ア
ク

セ
ス

促
進

に
よ

り
研

究
発

信
力

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、
高

騰
す

る
電

子
ジ

ャ
ー

ナ

ル
費

用
及

び
オ

ー
プ

ン
ア

ク
セ

ス
論

文
出

版
費

用
（

以
下
「

A
P
C
」
と

い
う

。
）
の

支
出

総
額

を
抑

え
、

効
率

的
に

A
P
C
費

用
を

確
保

す
る

た
め

、
令

和
５

年
１

月
か

ら
は

大
手

３
社

の
１

つ
で

あ
る

W
i
l
e
y

社
と

の
契

約
を

、
電

子
ジ

ャ
ー

ナ
ル

購
読

費
用

と
A
P
C
と

が
セ

ッ
ト

に
な

っ
た

転
換

契
約

と
し

た
。
 

  
※

Q
1
ジ

ャ
ー

ナ
ル

：
国

際
的

に
著

名
な

論
文

誌
（

各
分

野
の

論
文

誌
に

お
い

て
、

イ
ン

パ
ク

ト
フ

ァ

ク
タ

ー
（

文
献

引
用

影
響

率
。
論

文
誌

の
１

つ
の

論
文

が
、
他

の
論

文
に

平
均

何
回

引
用

さ
れ

た
か

を
示

す
数

値
。
）

の
高

い
順

で
上

位
2
5
％

の
論

文
誌

）
。

 

 （ （
５５

））
国国

内内
外外

へへ
のの

積積
極極

的的
なな

研研
究究

広広
報報

のの
実実

施施
  

 
 

都
立

大
の

研
究

の
ビ

ジ
ビ

リ
テ

ィ
及

び
プ

レ
ゼ

ン
ス

の
向

上
を

図
り

、
ひ

い
て

は
論

文
の

被
引

用

に
つ

な
げ

る
た

め
、
研

究
成

果
の

国
内

外
へ

の
効

果
的

な
発

信
を

推
進

し
た

。
中

で
も

世
界

的
に

閲

覧
数

の
多

い
英

文
プ

レ
ス

リ
リ

ー
ス

E
u
r
e
k
A
l
e
r
t
!
へ

2
4
本

の
投

稿
を

実
施

し
、
一

部
の

記
事

は
高

い
注

目
を

集
め

て
い

る
。

 

 

※
E
u
r
e
k
A
l
e
r
t
!：

S
c
i
e
n
c
e
誌

を
発

行
す

る
A
A
A
S（

ア
メ

リ
カ

科
学

振
興

協
会

）
が

運
営

す
る

世
界

最
大

規
模

の
科

学
ニ

ュ
ー

ス
サ

イ
ト

。
 

 ３ ３
  

今今
後後

のの
支支

援援
  

 
 

被
引

用
度

ト
ッ

プ
1
0
％

論
文

比
率

の
低

下
は

、
日

本
全

体
が

直
面

す
る

問
題

で
も

あ
る

中
、

都
立

大
と

し
て

は
、
世

界
的

に
卓

越
し

た
研

究
拠

点
の

形
成

に
向

け
、
引

き
続

き
傾

斜
的

研
究

費
の

学
長

裁
量

枠
な

ど
を

活
用

し
た

効
果

的
な

研
究

支
援

を
実

施
す

る
な

ど
、
都

立
大

の
研

究
の

実
態

に
即

し

た
支

援
と

な
る

よ
う

、
支

援
内

容
に

つ
い

て
不

断
の

見
直

し
を

図
っ

て
い

く
。
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ま
た

、
２

人
目

の
ト

ッ
プ

研
究

者
を

早
期

に
招

聘
す

る
と

と
も

に
、

研
究

力
を

十
分

に
発

揮
で

き
る

よ
う

、
研

究
環

境
の

整
備

及
び

研
究

支
援

も
実

施
し

て
い

く
。

 

 
 

さ
ら

に
、

研
究

力
の

向
上

に
資

す
る

研
究

費
の

効
果

的
な

配
分

の
あ

り
方

に
つ

い
て

も
継

続
的

に
議

論
及

び
検

討
を

実
施

し
、

さ
ら

な
る

改
善

を
図

っ
て

い
く

。
  

    

Ⅰ　東京都立大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

　東京都立大学に関する特記事項

－ 208 －



特特
記記

事事
項項
  

ⅠⅠ
－－

２２
 

Ⅰ
 

東
京

都
立

大
学

に
関

す
る

特
記

事
項

 

特
色

あ
る

取
組

や
顕

著
な

実
績

又
は

特
に

優
れ

た
成

果
を

上
げ

た
取

組
 

【
数

理
・

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

副
専

攻
コ

ー
ス

の
開

設
】

中
期

計
画

番
号

1
-
0
3
(
3
)
 

自
己

評
価

Ｓ
 

１１
  

ププ
ロロ

ググ
ララ

ムム
開開

設設
のの

背背
景景

及及
びび

概概
要要

  

 
S
o
c
i
e
t
y
5
.
0
時

代
に

お
い

て
、
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
や

A
I
の

技
術

の
本

質
を

理
解

し
、
分

野
横

断
的

に
そ

れ
ら

に
関

す
る

汎
用

的
知

識
や

広
い

視
野

を
備

え
、

A
I

や
機

械
学

習
の

技
術

を
利

用
し

た
サ

ー
ビ

ス
や

シ
ス

テ
ム

を
活

用
で

き
る

人
材

の
育

成
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

 

 
S
o
c
i
e
t
y
5
.
0
に

対
応

し
た

人
材

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

準
備

を
進

め
て

き
た

「
数

理
・
デ

ー
タ

サ
イ

エ

ン
ス

副
専

攻
コ

ー
ス

」
を

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
４

月
に

開
設

し
、

運
営

を
開

始
し

た
。

本
副

専
攻

コ
ー

ス
は

、

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

の
基

盤
と

な
る

数
理

を
学

ぶ
基

礎
科

目
か

ら
、
テ

キ
ス

ト
分

析
、
画

像
・
音

声
処

理
や

機

械
学

習
等

の
応

用
科

目
を

経
て

、
現

実
の

デ
ー

タ
を

用
い

て
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
の

手
法

に
よ

り
課

題
解

決
を

目
指

す
実

践
科

目
（

以
下
「
P
B
L
」
と

い
う

。
）
ま

で
を

体
系

的
に

学
修

で
き

る
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
提

供

し
て

い
る

。
学

生
は

文
系
・
理
系

問
わ

ず
、
所

属
学

科
で

学
ぶ

主
専

攻
に

加
え

て
本

副
専

攻
コ

ー
ス

を
履

修
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

［
副

専
攻

コ
ー

ス
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

］
 

※
科

目
名

等
欄

に
（

副
専

攻
）

と
あ

る
の

は
、

本
副

専
攻

コ
ー

ス
独

自
の

専
門

科
目

 

 ２２
  

令令
和和

４４
（（

22
00
22
22
））

年年
度度

のの
副副

専専
攻攻

ココ
ーー

スス
履履

修修
状状

況況
  

副
専

攻
コ

ー
ス

ガ
イ

ダ
ン

ス
に

は
、
前

期
・
後

期
を

あ
わ

せ
て

1
4
1
人

の
出

席
者

が
あ

り
、
令

和
４
（

2
0
2
2
）

年
度

の
副

専
攻

コ
ー

ス
へ

の
新

規
登

録
者

は
8
6
人
（

前
期

7
7
人

、
後

期
９

人
）
で

想
定

を
大

幅
に

超
え

る
履

修
者

と
な

っ
た

。
 

学
部

 
人

文
社

会
学

部
３

人
、
法

学
部

４
人

、
経

済
経

営
学

部
５

人
、
理

学
部

2
1
人

、
都

市
環

境
学

部
９

人
、

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

学
部

2
7
人

（
計

6
9
人

）
 

博
士

前
期

課
程

 

人
文

科
学

研
究

科
２

人
、

理
学

研
究

科
９

人
、

都
市

環
境

科
学

研
究

科
４

人
、

シ
ス

テ

ム
デ

ザ
イ

ン
研

究
科

１
人

、
人

間
健

康
科

学
研

究
科

１
人

（
計

1
7
人

）
 

 

コ
ー

ス
独

自
の

専
門

科
目

は
、

前
期

３
科

目
、

後
期

４
科

目
を

開
講

し
、

延
べ

1
4
1
人

の
履

修
者

が
あ

っ

た
。
昨

今
求

め
ら

れ
て

い
る

文
理

を
問

わ
な

い
数

理
・
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
教

育
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

、

学
生

へ
の

十
分

な
認

知
を

達
成

し
、

関
心

を
喚

起
す

る
と

と
も

に
、

社
会

や
学

生
の

ニ
ー

ズ
に

合
っ

た
教

育
を

実
施

し
た

。
  

  ３３
  

令令
和和

５５
（（

22
00
22
33
））

年年
度度

にに
向向

けけ
たた

PP
BB
LL
授授

業業
のの

検検
討討

  

令
和

５
年

度
か

ら
開

講
す

る
実

践
科

目
（

P
B
L
）

に
つ

い
て

、
副

専
攻

委
員

会
で

検
討

を
行

っ
た

。
 

授
業

方
針

等
に

つ
い

て
は

、
以

下
の

と
お

り
。

 

［
授

業
方

針
・

テ
ー

マ
］

 

・
実

社
会

の
デ
ー

タ
に

対
し

て
、
課

題
、
仮

設
の

設
定

、
デ

ー
タ

収
集

、
デ

ー
タ

分
析

、
課

題
解

決
の

提
案

ま
で

、
こ

れ
ま

で
学

ん
だ

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

の
知

識
と

技
術

を
総

合
的

に
活

用
し

て
一

連
の

課
題

解
決

プ
ロ

セ
ス

を
実

践
す

る
。

 

・
原

則
と

し
て

、
受

講
生

各
自

が
個

人
で

テ
ー

マ
設

定
か

ら
発

表
ま

で
を

行
う

。
 

・
課

題
の

設
定

、
用

い
る

デ
ー

タ
、

解
析

手
法

は
限

定
せ

ず
、

受
講

生
各

自
の

選
択

に
任

せ
る

。
 

［
習

得
で

き
る

知
識

・
能

力
］

 

・
自

ら
課

題
を

設
定

し
、

そ
の

本
質

を
適

切
に

表
現

す
る

モ
デ

ル
を

作
成

す
る

能
力

。
 

・
自

ら
デ

ー
タ

を
収

集
・

加
工

し
、

目
的

に
適

合
し

た
分

析
を

行
う

能
力

。
 

・
分

析
結

果
に

つ
い

て
、

幅
広

い
知

見
を

あ
わ

せ
て

多
面

的
に

考
察

を
行

う
能

力
。

 

・
自

ら
行

っ
た

課
題

を
聞

く
者

の
立

場
に

た
っ

て
発

表
・

説
明

す
る

能
力

。
 

［
授

業
計

画
］

 

第
１

回
 

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

P
B
L
ガ

イ
ダ

ン
ス

（
全

ク
ラ

ス
合

同
、

授
業

開
始

前
に

実
施

予
定

）
 

・
P
B
L
の

進
め

方
や

分
析

手
法

の
説

明
、

希
望

ク
ラ

ス
調

査
 

第
２

回
～

第
1
3
回

 
P
B
L
の

実
施

 

・
課

題
・

仮
説

の
設

定
 

・
デ

ー
タ

収
集

 
・

中
間

発
表

 
・

デ
ー

タ
分

析
及

び
検

証
 

・
分

析
結

果
の

考
察

と
課

題
解

決
策

の
提

案
 

・
課

題
や

分
析

の
修

正
 

・
発

表
準

備
 

等
 

第
1
4
回

～
第

1
5
回

 
最

終
発

表
（

ク
ラ

ス
単

位
実

施
、

全
ク

ラ
ス

合
同

実
施

）
 

P
B
L
で

は
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
評

価
を

導
入

す
る

こ
と

と
し

、
都

立
大

の
デ

ィ
プ

ロ
マ
・
ポ

リ
シ

ー
に

掲
げ

る
学

修
成

果
と

の
対

応
を

示
し

た
評

価
項

目
を

設
定

す
る

こ
と

で
、
学

生
の

到
達

度
に

応
じ

た
評

価
が

行
え

る
よ

う

整
備

し
た

。
 

P
B
L
で

は
履

修
条

件
（

基
礎

科
目

及
び

応
用

科
目

を
1
2
単

位
以

上
修

得
し

て
い

る
こ

と
）

を
設

定
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、
履

修
者

の
単

位
修

得
状

況
を

踏
ま

え
、
令

和
５
（

2
0
2
3
）
年

度
に

つ
い

て
は

４
ク

ラ
ス

開
講

を

想
定

し
、

準
備

を
行

っ
た

。
 

※
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
：

評
価

水
準

を
示

す
「

尺
度

」
と

各
段

階
の

尺
度

を
満

た
し

た
場

合
の

「
特

徴
の

記
述

」

で
構

成
さ

れ
る

、
学

習
を

評
価

す
る

際
の

基
準

の
様

式
。
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特特
記記

事事
項項
  

ⅠⅠ
－－

３３
 

Ⅰ
 

東
京

都
立

大
学

に
関

す
る

特
記

事
項

 

特
色

あ
る

取
組

や
顕

著
な

実
績

又
は

特
に

優
れ

た
成

果
を

上
げ

た
取

組
 

【
キ

ャ
ン

パ
ス

学
修

環
境

の
整

備
・

拡
充

】
中

期
計

画
番

号
1
-
0
7
(
1
)
 

自
己

評
価

Ｓ
 

１１
  

学学
修修

支支
援援

環環
境境

のの
整整

備備
にに

向向
けけ

たた
取取

組組
のの

概概
要要

  

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

、
快

適
で

充
実

し
た

学
生

生
活

を
送

る
こ

と
が

で
き

る
キ

ャ
ン

パ
ス

学
修

環
境

の

整
備
・
拡

充
に

向
け

て
、
教

育
研

究
用

途
の

各
種

シ
ス

テ
ム

更
新

、
P
C
教

室
の

シ
ス

テ
ム

更
新

及
び

環
境

整
備

、
ラ

ー
ニ

ン
グ
・
コ

モ
ン

ズ
の

利
便

性
の

更
な

る
向

上
に

向
け

た
取

組
、
新

型
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る

W
i
-
F
i
や

ノ
ー

ト
P
C
の

貸
出

な
ど

を
実

施
し

た
。
ま

た
、
学

内
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

強
化

等
教

育
研

究
の

基

盤
と

な
る

イ
ン

フ
ラ

整
備

を
進

め
、
学

内
行

事
の

オ
ン

ラ
イ

ン
化

や
大

学
教

育
の

デ
ジ

タ
ラ

イ
ゼ

ー
シ

ョ

ン
を

推
進

し
た

。
 

  ２２
  

具具
体体

的的
なな

取取
組組

事事
例例

  

（
１

）
【

コ
ロ

ナ
対

応
】

図
書

の
郵

送
対

応
に

よ
り

業
務

を
継

続
 

（
２

）【
コ

ロ
ナ
対

応
】
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

k
i
b
a
c
o
の

改
修
（

リ
ソ

ー
ス

の
増

強
、
ク

ラ
ウ

ド
化

）
や

Z
o
o
m
 
R
o
o
m
s
導

入
に

よ
り

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
の

実
施

体
制

を
整

備
 

（
３

）
南

大
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
の

情
報

処
理

教
室

を
運

営
す

る
た

め
に

必
要

と
な

る
サ

ー
バ

ー
等

の
機

器
類

や
貸

出
用

ノ
ー

ト
P
C
の

更
新

 

（
４

）
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
に

基
づ

き
ラ

ー
ニ

ン
グ
・
コ

モ
ン
ズ

を
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
し

、
感

染
予

防
対

策
を

講

じ
た

上
で

利
用

を
再

開
 

（
５

）
顕

在
化
し

た
学

内
か

ら
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
接

続
の

課
題

に
対

し
て

、
大

幅
な

抜
本

的
な

見
直

し
に

よ

り
高

速
・

大
容

量
化

を
実

現
 

（
６

）
大

学
の

基
盤

シ
ス

テ
ム

で
あ

る
教

育
研

究
用

情
報

シ
ス

テ
ム

を
再

構
築

し
、
令

和
５
（

20
2
3
）
年

度
か

ら
の

全
学

展
開

に
向

け
て

稼
働

を
開

始
 

（
７

）
全

学
的

な
共

通
情

報
イ

ン
フ

ラ
と

し
て

統
合

認
証

基
盤

整
備

に
着

手
 

（
８

）【
コ

ロ
ナ
対

応
】
コ

ロ
ナ

禍
以

降
、
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

に
関

す
る

問
合

せ
が

飛
躍

的
に

増
え

た
こ

と
を

受
け

、
問

合
せ

に
自

動
応

答
す

る
チ

ャ
ッ

ト
ボ

ッ
ト

シ
ス

テ
ム

を
構

築
 

 ＜ ＜
２２

（（
５５

））
にに

関関
すす

るる
課課

題題
＞＞

  

①
低

速
な

回
線

速
度

（
本

学
全

体
で

１
G
b
p
s
）

 

②
晴

海
・

丸
の

内
・

飯
田

橋
・

新
宿

 

は
一

旦
南

大
沢

を
経

由
し

、
さ

ら
に

全
拠

点
（

南

大
沢
・
日

野
・
荒

川
）
か

ら
は

デ
ー

タ
セ

ン
タ

ー

を
経

由
し

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
へ

接
続

す
る

た
め

、

通
信

経
路

が
集

中
し

、
デ

ー
タ
セ

ン
タ

ー
で

の
通

信
が

逼
迫

 

③
単

一
の

回
線

の
た

め
、

回
線

障
害

時
に

イ
ン

タ
ー

 

ネ
ッ

ト
利

用
が

停
止

 

  

            

＜＜
２２

（（
５５

））
にに

関関
すす

るる
対対

策策
＞＞
  

  

①
回

線
速

度
の

高
速

化
 

②
通

信
逼

迫
の

解
消

（
対

外
通

信
の

安
定

化
）
 

の
た

め
、

南
大

沢
・

日
野

・
荒

川
か

ら
は

 

直
接

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
へ

接
続

、
晴

海
・
丸

 

の
内
・
飯

田
橋
・
新

宿
か

ら
は

南
大

沢
を

経
 

由
せ

ず
に

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

利
用

等
、
通

 

信
経

路
を

分
散

化
 

③
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
回

線
の

確
保

 

回
線

障
害

時
の

サ
ー

ビ
ス

停
止

を
回

避
可

 

能
に

す
る

た
め

、
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
回

線
を

確
保

 

  ３３
  

取取
組組

にに
よよ

るる
効効

果果
  

（
１

）
郵

送
対

応
に

よ
り

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

も
図

書
館

と
し

て
の

図
書

貸
出

業
務

を
継

続
し

た
。

 

（
２

）
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

k
i
b
a
c
o
の

改
修

に
よ

り
全

学
的

な
オ

ン
ラ

イ
ン

授
業

を
実

現
し

、
対

面
授

業
が

中
心

と
な

る
環

境
に

お
い

て
も

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
で

得
ら

れ
た

知
見

を
活

用
し

、
学

生
の

主
体

的
な

学
び

を
支

援
し

た
。
（

図
表

Ⅰ
-
３

-
１

）
 

      

 
 

 
 

          

※
同

内
容

の
授

業
で

あ
っ

て
も

、
授

業
番

号
が

異
な

る
場

合
は

カ
ウ

ン
ト

し
て

い
る
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（
３

）
情

報
処

理
教

室
の

機
器

類
の

性
能

向
上

が
快

適
な

授
業

運
営

に
寄

与
し

た
。

 

（
４

）
多

様
な

学
習

ス
タ

イ
ル

に
対

応
で

き
る

よ
う

に
ラ

ー
ニ

ン
グ
・
コ

モ
ン
ズ

を
整

備
し

、
学

生
の

ア
ク

テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
推

進
、

利
便

性
の

向
上

に
寄

与
し

た
。
（

図
表

Ⅰ
-
３

-
２

）
 

 【
図

表
Ⅰ

-３
-２

　
グ

ル
ー

プ
ス

タ
デ

ィ
ル

ー
ム

、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

ル
ー

ム
の

平
均

稼
働

率
】

 
(単

位
：％

)
4月

5月
6月

7月
8月

9月
10

月
11

月
12

月
1月

2月
3月

29
年

度
21

27
.4

26
.8

45
.7

20
.2

9.
9

21
.7

31
.1

21
.3

40
.6

28
.4

13
.8

30
年

度
21

.2
30

.3
29

.8
34

.2
15

.1
14

.7
20

.7
32

.5
30

.9
30

.7
18

.7
8.

4
元

年
度

20
.6

31
.7

22
.1

31
.4

13
.5

18
.2

25
.7

24
.7

20
.5

30
.1

19
.6

1.
3

２
年

度
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
３

年
度

0.
7

0.
8

2.
0

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

0.
8

0.
8

0.
0

0.
0

４
年

度
3.

9
15

.6
17

.6
20

.6
15

.8
20

.6
13

.3
14

.9
18

.1
17

.5
18

.9
8.

1
※

令
和

２
（

20
20

）
年

度
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
に

よ
り

使
用

を
停

止
。

※
令

和
３

（
20

21
）

年
度

は
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
ル

ー
ム

の
み

制
限

付
き

で
使

用
。

グ
ル

ー
プ

ス
タ

デ
ィ

ル
ー

ム
は

使
用

停
止

を
継

続
。

※
令

和
４

（
20

22
）

年
度

は
、

グ
ル

ー
プ

ス
タ

デ
ィ

ル
ー

ム
を

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

し
、

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

ル
ー

ム
と

名
称

変
更

の
う

え
、

利
用

再
開

。
 

  （
５

）
高

速
・
大
容

量
化

に
よ

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
遅

延
の

解
消

に
加

え
て

、
国

立
情

報
学

研
究

所
が

提
供

す
る

S
I
N
E
T

仮
想

専
用

線
に

よ
り

、
法

人
全

体
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

と
セ

キ
ュ

ア
に

接
続

し
た

。
こ

れ
に

よ
り

S
I
N
E
T
サ

ー
ビ

ス
活

用
に

よ
る

他
の

大
学

・
研

究
機

関
と

の
連

携
強

化
が

可
能

と
な

っ
た

。
 

※
S
I
N
E
T
仮

想
専

用
線

：
S
I
N
E
T
は

日
本

全
国

の
大

学
、

研
究

機
関

等
の

学
術

情
報

基
盤

と
し

て
、

国
立

情

報
学

研
究

所
(
N
I
I
)
が

構
築

、
運

用
し

て
い

る
情

報
通

信
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

こ
と

。
実

際
は

複
数

の
大

学
、
研

究
機

関
等

が
共

有
す

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
で

あ
る

が
、
仮

想
化

技
術

に
よ

り
単

一
の

大
学

、
研

究

機
関

等
が

占
有

可
能

な
専

用
回

線
で

あ
る

か
の

よ
う

に
利

用
で

き
る

た
め

、
速

度
低

下
が

な
く

、
セ

キ

ュ
リ

テ
ィ

も
担

保
さ

れ
た

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

と
い

う
メ

リ
ッ

ト
が

あ
る

も
の

。
 

（
６

）
メ

ー
ル

を
始

め
と

す
る

ク
ラ

ウ
ド

サ
ー

ビ
ス

を
教

職
員

と
学

生
と

で
一

本
化

す
る

こ
と

に
よ

り
情

報
共

有
の

仕
組

み
を

抜
本

的
に

見
直

す
と

と
も

に
、
各

種
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

に
よ

っ
て

大
学

の
本

分
で

あ
る

教

育
研

究
の

下
支

え
と

質
の

向
上

に
寄

与
し

た
。

 

（
７

）
統

合
認

証
基

盤
の

整
備
に

よ
り

、
シ

ス
テ

ム
毎

に
ロ

グ
イ

ン
す

る
必

要
が

な
く

な
る

な
ど

、
主

に
教

員
・

学
生

に
と

っ
て

の
利

便
性

が
向

上
し

た
。
全

学
的

な
デ

ジ
タ

ラ
イ

ゼ
ー

シ
ョ

ン
の

推
進

に
あ

た
っ

て
の

礎

と
し

て
、

対
象

サ
ー

ビ
ス

の
拡

充
に

備
え

た
。

 

（
８

）
2
4
時

間
3
6
5
日

自
動

で
応

答
す

る
シ

ス
テ

ム
を

運
用

す
る

こ
と

で
、
学

生
・
教

員
の

利
便

性
が

向
上

し

た
。
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特特
記記

事事
項項
  

ⅠⅠ
－－

４４
 

Ⅰ
 

東
京

都
立

大
学

に
関

す
る

特
記

事
項

 

特
色

あ
る

取
組

や
顕

著
な

実
績

又
は

特
に

優
れ

た
成

果
を

上
げ

た
取

組
 

【
支

援
を

要
す

る
学

生
に

対
す

る
支

援
体

制
の

整
備

】
中

期
計

画
番

号
1
-
1
4
(
1
)
 

自
己

評
価

Ｓ
 

１１
  

障障
がが

いい
にに

対対
すす

るる
理理

解解
促促

進進
やや

支支
援援

スス
キキ

ルル
向向

上上
にに

係係
るる

取取
組組
  

 
 

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
推

進
室

で
は

、
平

成
2
3
年
（

2
0
1
1
）
年

の
開

室
以

降
、
毎

年
度

、
年

間
を

通
じ

て
障

が
い

に
対

す
る

理
解

促
進

や
支

援
ス

キ
ル

向
上

に
係

る
各

種
講

演
会

、
講

習
会

等
を

実
施

し
て

い
る

（
図

表
Ⅰ

-
４

-

１
）
。
令

和
４
（

20
2
2
）
年

度
の

特
筆

す
べ

き
取

組
と

し
て

、
バ

リ
ア

フ
リ

ー
チ

ェ
ッ

ク
講

習
会

及
び

バ
リ

ア
フ

リ
ー

チ
ェ

ッ
ク

報
告

会
を

挙
げ

る
。

 

 【図
表
Ⅰ
-４

-１
　
障
が
い
者
支
援
に
関
連
す
る
イ
ベ
ン
ト
実
績
（令

和
４
年
度
）】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
（単

位
：人

）

学
生

職
員

教
員

そ
の
他

支
援
ス
タ
ッ
フ
説
明
会

４
月
15

日
・2

5日
全
2回

延
べ
46

46

パ
ソ
コ
ン
テ
イ
ク
講
習
会

４
月
21

日
・2

7日
、
5月

19
日

全
3回

延
べ
39

39

初
級
：5

月
13

日
～
7月

8日
全
8回

23
23

中
級
：1

0月
12

日
～
12

月
14

日
全
8回

7
7

バ
リ
ア
フ
リ
ー
チ
ェ
ッ
ク
講
習
会

8月
8日

・2
7日

全
2回

延
べ
12

12

バ
リ
ア
フ
リ
ー
講
習
会

6月
2日

、
11

月
8日

全
2回

延
べ
22

13
7

2

5月
20

日
、
6月

17
日
・2

4日
全
3回

延
べ
71

61
10

10
月
21

日
、
11

月
11

日
・2

5日
全
3回

延
べ
50

36
14

映
画
上
映
会

6月
20

日
・2

2日
・2

4日
全
3回

14
10

3
1

バ
リ
ア
フ
リ
ー
チ
ェ
ッ
ク
報
告
会

6月
20

日
全
1回

27
21

4
1

1

※
そ
の
他
…
学
外
者
（卒

業
生
等
）

開
催
日

回
数

参
加
者
数

実
践
的
な
支
援
能
力
の
向
上
と

新
た
な
支
援
ス
タ
ッ
フ
の
獲
得

手
話
講
習
会

障
が
い
に
関
す
る
理
解
促
進

よ
る
ダ
イ
バ
ー

目
的

講
習
会
名

 
 （（

１１
））

ババ
リリ

アア
フフ

リリ
ーー

チチ
ェェ

ッッ
クク

講講
習習

会会
  

バ
リ

ア
フ

リ
ー

チ
ェ

ッ
ク

講
習

会
は

、
障

が
い

者
支

援
ス

タ
ッ

フ
（

以
下
「

支
援

ス
タ

ッ
フ

」
と

い
う

。
）
が

学
内

の
物

理
的

バ
リ

ア
を

点
検

し
、
ま

た
そ

れ
を

通
じ

て
障

が
い

や
バ

リ
ア

に
対

応
す

る
た

め
の

基
礎

的
環

境

整
備

に
係

る
視

座
を

獲
得

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

実
施

し
た

。
学

内
の

バ
リ

ア
チ

ェ
ッ

ク
に

関
し

て
は

コ
ロ

ナ
禍

以
前

に
も

実
施

し
て

い
た

が
、「

視
座

の
獲
得

」
に

比
重

を
加

え
て

い
る

と
こ

ろ
が

新
た

な
試

み
で

あ
り

、

対
と

な
る

バ
リ

ア
フ

リ
ー

チ
ェ

ッ
ク

報
告

会
と

合
わ

せ
、
取

組
の

効
果

が
相

乗
的

に
高

ま
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

な

っ
て

い
る

。
 

令
和

４
（

2
0
2
2
）
年

度
の

取
組

概
要

は
図

表
Ⅰ

－
４

－
２

の
と

お
り

で
あ

る
。
参

加
し

た
支

援
ス

タ
ッ

フ
に

予
め

点
検

に
必

要
な

視
座

に
つ

い
て

教
授

し
た

う
え

で
、

各
建

物
の

点
検

を
行

っ
た

。
 

【
図

表
Ⅰ

－
４

－
２

　
バ

リ
ア

フ
リ

ー
チ

ェ
ッ

ク
講

習
会

の
概

要
】

実
施

日
令

和
４

（
20

22
）

年
８

月
８

日
（

月
曜

）
、

８
月

27
日

（
土

曜
）

実
施

時
間

10
：

00
～

15
：

00

8日
は

8号
館

・
11

号
館

27
日

は
9号

館
・

12
号

館

参
加

者
12

名
（

 学
部

生
11

名
、

大
学

院
生

１
名

）

講
　

　
師

益
子

　
徹

（
 ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

推
進

室
特

任
研

究
員

）

実
施

場
所

 
 

（ （
２２

））
ババ

リリ
アア

フフ
リリ

ーー
チチ

ェェ
ッッ

クク
報報

告告
会会
  

バ
リ

ア
フ

リ
ー

チ
ェ

ッ
ク

報
告

会
で

は
、
令

和
３
（

2
0
2
1
）
年

度
中

に
実

施
し

た
南

大
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
図

書
館

、
１

号
館

、
５

～
７

号
館

の
点

検
の

内
容

に
つ

い
て

、
３

名
の

支
援

ス
タ

ッ
フ

が
中

心
と

な

り
報

告
を

行
っ

た
。

参
加

者
2
7
名

と
課

題
を

共
有

し
、

物
理

的
バ

リ
ア

の
発

見
に

関
す

る
「

視
座

の

獲
得

」
や

、
日

々
の

学
習

と
関

連
づ

け
て

こ
れ

ら
の

施
設

整
備

に
つ

い
て

捉
え

る
こ

と
で

学
際

的
な

学

び
を

深
め

る
契

機
と

し
た

。
ま

た
、
こ

の
報

告
会

の
参

加
者

に
は

教
職

員
も

含
ま

れ
て

お
り

、
教

職
員

の
理

解
促

進
や

支
援

ス
キ

ル
の

向
上

に
も

繋
が

っ
た

。
 

【
図

表
Ⅰ

－
４

－
３

　
バ

リ
ア

フ
リ

ー
チ

ェ
ッ

ク
報

告
会

の
概

要
】

実
施

日
令

和
４

（
20

22
）

年
６

月
20

日
（

月
曜

）

実
施

時
間

14
：

40
～

15
：

40

参
加

者
27

名
（

 教
員

3名
、

職
員

3名
、

学
部

生
2名

、
大

学
院

生
18

名
、

プ
レ

カ
レ

生
１

名
）

進
行

者
益

子
　

徹
（

 ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
推

進
室

特
任

研
究

員
）

、
障

が
い

者
支

援
ス

タ
ッ

フ
３

名
 

  ２２
  

ココ
ロロ

ナナ
禍禍

のの
状状

況況
にに

応応
じじ

たた
支支

援援
体体

制制
のの
整整

備備
  

（（
１１

））
ココ

ロロ
ナナ

禍禍
当当

初初
かか

らら
のの

経経
緯緯

 

 
 

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

及
び

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

は
、

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

り
授

業
の

実
施

方
法

が
対

面
か

ら
オ

ン
ラ

イ
ン

へ
変

更
と

な
っ

た
た

め
、

障
が

い
の

あ
る

学
生

の
支

援
に

お
い

て
も

、
オ

ン
ラ

イ

ン
授

業
へ

の
参

加
に

伴
う

困
難

の
解

消
に

向
け

た
取

組
を

進
め

た
。

 

障
が

い
の

あ
る

学
生

に
対

す
る

支
援

全
般

と
し

て
は

、
本

人
の

希
望

に
応

じ
、
困

り
ご

と
の

確
認

や

相
談

の
た

め
オ

ン
ラ

イ
ン

で
の

面
談

を
取

り
入

れ
て

い
る

。
ま

た
、
聴

覚
障

が
い

の
あ

る
学

生
は

、
授

業
の

際
に

文
字

情
報

の
提

供
が

必
要

だ
が

、
こ

れ
も

対
面

方
式

に
よ

る
ノ

ー
ト

テ
イ

ク
や

パ
ソ

コ
ン

テ

イ
ク

か
ら

、
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

り
遠

隔
で

文
字

通
訳

を
行

う
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
、
支

援
の

方
式

を
変

更
し

た
。
こ

の
切

替
え

に
伴

い
、
支

援
ス

タ
ッ

フ
は

、
シ

ス
テ

ム
操

作
に

必
要

な
技

術
を

学
ぶ

講
習

会

に
参

加
し

た
う

え
で

、
実

際
の

支
援

に
携

わ
る

よ
う

に
な

っ
た

。
 

 

（（
２２

））
令令

和和
４４

（（
22
00
22
22
））

年年
度度
まま

でで
のの

成成
果果
 

令
和

３
（

2
0
2
1
）
年

度
の

後
期

に
は

、
対

面
で

実
施

す
る

授
業

が
増

え
、
ま

た
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

度
に

は
原

則
と

し
て

対
面

で
授

業
を

実
施

す
る

方
針

と
な

っ
た

が
、

障
が

い
の

あ
る

学
生

の
支

援
は

、

引
き

続
き

オ
ン

ラ
イ

ン
の

手
法

を
原

則
と

し
、

対
面

授
業

で
も

遠
隔

情
報

保
障

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

た
。

 

こ
れ

に
よ

り
、
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

度
に

は
対

面
、
オ

ン
ラ

イ
ン

及
び

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

の
全

て
の
授

業
に

対
応

し
た

効
率

的
か

つ
効

果
的

な
支

援
体

制
を

確
立

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
特

に
、
障

が
い

の
あ

る
学

生
が

ど
こ

に
い

て
も

面
談

や
文

字
情

報
に

よ
る

情
報

支
援

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

こ
と

、

ま
た

支
援

ス
タ

ッ
フ

の
移

動
等

に
係

る
負

担
を

軽
減

す
る

こ
と

で
、
稼

働
す

る
支

援
ス

タ
ッ

フ
が

少
な

い
日

野
キ

ャ
ン

パ
ス

や
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

の
支

援
体

制
を

維
持

す
る

こ
と

が
で

き
た

こ
と

は
特

筆
す

べ
き

と
こ

ろ
で

あ
る

。
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３３
  

精精
神神

・・
発発

達達
障障

がが
いい

のの
ああ

るる
学学

生生
へへ

のの
対対

応応
にに

つつ
いい

てて
  

 
 

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

後
期

か
ら

対
面

の
授

業
が

増
え

た
こ

と
に

伴
い

、
精

神
・

発
達

障
が

い
の

あ
る

学
生

が
、

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
の

環
境

か
ら

の
切

り
替

え
に

苦
慮

す
る

な
ど

し
、

当
該

学
生

か
ら

の
支

援
希

望
が

倍
増

（
令

和
３

年
度

：
３

名
、

令
和

４
年

度
：

６
名

）
し

た
こ

と
を

受
け

て
、

各
部

局
の

教
務

担
当

や
、

学
生

相
談

室
と

連
携

を
密

に
す

る
こ

と
で

適
切

に
対

応
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

特
に

、
学

生
相

談
室

と
は

、
定

期
的

に
情

報
交

換
の

場
を

設
け

、
支

援
の

必
要

な
学

生
に

つ
い

て
の

情
報

を
事

前
に

共
有

す
る

こ
と

で
、

円
滑

に
支

援
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
 

  ４４
  

大大
学学

院院
入入

試試
にに

おお
けけ

るる
障障

がが
いい

のの
ああ

るる
学学

生生
支支

援援
  

（（
１１

））
ガガ

イイ
ドド

ララ
イイ

ンン
作作

成成
のの
経経

緯緯
  

大
学

院
入

試
は

各
研

究
科

の
裁

量
に

て
実

施
さ

れ
て

お
り

、
障
が

い
の

あ
る

学
生

を
対

象
と

し
た
「

受
験

上

及
び

修
学

上
の

配
慮

手
続

」（
以

下
「

事
前

協
議

」
と

い
う

。
）
に

つ
い

て
も

、
こ

れ
ま

で
は

研
究

科
ご

と
の

手

続
方

法
や

申
請

様
式

等
に

よ
り

実
施

し
て

い
た

。
一

方
で

、
障
が

い
の

あ
る

学
生

に
対

す
る

合
理

的
配

慮
の

提

供
は

、
都

立
大
に

も
関

連
法

令
に

て
義

務
付

け
ら

れ
て

お
り

、
大

学
院

入
試

に
お

い
て

も
学

部
入

試
の

よ
う

に

大
学

組
織

と
し

て
一

定
の

水
準

の
中

で
そ

の
手

続
き

や
配

慮
提

供
に

関
す

る
判

断
を

行
っ

て
い

く
必

要
が

あ

っ
た

。
 

 
 

こ
の

こ
と

か
ら

、
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

度
の

新
規
取

組
と

し
て

、「
大

学
院

入
試

に
お

け
る

受
験

上
及

び
修

学

上
の

配
慮

に
関

す
る

手
続

等
に

か
か

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
（

以
下

「
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

と
い

う
。
）

を
作

成
し

、

各
研

究
科

に
対

し
て

通
知

す
る

こ
と

で
、
大

学
院

入
試

に
お

け
る

事
前

協
議

に
係

る
実

施
手

順
や

募
集

要
項

の

記
載

内
容

、
申

請
様

式
等

に
つ

い
て

、
必

要
と

な
る

見
直

し
、

整
備

を
依

頼
し

た
。

 

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
概

要
は

図
表

Ⅰ
－

４
－

４
の

と
お

り
。

ま
た

、
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
記

載
内

容
を

抜
粋

し
て

、

図
表

Ⅰ
－

４
－

５
を

掲
載

す
る

。
 

 

（（
２２

））
ガガ

イイ
ドド

ララ
イイ

ンン
作作

成成
のの
手手

順順
等等
  

 
 

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
作

成
に

あ
た

っ
て

は
、

各
研

究
科

の
教

務
担

当
に

意
見

聴
取

の
う

え
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

推

進
室

に
て

原
案

を
作

成
し

、
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

推
進

委
員

会
の

審
議

を
も

っ
て

内
容

を
決

定
し

た
。

ま
た

、
大

学
院

入
試

及
び

大
学

院
教

務
を

所
掌

す
る

全
学

の
大

学
院

等
入

試
部

会
及

び
教

務
委

員
会

へ
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
作

成
の

旨
を

報
告

し
た

う
え

で
、

各
研

究
科

へ
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

つ
い

て
通

知
し

た
。

 

【
図

表
Ⅰ

－
４

－
４

　
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

概
要

】

作
成

日
令

和
４

(2
02

2)
年

12
月

20
日

（
火

曜
）

作
成

元
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

推
進

委
員

会

掲
載

内
容

・
入

試
協

議
の

実
施

手
順

に
つ

い
て

・
募

集
要

項
へ

の
記

載
に

つ
い

て
・

配
慮

希
望

申
請

所
に

つ
い

て
・

そ
の

他
（

入
学

手
続

案
内

や
H

Pへ
の

記
載

の
留

意
点

等
）

掲
載

内
容

の
適

用
時

期
令

和
５

(2
02

3)
年

度
に

実
施

す
る

大
学

院
入

試
か

ら
適

用

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

活
用

の
考

え
方

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
記

載
は

、
必

要
と

な
る

観
点

や
例

示
を

取
り

ま
と

め
た

も
の

で
あ

り
、

各
研

究
科

の
運

用
を

補
完

す
る

形
で

適
用

す
る

こ
と

。
適

用
が

困
難

な
場

合
は

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
推

進
室

に
要

相
談

す
る

こ
と

。

担
当

者
益

子
　

徹
（

 ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
推

進
室

特
任

研
究

員
）

 
 

【
図

表
Ⅰ

－
４

－
５

　
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

抜
粋

（
入

試
協

議
の

実
施

手
順

）
】

参
考

例
＞

実
施

手
順

手
順

実
施

機
関

実
施

内
容

①
配

慮
希

望
申

請
受

付
各

研
究

科

予
め

定
め

る
期

間
ま

で
に

、
必

要
な

申
請

書
類

の
提

出
を

事
務

局
が

受
け

付
け

る
。

提
出

書
類

：
・

配
慮

希
望

申
請

書
・

添
付

書
類

（
診

断
書

、
障

害
者

手
帳

等
）

②
配

慮
内

容
の

協
議

各
研

究
科

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
推

進
室

そ
の

他
（

学
生

相
談

室
等

）

申
請

内
容

に
つ

い
て

、
学

長
室

を
通

じ
て

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
推

進
室

へ
報

告
し

、
配

慮
内

容
に

つ
い

て
協

議
を

行
う

。

③
配

慮
内

容
の

審
議

・
決

定
各

研
究

科
②

の
協

議
結

果
を

踏
ま

え
、

個
別

の
申

請
内

容
に

応
じ

た
対

応
が

可
能

で
あ

る
か

審
議

し
、

決
定

す
る

。

④
結

果
通

知
／

入
試

実
施

に
係

る
連

絡
調

整
各

研
究

科

事
務

局
か

ら
、

事
前

協
議

結
果

を
本

人
宛

に
通

知
す

る
。

そ
の

他
、

本
人

か
ら

の
配

慮
内

容
等

に
関

す
る

相
談

・
問

い
合

わ
せ

等
に

つ
い

て
は

事
務

局
で

対
応

す
る

。
 

  ５５
  

手手
話話

動動
画画

辞辞
典典

のの
作作

成成
 

 
 

支
援

ス
タ

ッ
フ

の
支

援
技

術
継

承
に

資
す

る
た

め
、

学
内

で
度

々
使

用
す

る
手

話
技

法
を

動
画

で
取

り
ま

と
め

た
手

話
動

画
辞

典
を

作
成

し
た

。
具

体
的

に
は

、
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

に
実

施
し

た
手
話

に
関

す
る

勉
強

会
「

大
学

生
の

た
め

の
手

話
は

じ
め

」
に

て
学

習
し

た
例

文
に

つ
い

て
、

支
援

ス
タ

ッ

フ
に

手
話

を
用

い
て

表
現

し
て

も
ら

い
、

動
画

と
し

て
録

取
・

編
集

し
た

。
後

年
度

に
も

手
話

表
現

の

追
加

を
考

え
て

お
り

、
支

援
ス

タ
ッ

フ
を

は
じ

め
大

学
内

で
の

手
話

文
化

の
継

承
に

繋
が

る
よ

う
、

継

続
し

て
取

組
を

進
め

て
い

く
予

定
で

あ
る

。
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特特
記記

事事
項項
  

ⅠⅠ
－－

５５
 

Ⅰ
 

東
京

都
立

大
学

に
関

す
る

特
記

事
項

 

特
色

あ
る

取
組

や
顕

著
な

実
績

又
は

特
に

優
れ

た
成

果
を

上
げ

た
取

組
 

【
東

京
都

立
大

学
オ

ー
プ

ン
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

講
座

に
お

け
る

学
術

研
究

成
果

の
発

信
】

中
期

計
画

番
号

1
-
2
2
(
2
)
 

自
己

評
価

Ｓ
 

東東
京京

都都
立立

大大
学学

オオ
ーー

ププ
ンン

ユユ
ニニ
ババ

ーー
シシ

テテ
ィィ
にに
おお

けけ
るる
新新

たた
なな

講講
座座

のの
開開

講講
にに
よよ

るる
受受

講講
者者

層層
のの

拡拡
大大
  

都
立

大
の

最
先

端
の

研
究

成
果

を
発

信
す

る
た

め
、

研
究

セ
ン

タ
ー

紹
介

シ
リ

ー
ズ

「
科

学
が

開
く

未
来
へ

の

扉
」

及
び

都
立

大
教

員
の

専
門

的
か

つ
ユ

ニ
ー

ク
な

研
究

を
紹

介
す

る
「

プ
レ

ミ
ア

ム
講

座
」
を

開
講

し
た

。
ま

た
、

オ
ン

ラ
イ

ン
の

特
性

を
生

か
し

、
都

立
大
教

員
を

含
む

全
国

の
専

門
家

・
研

究
者

が
講

師
と

し
て

登
壇

す
る

「
オ

ン
ラ

イ
ン

ス
ペ

シ
ャ

ル
講

座
」

を
開

講
し

、
全

８
回

シ
リ

ー
ズ

の
長

期
受

講
型

の
講

座
も

実
施

し
た

。
 

 

（（
１１

））
各各

講講
座座

のの
概概

要要
  

①①
研研

究究
セセ

ンン
タタ

ーー
紹紹

介介
シシ

リリ
ーー

ズズ
「「

科科
学学

がが
開開

くく
未未

来来
へへ

のの
扉扉

」」
のの

開開
講講
  

 
 

学
術

最
先

端
の

研
究

内
容

を
紹

介
す

る
「

科
学

が
開

く
未

来
へ

の
扉

」
は

、
都

立
大

の
研

究
セ

ン
タ

ー
・
リ

サ
ー

チ
コ

ア
の

紹
介

講
座

シ
リ

ー
ズ

で
あ

り
、
２

つ
の

研
究

セ
ン

タ
ー

(
地

域
共

創
学

研
究

セ
ン

タ
ー

、
医

工
連

携
研

究
セ

ン
タ

ー
)
と

２
つ

の
リ

サ
ー

チ
コ

ア
(
言

語
の

脳
遺

伝
学

リ
サ

ー
チ

コ
ア

、
サ

ー
ビ

ス
ロ

ボ
ッ

ト
 
イ

ン

キ
ュ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ハ

ブ
 
リ

サ
ー

チ
コ

ア
)
の

合
計

４
講

座
を

開
講

し
た

。
ま

た
、
高

校
生

は
無

料
で

受
講

可
能

と
し

た
。

 

 【
図

表
Ⅰ

-5
-1

　
科

学
が

開
く

未
来

へ
の

扉
】

単
位

:名

期
セ

ン
タ

ー
名

講
座

名
講

　
師

一
般

高
校

生

春
地

域
共

創
科

学
研

究
セ

ン
タ

ー
地

域
の

価
値

を
共

創
す

る
た

め
の

科
学

都
市

環
境

学
部

清
水

 哲
夫

 教
授

 他
6

19

夏
医

工
連

携
研

究
セ

ン
タ

ー
医

工
連

携
研

究
の

最
先

端
を

優
し

く
解

説
す

る
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ン
学

部
藤

江
 裕

道
 教

授
 他

10
37

秋
言

語
の

脳
遺

伝
学

リ
サ

ー
チ

コ
ア

言
語

・
脳

・
遺

伝
の

科
学

人
文

社
会

学
部

本
間

　
猛

　
教

授
 他

31
15

冬
サ

ー
ビ

ス
ロ

ボ
ッ

ト
　

イ
ン

キ
ュ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ハ

　
サ

ー
ビ

ス
ロ

ボ
ッ

ト
と

デ
ザ

イ
ン

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

学
部

笠
松

慶
子

教
授

他
8

24

55
95

 
 

   

 

  
 

  

② ②
都都

立立
大大

教教
員員

のの
専専

門門
的的

かか
つつ
ユユ

ニニ
ーー

クク
なな

研研
究究

をを
紹紹

介介
すす

るる
「「

ププ
レレ

ミミ
アア

ムム
講講

座座
」」

のの
開開

講講
  

「
プ

レ
ミ

ア
ム

講
座

」
は

、
受

講
料

を
一

般
は

1
,
0
0
0
円

、
高

校
生

は
無

料
で

受
講

可
能

と
し

、
よ

り
多

く
の

方
々

に
都

立
大

教
員

の
様

々
な

研
究

を
紹

介
し

た
。
春

期
講

座
の
「

北
条

義
時

の
生

き
た

時

代
－

鎌
倉

殿
の

1
3
人

の
時

代
背

景
を

探
る

」
を

は
じ

め
1
2
講

座
を

開
講

し
た

。
 

 
【

図
表

Ⅰ
-5

-2
　

プ
レ

ミ
ア

ム
講

座
】

単
位

：
名

期
講

座
名

学
　

部
講

　
師

一
般

高
校

生

婚
活

市
場

の
力

学
と

婚
活

戦
略

経
済

経
営

学
部

高
橋

 勅
徳

 准
教

授
29

8

北
条

義
時

の
生

き
た

時
代

ー
鎌

倉
殿

の

13
人

の
時

代
背

景
を

探
る

人
文

社
会

学
部

鎌
倉

 佐
保

 教
授

56
14

離
婚

を
経

験
す

る
家

族
へ

の
支

援
人

文
社

会
学

部
大

瀧
 玲

子
 助

教
15

14

明
治

維
新

期
か

ら
考

え
る

紙
幣

の
流

通
経

済
経

営
学

部
小

林
 延

人
 准

教
授

19
15

共
生

社
会

に
向

け
た

ア
ク

セ
シ

ブ
ル

デ

ザ
イ

ン
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ン
学

部
馬

場
 哲

晃
 教

授
21

12

「
耳

の
ま

ぶ
た

」
の

歴
史

を
訪

ね
て

聴
覚

文
化

論
へ

の
招

待
人

文
社

会
学

部
福

田
 貴

成
 准

教
授

19
14

遺
伝

子
に

機
能

の
理

解
か

ら
治

療
戦

略

へ
理

学
部

廣
田

 耕
志

 教
授

34
21

種
の

多
様

性
と

進
化

を
学

ぶ
～

「
虫

」

を
例

に
～

理
学

部

江
口

 克
之

 准
教

授

吉
田

 貴
大

　
助

教
Fr

an
ce

sc
o 

Ba
ll

ar
in

特
任

助
教

18
4

一
般

 2
2

特
別

区
 5

2

聖
な

る
空

間
の

歴
史

　
古

代
の

聖
地

か

ら
現

代
建

築
ま

で
都

市
環

境
学

部
伊

藤
 嘉

彦
 准

教
授

46
20

確
率

・
統

計
ナ

イ
ト

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

学
部

岡
本

 正
吾

 准
教

授
41

24

万
葉

挽
歌

の
表

現
～

挽
歌

と
は

何
か

～
人

文
社

会
学

部
高

桑
 枝

実
子

 准
教

授
31

12

40
3

15
8

法
学

部
大

杉
　

覚
　

教
授

春 夏 秋 冬

特
別

区
プ

レ
ミ

ア
ム

講
座

　
東

京
23

区

の
今

を
考

え
る

自
治

体
連

携
が

切
り

拓
く

自
治

の
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
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③③
オオ

ンン
ララ

イイ
ンン

専専
用用

のの
講講

座座
でで

ああ
るる

「「
オオ

ンン
ララ

イイ
ンン

スス
ペペ

シシ
ャャ

ルル
講講

座座
」」

のの
開開

講講
  

 
コ

ロ
ナ

禍
の

影
響

に
よ

り
、
開

講
形

式
が

従
来

の
対

面
講

座
に

加
え

オ
ン

ラ
イ

ン
講

座
と

の
併

用
と

な
っ

た
が

、

オ
ン

ラ
イ

ン
講

座
の

魅
力

度
ア

ッ
プ

を
目

的
と

し
た

オ
ン

ラ
イ

ン
専

用
コ

ン
テ

ン
ツ

開
発

に
努

め
、
1
6
講

座
を

企

画
し

開
講

し
た

。
ま

た
、

高
校

生
は

無
料

で
受

講
可

能
と

し
た

。
 

単
位

：
名

期
講

　
座

　
名

所
　

属
講

　
師

一
般

高
校

生

『
デ

ザ
イ

ン
の

力
』

を
考

え
る

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

学
部

菊
竹

　
雪

　
教

授
藤

原
　

敬
介

　
教

授
楠

見
　

清
　

准
教

授
永

井
 一

史
 客

員
教

授

98
89

京
都

鉄
道

博
物

館
　

鉄
道

の
黎

明
か

ら
鉄

道
網

の
広

が
り

京
都

鉄
道

博
物

館
岡

本
 健

一
郎

 学
芸

員
40

7

『
食

×
文

化
』

特
別

編
Ⅲ

人
間

に
と

っ
て

食
と

は
何

か
京

都
府

立
大

学
佐

藤
　

洋
一

郎
　

教
授

24
11

『
食

×
文

化
』

特
別

編
Ⅳ

京
都

鉄
道

博
物

館
　

鉄
道

と
食

文
化

京
都

鉄
道

博
物

館
遠

山
 由

希
子

 学
芸

員
32

6

小
袖

雛
形

本
の

デ
ザ

イ
ン

と
言

葉
を

読
み

解
く

立
命

館
大

学
石

上
　

阿
希

　
講

師
9

5

「
笑

い
」

を
考

え
る

―
な

ぜ
笑

う
の

か
・

何
が

笑
え

る
の

か
人

文
社

会
学

部
大

学
教

育
セ

ン
タ

ー
西

山
 雄

二
　

教
授

北
　

一
郎

　
教

授
70

56

早
稲

田
大

学
演

劇
博

物
館

早
稲

田
大

学
岡

室
美

奈
子

 館
長

他
6

2

日
本

遺
産

『
霊

気
満

山
 高

尾
山

』
の

魅
力

～
人

々
の

祈
り

が
紡

ぐ
桑

都
物

語
～

都
市

環
境

学
部

理
学

部
大

学
教

育
セ

ン
タ

ー

鈴
木

 毅
彦

 教
授

林
 文

男
 教

授
菊

地
 俊

夫
　

特
任

教
授

21
11

人
は

な
ぜ

ア
ー

ト
を

求
め

る
の

か
東

京
都

立
大

学
山

本
 淳

一
 特

任
教

授
24

33

 い
ま

、
「

死
」

と
「

生
」

の
あ

わ
い

に
つ

い
て

考
え

る

人
文

社
会

学
部

人
文

社
会

学
部

人
文

社
会

学
部

人
文

社
会

学
部

人
文

社
会

学
部

健
康

福
祉

学
部

理
学

部

西
山

 雄
二

　
教

授
大

貫
 俊

夫
　

准
教

授
角

井
 誠

　
准

教
授

大
須

賀
 沙

織
　

准
教

授
金

　
志

成
　

准
教

授
織

井
 優

貴
子

　
教

授
田

村
 浩

一
郎

　
教

授

53
61

か
ご

し
ま

近
代

文
学

館
　

向
田

邦
子

の
魅

力
か

ご
し

ま
近

代
文

学
館

井
上

 育
子

 学
芸

員
28

4

東
京

都
写

真
美

術
館

　
写

真
と

映
像

の
歴

史
に

学
ぶ

東
京

都
写

真
美

術
館

石
田

　
哲

朗
 学

芸
員

11
10

子
ど

も
た

ち
へ

の
パ

ン
ダ

か
ら

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

大
学

教
育

セ
ン

タ
ー

日
本

パ
ン

ダ
保

護
協

会
菊

地
 俊

夫
　

特
任

教
授

土
居

 利
光

　
会

長
31

大
人

の
た

め
の

パ
ン

ダ
学

講
座

大
学

教
育

セ
ン

タ
ー

日
本

パ
ン

ダ
保

護
協

会
菊

地
 俊

夫
　

特
任

教
授

土
居

 利
光

　
会

長
14

2
19

い
ま

、
環

境
問

題
を

考
え

る

都
市

環
境

学
部

都
市

環
境

学
部

理
学

部
経

済
経

営
学

部
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ン
学

部

松
本

　
淳

　
教

授
宍

戸
 哲

也
　

教
授

竹
川

 暢
之

　
教

授
宮

本
 弘

暁
　

教
授

永
井

 一
史

　
客

員
教

授

37
48

『
食

×
文

化
』

特
別

編
Ⅴ

人
類

に
と

っ
て

食
と

は
何

か
②

京
都

府
立

大
学

佐
藤

　
洋

一
郎

　
教

授
25

22

65
1

38
4

【
図

表
Ⅰ

-5
-3

　
20

22
年

度
オ

ン
ラ

イ
ン

ス
ペ

シ
ャ

ル
開

講
状

況
】

春 夏 秋 冬

 
       

  （（
２２

））
各各

講講
座座

のの
意意

義義
・・

成成
果果
  

・
「

科
学

が
開

く
未

来
へ

の
扉

」
は

、
一

般
5
5
人

・
高

校
生

9
5
人

が
受

講
し

た
。

 

・
「

プ
レ

ミ
ア

ム
講

座
」

は
、

一
般

4
0
3
人

、
高
校

生
1
5
8
人

が
受

講
し

た
。

両
講

座
と

も
に

令
和

３

（
2
0
2
1
）

年
度

の
受

講
者

数
を

上
回

る
実

績
と

な
っ

た
。

  

 
・

特
別

区
協

議
会

と
の

連
携

講
座

と
し

て
冬

期
か

ら
開

講
し

た
「

特
別

区
プ

レ
ミ

ア
ム

講
座

」
は

一
般

受
講

者
2
2
人

の
ほ

か
、

特
別

区
か

ら
自

治
体

職
員

5
2
人

が
受

講
し

た
。

 

 
・

オ
ン

ラ
イ

ン
ス

ペ
シ

ャ
ル

講
座

で
は

、
一

般
6
5
1
人

、
高

校
生

3
8
4
人

が
受

講
し

、
一

般
の

受
講

者

数
は

令
和

３
（

20
2
1
）

年
度

を
大

幅
に

上
回

っ
た

。
特

に
秋

期
に

実
施

し
た

「
大

人
の

た
め

の
パ

ン

ダ
学

講
座

」
は

、
有

料
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
1
4
2
人

の
申

込
と

な
り

有
料

講
座

に
お

け
る

申
込

人
数

は

過
去

最
高

の
実

績
と

な
っ

た
。
夏

期
に

開
講

し
た
『
「

笑
い

」
を

考
え

る
―

な
ぜ

笑
う

の
か
・
何

が
笑

え
る

の
か

』
は

、
日

本
経

済
新

聞
朝

刊
や

ニ
ッ

ポ
ン

放
送

ラ
ジ

オ
の

番
組

で
紹

介
さ

れ
る

等
、

都
立

大
の

P
R
に

も
寄

与
し

た
。
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特特
記記

事事
項項
  

ⅠⅠ
--
６６

 

Ⅰ
 

東
京

都
立

大
学

に
関

す
る

特
記

事
項

 

そ
の

他
、

法
人

及
び

各
大

学
・

高
専

と
し

て
積

極
的

に
実

施
し

た
取

組
 

【
各

部
局

が
積

極
的

に
実

施
し

た
取

組
】

 

１
 

人
文

社
会

学
部

・
人

文
科

学
研

究
科

 

（
１

）
国

際
化

推
進

の
た

め
の

取
組

 

 
○

 
海

外
渡

航
の

た
め

の
学

生
に

対
す

る
指

導
や

支
援

、
海

外
渡

航
を

含
む

授
業

科
目

の
設

定
、
実

際
的

な

教
育

研
究

面
で

の
国

際
交

流
な

ど
、

国
際

化
推

進
に

係
る

多
様

な
取

組
を

積
極

的
に

展
開

し
た

。
 

 （
２

）
バ

ラ
ン

ス
と

先
端

性
の

追
求

を
具

備
し

た
強

化
・

発
展

 

 
○

 
科

研
費
・
学

内
競

争
的

資
金
・
外

部
資

金
な

ど
の

獲
得

を
目

指
し

、
授

業
科

目
「

人
間
・
文

化
・
社

会
」

を
発

展
さ

せ
る

形
で

、
学

部
・

研
究

科
内

で
の

研
究

交
流

・
協

力
を

一
層

推
進

し
た

。
 

 
○

 
学

長
裁

量
枠

の
活

用
に

よ
り

教
員

を
採

用
し

、
学

部
の

研
究

力
の

強
化

を
図

っ
た

。
 

 ２
 

法
学

部
・

法
学

研
究

科
 

（
１

）
「

法
曹

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

法
曹

コ
ー

ス
）
」

の
効

果
的

な
運

用
の

検
討

 

 
○

 
ガ

イ
ダ

ン
ス

や
各

種
掲

示
や

面
談

を
通

じ
て

、
早

期
卒

業
希

望
者
（

３
年

次
）
に

必
要

な
情

報
提

供
や

指
導

を
行

い
、

１
名

が
早

期
卒

業
予

備
申

請
を

行
っ

た
。

 

 
○

 
プ

ロ
グ

ラ
ム

開
講

後
初

め
て

の
４

年
生

が
在

籍
し

、
進

路
希

望
調

査
の

結
果

及
び

前
期

末
の

成
績

を
踏

ま
え

個
別

面
談

を
実

施
し

、
法

科
大

学
院

進
学

希
望

者
に

は
法

科
大

学
院

を
受

験
す

る
に

あ
た

っ
て

の
準

備
や

法
科

大
学

院
進

学
を

見
据

え
た

学
修

に
つ

い
て

ア
ド

バ
イ

ス
し

、
学

生
は

概
ね

希
望

す
る

進
路

に
進

む
こ

と
が

で
き

た
。

 

 
○

 
学

修
に

向
け

た
動

機
付

け
の

観
点

か
ら

所
属

学
生

同
士

の
交

流
は

重
要

で
あ

る
も

の
の

、
昨

年
度

ま
で

は
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
り

十
分

な
交

流
機

会
が

確
保

で
き

な
か

っ
た

が
、
年

度
当

初
の

ガ
イ

ダ
ン

ス
や

授
業

が

オ
ン

ラ
イ

ン
形

式
か

ら
対

面
形

式
に

戻
っ

た
こ

と
に

よ
り

、
所

属
学

生
同

士
の

交
流

が
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

に
比

べ
大

幅
に

改
善

し
た

。
 

 
○

 
必

修
科

目
「

導
入

演
習

」
に

お
い

て
、
本

学
法

科
大

学
院

出
身

の
若

手
実

務
家

３
名

を
新

た
に

講
師

に

迎
え

、
教

育
内

容
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、
実

務
家

に
よ

る
指

導
が

も
た

ら
す

学
修

効
果

の
み

な
ら

ず
、

学
修

意
欲

の
向

上
も

見
受

け
ら

れ
た

。
 

 （
２

）
法

学
政

治
学

研
究

科
法

学
政

治
学

専
攻

の
定

員
充

足
率

の
適

正
化

 

 
○

 
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

度
の

博
士

後
期

課
程

の
入

学
者

は
５

名
で

、
入

学
定

員
４

名
を

満
た

し
た

。
博

士

後
期

課
程

全
体

で
は

、
収

容
定

員
1
2
名

の
と

こ
ろ

在
学

者
は

1
1
名

と
な

り
、
令

和
３
（

2
0
2
1
）
年

度
の

在
学

者
９

名
か

ら
改

善
し

た
。
ま

た
、
コ

ロ
ナ

禍
以

前
に

台
湾
・
東

海
大

学
で
実

施
し

た
大

学
説

明
会

に

参
加

し
た

学
生

が
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
1
0
月

に
博

士
前

期
課

程
に

入
学

し
た

。
 

  

３
 

経
済

経
営

学
部

・
経

営
学

研
究

科
 

（
１

）
研

究
力

の
向

上
 

 
○

 
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

度
の

経
済

経
営

学
部

専
任

教
員

の
う

ち
、
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

度
に

科
研

費
を

研

究
代

表
者

と
し

て
新

規
に

取
得

ま
た

は
継

続
で

保
持

し
て

い
る

教
員

の
割

合
は

8
6
.
4
％

で
あ

っ
た

。
 

 
○

 
科

研
費

未
申

請
及

び
未

保
持

の
教

員
に

対
し

て
は

、
個

別
に

令
和

５
（

2
0
2
3
）
年

度
の

申
請

を
呼

び
か

け
る

と
と

も
に

、
学

部
予

算
の

一
部

を
若

手
研

究
者

へ
の

支
援

に
振

り
向

け
る

な
ど

の
研

究
支

援
を

行
っ

た
。

 

 

（
２

）
多

様
な

入
試

の
再

検
証

 

 
○

 
教

学
I
R
デ

ー
タ

を
用

い
て

、
平

成
2
7（

2
0
1
5
）
年

度
か

ら
令

和
３
（

2
0
2
1
）
年

度
ま

で
の

入
学

生
に

つ
い

て
入

試
区

分
ご

と
に

専
門

科
目

の
成

績
等
を

分
析

し
た

結
果

、
「

指
定

校
推

薦
入

試
」

で
入

学
し

た

学
生

は
最

も
成

績
が

良
い

、
等

の
発

見
が

あ
っ

た
。

 

 
○

 
「

多
様

な
入

試
（

指
定

校
推

薦
、
高

校
特

定
型

、
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

育
成

）
」
の

合
格

者
に

対
し

、
大

学

共
通

テ
ス

ト
の

指
定

科
目

の
受

験
及

び
自

己
採

点
結

果
の

分
析

を
課

す
等

の
入

学
前

教
育

を
行

っ
た

。
ま

た
、「

多
様

な
入

試
」
及

び
「

私
費

留
学

生
入

試
」
の

合
格

者
に

対
し

、
共

通
の

英
語

資
料

の
講

読
や

大
学

入
学

に
備

え
た

レ
ポ

ー
ト

提
出

等
の

入
学

前
教

育
を

行
っ

た
。

 

 ４
 

理
学

部
・

理
学

研
究

科
 

（
１

）
グ

ロ
ー

バ
ル

化
に

向
け

た
取

組
へ

の
検

討
 

 
○

 
理

学
研

究
科

で
は

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
シ

ラ
バ

ス
に

お
い

て
相

当
数

の
科

目
を

英
語

化
し

た
。

化
学

専
攻

及
び

生
命

科
学

専
攻

の
２

専
攻

で
は

多
く

の
科

目
を

英
語

で
受

講
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

特

に
、

生
命

科
学

専
攻

で
は

ほ
ぼ

す
べ

て
の

科
目

に
お

い
て

英
語

で
の

受
講

が
可

能
で

あ
る

。
 

（
２

）
分

野
横

断
型

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

大
学

院
）

へ
の

取
組

 

 
○

 
基

礎
（

主
に

理
学

）
と

応
用
（

主
に

工
学

）
の

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

通
し

た
教

育
及

び
研

究
の

水
平

展

開
を

目
指

し
、
「

超
伝

導
理

工
学

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

と
「

生
体

理
工

学
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

開
設

し
、

履
修

者

は
、
令

和
３
（

20
2
1
）
年

度
に

引
き

続
き

、「
超

伝
導

理
工

学
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
は

５
名

、「
生

体
理

工
学

プ

ロ
グ

ラ
ム

」
は

１
名

で
あ

っ
た

。
物

理
学

専
攻

を
中

心
に

、
令

和
５
（

2
0
2
3
）
年

度
開

始
予

定
の

新
た

な

分
野

横
断

プ
ロ

グ
ラ

ム
「

量
子

物
質

理
工

学
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

検
討

し
た

。
 

※
研

究
セ

ン
タ

ー
：
人

文
･
社

会
･
自

然
科

学
の

各
分

野
の

研
究

を
有

機
的

に
結

び
、
世

界
最

高
峰

の
研

究
拠

点

を
目

指
す

研
究

機
関

。
現

在
、
1
3
の

研
究

セ
ン

タ
ー

が
学

内
外

で
研

究
成

果
を

発
信

し
て

い
る

。
 

※
リ

サ
ー

チ
コ

ア
：
優

れ
た

業
績

が
あ

り
、
新

た
に

研
究

拠
点

形
成

を
目

指
す

も
の

の
中

で
も

、
研

究
セ

ン
タ

ー
ほ

ど
は

大
規

模
で

は
な

い
研

究
グ

ル
ー

プ
。
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５
 

都
市

環
境

学
部

・
都

市
環

境
科

学
研

究
科

 

（
１

）
英

語
に

よ
る

授
業

の
整

備
と

履
修

制
度

の
検

討
 

 
○

 
英

語
に

よ
る

授
業

科
目

の
新

設
検

討
や

シ
ラ

バ
ス

、
履

修
方

法
の

説
明

等
の

日
英

併
記

を
進

め
る

と
と

も
に

、
英

語
科

目
の

増
加

を
踏

ま
え

、
英

語
科

目
の

み
で

修
了

で
き

る
博

士
前

期
課

程
の

履
修

モ
デ

ル
の

充
実

の
検

討
を

進
め

た
。
令

和
５
（

2
0
2
3
）
年

度
に

は
３

名
が

英
語

科
目

の
み

で
博

士
前

期
課

程
を

修
了

す
る

見
込

み
で

あ
る

。
 

 （
２

）
海

外
の

大
学

と
の

交
流

に
よ

る
教

育
・

研
究

の
グ

ロ
ー

バ
ル

化
 

 
○

 
国

際
交

流
協

定
に

つ
い

て
は

、
フ

ィ
リ

ピ
ン

大
学

と
の

交
流

協
定

を
部

局
間

協
定

か
ら

全
学

協
定

へ
格

上
げ

す
る

ほ
か

、
新

た
に

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

、
ベ

ル
ギ

ー
な

ど
の

大
学

と
の

学
生

交
換

を
伴

う
国

際
交

流
の

可
能

性
を

検
討

し
た

。
 

 
○

 
理

系
４

研
究

科
の

共
同

事
業

で
あ

る
「

理
系

大
学

院
生

海
外

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル
・
マ

レ
ー

シ
ア

）
」

に
お

け
る

学
生

の
現

地
派

遣
や

、
チ

ュ
ラ

ロ
ン

コ
ン

大
学

と
の

学
生

交
換

及
び

学
生

共
同

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

現
地

で
開

催
し

た
。
そ

の
他

、
若

手
・
中

堅
教

員
が

長
く

連
携

で
き

る
国

際
化

推
進

経
費

や
サ

バ
テ

ィ
カ

ル
制

度
等

を
、
安

全
性

を
見

極
め

つ
つ

積
極

的
に

推
進

す
る

等
、
コ

ロ
ナ

禍
で

途
絶

え
て

い
た

直
接

交
流

を
可

能
な

限
り

再
開

し
た

。
 

 ６
 

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

学
部

・
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ン
研

究
科

 

（
１

）
社

会
と

協
創

す
る

応
用

研
究

の
推

進
 

 
○

 
「

研
究

セ
ン

タ
ー

※
、

リ
サ

ー
チ

コ
ア

※
、

5
G
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

推
進

」
及

び
「

分
野

横
断

の
教

育
研

究
活

動
の

推
進

」
に

合
致

す
る

取
組

を
補

助
す

る
こ

と
と

し
、

①
分

野
横

断
履

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

(F
D
S
I
P
)

に
お

け
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

開
催

、
②

ロ
ー

カ
ル

５
Ｇ

研
究

推
進

の
た

め
の

A
R
ハ

ッ
カ

ソ
ン

大
学

院

講
座

連
携

の
取

組
を

部
局

と
し

て
サ

ポ
ー

ト
し

た
。

 

 
○

 
科

研
費

新
規

採
択

率
向

上
を

目
指

し
、

U
R
A
の

支
援

を
積

極
的

に
利

用
し

た
。

 

 （
２

）
高

度
な

専
門

性
に

基
づ

い
た

課
題

設
定

能
力

と
問

題
解

決
能

力
を

有
す

る
人

材
の

育
成

 

 
○

 
T
A
を

活
用

し
た
「

本
物

の
考

え
る

力
」
を

育
成

す
る

た
め

の
き

め
細

か
い

教
育

を
推

進
す

る
た

め
、
教

育
改

革
推

進
事

業
に

よ
る

特
別

講
義

を
通

し
て

後
期

T
A
従

事
予

定
者

を
鍛

錬
し

た
。

 

 
○

 
学

部
・
研

究
科

の
特

長
と

し
て

S
T
E
A
M
教

育
を

掲
げ

分
野

横
断

教
育

を
推

進
す

る
た

め
、
大

学
院

分
野

横
断

プ
ロ

グ
ラ

ム
「

超
伝

導
理

工
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
「

生
体

理
工

学
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
の

開
講

及
び

S
T
E
A
M
相

談
室

を
開

設
し

た
。

 

 
○

 
文

部
科

学
省

の
国

費
外

国
人

留
学

生
の

優
先

配
置

を
行

う
特

別
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
よ

り
、
留

学
生

５
名

を

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

1
0
月

に
受

け
入

れ
る

と
と

も
に

、
博

士
前

期
課

程
授

業
科

目
の

英
語

化
推

進
事

業
に

申
請

し
、
留

学
生

が
英

語
の

み
で

博
士

前
期

課
程

を
修

了
で

き
る

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
実

施
計

画
を

作

成
す

る
と

共
に

、
後

期
か

ら
英

語
化

推
進

事
業

に
着

手
し

た
。

 

７
 

健
康

福
祉

学
部

・
人

間
健

康
科

学
研

究
科

 

（
１

）
安

全
・

安
心

か
つ

効
率

的
で

効
果

的
な

学
び

の
構

築
 

 
○

 
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
に

お
い

て
、
学

務
課

と
教

員
と

が
連

携
し

、
体

調
不

良
報

告
を

し

た
学

生
を

個
別

に
支

援
す

る
体

制
を

と
っ

た
。
本

対
策

の
も

と
、
対

面
授

業
、
演

習
、
医

療
機

関
等

で
の

学
外

実
習

を
安

全
か

つ
柔

軟
に

実
施

し
、

w
i
t
h
/
a
f
t
e
r
コ

ロ
ナ

の
教

育
を

実
現

し
た

。
 

 
○

 
教

育
V
R
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

を
作

り
、

新
た

な
医

療
者

教
育

の
た

め
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発
を

推
進

し
た

。
 

 
○

 
学

位
論

文
電

子
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
立

ち
上

げ
、
コ

ロ
ナ

禍
に

あ
っ

て
も

安
全

に
論

文
提

出
で

き
る

体

制
を

構
築

す
る

と
と

も
に

、
９

月
末

修
了

者
の

論
文

提
出

時
の

課
題

を
振

り
返

り
、
３

月
末

修
了

者
の

提

出
フ

ロ
ー

に
反

映
し

た
。

 

 （
２

）
研

究
力

の
ボ

ト
ム

ア
ッ

プ
 

 
○

 
部

局
内

で
活

用
で

き
る

研
究

費
の

一
部

を
競

争
的

資
金

と
し

て
運

用
し

、
学

部
資

金
申

請
へ

と
つ

な
げ

る
体

制
を

構
築

し
た

。
部

局
内

で
活

用
で

き
る

研
究

費
の

活
用

方
法

に
係

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

を
作

り
、
研

究
費

配
分

検
討

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
の

方
針

を
受

け
て

、
部

局
の

方
針

を
決

定
で

き
る

体
制

を

整
え

た
。

 

 
○

 
学

部
長

裁
量

傾
斜

的
研

究
費
（

一
部

）
に

よ
っ

て
、
部

局
全

体
を

対
象

と
し

て
、
学

会
誌

へ
の

投
稿

や

英
文

校
閲

等
の

支
援

を
行

っ
た

。
 

 
○

 
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

度
に

外
部

研
究

費
に

つ
い

て
、
申

請
ま

た
は

継
続

取
得

し
た

教
員

は
、
学

部
・
研

究
科

の
対

象
教

員
全

体
の

約
7
9
％

で
あ

っ
た

。
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大大
項項

目目
番番

号号
  

１１
２２
  

教教
育育

内内
容容

及及
びび

教教
育育

のの

成成
果果

等等
 

Ⅱ
 
東
京
都
立
産
業
技
術
大
学

院
大

学
の

教
育

研
究

等
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に
と

る
べ

き
措

置
 

１
 
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

１
）

教
育

内
容

及
び

教
育

の
成

果
等

に
関

す
る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

（
中
期
目
標
）
 

○
社
会
の
ニ
ー

ズ
を
教
育
内
容

に
反

映
し

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
担

う
人

材
を

育
成

す
る

た
め

、
教

育
プ
ロ

グ
ラ

ム
の

再
構

築
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
実

践
的

な
教

育
を

通
じ

て
産
業
界

で
必
要
と
さ
れ
る
知
識
・

技
術

や
、

そ
れ

ら
を

活
用

す
る

た
め

の
業

務
遂

行
能

力
（

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
）

を
修

得
さ

せ
る

。
 

○
Ｐ
Ｂ
Ｌ
教
育
等
の
先
進
的
な

教
育

方
法

に
つ

い
て

、
教

育
効

果
を

検
証

し
な

が
ら

更
に

改
善

し
、

実
践
的

な
教

育
を

推
進

す
る

。
 

 

中
期
計
画
 

中
期
計

画
の

達
成

状
況
 

自
己

評
価
 

（
１
）
教
育
内
容
及
び

教
育
の
成
果
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

◇
東
京
の
産
業
を
担
う
人
材
育
成
の
推
進
 

【
2
-
0
1
】
◆

①
社
会
の

ニ
ー
ズ
を
反
映
し
、
企
業
の
新
規
事
業
開

発
や

起
業
・
創

業
・
事
業
承
継
を
視
野
に
入
れ
た
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
、【

令
和

２

（
2
0
2
0
）
年
度
】
を
目
途
に
導
入
す
る
。
ま
た
、
研

究
科

に
カ

リ
キ

ュ
ラ
ム
委
員
会
を
新
設
し
、
分
野
横
断
的
な
授
業

科
目

の
新

設
や

、

既
存

科
目

の
廃

止
、

改
編

等
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
全

体
の

見
直

し
の

検

討
を
開
始
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム

検
討

に
当

た

っ
て
は
、
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
反
映
し
て

い
く

た
め

に
、
運

営
諮
問
会
議
か
ら
の
提
言
を
活
用
す
る
。
 

 ◇
実
践
的
な
教
育
方
法
の
更
な
る
推
進
 

【
2
-
0
2
】
②

先
駆
者
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た

P
B
L
型
教
育
に
つ

い
て

、
こ

れ
ま

で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を

A
I
I
T
 P
B
L
 M
e
t
h
o
d（

仮
称

）
と

し
て

体
系

化
す
る
。
ま
た
、
産
業
界
か
ら
の
意
見
を
本
学
の

P
B
L
型

教
育

に

反
映
す
る
た
め
の

P
B
L
検
討
部
会
を
【
年
４
回
以

上
】

開
催

す
る

と
と
も
に
、
P
B
L
に
対
す
る
評
価
指
標
を
新
た
に

設
け

、
そ

の
評

価

結
果
を
的
確
に
教
育
に
反
映
す
る
。
さ
ら
に
、
毎

年
の

P
B
L
の

成

果
を
報
告
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
公
開
す
る
。
 

       【
2
-
0
3
】
◆
③
教
育
効
果
を
高
め
る
た
め
に
、
P
B
L
型
教
育
、
ケ

ー
ス

メ
ソ

ッ
ド

、

録
画

授
業

と
対

面
授

業
を

ブ
レ

ン
ド

し
た

教
育

手
法

な
ど

に
よ

る

ア
ク
テ
ィ

ブ
・

ラ
ー
ニ
ン

グ
を

、
【
８
割
】

の
授

業
で

導
入

す
る

。

ま
た
、
教
育
の
質
保
証
と
成
果
の
可
視
化
の
た
め
に

交
付

す
る

デ
ィ

プ
ロ
マ
・
サ
プ
リ
メ
ン
ト
に
記
載
さ
れ
る
能
力
ダ
イ

ア
グ

ラ
ム

を
活

用
す
る
。

 

  

  【
2
-
0
1
】
令
和

2（
2
0
2
0
）
年
度
に

、
企

業
に

お
け

る
新

規
事

業
開

発
や

起
業
・
創

業
・
事

業
承

継
を

担
う

人
材

を
育

成
す

る
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

る
事

業
設

計
工

学
コ

ー
ス

と
、
既

存
の

情
報

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
専

攻
、
創

造
技

術
専

攻
の

学
位

プ

ロ
グ

ラ
ム

と
を

引
継

ぎ
発

展
さ

せ
た

情
報

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
コ

ー
ス

、
創

造
技

術
コ

ー
ス

の
３

コ
ー

ス
を

有
す

る
新

た
な

専
攻

と
し

て
「

産
業

技
術

専
攻

」
を

設
置

し
、

新
専

攻
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
着

実
に

実
施

し
た

。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
ま

た
、
新

専
攻

の
設

置
に

当
た

っ
て

は
、
運

営
諮

問
会

議
か

ら
の

研
究

科
再

編
に

係
る

提
言

や
外

部
委

託
調

査
等

を
踏

ま
え

、
将

来
構

想
検

討
委

員
会

を
中

心
と

し
た

研
究

科
再

編
W
G
の

下
、

既
存

専
攻

か
ら

引
き

継
ぐ

２
専

攻
も

含
め

た

新
専

攻
全

体
の

シ
ラ

バ
ス

や
時

間
割

、
履

修
モ

デ
ル

な
ど

を
検

討
し

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
作

成
し

た
。

 

 
 

 
 

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

に
は

、
研

究
科

再
編

後
の

新
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

お
い

て
、

初
め

て
の

修
了

生
を

輩
出

し
た

。
 

  【
2
-
0
2
】
・
1
年

次
に

基
礎

的
な

知
識

や
ス

キ
ル

を
修

得
し
、

主
に

２
年

次
に

１
年

間
か

け
て

P
B
L
に

取
り

組
む

こ
と

で
知

識
・

実
践

的
な

業
務

遂
行

能
力

を
獲

得
す

る
産

技
大
の

P
B
L
型

教
育

の
ノ

ウ
ハ

ウ
に

関
し

て
、
「

A
I
I
T
 
P
B
L
 
M
e
t
h
o
d
」

と

し
て

体
系

化
し

た
。

日
本

語
版

及
び

英
語

版
を

発
行

し
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
公

開
す

る
な

ど
、

国
内

外
に

広
く

発
信

し
た

。
 

・
P
B
L
検

討
部

会
を

毎
年

４
回

開
催

し
、

産
業

界
の

意
見

等
を

P
B
L
型

教
育

の
毎

年
度

の
検

証
・

改
善

に
取

り
入

れ
る

と
と

も
に

、
P
B
L
認

定
登

録
外

部
評

価
者

（
学

外
有

識
者

）
か

ら
の

P
B
L
活

動
に

対
す

る
意

見
及

び
助

言
を

反
映

で

き
る

体
制

と
し

、
産

業
界

の
意

見
を

教
育

内
容

や
評

価
指

標
に

適
切

に
反

映
で

き
る

運
営

と
し

た
上

で
、

毎
年

の
成

果
を

P
B
L
成

果
報

告
書

と
し

て
作

成
し

た
。
（

図
表

2
-
0
2
）

 

＜
図

表
2
-
0
2
　
P
B
L
検

討
部

会
開

催
回

数
＞

（
単

位
：

回
）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３
年

度
４
年

度

P
B
L
検

討
部

会
開

催
回

数
4

4
4

4
4

4
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 【
2
-
0
3
】・

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
の

実
施
も

含
め

、
教

育
効

果
が

見
込

ま
れ

る
科

目
に

積
極

的
に

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
を

導
入

し
た

。
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ
ー

ニ
ン

グ
を

導
入

し
て

い
る

授
業

科
目

は
、

第
三

期
中

期
計

画
期

間

の
６

年
間

全
て

の
年

度
に

お
い

て
８

割
を

超
え

K
P
I
を

達
成

し
た

。
（

図
表

2
-
0
3
）

 

・
修

了
時

に
交
付

す
る

デ
ィ

プ
ロ

マ
・
サ

プ
リ

メ
ン

ト
に

、
個

々
の

学
生

が
修

得
し

た
能

力
ダ

イ
ア
グ

ラ
ム

を
掲

載
し

、

教
育

の
質

保
証

と
成

果
の

可
視

化
を

行
っ

た
。
 

A
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大大
項項

目目
番番

号号
  

１１
２２
  

教教
育育

内内
容容

及及
びび

教教
育育

のの

成成
果果

等等
 

Ⅱ
 
東
京
都
立
産
業
技
術
大
学

院
大

学
の

教
育

研
究

等
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に
と

る
べ

き
措

置
 

１
 
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

１
）

教
育

内
容

及
び

教
育

の
成

果
等

に
関

す
る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

（
中
期
目
標
）
 

○
社
会
の
ニ
ー

ズ
を
教
育
内

容
に

反
映

し
、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

担
う

人
材

を
育

成
す

る
た

め
、

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

再
構

築
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
実

践
的

な
教

育
を

通
じ

て
産
業
界

で
必
要
と
さ
れ
る
知
識
・

技
術

や
、

そ
れ

ら
を

活
用

す
る

た
め

の
業

務
遂

行
能

力
（

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
）

を
修

得
さ

せ
る

。
 

○
Ｐ
Ｂ
Ｌ
教
育
等
の
先
進
的

な
教

育
方

法
に

つ
い

て
、

教
育

効
果

を
検

証
し

な
が

ら
更

に
改

善
し

、
実

践
的

な
教

育
を

推
進

す
る

。
 

 

中
期
計
画
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
 

自
己

評
価
 

（
１
）
教
育
内
容
及
び

教
育
の
成
果
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

◇
東
京
の
産
業
を
担
う
人
材
育
成
の
推
進
 

【
2
-
0
1
】
◆

①
社
会
の

ニ
ー
ズ
を
反
映
し
、
企
業
の
新
規
事
業
開

発
や

起
業
・
創

業
・
事
業
承
継
を
視
野
に
入
れ
た
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
、【

令
和

２

（
2
0
2
0
）
年
度
】
を
目
途
に
導
入
す
る
。
ま
た
、
研

究
科

に
カ

リ
キ

ュ
ラ
ム
委
員
会
を
新
設
し
、
分
野
横
断
的
な
授
業

科
目

の
新

設
や

、

既
存

科
目

の
廃

止
、

改
編

等
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
全

体
の

見
直

し
の

検

討
を
開
始
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム

検
討

に
当

た

っ
て
は
、
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
反
映
し
て

い
く

た
め

に
、
運

営
諮
問
会
議
か
ら
の
提
言
を
活
用
す
る
。
 

 ◇
実
践
的
な
教
育
方
法
の
更
な
る
推
進
 

【
2
-
0
2
】
②

先
駆
者
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た

P
B
L
型
教
育
に
つ

い
て

、
こ

れ
ま

で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を

A
I
I
T
 P
B
L
 M
e
t
h
o
d（

仮
称

）
と

し
て

体
系

化
す
る
。
ま
た
、
産
業
界
か
ら
の
意
見
を
本
学
の

P
B
L
型

教
育

に

反
映
す
る
た
め
の

P
B
L
検
討
部
会
を
【
年
４
回
以

上
】

開
催

す
る

と
と
も
に
、
P
B
L
に
対
す
る
評
価
指
標
を
新
た
に

設
け

、
そ

の
評

価

結
果
を
的
確
に
教
育
に
反
映
す
る
。
さ
ら
に
、
毎

年
の

P
B
L
の

成

果
を
報
告
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
公
開
す
る
。
 

       【
2
-
0
3
】
◆
③
教
育
効
果
を
高
め
る
た
め
に
、
P
B
L
型
教
育
、
ケ

ー
ス

メ
ソ

ッ
ド

、

録
画

授
業

と
対

面
授

業
を

ブ
レ

ン
ド

し
た

教
育

手
法

な
ど

に
よ

る

ア
ク
テ
ィ

ブ
・

ラ
ー
ニ
ン

グ
を

、
【
８
割
】

の
授

業
で

導
入

す
る

。

ま
た
、
教
育
の
質
保
証
と
成
果
の
可
視
化
の
た
め
に

交
付

す
る

デ
ィ

プ
ロ
マ
・
サ
プ
リ
メ
ン
ト
に
記
載
さ
れ
る
能
力
ダ
イ

ア
グ

ラ
ム

を
活

用
す
る
。

 

  

  【
2
-
0
1
】
令
和

2（
2
0
2
0
）
年
度
に

、
企

業
に

お
け

る
新

規
事

業
開

発
や

起
業
・
創

業
・
事

業
承

継
を

担
う

人
材

を
育

成
す

る
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

る
事

業
設

計
工

学
コ

ー
ス

と
、
既

存
の

情
報

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
専

攻
、
創

造
技

術
専

攻
の

学
位

プ

ロ
グ

ラ
ム

と
を

引
継

ぎ
発

展
さ

せ
た

情
報

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
コ

ー
ス

、
創

造
技

術
コ

ー
ス

の
３

コ
ー

ス
を

有
す

る
新

た
な

専
攻

と
し

て
「

産
業

技
術

専
攻

」
を

設
置

し
、

新
専

攻
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
着

実
に

実
施

し
た

。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
ま

た
、
新

専
攻

の
設

置
に

当
た

っ
て

は
、
運

営
諮

問
会

議
か

ら
の

研
究

科
再

編
に

係
る

提
言

や
外

部
委

託
調

査
等

を
踏

ま
え

、
将

来
構

想
検

討
委

員
会

を
中

心
と

し
た

研
究

科
再

編
W
G
の

下
、

既
存

専
攻

か
ら

引
き

継
ぐ

２
専

攻
も

含
め

た

新
専

攻
全

体
の

シ
ラ

バ
ス

や
時

間
割

、
履

修
モ

デ
ル

な
ど

を
検

討
し

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
作

成
し

た
。

 

 
 

 
 

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

に
は

、
研

究
科

再
編

後
の

新
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

お
い

て
、

初
め

て
の

修
了

生
を

輩
出

し
た

。
 

  【
2
-
0
2
】
・
1
年

次
に

基
礎

的
な

知
識

や
ス

キ
ル

を
修

得
し
、

主
に

２
年

次
に

１
年

間
か

け
て

P
B
L
に

取
り

組
む

こ
と

で
知

識
・

実
践

的
な

業
務

遂
行

能
力

を
獲

得
す

る
産

技
大
の

P
B
L
型

教
育

の
ノ

ウ
ハ

ウ
に

関
し

て
、
「

A
I
I
T
 
P
B
L
 
M
e
t
h
o
d
」

と

し
て

体
系

化
し

た
。

日
本

語
版

及
び

英
語

版
を

発
行

し
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
公

開
す

る
な

ど
、

国
内

外
に

広
く

発
信

し
た

。
 

・
P
B
L
検

討
部

会
を

毎
年

４
回

開
催

し
、

産
業

界
の

意
見

等
を

P
B
L
型

教
育

の
毎

年
度

の
検

証
・

改
善

に
取

り
入

れ
る

と
と

も
に

、
P
B
L
認

定
登

録
外

部
評

価
者

（
学

外
有

識
者

）
か

ら
の

P
B
L
活

動
に

対
す

る
意

見
及

び
助

言
を

反
映

で

き
る

体
制

と
し

、
産

業
界

の
意

見
を

教
育

内
容

や
評

価
指

標
に

適
切

に
反

映
で

き
る

運
営

と
し

た
上

で
、

毎
年

の
成

果
を

P
B
L
成

果
報

告
書

と
し

て
作

成
し

た
。
（

図
表

2
-
0
2
）

 

＜
図

表
2
-
0
2
　
P
B
L
検

討
部

会
開

催
回

数
＞

（
単

位
：

回
）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３
年

度
４
年

度

P
B
L
検

討
部

会
開

催
回

数
4

4
4

4
4

4
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 【
2
-
0
3
】 ・

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
の

実
施
も

含
め

、
教

育
効

果
が

見
込

ま
れ

る
科

目
に

積
極

的
に

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
を

導
入

し
た

。
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ
ー

ニ
ン

グ
を

導
入

し
て

い
る

授
業

科
目

は
、

第
三

期
中

期
計

画
期

間

の
６

年
間

全
て

の
年

度
に

お
い

て
８

割
を

超
え

K
P
I
を

達
成

し
た

。
（

図
表

2
-
0
3
）

 

・
修

了
時

に
交
付

す
る

デ
ィ

プ
ロ

マ
・
サ

プ
リ

メ
ン

ト
に

、
個

々
の

学
生

が
修

得
し

た
能

力
ダ

イ
ア
グ

ラ
ム

を
掲

載
し

、

教
育

の
質

保
証

と
成

果
の

可
視

化
を

行
っ

た
。
 

A
 

  
 

 

 
 

 
 

 

＜
図
表
2
-
0
3
　
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
導
入
実
績
＞

（
単

位
：

科
目

、
％

）

2
9
年
度

3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

導
入
科
目
数

8
2

8
2

8
5

9
0

9
0

9
0

全
科
目
数

9
9

9
8

9
8

9
6

9
6

9
6

導
入
割
合

8
2
.8
%

8
3
.7
%

8
6
.7
%

9
3
.8
%

9
3
.8
%

9
3
.8
%
 

  

第第
三三

期期
中中

期期
目目
標標

期期
間間
のの

終終
了了
時時

にに
見見
込込

まま
れれ
るる

業業
務務

実実
績績
評評
価価

（（
東東
京京

都都
地地
方方

独独
立立
行行

政政
法法
人人

評評
価価

委委
員員
会会

のの
主主

なな
評評

価価
（（
評評

定定
・・

評評
定定

説説
明明

））
））
  

【
評

定
：

２
】
 

・
１
専
攻
３
コ
ー
ス
体
制
へ
の
研
究
科
再
編
を
行
い
、
起
業

・
創

業
・

事
業

承
継

を
視

野
に

入
れ

た
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
含

む
新

専
攻

全
体

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

着
実

に
実

施
し

て
い

る
。

 

・
P
B
L
に
特
長
を
持
た
せ
、「

A
I
I
T
 P
B
L
 M
e
t
h
o
d
」
と
し
て
体
系

化
す

る
と

と
も

に
、
そ

の
充

実
の

た
め

に
産

業
界

の
意

見
を

取
り

込
む

P
B
L
検

討
部

会
を

定
常

的
に

開
催

し
て

お
り

、
P
B
L
型

教
育

の
P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
が

機

能
し
て
い
る
。
 

・
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
導
入
し
て
い
る
授
業
科
目
の

割
合

は
、

中
期

計
画

の
目

標
で

あ
る

８
割

を
超

え
、

９
割

以
上

に
達

し
て

い
る

。
 

・
今
後
も
引
き
続
き
、
学
外
の
意
見
や
要
望
を

P
B
L
研
究
会

に
お

い
て

整
理

・
検

証
す

る
な

ど
し

て
、

P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
が

よ
り

一
層

有
効

に
機

能
し

て
い

く
こ

と
を

期
待

す
る

。
  

  

認
証
評
価
 

機
関
の
評
価
 

［
認
証
評
価
機
関
］
一
般
社
団
法
人
日
本
技
術

者
教

育
認

定
機

構
（

J
A
B
E
E
）
［

受
審

年
度

］
H
2
9
 
［

評
価

対
象

期
間

］
H
2
5
-
H
2
9
 

［
認

証
評

価
の

種
類

］
分

野
別

（
創

造
技

術
専

攻
）
 

〇
主
な

優
れ
た
点
等
 

・
実
践
教
育
を
効
果
的
に
実
現
で
き
る
こ
と

に
腐

心
し

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
で

、
長

期
履

修
制

度
、
P
B
L
型

科
目

、
A
I
I
T
ブ

レ
ン

デ
ィ

ッ
ド
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

、
認

定
登

録
講

師
、
A
I
I
T
単

位
バ

ン
ク

制
度

、
デ

ィ

プ
ロ
マ
・
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
K
n
o
w
l
e
d
g
e
 
H
o
m
e
 
P
o
r
t
制

度
、

マ
ン

ス
リ

ー
フ

ォ
ー

ラ
ム

等
は

、
特

色
あ

る
教

育
研

究
を

推
進

さ
せ

る
特

筆
す

べ
き

制
度

や
取

り
組

み
で

あ
る

と
い

え
る

。
 

〇
主
な
改
善
を
要
す
る
点
等
 

・
P
B
L
型
授
業
等
に
お
い
て
は
、
多
く
の
外

国
人

、
新

卒
、

社
会

人
等

を
抱

え
た

状
態

で
の

使
命

・
目

的
の

達
成

が
ど

の
よ

う
に

さ
れ

る
の

か
、

継
続

的
な

取
組

み
が

望
ま

れ
る

。
 

［
認
証

評
価
機
関
］
公
益
財
団
法
人
大
学
基
準

協
会

（
J
U
A
A
）

 
 

 
 
 
 
 
 
［

受
審

年
度

］
R
1
 
［

評
価

対
象

期
間

］
H
2
5
-
R
1
 
 
 
［

認
証

評
価

の
種

類
］

機
関

別
 

〇
主
な

優
れ
た
点
等
 

・
１
年

次
に
は
講
義
・
演
習
科
目
を
、
２
年
次

に
は

P
B
L
型

科
目

を
設

け
る

な
ど

教
育

課
程

の
編

成
・

実
施

方
針

に
基

づ
い

て
適

切
に

編
成

し
て

い
る

。
 

〇
主
な
改
善
を
要
す
る
点
等
 

・
学
位

授
与
方
針
に
掲
げ
た
学
生
が
修
得
す

べ
き

、
高

度
な

知
識

、
ス

キ
ル

、
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

を
具

体
的

に
示

し
、
学

生
に

対
し

て
明

示
す

る
よ

う
改

善
が

求
め

ら
れ

る
。
学

位
授

与
方

針
に

示
し

た
学

習

成
果
は
、
方
針
を
具
体
化
し
、
よ
り
一
層

の
把

握
及

び
評

価
を

行
う

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
 

［
認
証

評
価
機
関
］
一
般
社
団
法
人
日
本
技
術

者
教

育
認

定
機

構
（

J
A
B
E
E
）
［

受
審

年
度

］
R
2
 
［

評
価

対
象

期
間

］
H
2
8
-
R
2
 

 
［

認
証

評
価

の
種

類
］

分
野

別
（

情
報

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
専

攻
）

 

〇
主
な

優
れ
た
点
等
 

・
想
定

さ
れ
る
人
材
像
ご
と
の
６
つ
の
キ
ャ
リ

ア
モ

デ
ル

ケ
ー

ス
に

基
づ

い
て

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

が
体

系
的

に
設

計
さ

れ
て

お
り

、
高

く
評

価
で

き
る

。
P
B
L
科

目
は

、
様

々
な

背
景
・
年

齢
層

の
社

会
人

学
生

が
多
い
こ
と
も
実
践
教
育
の
効
果
の
実
現
に

寄
与

し
て

い
る

。
さ

ら
に

、
運

営
諮

問
会

議
な

ど
外

部
有

識
者

の
意

見
を

参
考

に
し

な
が

ら
、

見
直

し
の

努
力

を
継

続
し

て
い

る
。

 

［
認
証

評
価
機
関
］
一
般
社
団
法
人
日
本
技
術

者
教

育
認

定
機

構
（

J
A
B
E
E
）
［

受
審

年
度

］
R
4
 
 
［

評
価

対
象

期
間

］
R
2
-
R
3
 

 
 
［

認
証

評
価

の
種

類
］

分
野

別
（

産
業

技
術

専
攻

）
 

〇
主
な

優
れ
た
点
等
 

・
学
生

の
キ
ャ
リ
ア
を
想
定
し
た
人
材
像
モ
デ

ル
に

対
応

す
る

講
義

・
演

習
科

目
、

P
B
L
科

目
か

ら
な

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
体

系
が

設
計

、
実

施
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
、

P
B
L
科

目
は

、
様

々
な

背
景

・
年

齢
層

の
社
会
人
学
生
に
多
い
こ
と
も
実
践
教
育
の

効
果

の
実

現
に

寄
与

し
て

い
る

。
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年
度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
2
-
0
1
】
起
業
に
お
け
る
新
規
事
業
開
発
や
起
業
・
創
業

を
担

う
人

材
を

育
成

す
る

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
検

討

に
着

手
し
た
。
 

【
2
-
0
2
】
・

P
B
L
型
教
育
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
「
A
I
I
T
 
P
B
L
 
M
e
t
h
o
d
」

と
し

て
体

系
化

し
た

。
 

・
P
B
L
検
討
部
会
を
【
年
４
回
】
開
催
し
た
。

 

【
2
-
0
3
】
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
導
入
し
て
い
る

授
業

科
目

が
【

8
2
.
8
％

】
に

達
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
産

技
大

版
P
B
L
型

教
育

の
手

法
と

成
果

（
A
I
I
T
 P
B
L
 M
e
t
h
o
d
）

を
作

成
し

、
H
P
上

で
公

開
し

て
、

国
内

外
に

産
技

大
の

教
育

成
果

を
発

信
し

、
幅

広
く

理
解

を
求

め
る

活
動

を
評

価
す

る
。
  

・
カ

リ
キ

ュ
ラ
ム

委
員
会

を
新

設
し

、
学

生
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
見

直
し

を
行

い
、
2

つ
の

科
目

が
新

設
さ

れ
た

こ
と

が
評

価
で

き
る

。
 

3
0  

【
2
-
0
1
】
起
業
・
創
業
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
新

設
を

中
心

に
、
研

究
科

再
編

を
見

据

え
て

検
討
し
、
授
業
科
目
を
決
定
し
た
。
 

【
2
-
0
2
】
P
B
L
検

討
部
会
を
【
年
４
回
】
開
催
し
た
。
 

【
2
-
0
3
】
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
導
入
し
て
い
る

授
業

科
目

が
【

8
3
.
7
％

】
に

達
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
研

究
科

再
編

を
決

定
し
、
企

業
に

お
け

る
新

規
事

業
開

発
や

起
業
・
創

業
を

担
う

人
材

を
育

成
す

る
新

た

な
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
含

む
新

専
攻

全
体

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
体

系
と

授
業

科
目

を
設

計
す

る
な

ど
、
準

備

を
進

め
た

。
 

・
ア

ク
テ

ィ
ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
導

入
に

積
極

的
に

取
り

組
み

、
導

入
科

目
の

合
計

数
は

全
科

目
数

の
8
0
％

を
超

え
て

い
る

。
 

元  

【
2
-
0
1
】
令

和
２
（
2
0
2
0
）
年
度
の
研
究
科
再
編
に
よ
る
起

業
・
創

業
・
事

業
承

継
を

視
野

に
入

れ
た

学
位

プ
ロ

グ
ラ
ム
実
施
に
向
け
て
教
材
開
発
等
必
要

な
準

備
を

実
施

し
た

。
 

【
2
-
0
2
】
P
B
L
検

討
部
会
を
【
年
４
回
】
開
催
し
た
。
 

【
2
-
0
3
】
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
導
入
し
て
い
る

授
業

科
目

が
【

8
6
.
7
％

】
に

達
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
企

業
に

お
け

る
新

規
事

業
開

発
や

起
業
・
創

業
を

担
う

人
材

を
育

成
す

る
新

し
い

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

導

入
す

る
た

め
、

現
在

の
２

専
攻

体
制

か
ら

１
専

攻
３

コ
ー

ス
体

制
へ

の
研

究
科

再
編

を
行

っ
た

。
 

・
産

技
大

の
特
色

と
し

て
の

P
BL

教
育

に
つ

い
て

、
成

果
発
表

会
を

通
じ

て
、

学
生

へ
還

元
す
る

と
と

も

に
、
社

会
に

対
し

て
情
報

発
信

を
行

っ
て

い
る

。
ま

た
、
検

討
部

会
を

継
続

し
て

実
施

す
る

こ
と

で
、
P
B
L

教
育

に
関

す
る

P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
を

強
化

し
て

い
る

。
 

・
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ
ン

グ
を

導
入

し
て

い
る

科
目

が
8
6
.
7
％

に
達

し
た

。
 

２ 

【
2
-
0
1
】
研
究
科
を
再
編
し
た
初
年
度
と
し
て
起
業
・
創

業
・
事

業
承

継
を

視
野

に
入

れ
た

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

含
む
新
専
攻
全
体
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
着

実
に

実
施

し
た

。
 

【
2
-
0
2
】
・

P
B
L
検
討
部
会
を
【
年
４
回
】
開
催
し
た
。

 

・
2
0
2
1
 A
I
I
T
 P
B
L
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
発
表
会

を
受

け
、
両

専
攻

の
成

果
報

告
書

を
作

成
し

た
。
 

【
2
-
0
3
】
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
導
入
し
て
い
る

授
業

科
目

が
【

9
3
.
8
％

】
に

達
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

を
受

け
な

が
ら

も
、
１

専
攻

３
コ

ー
ス

体
制

へ
の

再
編

初
年

度
と

し
て

、
ウ

ェ
ブ

会
議

シ
ス

テ
ム

を
用

い
た

同
時

性
・
双

方
向

性
を

確
保

し
た

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
と

オ
ン

デ

マ
ン

ド
授

業
を

組
み

合
せ

る
な

ど
の

工
夫

に
よ

り
、
予

定
し

て
い

た
新

専
攻

全
体

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

着

実
に

実
施

し
た

。
 

・
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
導

入
し

て
い

る
授

業
科

目
が

9
3
.
8
％

に
達

し
た

。
 

・
P
B
L
検

討
部

会
を

年
４

回
開

催
し

、
P
B
L
教

育
に

関
す

る
P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
を

継
続

し
た

。
  

３ 

【
2
-
0
1
】
再
編
し
た
研
究
科
の
完
成
年
度
と
し
て
起
業
・
創

業
・
事

業
承

継
を

視
野

に
入

れ
た

学
位

プ
ロ

グ

ラ
ム

を
含
む
新
専
攻
全
体
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

着
実

に
実

施
し

た
。

 

【
2
-
0
2
】
・

P
B
L
検
討
部
会
を
【
年
４
回
】
開
催
し
た
。

 

・
2
0
2
2
A
I
I
T
 
P
B
L
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

成
果

発
表
会
を

受
け

、
３

コ
ー

ス
の

成
果
報
告

書
を

作
成

し

た
。
 

【
2
-
0
3
】
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
導
入
し
て
い
る

授
業

科
目

が
【

9
3
.
8
％

】
に

達
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
外

部
レ

ビ
ュ

ー
ア

や
P
B
L
検
討

部
会

を
活

用
し

、
P
B
L
の

テ
ー

マ
や

活
動

の
進

め
方

、
P
B
L
型

教
育

手
法

そ
の

も
の

に
つ

い
て

検
証

を
行

う
な

ど
、

P
B
L
型

教
育

に
関

す
る

P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
を

継
続

し
た

。
 

４  

【
2
-
0
1
】
起
業
・
創
業
・
事
業
承
継
を
視
野
に
入
れ
た

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

含
む

新
専

攻
全

体
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム
を
着
実
に
実
施
し
た
。
 

【
2
-
0
2
】
・

P
B
L
検
討
部
会
を
【
年
４
回
】
開
催
し
た
。

 

・
2
0
2
3
A
I
I
T
 
P
B
L
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

成
果

発
表
会
を

受
け

、
３
コ
ー

ス
の

成
果
報
告

書
を

作
成

し

た
。

 

―
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年
度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
2
-
0
1
】
起
業
に
お
け
る
新
規
事
業
開
発
や
起
業
・
創
業

を
担

う
人

材
を

育
成

す
る

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
検

討

に
着

手
し
た
。
 

【
2
-
0
2
】
・

P
B
L
型
教
育
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
「
A
I
I
T
 
P
B
L
 
M
e
t
h
o
d
」

と
し

て
体

系
化

し
た

。
 

・
P
B
L
検
討
部
会
を
【
年
４
回
】
開
催
し
た
。

 

【
2
-
0
3
】
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
導
入
し
て
い

る
授

業
科

目
が

【
8
2
.
8
％

】
に

達
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
産

技
大

版
P
B
L
型

教
育

の
手

法
と

成
果

（
A
I
I
T
 P
B
L
 M
e
t
h
o
d
）

を
作

成
し

、
H
P
上

で
公

開
し

て
、

国
内

外
に

産
技

大
の

教
育

成
果

を
発

信
し

、
幅

広
く

理
解

を
求

め
る

活
動

を
評

価
す

る
。
  

・
カ

リ
キ

ュ
ラ
ム

委
員
会

を
新

設
し

、
学

生
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
見

直
し

を
行

い
、
2

つ
の

科
目

が
新

設
さ

れ
た

こ
と

が
評

価
で

き
る

。
 

3
0  

【
2
-
0
1
】
起
業
・
創
業
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
新

設
を

中
心

に
、
研

究
科

再
編

を
見

据

え
て

検
討
し
、
授
業
科
目
を
決
定
し
た
。
 

【
2
-
0
2
】
P
B
L
検

討
部
会
を
【
年
４
回
】
開
催
し
た
。
 

【
2
-
0
3
】
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
導
入
し
て
い

る
授

業
科

目
が

【
8
3
.
7
％

】
に

達
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
研

究
科

再
編

を
決

定
し
、
企

業
に

お
け

る
新

規
事

業
開

発
や

起
業
・
創

業
を

担
う

人
材

を
育

成
す

る
新

た

な
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
含

む
新

専
攻

全
体

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
体

系
と

授
業

科
目

を
設

計
す

る
な

ど
、
準

備

を
進

め
た

。
 

・
ア

ク
テ

ィ
ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
導

入
に

積
極

的
に

取
り

組
み

、
導

入
科

目
の

合
計

数
は

全
科

目
数

の
8
0
％

を
超

え
て

い
る

。
 

元  

【
2
-
0
1
】
令

和
２
（
2
0
2
0
）
年
度
の
研
究
科
再
編
に
よ
る
起

業
・
創

業
・
事

業
承

継
を

視
野

に
入

れ
た

学
位

プ
ロ

グ
ラ
ム
実
施
に
向
け
て
教
材
開
発
等
必
要

な
準

備
を

実
施

し
た

。
 

【
2
-
0
2
】
P
B
L
検

討
部
会
を
【
年
４
回
】
開
催
し
た
。
 

【
2
-
0
3
】
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
導
入
し
て
い

る
授

業
科

目
が

【
8
6
.
7
％

】
に

達
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
企

業
に

お
け

る
新

規
事

業
開

発
や

起
業
・
創

業
を

担
う

人
材

を
育

成
す

る
新

し
い

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

導

入
す

る
た

め
、

現
在

の
２

専
攻

体
制

か
ら

１
専

攻
３

コ
ー

ス
体

制
へ

の
研

究
科

再
編

を
行

っ
た

。
 

・
産

技
大

の
特
色

と
し

て
の

P
BL

教
育

に
つ

い
て

、
成

果
発
表

会
を

通
じ

て
、

学
生

へ
還

元
す
る

と
と

も

に
、
社

会
に

対
し

て
情
報

発
信

を
行

っ
て

い
る

。
ま

た
、
検

討
部

会
を

継
続

し
て

実
施

す
る

こ
と

で
、
P
B
L

教
育

に
関

す
る

P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
を

強
化

し
て

い
る

。
 

・
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ
ン

グ
を

導
入

し
て

い
る

科
目

が
8
6
.
7
％

に
達

し
た

。
 

２ 

【
2
-
0
1
】
研
究
科
を
再
編
し
た
初
年
度
と
し
て
起
業
・
創

業
・
事

業
承

継
を

視
野

に
入

れ
た

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

含
む
新
専
攻
全
体
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
着

実
に

実
施

し
た

。
 

【
2
-
0
2
】
・

P
B
L
検
討
部
会
を
【
年
４
回
】
開
催
し
た
。

 

・
2
0
2
1
 A
I
I
T
 P
B
L
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
発
表
会

を
受

け
、
両

専
攻

の
成

果
報

告
書

を
作

成
し

た
。
 

【
2
-
0
3
】
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
導
入
し
て
い
る

授
業

科
目

が
【

9
3
.
8
％

】
に

達
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

を
受

け
な

が
ら

も
、
１

専
攻

３
コ

ー
ス

体
制

へ
の

再
編

初
年

度
と

し
て

、
ウ

ェ
ブ

会
議

シ
ス

テ
ム

を
用

い
た

同
時

性
・
双

方
向

性
を

確
保

し
た

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
と

オ
ン

デ

マ
ン

ド
授

業
を

組
み

合
せ

る
な

ど
の

工
夫

に
よ

り
、
予

定
し

て
い

た
新

専
攻

全
体

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

着

実
に

実
施

し
た

。
 

・
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
導

入
し

て
い

る
授

業
科

目
が

9
3
.
8
％

に
達

し
た

。
 

・
P
B
L
検

討
部

会
を

年
４

回
開

催
し

、
P
B
L
教

育
に

関
す

る
P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
を

継
続

し
た

。
  

３ 

【
2
-
0
1
】
再
編
し
た
研
究
科
の
完
成
年
度
と
し
て
起
業
・
創

業
・
事

業
承

継
を

視
野

に
入

れ
た

学
位

プ
ロ

グ

ラ
ム

を
含
む
新
専
攻
全
体
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

着
実

に
実

施
し

た
。

 

【
2
-
0
2
】
・

P
B
L
検
討
部
会
を
【
年
４
回
】
開
催
し
た
。

 

・
2
0
2
2
A
I
I
T
 
P
B
L
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

成
果

発
表
会
を

受
け

、
３

コ
ー

ス
の

成
果
報
告

書
を

作
成

し

た
。
 

【
2
-
0
3
】
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
導
入
し
て
い
る

授
業

科
目

が
【

9
3
.
8
％

】
に

達
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
外

部
レ

ビ
ュ

ー
ア

や
P
B
L
検
討

部
会

を
活

用
し

、
P
B
L
の

テ
ー

マ
や

活
動

の
進

め
方

、
P
B
L
型

教
育

手
法

そ
の

も
の

に
つ

い
て

検
証

を
行

う
な

ど
、

P
B
L
型

教
育

に
関

す
る

P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
を

継
続

し
た

。
 

４  

【
2
-
0
1
】
起
業
・
創
業
・
事
業
承
継
を
視
野
に
入
れ
た

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

含
む

新
専

攻
全

体
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム
を
着
実
に
実
施
し
た
。
 

【
2
-
0
2
】
・

P
B
L
検
討
部
会
を
【
年
４
回
】
開
催
し
た
。

 

・
2
0
2
3
A
I
I
T
 
P
B
L
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

成
果

発
表
会
を

受
け

、
３
コ
ー

ス
の

成
果
報
告

書
を

作
成

し

た
。

 

―
 

 
 

中
期

計
画

番
号

 

2
-
0
1
 

Ⅱ
 

東
京

都
立

産
業

技
術

大
学

院
大

学
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
と

る
べ

き
措

置
 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

１
）

教
育

内
容

及
び

教
育

の
成

果
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
◇

東
京

の
産

業
を

担
う

人
材

育
成

の
推

進
 

①
社

会
の

ニ
ー

ズ
を

反
映

し
、

企
業

の
新

規
事

業
開

発
や

起
業

・
創

業
・

事
業

承
継

を
視

野
に

入
れ

た
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
、
【

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

】
を

目
途

に
導

入
す

る
。

 

ま
た

、
研

究
科

に
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
委

員
会

を
新

設
し

、
分

野
横

断
的

な
授

業
科

目
の

新
設

や
、

既
存

科
目

の
廃

止
、

改
編

等
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
全

体
の

見
直

し
の

検
討

を
開

始
す

る
。

 

さ
ら

に
、

こ
れ

ら
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

検
討

に
当

た
っ

て
は

、
産

業
界

の
ニ

ー
ズ

を
的

確
に

反
映

し
て

い
く

た
め

に
、

運
営

諮
問

会
議

か
ら

の
提

言
を

活
用

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

AA
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆
【

継
続

】
研

究
科

再
編

に
伴

い
導

入

し
た

新
た

な
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
着

実
に

実
施

す
る

。
（

4
-
1
0
再

掲
）

 

     （
２

）
◆
【

継
続

】
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
委

員
会

を

中
心

に
、
運

営
諮

問
会

議
か

ら
の

提
言

を
踏

ま
え

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

見
直

し
を

行
う

。
 

（
１

）
新

た
な

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

を
踏

ま
え

、
対

面
授

業
、
オ

ン
ラ

イ
ン

授
業

、
オ

ン
デ

マ
ン

ド
授

業
の

効
果

的
な

活
用

、
P
B
L
成

果
発

表
会

の
オ

ン
ラ

イ
ン

開
催

、

感
染

症
の

対
策

に
配

慮
し

た
上

で
の

学
内

施
設

の
利

用
再

開
な

ど
、

学
長

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

の
下

、
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

実
施

の
た

め
の

必
要

な
措

置
を

講
じ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
起

業
・
創

業
・
事

業
承

継
な

ど
を

通
し

て
新

し
い

産
業

を
創

り
出

す
高

度
専

門
職

業
人

で
あ

る
「

事
業

イ
ノ

ベ
ー

タ
ー

」
を

含
め

、
研

究
科

再
編

で
目

標
と

す
る

産
業

界

に
お

い
て

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

担
う

人
材

を
輩

出
す

る
た

め
、

産
業

技
術

専
攻

全
体

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

着
実

に
実

施
し

た
。

 

 （
２

）
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

見
直

し
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
運

営
諮

問
会

議
か

ら
の

提
言

を
踏

ま
え

、
令

和
５
（

2
0
2
3
）
年

度
以

降
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
見

直
し

に
つ

い
て

、
研

究
科

再
編

に
と

も
な

う
完

成
年

度
以

降
の

対
応

を
確

認
し

た
。

 

・
従

来
の

対
面

授
業

と
オ

ン
デ

マ
ン

ド
授

業
を

組
み

合
わ

せ
た

ブ
レ

ン
デ

ィ
ッ

ド
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
加

え
、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
社

会
全

体
に

普

及
し

た
W
e
b
会

議
シ

ス
テ

ム
を

活
用

し
た

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
を

効
果

的
に

組
合

せ
た

新
し

い
形

の
ブ

レ
ン

デ
ィ

ッ
ド
・
ラ

ー
ニ
ン

グ
を

導
入

し
、
教

育
効

果
を

維
持

し
た

ま
ま

、
学

生
が

受
講

方
法

を
対

面
又

は
オ

ン
ラ

イ
ン

か
ら

選
択

で
き

る
環

境
を

整
備

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
５
（

2
0
2
3
）
年

度
も

引
き

続
き

、
現

在
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

体
制

を
維

持
し

つ
つ

、
運

営
諮

問
会

議
の

答
申

内
容

等
を

適
時

適
切

に
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

組
み

込
む

こ
と

と
し

、
創

造
技

術
コ

ー
ス

に
ヘ

ル
ス

・
サ

イ
エ

ン
ス

科
目

群
を

新
設

す
る

こ
と

と
し

た
。

 

・
通

学
可

能
エ

リ
ア

か
ら

離
れ

た
地

域
に

お
け

る
学

生
が

学
び

を
継

続
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 ※
運

営
諮

問
会

議
：
産

業
界

の
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

、
教

育
内

容
に

反
映

さ
せ

る
と

と
も

に
、
産

学
連

携
の

推
進

や
効

果
的

な
教

育
研

究
を

実
践

す
る

た
め

に
、
設

置
し

て
い

る
会

議
。

産
技

大
の

教
育

分
野

に
係

る
産

業
界

の
専

門
家

や
経

営
者

等
の

学
外

委
員

を
中

心
メ

ン
バ

ー
と

す
る

。
な

お
、

専
門

職
大

学
院

設
置

基
準

の
見

直
し

に
伴

い
、

平
成

3
1（

2
0
1
9
）
年

４
月

１
日

か
ら

教
育

課
程

連
携

協
議

会
の

設
置

が
義

務
付

け
ら

れ
、
教

育
課

程
の

見
直

し
は

、
教

育
課

程
連

携
協

議
会

の
意

見
を

勘
案

し
つ

つ
実

施

さ
れ

る
も

の
と

定
め

ら
れ

た
。
名

称
は

、
基

準
に

規
定

す
る

要
件

を
備

え
て

い
れ

ば
、
教

育
課

程
連

携
協

議
会

と
す

る
必

要
は

な
い

た
め

、
運

営
諮

問
会

議
の

名
称

は
残

し
、

教
育

課
程

連
携

協
議

会
の

機
能

を
持

た
せ

て
運

営
を

継
続

し
て

い
る

。
 

※
教

育
課

程
連

携
協

議
会
：
専

門
職

大
学

院
設

置
基

準
が

見
直

さ
れ

、
平

成
3
1（

2
0
1
9
）
年

４
月

１
日

か
ら

設
置

が
義

務
付

け
ら

れ
る

も
の

。
こ

れ
に

よ
り

、
教

育
課

程
の

見
直

し
は

、
教

育
課

程
連

携
協

議
会

の
意

見
を

勘
案

し
つ

つ
実

施
さ

れ
る

も
の

と
定

め
ら

れ
た

。
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中
期

計
画

番
号

 

2
-
0
2

 

◇
実

践
的

な
教

育
方

法
の

更
な

る
推

進
 

 

②
先

駆
者

と
し

て
取

り
組

ん
で

き
た

P
B
L
型

教
育

に
つ

い
て

、
こ

れ
ま

で
の

ノ
ウ

ハ
ウ

な
ど

を
A
I
I
T
 
P
B
L
 
M
e
t
h
o
d
（

仮
称

）
と

し
て

体
系

化
す

る
。

 

ま
た

、
産

業
界

か
ら

の
意

見
を

本
学

の
P
B
L
型

教
育

に
反

映
す

る
た

め
の

P
B
L
検

討
部

会
を

【
年

４
回

以
上

】
開

催
す

る
と

と
も

に
、

P
B
L
に

対
す

る
評

価
指

標
を

新
た

に
設

け
、

そ

の
評

価
結

果
を

的
確

に
教

育
に

反
映

す
る

。
 

さ
ら

に
、

毎
年

の
P
B
L
の

成
果

を
報

告
書

と
し

て
取

り
ま

と
め

公
開

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

BB
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

P
B
L
検

討
部

会
の

着
実

な

開
催

や
P
B
L
外

部
評

価
レ

ビ
ュ

ー
ア

の

活
用

に
よ

り
産

業
界

の
意

見
等

を
く

み
上

げ
る

と
と

も
に

、
P
B
L
型

教
育

に

関
す

る
検

証
・
改

善
を

行
い

、
P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
の

仕
組

み
を

充
実

さ
せ

る
。

（
2
-
0
4
再

掲
）

 

            （
２

）【
継

続
】
PB
L
に

対
す

る
評

価
指

標
に

基

づ
き

評
価

を
実

施
し

、
検

証
と

改
善

を

進
め

る
。

 

        （
３

）【
継

続
】
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

度
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

果
を

取
り

ま
と

め
た

P
B
L
成

果
報

告
書

を
作

成
す

る
。

 

（
１

）
P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
の

仕
組

み
の

充
実

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
学

外
及

び
学

内
委

員
で

構
成

さ
れ

る
P
B
L
検

討
部

会
を

年
４

回
開

催
し

、
P
B
L
外

部
レ

ビ
ュ

ー
ア

の
活

用
な

ど
を

通
じ

て
、

学
外

有
識

者
の

視
点

か
ら

、
P
B
L
型

教
育

の

検
証

・
改

善
を

行
っ

た
。

 

・
P
B
L
研

究
会

に
お

い
て

、
P
B
L
の

テ
ー

マ
や

P
B
L
活

動
の

進
め

方
、

P
B
L
型

教
育

手
法

そ
の

も
の

に
つ

い
て

検
証

を
行

っ
た

。
 

・
学

生
に

よ
る

P
B
L
活

動
の

１
年

間
の

成
果

発
表

の
場

と
し

て
、

2
0
2
3
 
A
I
I
T
 
P
B
L
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
成

果
発

表
会

を
実

施
し

た
（

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
２

月
1
1
日

）
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
P
B
L
検

討
部

会
に

お
い

て
、
学

外
の

意
見

や
要

望
を

取
り

入
れ

、
そ

う
し

た
意

見
を

P
B
L
研

究
会

に
お

い
て

整
理
・
検

討
し

、
P
B
L
テ

ー
マ

や
教

育
手

法
へ

の
反

映
を

行
う

な
ど

、
P
B
L
型

教
育

に
関

す
る

P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
を

継
続

し
た

。
 

・
P
B
L
外

部
レ

ビ
ュ

ー
ア

か
ら

の
活

動
進

捗
等

に
対

す
る

意
見

を
適

宜
反

映
さ

せ
な

が
ら

、
学

生
が

P
B
L
活

動
を

進
め

ら
れ

る
体

制
を

維
持

し
た

。
 

・
2
0
2
3
 
A
I
I
T
 
P
B
L
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
成

果
発

表
会

に
つ

い
て

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

教
職

員
・

P
B
L
科

目
の

履
修

学
生

を
主

な
参

加
者

と
し

オ

ン
ラ

イ
ン

開
催

に
加

え
、

一
部

発
表

を
除

き
Y
o
u
T
u
b
e
に

て
一

般
配

信
を

行
っ

た
。

ま
た

、
P
B
L
外

部
レ

ビ
ュ

ー
ア

及
び

P
B
L
検

討
部

会
委

員
に

も
参

加
を

依
頼

し
、

外

部
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
に

よ
る

学
修

効
果

が
向

上
で

き
る

体
制

を
維

持
し

た
。

 

 ※
P
B
L：

P
r
o
j
e
c
t
 B
a
s
e
d
 L
e
a
r
n
i
n
g
の

略
。
実

社
会

で
即

戦
力

と
し

て
活

躍
で

き
る

人
材

を
育

成
す

る
た

め
に

有
効

な
教

育
手

法
。
数

名
の

学
生

が
明

確
な

目
標

を
掲

げ
、

１
つ

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

完
成

さ
せ

て
い

く
こ

と
で

、
実

社
会

で
真

に
役

立
つ

知
識

や
技

術
を

修
得

す
る

。
 

※
P
B
L
外

部
レ

ビ
ュ

ー
ア

：
産

技
大

の
実

施
す

る
P
B
L
学

修
に

対
し

て
、

産
業

界
の

目
線

か
ら

評
価

や
ア

ド
バ

イ
ス

等
を

受
け

る
目

的
で

、
企

業
等

か
ら

招
へ

い
す

る
外

部

評
価

者
 

 （
２

）
P
B
L
に

対
す

る
評

価
の

実
施

、
検

証
等

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
P
B
L
に

対
す

る
評

価
指

標
に

つ
い

て
、

A
I
I
T
高

度
専

門
職

人
材

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

委
員

会
に

お
い

て
検

討
し

、
P
B
L
受

講
前

の
学

生
に

対
し

て
の

調
査

に
よ

る
パ

ー
セ

プ
シ

ョ
ン

分
析

、
教

員
に

対
し

て
の

調
査

に
よ

る
P
B
L
実

施
体

制
に

関
す

る
評

価
、
修

了
す

る
学

生
に

対
し

て
の

調
査

に
よ

る
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

と
の

整
合

度
評

価
を

行

う
こ

と
で

、
各

P
B
L
の

評
価

を
行

う
こ

と
と

し
た

。
 

・
P
B
L
研

究
会

に
お

い
て

、
各

P
B
L
に

お
け

る
進

捗
や

課
題

を
教

員
間

で
共

有
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
担

当
教

員
・

履
修

学
生

双
方

の
視

点
か

ら
行

っ
た

P
B
L
活

動
の

評
価

結
果

を
、

P
B
L
検

討
部

会
に

よ
る

外
部

の
意

見
も

取
り

入
れ

な
が

ら
分

析
し

、
引

き
続

き
、

今
後

の

P
B
L
活

動
に

生
か

し
て

い
く

こ
と

と
し

た
。

 

・
P
B
L
研

究
会

を
通

じ
て

、
P
B
L
評

価
方

法
の

共
通

化
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

 （
３

）
P
B
L
成

果
報

告
書

の
作

成
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
2
0
2
3
 
A
I
I
T
 
P
B
L
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
成

果
発

表
会

を
受

け
、

成
果

報
告

書
を

作
成

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
P
B
L
成

果
報

告
書

の
公

開
に

向
け

、
引

き
続

き
検

討
を

行
う

こ
と

と
し

た
。

 

 

Ⅱ　東京都立産業技術大学院大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

　１　教育に関する目標を達成するための措置

－ 222 －



中
期

計
画

番
号

 

2
-
0
3

 
③

教
育

効
果

を
高

め
る

た
め

に
、
P
B
L
型

教
育

、
ケ

ー
ス

メ
ソ

ッ
ド

、
録

画
授

業
と

対
面

授
業

を
ブ

レ
ン

ド
し

た
教

育
手

法
な

ど
に

よ
る

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
、【

８
割

】
の

授

業
で

導
入

す
る

。
 

ま
た

、
教

育
の

質
保

証
と

成
果

の
可

視
化

の
た

め
に

交
付

す
る

デ
ィ

プ
ロ

マ
・

サ
プ

リ
メ

ン
ト

に
記

載
さ

れ
る

能
力

ダ
イ

ア
グ

ラ
ム

を
活

用
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

――
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

年
度

計
画

な
し

 

（
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

に
達

成
済

み
）
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大大
項項

目目
番番

号号
  

１１
３３
  

教教
育育

のの
実実

施施
体体

制制
等等

  
【

産
業

界
や

他
大

学
等

と
の

連

携
に

よ
る

教
育

実
施

体
制

の
整

備
、

都
立

大
及

び
高

専
と

の
連

携
】
 

１
 
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

教
育

の
実

施
体

制
等

に
関

す
る

目
標

を
達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

（
中
期
目
標
）
 

○
産
業
界
や
他

大
学
等
と
の
連

携
を

推
進

し
、

教
育

研
究

資
源

の
相

互
交

流
の

実
施

や
専

門
職

大
学

院
に
ふ

さ
わ

し
い

実
務

家
教

員
の

確
保

等
、

よ
り

実
践

的
・

効
果

的
な

教
育

を
行
う
体

制
を
整
備
す
る
。
 

○
東
京
都
立
大
学
及
び
東
京
都

立
産

業
技

術
高

等
専

門
学

校
と

の
連

携
を

強
化

し
、

教
育

研
究

内
容

の
幅
を

広
げ

る
。

 
 

中
期
計
画
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
 

自
己

評
価
 

（
２
）
教
育
の
実
施
体
制
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の

措
置

 

◇
産
業
界
や
他
大
学
等
と
の
連
携
に
よ
る
教
育
実
施
体
制
の
整
備

 

【
2
-
0
4
】
①
運
営
諮
問
会
議
か
ら
の
意
見
聴
取
や
、
P
B
L
検
討
部

会
及

び
外

部

レ
ビ
ュ
ー
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、
今
後
育
成
す
べ

き
人

材
像

を
見

極
め

な
が

ら
、

本
学

の
P
B
L
型

教
育

を
は

じ
め

と
す

る
教

育
内

容
・
方
法
の
改
善
を
行
う
。
ま
た
、
専
門
職
大
学

院
に

対
し

て
法

令
で
定
め
ら
れ
た
【
概
ね
３
割
以
上
】
の
実
務
家
教

員
を

計
画

的

に
確
保
す
る
と
と
も
に
、
社
会
情
勢
や
産
業
界
の

ニ
ー

ズ
を

的
確

に
反
映
す
べ
く
、
専
攻
及
び
研
究
科
の
教
育
体
制

の
在

り
方

に
つ

い
て
、
検
討
を
行
い
、
必
要
な
改
編
を
行
う
。
 

    【
2
-
0
5
】
②

第
２
期

e
n
P
i
T
に

参
加
す
る
な
ど
他
大
学
等
と
の

新
た

な
【

３
つ

以
上
】
の

連
携
事
業
の
実
施
や
、
都
関
係
機
関
等
と

の
教

育
研

究

に
つ
い
て

の
交
流
の
促
進
な
ど
に
よ
り
、
よ
り
一

層
効

果
的

な
教

育
を
行
う

体
制
を
整
備
す
る
。
 

                 

  【
2
-
0
4
】・

運
営

諮
問

会
議

の
諮

問
に

基
づ

き
、
教

育
体

制
の
在

り
方

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
と

と
も

に
、
平

成
2
9（

2
0
1
7
）
年

度

に
設

置
し

た
将

来
構

想
検

討
委

員
会

を
中

心
と
し

て
研

究
科

再
編

に
向

け
た

検
討

を
重

ね
、
令

和
２
（

2
0
2
0
）
年

４
月

に
情

報
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

専
攻

、
創

造
技

術
専
攻

の
２

専
攻

か
ら

１
専

攻
３

コ
ー

ス
へ

と
研

究
科

再
編

を
実

施
し

た
。

そ
の

際
、
社

会
情

勢
や

産
業

界
の

ニ
ー

ズ
を

反
映

し
、
企

業
に
お

け
る

新
規

事
業

開
発

や
起

業
・
創

業
・
事

業
承

継
を

担
う

人
材

を
育

成
す

る
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

る
事

業
設

計
工

学
コ

ー
ス

を
新

た
に

設
置

し
た

。
 

・
実

務
家

教
員

に
つ

い
て

、
概

ね
３

割
を

維
持

す
る

べ
く

計
画

的
な

採
用

を
実

施
し

た
。
（

図
表

2
-
0
4
）

 

  
 

 
 

＜
図

表
2-

04
　
実

務
家

教
員

割
合

＞
（単

位
：％

）

29
年

度
30

年
度

元
年

度
２
年

度
３
年

度
４
年

度

実
務

家
教

員
割

合
35

.7
%

39
.3
%

36
.7
%

36
.7
%

36
.7
%

37
.0
%
 

 
  【

2
-
0
5
】

以
下

の
他

大
学

等
と

の
新

た
な

取
組

を
実

施
し

、
K
P
I
で

あ
る

３
つ

以
上

の
連

携
事

業
を

達
成

し
た

。
 

・
文

部
科

学
省

補
助

事
業

「
第

２
期

e
n
P
i
T
」
（

成
長

分
野

を
支

え
る

情
報

技
術

人
材

の
育

成
拠

点
の

形
成

）
に

お
い

て
、

筑
波

大
学

や
公

立
は

こ
だ

て
未

来
大

学
等

と
連

携
し

、
社

会
や

ビ
ジ

ネ
ス

ニ
ー

ズ
に

対
す

る
実

用
的

な
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ

ン
と

し
て

の
ビ

ジ
ネ

ス
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
や

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

を
自

ら
提

案
、
開

発
し

、
顧

客
の

潜
在

的
要

求
を

満
た

す
こ

と
の

で
き

る
人

材
育

成
を

目
指

す
ビ

ジ
ネ

ス
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ン
分

野
を

担
当

し
た

。
同

事
業

の
実

施
に

当

た
っ

て
は

、
ア

ジ
ャ

イ
ル

開
発

手
法

や
産

技
大

の
P
B
L
型

教
育

を
取

り
入

れ
る

こ
と

で
チ

ー
ム

開
発

方
法

を
実

践
的

に

習
得

で
き

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

、
基

礎
知

識
学

習
用

の
ビ

デ
オ

教
材

を
連

携
校
・
参

加
校

に
提

供
す

る
と

と
も

に
、
P
B
L

基
礎
（

夏
合

宿
）
を

オ
ン

ラ
イ

ン
で

開
講

し
た

。
成

果
発

表
会
（

琉
球

大
学

と
の

共
催

）
や

F
D
セ

ミ
ナ

ー
（

教
員

や
連

携
企

業
を

対
象

）
を

通
じ

て
、

P
B
L
教

育
に

資
す

る
知

見
を

更
に

深
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
平
成

3
0（

2
0
1
8
）
年

度
に

締
結

し
た
「

品
川

区
と

産
業

技
術

大
学

院
大

学
と

の
連

携
・
協

力
に

関
す

る
包

括
協

定
」
を

契
機

に
、
品

川
区
と

同
様

に
包

括
協

定
を

締
結

し
て

い
る

区
内

大
学

が
加

盟
す

る
「

し
な

が
わ

大
学

連
携

推
進

協
議

会
」

に
参

画
し

た
。

加
盟

大
学

と
の

意
見

交
換

等
を

通
じ

、
連

携
を

深
め

た
。

 

・
令

和
元
（

2
0
1
9
）
年

に
B
I
N
U
S
大

学
（
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
）
と

包
括

協
定

を
締

結
し

、
国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
・
講
演

会
等

の
開

催
や

論
文

の
共

同
執

筆
等

を
行

い
、
共

同
研

究
推

進
に

よ
る

学
術

活
動

及
び

教
育

研
究

成
果

の
共

有
、
学

生
や

職

員
の

交
流

、
そ

の
他

の
学

術
的

協
力

を
通

じ
て

、
教

育
活

動
成

果
に

関
す

る
情

報
共

有
を

行
っ

た
。

 

・
文

部
科

学
省

補
助

事
業
「

大
学

改
革

推
進

等
補

助
金
（

デ
ジ

タ
ル

活
用

教
育

高
度

化
事

業
）『

デ
ジ

タ
ル

を
活

用
し

た
大

学
・
高

専
教

育
高

度
化

プ
ラ

ン
』
」
に

お
い

て
、
産

技
高

専
、
公

立
小

松
大

学
、
宮

城
大

学
等

と
連

携
し

、
技
能

教
育

に

係
る

デ
ジ

タ
ル

コ
ン

テ
ン

ツ
の

作
成

や
知

見
の
共

有
を

行
い

、
成

果
発

表
と

し
て

公
開

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

開
催

し
た

。
ま

た
、
公

立
小

松
大

学
及

び
宮

城
大

学
と

は
本

事
業

に
係

る
個

別
協

定
を

締
結

し
た

。
本

事
業

の
取

組
に

よ
り

、
新

た
な

技
能

の
創

出
が

図
れ

る
学

習
環

境
整

備
や

、
デ

ジ
タ

ル
コ

ン
テ

ン
ツ

を
効

果
的

に
組

み
合

わ
せ

た
教

授
法

に
関

す
る

知

見
の

整
理

を
実

施
し

た
と

と
も

に
、

参
加

機
関
間

の
連

携
が

深
ま

っ
た

。
 

A
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大大
項項

目目
番番

号号
  

１１
３３
  

教教
育育

のの
実実

施施
体体

制制
等等

  
【

産
業

界
や

他
大

学
等

と
の

連

携
に

よ
る

教
育

実
施

体
制

の
整

備
、

都
立

大
及

び
高

専
と

の
連

携
】
 

１
 
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

教
育

の
実

施
体

制
等

に
関

す
る

目
標

を
達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

（
中
期
目
標
）
 

○
産
業
界
や
他

大
学
等
と
の

連
携

を
推

進
し

、
教

育
研

究
資

源
の

相
互

交
流

の
実

施
や

専
門

職
大

学
院

に
ふ

さ
わ

し
い

実
務

家
教

員
の

確
保

等
、

よ
り

実
践

的
・

効
果

的
な

教
育

を
行
う
体

制
を
整
備
す
る
。
 

○
東
京
都
立
大
学
及
び
東
京

都
立

産
業

技
術

高
等

専
門

学
校

と
の

連
携

を
強

化
し

、
教

育
研

究
内

容
の

幅
を

広
げ

る
。

 
 

中
期
計
画
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
 

自
己

評
価
 

（
２
）
教
育
の
実
施
体
制
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の

措
置

 

◇
産
業
界
や
他
大
学
等
と
の
連
携
に
よ
る
教
育
実
施
体
制
の
整
備

 

【
2
-
0
4
】
①
運
営
諮
問
会
議
か
ら
の
意
見
聴
取
や
、
P
B
L
検
討
部

会
及

び
外

部

レ
ビ
ュ
ー
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、
今
後
育
成
す
べ

き
人

材
像

を
見

極
め

な
が

ら
、

本
学

の
P
B
L
型

教
育

を
は

じ
め

と
す

る
教

育
内

容
・
方
法
の
改
善
を
行
う
。
ま
た
、
専
門
職
大
学

院
に

対
し

て
法

令
で
定
め
ら
れ
た
【
概
ね
３
割
以
上
】
の
実
務
家
教

員
を

計
画

的

に
確
保
す
る
と
と
も
に
、
社
会
情
勢
や
産
業
界
の

ニ
ー

ズ
を

的
確

に
反
映
す
べ
く
、
専
攻
及
び
研
究
科
の
教
育
体
制

の
在

り
方

に
つ

い
て
、
検
討
を
行
い
、
必
要
な
改
編
を
行
う
。
 

    【
2
-
0
5
】
②

第
２
期

e
n
P
i
T
に

参
加
す
る
な
ど
他
大
学
等
と
の

新
た

な
【

３
つ

以
上
】
の

連
携
事
業
の
実
施
や
、
都
関
係
機
関
等

と
の

教
育

研
究

に
つ
い
て

の
交
流
の
促
進
な
ど
に
よ
り
、
よ
り
一

層
効

果
的

な
教

育
を
行
う

体
制
を
整
備
す
る
。
 

                 

  【
2
-
0
4
】・

運
営

諮
問

会
議

の
諮

問
に

基
づ

き
、
教

育
体

制
の
在

り
方

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
と

と
も

に
、
平

成
2
9（

2
0
1
7
）
年

度

に
設

置
し

た
将

来
構

想
検

討
委

員
会

を
中

心
と
し

て
研

究
科

再
編

に
向

け
た

検
討

を
重

ね
、
令

和
２
（

2
0
2
0
）
年

４
月

に
情

報
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

専
攻

、
創

造
技

術
専
攻

の
２

専
攻

か
ら

１
専

攻
３

コ
ー

ス
へ

と
研

究
科

再
編

を
実

施
し

た
。

そ
の

際
、
社

会
情

勢
や

産
業

界
の

ニ
ー

ズ
を

反
映

し
、
企

業
に
お

け
る

新
規

事
業

開
発

や
起

業
・
創

業
・
事

業
承

継
を

担
う

人
材

を
育

成
す

る
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

る
事

業
設

計
工

学
コ

ー
ス

を
新

た
に

設
置

し
た

。
 

・
実

務
家

教
員

に
つ

い
て

、
概

ね
３

割
を

維
持

す
る

べ
く

計
画

的
な

採
用

を
実

施
し

た
。
（

図
表

2
-
0
4
）

 

  
 

 
 

＜
図

表
2-

04
　
実

務
家

教
員

割
合

＞
（単

位
：％

）

29
年

度
30

年
度

元
年

度
２
年

度
３
年

度
４
年

度

実
務

家
教

員
割

合
35

.7
%

39
.3
%

36
.7
%

36
.7
%

36
.7
%

37
.0
%
 

 
  【

2
-
0
5
】

以
下

の
他

大
学

等
と

の
新

た
な

取
組

を
実

施
し

、
K
P
I
で

あ
る

３
つ

以
上

の
連

携
事

業
を

達
成

し
た

。
 

・
文

部
科

学
省

補
助

事
業

「
第

２
期

e
n
P
i
T
」
（

成
長

分
野

を
支

え
る

情
報

技
術

人
材

の
育

成
拠

点
の

形
成

）
に

お
い

て
、

筑
波

大
学

や
公

立
は

こ
だ

て
未

来
大

学
等

と
連

携
し

、
社

会
や

ビ
ジ

ネ
ス

ニ
ー

ズ
に

対
す

る
実

用
的

な
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ

ン
と

し
て

の
ビ

ジ
ネ

ス
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
や

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

を
自

ら
提

案
、
開

発
し

、
顧

客
の

潜
在

的
要

求
を

満
た

す
こ

と
の

で
き

る
人

材
育

成
を

目
指

す
ビ

ジ
ネ

ス
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ン
分

野
を

担
当

し
た

。
同

事
業

の
実

施
に

当

た
っ

て
は

、
ア

ジ
ャ

イ
ル

開
発

手
法

や
産

技
大

の
P
B
L
型

教
育

を
取

り
入

れ
る

こ
と

で
チ

ー
ム

開
発

方
法

を
実

践
的

に

習
得

で
き

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

、
基

礎
知

識
学

習
用

の
ビ

デ
オ

教
材

を
連

携
校
・
参

加
校

に
提

供
す

る
と

と
も

に
、
P
B
L

基
礎
（

夏
合

宿
）
を

オ
ン

ラ
イ

ン
で

開
講

し
た

。
成

果
発

表
会
（

琉
球

大
学

と
の

共
催

）
や

F
D
セ

ミ
ナ

ー
（

教
員

や
連

携
企

業
を

対
象

）
を

通
じ

て
、

P
B
L
教

育
に

資
す

る
知

見
を

更
に

深
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
平
成

3
0（

2
0
1
8
）
年

度
に

締
結

し
た
「

品
川

区
と

産
業

技
術

大
学

院
大

学
と

の
連

携
・
協

力
に

関
す

る
包

括
協

定
」
を

契
機

に
、
品

川
区
と

同
様

に
包

括
協

定
を

締
結

し
て

い
る

区
内

大
学

が
加

盟
す

る
「

し
な

が
わ

大
学

連
携

推
進

協
議

会
」

に
参

画
し

た
。

加
盟

大
学

と
の

意
見

交
換

等
を

通
じ

、
連

携
を

深
め

た
。

 

・
令

和
元
（

2
0
1
9
）
年

に
B
I
N
U
S
大

学
（
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
）
と

包
括

協
定

を
締

結
し

、
国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
・
講
演

会
等

の
開

催
や

論
文

の
共

同
執

筆
等

を
行

い
、
共

同
研

究
推

進
に

よ
る

学
術

活
動

及
び

教
育

研
究

成
果

の
共

有
、
学

生
や

職

員
の

交
流

、
そ

の
他

の
学

術
的

協
力

を
通

じ
て

、
教

育
活

動
成

果
に

関
す

る
情

報
共

有
を

行
っ

た
。

 

・
文

部
科

学
省

補
助

事
業
「

大
学

改
革

推
進

等
補

助
金
（

デ
ジ

タ
ル

活
用

教
育

高
度

化
事

業
）『

デ
ジ

タ
ル

を
活

用
し

た
大

学
・
高

専
教

育
高

度
化

プ
ラ

ン
』
」
に

お
い

て
、
産

技
高

専
、
公

立
小

松
大

学
、
宮

城
大

学
等

と
連

携
し

、
技
能

教
育

に

係
る

デ
ジ

タ
ル

コ
ン

テ
ン

ツ
の

作
成

や
知

見
の
共

有
を

行
い

、
成

果
発

表
と

し
て

公
開

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

開
催

し
た

。
ま

た
、
公

立
小

松
大

学
及

び
宮

城
大

学
と

は
本

事
業

に
係

る
個

別
協

定
を

締
結

し
た

。
本

事
業

の
取

組
に

よ
り

、
新

た
な

技
能

の
創

出
が

図
れ

る
学

習
環

境
整

備
や

、
デ

ジ
タ

ル
コ

ン
テ

ン
ツ

を
効

果
的

に
組

み
合

わ
せ

た
教

授
法

に
関

す
る

知

見
の

整
理

を
実

施
し

た
と

と
も

に
、

参
加

機
関
間

の
連

携
が

深
ま

っ
た

。
 

A
 

 

 

    ◇
東
京
都
立
大
学
及
び
東
京
都
立
産
業
技
術
高
等
専
門
学
校
と
の

連
携

 

【
2
-
0
6
】
③
東
京
都
立
大
学
及
び
東
京
都
立
産
業
技
術
高
等
専

門
学

校
と

連
携

し
、
海
外

交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
等
様
々

な
分

野
で

の
相

互
交
流
を

図
る
。
ま
た
、
更
な
る
連
携
を
促
進
す

る
た

め
に

、
法

人
や
法
人

内
の
教
育
研
究
機
関
と
協
力
し
、
課
題

の
検

証
を

踏
ま

え
つ
つ
、

新
た
な
連
携
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

進
め

る
。

 

・
令

和
３
（

2
0
2
1
）
年

度
に

都
立

八
丈

高
校

と
連
携

協
定

を
締

結
し

、
令

和
４
（

20
2
2
）
年

度
に

は
同

校
の

移
動

教
室

に

お
け

る
生

徒
の

見
学

受
け

入
れ

と
産

技
大

の
教

員
に

よ
る

高
校

生
向

け
講

演
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ

プ
と

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

や
ロ

ジ
カ

ル
シ

ン
キ

ン
グ

に
関

す
る

教
職

員
向

け
の

オ
ン

デ
マ

ン
ド

研
修

を
行

っ
た

。
 

  【
2
-
0
6
】
・

平
成

3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

か
ら

令
和

元
（

2
0
1
9
）
年

度
に

お
い

て
、
「

産
技

大
接

続
授

業
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
と

し
て

産
技

大

教
員

に
よ

る
「

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

」
及

び
「

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
特

論
Ⅱ

」
の

２
つ

の
授

業
を

産
技

高
専

に
提

供
し

た
。
 

・
令
和

２
（
2
0
2
0
）
年

度
よ

り
、「

大
学
・
高

専
連

携
事

業
基

金
」
事

業
に

お
い

て
、
産

技
大

の
教

員
が

産
技

高
専

教
員

及

び
産

技
高

専
専

攻
科

生
と

の
共

同
研

究
を

行
う
と

と
も

に
、
専

攻
科

生
を

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

と
し

て
受

け
入

れ
る

な

ど
、

産
技

高
専

と
の

連
携

を
強

化
し

た
。

 

・
令

和
２
（

2
0
2
0
）
年

度
に

採
択

さ
れ

た
文

科
省

補
助

事
業
「

大
学

改
革

推
進

等
補

助
金
（

デ
ジ

タ
ル

活
用

教
育

高
度

化

事
業

）『
デ

ジ
タ
ル

を
活

用
し

た
大

学
・
高

専
教

育
高

度
化

プ
ラ

ン
』
」
に

お
い

て
、
産

技
高

専
が

連
携

校
と

し
て

事
業

に
参

画
し

、
技

能
教

育
に

係
る

デ
ジ

タ
ル

コ
ン

テ
ン

ツ
の

作
成

な
ど

に
取

り
組

ん
だ

。
ま

た
、
産

技
大

が
開

催
し

た
本

事
業

に
係

る
公

開
フ

ォ
ー

ラ
ム

に
連

携
校

と
し

て
産

技
高

専
が

参
加

し
、

一
般

に
広

く
成

果
発

表
を

行
っ

た
。

 

  

第
三
期
中
期
目
標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
他
大
学
等
と
の
新
た
な
３
つ
以
上
の
連
携
事
業
を
実
施
す

る
目

標
に

つ
い

て
、

達
成

に
向

け
て

着
実

な
取

組
を

期
待

す
る

。
 

・
都
立
大
・
産
技
高
専
と
の
連
携
に
つ
い
て
、
更
な
る
取
組

強
化

を
期

待
す

る
。

特
に

、
都

立
大

と
の

更
な

る
連

携
が

進
む

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

  

認
証
評
価
 

機
関
の
評
価
 

［
認

証
評
価
機
関
］
一
般
社
団
法
人
日
本
技

術
者

教
育

認
定

機
構

（
J
A
B
E
E
）
［

受
審

年
度

］
H
2
9
 

 
［

評
価

対
象

期
間

］
H
2
5
-
H
2
9
 

 
 
［

認
証

評
価

の
種

類
］

分
野

別
（

創
造

技
術

専
攻

）
 

〇
主

な
優
れ
た
点
等
 

・
専

任
教
員
の
お
お
む
ね
３
割
以
上
が

1
0
年

以
上

の
実

務
経

験
を

有
す

る
実

務
家

教
員

で
あ

り
、

法
令

を
満

た
し

、
こ
れ

ら
の

教
員

は
実

務
経

験
に

則
し

た
担

当
科

目
を

も
っ

て
る

。
ま

た
、

事
務

組
織

に
お
い
て
は
、
首
都
大
学
東
京
、
都
と
の
関

連
（

派
遣

、
兼

担
、

事
務

分
掌

）
を

長
期

的
に

検
討

し
て

い
る

。
 

〇
主
な
改
善
を
要
す
る
点
等
 

・
5
0
代
以
上
の
専
任
教
員
が
年
々
増
加
し
て
い

る
。
今

後
に

向
け

て
は

人
事

の
年

代
バ

ラ
ン

ス
の

検
討

が
必

要
で

、
実

務
家

教
員

の
世

代
交

代
の

検
討

、
専

攻
の

中
核

と
な

り
こ

れ
を

牽
引

す
る

教
員

の
育

成
の
検
討
が
、
将
来
計
画
と
し
て
な
さ
れ
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

 

・
専
攻
会
議
は
存
立
根
拠
と
な
る
規
定
が
な
い

点
が

、
組

織
制

度
上

、
望

ま
し

く
な

い
。

 

［
認

証
評
価
機
関
］
公
益
財
団
法
人
大
学
基

準
協

会
（

J
U
A
A
）

 
 
 

 
 
 
［

受
審

年
度

］
R
1
 

 
［

評
価

対
象

期
間

］
H
2
5
-
R
1
 

 
 

［
認

証
評

価
の

種
類

］
機

関
別

 

〇
主

な
優
れ
た
点
等
 

・
法

令
等
で
求
め
ら
れ
る
専
任
教
員
数
を
満

た
し

て
お

り
、

実
務

家
教

員
等

に
つ

い
て

も
必

要
数

を
配

置
し

て
い

る
。

 

〇
主

な
改
善
を
要
す
る
点
等
 

・
大

学
と
し
て
の
求
め
る
教
員
像
や
教
員
組

織
の

編
制

方
針

が
定

め
ら

れ
て

い
る

と
は

言
え

ず
、

今
後

は
こ

れ
を

定
め

、
明

示
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
 

［
認

証
評
価
機
関
］
一
般
社
団
法
人
日
本
技

術
者

教
育

認
定

機
構

（
J
A
B
E
E
）
［

受
審

年
度

］
R
2
 

 
 
［

評
価

対
象

期
間

］
H
2
8
-
R
2
 

 
 

［
認

証
評

価
の

種
類

］
分

野
別

（
情

報
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

専
攻

）
 

〇
主

な
優
れ
た
点
等
 

・
各
教
員
が
担
当
専
門
分
野
に
関
し
、
高
度
の

指
導

能
力

を
備

え
て

い
る

。
特

に
、
研

究
活

動
以

上
に

教
育

活
動

に
高

い
意

識
と

実
績

を
持

つ
教

員
が

多
い

こ
と

は
、
特

筆
す

べ
き

で
あ

る
。
ま

た
、
1
5
名

の
専
任
教
員
の
う
ち
、
５
名
が

1
5
年
以
上

の
実

務
経

験
を

有
し

て
お

り
、

実
務

経
験

と
の

関
連

が
認

め
ら

れ
る

授
業

科
目

を
担

当
し

て
い

る
。
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［
認

証
評
価
機
関
］
一
般
社
団
法
人
日
本
技

術
者

教
育

認
定

機
構

（
J
A
B
E
E
）
［

受
審

年
度

］
R
4
 

 
 
［

評
価

対
象

期
間

］
R
2
-
R
3
 

 
 
 
［

認
証

評
価

の
種

類
］

分
野

別
（

産
業

技
術

専
攻

）
 

〇
主

な
優
れ
た
点
等
 

・
教
育
組
織
編
成
に
つ
い
て
は
、
実
務
家
教
員

の
確

保
、
年

齢
バ

ラ
ン

ス
の

考
慮

、
専

任
教

員
の

各
種

運
営

委
員

の
担

当
、
専

任
教

員
で

構
成

さ
れ

る
専

攻
会

議
の

開
催

、
な

ど
が

行
わ

れ
、
有

効
に

機
能

し
て
い
る
。
な
お
、
2
7
名
の
専
任
教
員
の
う

ち
、
９

名
が

実
務

家
教

員
で

あ
り

、
実

務
経

験
と

の
関

連
が

認
め

ら
れ

る
授

業
科

目
を

担
当

し
て

い
る

。
ま

た
、
教

育
に

高
い

意
識

と
実

績
を

持
つ

教
員

が

多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
 

 

年
度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
2
-
0
4
】・

平
成

3
2
年
４
月
に
新
た
な
教
育
体
制
の
導
入

を
目

指
し

、
新

設
し

た
将

来
構

想
検

討
委

員
会

に

お
い
て
検
討
し
た
。
 

・
実
務
家
教
員
割
合
【
３
割
】
を
維
持
し
た
。

 

【
2
-
0
5
】
他
大
学
と
連
携
し
、
文
部
科
学
省
補
助
事
業
の

e
n
P
i
T
（

第
２

期
）

を
実

施
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
第

1
期

e
n
P
i
T
の

知
見
を

生
か

し
て

、
第

2
期

e
n
P
i
T
が

遂
行

さ
れ

て
お

り
、
新

規
参

加
校

と
と

も
に

取

組
を

充
実

さ
せ

て
い

る
点

が
評

価
で

き
る

。
 

3
0  

【
2
-
0
4
】
将
来
構
想
検
討
委
員
会
を
中
心
に
、
研
究
科
再

編
に

向
け

検
討

を
重

ね
、
検

討
の

結
果

を
反

映
し

、

事
前

相
談
書
類
を
文
部
科
学
省
に
提
出
し
た
。

 

【
2
-
0
5
】
・
参
加

校
を
１
校
か
ら
計

7
校
へ
と
大
幅
に

増
や

し
、

他
校

と
連

携
し

文
部

科
学

省
補

助
事

業
の

e
n
P
i
T
（
第
２
期
）
を
実
施
し
た
。
 

・
品

川
区

と
の
包

括
協
定

を
締
結

し
て
い

る
大
学

間
で

の
連
携
を

目
的
に

「
し
な

が
わ
大

学
連

携

推
進
協
議
会
」
に
加
盟
し
た
。
 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
第

２
期

e
n
P
i
T「

成
長

分
野

を
支

え
る

情
報

技
術

人
材

の
育

成
拠

点
の

形
成

」
に

つ
い

て
、
参

加
校

が
１

校
か

ら
７

校
へ

と
拡

大
す

る
な

ど
、
第

１
期

で
培

っ
た

教
材

や
ノ

ウ
ハ

ウ
を

活
用

し
、
着

実
に

事
業

を
発

展
さ

せ
て

い
る

。
 

・
首

都
大

及
び

産
技

高
専

と
の

連
携

強
化

が
期

待
さ

れ
る

。
 

元  

【
2
-
0
4
】
・
研
究

科
再
編
に
係
る
設
置
届
出
を
文
部
科
学
省

に
提

出
し

た
。

 

・
実
務
家
教
員
割
合
【
３
割
以
上
】
を
維
持
し
た

。
 

【
2
-
0
5
】
他
校
と
連
携
し
文
部
科
学
省
補
助
事
業
の
第
２

期
e
n
P
i
T
を

実
施

し
た

。
 

【
2
-
0
6
】
産
技
高
専
に
お
い
て
産
技
大
の
教
員
が
２
科

目
の

授
業

を
実

施
す

る
な

ど
、
産

技
高

専
と

の
連

携

強
化

に
つ
な
げ
た
。
 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
第

２
期

e
n
P
i
T
、
A
I
I
T
起

業
塾

な
ど

、
他

大
学
と

連
携

し
た

事
業

を
通

じ
て

、
産

技
大

の
知

見
や

資
源

を

有
効

に
活

用
し

た
特

色
あ

る
事

業
が

行
わ

れ
て

い
る

。
 

２ 

【
2
-
0
4
】
・
実
務

家
教
員
割
合
【
３
割
以
上
】
を
維
持
し
た

。
 

・
文

部
科

学
省
の

公
募
事

業
で
あ

る
「
大

学
改
革

推
進

等
補
助
金

（
デ
ジ

タ
ル
活

用
教
育

高
度

化

事
業
）
『
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
大
学
・
高

専
教

育
高

度
化

プ
ラ

ン
』
」

に
採

択
さ

れ
た

。
 

【
2
-
0
5
】
他
校
と
連
携
し
文
部
科
学
省
補
助
事
業
の
第

２
期

e
n
P
i
T
を

実
施

し
た

。
 

【
2
-
0
6
】
大
学
・
高
専
連
携
基
金
事
業
の
共
同
研
究
を

実
施

す
る

な
ど
、
産

技
高

専
と

の
連

携
強

化
に

つ
な

げ
た

。
 

【 【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
研

究
科

再
編

後
の

教
育

研
究

に
お

け
る

産
業

界
と

の
連

携
の

あ
り

方
に

つ
い

て
、
事

業
設

計
工

学
コ

ー
ス

修
了

後
に

お
け

る
ア

ク
セ

ラ
レ

ー
タ

プ
ロ

グ
ラ

ム
実

施
に

関
す

る
検

討
が

進
め

ら
れ

る
な

ど
、
運

営
諮

問

会
議

か
ら

の
提

言
を

踏
ま

え
、

具
体

的
な

取
組

が
推

進
さ

れ
た

。
 

・
文

部
科

学
省
の

公
募

事
業

「
大

学
改

革
推

進
等

補
助

金
（

デ
ジ

タ
ル

活
用
教

育
高

度
化

事
業

）
『

デ
ジ

タ

ル
を

活
用

し
た
大

学
・

高
専

教
育

高
度

化
プ

ラ
ン

』
」

に
、

公
立

大
学

で
唯

一
採
択

さ
れ

、
法
人

の
設

立

以
来

最
も

大
き

な
金

額
の

外
部

資
金

を
獲

得
し

た
。

 

・
対

面
実

習
が

必
要

と
さ

れ
る

技
能

教
育

に
つ

い
て

は
、

遠
隔

教
育

が
容

易
で

な
い

こ
と

が
想

像
さ

れ
る

。

効
率

的
な

遠
隔

教
育

方
法

の
開

発
に

向
け

て
、

成
果

が
上

が
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

・
都

立
大
・
産

技
高

専
と

の
連

携
に

つ
い

て
、
更

な
る

取
組

強
化

を
期

待
す

る
。
特

に
、
都

立
大

と
の

更
な

る
連

携
が

進
む

こ
と

を
期

待
す

る
。

  

３ 

【
2
-
0
4
】
実
務
家
教
員
割
合
【
３
割
以
上
】
を
維
持
し
た

。
 

【
2
-
0
5
】
文

部
科

学
省
補

助
事
業

「
大
学

改
革
推

進
等
補

助
金
（

デ
ジ
タ

ル
活
用

教
育
高

度
化
事

業
）
『

デ

ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
大
学
・
高
専
教
育
高
度

化
プ

ラ
ン

』
」（

令
和

３
（

2
0
2
1
）
年

度
に

繰
越

）
を

連
携

校
等
と
協
力
し
て
実
施
し
た
。
過
年
度
ま

で
の

第
２

期
e
n
P
i
T
の

実
施

及
び

B
I
N
U
S
大

学
と

の
連
携
事
業
と
合
わ
せ
て
合
計
【
３
つ
】
の

連
携

事
業

を
達

成
し

た
。

 

【
2
-
0
6
】
「

大
学

・
高

専
連

携
基
金

」
事
業

の
共
同

研
究
を

実
施
す

る
な
ど

、
産
技

高
専
と

の
連
携

強
化

に

つ
な
げ
た
。
 

【 【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
文

部
科

学
省

の
補

助
事
業

に
よ

り
、
学

内
の

教
室

か
ら

の
参

加
者

と
オ

ン
ラ

イ
ン

参
加

者
の

コ
ラ

ボ
レ

ー

シ
ョ

ン
を

円
滑

に
す

る
ツ

ー
ル

を
各

教
室

に
導

入
す

る
な

ど
、

学
修

環
境

の
充

実
を

推
進

し
た

。
ま

た
、

本
事

業
の

成
果

発
表

の
一

環
と

し
て

、
他

大
学

と
連

携
し

た
公

開
F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
開

催
し

、
デ

ジ
タ

ル
を

活
用

し
た

教
育

の
高

度
化

に
関

す
る

知
見

を
共

有
し

た
。

 

・
B
I
N
U
S
大

学
(
イ

ン
ド
ネ

シ
ア

)
と

の
包

括
協

定
に

基
づ

き
、
国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

実
施

す
る

な
ど

、
教

育
成

果
等

に
関

す
る

情
報

を
共

有
し

た
。

 

・
産

技
高

専
と

の
共

同
研

究
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
同

校
専

攻
科

生
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
受

け
入

れ
、

受
入

学
生

が
学

会
発

表
を

行
う

な
ど

、
産

技
高

専
と

の
連

携
を

強
化

し
た

。
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［
認

証
評
価
機
関
］
一
般
社
団
法
人
日
本
技

術
者

教
育

認
定

機
構

（
J
A
B
E
E
）
［

受
審

年
度

］
R
4
 

 
 
［

評
価

対
象

期
間

］
R
2
-
R
3
 

 
 
 
［

認
証

評
価

の
種

類
］

分
野

別
（

産
業

技
術

専
攻

）
 

〇
主
な
優
れ
た
点
等
 

・
教

育
組
織
編
成
に
つ
い
て
は
、
実
務
家
教

員
の

確
保

、
年

齢
バ

ラ
ン

ス
の

考
慮

、
専

任
教

員
の

各
種

運
営

委
員

の
担

当
、
専

任
教

員
で

構
成

さ
れ

る
専

攻
会

議
の

開
催

、
な

ど
が

行
わ

れ
、
有

効
に

機
能

し
て
い
る
。
な
お
、
2
7
名
の
専
任
教
員
の

う
ち

、
９

名
が

実
務

家
教

員
で

あ
り

、
実

務
経

験
と

の
関

連
が

認
め

ら
れ

る
授

業
科

目
を

担
当

し
て

い
る

。
ま

た
、
教

育
に

高
い

意
識

と
実

績
を

持
つ

教
員

が

多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
 

 

年
度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
2
-
0
4
】・

平
成

3
2
年
４
月
に
新
た
な
教
育
体
制
の
導
入

を
目

指
し

、
新

設
し

た
将

来
構

想
検

討
委

員
会

に

お
い
て
検
討
し
た
。
 

・
実
務
家
教
員
割
合
【
３
割
】
を
維
持
し
た
。

 

【
2
-
0
5
】
他
大
学
と
連
携
し
、
文
部
科
学
省
補
助
事
業

の
e
n
P
i
T
（

第
２

期
）

を
実

施
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
第

1
期

e
n
P
i
T
の

知
見
を

生
か

し
て

、
第

2
期

e
n
P
i
T
が

遂
行

さ
れ

て
お

り
、
新

規
参

加
校

と
と

も
に

取

組
を

充
実

さ
せ

て
い

る
点

が
評

価
で

き
る

。
 

3
0  

【
2
-
0
4
】
将
来
構
想
検
討
委
員
会
を
中
心
に
、
研
究
科
再

編
に

向
け

検
討

を
重

ね
、
検

討
の

結
果

を
反

映
し

、

事
前

相
談
書
類
を
文
部
科
学
省
に
提
出
し
た
。

 

【
2
-
0
5
】
・
参
加

校
を
１
校
か
ら
計

7
校
へ
と
大
幅
に

増
や

し
、

他
校

と
連

携
し

文
部

科
学

省
補

助
事

業
の

e
n
P
i
T
（
第
２
期
）
を
実
施
し
た
。
 

・
品

川
区

と
の
包

括
協
定

を
締
結

し
て
い

る
大
学

間
で

の
連
携
を

目
的
に

「
し
な

が
わ
大

学
連

携

推
進
協
議
会
」
に
加
盟
し
た
。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
第

２
期

e
n
P
i
T「

成
長

分
野

を
支

え
る

情
報

技
術

人
材

の
育

成
拠

点
の

形
成

」
に

つ
い

て
、
参

加
校

が
１

校
か

ら
７

校
へ

と
拡

大
す

る
な

ど
、
第

１
期

で
培

っ
た

教
材

や
ノ

ウ
ハ

ウ
を

活
用

し
、
着

実
に

事
業

を
発

展
さ

せ
て

い
る

。
 

・
首

都
大

及
び

産
技

高
専

と
の

連
携

強
化

が
期

待
さ

れ
る

。
 

元  

【
2
-
0
4
】
・
研
究

科
再
編
に
係
る
設
置
届
出
を
文
部
科
学
省

に
提

出
し

た
。

 

・
実
務
家
教
員
割
合
【
３
割
以
上
】
を
維
持
し
た

。
 

【
2
-
0
5
】
他
校
と
連
携
し
文
部
科
学
省
補
助
事
業
の
第
２

期
e
n
P
i
T
を

実
施

し
た

。
 

【
2
-
0
6
】
産
技
高
専
に
お
い
て
産
技
大
の
教
員
が
２
科

目
の

授
業

を
実

施
す

る
な

ど
、
産

技
高

専
と

の
連

携

強
化

に
つ
な
げ
た
。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
第

２
期

e
n
P
i
T
、
A
I
I
T
起

業
塾

な
ど

、
他

大
学
と

連
携

し
た

事
業

を
通

じ
て

、
産

技
大

の
知

見
や

資
源

を

有
効

に
活

用
し

た
特

色
あ

る
事

業
が

行
わ

れ
て

い
る

。
 

２ 

【
2
-
0
4
】
・
実
務

家
教
員
割
合
【
３
割
以
上
】
を
維
持
し
た

。
 

・
文

部
科

学
省
の

公
募
事

業
で
あ

る
「
大

学
改
革

推
進

等
補
助
金

（
デ
ジ

タ
ル
活

用
教
育

高
度

化

事
業
）
『
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
大
学
・
高
専

教
育

高
度

化
プ

ラ
ン

』
」

に
採

択
さ

れ
た

。
 

【
2
-
0
5
】
他
校
と
連
携
し
文
部
科
学
省
補
助
事
業
の
第
２

期
e
n
P
i
T
を

実
施

し
た

。
 

【
2
-
0
6
】
大
学
・
高
専
連
携
基
金
事
業
の
共
同
研
究
を

実
施

す
る

な
ど
、
産

技
高

専
と

の
連

携
強

化
に

つ
な

げ
た

。
 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
研

究
科

再
編

後
の

教
育

研
究

に
お

け
る

産
業

界
と

の
連

携
の

あ
り

方
に

つ
い

て
、
事

業
設

計
工

学
コ

ー
ス

修
了

後
に

お
け

る
ア

ク
セ

ラ
レ

ー
タ

プ
ロ

グ
ラ

ム
実

施
に

関
す

る
検

討
が

進
め

ら
れ

る
な

ど
、
運

営
諮

問

会
議

か
ら

の
提

言
を

踏
ま

え
、

具
体

的
な

取
組

が
推

進
さ

れ
た

。
 

・
文

部
科

学
省
の

公
募

事
業

「
大

学
改

革
推

進
等

補
助

金
（

デ
ジ

タ
ル

活
用
教

育
高

度
化

事
業

）
『

デ
ジ

タ

ル
を

活
用

し
た
大

学
・

高
専

教
育

高
度

化
プ

ラ
ン

』
」

に
、

公
立

大
学

で
唯

一
採
択

さ
れ

、
法
人

の
設

立

以
来

最
も

大
き

な
金

額
の

外
部

資
金

を
獲

得
し

た
。

 

・
対

面
実

習
が

必
要

と
さ

れ
る

技
能

教
育

に
つ

い
て

は
、

遠
隔

教
育

が
容

易
で

な
い

こ
と

が
想

像
さ

れ
る

。

効
率

的
な

遠
隔

教
育

方
法

の
開

発
に

向
け

て
、

成
果

が
上

が
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

・
都

立
大
・
産

技
高

専
と

の
連

携
に

つ
い

て
、
更

な
る

取
組

強
化

を
期

待
す

る
。
特

に
、
都

立
大

と
の

更
な

る
連

携
が

進
む

こ
と

を
期

待
す

る
。
  

３ 

【
2
-
0
4
】
実
務
家
教
員
割
合
【
３
割
以
上
】
を
維
持
し
た

。
 

【
2
-
0
5
】
文

部
科

学
省
補

助
事
業

「
大
学

改
革
推

進
等
補

助
金
（

デ
ジ
タ

ル
活
用

教
育
高

度
化
事

業
）
『

デ

ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
大
学
・
高
専
教
育
高
度

化
プ

ラ
ン

』
」（

令
和

３
（

2
0
2
1
）
年

度
に

繰
越

）
を

連
携

校
等
と
協
力
し
て
実
施
し
た
。
過
年
度
ま

で
の

第
２

期
e
n
P
i
T
の

実
施

及
び

B
I
N
U
S
大

学
と

の
連
携
事
業
と
合
わ
せ
て
合
計
【
３
つ
】
の

連
携

事
業

を
達

成
し

た
。

 

【
2
-
0
6
】
「

大
学

・
高

専
連

携
基
金

」
事
業

の
共
同

研
究
を

実
施
す

る
な
ど

、
産
技

高
専
と

の
連
携

強
化

に

つ
な
げ
た
。
 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
文

部
科

学
省

の
補

助
事
業

に
よ

り
、
学

内
の

教
室

か
ら

の
参

加
者

と
オ

ン
ラ

イ
ン

参
加

者
の

コ
ラ

ボ
レ

ー

シ
ョ

ン
を

円
滑

に
す

る
ツ

ー
ル

を
各

教
室

に
導

入
す

る
な

ど
、

学
修

環
境

の
充

実
を

推
進

し
た

。
ま

た
、

本
事

業
の

成
果

発
表

の
一

環
と

し
て

、
他

大
学

と
連

携
し

た
公

開
F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
開

催
し

、
デ

ジ
タ

ル
を

活
用

し
た

教
育

の
高

度
化

に
関

す
る

知
見

を
共

有
し

た
。

 

・
B
I
N
U
S
大

学
(
イ

ン
ド
ネ

シ
ア

)
と

の
包

括
協

定
に

基
づ

き
、
国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

実
施

す
る

な
ど

、
教

育
成

果
等

に
関

す
る

情
報

を
共

有
し

た
。

 

・
産

技
高

専
と

の
共

同
研

究
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
同

校
専

攻
科

生
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
受

け
入

れ
、

受
入

学
生

が
学

会
発

表
を

行
う

な
ど

、
産

技
高

専
と

の
連

携
を

強
化

し
た

。
 

・
産

技
高

専
を

含
む

高
専

か
ら

の
令

和
４

年
度

の
入

学
者

が
い

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
産

技
高

専
と

の
連

携

を
加

速
す

る
取

組
を

期
待

し
た

い
。

 

４  

【
2
-
0
4
】
実
務
家
教
員
割
合
【
３
割
以
上
】
を
維
持
し
た

。
 

【
2
-
0
5
】
都
産
技
研
セ
ン
タ
ー
主
催
イ
ベ
ン
ト
で
の
研
究

発
表

等
に

加
え

、
文

科
省

D
X
補

助
事

業
に

お
け

る
他
大
学
等
と
の
連
携
や
、
連
携
協
定
に
基

づ
く

都
立

八
丈

高
校

と
の

交
流

を
実

施
し

た
。

 

【
2
-
0
6
】
「

大
学

・
高

専
連

携
基
金

」
事
業

で
の
共

同
研
究

、
産
技

高
専
専

攻
科
生

の
イ
ン

タ
ー
ン

シ
ッ

プ

受
け
入

れ
や

G
C
P
事
業
へ
の
学
生
参
加
等
を
通

じ
て

、
産

技
高

専
と

の
連

携
が

強
化

さ
れ

た
。

 

―
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中
期

計
画

番
号

 

2
-
0
4
 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

教
育

の
実

施
体

制
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
産

業
界

や
他

大
学

等
と

の
連

携
に

よ
る

教
育

実
施

体
制

の
整

備
 

①
運

営
諮

問
会

議
か

ら
の

意
見

聴
取

や
、

P
B
L
検

討
部

会
及

び
外

部
レ

ビ
ュ

ー
の

実
施

な
ど

に
よ

り
、

今
後

育
成

す
べ

き
人

材
像

を
見

極
め

な
が

ら
、

本
学

の
P
B
L
型

教
育

を
は

じ
め

と

す
る

教
育

内
容

・
方

法
の

改
善

を
行

う
。

 

ま
た

、
専

門
職

大
学

院
に

対
し

て
法

令
で

定
め

ら
れ

た
【

概
ね

３
割

以
上

】
の

実
務

家
教

員
を

計
画

的
に

確
保

す
る

と
と

も
に

、
社

会
情

勢
や

産
業

界
の

ニ
ー

ズ
を

的
確

に
反

映
す

べ
く

、
専

攻
及

び
研

究
科

の
教

育
体

制
の

在
り

方
に

つ
い

て
、

検
討

を
行

い
、

必
要

な
改

編
を

行
う

。
 

自自
己己

評評
価価
  

AA
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
産

技
大

の
教

育
体

制
に

産
業

界

の
ニ

ー
ズ

を
反

映
す

る
た

め
、
運

営
諮

問
会

議
か

ら
の

提
言

を
得

る
。

 

                        （
２

）
◆

【
継

続
】

P
B
L
検

討
部

会
の

着
実

な

開
催

や
P
B
L
外

部
評

価
レ

ビ
ュ

ー
ア

の

活
用

に
よ

り
産

業
界

の
意

見
等

を
く

み
上

げ
る

と
と

も
に

、
P
B
L
型

教
育

に

関
す

る
検

証
・
改

善
を

行
い

、
P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
の

仕
組

み
を

充
実

さ
せ

る
。

（
2
-
0
2
再

掲
）

 

（
１

）
産

業
界

ニ
ー

ズ
の

教
育

体
制

へ
の

反
映

 
 

①
運

営
諮

問
会

議
か

ら
の

提
言

獲
得

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
産

技
大

が
取

り
組

む
べ

き
課

題
に

対
す

る
諮

問
を

取
り

ま
と

め
、
産

業
界

の
ニ

ー
ズ

を
汲

み
取

る
べ

く
、
教

育
課

程
連

携
協

議
会

と
し

て
の

機
能

を
持

つ
運

営
諮

問
会

議

及
び

実
務

担
当

者
会

議
に

お
い

て
検

討
し

た
。

 

（
参

考
）

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

諮
問

：
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

推
進

に
向

け
た

出
口

の
質

保
証

と
、

修
了

後
も

学
び

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
体

制
づ

く
り

に
つ

い
て

 

開
催

実
績

：
運

営
諮

問
会

議
 
 
（

第
3
3
回

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
６

月
3
0
日

、
第

3
4
回

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
３

月
1
5
日

）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

実
務

担
当

者
会

議
（

第
4
0
回

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
1
0
月

５
日

、
第

4
1
回

1
1
月

1
6
日

、
第

4
2
回

1
2
月

2
1
日

）
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
前

述
の

諮
問

に
対

す
る

運
営

諮
問

会
議

か
ら

の
答

申
を

基
に

、
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

の
教

育
体

制
に

お
い

て
具

体
的

な
取

組
を

検
討

、
実

施
す

る
。

 

 

②
提

言
の

教
育

体
制

へ
の

反
映

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

の
諮

問
に

対
す

る
運

営
諮

問
会

議
か

ら
の

答
申

に
対

し
て

大
学

と
し

て
取

組
を

推
進

し
た

。
 

（
参

考
）

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

諮
問

：
2
0
5
0
年

の
地

球
環

境
を

視
野

に
入

れ
た

サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

な
社

会
を

実
現

す
る

た
め

の
社

会
人

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
に

つ
い

て
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

学
生

の
「

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
」
に

関
す

る
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

向
上

の
機

会
を

提
供

す
べ

く
オ

ン
ラ

イ
ン

を
活

用
し

て
海

外
と

共
同

で
行

う
P
B
L
を

実
施

し
た

。
ま

た
、
社

会
人

が
修

了
後

も
学

び
を

継
続

で
き

る
体

制
と

し
て

、
公

開
講

座
「

A
I
I
T
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
等

を
オ

ン
ラ

イ
ン

で
開

講
し

、
1
,
3
7
9
人

の
延

べ
参

加

者
（

視
聴

回
数

）
を

集
め

た
。

 

 

③
実

務
家

教
員

の
確

保
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
専

門
職

大
学

院
に

対
し

て
法

令
で

定
め

ら
れ

た
概

ね
３

割
以

上
の

実
務

家
教

員
を

確
保

す
べ

く
、

計
画

的
に

採
用

活
動

を
実

施
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
全

体
の

教
員

数
に

占
め

る
実

務
家

教
員

数
の

比
率

に
お

い
て

、
継

続
し

て
３

割
以

上
を

維
持

し
た

。
 

 （
２

）
P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
の

仕
組

み
の

充
実

【
中

期
計

画
番

号
2
－

0
2
参

照
 

（
要

点
）

 

・
P
B
L
検

討
部

会
を

年
４

回
実

施
し

た
。

 

・
P
B
L
外

部
レ

ビ
ュ

ー
ア

か
ら

の
意

見
を

適
宜

反
映

さ
せ

な
が

ら
、

学
生

が
P
B
L
活

動
を

進
め

ら
れ

る
体

制
を

維
持

し
た

。
 

・
担

当
教

員
・

履
修

学
生

双
方

の
視

点
か

ら
の

P
B
L
活

動
の

評
価

方
法

を
見

直
し

た
。
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中
期

計
画

番
号

 

2
-
0
5

 
②

第
２

期
e
n
P
i
T
に

参
加

す
る

な
ど

他
大

学
等

と
の

新
た

な
【

３
つ

以
上

】
の

連
携

事
業

の
実

施
や

、
都

関
係

機
関

等
と

の
教

育
研

究
に

つ
い

て
の

交
流

の
促

進
な

ど
に

よ
り

、
よ

り
一

層
効

果
的

な
教

育
を

行
う

体
制

を
整

備
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

AA
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
都

立
産

業
技

術
研

究
セ

ン
タ

ー

等
の

関
係

機
関

と
の

連
携

の
強

化
に

向
け

、
交

流
を

促
進

す
る

。
 

（
１

）
関

係
機

関
と

の
連

携
強

化
、

交
流

促
進

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
東

京
都

立
産

業
技

術
研

究
セ

ン
タ

ー
主

催
の

「
T
I
R
I
ク

ロ
ス

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

2
0
2
2
」
（

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
1
0
月

1
9
日

～
2
1
日

、
会

場
開

催
）

に
参

加
し

た
。

 

①
研

究
発

表
 

担
当

教
員

：
張

 
晁

逢
 

助
教

 

テ
ー

マ
 

：
「
「

A
I
技

術
を

用
い

た
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

 
研

修
用

教
育

シ
ス

テ
ム

の
開

発
」

 

②
パ

ネ
ル

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

 

テ
ー

マ
：
「

製
造

D
X
 
-
A
I
や

I
o
T
の

活
用

に
つ

い
て

改
め

て
考

え
る

-
」

 

参
 

加
：

橋
本

 
洋

志
 

学
長

（
パ

ネ
リ

ス
ト

）
 

・
東

京
都

立
産

業
技

術
研

究
セ

ン
タ

ー
よ

り
、

O
P
I
企

画
経

営
委

員
会

の
外

部
委

員
１

名
を

受
け

入
れ

た
。

 

・
履

修
証

明
プ

ロ
グ

ラ
ム

「
A
I
I
T
シ

ニ
ア

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
東

京
テ

ッ
ク

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
プ

ロ
グ

ラ
ム

）
」

に
お

い
て

、
東

京
都

立
産

業
技

術
研

究
セ

ン

タ
ー

と
連

携
し

、
現

場
実

習
を

実
施

し
た

。
 

・
文

部
科

学
省

補
助

事
業

「
大

学
改

革
推

進
等

補
助

金
（

デ
ジ

タ
ル

活
用

教
育

高
度

化
事

業
）
『

デ
ジ

タ
ル

を
活

用
し

た
大

学
・

高
専

教
育

高
度

化
プ

ラ
ン

』
」

に
お

い
て

、

宮
城

大
学

及
び

公
立

小
松

大
学

と
連

携
し

、
デ

ジ
タ

ル
コ

ン
テ

ン
ツ

の
作

成
等

を
行

っ
た

。
 

・
都

立
八

丈
高

等
学

校
と

の
連

携
協

定
に

基
づ

き
、
同

校
の

移
動

教
室

の
一

環
と

し
て

生
徒

４
名
・
教

員
１

名
に

よ
る

大
学

訪
問

を
受

け
入

れ
、
施

設
案

内
及

び
講

義
を

行

っ
た

。
 

講
義

テ
ー

マ
：
「

デ
ジ

タ
ル

時
代

の
教

養
～

社
会

×
人

間
×

デ
ジ

タ
ル

技
術

～
」

 

 
 

講
 

師
：

橋
本

 
洋

志
 

学
長

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
イ

ベ
ン

ト
参

加
や

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

お
け

る
教

育
研

究
活

動
に

関
す

る
連

携
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
文

部
科

学
省

補
助

事
業
「

大
学

改
革

推
進

等
補

助
金
（

デ
ジ

タ

ル
活

用
教

育
高

度
化

事
業

）『
デ

ジ
タ

ル
を

活
用

し
た

大
学
・
高

専
教

育
高

度
化

プ
ラ

ン
』
」
や

連
携

協
定

に
基

づ
い

た
他

大
学

等
と

の
事

業
を

実
施

し
た

こ
と

で
、
連

携

が
強

化
さ

れ
、

交
流

が
更

に
促

進
さ

れ
た

。
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中
期

計
画

番
号

 

2
-
0
6

 
◇

東
京

都
立

大
学

及
び

東
京

都
立

産
業

技
術

高
等

専
門

学
校

と
の

連
携

 

③
東

京
都

立
大

学
及

び
東

京
都

立
産

業
技

術
高

等
専

門
学

校
と

連
携

し
、

海
外

交
流

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

す
る

等
様

々
な

分
野

で
の

相
互

交
流

を
図

る
。

 

ま
た

、
更

な
る

連
携

を
促

進
す

る
た

め
に

、
法

人
や

法
人

内
の

教
育

研
究

機
関

と
協

力
し

、
課

題
の

検
証

を
踏

ま
え

つ
つ

、
新

た
な

連
携

の
在

り
方

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

AA
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
東

京
都

立
産

業
技

術
高

等
専

門

学
校

を
は

じ
め

と
し

た
高

等
専

門
学

校
出

身
者

の
確

保
に

向
け

、
多

く
の

チ

ャ
ネ

ル
を

通
じ

て
入

試
等

の
情

報
提

供
を

積
極

的
に

行
う

。
 

        （
２

） 【
継

続
】
高

専
と

の
新

た
な

教
育

連
携

に

つ
い

て
検

討
す

る
と

と
も

に
、

大
学

・

高
専

連
携

基
金

事
業

に
お

け
る

共
同

研
究

を
推

進
す

る
。

 

                     

（
１

）
高

専
出

身
者

の
確

保
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
都

内
の

高
専

に
高

専
専

攻
科

対
象

推
薦

入
試

の
案

内
を

送
付

し
た

。
 

・
東

京
都

立
産

業
技

術
高

等
専

門
学

校
の

２
キ

ャ
ン

パ
ス

そ
れ

ぞ
れ

に
個

別
案

内
を

送
る

と
と

も
に

、
高

専
専

攻
科

対
象

推
薦

入
試

の
案

内
を

周
知

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
産

技
高

専
を

含
む

高
専

か
ら

の
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

の
入

学
者

は
６

名
で

あ
っ

た
。
（

図
表

2
-
0
6
-
1
）

 

 

 
 

 

【
図

表
2
-
0
6
-
1
　

高
専

（
産

技
高

専
以

外
も

含
む

）
出

身
者

の
産

技
大

入
学

者
数

】
（
単

位
：
人

）

3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度
５

年
度

入
学

者
数

4
(2

)
1
(1

)
2
(1

)
2
(1

)
0
(0

)
6
(2

)

※
()
は

産
技

高
専

出
身

者
数

で
内

数
 

 
 （

２
）

産
技

高
専

と
の

連
携

強
化

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
「

大
学

・
高

専
連

携
事

業
基

金
」

事
業

に
お

け
る

第
三

期
共

同
研

究
～

専
攻

科
C
o
.
L
a
b
o
.
を

１
件

実
施

し
た

。
 

・
産

技
高

専
専

攻
科

の
学

生
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

１
名

受
け

入
れ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
産

技
高

専
と

の
共

同
研

究
に

つ
い

て
、

産
技

高
専

専
攻

科
２

年
生

が
国

際
学

会
と

国
内

学
会

に
お

い
て

成
果

発
表

を
行

っ
た

。
（

図
表

2
-
0
6
-
2
、

図
表

2
-
0
6
-
3
）

 

 
 

 
 

 

【
図

表
2
-
0
6
-
2
　

産
技

高
専

と
の

連
携

】

担
当

教
員

内
容

越
水

　
重

臣
（
創

造
技

術
コ

ー
ス

　
教

授
）

産
技

高
専

も
の

づ
く

り
工

学
科

機
械

工
学

コ
ー

ス
 栗

田
勝

実
教

授
と

の
共

同
研

究
テ

ー
マ

：
超

音
波

振
動

を
利

用
し

た
溶

接
残

留
応

力
低

減
法

に
関

す
る

研
究

－
定

量
評

価
に

向
け

た
数

値
モ

デ
ル

の
構

築
－

越
水

　
重

臣
（
創

造
技

術
コ

ー
ス

　
教

授
）

産
技

高
専

創
造

工
学

専
攻

 専
攻

科
生

1
年

生
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

受
入

（
越

水
研

究
室

）
テ

ー
マ

：
「
美

術
品

展
示

モ
デ

ル
の

地
震

波
に

よ
る

転
倒

率
曲

線
の

計
測

」
期

間
：
令

和
４

（
2
0
2
2
）
年

８
⽉

2
2
⽇

〜
９

月
２

日
 

 

 
 

 

【
図

表
2
-
0
6
-
3
　

産
技

高
専

と
の

共
同

研
究

に
係

る
学

会
発

表
等

】

日
程

学
会

等

令
和

４
（
2
0
2
2
）
年

1
1
月

9
日

In
te

rn
at

io
n
al

 C
o
n
fe

re
n
ce

 o
n
 M

at
er

ia
ls

 P
ro

ce
ss

in
g 

2
0
2
2
(I
C

M
&

P
 2

0
2
2
)

令
和

４
（
2
0
2
2
）
年

1
0
月

2
9
日

日
本

機
械

学
会

　
山

梨
講

演
会

2
0
2
2

令
和

５
（
2
0
2
3
）
年

３
月

４
日

日
本

機
械

学
会

　
北

陸
信

越
支

部
2
0
2
3
合

同
講

演
会
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（
３

）【
継

続
】
2
大

学
1
高

専
の

連
携

体
制

を

構
築

し
、
教

職
員

間
の

情
報

共
有
・
交

流
機

会
を

強
化

し
て

、
事

業
を

検
討

・

推
進

す
る

。
（

1
-
0
4
、

3
-
0
9
、

4
-
1
2
再

掲
）

 

 

（
３

）
２

大
学

１
高

専
の

連
携

【
中

期
計

画
番

号
4
－

1
2
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
大

学
高

専
連

携
事

業
「

第
三

期
共

同
研

究
～

専
攻

科
C
o
-
L
a
b
o
.
」

に
お

い
て

、
産

技
大

の
教

員
が

研
究

協
力

者
と

し
て

参
画

し
た

。
 

 ・
学

会
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

実
行

委
員

を
務

め
る

都
立

大
と

産
技

高
専

の
教

員
と

連
携

し
、

産
技

大
学

長
が

講
演

を
行

う
な

ど
、

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

の
開

催
に

貢
献

し
た

。
 

（
日

本
知

能
情

報
フ

ァ
ジ

イ
学

会
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
9
月

1
4
日

～
1
6
日

、
会

場
：

産
技

高
専

品
川

キ
ャ

ン
パ

ス
）
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大大
項項

目目
番番

号号
  

１１
４４
  

教教
育育

のの
実実

施施
体体

制制
等等

  
【

教
育
の
評
価
・
改
善

】
 

１
 
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

教
育

の
実

施
体

制
等

に
関

す
る

目
標

を
達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

（
中
期
目
標
）
 

○
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組

に
よ

り
、

教
育

内
容

や
教

育
成

果
に

つ
い

て
評

価
・

検
証

を
行

い
、

改
善
へ

と
つ

な
げ

る
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
を

展
開

し
、

教
育

の
質

の
向

上
を

図
る

。
 

 

中
期
計
画
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
 

自
己

評
価
 

（
２
）
教
育
の
実
施
体
制
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の

措
置

 

◇
教
育
の
評
価
・
改
善
 

【
2
-
0
7
】
④
自
己
点
検
・
評
価
活
動
に
お
け
る

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル

に
よ

る
マ

ネ

ジ
メ

ン
ト

を
強

化
し

、
教

授
法

や
講

義
内

容
の

改
善

を
推

進
す

る
。
ま
た
、
F
D
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
教
員

の
【

9
0
％

以
上

】

の
参
加
を

目
指
す
と
と
も
に
、
他
大
学
と
連
携
し

た
開

催
を

検
討

す
る
。
さ

ら
に
、
新
た
に
、
授
業
の
質
を
向
上
さ

せ
る

た
め

の
研

究
会
を
新

設
し
、
教
育
の
質
の
改
善
を
図
る
た
め
の

F
D
活

動
を

推
進
す
る
。
そ
う
し
た
取
組
な
ど
に
よ
り
、
５
段
階

か
ら

な
る

学

生
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
、【

平
均

４
以

上
】
の

評

価
を
維
持

す
る
。
 

                          

  【
2
-
0
7
】・

令
和
２
（
2
0
2
0
）
年

度
に

学
長

を
室

長
と

す
る
内

部
質

保
証

室
を

設
置

し
、
令

和
３
（

2
0
2
1
）
年

度
に

実
施

要
綱

及
び

自
主

的
か

つ
継

続
的

に
業

務
改

善
及

び
向

上
さ

せ
る

た
め

の
1
1
個

の
P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
を

定
め

、
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

度
に

内
部

質
保

証
シ

ス
テ

ム
の

実
施

体
制

を
整

え
運

用
を

開
始

し
た

。
こ

れ
に

よ
り

、
全

学
的

な
内

部
質

保
証

シ
ス

テ

ム
の

実
施

体
制

を
構

築
し

P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
更

な
る

強
化

に
つ

な
げ

た
。

 

・
教

育
の

質
の
向

上
を

図
る

た
め

F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム
を

開
催

し
、
す

べ
て

の
年

度
に

お
い

て
、
後

日
視
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％
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参
加
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、
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ス

を
行

い
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の
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業

の
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。
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大大
項項

目目
番番

号号
  

１１
４４
  

教教
育育

のの
実実

施施
体体

制制
等等

  
【

教
育
の
評
価
・
改
善

】
 

１
 
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

教
育

の
実

施
体

制
等

に
関

す
る

目
標

を
達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

（
中
期
目
標
）
 

○
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取

組
に

よ
り

、
教

育
内

容
や

教
育

成
果

に
つ

い
て

評
価

・
検

証
を

行
い

、
改

善
へ

と
つ

な
げ

る
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
を

展
開

し
、

教
育

の
質

の
向

上
を

図
る

。
 

 

中
期
計
画
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
 

自
己

評
価
 

（
２
）
教
育
の
実
施
体
制
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の

措
置

 

◇
教
育
の
評
価
・
改
善
 

【
2
-
0
7
】
④
自
己
点
検
・
評
価
活
動
に
お
け
る

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル

に
よ

る
マ

ネ

ジ
メ

ン
ト

を
強

化
し

、
教

授
法

や
講

義
内

容
の

改
善

を
推

進
す

る
。
ま
た
、
F
D
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
教
員

の
【

9
0
％

以
上

】

の
参
加
を

目
指
す
と
と
も
に
、
他
大
学
と
連
携
し

た
開

催
を

検
討

す
る
。
さ

ら
に
、
新
た
に
、
授
業
の
質
を
向
上
さ

せ
る

た
め

の
研

究
会
を
新

設
し
、
教
育
の
質
の
改
善
を
図
る
た
め
の

F
D
活

動
を

推
進
す
る
。
そ
う
し
た
取
組
な
ど
に
よ
り
、
５
段
階

か
ら

な
る

学

生
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
、【

平
均

４
以

上
】
の

評

価
を
維
持
す
る
。
 

                          

  【
2
-
0
7
】・

令
和
２
（
2
0
2
0
）
年

度
に

学
長

を
室

長
と

す
る
内

部
質

保
証

室
を

設
置

し
、
令

和
３
（

2
0
2
1
）
年

度
に

実
施

要
綱

及
び

自
主

的
か

つ
継

続
的

に
業

務
改

善
及

び
向

上
さ

せ
る

た
め

の
1
1
個

の
P
D
C
A
サ

イ
ク
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令

和
４
（

2
0
2
2
）
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度
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質
保

証
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施
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。
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な
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築
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P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
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マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
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な
る

強
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な
げ

た
。

 

・
教

育
の

質
の
向
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を

図
る

た
め

F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム
を

開
催

し
、
す

べ
て

の
年

度
に

お
い

て
、
後

日
視

聴
含

め
1
0
0
％

の
教

員
が

参
加

し
た

。
ま

た
、

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
度

に
設

置
し

た
A
I
I
T
高
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専

門
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人
材
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セ
ン

タ
ー

に
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用
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に
授

業
設

計
ガ

イ
ダ

ン
ス

を
行

い
新

任
教

員
の

授
業

の
質

も
担

保
し

た
。
（

図
表
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7
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1
)
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上

記
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果
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は
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。
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  【
2
-
0
8
】

⑤
本

学
の

教
育

の
更

な
る

改
善

を
図

っ
て

い
く

た
め

、
令

和
元

（
2
0
1
9
）
年
度
に
大
学
全
体
の
機
関
別
認
証
評
価
、
令

和
２
（

2
0
2
0
）

年
度
に
情
報
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
専
攻
の
分
野
別
認
証

評
価

、
平

成
2
9

（
2
0
1
7
）
年
度
及
び
令
和
４
（
2
0
2
2
）
年
度
に
創
造

技
術

専
攻

の
分

野
別
認
証
評
価
を
受
審
し
、
受
審
結
果
に
基
づ
い
た
改

善
策

を
、
受

審
年
度
の
翌
々
年
度
ま
で
に
実
施
す
る
。
 

 【
2
-
0
8
】・

令
和
元
（
2
0
1
9
）
年

度
受

審
の

機
関

別
認

証
評

価
は
「

適
合

」
評

価
で

あ
っ

た
が

、
指

摘
事

項
に

基
づ

き
内

部
質

保
証
 

室
の

設
置

と
３

つ
の

ポ
リ

シ
ー

の
改

訂
を

行
っ

た
。
令

和
５
（

2
0
2
3
）
年

度
に

当
該

事
項

に
係

る
改

善
報

告
書

を
提

出

す
る

。
 

・
令

和
２
（

2
0
2
0
）
年

度
の

情
報

ア
ー

キ
テ

ク
チ
ャ

専
攻

の
分

野
別

認
証

評
価

は
「

適
合

」
評

価
か

つ
指

摘
事

項
な

し
で

あ
っ

た
。

 

・
平
成

2
9（

2
0
1
7
）
年

度
の

創
造

技
術

専
攻

の
分
野

別
認

証
評

価
は
「

適
合

」
評
価

で
あ

っ
た

が
、
受

審
結

果
に

基
づ

き

シ
ラ

バ
ス

の
記

述
を

改
善

の
う

え
、

改
善

報
告

書
を

提
出

し
た

。
 

・
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

度
は

創
造

技
術

専
攻

で
は

な
く

産
業

技
術

専
攻

に
て

分
野

別
認

証
評

価
を

受
審

し
、「

適
合

」
評

価

を
受

け
た

。
 

 

  

第
三
期
中
期
目
標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
毎
月
の
運
営
会
議
に
お
け
る
進
捗
管
理
や
自
己
点
検
・
評

価
委

員
会

へ
の

進
捗

報
告

等
、

P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
に

よ
る

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

機
能
の

強
化

が
図

ら
れ

て
い

る
。

 

・
F
D
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ

の
教
員
参
加
率
や
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー

ト
に

お
け

る
全

授
業

の
平

均
評

価
等

に
つ

い
て

の
目

標
が

十
分

に
達

成
さ

れ
て

い
る

。
 

・
学
内
の

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の
機
能
強
化
の
た
め
、
新
た
な
責

任
主

体
と

し
て

内
部

質
保

証
室

が
令

和
２

年
度

に
設

置
さ

れ
た

。
今

後
、
各

組
織

体
の

役
割

と
連

携
関

係
が

明
確

に
な

り
、
大

学
と

し
て

ふ
さ

わ
し

い
自

主
的
・

自
律
的
な
自
己
点
検
・
評
価
、
内
部
質
保
証
シ
ス
テ
ム
が

機
能

す
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

  

認
証
評
価
 

機
関
の
評
価
 

［
認

証
評
価
機
関
］
一
般
社
団
法
人
日
本
技

術
者

教
育

認
定

機
構

（
J
A
B
E
E
）
［

受
審

年
度

］
H
2
9
 
［

評
価

対
象

期
間

］
H
2
5
-
H
2
9
 
［

認
証

評
価

の
種

類
］

分
野

別
（

創
造

技
術

専
攻

）
 

〇
主

な
優
れ
た
点
等
 

・
教

育
点
検
シ
ス
テ
ム
は
、
社
会
の
要
求
や

学
生

の
要

望
に

配
慮

す
る

仕
組

み
を

含
み

、
ま

た
、

教
育

点
検

シ
ス

テ
ム

自
体

の
機

能
も

P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
が

実
施

さ
れ

、
改

善
が

続
け

ら
れ

て
い

る
。

併
せ

て
、
継
続
的
な
改
善
の
た
め
に
各
種
委
員
会

等
が

設
置

さ
れ

て
お

り
、
各

種
委
員

会
で

の
改

善
項

目
は

、
教

授
会

、
学

長
ま

で
共

有
さ

れ
、
必
要

な
改

善
に

つ
な

げ
ら

れ
て

い
る

。
F
D
関

連
の

活
動

は
F
D

レ
ポ
ー
ト
の
発
行
と

W
e
b
サ
イ

ト
で
公
開
さ

れ
て

い
る

。
 

［
認

証
評
価
機
関
］
公
益
財
団
法
人
大
学
基

準
協

会
（

J
U
A
A
）

 
 

 
 

 
［

受
審

年
度

］
R
1
 
［

評
価

対
象

期
間

］
H
2
5
-
R
1
 

 
［

認
証

評
価

の
種

類
］

機
関

別
 

〇
主

な
優
れ
た
点
等
 

・
中

期
計
画
を
内
部
質
保
証
の
た
め
の
全
学
的

な
方

針
と

し
て

掲
げ

て
お

り
、「

教
育

研
究

審
議

会
」
を

内
部

質
保

証
の

推
進

に
責

任
を

負
う

組
織

と
し

て
位

置
づ

け
、「

運
営

会
議

」
に

よ
る

毎
月

の
年

度

計
画
の
進
捗
状
況
の
確
認
を
通
じ
て
点

検
・

評
価

を
行

う
体

制
を

構
築

し
て

い
る

。
 

〇
主
な
改
善
を
要
す
る
点
等
 

・
関
係
委
員
会
等
に
対
す
る
「
教
育
研
究
審

議
会

」
に

よ
る

改
善

指
示
・
支

援
が

行
わ

れ
て

お
ら

ず
、
点

検
・
評

価
の

結
果
を

大
学

と
し

て
改

善
に

つ
な

げ
る

プ
ロ

セ
ス

が
機

能
し

て
い

る
と

は
い

え
な

い
。 

［
認

証
評
価
機
関
］
一
般
社
団
法
人
日
本
技

術
者

教
育

認
定

機
構

（
J
A
B
E
E
）
［

受
審

年
度

］
R
2
 
［

評
価

対
象

期
間

］
H
2
8
-
R
2
 

 
［

認
証

評
価

の
種

類
］

分
野

別
（

情
報

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
専

攻
）

 

〇
主

な
優
れ
た
点
等
 

・
社

会
の
要
求
や
学
生
の
要
望
に
配
慮
す
る

仕
組

み
と

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
運

営
諮

問
会

議
と

Ｆ
Ｄ

委
員

会
が

存
在

し
、
教

育
点

検
シ

ス
テ

ム
自

体
に

対
す

る
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
を

実
行

し
て

い
る

。
特

に
、

学
生
か
ら
の
要
望
・
授
業
評
価

ア
ン
ケ
ー

ト
に

対
し

、
各

教
員

が
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
と

し
て

ま
と

め
て

公
表

し
て

い
る

Ｆ
Ｄ

レ
ポ

ー
ト

は
、
模

範
に

な
る

よ
う

な
取

組
で

あ
る

。
ま

た
、
運

営
諮

問
会

議
の
活
動
や
、
Ｆ
Ｄ
レ
ポ
ー
ト
を
積
極
的
に

W
e
b
で

公
開

し
て

お
り

、
こ

う
し

た
取

り
組

み
は

、
評

価
に

値
す

る
。

 

［
認

証
評
価
機
関
］
一
般
社
団
法
人
日
本
技

術
者

教
育

認
定

機
構

（
J
A
B
E
E
）
［

受
審

年
度

］
R
4
 
［

評
価

対
象

期
間

］
R
2
-
R
3
 
 

［
認

証
評

価
の

種
類

］
分

野
別

（
産

業
技

術
専

攻
）

 

〇
主

な
優
れ
た
点
等
 

・
研

究
科
の
各
組
織
・
各
レ
ベ

ル
に
お
い
て
、
P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
を

実
行

し
、
そ

の
結

果
を

内
部

質
保

証
室

に
報

告
す

る
形
式

を
と

っ
て

い
る

。
さ

ら
に

、
社

会
の

要
求

や
学

生
の

要
望

に
配

慮
す

る
仕

組
み

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
運
営
諮
問
会
議
と

F
D
委

員
会

が
存

し
、

点
検

・
評

価
を

実
施

し
て

い
る

。
 

〇
主
な
改
善
を
要
す
る
点
等
 

・
新
た
に
設
置
さ
れ
た
内
部
質
保
証
室
は
、

ま
だ

ま
だ

発
展

途
上

で
、

十
二

分
に

は
機

能
し

て
い

な
い

点
も

あ
り

、
今

後
の

一
層

の
適

切
な

運
営

・
運

用
が

期
待

さ
れ

る
。
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年
度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
2
-
0
7
】
・

年
度

計
画

進
捗

管
理
会

議
で
の

進
捗
管

理
及
び

自
己
点

検
・
評

価
委
員

会
の
体

制
見
直

し
に

よ

り
、

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
強
化
し
た
。
 

・
教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め

F
D
フ
ォ
ー

ラ
ム

を
開

催
し

、
後

日
視

聴
含

め
【

1
0
0
％

】
の

教

員
が
参
加
し
た
。
 

・
学
生
の
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
【
4
.
2
8
】

の
評

価
を

得
た

。
 

【
2
-
0
8
】
創
造
技
術
専
攻
に
お
い
て
分
野
別
認
証
評
価
を

受
審

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
参
加

者
が

、
後

日
視

聴
（

視
聴

後
レ

ポ
ー

ト
提

出
）

を
含

め
1
0
0
%
に

達
し

て
い

る
こ

と
を

高
く

評
価

す
る

。
 

・
学

生
に

よ
る

授
業

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
が

平
均

で
4
.
2
8
を

得
た

点
は

評
価

す
る

が
、

平
均

点
だ

け
で

は
な

く
、

評
価

分
布

や
各

教
員

の
特

徴
な

ど
を

詳
し

く
分

析
し

、
活

用
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

 

3
0  

【
2
-
0
7
】・

運
営

会
議
で
の
進
捗
管
理
及
び
自
己
点
検
・
評

価
委

員
会

の
体

制
見

直
し

に
よ

り
、
P
D
C
A
サ

イ

ク
ル
を
強
化
し
た
。
 

・
教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め

F
D
フ
ォ
ー

ラ
ム

を
開

催
し

、
後

日
視

聴
含

め
【

1
0
0
％

】
の

教

員
が
参
加
し
た
。
 

・
学
生
の
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
【
4
.
3
3
】

の
評

価
を

得
た

。
 

【
2
-
0
8
】
分
野
別
認
証
評
価
結
果
を
踏
ま
え
改
善
を
図

る
と

と
も

に
、
機

関
別

認
証

評
価

の
受

審
準

備
を

行

っ
た

。
 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
授

業
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト
が

、
過

去
最

高
の

平
均

4
.
3
3（

５
段

階
評

価
）
と

な
り

、
継

続
し

て
学

生
か

ら
高

い
評

価
を

得
て

い
る

。
 

・
教

育
の

質
の

向
上

に
向

け
た

F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

に
、

教
員

が
積

極
的

に
参

加
し

て
い

る
。

 

元  

【
2
-
0
7
】・

運
営

会
議
で
の
進
捗
管
理
及
び
自
己
点
検
・
評

価
委

員
会

の
任

務
見

直
し

に
よ

り
、
P
D
C
A
サ

イ

ク
ル
に
よ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
を
着
実
に

効
率

的
に

回
す

よ
う

に
し

た
。

 

・
教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め

F
D
フ
ォ
ー

ラ
ム

を
開

催
し

、
後

日
視

聴
含

め
【

1
0
0
％

】
の

教

員
が
参
加
し
た
。
 

・
学
生
の
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
【
4
.
3
7
】

の
評

価
を

得
た

。
 

【
2
-
0
8
】
機
関
別
認
証
評
価
を
受
審
し
た
結
果
、
「
適
合

」
の

評
価

を
受

け
た

。
 

【 【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

へ
の

教
員

参
加

率
が

1
0
0
％

で
あ

る
こ

と
、
学

生
に

対
し

て
授

業
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

て
い

る
こ

と
等

、
組

織
と

し
て

P
D
C
A
が

有
効

に
機

能
し

て
い

る
。

 

・
授

業
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト

で
全

授
業

の
評

価
が

平
均

4
.
3
7
と

な
り

、
平

成
2
9
 
年

度
か

ら
３

か
年

連
続

で

前
年

度
を

上
回

る
高

評
価

を
得

た
。

 

２ 

【
2
-
0
7
】
・
教
育

の
質
の
向
上
を
図
る
た
め

F
D
フ
ォ
ー
ラ

ム
を

開
催

し
、

後
日

視
聴

含
め

【
1
0
0
％

】
の

教

員
が
参
加
し
た
。
 

・
学
生
の
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
【
4
.
3
7
】

の
評

価
を

得
た

。
 

【
2
-
0
8
】
情

報
ア

ー
キ
テ

ク
チ
ャ

専
攻
に

お
い
て

分
野
別

認
証
評

価
を
受

審
し
た

結
果
、
「
適

合
」

の
評

価

を
受
け
た
。
ま
た
、
前
回
受
審
時
の
評
価
結
果

か
ら

改
善

が
見

ら
れ

た
。

 

【 【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
授

業
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト
に

つ
い

て
、

令
和

元
年

度
に

引
き

続
き

、
全

授
業

の
評

価
が

平
均

4
.
3
7
と

高
評

価
を

維
持

し
て

い
る

。
 

・
F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

に
つ
い

て
、
遠

隔
授

業
と

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
テ

ー
マ

と
し

て
開

催
し

、
教

員

参
加

率
1
0
0
％

を
達

成
し

た
。

  

３ 

【
2
-
0
7
】
・
内
部

質
保
証
シ
ス
テ
ム
の
実
施
体
制
を
整
え
、

運
用

を
開

始
し

た
。

 

・
教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め

F
D
フ
ォ
ー
ラ

ム
を

開
催

し
、

後
日

視
聴

含
め

【
1
0
0
％

】
の

教

員
が
参
加
し
た
。
 

・
学
生
の
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
【
4
.
3
5
】

の
評

価
を

得
た

。
 

【
2
-
0
8
】
令
和
元
（
2
0
1
9
）
年
度
に
受
審
し
た
機
関
別
認
証

評
価

結
果

を
踏

ま
え

、
改

善
を

図
る

と
と

も
に

、

令
和

４
（
2
0
2
2
）
年
度
受
審
の
分
野
別
認
証

評
価

（
産

業
技

術
専

攻
）

の
受

審
準

備
を

行
っ

た
。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
学

生
向

け
の

授
業

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
を

行
い

、
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

に
基

づ
く

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

を
作

成

す
る

等
、

教
育

の
質

向
上

に
取

り
組

ん
で

お
り

、
引

き
続

き
、

全
授

業
の

評
価

平
均

は
4
.
3
5
と

、
高

水

準
を

維
持

し
て

い
る

。
 

・
教

育
の

D
X
や

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
を

テ
ー

マ
に

、
F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
開

催
し

、
教

員
の

参
加

率
1
0
0
%
を

維

持
し

た
。

 

・
内

部
質

保
証

に
関

す
る

責
任

体
制

及
び

実
施

手
続

き
が

明
確

に
な

っ
た

の
で

、
そ

れ
ら

が
効

率
的
・
効

果

的
に

運
用

さ
れ

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
 

４  

【
2
-
0
7
】
・
新
た

な
内
部
質
保
証
シ
ス
テ
ム
の
下
で

1
1
個

の
P
D
CA

サ
イ

ク
ル

の
運

用
を

開
始

し
、

自
己

点

検
・
評
価
委
員
会
が
進
捗
管
理
を
行
っ
た
。
 

・
教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め

F
D
フ
ォ
ー
ラ

ム
を

開
催

し
、

後
日

視
聴

含
め

【
1
0
0
％

】
の

教

員
が
参
加
し
た
。
 

・
学
生
の
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
【
4
.
4
6
】

の
評

価
を

得
た

。
 

【
2
-
0
8
】
令
和
元
（
2
0
1
9
）
年
度
の
機
関
別
認
証
評
価

結
果

に
対

す
る

改
善

報
告

準
備

を
行

う
と

と
も

に
、

産
業
技
術
専
攻
に
お
い
て
初
の
分
野
別
認
証
評

価
を

受
審

し
、
「

適
合

」
評

価
を

受
け

た
。

 

―
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中
期

計
画

番
号

 

2
-
0
7
 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

教
育

の
実

施
体

制
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
教

育
の

評
価

・
改

善
 

④
自

己
点

検
・

評
価

活
動

に
お

け
る

P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
に

よ
る

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
強

化
し

、
教

授
法

や
講

義
内

容
の

改
善

を
推

進
す

る
。

 

ま
た

、
F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

に
つ

い
て

は
、

教
員

の
【

9
0
％

以
上

】
の

参
加

を
目

指
す

と
と

も
に

、
他

大
学

と
連

携
し

た
開

催
を

検
討

す
る

。
 

さ
ら

に
、

新
た

に
、

授
業

の
質

を
向

上
さ

せ
る

た
め

の
研

究
会

を
新

設
し

、
教

育
の

質
の

改
善

を
図

る
た

め
の

F
D
活

動
を

推
進

す
る

。
そ

う
し

た
取

組
な

ど
に

よ
り

、
5
段

階
か

ら

な
る

学
生

授
業

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
に

つ
い

て
、
【

平
均

４
以

上
】

の
評

価
を

維
持

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

AA
   

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
自

己
点

検
・
評

価
活

動
に

つ
い

て
新

た
に

構
築

し
た

P
D
C
A
サ

イ
ク

ル

を
実

施
す

る
。
（

4
-
0
2
、

4
-
2
1
再

掲
）
 

      （
２

） 【
継

続
】
教

員
の

授
業

改
善

を
支

援
す

る

セ
ン

タ
ー

機
能

を
持

つ
A
I
I
T
高

度
専

門
職

人
材

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
授

業
の

質
を

向
上

さ
せ

る
た

め

に
、
授

業
の

設
計

に
関

す
る

教
員

向
け

ガ
イ

ダ
ン

ス
等

を
行

う
。
ま

た
、
学

生

授
業

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
に

つ
い

て
、

平
均

４
以

上
の

評
価

を
維

持
し

、

個
々

の
教

員
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
を

行
う

。
 

     （
３

）
【

継
続

】
教

育
の

質
の

向
上

を
図

る
た

め
、
F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
開

催
し

、
教

員

の
9
0
％

以
上

の
参

加
を

目
指

す
と

と

も
に

、
他

大
学

や
教

育
関

係
機

関
等

と

連
携

し
た

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

実
施

す
る

。
 （

１
）

新
た

に
構

築
し

た
P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
の

実
施

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
東

京
都

立
産

業
技

術
大

学
院

大
学

内
部

質
保

証
シ

ス
テ

ム
実

施
要

綱
に

基
づ

き
、
内

部
質

保
証

シ
ス

テ
ム

チ
ェ

ッ
ク

表
を

活
用

し
た

内
部

質
保

証
シ

ス
テ

ム
の

運
用

を
開

始
し

た
。

 

・
自

己
点

検
・

評
価

委
員

会
が

1
1
個

の
P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
の

進
捗

状
況

を
管

理
し

、
そ

の
結

果
を

内
部

質
保

証
室

へ
報

告
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
内

部
質

保
証

シ
ス

テ
ム

及
び

1
1
個

の
P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
の

運
用

が
滞

り
な

く
実

施
で

き
る

こ
と

を
学

内
で

共
有

し
、
令

和
５
（

2
0
2
3
）
年

度
以

降
に

改
善

活
動

に
取

組
め

る
環

境
を

構
築

で
き

た
。

 

 （
２

）
授

業
の

質
の

向
上

及
び

授
業

評
価

結
果

の
改

善
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
教

育
の

質
の

向
上

を
目

的
と

し
た

学
生

向
け

の
授

業
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト

を
ク

ォ
ー

タ
ご

と
に

実
施

し
た

。
今

後
の

授
業

の
参

考
と

す
る

た
め

、
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

に
基

づ

い
た

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

を
各

教
員

が
作

成
し

、
第

3
1
号

F
D
レ

ポ
ー

ト
と

し
て

取
り

ま
と

め
る

と
と

も
に

、
第

3
2
号

発
行

に
向

け
た

準
備

を
行

っ
た

。
 

・
A
I
I
T
高

度
専

門
職

人
材

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
新

規
採

用
教

員
に

授
業

設
計

ガ
イ

ダ
ン

ス
を

行
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
教

育
の

質
の

向
上

の
た

め
の

P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
を

回
し

た
結

果
、

授
業

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
で

全
授

業
の

評
価

が
平

均
4
.
4
6
と

な
っ

た
。
（

図
表

2
-
0
7
-
1
）
。

 

 
 

 

【
図
表
2
-
0
7
-
1
　
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
】

2
9
年
度

3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

授
業

評
価

ア
ン
ケ
ー

ト
結

果
4
.2
8

4
.3
3

4
.3
7

4
.3
7

4
.3
5

4
.4
6

※
5
段
階
評
価
の
平
均

 
 （

３
）

F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
開

催
に

よ
る

教
育

の
質

の
向

上
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
全

教
員

を
対

象
に

F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
２

回
（

第
3
2
回

及
び

第
3
3
回

）
実

施
し

た
。
（

図
表

2
-
0
7
-
2
）

 

・
第

3
2
回

F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

で
は

、
「

教
室

設
備

（
D
X
設

備
）

の
使

い
方

」
を

テ
ー

マ
と

し
て

、
文

部
科

学
省

補
助

事
業

「
大

学
改

革
推

進
等

補
助

金
（

デ
ジ

タ
ル

活
用

教

育
高

度
化

事
業

）『
デ

ジ
タ

ル
を

活
用

し
た

大
学
・
高

等
教

育
高

度
化

プ
ラ

ン
』
」
で

導
入

し
た

機
器

等
に

つ
い

て
、
具

体
的

な
操

作
方

法
や

活
用

方
法

の
説

明
、
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ

ン
等

を
行

い
、

機
器

等
の

仕
組

み
や

活
用

方
法

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
た

。
 

・
第

3
3
回

F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

で
は

、
「

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
な

エ
ン

ジ
ニ

ア
育

成
に

つ
い

て
」

を
テ

ー
マ

と
し

て
、

国
立

大
学

法
人

豊
橋

技
術

科
学

大
学

学
長

特
別

補
佐

市
坪

教
授

を
講

師
と

し
て

迎
え

、
育

成
方

法
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

た
。

 

・
F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

に
参

加
で

き
な

い
教

員
へ

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

と
し

て
、
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
内

容
を

録
画

し
、
後

日
視

聴
さ

せ
る

と
と

も
に

、
ア

ン
ケ

ー
ト

を
当

日
参

加
者

と
同

様
に

提
出

さ
せ

た
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＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
D
X
設

備
の

仕
組

み
や

授
業

へ
の

活
用

方
法

に
つ

い
て

、
理

解
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
２

回
の

F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
開

催
に

よ
り

、
産

技
大

の
教

育
の

質
の

向
上

に
つ

な
が

る
と

と
も

に
、
当

該
フ

ォ
ー

ラ
ム

へ
の

教
員

の
参

加
率

は
、
後

日
の

視
聴

を
含

め
1
0
0
%

を
達

成
し

た
。

 

 
 

 

【
図

表
2
-
0
7
-
2
　

F
D

フ
ォ

ー
ラ

ム
開

催
実

績
】

（
単

位
：
％

）

年
度

回
開

催
日

テ
ー

マ
内

容
講

師
教

員
参

加
割

合
※

2
9
年

度
第

2
2
回

8
/
4

A
II
T

に
お

け
る

授
業

デ
ザ

イ
ン

と
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
推

進
に

向
け

た
取

り
組

み
に

つ
い

て
産

技
大

　
直

近
2
年

間
に

お
け

る
B

es
t 

P
ro

fe
ss

o
r

o
f 
th

e 
Y

ea
r　

受
賞

者
1
0
0

第
2
3
回

2
/
1
9

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

と
そ

の
他

の
教

育
手

法
の

効
果

的
な

融
合

関
西

大
学

教
育

推
進

部
森

　
朋

子
　

教
授

1
0
0

3
0
年

度
第

2
4
回

9
/
1
9

「
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
を

機
能

さ
せ

る
た

め
の

授
業

設
計

」
芝

浦
工

業
大

学
　

工
学

部
榊

原
　

暢
久

　
教

授
1
0
0

第
2
5
回

2
/
2
0

「
著

作
権

法
改

正
に

伴
う

授
業

等
へ

の
影

響
に

つ
い

て
」

横
浜

国
立

大
学

成
長

戦
略

研
究

セ
ン

タ
ー

川
瀬

　
真

　
客

員
教

授
1
0
0

元
年

度
第

2
6
回

8
/
2
0

S
o
ci

et
y5

.0
に

お
け

る
人

材
育

成
独

立
行

政
法

人
 日

本
情

報
処

理
推

進
機

構
　

社
会

基
盤

セ
ン

タ
ー

　
片

岡
 晃

 セ
ン

タ
ー

長
1
0
0

第
2
7
回

2
/
2
0

専
門

職
大

学
院

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
桜

美
林

大
学

田
中

　
義

郎
　

副
学

長
1
0
0

２
年

度
第

2
8
回

7
/
2
9

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

型
の

遠
隔

授
業

の
考

え
方

と
本

学
に

お
け

る
実

施
・
展

開
方

法
基

調
講

演
：
産

技
大

　
松

尾
 徳

朗
 教

授
事

例
発

表
：
各

コ
ー

ス
か

ら
3
名

ず
つ

1
0
0

第
2
9
回

2
/
1
8

「
遠

隔
授

業
に

お
け

る
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

」
（
続

編
）

ハ
ー

バ
ー

ド
大

学
　

医
学

部
波

多
 伸

彦
　

教
授

1
0
0

３
年

度
第

3
0
回

9
/
7

本
学

に
お

け
る

教
育

 D
X

 実
施

報
告

及
び

教
室

及
び

 P
B

L
演

習
室

の
新

た
な

環
境

に
つ

い
て

文
科

省
D

X
事

業
担

当
教

員
　

3
名

　
他

1
0
0

第
3
1
回

2
/
1
6

「
オ

ン
ラ

イ
ン

授
業

パ
タ

ー
ン

」
慶

應
義

塾
大

学
 総

合
政

策
学

部
 井

庭
崇

　
教

授
1
0
0

４
年

度
第

3
2
回

9
/
8

教
室

設
備

（
D

X
設

備
）
の

使
い

方
東

日
本

電
信

電
話

株
式

会
社

1
0
0

第
3
3
回

2
/
7

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
な

エ
ン

ジ
ニ

ア
育

成
に

つ
い

て
国

立
大

学
法

人
豊

橋
技

術
科

学
大

学
学

長
特

別
補

佐
　

市
坪

誠
　

教
授

1
0
0

※
教

員
参

加
割

合
の

数
値

は
、

後
日

視
聴

に
よ

る
参

加
者

を
含

ん
だ

割
合
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中
期

計
画

番
号

 

2
-
0
8

 
⑤

本
学

の
教

育
の

更
な

る
改

善
を

図
っ

て
い

く
た

め
、
令

和
元
（

2
0
1
9
）
年

度
に

大
学

全
体

の
機

関
別

認
証

評
価

、
令

和
２
（

2
0
2
0
）
年

度
に

情
報

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
専

攻
の

分
野

別
認

証
評

価
、
平

成
2
9（

2
0
1
7
）
年

度
及

び
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

度
に

創
造

技
術

専
攻

の
分

野
別

認
証

評
価

を
受

審
し

、
受

審
結

果
に

基
づ

い
た

改
善

策
を

、
受

審
年

度
の

翌
々

年
度

ま
で

に
実

施
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

BB
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
令

和
元
（

2
0
1
9
）
年

度
に

受
審

し
た

機
関

別
認

証
評

価
の

受
審

結
果

を
踏

ま
え

、
指

摘
事

項
に

対
す

る
改

善

策
を

実
施

す
る

。
（

4
-
2
1
再

掲
）

 

   （
２

） 【
継

続
】
産

業
技

術
専

攻
に

お
け

る
分

野

別
認

証
評

価
を

受
審

す
る

。
（

4
-
2
1
再

掲
）

 

（
１

）
機

関
別

認
証

評
価

の
受

審
結

果
を

踏
ま

え
た

改
善

策
の

実
施

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
指

摘
事

項
で

あ
っ

た
内

部
質

保
証

に
つ

い
て

、
新

た
な

内
部

質
保

証
シ

ス
テ

ム
の

も
と

で
本

格
的

に
運

用
を

開
始

し
た

。
 

・
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

提
出

の
改

善
報

告
書

作
成

準
備

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
内

部
質

保
証

シ
ス

テ
ム

及
び

1
1
個

の
P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
の

運
用

が
滞

り
な

く
実

施
で

き
る

こ
と

を
学

内
で

共
有

で
き

た
。

 

 （
２

）
産

業
技

術
専

攻
の

分
野

別
認

証
評

価
の

受
審

 
＜

取
組

事
項

＞
 

・
産

業
技

術
専

攻
と

し
て

初
の

分
野

別
認

証
評

価
を

受
審

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
「

適
合

」
評

価
を

受
け

た
。
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大大
項項

目目
番番

号号
  

１１
５５
  

学学
生生

へへ
のの

支支
援援

 

１
 
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

３
）

学
生

へ
の

支
援

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す
る

た
め

の
措

置
 

（
中
期
目
標
）
 

○
学
生
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
て

、
社

会
人

を
は

じ
め

全
て

の
学

生
が

学
び

や
す

い
学

修
の

仕
組

み
や

環
境
を

整
備

す
る

と
と

も
に

、
修

了
後

も
必

要
に

応
じ

て
学

び
直

し
が

で
き

る
仕
組
み

を
整
え
る
。
 

○
学
生
が
必
要
な
知
識
や
技
術

を
確

実
に

修
得

し
、

産
業

界
で

活
躍

で
き

る
よ

う
、

多
様

な
学

生
の

適
性
や

就
労

経
験

等
を

踏
ま

え
、

組
織

的
・

体
系

的
な

キ
ャ

リ
ア

開
発

支
援

を
行

う
。

 
 

中
期
計
画
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
 

自
己

評
価
 

（
３
）
学
生
へ
の
支
援
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

 

◇
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
促
進
す
る
学
修
環
境
の
整
備
 

【
2
-
0
9
】
①

講
義
支
援

シ
ス
テ
ム
及
び
遠
隔
授
業
の
着
実
な
実
施

や
、
個

別
指

導
の
徹
底
に
よ

る
１
年
次
生
の

【
全
員
】
に
対

す
る

担
任

教
員

の

指
導
、
T
A
や
認

定
登
録
講
師
を
活
用
し
た
指
導
の
実

施
な

ど
、
社

会
人
が
学
修
し

や
す
い
環
境
を

整
備
す
る
。
ま

た
、

修
了

後
も

専

門
能
力
の
向
上

を
図
る
場
と
し

て
学
修
コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

一
層

充

実
し
、
学
び
直
し
が
で
き
る
学
修
環
境
を
整
備
す

る
。

 

        ◇
キ
ャ
リ
ア
開
発
支
援
の
充
実
 

【
2
-
1
0
】
◆

②
担
任
制

や
、
メ
ン
タ
ー
制
度
を
よ
り
一
層
活
用

す
る

な
ど

、
多

様
な
学
生

の
就
職
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
等
に
応
じ
た

組
織

的
・
体

系
的
で
、
個
別
指
導
を
軸
に
し
た
き
め
細
か
な
キ

ャ
リ

ア
開

発
支

援
を
展
開

す
る
。
 

  【
2
-
0
9
】・

授
業
の
課

題
提

出
や

全
て

の
講

義
の

録
画

を
視

聴
で

き
る

講
義

支
援

シ
ス

テ
ム

の
提

供
、
対

面
と

録
画

授
業

を
組

み
合

わ
せ

た
ブ

レ
ン

デ
ィ

ッ
ド
・
ラ
ー

ニ
ン

グ
や

秋
葉

原
サ

テ
ラ

イ
ト

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
け

る
遠

隔
授

業
の

実
施

等
、
社

会

人
が

学
修

し
や

す
い

環
境

を
提

供
し

た
。
コ

ロ
ナ

禍
以

降
は

、
多

同
時

性
・
双

方
向

性
を

確
保

し
た

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業

と
録

画
を

用
い

た
オ

ン
デ

マ
ン

ド
授

業
を

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

で
、

よ
り

社
会

人
が

学
び

や
す

い
学

修
環

境
と

し
た

。
 

 
 

 
 ・

担
任

教
員

が
１

年
生

全
員

に
対

し
て

、
コ

ロ
ナ
禍

も
含

め
、
オ

ン
ラ
イ

ン
に

よ
る

履
修

相
談

を
行

う
な

ど
、
き

め
細

や

か
な

学
生

支
援

を
行

っ
た

。
 

・
修

了
生

に
対

し
、
修

了
後

の
継

続
か

つ
自

主
的

な
学

修
と

研
究

の
機

会
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
活

動
を

支
援

す

る
た

め
、
修

了
生

が
主

宰
す

る
研

究
会
「

A
I
I
T
修
了

生
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
」
を
、
平

成
2
9（

2
0
1
7
）
年

度
及

び
3
0（

2
0
1
8
）

年
度

の
試

行
期

間
を

経
て

、
令

和
元

（
2
0
1
9
）

年
度

以
降

、
毎

年
度

設
置

運
営

し
た

。
 

・
広

く
一

般
も

参
加

で
き

る
公

開
講

座
で

あ
る

マ
ン

ス
リ

ー
フ

ォ
ー

ラ
ム

等
（

令
和

２
（

2
0
2
0
）
年

度
の

研
究

科
再

編
に

伴
い

、
「

A
I
I
T
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
と

し
て

統
一

、
名

称
変

更
）

を
実

施
し

、
産

技
大

の
専

門
分

野
で

あ
る

「
I
C
T
分

野
」
、

「
も

の
づ

く
り
・
デ

ザ
イ

ン
分
野

」
、「

起
業
・
創

業
・
企

業
新

事
業
・
事

業
承

継
分

野
」
に

お
け

る
最

新
の

ト
ピ

ッ
ク

ス
を

取
り

上
げ

、
産

技
大

の
教

員
ほ

か
専

門
家

を
講

師
と

し
た

開
け

た
学

び
の

場
を

提
供

し
た

。
 

 

 【
2
-
1
0
】・

担
任

教
員

に
よ

る
オ

ン
ラ

イ
ン

面
談

等
に

お
い
て

、
学

生
の

履
修

、
学

籍
、
学

生
生

活
等

に
関

す
る

相
談

等
に

対
応

し

た
。

 

・
６

年
間

に
わ

た
り

、
キ

ャ
リ

ア
ガ

イ
ダ

ン
ス
・
就

職
ガ

イ
ダ
ン

ス
、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
対

応
、
キ

ャ
リ

カ
ウ

ン
セ

ラ

ー
に

よ
る

相
談

対
応

を
実

施
し

、
き

め
細

や
か

な
キ

ャ
リ

ア
開

発
支

援
を

展
開

し
た

。
ま

た
、
学

生
の

要
望

に
基

づ
き

、

就
職

希
望

先
企

業
に

勤
務

す
る

修
了

生
や

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
担

当
し

て
い

る
修

了
生

、
内

定
し

て
い

る
在

学
生

へ

の
橋

渡
し

を
積

極
的

に
行

っ
た

。
 

A
 

  

第
三
期
中
期
目
標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
担
任
教
員
等
に
よ
る
１
年
次
生
全
員
へ
の
面
談
を
継
続
し

て
実

施
で

き
て

お
り

、
指

導
内

容
及

び
指

導
体

制
の

充
実

が
図

ら
れ

て
い

る
。

 

  

認
証
評
価
 

機
関
の
評
価
 

［
認
証

評
価
機
関
］
一
般
社
団
法
人
日
本
技

術
者

教
育

認
定

機
構

（
J
A
B
E
E
）

 
［

受
審

年
度

］
H
2
9
 
［

評
価

対
象

期
間

］
H
2
5
-
H
2
9
 

［
認

証
評

価
の

種
類

］
分

野
別

（
創

造
技

術
専

攻
）
 

〇
主
な

優
れ
た
点
等
 

・
平
日

夜
間
お
よ
び
土
曜
日
に
授
業
を
開
講

し
、
事

務
室

、
図

書
館

、
自

習
室

等
の

施
設

も
平

日
夜

間
お

よ
び

土
曜

日
に

利
用

可
能

で
あ

り
、
サ

ポ
ー

ト
ス

タ
ッ

フ
の

駐
在

等
、
教

育
研

究
に

支
障

の
な

い
配

慮
が
さ
れ
、
教
育
研
究
に
支
障
の
な
い
も

の
と

な
っ

て
い

る
。
ま

た
、
長

期
履

修
制

度
、
P
B
L
型

科
目

、
A
I
I
T
ブ

レ
ン

デ
ィ

ッ
ド
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

、
認

定
登

録
講

師
、
A
I
I
T
単

位
バ

ン
ク

制
度

、
デ

ィ
プ

ロ

マ
・
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
K
n
o
w
l
e
d
g
e
 
H
o
m
e
 
P
o
r
t
制

度
、

マ
ン

ス
リ

ー
フ

ォ
ー

ラ
ム

等
は

、
特

色
あ

る
教

育
研

究
を

推
進

さ
せ

る
特

筆
す

べ
き

制
度

や
取

り
組

み
で

あ
る

と
い

え
る

。
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大大
項項

目目
番番

号号
  

１１
５５
  

学学
生生

へへ
のの

支支
援援

 

１
 
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

３
）

学
生

へ
の

支
援

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す
る

た
め

の
措

置
 

（
中
期
目
標
）
 

○
学
生
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し

て
、

社
会

人
を

は
じ

め
全

て
の

学
生

が
学

び
や

す
い

学
修

の
仕

組
み

や
環

境
を

整
備

す
る

と
と

も
に

、
修

了
後

も
必

要
に

応
じ

て
学

び
直

し
が

で
き

る
仕
組
み

を
整
え
る
。
 

○
学
生
が
必
要
な
知
識
や
技

術
を

確
実

に
修

得
し

、
産

業
界

で
活

躍
で

き
る

よ
う

、
多

様
な

学
生

の
適

性
や

就
労

経
験

等
を

踏
ま

え
、

組
織

的
・

体
系

的
な

キ
ャ

リ
ア

開
発

支
援

を
行

う
。

 
 

中
期
計
画
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
 

自
己

評
価
 

（
３
）
学
生
へ
の
支
援
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

 

◇
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
促
進
す
る
学
修
環
境
の
整
備
 

【
2
-
0
9
】
①

講
義
支
援

シ
ス
テ
ム
及
び
遠
隔
授
業
の
着
実
な
実
施

や
、
個

別
指

導
の
徹
底
に
よ

る
１
年
次
生
の

【
全
員
】
に
対

す
る

担
任

教
員

の

指
導
、
T
A
や
認

定
登
録
講
師
を
活
用
し
た
指
導
の
実

施
な

ど
、
社

会
人
が
学
修
し

や
す
い
環
境
を

整
備
す
る
。
ま

た
、

修
了

後
も

専

門
能
力
の
向
上

を
図
る
場
と
し

て
学
修
コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

一
層

充

実
し
、
学
び
直
し
が
で
き
る
学
修
環
境
を
整
備
す

る
。

 

        ◇
キ
ャ
リ
ア
開
発
支
援
の
充
実
 

【
2
-
1
0
】
◆

②
担
任
制

や
、
メ
ン
タ
ー
制
度
を
よ
り
一
層
活
用

す
る

な
ど

、
多

様
な
学
生

の
就
職
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
等
に
応
じ
た

組
織

的
・
体

系
的
で
、
個
別
指
導
を
軸
に
し
た
き
め
細
か
な
キ

ャ
リ

ア
開

発
支

援
を
展
開

す
る
。
 

  【
2
-
0
9
】・

授
業
の
課

題
提

出
や

全
て

の
講

義
の

録
画

を
視

聴
で

き
る

講
義

支
援

シ
ス

テ
ム

の
提

供
、
対

面
と

録
画

授
業

を
組

み
合

わ
せ

た
ブ

レ
ン

デ
ィ

ッ
ド
・
ラ
ー

ニ
ン

グ
や

秋
葉

原
サ

テ
ラ

イ
ト

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
け

る
遠

隔
授

業
の

実
施

等
、
社

会

人
が

学
修

し
や

す
い

環
境

を
提

供
し

た
。
コ

ロ
ナ

禍
以

降
は

、
多

同
時

性
・
双

方
向

性
を

確
保

し
た

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業

と
録

画
を

用
い

た
オ

ン
デ

マ
ン

ド
授

業
を

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

で
、

よ
り

社
会

人
が

学
び

や
す

い
学

修
環

境
と

し
た

。
 

 
 

 
 ・

担
任

教
員

が
１

年
生

全
員

に
対

し
て

、
コ

ロ
ナ
禍

も
含

め
、
オ

ン
ラ
イ

ン
に

よ
る

履
修

相
談

を
行

う
な

ど
、
き

め
細

や

か
な

学
生

支
援

を
行

っ
た

。
 

・
修

了
生

に
対

し
、
修

了
後

の
継

続
か

つ
自

主
的

な
学

修
と

研
究

の
機

会
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
活

動
を

支
援

す

る
た

め
、
修

了
生

が
主

宰
す

る
研

究
会
「

A
I
I
T
修
了

生
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
」
を
、
平

成
2
9（

2
0
1
7
）
年

度
及

び
3
0（

2
0
1
8
）

年
度

の
試

行
期

間
を

経
て

、
令

和
元

（
2
0
1
9
）

年
度

以
降

、
毎

年
度

設
置

運
営

し
た

。
 

・
広

く
一

般
も

参
加

で
き

る
公

開
講

座
で

あ
る

マ
ン

ス
リ

ー
フ

ォ
ー

ラ
ム

等
（

令
和

２
（

2
0
2
0
）
年

度
の

研
究

科
再

編
に

伴
い

、
「

A
I
I
T
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
と

し
て

統
一

、
名

称
変

更
）

を
実

施
し

、
産

技
大

の
専

門
分

野
で

あ
る

「
I
C
T
分

野
」
、

「
も

の
づ

く
り
・
デ

ザ
イ

ン
分
野

」
、「

起
業
・
創

業
・
企

業
新

事
業
・
事

業
承

継
分

野
」
に

お
け

る
最

新
の

ト
ピ

ッ
ク

ス
を

取
り

上
げ

、
産

技
大

の
教

員
ほ

か
専

門
家

を
講

師
と

し
た

開
け

た
学

び
の

場
を

提
供

し
た

。
 

 

 【
2
-
1
0
】・

担
任

教
員

に
よ

る
オ

ン
ラ

イ
ン

面
談

等
に

お
い
て

、
学

生
の

履
修

、
学

籍
、
学

生
生

活
等

に
関

す
る

相
談

等
に

対
応

し

た
。

 

・
６

年
間

に
わ

た
り

、
キ

ャ
リ

ア
ガ

イ
ダ

ン
ス
・
就

職
ガ

イ
ダ
ン

ス
、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
対

応
、
キ

ャ
リ

カ
ウ

ン
セ

ラ

ー
に

よ
る

相
談

対
応

を
実

施
し

、
き

め
細

や
か

な
キ

ャ
リ

ア
開

発
支

援
を

展
開

し
た

。
ま

た
、
学

生
の

要
望

に
基

づ
き

、

就
職

希
望

先
企

業
に

勤
務

す
る

修
了

生
や

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
担

当
し

て
い

る
修

了
生

、
内

定
し

て
い

る
在

学
生

へ

の
橋

渡
し

を
積

極
的

に
行

っ
た

。
 

A
 

  

第
三
期
中
期
目
標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
担
任
教
員
等
に
よ
る
１
年
次
生
全
員
へ
の
面
談
を
継
続
し

て
実

施
で

き
て

お
り

、
指

導
内

容
及

び
指

導
体

制
の

充
実

が
図

ら
れ

て
い

る
。

 

  

認
証
評
価
 

機
関
の
評
価
 

［
認
証

評
価
機
関
］
一
般
社
団
法
人
日
本
技

術
者

教
育

認
定

機
構

（
J
A
B
E
E
）

 
［

受
審

年
度

］
H
2
9
 
［

評
価

対
象

期
間

］
H
2
5
-
H
2
9
 

［
認

証
評

価
の

種
類

］
分

野
別

（
創

造
技

術
専

攻
）
 

〇
主
な

優
れ
た
点
等
 

・
平
日

夜
間
お
よ
び
土
曜
日
に
授
業
を
開
講

し
、
事

務
室

、
図

書
館

、
自

習
室

等
の

施
設

も
平

日
夜

間
お

よ
び

土
曜

日
に

利
用

可
能

で
あ

り
、
サ

ポ
ー

ト
ス

タ
ッ

フ
の

駐
在

等
、
教

育
研

究
に

支
障

の
な

い
配

慮
が
さ
れ
、
教
育
研
究
に
支
障
の
な
い
も

の
と

な
っ

て
い

る
。
ま

た
、
長

期
履

修
制

度
、
P
B
L
型

科
目

、
A
I
I
T
ブ

レ
ン

デ
ィ

ッ
ド
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

、
認

定
登

録
講

師
、
A
I
I
T
単

位
バ

ン
ク

制
度

、
デ

ィ
プ

ロ

マ
・
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
K
n
o
w
l
e
d
g
e
 
H
o
m
e
 
P
o
r
t
制

度
、

マ
ン

ス
リ

ー
フ

ォ
ー

ラ
ム

等
は

、
特

色
あ

る
教

育
研

究
を

推
進

さ
せ

る
特

筆
す

べ
き

制
度

や
取

り
組

み
で

あ
る

と
い

え
る

。
 

 

 

［
認
証

評
価
機
関
］
公
益
財
団
法
人
大
学
基
準

協
会

（
J
U
A
A
）

 
 

 
 

 
 
 
［

受
審

年
度

］
R
1
 
［

評
価

対
象

期
間

］
H
2
5
-
R
1
 
 
 
［

認
証

評
価

の
種

類
］

機
関

別
 

〇
主
な

優
れ
た
点
等
 

・
平
日
夜
間
や
土
曜
日
の
授
業
開
講
、
ク
ォ

ー
タ

制
、
長

期
履

修
制

度
、
遠

隔
講

義
、
A
I
I
T
ブ

レ
ン

デ
ィ

ッ
ド
・
ラ

ー
ニ

ン
グ
等

、
多

様
な

授
業

形
態

を
採

り
入

れ
て

お
り

、
P
B
L
型

科
目

の
開

講
と

と
も

に

特
色
あ
る
教
育
方
法
を
実
現
し
て
い
る
。
ま

た
、
生

活
支

援
や
進

路
支

援
を

行
う

こ
と

で
多

様
な

学
生

層
に

対
し

て
特

色
あ

る
支

援
を

多
く

行
っ

て
い

る
。
特

に
、
開

講
中

の
全

て
の

講
義

を
録

画
し

、
全

学
生
に
講
義
映
像
を
提
供
す
る
取
組
み
は

修
了

生
の

学
び

を
支

援
す

る
取

組
み

と
な

っ
て

お
り

高
く

評
価

で
き

る
。
大

学
の

目
的

及
び

使
命

に
即

し
て

環
境

の
整

備
が

図
ら

れ
て

い
る

。
ま

た
、
学

内
施

設

を
夜
間
や
土
曜
日
に
も
利
用
で
き
る
よ
う

に
し

て
い

る
ほ

か
、
自

習
室

や
図

書
館

等
を

設
け

、
教

育
研

究
活

動
を

支
援

す
る

環
境

や
条

件
も

適
切

に
整

備
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、
教

育
研

究
活

動
を

行
う

た

め
に
必
要
な
施
設
及
び
設
備
を
十
分
整
備

し
て

い
る

と
い

え
る

。
 

〇
主
な
改
善
を
要
す
る
点
等
 

・
中
期

目
標
に
掲
げ
ら
れ
た
施
設
設
備
の
整
備
・
活

用
等

に
関
す

る
目

標
を

方
針

と
し

て
い

る
も

の
の

、
教

育
研

究
等

環
境
の

整
備

に
関

し
て

具
体

的
な

内
容

を
示

し
て

い
る

と
は

い
い

が
た

い
た

め
、
今

後

は
方
針
を
定
め
明
示
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。

 

［
認
証

評
価
機
関
］
一
般
社
団
法
人
日
本
技
術

者
教

育
認

定
機

構
（

J
A
B
E
E
）

 
［

受
審

年
度

］
R
2
 
［

評
価

対
象

期
間

］
H
2
8
-
R
2
 

 
［

認
証

評
価

の
種

類
］

分
野

別
（

情
報

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
専

攻
）

 

〇
主
な

優
れ
た
点
等
 

・
対
面
・
遠
隔
・
視
聴
教
材
等
を
組
み
合
わ
せ

た
授

業
形

態
が

準
備

、
実

施
さ

れ
て

い
る

。
秋

葉
原

サ
テ

ラ
イ

ト
キ

ャ
ン

パ
ス

で
遠

隔
授

業
を

受
講

が
で

き
る

仕
組

み
を

構
築

し
て

お
り

、
教

育
効

果
が

期
待

で
き
る
。
録
画
授
業
も
導
入
し
て
い
る
。
ま

た
、
学

生
自

身
が

学
習
・
教

育
目
標

の
達

成
度

を
W
e
b
で

確
認

で
き

る
し

く
み

が
あ

り
、
さ

ら
に

担
任

教
員
・
P
B
L
担

当
教

員
と

の
面

談
に

よ
り

確
認

す
る

こ

と
が
で
き
る
。
そ
の
他
、
特
色
あ
る

P
B
L
活

動
を

は
じ

め
と

し
て

、
社

会
人

学
生

の
多

い
専

門
職

大
学

院
と

し
て

、
様

々
な

特
徴

あ
る

活
動

を
行

っ
て

お
り

、
高

く
評

価
で

き
る

。
 

［
認
証

評
価
機
関
］
一
般
社
団
法
人
日
本
技
術

者
教

育
認

定
機

構
（

J
A
B
E
E
）

 
［

受
審

年
度

］
R
4
 
［

評
価

対
象

期
間

］
R
2
-
R
3
 
 
 

［
認

証
評

価
の

種
類

］
分

野
別

（
産

業
技

術
専

攻
）

 

〇
主
な

優
れ
た
点
等
 

・
対
面
・
遠
隔
・
視
聴
教
材
等
を
組
み
合
わ
せ

た
授

業
形

態
（

ブ
レ

ン
デ

ィ
ッ

ド
型

、
ハ

イ
フ

レ
ッ

ク
ス

型
）
が

提
供

さ
れ
て

い
る

。
夜

間
お

よ
び

土
曜

日
の

昼
間

に
授

業
を

開
講

し
て

お
り

、
教

育
設

備
の

効
果
的
運
用
を
図
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ

フ
、
講

義
収

録
ス

タ
ッ

フ
な

ど
も

充
実

し
て

い
る

。
ま

た
、
学
生

自
身

が
学

期
ご

と
に

、
成

績
評

価
（

結
果

）
を

W
e
b
で

確
認

で
き

る
仕

組
み

が
あ

り
、
さ

ら
に
担
任
教
員
等
と
の
面
談
に
よ
り
確
認

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
こ

れ
に

よ
り

、
到

達
目

標
の

積
み

上
げ

の
確

認
が

行
な

え
、
学

習
・
教

育
目
標

の
達

成
へ

の
指

針
と

で
き

て
い

る
。
そ

の
他

、
特

色
あ

る

P
B
L
活
動
を
は
じ
め
と
し
て
、
社
会
人
学

生
の

多
い

専
門

職
大

学
院

と
し

て
、

様
々

な
特

徴
あ

る
活

動
を

行
っ

て
お

り
、
高

く
評

価
で

き
る

。
 

  

年
度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
2
-
0
9
】
両
専
攻
の

1
年
生
【

全
員
】
に
対
し
、
担
任
に

よ
る

面
談

を
実

施
し

た
。

 
【【

評評
定定
：：

３３
】】
  

・
１

年
生

全
員

と
面

談
を
実

施
す

る
な

ど
き

め
細

か
く

徹
底

し
た

取
組

を
展

開
し

て
い

る
。

 

・
ブ

レ
ン

デ
ィ

ッ
ド
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
関

す
る

学
生

向
け

授
業

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
に

つ
い

て
、
継

続
し

て
高

い
評

価
を

得
て

い
る

点
が

評
価

で
き

る
。
前

年
と

比
較

し
て

点
数

が
変

化
し

て
い

る
項

目
に

つ
い

て
、
そ

の
理

由
を

分
析

す
る

こ
と

で
、

今
後

の
学

修
環

境
改

善
に

つ
な

が
る

も
の

と
思

わ
れ

る
。

 

3
0  

【
2
-
0
9
】
両
専
攻
の

1
年
生
【

全
員
】
に
対
し
、
担
任
に

よ
る

面
談

を
実

施
し

た
。

 

【
2
-
1
0
】
キ
ャ
リ
ア
メ
ン
タ
ー
制
度
の
制
度
設
計
を
行
い

、
本

格
実

施
に

先
立

ち
試

行
的

に
実

施
し

た
。

 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
１

年
生

全
員

に
対

し
て
面

談
を

行
う

な
ど

、
充

実
し

た
指

導
が

行
わ

れ
て

い
る

。
 

・
キ

ャ
リ

ア
メ

ン
タ

ー
制
度

の
設

計
を

行
い

、
試

行
的

に
実

施
す

る
な

ど
、
き

め
細

や
か

な
キ

ャ
リ

ア
形

成

支
援

を
行

う
体

制
を

整
え

た
。

 

・
キ

ャ
リ

ア
メ

ン
タ

ー
制

度
に

つ
い

て
、
課

題
が

見
つ

か
っ

た
場

合
の

メ
ン

タ
ー

役
に

対
す

る
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
体

制
等

、
本

格
実

施
に

向
け

た
体

制
整

備
が

期
待

さ
れ

る
。

 

元  

【
2
-
0
9
】
両
専
攻
の
１
年
生
【
全
員
】
に
対
し
、
担
任
に

よ
る

面
談

を
実

施
し

た
。

 

【
2
-
1
0
】
キ
ャ
リ

ア
メ
ン
タ
ー
制
度
に
つ
い
て
、
試
行
結

果
に

基
づ

き
、
見

直
し

を
実

施
し

、
令

和
２
（

2
0
2
0
）

年
度

よ
り
改
め
て
試
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
１

年
生

全
員

に
担

任
教
員

が
面

談
し

、
様

々
な

指
導

を
行

っ
て

い
る

。
 

・
ブ

レ
ン

デ
ィ

ッ
ド
・
ラ

ー
ニ

ン
グ
（

録
画

講
義

と
対

面
講

義
）
が

機
能

し
、
授

業
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

る
と

授
業

に
対

す
る

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
や

理
解

度
が

上
昇

し
た

。
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２ 

【
2
-
0
9
】
両
専
攻
の
１
年
生
【
全
員
】
に
対
し
、
担
任
に

よ
る

面
談

を
実

施
し

た
。

 

【
2
-
1
0
】
キ
ャ
リ

ア
メ
ン
タ
ー
制
度
に
つ
い
て
、
令
和
元
（

2
0
1
9
）
年

度
の

試
行

結
果

に
基

づ
く

見
直

し
を

行
い

、
改
め
て
試
行
を
行
っ
た
。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る
ブ
レ

ン
デ

ィ
ッ

ド
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
教

育
効

果
に

つ
い

て
、
授

業
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト

集
計

結
果

か
ら

、
「

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
」
、
「

負
担
の

軽
減

」
及

び
「

理
解

度
」

の
各

視
点

で
従

来
か

ら
の

高
い

評
価

が
維

持
さ

れ
た

。
 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
、
履

修
等

に
つ

い
て

担
任

教
員

が
１

年
次

生
全

員
に

対
し

て
メ

ー
ル

に
よ

る
個

別
の

相
談

対
応

を
行

う
な

ど
、

き
め

細
か

い
学

生
指

導
を

行
っ

た
。

  

３ 

【
2
-
0
9
】
１
年
生
【
全
員
】
に
対
し
、
担
任
に
よ
る
面
談

を
実

施
し

た
。

 

【
2
-
1
0
】
キ
ャ
リ
ア
メ
ン
タ
ー
制
度
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で

の
実

施
状

況
を

踏
ま

え
、
対

象
学

生
の

見
直

し

を
行

っ
た
。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
担

任
教

員
が

１
年

生
全

員
に

対
し

て
メ

ー
ル

に
よ

る
履

修
相

談
を

行
う

な
ど

、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

、

き
め

細
か

な
学

生
支

援
を

行
っ

た
。

 

・
修

了
後

の
自

主
的

学
修
や

研
究

を
促

す
「

修
了

生
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
」
に

つ
い
て

、
修

了
生

同
士

の
触

発
に

よ
る

研
究

や
仕

事
の

創
造

に
つ

な
が

る
よ

う
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
キ

ン
グ

促
進

に
期

待
す

る
。

 

４  

【
2
-
0
9
】
１
年
生
【
全
員
】
に
対
し
、
担
任
に
よ
る
面
談

を
実

施
し

た
。

 

【
2
-
1
0
】
学
生
が

志
望
す
る
企
業
へ
勤
務
す
る
修
了
生

、
勤

務
先

で
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

担
当

し
て

い
る

修
了
生
、
内
定
し
て
い
る
在
校
生
の
先
輩
へ

相
談

へ
の

橋
渡

し
及

び
フ

ォ
ロ

ー
を

積
極

的
に

行
っ

た
。
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２ 

【
2
-
0
9
】
両
専
攻
の
１
年
生
【
全
員
】
に
対
し
、
担
任
に

よ
る

面
談

を
実

施
し

た
。

 

【
2
-
1
0
】
キ
ャ
リ

ア
メ
ン
タ
ー
制
度
に
つ
い
て
、
令
和
元
（

2
0
1
9
）
年

度
の

試
行

結
果

に
基

づ
く

見
直

し
を

行
い

、
改
め
て
試
行
を
行
っ
た
。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る
ブ
レ

ン
デ

ィ
ッ

ド
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
教

育
効

果
に

つ
い

て
、
授

業
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト

集
計

結
果

か
ら

、
「

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
」
、
「

負
担
の

軽
減

」
及

び
「

理
解

度
」

の
各

視
点

で
従

来
か

ら
の

高
い

評
価

が
維

持
さ

れ
た

。
 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
、
履

修
等

に
つ

い
て

担
任

教
員

が
１

年
次

生
全

員
に

対
し

て
メ

ー
ル

に
よ

る
個

別
の

相
談

対
応

を
行

う
な

ど
、

き
め

細
か

い
学

生
指

導
を

行
っ

た
。
  

３ 

【
2
-
0
9
】
１
年
生
【
全
員
】
に
対
し
、
担
任
に
よ
る
面
談

を
実

施
し

た
。

 

【
2
-
1
0
】
キ
ャ
リ
ア
メ
ン
タ
ー
制
度
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で

の
実

施
状

況
を

踏
ま

え
、
対

象
学

生
の

見
直

し

を
行

っ
た
。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
担

任
教

員
が

１
年

生
全

員
に

対
し

て
メ

ー
ル

に
よ

る
履

修
相

談
を

行
う

な
ど

、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

、

き
め

細
か

な
学

生
支

援
を

行
っ

た
。

 

・
修

了
後

の
自

主
的

学
修
や

研
究

を
促

す
「

修
了

生
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
」
に

つ
い
て

、
修

了
生

同
士

の
触

発
に

よ
る

研
究

や
仕

事
の

創
造

に
つ

な
が

る
よ

う
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
キ

ン
グ

促
進

に
期

待
す

る
。

 

４  

【
2
-
0
9
】
１
年
生
【
全
員
】
に
対
し
、
担
任
に
よ
る
面
談

を
実

施
し

た
。

 

【
2
-
1
0
】
学
生
が

志
望
す
る
企
業
へ
勤
務
す
る
修
了
生

、
勤

務
先

で
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

担
当

し
て

い
る

修
了
生
、
内
定
し
て
い
る
在
校
生
の
先
輩
へ

相
談

へ
の

橋
渡

し
及

び
フ

ォ
ロ

ー
を

積
極

的
に

行
っ

た
。
 

 

 
 

中
期

計
画

番
号

 

2
-
0
9
 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

３
）

学
生

へ
の

支
援

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

を
促

進
す

る
学

修
環

境
の

整
備

 

①
講

義
支

援
シ

ス
テ

ム
及

び
遠

隔
授

業
の

着
実

な
実

施
や

、
個

別
指

導
の

徹
底

に
よ

る
１

年
次

生
の

【
全

員
】

に
対

す
る

担
任

教
員

の
指

導
、

T
A
や

認
定

登
録

講
師

を
活

用
し

た
指

導

の
実

施
な

ど
、

社
会

人
が

学
修

し
や

す
い

環
境

を
整

備
す

る
。

 

ま
た

、
修

了
後

も
専

門
能

力
の

向
上

を
図

る
場

と
し

て
学

修
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

一
層

充
実

し
、

学
び

直
し

が
で

き
る

学
修

環
境

を
整

備
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

AA
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆
【

継
続

】
講

義
支

援
シ

ス
テ

ム
を

活

用
し

て
ブ

レ
ン

デ
ィ

ッ
ド
・
ラ

ー
ニ

ン

グ
を

推
進

す
る

。
ま

た
、
遠

隔
授

業
を

継
続

的
に

実
施

す
る

こ
と

な
ど

に
よ

り
、
多

様
な

学
生

に
対

し
て

効
率

的
な

学
修

環
境

を
提

供
す

る
。

 

                   （
２

）
◆
【

継
続

】
全

１
年

次
生

に
対

し
、
担

任
教

員
等

に
よ

る
学

習
指

導
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
指

導
内

容
、
指

導
体

制
を

充
実

さ
せ

る
。

 

        

（
１

）
効

率
的

な
学

修
環

境
の

提
供

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
W
e
b
会

議
シ

ス
テ

ム
活

用
に

よ
り

同
時

性
・

双
方

向
性

を
確

保
し

た
オ

ン
ラ

イ
ン

授
業

と
録

画
を

用
い

た
オ

ン
デ

マ
ン

ド
授

業
を

組
み

合
わ

せ
、

社
会

人
が

学
び

や
す

い

学
修

環
境

を
提

供
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る
ブ

レ
ン

デ
ィ

ッ
ド
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
教

育
効

果
に

つ
い

て
、
学

生
の

授
業

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
か

ら
、
授

業
に

対
す

る
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

、
負

担

の
軽

減
、

理
解

度
の

3
項

目
と

も
年

々
数

値
が

向
上

す
る

と
と

も
に

継
続

し
て

高
い

評
価

を
維

持
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

(
図

表
2
-
0
9
-
1
)
 

 

 
 

 

【
図

表
2
-
0
9
-
1
　
授

業
評

価
ア
ン
ケ
ー

ト
集

計
結

果
(ブ

レ
ン
デ

ィ
ッ
ド
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
)】

２
年

度
設

問
1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン

2
.2
6

2
.1
4

2
.1
2

2
.0
4

負
担

の
軽

減
2
.6
4

2
.5
3

2
.5
0

2
.2
8

理
解

度
2
.3
0

2
.2
1

2
.1
8

2
.1
0

３
年

度
設

問
1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン

1
.9
6

2
.2
3

2
.2
6

2
.1
6

負
担

の
軽

減
2
.2
9

2
.5
7

2
.5
8

2
.4
9

理
解

度
2
.0
3

2
.2
3

2
.2
8

2
.1
6

４
年

度
設

問
1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン

2
.2
9

2
.2
9

2
.2
9

2
.4
2

負
担

の
軽

減
2
.6
2

2
.5
5

2
.5
1

2
.6
7

理
解

度
2
.3
3

2
.3
8

2
.3
9

2
.4
2

※
評
価
値
は
１
～
３
の
３
段
階
評
価
で
、
３
が
最
も
良
い
評
価
。

 
 （

２
）

学
修

指
導

の
実

施
、

指
導

体
制

等
の

充
実

 
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

を
鑑

み
、
各

コ
ー

ス
に

お
い

て
、
学

生
生

活
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

た
め

、
担

任
教

員
が

１
年

生
全

員
に

対
し

て
メ

ー
ル

に
よ

る
履

修

相
談

を
実

施
し

た
。

 

・
P
B
L
を

履
修

し
て

い
る

学
生

に
つ

い
て

は
、

認
定

登
録

講
師

、
産

技
大

修
了

生
及

び
産

業
界

の
専

門
家

が
P
B
L
活

動
に

つ
い

て
外

部
評

価
を

行
う

P
B
L
外

部
レ

ビ
ュ

ー
ア

と
な

り
、

指
導

・
助

言
等

を
実

施
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
担

任
教

員
に

よ
る

面
談

や
外

部
の

専
門

家
の

客
観

的
な

評
価

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
学

生
個

々
の

状
況

に
応

じ
た

よ
り

良
い

学
修

に
寄

与
し

た
。

 

 ※
認

定
登

録
講

師
制

度
：
高

度
専

門
知

識
を

有
す

る
人

材
を

認
定

登
録

講
師

と
し

て
登

録
し

、
機

会
が

あ
れ

ば
、
産

技
大

の
講

演
、
講

義
等

を
依

頼
す

る
制

度
で

、
産

技
大

の
修

了
生

、
非

常
勤

講
師

、
外

部
講

師
等

が
対

象
と

な
る

。
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（
３

）
【

継
続

】
継

続
学

修
の

場
で

あ
る

A
I
I
T

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

オ
ン

ラ
イ

ン
も

活
用

し
な

が
ら

着
実

に
実

施
し

、
ニ

ー
ズ

を

捉
え

た
学

修
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

運
営

す
る

。
（

2
-
1
8
再

掲
）

 

 （
４

） 【
継

続
】
修

了
生

が
主

催
す

る
専

門
研

究

分
野

ご
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

支
援

の
充

実
を

図
る

。
（

2
-
1
8
再

掲
）

 

（
３

）
学

修
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

更
な

る
充

実
【

特
記

事
項

Ⅱ
-
３

参
照

】
 

（
特

記
事

項
の

ポ
イ

ン
ト

）
 

・
産

技
大

の
専

門
分

野
に

関
す

る
最

新
の

ト
ピ

ッ
ク

ス
を

取
り

上
げ

た
公

開
講

座
「

A
I
I
T
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
を

、
一

部
連

携
自

治
体
等
（

品
川

区
、
三

鷹
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
大

学
）

主
催

の
公

開
講

座
と

連
携

し
、

オ
ン

ラ
イ

ン
（

Y
o
u
T
u
b
e
）

形
式

で
計

５
回

実
施

（
延

べ
視

聴
回

数
1
,
3
7
9
名

）
。

 

  （
４

）
修

了
生

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
充

実
【

特
記

事
項

Ⅱ
-
３

参
照

】
 

（
特

記
事

項
の

ポ
イ

ン
ト

）
 

・
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

を
促

進
す

る
学

修
環

境
の

一
環

と
し

て
、
修

了
後

の
継

続
的

か
つ

自
主

的
な

学
修

と
研

究
を

提
供

し
、
そ

の
活

動
を

支
援

す
る

場
で

あ
る

修
了

生
コ

ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
つ

い
て

、
５

つ
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

が
設

置
さ

れ
た

。
 

  中
期

計
画

番
号

 

2
-
1
0

 
◇

キ
ャ

リ
ア

開
発

支
援

の
充

実
 

②
担

任
制

や
、
メ

ン
タ

ー
制

度
を

よ
り

一
層

活
用

す
る

な
ど

、
多

様
な

学
生

の
就

職
や

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
等

に
応

じ
た

組
織

的
・
体

系
的

で
、
個

別
指

導
を

軸
に

し
た

き
め

細
か

な
キ

ャ

リ
ア

開
発

支
援

を
展

開
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

BB
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆
【

継
続

】
担

任
制

や
キ

ャ
リ

ア
開

発

支
援

委
員

会
を

通
じ

て
、
社

会
人

を
は

じ
め

と
す

る
産

技
大

の
多

様
な

学
生

の
状

況
に

き
め

細
か

に
対

応
し

た
キ

ャ
リ

ア
開

発
支

援
な

ど
を

実
施

す
る

。
 （

１
）

多
様

な
学

生
に

き
め

細
か

に
対

応
し

た
キ

ャ
リ

ア
開

発
支

援
の

実
施

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
就

職
支

援
対

象
者

全
員

に
対

す
る

就
職

支
援

ガ
イ

ダ
ン

ス
(
９

回
)
、

外
国

人
留

学
生

向
け

ガ
イ

ダ
ン

ス
(
３

回
、

中
国

語
で

実
施

)
を

オ
ン

ラ
イ

ン
で

実
施

し
た

。
 

・
キ

ャ
リ

ア
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
に

よ
る

就
職

相
談

(
1
0
4
回

(
1
月

現
在

)
、
1
1
3
回
（

3
月

3
1
日

時
点

）
) を

実
施

す
る

等
、
オ

ン
ラ

イ
ン

を
活

用
し

、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

丁

寧
な

就
職

相
談

を
実

施
し

、
学

生
の

希
望

を
把

握
し

、
希

望
す

る
就

職
先

の
紹

介
に

努
め

た
。

 

・
修

了
生

企
業

へ
の

訪
問

や
、

修
了

生
や

在
校

内
定

者
と

の
個

別
面

談
等

、
学

生
か

ら
の

要
望

を
受

け
た

取
り

組
み

を
調

整
・

実
施

し
た

。
 

・
キ

ャ
リ

ア
メ

ン
タ

ー
制

度
に

つ
い

て
、
こ

れ
ま

で
の

実
施

状
況

を
踏

ま
え

、
学

生
の

声
を

聴
き

、
制

度
の

枠
に

と
ら

わ
れ

ず
、
学

生
が

行
き

た
い

企
業

に
勤

務
す

る
修

了

生
や

業
務

で
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

担
当

し
て

い
る

修
了

生
、
就

職
先

が
内

定
し

た
在

学
生

な
ど

か
ら

ア
ド

バ
イ

ス
を

も
ら

う
、
話

を
き

く
等

、
制

度
の

利
用

拡
大

に
向

け
た

工
夫

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
上

記
取

組
に

よ
り

、
修

了
生

の
進

路
状

況
は

下
表

の
件

数
の

と
お

り
と

な
っ

た
。
（

図
表

2
-
1
0
-
1
）
。
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【
図

表
2
-
1
0
-
1
　
修

了
生

進
路

状
況

】
（
単

位
：
人

）

新
卒

者
0

既
卒

者
3

入
学

時
有

職
者

1
6

新
卒

者
2

既
卒

者
3

入
学

時
有

職
者

3
3

新
卒

者
5

既
卒

者
1

入
学

時
有

職
者

2
9

合
計

9
2

8
9

2
9
7
.8
%

9
1

0
0

1
9
2

新
卒

者
2

既
卒

者
1

入
学

時
有

職
者

1
3

新
卒

者
3

既
卒

者
3

入
学

時
有

職
者

3
7

新
卒

者
6

既
卒

者
3

入
学

時
有

職
者

3
5

合
計

1
0
3

8
7

6
9
3
.5
%

9
3

1
0

9
1
0
3

新
卒

者
2

既
卒

者
3

入
学

時
有

職
者

3
7

新
卒

者
2

既
卒

者
1
8

入
学

時
有

職
者

2
6

合
計

8
8

6
8

6
9
1
.9
%

7
4

1
1

1
3

8
9

新
卒

者
2

既
卒

者
8

入
学

時
有

職
者

4
2

新
卒

者
1
0

既
卒

者
6

入
学

時
有

職
者

3
7

合
計

1
0
5

8
9

7
9
2
.7
%

9
6

1
1

8
1
0
6

新
卒

者
2

既
卒

者
5

入
学

時
有

職
者

5
0

新
卒

者
5

既
卒

者
1
3

入
学

時
有

職
者

2
1

合
計

9
6

7
9

6
9
2
.9
%

8
5

1
0

1
0

9
6

新
卒

者
2

既
卒

者
5

入
学

時
有

職
者

3
7

新
卒

者
3

既
卒

者
1
1

入
学

時
有

職
者

1
5

合
計

7
3

6
3

5
9
2
.6
%

6
8

1
0

4
7
3

※
就
職
に
は
、
現
職
の
継
続
者
を
含
む

※
各
年
度
、
3
月
3
1
日
時
点

※
令
和
元
年
度
は
、
情
報
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
専
攻
に
就
職
か
つ
進
学
し
た
修
了
生
が
い
る
た
め
、
対
象
者
合
計
と
全
体
の
合
計
は
一
致
し
な
い

※
令
和
２
年
度
は
、
創
造
技
術
専
攻
に
就
職
希
望
か
つ
進
学
希
望
の
修
了
生
が
い
る
た
め
、
対
象
者
合
計
と
全
体
の
合
計
は
一
致
し
な
い

3
5

1
9

情
報

ア
ー

キ
テ
ク
チ
ャ

3
7

0
1
0
0
.0
%

3
7

0
0

1
3
8

４
年

度

事
業

設
計

工
学

1
8

1
9
4
.7
%

1
9

0
0

0

創
造

技
術

3
4

1
9
7
.1
%

3
5

0
0

0

1
5

1
9
3
.8
%

1
6

0
0

0
1
6

３
年

度

専
攻

対
象

者
就

職
合

計

２
年

度

情
報

ア
ー

キ
テ
ク
チ
ャ

3
6

1
9
7
.3
%

3
7

0
0

5

就
職

希
望

就
職

率
就

職
（
小

計
）

進
学

進
学

希
望

そ
の
他

事
業

設
計

工
学

元
年

度

情
報

ア
ー

キ
テ
ク
チ
ャ

4
6

2
9
5
.8
%

4
2

創
造

技
術

3
2

5
8
6
.5
%

3
7

1
1

8
4
7

4
8

1
1

3
5
3

創
造

技
術

4
3

5
8
9
.6
%

4
8

0
0

5
5
3

3
0
年

度

情
報

ア
ー

キ
テ
ク
チ
ャ

5
2

3
9
4
.5
%

5
5

0
0

2
5
7

創
造

技
術

2
7

3
9
0
.0
%

3
0

1
0

8
3
9

2
9
年

度

情
報

ア
ー

キ
テ
ク
チ
ャ

3
8

2
9
5
.0
%

4
0

1
0

3
4
4

創
造

技
術

2
5

3
8
9
.3
%

2
8

0
0

1
2
9

情
報

ア
ー

キ
テ
ク
チ
ャ

3
8

2
9
5
.0
%

4
0

0
0

3
4
3

創
造

技
術

3
4

3
9
1
.9
%

3
7

1
0

6
4
4
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大大
項項

目目
番番

号号
  

１１
６６
  

入入
学学

者者
選選

抜抜
 

１
 
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

４
）

入
学

者
選

抜
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る
た

め
の

措
置

 

（
中
期
目
標
）
 

○
ア
ド
ミ
ッ
シ

ョ
ン
・
ポ
リ
シ

ー
に

基
づ

い
て

質
の

高
い

学
生

を
確

保
す

る
た

め
、

育
成

す
る

人
材

像
や
教

育
内

容
及

び
成

果
を

広
く

社
会

に
発

信
す

る
と

と
も

に
、

多
様

な
入

学
者
選
抜

方
法
や
入
試
広
報
に
つ
い
て
も

継
続

的
な

検
証

に
基

づ
き

改
善

を
図

る
。

 
 

中
期
計
画
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
 

自
己

評
価
 

（
４
）
入
学
者
選
抜
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
 

◇
効
果
的
な
広
報
活
動
に
よ
る
専
門
職
大
学
院
に
ふ
さ
わ
し
い
学

生
の

確
保

 

【
2
-
1
1
】
◆
①
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
集
の
活
用
等
に
よ
る
教
育
成
果

の
的

確
な

把
握

に
基
づ
い

た
大
学
の
強
み
の
効
果
的
な
発
信
、
ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

、

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
等

の
多

様
な

媒
体

を
通

じ
た

広
報

活
動

の
展
開
、
教
職
員
の
訪
問
等
に
よ
る
企
業
等
へ
の

働
き

か
け

の
強

化
な
ど
の

取
組
を
行
う
。
こ
う
し
た
取
組
を
推
進

し
、【

年
間

2
5
0

人
】
を
超

え
る
参
加
者
を
大
学
院
説
明
会
へ
集
め

る
こ

と
な

ど
に

よ
り
、
社

会
人
、
学
部
卒
業
生
等
か
ら
、
高
度
専

門
職

業
人

と
し

て
の
資
質

を
有
す
る
学
生
を
確
保
す
る
。
 

  【
2
-
1
1
】・

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

流
行

前
の

期
間
前

半
は

、
平

成
2
9（

2
0
1
7
）
年

度
か

ら
令

和
元
（

2
0
1
9
）
年

度
の

３
年

間
で

以
下

４
点

の
産

技
大

の
P
R
活

動
を

実
施

す
る

こ
と

で
専

門
職

大
学

院
に

ふ
さ

わ
し

い
学

生
を

確
保

し
た

。
 

 
 

 
 

 
＜

前
半

の
取

組
＞

 

①
教

職
員

に
よ

る
計

1
9
5
（

う
ち

新
規

1
7
7
）

件
の

企
業

等
訪

問
 

②
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

全
面

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

 

③
大

学
名

称
変

更
及

び
研

究
科

再
編

に
伴

う
大

学
ブ

ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

の
一

環
と

し
て

、
ロ

ゴ
の

更
新

や
交

通
広

告
等

で

の
キ

ャ
ッ

チ
フ

レ
ー

ズ
「

産
技

大
で

本
気

の
学

び
直

し
」

の
統

一
に

よ
る

イ
メ

ー
ジ

の
統

一
化

 

④
全

国
の

学
生

等
を

対
象

と
し

た
デ

ザ
イ

ン
コ

ン
テ

ス
ト

開
催

に
よ

る
産

技
大

の
認

知
度

向
上

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
移

動
が

大
き

く
制

限
さ

れ
た

期
間

後
半

も
、
令

和
２
（

2
0
2
0
）
年

度
か

ら
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
３

年
間

で
以

下
４

点
の

P
R
活

動
を

実
施

す
る

こ
と

で
継

続
し

て
専

門
職

大
学

院
に

ふ
さ

わ
し

い
学

生
を

確
保

し
た

。
 

＜
後

半
の

取
組

＞
 

①
文

部
科

学
省

補
助

事
業

「
大

学
改

革
推

進
等

補
助

金
（

デ
ジ

タ
ル

活
用

教
育

高
度

化
事

業
）
『

デ
ジ

タ
ル

を
活

用
し

た
大

学
・

高
等

教
育

高
度

化
プ

ラ
ン

』
」

採
択

を
活

用
し

た
大

学
P
R
 

②
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
の

大
学

院
説

明
会

の
実

施
 

③
大

学
院

、
研

究
科

、
コ

ー
ス

、
教

員
を

紹
介

す
る

動
画

コ
ン

テ
ン

ツ
の

作
成

と
Y
o
u
T
u
b
e
で

の
配

信
 

④
T
w
i
t
t
e
r
や

F
a
c
e
b
o
o
k
な

ど
の

S
N
S
を

活
用

し
た

積
極

的
な

情
報

発
信

 

⑤
企

業
、

キ
ャ

リ
ア

チ
ェ

ン
ジ

、
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

と
い

っ
た

年
齢

層
別

の
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
集

の
掲

載
、

更
新

 

・
上

記
取

組
の

結
果

、
大

学
院

説
明

会
参

加
者

数
は

す
べ

て
の

年
度

で
K
P
I
年

間
2
5
0
人

を
達

成
に

つ
な

が
る

と
と

も

に
、
大

学
全

体
（

専
攻

全
体

）
の

入
試

志
願

者
数

に
お

い
て

は
、
平

成
2
9（

2
0
1
7
）
年

度
以

前
ま

で
は

４
月

入
学

の
志

願
倍

率
が

１
倍

前
後

で
あ

っ
た

が
、
そ

れ
以

降
は

安
定

し
て

志
願

倍
率

が
1
.
5
倍

程
度

と
な

り
、
令

和
５
（

2
0
23
）
年

度
4
月

入
学

に
お

い
て

は
、
志

願
者

数
が

1
8
9
名

に
の

ぼ
り

、
志

願
倍

率
は

2
.
1
倍

を
達

成
し

た
。
(
図

表
2
-
1
1（

1
） 、

図
表

2
-
1
1
(
2
)
)
 

 

 
 

 
 

＜
図
表
2
-
1
1
（
1
）
　
大
学
院
説
明
会
参
加
者
の
推
移
＞

（
単
位
：
回
、
人
）

2
9
年

度
3
0
年

度
元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

開
催
回
数

1
9

1
6

1
5

1
4

1
2

1
2

参
加
者
数

2
9
5

2
9
2

4
1
0

3
0
8

3
7
9

4
6
3

 
 

S
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大大
項項

目目
番番

号号
  

１１
６６
  

入入
学学

者者
選選

抜抜
 

１
 
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

４
）

入
学

者
選

抜
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る
た

め
の

措
置

 

（
中
期
目
標
）
 

○
ア
ド
ミ
ッ
シ

ョ
ン
・
ポ
リ

シ
ー

に
基

づ
い

て
質

の
高

い
学

生
を

確
保

す
る

た
め

、
育

成
す

る
人

材
像

や
教

育
内

容
及

び
成

果
を

広
く

社
会

に
発

信
す

る
と

と
も

に
、

多
様

な
入

学
者
選
抜

方
法
や
入
試
広
報
に
つ
い
て

も
継

続
的

な
検

証
に

基
づ

き
改

善
を

図
る

。
 

 

中
期
計
画
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
 

自
己

評
価
 

（
４
）
入
学
者
選
抜
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
 

◇
効
果
的
な
広
報
活
動
に
よ
る
専
門
職
大
学
院
に
ふ
さ
わ
し
い
学

生
の

確
保

 

【
2
-
1
1
】
◆
①
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
集
の
活
用
等
に
よ
る
教
育
成
果

の
的

確
な

把
握

に
基
づ
い

た
大
学
の
強
み
の
効
果
的
な
発
信
、
ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

、

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
等

の
多

様
な

媒
体

を
通

じ
た

広
報

活
動

の
展
開
、
教
職
員
の
訪
問
等
に
よ
る
企
業
等
へ
の

働
き

か
け

の
強

化
な
ど
の

取
組
を
行
う
。
こ
う
し
た
取
組
を
推
進

し
、【

年
間

2
5
0

人
】
を
超
え
る
参
加
者
を
大
学
院
説
明
会
へ
集
め

る
こ

と
な

ど
に

よ
り
、
社

会
人
、
学
部
卒
業
生
等
か
ら
、
高
度
専

門
職

業
人

と
し

て
の
資
質

を
有
す
る
学
生
を
確
保
す
る
。
 

  【
2
-
1
1
】・

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

流
行

前
の

期
間
前

半
は

、
平

成
2
9（

2
0
1
7
）
年

度
か

ら
令

和
元
（

2
0
1
9
）
年

度
の

３
年

間
で

以
下

４
点

の
産

技
大

の
P
R
活

動
を

実
施

す
る

こ
と

で
専

門
職

大
学

院
に

ふ
さ

わ
し

い
学

生
を

確
保

し
た

。
 

 
 

 
 

 
＜

前
半

の
取

組
＞

 

①
教

職
員

に
よ

る
計

1
9
5
（

う
ち

新
規

1
7
7
）

件
の

企
業

等
訪

問
 

②
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

全
面

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

 

③
大

学
名

称
変

更
及

び
研

究
科

再
編

に
伴

う
大

学
ブ

ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

の
一

環
と

し
て

、
ロ

ゴ
の

更
新

や
交

通
広

告
等

で

の
キ

ャ
ッ

チ
フ

レ
ー

ズ
「

産
技

大
で

本
気

の
学

び
直

し
」

の
統

一
に

よ
る

イ
メ

ー
ジ

の
統

一
化

 

④
全

国
の

学
生

等
を

対
象

と
し

た
デ

ザ
イ

ン
コ

ン
テ

ス
ト

開
催

に
よ

る
産

技
大

の
認

知
度

向
上

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
移

動
が

大
き

く
制

限
さ

れ
た

期
間

後
半

も
、
令

和
２
（

2
0
2
0
）
年

度
か

ら
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
３

年
間

で
以

下
４

点
の

P
R
活

動
を

実
施

す
る

こ
と

で
継

続
し

て
専

門
職

大
学

院
に

ふ
さ

わ
し

い
学

生
を

確
保

し
た

。
 

＜
後

半
の

取
組

＞
 

①
文

部
科

学
省

補
助

事
業

「
大

学
改

革
推

進
等

補
助

金
（

デ
ジ

タ
ル

活
用

教
育

高
度

化
事

業
）
『

デ
ジ

タ
ル

を
活

用
し

た
大

学
・

高
等

教
育

高
度

化
プ

ラ
ン

』
」

採
択

を
活

用
し

た
大

学
P
R
 

②
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
の

大
学

院
説

明
会

の
実

施
 

③
大

学
院

、
研

究
科

、
コ

ー
ス

、
教

員
を

紹
介

す
る

動
画

コ
ン

テ
ン

ツ
の

作
成

と
Y
o
u
T
u
b
e
で

の
配

信
 

④
T
w
i
t
t
e
r
や

F
a
c
e
b
o
o
k
な

ど
の

S
N
S
を

活
用

し
た

積
極

的
な

情
報

発
信

 

⑤
企

業
、

キ
ャ

リ
ア

チ
ェ

ン
ジ

、
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

と
い

っ
た

年
齢

層
別

の
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
集

の
掲

載
、

更
新

 

・
上

記
取

組
の

結
果

、
大

学
院

説
明

会
参

加
者

数
は

す
べ

て
の

年
度

で
K
P
I
年

間
2
5
0
人

を
達

成
に

つ
な

が
る

と
と

も

に
、
大

学
全

体
（

専
攻

全
体

）
の

入
試

志
願

者
数

に
お

い
て

は
、
平

成
2
9（

2
0
1
7
）
年

度
以

前
ま

で
は

４
月

入
学

の
志

願
倍

率
が

１
倍

前
後

で
あ

っ
た

が
、
そ

れ
以

降
は

安
定

し
て

志
願

倍
率

が
1
.
5
倍

程
度

と
な

り
、
令

和
５
（

2
0
23
）
年

度
4
月

入
学

に
お

い
て

は
、
志

願
者

数
が

1
8
9
名

に
の

ぼ
り

、
志

願
倍

率
は

2
.
1
倍

を
達

成
し

た
。
(
図

表
2
-
1
1（

1
） 、

図
表

2
-
1
1
(
2
)
)
 

 

 
 

 
 

＜
図
表
2
-
1
1
（
1
）
　
大
学
院
説
明
会
参
加
者
の
推
移
＞

（
単
位
：
回
、
人
）

2
9
年

度
3
0
年

度
元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

開
催
回
数

1
9

1
6

1
5

1
4

1
2

1
2

参
加
者
数

2
9
5

2
9
2

4
1
0

3
0
8

3
7
9

4
6
3

 
 

S
 

 

 

 
 

 
 

＜
図

表
2
-
1
1
（
2
）
 入

試
状

況
の

推
移

＞
（
単

位
：
人

、
倍

）

4
月

入
学

1
0
月

入
学

4
月

入
学

1
0
月

入
学

4
月

入
学

1
0
月

入
学

4
月

入
学

1
0
月

入
学

4
月

入
学

1
0
月

入
学

4
月

入
学

1
0
月

入
学

募
集

人
数

4
5

5
4
5

5
3
6

4
3
6

4
3
6

4
3
6

志
願

者
数

7
9

6
7
2

1
5

7
4

9
6
9

1
5

9
2

6
1
1
2

受
験

者
数

7
7

6
7
1

1
4

7
3

6
6
8

1
5

9
0

6
1
1
0

合
格

者
数

5
3

4
5
2

8
4
3

4
4
3

8
4
5

5
4
1

入
学

者
数

5
2

4
4
9

8
4
4

4
4
2

8
4
5

5
4
1

志
願

倍
率

1
.7

6
1
.2

0
1
.6

0
3
.0

0
2
.0

6
2
.2

5
1
.9

2
3
.7

5
2
.5

6
1
.5

0
3
.1

1

充
足

率
1
.1

6
0
.8

0
1
.0

9
1
.6

0
1
.2

2
1
.0

0
1
.1

7
2
.0

0
1
.2

5
1
.2

5
1
.1

4

募
集

人
数

4
5

5
4
5

5
3
6

4
3
6

4
3
6

4
3
6

志
願

者
数

6
4

1
2

6
4

9
4
6

6
5
7

5
3
6

7
4
8

受
験

者
数

6
3

1
2

6
3

9
4
5

6
5
6

5
3
4

7
4
7

合
格

者
数

5
5

8
5
2

8
3
7

5
4
4

2
3
5

5
3
8

入
学

者
数

5
1

8
4
7

8
3
7

5
4
2

2
3
5

5
3
6

志
願

倍
率

1
.4

2
2
.4

0
1
.4

2
1
.8

0
1
.2

8
1
.5

0
1
.5

8
1
.2

5
1
.0

0
1
.7

5
1
.3

3

充
足

率
1
.1

3
1
.6

0
1
.0

4
1
.6

0
1
.0

3
1
.2

5
1
.1

7
0
.5

0
0
.9

7
1
.2

5
1
.0

0

募
集

人
数

1
8

2
1
8

2
1
8

2
1
8

志
願

者
数

3
0

0
1
4

4
1
9

2
2
9

受
験

者
数

3
0

0
1
3

4
1
9

2
2
9

合
格

者
数

2
7

0
2
2

4
2
2

2
2
0

入
学

者
数

2
5

0
2
1

3
1
9

2
2
0

志
願

倍
率

1
.6

7
-

0
.7

8
2
.0

0
1
.0

6
1
.0

0
1
.6

1

充
足

率
1
.3

9
-

1
.1

7
1
.5

0
1
.0

6
1
.0

0
1
.1

1

志
願

倍
率

1
.5

9
1
.8

0
1
.5

1
2
.4

0
1
.6

7
1
.5

0
1
.5

6
2
.4

0
1
.6

3
1
.5

0
2
.1

0

充
足

率
1
.1

4
1
.2

0
1
.0

7
1
.6

0
1
.1

8
0
.9

0
1
.1

7
1
.3

0
1
.1

0
1
.2

0
1
.0

8

令
和

２
年

度
４

月
入

試
か

ら
産

業
技

術
専

攻
（
３

コ
ー

ス
）
と

し
て

募
集

を
開

始
。

※
令

和
５

年
４

月
１

日
時

点

※
令

和
２

年
度

４
月

入
試

　
事

業
→

情
報

 転
コ

ー
ス

１
名

※
令

和
３

年
度

４
月

入
試

　
事

業
　

第
２

志
望

合
格

９
名

（
第

２
志

望
は

事
業

設
計

の
志

願
者

数
に

含
ま

な
い

）

※
令

和
４

年
度

４
月

入
試

　
事

業
　

第
２

志
望

合
格

２
名

（
第

２
志

望
は

事
業

設
計

の
志

願
者

数
に

含
ま

な
い

）

５
年

度

産
業

技
術

研
究

科

3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度

全 体事 業 設 計 工 学 コ ー ス創 造 技 術 専 攻 ／ コ ー

ス

情 報 ア ー キ テ ク チ ャ 専

攻 ／ コ ー ス

 
     

  

Ⅱ　東京都立産業技術大学院大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

　１　教育に関する目標を達成するための措置

－ 245 －



第
三
期
中
期
目
標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

１１
】】

  

・
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
集
や
「
A
I
I
T
 P
B
L
 M
e
t
h
o
d
」
等
を
活
用
し

た
効

果
的

な
発

信
や

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、
S
N
S
等

の
多

様
な

媒
体

を
活

用
し

た
広

報
活

動
に

よ
り

、
大

学
院

説
明

会
で

は
、
例

年
、
目

標
で

あ
る

2
5
0
人

以
上

の

参
加
者
を
集
め
て
い
る
。
ま
た
、
平
成

3
0
年
度

以
降
の
入
試

に
お

い
て

、
定

員
を

超
え

る
志

願
者

を
安

定
的

に
確

保
で

き
て

い
る

。
 

・
A
I
I
T
単
位
バ
ン
ク

制
度
が
順
調
に
運
営
さ
れ
、
単
位
バ
ン

ク
生

か
ら

の
正

規
入

学
者

を
毎

年
度

獲
得

し
て

い
る

。
 

  

認
証
評
価
 

機
関
の
評
価
 

［
認
証

評
価
機
関
］
一
般
社
団
法
人
日
本
技

術
者

教
育

認
定

機
構

（
J
A
B
E
E
）

 
［

受
審

年
度

］
H
2
9
 

 
［

評
価

対
象

期
間
］

H
2
5
-
H
2
9
 

 
［

認
証

評
価

の
種

類
］

分
野

別
（

創
造

技
術

専
攻

）
 

〇
主
な

優
れ
た
点
等
 

・
ア
ド

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
を
設
定
し
入

試
要

項
に

そ
れ

を
反

映
し

公
開

し
て

い
る

。
入

試
選

抜
も

公
正

、
適

切
に

実
施

し
て

い
る

。
 

〇
主
な

改
善
を
要
す
る
点
等
 

・
ア
ド

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
を
反
映
し

た
具

体
的

選
抜

方
法

で
は

、
8
つ

の
カ

テ
ゴ

リ
ー

の
入

学
試

験
を

用
意

し
て

い
る

が
、
各

々
を

ど
の

よ
う

な
重

み
で

扱
う

か
の

方
針

を
明

示
す

る
こ

と
が

望
ま

れ

る
。
特
に
、
短
期
に
留
学
生
比
率
が
急
速
に

増
加

し
て

い
る

こ
と

が
、
教

育
の
目

標
、
教

育
体
制

に
ひ

ず
み

を
生

じ
て

い
な

い
か

懸
念

が
あ

る
。
多

く
の

外
国
人

、
新

卒
、
社

会
人

等
の

多
様

な
学

生
を

ど

う
受
け
入
れ
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
の
、

は
っ

き
り

と
し

た
方

針
を

示
す

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

 

［
認
証

評
価
機
関
］
公
益
財
団
法
人
大
学
基
準

協
会

（
J
U
A
A
）

 
 

 
 

 
 
 
［

受
審

年
度

］
R
1
 

 
 
［

評
価

対
象

期
間

］
H
2
5
-
R
1
 

 
 
［

認
証

評
価

の
種

類
］

機
関

別
 

〇
主
な

優
れ
た
点
等
 

・
大
学
の
方
針
に
加
え
て
、
専
攻
ご
と
に
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン
・
ポ

リ
シ

ー
を

定
め

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や
「

入
試

募
集

要
項

」
等

に
明

記
す

る
こ

と
で

周
知

を
図

っ
て

い
る

。
入

学
者

選
抜

に
つ

い
て

は
、
ア

ド

ミ
ッ
シ
ョ
ン

・
ポ
リ
シ
ー
で

示
し
て
い
る

学
生

を
選

抜
で

き
る

よ
う

多
様

な
入

学
試

験
を

行
っ

て
お

り
、

そ
の

実
施

に
あ

た
っ

て
は

、
「

入
試

委
員

会
」

を
中

心
に

、
問

題
作

成
か

ら
合

否
判

定
に

至
る
ま

で
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
人
為
的
ミ
ス
や

情
報

漏
洩

が
生

じ
る

こ
と

が
な

い
よ

う
な

体
制

を
整

え
て

い
る

。
 

［
認
証

評
価
機
関
］
一
般
社
団
法
人
日
本
技
術

者
教

育
認

定
機

構
（

J
A
B
E
E
）

 
［

受
審

年
度

］
R
2
 

 
 
［

評
価

対
象

期
間

］
H
2
8
-
R
2
 

 
［

認
証

評
価

の
種

類
］

分
野

別
（

情
報

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
専

攻
）
 

〇
主
な

優
れ
た
点
等
 

・
ア
ド

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
は
明
確
に
設

定
さ

れ
て

お
り

、
W
e
b
や

学
生

募
集

要
項

に
て

学
内

外
に

広
く

公
開

さ
れ

て
い

る
。

入
試

判
定

も
公

正
、

適
切

に
実

施
し

て
い

る
。

 

［
認
証

評
価
機
関
］
一
般
社
団
法
人
日
本
技
術

者
教

育
認

定
機

構
（

J
A
B
E
E
）

 
［

受
審

年
度

］
R
4
 

 
［

評
価

対
象

期
間
］

R
2
-
R
3
 
 
 

［
認

証
評

価
の

種
類

］
分

野
別

（
産

業
技

術
専

攻
）

 

〇
主
な

優
れ
た
点
等
 

・
ア
ド

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
は
、
専
攻
共

通
と

３
コ

ー
ス

ご
と

に
明

確
に

設
定

さ
れ

て
お

り
、
W
e
b
や

学
生

募
集

要
項

に
て

学
内

外
に

広
く

公
開

さ
れ

て
い

る
。
入

試
判

定
も

公
正

、
適

切
に

実
施

し
て

い
る
。
 

 

年
度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
2
-
1
1
】
様

々
な

媒
体
で

産
技
大

の
教
育

成
果
を

発
信
し

、【
2
95

名
】

の
大

学
院

説
明
会

参
加
者

を
集

め

た
。
単
位
バ
ン
ク
生
か
ら

2
2
名
の

入
学
者
が

あ
り

、
単

位
バ

ン
ク

生
向

け
入

試
に

1
0
名

の
受

験

者
（
う
ち
９
名
入
学
）
が
あ
っ
た
。

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
集

の
活
用

や
4
0
社

の
新

規
企

業
訪

問
を

は
じ

め
と

し
て

、
多

様
な

入
試

広
報

に
努

め
た

努
力

が
実

っ
て

、
志

願
倍

率
の

上
昇

を
得

た
点

を
評

価
す

る
。
今

後
も

引
き

続
き

知
名

度
を

高
め

る
工

夫

と
努

力
に

期
待

し
た

い
。

 

3
0  

【
2
-
1
1
】
様

々
な

媒
体
で

産
技
大

の
教
育

成
果
を

発
信
し

、【
2
92

名
】

の
大

学
院

説
明
会

参
加
者

を
集

め

た
。

単
位
バ
ン
ク
生
か
ら

2
2
名
の
入
学
者
が

あ
り

、
単

位
バ

ン
ク

生
向

け
入

試
に

8
名

の
受

験

者
（
う
ち
８
名
入
学
）
が
あ
っ
た
。
 

【 【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
1
0
0
社

を
超

え
る

企
業
訪

問
、
効

果
的

な
広

報
活

動
、
説

明
会

の
開

催
に

よ
り

、
多

く
の

志
願

者
を

得
る

こ
と

が
で

き
、

定
員

の
確

保
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

 

元  

【
2
-
1
1
】
様

々
な

媒
体
で

産
技
大

の
教
育

成
果
を

発
信
し

、【
4
10

名
】

の
大

学
院

説
明
会

参
加
者

を
集

め

た
。

単
位
バ
ン
ク
生
か
ら

2
4
名
の
入
学
者

が
あ

り
、

単
位

バ
ン

ク
生

向
け

入
試

に
９

名
の

受
験

者
（

う
ち
９
名
入
学
）
が
あ
っ
た
。
 

【【
評評

定定
：：

１１
】】
  

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

全
面

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

、
研

究
科

再
編

の
特

設
ペ

ー
ジ

開
設

、
駅

に
お

け
る

交
通

広
告

等
、

戦
略

的
、
効

果
的

な
広

報
活

動
が

行
わ

れ
た

。
そ

の
結

果
、
大

学
院

説
明

会
へ

の
参

加
が

4
1
0
名

と
開

学

以
来

最
多

と
な

る
と

と
も

に
、
新

専
攻

と
な

っ
て

の
初

の
入

試
に

お
い

て
、
十

分
な

志
願

者
数

を
確

保
で

き
た

。
 

Ⅱ　東京都立産業技術大学院大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置
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第
三
期
中
期
目
標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

１１
】】

  

・
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
集
や
「
A
I
I
T
 P
B
L
 M
e
t
h
o
d
」
等
を
活
用
し

た
効

果
的

な
発

信
や

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、
S
N
S
等

の
多

様
な

媒
体

を
活

用
し

た
広

報
活

動
に

よ
り

、
大

学
院

説
明

会
で

は
、
例

年
、
目

標
で

あ
る

2
5
0
人

以
上

の

参
加
者
を
集
め
て
い
る
。
ま
た
、
平
成

3
0
年
度

以
降
の
入
試

に
お

い
て

、
定

員
を

超
え

る
志

願
者

を
安

定
的

に
確

保
で

き
て

い
る

。
 

・
A
I
I
T
単
位
バ
ン
ク

制
度
が
順
調
に
運
営
さ
れ
、
単
位
バ
ン

ク
生

か
ら

の
正

規
入

学
者

を
毎

年
度

獲
得

し
て

い
る

。
 

  

認
証
評
価
 

機
関
の
評
価
 

［
認
証

評
価
機
関
］
一
般
社
団
法
人
日
本
技

術
者

教
育

認
定

機
構

（
J
A
B
E
E
）

 
［

受
審

年
度

］
H
2
9
 

 
［

評
価

対
象

期
間
］

H
2
5
-
H
2
9
 

 
［

認
証

評
価

の
種

類
］

分
野

別
（

創
造

技
術

専
攻

）
 

〇
主
な

優
れ
た
点
等
 

・
ア
ド

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
を
設
定
し
入

試
要

項
に

そ
れ

を
反

映
し

公
開

し
て

い
る

。
入

試
選

抜
も

公
正

、
適

切
に

実
施

し
て

い
る

。
 

〇
主
な

改
善
を
要
す
る
点
等
 

・
ア
ド

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
を
反
映
し

た
具

体
的

選
抜

方
法

で
は

、
8
つ

の
カ

テ
ゴ

リ
ー

の
入

学
試

験
を

用
意

し
て

い
る

が
、
各

々
を

ど
の

よ
う

な
重

み
で

扱
う

か
の

方
針

を
明

示
す

る
こ

と
が

望
ま

れ

る
。
特
に
、
短
期
に
留
学
生
比
率
が
急
速
に

増
加

し
て

い
る

こ
と

が
、
教

育
の
目

標
、
教

育
体
制

に
ひ

ず
み

を
生

じ
て

い
な

い
か

懸
念

が
あ

る
。
多

く
の

外
国
人

、
新

卒
、
社

会
人

等
の

多
様

な
学

生
を

ど

う
受
け
入
れ
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
の
、

は
っ

き
り

と
し

た
方

針
を

示
す

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

 

［
認
証
評
価
機
関
］
公
益
財
団
法
人
大
学
基

準
協

会
（

J
U
A
A
）

 
 

 
 

 
 
 
［

受
審

年
度

］
R
1
 

 
 
［

評
価

対
象

期
間
］

H
2
5
-
R
1
 

 
 
［

認
証

評
価

の
種

類
］

機
関

別
 

〇
主
な
優
れ
た
点
等
 

・
大
学
の
方
針
に
加
え
て
、
専
攻
ご
と
に
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン
・
ポ

リ
シ

ー
を

定
め

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や
「

入
試

募
集

要
項

」
等

に
明

記
す

る
こ

と
で

周
知

を
図

っ
て

い
る

。
入

学
者

選
抜

に
つ

い
て

は
、
ア

ド

ミ
ッ
シ
ョ
ン

・
ポ
リ
シ
ー
で

示
し
て
い
る

学
生

を
選

抜
で

き
る

よ
う

多
様

な
入

学
試

験
を

行
っ

て
お

り
、

そ
の

実
施

に
あ

た
っ

て
は

、
「

入
試

委
員

会
」

を
中

心
に

、
問

題
作

成
か

ら
合

否
判

定
に

至
る
ま

で
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
人
為
的
ミ
ス
や

情
報

漏
洩

が
生

じ
る

こ
と

が
な

い
よ

う
な

体
制

を
整

え
て

い
る

。
 

［
認
証
評
価
機
関
］
一
般
社
団
法
人
日
本
技

術
者

教
育

認
定

機
構

（
J
A
B
E
E
）

 
［

受
審

年
度

］
R
2
 

 
 
［

評
価

対
象

期
間
］

H
2
8
-
R
2
 

 
［

認
証

評
価

の
種

類
］

分
野

別
（

情
報

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
専

攻
）
 

〇
主
な

優
れ
た
点
等
 

・
ア
ド

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
は
明
確
に
設

定
さ

れ
て

お
り

、
W
e
b
や

学
生

募
集

要
項

に
て

学
内

外
に

広
く

公
開

さ
れ

て
い

る
。

入
試

判
定

も
公

正
、

適
切

に
実

施
し

て
い

る
。

 

［
認
証
評
価
機
関
］
一
般
社
団
法
人
日
本
技

術
者

教
育

認
定

機
構

（
J
A
B
E
E
）

 
［

受
審

年
度

］
R
4
 

 
［

評
価

対
象

期
間
］

R
2
-
R
3
 
 
 

［
認

証
評

価
の

種
類

］
分

野
別

（
産

業
技

術
専

攻
）

 

〇
主
な
優
れ
た
点
等
 

・
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
は
、
専
攻

共
通

と
３

コ
ー

ス
ご

と
に

明
確

に
設

定
さ

れ
て

お
り

、
W
e
b
や

学
生

募
集

要
項
に

て
学

内
外

に
広

く
公

開
さ

れ
て

い
る

。
入

試
判

定
も

公
正

、
適

切
に

実
施

し
て

い
る
。
 

 

年
度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
2
-
1
1
】
様

々
な

媒
体
で

産
技
大

の
教
育

成
果
を

発
信
し

、【
2
95

名
】

の
大

学
院

説
明
会

参
加
者

を
集

め

た
。
単
位
バ
ン
ク
生
か
ら

2
2
名
の

入
学
者
が
あ

り
、
単

位
バ

ン
ク

生
向

け
入

試
に

1
0
名

の
受

験

者
（
う
ち
９
名
入
学
）
が
あ
っ
た
。

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
集

の
活
用

や
4
0
社

の
新

規
企

業
訪

問
を

は
じ

め
と

し
て

、
多

様
な

入
試

広
報

に
努

め
た

努
力

が
実

っ
て

、
志

願
倍

率
の

上
昇

を
得

た
点

を
評

価
す

る
。
今

後
も

引
き

続
き

知
名

度
を

高
め

る
工

夫

と
努

力
に

期
待

し
た

い
。

 

3
0  

【
2
-
1
1
】
様

々
な

媒
体
で

産
技
大

の
教
育

成
果
を

発
信
し

、【
2
92

名
】

の
大

学
院

説
明
会

参
加
者

を
集

め

た
。
単
位
バ
ン
ク
生
か
ら

2
2
名
の
入
学
者
が
あ

り
、

単
位

バ
ン

ク
生

向
け

入
試

に
8
名

の
受

験

者
（
う
ち
８
名
入
学
）
が
あ
っ
た
。
 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
1
0
0
社

を
超

え
る

企
業
訪

問
、
効

果
的

な
広

報
活

動
、
説

明
会

の
開

催
に

よ
り

、
多

く
の

志
願

者
を

得
る

こ
と

が
で

き
、

定
員

の
確

保
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

 

元  

【
2
-
1
1
】
様

々
な

媒
体
で

産
技
大

の
教
育

成
果
を

発
信
し

、【
4
10

名
】

の
大

学
院

説
明
会

参
加
者

を
集

め

た
。
単
位
バ
ン
ク
生
か
ら

2
4
名
の
入
学
者
が

あ
り

、
単

位
バ

ン
ク

生
向

け
入

試
に

９
名

の
受

験

者
（

う
ち
９
名
入
学
）
が
あ
っ
た
。
 

【【
評評

定定
：：

１１
】】
  

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

全
面

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

、
研

究
科

再
編

の
特

設
ペ

ー
ジ

開
設

、
駅

に
お

け
る

交
通

広
告

等
、

戦
略

的
、
効

果
的

な
広

報
活

動
が

行
わ

れ
た

。
そ

の
結

果
、
大

学
院

説
明

会
へ

の
参

加
が

4
1
0
名

と
開

学

以
来

最
多

と
な

る
と

と
も

に
、
新

専
攻

と
な

っ
て

の
初

の
入

試
に

お
い

て
、
十

分
な

志
願

者
数

を
確

保
で

き
た

。
 

・
単

位
バ

ン
ク

制
度

が
順
調

に
運

営
さ

れ
、

単
位

バ
ン

ク
生

か
ら

の
正

規
入

学
者

が
増

加
し

て
い

る
。

 

・
様

々
な

取
組

が
功

を
奏
し

て
、

令
和

２
年

度
（

４
月

入
学

）
の

志
願

倍
率

が
1
.
6
7
倍

に
達

し
た

。
 

２ 

【
2
-
1
1
】
様

々
な

媒
体
で

産
技
大

の
教
育

成
果
を

発
信
し

、【
3
08

名
】

の
大

学
院

説
明
会

参
加
者

を
集

め

た
。

単
位
バ
ン
ク
生
か
ら

1
9
名
の
入
学
者

が
あ

り
、

単
位

バ
ン

ク
生

向
け

入
試

に
６

名
の

受
験

者
（

う
ち
６
名
入
学
）
が
あ
っ
た
。
 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
多

方
面

に
わ

た
る

効
果

的
な

広
報

活
動

に
よ

り
、

オ
ン

ラ
イ

ン
形

式
で

開
催

し
た

大
学

院
説

明
会

に
は

3
0
8
名

の
参

加
が

あ
っ
た

。
ま

た
、
令

和
３

年
度

４
月

入
学

に
お

け
る

産
業

技
術

専
攻

全
体

の
志

願
倍

率

は
1
.
5
6
倍

に
達

し
、
入

学
者

数
も

十
分

な
定

員
を

確
保

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
  

３ 

【
2
-
1
1
】
様

々
な

媒
体
で

産
技
大

の
教
育

成
果
を

発
信
し

、【
3
79

名
】

の
大

学
院

説
明
会

参
加
者

を
集

め

た
。

単
位
バ
ン
ク
生
か
ら

2
1
名
の
入
学
者

が
あ

り
、

う
ち

単
位

バ
ン

ク
生

向
け

入
試

利
用

者
は

1
0
名
（
受
験
者

1
1
名
）
で
あ
っ
た
。
 

【【
評評

定定
：：

１１
】】
  

・
学

校
紹

介
や

コ
ー

ス
紹

介
に

関
す

る
新

規
動

画
コ

ン
テ

ン
ツ

を
複

数
作

成
す

る
な

ど
情

報
発

信
を

充
実

さ
せ

る
こ

と
で

、
大

学
院

説
明

会
に

は
令

和
２

年
度

を
上

回
る

3
7
9
名

が
参

加
し

、
令

和
４

年
度

４
月

入

学
に

お
け

る
大

学
全

体
の

志
願

倍
率

は
、

過
去

最
高

水
準

の
1
.
6
3
倍

に
達

し
て

い
る

。
 

・
単

位
バ

ン
ク

生
の

登
録
者

数
及

び
単

位
バ

ン
ク

生
か

ら
の

入
学

者
数

が
と

も
に

増
加

し
て

お
り

、
入

学
者

の
確

保
に

寄
与

し
た

。
今

後
は

、
単

位
バ

ン
ク

の
登

録
、
単

位
バ

ン
ク

を
利

用
し

た
入

学
者

数
を

更
に

拡

充
し

て
い

く
た

め
の

取
組

を
期

待
す

る
。

 

４  

【
2
-
1
1
】
様

々
な

媒
体
で

産
技
大

の
教
育

成
果
を

発
信
し

、【
4
63

名
】

の
大

学
院

説
明
会

参
加
者

を
集

め

た
。
単
位
バ
ン
ク
生
か
ら

3
3
名
の

入
学
者
が
あ

り
、
う

ち
単

位
バ

ン
ク

生
向

け
入

試
利

用
者

は
9

名
（
受
験
者

1
0
名
）
で
あ
っ
た
。
 

―
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中
期

計
画

番
号

 

2
-
1
1
 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

４
）

入
学

者
選

抜
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

◇
効

果
的

な
広

報
活

動
に

よ
る

専
門

職
大

学
院

に
ふ

さ
わ

し
い

学
生

の
確

保
 

①
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
集

の
活

用
等

に
よ

る
教

育
成

果
の

的
確

な
把

握
に

基
づ

い
た

大
学

の
強

み
の

効
果

的
な

発
信

、
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
、
ソ

ー
シ

ャ
ル

メ
デ

ィ
ア

等
の

多
様

な
媒

体
を

通
じ

た

広
報

活
動

の
展

開
、

教
職

員
の

訪
問

等
に

よ
る

企
業

等
へ

の
働

き
か

け
の

強
化

な
ど

の
取

組
を

行
う

。
こ

う
し

た
取

組
を

推
進

し
、
【

年
間

2
5
0
人

】
を

超
え

る
参

加
者

を
大

学
院

説

明
会

へ
集

め
る

こ
と

な
ど

に
よ

り
、

社
会

人
、

学
部

卒
業

生
等

か
ら

、
高

度
専

門
職

業
人

と
し

て
の

資
質

を
有

す
る

学
生

を
確

保
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

SS
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆
【

継
続

】
産

技
大

の
教

育
の

ア
ウ

ト

カ
ム

を
と

り
ま

と
め

た
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
集

、
先

進
的

教
育

手
法

を
体

系
化

し

た
A
I
I
T
 
P
B
L
 
M
e
t
h
o
d
、

大
学

院
案

内

等
を

活
用

し
、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

状
況

も
考

慮
し

つ
つ

、
企

業

や
教

育
機

関
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、
積

極
的

な
情

報
発

信
を

行
う

。
（

4
-
2
3
再

掲
）

 

 （
２

） 【
継

続
】
様

々
な

チ
ャ

ネ
ル

を
通

じ
て

単

位
バ

ン
ク

制
度

に
関

す
る

P
R
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
単

位
バ

ン
ク

生
に

対

し
入

試
等

の
情

報
提

供
を

行
う

な
ど

積
極

的
な

働
き

か
け

を
行

い
、
正

規
入

学
に

向
け

た
ア

プ
ロ

ー
チ

を
実

施
す

る
。

 

 （
３

）
◆
【

継
続

】
大

学
院

案
内

等
広

報
物

や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
S
N
S
等

を
活

用
し

て

多
様

な
P
R
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

オ

ン
ラ

イ
ン

も
活

用
し

な
が

ら
、
大

学
院

説
明

会
を

年
間

1
0
回

開
催

し
、

参
加

者
2
5
0
名

を
確

保
す

る
。

 

 （
４

）【
継

続
】
We
b
や

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア

を
積

極
的

に
活

用
し

て
タ

ー
ゲ

ッ
ト

を
絞

っ
た

広
報

を
実

施
す

る
。

 

（
１

）
積

極
的

な
情

報
発

信
【

特
記

事
項

Ⅱ
-
２

参
照

】
 

（
２

）
単

位
バ

ン
ク

生
の

更
な

る
確

保
と

正
規

入
学

に
向

け
た

ア
プ

ロ
ー

チ
【

特
記

事
項

Ⅱ
-
２

参
照

】
 

（
３

）
大

学
院

説
明

会
へ

の
参

加
者

確
保

【
特

記
事

項
Ⅱ

-
２

参
照

】
 

（
４

）
タ

ー
ゲ

ッ
ト

を
絞

っ
た

広
報

の
実

施
【

特
記

事
項

Ⅱ
-
２

参
照

】
 

（
特

記
事

項
の

ポ
イ

ン
ト

）
 

・
大

学
院

案
内

等
の

広
報

物
活

用
、

入
試

情
報

の
各

媒
体

に
お

け
る

発
信

、
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

S
N
S
を

通
じ

た
積

極
的

な
広

報
等

の
取

組
に

よ
っ

て
、

オ
ン

ラ
イ

ン
実

施

の
大

学
院

説
明

会
（

全
1
2
回

）
へ

の
参

加
者

は
4
6
3
名
（

昨
年

度
比

1
2
2
%
）
、
単

位
バ

ン
ク

生
か

ら
3
3
名
（

昨
年

度
比

1
5
7
%
）
の

入
学

者
が

あ
り

、
う

ち
A
I
I
T
単

位
バ

ン

ク
登

録
生
（

科
目

等
履

修
生

）
向

け
入

試
利

用
者

は
９

名
（

受
験

者
1
0
名

）
で

あ
っ

た
。
令

和
５
（

2
0
2
3
）
年
度

４
月

入
学

に
お

け
る

産
業

技
術

専
攻

全
体

の
志

願
倍

率
は

2
.
1
倍

に
達

し
て

お
り

、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

専
攻

全
体

の
入

学
者

数
に

お
い

て
十

分
な

定
員

を
確

保
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 ※
A
I
I
T
 
単

位
バ

ン
ク

制
度
（

科
目

等
履

修
生

制
度

）：
A
I
I
T
 
単

位
バ

ン
ク

登
録

生
(
科

目
等

履
修

生
)
と

し
て

修
得

し
た

単
位

を
蓄

積
し

、
正

規
学

生
と

し
て

入
学

し
た

際
に

活

用
す

る
制

度
。

単
位

バ
ン

ク
に

蓄
積

し
た

単
位

は
、

正
規

学
生

と
し

て
入

学
後

に
申

請
す

る
と

、
入

学
前

５
年

間
分

が
既

修
得

単
位

と
し

て
認

定
さ

れ
、

そ
の

単
位

数
に

応

じ
た

授
業

料
が

減
免

さ
れ

る
(
た

だ
し

、
減

免
額

は
年

間
授

業
料

を
上

限
と

す
る

)
。
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大大
項項

目目
番番

号号
  

１１
７７
  

研研
究究

 

２
 
研
究
に
関
す
る
目
標
を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

（
中
期
目
標
）
 

○
産
業
界
の
人
材
育
成
ニ
ー
ズ

や
技

術
動

向
等

を
踏

ま
え

、
高

度
専

門
職

業
人

の
育

成
に

資
す

る
研

究
を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

先
進

的
な

教
育

手
法

の
成

果
を

積
極

的
に

発
信

す
る

。
 

○
企
業
や
他
の
教
育
研
究
機
関

等
と

の
連

携
を

強
化

し
て

、
製

品
開

発
等

に
向

け
た

研
究

を
推

進
す

る
。

 
 

中
期
計
画
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
 

自
己

評
価
 

◇
教
育
手
法
に
関
す
る
研
究
の
推
進
と
そ
の
成
果
の
発
信
 

【
2
-
1
2
】
①

本
学
で
実
施
す
る

P
B
L
型
教
育
に
関
す
る
研
究
の
推

進
並

び
に

教

員
の

P
B
L
型
教
育
に
係
る
能
力
及
び
技
術
の
向
上

を
目

的
と

す
る

P
B
L
研
究
会
を
、【

9
0
％
】
の
教
員

参
加
に
よ
り
開

催
す

る
。
ま

た
、

I
T
及
び
創

造
技
術
の
分
野
の
教
育
に
適
し
た
ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー

ニ
ン

グ
等

新
た

な
教

育
手

法
の

導
入

に
向

け
た

研
究

を
推

進
す

る
。
 

         【
2
-
1
3
】

②
高

度
専

門
職

教
育

に
関

す
る

教
育

研
究

成
果

を
発

信
す

る
機

能

を
、
オ
ー
プ
ン
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
に
設
置

す
る

と
と

も
に

、

A
I
I
T
 P
B
L
 M
e
t
h
o
d
（
仮
称
）
の
公
開
な
ど
に
よ
り

、
本

学
の

教

育
手
法
の
普
及
を
図
る
。
 

 ◇
開
発
型
研
究
の
推
進
 

【
2
-
1
4
】
③

専
門
職
大
学
院
と
し
て
の
研
究
成
果
の
社
会
へ
の

還
元

を
目

的
と

し
て
、
社

会
の
ニ
ー
ズ
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
応
え

る
専

攻
横

断
型

の
研
究
所

を
【
４
以
上
】
設
置
・
運
営
す
る
な
ど
、
産

業
振

興
に

資
す
る
開

発
型
研
究
の
取
組
を
進
め
る
。
 

 【
2
-
1
2
】
す

べ
て

の
年

度
に

お
い

て
9
0
％

以
上

の
教

員
参

加
に

よ
る

P
B
L
研

究
会

を
開

催
し

、「
P
B
L
の

成
績

評
価

の
あ

り
方

」
等

に
つ

い
て

グ
ル

ー
プ

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
実

施
し

、
専

攻
全

体
で

共
有

す
べ

き
課

題
や

解
決

策
等

の
共

有
を

図
り

、

P
B
L
型

教
育

に
関

す
る

研
究

を
深

め
た

。
 

 

 
 

 
 

＜
図

表
2
-
1
2
　
P
B
L
研

究
会

開
催

実
績

＞

年
度

開
催

日
教
員
参
加

割
合

４
年

度
9
/
1
2

「
P
B
L
の
成

績
評

価
の
あ
り
方

に
つ

い
て
」
他

1
0
0
.0
%

３
年

度
9
/
1
3

「
本

学
P
B
L
の
今

後
の
あ
り
方

」
他

1
0
0
.0
%

２
年

度
9
/
1
6

「
本

学
P
B
L
の
今

後
の
あ
り
方

」
他

1
0
0
.0
%

元
年

度
9
/
2
～

3
「
本

学
P
B
L
の
今

後
の
あ
り
方

」
他

9
3
.1
%

3
0
年

度
9
/
1
0
～

1
1

「
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
評

価
」
に
つ

い
て

9
3
.1
%

2
9
年

度
9
/
5
～

6
「
本

学
P
B
L
の
今

後
の
あ
り
方

」
他

9
3
.1
%

テ
ー

マ

 
 

 【
2
-
1
3
】
高

度
専

門
職

人
材

教
育

に
関

す
る

研
究

成
果

を
発
信

す
る

た
め

、
令
和

元
（

2
0
1
9
）
年

度
に

設
置

し
た

A
I
I
T
高

度
専

門

職
人

材
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
に

て
新

規
採

用
教

員
に

対
す

る
研

修
、

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
の

品
質

等
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー

ト
及

び
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

実
施

し
、

産
技

大
の

教
育

手
法

の
普

及
に

貢
献

し
た

。
 

ま
た

、
入

学
志

願
者

に
関

す
る

分
析

や
ブ

レ
ン

デ
ィ

ッ
ド
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
効

果
測

定
等

を
行

う
な

ど
、
I
R
を

推
進

し

た
。

 

 【
2
-
1
4
】

産
業

振
興

に
資

す
る

開
発

型
研

究
の

取
組

と
し

て
、

当
初

４
つ

か
ら

ス
タ

ー
ト

し
た

研
究

所
は

、
「

医
療

情
報

研
究

所
」

「
A
I
I
T
藻

類
研

究
所

」
「

行
動

科
学

研
究

所
」
「

産
業

デ
ザ

イ
ン

研
究

所
」

等
が

加
わ

り
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

に
は

1
1
研

究
所

へ
と

拡
大

し
、
広

く
継

続
的

に
専

門
職
大

学
院

と
し

て
の

研
究

成
果

の
社

会
へ

の
還

元
に

貢
献

し
た

。（
図

表

2
-
1
4
）

 

 
 

 
 

＜
図
表
2
-
1
4
　
研
究
所
設
置
数
＞

（
単

位
：

研
究

所
）

2
9
年
度

3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

研
究
所
設
置
数

4
4

4
7

9
1
1

 

B
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第
三
期
中
期
目
標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
P
B
L
研
究
会
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で

開
催

し
、

教
員

参
加

率
は

目
標

で
あ

る
9
0
％

以
上

を
維

持
し

て
い

る
。

 

・
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
応
え
る
専
攻
横
断
型

の
研

究
所

は
、
目

標
で

あ
る

４
つ

以
上

の
研

究
所

が
運

営
さ

れ
て

い
る

。
令

和
２

年
度

か
ら

は
更

に
研

究
所

の
数

が
増

加
し

て
お

り
、
精

力
的

に
開

発
型

研
究

が

行
わ
れ
て
い
る
。
 

・
産
技
大
の

P
B
L
型
教
育
の
特
長
や
成
果
の
社
会
へ
の
発
信

に
つ

い
て

、
今

後
更

に
活

発
に

行
わ

れ
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

  

認
証
評
価
 

機
関
の
評
価
 

［
認
証

評
価
機
関
］
公
益
財
団
法
人
大
学
基

準
協

会
（
J
U
A
A
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［

受
審

年
度

］
R
1
 

 
 

 
［

評
価

対
象
期

間
］

H
2
5
-
R
1
 

 
 

 
 

［
認

証
評

価
の

種
類

］
機

関
別
 

〇
主
な

優
れ
た
点
等
 

・
企
業
の
経
営
者
・
研
究
者
等
を
対
象
に
、
最

新
の

ト
ピ

ッ
ク

ス
や

話
題

性
の

あ
る

テ
ー

マ
を

取
り

上
げ

、
自

由
に

議
論
・
交

流
で

き
る

場
と

し
て
「

A
I
I
T
技

術
経

営
交

流
会

」
を

開
催

し
て

い
る

。
上

記
に

加
え
、
社
会
に
開
か
れ
た
勉
強
会
と
し
て
、「

A
I
I
T
マ

ン
ス

リ
ー

フ
ォ

ー
ラ

ム
」
を

開
催

し
て

お
り

、
情

報
分

野
で

は
「

I
n
f
o
 T
a
l
k
」
、
も

の
づ

く
り

分
野

で
は
「

A
I
I
T
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

フ
ォ

ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
て
い
る
。
 

［
認
証

評
価
機
関
］
一
般
社
団
法
人
日
本
技
術

者
教

育
認

定
機

構
（

J
A
B
E
E
）

 
［

受
審

年
度

］
R
2
 

 
［

評
価

対
象

期
間
］

H
2
8
-
R
2
 

 
［

認
証

評
価

の
種

類
］

分
野

別
（

情
報

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
専

攻
）
 

〇
主
な

優
れ
た
点
等
 

・
競
争

的
資
金
を
獲
得
す
る
教
員
が
増
え
て
い

る
。

 

  

年
度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
2
-
1
2
】
【

9
0
％
以
上
】
の
教
員
参
加
に
よ
る

P
B
L
研
究
会

を
開

催
し

た
。

 

【
2
-
1
3
】
P
B
L
型

教
育
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
「
A
I
I
T
 
P
B
L
 
M
e
t
h
o
d
」

と
し

て
体

系
化

し
た

。
 

【
2
-
1
4
】
新
た
に
３
つ
の
開
発
型
研
究
所
を
設
置
し
【
計

４
つ

】
の

研
究

所
を

運
営

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
教

員
の

P
B
L
研

究
会

へ
の

参
加

率
は

高
く

、
こ

の
教

育
手

法
が

学
内

に
共

有
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
う

か
が

え
る

。
産

技
大

の
教

育
の

特
色

を
示

す
も

の
と

し
て

さ
ら

な
る

工
夫

を
重

ね
ら

れ
た

い
。

 

・
開

発
型

研
究

所
に

つ
い

て
新

た
に

３
研

究
所

の
設

立
が

実
現

し
て

い
る

点
が

評
価

で
き

る
。

 

3
0  

【
2
-
1
2
】
【

9
0
％
以
上
】
の
教
員
参
加
に
よ
る

P
B
L
研
究
会

を
開

催
し

た
。

 

【
2
-
1
3
】

A
I
I
T
高

度
専
門

職
人
材

教
育
研

究
セ
ン

タ
ー
の

設
置
に

向
け

要
綱
を
策

定
し
た

。
設
置

に
先

立

ち
、
学
内
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
 

【
2
-
1
4
】
【
４
つ
】
の
開
発
型
研
究
所
を
運
営
し
た
。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
教

員
が

P
B
L
研

究
会

等
へ

積
極

的
に

参
加

す
る

な
ど

、
独

自
の

高
度

専
門

職
人

材
の

育
成

方
法

の
開

発
が

進
め

ら
れ

て
い

る
。

 

・
専

攻
横

断
型

の
４

研
究

所
を

着
実

に
運

営
し

、
産

業
振

興
支

援
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

 

・
A
I
I
T
高

度
専
門

職
人

材
教

育
研

究
セ
ン

タ
ー

の
設

置
に

向
け

た
準

備
が

着
実

に
進

ん
で

お
り

、
今

後
の

取
組

が
期

待
さ

れ
る

。
 

元  

【
2
-
1
2
】
【

9
0
％
以
上
】
の
教
員
参
加
に
よ
る

P
B
L
研
究
会

を
開

催
し

た
。

 

【
2
-
1
3
】
A
I
I
T
高
度
専
門
職
人
材
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
を

設
置

し
た

。
 

【
2
-
1
4
】
【
４
つ

】
の
開
発
型
研
究
所
を
運
営
し
た
。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
学

際
的

な
研

究
所

を
更
に

活
用

し
、
研

究
成

果
の

社
会

へ
の

還
元

を
積

極
的

に
進

め
、
社

会
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
と

と
も

に
、

産
業

界
と

の
連

携
も

活
か

し
て

研
究

を
進

展
さ

せ
て

い
く

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

２ 

【
2
-
1
2
】
【

9
0
％
以
上
】
の
教
員
参
加
に
よ
る

P
B
L
研
究
会

を
開

催
し

た
。

 

【
2
-
1
3
】

A
I
I
T
高

度
専
門

職
人
材

教
育
研

究
セ
ン

タ
ー
に

て
新
規

採
用

教
員
に
対

す
る
研

修
、
オ

ン
ラ

イ

ン
授
業
の
品
質
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
及
び

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

を
実

施
し

た
。

 

【
2
-
1
4
】
【
７

つ
】
の
学
際
的
な
研
究
所
を
運
営
し
た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
P
B
L
研

究
会

を
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
開

催
し

、
教

員
参

加
率

1
0
0
％

を
達

成
し

た
。

 

・
A
I
I
T
高

度
専

門
職

人
材

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
I
R
の

専
門

家
と

し
て

特
任

教
員

の
配

置
を

決

定
す

る
な

ど
、

高
度

専
門

職
人

材
教

育
に

関
す

る
取

組
を

行
っ

た
。

 

・
研

究
分

野
の

深
化

及
び

研
究

成
果

の
社

会
へ

の
還

元
を

目
的

と
し

て
、
新

た
に

４
つ

の
開

発
型

研
究

所
を

設
置

し
、

計
７

研
究

所
を

運
営

し
た

。
 

・
A
I
I
T
高

度
専
門

職
人

材
教

育
研

究
セ
ン

タ
ー

が
開

催
す

る
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
に

つ
い

て
、

学
内

参
加

の
更

な
る

増
加

を
期

待
す

る
。
  

Ⅱ　東京都立産業技術大学院大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

　２　研究に関する目標を達成するための措置
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績
評
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京
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地

方
独

立
行

政
法

人
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価
委

員
会

の
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な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
P
B
L
研
究
会
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で

開
催

し
、

教
員

参
加

率
は

目
標

で
あ

る
9
0
％

以
上

を
維

持
し

て
い

る
。

 

・
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
応
え
る
専
攻
横
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型

の
研

究
所

は
、
目

標
で

あ
る

４
つ

以
上

の
研

究
所

が
運

営
さ

れ
て

い
る

。
令

和
２

年
度

か
ら

は
更

に
研

究
所

の
数

が
増

加
し

て
お

り
、
精

力
的

に
開

発
型

研
究

が

行
わ
れ
て
い
る
。
 

・
産
技
大
の

P
B
L
型
教
育
の
特
長
や
成
果
の
社
会
へ
の
発
信

に
つ

い
て

、
今

後
更

に
活

発
に

行
わ

れ
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

  

認
証
評
価
 

機
関
の
評
価
 

［
認
証

評
価
機
関
］
公
益
財
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法
人
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学
基

準
協
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（
J
U
A
A
）
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受
審

年
度

］
R
1
 

 
 

 
［

評
価

対
象
期

間
］

H
2
5
-
R
1
 

 
 

 
 

［
認

証
評

価
の

種
類

］
機

関
別
 

〇
主
な

優
れ
た
点
等
 

・
企
業
の
経
営
者
・
研
究
者
等
を
対
象
に
、
最

新
の

ト
ピ

ッ
ク

ス
や

話
題

性
の

あ
る

テ
ー

マ
を

取
り

上
げ

、
自

由
に

議
論
・
交

流
で

き
る

場
と

し
て
「

A
I
I
T
技

術
経

営
交

流
会

」
を

開
催

し
て

い
る

。
上

記
に

加
え
、
社
会
に
開
か
れ
た
勉
強
会
と
し
て
、「

A
I
I
T
マ

ン
ス

リ
ー

フ
ォ

ー
ラ

ム
」
を

開
催

し
て

お
り

、
情

報
分

野
で

は
「

I
n
f
o
 T
a
l
k
」
、
も

の
づ

く
り

分
野

で
は
「

A
I
I
T
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

フ
ォ

ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
て
い
る
。
 

［
認
証
評
価
機
関
］
一
般
社
団
法
人
日
本
技
術

者
教

育
認

定
機

構
（

J
A
B
E
E
）

 
［

受
審

年
度

］
R
2
 

 
［

評
価

対
象

期
間

］
H
2
8
-
R
2
 

 
［

認
証

評
価

の
種

類
］

分
野

別
（

情
報

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
専

攻
）
 

〇
主
な

優
れ
た
点
等
 

・
競
争

的
資
金
を
獲
得
す
る
教
員
が
増
え
て
い

る
。

 

  

年
度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
2
-
1
2
】
【

9
0
％
以
上
】
の
教
員
参
加
に
よ
る

P
B
L
研
究
会

を
開

催
し

た
。

 

【
2
-
1
3
】
P
B
L
型

教
育
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
「
A
I
I
T
 
P
B
L
 
M
e
t
h
o
d
」

と
し

て
体

系
化

し
た

。
 

【
2
-
1
4
】
新
た
に
３
つ
の
開
発
型
研
究
所
を
設
置
し
【
計

４
つ

】
の

研
究

所
を

運
営

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
教

員
の

P
B
L
研

究
会

へ
の

参
加

率
は

高
く

、
こ

の
教

育
手

法
が

学
内

に
共

有
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
う

か
が

え
る

。
産

技
大

の
教

育
の

特
色

を
示

す
も

の
と

し
て

さ
ら

な
る

工
夫

を
重

ね
ら

れ
た

い
。

 

・
開

発
型

研
究

所
に

つ
い

て
新

た
に

３
研

究
所

の
設

立
が

実
現

し
て

い
る

点
が

評
価

で
き

る
。

 

3
0  

【
2
-
1
2
】
【

9
0
％
以
上
】
の
教
員
参
加
に
よ
る

P
B
L
研
究
会

を
開

催
し

た
。

 

【
2
-
1
3
】

A
I
I
T
高

度
専
門

職
人
材

教
育
研

究
セ
ン

タ
ー
の

設
置
に

向
け

要
綱
を
策

定
し
た

。
設
置

に
先

立

ち
、
学
内
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
 

【
2
-
1
4
】
【
４
つ
】
の
開
発
型
研
究
所
を
運
営
し
た
。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
教

員
が

P
B
L
研

究
会

等
へ

積
極

的
に

参
加

す
る

な
ど

、
独

自
の

高
度

専
門

職
人

材
の

育
成

方
法

の
開

発
が

進
め

ら
れ

て
い

る
。

 

・
専

攻
横

断
型

の
４

研
究

所
を

着
実

に
運

営
し

、
産

業
振

興
支

援
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

 

・
A
I
I
T
高

度
専
門

職
人

材
教

育
研

究
セ
ン

タ
ー

の
設

置
に

向
け

た
準

備
が

着
実

に
進

ん
で

お
り

、
今

後
の

取
組

が
期

待
さ

れ
る

。
 

元  

【
2
-
1
2
】
【

9
0
％
以
上
】
の
教
員
参
加
に
よ
る

P
B
L
研
究
会

を
開

催
し

た
。

 

【
2
-
1
3
】
A
I
I
T
高
度
専
門
職
人
材
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
を

設
置

し
た

。
 

【
2
-
1
4
】
【
４
つ

】
の
開
発
型
研
究
所
を
運
営
し
た
。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
学

際
的

な
研

究
所

を
更
に

活
用

し
、
研

究
成

果
の

社
会

へ
の

還
元

を
積

極
的

に
進

め
、
社

会
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
と

と
も

に
、

産
業

界
と

の
連

携
も

活
か

し
て

研
究

を
進

展
さ

せ
て

い
く

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

２ 

【
2
-
1
2
】
【

9
0
％
以
上
】
の
教
員
参
加
に
よ
る

P
B
L
研
究
会

を
開

催
し

た
。

 

【
2
-
1
3
】

A
I
I
T
高

度
専
門

職
人
材

教
育
研

究
セ
ン

タ
ー
に

て
新
規

採
用

教
員
に
対

す
る
研

修
、
オ

ン
ラ

イ

ン
授
業
の
品
質
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
及
び

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

を
実

施
し

た
。

 

【
2
-
1
4
】
【
７

つ
】
の
学
際
的
な
研
究
所
を
運
営
し
た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
P
B
L
研

究
会

を
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
開

催
し

、
教

員
参

加
率

1
0
0
％

を
達

成
し

た
。

 

・
A
I
I
T
高

度
専

門
職

人
材

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
I
R
の

専
門

家
と

し
て

特
任

教
員

の
配

置
を

決

定
す

る
な

ど
、

高
度

専
門

職
人

材
教

育
に

関
す

る
取

組
を

行
っ

た
。

 

・
研

究
分

野
の

深
化

及
び

研
究

成
果

の
社

会
へ

の
還

元
を

目
的

と
し

て
、
新

た
に

４
つ

の
開

発
型

研
究

所
を

設
置

し
、

計
７

研
究

所
を

運
営

し
た

。
 

・
A
I
I
T
高

度
専
門

職
人

材
教

育
研

究
セ
ン

タ
ー

が
開

催
す

る
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
に

つ
い

て
、

学
内

参
加

の
更

な
る

増
加

を
期

待
す

る
。
  

３ 

【
2
-
1
2
】
【

9
0
％
以
上
】
の
教
員
参
加
に
よ
る

P
B
L
研
究
会

を
開

催
し

た
。

 

【
2
-
1
3
】

A
I
I
T
高

度
専
門

職
人
材

教
育
研

究
セ
ン

タ
ー
に

て
新
規

採
用

教
員
に
対

す
る
研

修
及
び

シ
ン

ポ

ジ
ウ
ム
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
既

存
デ
ー
タ

を
基

に
、
志

願
者

に
つ

い
て

分
析

を
行

う
な

ど
、
I
R

を
推
進
し
た
。
 

【
2
-
1
4
】
【
９

つ
】
の
学
際
的
な
研
究
所
を
運
営
し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
引

き
続

き
オ

ン
ラ

イ
ン

を
活

用
し

て
P
B
L
研

究
会

を
開

催
し

、
教

員
の

参
加

率
1
0
0
%
を

達
成

し
て

い
る

。
 

・
研

究
分

野
の

深
化

、
研
究

成
果

の
社

会
へ

の
還

元
を

目
的

と
す

る
研

究
所

を
新

た
に

２
つ

設
置

し
、
計

９

研
究

所
を

運
営

す
る

こ
と

に
よ

り
、

産
業

振
興

に
資

す
る

開
発

型
研

究
の

推
進

に
つ

な
げ

た
。

 

・
既

存
デ

ー
タ
に

よ
る

志
願

者
分

析
や

専
門

職
人

材
育

成
の

専
門

家
の

招
聘

な
ど

、
I
R
活

動
が

推
進

さ
れ

つ
つ

あ
る

が
、
さ

ら
に

学
生

の
学

修
状

況
や

学
修

環
境

と
の

関
連

な
ど

の
分

析
も

進
め

、
教

育
改

善
が

促

さ
れ

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
 

４  

【
2
-
1
2
】
【

9
0
％
以
上
】
の
教
員
参
加
に
よ
る

P
B
L
研
究
会

を
開

催
し

た
。

 

【
2
-
1
3
】

A
I
I
T
高

度
専
門

職
人
材

教
育
研

究
セ
ン

タ
ー
に

て
新
規

採
用

教
員
に
対

す
る
研

修
、
オ

ン
ラ

イ

ン
授
業
の
品
質
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
及

び
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

実
施

し
た

。
 

【
2
-
1
4
】
【

1
1
件

】
の
学
際
的
な
研
究
所
を
運
営
し
た

。
 

―
 

  中
期
計
画
番
号
 

2
-
1
2
 

２
 
研
究
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る

た
め

の
措

置
 

◇
教
育
手
法
に
関
す
る
研
究
の
推
進
と

そ
の

成
果

の
発

信
 

①
本
学
で
実
施
す
る

P
B
L
型
教

育
に
関

す
る

研
究

の
推

進
並

び
に

教
員

の
P
B
L
型

教
育

に
係

る
能

力
及

び
技

術
の

向
上
を

目
的

と
す

る
P
B
L
研

究
会

を
、
【

9
0
％

】
の

教
員

参
加

に
よ

り

開
催
す
る
。
 

ま
た
、
I
T
及
び
創
造
技
術
の
分
野
の

教
育

に
適

し
た

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
等

新
た

な
教

育
手

法
の

導
入

に
向

け
た

研
究

を
推

進
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

BB
  

 

 

令
和
４
年

度
計
画

 
業

務
実

績
 

（
１
）【

継
続
】
PB
L
型
教
育
の
推
進
及
び
産
技

大
教

員
の

P
B
L

型
教

育
に

関
す

る
能

力
・
技
術
の
向
上

を
図
る
た
め
、
9
0
％

の
教
員
参
加
に
よ

る
P
B
L
研
究
会
を
産

業
技
術
専
攻
で
実

施
す
る
。
 

（
１
）
P
B
L
型
教

育
の

研
究

 

＜
取
組
事
項
＞

 

・
P
B
L
教
育

手
法

の
改

善
の

た
め

、
各

コ
ー

ス
に

お
い

て
P
B
L
研

究
会

を
開

催
し

た
(
令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
９

月
1
2
日

オ
ン

ラ
イ

ン
開

催
)
。

 

・
教
員
の

P
B
L
経

験
を

も
と

に
課

題
を

共
有

し
、

解
決

策
を

検
討

す
る

と
と

も
に

、
専

攻
全

体
で

共
有

す
べ

き
課

題
や

検
討

事
項

に
つ

い
て

議
論

を
行

っ
た

。
 

＜
成
果
・
効

果
＞

 

・
教
員
参

加
割

合
が

【
1
0
0
％

】
に

達
し

た
。
（

図
表

2
-
1
2
-
1
）
。
 

 
 

【
図
表
2
-
1
2
-
1
　
P
B
L
研
究
会
開
催
実
績
】

年
度

開
催
日

教
員
参
加

割
合

４
年
度

9
/
1
2

「
P
B
L
の
成
績
評
価
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
他

1
0
0
.0
%

３
年
度

9
/
1
3

「
本
学
P
B
L
の
今
後
の
あ
り
方
」
他

1
0
0
.0
%

２
年
度

9
/
1
6

「
本
学
P
B
L
の
今
後
の
あ
り
方
」
他

1
0
0
.0
%

元
年
度

9
/
2
～
3

「
本
学
P
B
L
の
今
後
の
あ
り
方
」
他

9
3
.1
%

3
0
年
度

9
/
1
0
～
1
1

「
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
評
価
」
に
つ
い
て

9
3
.1
%

2
9
年
度

9
/
5
～
6

「
本
学
P
B
L
の
今
後
の
あ
り
方
」
他

9
3
.1
%

テ
ー
マ

 

      

Ⅱ　東京都立産業技術大学院大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

　２　研究に関する目標を達成するための措置

－ 251 －



中
期

計
画

番
号

 

2
-
1
3

 
②

高
度

専
門

職
教

育
に

関
す

る
教

育
研

究
成

果
を

発
信

す
る

機
能

を
、

オ
ー

プ
ン

イ
ン

ス
テ

ィ
テ

ュ
ー

ト
に

設
置

す
る

と
と

も
に

、
A
I
I
T
 P
B
L
 M
e
t
h
o
d
（

仮
称

）
の

公
開

な
ど

に
よ

り
、

本
学

の
教

育
手

法
の

普
及

を
図

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

BB
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
A
I
I
T
高

度
専

門
職

人
材

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
高

度
専

門

職
人

材
育

成
に

関
す

る
教

育
研

究
の

成
果

を
発

信
す

る
と

と
も

に
、
令

和
３

（
2
0
2
1
）
年

度
に

構
築

し
た

教
学

I
R
体

制
の

も
と

で
教

学
研

究
の

成
果

に
関

す
る

デ
ー

タ
の

蓄
積

、
整

理
及

び
分

析

を
行

う
。

 

（
１

）
高

度
専

門
職

人
材

育
成

に
関

す
る

教
育

研
究

の
成

果
の

発
信

、
教

学
I
R
の

推
進

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
A
I
I
T
高

度
専

門
職

人
材

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
産

技
大

の
学

生
の

特
徴

や
そ

れ
を

踏
ま

え
て

の
授

業
方

法
の

工
夫

な
ど

に
つ

い
て

、
新

規
採

用
教

員
向

け
の

研

修
を

オ
ン

ラ
イ

ン
で

実
施

し
た

。
 

・
A
I
I
T
高

度
専

門
職

人
材

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
既

存
デ

ー
タ

に
よ

り
、

ブ
レ

ン
デ

ィ
ッ

ド
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

効
果

測
定

を
行

う
な

ど
、

I
R
を

推
進

し
た

。
 

・
A
I
I
T
高

度
専

門
職

人
材

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
第

４
回

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

（
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
３

月
８

日
）

を
学

内
外

に
向

け
て

オ
ン

ラ
イ

ン
開

催
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
新

規
採

用
教

員
が

、
授

業
設

計
や

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
、

学
生

対
応

、
高

度
専

門
職

人
材

の
育

成
に

関
し

て
、

研
修

を
通

じ
て

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
I
R
の

専
門

家
と

し
て

配
置

し
た

特
任

教
員

に
よ

り
、
既

存
デ

ー
タ

を
基

に
ブ

レ
ン

デ
ィ

ッ
ド
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
効

果
測

定
を

行
い

、
今

後
の

授
業

設
計

な
ど

に
活

用
で

き

る
よ

う
に

す
る

な
ど

、
I
R
が

推
進

さ
れ

た
。

 

・
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
は

延
べ

2
6
名

（
学

内
参

加
者

1
0
名

含
む

）
が

参
加

し
、

他
大

学
の

I
R
の

取
組

事
例

や
産

技
大

の
I
R
の

取
組

事
例

を
講

演
し

、
今

後
の

I
R
の

在
り

方

や
取

組
内

容
を

検
討

す
る

た
め

の
知

見
を

共
有

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

  2-
14 中
期

計
画

番
号

 

2
-
1
4

 
◇

開
発

型
研

究
の

推
進

 

③
専

門
職

大
学

院
と

し
て

の
研

究
成

果
の

社
会

へ
の

還
元

を
目

的
と

し
て

、
社

会
の

ニ
ー

ズ
に

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

に
応

え
る

専
攻

横
断

型
の

研
究

所
を
【

４
以

上
】
設
置
・
運

営
す

る
な

ど
、

産
業

振
興

に
資

す
る

開
発

型
研

究
の

取
組

を
進

め
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

AA
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
産

技
大

の
研

究
成

果
を

社
会

へ

還
元

す
る

た
め

、
研

究
所

を
継

続
稼

働

さ
せ

る
と

と
も

に
、
開

発
型

研
究

の
取

組
を

効
果

的
に

発
信

し
て

い
く

。
 

            

（
１

）
研

究
成

果
の

社
会

へ
の

還
元

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
研

究
分

野
の

深
化

及
び

研
究

成
果

の
社

会
へ

の
還

元
を

目
的

と
し

て
新

た
に

２
研

究
所

を
新

設
し

、
計

1
1
研

究
所

の
運

営
を

行
っ

た
。
（

図
表

2
-
1
4
-
1
）
。

 

・
産

技
大

公
式

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
に

、
研

究
活

動
計

画
及

び
研

究
活

動
成

果
報

告
を

研
究

所
ご

と
に

掲
載

し
、

社
会

へ
周

知
し

た
。

 

・
１

研
究

所
が

イ
ベ

ン
ト
（
「

お
お

た
研

究
・
開

発
フ

ェ
ア

」
、
主

催
：
大

田
区

・
大

田
区

産
業

振
興

協
会

）
に

出
展

し
、
複

数
の

セ
ン

サ
を

配
置

す
る

こ
と

で
セ

ン
サ

部
の

汚
れ

に
依

存
せ

ず
懸

濁
液

の
濃

度
を

測
定

で
き

る
光

透
過

式
藻

密
度

測
定

装
置

及
び

計
測

ヘ
ッ

ド
を

一
定

流
速

で
通

過
す

る
測

定
液

内
の

微
粒

子
の

影
を

パ
ル

ス
信

号

と
し

て
 
計

測
す

る
粒

子
計

測
装

置
に

つ
い

て
研

究
成

果
を

リ
ア

ル
に

来
客

者
に

対
し

て
紹

介
説

明
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
産

技
大

公
式

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

掲
載

や
イ

ベ
ン

ト
出

展
等

を
通

じ
て

、
組

織
的

な
研

究
体

制
に

あ
る

こ
と

を
学

外
に

向
け

て
明

示
し

、
産

業
振

興
に

資
す

る
産

技
大

の
開

発

型
研

究
の

取
組

と
成

果
を

広
く

P
R
し

た
。

 

・
設

置
期

間
が

令
和

４
（

2
0
2
2
）
年

度
末

ま
で

の
１

研
究

所
に

つ
い

て
、
研

究
活

動
が

順
調

で
期

間
延

長
が

承
認

さ
れ

る
な

ど
、
研

究
所

が
研

究
活

動
の

拠
点

と
し

て
広

く

機
能

し
て

い
る

。
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工
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能
と

サ
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ス
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究

所
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設
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工
学

コ
ー

ス
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授
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、学

際
的

な
観

点
を

取
り入

れ
つ

つ
、次

世
代

の
人

工
知

能
研

究
を

牽
引

し
、社

会
活

動
を

効
果

的
に

支
援

す
る

こ
と

を
目

指
す

。

H
29

.4
～ R9

.3

・学
内

外
の

研
究

者
向

け
に

近
年

重
要

と
さ

れ
る

意
思

決
定

や
合

意
形

成
、お

よ
び

社
会

的
人

工
知

能
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関
し

て
、次

の
２つ

の
国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

実
施

- 
2n

d 
In

te
rn
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io

na
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ym
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at
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t S
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te

m
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an
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Se
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ic
e 

M
an

ag
em

en
t

・シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

で
は

、本
学

教
員

を
含

め
、本

学
と

の
協

定
を

締
結

し
て

い
る

教
員

に
よ

る
基

調
講

演
や

招
待

講
演

も
実

施
。

・国
際

交
流

協
定

を
締

結
（令

和
元

年
度

）し
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い
る

 B
IN

U
S 

大
学

と
の

共
催

で
デ

ジ
タ

ル
化

の
進

ん
だ

な
か

で
の

意
思

決
定

や
合

意
形
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に

関
す

る
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

開
催
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、講

演
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と
聴

講
参

加
者

で
活

発
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質
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応
答

や
意

見
交

換
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行
わ

れ
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。
・本

研
究

所
の

メン
バ

ー
が

関
わ

る
業

績
と

し
て
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際

ジ
ャ

ー
ナ

ル
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文
１０

編
以

上
お

よ
び
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際
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議
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文

５０
編

以
上

が
発

表
さ

れ
、極

め
て

高
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レ
ベ

ル
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成
果
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提

供
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き
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情
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に
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追
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を
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催
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ra
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催
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催

『デ
ジ

タ
ル

産
業

振
興

』（
ビ

シ
ュ

ケ
ク

、2
02

2/
9/
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催
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催
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催
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②
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催
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催
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催
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②
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催
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①
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02
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8/
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③
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と
の
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と
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岐
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No
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所

名
所

長
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要
期

間
令

和
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20
22

）年
度

実
績

研
究

員
数

3
戦

略
的

機
能

イ
ノベ

ー
シ

ョン
研

究
所

吉
田

　敏
　 (事

業
設

計
工

学
コ

ー
ス

　教
授

)

現
在

、多
くの

企
業

や
組

織
で

提
唱

さ
れ

て
い

る
イ

ノベ
ー

シ
ョ

ン
に

閉
塞

感
が

あ
る

が
、本

研
究

所
は

、こ
れ

ま
で

薄
め

で
あ

っ
た

機
能

面
か

ら
の

徹
底

的
な

論
理

展
開

を
試

み
る

。

H
29

.1
2

～ R9
.3

・現
在

、本
研

究
所

で
は

、機
能

設
計

内
容

に
つ

い
て

議
論

を
進

め
て

い
る

とこ
ろ

で
あ

る
。そ

の
た

め
に

、複
数

の
産

業
を

対
象

に
設

計
プ

ロ
セ

ス
に

つ
い

て
調

査
し

、そ
の

中
か

ら
設

計
機

能
を

中
心

に
要

素
を

抽
出

し
、論

理
的

な
考

察
を

加
え

て
い

る
。特

に
、本

年
度

は
、オ

フ
ィス

フ
ァ

ニ
チ

ャ
ー

を
中

心
に

議
論

し
て

お
り、

概
念

設
計

と機
能

設
計

に
つ

い
て

の
議

論
が

な
さ

れ
て

き
た

。ま
た

、並
行

し
て

、基
盤

的
な

機
能

設
計

に
つ

い
て

の
考

察
も

行
わ

れ
、着

実
に

理
解

す
る

範
囲

が
積

み
重

ね
ら

れ
て

き
て

い
る

。
・表

面
的

な
成

果
とし

て
は

、論
文

の
投

稿
に

ま
とめ

た
も

の
が

あ
る

。本
年

度
は

、S
co

up
us

掲
載

学
術

誌
に

１本
と、

国
内

の
学

会
論

文
誌

に
１本

、査
読

論
文

が
採

択
さ

れ
て

い
る

。
・引

き
続

き
、同

じ
視

点
か

ら
の

議
論

を
進

め
、可

能
で

あ
れ

ば
メン

バ
ー

の
補

強
も

視
野

に
入

れ
な

が
ら

、議
論

の
発

展
を

試
み

る
も

の
で

あ
る

。
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4
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ar
t S
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te

m 
La

bo
ra

to
ry

飛
田

 博
章
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報

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
コ

ー
ス

　教
授

)

ソ
フ

トウ
ェ

ア
とハ

ー
ド

ウ
ェ

ア
を

柔
軟

に
組

み
合

わ
せ

、人
や

環
境

を
的

確
に

セ
ン

シ
ン

グ
す

る
とと

も
に

、デ
ー

タ
の

分
析

・
学

習
に

よ
り効

果
的

な
シ

ス
テ

ム
や

サ
ー

ビ
ス

を
実

現
す

る
。

R2
.4 ～ R7
.3

ソ
フ

トと
ハ

ー
ドを

連
携

さ
せ

た
Io

T関
連

の
研

究
を

進
め

る
とと

も
に

、3
次

元
共

有
仮

想
空

間
を

ベ
ー

ス
に

コ
ミュ

ニ
ケ

ー
シ

ョン
や

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョン
を

支
援

す
る

シ
ス

テ
ム

の
実

装
を

中
心

に
行

な
っ

た
。ま

た
、研

究
を

通
じ

て
得

ら
れ

た
成

果
を

国
際

会
議

で
発

表
し

た
。加

え
て

、民
間

企
業

とオ
ン

ラ
イ

ン
ミー

テ
ィン

グ
に

関
す

る
共

同
研

究
を

始
め

た
。

5

5
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療
情

報
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究
所
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山

 裕
司
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報

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
コ

ー
ス

　教
授

)

医
療

分
野

に
は

、治
療

格
差

の
解

消
、死

亡
率

の
高

い
病

気
の

撲
滅

、感
染

症
対

策
等

の
依

然
とし

て
解

決
す

べ
き

課
題

が
多

く存
在

す
る

。本
研

究
所

で
は

医
療

分
野

に
情

報
技

術
を

活
用

す
る

こ
とで

こ
れ

ら
の

課
題

解
決

を
目

指
す

。

R2
.4 ～ R9
.3

○
医

療
現

場
との

ネ
ッ

トワ
ー

キ
ン

グ
・医

療
の

質
の

向
上

、効
率

改
善

を
目

指
す

た
め

、藤
田

医
科

大
学

、国
際

医
療

福
祉

大
学

等
の

医
療

機
関

と連
携

し
、最

新
の

情
報

技
術

の
活

用
を

考
慮

し
、多

角
的

に
医

療
の

課
題

を
議

論
、検

証
し

た
。
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IC
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用

い
た

脳
梗

塞
急

性
治

療
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援

シ
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テ
ム

開
発
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梗
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急

性
期

治
療

（t
-P

A治
療
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血

管
内

治
療
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早
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開

始
を
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現

す
る

た
め
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活

用
し

た
支

援
シ

ス
テ

ム
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Ca
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ke
）の

研
究

を
継

続
し

た
。ま

た
、藤

田
医

科
大

学
（愛
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）等
の

複
数

の
病

院
で

の
実

証
運

用
の

規
模

を
拡

げ
、患

者
の

病
院

到
着

か
ら

治
療

開
始

ま
で

の
時

間
の

短
縮
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安
定

、関
係

者
の

負
担

の
軽
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の

効
果

が
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定
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き
た
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活
動

の
成

果
は

学
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で

発
表
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た

。
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究
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医
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葉

大
学

医
学
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属
病

院
、東

京
工

業
大

学
、企

業
１社

と連
携

で
電

子
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ル
テ
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析
及

び
そ

の
活

用
の

議
論

を
行

い
、研

究
活

動
成

果
を

発
表

し
た

。
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研
究

活
動

の
成

果
・国

際
ジ

ャ
ー

ナ
ル

 1
編

、国
際

会
議

 1
編

、国
内

学
会

 4
編

で
発

表
し

た
。

19

6
AI

IT
藻

類
研

究
所

村
越

 英
樹

　 (創
造

技
術

コ
ー

ス
　教

授
)

微
細

藻
類

(ナ
ン

ノク
ロ

ロ
プ

シ
ス

)の
高

効
率

で
安

定
し

た
培

養
シ

ス
テ

ム
の

開
発

を
タ

ー
ゲ

ッ
トに

、I
oT

技
術

を
駆

使
し

た
デ

ー
タ

収
集

シ
ス

テ
ム

や
遠

隔
制

御
な

ど
の

技
術

開
発

結
果

を
社

会
に

還
元

す
る

こ
とを

目
指

す
。

R2
.4 ～ R6
.3

・当
研

究
所

で
は

[A
]培

養
環

境
の

セ
ン

シ
ン

グ
技

術
の

開
発

、[
B]

培
養

環
境

デ
ー

タ
の

収
集

と分
析

、[
C]

培
養

環
境

を
制

御
す

る
シ

ス
テ

ム
の

開
発

に
関

す
る

研
究

を
行

っ
て

い
る

。月
2回

程
度

の
ペ

ー
ス

で
遠

隔
会

議
シ

ス
テ

ム
を

利
用

し
た

ミー
テ

ィン
グ

を
行

い
、[

A]
の

研
究

成
果

で
あ

る
凝

集
粒

子
係

数
装

置
を

完
成

さ
せ

た
。9

月
に

は
石

巻
の

ナ
ン

ノク
ロ

ロ
プ

シ
ス

培
養

施
設

で
凝

集
粒

子
係

数
装

置
に

よ
る

計
測

実
験

を
行

っ
た

。こ
の

研
究

成
果

を
10

月
に

開
催

さ
れ

た
第

12
回

お
お

た
研

究
・開

発
フ

ェ
ア

で
公

表
し

、凝
集

粒
子

係
数

装
置

の
動

体
展

示
を

行
っ

た
(h

ttp
s:/

/a
iit

.a
c.

jp
/e

ve
nt

/o
th

er
/2

02
21

02
0.

ht
ml

)。
[C

]の
研

究
とし

て
、ア

ル
キ

メデ
ィア

ン
ス

ク
リュ

ー
型

の
水

流
発

生
・制

御
装

置
の

設
計

、製
作

を
開

始
し

た
。

・令
和

4年
度

も
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィル

ス
の

影
響

が
続

き
、想

定
し

た
通

りの
活

動
は

で
き

な
か

っ
た

。そ
の

た
め

、研
究

期
間

を
1年

間
延

長
し

、研
究

を
継

続
す

る
こ

とと
し

た
。

10

7
ス

タ
ー

トア
ッ

プ
・

ア
ク

セ
ラ

レ
ー

タ
ー

研
究

所

板
倉

 宏
昭

　 (事
業

設
計

工
学

コ
ー

ス
　教

授
)

イ
ノベ

ー
シ

ョン
を

通
じ

て
社

会
に

価
値

を
生

み
だ

す
活

動
・人

材
を

ア
ク

セ
ラ

レ
ー

トで
き

る
仕

組
み

を
産

官
学

連
携

で
調

査
研

究
し

、実
践

促
進

及
び

啓
発

を
し

て
い

くこ
とを

目
指

す
。

R2
.7 ～ R7
.3

・内
外

の
研

究
者

に
よ

る
研

究
会

を
計

7回
実

施
し

た
。テ

ー
マ

は
「ア

ク
セ

ラ
レ

ー
タ

ー
」「

地
域

デ
ザ

イ
ン

」「
起

業
家

支
援

」「
林

業
森

林
分

野
特

化
型

ア
ク

セ
ラ

レ
ー

シ
ョン

プ
ロ

グ
ラ

ム
」な

ど
で

あ
る

。
・研

究
報

告
論

文
集

第
3号

(1
25

ペ
ー

ジ
)を

発
行

し
た

。論
文

の
テ

ー
マ

は
「プ

ロ
ボ

ノ」
「兼

業
」「

ソ
ー

シ
ャ

ル
フ

ァ
ー

ム
」「

ス
タ

ー
トア

ッ
プ

エ
コ

シ
ス

テ
ム

」「
デ

ザ
イ

ン
思

考
」「

地
域

経
営

人
材

育
成

」「
シ

ニ
ア

の
キ

ャ
リア

ドラ
イ

ブ
」な

ど
で

あ
る

。
・ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（h

ttp
s:/

/a
ix

.m
ain

.jp
/i

ta
lab

o/
）を

作
成

し
、本

研
究

所
に

お
け

る
連

携
プ

ロ
ジ

ェ
ク

トや
研

究
会

の
状

況
等

に
つ

い
て

情
報

発
信

を
行

っ
た

。
・公

立
大

学
法

人
福

知
山

公
立

大
学

北
近

畿
連

携
機

構
との

教
育

研
究

に
関

す
る

連
携

を
進

め
た

。

26
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【図
表

2-
14

-1
　研

究
所

一
覧

③
】

No
研

究
所

名
所

長
概

要
期

間
令

和
４（

20
22

）年
度

実
績

研
究

員
数

8
先

端
ソ

フ
トウ

ェ
ア

工
学

研
究

所

中
鉢

 欣
秀

(情
報

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
コ

ー
ス

　教
授

)

従
来

の
ソ

フ
トウ

エ
ア

工
学

の
範

囲
を

超
え

て
、ア

ジ
ャ

イ
ル

開
発

技
術

、サ
ー

ビ
ス

デ
ザ

イ
ン

、U
I/

UX
、デ

ジ
タ

ル
トラ

ン
ス

フ
ォ

ー
メン

シ
ョン

等
に

も
研

究
対

象
を

広
げ

、社
会

に
有

益
な

先
端

的
ソ

フ
トウ

エ
ア

工
学

の
研

究
開

発
を

行
う。

R3
.4

～ R7
.3

・本
年

度
は

研
究

体
制

の
拡

充
を

図
る

た
め

、新
た

に
研

究
員

5名
を

受
け

入
れ

た
。

・産
業

界
で

実
施

さ
れ

て
い

る
ソ

フ
トウ

エ
ア

の
ア

ジ
ャ

イ
ル

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
トに

お
い

て
、近

年
注

目
さ

れ
る

PM
I D

isc
ip

lin
ed

 A
gi

le
（D

A）
知

識
体

系
を

用
い

、ア
ジ

ャ
イ

ル
チ

ー
ム

の
継

続
的

な
改

善
の

過
程

に
お

い
て

、チ
ー

ム
の

状
況

把
握

と
課

題
解

決
の

た
め

の
実

践
的

プ
ラ

ク
テ

ィス
の

選
択

の
た

め
に

同
知

識
体

系
を

利
活

用
す

る
た

め
の

方
策

に
つ

い
て

探
っ

た
。

・そ
の

た
め

の
会

合
を

20
22

/1
1に

2回
、1

2月
と

1月
に

1回
、計

４回
実

施
し

、活
発

な
意

見
交

換
が

行
わ

れ
た

。
・本

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
トは

次
年

度
以

降
も

継
続

し
、産

学
連

携
に

よ
る

研
究

活
動

を
進

め
る

7

9
行

動
科

学
研

究
所

細
田

 貴
明

（事
業

設
計

工
学

コ
ー

ス
 教

授
）

人
間

の
あ

ら
ゆ

る
行

動
を

対
象

とし
て

科
学

的
ア

プ
ロ

ー
チ

に
よ

り分
析

す
る

こ
とで

、人
間

の
行

動
の

持
つ

様
々

な
特

性
を

明
ら

か
に

す
る

とと
も

に
、よ

り
よ

い
行

動
に

つ
な

が
る

た
め

に
必

要
とな

る
理

論
、モ

デ
ル

の
構

築
を

行
い

、社
会

活
動

全
般

を
効

果
的

に
支

援
す

る
こ

と
を

目
指

す
。

R3
.4

～ R8
.3

○
国

内
外

の
学

会
へ

の
発

表
及

び
論

文
投

稿

・学
会

発
表

：1
6件

（う
ち

国
内

大
会

3件
、国

際
会

議
13

件
）、

ジ
ャ

ー
ナ

ル
採

択
：2

件
（う

ち
海

外
2件

）

・第
7回

 国
際

ＩＣ
Ｔ

利
用

研
究

学
会

全
国

大
会

に
て

特
別

賞
を

受
賞

。

・第
2回

 KY
OT

O楽
Mo

biコ
ン

テ
ス

トに
て

生
活

・観
光

 共
存

支
援

賞
を

受
賞

。

○
各

種
研

究
会

の
開

催

・エ
ン

ゲ
ー

ジ
メン

ト研
究

会
：毎

週
開

催

・問
題

設
定

に
関

す
る

研
究

会
：隔

週
開

催

・い
ず

れ
も

、論
文

や
紀

要
と

し
て

作
成

し
、投

稿
を

行
っ

た
。

○
ア

カ
デ

ミッ
ク

分
野

の
研

究
成

果
お

よ
び

ビ
ジ

ネ
ス

事
例

を
基

に
し

た
勉

強
会

・2
02

2年
9月

に
行

動
科

学
と

サ
ー

ビ
ス

応
用

に
関

す
る

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

開
催

。約
20

名
が

参
加

し
た

。

○
そ

の
他

・企
業

に
対

す
る

行
動

科
学

に
関

す
る

研
修

を
実

施
し

た
。

13

10
産

業
デ

ザ
イ

ン
研

究
所

伊
藤

 潤

（創
造

技
術

コ
ー

ス
 准

教
授

）

本
研

究
所

は
、産

業
デ

ザ
イ

ン
、イ

ン
ダ

ス
トリ

ア
ル

デ
ザ

イ
ン

に
関

す
る

調
査

活
動

と実
践

的
研

究
を

行
い

、技
術

と産
業

の
架

橋
とな

り、
文

化
の

発
展

に
資

す
る

デ
ザ

イ
ン

を
探

求
す

る
も

の
で

あ
る

。

R4
.4

～ R8
.3

・W
eb

サ
イ

ト開
設

・研
究

員
に

よ
る

ウ
ガ

ン
ダ

共
和

国
の

調
査

を
実

施
・同

調
査

に
つ

い
て

本
学

紀
要

に
論

文
掲

載
3

11
宇

宙
技

術
応

用
工

学
研

究
所

嶋
津

 恵
子

（情
報

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
コ

ー
ス

 教
授

）

疲
弊

し
た

日
本

の
産

業
界

を
活

性
化

さ
せ

る
こ

とを
狙

い
、

宇
宙

工
学

で
発

展
し

た
工

学
手

法
の

産
業

界
へ

の
利

活
用

を
研

究
し

ま
す

。M
BS

E
（M

od
el

 B
as

ed
 S

ys
te

ms
En

gi
ne

er
in

g）
や

、
G

NS
S(

G
lo

ba
l N

av
ig

at
io

n
Sa

te
lli

te
 S

ys
te

m:
 測

位
衛

星
シ

ス
テ

ム
)へ

の
取

り組
み

か
ら

開
始

し
て

い
く。

R4
.4

～ R6
.3

・M
BS

E（
M

od
el

 B
as

ed
 S

ys
te

m
s 

En
gi

ne
er

in
g）

の
国

内
展

開
に

関
し

、大
手

IT
企

業
に

対
す

る
M

BS
E準

拠
型

シ
ス

テ
ム

設
計

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョン

の
実

施
２０

２２
年

１０
月

か
ら

２０
２３

年
３月

末
ま

で
週

４時
間

か
ら

８時
間

・N
av

ig
at

io
n 

Sa
te

lli
te

 S
ys

te
m

: 測
位

衛
星

シ
ス

テ
ム

)の
利

用
研

究
に

関
し

、E
U

の
G

al
ile

oチ
ー

ム
と

共
同

で
災

害
時

緊
急

避
難

指
示

放
送

用
メッ

セ
ー

ジ
フ

ォ
ー

マ
ッ

トを
開

発
、そ

の
仕

様
を

共
同

で
書

籍
化

し
世

界
刊

行
予

定
書

籍
(全

世
界

向
け

刊
行

)：
　E

m
er

ge
nc

y 
W

ar
ni

ng
 S

at
el

lit
e 

Se
rv

ic
e

査
読

論
文

：　
Em

er
ge

nc
y 

W
ar

ni
ng

 S
er

vi
ce

 o
n 

G
NS

S,
 G

al
ile

o 
& 

Q
ZS

S　
他

６本
学

会
発

表
：　

測
位

衛
星

放
送

災
害

避
難

情
報

の
受

信
シ

ス
テ

ム
設

計
～

防
災

行
政

無
線

子
局

の
利

用
～

　ほ
か

１８
件

8
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（
２

）【
継

続
】
傾

斜
的

研
究

費
の

重
点

的
配

分

及
び

活
用

に
よ

り
、
産

業
振

興
に

資
す

る
教

育
研

究
を

更
に

推
進

す
る

。
 

（
２

）
産

業
振

興
に

資
す

る
教

育
研

究
の

更
な

る
推

進
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
高

度
専

門
職

業
人

育
成

の
た

め
の

研
究

や
医

療
分

野
で

の
情

報
技

術
の

活
用

に
関

す
る

研
究

等
最

新
の

社
会

動
向

に
即

し
た

テ
ー

マ
の

研
究

に
対

し
て

傾
斜

的
研

究
費

を

配
分

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
専

門
職

大
学

院
と

し
て

の
研

究
成

果
の

社
会

へ
の

還
元

及
び

産
業

振
興

に
資

す
る

開
発

型
研

究
の

取
組

の
推

進
に

つ
な

が
っ

た
。
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大大
項項

目目
番番

号号
  

１１
８８
  

都都
政政

とと
のの

連連
携携

 

３
 
社
会
と
の
連
携
や
社
会
貢

献
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

１
）

都
政

と
の

連
携
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

（
中
期
目
標
）
 

○
専
門
職
大
学
院
と
し
て
培
っ

た
ノ

ウ
ハ

ウ
を

生
か

し
、

東
京

都
や

区
市

町
村

と
の

連
携

に
よ

り
、

政
策
課

題
に

対
し

て
現

実
的

・
実

践
的

な
施

策
を

積
極

的
に

提
案

す
る

。
 

○
大
学
の
知
的
資
源
を
活
用
し

、
業

務
遂

行
に

必
要

な
実

践
的

な
能

力
を

身
に

付
け

ら
れ

る
よ

う
、

東
京
都

や
区

市
町

村
の

職
員

等
の

専
門

的
な

人
材

育
成

を
支

援
す

る
。

 
 

中
期
計
画
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
 

自
己

評
価
 

（
１
）
都
政
と
の
連
携
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

 

◇
都
の
政
策
展
開
に
対
す
る
積
極
的
な
支
援
 

【
2
-
1
5
】
◆
①
都
や
区
市
町
村
等
と
の
連
携
を
通
じ
て
、
中
小
企

業
振

興
な

ど

の
政

策
課

題
に

対
す

る
シ

ン
ク

タ
ン

ク
機

能
を

発
揮

し
、

現
実

的
・
実
践

的
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
く

。
ま

た
、
東

京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大

会
開

催
ま

で
に
【
６
以
上
】
の

P
B
L
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク

に
関
連
す
る
テ
ー
マ
を
扱
う
な
ど
、
大
会
の
成
功
に

寄
与

す
る

取

組
を
実
施
し
、
都
政
に
貢
献
す
る
。
 

                ◇
自
治
体
職
員
の
人
材

育
成
へ
の
協
力
 

【
2
-
1
6
】
◆

②
本
学
の
知
的
資
源
を
生
か
し
、
都
・
区
市
町
村

等
の

職
員

向
け

の
研
修
講

座
や
公
開
講
座
を
【
年
間

1
0
講
座
】
開

講
す

る
な

ど
、

自
治
体
職

員
の
人
材
育
成
に
貢
献
す
る
。
 

  【
2
-
1
5
】・

東
京
都

主
催

の
イ

ベ
ン

ト
「

産
業

交
流

展
」
や

東
京

都
都

立
産

業
技

術
研

究
セ

ン
タ

ー
主

催
の
「

T
I
R
I
ク

ロ
ス

ミ
ー

テ

ィ
ン

グ
」
に

参
画

し
、
教

員
が

P
B
L
の

研
究

に
係
る

発
表

を
行

う
と

と
も

に
、
東

京
都

主
催

の
企

業
の

技
術

審
査

イ
ベ

ン
ト

に
お

け
る

審
査

委
員

長
や

、
東

京
都

産
業

労
働

局
の

冊
子
「

東
京

の
中

小
企

業
の

現
状

」
へ

の
支

援
を
行

う
な

ど
、

東
京

都
の

中
小

企
業

支
援

策
に

寄
与

し
た

。
 

・
東

京
都

の
大

学
研

究
者

に
よ

る
事

業
提

案
制

度
に

産
技

大
教

員
に

よ
る

提
案

事
業

が
採

択
さ

れ
、

令
和

4
（

2
0
2
2
）

年

度
か

ら
「

東
京

都
地

域
防

災
計

画
の

I
o
D
化

に
よ

る
防

災
力

向
上

」
と

い
う

テ
ー

マ
で

東
京

都
総

合
防

災
部

と
連

携
し

事
業

を
実

施
し

て
い

る
。

 

・
近

隣
自

治
体

が
主

催
す

る
中

小
企

業
向

け
イ

ベ
ン

ト
に

お
い

て
研

究
成

果
を

中
小

企
業

等
に

紹
介

し
、
企

業
の

技
術

支

援
に

貢
献

し
た

。
 

・
品

川
区

と
の

包
括

協
定

に
基

づ
き

、
同

区
内

中
小

企
業

等
か

ら
の

技
術

相
談

を
実

施
し

、
区

と
連

携
し

て
事

業
者

へ
の

支
援

を
行

っ
た

。
 

・
品

川
区

や
大

田
区

、
三

鷹
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
大

学
と

連
携

し
、
中

小
企

業
振

興
や

技
術

支
援

に
係

る
連

携
講

座
を

実
施

し

た
。

 

・
平

成
2
9（

2
0
1
7
）
年

度
か

ら
令

和
元
（

2
0
1
9
）
年

度
に

か
け

て
、
７

つ
の

P
B
L
で

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

に
関

連
す

る
テ

ー
マ

（
「

価
値

創
造

と
リ

ー
ン

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

開
発

の
実

践
」
、
「

サ
イ

バ
ー

攻
撃

と
防

御
に

関
す

る
演

習
シ

ス
テ

ム
『

C
y
E
x
e
c
』

の
開

発
」
、
「

拡
張

現
実

(
A
R
)
に

よ
る

遠
隔

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
基

盤
の

構
築

と
応

用
」
、

「
I
o
T
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
演

習
教

材
の

開
発

と
C
y
E
x
e
c
へ

の
実

装
」
、「

顧
客

サ
ー

ビ
ス

価
値

誘
導

モ
デ

ル
の

開
発

」
他

2

テ
ー

マ
）

を
扱

い
都

政
に

貢
献

し
た

。
（

図
表

2
-
1
5
）

 

 
 

 
 

 

＜
図
表
2
-
1
5
　
東
京
2
0
2
0
大
会
に
関
連
す
る
テ
ー
マ
の
P
B
L
数
＞

（
単

位
：

P
B
L
）

2
9
年
度

3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

東
京
2
0
2
0
大
会
に
関
連

す
る
テ
ー
マ
の
P
B
L
数

2
3

2
 

 
  【

2
-
1
6
】・

自
治

体
等

職
員

向
け

の
研

修
講

座
を

、
対

面
実

施
に

加
え

、
遠

隔
地

や
コ

ロ
ナ

禍
で

も
対

応
可

能
な

オ
ン

ラ
イ

ン
開

催

も
活

用
し

て
毎

年
1
0
講

座
程

度
実

施
し

、
自

治
体

等
職

員
の

人
材

育
成

に
貢

献
し

た
。
（

図
表

2
-
1
6
）

 

・
都

と
の

協
定

に
基

づ
き

、
管

理
職

向
け

I
T
研

修
と

し
て
「

課
題

設
定
・
解

決
能

力
強

化
研

修
」
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

都
立

図
書

館
職

員
向

け
に

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

に
係

る
研

修
、
東

京
都

立
産

業
技

術
研

究
セ

ン
タ

ー
職

員
向

け
に

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

関
連

研
修

も
実

施
し

た
。

 

・
品

川
区

の
若

手
職

員
向

け
に

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

講
座

を
開

催
し

、
三

鷹
市

職
員

向
け

に
は

ロ
ジ

カ
ル

シ
ン

キ
ン

グ
に

関
す

る
研

修
を

継
続

的
に

実
施

し
た

。
 

・
都

内
島

し
ょ

部
地

域
に

対
し

て
、
オ

ン
デ

マ
ン

ド
形

式
で

受
講

可
能

な
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
な

ど
の

研
修

動
画

を
複

数

提
供

し
、

遠
隔

地
で

も
柔

軟
に

参
加

可
能

な
研

修
を

提
供

し
た

。
 

B
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　３　社会との連携や社会貢献等に関する目標を達成するための措置

－ 257 －



 
 

 
 

＜
図
表
2
-
1
6
　
都
や
区
市
町
村
等
の
職
員
向
け
研
修
・
公
開
講
座
の
実
績
＞

（
単

位
：

講
座

）

2
9
年
度

3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

都
・
区
市
町
村
等
の

職
員
向
け
研
修
等

9
1
4

1
4

1
2

1
0

1
1
 

 

  

第
三
期
中
期
目
標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
東
京
都
・
区
市
町
村
等
の
自
治
体
職
員
向
け
の
研
修
及
び

公
開

講
座

に
つ

い
て

、
平

成
3
0
年

度
以

降
、

目
標

で
あ

る
年

間
1
0
講

座
以

上
の

開
講

を
達

成
で

き
て

い
る

。
 

・
東
京
都
・
区
市
町
村
等
の
自
治
体
職
員
向
け
の
研
修
に
つ
い

て
、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
各

自
治

体
が

実
施

す
る

職
員

研
修

の
縮

小
等

に
よ

り
、
実

施
件

数
が

減
少

し
て

い
る

。
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
の

研
修

実
施

の
経

験
・

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
な
が
ら
、
研
修
の
再
開
や
充
実
に
向

け
、

東
京

都
・

区
市

町
村

等
へ

の
積

極
的

な
働

き
か

け
を

行
っ

て
い

く
こ

と
を

期
待

す
る

。
 

  

認
証
評
価
 

機
関
の
評
価
 

［
認
証

評
価
機
関
］
公
益
財
団
法
人
大
学
基

準
協

会
（
J
U
A
A
）

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
［

受
審

年
度

］
R
1
 

 
 
［

評
価

対
象

期
間

］
H
2
5
-
R
1
 
 
 
 
［

認
証

評
価

の
種

類
］

機
関

別
 

〇
主
な

優
れ
た
点
等
 

・
東
京
都
や
品
川
区
、
大
田
区
を
中
心
に
協

力
体

制
を

設
け

、
連

携
・
協

力
に

関
す

る
協

定
を

締
結

し
、
産

業
振

興
、
教

育
・
文

化
、
防

災
及

び
ま

ち
づ

く
り

等
の

分
野

に
お

い
て

連
携

す
る

こ
と

で
地

域
社

会
の
課
題
の
解
決
を
図
る
な
ど
、
地
域
社

会
の
発

展
に

寄
与

し
て

い
る

。
ま

た
、
令

和
２
（

2
0
20
）
年

度
の

オ
リ
ン

ピ
ッ

ク
開

催
に

向
け

て
、
関
連

す
る

P
B
L
型

科
目

を
開

講
し

て
お

り
、
大

学
の

教
育

研

究
の
成
果
を
社
会
に
還
元
す
る
こ
と
に
努
め

て
い

る
。

 

 

年
度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
2
-
1
5
】
・

都
や

区
市

町
村

の
政
策

課
題
へ

の
支
援

と
し
て

、
イ
ベ

ン
ト

へ
の
参
加

や
講
座

を
開
催

し
、

産

技
大
教
員
の
知
見
を

P
R
し
た
。

 

・
都
区

等
の
後
援
を
得
て
、
両
専
攻
合
同
で
コ

ン
テ

ス
ト

を
開

催
し

た
。

 

・
東
京

2
0
2
0
大

会
に
関
連
す
る
テ
ー
マ
の

P
B
L
を

【
２

つ
】

実
施

し
た

。
 

【
2
-
1
6
】
都
・
区
市
町
村
等
の
職
員
向
け
の
研
修
や
公
開

講
座

を
【

９
講

座
】

企
画

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
都

や
区

市
町

村
等

の
職

員
に

対
す

る
講

座
が

９
件

実
施

さ
れ

て
お

り
、
3
7
5
名

の
参

加
を

得
て

い
る

。
引

き
続

き
、

自
治

体
職

員
等

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

講
座

企
画

・
実

施
の

充
実

が
期

待
さ

れ
る

。
 

・
都

や
区

市
町
村

へ
の

政
策

課
題

支
援

に
つ

い
て

、
地

元
（

品
川

･
大

田
区
）

が
目

立
つ

が
都

下
全

域
か

ら

テ
ー

マ
を

掘
り

起
こ

し
、

拡
充

を
図

っ
て

い
た

だ
き

た
い

。
 

3
0  

【
2
-
1
5
】
・

都
や
区

市
町
村

の
政
策

課
題
へ

の
支
援

と
し
て

、
イ
ベ

ン
ト
へ

の
参
加

や
講
座

を
開
催

し
、

産

技
大
教
員
の
知
見
を

P
R
し
た
。

 

・
東
京

2
0
2
0
大

会
に
関
連
す
る
テ
ー
マ
の

P
B
L
を

【
３

つ
】

実
施

し
た

。
 

【
2
-
1
6
】
都
・
区
市
町
村
等
の
職
員
向
け
の
研
修
や
公
開

講
座

を
【

1
4
講

座
】

開
講

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
都

や
区

市
町

村
と

連
携
し

て
、
自

治
体

等
が

主
催

す
る

講
座

や
イ

ベ
ン

ト
に

参
加

し
、
企

業
振

興
や

技
術

支
援

に
貢

献
し

て
い

る
。
ま

た
、
教

員
が

自
治

体
職

員
等

の
研

修
に

講
師

と
し

て
参

加
し

、
人

材
育

成
に

貢
献

し
て

い
る

。
 

元  

【
2
-
1
5
】
・

都
や

区
市

町
村

の
政
策

課
題
へ

の
支
援

と
し
て

、
イ
ベ

ン
ト
へ

の
参
加

や
講
座

を
開
催

し
、

中

小
企
業
振
興
や
技
術
支
援
に
貢
献
し
た
。
 

・
東
京

2
0
2
0
大

会
に
関
連
す
る
テ
ー
マ
の

P
B
L
を

【
２

つ
】

実
施

し
た

。
 

【
2
-
1
6
】
都
・
区
市
町
村
等
の
職
員
向
け
の
研
修
や
公
開

講
座

を
【

1
4
講

座
】

開
講

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
都

や
区

市
町

村
等

と
の

連
携

に
よ

る
講

座
や

イ
ベ

ン
ト

等
を

通
じ

て
、
中

小
企

業
振

興
等

の
政

策
課

題
に

対
す

る
シ

ン
ク

タ
ン

ク
機

能
を

発
揮

し
て

い
る

。
 

・
よ

り
広

範
な

区
市

町
村

と
の

連
携

を
期

待
す

る
。

 

２ 

【
2
-
1
5
】
都
や
区
市
町
村
の
政
策
課
題
へ
の
支
援
と
し
て

、
イ

ベ
ン

ト
へ

の
参

加
や

講
座

を
開

催
し

、
中

小

企
業

振
興
や
技
術
支
援
に
貢
献
し
た
。
 

【
2
-
1
6
】
都
・
区
市
町
村
等
の
職
員
向
け
の
研
修
や
公
開

講
座

を
【

1
2
講

座
】

開
講

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
東

京
都

や
区

市
町

村
等
の

自
治

体
職

員
向

け
研

修
及

び
公

開
講

座
に

つ
い

て
、

目
標

の
年

間
1
0
講

座
を

上
回

る
1
2
講

座
を

開
催

し
た

。
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

下
で

テ
レ

ワ
ー

ク
が

普
及

し
た

こ
と

を
反

映
し

、
島

し
ょ

地
域

に

対
し

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
研

修
を

オ
ン

ラ
イ

ン
形

式
で

実
施

し
た

。
 

・
品

川
区

と
の

連
携
・
協

力
に

関
す

る
包

括
協

定
に

基
づ

き
、
品

川
区

と
連

携
し

た
区

内
事

業
者

へ
の

支
援

が
行

わ
れ

て
い

る
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

も
あ

り
、
令

和
２

年
度

は
１

件
の

支
援

に

Ⅱ　東京都立産業技術大学院大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置
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＜
図
表
2
-
1
6
　
都
や
区
市
町
村
等
の
職
員
向
け
研
修
・
公
開
講
座
の
実
績
＞

（
単

位
：

講
座

）

2
9
年
度

3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

都
・
区
市
町
村
等
の

職
員
向
け
研
修
等

9
1
4

1
4

1
2

1
0

1
1
 

 

  

第
三
期
中
期
目
標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
東
京
都
・
区
市
町
村
等
の
自
治
体
職
員
向
け
の
研
修
及
び

公
開

講
座

に
つ

い
て

、
平

成
3
0
年

度
以

降
、

目
標

で
あ

る
年

間
1
0
講

座
以

上
の

開
講

を
達

成
で

き
て

い
る

。
 

・
東
京
都
・
区
市
町
村
等
の
自
治
体
職
員
向
け
の
研
修
に
つ
い

て
、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
各

自
治

体
が

実
施

す
る

職
員

研
修

の
縮

小
等

に
よ

り
、
実

施
件

数
が

減
少

し
て

い
る

。
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
の

研
修

実
施

の
経

験
・

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
な
が
ら
、
研
修
の
再
開
や
充
実
に
向

け
、

東
京

都
・

区
市

町
村

等
へ

の
積

極
的

な
働

き
か

け
を

行
っ

て
い

く
こ

と
を

期
待

す
る

。
 

  

認
証
評
価
 

機
関
の
評
価
 

［
認
証

評
価
機
関
］
公
益
財
団
法
人
大
学
基

準
協

会
（
J
U
A
A
）

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
［

受
審

年
度

］
R
1
 

 
 
［

評
価

対
象

期
間

］
H
2
5
-
R
1
 
 
 
 
［

認
証

評
価

の
種

類
］

機
関

別
 

〇
主
な
優
れ
た
点
等
 

・
東
京
都
や
品
川
区
、
大
田
区
を
中
心
に
協

力
体

制
を

設
け

、
連

携
・
協

力
に

関
す

る
協

定
を

締
結

し
、
産

業
振

興
、
教

育
・
文

化
、
防

災
及

び
ま

ち
づ

く
り

等
の

分
野

に
お

い
て

連
携

す
る

こ
と

で
地

域
社

会
の
課
題
の
解
決
を
図
る
な
ど
、
地
域
社

会
の
発

展
に

寄
与

し
て

い
る

。
ま

た
、
令

和
２
（

2
0
20
）
年

度
の

オ
リ
ン

ピ
ッ

ク
開

催
に

向
け

て
、
関
連

す
る

P
B
L
型

科
目

を
開

講
し

て
お

り
、
大

学
の

教
育

研

究
の
成
果
を
社
会
に
還
元
す
る
こ
と
に
努
め

て
い

る
。

 

 

年
度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
2
-
1
5
】
・

都
や

区
市

町
村

の
政
策

課
題
へ

の
支
援

と
し
て

、
イ
ベ

ン
ト

へ
の
参
加

や
講
座

を
開
催

し
、

産

技
大
教
員
の
知
見
を

P
R
し
た
。

 

・
都
区

等
の
後
援
を
得
て
、
両
専
攻
合
同
で
コ

ン
テ

ス
ト

を
開

催
し

た
。

 

・
東
京

2
0
2
0
大

会
に
関
連
す
る
テ
ー
マ
の

P
B
L
を

【
２

つ
】

実
施

し
た

。
 

【
2
-
1
6
】
都
・
区
市
町
村
等
の
職
員
向
け
の
研
修
や
公
開

講
座

を
【

９
講

座
】

企
画

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
都

や
区

市
町

村
等

の
職

員
に

対
す

る
講

座
が

９
件

実
施

さ
れ

て
お

り
、
3
7
5
名

の
参

加
を

得
て

い
る

。
引

き
続

き
、

自
治

体
職

員
等

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

講
座

企
画

・
実

施
の

充
実

が
期

待
さ

れ
る

。
 

・
都

や
区

市
町
村

へ
の

政
策

課
題

支
援

に
つ

い
て

、
地

元
（

品
川

･
大

田
区
）

が
目

立
つ

が
都

下
全

域
か

ら

テ
ー

マ
を

掘
り

起
こ

し
、

拡
充

を
図

っ
て

い
た

だ
き

た
い

。
 

3
0  

【
2
-
1
5
】
・

都
や
区

市
町
村

の
政
策

課
題
へ

の
支
援

と
し
て

、
イ
ベ

ン
ト
へ

の
参
加

や
講
座

を
開
催

し
、

産

技
大
教
員
の
知
見
を

P
R
し
た
。

 

・
東
京

2
0
2
0
大

会
に
関
連
す
る
テ
ー
マ
の

P
B
L
を

【
３

つ
】

実
施

し
た

。
 

【
2
-
1
6
】
都
・
区
市
町
村
等
の
職
員
向
け
の
研
修
や
公
開

講
座

を
【

1
4
講

座
】

開
講

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
都

や
区

市
町

村
と

連
携
し

て
、
自

治
体

等
が

主
催

す
る

講
座

や
イ

ベ
ン

ト
に

参
加

し
、
企

業
振

興
や

技
術

支
援

に
貢

献
し

て
い

る
。
ま

た
、
教

員
が

自
治

体
職

員
等

の
研

修
に

講
師

と
し

て
参

加
し

、
人

材
育

成
に

貢
献

し
て

い
る

。
 

元  

【
2
-
1
5
】
・

都
や

区
市

町
村

の
政
策

課
題
へ

の
支
援

と
し
て

、
イ
ベ

ン
ト
へ

の
参
加

や
講
座

を
開
催

し
、

中

小
企
業
振
興
や
技
術
支
援
に
貢
献
し
た
。
 

・
東
京

2
0
2
0
大

会
に
関
連
す
る
テ
ー
マ
の

P
B
L
を

【
２

つ
】

実
施

し
た

。
 

【
2
-
1
6
】
都
・
区
市
町
村
等
の
職
員
向
け
の
研
修
や
公

開
講

座
を

【
1
4
講

座
】

開
講

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
都

や
区

市
町

村
等

と
の

連
携

に
よ

る
講

座
や

イ
ベ

ン
ト

等
を

通
じ

て
、
中

小
企

業
振

興
等

の
政

策
課

題
に

対
す

る
シ

ン
ク

タ
ン

ク
機

能
を

発
揮

し
て

い
る

。
 

・
よ

り
広

範
な

区
市

町
村

と
の

連
携

を
期

待
す

る
。

 

２ 

【
2
-
1
5
】
都
や
区
市
町
村
の
政
策
課
題
へ
の
支
援
と
し
て

、
イ

ベ
ン

ト
へ

の
参

加
や

講
座

を
開

催
し

、
中

小

企
業

振
興
や
技
術
支
援
に
貢
献
し
た
。
 

【
2
-
1
6
】
都
・
区
市
町
村
等
の
職
員
向
け
の
研
修
や
公
開

講
座

を
【

1
2
講

座
】

開
講

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
東

京
都

や
区

市
町

村
等
の

自
治

体
職

員
向

け
研

修
及

び
公

開
講

座
に

つ
い

て
、

目
標

の
年

間
1
0
講

座
を

上
回

る
1
2
講

座
を

開
催

し
た

。
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

下
で

テ
レ

ワ
ー

ク
が

普
及

し
た

こ
と

を
反

映
し

、
島

し
ょ

地
域

に

対
し

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
研

修
を

オ
ン

ラ
イ

ン
形

式
で

実
施

し
た

。
 

・
品

川
区

と
の

連
携
・
協

力
に

関
す

る
包

括
協

定
に

基
づ

き
、
品

川
区

と
連

携
し

た
区

内
事

業
者

へ
の

支
援

が
行

わ
れ

て
い

る
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

も
あ

り
、
令

和
２

年
度

は
１

件
の

支
援

に

留
ま

っ
て

い
る

。
今

後
、

支
援

件
数

が
増

加
す

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
 

・
東

京
都

や
区

市
町

村
等
の

自
治

体
職

員
向

け
研

修
及

び
公

開
講

座
の

テ
ー

マ
に

つ
い

て
、
更

な
る

拡
充
・

多
様

化
を

期
待

す
る

。
  

３ 

【
2
-
1
5
】
都
や
区
市
町
村
の
政
策
課
題
へ
の
支
援
と
し
て

、
イ

ベ
ン

ト
へ

の
参

加
や

講
座

を
開

催
し

、
中

小

企
業

振
興
や
技
術
支
援
に
貢
献
し
た
。
 

【
2
-
1
6
】
都
・
区
市
町
村
等
の
職
員
向
け
の
研
修
や
公

開
講

座
を

【
1
0
講

座
】

開
講

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
東

京
都

、
区

市
町

村
等
の

職
員

向
け

研
修

や
公

開
講

座
に

つ
い

て
、
特

に
研

修
機

会
が

少
な

い
と

思
わ

れ

る
島

し
ょ

地
域

に
対

し
て

、
オ

ン
ラ

イ
ン

で
の

研
修

を
開

催
す

る
な

ど
、
着

実
に

自
治

体
の

職
員

の
育

成

に
貢

献
し

て
い

る
。

 

・
東

京
都

の
「

大
学

研
究
者

に
よ

る
事

業
提

案
制

度
」
に

お
い

て
、
産

技
大

教
員

が
申

請
し

た
「

東
京

都
地

域
防

災
計

画
の

 
I
o
D
 
(
I
n
t
e
r
n
e
t
 
o
f
 
D
o
c
u
m
e
n
t
s
)
 
化

に
よ

る
防

災
力

向
上

」
が

採
択

さ
れ

た
。

 

・
都

や
区

市
町

村
等

へ
の
政

策
課

題
支

援
、
職

員
向

け
の

研
修
・
公

開
講

座
へ

の
潜

在
的

ニ
ー

ズ
は

大
き

い

と
思

わ
れ

る
の

で
、
丁

寧
に

掘
り

起
こ

し
て

い
く

と
と

も
に

、
知

名
度

の
向

上
や

情
報

発
信

の
強

化
に

取

り
組

む
こ

と
を

期
待

す
る

。
 

４  

【
2
-
1
5
】
都
や
区
市
町
村
の
政
策
課
題
へ
の
支
援
と
し

て
、
イ

ベ
ン

ト
へ

の
参

加
や

講
座

を
開

催
し

、
中

小

企
業
振
興
や
技
術
支
援
に
貢
献
し
た
。
 

【
2
-
1
6
】
都
・
区
市
町
村
等
の
職
員
向
け
の
研
修
や
公

開
講

座
を

【
1
1
講

座
】

開
講

し
た

。
 

―
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中
期

計
画

番
号

 

2
-
1
5
 

３
 

社
会

と
の

連
携

や
社

会
貢

献
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

１
）

都
政

と
の

連
携

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
都

の
政

策
展

開
に

対
す

る
積

極
的

な
支

援
 

①
都

や
区

市
町

村
等

と
の

連
携

を
通

じ
て

、
中

小
企

業
振

興
な

ど
の

政
策

課
題

に
対

す
る

シ
ン

ク
タ

ン
ク

機
能

を
発

揮
し

、
現

実
的

・
実

践
的

な
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

を
提

供
し

て
い

く
。

 

ま
た

、
東

京
2
0
2
0
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

競
技

大
会

開
催

ま
で

に
【

６
以

上
】
の

P
B
L
で

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

に
関

連
す

る
テ

ー
マ

を
扱

う
な

ど
、
大

会

の
成

功
に

寄
与

す
る

取
組

を
実

施
し

、
都

政
に

貢
献

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

AA
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

中
小

企
業

支
援

の
た

め

の
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

活
用

し
、

産
技

大
教

員
の

知
見

を
P
R

す
る

と
と

も

に
、

都
や

区
市

町
村

の
イ

ベ
ン

ト
等

へ
の

参
加

を
行

い
、

政
策

課
題

に
対

す
る

シ
ン

ク
タ

ン
ク

機
能

を
更

に
発

揮
す

る
。

 

（
１

）
都

や
区

市
町

村
等

へ
の

政
策

課
題

に
対

す
る

支
援

（
参

考
：

特
記

事
項

Ⅱ
-
１

）
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
東

京
都

や
区

市
町

村
の

政
策

課
題

へ
の

支
援

と
し

て
、

東
京

都
や

自
治

体
等

が
主

催
す

る
イ

ベ
ン

ト
へ

の
参

加
や

区
市

町
村

等
と

の
連

携
講

座
の

実
施

（
オ

ン
ラ

イ
ン
）

を
通

じ
て

中
小

企
業

振
興

等
に

貢
献

し
た

。
 

・
中

小
企

業
等

の
問

題
解

決
の

一
助

と
す

る
た

め
、

産
技

大
教

員
の

研
究

内
容

や
技

術
相

談
情

報
等

を
紹

介
す

る
「

企
業

支
援

の
た

め
の

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

」
を

年
度

更
新
・

作
成

し
、
自

治
体

や
産

学
公

連
携

関
係

先
等

に
配

付
す

る
と

と
も

に
産

技
大

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
電

子
版

を
掲

載
し

、
技

術
シ

ー
ズ

と
ニ

ー
ズ

の
マ

ッ
チ

ン
グ

を
促

進
し

た
。
 

・
東

京
都

か
ら

の
受

託
事

業
「

東
京

都
地

域
防

災
計

画
の

I
o
D
(
I
n
t
e
r
n
e
t
 
o
f
 
D
o
c
u
m
e
n
t
s
)
化

に
よ

る
防

災
力

向
上

」
（

担
当

教
員

：
木

下
修

司
助

教
）

に
つ

い
て

、
令

和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

か
ら

事
業

を
開

始
し

た
。
（

令
和

4
（

2
0
2
2
）

年
度

予
算

額
：

1
7
,
2
5
0
千

円
）

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
イ

ベ
ン

ト
参

加
や

講
座

開
催

に
よ

る
東

京
都

や
区

市
町

村
等

と
の

連
携

を
通

じ
て

、
中

小
企

業
振

興
等

の
政

策
課

題
に

対
す

る
分

野
横

断
的

ア
プ

ロ
ー

チ
を

支
援

し
、
中

小
企

業
振

興
や

技
術

支
援

に
貢

献
す

る
と

と
も

に
、

産
技

大
教

員
の

知
見

を
P
R
す

る
こ

と
が

で
き

た
。
（

図
表

2
-
1
5
-
1
）

 

 
 

 

【図
表

2-
15

-1
　

都
や

区
市

町
村

等
へ

の
政

策
課

題
に

対
す

る
支

援
】

区
分

№
実

施
日

名
称

等
主

催
・団

体
名

等
概

要

1
R
4(

20
22

).
12

.2
0～

26

三
鷹

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

大
学

（寄
付

講
座

）
※

A
II
T

フ
ォ

ー
ラ

ム
と

共
催

（特
非

）三
鷹

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

大
学

推
進

機
構

「東
京

都
の

ス
タ

ー
ト
ア

ッ
プ

戦
略

に
つ

い
て

」
（牧

野
千

里
　

特
任

教
授

、
Y

ou
tu

be
オ

ン
デ

マ
ン

ド
配

信
）

2
R
5(

20
23

).
2.

10
～

20

し
な

が
わ

学
び

の
杜

（パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

講
座

）
※

A
II
T

フ
ォ

ー
ラ

ム
と

共
催

品
川

区
文

化
ス

ポ
ー

ツ
振

興
部

文
化

観
光

課

「認
知

症
予

防
D

X
（デ

ジ
タ

ル
ト
ラ

ン
ス

フ
ォ

ー
メ

ー
シ

ョ
ン

）－
い

つ
で

も
ど

こ
で

も
認

知
症

予
防

－
」

（田
部

井
賢

一
　

助
教

、
Y

ou
T

ub
eオ

ン
デ

マ
ン

ド
配

信
）

3
R
4(

20
22

).
10

.2
8

東
京

都
立

八
丈

高
校

　
連

携
事

業
移

動
教

室
東

京
都

立
八

丈
高

校
施

設
見

学
及

び
講

演
「デ

ジ
タ

ル
時

代
の

教
養

　
～

社
会

×
人

間
×

デ
ジ

タ
ル

技
術

～
」

（橋
本

洋
志

 学
長

 講
演

）

1
R
4(

20
22

).
10

.1
2～

11
.4

産
業

交
流

展
20

22
東

京
都

、
東

京
都

中
小

企
業

団
体

中
央

会
、

（公
財

）東
京

都
中

小
企

業
振

興
公

社
他

首
都

圏
の

中
小

企
業

を
中

心
と

す
る

国
内

最
大

級
の

見
本

市
に

オ
ン

ラ
イ

ン
会

場
の

み
参

画
。

本
学

の
教

育
内

容
、

講
義

の
様

子
、

産
学

公
連

携
・Ｏ

Ｐ
Ｉ活

動
、

リ
ス

キ
ル

プ
ロ

グ
ラ

ム
な

ど
の

電
子

パ
ネ

ル
や

動
画

を
オ

ン
ラ

イ
ン

展
示

2
R
4(

20
22

).
10

.1
9

東
京

都
ベ

ン
チ

ャ
ー

技
術

大
賞

東
京

都
産

業
労

働
局

審
査

委
員

長
と

し
て

橋
本

洋
志

学
長

が
参

画
10

/1
9に

開
催

さ
れ

た
表

彰
式

に
出

席

3
R
4(

20
22

).
10

.2
0～

21
第

１
２

回
お

お
た

研
究

・開
発

フ
ェ

ア
大

田
区

（公
財

）大
田

区
産

業
振

興
協

会

新
技

術
や

新
製

品
、

研
究

開
発

成
果

等
を

P
R
し

、
今

後
の

共
同

研
究

・製
品

開
発

・用
途

開
発

な
ど

を
W

eb
サ

イ
ト
来

訪
者

に
働

き
か

け
る

産
学

連
携

・産
産

連
携

を
目

的
と

し
た

展
示

会
。

A
II
T

藻
類

研
究

所
（所

長
：村

越
英

樹
 教

授
）が

「光
透

過
式

藻
密

度
測

定
装

置
お

よ
び

凝
集

粒
子

計
測

装
置

 -
 微

細
藻

類
の

最
適

な
培

養
環

境
構

築
を

目
指

し
て

 -
」を

テ
ー

マ
に

研
究

成
果

を
装

置
の

デ
モ

と
併

せ
て

出
展

。

4
R
4(

20
22

).
7～

R
5.

3
荒

川
区

新
製

品
・技

術
大

賞
荒

川
区

産
業

経
済

部

荒
川

区
内

中
小

企
業

者
が

開
発

し
た

優
れ

た
新

製
品

・新
技

術
へ

の
表

彰
と

区
内

外
へ

の
P
R
を

通
じ

て
、

新
製

品
等

の
開

発
気

運
を

醸
成

し
、

区
内

産
業

の
活

性
化

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
荒

川
区

の
事

業
で

、
産

技
大

と
し

て
本

イ
ベ

ン
ト
を

後
援

。
ま

た
、

橋
本

洋
志

学
長

が
審

査
委

員
長

と
し

て
参

画
し

て
い

る
。

冊 子
1

-
「企

業
支

援
の

た
め

の
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
」

東
京

都
立

産
業

技
術

大
学

院
大

学
産

技
大

教
員

の
研

究
と

中
小

企
業

が
求

め
る

ニ
ー

ズ
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

を
図

る
と

と
も

に
、

産
技

大
の

P
R
を

目
的

と
す

る
た

め
、

自
治

体
等

や
各

種
イ

ベ
ン

ト
で

配
布

（毎
年

度
改

訂
）

受 託 事 業

1
令

和
４

年
度

～
６

年
度

大
学

研
究

者
に

よ
る

事
業

提
案

制
度

東
京

都
木

下
修

司
助

教
提

案
事

業
が

採
択

、
令

和
４

年
度

都
予

算
化

「東
京

都
地

域
防

災
計

画
の

Io
D

(I
nt

er
ne

t 
of

 D
oc

um
en

ts
)化

に
よ

る
防

災
力

向
上

」
（期

間
：３

年
、

総
事

業
費

（見
込

み
）：

60
百

万
円

）

講 　 　 座 イ ベ ン ト
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中
期

計
画

番
号

 

2
-
1
6

 
◇

自
治

体
職

員
の

人
材

育
成

へ
の

協
力

 

②
本

学
の

知
的

資
源

を
生

か
し

、
都

・
区

市
町

村
等

の
職

員
向

け
の

研
修

講
座

や
公

開
講

座
を

【
年

間
1
0
講

座
】

開
講

す
る

な
ど

、
自

治
体

職
員

の
人

材
育

成
に

貢
献

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

BB
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆
【

継
続

】
産

技
大

の
知

見
を

活
用

し
、

都
・
区

市
町

村
等

の
職

員
向

け
の

研
修

や
公

開
講

座
を

企
画
・
実

施
し

、
人

材

育
成

に
貢

献
す

る
。

 

（
１

）
都

・
区

市
町

村
等

へ
の

研
修

実
施

等
を

通
じ

た
人

材
育

成
支

援
（

参
考

：
特

記
事

項
Ⅱ

-
１

）
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
新

規
の

オ
ン

デ
マ

ン
ド

研
修
（

ロ
ジ

カ
ル

シ
ン

キ
ン

グ
の

基
本

）
を

実
施

す
る

な
ど

、
教

員
が

持
つ

教
育
・
研

究
の

知
見

を
反

映
し

た
東

京
都

及
び

区
市

町
村

等
自

治
体

職
員

向
け

の
研

修
や

公
開

講
座

を
開

催
し

、
自

治
体

行
政

の
推

進
に

寄
与

し
た

。
 

・
連

携
協

定
を

締
結

し
て

い
る

東
京

都
立

八
丈

高
等

学
校

よ
り

新
規

の
研

修
受

講
希

望
が

あ
り

、
2
種

の
研

修
を

実
施

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
計

1
1
講

座
の

自
治

体
職

員
向

け
の

研
修

・
公

開
講

座
を

開
催

し
た

。
（

図
表

2
-
1
6
-
1
）

 

・
産

技
大

の
知

見
を

自
治

体
職

員
向

け
研

修
・

公
開

講
座

に
反

映
し

て
実

施
す

る
こ

と
で

、
自

治
体

行
政

の
推

進
に

寄
与

し
た

。
 

・
ニ

ー
ズ

に
合

っ
た

新
し

い
研

修
を

提
供

す
る

こ
と

で
、

当
該

地
域

の
人

材
育

成
に

貢
献

し
た

。
 

 

 
 
 

【
図
表
2
-
1
6
-
1
　
都
や
区
市
町
村
等
の
職
員
向
け
研
修
・
公
開
講
座
の
実
績
】

区
分

N
O

実
施
日

研
修
・
公
開
講
座
提
供
先
（
団
体
名
）

研
修
名
・
テ
ー
マ
・
内
容

場
所

講
師

参
加
者
数

（
人
）

1
R
4
.1
0
.1
2

北
海
道
立
総
合
研
究
機
構

研
究
開
発
能
力
向
上
研
修
（
研
究
会
支
援
型
）

「
品
質
工
学
勉
強
会
」

北
海
道
立
総
合
研
究
機
構

越
水
重
臣
　
教
授

（
創
造
技
術
コ
ー
ス
）

2
1

2
R
4
.1
0
.2
6

三
鷹
市

ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
研
修

（
デ
ー
タ
利
活
用
・
上
級
編
）

三
鷹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大
学

越
水
重
臣
　
教
授

（
創
造
技
術
コ
ー
ス
）

9

3
R
4
.1
0
.2
4
～
R
4
.1
0
.2
6
高
知
県
佐
川
町

地
域
資
源
を
活
用
し
た
製
品
デ
ザ
イ
ン
都
事
業

設
計

高
知
県
佐
川
町

中
島
修
　
助
教

（
創
造
技
術
コ
ー
ス
）

1
3

4
R
4
.1
1
.2
7
～
R
4
.1
1
.2
9
北
海
道
東
川
町

移
住
企
業
と
地
域
定
着

北
海
道
東
川
町

中
島
修
　
助
教

（
創
造
技
術
コ
ー
ス
）

8

5
R
5
.1
.2
6

高
知
県
知
寄
町

地
域
資
源
を
活
用
し
た
商
品
づ
く
り

高
知
県
知
寄
町

中
島
修
　
助
教

（
創
造
技
術
コ
ー
ス
）

2
0

6
R
4
.8
.2
～

R
4
.8
.3
高
知
県
佐
川
町

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

高
知
県
佐
川
町

河
西
大
介
　
助
教

（
創
造
技
術
コ
ー
ス
）

6

7
R
4
.8
.2

岡
山
県

社
会
人
教
育
の
重
要
性

産
技
大
　
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス

吉
田
　
敏
　
研
究
科
長

1
4

8
R
5
.2
.2
2

福
島
県
郡
山
市

地
域
の
良
さ
を
引
き
出
す
コ
ン
ペ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ジ

ネ
ス
と
経
済
活
性
化

福
島
県
郡
山
市

松
尾
　
徳
朗
　
教
授

（
事
業
設
計
工
学
コ
ー
ス
）

4
6

9
R
4
.4
.1
1
～

青
ヶ
島
村

ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
の
基
本

Y
o
u
T
u
b
e配

信
越
水
重
臣
　
教
授

（
創
造
技
術
コ
ー
ス
）

1

1
0

R
4
.1
2
.1
2
～

東
京
都
立
八
丈
高
等
学
校

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修

Y
o
u
T
u
b
e配

信
酒
森
潔
　
特
任
教
授

※
R
3
年
度
退
職

5
1

1
1

R
4
.1
2
.1
2
～

東
京
都
立
八
丈
高
等
学
校

ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
の
基
本

Y
o
u
T
u
b
e配

信
越
水
重
臣
　
教
授

（
創
造
技
術
コ
ー
ス
）

5
6

合
計

2
4
5

個
別
の
依
頼
に

よ
る
研
修
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大大
項項

目目
番番

号号
  

１１
９９
  

社社
会会

貢貢
献献

等等
 

３
 
社
会
と
の
連
携
や
社
会
貢

献
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

社
会

貢
献

等
に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

（
中
期
目
標
）
 

○
産
業
界
や
地

域
の
ニ
ー
ズ
を

踏
ま

え
、

専
門

職
大

学
院

の
機

能
や

ノ
ウ

ハ
ウ

を
活

用
し

た
中

小
企

業
の
人

材
育

成
や

製
品

開
発

、
起

業
等

の
支

援
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

東
京

の
産
業
振

興
に
貢
献
す
る
。
 

○
社
会
人
の
学
修
ニ
ー
ズ
に
応

え
、

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
等

を
支

援
す

る
た

め
、

学
び

や
す

い
学

修
の

仕
組
み

の
構

築
や

学
修

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
形

成
を

推
進

す
る

。
 

○
人
生

1
0
0
年

時
代
を
見
据
え

、
起

業
・

創
業

・
事

業
承

継
等

を
目

指
す

シ
ニ

ア
層

の
た

め
の

学
び

の
場

を
提

供
し

、
生

涯
現

役
社

会
の

実
現

に
寄

与
す

る
。

 
 

中
期
計
画
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
 

自
己

評
価
 

（
２
）
社
会
貢
献
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
 

◇
産
業
振
興
施
策
へ
の
貢
献
 

【
2
-
1
7
】
◆
①
企
業
等
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
東
京
商
工
会
議

所
、
地

元
の

金

融
機
関
等

と
連
携
し
た
中
小
企
業
支
援
、
専
門
セ

ミ
ナ

ー
・
公
開

講
座
の
開

催
、
産
業
界
等
と
連
携
し
た
研
究
な
ど

、
多

様
な

社
会

貢
献
活
動

を
通
じ
て
、
産
業
振
興
施
策
に
貢
献
す
る

。
 

             ◇
社
会
人
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
と
学
修
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
 

【
2
-
1
8
】

◆
②

AI
I
T
単

位
バ

ン
ク

制
度

や
履

修
証

明
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
な

ど
、
広
く

社
会
人
を
対
象
と
し
た
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
や

学
び

直
し

の
た
め
の

学
修
環
境
を
整
備
す
る
。
ま
た
、
マ
ン

ス
リ

ー
フ

ォ
ー

ラ
ム
を
充

実
し
た
上
で
、
【
年
間

6
0
0
人
程
度

】
の

参
加

者
を

集

め
る
。
さ
ら
に
、
修
了
生
が
主
宰
す
る
専
門
分
野

ご
と

の
研

究
会

の
設

置
や

活
動

を
支

援
す

る
仕

組
み

を
構

築
し

推
進

す
る

こ
と

に
よ
り
、
本
学
を
核
に
し
た
学
修
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
一

層
の

充
実

を
図
る
。

 

       

  【
2
-
1
7
】
６

年
間

を
通

じ
て

産
業

振
興

に
資

す
る

以
下

1
2
件

の
イ

ベ
ン

ト
、
展
示

会
、
研

究
発
表

会
等

に
継

続
的

に
参

画
し

、
産

技
大

の
ノ

ウ
ハ

ウ
を

広
く

周
知

し
た

。
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
イ

ベ
ン

ト
が

減
少

し
た

現
状

に
お

い
て

も
積

極
的

な
オ

ン

ラ
イ

ン
参

加
を

通
じ

て
、

効
率

的
に

地
域

振
興

に
寄

与
し

た
。

 

①
産

業
交

流
展

（
主

催
：

東
京

都
、

東
京

商
工
会

議
所

ほ
か

）
※

 

②
ふ

し
ぎ

祭
エ

ン
ス

（
主

催
：

東
京

都
ほ

か
）
 

③
T
I
R
I
ク

ロ
ス

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

（
主

催
：

東
京

都
立

産
業

技
術

研
究

セ
ン

タ
ー

）
※

 

④
東

京
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

発
信

交
流

会
（

主
催
：

東
京

都
立

産
業

技
術

研
究

セ
ン

タ
ー

）
 

⑤
技

術
シ

ー
ズ

発
表

会
（

主
催

：
東

京
都

立
産
業

技
術

研
究

セ
ン

タ
ー

）
 

⑥
臨

海
フ

ォ
ー

ラ
ム

（
主

催
：

東
京

都
立

産
業
技

術
研

究
セ

ン
タ

ー
）

 

⑦
お

お
た

研
究

・
開

発
フ

ェ
ア

（
主

催
:
大

田
区

、
大

田
区

産
業

振
興

協
会

）
※

 

⑧
新

技
術

創
出

交
流

会
（

主
催

：
東

京
都

中
小
企

業
振

興
公

社
）

 

⑨
よ

い
仕

事
お

こ
し

フ
ェ

ア
（

主
催

：
城

南
信
用

金
庫

）
 

⑩
ビ

ジ
ネ

ス
フ

ェ
ア

（
主

催
：

さ
わ

や
か

信
用
金

庫
）

 

⑪
物

産
展

（
主

催
：

さ
わ

や
か

信
用

金
庫

）
 

⑫
江

戸
T
O
K
Y
O
技

と
テ

ク
ノ

の
融

合
展

（
主

催
：

東
京

信
用

保
証

協
会

）
 

（
※

は
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

オ
ン

ラ
イ

ン
開
催

等
で

継
続

参
加

で
き

た
も

の
）

 

  【
2
-
1
8
】・

特
定

の
科

目
単

位
で

履
修

が
可

能
で

、
科

目
等

履
修

生
と

し
て

修
得

し
た

単
位

を
蓄

積
し

、
正

規
学

生
と

し
て

入
学

し

た
際

に
単

位
認

定
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

る
A
I
I
T
単

位
バ

ン
ク

制
度

に
つ

い
て

、
６

年
間

で
6
1
3
名

の
登

録
が

あ
り

、

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
度

以
降

は
毎

年
1
0
0
名

を
超

え
る

登
録

者
に

対
し

て
学

び
直

し
の

機
会

を
提

供
し

た
。

 

・
履

修
証

明
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

は
、
社

会
や

受
講

者
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

て
、「

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
・
プ

ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
ス

ク
ー

ル
」
、「

人
間

中
心

デ
ザ
イ

ン
」
、「

健
康

寿
命

デ
ザ

イ
ン

講
座

」
、「

A
I
I
T
シ

ニ
ア

ス
タ

ー
ト

ア

ッ
プ

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

東
京

テ
ッ

ク
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

プ
ロ

グ
ラ

ム
）
」

及
び

「
社

会
人

の
あ

と
一

歩
を

叶
え

る
 

～
モ

ノ
づ

く
り

分
野

の
価

値
創

造
力

育
成

の
た

め
の

A
I
I
T
型

リ
ス

キ
リ

ン
グ

プ
ロ

グ
ラ

ム
～

」
な

ど
様

々
な

プ
ロ

グ
ラ

ム

を
実

施
し

た
。

 

・
広

く
一

般
も

参
加

で
き

る
公

開
講

座
で

あ
る

マ
ン

ス
リ

ー
フ

ォ
ー

ラ
ム

等
（

令
和

２
（

2
0
2
0
）
年

度
の

研
究

科
再

編
に

伴
い

、「
A
I
I
T
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
に

統
一

し
、
名

称
変

更
）
を

継
続

実
施

し
、
産

技
大

の
専

門
分

野
で

あ
る
「

I
C
T
分

野
」
、

「
も

の
づ

く
り
・
デ

ザ
イ

ン
分
野

」
、「

起
業
・
創

業
・
企

業
新

事
業
・
事

業
承

継
分

野
」
に

お
け

る
最

新
の

ト
ピ

ッ
ク

ス
を

取
り

上
げ

、
産

技
大

の
教

員
ほ

か
専

門
家

を
講

師
と

し
た

開
け

た
学

び
の

場
を

提
供

し
た

。
A
I
I
T
フ

ォ
ー

ラ
ム

へ

の
統

一
を

機
に

、
開

催
方

法
を

対
面

か
ら

オ
ン
ラ

イ
ン

に
シ

フ
ト
す

る
こ

と
に

よ
り

、
社

会
人

や
遠

隔
地

の
方

の
継

続

学
修

に
貢

献
す

る
こ

と
が

で
き

た
。
（

図
表

2
-
1
8
）

 

A
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大大
項項

目目
番番

号号
  

１１
９９
  

社社
会会

貢貢
献献

等等
 

３
 
社
会
と
の
連
携
や
社
会
貢

献
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

社
会

貢
献

等
に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

（
中
期
目
標
）
 

○
産
業
界
や
地

域
の
ニ
ー
ズ

を
踏

ま
え

、
専

門
職

大
学

院
の

機
能

や
ノ

ウ
ハ

ウ
を

活
用

し
た

中
小

企
業

の
人

材
育

成
や

製
品

開
発

、
起

業
等

の
支

援
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

東
京

の
産
業
振

興
に
貢
献
す
る
。
 

○
社
会
人
の
学
修
ニ
ー
ズ
に

応
え

、
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

等
を

支
援

す
る

た
め

、
学

び
や

す
い

学
修

の
仕

組
み

の
構

築
や

学
修

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
形

成
を

推
進

す
る

。
 

○
人
生

1
0
0
年

時
代
を
見
据
え

、
起

業
・

創
業

・
事

業
承

継
等

を
目

指
す

シ
ニ

ア
層

の
た

め
の

学
び

の
場

を
提

供
し

、
生

涯
現

役
社

会
の

実
現

に
寄

与
す

る
。

 
 

中
期
計
画
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
 

自
己

評
価
 

（
２
）
社
会
貢
献
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
 

◇
産
業
振
興
施
策
へ
の
貢
献
 

【
2
-
1
7
】
◆
①
企
業
等
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
東
京
商
工
会
議

所
、
地

元
の

金

融
機
関
等

と
連
携
し
た
中
小
企
業
支
援
、
専
門
セ

ミ
ナ

ー
・
公
開

講
座
の
開

催
、
産
業
界
等
と
連
携
し
た
研
究
な
ど

、
多

様
な

社
会

貢
献
活
動

を
通
じ
て
、
産
業
振
興
施
策
に
貢
献
す
る

。
 

             ◇
社
会
人
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
と
学
修
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
 

【
2
-
1
8
】

◆
②

AI
I
T
単

位
バ

ン
ク

制
度

や
履

修
証

明
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
な

ど
、
広
く

社
会
人
を
対
象
と
し
た
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
や

学
び

直
し

の
た
め
の

学
修
環
境
を
整
備
す
る
。
ま
た
、
マ
ン

ス
リ

ー
フ

ォ
ー

ラ
ム
を
充

実
し
た
上
で
、
【
年
間

6
0
0
人
程
度

】
の

参
加

者
を

集

め
る
。
さ
ら
に
、
修
了
生
が
主
宰
す
る
専
門
分
野

ご
と

の
研

究
会

の
設

置
や

活
動

を
支

援
す

る
仕

組
み

を
構

築
し

推
進

す
る

こ
と

に
よ
り
、
本
学
を
核
に
し
た
学
修
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
一

層
の

充
実

を
図
る
。

 

       

  【
2
-
1
7
】
６

年
間

を
通

じ
て

産
業

振
興

に
資

す
る

以
下

1
2
件

の
イ

ベ
ン

ト
、
展
示

会
、
研

究
発
表

会
等

に
継

続
的

に
参

画
し

、
産

技
大

の
ノ

ウ
ハ

ウ
を

広
く

周
知

し
た

。
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
イ

ベ
ン

ト
が

減
少

し
た

現
状

に
お

い
て

も
積

極
的

な
オ

ン

ラ
イ

ン
参

加
を

通
じ

て
、

効
率

的
に

地
域

振
興

に
寄

与
し

た
。

 

①
産

業
交

流
展

（
主

催
：

東
京

都
、

東
京

商
工
会

議
所

ほ
か

）
※

 

②
ふ

し
ぎ

祭
エ

ン
ス

（
主

催
：

東
京

都
ほ

か
）
 

③
T
I
R
I
ク

ロ
ス

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

（
主

催
：

東
京

都
立

産
業

技
術

研
究

セ
ン

タ
ー

）
※

 

④
東

京
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

発
信

交
流

会
（

主
催
：

東
京

都
立

産
業

技
術

研
究

セ
ン

タ
ー

）
 

⑤
技

術
シ

ー
ズ

発
表

会
（

主
催

：
東

京
都

立
産
業

技
術

研
究

セ
ン

タ
ー

）
 

⑥
臨

海
フ

ォ
ー

ラ
ム

（
主

催
：

東
京

都
立

産
業
技

術
研

究
セ

ン
タ

ー
）

 

⑦
お

お
た

研
究

・
開

発
フ

ェ
ア

（
主

催
:
大

田
区

、
大

田
区

産
業

振
興

協
会

）
※

 

⑧
新

技
術

創
出

交
流

会
（

主
催

：
東

京
都

中
小
企

業
振

興
公

社
）

 

⑨
よ

い
仕

事
お

こ
し

フ
ェ

ア
（

主
催

：
城

南
信
用

金
庫

）
 

⑩
ビ

ジ
ネ

ス
フ

ェ
ア

（
主

催
：

さ
わ

や
か

信
用
金

庫
）

 

⑪
物

産
展

（
主

催
：

さ
わ

や
か

信
用

金
庫

）
 

⑫
江

戸
T
O
K
Y
O
技

と
テ

ク
ノ

の
融

合
展

（
主

催
：

東
京

信
用

保
証

協
会

）
 

（
※

は
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

オ
ン

ラ
イ

ン
開
催

等
で

継
続

参
加

で
き

た
も

の
）

 

  【
2
-
1
8
】・

特
定

の
科

目
単

位
で

履
修

が
可

能
で

、
科

目
等

履
修

生
と

し
て

修
得

し
た

単
位

を
蓄

積
し

、
正

規
学

生
と

し
て

入
学

し

た
際

に
単

位
認

定
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

る
A
I
I
T
単

位
バ

ン
ク

制
度

に
つ

い
て

、
６

年
間

で
6
1
3
名

の
登

録
が

あ
り

、

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
度

以
降

は
毎

年
1
0
0
名

を
超

え
る

登
録

者
に

対
し

て
学

び
直

し
の

機
会

を
提

供
し

た
。

 

・
履

修
証

明
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

は
、
社

会
や

受
講

者
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

て
、「

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
・
プ

ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
ス

ク
ー

ル
」
、「

人
間

中
心

デ
ザ
イ

ン
」
、「

健
康

寿
命

デ
ザ

イ
ン

講
座

」
、「

A
I
I
T
シ

ニ
ア

ス
タ

ー
ト

ア

ッ
プ

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

東
京

テ
ッ

ク
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

プ
ロ

グ
ラ

ム
）
」

及
び

「
社

会
人

の
あ

と
一

歩
を

叶
え

る
 

～
モ

ノ
づ

く
り

分
野

の
価

値
創

造
力

育
成

の
た

め
の

A
I
I
T
型

リ
ス

キ
リ

ン
グ

プ
ロ

グ
ラ

ム
～

」
な

ど
様

々
な

プ
ロ

グ
ラ

ム

を
実

施
し

た
。

 

・
広

く
一

般
も

参
加

で
き

る
公

開
講

座
で

あ
る

マ
ン

ス
リ

ー
フ

ォ
ー

ラ
ム

等
（

令
和

２
（

2
0
2
0
）
年

度
の

研
究

科
再

編
に

伴
い

、「
A
I
I
T
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
に

統
一

し
、
名

称
変

更
）
を

継
続

実
施

し
、
産

技
大

の
専

門
分

野
で

あ
る
「

I
C
T
分

野
」
、

「
も

の
づ

く
り
・
デ

ザ
イ

ン
分
野

」
、「

起
業
・
創

業
・
企

業
新

事
業
・
事

業
承

継
分

野
」
に

お
け

る
最

新
の

ト
ピ

ッ
ク

ス
を

取
り

上
げ

、
産

技
大

の
教

員
ほ

か
専

門
家

を
講

師
と

し
た

開
け

た
学

び
の

場
を

提
供

し
た

。
A
I
I
T
フ

ォ
ー

ラ
ム

へ

の
統

一
を

機
に

、
開

催
方

法
を

対
面

か
ら

オ
ン
ラ

イ
ン

に
シ

フ
ト
す

る
こ

と
に

よ
り

、
社

会
人

や
遠

隔
地

の
方

の
継

続

学
修

に
貢

献
す

る
こ

と
が

で
き

た
。
（

図
表

2
-
1
8
）

 

A
 

 

 

                 【
2
-
1
8
-
2
】
③
人
生

1
0
0
年
時
代

を
豊
か
に
過
ご
せ
る
生
涯
現

役
都

市
の

実
現

に
寄
与
す
る
「
1
0
0
歳
大
学
」
の
取
組
の
一
環
と

し
て

、
シ

ニ

ア
層
が
起
業
・
創
業
・
事
業
承
継
等
に
必
要
な

知
識

及
び

ス
キ

ル
を
短
期
間
で
修
得
で
き
る

A
I
I
T
シ
ニ
ア
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
講
す
る
な
ど
、
大
学
院
教
育

（
修

士
課

程
）

レ
ベ
ル
で
の
学
び
直
し
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提

供
す

る
。
  

 
 

 

＜
図

表
2
-
1
8
　
A
II
T
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
実

績
一

覧
＞

（
単

位
：
人

）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３
年

度
４
年

度

A
II
T
フ
ォ
ー

ラ
ム

1
,5
2
8

1
,1
5
1

1
,3
7
9

A
II
T
起

業
塾

4
9

2
1

4
6

イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
デ

ザ
イ
ン
フ
ォ
ー

ラ
ム

4
1
3

5
6
2

4
1
3

In
fo
T
al
k（
定

例
）

5
2
9

4
0
2

2
0
5

デ
ザ
イ
ン
ミ
ニ
塾

デ
ザ
イ
ン
ミ
ニ
塾

（
定

例
）

デ
ザ
イ
ン
ミ
ニ
塾

（
出

前
）

計

八
丈

島
セ
ミ
ナ
ー

2
9

1
8

合
計

9
9
1

9
8
5

6
9
3

1
,5
4
6

1
,1
5
1

1
,3
7
9

※
令

和
元

年
度

ま
で
は
、
「
A
II
T
マ
ン
ス
リ
ー

フ
ォ
ー

ラ
ム
」
の
名

称
で
開

催

※
令

和
２
年

度
か
ら
は
、
「
A
II
T
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
の
名

称
で
開

催
、
W
eb

開
催

の
た
め
視

聴
回

数
を
記

載

※
令

和
２
年

度
は
A
II
T
起

業
塾

を
「
A
II
T
フ
ォ
ー

ラ
ム
起

業
塾

」
と
し
て
開

催
、
A
II
T
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
視

聴
回

数
に
含

む

参
加

者
数

　

 
 

  
 

 
 ・

修
了

生
に

対
し

、
修

了
後

の
継

続
か

つ
自

主
的

な
学

修
と

研
究

の
機

会
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
活

動
を

支
援

す

る
た

め
、
修

了
生

が
主

宰
す

る
研

究
会
「

A
I
I
T
修

了
生

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

」
を

、
平

成
2
9（

2
0
1
7
）
年

度
及

び
3
0（

2
0
1
8
）

年
度

の
試

行
期

間
を

経
て

、
令

和
元

（
2
0
1
9
）

年
度

以
降

、
毎

年
度

設
置

運
営

し
た

。
 

 【
2
-
1
8
-
2
】
平
成

3
0（

2
0
1
8
）
年

度
よ

り
、
A
I
I
T
シ

ニ
ア

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

講
し

、
オ

ン
ラ

イ
ン

や
対

面
授

業

を
効

果
的

に
組

み
合

わ
せ

、
主
に

シ
ニ

ア
層

を
対

象
に

、
起

業
等

を
目

的
と

し
た

大
学

院
教

育
（

修
士

課
程

）
レ

ベ
ル

で
の

学
び

直
し

の
た

め
の

、
基

礎
科

目
（

講
義

・
演

習
型

科
目

）
、

事
例

研
究

型
科

目
及

び
P
B
L
で

構
成

さ
れ

た
プ

ロ

グ
ラ

ム
を

提
供

し
、
合

計
7
4
名

の
修

了
生

を
輩

出
し

た
。（

令
和
元
（

2
0
1
9
）
年

度
か

ら
の

履
修

証
明

プ
ロ

グ
ラ

ム
化

前
の

修
了

生
を

含
む

。
）
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

度
か
ら

は
、
東

京
都

立
産

業
技

術
研

究
セ

ン
タ

ー
や

品
川

区
等

の
協

力
を

得
な

が
ら

、
講

義
、
現

地
実

習
、
演

習
、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

、
ア

ク
テ

ィ
ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

等
を

と
お

し
て

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
起

こ
す

ビ
ジ

ネ
ス

マ
イ

ン
ド

を
養

成
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

内
容

に
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
し

、
A
I
I
T
シ

ニ
ア

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
東

京
テ

ッ
ク

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
プ

ロ
グ

ラ
ム

）
を

実
施

し
た

。
 

  

第
三
期
中
期
目
標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
A
I
I
T
単
位
バ

ン
ク
制
度
、
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び

A
I
I
T
シ

ニ
ア

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
着

実
に

実
施

し
て

お
り

、
社

会
人

の
学

び
や

す
さ

に
配

慮
し

な
が

ら
、
充

実
し

た
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

の
場

を
広

く

提
供
で
き
て
い
る
。
 

・
修
了
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
設
置
さ
れ
、
継
続
し
た
学
び
と

修
了

生
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
の

場
が

用
意

さ
れ

て
い

る
。

 

・
A
I
I
T
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
の
公
開
講
座
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー

ル
も

活
用

し
な

が
ら

継
続

的
に

開
催

し
、
毎

年
度

、
目

標
を

上
回

る
参

加
者

を
集

め
て

い
る

。
コ

ロ
ナ

禍
の

収
束

後
も

、
こ

う
し

た
取

組
を

継
続

す
る

こ
と

を
期

待
す
る
。
 

・
修
了
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
及
び
ヒ
ア

リ
ン

グ
が

行
わ

れ
て

お
り

、
今

後
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

参
加

者
の

要
望

等
を

踏
ま

え
た

制
度

の
改

善
や

構
成

員
の

拡
大

等
が

図
ら

れ
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

・
A
I
I
T
シ
ニ
ア
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
行

政
と

の
連

携
等

、
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

更
な

る
拡

充
を

期
待

す
る

。
 

          

Ⅱ　東京都立産業技術大学院大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

　３　社会との連携や社会貢献等に関する目標を達成するための措置
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認
証
評
価
 

機
関
の
評
価
 

［
認
証

評
価
機
関
］
一
般
社
団
法
人
日
本
技

術
者

教
育

認
定

機
構

（
J
A
B
E
E
）

 
［

受
審

年
度

］
H
2
9
 

 
［

評
価

対
象

期
間
］

H
2
5
-
H
2
9
 

 
［

認
証

評
価

の
種

類
］

分
野

別
（

創
造

技
術

専
攻
 

〇
主
な

優
れ
た
点
等
 

・
長
期
履
修
制
度
、
P
B
L
型
科
目

、
A
I
I
T
ブ
レ

ン
デ

ィ
ッ

ド
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

、
認

定
登

録
講

師
、
A
I
I
T
単

位
バ

ン
ク

制
度

、
デ

ィ
プ

ロ
マ
・
サ

プ
リ

メ
ン

ト
、
K
n
o
w
l
e
d
g
e
 H
o
m
e
 P
o
r
t
制

度
、
マ

ン
ス

リ
ー

フ
ォ
ー
ラ
ム
等
は
、
特
色
あ
る
教
育
研
究
を

推
進

さ
せ

る
特

筆
す

べ
き

制
度

や
取

り
組

み
で

あ
る

と
い

え
る

。
 

［
認
証

評
価
機
関
］
公
益
財
団
法
人
大
学
基
準

協
会

（
J
U
A
A
）

 
 

 
 

 
 
 

 
［

受
審

年
度

］
R
1
 

 
 
［

評
価

対
象

期
間
］

H
2
5
-
R
1
 
 
 
［

認
証

評
価

の
種

類
］

機
関

別
 

〇
主
な

優
れ
た
点
等
 

・
社
会
連
携
・
社
会
貢
献
活
動
を
実
施
す
る

組
織

で
あ

る
オ

ー
プ

ン
イ

ン
ス

テ
ィ

テ
ュ

ー
ト

を
設

置
す

る
と

と
も

に
、
行

政
と

の
連

携
事

業
、
産

業
界

と
の

連
携

事
業

、
社

会
に

開
か

れ
た

勉
強

会
の

開
催

等

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
講
義
支
援

シ
ス

テ
ム

は
修

了
後

1
0
年

間
、

最
新

２
年

分
の

動
画

の
無

料
視

聴
を

可
能

と
し

て
お

り
、

め
ま

ぐ
る

し
く

進
歩

す
る

産
業

技
術

に
関

す
る

情
報

を
得

る
こ

と
が

で
き
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
修
了
生

の
学

び
を

支
援

す
る

こ
と

に
よ

り
生

涯
に

わ
た

る
高

度
専

門
職

業
人

の
養

成
に

取
り

組
ん

で
い

る
こ

と
は

評
価

で
き

る
。
東

京
都

や
品

川
区

、
大

田
区

を
中

心

に
協
力
体
制
を
設
け
、
連
携
・
協
力
に
関

す
る

協
定

を
締

結
し

、
さ

ま
ざ

ま
な

分
野

に
お

い
て

連
携

す
る

こ
と

で
地

域
社

会
の

課
題

の
解

決
を

図
る

な
ど

、
地

域
社

会
の

発
展

に
寄

与
し

て
い

る
。

 

［
認
証

評
価
機
関
］
一
般
社
団
法
人
日
本
技
術

者
教

育
認

定
機

構
（

J
A
B
E
E
）

 
［

受
審

年
度

］
R
2
 

 
 
［

評
価

対
象

期
間

］
H
2
8
-
R
2
 

 
［

認
証

評
価

の
種

類
］

分
野

別
（

情
報

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
専

攻
）
 

〇
主
な

優
れ
た
点
等
 

・
特
色

あ
る

P
B
L
活
動
を
は
じ
め
と
し
て
、
社

会
人

学
生

の
多

い
専

門
職

大
学

院
と

し
て

、
様

々
な

特
徴

あ
る

活
動

を
行

っ
て

お
り

、
高

く
評

価
で

き
る

。
ま

た
、
他

大
学

で
の

授
業

や
社

会
貢

献
活

動
を

行

っ
て
い
る
教
員
が
お
り
、
当
該
教
員
の
継

続
的

な
自

己
研

鑽
や

社
会

貢
献

と
し

て
意

義
が

あ
る

と
判

断
さ

れ
る

。
 

［
認
証

評
価
機
関
］
一
般
社
団
法
人
日
本
技
術

者
教

育
認

定
機

構
（

J
A
B
E
E
）

 
［

受
審

年
度

］
R
4
 

 
 
［

評
価

対
象

期
間

］
R
2
-
R
3
 
 
 
［

認
証

評
価

の
種

類
］

分
野

別
（

産
業

技
術

専
攻

）
 

〇
主
な

優
れ
た
点
等
 

・
特
色
あ
る

P
B
L
活
動
を
は
じ
め
と
し
て
、
社

会
人

学
生

の
多

い
専

門
職

大
学

院
と

し
て

、
様

々
な

特
徴

あ
る

活
動

を
行

っ
て

お
り

、
高

く
評

価
で

き
る

。
他

大
学

で
の

授
業

や
社

会
貢

献
活

動
等

は
、
許

可

制
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
行
っ
て
い

る
教

員
も

、
当

該
教

員
の

継
続

的
な

自
己

研
鑽

や
社

会
貢

献
と

し
て

意
義

が
あ

る
と

判
断

さ
れ

る
。

 

  

年
度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
2
-
1
8
】
・
専
門

職
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
促
進
の
た
め
、
A
I
I
T
マ

ン
ス

リ
ー

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

計
1
9
回

開
催

し
、
延
べ

1
,
5
9
3
人
（
自
主
開
催
分
【
9
9
1
人

】
）
が

参
加

し
た

。
な

お
、
う

ち
1
0
0
0
人

以
上

が

学
外
者
で
あ
っ
た
。
 

・
修

了
生

が
主
催

す
る
専

門
分
野

ご
と
の

研
究
会

を
支

援
す
る
仕

組
み
の

実
施
体

制
を
整

え
、

試

行
を
開
始
。
2
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
発
足

し
た

。
 

・
企
業
に
お
け
る
新
規
事
業
開
発
や
起
業
・
創
業

を
担

う
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
、
A
I
I
T
シ

ニ

ア
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
A
I
I
T
マ

ン
ス

リ
ー

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

参
加

者
が

大
幅

に
増

加
し

、
大

学
の

知
名

度
向

上
に

貢
献

し
て

い
る

。
 

・
A
I
I
T
シ

ニ
ア
ス

タ
ー
ト

ア
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
構

築
し

て
、

シ
ニ

ア
層

に
対

し
て

起
業

ま
で

を
支

援
す

る
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

構
築

し
て

い
る

点
が

高
く

評
価

で
き

る
。

 

・
修

了
生

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

を
構

築
し

、
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

を
促

進
す

る
学

修
環

境
整

備
を

進
め

た
点

が
評

価

で
き

る
。

 

3
0  

【
2
-
1
8
】
・

A
I
I
T
マ
ン
ス
リ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
計

1
8
回

開
催

し
、
【

9
8
5
人

】
が

参
加

し
た

。
 

・
１

つ
の

修
了
生

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

が
新
た

に
発
足

し
、

計
３
つ
の

修
了
生

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

の
活

動

を
支
援
し
た
。
 

・
A
I
I
T
シ
ニ
ア
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
平

成
3
0
年

８
月

に
開

講
し

た
。

 

【 【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
A
I
I
T
 
マ

ン
ス

リ
ー

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

開
催

し
、

継
続

的
な

修
学

の
場

を
提

供
し

た
結

果
、

多
く

の
参

加
者

を
得

た
。

 

・
シ

ニ
ア

世
代

の
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

の
場

で
あ

る
A
I
I
T
シ

ニ
ア

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

設
し

、

2
6
名

の
修

了
生

を
輩
出

し
た

。
 

・
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

を
促
進

す
る

取
組

の
一

環
と

し
て

、
修

了
後

も
大

学
と

修
了

生
、
あ

る
い

は
修

了
生

同

士
が

繋
が

り
、
修

了
後

の
専

門
能

力
の

向
上

を
図

る
場

で
あ

る
修

了
生

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
実

施
体

制
を

整

え
た

。
 

元  

【
2
-
1
7
】
産
業
振
興
に
資
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
て
、
産

技
大

の
ノ

ウ
ハ

ウ
を

広
く

周
知

し
、
地

域
振

興

に
寄

与
し
た
。
 

【
2
-
1
8
】
・

A
I
I
T
マ
ン
ス
リ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
公
開
講
座

を
計

1
3
回

開
催

し
、
【

6
9
3
人

】
が

参
加

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
学

外
も

対
象

と
し

た
A
I
I
T
マ

ン
ス

リ
ー

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

開
催

、
修

了
生

を
継

続
し

て
支

援
す

る
た

め
の

修
了

生
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

運
用

な
ど

、
継

続
的

に
修

学
で

き
る

場
を

多
面

的
に

整
備

し
て

い
る

。
 

Ⅱ　東京都立産業技術大学院大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

　３　社会との連携や社会貢献等に関する目標を達成するための措置
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認
証
評
価
 

機
関
の
評
価
 

［
認
証

評
価
機
関
］
一
般
社
団
法
人
日
本
技

術
者

教
育

認
定

機
構

（
J
A
B
E
E
）

 
［

受
審

年
度

］
H
2
9
 

 
［

評
価

対
象

期
間
］

H
2
5
-
H
2
9
 

 
［

認
証

評
価

の
種

類
］

分
野

別
（

創
造

技
術

専
攻
 

〇
主
な

優
れ
た
点
等
 

・
長
期
履
修
制
度
、
P
B
L
型
科
目

、
A
I
I
T
ブ
レ

ン
デ

ィ
ッ

ド
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

、
認

定
登

録
講

師
、
A
I
I
T
単

位
バ

ン
ク

制
度

、
デ

ィ
プ

ロ
マ
・
サ

プ
リ

メ
ン

ト
、
K
n
o
w
l
e
d
g
e
 H
o
m
e
 P
o
r
t
制

度
、
マ

ン
ス

リ
ー

フ
ォ
ー
ラ
ム
等
は
、
特
色
あ
る
教
育
研
究
を

推
進

さ
せ

る
特

筆
す

べ
き

制
度

や
取

り
組

み
で

あ
る

と
い

え
る

。
 

［
認
証
評
価
機
関
］
公
益
財
団
法
人
大
学
基
準

協
会

（
J
U
A
A
）

 
 

 
 

 
 
 

 
［

受
審

年
度

］
R
1
 

 
 
［

評
価

対
象

期
間

］
H
2
5
-
R
1
 
 
 
［

認
証

評
価

の
種

類
］

機
関

別
 

〇
主
な
優
れ
た
点
等
 

・
社
会
連
携
・
社
会
貢
献
活
動
を
実
施
す
る

組
織

で
あ

る
オ

ー
プ

ン
イ

ン
ス

テ
ィ

テ
ュ

ー
ト

を
設

置
す

る
と

と
も

に
、
行

政
と

の
連

携
事

業
、
産

業
界

と
の

連
携

事
業

、
社

会
に

開
か

れ
た

勉
強

会
の

開
催

等

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
講
義
支
援

シ
ス

テ
ム

は
修

了
後

1
0
年

間
、

最
新

２
年

分
の

動
画

の
無

料
視

聴
を

可
能

と
し

て
お

り
、

め
ま

ぐ
る

し
く

進
歩

す
る

産
業

技
術

に
関

す
る

情
報

を
得

る
こ

と
が

で
き
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
修
了
生

の
学

び
を

支
援

す
る

こ
と

に
よ

り
生

涯
に

わ
た

る
高

度
専

門
職

業
人

の
養

成
に

取
り

組
ん

で
い

る
こ

と
は

評
価

で
き

る
。
東

京
都

や
品

川
区

、
大

田
区

を
中

心

に
協
力
体
制
を
設
け
、
連
携
・
協
力
に
関

す
る

協
定

を
締

結
し

、
さ

ま
ざ

ま
な

分
野

に
お

い
て

連
携

す
る

こ
と

で
地

域
社

会
の

課
題

の
解

決
を

図
る

な
ど

、
地

域
社

会
の

発
展

に
寄

与
し

て
い

る
。

 

［
認
証
評
価
機
関
］
一
般
社
団
法
人
日
本
技

術
者

教
育

認
定

機
構

（
J
A
B
E
E
）

 
［

受
審

年
度

］
R
2
 

 
 
［

評
価

対
象

期
間
］

H
2
8
-
R
2
 

 
［

認
証

評
価

の
種

類
］

分
野

別
（

情
報

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
専

攻
）
 

〇
主
な

優
れ
た
点
等
 

・
特
色

あ
る

P
B
L
活
動
を
は
じ
め
と
し
て
、
社

会
人

学
生

の
多

い
専

門
職

大
学

院
と

し
て

、
様

々
な

特
徴

あ
る

活
動

を
行

っ
て

お
り

、
高

く
評

価
で

き
る

。
ま

た
、
他

大
学

で
の

授
業

や
社

会
貢

献
活

動
を

行

っ
て
い
る
教
員
が
お
り
、
当
該
教
員
の
継

続
的

な
自

己
研

鑽
や

社
会

貢
献

と
し

て
意

義
が

あ
る

と
判

断
さ

れ
る

。
 

［
認
証
評
価
機
関
］
一
般
社
団
法
人
日
本
技

術
者

教
育

認
定

機
構

（
J
A
B
E
E
）

 
［

受
審

年
度

］
R
4
 

 
 
［

評
価

対
象

期
間
］

R
2
-
R
3
 
 
 
［

認
証

評
価

の
種

類
］

分
野

別
（

産
業

技
術

専
攻

）
 

〇
主
な
優
れ
た
点
等
 

・
特
色

あ
る

P
B
L
活
動
を
は
じ
め
と
し
て
、
社

会
人

学
生

の
多

い
専

門
職

大
学

院
と

し
て

、
様

々
な

特
徴

あ
る

活
動

を
行

っ
て

お
り

、
高

く
評

価
で

き
る

。
他

大
学

で
の

授
業

や
社

会
貢

献
活

動
等

は
、
許

可

制
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
行
っ
て
い

る
教

員
も

、
当

該
教

員
の

継
続

的
な

自
己

研
鑽

や
社

会
貢

献
と

し
て

意
義

が
あ

る
と

判
断

さ
れ

る
。

 

  

年
度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
2
-
1
8
】
・
専
門

職
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
促
進
の
た
め
、
A
I
I
T
マ

ン
ス

リ
ー

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

計
1
9
回

開
催

し
、
延
べ

1
,
5
9
3
人
（
自
主
開
催
分
【
9
9
1
人

】
）
が

参
加

し
た

。
な

お
、
う

ち
1
0
0
0
人

以
上

が

学
外
者
で
あ
っ
た
。
 

・
修

了
生

が
主
催

す
る
専

門
分
野

ご
と
の

研
究
会

を
支

援
す
る
仕

組
み
の

実
施
体

制
を
整

え
、

試

行
を
開
始
。
2
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
発
足

し
た

。
 

・
企
業
に
お
け
る
新
規
事
業
開
発
や
起
業
・
創
業

を
担

う
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
、
A
I
I
T
シ

ニ

ア
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
A
I
I
T
マ

ン
ス

リ
ー

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

参
加

者
が

大
幅

に
増

加
し

、
大

学
の

知
名

度
向

上
に

貢
献

し
て

い
る

。
 

・
A
I
I
T
シ

ニ
ア
ス

タ
ー
ト

ア
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
構

築
し

て
、

シ
ニ

ア
層

に
対

し
て

起
業

ま
で

を
支

援
す

る
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

構
築

し
て

い
る

点
が

高
く

評
価

で
き

る
。

 

・
修

了
生

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

を
構

築
し

、
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

を
促

進
す

る
学

修
環

境
整

備
を

進
め

た
点

が
評

価

で
き

る
。

 

3
0  

【
2
-
1
8
】
・

A
I
I
T
マ
ン
ス
リ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
計

1
8
回

開
催

し
、
【

9
8
5
人

】
が

参
加

し
た

。
 

・
１

つ
の

修
了
生

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

が
新
た

に
発
足

し
、

計
３
つ
の

修
了
生

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

の
活

動

を
支
援
し
た
。
 

・
A
I
I
T
シ
ニ
ア
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
平

成
3
0
年

８
月

に
開

講
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
A
I
I
T
 
マ

ン
ス

リ
ー

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

開
催

し
、

継
続

的
な

修
学

の
場

を
提

供
し

た
結

果
、

多
く

の
参

加
者

を
得

た
。

 

・
シ

ニ
ア

世
代

の
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

の
場

で
あ

る
A
I
I
T
シ

ニ
ア

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

設
し

、

2
6
名

の
修

了
生

を
輩
出

し
た

。
 

・
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

を
促
進

す
る

取
組

の
一

環
と

し
て

、
修

了
後

も
大

学
と

修
了

生
、
あ

る
い

は
修

了
生

同

士
が

繋
が

り
、
修

了
後

の
専

門
能

力
の

向
上

を
図

る
場

で
あ

る
修

了
生

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
実

施
体

制
を

整

え
た

。
 

元  

【
2
-
1
7
】
産
業
振
興
に
資
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
て
、
産

技
大

の
ノ

ウ
ハ

ウ
を

広
く

周
知

し
、
地

域
振

興

に
寄

与
し
た
。
 

【
2
-
1
8
】
・

A
I
I
T
マ
ン
ス
リ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
公
開
講
座

を
計

1
3
回

開
催

し
、
【

6
9
3
人

】
が

参
加

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
学

外
も

対
象

と
し

た
A
I
I
T
マ

ン
ス

リ
ー

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

開
催

、
修

了
生

を
継

続
し

て
支

援
す

る
た

め
の

修
了

生
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

運
用

な
ど

、
継

続
的

に
修

学
で

き
る

場
を

多
面

的
に

整
備

し
て

い
る

。
 

・
新
た

に
２

つ
の
修

了
生
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
加

わ
り

、
合

計
５

つ
の

修
了

生
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

活

動
を

支
援
し
た
。
 

【
2
-
18

-2
】
事
業
開
始
２
年
目
と
な
る

A
II

T
シ
ニ
ア

ス
タ

ー
ト

ア
ッ
プ

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

新
た

に
履

修
証

明

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
開
講
し
た
。
 

・
起

業
の

た
め

の
高

レ
ベ

ル
の

知
識

・
ス

キ
ル

の
修

得
を

目
指

す
A
II

T
シ

ニ
ア

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

講
し

た
。

 

・
A
I
IT

マ
ン

ス
リ

ー
フ

ォ
ー

ラ
ム
に

つ
い

て
、
回

数
・
参

加
者

が
、
平

成
2
9
年

度
以

降
、
減

少
傾

向
に
あ

る
。

専
門

職
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
形

成
促

進
の

た
め

に
も

、
今

後
の

取
組

に
期

待
す

る
。

 

２ 

【
2
-
1
7】
・
産
業
振
興
に
資

す
る
オ

ン
ラ
イ
ン
形

式
の
イ
ベ

ン
ト

等
を

通
じ

て
、

産
技

大
の

ノ
ウ

ハ
ウ

を
広

く
周

知
し
、
地
域
振
興
に
寄
与
し
た
。
 

・
文
部

科
学

省
外
部

資
金
「

デ
ジ

タ
ル
を
活
用

し
た

大
学

・
高

専
教

育
高

度
化

プ
ラ

ン
」

が
採

択

さ
れ

た
。
 

【
2
-
18

】・
A
II

T
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
公
開
講
座
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で

計
８

回
開

催
し

た
結

果
、
延

べ
参

加
者

数
（

視

聴
回

数
）
は
【
1
,
54
6
人
】
と
大
幅
に
増
加
し

た
。

 

・
４
つ

の
修
了
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
を
支
援

し
た

。
 

【
2
-
18

-
2
】
A
II
T

シ
ニ
ア
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ

プ
ロ
グ
ラ

ム
を

新
た

に
文

部
科

学
省

の
「

職
業

実
践

力
育

成

プ
ロ
グ
ラ
ム
」（

B
P
）
に
お
け
る
短
時
間
で
編

成
さ

れ
る

特
別

の
課

程
（

6
0
時

間
以

上
1
20

時

間
未
満
）
と
し
て
実
施
し
た
。
 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
従

来
の

A
II

T
マ

ン
ス
リ

ー
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
A
II

T
フ

ォ
ー

ラ
ム

に
名
称

変
更

し
、
公

開
講

座
を

オ
ン

ラ
イ

ン
形

式
で

計
８

回
開

催
し

、
延

べ
1
,
54
6
人

の
参

加
（

視
聴

）
が

あ
っ

た
。

 

・
A
I
IT

シ
ニ

ア
ス

タ
ー
ト

ア
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

講
し

、
８

名
の

修
了

生
を

輩
出

し
た

。
 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
、
A
II
T
フ
ォ

ー
ラ

ム
等

の
公

開
講

座
を

オ
ン

ラ
イ

ン
形

式
で

開
催

す
る

な
ど

、
参

加

者
確

保
の

た
め

の
工

夫
を

図
っ

た
が

、
今

後
も

こ
う

し
た

取
組

を
継

続
し

、
社

会
貢

献
に

つ
な

げ
て

い
く

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

・
多

く
の

中
小

企
業

が
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

を
受

け
る

中
、
コ

ロ
ナ

禍
の

収
束

後
を

見
据

え
た

事
業

展
開

等
へ

向
け

て
、
様

々
な

相
談

ニ
ー

ズ
が

あ
る

と
思

わ
れ

る
。
引

き
続

き
、
中

小
企

業
へ

の

支
援

の
拡

大
に

向
け

た
取

組
の

推
進

を
期

待
す

る
。

  

３ 

【
2
-
17

】
産
業
振

興
に
資
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
の
イ

ベ
ン

ト
等

を
通

じ
て

、
産

技
大

の
ノ

ウ
ハ

ウ
を

広
く

周
知

し
、
地
域
振
興
に
寄
与
し
た
。
 

【
2
-
18

】・
A
II
T
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
計
６
回

開
催

（
延

べ
参

加
者

数
／

視
聴

回
数

1
,1
51

人
）

し
、

社
会
人
や
遠
隔
地
か
ら
の
参
加
者
等
の
継

続
学

修
に

寄
与

し
た

。
 

・
３
つ

の
修
了
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
設
置
し
、
修

了
生

の
継

続
的

な
学

修
の

支
援

を
行

っ
た

。
 

・
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
A
I
IT

シ
ニ

ア
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

及
び

健
康

寿
命

デ
ザ
イ
ン
講
座
を
開
講
し
た
。
 

【
2
-
18

-2
】
A
II

T
シ
ニ
ア
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ

ム
に

つ
い

て
、
文

部
科

学
省

の
「

職
業

実
践

力
育

成

プ
ロ

グ
ラ
ム
」（

B
P
）
に
お
け
る
短
時
間
で
編

成
さ

れ
る

特
別

の
課

程
及

び
履

修
証

明
プ

ロ
グ

ラ

ム
と

し
て
実
施
し
た
。
 

【 【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
令

和
２

年
度

に
続

き
、
A
II
T
フ
ォ

ー
ラ

ム
を

オ
ン

ラ
イ

ン
形

式
で

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、
対

面
で

は
対

象
と

な
り

え
な

か
っ

た
地

域
か

ら
の

申
込

み
が

あ
っ

た
。
さ

ら
に

、
１

講
座

に
つ

い
て

は
、
再

配
信

の
希

望
が

寄
せ

ら
れ

、
後

に
再

公
開

さ
れ

る
と

と
も

に
、
自

治
体

の
要

請
を

受
け

て
公

開
講

座
を

実
施

す
る

な

ど
、

幅
広

い
地

域
貢

献
に

つ
な

が
っ

た
。

 

・
A
I
IT

 
シ

ニ
ア

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

か
ら

は
1
4
名

、
健

康
寿

命
デ

ザ
イ

ン
講

座
か

ら
は

1
0
名

の
修

了
生

を
そ

れ
ぞ

れ
輩

出
す

る
な

ど
、

社
会

人
に

多
様

な
学

び
の

機
会

を
提

供
し

た
。

 

・
A
I
IT

フ
ォ

ー
ラ

ム
に

つ
い

て
、
認

知
度

の
向

上
に

向
け

、
視

聴
者

、
参

加
者

が
増

え
る

工
夫

を
し

て
頂

き

た
い

。
ま

た
、

実
施

回
数

の
増

加
に

つ
い

て
も

検
討

さ
れ

た
い

。
 

４  

【
2
-
17
】
産
業
振

興
に
資
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
て

、
産

技
大

の
ノ

ウ
ハ

ウ
を

広
く

周
知

し
、
地

域
振

興

に
寄
与
し
た
。
 

【
2
-
18
】・

A
II

T
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
計
５

回
開

催
（

延
べ

参
加

者
数

/
視

聴
回

数
1
,
37
9
人

）

し
、
社
会
人
や
遠
隔
地
か
ら
の
参
加
者
等
の

継
続

学
修

に
寄

与
し

た
。

 

 
 
 
 
・
履
修

証
明
プ
ロ

グ
ラ
ム

と
し
て
「
社

会
人
の
あ

と
一

歩
を

叶
え

る
～

モ
ノ

づ
く

り
分

野
の

価
値

創
造

力
育
成
の
た
め
の

A
II

T
型
リ
ス
キ
リ
ン

グ
プ

ロ
グ

ラ
ム

～
」

を
実

施
し

た
。

 

【
2
-
18

-2
】
講
義
、
現
地
実
習
、
演
習
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
、
ア

ク
テ

ィ
ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

等
を

と
お

し
て

、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

起
こ

す
ビ

ジ
ネ

ス
マ

イ
ン

ド
を

養
成

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
内

容
に

リ
ニ

ュ

ー
ア
ル
し
、
A
I
IT

シ
ニ
ア
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

東
京

テ
ッ

ク
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

プ

ロ
グ
ラ
ム
）
を
実
施
し
た
。
 

―
 

             

Ⅱ　東京都立産業技術大学院大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

　３　社会との連携や社会貢献等に関する目標を達成するための措置

－ 265 －



中
期

計
画

番
号

 

2
-
1
7
 

３
 

社
会

と
の

連
携

や
社

会
貢

献
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

社
会

貢
献

等
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

◇
産

業
振

興
施

策
へ

の
貢

献
 

①
企

業
等

の
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

、
東

京
商

工
会

議
所

、
地

元
の

金
融

機
関

等
と

連
携

し
た

中
小

企
業

支
援

、
専

門
セ

ミ
ナ

ー
・

公
開

講
座

の
開

催
、

産
業

界
等

と
連

携
し

た
研

究
な

ど
、

多
様

な
社

会
貢

献
活

動
を

通
じ

て
、

産
業

振
興

施
策

に
貢

献
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

BB
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆
【

継
続

】
産

業
界

と
連

携
し

、
企

業

等
の

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

専
門

セ
ミ

ナ
ー
・
公

開
講

座
や

研
究

を
継

続
的

に

実
施

し
、

産
業

振
興

施
策

に
貢

献
す

る
。

 

                   （
２

） 【
拡

充
】
東

京
商

工
会

議
所

を
介

し
た

中

小
企

業
か

ら
の

相
談

事
業

へ
の

対
応

や
、
中

小
企

業
向

け
の

技
術

支
援

等
に

必
要

な
基

盤
整

備
を

通
じ

、
継

続
的

に

中
小

企
業

支
援

を
実

施
す

る
。

 

        

（
１

）
産

業
振

興
施

策
へ

の
貢

献
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
社

会
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
専

門
セ

ミ
ナ

ー
や

公
開

講
座
「

し
な

が
わ

学
び

の
杜

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

講
座

」
及

び
「

三
鷹

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

大
学

セ
ミ

ナ
ー

」
を

開
催

し
た

。

（
図

表
2
-
1
5
-
1
）

 

・
産

業
振

興
を

目
的

と
し

た
専

門
的

な
展

示
会

や
研

究
発

表
会

で
あ

る
「

産
業

交
流

展
2
0
2
2
」
、
「

T
I
R
I
ク

ロ
ス

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

2
0
2
2
」

及
び

「
お

お
た

研
究

・
開

発
フ

ェ

ア
」

へ
の

参
画

を
通

じ
て

、
産

業
界

と
連

携
し

、
産

業
振

興
施

策
に

貢
献

し
た

。
（

図
表

2
-
1
5
-
1
及

び
図

表
2
-
1
7
-
1
）
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
セ

ミ
ナ

ー
や

講
座

を
通

じ
て

、
産

技
大

の
知

見
を

産
業

振
興

へ
活

用
す

る
企

画
を

提
供

し
た

。
 

・
イ

ベ
ン

ト
に

参
画

す
る

こ
と

で
、

産
技

大
の

持
つ

ノ
ウ

ハ
ウ

を
広

く
周

知
す

る
と

と
も

に
、

中
小

企
業

と
の

交
流

を
図

り
、

地
域

振
興

に
寄

与
し

た
。

 

 
 

 

【
図

表
2
-
1
7
-
1
　

産
業

振
興

施
策

へ
の

貢
献

】
　

（
そ

の
他

の
実

施
講

座
等

に
つ

い
て

は
図

表
2
-
1
5
-
1
参

照
）

イ
ベ

ン
ト
・
講

座
等

主
催

日
程

概
要

T
IR

Iク
ロ

ス
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ


2
0
2
2

東
京

都
立

産
業

技
術

研
究

セ
ン

タ
ー

R
4
.1

0
.1

9
～

1
1
.1

1

中
小

企
業

の
製

品
や

技
術

を
展

示
し

、
製

品
開

発
、

販
路

拡
大

、
企

業
間

交
流

を
促

進
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
研

究
発

表
会

で
あ

り
、

産
技

大
か

ら
は

以
下

２
つ

に
参

画
。

・
1
0
/
2
1
 「

A
I技

術
を

用
い

た
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

 研
修

用
教

育
シ

ス
テ

ム
の

開
発

」
(張

晁
逢

 助
教

)
・
1
0
/
1
9
（
1
0
/
2
6
～

1
1
/
1
1
オ

ン
デ

マ
ン

ド
）
「
製

造
D

X
 -

A
Iや

Io
T

の
活

用
に

つ
い

て
改

め
て

考
え

る
-
」
（
パ

ネ
リ

ス
ト
：
橋

本
洋

志
 学

長
）

東
京

シ
ニ

ア
ビ

ジ
ネ

ス
グ

ラ
ン

プ
リ

東
京

都
中

小
企

業
振

興
公

社
R
4
.8

.２
０
～

R
5
.2

.5

定
年

退
職

後
等

の
働

き
方

の
選

択
肢

と
し

て
起

業
を

考
え

て
も

ら
う

と
と

も
に

、
実

際
の

起
業

に
向

け
た

後
押

し
を

行
う

こ
と

で
、

シ
ニ

ア
に

お
け

る
起

業
を

促
進

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

事
業

。
産

技
大

と
し

て
本

事
業

を
後

援
。

き
ら

ぼ
し

ピ
ッ

チ
 i
n
 K

ic
S
p
a
c
e
 H

A
N

E
D

A
東

京
き

ら
ぼ

し
フ

ァ
イ

ナ
ン

シ
ャ

ル
グ

ル
ー

プ
R
4
.5

.2
7
～

R
5
.3

.2
4

将
来

性
あ

る
起

業
家

に
対

し
他

社
や

投
資

家
と

の
連

携
の

場
を

提
供

し
、

 創
業

・
技

術
連

携
を

促
進

し
て

東
京

の
産

業
振

興
等

に
貢

献
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
起

業
家

・
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

に
向

け
た

事
業

。
産

技
大

と
し

て
本

事
業

を
後

援
。

 
 

 
 （

２
）

中
小

企
業

支
援

の
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
東

京
商

工
会

議
所

と
連

携
し

、
中

小
企

業
支

援
の

た
め

の
相

談
事

業
を

継
続

し
て

実
施

し
た

。
 

・
文

科
省

受
託

事
業

の
公

募
事

業
「

D
X
等

成
長

分
野

を
中

心
と

し
た

就
職
・
転
職

支
援

の
た

め
の

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
推

進
事

業
」
の

コ
ー

ス
Ⅱ
「

D
X
分

野
等

リ
ス

キ
リ

ン
グ

を
目

的
と

し
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発
・
実

施
」
に

採
択

さ
れ

、
製

造
業
・
サ

ー
ビ

ス
産

業
・
環

境
産

業
等

の
就

業
者

の
た

め
の

学
び

の
場

と
し

て
、
D
X
 
時

代
に

相
応

し
い

価
値

創
造

力
を

獲
得

す
る

た
め

の
ス

キ
ル

の
修

得
を

目
的

と
し

た
履

修
証

明
プ

ロ
グ

ラ
ム
「

社
会

人
の

あ
と

一
歩

を
叶

え
る

 
～

モ
ノ

づ
く

り
分

野
の

価
値

創
造

力
育

成

の
た

め
の

A
I
I
T
型

リ
ス

キ
リ

ン
グ

プ
ロ

グ
ラ

ム
～

」
を

実
施

し
た

。
履

修
証

明
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
授

業
に

お
い

て
は

、
品

川
区

の
中

小
企

業
へ

の
現

場
実

習
を

行
い

、
実

習

先
企

業
に

お
い

て
、
モ

ノ
づ

く
り

の
考

え
方

の
説

明
、
作

業
現

場
の

整
備

の
現

状
、
作

業
の

様
子

な
ど

、
モ

ノ
づ

く
り

の
価

値
を

高
め

る
工

夫
を

見
聞

し
、
現

場
の

問
題

発
見

と
抽

出
を

行
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
（

図
表

2
-
1
7
-
2
）

 

・
東

京
商

工
会

議
所

経
由

の
相

談
依

頼
は

3
3
件

あ
っ

た
。

 

・
相

談
依

頼
が

あ
っ

た
も

の
の

う
ち
産

技
大

で
の

対
応

可
能

性
が

見
込

ま
れ

る
４

件
に

つ
い

て
、
教

員
を

交
え

た
相

談
企

業
と

の
オ

ン
ラ

イ
ン

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

等
を

実
施

し
、

中
小

企
業

へ
の

継
続

的
な

支
援

を
通

じ
て

産
業

振
興

に
貢

献
す

る
と

と
も

に
、

う
ち

１
件

は
、

相
談

企
業

と
の

受
託

研
究

契
約

締
結

に
至

っ
た

。
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                 （
３

）
【

継
続

】
A
I
I
T
シ

ニ
ア

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
す

る
に

あ
た

り
、
都

内
の

学
外

機
関

と
連

携
す

る
こ

と
で

産
業

振
興

に
貢

献
す

る
。

 

・
履

修
証

明
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
正

規
受

講
者

と
し

て
1
3
名

が
受

講
し

た
。

現
場

実
習

前
の

講
座

内
容

や
実

際
の

現
場

実
習

等
を

通
し

て
、

中
小

企
業

の
状

況
例

を
知

る
こ

と

が
で

き
た

。
 

 

 
 

 

【
図

表
2
-
1
7
-
2
　

連
携

事
業

数
・
外

部
資

金
獲

得
額

推
移

】
（
単

位
：
件

、
千

円
）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

2
年

度
3
年

度
4
年

度

件
数

2
1

1
3

0
3

金
額

2
0
,2

9
5

1
5
,7

5
0

1
5
,3

8
7

2
9
2
,3

3
6

0
3
5
,6

6
7

件
数

1
1

9
1
6

1
5

1
5

1
4

金
額

2
4
,7

4
6

△
 2

0
,2

1
7

2
7
,7

2
9

2
1
,2

7
4

1
3
,2

8
2

3
4
,2

5
0

件
数

1
3

1
0

1
7

1
8

1
5

1
7

金
額

4
5
,0

4
1

△
 4

,4
6
7

4
3
,1

1
6

3
1
3
,6

1
0

1
3
,2

8
2

6
9
,9

1
7

国
庫

支
出

金

受
託

研
究

等

合
計

※
収

入
決

算
値

を
基

に
記

載
し

て
い

る
。

※
国

庫
支

出
金

：
文

部
科

学
省

等
の

国
か

ら
の

補
助

金
、

受
託

事
業

※
受

託
研

究
等

：
国

庫
支

出
金

以
外

の
、

受
託

研
究

（
間

接
経

費
含

む
）
、

受
託

事
業

、
特

定
研

究
寄

附
金

、
補

助
金

※
平

成
3
0
年

度
「
受

託
研

究
等

」
に

は
、

平
成

2
7
年

か
ら

受
託

し
た

日
・
A

S
E
A

N
統

合
基

金
（
JA

IF
）
事

業
終

了
に

伴
う

残
金

返
還

分
（
3
9
,8

5
4
千

円
）
を

計
上

し
て

い
る

。
 

 （
３

）
A
I
I
T
シ

ニ
ア

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

実
施

に
伴

う
連

携
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
東

京
都

立
産

業
技

術
研

究
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
て

A
I
I
T
シ

ニ
ア

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
東

京
テ

ッ
ク

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
プ

ロ
グ

ラ
ム

）
の

演
習

科
目

を
実

施

し
、
受

講
生

に
対

し
て

、
導

入
科

目
、
価

値
創

造
科

目
群

、
ビ

ジ
ネ

ス
創

造
科

目
群

、
事

例
研

究
科

目
群

、
事

業
設

計
科

目
等

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

通
し

て
最

新
技

術
に

つ
い

て
紹

介
等

を
行

っ
た

。
 

・
品

川
区

等
か

ら
民

間
企

業
の

紹
介

を
受

け
、

経
営

者
の

視
点

か
ら

、
起

業
・

創
業

等
に

お
け

る
講

義
を

受
講

生
向

け
に

行
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
外

部
機

関
と

の
連

携
に

よ
り

、
最

新
技

術
や

起
業

・
創

業
に

お
け

る
事

例
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

な
ど

、
教

育
効

果
を

向
上

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

た
。
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中
期

計
画

番
号

 

2
-
1
8

 

◇
社

会
人

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
と

学
修

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
充

実
 

②
A
I
I
T
単

位
バ

ン
ク

制
度

や
履

修
証

明
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
な

ど
、
広

く
社

会
人

を
対

象
と

し
た

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
や

学
び

直
し

の
た

め
の

学
修

環
境

を
整

備
す

る
。
ま

た
、
マ

ン
ス

リ

ー
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
充

実
し

た
上

で
、
【

年
間

6
0
0
人

程
度

】
の

参
加

者
を

集
め

る
。

さ
ら

に
、

修
了

生
が

主
宰

す
る

専
門

分
野

ご
と

の
研

究
会

の
設

置
や

活
動

を
支

援
す

る
仕

組
み

を

構
築

し
推

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
本

学
を

核
に

し
た

学
修

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
一

層
の

充
実

を
図

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

SS
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆
【

継
続

】
継

続
学

修
の

場
で

あ
る

A
I
I
T

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

オ
ン

ラ
イ

ン
も

活
用

し
な

が
ら

着
実

に
実

施
し

、
ニ

ー
ズ

を

捉
え

た
学

修
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

運
営

す
る

。
（

2
-
0
9
再

掲
）

 

 （
２

） 【
継

続
】
修

了
生

が
主

催
す

る
専

門
研

究

分
野

ご
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

支
援

の
充

実
を

図
る

。
（

2
-
0
9
再

掲
）

 

 （
３

） 【
継

続
】
最

新
の

技
術

動
向

や
産

業
界

等

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
内

容
の

履
修

証
明

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
単

位
バ

ン
ク

制
度

を
確

実
に

実

施
し

、
広

く
社

会
人

を
対

象
と

し
た

キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

や
学

び
直

し
の

場
を

提
供

す
る

。
 

（
１

）
学

修
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

更
な

る
充

実
【

特
記

事
項

Ⅱ
-
３

参
照

】
 

（
２

）
修

了
生

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
充

実
【

特
記

事
項

Ⅱ
-
３

参
照

】
 

（
３

）
社

会
人

を
対

象
と

し
た

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
や

学
び

直
し

の
場

の
提

供
【

特
記

事
項

Ⅱ
-
３

参
照

】
 

 

（
特

記
事

項
の

ポ
イ

ン
ト

）
 

・
学

修
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

更
な

る
充

実
と

し
て

、
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

か
ら

３
年

連
続

で
1
,
0
0
0
名

を
超

え
る

A
I
I
T
フ

ォ
ー

ラ
ム

参
加

者
を

確
保

し
た

。
 

・
修

了
生

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
充

実
と

し
て

、
修

了
後

の
専

門
能

力
の

向
上

を
図

る
場

で
あ

る
修

了
生

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

を
５

つ
設

置
し

た
。

 

・
社

会
人

を
対

象
と

し
た

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
や

学
び

直
し

の
場

の
提

供
と

し
て

、
履

修
証

明
プ

ロ
グ

ラ
ム
「

社
会

人
の

あ
と

一
歩

を
叶

え
る

～
モ

ノ
づ

く
り

分
野

の
価

値
創

造
力

育
成

の
た

め
の

A
I
I
T
型

リ
ス

キ
リ

ン
グ

プ
ロ

グ
ラ

ム
～

」
を

新
た

に
開

講
す

る
と

と
も

に
、
A
I
I
T
単

位
バ

ン
ク

制
度
（

科
目

等
履

修
生

制
度

）
を

着
実

に
実

施
し

、

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
度

か
ら

４
年

連
続

で
1
0
0
名

を
超

え
る

単
位

バ
ン

ク
登

録
生

（
科

目
等

履
修

生
）

を
確

保
し

た
。

 

 中
期

計
画

番
号

 

2
-
1
8
-
2
 

③
人

生
1
0
0
年

時
代

を
豊

か
に

過
ご

せ
る

生
涯

現
役

都
市

の
実

現
に

寄
与

す
る

「
1
0
0
歳

大
学

」
の

取
組

の
一

環
と

し
て

、
シ

ニ
ア

層
が

起
業

・
創

業
・

事
業

承
継

等
に

必
要

な
知

識

及
び

ス
キ

ル
を

短
期

間
で

修
得

で
き

る
Ａ

Ｉ
Ｉ

Ｔ
シ

ニ
ア

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

講
す

る
な

ど
、
大

学
院

教
育
（

修
士

課
程

）
レ

ベ
ル

で
の

学
び

直
し

の
た

め
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

提
供

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

AA
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
継

続
学

修
の

新
た

な
チ

ャ
ネ

ル
と

し
て

、
シ

ニ
ア

の
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

等
を

目
的

と
し

た
A
I
I
T
シ
ニ

ア

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
継

続
実

施
し

、
シ

ニ
ア

世
代

を
中

心
と

し
た

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
の

場
を

提
供

す
る

。
 

（
１

）
A
I
I
T
シ

ニ
ア

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
東

京
テ

ッ
ク

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
プ

ロ
グ

ラ
ム

）
の

実
施

【
特

記
事

項
Ⅱ

-
３

参
照

】
 

（
特

記
事

項
の

ポ
イ

ン
ト

）
 

 
・
講

義
、
現

地
実

習
、
演

習
、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

、
ア

ク
テ

ィ
ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

等
を

と
お

し
て

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
起

こ
す

ビ
ジ

ネ
ス

マ
イ

ン
ド

を
養

成
す

る
プ

ロ
グ

ラ

ム
内

容
に

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

し
、
A
I
I
T
シ

ニ
ア

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム
（

東
京

テ
ッ

ク
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

プ
ロ

グ
ラ

ム
）
を

実
施

し
、
1
0
名

の
修

了
生

を
輩

出
し
た

。
 

 
・

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
演

習
科

目
に

お
い

て
、

東
京

都
立

産
業

技
術

研
究

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

、
I
o
T
・

D
X
、

ロ
ボ

ッ
ト

技
術

等
の

最
新

技
術

の
見

学
を

行
う

と
と

も
に

、
民

間

企
業

の
経

営
者

視
点

に
よ

る
起

業
・

創
業

に
お

け
る

講
義

及
び

民
間

企
業

の
技

術
紹

介
を

行
っ

た
。
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大大
項項

目目
番番

号号
  

２２
００
  

ググ
ロロ

ーー
ババ

ルル
化化

 

４
 
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
関
す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

（
中
期
目
標
）
 

○
Ｐ
Ｂ
Ｌ
な
ど
国
際
通
用
性
の

あ
る

教
育

手
法

と
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
し

、
広

く
世

界
で

活
躍

で
き

る
高
度

専
門

職
業

人
を

育
成

す
る

。
 
 

○
ア
ジ
ア
諸
国
等
の
大
学
と
連

携
し

て
国

際
的

な
教

育
活

動
等

を
展

開
す

る
と

と
も

に
、

先
進

的
な

教
育
手

法
等

を
世

界
へ

発
信

す
る

。
 
 

 

中
期
計
画
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
 

自
己

評
価
 

◇
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
す
る
教
育
の
推
進
 

【
2
-
1
9
】
◆
①
T
O
E
I
C
等
の
ス
コ
ア
に
よ
る
英
語
力
、
国
際
的
に

通
用

す
る

資

格
取
得
、
海
外
機
関
と
連
携
実
施
す
る

P
B
L
の

受
講

、
グ

ロ
ー

バ

ル
対
応
科
目
の
履
修
等
個
々
の
学
生
の
キ
ャ
リ
ア

開
発

に
応

じ
、

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
し
て
獲
得
す
べ
き
能
力
指
標

を
、
産

業
界

の

意
見
も
取
り
入
れ
作
成
し
、
そ
の
指
標
に
沿
っ
た
目

標
を

、
学

生

の
【
８
割
】
が
達
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
 

             ◇
ア
ジ
ア
諸
国
等
の
大
学
と
の
連
携
 

【
2
-
2
0
】
◆
②
本
学
が
構
築
し
て
き
た
ア
ジ
ア
諸
国
等
の
大
学

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
を
活

用
し
て
、
学
生
や
教
員
の
交
流
を
促
進

し
、
国

際
的

な

教
育
活
動

等
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
特
色
あ
る

教
育

研
究

の
取

組
を
国
内

外
に
広
く
発
信
し
て
い
く
。
 

 【
2
-
1
9
】
・

学
生

が
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

と
し

て
獲

得
す

べ
き
能

力
指

標
に

つ
い

て
、

P
B
L
検

討
部

会
の

外
部

委
員

の
意

見
も

参
考

に

授
業

科
目

ご
と

に
グ

ロ
ー

バ
ル

寄
与

度
を

設
定

す
る

な
ど

、
平
成

2
9（

2
0
1
7
）
年

度
か

ら
授

業
科

目
以

外
の

指
標

も
含

め
検

討
を

行
い

、
令

和
２
（

2
0
2
0
）
年

度
の

入
学
生

及
び

修
了

生
か

ら
各

学
生

が
能

力
指

標
を

満
た

し
て

い
る

か
の

確

認
を

開
始

し
た

。
令

和
３
（

2
0
21
）
年

度
か

ら
は
、
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

の
能

力
指

標
の

基
準

を
満

た
す

学
生

の
割

合
が

８
割

を
超

え
て

K
P
I
を

達
成

し
た

。
（

図
表

2
-
1
9
）

 

・
グ

ロ
ー

バ
ル

に
活

躍
で

き
る

高
度

専
門

職
人

材
の

育
成

に
お

い
て

は
、
グ

ロ
ー

バ
ル

P
B
L
を

実
施

し
、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ

イ
ル

ス
感

染
症

流
行

前
の

期
間
（

平
成

2
9（

2
0
1
7
）
～

令
和

元
（

2
0
1
9
）
年
度

）
は

、
平

成
2
9（

2
0
1
7
）
年
度

に
4
カ

国
（

タ
イ

・
ベ

ト
ナ

ム
・

カ
ン

ボ
ジ

ア
・

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

）
延

べ
1
3
機

関
と

2
テ

ー
マ

を
、

平
成

3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

に
７

カ
国
（

ベ
ト

ナ
ム
・
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
・
中

国
・
韓
国
・
台

湾
・
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
・
イ

ギ
リ

ス
）
延

べ
1
1
機

関
と

８

テ
ー

マ
を

、
令

和
元
（

2
0
1
9
）
年
度
に

８
カ

国
（
中

国
・
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
・
台

湾
・
ラ

オ
ス
・
カ

ン
ボ

ジ
ア
・
ベ

ト
ナ

ム
・

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
・

フ
ィ

ン
ラ

ン
ド

）
延

べ
1
8
機

関
と

８
テ

ー
マ

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

た
。

新
型

コ
ロ

ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
海

外
渡

航
が

制
限

さ
れ

た
期

間
（

令
和

２
（
2
0
2
0
）
年

度
以

降
）
は

、
オ

ン
ラ

イ
ン

を
活

用
し

て
「

ア
ジ

ア
/
ア

フ
リ

カ
に

対
す

る
デ

ジ
タ

ル
S
D
G
s
の

政
策

提
言

」
等

を
テ

ー
マ

に
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

た
。

 

 
 

 
 

 

＜
図
表
2
-
1
9
　
グ
ロ
ー
バ
ル
指
標
達
成
割
合
＞

（
単

位
：

%
）

2
9
年
度

3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の

能
力
指
標
達
成
割
合

7
8
.4

9
0
.3

9
6
.1

 
  【

2
-
2
0
】
・

ア
ジ

ア
諸

国
等

の
大

学
等

の
連

携
に

お
い

て
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
流

行
前

の
期

間
（

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

～
令

和
元
（

2
0
1
9
）
年

度
）
は

、
以

下
の

取
組

を
通

じ
て

、
学

生
や

教
員

の
交

流
を

促
進

し
、
国

際
的

な
教

育
活

動
等

を
展

開
す

る
と

と
も

に
、

特
色

あ
る

教
育

研
究

の
取

組
を

国
内

外
に

広
く

発
信

し
た

。
 

＜
平

成
2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

＞
 

ア
ジ

ア
諸

国
の

大
学

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

た
P
B
L

成
果

に
関

す
る

海
外

で
の

大
学

共
催

セ
ミ

ナ
ー

や
グ

ロ
ー

バ

ル
P
B
L
の

実
施

、
ダ

ル
マ

プ
ル

サ
ダ

大
学

（
イ
ン

ド
ネ

シ
ア

）
の

職
員

受
入

れ
、

ア
ジ

ア
諸

国
か

ら
計

８
件

9
5
名

の

視
察

受
入

れ
、

J
A
I
F
事

業
の

総
括

会
議

及
び

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
し

た
。

 

＜
平

成
3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

＞
 

A
P
E
N
理

事
会

の
他

、
ベ

ト
ナ

ム
及

び
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
で

の
グ

ロ
ー

バ
ル

P
B
L 、

エ
ジ

プ
ト

で
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
、
ボ

ツ
ワ

ナ
及

び
エ

ス
ワ

テ
ィ

ニ
で

の
南

部
ア

フ
リ

カ
開

発
共

同
体

開
発

銀
行

協
会

と
の

連
携

強
化

に
向

け
た

協
議

や
セ

ミ
ナ

ー
、

ア
ジ

ア
・

ア
フ

リ
カ

諸
国

か
ら

計
7
件

9
1
名

の
視

察
受

入
れ

を
実

施
し

た
。

 

＜
令

和
元

（
2
0
1
9
）

年
度

＞
 

島
し

ょ
振

興
を

テ
ー

マ
に

し
た

八
丈

島
で

の
A
P
E
N
総

会
及

び
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

、
エ

ジ
プ

ト
で

の
E
J
E
P
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
よ

る
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

、
タ

シ
ケ

ン
ト

情
報
工

科
大

学
（

ウ
ズ

ベ
キ

ス
タ

ン
）

と
の

A
I
I
T
型

高
度

産
業

職
業

人
材

育
成

メ
ソ

ッ
ド
・
セ

ミ
ナ

ー
、
第

7
4
回

国
連

総
会

議
長

を
含

む
ア

ジ
ア
・
ア

フ
リ

カ
諸

国
ア

か
ら

計
5
件

5
7
名

の
視

察
受

入
れ

を
実

施
し

た
。

 

A
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※
J
A
I
F
事
業
：
A
S
E
A
N
加

盟
国

の
産

業
人

材
育

成
の

底
上

げ
及

び
中

小
企

業
の

競
争

力
向

上
を

通
じ

た
産

業
力

強
化

を
支

援
す

る
た

め
の

、
A
P
E
N
が

中
心

と
な

り
実

施
す

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
［

平
成

2
7
（

2
0
1
5
）

年
６

月
～

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
6
月

］
 

※
E
J
E
P
：

E
g
y
p
t
 
J
a
p
a
n
 
E
d
u
c
a
t
i
o
n
 
P
a
r
t
n
e
r
s
hi
p
の

略
。

日
本

と
エ

ジ
プ

ト
両

国
政

府
で

合
意

し
締

結
さ

れ
た

人
材

育
成

、
日

本
式

教
育

制
度

の
現

地
実

装
・

普
及
等

を
目

的
と

し
た

国
際

援
助

協
定

 

 ・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
海

外
渡

航
や

視
察

受
入

れ
が

大
き

く
制

限
さ

れ
た

期
間

（
令

和
２

（
2
0
2
0
）
年

度
以

降
）
は

、
以

下
の

取
組

を
通

じ
て

、
同

様
に

学
生

や
教

員
の

交
流

を
促

進
し

、
国

際
的

な
教

育
活

動

等
を

展
開

し
た

。
 

＜
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

＞
 

オ
ン

ラ
イ

ン
形

式
で

、
A
P
E
N
及

び
東

ビ
サ

ヤ
大
学
（

フ
ィ

リ
ピ

ン
）
と

オ
ン

ラ
イ

ン
ウ

ェ
ビ

ナ
ー

の
共

催
、
メ

ル
ボ

ル

ン
大

学
（

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
）
及

び
そ

の
シ

ン
ク

タ
ン

ク
で

あ
る

A
s
i
a
l
i
n
k
と

の
意

見
交

換
会

、
B
I
N
U
S
大

学
（

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

）
と

の
国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
、

A
P
E
N
理

事
会

を
実

施
し

た
。

 

＜
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

＞
 

オ
ン

ラ
イ

ン
形

式
で

、
A
P
E
N

理
事

会
及

び
ブ

レ
イ

ン
ス

ト
ー

ミ
ン

グ
会

議
、

メ
ル

ボ
ル

ン
大

学
、

B
I
N
U
S

大
学

、

N
a
t
i
o
n
a
l
 
D
i
s
a
s
t
e
r
 
M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 
O
f
f
i
c
e
（
フ

ィ
ジ

ー
共

和
国

）
と

の
災

害
危

険
通

報
ア

プ
リ

の
共

同
研

究
開

発

事
業

を
実

施
し

た
。

 

＜
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

＞
 

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

形
式

（
フ

ィ
リ

ピ
ン

）
で

A
P
E
N
理

事
会

及
び

総
会

を
実

施
し

た
。

こ
れ

ら
の

各
取

組
み

を
通

じ
て

、

学
生

や
教

員
の

交
流

を
促

進
し

、
国

際
的

な
教

育
活

動
等

を
展

開
す

る
と

と
も

に
、
特

色
あ

る
教

育
研

究
の

取
組

を
国

内
外

に
広

く
発

信
し

た
。

 

  

第
三
期
中
期
目
標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
ア
ジ
ア
諸
国
等
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
グ
ロ
ー
バ

ル
P
B
L
の

実
施

等
、
グ

ロ
ー

バ
ル

に
活

躍
で

き
る

高
度

専
門

職
人

材
を

育
成
す

る
た

め
の

取
組

を
着

実
に

推
進

し
て

い
る

。
ま

た
、
様

々
な

国
際

交
流

を
通
じ

て
、
各
国
と
の
連
携
強
化
や
産
技
大
の
特
長
で
あ
る

P
B
L
型

教
育

の
国

内
外

へ
の

情
報

発
信

が
活

発
に

行
わ

れ
て

い
る

。
 

・
グ
ロ
ー
バ
ル

P
B
L
や
ア
ジ
ア
諸
国
等
と
の
国
際
交
流
に
つ
い

て
は

、
コ

ロ
ナ

禍
の

収
束

後
も

、
オ

ン
ラ

イ
ン

ツ
ー

ル
の

利
便

性
を

生
か

し
、

よ
り

多
く

の
参

加
者

が
集

ま
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

・
P
B
L
に
代
表
さ
れ
る
産
技
大
の
強
み
を
国
内
外
に
よ
り
一
層

ア
ピ

ー
ル

す
る

な
ど

、
産

技
大

の
プ

レ
ゼ

ン
ス

を
高

め
る

た
め

の
取

組
の

継
続

を
期

待
す

る
。

 

・
学
生
が
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
し
て
獲
得
す
べ
き
能
力
指
標
を

活
用

し
た

教
育

を
行

い
、

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
の

能
力

指
標

の
基

準
を

満
た

す
学

生
が

目
標

の
８

割
と

な
る

よ
う

、
更

な
る

取
組

を
期

待
す

る
。

 

   

年
度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
2
-
1
9
】
新
設

し
た
国
際
交
流
委
員
会
の
も
と
公
募
を
行

い
、
ア

ジ
ア

諸
国

の
大

学
等

と
グ

ロ
ー

バ
ル

P
B
L

を
実
施
し
た
。
 

【
2
-
2
0
】
J
A
I
F
事
業
や

A
P
E
N
活

動
、
ダ
ル
マ
プ
ル
サ
ダ

大
学

支
援

の
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

、
海

外
で

の
大

学

共
催

セ
ミ
ナ
ー
、
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
視
察
受

入
れ

を
通

じ
、
産

技
大

の
先

進
的

教
育

手
法

を
P
R

し
た
。

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
ア

ジ
ア

諸
国

の
大

学
ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

て
、

グ
ロ

ー
バ

ル
P
B
L
の

実
施

や
職

員
受

入
れ

の
決

定
、

多
数

の
視

察
受

入
れ

等
が

行
わ

れ
て

お
り

、
連

携
が

強
化

さ
れ

て
い

る
点

が
評

価
で

き
る

。
ま

た
、
J
A
I
F

事
業

の
実

績
に

つ
い

て
、
冊

子
を

ま
と

め
て

A
S
E
A
N
事

務
局

へ
提

出
す

る
と

と
も

に
、
成

果
報

告
会

を
開

催
し

、
普

及
啓

発
を

実
施

し
た

点
も

評
価

で
き

る
。

 

3
0  

【
2
-
1
9
】
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
委
員
会
の
も
と
公
募
を
行
い
、
ア

ジ
ア

諸
国

等
の

大
学

等
と

グ
ロ

ー
バ

ル
P
B
L
を

実
施
し
た
。
 

【
2
-
2
0
】
A
P
E
N
理
事
会
、
海
外
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ア

ジ
ア

及
び

ア
フ

リ
カ

諸
国

か
ら

の
視

察
受

入
れ

を
通
じ
、
産
技
大
の
先
進
的
教
育
手
法
を

P
R
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

１１
】】
  

・
ア

ジ
ア

諸
国

に
加

え
、
イ

ギ
リ

ス
の

グ
ラ

ス
ゴ

ー
美

術
大

学
で

グ
ロ

ー
バ

ル
P
B
L
を

実
施

す
る

な
ど

、
新

た
な

取
組

を
推

進
し

て
い

る
。

 

・
ア

ジ
ア

・
ア

フ
リ

カ
地

域
の

大
学

等
と

の
連

携
を

深
め

る
と

と
も

に
、

視
察

を
多

数
受

け
入

れ
る

な
ど

、
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※
J
A
I
F
事
業
：
A
S
E
A
N
加

盟
国

の
産

業
人

材
育

成
の

底
上

げ
及

び
中

小
企

業
の

競
争

力
向

上
を

通
じ

た
産

業
力

強
化

を
支

援
す

る
た

め
の

、
A
P
E
N
が

中
心

と
な

り
実

施
す

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
［

平
成

2
7
（

2
0
1
5
）

年
６

月
～

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
6
月

］
 

※
E
J
E
P
：

E
g
y
p
t
 
J
a
p
a
n
 
E
d
u
c
a
t
i
o
n
 
P
a
r
t
n
e
r
s
hi
p
の

略
。

日
本

と
エ

ジ
プ

ト
両

国
政

府
で

合
意

し
締

結
さ

れ
た

人
材

育
成

、
日

本
式

教
育

制
度

の
現

地
実

装
・

普
及
等

を
目

的
と

し
た

国
際

援
助

協
定

 

 ・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
海

外
渡

航
や

視
察

受
入

れ
が

大
き

く
制

限
さ

れ
た

期
間

（
令

和
２

（
2
0
2
0
）
年

度
以

降
）
は

、
以

下
の

取
組

を
通

じ
て

、
同

様
に

学
生

や
教

員
の

交
流

を
促

進
し

、
国

際
的

な
教

育
活

動

等
を

展
開

し
た

。
 

＜
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

＞
 

オ
ン

ラ
イ

ン
形

式
で

、
A
P
E
N
及

び
東

ビ
サ

ヤ
大
学
（

フ
ィ

リ
ピ

ン
）
と

オ
ン

ラ
イ

ン
ウ

ェ
ビ

ナ
ー

の
共

催
、
メ

ル
ボ

ル

ン
大

学
（

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
）
及

び
そ

の
シ

ン
ク

タ
ン

ク
で

あ
る

A
s
i
a
l
i
n
k
と

の
意

見
交

換
会

、
B
I
N
U
S
大

学
（

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

）
と

の
国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
、

A
P
E
N
理

事
会

を
実

施
し

た
。

 

＜
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

＞
 

オ
ン

ラ
イ

ン
形

式
で

、
A
P
E
N

理
事

会
及

び
ブ

レ
イ

ン
ス

ト
ー

ミ
ン

グ
会

議
、

メ
ル

ボ
ル

ン
大

学
、

B
I
N
U
S

大
学

、

N
a
t
i
o
n
a
l
 
D
i
s
a
s
t
e
r
 
M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 
O
f
f
i
c
e
（
フ

ィ
ジ

ー
共

和
国

）
と

の
災

害
危

険
通

報
ア

プ
リ

の
共

同
研

究
開

発

事
業

を
実

施
し

た
。

 

＜
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

＞
 

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

形
式

（
フ

ィ
リ

ピ
ン

）
で

A
P
E
N
理

事
会

及
び

総
会

を
実

施
し

た
。

こ
れ

ら
の

各
取

組
み

を
通

じ
て

、

学
生

や
教

員
の

交
流

を
促

進
し

、
国

際
的

な
教

育
活

動
等

を
展

開
す

る
と

と
も

に
、
特

色
あ

る
教

育
研

究
の

取
組

を
国

内
外

に
広

く
発

信
し

た
。

 

  

第
三
期
中
期
目
標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
ア
ジ
ア
諸
国
等
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
グ
ロ
ー
バ

ル
P
B
L
の

実
施

等
、
グ

ロ
ー

バ
ル

に
活

躍
で

き
る

高
度

専
門

職
人

材
を

育
成
す

る
た

め
の

取
組

を
着

実
に

推
進

し
て

い
る

。
ま

た
、
様

々
な

国
際

交
流

を
通
じ

て
、
各
国
と
の
連
携
強
化
や
産
技
大
の
特
長
で
あ
る

P
B
L
型

教
育

の
国

内
外

へ
の

情
報

発
信

が
活

発
に

行
わ

れ
て

い
る

。
 

・
グ
ロ
ー
バ
ル

P
B
L
や
ア
ジ
ア
諸
国
等
と
の
国
際
交
流
に
つ
い

て
は

、
コ

ロ
ナ

禍
の

収
束

後
も

、
オ

ン
ラ

イ
ン

ツ
ー

ル
の

利
便

性
を

生
か

し
、

よ
り

多
く

の
参

加
者

が
集

ま
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

・
P
B
L
に
代
表
さ
れ
る
産
技
大
の
強
み
を
国
内
外
に
よ
り
一
層

ア
ピ

ー
ル

す
る

な
ど

、
産

技
大

の
プ

レ
ゼ

ン
ス

を
高

め
る

た
め

の
取

組
の

継
続

を
期

待
す

る
。

 

・
学
生
が
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
し
て
獲
得
す
べ
き
能
力
指
標
を

活
用

し
た

教
育

を
行

い
、

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
の

能
力

指
標

の
基

準
を

満
た

す
学

生
が

目
標

の
８

割
と

な
る

よ
う

、
更

な
る

取
組

を
期

待
す

る
。

 

   

年
度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
2
-
1
9
】
新
設

し
た
国
際
交
流
委
員
会
の
も
と
公
募
を
行

い
、
ア

ジ
ア

諸
国

の
大

学
等

と
グ

ロ
ー

バ
ル

P
B
L

を
実
施
し
た
。
 

【
2
-
2
0
】
J
A
I
F
事
業
や

A
P
E
N
活

動
、
ダ
ル
マ
プ
ル
サ
ダ

大
学

支
援

の
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

、
海

外
で

の
大

学

共
催

セ
ミ
ナ
ー
、
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
視
察
受

入
れ

を
通

じ
、
産

技
大

の
先

進
的

教
育

手
法

を
P
R

し
た
。

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
ア

ジ
ア

諸
国

の
大

学
ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

て
、

グ
ロ

ー
バ

ル
P
B
L
の

実
施

や
職

員
受

入
れ

の
決

定
、

多
数

の
視

察
受

入
れ

等
が

行
わ

れ
て

お
り

、
連

携
が

強
化

さ
れ

て
い

る
点

が
評

価
で

き
る

。
ま

た
、
J
A
I
F

事
業

の
実

績
に

つ
い

て
、
冊

子
を

ま
と

め
て

A
S
E
A
N
事

務
局

へ
提

出
す

る
と

と
も

に
、
成

果
報

告
会

を
開

催
し

、
普

及
啓

発
を

実
施

し
た

点
も

評
価

で
き

る
。

 

3
0  

【
2
-
1
9
】
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
委
員
会
の
も
と
公
募
を
行
い
、
ア

ジ
ア

諸
国

等
の

大
学

等
と

グ
ロ

ー
バ

ル
P
B
L
を

実
施
し
た
。
 

【
2
-
2
0
】
A
P
E
N
理
事
会
、
海
外
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ア

ジ
ア

及
び

ア
フ

リ
カ

諸
国

か
ら

の
視

察
受

入
れ

を
通
じ
、
産
技
大
の
先
進
的
教
育
手
法
を

P
R
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

１１
】】
  

・
ア

ジ
ア

諸
国

に
加

え
、
イ

ギ
リ

ス
の

グ
ラ

ス
ゴ

ー
美

術
大

学
で

グ
ロ

ー
バ

ル
P
B
L
を

実
施

す
る

な
ど

、
新

た
な

取
組

を
推

進
し

て
い

る
。

 

・
ア

ジ
ア

・
ア

フ
リ

カ
地

域
の

大
学

等
と

の
連

携
を

深
め

る
と

と
も

に
、

視
察

を
多

数
受

け
入

れ
る

な
ど

、

P
B
L
型

教
育

を
紹

介
す

る
こ

と
で

、
両

地
域

の
産

業
人

材
育

成
に

寄
与

し
て

い
る

。
 

元  

【
2
-
1
9
】
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
委
員
会
の
も
と
公
募
を
行
い
、
ア

ジ
ア

諸
国

等
の

大
学

等
と

グ
ロ

ー
バ

ル
P
B
L
を

実
施
し
た
。
 

【
2
-
2
0
】
A
P
E
N
総
会
や
理
事
会
、
海
外
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ

、
海

外
諸

国
か

ら
の

視
察

受
入

れ
を

通
じ

、

産
技

大
の
先
進
的
教
育
手
法
を

P
R
し
た
。
 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
グ

ロ
ー

バ
ル

に
活

躍
で
き

る
人

材
の

育
成

に
向

け
、
産

技
大

の
特

色
で

あ
る

P
B
L
教

育
を

ア
ジ

ア
諸

国
の

大
学

等
と

連
携

し
て

実
施

し
、
大

学
関

係
者

の
み

な
ら

ず
政

府
機

関
や

研
究

所
が

参
加

す
る

会
合

で
政

策

提
言

を
行

っ
た

。
 

・
産

技
大

の
持

つ
ア

ジ
ア

諸
国

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
、

八
丈

島
で

A
P
E
N
の

総
会

及
び

ワ
ー

ク
シ

ョ

ッ
プ

を
開

催
し

、
島

し
ょ

振
興

を
テ

ー
マ

に
様

々
な

知
見

を
共

有
し

た
。

 

２ 

【
2
-
1
9
】
ア
ジ
ア
諸
国
等
の
大
学
等
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
海

外
と

共
同

で
行

う
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

し
て

P
B
L
を

実
施
し
た
。
 

【
2
-
2
0
】
オ
ン

ラ
イ
ン
を
活
用
し
た

A
P
E
N
理
事
会
、
セ

ミ
ナ

ー
等

を
通

じ
、

産
技

大
の

先
進

的
教

育
手

法

を
P
R
し
た
。

 

【 【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
、
グ

ロ
ー

バ
ル

に
活

躍
で

き
る

高
度

専
門

職
人

材
を

育
成

す
る

た
め

、
こ

れ
ま

で
の

実
績

を
生

か
し

な
が

ら
、

ア
ジ

ア
の

連
携

機
関

と
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
P
B
L
を

実
施

し
た

。
 

・
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
の
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

に
よ

り
、
ア

ジ
ア

諸
国

等
の

大
学

と
の

連
携

関
係
・
交

流
を

継

続
す

る
と

と
も

に
、

新
た

な
交

流
先

の
拡

大
を

図
っ

た
。

 

・
従

来
か

ら
積

極
的

に
取
り

組
ん

で
き

た
グ

ロ
ー

バ
ル

P
B
L
等

に
つ

い
て

は
、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

、
オ

ン
ラ

イ
ン

ツ
ー

ル
を

活
用

し
た

情
報

発
信

の
ほ

か
、
ア

ジ
ア

諸
国

と
の

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

等
の

オ
ン

ラ
イ

ン

開
催

等
に

よ
り

、
国

際
交

流
を

図
っ

て
い

る
。
今

後
、
オ

ン
ラ

イ
ン

ツ
ー

ル
の

利
便

性
を

生
か

し
な

が
ら

、

よ
り

一
層

多
く

が
参

加
す

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
 

・
学

生
が

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
と

し
て

獲
得

す
べ

き
能

力
指

標
を

活
用

し
た

教
育

を
行

い
、
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

の
能

力
指

標
の

基
準

を
満

た
す

学
生

が
目

標
の

８
割

と
な

る
よ

う
、

更
な

る
取

組
を

期
待

す
る

。
  

３ 

【
2
-
1
9
】
・

ア
ジ

ア
諸

国
等

の
大
学

等
と
オ

ン
ラ
イ

ン
で

海
外

と
共

同
で

行
う

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
し

て
グ

ロ

ー
バ
ル

P
B
L
を

実
施
し
た
。
 

・
令

和
３

（
2
0
21
）

年
度

修
了
生
の

う
ち
、

グ
ロ
ー

バ
ル
人

材
の
能

力
指
標

の
基
準

を
満
た

す
学

生
は
【
9
0
.
3
%
】
と
な
っ
た
。
 

【
2
-
2
0
】
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た

A
P
E
N
理
事
会
、
海

外
交

流
セ

ミ
ナ

ー
等

を
通

じ
、

産
技

大
の

先
進

的

教
育

手
法
を

P
R
し
た
。
 

【 【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
グ

ロ
ー

バ
ル

に
活

躍
で
き

る
高

度
専

門
職

業
人

を
育

成
す

る
た

め
、
S
D
G
s
を

テ
ー

マ
に

、
ア

ジ
ア
・
ア

フ

リ
カ

の
多

様
な

地
域

と
連

携
し

た
オ

ン
ラ

イ
ン

P
B
L
を

実
施

し
た

。
 

・
学

生
が

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
と

し
て

獲
得

す
べ

き
能

力
指

標
を

活
用

し
た

教
育

を
行

い
、
そ

の
教

育
効

果
に

よ
り

、
能

力
指

標
の

基
準

を
満

た
す

学
生

の
割

合
が

9
0
%
を

超
え

る
な

ど
、
中

期
計

画
の

目
標

値
を

上
回

っ
た

。
 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
る

渡
航

制
限

が
あ

る
中

で
、

ア
ジ

ア
諸

国
の

大
学

と
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
の

セ
ミ

ナ
ー

、

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

等
を

開
催

し
て

、
交

流
・

連
携

の
強

化
を

図
っ

た
。

 

・
グ

ロ
ー

バ
ル

P
B
L
に

つ
い

て
は

、
コ

ロ
ナ

禍
に
お

い
て

も
、
様
々

な
工

夫
を

図
っ

て
い

る
が

、
オ

ン
ラ

イ

ン
の

利
便

性
を

活
か

し
、

今
後

一
層

の
拡

充
を

期
待

す
る

。
 

・
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

の
能

力
指

標
の

基
準

に
つ

い
て

、
定

義
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
客

観
性

を
高

め
る

こ

と
を

期
待

す
る

。
 

４  

【
2
-
1
9
】
・

ア
ジ

ア
諸

国
等

の
大
学

等
と
オ

ン
ラ
イ

ン
で

海
外

と
共

同
で

行
う

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
し

て
P
B
L

を
実
施
し
た
。
 

 
 

 
 
・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

修
了
生

の
う
ち

、
グ
ロ

ー
バ
ル

人
材

の
能
力
指

標
の
基

準
を
満

た
す

学

生
は
【
9
6
.
1
%
】
と
な
っ
た
。
 

【
2
-
2
0
】
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た

A
P
E
N
理
事
会
、
セ

ミ
ナ

ー
等

を
通

じ
、

産
技

大
の

先
進

的
教

育
手

法

を
P
R
し
た
。

 

―
 

 
 

Ⅱ　東京都立産業技術大学院大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

　４　グローバル化に関する目標を達成するための措置
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中
期

計
画

番
号

 

2
-
1
9
 

４
 

グ
ロ

ー
バ

ル
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

を
育

成
す

る
教

育
の

推
進

 

①
T
O
E
I
C
等

の
ス

コ
ア

に
よ

る
英

語
力

、
国

際
的

に
通

用
す

る
資

格
取

得
、

海
外

機
関

と
連

携
実

施
す

る
P
B
L
の
受

講
、

グ
ロ

ー
バ

ル
対

応
科

目
の

履
修

等
個

々
の

学
生

の
キ

ャ
リ

ア
開

発
に

応
じ

、
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

と
し

て
獲

得
す

べ
き

能
力

指
標

を
、
産

業
界

の
意

見
も

取
り

入
れ

作
成

し
、
そ

の
指

標
に

沿
っ

た
目

標
を

、
学

生
の
【

８
割

】
が

達
成

す
る

こ
と

を
目

指
す

。
 

自自
己己

評評
価価
  

AA
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆
【

継
続

】
グ

ロ
ー

バ
ル

に
活

躍
で

き

る
高

度
専

門
職

人
材

を
育

成
す

る
た

め
、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

状
況

も
考

慮
し

つ
つ

、
グ

ロ
ー

バ
ル

P
B
L
等

の
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
活

用
し

た
教

育
を

推
進

す
る

。
 

       （
２

） 【
継

続
】
学

生
が

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
と

し

て
獲

得
す

べ
き

能
力

指
標

を
活

用
し

た
教

育
を

行
い

、
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

の

能
力

指
標

の
基

準
を

満
た

す
学

生
を

８
割

と
す

る
。

 

（
１

）
グ

ロ
ー

バ
ル

に
活

躍
で

き
る

高
度

専
門

職
人

材
の

育
成

 
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
グ

ロ
ー

バ
ル

P
B
L
実

施
・

準
備

に
係

る
全

常
勤

教
員

に
向

け
た

公
募

を
行

い
、

以
下

の
４

件
が

採
択

さ
れ

、
オ

ン
ラ

イ
ン

等
を

活
用

し
つ

つ
活

動
を

行
っ

た
。

 

①
 
ア

ジ
ア

大
都

市
に

お
け

る
交

通
渋

滞
緩

和
シ

ス
テ

ム
構

築
の

た
め

の
実

証
実

験
等

の
推

進
（

担
当

：
前

田
充

浩
教

授
）

 

②
 
ア

ジ
ア

諸
国

に
お

け
る

S
D
G
s
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

推
進

（
担

当
：

前
田

充
浩

教
授

）
 

③
 
ア

ジ
ア

・
ア

フ
リ

カ
諸

国
に

お
け

る
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

推
進

（
担

当
：

前
田

充
浩

教
授

）
 

④
 
未

来
の

地
球

的
社

会
課

題
を

踏
ま

え
た

エ
ネ

ル
ギ

ー
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
と

移
動

の
多

地
域

視
点

で
の

研
究

（
担

当
：

高
嶋

晋
治

教
授

）
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
コ

ロ
ナ

禍
を

経
て

獲
得

し
た

オ
ン

ラ
イ

ン
の

ノ
ウ

ハ
ウ

も
活

用
し

て
海

外
と

共
同

で
行

う
グ

ロ
ー

バ
ル

P
B
L
を

実
施

し
、
学

生
の
「

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
」
に

関
す

る
コ

ン
 

 
ピ

テ
ン

シ
ー

向
上

の
機

会
を

提
供

し
、

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
を

育
成

す
る

教
育

を
推

進
し

た
。

 

・
上

記
④

に
関

連
し

て
韓

国
の

成
均

館
大

学
と

新
た

に
国

際
交

流
協

定
を

締
結

し
、
成

均
館

大
学
（

韓
国

）
の

教
員
・
学

生
が

参
加

す
る

国
際

交
流

セ
ミ

ナ
ー

を
産

技
大

に

て
実

施
し

た
。

 

 （
２

）
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

と
し

て
獲

得
す

べ
き

能
力

指
標

の
活

用
 
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

度
入

学
生

に
対

し
、
修

了
時

の
能

力
指

標
達

成
に

向
け

て
、
入

学
時

に
お

い
て

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
の

能
力

指
標

を
満

た
し

て
い

る
か

ど
う

か
を

確
認

す
る

た
め

の
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

た
。

 

・
令

和
元
（

2
0
1
9
）
年

度
に

再
度

検
討

し
た

各
科

目
の

グ
ロ

ー
バ

ル
寄

与
度

を
踏

ま
え

、
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

度
修

了
生

の
う

ち
、
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

の
能

力
指

標
の

基
準

を
満

た
す

学
生

を
確

認
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

の
能

力
指

標
の

基
準

を
満

た
す

学
生

に
つ

い
て

は
下

表
の

と
お

り
と

な
っ

た
（

図
表

2
-
1
9
-
1
）
。

 

 
 

 

【
図

表
2
-
1
9
-
1
　
グ
ロ
ー

バ
ル
指

標
達

成
割

合
】

（
単

位
：
人

、
％

）
年

度
属

性
入

学
生

修
了

生
達

成
学

生
数

7
3

9
9

学
生

数
1
1
1

1
0
3

達
成

割
合

6
5
.8

9
6
.1

４
年

度
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中
期

計
画

番
号

 

2
-
2
0

 
◇

ア
ジ

ア
諸

国
等

の
大

学
と

の
連

携
 

②
本

学
が

構
築

し
て

き
た

ア
ジ

ア
諸

国
等

の
大

学
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
て

、
学

生
や

教
員

の
交

流
を

促
進

し
、
国

際
的

な
教

育
活

動
等

を
展

開
す

る
と

と
も

に
、
特

色
あ

る
教

育
研

究
の

取
組

を
国

内
外

に
広

く
発

信
し

て
い

く
。

 

自自
己己

評評
価価
  

AA
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆
【

継
続

】
ア

ジ
ア

諸
国

等
の

大
学

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
て

、
産

技
大

の

特
徴

的
な

教
育

手
法

で
あ

る
P
B
L
型

教

育
に

つ
い

て
国

内
外

に
広

く
発

信
す

る
と

と
も

に
、
オ

ン
ラ

イ
ン

も
活

用
し

な
が

ら
、
ア

ジ
ア

諸
国

等
の

大
学

と
の

交
流

を
促

進
し

、
連

携
を

強
化

す
る

。
 （

１
）

ア
ジ

ア
諸

国
等

の
大

学
と

の
連

携
 
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
産

技
大

で
開

発
し

た
P
B
L
型

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

ア
ジ

ア
地

域
へ

拡
大

し
、
グ

ロ
ー

バ
ル

に
活

躍
す

る
高

度
専

門
職

人
材

の
育

成
を

目
的

と
す

る
ア

ジ
ア

高
度

専
門

職
人

材
育

成
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
で

あ
る

A
P
E
N
（

A
s
i
a
 
P
r
o
f
e
s
s
i
o
n
a
l
 
E
d
u
c
a
t
i
o
n
 
N
e
t
w
o
r
k
）

を
活

用
し

、
対

面
（

会
場

：
フ

ィ
リ

ピ
ン

）
と

オ
ン

ラ
イ

ン
を

組
み

合
わ

せ
た

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

形
式

で
の

理
事

会
と

総
会

セ
ミ

ナ
ー

を
行

っ
た

。
 

                               

【
記

念
撮

影
（

ス
ク

リ
ー

ン
シ

ョ
ッ

ト
）
】

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【

会
場

で
の

対
面

参
加

者
】

 

 ≪
A
P
E
N
理

事
会

≫
 
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
1
1
月

2
2
日

 

・
参

加
者

：
９

名
（

６
カ

国
）

 

［
対

面
参

加
］
ダ

ル
サ

ラ
ー

ム
大

学
(
ブ

ル
ネ

イ
)
１

名
、
イ

ー
ス

タ
ン
・
ビ

サ
ヤ

ス
州

立
大

学
（

フ
ィ

リ
ピ

ン
）
１

名
、
産

技
大

２
名
（

学
長

ほ
か

教
員

 

１
名

）
の

計
４

名
 

［
ｵ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
参

加
］
デ

ラ
サ

ー
ル

大
学
（

フ
ィ

リ
ピ

ン
）
１

名
、
グ

ジ
ャ

ラ
ー

ト
工

科
大

学
(
イ

ン
ド

)
１

名
、
バ

ン
ド

ン
工

科
大

学
（

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

）
２

 

名
、

マ
レ

ー
シ

ア
工

科
大

学
(
マ

レ
ー

シ
ア

)
１

名
の

計
５

名
 

・
概

 
要

：
E
d
u
c
a
t
i
o
n
 
C
o
l
l
a
b
o
r
a
t
i
o
n
s
な

ど
に

つ
い

て
の

検
討

な
ど

 

ア
 
報

告
事

項
「

P
r
o
g
r
e
s
s
 
R
e
p
o
r
t
 
F
Y
2
0
2
1
-
F
Y
2
0
2
2
」
、
「

O
u
t
r
e
a
c
h
 
a
c
t
i
v
i
t
i
e
s
」

 

イ
 
討

議
事

項
「

E
d
u
c
a
t
i
o
n
a
l
 
C
o
l
l
a
b
o
r
a
t
i
o
n
s
 
a
m
o
n
g
 
A
P
E
N
 
m
e
m
b
e
r
 
u
n
i
v
e
r
s
i
t
i
e
s
」
、
「

E
m
i
n
e
n
t
 
P
e
r
s
o
n
s
 
G
r
o
u
p
/
J
o
i
n
t
 
S
e
m
i
n
a
r
s
」
、
 

「
O
u
t
r
e
a
c
h
」
、
「

A
d
v
i
s
o
r
y
 
C
o
m
m
i
t
t
e
e
」

 

≪
A
P
E
N
総

会
≫

 
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
1
1
月

2
3
日

 

・
参

加
者

：
９

名
（

７
カ

国
）

 

［
対

面
参

加
］

ダ
ダ

ル
サ

ラ
ー

ム
大

学
(
ブ

ル
ネ

イ
)
１

名
、

イ
ー

ス
タ

ン
・

ビ
サ

ヤ
ス

州
立

大
学

（
フ

ィ
リ

ピ
ン

）
１

名
、

産
技

大
２

名
（

学
長

ほ
か

 

教
員

１
名

）
の

計
４

名
 

［
ｵ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
参

加
］

デ
ラ

サ
ー

ル
大

学
（

フ
ィ

リ
ピ

ン
）

１
名

、
グ

ジ
ャ

ラ
ー

ト
工

科
大

学
(
イ

ン
ド

)
１

名
、

ダ
ル

マ
プ

ル
サ

ダ
大

学
（

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

）
 

１
名

、
マ

レ
ー

シ
ア

工
科

大
学

(
マ

レ
ー

シ
ア

)
１

名
、

ハ
ノ

イ
経

営
工

科
大

学
（

ベ
ト

ナ
ム

）
１

名
の

計
５

名
 

・
概

 
要

：
各

国
メ

ン
バ

ー
ま

た
は

メ
ン

バ
ー

推
薦

の
大

学
人

が
次

回
テ

ー
マ

"
N
e
w
 i
n
d
u
s
t
r
i
a
l
 f
r
a
m
e
w
o
r
k
 i
n
 t
h
e
 a
g
e
 o
f
 d
i
g
i
t
a
l
 t
r
a
n
s
f
o
r
m
a
t
i
o
n
"

の
下

で
８

件
の

発
表

を
行

っ
た

。
ま

た
、
翌

日
の

総
会

セ
ミ

ナ
ー

で
は

イ
ー

ス
タ

ン
・
ビ

サ
ヤ

ス
州

立
大

学
（

フ
ィ

リ
ピ

ン
）
と

共
同

で
タ

ク
ロ

バ
ン

被
災

地
復

興
状

況
の

視
察

を
行

い
、
被

災
地

仮
設

住
宅

協
同

組
合

、
お

よ
び

被
災

地
職

業
訓

練
セ

ン
タ

ー
関

係
者

よ
り

復
興

状
況

の
説

明
を

受
け

た
。 

※
タ

ク
ロ

バ
ン

被
災

地
：

2
0
1
3
年

に
台

風
被

害
が

あ
り

、
１

万
人

以
上

が
亡

く
な

っ
た

被
災

地
域

。
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・
産

技
大

の
教

育
研

究
活

動
の

海
外

普
及

を
目

的
と

し
た

国
際

交
流

事
業

に
つ

い
て

、
幅

広
い

教
員

が
活

動
で

き
る

よ
う

全
常

勤
教

員
対

象
に

案
件

公
募

を
行

い
、
以

下
の

３
事

業
を

採
択

し
、

オ
ン

ラ
イ

ン
等

を
活

用
し

つ
つ

普
及

活
動

を
行

っ
た

。
 

①
【

カ
ン

ボ
ジ

ア
・

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

等
】

ア
ジ

ア
諸

国
に

お
け

る
新

た
な

D
X
林

業
の

推
進

に
よ

る
地

球
環

境
問

題
へ

の
対

応
（

担
当

：
前

田
充

浩
教

授
）

 

②
【

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

】
B
i
n
a
 
N
u
s
a
n
t
a
r
a
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
と

の
包

括
協

定
に

基
づ

い
た

産
業

技
術

人
材

育
成

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

実
施

（
担

当
：

松
尾

徳
朗

教
授

）
 

③
【

タ
イ

】
2
0
2
2
年

度
M
G
A
（

M
u
l
t
i
-
G
N
S
S
 
A
s
i
a
）

プ
ロ

グ
ラ

ム
へ

の
衛

星
通

信
ア

プ
リ

設
計

指
導

者
と

し
て

の
参

加
（

担
当

：
嶋

津
恵

子
教

授
）

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
コ

ロ
ナ

禍
で

培
わ

れ
た

オ
ン

ラ
イ

ン
活

動
の

経
験

を
活

か
し

、
対

面
と

オ
ン

ラ
イ

ン
を

組
み

合
わ

せ
た

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

形
式

で
の

国
際

交
流

を
行

い
、
よ

り
幅

広
い

教
員
・

学
生

を
巻

き
込

ん
だ

国
際

交
流

活
動

が
で

き
た

。
ま

た
、
各

担
当

教
員

の
も

と
、
幅

広
い

国
際

的
な

教
育

活
動

等
を

展
開

し
、
ア

ジ
ア

諸
国

の
大

学
と

の
交

流
を

促
進

し

連
携

を
強

化
し

た
。
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特特
記記

事事
項項

  

ⅡⅡ
－－

１１
 

Ⅱ
 

東
京

都
立

産
業

技
術

大
学

院
大

学
に

関
す

る
特

記
事

項
 

令
和

３
年

度
業

務
実

績
評

価
に

お
い

て
、

公
立

大
学

分
科

会
か

ら
対

応
報

告
を

求
め

ら
れ

た
事

項
に

関
す

る
取

組
等

 

【
自

治
体

へ
の

政
策

課
題

支
援

・
研

修
・

公
開

講
座

の
更

な
る

充
実

等
を

通
じ

た
、

知
名

度
の

向
上

や
情

報
発

信
強

化
に

向
け

た
取

組
】

中
期

計
画

番
号

2
-1
5,

2-
16

 
 
自

己
評

価
A
、

B 

  １
 

自
治

体
へ

の
政

策
課

題
支

援
・

研
修

・
公

開
講

座
の

更
な

る
充

実
等

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
品

川
区

及
び

三
鷹

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

大
学

が
実

施
す

る
講

座
に

つ
い

て
、
産

技
大

の
教

員
を

講
師

と
し

て
、

公
開

講
座

A
II

T
フ

ォ
ー

ラ
ム
と

の
共

催
で

実
施

（
Y
o
uT
ub
e
オ
ン

デ
マ

ン
ド

配
信

）
し

た
。

 

・
東

京
都

や
自

治
体

等
が

主
催

す
る

イ
ベ

ン
ト

に
参

加
し

、
産

技
大

の
教

育
研

究
内

容
や

O
PI

活
動

の

紹
介

、
教

員
の

研
究

内
容

発
表

を
行

っ
た

。
ま

た
、
都

や
区

が
実

施
す

る
コ

ン
テ

ス
ト

に
教

員
が

審

査
員

と
し

て
協

力
し

た
。（

図
表

Ⅱ
-
1
-1

）
 

  

【図
表

Ⅱ
-1

-1
　

都
や

区
市

町
村

等
へ

の
政

策
課

題
に

対
す

る
支

援
】

区
分

№
実

施
日

名
称

等
主

催
・団

体
名

等
概

要

1
R4

(2
02

2)
.1

2.
20

～
26

三
鷹

ネ
ッ

トワ
ー

ク
大

学
（寄

付
講

座
）

※
A

IIT
フ

ォ
ー

ラ
ム

と
共

催
（特

非
）三

鷹
ネ

ッ
トワ

ー
ク

大
学

推
進

機
構

「東
京

都
の

ス
タ

ー
トア

ッ
プ

戦
略

に
つ

い
て

」
（牧

野
千

里
　

特
任

教
授

、
Yo

ut
ub

eオ
ン

デ
マ

ン
ド

配
信

）

2
R5

(2
02

3)
.2

.1
0～

20

し
な

が
わ

学
び

の
杜

（パ
ー

トナ
ー

シ
ッ

プ
講

座
）

※
A

IIT
フ

ォ
ー

ラ
ム

と
共

催

品
川

区
文

化
ス

ポ
ー

ツ
振

興
部

文
化

観
光

課

「認
知

症
予

防
D

X
（デ

ジ
タ

ル
トラ

ン
ス

フ
ォ

ー
メ

ー
シ

ョン
）－

い
つ

で
も

ど
こ

で
も

認
知

症
予

防
－

」
（田

部
井

賢
一

　
助

教
、

Yo
uT

ub
eオ

ン
デ

マ
ン

ド
配

信
）

3
R4

(2
02

2)
.1

0.
28

東
京

都
立

八
丈

高
校

　
連

携
事

業
移

動
教

室
東

京
都

立
八

丈
高

校
施

設
見

学
及

び
講

演
「デ

ジ
タ

ル
時

代
の

教
養

　
～

社
会

×
人

間
×

デ
ジ

タ
ル

技
術

～
」

（橋
本

洋
志

 学
長

 講
演

）

1
R4

(2
02

2)
.1

0.
12

～
11

.4
産

業
交

流
展

20
22

東
京

都
、

東
京

都
中

小
企

業
団

体
中

央
会

、
（公

財
）東

京
都

中
小

企
業

振
興

公
社

他

首
都

圏
の

中
小

企
業

を
中

心
と

す
る

国
内

最
大

級
の

見
本

市
に

オ
ン

ラ
イ

ン
会

場
の

み
参

画
。

本
学

の
教

育
内

容
、

講
義

の
様

子
、

産
学

公
連

携
・Ｏ

Ｐ
Ｉ活

動
、

リス
キ

ル
プ

ロ
グ

ラ
ム

な
ど

の
電

子
パ

ネ
ル

や
動

画
を

オ
ン

ラ
イ

ン
展

示

2
R4

(2
02

2)
.1

0.
19

東
京

都
ベ

ン
チ

ャ
ー

技
術

大
賞

東
京

都
産

業
労

働
局

審
査

委
員

長
と

し
て

橋
本

洋
志

学
長

が
参

画
10

/1
9に

開
催

さ
れ

た
表

彰
式

に
出

席

3
R4

(2
02

2)
.1

0.
20

～
21

第
１２

回
お

お
た

研
究

・開
発

フ
ェ

ア
大

田
区

（公
財

）大
田

区
産

業
振

興
協

会

新
技

術
や

新
製

品
、

研
究

開
発

成
果

等
を

PR
し

、
今

後
の

共
同

研
究

・製
品

開
発

・用
途

開
発

な
ど

を
W

eb
サ

イ
ト来

訪
者

に
働

き
か

け
る

産
学

連
携

・産
産

連
携

を
目

的
と

し
た

展
示

会
。

A
IIT

藻
類

研
究

所
（所

長
：村

越
英

樹
 教

授
）が

「光
透

過
式

藻
密

度
測

定
装

置
お

よ
び

凝
集

粒
子

計
測

装
置

 -
 微

細
藻

類
の

最
適

な
培

養
環

境
構

築
を

目
指

し
て

 -
」を

テ
ー

マ
に

研
究

成
果

を
装

置
の

デ
モ

と
併

せ
て

出
展

。

4
R4

(2
02

2)
.7

～
R5

.3
荒

川
区

新
製

品
・技

術
大

賞
荒

川
区

産
業

経
済

部

荒
川

区
内

中
小

企
業

者
が

開
発

し
た

優
れ

た
新

製
品

・新
技

術
へ

の
表

彰
と

区
内

外
へ

の
PR

を
通

じ
て

、
新

製
品

等
の

開
発

気
運

を
醸

成
し

、
区

内
産

業
の

活
性

化
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

荒
川

区
の

事
業

で
、

産
技

大
と

し
て

本
イ

ベ
ン

トを
後

援
。

ま
た

、
橋

本
洋

志
学

長
が

審
査

委
員

長
と

し
て

参
画

し
て

い
る

。

冊 子
1

-
「企

業
支

援
の

た
め

の
リー

フ
レ

ッ
ト」

東
京

都
立

産
業

技
術

大
学

院
大

学
産

技
大

教
員

の
研

究
と

中
小

企
業

が
求

め
る

ニ
ー

ズ
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

を
図

る
と

と
も

に
、

産
技

大
の

PR
を

目
的

と
す

る
た

め
、

自
治

体
等

や
各

種
イ

ベ
ン

トで
配

布
（毎

年
度

改
訂

）

受 託 事 業

1
令

和
４年

度
～

６年
度

大
学

研
究

者
に

よ
る

事
業

提
案

制
度

東
京

都
木

下
修

司
助

教
提

案
事

業
が

採
択

、
令

和
４年

度
都

予
算

化
「東

京
都

地
域

防
災

計
画

の
Io

D
(In

te
rn

et
 o

f D
oc

um
en

ts
)化

に
よ

る
防

災
力

向
上

」
（期

間
：３

年
、

総
事

業
費

（見
込

み
）：

60
百

万
円

）

講 　 　 座 イ ベ ン ト

 
・
都

及
び

区
市

町
村

等
自

治
体

職
員

向
け

の
研

修
に

つ
い

て
は

、
教

員
の

研
究

に
関

連
す

る
研

修
の

ほ

か
、
継

続
的

に
実

施
し

て
い

る
三

鷹
市

職
員

研
修
（

ロ
ジ

カ
ル

シ
ン

キ
ン

グ
研

修
）
や

、
遠

隔
地

で

あ
る

都
内

島
し

ょ
部

を
対

象
と

し
た

動
画

に
よ

る
オ

ン
デ

マ
ン

ド
研

修
（

Y
ou
Tu
be

）
を

実
施

し
た

。 

・
連

携
協

定
を

締
結

し
て

い
る

都
立

八
丈

高
校

の
教

職
員

に
対

し
て

も
、
オ

ン
デ

マ
ン

ド
研

修
を

提
供

し
た

。（
図

表
Ⅱ

-
1
-
2
）
 

      

  
 

 

【図
表

Ⅱ
-1

-2
　

都
や

区
市

町
村

等
の

職
員

向
け

研
修

・公
開

講
座

の
実

績
】

区
分

N
O

実
施

日
研

修
・公

開
講

座
提

供
先

（団
体

名
）

研
修

名
・テ

ー
マ

・内
容

場
所

講
師

参
加

者
数

（人
）

1
R
4.

10
.1

2
北

海
道

立
総

合
研

究
機

構
研

究
開

発
能

力
向

上
研

修
（研

究
会

支
援

型
）

「品
質

工
学

勉
強

会
」

北
海

道
立

総
合

研
究

機
構

越
水

重
臣

　
教

授
（創

造
技

術
コ

ー
ス

）
21

2
R
4.

10
.2

6
三

鷹
市

ロ
ジ

カ
ル

シ
ン

キ
ン

グ
研

修
（デ

ー
タ

利
活

用
・上

級
編

）
三

鷹
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

大
学

越
水

重
臣

　
教

授
（創

造
技

術
コ

ー
ス

）
9

3
R
4.

10
.2

4～
R
4.

10
.2

6
高

知
県

佐
川

町
地

域
資

源
を

活
用

し
た

製
品

デ
ザ

イ
ン

都
事

業
設

計
高

知
県

佐
川

町
中

島
修

　
助

教
（創

造
技

術
コ

ー
ス

）
13

4
R
4.

11
.2

7～
R
4.

11
.2

9
北

海
道

東
川

町
移

住
企

業
と

地
域

定
着

北
海

道
東

川
町

中
島

修
　

助
教

（創
造

技
術

コ
ー

ス
）

8

5
R
5.

1.
26

高
知

県
知

寄
町

地
域

資
源

を
活

用
し

た
商

品
づ

く
り

高
知

県
知

寄
町

中
島

修
　

助
教

（創
造

技
術

コ
ー

ス
）

20

6
R
4.

8.
2～

R
4.

8.
3

高
知

県
佐

川
町

今
後

の
ま

ち
づ

く
り

に
つ

い
て

高
知

県
佐

川
町

河
西

大
介

　
助

教
（創

造
技

術
コ

ー
ス

）
6

7
R
4.

8.
2

岡
山

県
社

会
人

教
育

の
重

要
性

産
技

大
　

品
川

キ
ャ

ン
パ

ス
吉

田
　

敏
　

研
究

科
長

14

8
R
5.

2.
22

福
島

県
郡

山
市

地
域

の
良

さ
を

引
き

出
す

コ
ン

ペ
ン

シ
ョ
ン

ビ
ジ

ネ
ス

と
経

済
活

性
化

福
島

県
郡

山
市

松
尾

　
徳

朗
　

教
授

（事
業

設
計

工
学

コ
ー

ス
）

46

9
R
4.

4.
11

～
青

ヶ
島

村
ロ

ジ
カ

ル
シ

ン
キ

ン
グ

の
基

本
Y

ou
T

ub
e配

信
越

水
重

臣
　

教
授

（創
造

技
術

コ
ー

ス
）

1

10
R
4.

12
.1

2～
東

京
都

立
八

丈
高

等
学

校
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

と
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
研

修
Y

ou
T

ub
e配

信
酒

森
潔

　
特

任
教

授
※

R
3年

度
退

職
51

11
R
4.

12
.1

2～
東

京
都

立
八

丈
高

等
学

校
ロ

ジ
カ

ル
シ

ン
キ

ン
グ

の
基

本
Y

ou
T

ub
e配

信
越

水
重

臣
　

教
授

（創
造

技
術

コ
ー

ス
）

56

合
計

24
5

個
別

の
依

頼
に

よ
る

研
修

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
自

治
体

等
が

主
催

す
る

公
開

講
座

へ
の

協
力

や
、
対

面
及

び
オ

ン
ラ

イ
ン

で
の

イ
ベ

ン
ト

へ
の

参
画

を

通
じ

て
本

学
の

知
見

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、

自
治

体
と

の
連

携
を

深
め

た
。

 

・
受

講
者

の
利

便
性

を
考

慮
し

た
Y
o
uT
ub
e
オ

ン
デ

マ
ン

ド
方

式
で
の

研
修

を
提

供
す

る
こ

と
で

、
自

治

体
等

職
員

の
能

力
開

発
に

貢
献

し
た

。
 

・
自

治
体

等
へ

の
政

策
課

題
支

援
、
研

修
や

公
開

講
座

の
提

供
を

通
じ

て
、
本

学
の

知
名

度
向

上
に

寄
与

し
た

。
 

 ２
 

知
名

度
の

向
上

や
情

報
発

信
強

化
に

向
け

た
取

組
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
中

小
企

業
等

の
問

題
解

決
の

一
助

と
す

る
た

め
、
産

技
大

教
員

の
研

究
内

容
や

技
術

相
談

情
報

等
を

紹

介
す

る
「

企
業

支
援

の
た

め
の

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

」
を

年
度

更
新
・
作

成
し

、
自

治
体

や
産

学
公

連
携

関

係
先

等
に

配
付

す
る

と
と

も
に

産
技

大
H
P
に

電
子

版
を

掲
載

し
広

く
周

知
し

た
。

 

・
都

や
自

治
体

及
び

産
業

界
主

催
の

イ
ベ

ン
ト

へ
の

参
画

や
公

開
講

座
に

つ
い

て
、

産
技

大
H
P
に

イ
ベ

ン
ト

情
報

を
公

開
し

、
周

知
を

広
げ

た
。
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・
産

技
大

H
P
掲

載
の

イ
ベ

ン
ト

情
報

を
F
ac

eb
oo

k
や

Tw
it
te
r
等
の

S
NS

に
も

投
稿

す
る

こ
と

で
、

さ
ら

な
る

広
範

囲
の

情
報

発
信

と
知

名
度

向
上

に
取

り
組

ん
だ

。
 

・
法

人
リ

ソ
ー

ス
を

効
果

的
に

伝
え

る
ツ

ー
ル

と
し

て
、
東

京
都

、
東

京
都

関
連

団
体

及
び

区
市

町
村

に
対

し
て

、
メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

を
発

行
し

、
産

技
大

と
自

治
体

と
の

連
携

実
績

に
関

す
る

情
報

を
提

供
し

た
。

 

・
法

人
部

門
と

産
技

大
部

門
が

連
携

し
、
教

員
の

研
究

内
容

や
自

治
体

と
の

連
携

実
績

等
を

紹
介

す
る

動
画

を
作

成
し

、
東

京
都

を
は

じ
め

と
し

た
様

々
な

団
体

に
対

し
て

配
信

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
東

京
都

、
東

京
都

関
連

団
体

及
び

区
市

町
村

向
け

メ
ー

ル
マ

ガ
ジ

ン
「

連
携

ニ
ュ

ー
ス

」
V
o
l
.
１

～

３
が

配
信

さ
れ

、
産

技
大

の
取

組
み
（

三
鷹

市
と

連
携

し
た

市
職

員
向

け
研

修
）
を

紹
介

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
東

京
公

立
大

学
法

人
公

式
Y
ou
Tu
b
e「

２
大

学
１

高
専

C
ha
nn
el

」
に
て

産
技

大
教

員
２

名
の

紹
介

動

画
が

配
信

さ
れ

、
教

員
の

専
門

分
野

等
を

学
外

へ
周

知
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 
 

 
 

 
２

大
学

１
高

専
C
ha
nn
el
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特特
記記

事事
項項

  

ⅡⅡ
――

２２
 

Ⅱ
 

東
京

都
立

産
業

技
術

大
学

院
大

学
に

関
す

る
特

記
事

項
 

特
色

あ
る

取
組

や
顕

著
な

実
績

又
は

特
に

優
れ

た
成

果
を

上
げ

た
取

組
 

【
効

果
的

な
広

報
活

動
に

よ
る

専
門

職
大

学
院

に
ふ

さ
わ

し
い

学
生

の
確

保
】

中
期

計
画

番
号

2
-1

1
 
 

自
己

評
価

S 

 １
 

高
度

専
門

職
業

人
と

し
て

の
資

質
を

有
す

る
学

生
の

確
保

 

産
業

技
術

専
攻

全
体

と
し

て
定

員
を

超
え

る
入

学
者

を
確

保
で

き
て

お
り

、
令

和
４
（

2
02

2
）
年

度
入
学

者
に

つ
い

て
は

、
４

月
入

学
の

段
階

で
定

員
を

確
保

し
た

。
ま

た
、

令
和

５
（

2
0
23

）
年

度
４

月
入

学
に

つ
い

て
は

、
入

試
実

施
回

数
を

前
年

度
よ

り
1
回

減
ら

し
た
（

５
→
４

回
）
が

、
産

業
技

術
専

攻
全

体
の

志
願

倍
率

は
2
.1

倍
に

達
し

て
お
り

、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

専
攻

全
体

の
入

学
者

数
に

お
い

て
十

分
な

定
員

を
確

保
す

る
こ

と
が

で
き

て
い

る
。（

図
表

Ⅱ
-
2
-
1
）
 

 
 

【
図

表
Ⅱ

-
2
-
1
　

入
試

状
況

の
推

移
】

（
単

位
：
人

、
倍

）

4
月

入
学

1
0
月

入
学

4
月

入
学

1
0
月

入
学

4
月

入
学

1
0
月

入
学

4
月

入
学

1
0
月

入
学

4
月

入
学

1
0
月

入
学

4
月

入
学

1
0
月

入
学

募
集

人
数

4
5

5
4
5

5
3
6

4
3
6

4
3
6

4
3
6

志
願

者
数

7
9

6
7
2

1
5

7
4

9
6
9

1
5

9
2

6
1
1
2

受
験

者
数

7
7

6
7
1

1
4

7
3

6
6
8

1
5

9
0

6
1
1
0

合
格

者
数

5
3

4
5
2

8
4
3

4
4
3

8
4
5

5
4
1

入
学

者
数

5
2

4
4
9

8
4
4

4
4
2

8
4
5

5
4
1

志
願

倍
率

1
.7

6
1
.2

0
1
.6

0
3
.0

0
2
.0

6
2
.2

5
1
.9

2
3
.7

5
2
.5

6
1
.5

0
3
.1

1

充
足

率
1
.1

6
0
.8

0
1
.0

9
1
.6

0
1
.2

2
1
.0

0
1
.1

7
2
.0

0
1
.2

5
1
.2

5
1
.1

4

募
集

人
数

4
5

5
4
5

5
3
6

4
3
6

4
3
6

4
3
6

志
願

者
数

6
4

1
2

6
4

9
4
6

6
5
7

5
3
6

7
4
8

受
験

者
数

6
3

1
2

6
3

9
4
5

6
5
6

5
3
4

7
4
7

合
格

者
数

5
5

8
5
2

8
3
7

5
4
4

2
3
5

5
3
8

入
学

者
数

5
1

8
4
7

8
3
7

5
4
2

2
3
5

5
3
6

志
願

倍
率

1
.4

2
2
.4

0
1
.4

2
1
.8

0
1
.2

8
1
.5

0
1
.5

8
1
.2

5
1
.0

0
1
.7

5
1
.3

3

充
足

率
1
.1

3
1
.6

0
1
.0

4
1
.6

0
1
.0

3
1
.2

5
1
.1

7
0
.5

0
0
.9

7
1
.2

5
1
.0

0

募
集

人
数

1
8

2
1
8

2
1
8

2
1
8

志
願

者
数

3
0

0
1
4

4
1
9

2
2
9

受
験

者
数

3
0

0
1
3

4
1
9

2
2
9

合
格

者
数

2
7

0
2
2

4
2
2

2
2
0

入
学

者
数

2
5

0
2
1

3
1
9

2
2
0

志
願

倍
率

1
.6

7
-

0
.7

8
2
.0

0
1
.0

6
1
.0

0
1
.6

1

充
足

率
1
.3

9
-

1
.1

7
1
.5

0
1
.0

6
1
.0

0
1
.1

1

志
願

倍
率

1
.5

9
1
.8

0
1
.5

1
2
.4

0
1
.6

7
1
.5

0
1
.5

6
2
.4

0
1
.6

3
1
.5

0
2
.1

0

充
足

率
1
.1

4
1
.2

0
1
.0

7
1
.6

0
1
.1

8
0
.9

0
1
.1

7
1
.3

0
1
.1

0
1
.2

0
1
.0

8

令
和

２
年

度
４

月
入

試
か

ら
産

業
技

術
専

攻
（
３

コ
ー

ス
）
と

し
て

募
集

を
開

始
。

※
令

和
５

年
４

月
１

日
時

点

※
令

和
２

年
度

４
月

入
試

　
事

業
→

情
報

 転
コ

ー
ス

１
名

※
令

和
３

年
度

４
月

入
試

　
事

業
　

第
２

志
望

合
格

９
名

（
第

２
志

望
は

事
業

設
計

の
志

願
者

数
に

含
ま

な
い

）

※
令

和
４

年
度

４
月

入
試

　
事

業
　

第
２

志
望

合
格

２
名

（
第

２
志

望
は

事
業

設
計

の
志

願
者

数
に

含
ま

な
い

）

５
年

度

産
業

技
術

研
究

科

3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度

全 体事 業 設 計 工 学 コ ー ス創 造 技 術 専 攻 ／ コ ー

ス

情 報 ア ー キ テ ク チ ャ 専

攻 ／ コ ー ス

 
  

 ２
 

積
極

的
な

情
報

発
信

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
S
NS

（
Tw
it
te
r
、

Fa
ce
bo
ok

）
で

の
情

報
発

信
（

投
稿

）
数

を
、

そ
れ

ぞ
れ

前
年

度
比

で
35
4%
 

[
1
11

⇒
39
3]
 
、
4
86

% 
[8

8
⇒
4
28

]と
し

、
積

極
的

に
本

学
の

最
新

情
報

等
を

発
信

し
た

。
 

・
動

画
コ

ン
テ

ン
ツ

と
し

て
、
教

員
紹

介
動

画
を

新
た

に
３

本
制

作
し

、
Y
ou
Tu
be

上
に

公
開

し
て

い
る

動
画

は
合

計
5
1
本

と
な

っ
た

。
 

・
修

了
生

の
活

躍
を

紹
介

す
る

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

集
を

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル
（

新
規

で
1
6
名

の
修

了
生

を
掲

載
）

し
た

。
 

・
取

材
報

告
書

等
の

運
用

を
教

職
協

働
で

強
化

し
、

メ
デ

ィ
ア

対
応

を
教

員
と

担
当

職
員

が
協

働
で

行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
４

（
2
0
22

）
年

度
の

S
NS
（

T
w
it

te
r
、
F
ac

eb
oo

k
）

新
規

フ
ォ

ロ
ワ

ー
数

が
、

そ
れ

ぞ
れ

前
年

度
比

で
2
17

% 
[9

2
⇒
2
00
] 

、
11
2%

 
[8

2
⇒
9
2]

と
増

加
し

た
。
 

・
事

業
設

計
工

学
コ

ー
ス

の
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
の

他
、

情
報

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
コ

ー
ス

及
び

創
造

技
術

コ

ー
ス

に
つ

い
て

も
新

た
な

モ
デ

ル
を

広
く

社
会

に
発

信
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

 

・
N
HK
「

ニ
ュ

ー
ス

７
全

国
版

」、
東

京
F
M「

O
NE
 M
O
RN
IN
G 」

等
で

、
本

学
の

取
組

み
が

取
り

上
げ

ら
れ

、

広
告

以
外

の
メ

デ
ィ

ア
露

出
を

増
加

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 ３
 

単
位

バ
ン

ク
生

の
更

な
る

確
保

と
正

規
入

学
に

向
け

た
ア

プ
ロ

ー
チ

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
単

位
バ

ン
ク

生
を

対
象

と
し

た
メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

を
発

行
す

る
と

と
も

に
、

ク
ォ

ー
タ

ご
と

の
説

明

会
の

中
で

入
試

の
案

内
を

行
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
単

位
バ

ン
ク

生
か

ら
3
3
名

の
入
学

者
が

あ
り

、
う

ち
A
II

T
単

位
バ
ン

ク
登

録
生
（

科
目

等
履

修
生

）

向
け

入
試

利
用

者
は

９
名

（
受

験
者

1
0
名

）
で

あ
っ

た
。
(
図

表
Ⅱ

-2
-
2)
 

 
 

 
 

【
図

表
Ⅱ

-
2
-
2
　

単
位

バ
ン

ク
生

(
科

目
等

履
修

生
)
か

ら
の

正
規

入
学

者
数

の
推

移
】

（
人
）

※
（

）
は

A
I
I
T
単

位
バ

ン
ク

登
録

生
（

科
目

等
履

修
生

）
向

け
入

試
利

用
者

21
(1

0)
33

(9
)

３
年

度
４

年
度

年
度

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度

正
規

入
学

者
数

16
(7

)
22

(8
)

24
(9

)
19

(6
)

 
・

単
位

バ
ン

ク
生

を
1
12

名
集

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
(
図

表
Ⅱ

-
2-

3)
 

 
 

 
 

【
図

表
Ⅱ

-
2
-
3
　

単
位

バ
ン

ク
生

(
科

目
等

履
修

生
)
の

登
録

者
数

の
推

移
】

（
人

）

1
2
5

1
1
2

３
年

度
４

年
度

年
度

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度

登
録

者
数

8
2

7
7

1
1
3

1
0
4
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４
 

大
学

院
説

明
会

へ
の

参
加

者
確

保
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
大

学
院

説
明

会
に

つ
い

て
、
T
w
it

t
er

、
F
ac
eb
oo
k
で

の
複

数
回

の
紹

介
や

リ
ス

テ
ィ

ン
グ

広
告

の
継

続
実

施
な

ど
、

予
算

を
効

果
的

に
活

用
し

積
極

的
か

つ
効

果
的

な
情

報
発

信
を

実
施

し
た

。
 

・
大

学
院

説
明

会
や

入
試

出
願

に
関

す
る

案
内

を
F
ac

eb
oo

k
で

広
告
化

し
、
年

齢
や

居
住

地
、
興

味
関

心
等

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

を
絞

っ
た

P
R
を

行
っ

た
。

 

・
外

部
の

進
学

サ
イ

ト
や

社
会

人
向

け
の

進
学

情
報

誌
に

在
学

生
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
や

入
試

の
案

内
と

共

に
説

明
会

申
込

サ
イ

ト
へ

の
リ

ン
ク

を
掲

載
す

る
こ

と
で

、
興

味
を

持
っ

た
閲

覧
者

が
気

軽
に

説
明

会
に

申
込

出
来

る
よ

う
に

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
本

年
度

も
オ

ン
ラ

イ
ン

の
み

の
大

学
院

説
明

会
を

実

施
し

た
に

も
関

わ
ら

ず
、
K
PI

で
あ
る

参
加

者
数

2
50

名
を

大
幅

に
超
え

る
4
63

名
の

参
加

者
を

確
保

し
た

。（
図

表
Ⅱ

-
2
-
4
）
 

 
 

 
 

【
図
表
Ⅱ
-
2
-
4
　
大
学
院
説
明
会
参
加
者
の
推
移
】

（
単
位
：
回
、
人
）

2
9
年
度

3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

開
催
回
数

1
9

1
6

1
5

1
4

1
2

1
2

参
加
者
数

2
9
5

2
9
2

4
1
0

3
0
8

3
7
9

4
6
3
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特特
記記

事事
項項

  

ⅡⅡ
－－

３３
 

Ⅱ
 

東
京

都
立

産
業

技
術

大
学

院
大

学
に

関
す

る
特

記
事

項
 

特
色

あ
る

取
組

や
顕

著
な

実
績

又
は

特
に

優
れ

た
成

果
を

上
げ

た
取

組
 

【
社

会
人

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
と

学
修

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
充

実
】

中
期

計
画

番
号

2
-1

8
、
2
-1

8-
2
 

自
己
評

価
S
、

A 

 １
 

学
修

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
更

な
る

充
実

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
平

成
2
0（

20
08

年
）
か

ら
継

続
し

て
、
学

内
外

の
方

が
自

由
に

参
加

で
き

る
公

開
講

座
と

し
て

、
I
CT

関
連

の
技

術
や

活
用

等
を

テ
ー

マ
と

し
た
「

I
nf

oT
al

k
」、

も
の

づ
く
り
・
デ

ザ
イ

ン
分

野
の

勉
強

会

と
し

て
「

デ
ザ

イ
ン

ミ
ニ

塾
」

及
び

「
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

フ
ォ

ー
ラ

ム
」（
「

A
I
I
T
マ

ン
ス

リ
ー

フ
ォ

ー
ラ

ム
」）

を
実

施
し

て
き

た
。

 

・
令

和
２

（
2
0
20

）
年

度
の

研
究
科

再
編

を
機

に
、

こ
れ

ら
を

「
A
I
IT

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

と
名

称
を

一
新

し
、
３

つ
の

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

事
業

設
計

工
学

コ
ー

ス
、
情

報
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

コ
ー

ス
、
創

造
技

術
コ

ー
ス

）
の

専
門

領
域

に
関

連
し

た
ト

ピ
ッ

ク
ス

を
扱

っ
た

講
座

を
開

講
し

て
い

る
。

 

・
オ

ン
ラ

イ
ン
（

Y
ou
Tu
be

の
オ

ン
デ

マ
ン

ド
配

信
）
形

式
で

計
５

回
実

施
し

た
。
う

ち
２

回
に

つ
い

て

は
、
品

川
区

の
「

し
な

が
わ

学
び

の
杜

」
と

の
共

催
、
三

鷹
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
大

学
連

携
講

座
と

の
共

催

の
形

で
、

各
自

治
体

等
と

連
携

し
実

施
し

た
。（

図
表

Ⅲ
-
3
-
1
、

Ⅲ
-
3-

2
）
 

・
第

1
3
回

AI
IT

フ
ォ

ー
ラ

ム
「
デ

ザ
イ

ン
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
と

ク
リ

エ
イ

テ
ィ

ビ
テ

ィ
」
に

つ
い

て
は

、

も
の

づ
く

り
や

デ
ザ

イ
ン

に
関

し
て

よ
り

分
か

り
や

す
く

内
容

を
提

供
す

る
た

め
、
第

１
部

を
講

演
、

第
２

部
を

本
学

教
員

と
外

部
有

識
者

と
の

パ
ネ

ル
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
の

２
部

構
成

で
実

施
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
計

５
回

の
A
II

T
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
開

催
し

た
結

果
、

1
,
37
9
人

の
延
べ

参
加

者
数

（
視

聴
者

数
）

を
集

め
、

本
学

の
知

名
度

向
上

に
貢

献
し

た
。

 

・
関

連
自

治
体

と
の

共
催

で
の

開
催

を
設

け
る

こ
と

で
、

当
該

自
治

体
と

の
連

携
が

強
化

さ
れ

る
と

と

も
に

、
よ

り
開

か
れ

た
継

続
学

修
の

場
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
オ

ン
ラ

イ
ン

開
催

に
よ

り
、
遠

隔
地

か
ら

の
参

加
申

し
込

み
が

あ
り

、
よ

り
広

く
継

続
的

な
修

学
の

場

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

  

 
 

 
 

【
図

表
Ⅱ

-
3
-
1
　

A
II
T

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

実
績

一
覧

】
（
単

位
：
人

）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度

A
II
T

フ
ォ

ー
ラ

ム
1
,5

2
8

1
,1

5
1

1
,3

7
9

A
II
T

起
業

塾
4
9

2
1

4
6

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

フ
ォ

ー
ラ

ム
4
1
3

5
6
2

4
1
3

In
fo

T
al

k（
定

例
）

5
2
9

4
0
2

2
0
5

デ
ザ

イ
ン

ミ
ニ

塾
デ

ザ
イ

ン
ミ

ニ
塾

（
定

例
）

デ
ザ

イ
ン

ミ
ニ

塾
（
出

前
）

計

八
丈

島
セ

ミ
ナ

ー
2
9

1
8

合
計

9
9
1

9
8
5

6
9
3

1
,5

4
6

1
,1

5
1

1
,3

7
9

※
令

和
元

年
度

ま
で

は
、

「
A

II
T

マ
ン

ス
リ

ー
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
の

名
称

で
開

催

※
令

和
２

年
度

か
ら

は
、

「
A

II
T

フ
ォ

ー
ラ

ム
」
の

名
称

で
開

催
、

W
eb

開
催

の
た

め
視

聴
回

数
を

記
載

※
令

和
２

年
度

は
A

II
T

起
業

塾
を

「
A

II
T

フ
ォ

ー
ラ

ム
起

業
塾

」
と

し
て

開
催

、
A

II
T

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

視
聴

回
数

に
含

む

参
加

者
数

　

 
              

   
  

  

【
図

表
Ⅱ

-
3
-
2
　

A
II
T

フ
ォ

ー
ラ

ム
等

開
催

実
績

】

◆
A

II
T

フ
ォ

ー
ラ

ム
（
単

位
：
回

）

開
催

日
回

テ
ー

マ
・
講

師
視

聴
回

数

R
4
.7

.8
～

R
4
.7

.1
9

第
1
2
回

企
業

の
可

能
性

を
ひ

ら
く

「
デ

ザ
イ

ン
経

営
」

菊
地

 拓
哉

（
特

許
庁

 デ
ザ

イ
ン

経
営

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
チ

ー
ム

）
2
9
9

R
4
.1

0
.1

4
～

R
4
.1

1
.2

1
第

1
3
回

デ
ザ

イ
ン

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
と

ク
リ
エ

イ
テ

ィ
ビ

テ
ィ

高
嶋

 晋
治

 先
生

（
東

京
都

立
産

業
技

術
大

学
院

大
学

 教
授

）
3
1
1

R
4
.1

1
.2

5
～

R
4
.1

2
.5

第
1
4
回

S
D

G
sと

S
X

と
D

X
ー

S
D

G
sと

２
つ

の
ト
ラ

ン
ス

フ
ォ

ー
メ

ー
シ

ョ
ン

ー
川

井
 健

史
（
合

同
会

社
持

続
可

能
 C

E
O

兼
C

S
V

経
営

デ
ザ

イ
ナ

ー
）

1
9
1

R
4
.1

2
.2

0
～

R
4
.1

2
.2

6
第

1
5
回

三
鷹

ﾈ
ｯ
ﾄﾜ

ｰ
ｸ
大

学
講

座
東

京
都

の
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

戦
略

に
つ

い
て

牧
野

 千
里

（
東

京
都

立
産

業
技

術
大

学
院

大
学

 特
任

教
授

）
1
5
1

R
5
.2

.1
0

～
R
5
.2

.2
0

第
1
6
回

し
な

が
わ

学
び

の
杜

「
認

知
症

予
防

D
X

」
（
デ

ジ
タ

ル
ト
ラ

ン
ス

フ
ォ

ー
メ

ー
シ

ョ
ン

）
－

い
つ

で
も

ど
こ

で
も

認
知

症
予

防
－

田
部

井
 賢

一
（
東

京
都

立
産

業
技

術
大

学
院

大
学

 助
教

）
4
2
7

1
,3

7
9

合
計

 
 ２

 
修

了
生

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
充

実
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

を
推

進
す

る
学

修
環

境
の

一
環

と
し

て
、

修
了

後
の

専
門

能
力

の
向

上
を

図
る

場

で
あ

る
修

了
生

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

制
度

を
運

用
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
４

（
2
0
22

）
年

度
は

５
つ
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

が
設

置
さ

れ
た

。
（

図
表

Ⅲ
-
3
-3

）
 

・
各

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

で
は

、
指

導
教

員
の

も
と

研
究

テ
ー

マ
に

沿
っ

て
活

動
が

行
わ

れ
、
修

了
生

の
継

続

学
修

や
学

び
直

し
の

環
境

を
支

援
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 

 
 

 

【
図

表
Ⅱ

-
3
-
3
　

修
了

生
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

設
置

】
　

　
　

　
テ

ー
マ

ア
ド

バ
イ

ザ
（
教

員
）

1
新

た
な

時
代

に
向

け
た

持
続

可
能

な
モ

ノ
創

り
と

価
値

創
出

河
西

大
介

 助
教

2
デ

ジ
タ

ル
デ

バ
イ

ス
用

配
色

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
与

え
る

学
修

者
へ

の
影

響
と

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
活

用
し

た
色

彩
嗜

好
に

関
す

る
研

究
越

水
重

臣
 教

授
河

西
大

介
 助

教

3
ア

ジ
ア

・
ア

フ
リ

カ
　

デ
ジ

タ
ル

通
貨

研
究

会
前

田
充

浩
 教

授

4
首

都
圏

の
健

康
寿

命
延

伸
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

田
部

井
賢

一
 助

教

5
歩

行
姿

勢
を

「
見

え
る

化
」
す

る
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
型

デ
バ

イ
ス

の
開

発
村

越
英

樹
　

教
授

3 42 4

人
数 3
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３
 

社
会

人
を

対
象

と
し

た
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

や
学

び
直

し
の

場
の

提
供

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
単

位
バ

ン
ク

登
録

生
（

科
目

等
履

修
生

）
向

け
の

メ
ー

ル
マ

ガ
ジ

ン
の

発
行

や
、
説

明
会

で
の

本
専

攻

へ
の

入
試

案
内

等
を

実
施

し
た

。
 

・
履

修
証

明
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
「

A
I
IT

シ
ニ

ア
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
東

京
テ

ッ
ク

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
プ

ロ
グ

ラ
ム

）」
及

び
「

社
会

人
の

あ
と

一
歩

を
叶

え
る

～
モ

ノ
づ

く
り

分
野

の
価

値
創

造
力

育
成

の
た

め
の

A
II

T
型

リ
ス
キ

リ
ン

グ
プ

ロ
グ

ラ
ム

～
」
を

開
講

し
、
ど

ち
ら

も
オ

ン
ラ

イ
ン

と
対

面
を

効
果

的
に

活
用

し
て

実
施

す
る

こ
と

で
、

広
く

社
会

人
を

対
象

と
し

た
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

等
に

寄
与

し
た

。（
図

表
Ⅲ

-
3
-
4
）
 

  
＜

A
I
IT

シ
ニ

ア
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

東
京

テ
ッ

ク
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

プ
ロ

グ
ラ

ム
）

＞
 

 
〇

平
成

3
0（

20
18

）
年

度
よ

り
、
A
II
T
シ

ニ
ア

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

講
し

、
オ

ン
ラ

イ
ン

や
対

面
授

業
を

効
果

的
に

組
み

合
わ

せ
、
主

に
シ

ニ
ア

層
を

対
象

に
、
起

業
等

を
目

的
と

し
た

大
学

院
教

育
（

修
士

課
程

）
レ

ベ
ル

で
の

学
び

直
し

の
た

め
の

、
基

礎
科

目
（

講
義

・
演

習
型

科

目
）、

事
例

研
究

型
科

目
及

び
P
B
L
で

構
成

さ
れ

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
し

て
き

た
。

 

〇
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

よ
り

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
見

直
し

、
東

京
都

立
産

業
技

術
研

究
セ

ン
タ

ー
や

品
川

区
等

の
協

力
を

得
な

が
ら

、
講

義
、
現

地
実

習
、
演

習
、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

、
ア

ク
テ

ィ
ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
等

を
と

お
し

て
、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

起
こ

す
ビ

ジ
ネ

ス
マ

イ
ン

ド
を

養
成

す
る

プ

ロ
グ

ラ
ム

に
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
し

た
。

 

〇
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
に

当
た

っ
て

は
、

対
面

前
提

の
授

業
設

計
を

、
ハ

イ
フ

レ
ッ

ク
ス

型
（

必
要

に
応

じ
て

対
面

）
に

変
更

す
る

と
と

も
に

、
起

業
等

の
ニ

ー
ズ

の
あ

る
受

講
生

を
確

保
す

る
た

め
、

東

京
都

立
産

業
技

術
研

究
セ

ン
タ

ー
や

品
川

区
と

連
携

し
た

。
ま

た
、

一
般

教
育

訓
練

給
付

制
度

の

認
定

を
見

据
え

た
科

目
設

計
と

し
、

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
修

了
生

の
更

な
る

学
び

直
し

の
ニ

ー
ズ

に

対
応

す
る

た
め

に
本

科
へ

接
続

し
や

す
い

科
目

を
提

供
す

る
な

ど
し

た
。

 

〇
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

体
系

図
は

下
図

の
と

お
り

で
、

演
習

科
目

に
お

い
て

は
、

東
京

都
立

産
業

技
術

研
究

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

、
I
o
T・

DX
、
ロ

ボ
ッ

ト
技

術
等

の
最

新
技

術
の

見
学

を
行

う
と

と
も

に
、

民
間

企
業

の
経

営
者

視
点

に
よ

る
起

業
・

創
業

に
お

け
る

講
義

及
び

民
間

企
業

の
技

術
紹

介
を

行

っ
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

A
I
IT

シ
ニ
ア
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（

東
京
テ
ッ
ク
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
体

系
図

）
 

  
  

  
  
  

＜
社

会
人

の
あ

と
一

歩
を

叶
え

る
～

モ
ノ

づ
く

り
分

野
の

価
値

創
造

力
育

成
の

た
め

の
A
I
IT

型
リ

ス
キ

リ
ン

グ
プ

ロ
グ

ラ
ム

～
＞

 

 
〇

製
造

業
・

サ
ー

ビ
ス

産
業

・
環

境
産

業
等

の
就

業
者

の
た

め
の

学
び

の
場

と
し

て
、

D
X
時

代
に

相

応
し

い
価

値
創

造
力

を
獲

得
す

る
た

め
の

ス
キ

ル
の

修
得

を
目

指
す

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

開
講

し
た

。
 

〇
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

体
系

図
は

下
図

の
と

お
り

で
、

時
間

の
余

裕
が

な
い

社
会

人
で

も
受

講
で

き
る

よ
う

に
、

短
期

間
で

修
得

で
き

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

た
。

 

 （
A
I
IT

型
リ
ス
キ
リ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
体

系
図

）
 

 
 

  

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
元
（

2
01
9
）
年

度
か

ら
４
年

連
続

で
1
00

名
を

超
え

る
単

位
バ

ン
ク

登
録

生
（

科
目

等
履

修
生

）

を
確

保
す

る
と

と
も

に
、

本
専

攻
へ

3
3
名

が
入

学
し

た
。
 

・「
A
I
I
T
シ

ニ
ア

ス
タ

ー
ト

ア
ッ
プ

プ
ロ

グ
ラ

ム
」
か

ら
10

名
、「

社
会

人
の

あ
と

一
歩

を
叶

え
る

～
モ

ノ
づ

く
り

分
野

の
価

値
創

造
力

育
成

の
た

め
の

A
II

T
型

リ
ス

キ
リ

ン
グ

プ
ロ

グ
ラ

ム
～

」
か

ら
は

13

名
の

修
了

生
を

そ
れ

ぞ
れ

輩
出

し
た

。
 

 

年
度

受
講
者
数

プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称
（各

受
講
者
数
）

４年
度

23
A
IIT

シ
ニ
ア
ス
タ
ー
トア

ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（1

0）
、
社
会
人
の
あ
と
一
歩
を
叶
え
る
～
モ
ノ
づ
く
り
分
野
の
価
値
創

造
力
育
成
の
た
め
の
A
IIT

型
リス

キ
リン

グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
～
（1

3）

３年
度

31
A
IIT

シ
ニ
ア
ス
タ
ー
トア

ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
※
（2

1）
、
健
康
寿
命
デ
ザ
イ
ン
講
座
（1

0）

２年
度

12
A
IIT

シ
ニ
ア
ス
タ
ー
トア

ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
※
（1

2）

元
年
度

60
人
間
中
心
デ
ザ
イ
ン
（3

5）
、
A
IIT

シ
ニ
ア
ス
タ
ー
トア

ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
※
（2

5）

30
年
度

50
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トマ

ネ
ジ
メ
ン
ト・

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョナ

ル
ス
ク
ー
ル
（1

5）
、
人
間
中
心
デ
ザ
イ
ン
（3

5）

29
年
度

51
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トマ

ネ
ジ
メ
ン
ト・

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョナ

ル
ス
ク
ー
ル
（1

6）
、
人
間
中
心
デ
ザ
イ
ン
（3

5）

【図
表
Ⅱ
-3

-4
】履

修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
受
講
者
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（単

位
：人

）

※
学
校
教
育
法
施
行
規
則
改
正
(H
31
.4
.1
施
行
)に

よ
り、

総
時
間
数
の
要
件
が
「1
20
時
間
以
上
」か

ら
「6
0時

間
以
上
」に

短
縮
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
令
和
元
（2
01
9）

年
度
か
ら
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
開
講
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大大
項項

目目
番番

号号
  

２２
１１
  

教教
育育

内内
容容

及及
びび

教教
育育

のの

成成
果果

等等
 

Ⅲ
 
東
京
都
立
産
業
技
術
高
等

専
門

学
校

の
教

育
研

究
等

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め
に

と
る

べ
き

措
置

 

１
 
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

１
）

教
育

内
容

及
び

教
育

の
成

果
等

に
関

す
る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

（
中
期
目
標
）
 

○
産
業
界
や
社
会
の
人
材
ニ
ー

ズ
に

対
応

し
て

新
た

な
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
構

築
す

る
ほ

か
、

実
践

的
な
知

識
・

技
術

と
豊

か
な

教
養

を
修

得
で

き
る

よ
う

、
教

育
課

程
や

教
育

内
容

を
不

断
に
検
証
し
改
善
す
る
。

 
 

○
新
た
な
教
育
手
法
の
導
入
や

学
修

環
境

の
整

備
を

積
極

的
に

実
施

し
、

課
題

発
見

・
解

決
型

の
実

践
的
な

教
育

を
推

進
す

る
。

 
 

中
期
計
画
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
 

自
己

評
価
 

（
１
）
教
育
内
容
及
び
教
育
の
成
果
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

◇
新
し
い
も
の
づ
く
り
を
牽
引
す
る
実
践
的
技
術
者
の
育
成
 

【
3
-
0
0
】
①
社
会
の
変

革
を
も
た
ら
す
第
４
次
産
業
革
命
の
中
で

、
新

し
い

も

の
づ
く
り

を
牽
引
す
る
実
践
的
技
術
者
を
育
成
す
る

た
め

、
本

科

教
育
コ
ー

ス
を
再
編
す
る
。
ま
た
、
次
世
代
の
医

療
機

器
開

発
を

担
う
技
術

者
を
育
成
す
る
た
め
、
コ
ー
ス
横
断
型

の
医

工
連

携
教

育
を
実
施

す
る
。
 

     ◇
新
た
な
職
業
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
 

【
3
-
0
1
】
②
産
業
界
や

社
会
の
人
材
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
実
践

的
な

知
識
・
技

術
の

習
得

に
向

け
た

新
た

な
職

業
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
す

る
。
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
に

つ
い

て
は

【
平
成

3
0（

2
0
1
8
）
年
度
】
に
第
１
期
生
を
輩
出
、【

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度
ま
で

に
5
0
人
以
上
】
の
修
了
者
を
輩
出
す
る

。
航

空
技

術

者
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
【
令
和
元
（
20
1
9
）
年

度
】
に

第
１
期
生

を
輩
出
、【

令
和
４
（
2
0
2
2
）
年
度
ま
で
に

2
0
人

以
上

】

の
修
了
者

を
輩
出
す
る
。
 

       ◇
教
育
内
容
の
充
実
 

【
3
-
0
2
】
③
【
平
成

2
9（

2
0
1
7
）
年
度
】
に
実
験
・
実
習
設
備
を

整
備

し
、
新

教
育
課
程

に
対
応
し
た
教
育
を
実
施
す
る
。
 

     

   【
3
-
0
0
】

社
会

の
ニ

ー
ズ

を
捉

え
た

新
し

い
も

の
づ

く
り

を
牽

引
す

る
実

践
的

技
術

者
の

育
成

を
目

的
と

し
、

両
キ

ャ
ン

パ
ス

に

お
い

て
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

か
ら

次
の

取
組

を
行

い
、

い
ず

れ
も

多
数

の
コ

ー
ス

選
択

者
、

受
講

希
望

者
を

集
め

て

き
た

。
 

品
川

キ
ャ

ン
パ

ス
：

コ
ー

ス
再

編
を

実
施

し
、

生
産

シ
ス

テ
ム

工
学

コ
ー

ス
に

代
わ

り
情

報
技

術
、

A
I
を

活
用

す
る

デ

ジ
タ

ル
も

の
づ

く
り

の
実

学
を

修
得

す
る

A
I
ス

マ
ー

ト
工

学
コ

ー
ス

を
、

ま
た

電
子

情
報

工
学

コ
ー

ス
に

代
わ

り
次

世
代

I
C
T
リ

ー
ダ

ー
の

育
成

を
目

指
す

情
報

シ
ス

テ
ム

工
学

コ
ー

ス
を

開
設

し
た

。
 

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
：

医
学

と
工

学
の

融
合

・
複

合
を

可
能

に
す

る
人

材
の

育
成

を
目

指
し

て
立

ち
上

げ
た

「
医

工
連

携

教
育

・
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

の
一

環
と

し
て

、
I
o
T
と

A
I
技

術
の

社
会

実
装

を
テ

ー
マ

と
し

て
最

先
端

技
術

を
学

ぶ

コ
ー

ス
横

断
の

未
来

工
学

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

本
科

３
～

５
年

生
を

対
象

）
を

開
講

し
た

。
 

  【
3
-
0
1
】

産
業

界
や

社
会

の
人

材
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
２

つ
の

新
た

な
職

業
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
軌

道
に

乗
せ

た
。

情
報

セ
キ

ュ

リ
テ

ィ
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
平

成
3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

以
降

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

ま
で

の
５

年
間

で
本

科
4
6
人

、
専

攻
科

を
含

め
て

5
2
人

の
修

了
者

を
輩

出
し

た
。

航
空

技
術

者
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

は
、

令
和

元

（
2
0
1
9
）

年
度

以
降

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

ま
で

の
４

年
間

で
3
0
人

の
修

了
者

を
輩

出
し

た
。
（

図
表

3
-
0
1
）

 
 

＜
3-

01
　

新
た

な
職

業
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
修

了
者

数
＞

（
単

位
：

人
）

30
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度
合

計
総

合
計

本
科

10
3

9
12

12
46

専
攻

科
3

1
2

6

7
7

8
8

30
30

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

技
術

者
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

航
空

技
術

者
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

52

 
 【

3
-
0
2
】

両
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

い
て

、
平

成
2
6
（

2
0
1
4
）

年
度

に
開

始
し

た
新

し
い

教
育

課
程

に
対

応
し

た
実

験
実

習
環

境
の

整

備
を

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

に
完

了
し

た
。

品
川
キ

ャ
ン

パ
ス

で
は

デ
ー

タ
測

定
・

デ
ジ

タ
ル

処
理

の
一

連
の

工
程

を

学
習

で
き

る
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

導
入

を
行

い
、

ま
た

製
図

盤
の

更
新

に
よ

り
手

書
き

製
図

を
可

能
と

し
、

設
計

の
基

本

を
重

視
し

た
教

育
を

展
開

し
た

。
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

で
は

疑
似

イ
ン

ト
ラ

ネ
ッ

ト
環

境
構

築
に

よ
る

実
践

的
演

習
や

オ

リ
ジ

ナ
ル

ロ
ボ

ッ
ト

の
構

築
に

よ
る

能
動

型
学

習
を

実
現

し
た

。
こ

れ
ら

の
整

備
及

び
教

育
の

実
施

に
よ

り
、

就
業

後

に
役

立
つ

ス
キ

ル
の

修
得

が
可

能
と

な
っ

た
。
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【
3
-
0
3
】
④
【
令
和
３
（
2
0
2
1
）
年
度
】
の

J
A
B
E
E
受
審
を
目

指
し

、
J
A
B
E
E
プ

ロ
グ
ラ
ム

に
対
応
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
す
る

。
ま

た
、
企

業
ア
ン
ケ

ー
ト
や
卒
業
生
ア
ン
ケ
ー
ト
を
着
実
に
実

施
す

る
。

 

      ◇
新
た
な
教
育
体
制
・
手
法
の
開
発
 

【
3
-
0
4
】
⑤
コ
ー
ス
横

断
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
教

育
や

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ
ー

ニ
ン

グ
の
推
進
に
よ
り
、
課
題
発
見
・
解

決
型

の
実

践

的
な
教
育

を
展
開
し
、
創
造
的
な
技
術
者
の
育
成
を

図
る

。
 

  ◇
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
技
術
者
の
育
成
 

【
3
-
0
5
】
◆
⑥
平
成

2
8（

2
0
1
6
）
年
度
ま
で
の
海
外
体
験
プ
ロ

グ
ラ

ム
を

再
構

築
し
、
【
平
成

2
9
（
2
0
1
7
）
年
度
】
か
ら
新
た
な
海

外
体

験
プ

ロ

グ
ラ
ム
を

実
施
す
る
。
海
外
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

参
加

者
は
【

毎

年
度

7
0
人
】
と

す
る
。
 

             【
3
-
0
6
】
⑦
も
の
づ
く
り
産
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
で
き
る

技
術

者
を

育
成
す
る
た
め
、
専
門
科
目
に
つ
い
て
、
英
語
に
よ
る

授
業

の
推

進
を
検
討
す
る
。
 

 

【
3
-
0
3
】

前
中

期
目

標
期

間
中

に
J
A
B
E
E
認

定
を

視
野

に
入

れ
た

新
教

育
課

程
を

開
始

し
て

以
降

、
校

内
に

J
A
B
E
E
対

応
部

会
を

組
織

し
、

継
続

し
て

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
や

技
術

者
像

の
整

備
を

行
う

と
と

も
に

、
学

生
に

対
す

る
周

知
を

行
っ

た
。

令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

に
機

械
、

電
気

電
子

、
情

報
、

創
造

の
４

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

お
い

て
J
A
B
E
E
を

受
審

し
、

い
ず

れ
も

認
定

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
た

。
な

お
、

育
成

し
よ

う
と

す
る

技
術

者
像

が
、

技
術

者
に

対
す

る
社

会
の

要
求

や
学

生

の
要

望
に

配
慮

し
た

も
の

で
あ

る
と

い
う

J
A
B
E
E
自

己
点

検
書

の
点

検
項

目
(
1
.
1
)
に

あ
て

は
ま

る
こ

と
の

根
拠

資
料

と
す

る
た

め
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

し
た

。
平

成
2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

に
実

施
し

た
企

業
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

1
,
9
1
4

社
中

4
1
9
社

か
ら

回
答

が
あ

り
、

ま
た

平
成

3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

に
実

施
し

た
卒

業
生

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
3
,
8
1
2
人

中

5
2
7
人

か
ら

回
答

が
あ

っ
た

。
こ

れ
ら

ア
ン

ケ
ー

ト
の

回
答

を
集

計
し

、
J
A
B
E
E
受

審
時

に
提

出
し

た
。

 

  【
3
-
0
4
】

一
般

科
目

、
専

門
科

目
の

双
方

で
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
推

進
し

た
こ

と
に

よ
り

、
学

生
が

自
発

的
に

課
題

を

設
定

も
し

く
は

発
見

し
、

解
決

す
る

姿
勢

が
養

わ
れ

た
。

更
に

、
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
デ

ザ
イ

ン
に

お
い

て
は

各
々

の

専
門

性
を

応
用

し
た

ユ
ー

ザ
ー

目
線

の
も

の
づ

く
り

教
育

を
実

践
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

か
ら

は
、

機
械

系
も

の
づ

く
り

実
験

実
習

科
目

に
デ

ジ
タ

ル
技

術
を

導
入

し
た

。
 

  【
3
-
0
5
】

平
成

2
8
（

2
0
1
6
）

年
に

、
そ

れ
ま

で
実

施
し

て
き

た
海

外
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
検

証
と

総
括

を
行

い
、

平
成

2
9

（
2
0
1
7
）

年
度

か
ら

、
ビ

ジ
ネ

ス
の

要
素

を
取

り
入

れ
る

こ
と

で
実

践
的

研
修

効
果

を
高

め
、

ま
た

相
互

関
連

性
を

考

慮
し

た
２

つ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

グ
ロ

ー
バ

ル
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

G
C
P
）

及
び

イ
ン

タ
ー

ナ
シ

ョ
ナ

ル
・

エ
デ

ュ
ケ

ー
シ

ョ
ン

･
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
I
E
P
）
）

を
着

実
に

実
施

し
た

。
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

以
降

は
コ

ロ

ナ
禍

の
影

響
に

よ
り

参
加

者
が

7
0
人

を
下

回
っ
た

が
、

オ
ン

ラ
イ

ン
を

活
用

し
た

海
外

と
の

交
流

や
国

内
プ

ロ
グ

ラ

ム
を

活
用

し
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
変

更
等

に
よ

り
学

生
は

高
い

満
足

度
を

得
る

こ
と

が
で

き
た

。
（

図
表

3
-
0
5
）

 

          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
※

令
和

２
年

度
の

G
C
P
は

中
止

 

 【
3
-
0
6
】

英
語

に
よ

る
授

業
の

実
施

に
つ

い
て

検
討

を
行

っ
た

結
果

、
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

か
ら

専
攻

科
の

一
部

授
業

を
英

語

で
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

多
く

の
専

攻
科

生
が

履
修

し
、

専
門

英
語

を
身

近
に

体
験

し
た

。
 

 

＜
3
-
0
5
 
海

外
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

参
加

者
数

＞
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

単
位

：
人

）
 

 
2
9
年

度
 

3
1
年

度
 

元
年

度
 

２
年

度
 

３
年

度
 

４
年

度
 

Ｉ
Ｅ

Ｐ
 

4
0
 

4
0
 

4
0
 

2
0
 

3
8
 

3
8
 

Ｇ
Ｃ

Ｐ
 

3
0
 

3
0
 

3
0
 

 
1
6
 

1
5
 

合
 
計

 
7
0
 

7
0
 

7
0
 

2
0
 

5
4
 

5
3
 

  

第
三
期
中
期
目
標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

１１
】】

  

・
産
業
界
や
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
技

術
者

育
成

、
航

空
技

術
者

育
成

等
の

専
門

性
の

高
い

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

・
実

施
に

よ
り

、
実

践
的

な
知

識
・

技
術

を
習

得
し

た
人

材
を

輩
出

し
て

い
る

。
 

・
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
コ
ー

ス
再
編
、
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

の
医

工
連

携
教

育
・
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

、
共

に
社

会
の

ニ
ー

ズ
を

的
確

に
捉

え
た

施
策

で
あ

る
。
特

に
、
医
工

連
携

教
育
・
研

究
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て
は
、
都
立
病
院
及
び
都
立
大
健
康
福
祉
学

部
と

の
横

連
携

を
図

る
こ

と
が

企
画

さ
れ

て
お

り
、

綿
密

な
調

整
を

図
り

な
が

ら
、

今
後

の
取

組
を

進
め

て
い

た
だ

き
た

い
。

 

・
社
会
人
の
学
び
直
し
機
会
の
提
供
に
つ
い
て
、
ニ
ー
ズ
の

高
い

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

教
育

を
は

じ
め

、
内

容
の

拡
充

・
強

化
を

期
待

す
る

。
 

 

  

認
証
評
価
 

機
関
の
評
価
 

［
認
証

評
価
機
関
］
大
学
改
革
支
援
・
学
位

授
与

機
構

［
受

審
年

度
］

令
和

元
年

［
評

価
対

象
期

間
］

平
成

2
4
（

2
0
1
2
）

年
～

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
［

認
証

評
価

の
種

類
］

機
関

別
認

証
評

価
 

○
主
な

優
れ
た
点
等
：
 

・
最
先

端
の
技
術
獲
得
の
た
め
、
サ
イ
バ
ー
攻

撃
・

防
御

手
法

に
つ

い
て

、
サ

イ
バ

ー
演

習
教

育
シ

ス
テ

ム
を

用
い

て
サ

イ
バ

ー
攻

防
演

習
を

中
心

と
し

た
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。
 

・
全
コ

ー
ス
に
お
い
て
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
デ

ザ
イ

ン
対

応
科

目
及

び
P
B
L
型

の
授

業
を

導
入

し
、

グ
ル

ー
プ

で
の

課
題

解
決

に
取

り
組

む
な

ど
、

創
造

力
を

育
む

工
夫

を
行

っ
て

い
る

。
 

・
国
際
対
応
力
を
育
む
教
育
と
し
て
、
海
外

語
学

研
修

、
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
の

ニ
ー

ア
ン

ポ
リ

テ
ク

ニ
ッ

ク
来

日
交

流
、

グ
ロ
ー

バ
ル

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
行

っ
て

お
り

、
実

践
的

な
 

課
題
解
決
力
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
、

英
語

を
含

む
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
向

上
を

図
っ

て
い

る
。

 
 

 
年
度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
3
-
0
1
】
<
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
>
サ
イ
バ
ー
レ
ン
ジ
を

用
い

た
人

材
育

成
を

開
始

す
る

と
と

も
に

連
携

企

業
等

へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
た

。
ま

た
、

企
業

等
と

の
協

定
を

新
規

に
締

結
し

た
。

 

<
航
空
技
術
者
>
教
材
や
施
設
環
境
の
整
備
を

実
施

し
た

。
 

【
3
-
0
2
】
【
平
成

2
9
年
度
】
に
各
コ
ー
ス
に
お
い
て
新

教
育

課
程

に
対

応
し

た
教

育
環

境
の

整
備

を
完

了

し
た
。
 

【
3
-
0
4
】
荒
川

キ
ャ
ン
パ
ス
に
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
デ
ザ

イ
ン

ル
ー

ム
を

整
備

す
る

と
と

も
に

両
キ

ャ
ン

パ
ス
で
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
教
育
を

導
入

し
た

。
 

【
3
-
0
5
】
【
平
成

2
9
年
度
】
に

G
C
P
と

I
E
P
と
い
う

新
た

な
２

つ
の

海
外

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

し
、

【
7
0
人
】
が
参
加
し
た
。

 

【【
評評

定定
：：

１１
】】
  

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
及

び
航

空
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

産
学

連
携

で
開

発
し

た
独

自
の

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

、
企

業
・
官

公
庁

等
の

協
力

を
得

な
が

ら
順

調
に

進
め

ら
れ

て
い

る
。

ま
た

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

受
講

者
も

確
実

に
育

っ
て

き
て

お
り

、
産

業
界

や
社

会
の

人
材

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
教

育
が

行
わ

れ
て

い
る

と
高

く
評

価
す

る
。

 

・
海

外
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
G
C
P
及

び
I
E
P
に

再
編

し
て

、
実

践
的

な
内

容
の

研
修

を
行

い
、

7
0
人

の
参

加
と

高
い

満
足

度
を

得
て

い
る

点
が

評
価

で
き

る
。

 

3
0  

【
3
-
0
1
】
<
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
>
1
0
人
の
本
科
プ
ロ
グ

ラ
ム

修
了

１
期

生
を

輩
出

し
、

全
員

が
専

攻
科

へ

の
進

学
又
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
関
連
企
業
へ
の

就
職

が
決

定
し

た
。

 

<
航
空
技
術
者
>
１
期
生
７
人
全
員
が
航
空
関

連
企

業
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
参

加
し

た
。

 

【
3
-
0
4
】
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
す
る
際
の

サ
ポ

ー
ト

役
と

し
て

専
攻

科
学

生
に

S
A
教

育
を

実
施
し
た
。
 

【
3
-
0
4
】
企
業

の
協
力
も
得
て
課
題
発
見
・
解
決
型
教

育
を

推
進

し
た

。
 

【
3
-
0
5
】
平
成

2
9
年
度
に
再
編
し
た
海
外
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
（

G
C
P
及

び
I
E
P
）

に
【

7
0
人

】
が

参
加

し

た
。
 

【【
評評

定定
：：

１１
】】
  

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技
術

者
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

修
了

生
1
0
人

全
員

が
、

進
学

又
は

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

関
連

企
業

へ
就

職
す

る
な

ど
、

産
業

界
や

社
会

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

人
材

を
輩

出
し

て
い

る
。

 

・
航

空
技

術
者

育
成

プ
ロ
グ

ラ
ム

に
お

い
て

、
第

一
期

生
全

員
が

航
空

機
関

連
企

業
へ

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
行

う
な

ど
、

取
組

が
着

実
に

進
ん

で
い

る
。

 

・
教

員
に

対
す

る
サ

ポ
ー

ト
体

制
を

構
築

し
た

こ
と

で
、
ア

ク
テ

ィ
ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

導
入

科
目

を
拡

大
し

た
。

 

元  

【
3
-
0
1
】
<
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術
者
>
専
攻
科
課
程

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

始
し

た
。

３
人

の
２

期
修

了

生
を

輩
出
し
た
。
 

<
航
空

技
術
者
>
新
航
空
実
習
館
「
汐
風
」
で
実

習
授

業
を

開
始

し
た

。
７

人
の

１
期

修
了

生
を

輩
出
し
、
全
員
の
主
要
航
空
企
業
へ
の
就
職

が
決

定
し

た
。

 

【
3
-
0
3
】
J
A
B
E
E
受
審
へ
向
け
て
４
つ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
の

自
己

点
検

書
案

の
骨

格
が

完
成

し
た

。
 

【
3
-
0
4
】
品
川

キ
ャ
ン
パ
ス
で

3
3
科
目
（
昨
年
比

2
4
科

目
増

）
、

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
で

3
4
科

目
（

昨
年

比
2
5
科
目
増
）

に
つ
い
て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
を

導
入

し
た

。
 

【
3
-
0
5
】
平
成

2
9
（
2
0
1
7
）
年
度
か
ら
続
く
海
外
体
験
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
G
C
P
及

び
I
E
P
）

に
【

7
0
人

】
が

参
加
し
た
。
 

【【
評評

定定
：：

１１
】】
  

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
、
新

た
に

専
攻

科
プ

ロ
グ

ラ
ム

も
開

始
し

、
本

科
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

修
了

し
た

専
攻

科
生

に
対

し
て

も
継

続
し

た
高

度
な

学
び

の
場

を
提

供
し

て
い

る
。

ま
た

、
本

コ
ー

ス
の

履
修

生
が

、
全

国
的

に
行

わ
れ

た
コ

ン
テ

ス
ト

等
で

優
秀

な
成

績
を

収
め

て
い

る
。
 

・
航

空
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
、
１

期
生

７
人
を

輩
出

し
、
全

員
の

主
要

航
空

企
業

へ
の

就
職

が
決

定
し

た
。

 

・
令

和
３

年
度

の
J
A
B
E
E
受

審
に

向
け

て
、
学

習
・
教

育
到

達
目

標
に

対
す

る
各

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

設
計

方
針

を
決

定
し

、
教

育
の

質
保

証
の

特
色

を
明

確
に

し
た

。
 

・
実

習
設

備
の

整
備

や
科

目
の

増
設
・
外

部
講

師
を

迎
え

て
の

研
修

実
施

な
ど

、
ア

ク
テ

ィ
ブ
・
ラ

ー
ニ

ン

グ
の

推
進

に
向

け
て

取
り

組
ん

で
い

る
。

 

２ 

【
3
-
0
0
】
出
願
時
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
品
川
の
本
科
教
育

コ
ー

ス
再

編
に

つ
い

て
は

約
４

割
が

新
コ

ー
ス

を
希

望
し
、
荒
川
の
医
工
連
携
教
育
・
研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
つ

い
て

は
約

６
割

が
興

味
を

示

し
た

。
 

【
3
-
0
1
】
<
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術
者
>
本
科
で
は
９

人
、

専
攻

科
で

は
初

の
３

人
の

修
了

生
を

輩
出

し

た
。

 

<
航
空

技
術
者
>
７
人
の
修
了
生
を
輩
出
し
た
。

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

い
て

、
A
I

ス
マ

ー
ト

工
学

コ
ー

ス
及

び
情

報
シ

ス
テ

ム
工

学
コ

ー
ス
の

開
設

準

備
が

進
ん

だ
。
ま

た
、
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

い
て

、
医

工
連

携
教

育
・
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

開
設

に

当
た

り
、

東
京

都
立

産
業

技
術

研
究

セ
ン

タ
ー

及
び

都
立

大
健

康
福

祉
学

部
と

調
整

を
進

め
た

。
 

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技
術

者
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
着

実
に

実
施

し
、
本

科
で

は
９

人
、
専

攻
科

で
は

初
と

な
る

３
人

の
修

了
生

を
輩

出
し

た
。
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認
証
評
価
 

機
関
の
評
価
 

［
認
証

評
価
機
関
］
大
学
改
革
支
援
・
学
位

授
与

機
構

［
受

審
年

度
］

令
和

元
年

［
評

価
対

象
期

間
］

平
成

2
4
（

2
0
1
2
）

年
～

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
［

認
証

評
価

の
種

類
］

機
関

別
認

証
評

価
 

○
主
な

優
れ
た
点
等
：
 

・
最
先

端
の
技
術
獲
得
の
た
め
、
サ
イ
バ
ー
攻

撃
・

防
御

手
法

に
つ

い
て

、
サ

イ
バ

ー
演

習
教

育
シ

ス
テ

ム
を

用
い

て
サ

イ
バ

ー
攻

防
演

習
を

中
心

と
し

た
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。
 

・
全
コ

ー
ス
に
お
い
て
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
デ

ザ
イ

ン
対

応
科

目
及

び
P
B
L
型

の
授

業
を

導
入

し
、

グ
ル

ー
プ

で
の

課
題

解
決

に
取

り
組

む
な

ど
、

創
造

力
を

育
む

工
夫

を
行

っ
て

い
る

。
 

・
国
際
対
応
力
を
育
む
教
育
と
し
て
、
海
外

語
学

研
修

、
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
の

ニ
ー

ア
ン

ポ
リ

テ
ク

ニ
ッ

ク
来

日
交

流
、

グ
ロ
ー

バ
ル

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
行

っ
て

お
り

、
実

践
的

な
 

課
題
解
決
力
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
、

英
語

を
含

む
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
向

上
を

図
っ

て
い

る
。

 
 

 
年
度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
3
-
0
1
】
<
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
>
サ
イ
バ
ー
レ
ン
ジ
を

用
い

た
人

材
育

成
を

開
始

す
る

と
と

も
に

連
携

企

業
等

へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
た

。
ま

た
、

企
業

等
と

の
協

定
を

新
規

に
締

結
し

た
。

 

<
航
空
技
術
者
>
教
材
や
施
設
環
境
の
整
備
を

実
施

し
た

。
 

【
3
-
0
2
】
【
平
成

2
9
年
度
】
に
各
コ
ー
ス
に
お
い
て
新

教
育

課
程

に
対

応
し

た
教

育
環

境
の

整
備

を
完

了

し
た

。
 

【
3
-
0
4
】
荒
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
デ

ザ
イ

ン
ル

ー
ム

を
整

備
す

る
と

と
も

に
両

キ
ャ

ン

パ
ス

で
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
教
育
を

導
入

し
た

。
 

【
3
-
0
5
】
【
平
成

2
9
年
度
】
に

G
C
P
と

I
E
P
と
い
う

新
た

な
２

つ
の

海
外

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

し
、

【
7
0
人
】
が
参
加
し
た
。

 

【【
評評

定定
：：

１１
】】
  

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
及

び
航

空
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

産
学

連
携

で
開

発
し

た
独

自
の

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

、
企

業
・
官

公
庁

等
の

協
力

を
得

な
が

ら
順

調
に

進
め

ら
れ

て
い

る
。

ま
た

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

受
講

者
も

確
実

に
育

っ
て

き
て

お
り

、
産

業
界

や
社

会
の

人
材

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
教

育
が

行
わ

れ
て

い
る

と
高

く
評

価
す

る
。

 

・
海

外
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
G
C
P
及

び
I
E
P
に

再
編

し
て

、
実

践
的

な
内

容
の

研
修

を
行

い
、

7
0
人

の
参

加
と

高
い

満
足

度
を

得
て

い
る

点
が

評
価

で
き

る
。

 

3
0  

【
3
-
0
1
】
<
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
>
1
0
人
の
本
科
プ
ロ
グ

ラ
ム

修
了

１
期

生
を

輩
出

し
、

全
員

が
専

攻
科

へ

の
進

学
又
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
関
連
企
業
へ
の

就
職

が
決

定
し

た
。

 

<
航
空
技
術
者
>
１
期
生
７
人
全
員
が
航
空
関

連
企

業
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
参

加
し

た
。

 

【
3
-
0
4
】
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
す
る
際
の

サ
ポ

ー
ト

役
と

し
て

専
攻

科
学

生
に

S
A
教

育
を

実
施
し
た
。
 

【
3
-
0
4
】
企
業

の
協
力
も
得
て
課
題
発
見
・
解
決
型
教

育
を

推
進

し
た

。
 

【
3
-
0
5
】
平
成

2
9
年
度
に
再
編
し
た
海
外
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
（

G
C
P
及

び
I
E
P
）

に
【

7
0
人

】
が

参
加

し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

１１
】】
  

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技
術

者
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

修
了

生
1
0
人

全
員

が
、

進
学

又
は

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

関
連

企
業

へ
就

職
す

る
な

ど
、

産
業

界
や

社
会

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

人
材

を
輩

出
し

て
い

る
。

 

・
航

空
技

術
者

育
成

プ
ロ
グ

ラ
ム

に
お

い
て

、
第

一
期

生
全

員
が

航
空

機
関

連
企

業
へ

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
行

う
な

ど
、

取
組

が
着

実
に

進
ん

で
い

る
。

 

・
教

員
に

対
す

る
サ

ポ
ー

ト
体

制
を

構
築

し
た

こ
と

で
、
ア

ク
テ

ィ
ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

導
入

科
目

を
拡

大
し

た
。

 

元  

【
3
-
0
1
】
<
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術
者
>
専
攻
科
課
程

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

始
し

た
。

３
人

の
２

期
修

了

生
を

輩
出
し
た
。
 

<
航
空

技
術
者
>
新
航
空
実
習
館
「
汐
風
」
で
実

習
授

業
を

開
始

し
た

。
７

人
の

１
期

修
了

生
を

輩
出
し
、
全
員
の
主
要
航
空
企
業
へ
の
就
職

が
決

定
し

た
。

 

【
3
-
0
3
】
J
A
B
E
E
受
審
へ
向
け
て
４
つ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
の

自
己

点
検

書
案

の
骨

格
が

完
成

し
た

。
 

【
3
-
0
4
】
品
川

キ
ャ
ン
パ
ス
で

3
3
科
目
（
昨
年
比

2
4
科

目
増

）
、

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
で

3
4
科

目
（

昨
年

比
2
5
科
目
増
）

に
つ
い
て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
を

導
入

し
た

。
 

【
3
-
0
5
】
平
成

2
9
（
2
0
1
7
）
年
度
か
ら
続
く
海
外
体
験
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
G
C
P
及

び
I
E
P
）

に
【

7
0
人

】
が

参
加

し
た
。
 

【 【
評評

定定
：：

１１
】】
  

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
、
新

た
に

専
攻

科
プ

ロ
グ

ラ
ム

も
開

始
し

、
本

科
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

修
了

し
た

専
攻

科
生

に
対

し
て

も
継

続
し

た
高

度
な

学
び

の
場

を
提

供
し

て
い

る
。

ま
た

、
本

コ
ー

ス
の

履
修

生
が

、
全

国
的

に
行

わ
れ

た
コ

ン
テ

ス
ト

等
で

優
秀

な
成

績
を

収
め

て
い

る
。
 

・
航

空
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
、
１

期
生

７
人
を

輩
出

し
、
全

員
の

主
要

航
空

企
業

へ
の

就
職

が
決

定
し

た
。

 

・
令

和
３

年
度

の
J
A
B
E
E
受

審
に

向
け

て
、
学

習
・
教

育
到

達
目

標
に

対
す

る
各

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

設
計

方
針

を
決

定
し

、
教

育
の

質
保

証
の

特
色

を
明

確
に

し
た

。
 

・
実

習
設

備
の

整
備

や
科

目
の

増
設
・
外

部
講

師
を

迎
え

て
の

研
修

実
施

な
ど

、
ア

ク
テ

ィ
ブ
・
ラ

ー
ニ

ン

グ
の

推
進

に
向

け
て

取
り

組
ん

で
い

る
。

 

２ 

【
3
-
0
0
】
出
願
時
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
品
川
の
本
科
教
育

コ
ー

ス
再

編
に

つ
い

て
は

約
４

割
が

新
コ

ー
ス

を
希

望
し
、
荒
川
の
医
工
連
携
教
育
・
研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
つ

い
て

は
約

６
割

が
興

味
を

示

し
た

。
 

【
3
-
0
1
】
<
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術
者
>
本
科
で
は
９

人
、

専
攻

科
で

は
初

の
３

人
の

修
了

生
を

輩
出

し

た
。

 

<
航
空

技
術
者
>
７
人
の
修
了
生
を
輩
出
し
た
。

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

い
て

、
A
I

ス
マ

ー
ト

工
学

コ
ー

ス
及

び
情

報
シ

ス
テ

ム
工

学
コ

ー
ス
の

開
設

準

備
が

進
ん

だ
。
ま

た
、
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

い
て

、
医

工
連

携
教

育
・
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

開
設

に

当
た

り
、

東
京

都
立

産
業

技
術

研
究

セ
ン

タ
ー

及
び

都
立

大
健

康
福

祉
学

部
と

調
整

を
進

め
た

。
 

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技
術

者
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
着

実
に

実
施

し
、
本

科
で

は
９

人
、
専

攻
科

で
は

初
と

な
る

３
人

の
修

了
生

を
輩

出
し

た
。
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【
3
-
0
3
】
J
A
B
E
E
受
審
へ
向
け
て
４
つ
の
技
術
者
教
育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
自

己
点

検
書

の
素

案
を

作
成

す
る

な
ど
、
受
審
準
備
を
整
え
た
。
 

【
3
-
0
4
】
コ
ロ

ナ
禍
で
様
々
な
制
約
が
あ
る
中
、
品
川
キ

ャ
ン

パ
ス

で
は

1
0
科

目
、

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
で

は
2
6
科
目
で
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を

実
施

し
た

。
 

【
3
-
0
5
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

G
C
P
は

中
止

と
な

っ
た

が
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度
実
施
に
向
け
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
の

検
討

を
進

め
、

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

の
参

加
予

定
者
に
配
慮
し
て
募
集
人
数
を

3
0
人
か
ら

3
6
人

に
増

員
し

た
。

I
E
P
も

中
止

と
な

っ
た

が
、

代
替
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
国
内
で
英
語
研
修
、

現
地

と
の

オ
ン

ラ
イ

ン
交

流
等

を
実

施
し

、
2
0

人
が
参
加
し
た
。
 

・
航

空
技

術
者

育
成

プ
ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

、
コ

ロ
ナ

禍
に

あ
っ

て
、
４

年
次

の
履

修
生

全
員

が
航

空
機

整

備
企

業
等

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

参
加

で
き

る
機

会
を

確
保

し
た

。
ま

た
、
７

人
の

修
了

生
を

輩
出

し

た
。

 

・
感

染
症

防
止

対
策

を
施

し
な

が
ら

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

等
の

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
型

授
業

を
展

開
し

た
。
  

３ 

【
3
-
0
0
】
令
和
４
（
2
0
2
2
）
年
度
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
本
科

２
年

の
コ

ー
ス

選
択

に
お

い
て

新
コ

ー
ス

希
望

者
が

2
3
.
9
％
だ
っ
た
。
 

ま
た

、
医
工
連
携
の
未
来
工
学
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム

に
は

3
9
人

の
希

望
者

が
あ

っ
た

。
 

【
3
-
0
1
】
<
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術
者
>
本
科
で
は

1
2
人

、
専

攻
科

で
は

１
人

の
修

了
生

を
輩

出
し

た
。
 

<
航
空
技
術
者
>
８
人
の
修
了
生
を
輩
出
し
、
こ

れ
ま

で
の

３
年

間
で

合
計

2
2
人

の
修

了
生

を
輩

出
し
た
。
 

【
3
-
0
3
】
４
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

J
A
B
E
E
を

受
審
す

る
と

と
も

に
、

J
A
B
E
E
に

対
応

し
た

教
育

を
提

供

で
き
る
体
制
を
整
え
た
。
 

【
3
-
0
4
】
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で
様
々
な

制
約

が
あ

る
中

、
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

で
は

3
4
科

目
中

3
2
科
目
で

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

を
実

施
し

た
。

 

【
3
-
0
5
】
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

I
E
P
、

G
C
P
と

も
現

地
渡

航
は

中
止

と
な

っ
た

が
、
国
内
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

終
え

る
こ

と
が

で
き
た
。
参
加
者
は
､
両
プ
ロ
グ
ラ
ム
合
計
の
目

標
で

あ
る

7
0
人

に
対

し
G
C
P
1
6
人

（
リ

ー
ダ

ー
２
人
、
メ
ン
バ
ー
1
4
人
）
､
I
E
P
3
8
人
、
合

計
【

5
4
人

】
で

あ
っ

た
。

 

【
3
-
0
6
】
専
攻
科
の
前
後
期
各
１
科
目
に
お
い
て
講
義
の

一
部

を
英

語
で

行
い

､
専

門
英

語
を

体
験

さ
せ

る

こ
と

が
で
き
た
。
 

【 【
評評

定定
：：

１１
】】
  

・
令

和
３

年
度

に
開

講
し

た
医

工
連

携
教

育
・
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

未
来

工
学

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

お
い

て
、
1
6
人
の

受
講

生
を

選
抜

し
、
ア

ク
テ

ィ
ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
導

入
し

た
授

業
な

ど
、
実

践
的

な
カ

リ

キ
ュ

ラ
ム

を
実

施
し

た
。
ま

た
、
医

工
連

携
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

は
、
東

京
都

の
関

連
機

関

と
の

協
働

に
よ

り
講

座
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
今

後
の

教
育

内
容

の
充

実
に

つ
な

げ
た

。
 

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
及

び
航

空
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

お
い

て
、
着

実
に

教
育

成
果

を
上

げ
、
そ

れ
ぞ

れ
過

去
最

多
の

修
了

生
を

輩
出

し
、
そ

の
全

員
が

、
専

攻
分

野
を

学
ぶ

た
め

の
進

学
又

は
関

連
企

業
へ

の
就

職
が

決
定

し
て

い
る

。
 

・
申

請
を

行
っ
た

４
プ

ロ
グ

ラ
ム

全
て

が
、

J
A
BE
E
（

技
術

者
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
審

査
・

認
定

を
行

う
機

関
）
の

認
定

を
受

け
る
と

と
も

に
、
J
A
B
E
E
が

求
め

る
教

育
の

質
保

証
を

担
保

す
る

た
め

、
授

業
内

容
や

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
確

認
を

行
っ

た
。

 

・
A
I
ス

マ
ー

ト
工

学
コ
ー

ス
及

び
情

報
シ

ス
テ

ム
工

学
コ

ー
ス
の

２
つ

の
新

コ
ー

ス
は
、

多
く

の
学

生
を

集
め

て
お

り
、
社

会
か
ら

の
期

待
も

高
い

。
し

っ
か

り
と

軌
道

に
乗

る
よ

う
に

教
育

内
容

の
充

実
に

期
待

す
る

。
 

・
今

後
有

益
な

も
の

と
な

っ
て

い
く

社
会

人
向

け
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
教

育
に

つ
い

て
は

、
広

報
活

動
を

工

夫
す

る
こ

と
な

ど
に

よ
り

、
多

く
の

利
用

者
を

獲
得

す
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

４  

【
3
-
0
0
】
令
和
５
（
2
0
2
3
）
年
度
本
科
２
年
の
コ
ー
ス
選

択
に

お
い

て
新

コ
ー

ス
希

望
者

が
2
4
.
4
％

だ
っ

た
。
ま
た
出
願
時
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
新
コ

ー
ス

希
望

者
は

（
未

定
を

除
き

）
合

計
3
4
.
1
％

だ

っ
た
。
 

ま
た
、
医
工
連
携
の
未
来
工
学
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム

に
は

2
1
人

の
希
望

者
が

あ
り

、
1
4
人

の
履

修
が
決
ま
っ
た
。
 

【
3
-
0
1
】
<
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術
者
>
本
科

1
2
人
、
専

攻
科

２
人

の
修

了
生

を
輩

出
し

た
。

 

<
航
空

技
術
者
>
８
人
の
修
了
生
を
輩
出
し
た

。
 

【
3
-
0
3
】
J
A
B
E
E
認
定
の
際
の
指
摘
事
項
を
踏
ま
え
、
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

点
検

改
善

組
織

の
整

備
を

行

い
、
ま
た
令
和
５
（
2
0
2
3
）
年
度
に
４
教
育
プ

ロ
グ

ラ
ム

中
３

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

中
間

審
査

を
受
け
る
た
め
の
準
備
を
行
っ
た
。
 

【
3
-
0
4
】
機
械

系
の
も
の
づ
く
り
実
験
実
習
科
目
に
デ
ジ

タ
ル

技
術

を
活

用
し

て
教

育
効

果
を

高
め

た
。

 

【
3
-
0
5
】
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
策
を
十

分
に

行
っ

た
上

で
２

年
ぶ

り
に

G
C
P
の

海
外

渡

航
を
実
施
。
ま
た

I
E
P
は
オ
ン

ラ
イ
ン
及
び

国
内

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

充
実

さ
せ

、
参

加
者

は

G
C
P
1
5
人
（
リ
ー
ダ
ー
２
人
、
メ
ン
バ
ー
1
3
人

）
､
I
E
P
3
8
人

、
合

計
【

5
3
人

】
だ

っ
た

。
 

【
3
-
0
6
】
専
攻
科
の
学
生
全
員
が
受
講
し
た
「
先
端
科
学

技
術

特
論

」
の

講
義

の
一

部
を

英
語

で
行

い
､
専

門
英
語
を
体
験
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
、

グ
ロ

ー
バ

ル
化

教
育

に
つ

い
て

、
他

の
大

学

と
議
論
し
た
。
 

―
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【
3
-
0
3
】
J
A
B
E
E
受
審
へ
向
け
て
４
つ
の
技
術
者
教
育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
自

己
点

検
書

の
素

案
を

作
成

す
る

な
ど
、
受
審
準
備
を
整
え
た
。
 

【
3
-
0
4
】
コ
ロ

ナ
禍
で
様
々
な
制
約
が
あ
る
中
、
品
川
キ

ャ
ン

パ
ス

で
は

1
0
科

目
、

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
で

は
2
6
科
目
で
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を

実
施

し
た

。
 

【
3
-
0
5
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

G
C
P
は

中
止

と
な

っ
た

が
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度
実
施
に
向
け
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
の

検
討

を
進

め
、

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

の
参

加
予

定
者
に
配
慮
し
て
募
集
人
数
を

3
0
人
か
ら

3
6
人

に
増

員
し

た
。

I
E
P
も

中
止

と
な

っ
た

が
、

代
替
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
国
内
で
英
語
研
修
、

現
地

と
の

オ
ン

ラ
イ

ン
交

流
等

を
実

施
し

、
2
0

人
が
参
加
し
た
。
 

・
航

空
技

術
者

育
成

プ
ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

、
コ

ロ
ナ

禍
に

あ
っ

て
、
４

年
次

の
履

修
生

全
員

が
航

空
機

整

備
企

業
等

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

参
加

で
き

る
機

会
を

確
保

し
た

。
ま

た
、
７

人
の

修
了

生
を

輩
出

し

た
。

 

・
感

染
症

防
止

対
策

を
施

し
な

が
ら

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

等
の

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
型

授
業

を
展

開
し

た
。
  

３ 

【
3
-
0
0
】
令
和
４
（
2
0
2
2
）
年
度
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
本
科

２
年

の
コ

ー
ス

選
択

に
お

い
て

新
コ

ー
ス

希
望

者
が

2
3
.
9
％
だ
っ
た
。
 

ま
た

、
医
工
連
携
の
未
来
工
学
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム

に
は

3
9
人

の
希

望
者

が
あ

っ
た

。
 

【
3
-
0
1
】
<
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術
者
>
本
科
で
は

1
2
人

、
専

攻
科

で
は

１
人

の
修

了
生

を
輩

出
し

た
。
 

<
航
空
技
術
者
>
８
人
の
修
了
生
を
輩
出
し
、
こ

れ
ま

で
の

３
年

間
で

合
計

2
2
人

の
修

了
生

を
輩

出
し
た
。
 

【
3
-
0
3
】
４
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

J
A
B
E
E
を

受
審
す

る
と

と
も

に
、

J
A
B
E
E
に

対
応

し
た

教
育

を
提

供

で
き
る
体
制
を
整
え
た
。
 

【
3
-
0
4
】
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で
様
々
な

制
約

が
あ

る
中

、
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

で
は

3
4
科

目
中

3
2
科
目
で

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

を
実

施
し

た
。

 

【
3
-
0
5
】
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

I
E
P
、

G
C
P
と

も
現

地
渡

航
は

中
止

と
な

っ
た

が
、
国
内
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

終
え

る
こ

と
が

で
き
た
。
参
加
者
は
､
両
プ
ロ
グ
ラ
ム
合
計
の
目

標
で

あ
る

7
0
人

に
対

し
G
C
P
1
6
人

（
リ

ー
ダ

ー
２
人
、
メ
ン
バ
ー
1
4
人
）
､
I
E
P
3
8
人
、
合

計
【

5
4
人

】
で

あ
っ

た
。

 

【
3
-
0
6
】
専
攻
科
の
前
後
期
各
１
科
目
に
お
い
て
講
義

の
一

部
を

英
語

で
行

い
､
専

門
英

語
を

体
験

さ
せ

る

こ
と

が
で
き
た
。
 

【【
評評

定定
：：

１１
】】
  

・
令

和
３

年
度

に
開

講
し

た
医

工
連

携
教

育
・
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

未
来

工
学

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

お
い

て
、
1
6
人
の

受
講

生
を

選
抜

し
、
ア

ク
テ

ィ
ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
導

入
し

た
授

業
な

ど
、
実

践
的

な
カ

リ

キ
ュ

ラ
ム

を
実

施
し

た
。
ま

た
、
医

工
連

携
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

は
、
東

京
都

の
関

連
機

関

と
の

協
働

に
よ

り
講

座
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
今

後
の

教
育

内
容

の
充

実
に

つ
な

げ
た

。
 

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
及

び
航

空
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

お
い

て
、
着

実
に

教
育

成
果

を
上

げ
、
そ

れ
ぞ

れ
過

去
最

多
の

修
了

生
を

輩
出

し
、
そ

の
全

員
が

、
専

攻
分

野
を

学
ぶ

た
め

の
進

学
又

は
関

連
企

業
へ

の
就

職
が

決
定

し
て

い
る

。
 

・
申

請
を

行
っ
た

４
プ

ロ
グ

ラ
ム

全
て

が
、

J
A
BE
E
（

技
術

者
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
審

査
・

認
定

を
行

う
機

関
）
の

認
定

を
受

け
る
と

と
も

に
、
J
A
B
E
E
が

求
め

る
教

育
の

質
保

証
を

担
保

す
る

た
め

、
授

業
内

容
や

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
確

認
を

行
っ

た
。

 

・
A
I
ス

マ
ー

ト
工

学
コ
ー

ス
及

び
情

報
シ

ス
テ

ム
工

学
コ

ー
ス
の

２
つ

の
新

コ
ー

ス
は
、

多
く

の
学

生
を

集
め

て
お

り
、
社

会
か
ら

の
期

待
も

高
い

。
し

っ
か

り
と

軌
道

に
乗

る
よ

う
に

教
育

内
容

の
充

実
に

期
待

す
る

。
 

・
今

後
有

益
な

も
の

と
な

っ
て

い
く

社
会

人
向

け
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
教

育
に

つ
い

て
は

、
広

報
活

動
を

工

夫
す

る
こ

と
な

ど
に

よ
り

、
多

く
の

利
用

者
を

獲
得

す
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

４  

【
3
-
0
0
】
令
和
５
（
2
0
2
3
）
年
度
本
科
２
年
の
コ
ー
ス
選

択
に

お
い

て
新

コ
ー

ス
希

望
者

が
2
4
.
4
％

だ
っ

た
。
ま
た
出
願
時
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
新
コ

ー
ス

希
望

者
は

（
未

定
を

除
き

）
合

計
3
4
.
1
％

だ

っ
た
。
 

ま
た
、
医
工
連
携
の
未
来
工
学
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム

に
は

2
1
人

の
希
望

者
が

あ
り

、
1
4
人

の
履

修
が
決
ま
っ
た
。
 

【
3
-
0
1
】
<
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術
者
>
本
科

1
2
人
、
専

攻
科

２
人

の
修

了
生

を
輩

出
し

た
。

 

<
航
空

技
術
者
>
８
人
の
修
了
生
を
輩
出
し
た

。
 

【
3
-
0
3
】
J
A
B
E
E
認
定
の
際
の
指
摘
事
項
を
踏
ま
え
、
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

点
検

改
善

組
織

の
整

備
を

行

い
、
ま
た
令
和
５
（
2
0
2
3
）
年
度
に
４
教
育
プ

ロ
グ

ラ
ム

中
３

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

中
間

審
査

を
受
け
る
た
め
の
準
備
を
行
っ
た
。
 

【
3
-
0
4
】
機
械

系
の
も
の
づ
く
り
実
験
実
習
科
目
に
デ
ジ

タ
ル

技
術

を
活

用
し

て
教

育
効

果
を

高
め

た
。

 

【
3
-
0
5
】
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
策
を
十

分
に

行
っ

た
上

で
２

年
ぶ

り
に

G
C
P
の

海
外

渡

航
を
実
施
。
ま
た

I
E
P
は
オ
ン

ラ
イ
ン
及
び

国
内

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

充
実

さ
せ

、
参

加
者

は

G
C
P
1
5
人
（
リ
ー
ダ
ー
２
人
、
メ
ン
バ
ー
1
3
人

）
､
I
E
P
3
8
人

、
合

計
【

5
3
人

】
だ

っ
た

。
 

【
3
-
0
6
】
専
攻
科
の
学
生
全
員
が
受
講
し
た
「
先
端
科

学
技

術
特

論
」

の
講

義
の

一
部

を
英

語
で

行
い

､
専

門
英
語
を
体
験
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た

、
グ

ロ
ー

バ
ル

化
教

育
に

つ
い

て
、

他
の

大
学

と
議
論
し
た
。
 

―
 

 
 

中
期

計
画

番
号

 

3
-
0
0
 

Ⅲ
 

東
京

都
立

産
業

技
術

高
等

専
門

学
校

の
教

育
研

究
等

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
と

る
べ

き
措

置
 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

１
）

教
育

内
容

及
び

教
育

の
成

果
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
新

し
い

も
の

づ
く

り
を

牽
引

す
る

実
践

的
技

術
者

の
育

成
 

①
社

会
の

変
革

を
も

た
ら

す
第

４
次

産
業

革
命

の
中

で
、

新
し

い
も

の
づ

く
り

を
牽

引
す

る
実

践
的

技
術

者
を

育
成

す
る

た
め

、
本

科
教

育
コ

ー
ス

を
再

編
す

る
。

ま
た

、
次

世
代

の

医
療

機
器

開
発

を
担

う
技

術
者

を
育

成
す

る
た

め
、

コ
ー

ス
横

断
型

の
医

工
連

携
教

育
を

実
施

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

拡
充

】
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

け
る

本
科

教
育

の
再

編
は

２
年

生
で

教
育

を
開

始
し

、
３

年
生

以
降

の
シ

ラ
バ

ス
等

を
確

定
す

る
。

併
せ

て
１

年
生

及
び

中
学

生
等

へ
の

周
知

を
継

続

し
、

新
コ

ー
ス

希
望

者
を

確
保

す

る
。

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
の

コ
ー

ス
横

断
型

の
医

工
連

携
教

育
・

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
、

３
年

生
及

び
４

年
生

で
教

育
を

実
施

し
、

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
は

、
オ

ー
プ

ン
カ

レ
ッ

ジ
や

関
連

機
関

と
の

共
催

講
座

を
準

備
・

開
設

す
る

。
共

同
研

究
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

状
況

を
踏

ま
え

な
が

ら
､
都

立
大

健
康

福
祉

学
部

・
人

間
健

康
科

学
研

究
科

と
共

同
研

究
の

礎
を

構
築

す
る

。
（

4
-
1
1
再

掲
）

 

（
１

）
新

し
い

も
の

づ
く

り
を

牽
引

す
る

実
践

的
技

術
者

の
育

成
 

①
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

け
る

コ
ー

ス
再

編
後

の
本

科
教

育
の

開
始

 

 
＜

取
組

事
項

＞
 

 
 

・
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

に
教

育
を

開
始

す
る

２
つ

の
新

コ
ー

ス
の

３
年

生
に

係
る

シ
ラ

バ
ス

作
成

し
、

必
要

な
設

備
・

備
品

等
の

準
備

作
業

を
行

っ
た

。
 

・
令

和
６

（
2
0
2
4
）

年
度

に
教

育
を

開
始

す
る

２
つ

の
新

コ
ー

ス
の

４
年

生
に

係
る

シ
ラ

バ
ス

案
や

実
験

実
習

等
の

実
技

科
目

の
内

容
案

を
策

定
し

た
｡
 

・
中

学
生

や
保

護
者

へ
の

周
知

及
び

コ
ー

ス
分

け
に

向
け

た
１

年
生

へ
の

教
育

内
容

の
周

知
を

行
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

に
策

定
し

た
シ

ラ
バ

ス
に

則
っ

た
２

つ
の

新
コ

ー
ス

２
年

生
の

教
育

を
開

始
し

た
。

 

・
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

に
実

施
す

る
２

つ
の

新
コ

ー
ス

３
年

生
の

教
育

に
備

え
た

シ
ラ

バ
ス

案
や

実
験

実
習

等
の

実
技

科
目

の
内

容
案

が
確

定
し

た
｡
 

・
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

に
必

要
な

設
備

・
備

品
等

の
整

備
が

完
了

し
た

 

・
学

校
説

明
会

等
の

イ
ベ

ン
ト

に
お

い
て

、
中

学
生

及
び

保
護

者
に

対
し

て
新

コ
ー

ス
の

認
知

度
を

高
め

た
。

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
度

入
試

の
出

願
時

ア
ン

ケ
ー

ト
に

て
希

望
コ

ー
ス

の
調

査
を

行
っ

た
結

果
、
「

未
定

」
と

回
答

し
た

8
6
人

を
除

き
、

情
報

シ
ス

テ
ム

工
学

コ
ー

ス
に

あ
っ

て
は

目
標

の
希

望
者

割
合

で
あ

る
1
2
％

を
大

き
く

上

回
る

2
2
.
4
％

と
な

り
、

A
I
ス

マ
ー

ト
工

学
コ

ー
ス

に
あ

っ
て

は
目

標
を

わ
ず

か
に

下
回

る
1
1
.
7
％

で
あ

っ
た

も
の

の
、

全
８

コ
ー

ス
中

２
番

目
の

人
気

と
な

り
、

い
ず

れ
の

コ
ー

ス
も

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

の
出

願
時

ア
ン

ケ
ー

ト
比

で
プ

ラ
ス

と
な

っ
た

。
 

・
２

月
に

実
施

し
た

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
度

本
科

２
年

の
コ

ー
ス

選
択

に
お

い
て

、
新

コ
ー

ス
希

望
者

が
全

3
2
4
人

中
7
9
人

（
A
I
ス

マ
ー

ト
工

学
コ

ー
ス

3
7
人

、
情

報
シ

ス
テ

ム
工

学
コ

ー
ス

4
2
人

）
の

2
4
.
4
％

だ
っ

た
。

 

②
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

け
る

コ
ー

ス
横

断
型

の
医

工
連

携
教

育
・

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
 

 
＜

取
組

事
項

＞
 

 
 

・
未

来
工

学
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
論

文
、

学
科

試
験

及
び

面
接

に
よ

る
選

抜
試

験
に

よ
り

履
修

が
決

定
し

た
第

一
期

生
（

本
科

４
年

生
）

及
び

第
二

期
生

（
本

科
３

年

生
）

各
1
6
人

に
対

し
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

始
す

る
と

と
も

に
、

第
三

期
生

（
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

履
修

者
）

募
集

の
説

明
会

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
教

育
に

必
要

な
設

備
や

備
品

の
整

備
、

本
科

５
年

生
向

け
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

等
の

作
成

を
進

め
、

次
年

度
実

施
に

向
け

た
環

境
を

整
備

し
た

。
 

 
 

・
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

で
は

、
都

立
大

、
都

健
康

長
寿

医
療

セ
ン

タ
ー

、
都

中
小

企
業

振
興

公
社

等
と

連
携

し
講

座
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
実

施
し

た
講

座
ア

ン
ケ

ー
ト

等

を
分

析
し

､
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

の
本

格
実

施
に

向
け

た
準

備
を

整
え

た
。

 

 
 

・
共

同
研

究
で

は
、

専
攻

科
生

に
よ

る
リ

ハ
ビ

リ
支

援
や

健
康

推
進

を
図

る
機

器
に

つ
い

て
の

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

デ
ザ

イ
ン

を
実

施
し

、
都

立
大

大
学

院
人

間
健

康
科

学

研
究

科
の

大
学

院
生

等
と

の
連

携
を

深
め

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

 
 

・
未

来
工

学
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
お

い
て

、
第

３
学

年
で

は
施

設
見

学
会

な
ど

の
取

組
を

充
実

さ
せ

、
第

４
学

年
で

は
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
の

基
礎

と
な

る
統

計
学

の
学

習

と
と

も
に

、
A
I
を

活
用

し
た

画
像

認
識

の
コ

ン
ペ

テ
ィ

シ
ョ

ン
を

実
施

す
る

な
ど

の
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
導

入
し

た
授

業
展

開
を

通
し

て
、

着
実

に
学

び
を

深

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

第
三

期
（

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
度

）
の

受
講

希
望

者
の

選
抜

を
行

い
、

2
1
人

の
希

望
者

中
1
4
人

の
受

講
が

決
定

し
た

。
 

・
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

で
は

、
1
1
講

座
を

開
講

し
受

講
者

の
意

見
や

ニ
ー

ズ
を

集
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
次

年
度

か
ら

受
講

料
を

徴
収

す
る

た
め

に
必

要
な

「
東

京

都
立

産
業

技
術

高
等

専
門

学
校

医
工

連
携

教
育

・
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
要

綱
」

を
制

定
し

た
。

 

 
 

・
共

同
研

究
で

は
、

都
立

大
大

学
院

人
間

健
康

科
学

研
究

科
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

、
介

護
福

祉
施

設
を

取
材

し
た

結
果

等
を

基
に

、
３

班
編

成
で

３
件

の
デ

ザ
イ

ン
思

考
ア

イ

デ
ア

を
創

出
し

、
現

場
で

よ
り

活
用

で
き

る
機

器
を

製
作

し
た

。
そ

の
製

作
過

程
や

成
果

発
表

会
に

お
い

て
、

都
立

大
教

員
及

び
大

学
院

生
か

ら
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
受

け
る

な
ど

、
都

立
大

と
高

専
と

の
結

び
つ

き
を

強
化

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
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中
期

計
画

番
号

 

3
-
0
1

 
◇

新
た

な
職

業
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
 

②
産

業
界

や
社

会
の

人
材

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
、

実
践

的
な

知
識

・
技

術
の

習
得

に
向

け
た

新
た

な
職

業
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
す

る
。

 

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

技
術

者
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

は
【

平
成

3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

】
に

第
１

期
生

を
輩

出
、
【

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

ま
で

に
5
0
人

以
上

】
の

修
了

者
を

輩
出

す
る

。
航

空
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
は

【
令

和
元

（
2
0
1
9
）

年
度

】
に

第
１

期
生

を
輩

出
、
【

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

ま
で

に
2
0
人

以
上

】
の

修
了

者
を

輩
出

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＳＳ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

し
、

本
科

の
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
教

育
を

向
上

さ
せ

る
。

専
攻

科
学

生
に

対
す

る
継

続
的

且
つ

、
実

践
的

な
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
教

育
を

実
施

す
る

。
（

4
-
1
1
再

掲
）

 

      （
２

）
【

拡
充

】
社

会
人

向
け

の
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

を
さ

ら
に

拡
充

す
る

と
と

も
に

、
社

会
人

研
究

生
を

受
け

入
れ

る
。
（

4
-
1
1

再
掲

）
 

             （
３

）
【

継
続

】
産

業
界

や
社

会
の

人
材

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

､
航

空
技

術
者

育
成

プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
す

る
。
（

4
-
1
1
再

掲
）

 

（
１

）
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

 

【
特

記
事

項
Ⅲ

―
２

 
参

照
】

 

（
特

記
事

項
の

ポ
イ

ン
ト

）
 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

は
、

4
0
人

（
本

科
：

３
年

生
1
4
人

、
４

年
生

1
0
人

、
５

年
生

1
2
人

、
専

攻
科

：
１

年
生

２
人

、
２

年
生

２
人

）
が

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

履
修

し
、

本
科

で
1
2
人

、
専

攻
科

で
２

人
の

修
了

生
を

輩
出

し
た

。
 

・
本

科
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

生
の

進
路

が
、

専
攻

科
進

学
５

人
、

就
職

７
人

（
情

報
通

信
企

業
１

人
、

情
報

シ
ス

テ
ム

企
業

１
人

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
企

業
４

人
、

情
報

通
信

機
器

製
造

企
業

１
人

）
と

決
定

し
た

。
 

・
専

攻
科

プ
ロ

グ
ラ

ム
履

修
生

２
人

の
進

路
が

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
企

業
へ

の
就

職
と

決
定

し
た

。
 

・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
へ

の
参

加
を

通
じ

、
学

生
に

I
T
企

業
や

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

企
業

へ
の

就
職

に
つ

い
て

具
体

的
な

イ
メ

ー
ジ

を
持

た
せ

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
中

学
生

向
け

勉
強

会
で

は
、

中
学

生
に

楽
し

く
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
を

学
ぶ

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
同

勉
強

会
で

は
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

生
が

主
体

と
な

っ
て

企
画

、
教

材
開

発
及

び
シ

ス
テ

ム
構

築
を

行
い

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

対
す

る
理

解
を

深
め

る
こ

と
に

つ
な

が
っ

た
。

 

・
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

の
新

３
年

生
８

人
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
履

修
生

が
決

定
し

た
。

 

 （
２

）
社

会
人

向
け

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

教
育

の
実

施
 

 
（

特
記

事
項

の
ポ

イ
ン

ト
）

 

・
社

会
人

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
、

キ
ャ

リ
ア

チ
ェ

ン
ジ

の
機

会
を

創
出

す
る

た
め

、
社

会
人

向
け

に
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
L
a
b
.
の

３
講

義
「

実
践

！
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
監

査
」
（

全
1
2
回

）
、
「

デ
ジ

タ
ル

フ
ォ

レ
ン

ジ
ッ

ク
基

礎
（

専
攻

科
・

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

特
別

演
習

Ⅱ
）
」
（

全
1
5
回

）
、
「

セ
キ

ュ
ア

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
（

専
攻

科
・

プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

特
論

I
I
）
」
（

全
８

回
）

を
オ

ン
ラ

イ
ン

で
、

I
C
T
 
L
a
b
.
の

エ
ン

ジ
ニ

ア
向

け
講

座
（

全
２

回
）

及
び

非
エ

ン
ジ

ニ
ア

向
け

講
座

（
全

２
回

）
を

対
面

で
実

施
し

た
。

 

・
公

立
小

中
学

校
教

員
を

対
象

に
、

I
C
T
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
つ

い
て

の
知

識
獲

得
の

機
会

を
創

出
す

る
た

め
の

講
義

「
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
L
a
b
.
 
f
o
r
 
T
e
a
c
h
e
r
s
」

を
対

面
で

開
催

し
、

5
0
人

以
上

が
受

講
し

た
。

 

・
2
5
歳

以
下

の
学

生
（

高
校

生
、

専
門

学
校

生
、

高
専

・
大

学
生

及
び

大
学

院
生

）
を

対
象

に
、

I
C
T
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
関

す
る

体
験

型
の

学
習

機
会

を
創

出
す

る

た
め

の
講

義
「

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

T
O
K
Y
O
 
f
o
r
 
U
2
5
」

を
２

回
（

１
月

2
1
日

、
２

月
1
8
日

）
、
「

I
C
T
基

礎
L
a
b
.
 
f
o
r
 
U
2
5
」

を
２

回
（

３
月

1
2
日

、
３

月

1
8
・

1
9
日

）
開

催
し

た
。

 

・
東

京
都

の
次

世
代

を
担

う
若

年
層

の
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
人

材
を

発
掘

・
育

成
す

る
た

め
、

高
専

、
一

般
社

団
法

人
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
・

キ
ャ

ン
プ

協
議

会
（

以
下

「
キ

ャ

ン
プ

協
議

会
」

と
い

う
。
）

及
び

独
立

行
政

法
人

情
報

処
理

推
進

機
構

（
略

称
I
P
A
、

以
下

「
I
P
A
」

と
い

う
。
）

の
共

催
で

「
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
・

ミ
ニ

キ
ャ

ン
プ

 
i
n
 
東

京
 

2
0
2
2
」
（

1
2
月

1
7
日

、
1
8
日

）
を

オ
ン

ラ
イ

ン
で

実
施

し
、

6
8
人

が
参

加
し

た
。

 

・
全

て
の

講
座

に
お

い
て

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

で
は

9
0
％

以
上

の
受

講
者

か
ら

「
大

い
に

役
に

立
つ

」
「

役
に

立
つ

」
と

の
回

答
を

得
て

い
る

。
 

・
本

校
卒

業
生

等
が

高
度

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ス
キ

ル
を

修
得

す
る

機
会

を
創

出
す

る
た

め
、

研
究

生
を

５
人

（
本

科
卒

業
生

３
人

・
専

攻
科

修
了

生
２

人
）

受
け

入
れ

、

企
業

で
の

業
務

で
は

触
れ

る
機

会
が

少
な

い
I
C
T
技

術
を

学
ぶ

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 

（
３

）
航

空
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

 

（
特

記
事

項
の

ポ
イ

ン
ト

）
 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

は
、

3
1
人

（
本

科
：

２
年

生
８

人
、

３
年

生
８

人
、

４
年

生
７

人
、

５
年

生
８

人
）

が
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
履

修
し

、
８

人
の

修
了

生
を

輩
出

し
た

。

な
お

、
初

め
て

修
了

生
を

輩
出

し
た

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
度

か
ら

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

ま
で

の
４

年
間

で
、

計
3
0
人

の
修

了
生

を
輩

出
し

た
。

 

・
本

科
４

年
生

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

者
７

人
全

員
が

主
要

航
空

会
社

等
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
参

加
し

た
。

 

・
本

科
５

年
生

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

者
の

進
路

が
、

進
学

２
人

（
専

攻
科

２
人

）
、

就
職

６
人

（
航

空
整

備
企

業
等

４
人

、
航

空
製

造
関

係
企

業
２

人
）

と
決

定
し

た
。
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中
期

計
画

番
号

 

3
-
0
2

 
◇

教
育

内
容

の
充

実
 

③
【

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

】
に

実
験

・
実

習
設

備
を

整
備

し
、

新
教

育
課

程
に

対
応

し
た

教
育

を
実

施
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

――
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

年
度

計
画

な
し

 

（
平

成
2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

に
達

成
済

み
）

 

 

  中
期

計
画

番
号

 

3
-
0
3

 
④

【
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

】
の

J
A
B
E
E
受

審
を

目
指

し
、

J
A
B
E
E
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
対

応
し

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

実
施

す
る

。
 

ま
た

、
企

業
ア

ン
ケ

ー
ト

や
卒

業
生

ア
ン

ケ
ー

ト
を

着
実

に
実

施
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
J
A
B
E
E
新

規
審

査
結

果
を

受

け
､
継

続
的

に
教

育
改

善
の

シ
ス

テ
ム

の
点

検
を

実
施

す
る

｡
（

3
-
2
6
再

掲
）

 （
１

）
継

続
的

な
教

育
改

善
シ

ス
テ

ム
の

点
検

 

 
＜

取
組

事
項

＞
 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

に
J
A
B
E
E
認

定
を

受
け

た
際

の
指

摘
事

項
を

受
け

、
継

続
し

て
教

育
内

容
の

点
検

改
善

を
実

施
す

る
た

め
「

プ
ロ

グ
ラ

ム
点

検
改

善
部

会
」

を
設

置
し

、
各

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

お
け

る
点

検
改

善
の

体
制

・
仕

組
み

を
整

え
、

ま
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

点
検

の
フ

ォ
ロ

ー
や

現
状

の
問

題
点

の
抽

出
な

ど
を

行
っ

た
。

 

・
各

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
内

に
点

検
改

善
組

織
を

置
き

、
点

検
改

善
の

仕
組

み
（

P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
）

を
明

確
化

し
た

。
 

・
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

の
３

つ
の

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

機
械

工
学

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
、

電
気

電
子

工
学

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
及

び
情

報
工

学
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

）
に

お
い

て
、

「
プ

ロ
グ

ラ
ム

点
検

改
善

部
会

」
を

中
心

に
、

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
度

の
J
A
B
E
E
受

審
（

中
間

審
査

）
に

向
け

た
準

備
を

行
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
各

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

お
け

る
教

育
内

容
の

点
検

改
善

を
、

所
属

す
る

全
教

員
に

よ
っ

て
行

う
組

織
体

制
を

構
築

し
た

。
 

・
各

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

お
い

て
、

学
習

・
教

育
到

達
目

標
の

見
直

し
を

行
っ

た
。

 

・
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

の
J
A
B
E
E
受

審
（

中
間

審
査

）
の

申
請

を
行

っ
た

。
 

   
※

J
A
B
E
E
：

J
a
p
a
n
 
A
c
c
r
e
d
i
t
a
t
i
o
n
 
B
o
a
r
d
 
f
o
r
 
E
n
g
i
n
e
e
r
i
n
g
 
E
d
u
c
a
t
i
o
n
 
の

略
。

一
般

社
団

法
人

日
本

技
術

者
教

育
認

定
機

構
（

J
A
B
E
E
）

は
、

技
術

者
教

育
プ

ロ
グ

ラ

ム
の

審
査

・
認

定
を

行
う

非
営

利
団

体
で

あ
り

、
当

該
機

構
に

よ
る

認
定

を
受

け
る

こ
と

で
、

技
術

者
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
質

が
保

証
さ

れ
、

そ
の

国
際

的
な

通

用
性

を
担

保
さ

れ
る

。
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中
期

計
画

番
号

 

3
-
0
4

 
◇

新
た

な
教

育
体

制
・

手
法

の
開

発
 

⑤
コ

ー
ス

横
断

の
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
デ

ザ
イ

ン
教

育
や

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

推
進

に
よ

り
、

課
題

発
見

・
解

決
型

の
実

践
的

な
教

育
を

展
開

し
、

創
造

的
な

技
術

者
の

育

成
を

図
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

新
規

】
デ

ジ
タ

ル
技

術
を

活
用

し
、

技
術

の
見

え
る

化
を

実
現

す
る

こ
と

で
、

新
た

な
機

械
系

も
の

づ
く

り
実

習
環

境
を

構
築

、
活

用
す

る
。

 

    （
２

）
◆

【
継

続
】

オ
ン

ラ
イ

ン
や

少
人

数

で
の

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
､
遠

隔
通

信
ツ

ー
ル

等
も

取
り

入
れ

､
ア

ク
テ

ィ
ブ

・

ラ
ー

ニ
ン

グ
推

進
に

向
け

た
環

境
整

備
等

を
行

う
と

と
も

に
､
デ

ザ
イ

ン
思

考
を

取
り

入
れ

た
授

業
を

実
施

す
る

こ
と

で
､
学

生
の

課
題

発
見

・
解

決
力

を
向

上
さ

せ
る

｡
 

（
１

）
新

た
な

機
械

系
も

の
づ

く
り

実
験

実
習

環
境

の
構

築
、

活
用

 

【
特

記
事

項
Ⅲ

－
３

 
参

照
】

 

（
特

記
事

項
の

ポ
イ

ン
ト

）
 

・
機

械
加

工
（

旋
盤

及
び

フ
ラ

イ
ス

盤
作

業
）

に
関

す
る

実
験

実
習

型
の

授
業

に
お

い
て

、
実

習
教

育
D
X
を

実
施

し
た

結
果

、
多

数
の

学
生

が
同

時
に

教
員

の
指

示
や

見

本
と

な
る

動
作

を
正

確
に

理
解

す
る

こ
と

が
可

能
と

な
り

、
作

業
の

効
率

性
と

安
全

性
の

両
方

を
向

上
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

で
は

、
実

習
教

育
D
X
の

導
入

に
よ

り
、

初
学

者
が

ス
ム

ー
ズ

に
加

工
作

業
に

慣
れ

る
と

い
う

点
で

重
要

な
役

割
を

果
た

す
こ

と
が

分
か

っ
た

。
 

・
大

田
区

及
び

品
川

区
か

ら
の

受
託

事
業

で
あ

る
「

若
手

技
術

者
支

援
の

た
め

の
講

座
」

に
お

い
て

、
高

専
学

生
向

け
に

実
施

し
た

実
習

教
育

D
X
の

成
果

を
活

用
し

た
。

 

 

（
２

）
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

推
進

と
デ

ザ
イ

ン
思

考
を

取
り

入
れ

た
授

業
の

実
施

 

 
＜

取
組

事
項

＞
 

・
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

で
は

、
こ

れ
ま

で
の

実
技

系
科

目
や

演
習

を
含

む
科

目
に

、
未

来
工

学
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
演

習
科

目
を

加
え

た
計

3
4
科

目
に

お
い

て
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
防

止
対

策
を

行
い

な
が

ら
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

都
立

大
大

学
院

人
間

健
康

科
学

研
究

科
や

介
護

福
祉

施
設

と
遠

隔
通

信
を

用
い

て
意

見
交

換
を

行
い

、
デ

ザ
イ

ン
思

考
の

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

デ
ザ

イ
ン

に
係

る
授

業
を

実
施

し
た

。
一

方
、

品
川

キ
ャ

ン
パ

ス
で

は
、

ほ
ぼ

全
て

の
授

業
で

対
面

授
業

が
実

現
で

き
た

こ
と

か
ら

、
遠

隔
通

信
ツ

ー
ル

等
を

用
い

る
こ

と
な

く
、

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
を

対
面

で
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
防

止
対

策
を

十
分

に
施

し
た

上
で

、
内

容
に

応
じ

て
オ

ン
ラ

イ
ン

と
対

面
を

組
み

合
わ

せ
た

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
や

デ
ザ

イ
ン

思

考
の

授
業

を
実

践
し

、
学

生
の

課
題

発
見

・
解

決
力

の
向

上
を

図
っ

た
。

学
生

に
と

っ
て

オ
ン

ラ
イ

ン
上

で
の

学
習

が
身

近
に

な
っ

た
こ

と
も

踏
ま

え
、

外
部

と
の

交
流

等
に

も
オ

ン
ラ

イ
ン

を
活

用
す

る
こ

と
で

、
よ

り
多

く
の

学
び

の
機

会
を

提
供

し
た

。
ま

た
、

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
実

践
の

蓄
積

を
踏

ま
え

、
よ

り
効

果
的

な
授

業
の

検
討

を
継

続
的

に
実

施
し

た
。
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中
期

計
画

番
号

 

3
-
0
5

 
◇

国
際

的
に

活
躍

で
き

る
技

術
者

の
育

成
 

⑥
平

成
2
8
（

2
0
1
6
）

年
度

ま
で

の
海

外
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
再

構
築

し
、
【

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

】
か

ら
新

た
な

海
外

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

す
る

。
海

外
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

の

参
加

者
は

【
毎

年
度

7
0
人

】
と

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

グ
ロ

ー
バ

ル
・

コ
ミ

ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

(
G
C
P
)

及
び

イ
ン

タ
ー

ナ
シ

ョ
ナ

ル
・

エ
デ

ュ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

(
I
E
P
)

の
２

つ
の

海
外

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
､
7
0
人

の
参

加
者

を
確

保
し

て

実
施

す
る

と
と

も
に

､
研

修
内

容
の

改

善
を

図
る

｡
（

3
-
2
7
再

掲
）

 

（
１

）
国

際
的

に
活

躍
で

き
る

技
術

者
の

育
成

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
２

つ
の

海
外

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

グ
ロ

ー
バ

ル
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
(
G
C
P
)
及

び
イ

ン
タ

ー
ナ

シ
ョ

ナ
ル

・
エ

デ
ュ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

プ
ロ

グ
ラ

ム

(
I
E
P
)
）

を
実

施
し

た
。

G
C
P
は

、
リ

ー
ダ

ー
２

人
、

メ
ン

バ
ー

1
3
人

の
合

計
1
5
人

、
I
E
P
は

、
合

計
3
8
人

が
参

加
し

た
。

 

・
第

1
0
回

G
C
P
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

対
す

る
出

国
及

び
帰

国
の

制
限

が
緩

和
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
コ

ロ
ナ

陽
性

者
発

生
時

の
基

本
対

応
方

針
等

感
染

症

対
策

を
講

じ
た

上
で

２
年

ぶ
り

に
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
へ

渡
航

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
さ

ら
に

、
現

地
の

引
率

教
員

と
国

内
待

機
教

職
員

が
定

期
的

に
オ

ン
ラ

イ
ン

会
議

の
場

を
設

け
る

こ
と

で
現

地
の

感
染

状
況

や
学

生
の

活
動

状
況

を
適

切
に

確
認

で
き

る
体

制
構

築
の

下
、

海
外

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

し
た

。
 

・
第

６
回

I
E
P
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

ウ
ク

ラ
イ

ナ
情

勢
等

に
よ

る
社

会
的

状
況

及
び

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

る
ホ

ー
ム

ス
テ

イ
先

の
受

入
不

可
な

ど
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
上

の
特

性
を

鑑
み

、
シ

ア
ト

ル
へ

の
渡

航
は

中
止

し
、

対
面

と
オ

ン
ラ

イ
ン

を
組

み
合

わ
せ

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

た
。

 

・
I
E
P
の

発
展

的
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
も

あ
る

G
C
P
の

参
加

者
の

選
抜

に
当

た
っ

て
は

、
I
E
P
参

加
経

験
者

か
ら

の
推

薦
選

考
を

行
う

こ
と

に
よ

り
両

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

継
続

性
を

重
視

し
た

。
 

・
個

人
単

位
の

内
容

が
主

だ
っ

た
I
E
P
に

、
少

人
数

で
デ

ザ
イ

ン
シ

ン
キ

ン
グ

を
行

う
課

題
解

決
型

グ
ル

ー
プ

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

等
を

取
り

入
れ

、
チ

ー
ム

で
活

動
す

る

G
C
P
へ

の
接

続
強

化
を

図
っ

た
。

 

・
第

四
期

中
期

計
画

を
見

据
え

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

改
善

に
向

け
た

検
討

を
行

い
、

G
C
P
の

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

以
外

の
新

た
な

渡
航

先
で

の
展

開
に

つ
な

が
る

調
査

等
を

実
施

し

た
。

 

・
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

実
施

予
定

の
第

1
1
回

G
C
P
の

参
加

者
募

集
を

行
い

、
I
E
P
参

加
者

を
対

象
と

し
た

推
薦

枠
を

含
む

選
抜

を
実

施
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

［
G
C
P
］

 

・
到

達
目

標
で

あ
る

7
0
人

の
う

ち
、

G
C
P
1
5
人

の
参

加
者

を
確

保
し

た
。

 

・
国

内
プ

ロ
グ

ラ
ム

：
リ

ー
ダ

ー
研

修
（

４
回

）
、

全
体

研
修

（
８

回
）
、

国
内

合
宿

研
修

（
６

月
1
0
日

～
1
2
日

）
、

中
間

報
告

会
（

６
月

2
5
日

）
、

オ
ン

ラ
イ

ン
プ

レ
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
（

８
月

６
日

）
、

海
外

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

８
月

2
9
日

～
９

月
６

日
）
、

最
終

報
告

会
（

1
0
月

2
9
日

）
を

実
施

し
た

。
 

・
国

内
合

宿
に

お
い

て
も

感
染

症
対

策
を

徹
底

し
、

海
外

プ
ロ

グ
ラ

ム
実

施
の

際
の

感
染

症
対

策
の

確
認

も
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
渡

航
先

の
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
に

お
い

て
も

感
染

症
対

策
を

徹
底

し
、

感
染

者
を

一
人

も
出

す
こ

と
な

く
海

外
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
シ

ン

ガ
ポ

ー
ル

入
国

及
び

日
本

帰
国

の
際

は
、

手
続

や
条

件
（

ワ
ク

チ
ン

接
種

回
数

や
陰

性
証

明
書

等
に

つ
い

て
）

を
事

前
に

十
分

に
確

認
し

、
電

子
申

請
や

ア
プ

リ
を

積
極

的
に

利
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

手
続

き
時

間
を

短
縮

し
、

ス
ム

ー
ズ

に
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
初

期
・

中
間

・
終

了
時

の
計

３
回

実
施

す
る

自
己

評
価

に
よ

る
ス

キ
ル

到
達

度
測

定
で

は
、

課
題

解
決

力
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

実
行

力
が

段
階

的
に

向
上

し
て

お
り

、
終

了
後

ア
ン

ケ
ー

ト
で

も
参

加
者

か
ら

大
変

高
い

満
足

度
を

得
る

な
ど

、
G
C
P
の

目
的

に
合

致
し

た
結

果
と

な
っ

た
。

 

［
I
E
P
］

 

・
到

達
目

標
で

あ
る

7
0
人

の
う

ち
、

I
E
P
3
8
人

の
参

加
者

を
確

保
し

た
｡
 

・
I
E
P
募

集
説

明
会

で
は

1
6
0
人

以
上

の
参

加
者

数
が

あ
っ

た
が

、
面

接
選

考
直

前
で

の
渡

航
中

止
決

定
を

受
け

、
応

募
者

数
は

4
0
人

と
な

っ
た

。
 

・
国

内
プ

ロ
グ

ラ
ム

：
事

前
研

修
（

８
月

1
6
日

～
1
9
日

）
､
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

８
月

2
3
日

～
９

月
１

日
）
、

事
後

研
修

（
９

月
2
3
日

）
、

最
終

報
告

会
（

1
0
月

2
9
日

）
を

実
施

し
た

。
 

・
デ

ザ
イ

ン
シ

ン
キ

ン
グ

を
取

り
入

れ
、

課
題

解
決

型
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
行

い
、

G
C
P
と

の
接

続
に

向
け

た
更

な
る

強
化

を
図

っ
た

。
 

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

終
了

後
の

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
、

海
外

エ
ン

ジ
ニ

ア
や

海
外

で
働

く
こ

と
へ

の
興

味
や

、
英

語
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

や
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い

て
学

ぶ
こ

と
が

で
き

た
等

、
大

変
高

い
満

足
度

を
得

て
、

I
E
P
の

目
的

に
合

致
し

た
結

果
と

な
っ

た
。

 

［
全

体
］

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
活

動
が

制
限

さ
れ

る
中

で
、

到
達

目
標

で
あ

る
7
0
人

の
う

ち
5
3
人

（
G
C
P
1
5
人

、
I
E
P
3
8
人

）
の

参
加

者
を

確
保

し
た

｡
 

・
第

1
1
回

G
C
P
参

加
者

の
選

定
に

当
た

っ
て

は
、

I
E
P
参

加
経

験
者

を
対

象
と

し
た

1
0
人

程
度

の
推

薦
枠

を
設

け
る

こ
と

に
よ

り
、

２
つ

の
国

際
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
相

互
関

係
性

に
よ

る
教

育
効

果
の

向
上

を
図

っ
た

。
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

に
お

い
て

は
、

1
0
人

が
こ

の
推

薦
枠

に
よ

る
G
C
P
へ

の
参

加
が

決
定

し
た

。
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・
第

1
1
回

G
C
P
選

抜
結

果
は

、
次

の
と

お
り

と
な

っ
た

。
 

推
薦

選
抜

枠
：

説
明

会
参

加
者

1
8
人

、
応

募
者

数
2
0
人

、
合

格
者

数
1
0
人

 

一
般

募
集

枠
：

説
明

会
参

加
者

1
2
人

、
応

募
者

数
2
9
人

、
合

格
者

数
2
0
人

 

・
応

募
者

数
の

向
上

に
向

け
、

g
o
o
g
l
e
 
c
l
a
s
s
r
o
o
m
を

活
用

し
、

学
生

が
海

外
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
情

報
を

受
け

取
り

や
す

い
環

境
の

整
備

を
行

っ
た

。
 

・
第

1
1
回

G
C
P
説

明
会

で
は

、
第

1
0
回

G
C
P
参

加
者

に
よ

る
体

験
談

の
講

演
機

会
を

設
け

る
こ

と
で

、
G
C
P
へ

の
参

加
を

検
討

し
て

い
る

学
生

へ
の

興
味

・
関

心
を

高
め

た
。

 

 ※
グ

ロ
ー

バ
ル

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
G
C
P
）
：

都
立

大
、

産
技

大
及

び
高

専
の

学
生

が
チ

ー
ム

を
組

み
、

国
内

外
の

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

等
を

通
じ

て
、

課
題

解
決

力
や

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

養
う

海
外

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
。

  
※

イ
ン

タ
ー

ナ
シ

ョ
ナ

ル
・

エ
デ

ュ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
I
E
P
）
：

海
外

企
業

に
お

け
る

職
場

体
験

や
英

語
学

習
、

先
端

技
術

に
触

れ
る

機
会

等
を

通
し

て
、

将

来
、

国
際

的
に

活
躍

す
る

エ
ン

ジ
ニ

ア
と

な
る

た
め

の
動

機
付

け
を

行
う

と
と

も
に

、
国

際
的

な
企

業
が

取
り

組
む

課
題

に
つ

い
て

の
興

味
・

関
心

を
持

た
せ

る
こ

と

で
、

グ
ロ

ー
バ

ル
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
へ

の
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

の
機

会
を

提
供

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
 

  中
期

計
画

番
号

 

3
-
0
6

 
⑦

も
の

づ
く

り
産

業
の

グ
ロ

ー
バ

ル
化

に
対

応
で

き
る

技
術

者
を

育
成

す
る

た
め

、
専

門
科

目
に

つ
い

て
、

英
語

に
よ

る
授

業
の

推
進

を
検

討
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

か
ら

の
専

攻
科

の
一

部
専

門
科

目
の

英
語

教
育

導
入

に
向

け
て

､
試

行
授

業
を

実

施
す

る
｡
（

3
-
2
5
再

掲
）

 

（
１

）
専

攻
科

一
部

専
門

科
目

の
英

語
教

育
導

入
に

向
け

た
取

組
 

＜
取

組
事

項
＞

 
・

全
員

履
修

の
共

通
科

目
に

つ
い

て
、

英
語

で
の

講
義

を
実

施
し

た
。

 

・
共

同
研

究
や

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
通

じ
、

留
学

し
て

い
る

大
学

生
と

議
論

を
行

う
仕

組
み

づ
く

り
を

検
討

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
東

工
大

教
員

の
オ

ム
ニ

バ
ス

授
業

で
あ

る
「

先
端

科
学

技
術

特
論

」
に

お
い

て
英

語
に

よ
る

講
義

を
依

頼
し

、
1
2
テ

ー
マ

の
う

ち
６

テ
ー

マ
に

つ
い

て
英

語
講

義
を

実
施

し
た

。
専

攻
科

１
年

生
は

全
員

が
こ

の
科

目
を

履
修

し
て

お
り

、
専

門
英

語
を

身
近

に
体

験
で

き
る

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 
・

都
立

大
大

学
院

人
間

健
康

科
学

研
究

科
の

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

か
ら

の
留

学
生

４
人

と
高

専
専

攻
科

生
３

人
の

研
究

交
流

を
実

施
し

、
英

語
に

よ
る

議
論

の
仕

方
や

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
方

法
な

ど
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
国

立
高

専
機

構
の

支
援

に
よ

る
マ

レ
ー

シ
ア

留
学

生
の

多
く

の
受

入
実

績
を

持
つ

豊
橋

技
術

科
学

大
学

の
江

﨑
将

人
特

定
教

授
が

高
専

の
運

営
協

力
者

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

高
専

専
攻

科
の

グ
ロ

ー
バ

ル
化

に
つ

い
て

議
論

を
行

っ
た

。
豊

橋
技

術
科

学
大

学
で

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
で

中
止

し
て

い
た

国
際

交
流

を
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

か
ら

再
開

す
る

と
の

こ
と

で
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

等
も

含
め

た
両

校
の

協
業

の
可

能
性

に
つ

い
て

検
討

し
た

。
 

 
 

Ⅲ　東京都立産業技術高等専門学校の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

　１　教育に関する目標を達成するための措置

－ 290 －



大大
項項

目目
番番

号号
  

２２
２２
  

教教
育育

のの
実実

施施
体体

制制
等等
  

【
教
育
シ
ス
テ
ム
の
継

続
的
な

改
善
、
他
の
教
育
機
関

等
と
の

連
携
】
 

１
 
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

教
育

の
実

施
体

制
等

に
関

す
る

目
標

を
達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

（
中
期
目
標
）
 

○
地
元
企
業
等
と
の
連
携
を
強

化
し

、
技

術
革

新
や

産
業

界
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
て

教
育

内
容

に
反

映
さ
せ

る
等

、
よ

り
実

践
的

な
教

育
を

推
進

す
る

体
制

を
整

備
す

る
。

 
 

○
東
京
都
立
産
業
技
術
大
学
院

大
学

、
東

京
都

立
大

学
等

の
他

の
教

育
機

関
と

の
連

携
を

推
進

し
、

よ
り
体

系
的

な
知

識
・

技
術

を
学

ぶ
機

会
等

を
拡

充
す

る
。

 
 

中
期
計
画
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
 

自
己

評
価
 

（
２
）
教
育
の
実
施
体
制
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の

措
置

 

◇
教
育
シ
ス
テ
ム
の
継
続
的
な
改
善
 

【
3
-
0
7
】
①
運
営
協
力
者
会
議
を
活
用
し
て
外
部
評
価
を
実
施

し
、
産

業
界

の

ニ
ー
ズ
を

教
育
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
教
育

内
容

の
改

善
を

図
る
。
 

  ◇
他
の
教
育
機
関
等
と
の
連
携
 

【
3
-
0
8
】
②
都
立
工
業

高
校
か
ら
の
編
入
学
生
受
入
れ
の
た
め

の
接

続
プ

ロ
グ

ラ
ム
を
着

実
に
実
施
す
る
。
 

  【
3
-
0
9
】
◆
③
東
京
都
立
産
業
技
術
大
学
院
大
学
や
東
京
都
立

大
学

等
と

の

連
携
を
推
進

し
、
実
践
的
な
専
門
教
育
の
充
実
を
図
る

た
め

の
社

会
人
向
け
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
や
海
外
交
流
プ
ロ

グ
ラ

ム
等

を
実
施
す
る

。
ま
た
、
更
な
る
連
携
を
促
進
す
る
た
め

に
、

法
人

や
法
人
内
の

教
育
研
究
機
関
と
協
力
し
、
課
題
の
検
証

を
踏

ま
え

つ
つ
、
新
た

な
連
携
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

る
。

 

 

  【
3
-
0
7
】

運
営

協
力

者
会

議
を

毎
年

開
催

し
、

前
年

度
の

業
務

実
績

と
と

も
に

各
年

の
ト

ピ
ッ

ク
ス

・
重

要
な

取
組

等
に

対
す

る

異
な

る
立

場
か

ら
の

意
見

や
評

価
を

得
た

。
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
・

航
空

技
術

者
の

実
践

的
技

術
者

育
成

教
育

や
コ

ー

ス
再

編
な

ど
に

つ
い

て
の

多
く

の
意

見
を

コ
ー

ス
等

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

し
、

そ
れ

ら
を

踏
ま

え
て

新
コ

ー
ス

の
カ

リ

キ
ュ

ラ
ム

や
実

習
内

容
の

精
査

を
行

う
こ

と
な

ど
に

よ
り

、
教

育
内

容
の

更
な

る
改

善
を

図
っ

た
。

 

  【
3
-
0
8
】

毎
年

都
立

工
業

高
校

か
ら

の
編

入
学

生
を

受
け

入
れ

た
。

編
入

学
に

先
立

ち
数

学
、

専
門

科
目

の
補

習
を

実
施

す
る

こ

と
に

よ
り

ス
ム

ー
ズ

に
受

け
入

れ
る

こ
と

が
で

き
、

全
て

の
編

入
学

生
は

編
入

学
の

通
常

の
年

限
（

２
年

間
）

で
卒

業

で
き

た
。

 

 【
3
-
0
9
】

グ
ロ

ー
バ

ル
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

G
C
P
）

で
は

、
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

よ
り

渡
航

が
で

き
ず

中
止

と
な

っ
た

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

を
除

き
、

産
技

大
及

び
都

立
大

の
学

生
が

リ
ー

ダ
ー

と
な

っ
て

グ
ル

ー
プ

で
1
つ

の
テ

ー
マ

に
つ

い
て

調
査

や
議

論
を

行
う
グ

ロ
ー

バ
ル

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

た
。

更
に

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

強
化

・
改

善
に

向
け

、
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
以

外
の

新
た

な
渡

航
先

で
の

展
開

に
つ

な
が

る
調

査

等
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

共
同

研
究

の
活

性
化

に
向

け
て

大
学

教
員

と
高

専
教

員
間

で
研

究
分

野
の

事
前

相
談

を
行

え

る
仕

組
み

を
構

築
し

た
。

こ
れ

ら
に

よ
り

、
産

技
大

や
都

立
大

等
と

の
連

携
を

強
化

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

ＢＢ
  

  

第
三
期
中
期
目
標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
運
営
協
力
者

会
議
に

お
い
て

聴
取
し
た
高
専

運
営
に
係
る

各
種

意
見

を
踏

ま
え

た
対

応
に

つ
い

て
、
「

検
討

」
段

階
の

事
項

が
多

く
見

ら
れ

る
が

、
い

ず
れ

も
「

実
行

」
に

移
せ

る
よ

う
、

引
き

続
き

取
り

組
む

こ
と

を
期

待
す
る
。
 

・
都
立
大
・
産
技
大
、
都
立
工
業
高
校
等
と
の
連
携
は
、
各
学
校

及
び

学
生

に
と

っ
て

大
き

な
メ

リ
ッ

ト
が

生
ま

れ
る

施
策

で
あ

る
。
セ

ク
シ

ョ
シ

ョ
ナ

リ
ズ

ム
に

陥
る

こ
と

な
く

、
常

に
横

連
携

を
図

る
こ

と
を

意
識

し
て

、

今
後
、
更
な
る
取
組
の
推
進
を
期
待
す
る
。
 

 

  

年
度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
3
-
0
7
】
平
成

2
8
年
度
の
自
己
点
検
・
評
価
書
を
基
に

外
部

評
価

を
実

施
し

た
。

 

【
3
-
0
9
】
社
会

人
向
け
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
実
施
方
法
の

検
討

及
び

実
施

案
を

作
成

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
首

都
大

、
産

技
大

と
の
連

携
を

G
C
P
以

外
に

も
拡

充
し

、
成

果
を

挙
げ

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
 

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

を
実

施
す

る
た

め
に

、
平

成
3
0
年

度
実

施
予

定
の

卒

業
生

ア
ン

ケ
ー

ト
に

項
目

を
盛

り
込

む
な

ど
、
今

後
、
調

査
結

果
の

分
析

を
行

っ
た

上
で

、
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

検
討

さ
れ

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
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3
0  

【
3
-
0
7
】
第
４
期
運
営
協
力
者
会
議
か
ら
の
提
言
を
ま
と

め
る

と
と

も
に

、
第

５
期

運
営

協
力

者
会

議
を

開
始

し
、
今
後
の
高
専
改
革
に
つ
い
て
検
討

を
行

っ
た

。
 

【
3
-
0
9
】
高
専
卒
業
生
に
対
す
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
（
研

究
生

の
フ

レ
ー

ム
）

に
つ

い
て

整
備

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
都

立
工

業
高

校
を

卒
業

し
た

学
生

を
編

入
生

と
し

て
受

け
入

れ
て

い
る

。
入

学
前

に
数

学
及

び
専

門
科

目

の
教

員
が

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
授

業
を

行
っ

て
い

る
点

は
注

目
さ

れ
る

。
 

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に
関

す
る

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
実

施
に

向
け

た
取

組
を

行
い

、
産

技
高

専
卒

業
生

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

体
制

を
整

備
し

た
。

 

元  

【
3
-
0
8
】
令
和
２
（
2
0
2
0
）
年
度
編
入
学
生
と
し
て
３
人

の
受

入
れ

を
決

定
し

た
。

 

【
3
-
0
9
】
大
学
・
高
専
連
携
事
業
と
し
て
第
７
回

G
C
P
を

実
施

し
、

学
生

の
課

題
解

決
力

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
図
っ
た
。
 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
都

立
工

業
高

校
か

ら
の
編

入
学

生
受

入
れ

の
た

め
の

接
続

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

着
実

に
実

施
し

、
編

入
学

生

３
人

の
受

入
れ

を
決

定
し

た
。

 

２ 

【
3
-
0
7
】
運
営
協
力
者
会
議
の
運
営
方
法
を
年
１
回
の
開

催
に

見
直

し
、

業
務

実
績

評
価

と
高

専
の

ト
ピ

ッ
ク

ス
等
を
紹
介
し
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と

と
な

っ
た

。
 

【
3
-
0
9
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

、
大

学
・

高
専

連
携

事
業

で
あ

る
第

８
回

G
C
P

は
中
止
と
な
っ
た
が
、
令
和
３
（
2
0
2
1
）
年

度
実

施
に

向
け

、
オ

ン
ラ

イ
ン

の
活

用
の

検
討

を

進
め
、
令
和
２
（
2
0
2
0
）
年
度
の
参
加
予
定

者
に

配
慮

し
て

募
集

人
数

を
3
0
人

か
ら

3
6
人

に

増
員
し
た
。
 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
都

立
工

業
高

校
か

ら
の
編

入
生

受
入

れ
推

進
は

、
産

技
高

専
、

都
立

工
業

高
校

双
方

の
学

生
達

に
と

っ

て
プ

ラ
ス

効
果

の
大

き
い

横
連

携
と

考
え

ら
れ

る
の

で
、

地
道

に
継

続
、

拡
大

す
る

こ
と

を
期

待
す

る
。
  

３ 

【
3
-
0
7
】
第
６
期
第
２
回
運
営
協
力
者
会
議
に
よ
る
外
部

評
価

を
実

施
し

、
高

専
が

進
め

て
い

る
コ

ー
ス

再
編

、
医
工
連
携
教
育
･
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ

い
て

の
意

見
聴

取
を

行
っ

た
。

 

【
3
-
0
8
】
令
和
４
（
2
0
2
2
）
年
度
編
入
学
生
と
し
て
５
人

の
受

入
れ

を
決

定
し

、
数

学
及

び
専

門
科

目
の

入
学

前
補
習
授
業
を
実
施
し
た
。
 

【
3
-
0
9
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

、
大

学
・

高
専

連
携

事
業

で
あ

る
第

９
回

G
C
P

は
現
地
渡
航
を
中
止
し
た
上
で
の
実
施
と
な

っ
た

が
、

1
6
人

（
リ

ー
ダ

ー
２

人
、

メ
ン

バ
ー

1
4

人
）
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し
た
。
令
和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
第

1
0
回

G
C
P
で

は
I
E
P
か

ら
の

推
薦
枠
を
設
け
る
こ
と
で
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
相

互
関

係
性

を
持

た
せ

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
運

営
協

力
者

会
議

を
活

用
し

、
令

和
３

年
度

か
ら

開
始

す
る

新
コ

ー
ス

に
関

す
る

意
見

等
の

聴
取

を
行

い
、
意

見
に

基
づ

く
取

組
を

検
討
・
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
改

善
に

つ
な

げ
て

い

る
。

 

・
グ

ロ
ー

バ
ル
・
コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
は

じ
め

と
し

て
、
２

大
学

１
高

専
の

連
携

に
主

体
的

に
取

り
組

み
、

実
績

を
あ

げ
て

い
る

。
 

・
令

和
４

年
度

編
入

学
生

と
し

て
都

立
工

業
高

校
か

ら
５

人
を

受
け

入
れ

て
い

る
が

、
更

に
連

携
を

拡
充

す

る
取

組
を

期
待

す
る

。
 

４  

【
3
-
0
7
】
第
７
期
第

1
回
運
営

協
力
者
会
議
を
実
施
し
、

品
川

キ
ャ

ン
パ

ス
総

合
工

場
デ

ジ
タ

ル
化

の
取

組
と
、

荒
川
キ
ャ
ン
パ
ス
医
工
連
携
教
育
・
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

取
組

に
つ

い
て

の
意

見
聴

取
を
行

っ
た
。
 

【
3
-
0
8
】
工
業
高
校
校
長
会
か
ら
の
推
薦
を
受
け
、
令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
度

編
入

学
生

と
し

て
荒

川
キ

ャ

ン
パ
ス
１
人
の
受
入
れ
を
決
定
、
編
入
学
に

先
立

ち
数

学
及

び
専

門
科

目
の

補
習

授
業

を
実

施

し
た
。
 

【
3
-
0
9
】
海
外
渡
航
に
関
す
る
制
限
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と

か
ら

、
G
C
P
に

お
い

て
都

立
大

、
産

技
大

の
リ

ー
ダ
ー
と
と
も
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
渡
航
し
、

海
外

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

共
同

研
究
・
推
薦
入
学
等
の
２
大
学
と
の
連
携
を
行

っ
た

。
 

―
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3
0  

【
3
-
0
7
】
第
４
期
運
営
協
力
者
会
議
か
ら
の
提
言
を
ま
と

め
る

と
と

も
に

、
第

５
期

運
営

協
力

者
会

議
を

開
始

し
、
今
後
の
高
専
改
革
に
つ
い
て
検
討

を
行

っ
た

。
 

【
3
-
0
9
】
高
専
卒
業
生
に
対
す
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
（
研

究
生

の
フ

レ
ー

ム
）

に
つ

い
て

整
備

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
都

立
工

業
高

校
を

卒
業

し
た

学
生

を
編

入
生

と
し

て
受

け
入

れ
て

い
る

。
入

学
前

に
数

学
及

び
専

門
科

目

の
教

員
が

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
授

業
を

行
っ

て
い

る
点

は
注

目
さ

れ
る

。
 

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に
関

す
る

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
実

施
に

向
け

た
取

組
を

行
い

、
産

技
高

専
卒

業
生

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

体
制

を
整

備
し

た
。

 

元  

【
3
-
0
8
】
令
和
２
（
2
0
2
0
）
年
度
編
入
学
生
と
し
て
３
人

の
受

入
れ

を
決

定
し

た
。

 

【
3
-
0
9
】
大
学
・
高
専
連
携
事
業
と
し
て
第
７
回

G
C
P
を

実
施

し
、

学
生

の
課

題
解

決
力

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
図
っ
た
。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
都

立
工

業
高

校
か

ら
の
編

入
学

生
受

入
れ

の
た

め
の

接
続

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

着
実

に
実

施
し

、
編

入
学

生

３
人

の
受

入
れ

を
決

定
し

た
。

 

２ 

【
3
-
0
7
】
運
営
協
力
者
会
議
の
運
営
方
法
を
年
１
回
の
開

催
に

見
直

し
、

業
務

実
績

評
価

と
高

専
の

ト
ピ

ッ
ク

ス
等
を
紹
介
し
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と

と
な

っ
た

。
 

【
3
-
0
9
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

、
大

学
・

高
専

連
携

事
業

で
あ

る
第

８
回

G
C
P

は
中
止
と
な
っ
た
が
、
令
和
３
（
2
0
2
1
）
年

度
実

施
に

向
け

、
オ

ン
ラ

イ
ン

の
活

用
の

検
討

を

進
め
、
令
和
２
（
2
0
2
0
）
年
度
の
参
加
予
定

者
に

配
慮

し
て

募
集

人
数

を
3
0
人

か
ら

3
6
人

に

増
員
し
た
。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
都

立
工

業
高

校
か

ら
の
編

入
生

受
入

れ
推

進
は

、
産

技
高

専
、

都
立

工
業

高
校

双
方

の
学

生
達

に
と

っ

て
プ

ラ
ス

効
果

の
大

き
い

横
連

携
と

考
え

ら
れ

る
の

で
、

地
道

に
継

続
、

拡
大

す
る

こ
と

を
期

待
す

る
。
  

３ 

【
3
-
0
7
】
第
６
期
第
２
回
運
営
協
力
者
会
議
に
よ
る
外
部

評
価

を
実

施
し

、
高

専
が

進
め

て
い

る
コ

ー
ス

再
編

、
医
工
連
携
教
育
･
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ

い
て

の
意

見
聴

取
を

行
っ

た
。

 

【
3
-
0
8
】
令
和
４
（
2
0
2
2
）
年
度
編
入
学
生
と
し
て
５
人

の
受

入
れ

を
決

定
し

、
数

学
及

び
専

門
科

目
の

入
学

前
補
習
授
業
を
実
施
し
た
。
 

【
3
-
0
9
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

、
大

学
・

高
専

連
携

事
業

で
あ

る
第

９
回

G
C
P

は
現
地
渡
航
を
中
止
し
た
上
で
の
実
施
と
な

っ
た

が
、

1
6
人

（
リ

ー
ダ

ー
２

人
、

メ
ン

バ
ー

1
4

人
）
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し
た
。
令
和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
第

1
0
回

G
C
P
で

は
I
E
P
か

ら
の

推
薦
枠
を
設
け
る
こ
と
で
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
相

互
関

係
性

を
持

た
せ

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
運

営
協

力
者

会
議

を
活

用
し

、
令

和
３

年
度

か
ら

開
始

す
る

新
コ

ー
ス

に
関

す
る

意
見

等
の

聴
取

を
行

い
、
意

見
に

基
づ

く
取

組
を

検
討
・
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
改

善
に

つ
な

げ
て

い

る
。

 

・
グ

ロ
ー

バ
ル
・
コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
は

じ
め

と
し

て
、
２

大
学

１
高

専
の

連
携

に
主

体
的

に
取

り
組

み
、

実
績

を
あ

げ
て

い
る

。
 

・
令

和
４

年
度

編
入

学
生

と
し

て
都

立
工

業
高

校
か

ら
５

人
を

受
け

入
れ

て
い

る
が

、
更

に
連

携
を

拡
充

す

る
取

組
を

期
待

す
る

。
 

４  

【
3
-
0
7
】
第
７
期
第

1
回
運
営

協
力
者
会
議
を
実
施
し
、

品
川

キ
ャ

ン
パ

ス
総

合
工

場
デ

ジ
タ

ル
化

の
取

組
と
、

荒
川
キ
ャ
ン
パ
ス
医
工
連
携
教
育
・
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

取
組

に
つ

い
て

の
意

見
聴

取
を
行

っ
た
。
 

【
3
-
0
8
】
工
業
高
校
校
長
会
か
ら
の
推
薦
を
受
け
、
令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
度

編
入

学
生

と
し

て
荒

川
キ

ャ

ン
パ
ス
１
人
の
受
入
れ
を
決
定
、
編
入
学
に

先
立

ち
数

学
及

び
専

門
科

目
の

補
習

授
業

を
実

施

し
た
。
 

【
3
-
0
9
】
海
外
渡
航
に
関
す
る
制
限
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と

か
ら

、
G
C
P
に

お
い

て
都

立
大

、
産

技
大

の
リ

ー
ダ
ー
と
と
も
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
渡
航
し
、

海
外

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

共
同

研
究
・
推
薦
入
学
等
の
２
大
学
と
の
連
携
を
行

っ
た

。
 

―
 

 
 

中
期

計
画

番
号

 

3
-
0
7
 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

教
育

の
実

施
体

制
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
教

育
シ

ス
テ

ム
の

継
続

的
な

改
善

 

①
運

営
協

力
者

会
議

を
活

用
し

て
外

部
評

価
を

実
施

し
、

産
業

界
の

ニ
ー

ズ
を

教
育

に
反

映
さ

せ
る

と
と

も
に

、
教

育
内

容
の

改
善

を
図

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
運

営
協

力
者

会
議

に
よ

る
外

部
評

価
を

実
施

し
、

そ
の

評
価

結
果

に
基

づ
い

た
取

組
を

進
め

る
こ

と
で

教
育

内
容

の
改

善
を

図
る

。
（

4
-
2
1
再

掲
）

 

（
１

）
運

営
協

力
者

会
議

等
を

活
用

し
た

教
育

研
究

の
質

の
向

上
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
第

７
期

第
１

回
運

営
協

力
者

会
議

を
1
1
月

1
8
日

（
金

曜
日

）
に

開
催

し
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

業
務

実
績

等
報

告
、

品
川

キ
ャ

ン
パ

ス
総

合
工

場
デ

ジ
タ

ル
化

の
取

組
、

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
医

工
連

携
教

育
・

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
取

組
に

つ
い

て
、

運
営

協
力

者
か

ら
意

見
聴

取
を

行
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
運

営
協

力
者

に
よ

る
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

の
業

務
実

績
評

価
は

、
各

項
目

で
お

お
む

ね
良

好
で

あ
っ

た
。
（

図
表

3
-
0
7
-
1
）

 

・
運

営
協

力
者

会
議

に
お

い
て

は
、

以
下

の
質

問
や

意
見

が
あ

り
、

今
後

の
高

専
運

営
に

活
用

し
て

い
く

こ
と

と
し

た
。

 

 
―

J
A
B
E
E
認

証
取

得
や

技
術

者
輩

出
に

関
す

る
意

見
交

換
が

さ
れ

、
技

術
士

の
資

格
取

得
、

海
外

と
相

互
の

P
E
（

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
エ

ン
ジ

ニ
ア

）
と

い
っ

た
非

常

に
客

観
的

か
つ

高
い

レ
ベ

ル
の

認
証

に
つ

な
が

る
の

で
J
A
B
E
E
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
修

了
し

た
学

生
等

、
優

秀
な

技
術

者
輩

出
に

尽
力

し
て

ほ
し

い
と

の
意

見
が

あ
っ

た
。

ま
た

、
航

空
宇

宙
工

学
コ

ー
ス

で
は

航
空

技
術

者
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
本

科
教

育
に

組
み

入
れ

、
よ

り
多

く
の

優
秀

な
航

空
技

術
者

を
輩

出
す

る
よ

う
、

検
討

す
る

こ

と
と

し
た

。
 

 
―

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

授
業

形
態

の
変

化
や

学
生

の
メ

ン
タ

ル
ケ

ア
に

つ
い

て
意

見
交

換
が

さ
れ

た
。

今
後

の
授

業
形

態
に

関
す

る
方

針
等

に
関

す
る

質
問

が
あ

り
、

感

染
が

拡
大

し
た

場
合

や
見

込
ま

れ
る

場
合

は
即

座
に

遠
隔

に
切

り
替

え
ら

れ
る

よ
う

準
備

を
行

い
、

コ
ロ

ナ
禍

に
培

っ
た

ノ
ウ

ハ
ウ

も
今

後
、

教
材

と
し

て
活

用
で

き

る
よ

う
費

用
面

等
を

検
討

し
、

段
階

的
に

準
備

し
て

い
く

こ
と

と
し

た
。

ま
た

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
メ

ン
タ

ル
ケ

ア
が

必
要

な
学

生
に

つ

い
て

は
、

引
き

続
き

、
教

員
を

中
心

に
こ

ま
め

な
ケ

ア
を

行
い

、
状

況
に

よ
っ

て
は

特
別

支
援

体
制

を
組

む
こ

と
に

よ
り

対
応

し
て

い
く

こ
と

と
し

た
。

 

 
―

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
で

入
試

の
志

願
者

倍
率

が
下

が
っ

て
い

る
中

、
学

生
目

線
の

学
校

P
R
の

文
化

が
確

立
さ

れ
れ

ば
中

学
生

に
と

っ
て

魅
力

的
に

映
る

の
で

は
と

い
う

意
見

を
基

に
、

今
後

、
S
N
S
な

ど
を

活
用

し
た

学
生

企
画

等
、

学
生

中
心

の
学

校
P
R
活

動
が

で
き

る
よ

う
検

討
す

る
こ

と
と

し
た

。
 

 
―

昨
今

、
家

庭
で

の
問

題
を

抱
え

る
学

生
が

増
え

て
い

る
も

の
の

、
社

会
や

教
育

現
場

に
お

い
て

そ
の

問
題

が
認

識
さ

れ
て

い
な

い
と

い
う

点
が

取
り

上
げ

ら
れ

て
い

る

と
い

う
意

見
が

あ
り

、
少

し
で

も
心

配
な

学
生

が
い

た
場

合
は

、
教

員
に

情
報

を
集

約
す

る
体

制
を

と
り

、
保

護
者

等
と

連
携

し
な

が
ら

一
つ

一
つ

の
事

例
に

合
わ

せ

て
慎

重
に

対
応

す
る

こ
と

と
し

た
。

ま
た

、
担

任
力

、
様

々
な

事
例

に
対

応
で

き
る

察
知

力
の

更
な

る
強

化
も

重
要

な
課

題
で

あ
る

と
認

識
し

、
し

っ
か

り
取

り
組

ん

で
い

く
こ

と
と

し
た

。
 

  
 

 
 

【
図

表
3-

07
-1
 

運
営

協
力

者
に

よ
る

評
価

】
 

評
価

項
目

 
評

 価
 

教
育

内
容

及
び

教
育

成
果

等
 

1.
4 

教
育

の
実

施
体

制
の

改
善

等
 

2.
6 

教
育

の
質

の
評

価
・

改
善

 
2.

5 
学

生
支

援
 

2.
1 

入
学

者
選

抜
 

1.
8 

研
究

 
2.

5 
都

政
と

の
連

携
 

2.
3 

社
会

貢
献

等
 

2.
6 

グ
ロ

ー
バ

ル
化

 
2.

1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
5
段

階
で

1
が

最
高

評
価
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中
期

計
画

番
号

 

3
-
0
8

 
◇

他
の

教
育

機
関

等
と

の
連

携
 

②
都

立
工

業
高

校
か

ら
の

編
入

学
生

受
入

れ
の

た
め

の
接

続
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
着

実
に

実
施

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
都

立
工

業
高

校
か

ら
の

編
入

学
生

受
入

れ
の

た
め

の
接

続
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
着

実
に

実
施

す
る

。
 

（
１

）
都

立
工

業
高

校
と

の
接

続
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
編

入
学

生
を

５
人

（
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

４
人

、
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

１
人

）
受

け
入

れ
た

。
 

・
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

の
編

入
学

説
明

会
は

、
都

立
の

各
工

業
高

校
に

開
催

を
周

知
し

た
上

で
、

品
川

キ
ャ

ン
パ

ス
及

び
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

と
も

５
月

2
1
日

（
土

曜

日
）

に
開

催
し

た
。

説
明

会
で

は
各

コ
ー

ス
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

等
を

説
明

し
、

個
別

相
談

や
過

年
度

編
入

学
生

に
よ

る
体

験
談

の
講

演
等

も
実

施
し

た
。

 

・
校

長
会

推
薦

者
１

人
に

対
す

る
選

抜
を

実
施

し
た

。
 

・
編

入
学

生
が

入
学

後
、

授
業

や
学

校
生

活
に

円
滑

に
適

応
で

き
る

よ
う

、
1
2
月

に
入

学
前

ガ
イ

ダ
ン

ス
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
1
2
月

か
ら

３
月

ま
で

数
学

及
び

専
門

科
目

の
教

員
に

よ
る

補
習

授
業

を
実

施
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
編

入
学

説
明

会
参

加
者

数
：

1
1
人

（
都

立
高

校
生

７
人

、
保

護
者

４
人

）
（

図
表

3
-
0
8
-
1
）

 

・
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

編
入

学
生

と
し

て
１

人
（

品
川

０
人

、
荒

川
１

人
）

の
都

立
工

業
高

校
生

の
受

入
れ

を
決

定
し

た
。

 

・
数

学
及

び
専

門
科

目
の

補
習

授
業

を
行

い
、

入
学

後
の

学
習

準
備

を
支

援
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

【
図

表
3
-
0
8
-
1
　

工
業

高
校

と
の

接
続

状
況

】
（

単
位

：
人

）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度

説
明

会
参

加
者

数
1
8

1
0

1
3

1
7

1
5

1
1

編
入

学
し

た
学

生
数

4
5

1
3

4
5

編
入

学
生

卒
業

者
数

3
4

5
1

3
4
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中
期

計
画

番
号

 

3
-
0
9

 
③

東
京

都
立

産
業

技
術

大
学

院
大

学
や

東
京

都
立

大
学

等
と

の
連

携
を

推
進

し
、

実
践

的
な

専
門

教
育

の
充

実
を

図
る

た
め

の
社

会
人

向
け

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

や
海

外
交

流
プ

ロ
グ

ラ
ム

等
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

更
な

る
連

携
を

促
進

す
る

た
め

に
、

法
人

や
法

人
内

の
教

育
研

究
機

関
と

協
力

し
、

課
題

の
検

証
を

踏
ま

え
つ

つ
、

新
た

な
連

携
の

在
り

方
に

つ
い

て
検

討
を

進
め

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

産
技

大
や

都
立

大
と

の

連
携

に
よ

り
､
グ

ロ
ー

バ
ル

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

(
G
C
P
)

を
着

実
に

実
施

し
､
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
目

的
を

達
成

す
る

｡
 

                 （
２

）
【

継
続

】
２

大
学

１
高

専
の

連
携

体
制

を
構

築
し

、
教

職
員

間
の

情
報

共

有
・

交
流

機
会

を
強

化
し

て
、

事
業

を
検

討
・

推
進

す
る

。
（

1
-
0
4
、

2
-

0
6
、

4
-
1
2
再

掲
）

 

（
１

）
産

技
大

・
都

立
大

と
連

携
し

た
G
C
P
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
産

技
大

、
都

立
大

と
の

連
携

に
よ

り
第

1
0
回

G
C
P
を

実
施

し
た

｡
 

・
第

1
0
回

G
C
P
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

対
す

る
出

国
及

び
帰

国
の

制
限

が
緩

和
さ

れ
た

た
め

、
コ

ロ
ナ

陽
性

者
発

生
時

の
基

本
対

応
方

針
等

感
染

症
対

策

を
講

じ
た

上
で

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

へ
渡

航
し

、
現

地
の

引
率

教
員

と
国

内
待

機
教

職
員

が
定

期
的

に
オ

ン
ラ

イ
ン

会
議

の
場

を
設

け
る

こ
と

で
現

地
の

感
染

状
況

や
学

生

の
活

動
状

況
を

確
認

で
き

る
体

制
構

築
の

下
、

海
外

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

し
た

。
 

・
第

1
1
回

リ
ー

ダ
ー

募
集

を
、

都
立

大
生

向
け

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
で

あ
る

キ
ャ

ン
パ

ス
ス

ク
エ

ア
を

利
用

し
て

都
立

大
学

生
に

周
知

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
都

立
大

生
1
人

、
産

技
大

生
1
人

が
リ

ー
ダ

ー
と

な
り

、
高

専
生

1
3
人

の
メ

ン
バ

ー
と

2
チ

ー
ム

を
結

成
。

関
係

人
口

を
利

用
し

た
地

方
活

性
化

、
男

女
が

平
等

と
な

る
社

会
を

テ
ー

マ
に

、
課

題
解

決
策

の
提

案
に

向
け

た
協

働
に

よ
る

活
動

を
行

っ
た

｡
 

・
国

内
プ

ロ
グ

ラ
ム

：
リ

ー
ダ

ー
研

修
(
４

回
)
、

全
体

研
修

（
８

回
）
、

国
内

合
宿

研
修

（
６

月
1
0
日

～
1
2
日

）
、

中
間

報
告

会
（

６
月

2
5
日

）
、

オ
ン

ラ
イ

ン
プ

レ
ミ

ー

テ
ィ

ン
グ

（
８

月
６

日
）
、

海
外

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

８
月

2
9
日

～
９

月
6
日

）
、

最
終

報
告

会
（

1
0
月

2
9
日

）
を

実
施

し
た

。
 

・
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
で

の
感

染
対

策
を

徹
底

し
、

感
染

者
を

一
人

も
出

さ
ず

に
帰

国
で

き
た

。
ま

た
、

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

へ
の

入
国

及
び

日
本

へ
の

帰
国

の
手

続
き

を
ス

ム
ー

ズ
に

進
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
の

最
終

日
に

は
、

２
チ

ー
ム

（
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
学

生
と

日
本

の
混

合
チ

ー
ム

）
が

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

披
露

す
る

場
を

設
け

、
課

題
解

決
力

の
向

上
及

び
英

語
に

よ
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

向
上

へ
取

り
組

ん
だ

。
 

・
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

に
実

施
予

定
の

第
1
1
回

G
C
P
参

加
者

の
選

定
に

当
た

っ
て

は
、

イ
ン

タ
ー

ナ
シ

ョ
ナ

ル
・

エ
デ

ュ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
I
E
P
）

か
ら

度

の
推

薦
枠

を
設

け
る

こ
と

で
、

２
つ

の
国

際
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
相

互
関

係
性

を
持

た
せ

、
教

育
効

果
の

向
上

を
図

っ
て

お
り

、
1
0
人

が
こ

の
推

薦
枠

に
よ

り
G
C
P
へ

の
参

加
決

定
と

な
っ

た
。

 

・
第

1
1
回

G
C
P
リ

ー
ダ

ー
と

メ
ン

バ
ー

の
募

集
を

1
2
月

か
ら

順
次

開
始

し
、

リ
ー

ダ
ー

：
応

募
者

数
2
2
人

、
合

格
者

数
６

人
、

メ
ン

バ
ー

：
推

薦
制

度
応

募
者

数
2
0

人
、

合
格

者
数

1
0
人

、
一

般
応

募
者

数
2
9
人

、
合

格
者

数
2
0
人

を
決

定
し

た
。

 

 （
２

）
２

大
学

１
高

専
の

連
携

（
1
-
0
4
、

2
-
0
6
、

4
-
1
2
再

掲
）

 
＜

取
組

事
項

＞
 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

も
対

応
し

た
海

外
交

流
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

た
。

 
・

共
同

研
究

と
し

て
第

三
期

共
同

研
究

を
実

施
し

た
。

 
・

学
生

の
推

薦
編

入
学

や
機

器
共

用
を

含
め

た
連

携
事

業
に

つ
い

て
の

調
査

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

ま
で

困
難

で
あ

っ
た

G
C
P
の

海
外

渡
航

を
再

開
し

、
都

立
大

生
、

産
技

大
生

と
高

専
生

の
チ

ー
ム

編
成

で
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
の

学
生

と
海

外
交

流
を

行
う

と
と

も
に

、
共

通
の

課
題

解
決

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
参

加
者

が
1
5
人

（
２

チ
ー

ム
編

成
）
［

リ
ー

ダ
ー

：
２

人
（

都
立

大
生

１
人

、
産

技
大

生
１

人
）
、

メ
ン

バ
ー

：
高

専
本

科
生

1
3
人

］
で

あ
っ

た
。

 
・

第
三

期
共

同
研

究
に

つ
い

て
は

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

に
３

件
の

新
た

な
公

募
が

あ
り

、
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

継
続

分
の

１
件

と
合

わ
せ

、
４

件
の

実
施

を
決

定
し

た
。

ま
た

、
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

か
ら

の
第

四
期

共
同

研
究

に
向

け
、

２
大

学
と

高
専

教
員

間
で

研
究

分
野

の
事

前
相

談
を

行
え

る
仕

組
み

を
構

築
し

た
。

 
・

成
績

優
秀

な
学

生
を

都
立

大
へ

９
人

、
産

技
大

へ
１

人
、

推
薦

で
入

学
さ

せ
る

と
と

も
に

、
都

立
大

研
究

機
器

共
用

セ
ン

タ
ー

の
機

器
ニ

ー
ズ

調
査

を
高

専
側

で
も

実
施

し
、

法
人

内
で

の
機

器
の

有
効

活
用

に
向

け
た

連
携

に
着

手
す

る
こ

と
が

で
き

た
。
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大大
項項

目目
番番

号号
  

２２
３３
  

教教
育育

のの
実実

施施
体体

制制
等等

  
【

教
育
の
質
の
評
価
・

改
善
】
 

１
 
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

教
育

の
実

施
体

制
等

に
関

す
る

目
標

を
達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

（
中
期
目
標
）
 

○
教
職
員
が
自
校
に
お
け
る
教

育
の

方
針

等
を

共
有

す
る

と
と

も
に

、
教

育
内

容
や

教
育

成
果

に
つ

い
て
定

期
的

に
評

価
・

検
証

を
行

い
改

善
す

る
P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
を

構
築

し
、

教
育

の

質
の
評
価
・
改
善
を
行
う
組
織

的
な

教
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
取

組
を

強
化

す
る

。
 

 

中
期
計
画
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
 

自
己

評
価
 

（
２
）
教
育
の
実
施
体
制
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の

措
置

 

◇
教
育
の
質
の
評
価
・
改
善
 

【
3
-
1
0
】
④
【

令
和
元
（
2
0
1
9
）
年
度
ま
で
】
に
、
学
習
到
達
度

評
価

の
充

実

等
に
よ
り

、
教
員
の
授
業
改
善
の
取
組
を
強
化
す
る

と
と

も
に

、

カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
マ
ッ
プ
（
科
目
関
連
図
）
の
改
善
を

図
る

。
 

   【
3
-
1
1
】
⑤

教
育
や
学
校
運
営
改
善
の
た
め
の
体
制
を
明
確
化

す
る

な
ど

、
令

和
元
（

2
0
1
9
）
年

度
の
機
関
別
認
証
評
価
の
受
審
に

向
け

た
取

組

を
着
実
に
実
施
す
る
。
 

  【
3
-
1
2
】
⑥
教
員
研
修

に
つ
い
て
、
新
任
研
修
、
昇
任
者
研
修
及

び
管

理
職

研
修
の
参
加
率
【
1
0
0
％
】
、
個
別
課
題
研
修
の
参

加
率

【
8
0
％

以
上
】
を

目
指
す
と
と
も
に
、
教
員
研
修
体
系
の
検

証
を

行

い
、
更
な

る
教
育
の
質
の
向
上
に
向
け
た
改
善
を
行

う
。

 

  【
3
-
1
0
】

平
成

3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

に
、

学
習

到
達

目
標

を
明

確
化

す
る

と
と

も
に

、
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
作

成
要

領
を

整
備

し
た

こ
と

で
、

教
員

に
よ

る
自

己
評

価
と

学
生

に
よ

る
他

者
評

価
の

双
方

に
基

づ
い

た
振

り
返

り
が

行
え

る
よ

う
に

な
り

、
授

業

改
善

に
向

け
た

課
題

発
掘

が
可

能
と

な
っ

た
。

ま
た

各
コ

ー
ス

の
連

絡
会

に
お

い
て

到
達

目
標

に
つ

い
て

の
妥

当
性

の

点
検

を
行

い
、

同
時

に
「

育
成

す
る

人
材

像
」
、
「

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー
」
、
「

樹
形

図
」

及
び

「
授

業
科

目
の

流

れ
図

」
を

整
備

し
た

。
 

 【
3
-
1
1
】

自
己

点
検

・
評

価
書

の
根

拠
基

礎
資

料
を

も
と

に
教

育
や

点
検

改
善

の
体

制
を

整
備

し
、

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
度

に
機

関
別

認
証

評
価

を
受

審
し

適
で

あ
る

と
の

認
証

を
受

け
た

。
そ

の
際

の
評

価
結

果
に

基
づ

き
、

学
生

の
課

外
活

動
を

支

援
す

る
顧

問
等

の
役

割
を

明
確

に
し

た
ほ

か
、

課
外

活
動

に
関

す
る

指
導

方
針

を
作

成
し

、
ク

ラ
ブ

活
動

指
導

員
を

導

入
す

る
な

ど
の

改
善

を
行

っ
た

。
 

 【
3
-
1
2
】

全
て

の
年

度
に

お
い

て
新

任
研

修
、

昇
任

者
研

修
及

び
管

理
職

研
修

の
参

加
率

1
0
0
％

、
個

別
課

題
研

修
の

参
加

率

8
0
％

以
上

を
達

成
、

教
育

レ
ベ

ル
の

ア
ッ

プ
に

つ
な

が
っ

た
。
（

図
表

3
-
1
2
）

ま
た

、
機

関
別

認
証

評
価

で
指

摘
が

あ

っ
た

技
術

職
員

の
教

育
及

び
技

能
の

資
質

向
上

を
図

る
た

め
の

取
組

を
開

始
し

た
。

 

 
 

 

＜
図

表
3-

12
　

研
修

実
績

参
加

率
一

覧
＞

（
単

位
：

％
）

29
年

度
30

年
度

元
年

度
２

年
度

３
年

度
４

年
度

新
任

研
修

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

昇
任

者
研

修
10

0
10

0
10

0
10

0
10

0
10

0

管
理

職
研

修
10

0
10

0
10

0
10

0
10

0
10

0

個
別

課
題

研
修

（
対

象
：

全
教

員
）

84
80

82
81

10
0

10
0
 

  

ＢＢ
  

  

第
三
期
中
期
目
標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
令
和
元
年
度
に
受
審
し
た
機
関
別
認
証
評
価
に
お
い
て
、
「

技
術

職
員

の
教

育
・

技
能

の
資

質
向

上
へ

の
取

組
が

不
十

分
」

と
の

指
摘

が
あ

っ
た

。
当

該
指

摘
を

踏
ま

え
、

研
究

計
画

（
案

）
が

作
成

さ
れ

る
な

ど
、

対
応

は
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
教
育
内
容
の
性
質
か
ら
考
え
て

、
こ

の
克

服
の

た
め

に
は

、
教

員
の

個
人

的
努

力
に

依
存

す
る

の
は

限
界

が
あ

る
た

め
、

組
織

的
に

研
修

機
関

・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

検
討

・
充

実
に

取
り

組
ん

で
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
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大大
項項

目目
番番

号号
  

２２
３３
  

教教
育育

のの
実実

施施
体体

制制
等等

  
【

教
育
の
質
の
評
価
・

改
善
】
 

１
 
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

教
育

の
実

施
体

制
等

に
関

す
る

目
標

を
達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

（
中
期
目
標
）
 

○
教
職
員
が
自
校
に
お
け
る

教
育

の
方

針
等

を
共

有
す

る
と

と
も

に
、

教
育

内
容

や
教

育
成

果
に

つ
い

て
定

期
的

に
評

価
・

検
証

を
行

い
改

善
す

る
P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
を

構
築

し
、

教
育

の

質
の
評
価
・
改
善
を
行
う
組

織
的

な
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

取
組

を
強

化
す

る
。

 
 

中
期
計
画
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
 

自
己

評
価
 

（
２
）
教
育
の
実
施
体
制
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の

措
置

 

◇
教
育
の
質
の
評
価
・
改
善
 

【
3
-
1
0
】
④
【

令
和
元
（
2
0
1
9
）
年
度
ま
で
】
に
、
学
習
到
達
度

評
価

の
充

実

等
に
よ
り

、
教
員
の
授
業
改
善
の
取
組
を
強
化
す
る

と
と

も
に

、

カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
マ
ッ
プ
（
科
目
関
連
図
）
の
改
善
を

図
る

。
 

   【
3
-
1
1
】
⑤

教
育
や
学
校
運
営
改
善
の
た
め
の
体
制
を
明
確
化

す
る

な
ど

、
令

和
元
（

2
0
1
9
）
年

度
の
機
関
別
認
証
評
価
の
受
審
に

向
け

た
取

組

を
着
実
に
実
施
す
る
。
 

  【
3
-
1
2
】
⑥
教
員
研
修

に
つ
い
て
、
新
任
研
修
、
昇
任
者
研
修
及

び
管

理
職

研
修
の
参
加
率
【
1
0
0
％
】
、
個
別
課
題
研
修
の
参

加
率

【
8
0
％

以
上
】
を

目
指
す
と
と
も
に
、
教
員
研
修
体
系
の

検
証

を
行

い
、
更
な

る
教
育
の
質
の
向
上
に
向
け
た
改
善
を

行
う

。
 

  【
3
-
1
0
】

平
成

3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

に
、

学
習

到
達

目
標

を
明

確
化

す
る

と
と

も
に

、
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
作

成
要

領
を

整
備

し
た

こ
と

で
、

教
員

に
よ

る
自

己
評

価
と

学
生

に
よ

る
他

者
評

価
の

双
方

に
基

づ
い

た
振

り
返

り
が

行
え

る
よ

う
に

な
り

、
授

業

改
善

に
向

け
た

課
題

発
掘

が
可

能
と

な
っ

た
。

ま
た

各
コ

ー
ス

の
連

絡
会

に
お

い
て

到
達

目
標

に
つ

い
て

の
妥

当
性

の

点
検

を
行

い
、

同
時

に
「

育
成

す
る

人
材

像
」
、
「

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー
」
、
「

樹
形

図
」

及
び

「
授

業
科

目
の

流

れ
図

」
を

整
備

し
た

。
 

 【
3
-
1
1
】

自
己

点
検

・
評

価
書

の
根

拠
基

礎
資

料
を

も
と

に
教

育
や

点
検

改
善

の
体

制
を

整
備

し
、

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
度

に
機

関
別

認
証

評
価

を
受

審
し

適
で

あ
る

と
の

認
証

を
受

け
た

。
そ

の
際

の
評

価
結

果
に

基
づ

き
、

学
生

の
課

外
活

動
を

支

援
す

る
顧

問
等

の
役

割
を

明
確

に
し

た
ほ

か
、

課
外

活
動

に
関

す
る

指
導

方
針

を
作

成
し

、
ク

ラ
ブ

活
動

指
導

員
を

導

入
す

る
な

ど
の

改
善

を
行

っ
た

。
 

 【
3
-
1
2
】

全
て

の
年

度
に

お
い

て
新

任
研

修
、

昇
任

者
研

修
及

び
管

理
職

研
修

の
参

加
率

1
0
0
％

、
個

別
課

題
研

修
の

参
加

率

8
0
％

以
上

を
達

成
、

教
育

レ
ベ

ル
の

ア
ッ

プ
に

つ
な

が
っ

た
。
（

図
表

3
-
1
2
）

ま
た

、
機

関
別

認
証

評
価

で
指

摘
が

あ

っ
た

技
術

職
員

の
教

育
及

び
技

能
の

資
質

向
上

を
図

る
た

め
の

取
組

を
開

始
し

た
。

 

 
 

 

＜
図

表
3-

12
　

研
修

実
績

参
加

率
一

覧
＞

（
単

位
：

％
）

29
年

度
30

年
度

元
年

度
２

年
度

３
年

度
４

年
度

新
任

研
修

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

10
0

昇
任

者
研

修
10

0
10

0
10

0
10

0
10

0
10

0

管
理

職
研

修
10

0
10

0
10

0
10

0
10

0
10

0

個
別

課
題

研
修

（
対

象
：

全
教

員
）

84
80

82
81

10
0

10
0
 

  

ＢＢ
  

  

第
三
期
中
期
目
標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
令
和
元
年
度
に
受
審
し
た
機
関
別
認
証
評
価
に
お
い
て
、
「

技
術

職
員

の
教

育
・

技
能

の
資

質
向

上
へ

の
取

組
が

不
十

分
」

と
の

指
摘

が
あ

っ
た

。
当

該
指

摘
を

踏
ま

え
、

研
究

計
画

（
案

）
が

作
成

さ
れ

る
な

ど
、

対
応

は
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
教
育
内
容
の
性
質
か
ら
考
え
て

、
こ

の
克

服
の

た
め

に
は

、
教

員
の

個
人

的
努

力
に

依
存

す
る

の
は

限
界

が
あ

る
た

め
、

組
織

的
に

研
修

機
関

・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

検
討

・
充

実
に

取
り

組
ん

で
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
 

 

  

認
証
評
価
 

機
関
の
評
価
 

［
認
証

評
価
機
関
］
大
学
改
革
支
援
・
学
位

授
与

機
構

［
受

審
年

度
］

令
和

元
年

［
評

価
対

象
期

間
］

平
成

2
4
（

2
0
1
2
）

年
～

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
［

認
証

評
価

の
種

類
］

機
関

別
認

証
評

価
 

○
主
な

改
善
を
要
す
る
点
等
：
 

・
一
部

の
科
目
に
お
い
て
講
義
、
演
習
等
の
授

業
形

態
が

シ
ラ

バ
ス

に
明

示
さ

れ
て

お
ら

ず
、

ま
た

、
追

試
験

の
成

績
評

価
方

法
が

明
文

化
さ

れ
て

お
ら

ず
、

い
ず

れ
も

学
生

へ
の

周
知

が
十

分
に

図
ら

れ
 

て
い

る
と
は
い
え
な
い
。
 

・
学
生

の
課
外
活
動
の
支
援
体
制
に
つ
い
て
、

学
生

会
の

会
則

で
は

顧
問

を
置

く
こ

と
と

さ
れ

て
い

る
が

、
学

校
の

規
程

等
で

明
確

に
さ

れ
て

い
な

い
。

 

・
学
校

と
し
て
の
技
術
職
員
の
教
育
及
び
技
能

の
資

質
向

上
を

図
る

た
め

の
取

組
が

十
分

と
は

い
え

な
い

。
 

 
年
度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
3
-
1
0
】
学
習
到
達
度
に
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
を
導
入
し

学
生

ア
ン

ケ
ー

ト
の

項
目

に
追

加
す

る
と

と
も

に
、
「
育
成
す
る
人
材
像
」
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

ポ
リ

シ
ー

」
「

樹
形

図
」
「

授
業

科
目

の
流

れ

図
」

を
整
備
し
た
。
 

【
3
-
1
2
】
新
任
研
修
、
昇
任
者
研
修
及
び
管
理
職
研
修

で
目

標
の

参
加

率
【

1
0
0
％

】
を

達
成

す
る

と
と

も

に
、

個
別
課
題
研
修
で
も
目
標
の
【
8
0
％
以

上
】

を
達

成
し

た
。

教
育

改
革

推
進

会
議

に
お

い

て
２

回
に
わ
た
り
「
F
D
の
検
証
と
充
実
」
に
つ

い
て

検
討

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
教

員
は

、
学

生
に

よ
る

授
業

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
に

加
え

、
ル

ー
ブ

リ
ッ
ク

評
価

の
導

入
に

よ
り

、
学

生
自

身
の

学
習

到
達

度
を

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

し
、

教
育

改
善

の
参

考
に

し
て

い
る

。
 

・
研

修
受

講
率

が
目

標
値

を
達

成
し

て
い

る
こ

と
を

評
価

す
る

。
今

後
は

研
修

内
容

の
点

検
と

履
修

効
果

の

確
認

、
フ

ォ
ロ

ー
強

化
に

つ
い

て
も

取
り

組
む

こ
と

を
望

む
。

 

3
0  

【
3
-
1
0
】
学
習
到
達
目
標
の
明
確
化
し
、
授
業
改
善
に
直

結
す

る
よ

う
作

成
要

領
を

整
備

し
、

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

を
改
訂
し
た
。
 

【
3
-
1
0
】
学
生
の
実
態
に
即
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ

の
改

善
を

行
っ

た
。

 

【
3
-
1
2
】
新
任
研
修
、
昇
任
者
研
修
、
管
理
職
研
修
は
参

加
率

【
1
0
0
％

】
、

個
別

課
題

研
修

は
参

加
率

【
8
0
％
】
で
あ
っ
た
。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
学

生
の

学
習

到
達

度
を
明

確
化

し
、
教

員
自

身
の

自
己

評
価

と
学

生
に

よ
る

評
価

を
基

に
、
授

業
改

善
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

 

・
新

任
･
昇

任
･
管

理
職

研
修

へ
の

参
加

率
が

1
0
0
％

を
達

成
し

た
。

 

元  

【
3
-
1
1
】
機
関
別
認
証
評
価
を
受
審
し
、
評
価
基
準
を
満

た
し

て
い

る
と

い
う

評
価

結
果

を
得

た
。

 

【
3
-
1
2
】
新
任
研
修
、
昇
任
者
研
修
、
管
理
職
研
修
は
参

加
率

【
1
0
0
％

】
、

個
別

課
題

研
修

は
参

加
率

【
8
2
％
】
で
あ
っ
た
。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
大

学
改

革
支

援
・
学

位
授

与
機
構

の
認

証
評

価
を

受
け

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
教

育
、
も

の
づ

く
り

教
育

、

国
際

対
応

を
育

む
教

育
及

び
高

い
就

職
率

・
進

学
率

に
つ

い
て

高
評

価
を

得
た

。
 

・
教

員
研

修
に

つ
い

て
、

新
任

研
修

、
昇

任
者

研
修

及
び

管
理

職
研

修
で

1
0
0
％

の
参

加
率

を
得

て
い

る
。

個
別

課
題

研
修

も
8
2
％

と
中

期
計

画
の

目
標

の
8
0
％

を
達

成
し

て
い

る
。

 

２ 

【
3
-
1
1
】
令
和
元
（
2
0
1
9
）
年
度
に
受
審
し
た
機
関
別
認

証
評

価
の

評
価

結
果

に
基

づ
き

、
学

生
の

課
外

活
動

を
支
援
す
る
顧
問
等
の
役
割
を
明
確
に

し
、

新
た

に
課

外
活

動
に

関
す

る
指

導
方

針
を

作

成
し

、
ク
ラ
ブ
活
動
指
導
員
を
導
入
す
る
な

ど
の

改
善

を
行

っ
た

。
 

【
3
-
1
2
】
新
任
研
修
、
昇
任
者
研
修
、
管
理
職
研
修
は
参

加
率

【
1
0
0
％

】
、

個
別

課
題

研
修

は
参

加
率

【
8
1
％
】
で
あ
っ
た
。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
学

生
の

課
外

活
動

を
支
援

す
る

顧
問

等
の

役
割

を
明

確
に

す
る

と
と

も
に

、
ク

ラ
ブ

活
動

指
導

員
制

度

を
導

入
す

る
こ

と
で

、
教

員
の

負
担

軽
減

や
ク

ラ
ブ

運
営

、
技

術
指

導
等

の
質

的
向

上
を

図
っ

た
。
  

３ 

【
3
-
1
2
】
新
任
研
修
、
昇
任
者
研
修
、
管
理
職
研
修
、
個

別
課

題
研

修
の

い
ず

れ
も

参
加

率
が

【
1
0
0
％

】

で
あ

っ
た
。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
職

層
別

研
修

や
個

別
課
題

研
修

な
ど

各
種

研
修

へ
の

教
員

の
参

加
率

が
全

て
1
0
0
%
を

達
成

し
て

い
る

。
 

４  

【
3
-
1
2
】
新
任
研
修
、
昇
任
者
研
修
、
管
理
職
研
修
、
個

別
課

題
研

修
の

い
ず

れ
も

参
加

率
が

【
1
0
0
％

】

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
技
術
職
員
へ
の
研
修
と
し

て
地

域
の

も
の

づ
く

り
企

業
に

お
け

る
見

学
と

意
見
交
換
を
行
っ
た
。
 

―
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中
期

計
画

番
号

 

3
-
1
0
 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

教
育

の
実

施
体

制
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
教

育
の

質
の

評
価

・
改

善
 

④
【

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
度

ま
で

】
に

、
学

習
到

達
度

評
価

の
充

実
等

に
よ

り
、

教
員

の
授

業
改

善
の

取
組

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

マ
ッ

プ
（

科
目

関
連

図
）

の
改

善
を

図
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

――
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

年
度

計
画

な
し

 

（
平

成
3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

に
達

成
済

み
）

 
 

  中
期

計
画

番
号

 

3
-
1
1

 
⑤

教
育

や
学

校
運

営
改

善
の

た
め

の
体

制
を

明
確

化
す

る
な

ど
、

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
度

の
機

関
別

認
証

評
価

の
受

審
に

向
け

た
取

組
を

着
実

に
実

施
す

る
。

 
自自

己己
評評

価価
  

――
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

年
度

計
画

な
し

 

（
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

に
達

成
済

み
）
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中
期

計
画

番
号

 

3
-
1
2

 
⑥

教
員

研
修

に
つ

い
て

、
新

任
研

修
、

昇
任

者
研

修
及

び
管

理
職

研
修

の
参

加
率

【
1
0
0
％

】
、

個
別

課
題

研
修

の
参

加
率

【
8
0
％

以
上

】
を

目
指

す
と

と
も

に
、

教
員

研
修

体
系

の
検

証
を

行
い

、
更

な
る

教
育

の
質

の
向

上
に

向
け

た
改

善
を

行
う

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
教

員
研

修
を

着
実

に
実

施
す

る
と

と
も

に
、

教
員

の
教

育
力

向
上

に
向

け
研

修
内

容
に

つ
い

て
検

証
を

行
う

。
 

（
１

）
更

な
る

教
育

の
質

の
向

上
へ

向
け

た
教

員
研

修
の

取
組

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
新

任
研

修
､
昇

任
者

研
修

､
管

理
職

研
修

､
個

別
課

題
研

修
(
全

教
員

対
象

)
を

高
専

の
現

状
及

び
課

題
､
参

加
者

の
要

望
を

踏
ま

え
て

実
施

し
た

｡
 
（

図
表

3
-
1
2
-
1
）

 

・
各

研
修

で
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
行

い
､
研

修
内

容
等

の
検

証
を

行
っ

た
｡
 
（

図
表

3
-
1
2
-
2
）

 

・
技

術
職

員
を

対
象

と
し

た
外

部
研

修
や

O
J
T
研

修
の

実
施

を
検

討
し

た
｡
 
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
新

任
研

修
､
昇

任
者

研
修

､
管

理
職

研
修

の
参

加
率

及
び

個
別

課
題

研
修

の
参

加
率

が
い

ず
れ

も
1
0
0
％

で
あ

っ
た

。
（

図
表

3
-
1
2
-
1
）

 

・
検

証
結

果
を

基
に

、
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

以
降

の
研

修
計

画
を

改
善

し
た

｡
 

・
技

術
職

員
を

対
象

と
し

た
地

域
の

も
の

づ
く

り
企

業
の

見
学

及
び

社
員

と
の

意
見

交
換

等
を

通
し

て
、

教
育

内
容

の
充

実
を

図
る

研
修

を
実

施
し

た
。

 

  

【
図

表
3
-
1
2
-
1
　

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

　
研

修
実

績
一

覧
】

対
象

者
数

参
加

率

5
人

1
0
0
%

8
人

1
0
0
%

5
人

1
0
0
%

全
教

員
1
0
0
%

新
任

研
修

昇
任

者
研

修

管
理

職
研

修

個
別

課
題

研
修

「
人

権
問

題
研

修
」

「
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
研

修
」

な
ど

「
リ

レ
ー

シ
ョ

ン
シ

ッ
プ

　
～

保
護

者
対

応
～

」

「
学

習
効

果
と

評
価

」
「

模
擬

授
業

を
考

え
る

」
「

新
た

な
授

業
ス

タ
イ

ル
」

な
ど

主
な

研
修

内
容

「
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

研
修

」
「

キ
ャ

リ
ア

形
成

」
「

模
擬

授
業

」
な

ど

 
  

【
図

表
3
-
1
2
-
2
　

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

　
研

修
後

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
結

果
】（

単
位

：
％

）

役
立

つ

5 0

あ
ま

り
役

に
立

た
な

い
役

に
立

た
な

い

6
3

6
3

と
て

も
役

立
つ

3
2

0
新

任
研

修

昇
任

者
研

修

管
理

職
研

修
4
0

3
7

6
0

0

0 0
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大大
項項

目目
番番

号号
  

２２
４４
  

学学
生生

へへ
のの

支支
援援

 

１
 
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

３
）

学
生

へ
の

支
援

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す
る

た
め

の
措

置
 

（
中
期
目
標
）
 

○
全
て
の
学
生
が
、
課
外
活
動

も
含

め
て

安
心

し
て

充
実

し
た

学
生

生
活

を
送

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、
適

切
な

経
済

的
支

援
を

行
う

な
ど

、
相

談
・

支
援

体
制

の
充

実
や

環
境

の
整

備
を

図
る
。
 

○
学
生
が
自
ら
の
将
来
に
対
す

る
目

的
意

識
を

持
ち

、
目

標
の

実
現

に
向

け
て

必
要

な
技

術
や

知
識

を
修
得

で
き

る
よ

う
、

体
系

的
な

キ
ャ

リ
ア

形
成

支
援

を
き

め
細

か
く

行
う

。
 

 

中
期
計
画
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
 

自
己

評
価
 

（
３
）
学
生
へ
の
支
援
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

 

◇
学
生
生
活
支
援
 

【
3
-
1
3
】
①
全
て
の
学

生
が
安
心
し
て
充
実
し
た
学
生
生
活
を

送
る

こ
と

が
で

き
る
よ
う

、
障
が
い
の
あ
る
学
生
に
対
す
る
支
援

、
課

外
活

動
へ

の
支
援
及

び
学
生
相
談
体
制
の
強
化
を
行
う
と
と
も

に
、
経

済
的

支
援
の
充

実
に
向
け
た
取
組
を
検
討
す
る
。
 

   ◇
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
 

【
3
-
1
4
】
②
進
路
支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
学
生
サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ

ー
と
の
連

携
に
よ
る
進
路
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

学
生

に
自

ら
の
将
来

に
対
す
る
目
的
意
識
を
持
た
せ
る
た
め
、

キ
ャ

リ
ア

ポ
ー
ト
フ

ォ
リ
オ
を
活
用
し
て
、
体
系
的
な
キ
ャ
リ

ア
支

援
を

実
施
す
る

。
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
取
組
内
容
に
つ
い
て

は
、
【

令
和

２
（
2
0
2
0
）
年
度
】
に
検
証
を
行
い
、
改
善
を
図
る

。
 

 

  【
3
-
1
3
】

未
来

工
房

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
よ

る
支

援
や

ク
ラ

ブ
活

動
指

導
員

の
導

入
に

よ
る

全
国

大
会

へ
の

出
場

な
ど

、
課

外
活

動

へ
の

支
援

を
充

実
さ

せ
る

と
と

も
に

、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る
心

身
の

サ
ポ

ー
ト

を
学

生
相

談
室

、
保

健
室

、
学

生
室

が

連
携

し
て

行
っ

た
。

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

に
よ

る
相

談
日

の
増

加
や

対
面

以
外

の
相

談
実

施
な

ど
に

よ
り

、
学

生
の

状
況

に

応
じ

た
柔

軟
な

相
談

体
制

を
構

築
で

き
た

。
ま

た
、

経
済

的
支

援
に

つ
い

て
も

確
実

な
取

組
を

実
施

し
た

。
特

別
な

支

援
が

必
要

な
障

害
の

あ
る

学
生

に
つ

い
て

は
、

状
況

や
症

状
に

応
じ

た
そ

れ
ぞ

れ
の

支
援

チ
ー

ム
を

組
織

し
、

個
別

の

支
援

を
行

っ
た

。
 

  【
3
-
1
4
】

キ
ャ

リ
ア

支
援

講
座

の
開

設
や

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
サ

ポ
ー

ト
な

ど
、

キ
ャ

リ
ア

形
成

に
係

る
支

援
を

行
う

と
と

も

に
、

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

に
キ

ャ
リ

ア
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

の
検

証
を

行
い

、
改

善
を

行
っ

た
上

で
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

以
降

も
キ

ャ
リ

ア
支

援
に

活
用

を
し

て
い

る
。

キ
ャ

リ
ア

支
援

の
充

実
に

よ
り

、
本

科
・

専
攻

科
と

も
高

い
進

路

決
定

率
と

な
っ

た
。

 

 

ＡＡ
  

  

第
三
期
中
期
目
標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
未
来
工
房
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
未
来
工
房
ジ
ュ
ニ
ア
等
の
充

実
し

た
支

援
制

度
に

よ
り

、
課

外
活

動
が

活
発

に
行

わ
れ

て
い

る
。

 

・
課
外
活
動
を
は
じ
め

と
し
た
学
生
へ
の
経
済
的
支
援
や
、
学

生
相

談
対

応
が

き
め

細
か

く
行

わ
れ

る
と

と
も

に
、
障

害
の

あ
る

学
生

に
対
す

る
支

援
も

的
確

に
な

さ
れ

て
い

る
。
ま

た
、
充
実

し
た

キ
ャ

リ
ア

支
援

の
成

果

も
進
路
実
績
に
表
れ
て
い
る
。
 

・
学
生
の
多
様
な
自
発

的
課
外
活
動
を
支
援
す
る
取
組
は
、
着

実
に

成
果

が
上

が
っ

て
い

る
。
こ

う
し

た
形

で
学

生
の

知
的

好
奇

心
を

充
足
さ

せ
る

こ
と

は
、
将

来
の

キ
ャ

リ
ア

形
成

の
一

助
と

な
る

た
め

、
引

き
続

き
力
強

い
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。
 

 

  

認
証
評
価
 

機
関
の
評
価
 

［
認
証

評
価
機
関
］
大
学
改
革
支
援
・
学
位

授
与

機
構

［
受

審
年

度
］

令
和

元
年

［
評

価
対

象
期

間
］

平
成

2
4
（

2
0
1
2
）

年
～

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
［

認
証

評
価

の
種

類
］

機
関

別
認

証
評

価
 

○
主
な

優
れ
た
点
等
：
 

・
上
級

生
の
下
級
生
に
対
す
る
学
習
支
援
と
し

て
の

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

・
ア

シ
ス

タ
ン

ト
制

度
が

広
く

活
用

さ
れ

、
優

れ
て

機
能

し
て

い
る

。
 

・
就
職

に
つ
い
て
、
準
学
士
課
程
、
専
攻
科
課

程
と

も
に

就
職

率
（

就
職

者
数

／
就

職
希

望
者

数
）

は
極

め
て

高
く

、
就

職
先

も
当

校
が

育
成

す
る

技
術

者
像

に
ふ

さ
わ

し
い

製
造

業
や

情
報

通
信

業
、

 

建
設

業
、
学
術
研
究
、
専
門
・
技
術
サ
ー
ビ

ス
業

等
と

な
っ

て
い

る
。

進
学

に
つ

い
て

も
、

準
学

士
課

程
、

専
攻

科
課

程
と

も
に

進
学

率
（

進
学

者
数

／
進

学
希

望
者

数
）

は
極

め
て

高
く

、
進

学
先

も

学
科

・
専
攻
の
分
野
に
関
連
し
た
高
等
専
門

学
校

の
専

攻
科

や
大

学
の

工
学

系
の

学
部

・
研

究
科

等
と

な
っ

て
い

る
。

 

○
主
な

改
善
を
要
す
る
点
等
：
 

・
学
生

の
課
外
活
動
の
支
援
体
制
に
つ
い
て
、

学
生

会
の

会
則

で
は

顧
問

を
置

く
こ

と
と

さ
れ

て
い

る
が

、
学

校
の

規
程

等
で

明
確

に
さ

れ
て

い
な

い
。
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年
度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
3
-
1
3
】
提
案
公
募
方
式
に
よ
る
課
外
活
動
支
援
を
実
施

す
る

と
と

も
に

、
新

た
な

経
済

的
支

援
を

実
施

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
多

様
な

課
外

活
動

を
支
援

す
る

た
め

、
提

案
公

募
方

式
に

よ
る

課
外

活
動

支
援

を
行

っ
て

い
る

。
学

生
に

課
外

活
動

で
の

積
極

的
な

取
組

が
見

ら
れ

、
学

生
同

士
の

技
術

力
の

研
鑽

な
ど

に
貢

献
し

て
い

る
。
学

生

の
能

力
向

上
に

加
え

、
学

校
の

P
R
に

も
つ

な
が

っ
て

い
る

。
 

・
経

済
的

に
困

窮
す

る
学
生

の
支

援
を

き
め

細
か

に
行

っ
て

い
る

点
を

評
価

す
る

。
 

3
0  

【
3
-
1
3
】
選
択
的
学
習
活
動
支
援
制
度
の
支
援
対
象
を
拡

大
し

た
。

 
【【

評評
定定
：：

２２
】】
  

・
学

生
グ

ル
ー

プ
に

よ
る

課
外

活
動

を
経

済
的

に
支

援
す

る
こ

と
で

、
未

来
工

房
及

び
未

来
工

房
ジ

ュ
ニ

ア

へ
の

応
募

者
数

が
大

幅
に

増
加

す
る

な
ど

、
課

外
活

動
に

積
極

的
に

取
り

組
む

学
生

が
増

大
し

て
い

る
。
 

・
学

生
の

メ
ン

タ
ル

面
の
課

題
に

つ
い

て
、
多
面

的
に

情
報

提
供

を
行

っ
て

い
る

。
ま

た
、
課

題
を

抱
え

る

学
生

に
は

、
関

係
者

が
連

携
を

取
り

な
が

ら
チ

ー
ム

で
対

応
す

る
な

ど
、
予

防
や

適
切

な
対

応
に

結
び

つ

け
て

い
る

。
 

・
相

談
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え
た

、
相

談
・
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
体

制
を

充
実

さ
せ

る
な

ど
、
安

心
し

て
学

ぶ
こ

と
の

で
き

る
環

境
整

備
が

進
む

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

元  

【
3
-
1
3
】
課
外
活
動
に
対
す
る
支
援
に
よ
り
、
大
会
等
で

学
生

が
優

秀
な

成
績

を
収

め
た

。
 

【
3
-
1
3
】
障
害
の
あ
る
学
生
に
対
す
る
特
別
支
援
チ
ー
ム

を
設

置
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
課

外
活

動
経

費
を

一
部
助

成
す

る
未

来
工

房
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

申
請

件
数

が
増

加
し

て
お

り
、
ま

た
、
提

案
公

募
方

式
に

よ
る

課
外

活
動

支
援

を
受

け
た

学
生

が
大

会
等

で
活

躍
す

る
な

ど
、
課

外
活

動
が

活
性

化

し
て

い
る

。
 

・
学

生
の

就
職

率
・

進
学

率
は

非
常

に
高

く
、

キ
ャ

リ
ア

支
援

体
制

が
機

能
し

て
い

る
。

 

・
今

後
、
女

子
学

生
の

進
路

指
導

を
充

実
さ

せ
る

こ
と

も
含

め
、
キ

ャ
リ

ア
支

援
体

制
の

更
な

る
強

化
を

期

待
す

る
。

 

２ 

【
3
-
1
3
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
あ
る

な
か

、
課

外
活

動
に

対
す

る
支

援
を

行
っ

た
。

学
生

相
談
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
を
開
始
し

た
。

経
済

的
支

援
で

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス

感
染

症
に
関
す
る
経
済
支
援
制
度
の
周
知
や

、
国

の
高

等
教

育
の

修
学

支
援

新
制

度
及

び
東

京

都
の

多
子
世
帯
支
援
制
度
の
申
込
を
開
始
し

た
。

 

【
3
-
1
4
】
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
取
組
内
容
に
つ
い
て
、
【
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

】
に

検
証

を
行

っ
た

。
キ

ャ

リ
ア

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で

も
３

年
生

と
４

年
生

を
対

象
に

試
行

し
た

。
 

【 【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
コ

ロ
ナ

禍
に

あ
っ

て
も
学

生
の

課
外

活
動

が
停

滞
す

る
こ

と
の

な
い

よ
う

、
適

切
な

支
援

を
行

っ
た

。
特

に
、
未

来
工

房
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
及

び
未

来
工

房
ジ

ュ
ニ

ア
は

、
令

和
元

年
度

と
比

較
し

て
、
申

請
件

数
が

大
幅

に
増

加
す

る
と

と
も

に
、

申
請

テ
ー

マ
も

高
度

化
す

る
な

ど
、

内
容

の
充

実
が

図
ら

れ
た

。
 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
、
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

に
よ

る
学

生
相

談
体

制
を

整
備

し
、
学

生
の

状
況

に
応

じ
て

柔

軟
な

対
応

を
行

っ
た

。
ま

た
、
キ

ャ
リ

ア
支

援
に

つ
い

て
も

、
適

切
に

実
施

す
る

と
と

も
に

、
支

援
内

容

の
検

証
・

改
善

を
行

っ
た

。
 

・
経

済
的

支
援

の
拡

充
と

し
て

、
国

の
修

学
支

援
新

制
度

及
び

東
京

都
の

多
子

世
帯

支
援

制
度

を
新

た
に

実

施
し

た
。

 

・
ク

ラ
ブ

活
動

指
導

員
の
導

入
に

よ
り

、
教

員
の

負
担

軽
減

及
び

ク
ラ

ブ
運

営
、
技

術
指

導
等

の
一

層
の

質

的
向

上
が

図
ら

れ
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

・
令

和
２

年
度

は
、

令
和

元
年

度
と

比
較

し
て

、
学

生
相

談
件

数
が

増
加

し
て

お
り

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

を
受

け
た

学
生

の
心

身
の

不
調

等
に

対
し

て
、

相
談

対
応

の
充

実
が

図
ら

れ
た

。

コ
ロ

ナ
禍

で
環

境
が

不
安

定
な

中
、

引
き

続
き

、
学

生
の

相
談

ニ
ー

ズ
に

柔
軟

に
対

応
し

た
取

組
の

推

進
を

期
待

す
る

。
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３ 

【
3
-
1
3
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
あ
る

な
か

、
課

外
活

動
に

対
す

る
支

援
を

行
っ

た
。

学
生

相
談
が
し
や
す
い
環
境
を
整
え
、
電
話

及
び

オ
ン

ラ
イ

ン
相

談
を

含
め

相
談

件
数

は
前

年

度
よ

り
2
0
％
以
上
の
増
加
と
な
っ
た
。
ま
た

、
経

済
的

支
援

も
引

き
続

き
適

切
な

対
応

を
行

っ

た
。

 

【
3
-
1
4
】
キ
ャ
リ
ア
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
活
用
に
よ
り
３

年
生

、
４

年
生

に
対

し
、

早
期

か
ら

学
生

自
ら

キ
ャ

リ
ア
に
つ
い
て
の
検
討
を
さ
せ
ら
れ
た

。
 

【 【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
未

来
工

房
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

な
ど

の
提

案
公

募
方

式
に

よ
る

課
外

活
動

経
費

の
助

成
や

、
ク

ラ
ブ

活
動

指

導
員

の
採

用
な

ど
に

よ
り

、
課

外
活

動
支

援
の

充
実

を
図

っ
た

。
 

・
学

生
が

継
続

し
て

自
身
の

キ
ャ

リ
ア

に
関

し
て

学
ん

だ
こ

と
な

ど
を

記
録

す
る

こ
と

に
よ

り
キ

ャ
リ

ア

形
成

の
過

程
を

可
視

化
す

る
キ

ャ
リ

ア
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

を
活

用
し

、
就

職
・

進
学

に
役

立
て

る
な

ど
、

学
生

に
対

す
る

キ
ャ

リ
ア

支
援

を
充

実
し

た
。

 

・
学

生
相

談
に

お
い

て
は
令

和
２

年
度

に
比

べ
て

対
面

以
外

の
相

談
が

大
幅

に
増

え
て

お
り

、
学

生
が

利

用
し

や
す

い
よ

う
に

な
っ

て
い

る
。

今
後

も
、

オ
ン

ラ
イ

ン
を

活
用

し
た

き
め

細
か

な
学

生
相

談
対

応

が
継

続
さ

れ
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

４  

【
3
-
1
3
】
未
来
工
房
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
未
来
工
房
ジ
ュ
ニ

ア
、

提
案

公
募

方
式

に
よ

る
課

外
活

動
支

援
、

ク
ラ
ブ
活
動
指
導
員
の
導
入
な
ど
、
課
外
活

動
へ

の
様

々
な

支
援

を
行

う
こ

と
に

よ
り

学
生

生

活
を
充
実
さ
せ
た
。
 

【
3
-
1
4
】
キ
ャ
リ
ア
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
活
用
に
よ
り
３

年
生

、
４

年
生

の
早

期
か

ら
キ

ャ
リ

ア
に

つ
い

て
学
生
自
身
に
検
討
を
さ
せ
た
。
ま
た
イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

や
大

学
説

明
会

な
ど

、
就

職
や

進

学
を
直
接
考
え
る
機
会
を
提
供
し
た
。
 

―
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３ 

【
3
-
1
3
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
あ
る

な
か

、
課

外
活

動
に

対
す

る
支

援
を

行
っ

た
。

学
生

相
談
が
し
や
す
い
環
境
を
整
え
、
電
話

及
び

オ
ン

ラ
イ

ン
相

談
を

含
め

相
談

件
数

は
前

年

度
よ

り
2
0
％
以
上
の
増
加
と
な
っ
た
。
ま
た

、
経

済
的

支
援

も
引

き
続

き
適

切
な

対
応

を
行

っ

た
。

 

【
3
-
1
4
】
キ
ャ
リ
ア
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
活
用
に
よ
り
３

年
生

、
４

年
生

に
対

し
、

早
期

か
ら

学
生

自
ら

キ
ャ

リ
ア
に
つ
い
て
の
検
討
を
さ
せ
ら
れ
た

。
 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
未

来
工

房
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

な
ど

の
提

案
公

募
方

式
に

よ
る

課
外

活
動

経
費

の
助

成
や

、
ク

ラ
ブ

活
動

指

導
員

の
採

用
な

ど
に

よ
り

、
課

外
活

動
支

援
の

充
実

を
図

っ
た

。
 

・
学

生
が

継
続

し
て

自
身
の

キ
ャ

リ
ア

に
関

し
て

学
ん

だ
こ

と
な

ど
を

記
録

す
る

こ
と

に
よ

り
キ

ャ
リ

ア

形
成

の
過

程
を

可
視

化
す

る
キ

ャ
リ

ア
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

を
活

用
し

、
就

職
・

進
学

に
役

立
て

る
な

ど
、

学
生

に
対

す
る

キ
ャ

リ
ア

支
援

を
充

実
し

た
。

 

・
学

生
相

談
に

お
い

て
は
令

和
２

年
度

に
比

べ
て

対
面

以
外

の
相

談
が

大
幅

に
増

え
て

お
り

、
学

生
が

利

用
し

や
す

い
よ

う
に

な
っ

て
い

る
。

今
後

も
、

オ
ン

ラ
イ

ン
を

活
用

し
た

き
め

細
か

な
学

生
相

談
対

応

が
継

続
さ

れ
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

４  

【
3
-
1
3
】
未
来
工
房
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
未
来
工
房
ジ
ュ
ニ

ア
、

提
案

公
募

方
式

に
よ

る
課

外
活

動
支

援
、

ク
ラ
ブ
活
動
指
導
員
の
導
入
な
ど
、
課
外
活

動
へ

の
様

々
な

支
援

を
行

う
こ

と
に

よ
り

学
生

生

活
を
充
実
さ
せ
た
。
 

【
3
-
1
4
】
キ
ャ
リ
ア
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
活
用
に
よ
り
３

年
生

、
４

年
生

の
早

期
か

ら
キ

ャ
リ

ア
に

つ
い

て
学
生
自
身
に
検
討
を
さ
せ
た
。
ま
た
イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

や
大

学
説

明
会

な
ど

、
就

職
や

進

学
を
直
接
考
え
る
機
会
を
提
供
し
た
。
 

―
 

 
 

中
期

計
画

番
号

 

3
-
1
3
 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

３
）

学
生

へ
の

支
援

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
学

生
生

活
支

援
 

①
全

て
の

学
生

が
安

心
し

て
充

実
し

た
学

生
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
障

が
い

の
あ

る
学

生
に

対
す

る
支

援
、

課
外

活
動

へ
の

支
援

及
び

学
生

相
談

体
制

の
強

化
を

行
う

と

と
も

に
、

経
済

的
支

援
の

充
実

に
向

け
た

取
組

を
検

討
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
学

生
の

多
様

な
課

外
活

動
を

支
援

す
る

た
め

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

実
施

す
る

。
 

                                 

（
１

）
多

様
な

課
外

活
動

の
支

援
（

参
考

：
3
-
1
1
、

4
-
0
3
）

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
学

生
グ

ル
ー

プ
に

よ
る

課
外

活
動

経
費

の
一

部
を

助
成

す
る

未
来

工
房

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
全

学
年

対
象

）
及

び
未

来
工

房
ジ

ュ
ニ

ア
（

本
科

２
年

生
以

下
対

象
）

を
実

施

し
、

両
キ

ャ
ン

パ
ス

の
文

化
祭

で
成

果
発

表
会

を
開

催
し

た
。

 

・
各

大
学

・
高

専
の

課
外

活
動

の
活

性
化

や
知

名
度

・
ブ

ラ
ン

ド
力

向
上

に
資

す
る

活
動

へ
の

支
援

を
目

的
と

す
る

、
提

案
公

募
方

式
に

よ
る

課
外

活
動

支
援

の
支

援
対

象
 

 
 

と
し

て
、

品
川

キ
ャ

ン
パ

ス
か

ら
は

高
専

ロ
ボ

コ
ン

研
究

部
、

ロ
ボ

カ
ッ

プ
研

究
部

、
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

か
ら

は
人

力
飛

行
機

研
究

部
、

ロ
ボ

ッ
ト

研
究

同
好

会
を

選
出

し
、

活
動

に
供

す
る

費
用

を
支

給
し

た
。

 

・
ク

ラ
ブ

活
動

指
導

員
に

よ
る

指
導

の
充

実
を

図
っ

た
。

 

・
デ

ィ
レ

ク
ト

フ
ォ

ー
ス

に
よ

る
、

S
D
G
s
、

キ
ャ

リ
ア

､
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

等
様

々
な

テ
ー

マ
の

講
演

会
（

1
､
2
年

生
対

象
）

を
、

品
川

キ
ャ

ン
パ

ス
３

回
、

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
４

回
の

計
７

回
開

催
し

た
。

 
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
未

来
工

房
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

、
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

で
申

請
３

件
、

採
択

３
件

、
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

で
申

請
５

件
、

採
択

４
件

、
合

計
は

申
請

８
件

、
採

択
７

件
で

あ
っ

た
。

ま
た

未
来

工
房

ジ
ュ

ニ
ア

は
、

品
川

キ
ャ

ン
パ

ス
６

件
、

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
２

件
の

申
請

の
い

ず
れ

も
が

採
択

さ
れ

、
合

計
８

件
で

あ
っ

た
。

 

・
文

化
祭

期
間

中
の

1
0
月

3
0
日

(
日

曜
日

)
に

、
両

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
い

て
、

在
校

生
や

学
校

説
明

会
の

参
加

者
に

向
け

、
未

来
工

房
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
/
未

来
工

房
ジ

ュ
ニ

ア
の

成
果

報
告

会
を

開
催

し
た

。
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

で
は

ポ
ス

タ
ー

セ
ッ

シ
ョ

ン
７

件
を

含
む

1
2
件

、
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

で
は

６
件

の
成

果
が

披
露

さ
れ

た
。

 

・
提

案
公

募
方

式
に

よ
る

課
外

活
動

支
援

を
受

け
た

各
団

体
が

、
そ

れ
ぞ

れ
以

下
の

成
果

を
上

げ
、

高
専

の
知

名
度

向
上

や
高

専
に

お
け

る
教

育
等

の
魅

力
の

発
信

に
貢

献

し
た

。
（

図
表

3
-
1
3
-
1
）

 

・
ク

ラ
ブ

顧
問

の
役

割
の

明
確

化
と

負
担

の
軽

減
を

実
現

し
つ

つ
、

ク
ラ

ブ
活

動
の

指
導

内
容

を
充

実
さ

せ
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

導
入

さ
れ

た
ク

ラ
ブ

活
動

指
導

員
の

令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
実

績
は

品
川

キ
ャ

ン
パ

ス
５

人
（

６
ク

ラ
ブ

）
、

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
７

人
（

７
ク

ラ
ブ

）
で

あ
り

、
全

国
大

会
へ

の
進

出
を

果
た

す
な

ど
、

練
習

内
容

の
充

実
、

活
動

自
体

の
活

性
化

等
の

効
果

が
見

ら
れ

た
。

こ
れ

ら
の

様
々

な
課

外
活

動
へ

の
支

援
に

よ
り

、
学

生
の

学
校

生
活

を
充

実
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
デ

ィ
レ

ク
ト

フ
ォ

ー
ス

の
様

々
な

経
験

を
持

つ
講

師
に

よ
る

講
演

会
に

よ
り

、
学

生
が

新
た

な
刺

激
を

受
け

、
ま

た
技

術
者

と
し

て
将

来
を

考
え

る
き

っ
か

け
作

り
を

行

う
こ

と
が

で
き

た
。

 

 ※
デ

ィ
レ

ク
ト

フ
ォ

ー
ス

：
メ

ン
バ

ー
の

企
業

や
官

界
な

ど
に

お
け

る
豊

富
な

経
験

を
活

か
し

、
授

業
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
教

育
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
な

ど
の

社
会

貢
献

を

行
っ

て
い

る
一

般
社

団
法

人
。

 

 

 
 

【
図

表
3-

13
-1

　
提

案
公

募
形

式
に

よ
る

課
外

活
動

支
援

の
成

果
】

団
体

名
キ
ャ
ン
パ

ス
活

動
の

成
果

高
専

ロ
ボ

コ
ン

研
究

部
品

川
高

専
ロ

ボ
コ

ン
関

東
甲

信
越

地
区

大
会

20
22

に
２

チ
ー

ム
が

出
場

し
､う

ち
１

チ
ー

ム
が

予
選

リ
ー

グ
を

１
位

通
過

､決
勝

ト
ー

ナ
メ

ン
ト

に
お

い
て

ベ
ス

ト
４

を
勝

ち
取

っ
た

。

ロ
ボ

カ
ッ

プ
研

究
部

品
川

ロ
ボ

カ
ッ

プ
ジ

ュ
ニ

ア
関

東
ブ

ロ
ッ

ク
大

会
に

出
場

し
､サ

ッ
カ

ー
オ

ー
プ

ン
２

位
､サ

ッ
カ

ー
ウ

ェ
イ

ト
４

位
､５

位
､

９
位

と
な

っ
た

｡こ
れ

ら
４

チ
ー

ム
は

ロ
ボ

カ
ッ

プ
ジ

ュ
ニ

ア
ジ

ャ
パ

ン
オ

ー
プ

ン
20

23
名

古
屋

大
会

に
出

場
予

定
で

あ
る

。

人
力

飛
行

機
研

究
部

荒
川

「
第

45
回

鳥
人

間
コ

ン
テ

ス
ト

20
22

」
へ

の
出

場
を

実
現

し
、

7月
に

実
施

さ
れ

た
本

大
会

の
滑

空
部

門
に

お
い

て
12

チ
ー

ム
中

5位
と

い
う

成
績

を
収

め
た

。

ロ
ボ

ッ
ト

研
究

同
好

会
荒

川
ア

イ
デ

ア
対

決
・

全
国

高
等

専
門

学
校

ロ
ボ

ッ
ト

コ
ン

テ
ス

ト
20

22
 関

東
甲

信
越

地
区

大
会

に
2チ

ー
ム

が
出

場
し

、
1チ

ー
ム

が
特

別
賞

を
受

賞
し

た
。
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（
２

）
【

継
続

】
専

門
的

な
援

助
を

必
要

と
す

る
学

生
及

び
新

規
学

生
相

談
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

｡
 

              （
３

）
【

継
続

】
経

済
的

困
窮

学
生

が
充

実
し

た
学

校
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

､
支

援
制

度
の

周
知

を
行

う
と

と

も
に

､
経

済
的

支
援

の
拡

充
を

検
討

す

る
等

､
適

切
に

実
施

す
る

｡
ま

た
､
高

等

教
育

の
修

学
支

援
新

制
度

の
対

象
校

と
し

て
､
対

象
学

生
に

対
し

て
授

業
料

等
の

減
免

を
､
多

子
世

帯
を

対
象

と
し

た
授

業
料

支
援

を
行

う
｡
 

 （
２

）
学

生
相

談
体

制
の

強
化

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
学

生
に

対
し

て
心

理
テ

ス
ト

を
実

施
し

､
学

生
・

学
級

の
状

況
を

把
握

し
た

｡
 

・
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
に

よ
る

相
談

日
を

週
３

日
と

し
た

。
ま

た
、

電
話

や
オ

ン
ラ

イ
ン

で
の

相
談

も
実

施
し

た
。
（

図
表

3
-
1
3
-
2
）

 

・
学

生
相

談
室

・
学

生
室

・
各

担
任

と
の

連
携

に
加

え
、

キ
ャ

リ
ア

支
援

セ
ン

タ
ー

と
も

連
携

し
た

支
援

体
制

を
強

化
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
両

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
い

て
、

１
～

３
年

生
を

対
象

に
心

理
テ

ス
ト

を
実

施
し

た
。

テ
ス

ト
実

施
後

に
、

調
査

結
果

の
見

方
、

活
用

方
法

に
関

す
る

学
級

担
任

向
け

の
勉

強

会
を

開
催

す
る

こ
と

で
、

担
任

に
よ

る
個

々
の

学
生

の
精

神
状

態
や

、
ク

ラ
ス

の
状

況
の

把
握

が
可

能
と

な
り

、
適

切
な

ク
ラ

ス
運

営
に

つ
な

が
っ

た
。

 

・
専

門
の

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

が
週

３
日

対
応

す
る

こ
と

で
、

相
談

す
る

こ
と

の
敷

居
を

低
く

す
る

と
と

も
に

、
学

校
全

体
に

よ
る

連
携

体
制

を
維

持
し

た
こ

と
に

よ
り

、
学

生

の
多

様
な

相
談

内
容

に
も

細
や

か
に

対
応

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

【
図

表
3
-
1
3
-
2
　

学
生

相
談

件
数

(
延

べ
件

数
)
】

（
単

位
：

件
）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度
3
7
9

3
7
0

3
3
5

3
8
4
(
 
6
)

4
4
0
(
2
7
)

3
7
4
(
1
5
)

1
9
1

1
7
9

1
2
2

1
5
0
(
 
4
)

2
1
5
(
8
6
)

2
1
1
(
3
8
)

5
7
0

5
4
9

4
5
7

5
3
4
(
1
0
)

6
5
5
(
1
1
3
)

5
8
5
(
5
3
)

( 
  

 )
内

は
対

面
以

外
の

相
談

件
数

で
内

数

合
計

品
川

キ
ャ

ン
パ

ス
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

（
３

）
経

済
的

支
援

の
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
授

業
料

減
免

及
び

入
学

料
減

免
を

実
施

し
た

。
 

 
 

・
国

際
化

推
進

事
業

（
I
E
P
）

へ
の

支
援

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

渡
航

中
止

と
な

っ
た

た
め

対
応

を
要

し
な

か
っ

た
。

 

・
学

生
に

対
し

て
奨

学
金

等
に

関
す

る
情

報
発

信
を

行
っ

た
。

 

 
・

選
択

的
学

習
活

動
支

援
制

度
・

授
業

料
軽

減
制

度
を

実
施

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
授

業
料

減
免

に
つ

い
て

は
９

月
ま

で
1
1
7
人

（
全

額
免

除
5
2
人

、
減

額
6
5
人

）
、

1
0
月

か
ら

1
1
9
人

（
全

額
免

除
5
1
人

、
減

額
6
8
人

）
に

実
施

し
た

。
 

・
授

業
料

軽
減

制
度

認
定

者
は

４
月

か
ら

６
月

分
（

前
年

度
課

税
証

明
書

適
用

）
が

2
2
7
人

、
７

月
か

ら
３

月
分

（
当

該
年

度
課

税
証

明
書

適
用

）
が

1
9
0
人

と
な

っ
た

。
 

 
 

・
修

学
支

援
新

制
度

の
う

ち
、

授
業

料
減

免
に

つ
い

て
は

、
９

月
ま

で
は

6
3
人

（
全

額
免

除
4
1
人

、
2
/
3
減

額
1
6
人

、
1
/
3
減

額
６

人
）
、

1
0
月

か
ら

は
6
4
人

（
全

額
 

免
除

4
7
人

、
2
/
3
減

額
1
2
人

、
1
/
3
減

額
５

人
）

に
実

施
し

た
。

入
学

料
減

免
に

つ
い

て
は

、
６

人
（

全
額

免
除

３
人

、
2
/
3
減

額
３

人
）

に
実

施
し

た
。

 

・
多

子
世

帯
支

援
制

度
は

6
1
人

が
制

度
を

利
用

し
て

い
る

。
 

・
学

生
に

対
し

て
奨

学
金

等
に

関
す

る
情

報
発

信
を

2
0
件

行
っ

た
。

 

・
そ

の
他

、
学

生
へ

の
奨

学
金

等
に

関
し

て
は

、
2
9
人

の
申

込
が

あ
り

2
0
人

が
認

定
さ

れ
た

。
 

・
選

択
的

学
習

活
動

支
援

制
度

の
認

定
者

（
制

度
利

用
の

有
資

格
者

）
1
4
2
人

の
う

ち
、

T
O
E
I
C
受

験
料

補
助

対
象

者
は

4
4
人

、
技

能
検

定
３

級
（

機
械

加
工

（
普

通
旋

盤

作
業

）
）

補
助

対
象

は
１

人
、

第
二

種
電

気
工

事
士

試
験

補
助

対
象

者
は

０
人

、
電

気
主

任
技

術
者

試
験

第
三

種
補

助
対

象
者

は
０

人
と

な
っ

た
。

 

 ※
高

等
教

育
の

修
学

支
援

新
制

度
：

国
の

制
度

で
日

本
学

生
支

援
機

構
給

付
奨

学
金

と
同

じ
対

象
者

要
件

で
、

本
科

第
４

～
５

学
年

と
専

攻
科

第
１

～
２

学
年

で
、

世
帯

収

入
、

資
産

及
び

学
業

成
績

基
準

を
満

た
し

た
学

生
に

、
給

付
奨

学
金

の
支

給
に

加
え

て
授

業
料

を
減

免
す

る
制

度
 

※
多

子
世

帯
支

援
制

度
：

東
京

都
の

制
度

で
本

科
の

第
１

～
３

学
年

ま
で

の
都

内
在

住
者

で
、

保
護

者
が

2
3
歳

未
満

の
子

を
３

人
以

上
扶

養
し

て
お

り
、

か
つ

高
等

学
校

等
就

学
支

援
金

を
受

給
し

て
い

な
い

世
帯

を
対

象
に

、
授

業
料

の
一

部
を

支
給

す
る

制
度

 

※
選

択
的

学
習

活
動

支
援

制
度

：
東

京
都

立
産

業
技

術
高

等
専

門
学

校
の

１
～

３
学

年
に

在
学

す
る

都
内

在
住

の
学

生
を

対
象

に
、

家
庭

の
経

済
状

況
が

教
育

の
格

差
に

つ

な
が

る
こ

と
の

な
い

よ
う

、
保

護
者

等
の

収
入

の
状

況
に

応
じ

て
、

選
択

的
学

習
活

動
（

各
種

資
格

試
験

、
検

定
試

験
等

）
に

係
る

経
費

の
支

援
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中
期

計
画

番
号

 

3
-
1
4

 
◇

キ
ャ

リ
ア

形
成

支
援

 

②
進

路
支

援
体

制
を

充
実

さ
せ

る
た

め
、

学
生

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

と
の

連
携

に
よ

る
進

路
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
学

生
に

自
ら

の
将

来
に

対
す

る
目

的
意

識
を

持
た

せ
る

た
め

、

キ
ャ

リ
ア

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
を

活
用

し
て

、
体

系
的

な
キ

ャ
リ

ア
支

援
を

実
施

す
る

。
キ

ャ
リ

ア
支

援
の

取
組

内
容

に
つ

い
て

は
、
【

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

】
に

検
証

を
行

い
、

改

善
を

図
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

状
況

に
応

じ
て

キ
ャ

リ
ア

支
援

講
座

等
の

実
施

方
法

を
見

直
し

な
が

ら
、

体
系

化
し

た
キ

ャ
リ

ア
支

援
を

着
実

に
実

施
す

る
。

 

                                  

（
１

）
体

系
化

し
た

キ
ャ

リ
ア

支
援

の
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
本

科
４

年
生

・
専

攻
科

１
年

生
を

中
心

に
、

社
会

人
マ

ナ
ー

・
自

己
分

析
・

E
S
・

面
接

対
策

等
の

進
路

選
択

を
支

援
す

る
キ

ャ
リ

ア
支

援
講

座
を

実
施

し
た

。
な

お
、

こ

れ
ま

で
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

で
の

み
の

実
施

だ
っ

た
「

進
路

の
考

え
方

」
に

つ
い

て
は

、
そ

の
重

要
性

を
考

慮
し

両
キ

ャ
ン

パ
ス

実
施

と
し

た
。

（
図

表
3
-
1
4
-
4
）

 

・
本

科
３

、
４

年
生

に
対

し
て

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
早

期
に

キ
ャ

リ
ア

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
に

つ
い

て
の

説
明

会
を

開
催

し
た

。
 

・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
ガ

イ
ダ

ン
ス

を
３

回
実

施
し

た
。

 

・
女

子
学

生
に

特
化

し
た

支
援

講
座

を
実

施
し

た
。

 

・
進

学
を

希
望

す
る

本
科

４
年

生
・

専
攻

科
１

年
生

を
中

心
に

、
６

件
の

大
学

編
入

・
大

学
院

説
明

会
を

実
施

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
就

職
を

希
望

す
る

学
生

は
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

や
面

接
対

策
指

導
に

よ
り

直
接

企
業

と
対

面
す

る
就

業
体

験
が

で
き

た
こ

と
に

よ
り

、
就

職
後

の
仕

事
や

そ
こ

に
至

る

就
職

試
験

の
具

体
的

な
イ

メ
ー

ジ
を

捉
え

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
進

学
を

希
望

す
る

学
生

は
、

大
学

教
員

や
大

学
生

に
よ

る
学

校
説

明
会

に
よ

り
、

各
校

に
つ

い
て

の
正

し
い

情
報

を
入

手
す

る
こ

と
が

で
き

、
満

足
の

い
く

志
望

校
決

定

に
繋

が
っ

た
。
（

図
表

3
-
1
4
-
1
）
（

図
表

3
-
1
4
-
2
）
（

図
表

3
-
1
4
-
3
）

 

 

【
図

表
3
-
1
4
-
1
　

本
科

生
の

進
路

状
況

（
各

年
度

卒
業

生
）

】
(
単

位
：

人
）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度
進

学
者

数
9
4

9
0

9
7

1
2
4

1
1
2

1
1
4

就
職

者
数

1
7
3

1
6
7

1
6
9

1
5
4

1
3
9

1
5
5

そ
の

他
6

9
5

1
2

1
5

1
7

卒
業

者
数

2
7
3

2
6
6

2
7
1

2
9
0

2
6
6

2
8
6

※
各

年
度

翌
年

度
５

月
１

日
時

点
 

  

【
図

表
3
-
1
4
-
2
　

専
攻

科
生

の
進

路
状

況
（

各
年

度
修

了
生

）
】

（
単

位
：

人
）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度
進

学
者

数
2
0

1
6

1
1

1
6

2
0

1
8

就
職

者
数

1
2

1
2

1
9

9
1
3

1
6

そ
の

他
1

1
3

5
1

0
修

了
者

数
3
3

2
9

3
3

3
0

3
4

3
4

※
各

年
度

翌
年

度
５

月
１

日
時

点
 

 
 

 

【
図

表
3-

14
-3

　
本

科
か

ら
専

攻
科

へ
の

進
学

者
数

(各
年

度
卒

業
生

)】
（

単
位

：
人

）
29

年
度

30
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度
進

学
者

数
32

31
36

37
41

36
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                 （
２

）
【

継
続

】
３

年
生

と
４

年
生

に
対

す
る

キ
ャ

リ
ア

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
を

活
用

し
た

キ
ャ

リ
ア

支
援

を
実

施
す

る
。

 

       

  

【
図

表
3
-
1
4
-
4
　

キ
ャ

リ
ア

支
援

講
座

等
　

参
加

者
】

（
単

位
：

人
）

対
象

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度

３
年

生
1
5
5

1
6
7

1
4
9

1
6
6

1
7
4

3
2
7

３
年

生
3
1
7

3
2
1

3
0
8

中
止

中
止

中
止

女
子

学
生

全
学

年
2
3

3
6

4
0

5
5

3
0

2
4

４
年

生
2
5
8

2
8
4

2
7
2

2
9
1

2
9
5

3
3
0

４
年

生
2
6
7

2
8
4

2
8
8

2
1
2

2
9
5

3
3
0

４
年

生
2
6
7

2
3
6

2
4
8

2
1
2

2
9
5

3
3
0

４
年

生
2
6
2

2
7
9

2
6
9

2
1
2

2
9
5

2
6
5

カ
タ

リ
場

高
専

女
子

キ
ャ

リ
ア

＆
ラ

イ
フ

社
会

人
マ

ナ
ー

面
接

対
策

進
路

の
考

え
方

自
己

分
析

エ
ン

ト
リ

ー
シ

ー
ト

対
策

 
 （

２
）

キ
ャ

リ
ア

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
を

活
用

し
た

キ
ャ

リ
ア

支
援

の
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
４

月
に

本
科

３
年

生
、

４
年

生
を

対
象

に
キ

ャ
リ

ア
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

を
配

布
し

、
自

分
の

将
来

像
を

イ
メ

ー
ジ

さ
せ

る
き

っ
か

け
を

与
え

た
。

 

 
 

・
４

年
生

に
つ

い
て

は
、

キ
ャ

リ
ア

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
を

用
い

、
就

職
先

や
進

学
先

の
希

望
を

絞
り

込
ま

せ
、

キ
ャ

リ
ア

支
援

セ
ン

タ
ー

に
希

望
を

提
出

さ
せ

た
。

 

・
キ

ャ
リ

ア
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

の
内

容
に

つ
い

て
、

本
人

、
キ

ャ
リ

ア
支

援
セ

ン
タ

ー
及

び
担

任
で

共
有

し
、

各
学

生
の

キ
ャ

リ
ア

支
援

の
際

に
活

用
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

 
 

・
３

年
生

に
つ

い
て

は
、

学
生

が
自

分
自

身
を

見
つ

め
、

将
来

像
を

イ
メ

ー
ジ

す
る

こ
と

に
役

立
て

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 
 

・
４

年
生

に
つ

い
て

は
、

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
度

に
向

け
た

就
職

先
や

進
学

先
選

択
の

指
導

に
役

立
て

る
こ

と
が

で
き

た
。
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大大
項項

目目
番番

号号
  

２２
５５
  

入入
学学

者者
選選

抜抜
 

１
 
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

４
）

入
学

者
選

抜
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る
た

め
の

措
置

 

（
中
期
目
標
）
 

○
育
成
す
る
人
材
像
を
明
確
に

し
、

教
育

内
容

と
合

わ
せ

て
広

く
社

会
に

発
信

す
る

と
と

も
に

、
志

願
者
の

動
向

や
社

会
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

て
入

学
者

選
抜

の
見

直
し

や
改

善
を

図
る

。
 

 

中
期
計
画
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
 

自
己

評
価
 

（
４
）
入
学
者
選
抜
に

関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

 

◇
多
様
な
学
生
の
確
保

 

【
3
-
1
5
】
①

も
の
づ
く
り
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
多
様
な
学
生

を
受

け
入

れ

る
た
め
、
地
元
自
治
体
と
連
携
し
た
特
別
推
薦

入
試

制
度

に
つ

い
て
、【

令
和
４
（
2
0
2
2
）
年
度
ま
で
】
に
募
集
人

員
を
【

４
人

】

に
増
大
す
る
な
ど
、
入
学
者
選
抜
の
見
直
し
を

図
る

。
 

         【
3
-
1
6
】
②
女
子
学
生

の
志
願
者
確
保
に
向
け
た
取
組
を
推

進
す

る
。

 

                       

  【
3
-
1
5
】

品
川

区
及

び
荒

川
区

と
協

定
を

締
結

し
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

実
施

の
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

入
試

よ
り

両
キ

ャ

ン
パ

ス
の

特
別

推
薦

入
試

募
集

人
員

枠
を

４
人

と
し
た

。
（

図
表

3
-
1
5
）

 

＜
3
-
1
5
　

特
別

推
薦

入
試

制
度

　
募

集
人

員
＞

（
単

位
：

人
）

2
9
年
度
入
学

3
0
年
度
入
学

3
1
年
度
入
学

２
年
度
入
学

３
年
度
入
学

４
年
度
入
学

５
年
度
入
学

特
別

推
薦

入
試

制
度

　
募

集
人

員
枠

1
1

1
1

1
4

4

 
 
※

特
別

推
薦

入
試

制
度

は
、

区
と

の
協

定
に

よ
り

実
施

さ
れ

て
い

る
推

薦
入

試
で

あ
る

。
当

初
は

１
人

か
ら

ス
タ

ー
ト

し
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

に
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

へ
は

品
川

区
か

ら
２

人
（

う
ち

１
人

は
八

潮
学

園
）

、
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

へ

は
荒

川
区

か
ら

２
人

と
募

集
人

員
を

拡
大

し
た

。
特
別

推
薦

に
よ

る
入

学
を

希
望

す
る

生
徒

は
、

中
学

２
、

３
年

生
で

２

回
の

ス
ク

ー
リ

ン
グ

に
参

加
し

、
そ

の
後

、
高

専
と
各

中
学

校
長

と
の

協
議

に
よ

り
選

抜
し

、
出

願
者

を
決

定
す

る
。

 

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
度

入
学

は
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

実
施

の
入

試
で

選
抜

さ
れ

て
い

る
た

め
こ

こ
に

記
載

。
 

 【
3
-
1
6
】

高
専

公
式

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
女

子
向

け
の

「
理

系
女

子
集

ま
れ

」
ペ

ー
ジ

を
作

成
、

女
子

向
け

の
情

報
を

ま
と

め
て

提
供

し
た

。
出

願
者

ア
ン

ケ
ー

ト
に

よ
る

と
、

女
子
受

検
生

に
よ

る
「

役
に

立
っ

た
」

と
い

う
評

価
が

高
く

、
評

価
さ

れ
て

い
る

。
女

子
入

学
者

の
割

合
も

徐
々

に
増

加
傾
向

と
な

っ
て

い
る

。
（

図
表

3
-
1
6
①

）
（

図
表

3
-
1
6
②

）
 

＜
3
-
1
6
①

　
女

子
入

学
者

数
 
（

本
科

）
＞

（
単

位
：

人
）

2
9
年

度
3
0
年

度
3
1
年

度
２

年
度

３
年

度
４

年
度

５
年

度
（

全
入

学
者

数
）

(
6
4
)

(
6
4
)

(
6
4
)

(
6
4
)

(
6
4
)

(
6
4
)

(
6
4
)

入
学

者
数

1
9

1
7

1
8

1
5

2
1

1
9

1
6

（
全

入
学

者
数

）
(
2
4
8
)

(
2
6
3
)

(
2
7
6
)

(
2
4
9
)

(
2
5
7
)

(
2
6
3
)

(
2
6
3
)

入
学

者
数

1
2

2
4

1
9

2
6

2
8

2
3

3
3

（
全

入
学

者
数

）
(
3
1
2
)

(
3
2
7
)

(
3
4
0
)

(
3
1
3
)

(
3
2
1
)

(
3
2
7
)

(
3
2
7
)

入
学

者
数

3
1

4
1

3
7

4
1

4
9

4
2

4
9

推
薦

入
試

一
般

入
試

合
計

 
 ＜

3
-
1
6
②

 
女

子
入

学
者

割
合

推
移

（
本

科
）

＞
 

            

ＡＡ
  

9.
9

12
.5

10
.9

13
.1

15
.3

12
.8

15

810121416

H
29

H
30

H
31

R2
R3

R4
R5

(％
)
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◇
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
定
め

た
戦
略
的
な
広
報
活
動
 

【
3
-
1
7
】
③
意
欲
あ
る

志
願
者
を
確
保
す
る
た
め
、
塾
へ
の
広

報
等

有
効

な
活
動
へ
の
集
中
化
を
図
る
な
ど
、
戦
略
的
な
広

報
活

動
を

実
施
す
る
。
 

 【
3
-
1
7
】

３
年

ご
と

に
広

報
戦

略
を

策
定

す
る

と
と

も
に

、
毎

年
の

広
報

年
次

計
画

に
よ

り
効

果
的

な
広

報
を

行
え

た
。

限
り

あ
る

資
源

の
中

に
あ

っ
て

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
S
N
S
の
活

用
に

も
注

力
し

、
毎

年
ア

ク
セ

ス
数

、
フ

ォ
ロ

ワ
ー

数
等

を
確

実
に

増
加

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

た
。
（

図
表

3
-
1
7
）

 

＜
3
-
1
7
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

・
S
N
S
の

訪
問

者
数

＞

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度

1
7
,
2
9
9

1
8
,
3
4
5

1
8
,
0
2
0

1
8
,
4
7
4

1
9
,
0
5
9

1
9
,
9
5
7

6
0
6

8
7
9

1
,
0
6
3

1
,
2
5
0

1
,
4
9
5

1
,
8
4
8

3
9
6

5
0
3

5
9
4

6
7
2

7
1
1

7
5
6

2
3
2

2
9
8

4
1
7

5
1
0

7
3
4

2
3
3

3
5
8

4
7
1

5
8
0

Y
o
u
T
u
b
e

（
チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
者
数
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
月
間
平
均
ア
ク
セ
ス
数
）

t
w
i
t
t
e
r

（
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
）

F
a
c
e
b
o
o
k

（
フ
ァ
ン
数
）

I
n
s
t
a
g
r
a
m

（
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
）

 
 

  

第
三
期
中
期
目
標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
特
別
推
薦
入
試
制
度
に
つ
い
て
、
品
川
区
及
び
荒
川
区
と

協
定

を
締

結
し

、
令

和
４

年
度

入
試

ま
で

に
募

集
人

員
を

４
人

に
増

大
す

る
目

標
を

達
成

し
て

い
る

。
 

・
女
子
学
生
の
確
保
に
向
け
て
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
情
報
発
信

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

お
け

る
コ

ン
テ

ン
ツ

の
見

直
し

等
を

継
続

し
て

行
い

、
女

子
学

生
数

が
着

実
に

増
加

し
て

い
る

。
 

・
今
後
、
品
川
区
及
び
荒
川
区
と
の
特
別
推
薦
入
試
制
度
が

順
調

に
実

施
さ

れ
る

と
と

も
に

、
よ

り
地

域
に

愛
さ

れ
る

学
校

と
し

て
、

存
在

感
が

高
ま

っ
て

い
く

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

 

・
継
続
的
な
取
組
が
結
実
し
、
女
子
の
志
願
者
数
・
合
格
者

数
の

み
な

ら
ず

、
女

子
の

入
学

者
数

も
着

実
に

伸
び

て
き

て
い

る
。
今

後
も

入
学

者
数

を
増

加
さ

せ
ら

れ
る

よ
う

、
女

子
学

生
が

学
修

し
や

す
い

環
境

の
整

備
と

女
子
学
生
確
保
に
向
け
た
取
組
が
一
層
充
実
す
る
こ
と
を

期
待

す
る

。
 

 

  

年
度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
3
-
1
5
】
品
川
区
立
八
潮
学
園
及
び
品
川
区
と
次
期
特
別

推
薦

制
度

の
概

要
を

協
議

し
合

意
に

至
っ

た
。

ま
た

、
荒
川
区
と
特
別
推
薦
枠
の
新
設
に
向

け
た

協
議

を
開

始
し

た
。

 

【
3
-
1
7
】
「
高
専

広
報
戦
略
」
を
策
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
く

広
報

活
動

を
実

施
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
受

験
生

確
保

に
向

け
て
、
特
別

推
薦

入
試

制
度

を
拡

充
し

、
品

川
区

、
荒

川
区

と
特

別
推

薦
枠

の
協

議
が

進
ん

だ
点

が
評

価
で

き
る

。
 

・
女

子
学

生
の

志
願

者
増

へ
の

取
組

や
広

報
戦

略
を

評
価

す
る

。
引

き
続

き
、
広

報
の

充
実

を
図

る
こ

と
で

、

志
願

者
数

や
入

学
者

数
を

安
定

し
て

確
保

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
く

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
 

3
0  

【
3
-
1
5
】
品
川
区
、
荒
川
区
と
【
令
和
４
年
度
】
か
ら
の

特
別

推
薦

入
試

の
実

施
に

向
け

て
基

本
合

意
し

た
。

 

【
3
-
1
7
】
新
た
に

i
n
s
t
a
g
r
a
m
を
開
設
し
、
若
年
層
を
対

象
に

視
覚

的
な

広
報

に
取

り
組

ん
だ

。
 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
各

地
元

教
育

委
員

会
を

通
し

て
、

特
別

推
薦

入
試

制
度

の
拡

充
に

向
け

た
取

組
が

順
調

に
進

ん
で

い
る

。
 

・
女

子
学

生
確

保
に

向
け
て

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

の
女

子
学

生
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
の

掲
載

、
学

校
見

学
会

や
説

明
会

で
の

女
子

学
生

向
け

ブ
ー

ス
の

開
設

等
を

行
っ

た
。

 

・
引

き
続

き
女

子
学

生
向

け
の

広
報

を
充

実
さ

せ
て

、
志

願
者

確
保

に
つ

な
が

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

 

元  

【
3
-
1
5
】
品
川
区
と
【
令
和
４
（
2
0
2
2
）
年
度
】
か
ら
の

特
別

推
薦

入
試

制
度

の
拡

大
実

施
を

正
式

に
決

定
し

た
。
 

【
3
-
1
6
】
積
極
的
な
広
報
に
よ
り
、
女
子
学
生
の
志
願

者
数

が
平

成
1
8
（

2
0
0
6
）

年
度

の
開

校
以

来
最

高

の
8
2
人
と
な
っ

た
。
 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
入

学
志

願
者

は
、
推

薦
入

試
、
一

般
入

試
共

に
例

年
よ

り
増

加
し

て
お

り
、
積
極

的
な

広
報

活
動

の
成

果

が
表

わ
れ

て
い

る
。

 

・
女

子
学

生
確

保
に

向
け

た
様

々
な

取
組

が
推

進
さ

れ
て

お
り

、
女

子
在

学
生

自
身

に
よ

る
学

生
生

活
紹

介
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【
3
-
1
7
】
第
三
期
中
期
計
画
後
半
（
令
和
２
（
2
0
2
0
）
年

度
か

ら
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

ま
で

）
の

「
高

専
広

報
戦
略
」
を
策
定
し
た
。
 

【
3
-
1
7
】
高
専
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

、
受

検
生

に
有

益
な

情
報

を
取

得
し

や
す

い
デ

ザ
イ

ン
に
刷
新
し
た
。
 

や
相

談
会

な
ど

、
学

生
主

体
の

取
組

が
行

わ
れ

て
い

る
。
一

般
入

試
に

お
い

て
、
女

子
の

志
願

者
数

、
入

学
者

数
と

も
拡

大
し

、
志

願
者

数
に

つ
い

て
は

、
開

校
以

来
、

最
多

の
人

数
を

確
保

で
き

た
。

 

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
応

じ
た

戦
略

的
な

広
報

活
動

と
し

て
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
す

る
と

と
も

に
、

志
願

者
が

ア
ク

セ
ス

し
や

す
い

S
N
S
で

積
極

的
な

情
報

発
信

を
行

っ
て

い
る

。
 

２ 

【
3
-
1
5
】
荒
川
区
と
【
令
和
４
（
2
0
2
2
）
年
度
】
か
ら
の

特
別

推
薦

入
試

制
度

の
募

集
人

員
を

２
人

と
す

る
こ

と
が
正
式
に
決
定
し
、
品
川
区
と
合
わ
せ

て
募

集
人

員
が

【
４

人
】

と
な

っ
た

。
 

【
3
-
1
6
】
合
格
者
全
体
に
お
け
る
女
子
合
格
者
の
割
合
は

1
4
.
4
％

と
な

り
、

合
格

者
数

は
過

去
最

高
の

5
2

人
と
な
っ
た
 

【
3
-
1
7
】
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
広
報
活
動
が
制
限
さ
れ

る
中

、
受

検
生

が
高

専
を

知
る

機
会

を
増

や
す

た

め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
特
設
の
「
受
検
生
応

援
サ

イ
ト

」
を

開
設

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

１１
】】
  

・
特

別
推

薦
入

試
制

度
に

つ
い

て
、
令

和
４

年
度

入
試

か
ら

、
品

川
区

及
び

荒
川

区
を

合
わ

せ
て

計
４

人
の

募
集

人
員

と
す

る
こ

と
が

決
ま

っ
た

。
 

・
コ

ロ
ナ

禍
で

広
報

活
動

の
実

施
に

当
た

り
支

障
が

あ
っ

た
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

お

け
る

女
子

学
生

向
け

コ
ン

テ
ン

ツ
の

充
実

等
の

取
組

に
よ

り
、
令

和
３

年
度

入
学

者
選

抜
に

お
い

て
、
合

格
者

全
体

に
お

け
る

女
子

合
格

者
の

割
合

は
1
4
.
4
％

と
な

り
、
合

格
者

数
は

過
去

最
高

の
5
2
人

と
な

っ

た
。

 

・
令

和
３

年
度

入
学

者
選
抜

（
学

力
検

査
に

基
づ

く
選

抜
）

に
お

い
て

、
志

願
者

数
が

令
和

２
年

度
と

比

べ
て

大
き

く
減

少
し

、
志

願
倍

率
が

２
倍

を
下

回
る

結
果

と
な

っ
た

。
回

復
に

向
け

た
取

組
が

望
ま

れ

る
。
  

３ 

【
3
-
1
5
】
品
川
区
、
荒
川
区
と
の
協
定
に
よ
り
、
令
和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

入
試

に
お

い
て

品
川

区
２

人

（
八
潮
学
園
１
人
、
品
川
区
１
人
）
と
荒
川
区

２
人

の
特

別
推

薦
入

試
に

よ
る

受
入

が
決

定
し

た
。
 

【
3
-
1
6
】
入
学
者
全
体
（
3
2
7
人
）
中
、
女
子
学
生
は

4
2
人

（
1
2
.
8
％

）
で

あ
っ

た
。

 

【
3
-
1
7
】
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
広
報
活
動
が
制
限
さ
れ
る

中
、

ウ
ェ

ブ
や

S
N
S
に

よ
り

高
専

が
受

検
生

の

目
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
し
た
。
昨
年
開
設
し

て
好

評
だ

っ
た

「
受

検
生

応
援

サ
イ

ト
」

を
強

化
し
た
。
 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
品

川
区

及
び

荒
川

区
と
の

協
定

に
基

づ
く

特
別

推
薦

入
試

制
度

に
お

い
て

、
令

和
４

年
度

入
試

は
、

品

川
区

か
ら

８
人

、
荒

川
区

か
ら

４
人

、
計

1
2
人

の
候

補
者

か
ら

、
各

区
２

人
、

申
込

み
が

あ
り

、
計

４

人
の

学
生

の
受

入
れ

が
決

定
し

た
。

 

・
女

子
卒

業
生

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

や
女

子
高

専
出

身
者

に
よ

る
企

業
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
等

の
コ

ン
テ

ン
ツ

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

し
、

女
子

学
生

の
確

保
に

向
け

た
情

報
発

信
に

努
め

た
。

 

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

改
修

や
S
N
S
で

の
積

極
的

な
発

信
、

コ
ン

テ
ン

ツ
の

拡
充

な
ど

、
広

報
活

動
に

精
力

的
に

取
り

組
ん

で
お

り
、

そ
の

結
果

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

S
N
S
の

ア
ク

セ
ス

数
、

フ
ォ

ロ
ワ

ー
数

は
増

加
し

て
い

る
。

一
方

、
志

願
者

数
は

伸
び

悩
ん

で
い

る
こ

と
か

ら
、

戦
略

的
な

広
報

を
志

願
者

の
増

加

に
つ

な
げ

て
い

く
こ

と
を

期
待

す
る

。
 

４  

【
3
-
1
5
】
品
川
区
、
荒
川
区
と
の
協
定
に
よ
り
、
令
和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

入
試

に
お

い
て

品
川

区
２

人
、

荒
川
区
２
人
の
特
別
推
薦
入
試
に
よ
る
受
入

れ
が

決
定

し
た

。
ま

た
、

新
た

な
枠

組
み

へ
の

検

討
を
継
続
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
 

【
3
-
1
6
】
入
学
者
全
体
（
3
3
0
人
）
中
、
女
子
学
生
は

4
9
人

（
1
4
.
8
％

）
で

あ
っ

た
。

 

【
3
-
1
7
】
教
職
員
の
協
力
体
制
を
整
え
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

更
新

頻
度

を
高

め
る

こ
と

な
ど

に
よ

り
、

ア
ク

セ
ス
数
を
の
ば
す
こ
と
が
で
き
、
ま
た
志
願

者
か

ら
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
評

価
も

高
か

っ
た

。
 

―
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中
期

計
画

番
号

 

3
-
1
5
 

１
 

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

４
）

入
学

者
選

抜
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

◇
多

様
な

学
生

の
確

保
 

①
も

の
づ

く
り

に
意

欲
的

に
取

り
組

む
多

様
な

学
生

を
受

け
入

れ
る

た
め

、
地

元
自

治
体

と
連

携
し

た
特

別
推

薦
入

試
制

度
に

つ
い

て
、
【

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

ま
で

】
に

募
集

人
員

を
【

４
人

】
に

増
大

す
る

な
ど

、
入

学
者

選
抜

の
見

直
し

を
図

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＳＳ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
品

川
区

教
育

委
員

会
及

び
荒

川
区

教
育

委
員

会
と

､
特

別
推

薦
制

度

に
関

し
て

締
結

し
た

協
定

書
に

基
づ

き
､
中

学
生

や
保

護
者

に
向

け
た

制
度

の
周

知
や

中
学

２
年

生
を

対
象

と
す

る
ス

ク
ー

リ
ン

グ
を

行
っ

た
上

で
特

別
推

薦
入

試
を

実
施

、
４

人
を

募
集

す
る

｡
 

（
１

）
特

別
推

薦
入

試
の

実
施

 

【
特

記
事

項
Ⅲ

－
４

 
参

照
】

 

 
（

特
記

事
項

の
ポ

イ
ン

ト
）

 

・
品

川
区

、
荒

川
区

と
の

協
定

に
基

づ
き

、
令

和
５
（

2
0
2
3
）
年

度
特

別
推

薦
入

試
に

お
い

て
、
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

２
人

、
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

２
人

、
計

４
名

の
優

秀
な

学
生

の
受

入
れ

を
決

定
し

た
。

 

・
令

和
６

（
2
0
24

）
年

度
特

別
推

薦
入

試
の

対
象

と
な

る
中

学
２

年
生

と
そ

の
保

護
者

を
対

象
に

、
ス

ク
ー

リ
ン

グ
及

び
特

別
推

薦
入

試
説

明
会

を
実

施
し

、
特

別
推

薦
入

試
に

よ
る

入
学

希
望

者
が

増
加

し
た

。
 

・
令

和
７

（
2
0
25
）

年
度

入
試

に
お

い
て

、
品

川
区

の
推

薦
の

枠
組

み
を

変
更

す
る

こ
と

を
含

め
、

特
別

推
薦

入
試

制
度

の
一

層
の

充
実

に
向

け
た

検
討

を
継

続
す

る
こ

と

と
な

っ
た

。
 

 ※
特

別
推

薦
入

試
制

度
は

、
区

と
の

協
定

に
よ

り
実

施
さ

れ
て

い
る

推
薦

入
試

で
あ

る
。

当
初

は
１

人
か

ら
ス

タ
ー

ト
し

、
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

に
品

川
キ

ャ
ン

パ

ス
へ

は
品

川
区

か
ら

２
人

（
う

ち
１

人
は

八
潮

学
園

）
、

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
へ

は
荒

川
区

か
ら

２
人

と
募

集
人

員
を

拡
大

し
た

。
特

別
推

薦
に

よ
る

入
学

を
希

望
す

る
生

徒
は

、
中

学
２

、
３

年
生

で
２

回
の

ス
ク

ー
リ

ン
グ

に
参

加
し

、
そ

の
後

、
高

専
と

各
中

学
校

長
と

の
協

議
に

よ
り

選
抜

し
、

出
願

者
を

決
定

す
る

。
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中
期

計
画

番
号

 

3
-
1
6

 
②

女
子

学
生

の
志

願
者

確
保

に
向

け
た

取
組

を
推

進
す

る
。

 
自自

己己
評評

価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
女

子
学

生
の

確
保

に
向

け

て
､
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

学
校

説
明

会
等

の
イ

ベ
ン

ト
で

の
情

報
発

信
を

充
実

さ
せ

る
｡
 

（
１

）
女

子
学

生
確

保
に

向
け

た
取

組
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
女

子
在

校
生

４
人

（
本

科
１

年
生

１
人

、
本

科
情

報
シ

ス
テ

ム
工

学
コ

ー
ス

２
年

生
１

人
、

本
科

機
械

工
学

コ
ー

ス
５

年
生

１
人

、
専

攻
科

情
報

工
学

コ
ー

ス
２

年
生

１

人
）

へ
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を
高

専
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

「
理

系
女

子
集

ま
れ

！
」

及
び

「
学

生
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
」

に
掲

載
し

た
。

な
お

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
は

年
度

ご
と

に
各

キ
ャ

ン
パ

ス
交

互
に

実
施

し
て

お
り

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

は
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

の
学

生
を

対
象

と
し

た
。

 

・
女

子
学

生
向

け
の

キ
ャ

リ
ア

支
援

講
座

の
様

子
を

高
専

公
式

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
し

、
高

専
が

取
り

組
む

女
子

学
生

に
対

す
る

就
職

活
動

支
援

の
状

況
を

周
知

し
た

。
 

・
出

願
時

ア
ン

ケ
ー

ト
に

お
い

て
、

女
子

志
願

者
を

対
象

に
女

子
学

生
向

け
ペ

ー
ジ

の
必

要
性

、
情

報
収

集
へ

の
貢

献
度

及
び

求
め

る
情

報
や

企
画

に
対

す
る

意
見

収
集

を

行
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

入
試

に
よ

る
女

子
入

学
者

は
こ

れ
ま

で
最

多
の

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

と
同

数
の

4
9
人

で
、

1
4
.
8
%
で

あ
っ

た
。
（

図
表

3
-
1
6
-
1
）

 

・
公

式
S
N
S
に

お
い

て
は

、
女

子
在

校
生

及
び

卒
業

生
の

活
躍

を
取

り
上

げ
た

投
稿

へ
の

注
目

度
が

高
く

、
過

去
投

稿
の

イ
ン

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

上
位

を
占

め
て

い
る

。
 

・
出

願
時

ア
ン

ケ
ー

ト
に

お
い

て
、

女
子

学
生

向
け

ペ
ー

ジ
の

必
要

性
、

情
報

収
集

へ
の

貢
献

度
は

共
に

約
8
5
％

と
高

い
結

果
と

な
っ

て
お

り
、

今
後

も
コ

ン
テ

ン
ツ

拡
充

等
が

必
要

で
あ

る
こ

と
を

確
認

で
き

た
。

ま
た

、
女

子
志

願
者

の
ニ

ー
ズ

を
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

、
今

後
の

女
子

学
生

向
け

企
画

の
ソ

ー
ス

と
す

る
こ

と
が

で
き

た
。
 

 

【
図

表
3
-
1
6
-
1
　

女
子

入
学

者
数

 
（

本
科

）
】

（
単

位
：

人
）

2
9
年

度
3
0
年

度
3
1
年

度
２

年
度

３
年

度
４

年
度

５
年

度
（
全
入
学
者
数
）

(
6
4
)

(
6
4
)

(
6
4
)

(
6
4
)

(
6
4
)

(
6
4
)

(
6
4
)

入
学

者
数

1
9

1
7

1
8

1
5

2
1

1
9

1
6

（
全
入
学
者
数
）

(
2
4
8
)

(
2
6
3
)

(
2
7
6
)

(
2
4
9
)

(
2
5
7
)

(
2
6
3
)

(
2
6
6
)

入
学

者
数

1
2

2
4

1
9

2
6

2
8

2
3

3
3

（
全
入
学
者
数
）

(
3
1
2
)

(
3
2
7
)

(
3
4
0
)

(
3
1
3
)

(
3
2
1
)

(
3
2
7
)

(
3
3
0
)

入
学

者
数

3
1

4
1

3
7

4
1

4
9

4
2

4
9

５
年
度
入
学
者
は
４
年
度
実
施
の
入
試
で
選
抜
さ
れ
て
い
る
た
め
こ
こ
に
記
載

一
般

入
試

合
計

推
薦

入
試
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中
期

計
画

番
号

 

3
-
1
7

 
◇

タ
ー

ゲ
ッ

ト
を

定
め

た
戦

略
的

な
広

報
活

動
 

③
意

欲
あ

る
志

願
者

を
確

保
す

る
た

め
、

塾
へ

の
広

報
等

有
効

な
活

動
へ

の
集

中
化

を
図

る
な

ど
、

戦
略

的
な

広
報

活
動

を
実

施
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

か
ら

開
始

し
た

第
三

期
中

期
計

画
後

期
の

高
専

広
報

戦
略

に
沿

っ
た

広
報

活
動

を
実

施
す

る
。
（

4
-
2
3
再

掲
）

 

（
１

）
意

欲
あ

る
志

願
者

確
保

に
向

け
た

取
組

 

【
特

記
事

項
Ⅲ

－
１

 
参

照
】

 

（
特

記
事

項
の

ポ
イ

ン
ト

）
 

・
教

職
員

へ
の

積
極

的
な

働
き

か
け

と
継

続
的

な
広

報
活

動
に

よ
り

、
校

内
の

広
報

に
対

す
る

協
力

体
制

が
強

化
さ

れ
、

教
職

員
か

ら
の

情
報

提
供

を
ス

ム
ー

ズ
に

、
か

つ
、

各
キ

ャ
ン

パ
ス

・
各

コ
ー

ス
か

ら
バ

ラ
ン

ス
よ

く
受

け
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

こ
と

で
、

ウ
ェ

ブ
を

通
し

て
受

検
生

に
有

益
な

情
報

を
発

信
す

る
こ

と
が

で
き

た
。
 

（
参

考
 

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ト
ピ

ッ
ク

ス
掲

載
件

数
：

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
度

：
1
1
5
件

、
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

：
2
1
9
件

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

：
2
1
5
件

）
 

・
全

て
の

公
式

コ
ン

テ
ン

ツ
の

ア
ク

セ
ス

数
・

フ
ォ

ロ
ワ

ー
数

が
大

幅
に

増
加

し
た

（
前

年
度

比
 
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
＋

4
.
7
％

、
T
w
i
t
t
e
r
＋

2
3
.
6
％

、
F
a
c
e
b
o
o
k
＋

6
.
3
％

、

I
n
s
t
a
g
r
a
m
＋

4
3
.
9
％

、
Y
o
u
T
u
b
e
＋

2
3
.
1
％

）
 

・
志

願
者

を
対

象
と

し
て

実
施

し
た

出
願

時
ア

ン
ケ

ー
ト

に
お

い
て

、
推

薦
出

願
者

で
は

約
8
0
％

、
学

力
出

願
者

で
は

約
8
5
％

が
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

「
見

や
す

い
」

と
評

価
し

、
ま

た
面

白
い

企
画

と
し

て
受

検
生

向
け

コ
ン

テ
ン

ツ
（

受
検

生
応

援
サ

イ
ト

、
学

生
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

ク
ラ

ブ
活

動
紹

介
等

）
が

上
位

を
占

め
て

い
る

。
 

・
学

生
広

報
チ

ー
ム

の
メ

ン
バ

ー
募

集
の

結
果

、
本

科
生

1
1
人

の
応

募
が

あ
り

、
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

か
ら

の
活

動
が

決
定

し
た

。
受

検
生

に
近

い
学

生
の

ア
イ

デ
ア

に
よ

り
、

ニ
ー

ズ
が

高
い

情
報

の
更

な
る

発
信

が
期

待
で

き
る

。
 

 
 

Ⅲ　東京都立産業技術高等専門学校の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

　１　教育に関する目標を達成するための措置

－ 312 －



大大
項項
目目

番番
号号
  

２２
６６
  

研研
究究

 

２
 
研
究
に
関
す
る
目
標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

（
中
期
目
標
）
 

○
産
業
界
の
人
材
ニ
ー
ズ
や

東
京

都
の

施
策

等
を

踏
ま

え
、

も
の

づ
く

り
ス

ペ
シ

ャ
リ

ス
ト

の
育

成
に

資
す

る
研

究
を

推
進

す
る

。
 
 

○
法
人
内
の
大
学
や
東
京
都

の
試

験
研

究
機

関
、

地
元

企
業

等
と

連
携

し
、

研
究

体
制

の
充

実
を

図
る

。
 

 

中
期
計
画
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
 

自
己

評
価
 

◇
も

の
づ

く
り

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
の

育
成

に
資

す
る

研
究

の
実

施
及

び
研

究

成
果
の
地
域
へ
の
還
元
 

【
3
-
18
】
①
「
も
の
づ
く
り
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
育
成
」
に
貢

献
す

る
研

究
活

動
を
活
性

化
す
る
た
め
、
各
教
員
が
外
部
資
金
の
獲

得
や

専
門

分

野
に

関
す

る
教

育
研

究
の

更
な

る
向

上
に

向
け

て
積

極
的

に
取

り
組
め
る

よ
う
、
特
に
若
手
教
員
へ
の
支
援
を
充
実

さ
せ

る
。
ま

た
、
特
別
研
究
期
間
制
度
を
取
得

す
る
教
員
が
【

年
間

４
人

】
と

な
る
こ
と

を
目
指
す
。
 

     【
3
-
19
】
②
東
京

20
20

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大

会
や

地

域
貢
献
に
資
す
る
研
究
を
推
進
す
る
。
 

  【
3
-
20
】
◆
③
東
京
都

立
大
学
及
び

東
京
都
立
産
業
技
術
大
学
院

大
学

等
と

の
連
携
に
よ
り
、
共
同
研
究
の
一
層
の
充
実
を
図
る

。
 

  【
3
-
18
】

特
別

研
究

期
間

制
度

取
得
対

象
を

拡
大

し
、

年
齢

や
職

位
の

制
限

を
な

く
す

と
い

う
制

度
変

更
を

令
和

３
（

2
0
21

）
年

度
に

行
い

、
令

和
４

（
2
0
22

）
年
度

募
集

（
取

得
は

令
和

５
（

2
0
23
）

年
度

）
よ

り
、

取
得

教
員

年
間

４
人

と
な

る
よ

う
取

得
の

働
き

か
け

を
継

続
し

て
行

っ
た

。（
図

表
3
-
18

）
ま

た
外
部

資
金

の
獲

得
に

向
け

て
、

科
学

研
究

費
応

募
書

類
の

添
削

や
面

接
に

よ
る

テ
ー

マ
設

定
、

公
募

情
報

の
提

供
な

ど
を

行
っ

た
。

 

 

＜
3
-
1
8
　

特
別

研
究

期
間

制
度

利
用

者
数

＞
（

単
位

：
人

）
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度

特
別

研
究

期
間

制
度

利
用

者
2

1
1

1
2

2

 
【
3
-
19
】

令
和

元
（

20
19

）
年

度
に

特
定

課
題

研
究

費
の

対
象

と
な

る
研

究
課

題
に

東
京

2
02

0
大

会
支
援

に
資

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

型
教

育
研

究
を

追
加

し
て

募
集

を
行

っ
た

結
果

、
１

件
が

採
択

さ
れ

、「
環

境
快

適
マ

ッ
プ

の
開

発
」

と
し

て
荒

川
区

内
の

中
学

校
と

連
携

し
、

車
い

す
使

用
者

向
け

の
情

報
マ

ッ
プ

を
ま

と
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 【
3
-
20

】
２

大
学

と
の

新
た

な
連
携

の
仕

組
み

と
し

て
、「

大
学

・
高

専
連

携
事

業
基

金
」

事
業

「
第

三
期

共
同

研
究

～
専

攻
科

C
o
-L
ab
o.

」
を

実
施

し
、

高
専

の
教

員
と

都
立

大
・

産
技

大
の

教
員

と
の

共
同

研
究

を
毎

年
公

募
し

、
採

択
さ

れ
た

。

（
図

表
3
-2
0
）

こ
の

連
携

を
よ

り
効

果
的

に
行

う
よ

う
、

研
究

者
マ

ッ
チ

ン
グ

の
仕

組
み

も
構

築
で

き
た

。
 

 

＜
3
-
2
0
　

「
第

三
期

共
同

研
究

～
専

攻
科

C
o
-
L
a
b
o
.
」

採
択

件
数

＞
（

単
位

：
件

）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度

「
第

三
期

共
同

研
究

～
専

攻
科

C
o
-
L
a
b
o
.
」

採
択

件
数

7
1

4
3

5
5

実
施

は
採

択
翌

年
度

 
  

ＢＢ
  

  
第
三
期
中
期
目
標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
））

 

【【
評評
定定

：：
３３

】】
  

・
外
部
資
金
獲
得
に
向
け
た
支
援
の
充
実
・
定
着
が
図
ら
れ

て
い

る
。

 

・
特
別
研
究
期
間
制
度

に
つ
い
て
は
、
年
間
４
人
の
取
得
が

可
能

な
制

度
改

正
が

行
わ

れ
た

が
、
実

際
の

取
得

者
は

毎
年

１
人

で
あ

る
。
校
務

分
掌

へ
の

配
慮

や
調

整
等

の
現

実
的

な
制

約
に

つ
い

て
検

討
の

必
要

性
が

認
識

さ
れ
て
い
る
が
、
早
期
に
解
決
い
た
だ
き
た
い
。
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年
度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
3
-
18
】
特
別

研
究
期
間
制
度
に
つ
い
て
、
年
間
最
大

４
人

が
取

得
で

き
る

よ
う

制
度

改
正

を
行

い
、

運

用
を

開
始
し
た
。
 

【
3
-
19
】
特
定

課
題
研
究
費
の
対
象
と
な
る
研
究
課
題

に
東

京
2
02

0
大

会
支

援
に

資
す

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

型
教
育
研
究
を
追
加
す
る
こ
と
と
し
、
募
集
を

行
っ

た
。

 

【
3
-
20
】
高
専

の
専
攻
科
学
生
と
首
都
大
及
び
産
技
大
の

教
員

及
び

大
学

院
生

が
参

加
す

る
新

た
な

共
同

研
究

の
枠
組
み
が
決
定
し
た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
産

技
高

専
の

専
攻

科
と
首

都
大

及
び

産
技

大
の

大
学

院
の

連
携

に
よ

る
2
大

学
1
高

専
の

新
た

な
連
携

事
業

が
開

始
さ

れ
た

こ
と

は
望

ま
し

く
、

今
後

の
展

開
が

期
待

さ
れ

る
。

 

・
科

研
費

申
請

件
数

の
増

加
は

望
ま

し
く

、
こ

れ
を

採
択

に
つ

な
げ

る
努

力
が

継
続

的
に

な
さ

れ
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
 

3
0  

【
3
-
18
】
特
別

研
究
期
間
制
度
を
運
用
し
、
１
人
の
教

員
を

大
学

に
派

遣
し

た
。

 

【
3
-
19
】
特
定

課
題
研
究
の
東
京

2
0
20

大
会
支
援
に
資

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

型
教

育
研

究
と

し
て

、
１

件

を
採

択
し
た
。
 

【
3
-
20
】
新
た

な
共
同
研
究
と
し
て
「
大
学
・
高
専
連

携
事

業
基

金
」

事
業

「
第

三
期

共
同

研
究

～
専

攻

科
C
o-

La
bo
.
」
を
実
施
し
た
。
 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
首

都
大

及
び

産
技

大
と
の

連
携

に
よ

る
共

同
研

究
が

進
め

ら
れ

、
大

学
教

員
等

の
指

導
・

助
言

を
受

け

て
研

究
課

題
を

遂
行

し
、

国
内

外
の

国
際

会
議

で
成

果
発

表
を

行
っ

て
い

る
。

 

・
科

学
研

究
費

補
助

金
に
つ

い
て

、
新

規
採

択
率

が
向

上
し

た
も

の
の

、
申

請
件

数
は

減
少

し
て

い
る

こ

と
か

ら
、

申
請

書
類

作
成

の
支

援
等

を
充

実
さ

せ
る

こ
と

で
、

申
請

件
数

を
増

や
し

て
い

く
こ

と
を

期

待
す

る
。

 

元  

【
3
-
18
】
特
別

研
究
期
間
制
度
を
運
用
し
、
１
人
を
海

外
の

大
学

に
派

遣
し

た
。

 

【
3
-
19
】
東
京

2
02

0
大
会
支
援
に
資
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

型
教

育
研

究
と

し
て

、
１

件
実

施
し

た
。

 

【
3
-
20
】「

大
学

・
高
専
連
携
事
業
基
金
」
事
業
の
「
第

三
期

共
同

研
究

～
専

攻
科

 
C
o-

La
bo
.
」

の
課

題

を
検
討
し
、
実
態
に
即
し
た
内
容
に
改
訂
し

た
。

 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
特

別
研

究
期

間
制

度
を
利

用
す

る
教

員
が

、
平

成
3
0
年

度
及

び
令
和

元
年

度
は

１
人

で
あ

っ
た

こ
と

に

つ
い

て
、

中
期

計
画

の
目

標
で

あ
る

年
間

４
人

を
達

成
で

き
る

よ
う

、
対

策
を

講
じ

る
こ

と
を

期
待

す

る
。

 

２ 

【
3
-
18
】
特
別

研
究
期
間
制
度
を
運
用
し
、
１
人
を
国

内
の

大
学

・
研

究
機

関
に

派
遣

し
た

。
 

【
3
-
20
】「

大
学

・
高
専
連
携
事
業
基
金
」
事
業
の
「
第

三
期

共
同

研
究

～
専

攻
科

 
C
o-

La
bo
.
」

は
５

件

の
研
究
を
実
施
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

単
年

度
の

研
究

は
海

外

渡
航
で
き
な
か
っ
た
が
、
国
内
で
開
催
し
た

国
際

会
議

で
研

究
成

果
を

発
表

し
、

終
了

す
る

こ

と
が
で
き
た
。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
外

部
資

金
獲

得
の

た
め
の

支
援

と
し

て
、

応
募

書
類

添
削

や
個

別
面

談
の

ほ
か

、
都

立
大

の
研

究
推

進

課
と

連
携

し
た

取
組

等
を

行
っ

た
結

果
、

科
研

費
新

規
採

択
率

は
第

三
期

中
期

計
画

期
間

で
最

高
と

な

っ
た

。
  

３ 

【
3
-
18
】
特
別

研
究
期
間
制
度
を
運
用
し
、
２
人
を
国

内
の

大
学

・
研

究
機

関
に

派
遣

す
る

と
と

も
に

、
 

取
得

促
進
に
向
け
た
制
度
の
変
更
を
行
っ
た

。
 

【
3
-
20
】「

大
学

・
高
専
連
携
事
業
基
金
」
事
業
の
「
第

三
期

共
同

研
究

～
専

攻
科

 
C
o-

La
bo
.
」

に
お

い

て
は
７
件
の
研
究
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

翌
年

度
新

た
に

３
件

が
採

択
さ

れ
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
若

手
教

員
対

象
の

応
募

書
類

添
削

や
個

人
面

談
な

ど
、
外

部
資

金
獲

得
の

た
め

の
支

援
を

継
続

し
て

行
っ

た
結

果
、

過
去

最
高

で
あ

っ
た

令
和

２
年

度
の

科
研

費
新

規
採

択
率

と
同

様
の

高
水

準
を

維
持

し
た

。
 

・
特

別
研

究
期

間
制

度
に
つ

い
て

、
取

得
対

象
の

拡
大

や
、
取

得
期

間
の

柔
軟

化
な

ど
、
よ

り
多

く
の

教
員

が
取

得
し

や
す

い
仕

組
み

の
見

直
し

を
図

っ
た

も
の

の
、

取
得

者
が

目
標

値
に

届
い

て
い

な
い

こ
と

か

ら
、

取
得

の
促

進
に

向
け

た
更

な
る

取
組

を
期

待
す

る
。

 

４  

【
3
-
18
】
特
別

研
究
期
間
制
度
を
分
散
し
て
取
得
で
き
る

よ
う

環
境

整
備

を
行

い
、

２
人

を
国

内
外

の
大

学
・
研

究
機
関
に
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
令

和
５

（
2
0
23

）
年

度
の
特

別
研

究
期

間
制

度
取

得

３
人
を
決
定
し
た
。
 

【
3
-
20
】「

大
学
・
高
専
連
携
事
業
基
金
」
事
業
の
「
第

三
期

共
同

研
究

～
専

攻
科

 
C
o-

La
bo
.
」

に
お

い

て
は
４
件
の
研
究
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

令
和

５
（

2
0
23

）
年

度
の

「
第

四
期

共
同

研
究

～

専
攻
科

C
o-
La
bo
.
」
に
対
し
５
件
が
採
択
さ
れ

た
。

 

―
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中
期

計
画

番
号

 

3
-
1
8
 

２
 

研
究

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
も

の
づ

く
り

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
の

育
成

に
資

す
る

研
究

の
実

施
及

び
研

究
成

果
の

地
域

へ
の

還
元

 

①
「

も
の

づ
く

り
ス

ペ
シ

ャ
リ

ス
ト

の
育

成
」

に
貢

献
す

る
研

究
活

動
を

活
性

化
す

る
た

め
、

各
教

員
が

外
部

資
金

の
獲

得
や

専
門

分
野

に
関

す
る

教
育

研
究

の
更

な
る

向
上

に
向

け

て
積

極
的

に
取

り
組

め
る

よ
う

、
特

に
若

手
教

員
へ

の
支

援
を

充
実

さ
せ

る
。

 

ま
た

、
特

別
研

究
期

間
制

度
を

取
得

す
る

教
員

が
【

年
間

４
人

】
と

な
る

こ
と

を
目

指
す

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
研

究
活

動
の

活
性

化
を

図
る

た
め

、
総

合
研

究
推

進
機

構
の

U
R
A

と
連

携
し

て
、

高
専

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

外
部

資
金

獲
得

に
資

す
る

支
援

等
を

強
化

す
る

。
 

                           （
２

）
【

継
続

】
特

別
研

究
期

間
制

度
の

着
実

な
実

施
に

よ
り

、
専

門
分

野
に

関
す

る
教

育
研

究
を

向
上

さ
せ

る
。

 

（
１

）
外

部
資

金
獲

得
に

資
す

る
支

援
等

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

科
学

研
究

費
獲

得
支

援
事

業
と

し
て

、
若

手
教

員
を

対
象

と
し

た
応

募
書

類
添

削
及

び
動

画
講

座
配

信
を

外
部

専
門

業
者

に
委

託
し

、
６

人
に

実

施
し

た
。

ま
た

、
全

教
員

対
象

の
個

別
面

談
を

５
人

に
実

施
し

た
。

 

・
都

立
大

の
総

合
研

究
推

進
機

構
が

開
催

し
た

「
科

研
費

学
内

説
明

会
」

の
資

料
を

教
員

へ
配

布
す

る
と

と
も

に
、

同
機

構
が

都
立

大
教

員
向

け
に

実
施

し
て

い
る

「
科

研

費
年

間
相

談
会

」
に

つ
い

て
の

情
報

提
供

を
行

っ
た

。
 

・
学

内
シ

ス
テ

ム
を

活
用

し
、

研
究

助
成

金
な

ど
の

民
間

公
募

案
件

を
計

8
0
件

周
知

（
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

は
6
5
件

）
し

た
。

ま
た

、
研

究
推

進
セ

ミ
ナ

ー
を

３
回

（
品

川
：

２
回

、
荒

川
：

１
回

）
開

催
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

は
、

科
学

研
究

費
の

公
募

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

早
期

化
へ

の
対

応
が

困
難

だ
っ

た
た

め
、

科
研

費
申

請
件

数
及

び
採

択
件

数
が

減
少

し
た

が
、

支
援

策

の
実

施
及

び
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
周

知
の

徹
底

に
よ

り
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

申
請

件
数

は
3
6
件

と
回

復
傾

向
と

な
っ

た
。
（

図
表

3
-
1
8
-
1
）

 

・
都

立
大

と
の

「
科

研
費

獲
得

向
上

に
向

け
た

支
援

」
に

つ
い

て
の

連
携

の
仕

組
み

を
構

築
で

き
た

。
 
 

・
情

報
発

信
や

研
究

推
進

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
に

よ
っ

て
、

科
学

研
究

費
以

外
の

外
部

資
金

獲
得

の
促

進
が

図
ら

れ
た

。
（

図
表

3
-
1
8
-
2
）

 

 

【
図

表
3
-
1
8
-
1
　

科
研

費
採

択
状

況
（

日
本

学
術

振
興

会
）

】
（

単
位

：
件

、
千

円
）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度
申

請
件

数
5
3

4
2

4
5

4
3

4
4

2
9

採
択

件
数

7
6

5
7

7
3

採
択

率
1
3
.
2
%

1
4
.
3
%

1
1
.
1
%

1
6
.
3
%

1
5
.
9
%

1
0
.
3
%

7
1
3

1
5

8
1
2

1
6

2
1
,
7
1
0

2
2
,
3
6
0

2
3
,
6
8
0

2
2
,
1
0
0

2
0
,
0
8
0

1
9
,
3
5
0

※
年

度
途

中
の

申
請

及
び

採
択

件
数

を
含

む
。

金
額

新 規

継
続

件
数

 
 

【
図

表
3
-
1
8
-
2
　

外
部

資
金

受
入

状
況

】
（

単
位

：
件

、
千

円
）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度
件

数
2
4

2
8

3
2

2
9

2
4

2
4

金
額

2
3
,
3
1
4

1
7
,
2
9
6

2
0
,
7
8
2

2
4
,
8
4
6

1
5
,
3
9
9

1
4
,
9
7
0

※
平

成
2
9
年

度
業

務
実

績
等

報
告

よ
り

、
過

年
度

の
デ

ー
タ

も
含

め
、

収
入

決
算

値
を

基
に

記
載

す
る

こ
と

と
し

た
。

※
受

託
研

究
（

間
接

経
費

含
む

）
、

受
託

事
業

、
特

定
研

究
寄

附
金

、
補

助
金

 
（

２
）

特
別

研
究

期
間

制
度

の
着

実
な

実
施

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
特

別
研

究
期

間
制

度
を

運
用

し
、

教
員

２
人

を
国

内
及

び
海

外
の

大
学

・
研

究
機

関
に

派
遣

し
た

。
 

・
特

別
研

究
期

間
取

得
を

申
請

す
る

教
員

の
校

務
分

掌
に

つ
い

て
は

、
申

請
内

容
を

考
慮

の
上

決
定

し
た

。
ま

た
、

限
ら

れ
た

期
間

に
集

中
し

て
特

別
研

究
期

間
を

取
得

す

る
こ

と
に

加
え

、
一

定
の

期
間

内
に

分
散

し
て

取
得

す
る

こ
と

も
認

め
る

な
ど

、
取

得
し

や
す

い
環

境
整

備
を

行
っ

た
上

で
、

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
度

の
特

別
研

究
期

間

制
度

利
用

者
の

募
集

を
行

っ
た

。
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＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
特

別
研

究
期

間
制

度
を

活
用

し
た

教
員

が
、

他
の

大
学

・
研

究
機

関
で

自
主

的
な

調
査

研
究

に
専

念
す

る
こ

と
が

で
き

、
専

門
分

野
に

関
す

る
教

育
研

究
能

力
の

更
な

る

向
上

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
特

別
研

究
期

間
制

度
の

取
得

を
促

進
す

る
た

め
の

取
得

要
件

の
見

直
し

と
そ

れ
に

伴
う

規
程

改
正

を
行

っ
た

結
果

、
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

の
特

別
研

究
期

間
制

度
利

用

者
は

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

と
比

較
し

て
１

人
増

加
の

３
人

と
な

っ
た

。
 

 

※
特

別
研

究
期

間
制

度
：

教
育

・
研

究
活

動
に

一
定

期
間

従
事

し
、

優
れ

た
業

績
を

挙
げ

て
い

る
教

員
に

つ
い

て
、

専
門

分
野

に
関

す
る

教
育

研
究

能
力

の
更

な
る

向
上

の
た

め
、

日
常

的
な

教
育

及
び

管
理

運
営

の
負

担
を

免
除

し
、

一
定

期
間

継
続

的
に

調
査

研
究

に
専

念
す

る
こ

と
を

認
め

る
制

度
。

 

 

  中
期

計
画

番
号

 

3
-
1
9

 
②

東
京

2
0
2
0
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
競

技
大

会
や

地
域

貢
献

に
資

す
る

研
究

を
推

進
す

る
。

 
自自

己己
評評

価価
  

――
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

年
度

計
画

な
し

 

（
令

和
元

（
2
0
1
9
）

年
度

に
達

成
済

み
）

 
 

  中
期

計
画

番
号

 

3
-
2
0

 
③

東
京

都
立

大
学

及
び

東
京

都
立

産
業

技
術

大
学

院
大

学
等

と
の

連
携

に
よ

り
、

共
同

研
究

の
一

層
の

充
実

を
図

る
。

 
自自

己己
評評

価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

大
学

・
高

専
連

携
事

業

と
し

て
、

都
立

大
や

産
技

大
と

の
共

同
研

究
を

実
施

す
る

｡
 

（
１

）
都

立
大

・
産

技
大

と
連

携
し

た
共

同
研

究
の

充
実

に
向

け
た

取
組

 
＜

取
組

事
項

＞
 

・
「

大
学

・
高

専
連

携
事

業
基

金
」

事
業

の
「

第
三

期
共

同
研

究
～

専
攻

科
C
o
-
L
a
b
o
.
」

で
は

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

に
開

始
す

る
共

同
研

究
に

３
件

の
応

募
が

あ
り

、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

か
ら

の
継

続
研

究
１

件
を

加
え

た
、

４
件

の
実

施
が

決
定

し
た

。
 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

目
標

が
達

成
で

き
る

よ
う

、
共

同
研

究
先

と
の

オ
ン

ラ
イ

ン
を

通
じ

た
指

導
、

海
外

渡
航

に
代

え
て

国
内

で
開

催
さ

れ
る

国
際

会
議

で
発

表
を

行

う
等

の
工

夫
に

よ
り

、
計

画
通

り
の

共
同

研
究

推
進

と
学

生
指

導
を

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
第

四
期

共
同

研
究

の
さ

ら
な

る
活

性
化

及
び

連
携

の
強

化
を

目
的

と
し

、
大

学
教

員
と

高
専

教
員

間
で

研
究

分
野

の
事

前
相

談
を

行
え

る
仕

組
み

を
構

築
し

た
。

こ
の

相

談
に

は
４

件
３

人
の

高
専

教
員

が
応

募
し

、
４

件
そ

れ
ぞ

れ
に

適
し

た
都

立
大

教
員

を
紹

介
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
新

た
な

マ
ッ

チ
ン

グ
の

仕
組

み
の

構
築

に
よ

り
、

共
同

研
究

の
活

性
化

が
見

込
ま

れ
、

都
立

大
及

び
産

技
大

と
の

連
携

が
強

化
し

た
。

 

・
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

の
「

第
四

期
共

同
研

究
～

専
攻

科
C
o
-
L
a
b
o
.
」

の
公

募
に

対
し

、
７

件
の

応
募

の
う

ち
、

５
件

の
実

施
が

決
定

し
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

か
ら

の
継

続
１

件
を

加
え

た
、

６
件

の
実

施
と

な
っ

た
。

 

 
 

 

Ⅲ　東京都立産業技術高等専門学校の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置

　２　研究に関する目標を達成するための措置

－ 316 －



大大
項項

目目
番番

号号
  

２２
７７
  

都都
政政

とと
のの

連連
携携

 

３
 
社
会
と
の
連
携
や
社
会
貢

献
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

１
）

都
政

と
の

連
携
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

（
中
期
目
標
）
 

○
東
京
都
や
地
元
自
治
体
に
対

し
て

、
事

業
提

案
・

事
業

協
力

を
積

極
的

に
行

い
、

地
域

の
課

題
解

決
に
貢

献
す

る
。

 
 

○
東
京
都
や
区
市
町
村
、
地
域

の
小

中
学

校
と

連
携

し
、

東
京

の
産

業
を

支
え

る
も

の
づ

く
り

人
材

を
育
成

・
確

保
す

る
た

め
の

取
組

を
行

う
。

 
 

中
期
計
画
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
 

自
己

評
価
 

（
１
）
都
政
と
の
連
携
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

 

◇
東
京

2
0
2
0
オ

リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

支
援

に
向

け
た

取
組
の
推
進
 

【
3
-
2
1
】
①
地
元
自
治

体
や
小
中
学
校
と
の
協
働
に
よ
り
、【

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
度
ま
で

】
に
障
が
い
者
等
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
動

を
支

援
す

る
シ

ス
テ
ム
を

開
発
す
る
。
 

 ◇
都
職
員
等
の
人
材
育
成
を
支
援
 

【
3
-
2
2
】
◆
②
東
京
の
産
業
を
支
え
る
も
の
づ
く
り
人
材
の
育

成
に

貢
献

す

る
た
め
、
小

中
学
校
向
け
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
実

施
す

る
。

ま
た
、
リ
カ

レ
ン
ト
教
育
の
一
環
と
し
て
、
【
令
和
元

（
2
0
1
9
）

年

度
】
に
都
職
員
を
対
象
と
し
た
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

に
関

す
る

講

座
を
開
始
す
る
。
 

 

   【
3
-
2
1
】

平
成

2
8
（

2
0
1
6
）

年
度

か
ら

荒
川

区
の

中
学

校
と

連
携

し
て

行
っ

た
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
に

よ
り

収
集

し
た

、
車

い
す

利
用

者
に

と
っ

て
必

要
な

、
段

差
や

ト
イ

レ
の

位
置

等
の

情
報

を
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
地

図
上

に
表

示
し

、
ス

ム
ー

ズ

な
移

動
を

支
援

す
る

「
環

境
快

適
マ

ッ
プ

」
を

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
に

完
成

さ
せ

た
。

 

  【
3
-
2
2
】

平
成

3
0
（

2
0
1
8
）

年
度

以
降

、
中

学
生

向
け

の
体

験
型

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

研
修

「
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
T
O
K
Y
O
 

f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」

及
び

「
I
C
T
基

礎
L
a
b
.
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」

を
継

続
し

て
開

催
し

、
中

学
生

に
楽

し
み

な
が

ら
情

報
セ

キ

ュ
リ

テ
ィ

の
理

解
を

深
め

る
機

会
を

提
供

し
た

。
ま

た
、

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
度

に
都

の
管

理
職

員
を

対
象

と
し

た
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
研

修
を

実
施

し
、

こ
こ

で
は

高
専

で
開

発
し

た
疑

似
マ

ル
ウ

ェ
ア

感
染

体
験

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

た
。

 

ＡＡ
  

  

第
三
期
中
期
目
標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
中
学
生
向
け
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
教
育
に
つ
い
て
、
「

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

T
O
K
Y
O
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」

や
「

I
C
T
基

礎
L
a
b
．

f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」

の
継

続
的

な
実

施
等

、
取

組
の

充
実

を
図

っ
て

い
る

。
 

・
中
学
校
へ
の
出
前
授
業
や
理
科
・
技
術
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー

制
度

は
、

科
学

や
も

の
づ

く
り

へ
の

関
心

を
高

め
る

機
運

醸
成

に
深

く
貢

献
す
る

取
組

で
あ

る
の

で
、

今
後

の
拡

充
を

期
待

す
る

。
 

・
東
京
都
職
員
だ
け
で
な
く
、
法
人
職
員
向
け
の
情
報
セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

研
修

が
今

後
実

現
さ

れ
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

  

年
度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
3
-
2
2
】
中
学
生
向
け
に
体
験
型
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

研
修

を
開

催
し

た
（

定
員

2
0
人

）
。

平
成

3
1
年

度
か
ら
実
施
す
る
都
職
員
向
け
研
修
の
対
象

の
確

認
を

し
、

提
案

可
能

な
レ

ベ
ル

に
つ

い
て

協

議
し
た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
中

学
生

を
対

象
と

し
た
体

験
型

の
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
研

修
に

つ
い

て
、

定
員

2
0
人

に
対

し
6
0
人

の

応
募

を
得

て
い

て
、

社
会

的
関

心
や

学
び

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
企

画
さ

れ
た

点
が

評

価
で

き
る

。
後

援
団

体
・

企
業

も
1
9
組

織
を

確
保

し
て

お
り

、
支

援
体

制
も

充
実

し
て

い
る

。
さ

ら

に
、

参
加

者
の

う
ち

1
1
人

が
産

技
高

専
を

受
検

・
合

格
す

る
こ

と
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

 

3
0  

【
3
-
2
2
】
中
学
生
向
け
の
体
験
型
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研

修
と

し
て

「
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ

T
O
K
Y
O
」
、
新
規
で
「
I
C
T
基
礎

L
a
b
.
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」

を
開

講
し

た
。

 

【
3
-
2
2
】
都
職
員
を
対
象
と
し
た
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

に
関

す
る

研
修

に
つ

い
て

【
令

和
元

年
度

】
の

試

行
を

決
定
し
た
。
 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
中

学
生

を
対

象
と

し
た
体

験
型

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

研
修

を
実

施
し

、
中

学
３

年
生

の
参

加
者

1
4
人

中

1
0
人

が
入

試
に

合
格

す
る

な
ど

、
志

望
校

決
定

の
契

機
と

な
っ

て
い

る
。

 

・
学

校
や

企
業

を
対

象
と
し

た
出

前
授

業
を

積
極

的
に

行
う

と
と

も
に

、
国

や
自

治
体

等
が

主
催

す
る

イ

ベ
ン

ト
を

理
科

・
技

術
サ

ポ
ー

タ
ー

と
し

て
支

援
し

た
。

 

元  

【
3
-
2
1
】
荒
川
区
や
地
元
の
中
学
校
と
協
働
し
て
、
障
が

い
者

（
車

い
す

使
用

者
）

む
け

の
地

図
情

報
シ

ス
テ

ム
を
開
発
し
た
。
 

【
3
-
2
2
】
都
職
員
向
け
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
と
し
て
試
行
し

た
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
研

修
で

は
本

校
が

開
発

し
た

疑
似
マ
ル
ウ
ェ
ア
感
染
体
験
シ
ス
テ
ム

を
活

用
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
荒

川
区

教
育

委
員

会
及
び

地
域

の
中

学
校

と
の

連
携

協
働

に
よ

り
、
車

い
す

利
用

者
の

た
め

の
「

環
境

快

適
マ

ッ
プ

」
を

完
成

さ
せ

た
。

 

・
中

学
生

向
け

に
情

報
セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

等
の

勉
強

会
を

開
催

し
、
定

員
を

超
え

る
応

募
が

あ
っ

た
。
中

学
生
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の
頃

か
ら

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

等
を

学
ぶ

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
に

よ
り

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
等

に
関

す
る

関
心

を
高

め
、

将
来

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
を

支
援

し
て

い
る

。
 

・
東

京
都

や
外

郭
団

体
職

員
を

対
象

に
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
意

識
や

知
識

の
向

上
を

図
る

研
修

を
実

施
し

、
定

員
を

上
回

る
参

加
が

あ
っ

た
。

 

２ 

【
3
-
2
2
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
対
策
を
徹

底
し

た
上

で
、

中
学

生
を

対
象

に
「

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ
テ
ィ

T
O
K
Y
O
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」
や
「

I
C
T
基

礎
L
a
b
.
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」

を
実

施
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
コ

ロ
ナ

禍
で

あ
っ

て
も
感

染
症

防
止

対
策

を
徹

底
し

た
上

で
、
中

学
生

を
対

象
と

し
た
「

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

T
O
K
Y
O
 f
o
r
 J
u
n
i
o
r
」
や
「

I
C
T
基

礎
l
a
b
.
 f
o
r
 J
u
n
i
o
r
」
を

複
数

回
に

わ
た

っ
て

実
施

し
、

中
学

生
に

体
験

学
習

の
機

会
を

提
供

し
た

。
 

・
「

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
T
O
K
Y
O
 f
o
r
 J
u
n
i
o
r」

の
後

援
企

業
等

に
つ

い
て

、
企

業
等

と
の

関
係

構
築

や
新

規
開

拓
を

行
っ

た
結

果
、

新
規

で
５

社
を

獲
得

し
、

計
4
1
団

体
と

な
っ

た
。

 

・
コ

ロ
ナ

禍
の

中
、

中
学

校
や

中
小

企
業

を
対

象
と

し
た

出
前

授
業

を
着

実
に

実
施

し
た

。
  

３ 

【
3
-
2
2
】
中
学
生
を
対
象
に
「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

T
O
K
Y
O
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」
（

２
日

間
）

や
「

I
C
T
基

礎
L
a
b
.
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」
（
３
回
）
を
実
施
し

た
。

 
【 【

評評
定定
：：

３３
】】
  

・
コ

ロ
ナ

禍
に

あ
っ

て
、
中

学
生

を
対

象
と

し
た

「
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
T
O
K
Y
O
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」

や

「
I
C
T
基

礎
L
a
b
.
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」

を
複

数
回

に
わ

た
っ

て
実

施
し

、
中

学
生

に
体

験
学

習
の

機
会

を
提

供
し

た
。

 

・
特

に
「

サ
イ

バ
ー

セ
キ
ュ

リ
テ

ィ
T
O
K
Y
O
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」

は
、

定
員

を
大

き
く

上
回

る
申

込
み

が
あ

り
、

さ
ら

に
企

業
等

が
実

施
す

る
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
関

連
イ

ベ
ン

ト
へ

の
教

員
の

協
力

を
通

じ
て

後

援
を

働
き

か
け

、
新

規
で

５
団

体
・

１
企

業
を

獲
得

す
る

な
ど

、
後

援
団

体
数

を
着

実
に

増
や

し
て

い

る
。

 

４  

【
3
-
2
2
】
中
学
生
を
対
象
に
「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

T
O
K
Y
O
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」
（

２
日

間
）

や
、
「

I
C
T

基
礎

L
a
b
.
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」
（
５
回
）
を
実
施
し

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
を

楽
し

く
学

ぶ
機

会
を

提
供
で

き
た
。
 

―
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の
頃

か
ら

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

等
を

学
ぶ

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
に

よ
り

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
等

に
関

す
る

関
心

を
高

め
、

将
来

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
を

支
援

し
て

い
る

。
 

・
東

京
都

や
外

郭
団

体
職

員
を

対
象

に
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
意

識
や

知
識

の
向

上
を

図
る

研
修

を
実

施
し

、
定

員
を

上
回

る
参

加
が

あ
っ

た
。

 

２ 

【
3
-
2
2
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
対
策
を
徹

底
し

た
上

で
、

中
学

生
を

対
象

に
「

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ
テ
ィ

T
O
K
Y
O
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」
や
「

I
C
T
基

礎
L
a
b
.
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」

を
実

施
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
コ

ロ
ナ

禍
で

あ
っ

て
も
感

染
症

防
止

対
策

を
徹

底
し

た
上

で
、
中

学
生

を
対

象
と

し
た
「

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

T
O
K
Y
O
 f
o
r
 J
u
n
i
o
r
」
や
「

I
C
T
基

礎
l
a
b
.
 f
o
r
 J
u
n
i
o
r
」
を

複
数

回
に

わ
た

っ
て

実
施

し
、

中
学

生
に

体
験

学
習

の
機

会
を

提
供

し
た

。
 

・
「

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
T
O
K
Y
O
 f
o
r
 J
u
n
i
o
r」

の
後

援
企

業
等

に
つ

い
て

、
企

業
等

と
の

関
係

構
築

や
新

規
開

拓
を

行
っ

た
結

果
、

新
規

で
５

社
を

獲
得

し
、

計
4
1
団

体
と

な
っ

た
。

 

・
コ

ロ
ナ

禍
の

中
、

中
学

校
や

中
小

企
業

を
対

象
と

し
た

出
前

授
業

を
着

実
に

実
施

し
た

。
  

３ 

【
3
-
2
2
】
中
学
生
を
対
象
に
「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

T
O
K
Y
O
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」
（

２
日

間
）

や
「

I
C
T
基

礎
L
a
b
.
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」
（
３
回
）
を
実
施
し

た
。

 
【【

評評
定定

：：
３３
】】
  

・
コ

ロ
ナ

禍
に

あ
っ

て
、
中

学
生

を
対

象
と

し
た

「
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
T
O
K
Y
O
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」

や

「
I
C
T
基

礎
L
a
b
.
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」

を
複

数
回

に
わ

た
っ

て
実

施
し

、
中

学
生

に
体

験
学

習
の

機
会

を
提

供
し

た
。

 

・
特

に
「

サ
イ

バ
ー

セ
キ
ュ

リ
テ

ィ
T
O
K
Y
O
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」

は
、

定
員

を
大

き
く

上
回

る
申

込
み

が
あ

り
、

さ
ら

に
企

業
等

が
実

施
す

る
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
関

連
イ

ベ
ン

ト
へ

の
教

員
の

協
力

を
通

じ
て

後

援
を

働
き

か
け

、
新

規
で

５
団

体
・

１
企

業
を

獲
得

す
る

な
ど

、
後

援
団

体
数

を
着

実
に

増
や

し
て

い

る
。

 

４  

【
3
-
2
2
】
中
学
生
を
対
象
に
「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

T
O
K
Y
O
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」
（

２
日

間
）

や
、
「

I
C
T

基
礎

L
a
b
.
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」
（
５
回
）
を
実
施
し

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
を

楽
し

く
学

ぶ
機

会
を

提
供
で

き
た
。
 

―
 

 
 

中
期

計
画

番
号

 

3
-
2
1
 

３
 

社
会

と
の

連
携

や
社

会
貢

献
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

１
）

都
政

と
の

連
携

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
東

京
2
0
2
0
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
競

技
大

会
支

援
に

向
け

た
取

組
の

推
進

 

①
地

元
自

治
体

や
小

中
学

校
と

の
協

働
に

よ
り

、
【

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
度

ま
で

】
に

障
が

い
者

等
の

ス
ム

ー
ズ

な
移

動
を

支
援

す
る

シ
ス

テ
ム

を
開

発
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

――
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

年
度

計
画

な
し

 

（
令

和
元

（
2
0
1
9
）

年
度

に
達

成
済

み
）
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中
期

計
画

番
号

 

3
-
2
2

 
◇

都
職

員
等

の
人

材
育

成
を

支
援

 

②
東

京
の

産
業

を
支

え
る

も
の

づ
く

り
人

材
の

育
成

に
貢

献
す

る
た

め
、

小
中

学
校

向
け

の
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

等
を

実
施

す
る

。
 

ま
た

、
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

の
一

環
と

し
て

、
【

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
度

】
に

都
職

員
を

対
象

と
し

た
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
講

座
を

開
始

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

若
年

層
か

ら
の

情
報

セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
者

教
育

に
貢

献
す

べ
く

、
中

学
生

向
け

の
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
研

修
を

実
施

す
る

。
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

状
況

を
踏

ま
え

て
、

オ
ン

ラ
イ

ン
形

式
や

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

形
式

で
の

実
施

を
検

討
す

る
。

 

                         （
２

）
◆

【
継

続
】

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

感

染
拡

大
防

止
の

観
点

か
ら

、
安

心
・

安
全

な
講

座
が

で
き

る
よ

う
既

存
の

内
容

を
見

直
し

、
出

前
授

業
や

理

科
・

技
術

サ
ポ

ー
タ

ー
制

度
を

積
極

的
に

実
施

す
る

。
 

 

（
１

）
中

学
校

向
け

の
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
研

修
等

の
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
将

来
の

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

人
材

と
な

り
得

る
中

学
生

を
対

象
に

、
楽

し
み

な
が

ら
情

報
シ

ス
テ

ム
の

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

を
学

ん
で

も
ら

う
場

の
提

供
を

目
的

と
し

て

行
う

体
験

型
の

勉
強

会
「

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

T
O
K
Y
O
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」

を
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

防
止

対
策

を
徹

底
し

た
上

で
、

I
o
T
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
を

学
ぶ

内
容

（
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
、

L
i
n
u
x
リ

テ
ラ

シ
ー

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
演

習
）

で
実

施
し

た
。
（

1
2
月

1
0
日

・
1
1
日

の
２

日
間

）
 

・
教

員
が

外
部

の
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
関

係
の

イ
ベ

ン
ト

等
へ

の
協

力
を

通
し

て
、

企
業

等
と

の
関

係
構

築
を

行
い

、
「

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

T
O
K
Y
O
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」

の
後

援
企

業
等

の
開

拓
を

行
っ

た
。

 

・
中

学
生

に
サ

ー
バ

や
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
機

器
等

の
実

機
に

触
れ

ら
れ

る
機

会
を

提
供

す
る

勉
強

会
「

I
C
T
基

礎
L
a
b
.
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」

を
、

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

は
、

開

催
日

程
の

変
更

や
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

防
止

対
策

を
徹

底
し

た
上

で
、

P
y
t
h
o
n
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

や
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
を

テ
ー

マ
と

し
て

実
施

し
た

（
４

月
2
9
日

、
４

月
3
0
日

、
５

月
2
2
日

、
９

月
1
9
日

、
３

月
2
7
日

の
計

５
回

）
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
「

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

T
O
K
Y
O
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」

に
は

定
員

2
0
人

の
と

こ
ろ

3
4
人

の
申

込
が

あ
り

、
当

日
は

2
0
人

の
中

学
生

が
参

加
し

た
。

ま
た

、
イ

ベ
ン

ト
後

の

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
「

大
い

に
満

足
」

の
回

答
が

1
0
0
％

と
な

っ
て

お
り

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

つ
い

て
楽

し
く

学
ぶ

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
「

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

T
O
K
Y
O
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」

の
後

援
企

業
等

に
つ

い
て

、
新

規
で

２
企

業
を

獲
得

し
、

計
4
7
団

体
と

な
っ

た
。

 

・
「

I
C
T
基

礎
L
a
b
.
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
」

は
合

計
8
7
人

（
４

月
2
9
日

：
1
6
人

、
４

月
3
0
日

：
1
8
人

、
５

月
2
2
日

：
1
3
人

、
９

月
1
9
日

：
2
7
人

、
３

月
2
7
日

：
1
3
人

）
の

中
学

生
が

参
加

し
た

。
ま

た
、

イ
ベ

ン
ト

後
の

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
は

（
図

表
3
-
2
2
-
1
）

の
と

お
り

と
な

っ
て

お
り

、
I
C
T
イ

ン
フ

ラ
を

理
解

し
て

も
ら

う
機

会
を

提
供

す

る
こ

と
が

で
き

た
。
（

図
表

3
-
2
2
-
1
）

 

 【
図

表
3
-
2
2
-
1
　

I
C
T
基

礎
L
a
b
.
 
f
o
r
 
J
u
n
i
o
r
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

】

4
月

2
9
日

4
月

3
0
日

5
月

2
2
日

9
月

1
9
日

3
月

2
7
日

5
日

間
合

計

1
大

い
に

満
足

1
1

1
4

1
0

1
7

5
5
7

2
満

足
5

3
3

1
0

7
2
8

3
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

0
1

0
0

0
1

4
少

し
不

満
0

0
0

0
0

0

5
大

い
に

不
満

0
0

0
0

0
0

6
無

回
答

0
0

0
0

1
1

1
6

1
8

1
3

2
7

1
3

8
7

合
計

開
催

日

（
単

位
：

人
）

 
 

（
２

）
出

前
授

業
や

理
科

・
技

術
サ

ポ
ー

タ
ー

制
度

の
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
高

専
教

員
が

中
学

校
に

出
向

い
て

行
う

出
前

授
業

は
、

感
染

症
防

止
策

を
施

し
た

上
で

、
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

で
2
2
件

、
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

で
５

件
実

施
し

た
。

 

 
 

・
オ

ー
プ

ン
カ

レ
ッ

ジ
共

催
講

座
と

し
て

渋
谷

区
と

連
携

し
、

小
中

学
生

向
け

に
ロ

ボ
ッ

ト
等

を
製

作
す

る
講

座
を

２
件

開
催

し
た

。
 

 
 

・
理

科
・

技
術

教
育

サ
ポ

ー
タ

ー
の

派
遣

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

派
遣

予
定

の
イ

ベ
ン

ト
等

が
中

止
と

な
っ

た
た

め
実

施
し

な
か

っ
た

。
 

・
中

学
生

に
も

の
づ

く
り

の
楽

し
さ

や
発

見
の

喜
び

を
知

っ
て

も
ら

う
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

６
日

間
の

日
程

で
中

学
生

ロ
ボ

ッ
ト

コ
ン

テ
ス

ト
を

実
施

し
た

。
荒

川
区

か
 

 
 

ら
８

人
、

北
区

か
ら

４
人

の
中

学
生

が
参

加
し

た
。
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             （
３

）
◆

【
継

続
】

都
職

員
等

向
け

の
情

報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
関

す
る

研
修

の
実

施
を

検
討

す
る

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

 
 

・
中

学
校

を
対

象
と

し
た

出
前

授
業

を
通

じ
て

、
高

専
の

教
育

内
容

の
情

報
発

信
を

行
う

と
と

も
に

、
地

域
の

中
学

校
と

の
交

流
を

深
め

た
。

 

 
 

・
渋

谷
区

と
連

携
し

た
講

座
は

、
小

中
学

生
を

対
象

と
し

た
ロ

ボ
ッ

ト
の

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
や

ロ
ボ

ッ
ト

製
作

の
内

容
で

あ
っ

た
が

、
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

の
面

白
さ

や
も

の

づ
く

り
を

楽
し

ん
で

も
ら

え
た

こ
と

も
あ

り
、

受
験

生
だ

け
で

な
く

広
い

年
齢

層
に

渡
っ

て
高

専
を

知
っ

て
も

ら
う

良
い

機
会

に
な

っ
た

。
 

 
 

・
中

学
生

ロ
ボ

ッ
ト

コ
ン

テ
ス

ト
の

ア
ン

ケ
ー

ト
に

は
、
「

も
の

づ
く

り
の

楽
し

さ
が

わ
か

っ
た

」
、
「

他
の

中
学

生
や

指
導

の
高

専
生

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

れ
て

楽
し

か
っ

た
」

等
の

回
答

が
あ

り
、

参
加

し
た

中
学

生
は

高
い

満
足

度
を

示
し

た
。

も
の

づ
く

り
人

材
の

育
成

や
高

専
を

知
っ

て
も

ら
う

こ
と

に
貢

献
で

き
た

。
 

 ※
理

科
・

技
術

教
育

サ
ポ

ー
タ

ー
制

度
：

小
中

学
生

向
け

の
「

も
の

づ
く

り
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

通
じ

て
も

の
づ

く
り

人
材

育
成

の
機

運
を

醸
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

取
組

。
高

専
O
B
を

中
心

と
し

た
理

科
・

技
術

教
育

サ
ポ

ー
タ

ー
を

小
中

学
校

へ
派

遣
し

、
派

遣
先

の
教

員
と

と
も

に
授

業
の

サ
ポ

ー
ト

や
、

教
員

に
対

し
も

の
づ

く
り

教
育

の
実

施
方

法
の

指
導

・
相

談
を

実
施

し
て

い
る

。
 

※
オ

ー
プ

ン
カ

レ
ッ

ジ
：

教
育

研
究

活
動

の
成

果
を

広
く

社
会

に
還

元
す

る
た

め
の

公
開

講
座

。
一

般
向

け
の

生
涯

学
習

講
座

や
小

中
学

生
向

け
の

未
来

エ
ン

ジ
ニ

ア
講

座
、

技
術

者
向

け
の

技
術

者
育

成
講

座
な

ど
を

開
講

し
て

い
る

。
 

 （
３

）
都

職
員

等
向

け
の

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

研
修

の
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
東

京
都

職
員

に
対

す
る

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

教
育

の
実

施
を

予
定

し
て

い
た

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

開
催

を
見

送
っ

た
。

 

・
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

以
降

の
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
教

育
に

つ
い

て
、

関
係

部
署

と
調

整
を

行
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

東
京

都
職

員
に

対
す

る
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
教

育
は

中
止

と
な

っ
た

。
 

・
法

人
が

既
に

実
施

し
て

い
る

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

教
育

と
の

親
和

性
等

を
鑑

み
、

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
度

以
降

は
東

京
都

職
員

も
一

般
社

会
人

（
非

エ
ン

ジ
ニ

ア
）

向
け

に
実

施
し

て
い

る
講

座
に

参
加

す
る

方
向

で
調

整
を

行
っ

た
。
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大大
項項

目目
番番

号号
  

２２
８８
  

社社
会会

貢貢
献献

等等
 

３
 
社
会
と
の
連
携
や
社
会
貢

献
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

社
会

貢
献

等
に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

（
中
期
目
標
）
 

○
地
元
企
業
、
地
元
自
治
体
等

と
の

連
携

を
引

き
続

き
推

進
す

る
と

と
も

に
、

よ
り

幅
広

い
産

学
公

連
携
活

動
を

展
開

す
る

。
 
 

○
主
に
社
会
人
技
術
者
を
対
象

と
し

て
、

学
び

直
し

の
た

め
の

場
を

提
供

し
、

地
元

企
業

の
人

材
育

成
を
支

援
す

る
。

 
 

中
期
計
画
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
 

自
己

評
価
 

（
２
）
社
会
貢
献
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
 

◇
地
域
に
お
け
る
産
学
公
連
携
の
推
進
 

【
3
-
2
3
】
①

地
域
社
会

及
び
地
元
企
業
の
ニ
ー
ズ
の
発
掘
や
、
地

元
の

金
融

機

関
と
の
連

携
な
ど
を
通
し
て
、
地
域
に
お
け
る
産

学
公

連
携

活
動

を
強
化
し

、
共
同
研
究
等
の
機
会
を
拡
充
す
る
。
 

     ◇
地
域
貢
献
等
 

【
3
-
2
4
】
◆
②
地
域
の
も
の
づ
く
り
技
術
者
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の

た
め

の
学

び
直
し
の
場
を
提
供
す
る
た
め
、
地
元
自
治
体
等
と
連

携
し

た
技

術
者
支
援
講
座
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
中
小
企
業
ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
講
座
の
技
術
者
育
成
講
座
数

を
【

倍

増
】
さ
せ
る
。
 

  【
3
-
2
3
】

両
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

い
て

、
地

元
企

業
等

か
ら

の
技

術
相

談
を

継
続

し
て

受
け

、
地

域
に

貢
献

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

ま
た

、
技

術
相

談
を

き
っ

か
け

と
し

、
共

同
研

究
や

学
術

相
談

に
発

展
す

る
例

が
数

件
あ

っ
た

。
（

図
表

3
-
2
3
）

 
 

＜
3
-
2
3
　

地
域

に
お

け
る

産
学

公
連

携
活

動
実

績
＞

（
単

位
：

件
）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度

技
術

相
談

（
学

術
相

談
含

む
）

2
1

1
7

1
4

6
5

9

出
前

授
業

（
学

校
･
企

業
合

計
）

1
0

3
3

3
2

1
1

1
6

2
4
 

【
3
-
2
4
】
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
り

一
時

開
催

を
見

送
ら

ざ
る

を
得

な
か

っ
た

も
の

の
、

品
川

区
・

大
田

区
と

連
携

し
た

「
若

手
技

術
者

支
援

の
た

め
の

講
座

」
や

技
術

者
の

た
め

の
オ

ー
プ

ン
カ

レ
ッ

ジ
講

座
、

ま
た

警
視

庁
・

品
川

区
・

東
京

商
工

会
議

所

品
川

支
部

と
連

携
し

た
実

体
験

型
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
セ

ミ
ナ

ー
等

に
よ

り
、

地
元

企
業

の
人

材
育

成
支

援
・

地

域
貢

献
を

行
っ

た
。

（
図

表
3
-
2
4
）

＜
3-

24
　

地
域

に
お

け
る

技
術

者
育

成
講

座
＞

（
単

位
：

件
）

29
年

度
30

年
度

元
年

度
２

年
度

３
年

度
４

年
度

若
手

技
術

者
支

援
講

座
7

6
6

5
6

5

オ
ー

プ
ン

カ
レ

ッ
ジ

講
座

（
技

術
者

養
成

講
座

）
0

1
0

3
5

5
 

ＡＡ
  

  

第
三
期
中
期
目
標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
講
座
の
技
術
者
育
成
講
座
数
を
倍
増

さ
せ

る
目

標
は

令
和

２
年

度
に

達
成

さ
れ

て
い

る
。

今
後

も
医

工
連

携
教

育
・

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

か
ら

の
講

座
の

受
入

れ
等

が
検

討
さ

れ
て

お
り

、
更

な
る

充
実
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
 

  

年
度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
3
-
2
3
】
技
術
相
談
を

2
1
件
受

け
、
そ
の
中
か
ら
共
同

研
究

を
１

件
開

始
し

た
。

 

【
3
-
2
4
】
品
川
区
、
警
視
庁
等
と
の
連
携
事
業
と
し
て

、
高

専
教

員
と

学
生

が
開

発
し

た
体

験
シ

ス
テ

ム

を
使

用
し
て
、
品
川
区
内
の
中
小
企
業
者
向
け

に
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
講

習
会

を
実

施
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
大

田
区

及
び

品
川

区
と
連

携
し

て
開

催
し

た
「

若
手

技
術

者
支

援
の

た
め

の
講

座
」
は

受
講

者
に

高
い

満

足
感

や
充

実
感

を
与

え
て

い
る

こ
と

を
評

価
す

る
。

 

・
品

川
区

、
警

視
庁

等
と

連
携

し
て

、
教

員
と

学
生

が
開

発
し

た
体

験
シ

ス
テ

ム
を

活
用

し
た

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

講
習

会
を

開
催

し
た

こ
と

、
講

習
会

に
学

生
が

講
師

ア
シ

ス
タ

ン
ト

と
し

て
参

加
し

、

学
生

に
対

す
る

社
会

貢
献

意
識

の
醸

成
を

図
っ

た
点

が
評

価
で

き
る

。
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3
0  

【
3
-
2
3
】
技
術
相
談
を

1
7
件
受

け
る
と
と
も
に
、
教
員

の
シ

ー
ズ

発
信

を
積

極
的

に
行

っ
た

。
 

【
3
-
2
4
】
中
小
企
業
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
オ
ー
プ
ン
カ

レ
ッ

ジ
講

座
と

し
て

、
溶

接
、

鋳
造

、
鍛

造
を

行

う
「

社
会
人
向
け
機
械
系
実
習
講
座
」
を
新
規

開
催

し
た

。
 

【
3
-
2
4
】
品
川
区
、
警
視
庁
等
と
の
連
携
に
よ
り
、
品

川
区

内
の

中
小

企
業

者
向

け
「

実
体

験
型

サ
イ

バ

ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
し
、
学

生
が

セ
ミ

ナ
ー

開
催

に
貢

献
し

た
こ

と
に

対
し

て
「

善
行
表
彰
」
を
受
賞
し
た
。
 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
大

田
区

及
び

品
川

区
と
連

携
し

て
、
地

域
の

も
の

づ
く

り
技

術
者

に
向

け
た

講
座

を
開

催
し

、
多

く
の

参

加
者

を
得

る
と

と
も

に
、
新

た
に

、
中

小
企

業
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

オ
ー

プ
ン

カ
レ

ッ
ジ

講
座

を
開

始

し
た

。
 

・
警

視
庁

と
連

携
し

て
、

品
川

区
の

中
小

企
業

経
営

者
向

け
に

「
実

体
験

型
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
セ

ミ
ナ

ー
」

を
開

催
し

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
履

修
生

が
ア

シ
ス

タ
ン

ト
と

し

て
参

加
し

た
。

 

元  

【
3
-
2
3
】
共
同
研
究
に
つ
な
げ
る
た
め
、
展
示
会
や
交
流

会
等

で
教

員
の

シ
ー

ズ
発

信
を

積
極

的
に

行
っ

た
。

ま
た
、
技
術
相
談
を

1
4
件

受
け
た
。
 

【
3
-
2
4
】
疑
似
マ
ル
ウ
ェ
ア
感
染
体
験
シ
ス
テ
ム
を
開
発

し
、

品
川

区
、

警
視

庁
等

と
の

連
携

に
よ

る
中

小
企

業
者
向
け
「
実
体
験
型
サ
イ
バ
ー
セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

セ
ミ

ナ
ー

」
を

実
施

し
た

。
 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
地

域
の

も
の

づ
く

り
技

術
者

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
の

た
め

、
若

手
技

術
者

支
援

の
講

座
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、
定

員
を

超
え

る
応

募
が

あ
り

、
講

座
受

講
後

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

は
満

足
度

、
充

実
度

、
活

用
度

い

ず
れ

も
概

ね
好

評
で

あ
っ

た
。

 

・
疑

似
マ

ル
ウ

ェ
ア

感
染

体
験

シ
ス

テ
ム

を
開

発
し

、
品

川
区

、
警

視
庁

と
の

連
携

で
、

中
小

企
業

向
け

「
実

体
験

型
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
セ

ミ
ナ

ー
」

を
実

施
し

、
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

対
す

る

意
識

向
上

に
貢

献
し

た
。

 

２ 

【
3
-
2
3
】
技
術
相
談
を
６
件
、
産
学
公
連
携
セ
ン
タ
ー
の

支
援

を
受

け
て

学
術

相
談

を
２

件
受

け
た

。
 

【
3
-
2
4
】
中
小
企
業
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
オ
ー
プ
ン
カ
レ

ッ
ジ

講
座

と
し

て
、

３
講

座
を

開
講

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
「

若
手

技
術

者
支

援
の

た
め

の
講

座
」

及
び

「
中

小
企

業
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

オ
ー

プ
ン

カ
レ

ッ
ジ

講

座
」

に
つ

い
て

、
い

ず
れ

も
感

染
症

防
止

対
策

を
行

っ
た

上
で

開
催

し
、

参
加

者
か

ら
の

好
評

を
博

し

た
。
  

３ 

【
3
-
2
3
】
技
術
相
談
を
４
件
、
産
学
公
連
携
セ
ン
タ
ー
の

支
援

を
受

け
て

学
術

相
談

を
１

件
受

け
た

。
 

【
3
-
2
4
】
若
手
技
術
者
向
け
の
支
援
講
座
を
６
講
座
開
設

し
た

。
ま

た
中

小
企

業
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
オ

ー
プ

ン
カ
レ
ッ
ジ
講
座
と
し
て
、
品
川
キ
ャ

ン
パ

ス
で

は
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
関

連
の

２
講

座
、

荒

川
キ

ャ
ン
パ
ス
で
は
医
工
連
携
に
つ
い
て
の

３
講

座
を

実
施

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
中

小
企

業
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

オ
ー

プ
ン

カ
レ

ッ
ジ

講
座

は
、
更

に
新

規
の

講
座

が
開

設
さ

れ
充

実
が

図
ら

れ
て

い
る

。
ま

た
、

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

関
係

の
講

座
は

ア
ン

ケ
ー

ト
で

好
評

を
得

て
い

る
。
 

・
警

視
庁

や
商

工
会

議
所

と
の

連
携

を
更

に
強

化
し

、
中

小
企

業
向

け
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
研

修
を

標

準
化

し
て

横
展

開
し

て
い

く
こ

と
を

期
待

す
る

。
 

４  

【
3
-
2
3
】
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
４
件
の
技
術
相
談
、
２

件
の

出
前

講
座

、
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

で
は

５
件

の
技
術
相
談
を
受
け
た
。
ま
た
品
川
の
技
術

相
談

を
き

っ
か

け
に

１
件

の
学

術
相

談
を

受
け

た
。
 

【
3
-
2
4
】
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
「
若
手
技
術
者
支
援
の

た
め

の
講

座
」

を
５

講
座

開
講

し
、

ま
た

技
術

者
の
た
め
の
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
講
座
と
し

て
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

２
講

座
、

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス

で
は
３
講
座
、
計
５
講
座
を
開
講
し
た
。
 

―
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中
期

計
画

番
号

 

3
-
2
3
 

３
 

社
会

と
の

連
携

や
社

会
貢

献
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
（

２
）

社
会

貢
献

等
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

◇
地

域
に

お
け

る
産

学
公

連
携

の
推

進
 

①
地

域
社

会
及

び
地

元
企

業
の

ニ
ー

ズ
の

発
掘

や
、

地
元

の
金

融
機

関
と

の
連

携
な

ど
を

通
し

て
、

地
域

に
お

け
る

産
学

公
連

携
活

動
を

強
化

し
、

共
同

研
究

等
の

機
会

を
拡

充
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
地

域
の

産
業

展
へ

の
参

加

や
､
W
E
B
会

議
等

も
活

用
し

た
技

術
相

談
の

受
付

を
実

施
す

る
等

､
地

域
貢

献

を
強

化
す

る
こ

と
で

､
共

同
研

究
等

を

通
じ

た
産

学
公

連
携

の
機

会
の

拡
充

を
検

討
す

る
｡
 

（
１

）
共

同
研

究
等

を
通

じ
た

産
学

公
連

携
の

機
会

の
拡

充
に

向
け

た
取

組
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
高

専
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

活
用

し
、

教
員

シ
ー

ズ
集

の
更

新
、

技
術

相
談

の
受

付
な

ど
地

域
交

流
の

P
R
活

動
を

実
施

し
た

。
 

・
品

川
区

・
大

田
区

と
連

携
し

、
技

術
相

談
、

出
前

講
座

を
実

施
し

、
地

域
の

技
術

者
と

交
流

の
場

を
設

け
た

。
 

・
産

学
連

携
セ

ン
タ

ー
の

支
援

を
受

け
て

、
企

業
か

ら
の

学
術

相
談

を
受

け
入

れ
た

。
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

流
行

以
降

、
３

年
ぶ

り
に

対
面

で
開

催
さ

れ
た

公
益

財
団

法
人

大
田

区
産

業
振

興
協

会
主

催
の

「
お

お
た

研
究

・
開

発
フ

ェ
ア

」
に

品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

か
ら

２
つ

の
研

究
室

が
参

加
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
高

専
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

シ
ー

ズ
集

等
を

き
っ

か
け

に
、

品
川

キ
ャ

ン
パ

ス
で

は
、

品
川

区
・

大
田

区
連

携
事

業
と

し
て

４
件

の
技

術
相

談
、

２
件

の
出

前
講

座
を

開

催
し

、
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

で
は

５
件

の
技

術
相

談
を

受
け

た
。

 

・
高

専
の

技
術

相
談

を
き

っ
か

け
に

学
術

相
談

の
依

頼
が

あ
り

、
産

学
公

連
携

セ
ン

タ
ー

の
支

援
を

受
け

て
、

品
川

キ
ャ

ン
パ

ス
に

て
相

談
を

１
件

受
け

た
。

 

・
「

お
お

た
研

究
・

開
発

フ
ェ

ア
」

に
お

い
て

ブ
ー

ス
展

示
と

し
て

学
校

紹
介

と
研

究
紹

介
（

カ
テ

ゴ
リ

：
加

工
・

ロ
ボ

ッ
ト

制
御

）
を

行
い

、
さ

ら
に

技
術

相
談

窓
口

の

開
設

を
行

っ
た

。
 

・
高

専
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
シ

ー
ズ

集
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

地
域

の
産

業
展

「
お

お
た

研
究

・
開

発
フ

ェ
ア

」
へ

の
参

加
な

ど
を

通
じ

て
、

企

業
か

ら
の

技
術

相
談

や
共

同
研

究
に

資
す

る
取

組
の

強
化

を
図

り
、

地
域

貢
献

に
つ

な
げ

た
。
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中
期

計
画

番
号

 

3
-
2
4

 
◇

地
域

貢
献

等
 

②
地

域
の

も
の

づ
く

り
技

術
者

に
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
の

た
め

の
学

び
直

し
の

場
を

提
供

す
る

た
め

、
地

元
自

治
体

等
と

連
携

し
た

技
術

者
支

援
講

座
を

実
施

す
る

。
 

ま
た

、
中

小
企

業
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
オ

ー
プ

ン
カ

レ
ッ

ジ
講

座
の

技
術

者
育

成
講

座
数

を
【

倍
増

】
さ

せ
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
 

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆

【
継

続
】

教
育

・
研

究
で

得
た

経

験
や

知
見

を
､
地

域
の

も
の

づ
く

り
技

術
者

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
に

資
す

る
た

め
､
開

講
数

や
開

講
時

間
を

見
直

す
な

ど
感

染
拡

大
防

止
策

を
講

じ
､
地

域
と

連
携

し
て

若
手

技
術

者
の

た
め

の
講

座
を

開
講

す
る

｡
 

               （
２

）
◆

【
継

続
】

教
員

の
教

育
経

験
や

高

専
の

設
備

を
活

か
し

､
こ

れ
ら

の
資

源

を
地

域
の

も
の

づ
く

り
技

術
者

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
に

資
す

る
た

め
､
地

域
と

連
携

し
て

､
開

講
数

や
開

講
時

間
を

見

直
す

な
ど

感
染

拡
大

防
止

策
を

講
じ

､

技
術

者
の

た
め

の
オ

ー
プ

ン
カ

レ
ッ

ジ
講

座
を

開
講

す
る

｡
 

         

（
１

）
地

域
の

も
の

づ
く

り
技

術
者

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
に

資
す

る
取

組
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
品

川
区

・
大

田
区

と
連

携
し

、
中

小
企

業
で

働
く

技
術

者
を

対
象

に
実

施
し

て
い

る
「

若
手

技
術

者
支

援
の

た
め

の
講

座
」

を
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防

止
の

観
点

か
ら

、
講

座
開

講
数

及
び

開
講

時
間

を
見

直
し

た
上

で
、

例
年

通
り

９
月

か
ら

1
2
月

ま
で

に
５

講
座

実
施

し
た

。
（

図
表

3
-
2
4
-
1
）

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
三

密
を

避
け

る
た

め
に

講
座

内
容

を
再

編
成

し
た

こ
と

で
、

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

も
受

講
生

を
集

め
る

こ
と

が
で

き
、

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
も

お
お

む
ね

好
評

で
あ

っ
た

。
 

・
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
分

析
す

る
こ

と
で

、
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

以
降

の
地

域
の

技
術

者
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
実

践
的

な
講

座
展

開
に

役
立

て
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

 【
図

表
3
-
2
4
-
1
　

若
手

技
術

者
支

援
の

た
め

の
講

座
 
開

講
実

績
】

満
足

度
充

実
度

現
場

で
の

活
用

度

機
械

設
計

の
た

め
の

基
礎

1
0
名

材
料

加
工

の
基

礎
7
名

デ
ジ

タ
ル

マ
ニ

ュ
フ

ァ
ク

チ
ャ

リ
ン

グ
体

験
講

座
6
名

電
気

回
路

の
基

礎
8
名

シ
ー

ケ
ン

ス
制

御
の

基
礎

7
名

合
計

3
8
名

8
2
%

講
座

名
受

講
者

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果

8
2
%

4
2
%

 
 （

２
）

技
術

者
の

た
め

の
オ

ー
プ

ン
カ

レ
ッ

ジ
講

座
の

開
講

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

観
点

か
ら

、
講

座
開

講
数

及
び

開
講

時
間

を
見

直
し

た
上

で
、

例
年

通
り

７
月

か
ら

８
月

ま
で

の
夏

季
講

座
と

、
９

月
か

ら

1
2
月

ま
で

の
秋

季
講

座
を

展
開

し
、

全
講

座
が

無
事

に
終

了
し

た
。

 

・
地

域
ニ

ー
ズ

に
応

え
た

実
践

的
な

講
座

を
準

備
し

、
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

で
は

、
「

R
a
s
p
b
e
r
r
y
P
i
を

使
っ

た
L
i
n
u
x
に

よ
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
・

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

入
門

」
と

「
C
C
N
A
合

格
に

向
け

た
ル

ー
タ

ー
初

心
者

講
座

」
の

２
講

座
、

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
で

は
、
「

高
齢

者
・

障
害

者
の

生
活

を
支

え
る

新
し

い
技

術
」

の
基

礎
編

／
応

用
編

と
、
「

介
助

車
い

す
体

験
と

も
の

づ
く

り
」

の
３

講
座

の
計

５
講

座
を

開
講

し
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

防
止

対
策

を
施

し
た

上
で

実
施

し
た

。
な

お
、

荒
川

キ

ャ
ン

パ
ス

の
３

講
座

は
、

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

に
ス

タ
ー

ト
し

た
医

工
連

携
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
に

位
置

付
け

ら
れ

て
い

る
も

の
で

あ
る

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

の
講

座
で

は
、

合
わ

せ
て

3
0
人

の
定

員
に

対
し

て
5
0
人

の
応

募
が

あ
り

、
実

際
の

受
講

者
1
6
人

に
対

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
か

ら
、

全
て

の
受

講

者
が

「
満

足
」
（

大
変

満
足

、
又

は
、

ま
あ

ま
あ

満
足

）
と

い
う

結
果

と
な

り
、

大
変

好
評

で
あ

っ
た

。
 

・
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

の
講

座
「

高
齢

者
・

障
害

者
の

生
活

を
支

え
る

新
し

い
技

術
」

で
は

、
基

礎
編

（
２

日
間

開
催

）
は

応
募

７
人

全
員

が
受

講
（

う
ち

１
人

は
１

日
目

の

み
の

受
講

）
、

応
用

編
は

応
募

５
人

の
う

ち
４

人
が

受
講

、
「

介
助

車
い

す
体

験
と

も
の

づ
く

り
」

は
応

募
４

人
全

員
が

受
講

し
た

。
ま

た
、

受
講

者
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果

か
ら

、
全

て
の

受
講

者
が

「
満

足
」
（

大
変

満
足

、
又

は
、

ま
あ

ま
あ

満
足

）
と

い
う

結
果

と
な

り
、

同
様

に
好

評
で

あ
っ

た
。

 

・
技

術
者

の
た

め
の

オ
ー

プ
ン

カ
レ

ッ
ジ

開
講

に
よ

り
、

技
術

者
の

学
び

な
お

し
の

場
を

提
供

す
る

と
共

に
、

高
専

教
員

の
プ

レ
ゼ

ン
ス

が
向

上
し

、
技

術
相

談
や

設
備

の

有
効

活
用

の
機

会
を

増
や

す
こ

と
に

つ
な

が
っ

た
。
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（
３

）
【

継
続

】
品

川
区

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
関

す
る

協
定

に
基

づ
い

て
、

中
小

企
業

へ
の

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

支
援

の
た

め
、

オ
ン

ラ
イ

ン
研

修
等

の
実

施
を

検
討

す
る

。
 

（
３

）
中

小
企

業
へ

の
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
支

援
の

た
め

の
研

修
等

の
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
・

警
視

庁
と

東
京

商
工

会
議

所
品

川
支

部
と

連
携

し
、

中
小

企
業

の
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
意

識
と

知
識

の
向

上
に

資
す

る
研

修
を

実
施

し
た

。
 

 
 

・
既

存
の

演
習

用
サ

イ
ト

へ
の

S
Q
L
イ

ン
ジ

ェ
ク

シ
ョ

ン
脆

弱
性

組
み

込
み

可
能

性
の

調
査

、
情

報
窃

取
シ

ナ
リ

オ
を

検
討

し
、

同
サ

イ
ト

の
ロ

グ
イ

ン
ペ

ー
ジ

に
S
Q
L
イ
 

ン
ジ

ェ
ク

シ
ョ

ン
の

脆
弱

性
を

組
み

込
ん

だ
。

ま
た

、
ロ

グ
イ

ン
認

証
を

回
避

し
て

情
報

を
窃

取
す

る
シ

ナ
リ

オ
を

検
討

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

 
 

・
1
2
月

７
日

に
サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
セ

ミ
ナ

ー
「

乗
り

遅
れ

る
な

！
D
X
時

代
に

お
け

る
中

小
企

業
の

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

」
、

３
月

１
日

に
同

セ
ミ

ナ
ー

「
守

る
べ

き
情

報

は
何

で
す

か
？

中
小

企
業

の
情

報
資

産
管

理
の

実
践

」
を

オ
ン

ラ
イ

ン
で

実
施

し
た

。
各

セ
ミ

ナ
ー

に
は

東
京

商
工

会
議

所
品

川
支

部
に

所
属

す
る

中
小

企
業

関
係

者
が

参
加

し
、

参
加

者
数

は
そ

れ
ぞ

れ
1
2
人

と
2
0
人

で
あ

っ
た
。

セ
ミ

ナ
ー

後
の

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
「

大
変

参
考

に
な

っ
た

」
、
「

ま
あ

ま
あ

参
考

に
な

っ
た

」
の

合
計

が
ほ

ぼ
1
0
0
％

で
あ

り
、

受
講

者
の

意
識

と
知

識
の

向
上

に
つ

な
が

っ
た

。
 

 
 

・
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

以
降

の
実

体
験

型
セ

ミ
ナ

ー
実

施
に

向
け

た
準

備
を

整
え

る
こ

と
が

で
き

た
。
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大大
項項

目目
番番

号号
  

２２
９９
  

ググ
ロロ

ーー
ババ

ルル
化化

 

４
 
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
関
す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

（
中
期
目
標
）
 

○
も
の
づ
く
り
産
業
の
グ
ロ
ー

バ
ル

化
に

対
応

で
き

る
よ

う
、

英
語

力
の

向
上

や
教

養
教

育
の

充
実

、
国
際

的
に

通
用

す
る

工
学

教
育

の
質

の
保

証
等

に
よ

り
、

広
く

世
界

で
活

躍
で

き
る

技
術
者
を
育
成
す
る
。
 

○
学
生
の
レ
ベ
ル
や
ニ
ー
ズ
に

応
じ

た
海

外
派

遣
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
す

る
こ

と
等

に
よ

り
国

際
感

覚
を
醸

成
す

る
。

 
 

中
期
計
画
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
 

自
己

評
価
 

◇
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
技
術
者
の
育
成
 

【
3
-
2
5
】
①

も
の
づ
く
り
産
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
で
き
る

技
術

者
を

育

成
す
る
た

め
、
専
門
科
目
に
つ
い
て
、
英
語
に
よ

る
授

業
の

推
進

を
検
討
す

る
。
（
再
掲
）
 

 【
3
-
2
6
】
②
【
令
和
３
（
2
0
2
1
）
年
度
】
の

J
A
B
E
E
受
審
を
目
指

し
、
J
A
B
E
E
プ

ロ
グ
ラ
ム

に
対
応
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
す
る

。
（

再
掲

）
 

   【
3
-
2
7
】
◆
③
平
成

2
8
（
2
0
1
6
）
年
度
ま
で
の
海
外
体
験
プ
ロ

グ
ラ

ム
を

再

構
築
し
、
【

平
成

2
9
（
2
0
1
7
）
年
度
】
か
ら
新
た
な
海

外
体

験
プ

ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
。
海
外
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参

加
者

は
毎

年

度
【
7
0
人
】

と
す
る
。
（
再
掲
）
 

 【
3
-
2
5
】

英
語

に
よ

る
授

業
の

実
施

に
つ

い
て

検
討

を
行

っ
た

結
果

、
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

か
ら

専
攻

科
の

一
部

授
業

を
英

語

で
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

多
く

の
専

攻
科

生
が

履
修

し
、

専
門

英
語

を
身

近
に

体
験

し
た

。
 

  【
3
-
2
6
】

第
二

中
期

目
標

期
間

中
に

J
A
B
E
E
認

定
を

視
野

に
入

れ
た

新
教

育
課

程
を

開
始

し
て

以
降

、
校

内
に

J
A
B
E
E
対

応
部

会

を
組

織
し

、
継

続
し

て
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

や
技

術
者

像
の

整
備

を
す

る
と

と
も

に
、

学
生

に
対

す
る

周
知

を
行

っ
た

。

令
和

３
（

2
0
2
1
）

年
度

に
機

械
、

電
気

電
子

、
情
報

、
創

造
の

４
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
お

い
て

、
J
A
B
E
E
を

受
審

、
い

ず
れ

も
認

定
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 【
3
-
2
7
】

平
成

2
8
（

2
0
1
6
）

年
に

、
そ

れ
ま

で
実

施
し

て
き
た

海
外

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

検
証

と
総

括
を

行
い

、
平

成
2
9

（
2
0
1
7
）

年
度

か
ら

、
ビ

ジ
ネ

ス
の

要
素

を
取

り
入

れ
る

こ
と

で
実

践
的

研
修

効
果

を
高

め
、

ま
た

相
互

関
連

性
を

考

慮
し

た
２

つ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

グ
ロ

ー
バ

ル
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

G
C
P
）

及
び

イ
ン

タ
ー

ナ
シ

ョ
ナ

ル
・

エ
デ

ュ
ケ

ー
シ

ョ
ン

･
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
I
E
P
）
）

を
確

実
に

実
施

。
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

以
降

は
コ

ロ
ナ

禍

の
影

響
に

よ
り

参
加

者
が

7
0
人

を
下

回
っ

た
が

、
オ

ン
ラ

イ
ン

を
活

用
し

た
海

外
と

の
交

流
や

国
内

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

活
用

し
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
変

更
等

に
よ

り
学

生
は

高
い

満
足

度
を

得
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

 

ＡＡ
  

  

第
三
期
中
期
目
標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
）
）

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
G
C
P
及
び

I
E
P
の
２
つ
の
海
外
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
定
員

で
あ

る
7
0
人

の
参

加
を

初
年

度
よ

り
実

現
し

、
渡

航
前

後
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
や

現
地

日
系

企
業

で
の

研
修

機
会

等
も

含
め

た
充

実
し

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
し

て
き
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
止
を

余
儀

な
く

さ
れ

た
も

の
の

、
オ

ン
ラ

イ
ン

ツ
ー

ル
を

活
用

し
た

現
地

と
の

交
流

等
を

新
た

に
開

始
し

て
い

る
。

 

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
海
外
体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

中
止

を
余

儀
な

く
さ

れ
て

い
る

が
、
学

生
、
保

護
者

等
に

と
っ

て
安

全
・
安

心
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

実
現

で
き

る
こ

と
、
ま

た
オ

ン
ラ

イ
ン

ツ
ー

ル
を
活
用
し
た
代
替
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
そ
の
充
実

と
参

加
者

に
と

っ
て

の
利

便
性

を
向

上
さ

せ
る

工
夫

を
図

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
 

・
専
攻
科
の
一
部
専
門
科
目
で
の
英
語
教
育
導
入
に
向
け
た

取
組

が
着

実
に

進
め

ら
れ

て
お

り
、

今
後

、
英

語
力

の
向

上
も

図
り

つ
つ

、
広

く
世

界
で

活
躍

で
き

る
技

術
者

育
成

を
推

進
し

て
い

く
こ

と
を

期
待

す
る

。
 

 

  

認
証
評
価
 

機
関
の
評
価
 

［
認
証

評
価
機
関
］
大
学
改
革
支
援
・
学
位

授
与

機
構

［
受

審
年

度
］

令
和

元
年

［
評

価
対

象
期

間
］

平
成

2
4
（

2
0
1
2
）

年
～

令
和

元
（

2
0
1
9
）

年
［

認
証

評
価

の
種

類
］

機
関

別
認

証
評

価
 

○
主
な
優
れ
た
点
等
：
 

・
国
際
対
応
力
を
育
む
教
育
と
し
て
、
海
外
語

学
研

修
、

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

の
ニ

ー
ア

ン
ポ

リ
テ

ク
ニ

ッ
ク

来
日

交
流

、
グ

ロ
ー

バ
ル

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
行

っ
て

お
り

、
実

践
的

な
 

課
題
解
決
力
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
、
英

語
を

含
む

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

向
上

を
図

っ
て

い
る

。
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年
度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
3
-
2
7
】
平
成

2
9
年
度
に

G
C
P
と

I
E
P
と
い
う

新
た
な

２
つ

の
海

外
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

、
【

7
0

人
】

が
参
加
し
た
。

 
【【

評評
定定
：：

２２
】】
  

・
首

都
大

・
産

技
大

・
産
技

高
専

で
進

め
る

G
C
P
及

び
産

技
高

専
単

独
の

I
E
P
は

順
調

に
進

め
ら

れ
て

お

り
、
ま

た
海

外
研

修
の

前
に

行
わ

れ
る

語
学

研
修

を
始

め
、
い

ろ
い

ろ
な

学
生

支
援

活
動

は
産

技
高

専
全

体
の

グ
ロ

ー
バ

ル
化

へ
の

意
識

高
揚

に
大

き
な

役
割

を
果

た
し

て
い

る
。

 

・
海

外
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
1
年

間
で

7
0
人

も
の

参
加

が
あ

っ
た

こ
と

は
特

筆
す

べ
き

成
果

で
あ

る
。

 

3
0  

【
3
-
2
7
】
平
成

2
9
年
度
に
再
編
し
た
海
外
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム

（
G
C
P
と

I
E
P
）

に
【

7
0
人

】
が

参
加

し

た
。

 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
国

際
的

に
活

躍
で

き
る
技

術
者

の
育

成
に

向
け

て
再

編
し

た
二

つ
の

海
外

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

、
合

計

7
0
人

の
学

生
（

首
都

大
及

び
産

技
大

の
６

人
を

含
む

。
）

が
参

加
し

た
。

渡
航

前
後

の
教

育
を

含
め

、

丁
寧

な
指

導
に

よ
り

、
確

実
に

学
生

の
能

力
が

向
上

し
て

い
る

。
 

元  

【
3
-
2
6
】
J
A
B
E
E
受
審
へ
向
け
て
４
つ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
の

自
己

点
検

書
案

の
骨

格
が

完
成

し
た

。
 

【
3
-
2
7
】
平
成

2
9
（
2
0
1
7
）
年
度
か
ら
続
く
海
外
体
験
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
G
C
P
及

び
I
E
P
）

に
【

7
0
人

】
が

参
加

し
た
。
 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
産

技
高

専
の

学
生

を
主
体

と
す

る
7
0
人

の
学

生
が

参
加

し
て

実
施

さ
れ

た
２

つ
の

海
外

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、
現

地
日

系
企

業
で

の
研

修
機

会
を

設
け

る
な

ど
、
プ

ロ
グ

ラ
ム

効
果

を
高

め
る

取
組

が
行

わ
れ

て
お

り
、

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
を

目
指

す
学

生
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
向

上
が

図
ら

れ
て

い
る

。
 

・
２

つ
の

海
外

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
、

海
外

で
活

躍
で

き
る

技
術

者
の

養
成

を
強

化
す

る
観

点
か

ら
、

よ
り

多
く

の
学

生
が

参
加

で
き

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
と

発
展

さ
せ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

２ 

【
3
-
2
6
】
J
A
B
E
E
受
審
へ
向
け
て
４
つ
の
技
術
者
教
育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
自

己
点

検
書

の
素

案
を

確
定

す
る

な
ど
、
受
審
準
備
を
整
え
た
。
 

【
3
-
2
7
】
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

G
C
P
は

中
止

と
な

っ
た

が
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年

度
実
施
に
向
け
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
の
検

討
を

進
め

、
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

の
参

加
予

定

者
に
配
慮
し
て
募
集
人
数
を

3
0
人
か
ら

3
6
人

に
増

員
し

た
。

I
E
P
も

中
止

と
な

っ
た

が
代

替

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
国
内
で
英
語
研
修
及
び
現

地
と

の
オ

ン
ラ

イ
ン

交
流

等
を

実
施

し
、

2
0
人

が
参
加
し
た
。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

、
海

外
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
中

止
と

な
っ

た
が

、
オ

ン

ラ
イ

ン
ツ

ー
ル

を
活

用
し

た
代

替
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
令

和
３

年
度

以
降

の
コ

ロ
ナ

禍

を
踏

ま
え

た
海

外
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
在

り
方

に
つ

い
て

、
感

染
状

況
に

応
じ

て
柔

軟
に

対
処

で
き

る

内
容

を
整

備
す

る
こ

と
が

で
き

た
。
  

３ 

【
3
-
2
5
】
専
攻
科
の
前
後
期
各
１
科
目
に
お
い
て
講
義
の

一
部

を
英

語
で

行
い

､
専

門
英

語
を

体
験

で
き

る

場
と

な
っ
た
。
 

【
3
-
2
6
】
４
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

J
A
B
E
E
を

受
審
す

る
と

と
も

に
、

J
A
B
E
E
に

対
応

し
た

教
育

を
提

供

で
き
る
体
制
を
整
え
た
。
 

【
3
-
2
7
】
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

I
E
P
、

G
C
P
と

も
現

地
渡

航
は

中
止

と
な

っ
た

が
、
国
内
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

終
え

る
こ

と
が

で
き
た
。
参
加
者
は
､
両
プ
ロ
グ
ラ
ム
合
計
の
目

標
で

あ
る

7
0
人

に
対

し
C
C
P
1
6
人

（
リ

ー
ダ

ー
２
人
、
メ
ン
バ
ー
1
4
人
）
､
I
E
P
3
8
人
、
合

計
【

5
4
人

】
で

あ
っ

た
。

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
グ

ロ
ー

バ
ル
・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
イ

ン
タ

ー
ナ

シ
ョ

ナ
ル
・
エ

デ
ュ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
は

、
感

染
拡

大
に

よ
る

渡
航

中
止

決
定

を
受

け
、
対

面
や

オ
ン

ラ
イ

ン
を

組
み

合

わ
せ

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
と

再
構

築
し

た
。
こ

れ
に

よ
り

海
外

で
働

く
こ

と
へ

の
興

味
が

増
し

た
な

ど
の

ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

が
得

ら
れ

る
な

ど
、

各
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

工
夫

し
な

が
ら

実
効

性
を

高
め

た
。

 

・
専

攻
科

の
一

部
の

コ
ー

ス
の

み
で

開
講

さ
れ

て
い

た
英

語
授

業
を

、
専

攻
科

の
全

コ
ー

ス
で

履
修

で
き

る

よ
う

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

し
、

専
攻

科
生

7
4
人

中
4
8
人

が
履

修
し

た
。

 

４  

【
3
-
2
5
】
専
攻
科
の
１
年
生
全
員
が
履
修
し
た
「
先
端
科

学
技

術
特

論
」

の
講

義
の

一
部

を
英

語
で

行
い

､

専
門

英
語
を
体
験
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た

、
グ

ロ
ー

バ
ル

化
教

育
に

つ
い

て
、

他
の

大

学
と

議
論
し
た
。
 

【
3
-
2
6
】
J
A
B
E
E
認
定
の
際
の
指
摘
事
項
を
踏
ま
え
、
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

点
検

改
善

組
織

の
整

備
を

行

い
、
ま

た
令
和
５
（
2
0
2
3
）
年
度
に
４
教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
中

３
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
中

間
審

査

を
受
け

る
た
め
の
準
備
を
行
っ
た
。
 

【
3
-
2
7
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
策
を

十
分

に
行

っ
た

上
で

２
年

ぶ
り

に
G
C
P
の

海
外

渡

航
を
実
施
。
ま
た

I
E
P
は
オ
ン

ラ
イ
ン
及
び

国
内

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

充
実

さ
せ

、
参

加
者

は
､
両

プ

ロ
グ
ラ
ム
合
計
の
目
標
で
あ
る

7
0
人
に
対
し

G
C
P
1
5
人

（
リ

ー
ダ

ー
２

人
、

メ
ン

バ
ー

1
3

人
）
､
I
E
P
3
8
人
、
合
計
【
5
3
人
】
だ
っ
た
。
 

―
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年
度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
3
-
2
7
】
平
成

2
9
年
度
に

G
C
P
と

I
E
P
と
い
う

新
た
な

２
つ

の
海

外
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

、
【

7
0

人
】

が
参
加
し
た
。

 
【【

評評
定定

：：
２２

】】
  

・
首

都
大

・
産

技
大

・
産
技

高
専

で
進

め
る

G
C
P
及

び
産

技
高

専
単

独
の

I
E
P
は

順
調

に
進

め
ら

れ
て

お

り
、
ま

た
海

外
研

修
の

前
に

行
わ

れ
る

語
学

研
修

を
始

め
、
い

ろ
い

ろ
な

学
生

支
援

活
動

は
産

技
高

専
全

体
の

グ
ロ

ー
バ

ル
化

へ
の

意
識

高
揚

に
大

き
な

役
割

を
果

た
し

て
い

る
。

 

・
海

外
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
1
年

間
で

7
0
人

も
の

参
加

が
あ

っ
た

こ
と

は
特

筆
す

べ
き

成
果

で
あ

る
。

 

3
0  

【
3
-
2
7
】
平
成

2
9
年
度
に
再
編
し
た
海
外
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム

（
G
C
P
と

I
E
P
）

に
【

7
0
人

】
が

参
加

し

た
。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
国

際
的

に
活

躍
で

き
る
技

術
者

の
育

成
に

向
け

て
再

編
し

た
二

つ
の

海
外

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

、
合

計

7
0
人

の
学

生
（

首
都

大
及

び
産

技
大

の
６

人
を

含
む

。
）

が
参

加
し

た
。

渡
航

前
後

の
教

育
を

含
め

、

丁
寧

な
指

導
に

よ
り

、
確

実
に

学
生

の
能

力
が

向
上

し
て

い
る

。
 

元  

【
3
-
2
6
】
J
A
B
E
E
受
審
へ
向
け
て
４
つ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
の

自
己

点
検

書
案

の
骨

格
が

完
成

し
た

。
 

【
3
-
2
7
】
平
成

2
9
（
2
0
1
7
）
年
度
か
ら
続
く
海
外
体
験
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
G
C
P
及

び
I
E
P
）

に
【

7
0
人

】
が

参
加
し
た
。
 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
産

技
高

専
の

学
生

を
主
体

と
す

る
7
0
人

の
学

生
が

参
加

し
て

実
施

さ
れ

た
２

つ
の

海
外

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、
現

地
日

系
企

業
で

の
研

修
機

会
を

設
け

る
な

ど
、
プ

ロ
グ

ラ
ム

効
果

を
高

め
る

取
組

が
行

わ
れ

て
お

り
、

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
を

目
指

す
学

生
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
向

上
が

図
ら

れ
て

い
る

。
 

・
２

つ
の

海
外

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
、

海
外

で
活

躍
で

き
る

技
術

者
の

養
成

を
強

化
す

る
観

点
か

ら
、

よ
り

多
く

の
学

生
が

参
加

で
き

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
と

発
展

さ
せ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

２ 

【
3
-
2
6
】
J
A
B
E
E
受
審
へ
向
け
て
４
つ
の
技
術
者
教
育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
自

己
点

検
書

の
素

案
を

確
定

す
る

な
ど
、
受
審
準
備
を
整
え
た
。
 

【
3
-
2
7
】
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

G
C
P
は

中
止

と
な

っ
た

が
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年

度
実
施
に
向
け
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
の
検

討
を

進
め

、
令

和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

の
参

加
予

定

者
に
配
慮
し
て
募
集
人
数
を

3
0
人
か
ら

3
6
人

に
増

員
し

た
。

I
E
P
も

中
止

と
な

っ
た

が
代

替

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
国
内
で
英
語
研
修
及
び
現

地
と

の
オ

ン
ラ

イ
ン

交
流

等
を

実
施

し
、

2
0
人

が
参
加
し
た
。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

、
海

外
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
中

止
と

な
っ

た
が

、
オ

ン

ラ
イ

ン
ツ

ー
ル

を
活

用
し

た
代

替
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
令

和
３

年
度

以
降

の
コ

ロ
ナ

禍

を
踏

ま
え

た
海

外
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
在

り
方

に
つ

い
て

、
感

染
状

況
に

応
じ

て
柔

軟
に

対
処

で
き

る

内
容

を
整

備
す

る
こ

と
が

で
き

た
。
  

３ 

【
3
-
2
5
】
専
攻
科
の
前
後
期
各
１
科
目
に
お
い
て
講
義
の

一
部

を
英

語
で

行
い

､
専

門
英

語
を

体
験

で
き

る

場
と

な
っ
た
。
 

【
3
-
2
6
】
４
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

J
A
B
E
E
を

受
審
す

る
と

と
も

に
、

J
A
B
E
E
に

対
応

し
た

教
育

を
提

供

で
き
る
体
制
を
整
え
た
。
 

【
3
-
2
7
】
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

I
E
P
、

G
C
P
と

も
現

地
渡

航
は

中
止

と
な

っ
た

が
、
国
内
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ッ
シ

ョ
ン

等
に

よ
り

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

終
え

る
こ

と
が

で
き
た
。
参
加
者
は
､
両
プ
ロ
グ
ラ
ム
合
計
の
目

標
で

あ
る

7
0
人

に
対

し
C
C
P
1
6
人

（
リ

ー
ダ

ー
２
人
、
メ
ン
バ
ー
1
4
人
）
､
I
E
P
3
8
人
、
合

計
【

5
4
人

】
で

あ
っ

た
。

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
グ

ロ
ー

バ
ル
・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
イ

ン
タ

ー
ナ

シ
ョ

ナ
ル
・
エ

デ
ュ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
は

、
感

染
拡

大
に

よ
る

渡
航

中
止

決
定

を
受

け
、
対

面
や

オ
ン

ラ
イ

ン
を

組
み

合

わ
せ

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
と

再
構

築
し

た
。
こ

れ
に

よ
り

海
外

で
働

く
こ

と
へ

の
興

味
が

増
し

た
な

ど
の

ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

が
得

ら
れ

る
な

ど
、

各
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

工
夫

し
な

が
ら

実
効

性
を

高
め

た
。

 

・
専

攻
科

の
一

部
の

コ
ー

ス
の

み
で

開
講

さ
れ

て
い

た
英

語
授

業
を

、
専

攻
科

の
全

コ
ー

ス
で

履
修

で
き

る

よ
う

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

し
、

専
攻

科
生

7
4
人

中
4
8
人

が
履

修
し

た
。

 

４  

【
3
-
2
5
】
専
攻
科
の
１
年
生
全
員
が
履
修
し
た
「
先
端
科

学
技

術
特

論
」

の
講

義
の

一
部

を
英

語
で

行
い

､

専
門

英
語
を
体
験
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た

、
グ

ロ
ー

バ
ル

化
教

育
に

つ
い

て
、

他
の

大

学
と

議
論
し
た
。
 

【
3
-
2
6
】
J
A
B
E
E
認
定
の
際
の
指
摘
事
項
を
踏
ま
え
、
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

点
検

改
善

組
織

の
整

備
を

行

い
、
ま

た
令
和
５
（
2
0
2
3
）
年
度
に
４
教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
中

３
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
中

間
審

査

を
受
け

る
た
め
の
準
備
を
行
っ
た
。
 

【
3
-
2
7
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
策
を

十
分

に
行

っ
た

上
で

２
年

ぶ
り

に
G
C
P
の

海
外

渡

航
を
実
施
。
ま
た

I
E
P
は
オ
ン

ラ
イ
ン
及
び

国
内

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

充
実

さ
せ

、
参

加
者

は
､
両

プ

ロ
グ
ラ
ム
合
計
の
目
標
で
あ
る

7
0
人
に
対
し

G
C
P
1
5
人

（
リ

ー
ダ

ー
２

人
、

メ
ン

バ
ー

1
3

人
）
､
I
E
P
3
8
人
、
合
計
【
5
3
人
】
だ
っ
た
。
 

―
 

 
 

中
期

計
画

番
号

 

3
-
2
5
 

４
 

グ
ロ

ー
バ

ル
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
国

際
的

に
活

躍
で

き
る

技
術

者
の

育
成

 

①
も

の
づ

く
り

産
業

の
グ

ロ
ー

バ
ル

化
に

対
応

で
き

る
技

術
者

を
育

成
す

る
た

め
、

専
門

科
目

に
つ

い
て

、
英

語
に

よ
る

授
業

の
推

進
を

検
討

す
る

。
（

再
掲

）
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

か
ら

の
専

攻
科

の
一

部
専

門
科

目
の

英
語

教
育

導
入

に
向

け
て

、
試

行
授

業
を

実
施

す
る

。
（

3
-
0
6
再

掲
）

 

（
１

）
専

攻
科

一
部

専
門

科
目

の
英

語
教

育
導

入
に

向
け

た
取

組
【

中
期

計
画

番
号

３
-
0
6
 
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
専

攻
科

１
年

生
全

員
が

履
修

し
て

い
る

一
部

授
業

に
お

い
て

英
語

講
義

を
実

施
し

、
専

門
英

語
を

身
近

に
体

験
で

き
る

機
会

を
提

供
し

た
。

 

・
高

専
の

運
営

協
力

者
で

あ
る

江
﨑

将
人

豊
橋

技
術

科
学

大
学

特
定

教
授

と
、

高
専

専
攻

科
の

グ
ロ

ー
バ

ル
化

に
つ

い
て

議
論

を
行

い
、

国
際

交
流

や
両

校
の

協
業

可
能

性

に
つ

い
て

検
討

し
た

。
 

  中
期

計
画

番
号

 

3
-
2
6

 
②

【
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

】
の

J
A
B
E
E
受

審
を

目
指

し
、

J
A
B
E
E
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
対

応
し

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

実
施

す
る

。
（

再
掲

）
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
J
A
B
E
E
新

規
審

査
結

果
を

受

け
､
継

続
的

に
教

育
改

善
の

シ
ス

テ
ム

の
点

検
を

実
施

す
る

｡
（

3
-
0
3
再

掲
）

 （
１

）
継

続
的

な
教

育
改

善
シ

ス
テ

ム
の

点
検

【
中

期
計

画
番

号
３

-
0
3
 
参

照
】

 

 
（

要
点

）
 

・
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

に
J
A
B
E
E
認

定
を

受
け

た
際

の
指

摘
事

項
を

受
け

、
「

プ
ロ

グ
ラ

ム
点

検
改

善
部

会
」

を
組

織
し

た
上

で
、

点
検

改
善

の
体

制
・

仕
組

み
を

整

え
、

ま
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

点
検

の
フ

ォ
ロ

ー
や

現
状

の
問

題
点

の
抽

出
な

ど
を

行
っ

た
。

 

・
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

の
３

つ
の

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

機
械

工
学

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
、

電
気

電
子

工
学

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
及

び
情

報
工

学
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

）
に

お
い

て
、

「
プ

ロ
グ

ラ
ム

点
検

改
善

部
会

」
を

中
心

に
、

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
度

の
J
A
B
E
E
受

審
（

中
間

審
査

）
に

向
け

た
準

備
を

行
っ

た
。

 

  中
期

計
画

番
号

 

3
-
2
7
 

③
平

成
2
8
（

2
0
1
6
）

年
度

ま
で

の
海

外
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
再

構
築

し
、
【

平
成

2
9
（

2
0
1
7
）

年
度

】
か

ら
新

た
な

海
外

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

す
る

。
海

外
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

の

参
加

者
は

【
毎

年
度

7
0
人

】
と

す
る

。
（

再
掲

）
 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
グ

ロ
ー

バ
ル

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

(
G
C
P
)
及

び

イ
ン

タ
ー

ナ
シ

ョ
ナ

ル
・

エ
デ

ュ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

(
I
E
P
)
の

２

つ
の

海
外

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
､
7
0
人

の
参

加
者

を
確

保
し

て
実

施

す
る

と
と

も
に

､
研

修
内

容
の

改
善

を

図
る

｡
（

3
-
0
5
再

掲
）

 

（
１

）
国

際
的

に
活

躍
で

き
る

技
術

者
の

育
成

【
中

期
計

画
番

号
３

-
0
5
 
参

照
】

 

 
（

要
点

）
 

・
２

つ
の

海
外

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

グ
ロ

ー
バ

ル
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
(
G
C
P
)
及

び
イ

ン
タ

ー
ナ

シ
ョ

ナ
ル

・
エ

デ
ュ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

プ
ロ

グ
ラ

ム

(
I
E
P
)
）

を
実

施
し

た
。

G
C
P
は

、
リ

ー
ダ

ー
２

人
、

メ
ン

バ
ー

1
3
人

の
合

計
1
5
人

、
I
E
P
は

、
合

計
3
8
人

が
参

加
し

た
。

 

・
G
C
P
は

、
２

年
ぶ

り
に

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

へ
渡

航
し

て
の

実
施

と
な

り
、

I
E
P
は

、
シ

ア
ト

ル
へ

の
渡

航
は

中
止

し
た

が
、

対
面

と
オ

ン
ラ

イ
ン

を
組

み
合

わ
せ

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

た
。

 

・
G
C
P
で

は
自

己
評

価
に

よ
る

ス
キ

ル
到

達
度

測
定

で
、

課
題

解
決

力
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

行
力

の
向

上
が

見
ら

れ
、

I
E
P
も

大
変

高
い

満
足

度
を

得
る

こ
と

が
で

き
た

。
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特特
記記

事事
項項

  

ⅢⅢ
－－

１１
 

Ⅲ
 

東
京

都
立

産
業

技
術

高
等

専
門

学
校

に
関

す
る

特
記

事
項

 

令
和

３
年

度
業

務
実

績
評

価
に

お
い

て
、

公
立

大
学

分
科

会
か

ら
対

応
報

告
を

求
め

ら
れ

た
事

項
に

関
す

る
取

組
等

 

【
戦

略
的

な
広

報
を

志
願

者
の

増
加

に
つ

な
げ

る
取

組
】

中
期

計
画

番
号

3
-1

7
 

自
己

評
価

Ａ
 

（
１

）
意

欲
あ

る
志

願
者

確
保

に
向

け
た

取
組

 

高
専

で
は

、
中

期
計

画
期

間
を

前
後

期
に

分
け

た
３

年
ご

と
に

高
専

広
報

戦
略

を
立

案
し

て
お

り
、
高

専
広

報
戦

略
に

基
づ

い
た

毎
年

の
広

報
関

係
年

次
計

画
の

下
、

広
報

活
動

を
行

っ
て

い
る

。
 

 
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
の

た
め

、
入

試
に

係
る

イ
ベ

ン
ト

等
の

実
施

に
制

限
が

あ
る

中
、
公

式

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
S
NS

の
活

用
は
有

効
な

手
段

の
一

つ
で

あ
る

と
考

え
て

お
り

、
そ

れ
は

出
願

時
ア

ン
ケ

ー
ト

の
回

答
か

ら
も

伺
う

こ
と

が
で

き
る

。
 

 
さ

ら
に

、
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

度
に

は
新

た
な

試
み

と
し

て
学

生
広

報
チ

ー
ム

の
募

集
を

開
始

し
た
（

活
動

は
令

和
５
（

2
0
2
3
）
年

度
開

始
）。
「

自
分

が
受

検
生

だ
っ

た
時

に
欲

し
か

っ
た

情
報

を
提

供
し

た
い

」、
「

も
っ

と
高

専
の

魅
力

を
広

め
た

い
」
等

の
理

由
で

応
募

し
た

学
生

に
よ

る
広

報
チ

ー
ム

の
立

ち
上

げ
に

よ
り

、
今

後

更
な

る
志

願
者

の
増

加
に

つ
な

が
る

活
動

を
展

開
し

て
い

く
。

 

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
学

生
の

活
躍

等
に

つ
い

て
、
S
NS

を
有

効
活

用
し

積
極

的
な

発
信
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、
高

専
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

の
ア

ク
セ

ス
誘

導
を

行
っ

た
。

 

・
コ

ー
ス

や
課

外
活

動
に

関
す

る
情

報
に

つ
い

て
、
キ

ャ
ン

パ
ス

や
コ

ー
ス

に
よ

る
偏

り
な

く
発

信
で

き

る
よ

う
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

制
で

の
情

報
提

供
体

制
を

構
築

し
た

。
 

・
法

人
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

内
に

開
設

し
た
「

高
専

広
報

ポ
ー

タ
ル

」
を

活
用

し
、
情

報
提

供
を

含
む

広
報

関
連

手
続

や
シ

ン
ボ

ル
マ

ー
ク

を
使

用
し

た
広

報
ツ

ー
ル

の
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
等

を
ス

ム
ー

ズ
に

行
え

る
よ

う
に

し
、

定
期

的
に

ポ
ー

タ
ル

活
用

及
び

情
報

提
供

依
頼

に
関

す
る

周
知

を
行

っ
た

。
 

・
令

和
２

（
2
0
20

）
年

度
に

法
人
が

実
施

し
た

広
報

に
関

す
る

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

の
結

果
に

基
づ

き
、

更
な

る
高

専
の

認
知

度
向

上
の

た
め

の
広

報
戦

略
に

関
す

る
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
を

、
令

和
３
（

20
21

）

年
度

に
引

き
続

き
行

い
、

コ
ン

テ
ン

ツ
の

拡
充

、
効

果
的

な
広

報
手

法
の

検
討

等
を

実
施

し
た

。
 

・
令

和
２
（

2
0
20

）
年

度
に

特
設

ペ
ー

ジ
と

し
て

新
設

し
た
「

受
検

生
応

援
サ

イ
ト

」
を

、
令

和
３
（

20
21
）

年
度

に
引

き
続

き
、

レ
ギ

ュ
ラ

ー
コ

ン
テ

ン
ツ

と
し

て
運

営
し

た
。

 

・
学

生
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
６

人
、
卒

業
生

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

１
人

及
び

企
業

等
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
１

人
（

産
技

高

専
O
B
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
）

を
行
い

、
高

専
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

し
、

高
専

生
の

活
躍

や
企

業
か

ら
の

高
専

へ
の

評
価

に
つ

い
て

発
信

し
た

。
 

・
受

検
生

が
求

め
る

内
容

又
は

在
学

生
目

線
の

リ
ア

ル
な

高
専

に
つ

い
て

情
報

発
信

す
る

た
め

、
学

生
広

報
チ

ー
ム

を
立

ち
上

げ
、

メ
ン

バ
ー

募
集

を
行

っ
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
教

職
員

へ
の

積
極

的
な

働
き

か
け

と
継

続
的

な
広

報
活

動
に

よ
り

、
校

内
の

広
報

に
対

す
る

協
力

体
制

が
強

化
さ

れ
、
教

職
員

か
ら

の
情

報
提

供
を

ス
ム

ー
ズ

に
、
か

つ
、
各

キ
ャ

ン
パ

ス
・
各

コ
ー

ス
か

ら

バ
ラ

ン
ス

よ
く

受
け

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
こ

と
で

、
ウ

ェ
ブ

を
通

し
て

受
検

生
に

有
益

な
情

報
を

発

信
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 
（

参
考

 
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ト

ピ
ッ

ク
ス

掲
載

件
数
：
令

和
２
（

2
0
2
0）

年
度
：
1
1
5
件

、
令

和
３
（

20
21

）

年
度

：
2
19

件
、

令
和

４
（

20
22
）

年
度

：
2
15

件
）
 

・
全

て
の

公
式

コ
ン

テ
ン

ツ
の

ア
ク

セ
ス

数
・

フ
ォ

ロ
ワ

ー
数

が
大

幅
に

増
加

し
た

（
前

年
度

比
 
ホ

ー

ム
ペ

ー
ジ

＋
4
.
7
％

、
T
w
i
t
te

r
＋

23
.
6
％

、
F
ac

eb
oo

k
＋

6
.
3
％

、
I
ns
t
a
gr
am

＋
4
3.
9
％

、
Y
o
uT

ub
e

＋
2
3
.1

％
）
  

・
志

願
者

を
対

象
と

し
て

実
施

し
た

出
願

時
ア

ン
ケ

ー
ト

に
お

い
て

、
推

薦
出

願
者

で
は

約
8
0
％

、
学
力

出
願

者
で

は
約

8
5
％

が
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を
「

見
や

す
い

」
と

評
価

し
、
ま

た
面

白
い

企
画

と
し

て
受

検

生
向

け
コ

ン
テ

ン
ツ
（

受
検

生
応

援
サ

イ
ト

、
学

生
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、
ク

ラ
ブ

活
動

紹
介

等
）
が

上
位

を
占

め
て

い
る

。
 

・
学

生
広

報
チ

ー
ム

の
メ

ン
バ

ー
募

集
の

結
果

、
本

科
生

1
1
人

の
応
募

が
あ

り
、
令

和
５
（

2
0
2
3
）
年

度

か
ら

の
活

動
が

決
定

し
た

。
受

検
生

に
近

い
学

生
の

ア
イ

デ
ア

に
よ

り
、
ニ

ー
ズ

が
高

い
情

報
の

更
な

る
発

信
が

期
待

で
き

る
。

 

【
図

表
Ⅲ

-
1
-
1
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

・
S
N
S
の

訪
問

者
数

】

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度

1
7
,
2
9
9

1
8
,
3
4
5

1
8
,
0
2
0

1
8
,
4
7
4

1
9
,
0
5
9

1
9
,
9
5
7

6
0
6

8
7
9

1
,
0
6
3

1
,
2
5
0

1
,
4
9
5

1
,
8
4
8

3
9
6

5
0
3

5
9
4

6
7
2

7
1
1

7
5
6

2
3
2

2
9
8

4
1
7

5
1
0

7
3
4

2
3
3

3
5
8

4
7
1

5
8
0

Y
o
u
T
u
b
e

（
チ

ャ
ン

ネ
ル

登
録

者
数

）

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

（
月

間
平

均
ア

ク
セ

ス
t
w
i
t
t
e
r

（
フ

ォ
ロ

ワ
ー

数
）

F
a
c
e
b
o
o
k

（
フ

ァ
ン

数
）

I
n
s
t
a
g
r
a
m

（
フ

ォ
ロ

ワ
ー

数
）

 
【

図
表

Ⅲ
-
1
-
2
　

入
試

状
況

（
本

科
）

】
（

単
位

：
人

、
倍

）

募
集

人
員

志
願

者
数

志
願

倍
率

合
格

者
数

入
学

者
数

募
集

人
員

2
5
6

(
6
0
)

2
5
6

(
6
0
)

2
5
6

(
6
0
)

2
5
6

(
6
0
)

2
5
6

(
6
0
)

2
5
6

(
6
0
)

志
願

者
数

5
0
9
（

1
4
7
）

5
1
8
（

1
8
0
）

5
6
1

(
1
7
4
)

4
3
9

(
1
5
4
)

4
3
9

(
1
3
8
)

4
4
4

(
1
6
5
)

志
願

倍
率

合
格

者
数

3
0
0

（
9
5
）

3
0
9
（

1
1
3
）

2
9
9

(
1
0
2
)

2
9
7

(
1
0
2
)

3
0
8

(
1
0
8
)

3
1
0

(
1
1
4
)

入
学

者
数

2
6
3

(
7
9
)

2
7
6

(
9
7
)

2
4
9

(
7
6
)

2
5
7

(
8
2
)

2
6
2

(
8
8
)

2
6
6

(
9
2
)

※
（

　
）

は
う

ち
都

外
在

住
者

※
令

和
２

年
度

は
一

般
入

試
に

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
等

学
校

感
染

症
罹

患
者

に
対

す
る

追
検

査
１

名
を

含
む

。

一
般

入
試

1
.
9
9

2
.
0
2

2
.
1
9

1
.
7
1

1
.
7
1

1
.
7
3

3
0
年

度
3
1
年

度
２

年
度

6
4

6
4

6
4

推
薦

入
試

6
4

6
4

6
4

1
6
0

1
5
6

1
9
7

2
.
5
0

2
.
4
4

3
.
0
8

6
4

6
4

6
4

6
4

５
年

度
6
4

6
4

6
4

1
5
3

1
4
1

1
4
1

2
.
3
9

2
.
2
0

2
.
2
0

6
4

6
4

6
4

6
4

３
年

度
４

年
度

6
4
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特特
記記

事事
項項

  

ⅢⅢ
――

２２
 

Ⅲ
 

東
京

都
立

産
業

技
術

高
等

専
門

学
校

に
関

す
る

特
記

事
項

 

特
色

あ
る

取
組

や
顕

著
な

実
績

又
は

特
に

優
れ

た
成

果
を

上
げ

た
取

組
 

【
産

業
界

や
社

会
の

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

職
業

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

】
中

期
計

画
番

号
3
-0

1
 
 
自

己
評

価
Ｓ

 

 
第

三
期

中
期

計
画

期
間

に
お

い
て

、
高

専
が

使
命

と
し

て
い

る
も

の
づ

く
り

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
の

育
成

の
中

で
も

、
特

に
産

業
界

や
社

会
の

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

実
践

的
技

術
者

を
育

成
す

る
た

め
の

職
業

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

ス
タ

ー
ト

さ
せ

た
。

 

 
平

成
2
8（

20
16

）
年

度
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
始

以
降

、
順

調
に

技
術

者
を

育
成

し
て

い
る

が
、
令

和
４
（

2
0
2
2
）

年
度

も
優

秀
な

修
了

生
を

輩
出

す
る

と
と

も
に

、
社

会
人

教
育

に
お

い
て

も
そ

の
教

育
成

果
を

拡
大

し
て

お

り
、

多
く

の
成

果
を

上
げ

た
。

 

 （
１

）
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

【
3
-
01

（
１

）
参

照
】

 

 
＜

取
組

事
項

＞
 

・
本

科
及

び
専

攻
科

の
履

修
生

に
対

し
て

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

着
実

に
実

施
し

た
。

 

・
専

攻
科

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

科
目

で
現

役
エ

ン
ジ

ニ
ア

６
人

が
５

科
目
（

前
期

３
科

目
、
後

期
２

科
目

）
を

担
当

し
た

。
 

・
専

攻
科

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

デ
ザ

イ
ン

で
産

学
連

携
企

業
に

協
力

を
得

た
。

 

・
専

攻
科

２
人

及
び

本
科

で
希

望
す

る
５

人
全

員
に

対
し

て
、

I
T

企
業

及
び

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

企
業

へ
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

斡
旋

を
行

っ
た

。
 

・
教

員
が

外
部

の
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
関

係
の

イ
ベ

ン
ト

等
へ

の
協

力
を

通
し

て
、
企

業
と

の
関

係
構

築

を
行

い
、
産

学
連

携
企

業
の

開
拓

を
行

っ
た

。
ま

た
、
産

学
連

携
企
業

等
に

よ
る

講
演

を
５

回
（

訪
問

２
回

、
来

校
３

回
）

実
施

し
た

。
 

・
現

役
エ

ン
ジ

ニ
ア

に
よ

る
ハ

ン
ズ

オ
ン

（
直

接
指

導
を

受
け

ら
れ

る
特

別
講

座
）

を
実

施
し

た
。

 

・
中

学
生

向
け

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

勉
強

会
「

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

T
O
KY
O 
f
or
 J
u
ni
or

」（
２

日
間

の

開
催

で
参

加
者

2
0
人

）、
「

I
CT

基
礎

L
ab

. 
f
or

 
J
un

io
r
」（

５
回

開
催

で
参

加
者

合
計

8
7
人

）
を

実
施

し
た

。
 

・
中

学
生

向
け

I
T
勉

強
会

を
実

施
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
４

（
2
0
22

）
年

度
は

40
人
（

本
科

：
３

年
生

14
人

、
４

年
生

10
人

、
５

年
生

12
人

、
専

攻

科
：

１
年

生
２

人
、

２
年

生
２

人
）

が
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
履

修
し

、
本

科
で

1
2
人

、
専

攻
科

で
２

人
の

修
了

生
を

輩
出

し
た

。
 

・
専

攻
科

科
目

を
現

役
エ

ン
ジ

ニ
ア

が
担

当
す

る
こ

と
に

よ
り

、
最

新
の

、
よ

り
実

社
会

で
役

立
つ

講
義

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
本

科
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

生
の

進
路

が
、
専

攻
科

進
学

５
人

、
就

職
７

人
（

情
報

通
信

企
業

１
人

、
情

報

シ
ス

テ
ム

企
業

１
人

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
企

業
４

人
、

情
報

通
信

機
器

製
造

企
業

１
人

）
と

決
定

し
た

。
 

・
専

攻
科

プ
ロ

グ
ラ

ム
履

修
生

２
人

の
進

路
が

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
企

業
へ

の
就

職
と

決
定

し
た

。
 

・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
へ

の
参

加
を

通
じ

て
、

学
生

に
I
T
企

業
及

び
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
企

業
へ

の
就

職
に

つ
い

て
具

体
的

な
イ

メ
ー

ジ
を

持
た

せ
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
教

育
内

容
や

使
用

機
材

、
こ

れ
ま

で
の

取
組

に
つ

い
て

企
業

か
ら

理
解

を
得

て
、
今

後

の
連

携
を

強
化

し
て

い
く

こ
と

目
的

と
し

た
産

学
連

携
協

定
を

新
た

に
５

社
と

締
結

し
た

。
 

・
令

和
３
（

2
02

1
）
年

度
卒

業
す
る

学
生

で
令

和
２
（

2
02

0
）
年

度
の

講
演

会
が

就
職

先
を

決
め

る
き

っ

か
け

に
な

っ
た

ケ
ー

ス
も

あ
り

、
産

学
連

携
先

企
業

な
ど

の
講

演
が

、
学

生
が

キ
ャ

リ
ア

を
選

択
す

る

際
の

一
助

と
な

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
た

。
 

・
卒

業
後

も
引

き
続

き
学

ぶ
こ

と
を

希
望

す
る

研
究

生
に

、
企

業
で

の
業

務
で

は
触

れ
る

機
会

が
少

な
い

I
CT

技
術

を
学

ぶ
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
中

学
生

向
け

勉
強

会
で

は
、
中

学
生

に
楽

し
く

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

を
学

ぶ
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

が

で
き

た
。
ま

た
、
同

勉
強

会
で

は
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

生
が

主
体

と
な

っ
て

企
画

、
教

材
開

発
、
シ

ス
テ

ム
構

築
を

行
い

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

対
す

る
理

解
を

深
め

る
こ

と
に

つ
な

が
っ

た
。

 

・
令

和
５

（
2
0
23

）
年

度
の

新
３
年

生
８

人
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
履

修
生

が
決

定
し

た
。

 

 （
２

）
社

会
人

向
け

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

教
育

の
実

施
【

3
-
01

（
２
）

参
照

】
 

 
＜

取
組

事
項

＞
 

・
社

会
人

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
、

キ
ャ

リ
ア

チ
ェ

ン
ジ

の
機

会
を

創
出

す
る

た
め

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ

L
a
b.

の
３

講
義
「

実
践

！
情

報
セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

監
査

」（
全

1
2
回

）、
「

デ
ジ

タ
ル

フ
ォ

レ
ン

ジ
ッ

ク
基

礎
（

専
攻

科
・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ
ィ

特
別

演
習

Ⅱ
）」
（

全
1
5
回

）、
「

セ
キ

ュ
ア

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
（

専

攻
科
・
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

特
論

I
I）
」（

全
８

回
）
を

オ
ン

ラ
イ

ン
で

、
I
C
TL

ab
.
の

エ
ン

ジ
ニ

ア
向

け

講
座

（
全

２
回

）
及

び
非

エ
ン

ジ
ニ

ア
向

け
講

座
（

全
２

回
）

を
対

面
で

実
施

し
た

。
 

・
公

立
小

中
学

校
教

員
を

対
象

に
、

I
C
T
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
つ

い
て

の
知

識
獲

得
の

機
会

を
創

出

す
る

た
め

の
講

義
「

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

L
ab

. 
f
or

 T
ea

ch
er

s
」
を
対

面
で

開
催

し
、
5
0
人

以
上

が

受
講

し
た

。
 

・
2
5
歳

以
下

の
学

生
（

高
校

生
、
専

門
学

校
生

、
高

専
・

大
学

生
及

び
大

学
院

生
）

を
対

象
に

、
I
C
T、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
関

す
る

体
験

型
の

学
習

機
会

を
創

出
す

る
た

め
の

講
義
「

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

T
OK

YO
 f
o
r
 U
25

」
を

２
回
（

１
月

2
1
日

、
２
月

18
日

）、
「

I
C
T
基

礎
L
ab
. 
fo

r
 U
25

」
を

２

回
（

３
月

1
2
日

、
３
月

18
日

・
19

日
）

開
催

し
た

。
 

・
東

京
都

の
次

世
代

を
担

う
若

年
層

の
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
人

材
を

発
掘
・
育

成
す

る
た

め
、
高

専
、
一

般
社

団
法

人
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
・

キ
ャ

ン
プ

協
議

会
（

以
下

「
キ

ャ
ン

プ
協

議
会

」
と

い
う

。
）

及
び

独

立
行

政
法

人
情

報
処

理
推

進
機

構
（

略
称

IP
A
、
以

下
「

IP
A」

と
い
う

。）
の

共
催

で
「

セ
キ

ュ
リ

テ

ィ
・

ミ
ニ

キ
ャ

ン
プ

 
in
 
東

京
 
20

2
2
」（

12
月

17
日

、
18

日
）

を
オ

ン
ラ

イ
ン

で
実

施
し

、
6
8
人

が
参

加
し

た
。

 

・
高

専
卒

業
生

等
が

高
度

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ス
キ

ル
を

習
得

す
る

機
会

を
創

出
す

る
た

め
、
研

究
生

を

５
人

（
本

科
卒

業
生

３
人

・
専

攻
科

修
了

生
２

人
）

受
け

入
れ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
社

会
人

向
け

講
座

の
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

、
講

座
の

内
容

が
「

役
に
立

つ
」
の

回
答

が
90

％
以

上
と

な
っ

て
お

り
、
企

業
活

動
で

必
要

と
な

る
I
CT

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

知
識
・
技

術
を

伝
え

る
こ

と
が

で

き
た

。
 

・「
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
L
a
b.
 f
o
r 
Te
ac
he
rs

」
の

イ
ベ

ン
ト

後
の

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
「

大
い

に
役

に
立

つ
」
「

役
に

立
つ

」
の

合
計

が
1
0
0
％

と
な

り
、
公

立
中

学
校

教
員

の
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
知

識
の

獲

得
に

貢
献

し
た

。
 

・
25

歳
以

下
の

若
年

層
向

け
講

座
の

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
、
講

座
の

内
容

が
「

役
に

立
つ

」
の

回
答

が
9
0％

以
上

と
な

っ
て

お
り

、
2
5
歳

以
下
の

若
年

層
が

体
験

的
な

学
習

を
通

じ
て

、
I
C
T
、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
学

び
を

深
め

る
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
高

専
と

キ
ャ

ン
プ

協
議

会
、
I
PA

が
共

催
し

た
イ

ベ
ン

ト
後

の
ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
、
講

義
内

容
に

つ
い

て
「

大
変

満
足

し
た

」
、「

満
足

し
た

」
の

回
答

が
1
0
0
％

と
な

っ
て
お

り
、
若

年
層

が
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ

と
倫

理
の

関
係

性
を

学
び

、
W
EB

サ
イ

ト
の

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

や
W
EB

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
I
oT

機
器

の
脆

弱
性

診
断

を
体

験
す

る
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

で
、
次

世
代

の
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
を

担
う

人
材

発
掘

の
一

端
を

担
う

こ
と

が
で

き
た

。
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（
３

）
航

空
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

【
3
-
01

（
３

）
参

照
】

 

 
＜

取
組

事
項

＞
 

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

者
の

キ
ャ

リ
ア

指
導

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
及

び
就

職
先

の
斡

旋
等

を
行

っ
た

。
 

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

者
の

安
定

的
な

定
員

確
保

と
質

の
維

持
､
学

修
環

境
の

向
上

の
た

め
に

必
要

な
方

策

に
つ

い
て

検
討

し
た

｡
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
４

（
2
0
22

）
年

度
は

31
人

（
本

科
：

２
年

生
８

人
、

３
年

生
８

人
、

４
年

生
７

人
、

５
年

生
８

人
）
が

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

履
修

し
、
８

人
の

修
了

生
を

輩
出

し
た

。
な

お
、
初

め
て

修
了

生
を

輩
出

し
た

令
和

元
（

2
0
19

）
年

度
か

ら
、

令
和

４
（

2
0
22

）
年

度
ま

で
の

４
年
間

で
、

計
3
0
人

の
修

了
生

を
輩

出
し

た
。

 

・
本

科
４

年
生

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

者
７

人
全

員
1
00

％
が

主
要

航
空

会
社

等
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に

参
加

し
た

。
 

・
本

科
５

年
生

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

者
の

進
路

が
、
進

学
２

人
（

専
攻

科
２

人
）、

就
職

６
人
（

航
空

整
備

企
業

等
４

人
、

航
空

製
造

関
係

企
業

２
人

）
と

決
定

し
た

。
 

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

者
の

確
保

を
見

据
え

、
中

学
生

を
対

象
と

し
た

オ
ー

プ
ン

カ
レ

ッ
ジ

講
座
「

飛
行

機

の
構

造
を

学
ぼ

う
！

」
を

実
施

し
、
９

人
の

参
加

者
に

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
の

興
味

を
持

っ
て

も
ら

う
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
夏

季
集

中
講

座
に

お
い

て
は

、
I
H
I
社

及
び

A
N
A
社

の
協

力
の

も
と
、

３
年

ぶ
り

に
対

面
で

の
校

外
学

習
を

実
施

し
た

。
 

・
航

空
関

連
企

業
６

社
と

の
連

携
協

定
に

基
づ

き
、

令
和

４
（

2
0
22
）

年
10

月
か

ら
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

者
に

対
す

る
E
-
le
ar
ni
ng

に
よ

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

、
航

空
産

業
人

材
の

養
成

に
資

す
る

取
組

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
今

後
は

、
対

面
で

の
フ

ィ
ー

ル
ド

ト
リ

ッ
プ

や
講

義
を

予
定

し
て

い
る

。
 

・
令

和
５

（
2
0
23

）
年

度
の

新
３
年

生
８

人
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
履

修
生

が
決

定
し

た
。
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特特
記記

事事
項項

  

ⅢⅢ
－－

３３
 

Ⅲ
 

東
京

都
立

産
業

技
術

高
等

専
門

学
校

に
関

す
る

特
記

事
項

 

特
色

あ
る

取
組

や
顕

著
な

実
績

又
は

特
に

優
れ

た
成

果
を

上
げ

た
取

組
 

【
デ

ジ
タ

ル
技

術
を

活
用

し
た

技
術

の
見

え
る

化
に

よ
る

新
た

な
機

械
系

も
の

づ
く

り
実

習
環

境
の

構
築

、
活

用
】

中
期

計
画

番
号

3
-0

4(
1
)
 

 
自

己
評

価
Ａ
 

（
１

）
新

た
な

機
械

系
も

の
づ

く
り

実
験

実
習

環
境

の
構

築
、

活
用

【
3
-
04
（

１
）

参
照

】
 

 
令

和
４
（

2
02

2）
年

度
か

ら
、
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

も
の

づ
く

り
工

学
科

１
年

生
の

も
の

づ
く

り
実

験
実

習
に

お
け

る
機

械
系

実
習

に
お

い
て

、
デ

ジ
タ

ル
技

術
を

活
用

し
た

新
し

い
実

習
環

境
の

構
築

を
行

っ
た

。
そ

の
成

果
に

つ
い

て
、
授

業
を

受
け

た
学

生
に

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

す
る

と
と

も
に

授
業

だ
け

で
は

な
く

、
地

域
の

技

術
者

に
向

け
た

支
援

教
材

と
し

て
も

そ
の

成
果

を
活

用
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

  
＜

取
組

事
項

＞
 

・
機

械
加

工
（

旋
盤

及
び

フ
ラ

イ
ス

盤
作

業
）
に

関
す

る
実

験
実

習
型

の
授

業
に

お
い

て
、
実

習
教

育
DX

を
推

進
し

た
。

 

・
大

田
区

及
び

品
川

区
か

ら
の

受
託

事
業

で
あ

る
「

若
手

技
術

者
支

援
の

た
め

の
講

座
」
に

お
い

て
、
高

専
学

生
向

け
に

実
施

し
た

実
習

教
育

D
X
の

成
果

を
活

用
し

た
。
 

・
学

習
成

果
の

確
認

と
技

能
向

上
を

目
的

と
し

た
技

能
検

定
に

お
い

て
、
学

生
の

資
格

試
験

取
得

を
サ

ポ

ー
ト

す
る

た
め

に
実

習
教

育
D
X
の
成

果
を

活
用

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
本

科
１

年
生

の
も

の
づ

く
り

実
験

実
習

の
授

業
（

1
67

人
が

受
講

）
に

お
い

て
、
実

習
教

育
DX

を
取

り

入
れ

た
こ

と
に

よ
っ

て
、
多

数
の

学
生

が
同

時
に

教
員

の
指

示
や

見
本

と
な

る
動

作
を

正
確

に
理

解
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

り
、

作
業

の
効

率
性

と
安

全
性

の
両

方
を

向
上

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
授

業
後

に
実

施
し

た
ア

ン
ケ

ー
ト
（

回
答

数
：
1
4
3
）
で

は
、
９

割
以

上
の

学
生

か
ら

実
習

教
育

D
X
に

つ
い

て
「

興
味

深
い

」、
「

作
業

前
の

視
聴

に
よ

り
理

解
が

深
ま

っ
た

」
と

い
う

回
答

が
あ

り
、
機

械
の

使
用

法
や

作
業

過
程

の
デ

ジ
タ

ル
コ

ン
テ

ン
ツ

の
活

用
が

、
初

学
者

が
ス

ム
ー

ズ
に

加
工

作
業

に
慣

れ

る
と

い
う

点
で

重
要

な
役

割
を

果
た

す
こ

と
が

分
か

っ
た

。
 

・
さ

ら
に

、
実

験
実

習
前

に
半

数
以

上
の

学
生

が
抱

い
て

い
た
「

不
安
・
怖

い
」
と

い
う

負
の

感
情

に
つ

い
て

も
、
デ

ジ
タ

ル
技

術
を

活
用

し
た

こ
と

に
よ

り
「

作
業

前
の

不
安

が
解

消
さ

れ
た

」
と

い
う

回
答

が
８

割
以

上
の

学
生

か
ら

得
ら

れ
て

お
り

、
初

学
者

の
学

習
意

欲
の

減
退

を
抑

制
す

る
こ

と
に

も
つ

な

が
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

 

・「
若

手
技

術
者

支
援

の
た

め
の

講
座

」
の

受
講

生
（

７
人

）
に

対
し

て
、
加

工
現

象
を

ラ
イ

ブ
で

見
せ

る

こ
と

に
よ

り
、
事

前
に

座
学

で
説

明
し

た
加

工
原

理
に

つ
い

て
の

理
解

を
促

し
た

。
ま

た
、
担

当
業

務

が
加

工
を

行
う

こ
と

以
外

の
受

講
者

か
ら

も
、
「

自
社

の
事

業
内

容
へ

の
理

解
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

た
」

と
の

声
を

得
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
技

能
検

定
の

受
験

者
（

1
9
人

）
が

検
定

内
容

に
沿

っ
て

作
成

し
た

事
前

学
習

用
デ

ジ
タ

ル
コ

ン
テ

ン
ツ

を
視

聴
し

た
と

こ
ろ

、
実

技
指

導
前

の
イ

メ
ー

ジ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

ス
ム

ー
ズ

に
行

う
こ

と
が

可
能

に

な
り

、
指

導
内

容
の

深
い

理
解

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 

※
実

習
教

育
D
X：

旋
盤

や
フ

ラ
イ
ス

盤
に

よ
る

機
械

加
工

に
お

い
て

、
加

工
に

関
す

る
動

作
を

ア
イ

ト

ラ
ッ

キ
ン

グ
や

モ
ー

シ
ョ

ン
キ

ャ
プ

チ
ャ

等
に

よ
り

デ
ジ

タ
ル

デ
ー

タ
化

し
、
そ

の
比

較
・
検

討

を
通

じ
て

授
業

に
お

け
る

指
導

や
熟

練
者

か
ら

の
技

能
伝

承
に

活
用

す
る

取
組
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特特
記記

事事
項項

  

ⅢⅢ
－－

４４
 

Ⅲ
 

東
京

都
立

産
業

技
術

高
等

専
門

学
校

に
関

す
る

特
記

事
項

 

特
色

あ
る

取
組

や
顕

著
な

実
績

又
は

特
に

優
れ

た
成

果
を

上
げ

た
取

組
 

【
特

別
推

薦
入

試
制

度
の

実
施

に
向

け
た

取
組

】
中

期
計

画
番

号
3
-1

5
 

 
自

己
評

価
Ｓ
 

（
１

）
特

別
推

薦
入

試
の

実
施

に
向

け
た

取
組

【
3
-
15

参
照

】
 

 
平

成
2
8
（

20
16

）
年

度
に

品
川

キ
ャ

ン
パ

ス
に

て
開

始
し

た
特

別
推

薦
入

試
制

度
に

つ
き

、
品

川
区

だ
け

で
は

な
く

荒
川

区
と

も
協

議
を

重
ね

、
令

和
4（

20
22

）
年

度
に

引
き

続
き

、
令

和
５
（

2
02

3
）
年

度
入

試
に

お
い

て
、

計
４

人
の

特
別

推
薦

入
試

制
度

を
利

用
し

た
合

格
者

を
決

定
し

た
。

 

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
５
（

2
0
23

）
年

度
の

特
別
推

薦
入

試
を

希
望

す
る

中
学

３
年

生
向

け
の

ス
ク

ー
リ

ン
グ

を
実

施
し

た
。

 

－
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

：
７

月
1
7
日
、

８
月

７
日

※
 

３
人

参
加

 

 
 

※
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

罹
患

に
伴

う
欠

席
者

へ
の

措
置

と
し

て
実

施
 

－
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

：
８

月
７

日
実

施
 

２
人

参
加

 

・
両

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
い

て
、
令

和
６
（

2
0
24

）
年

度
特

別
推

薦
入

試
の

対
象

と
な

る
中

学
２

年
生

と
そ

の
保

護
者

を
対

象
に

、
特

別
推

薦
入

試
説

明
会

を
実

施
し

た
。

 

－
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

：
７

月
2
3
日
実

施
 

中
学

生
1
6
人

、
保

護
者

19
人

（
合

計
19

組
）

参
加
 

－
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

：
６

月
2
5
日
実

施
 

中
学

生
1
2
人

、
保

護
者

20
人

（
合

計
20

組
）

参
加
 

－
別

途
、
八

潮
学

園
に

て
、
1
0
月

2
5
日

実
施
（

７
年

生
（

中
学

1
年
生

に
該

当
）
以

上
を

対
象

と
し

、

５
人

程
度

が
参

加
）

 

・
令

和
５

（
2
0
23

）
年

度
の

特
別
推

薦
入

試
を

実
施

し
た

。
 

・
令

和
６
（

2
0
2
4
）
年

度
の

特
別
推

薦
入

試
を

希
望

す
る

中
学

２
年

生
向

け
の

ス
ク

ー
リ

ン
グ

を
、
推

薦

基
準

を
調

整
の

上
実

施
し

た
。

 

－
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

：
３

月
2
5
日
実

施
 

２
人

 

－
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

：
３

月
2
5
日
実

施
 

７
人

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
５
（

2
0
23

）
年

度
特

別
推
薦

入
試

の
入

学
者

と
し

て
、
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

２
人

、
荒

川
キ

ャ
ン

パ

ス
２

人
、

計
４

人
の

優
秀

な
学

生
の

受
入

れ
を

決
定

し
た

。
 

・
制

度
の

更
な

る
活

用
促

進
に

よ
る

優
秀

な
学

生
の

獲
得

の
た

め
、
令

和
６
（

2
0
24

）
年

度
入

試
の

候
補

者
募

集
か

ら
ス

ク
ー

リ
ン

グ
の

推
薦

基
準

の
調

整
を

行
っ

た
こ

と
で

、
参

加
者

は
令

和
５
（

2
0
23

）
年

度
特

別
推

薦
入

試
希

望
者

の
５

人
か

ら
９

人
に

増
加

し
た

。
 

・
現

状
を

鑑
み

、
令

和
７
（

2
0
2
5
）
年

度
入

試
に

向
け

て
品

川
区

の
推

薦
の

枠
組

み
を

変
更

す
る

こ
と

を

含
め

、
特

別
推

薦
入

試
制

度
の

一
層

の
充

実
に

向
け

た
検

討
を

継
続

す
る

こ
と

と
な

っ
た

。
 

 ※
特

別
推

薦
入

試
制

度
は

、
区

と
の

協
定

に
よ

り
実

施
さ

れ
て

い
る

推
薦

入
試

で
あ

る
。
当

初
は

１
人

か
ら

ス
タ

ー
ト

し
、
令

和
３
（

2
02
1
）
年

度
に

品
川

キ
ャ

ン
パ

ス
へ

は
品

川
区

か
ら

２
人
（

う
ち

１

人
は

八
潮

学
園

）
、
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

へ
は

荒
川

区
か

ら
２

人
と

募
集

人
員

を
拡

大
し

た
。
特

別
推

薦
に

よ
る

入
学

を
希

望
す

る
生

徒
は

、
中

学
２

、
３

年
生

で
２

回
の

ス
ク

ー
リ

ン
グ

に
参

加
し

、
そ

の
後

、
高

専
と

各
中

学
校

長
と

の
協

議
に

よ
り

選
抜

し
、

出
願

者
を

決
定

す
る

。
 

※
「

令
和

５
（

2
02

3
）
年

度
入

試
」
は

、
令

和
５
（

2
02

3）
年

４
月
に

入
学

す
る

学
生

に
対

す
る

入
学

者
選

抜
を

指
し

、
令

和
４

（
2
0
22
）

年
度

に
実

施
さ

れ
る

。
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大大
項項
目目

番番
号号
  

３３
００
  

組組
織織
運運
営営
のの
改改
善善

 

Ⅳ
 
業
務
運
営
の
改
善
及
び

効
率

化
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
と

る
べ

き
措

置
 

１
 
組
織
運
営
の
改
善
に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

（
中
期
目
標
）
 

○
各
教
育
研
究
機
関
の
取
組

を
支

え
る

た
め

、
必

要
な

人
材

と
資

金
の

獲
得

や
、

施
設

設
備

を
含

め
た

経
営

資
源

の
効

果
的

・
効

率
的

な
活

用
に

よ
り

、
法

人
全

体
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

体
制

を
強
化
し
て
、
戦
略
的
な
法

人
経

営
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
監

事
の

機
能

を
十

分
に

発
揮

す
る

た
め

の
支

援
を

行
う

こ
と

で
、

法
人

運
営

の
適

切
性

を
確

保
す

る
。

 

○
教
育
研
究
成
果
の
都
政
・

都
民

へ
の

還
元

を
は

じ
め

、
広

く
社

会
へ

の
貢

献
を

目
的

と
し

て
、

都
や

区
市

町
村

、
研

究
機

関
等

様
々

な
主

体
と

の
連

携
を

こ
れ

ま
で

以
上

に
深

化
さ

せ
る

た
め
、
組
織
の
機
能
強
化
を

行
う

。
 

○
各
教
育
研
究
機
関
が
、
そ

れ
ぞ

れ
の

設
置

目
的

を
達

成
で

き
る

よ
う

、
学

長
・

校
長

に
よ

る
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

支
え

る
た

め
の

機
能

を
強

化
す

る
。

 

○
教
員
一
人
一
人
が
そ
の
能

力
を

発
揮

し
、

質
の

高
い

教
育

研
究

を
実

現
で

き
る

よ
う

、
評

価
制

度
の

改
善

充
実

を
は

じ
め

と
す

る
人

事
制

度
の

不
断

の
見

直
し

を
行

う
等

、
優

秀
な

人
材

を
確
保
・
育
成
す
る
た
め
の

様
々

な
工

夫
を

行
う

。
 

○
優
秀
な
固
有
職
員
を
確
保

・
育

成
し

、
少

数
精

鋭
に

よ
る

法
人

運
営

を
推

進
す

る
た

め
、

計
画

的
な

採
用

と
人

材
育

成
を

進
め

る
と

と
も

に
、

人
事

考
課

制
度

の
適

切
な

運
用

を
図

る
。

 
 

中
期
計
画
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
 

自
己

評
価
 

◇
戦
略
的
な
法
人
経
営
 

【
4
-
01
】
①
首
都
東
京

の
公
立
大
学
法
人
と
し
て
、
理
事
長
の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ

プ
の
下
、
法
人
全
体
の
企
画
立
案
、
組
織
・
人
事
、
財

務
運

営
等

を
行

う
ヘ

ッ
ド

ク
ォ

ー
タ

ー
部

門
を

よ
り

有
効

に
機

能
さ

せ
な

が
ら
、
戦

略
的
な
組
織
運
営
を
行
う
。
監
事
へ
の

支
援

を
十

分
に

行
う
と
と

も
に
、
監
査
結
果
や
意
見
等
に
つ
い
て
は

、
法

人
内

で

共
有
し
、
改
善
策
を
実
施
す
る
な
ど
、
適
正
か
つ

効
率

的
な

法
人

運
営
を
実

現
す
る
。
ま
た
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の

確
保

を
一

層

徹
底
し
つ

つ
、
法
人
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
効
果
的
か
つ

効
率

的
に

果

た
し
て
く

た
め
、
内
部
統
制
の
体
制
と
シ
ス
テ
ム
を

強
化

す
る

。
 

        【
4
-
01

-2
】
②
都
や
区

市
町
村
、
東
京
都
の
試
験
研
究
機
関
な
ど

様
々

な
主

体

と
の
連
携

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
深
化
さ
せ
る
た
め
、
自

治
体

等
と

の
緊
密
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
都
民
・
都

政
の

ニ
ー

ズ
を
把
握

し
、
研
究
シ
ー
ズ
な
ど
各
大
学
・
高
等
専

門
学

校
が

有

す
る
知
見

と
結
び
付
け
る
機
能
を
担
う
組
織
を
強
化

す
る

な
ど

、

都
立

の
教

育
研

究
機

関
と

し
て

社
会

貢
献

を
推

進
す

る
体

制
の

充
実
を
図

る
。
 

    ◇
各
大
学
・
高
等
専
門
学
校
の
運
営
体
制
強
化
 

【
4
-
02
】
③
各
大
学
・
高
等
専
門
学
校
に
お
い
て
、
構
成
員
間
の

対
話

と
協

働

を
促
進
し

つ
つ
、
学
長
・
校
長
が
将
来
構
想
や
運

営
方

針
に

基
づ

 【
4
-
01

】・
法

人
を

取
り

巻
く

社
会

情
勢

等
を

踏
ま

え
、

各
大

学
・

高
専

の
認

知
度

や
プ

レ
ゼ

ン
ス

の
向

上
を

図
る

取
組

に
つ

い
 

て
経

営
審

議
会

等
で

絶
え

ず
議

論
・

検
討

を
実

施
し

、
令

和
２

（
2
0
20

）
年

４
月

か
ら

大
学

・
法

人
の

名
称

変
更

を

行
う

と
と

も
に

、
名

称
変

更
も

踏
ま

え
、

各
大

学
・

高
専

の
更

な
る

発
展

に
向

け
た

取
組

を
盛

り
込

み
、

令
和

元

（
2
0
19

）
年

８
月

、
中

期
計

画
を
変

更
し

た
。

第
四

期
中

期
計

画
策

定
に

当
た

っ
て

は
、

法
人

全
体

の
検

討
会

及
び

法
人

事
務

局
・

都
立

大
・

産
技

大
・

高
専

に
設

置
し

た
各

W
G
に

お
い
て

検
討

を
進

め
、

令
和

３
（

2
0
21
）

年
に

は
法

人
が

目
指

す
方

向
性

や
留

意
点

に
つ

い
て

「
第
四

期
中

期
計

画
策

定
に

お
け

る
骨

太
の

考
え

方
」

を
策

定
し

た
。

令

和
４

（
2
0
22

）
年

に
は

数
度

に
わ
た

り
経

営
審
議

会
に

中
期

計
画

の
検

討
状

況
を

報
告

す
る

な
ど

経
営

ト
ッ

プ
層

の

意
見

を
聴

取
し

な
が

ら
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
２
月

に
中

期
計

画
案

を
決
定

し
、

都
の

認
可

を
得

た
。

 

・
効

果
・

効
率

性
の

観
点

か
ら

執
行

状
況

を
踏

ま
え

た
予

算
編

成
を

行
い

、
中

期
計

画
の

事
業

を
展

開
す

る
上

で
土

台

と
な

る
財

政
基

盤
を

構
築

し
た

。
 

・
令

和
元

（
2
0
19

）
年

度
に

、
法
人

の
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
の

確
保

及
び

向
上

の
た

め
、

公
益

通
報

な
ど

の
法

的
措

置

が
必

要
と

な
る

案
件

に
関

す
る

窓
口

を
一

本
化

す
る

体
制

の
整

備
を

実
施

し
た

。
内

部
統

制
総

括
委

員
会

の
下

、
監

査
結

果
や

意
見

等
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
を

は
じ

め
と

し
て

、
様

々
な

内
部

統
制

活
動

を
強

化
し

た
。

ま
た

、
効

果
的

か
つ

効
率

的
な

監
査

の
遂

行
の

た
め

、
会

計
監

査
人

（
監

査
法

人
）

と
監

事
、

内
部

統
制

担
当

の
三

者
が

集
ま

る
三

様
監

査
連

絡
会

を
令

和
４

（
2
0
22
）

年
1
1
月

及
び

令
和

５
（
2
02

3
）
年

３
月

に
実

施
し

、
各

監
査

結
果

の
共

有
や

意

見
交

換
を

行
っ

た
。

 

 【
4
-
01

-2
】・

東
京

都
等

と
の

連
携

強
化

に
向

け
て

、
機

能
的

・
機

動
的

な
事

務
組

織
体

制
を

整
備

す
る

と
と

も
に

、
施

策
提

案

発
表

会
の

実
施

や
ニ

ー
ズ

調
査

の
実

施
、

メ
ー

ル
マ

ガ
ジ

ン
の

配
信

、
教

員
紹

介
動

画
の

作
成

な
ど

の
取

組
を

推

進
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

連
携

実
績

を
1
00

件
未

満
平

均
か

ら
1
70

件
程

度
に

ま
で

大
幅

に
伸

ば
す

こ
と

が
で

き

た
。

 

・
東

京
都

等
と

調
整

し
、

東
京

都
下

水
道

局
等

と
包

括
連

携
協

定
を

締
結

し
た

。
ま

た
、

教
員

と
関

係
局

と
を

マ
ッ

チ
ン

グ
す

る
こ

と
で

共
同

研
究

を
実

施
し

た
。

 

・
令

和
４

（
2
0
22

）
年

１
月

に
、

SD
Gs

の
課

題
解

決
に

資
す

る
調

査
研

究
機

能
を

強
化

す
る

た
め

T
MU

サ
ス

テ
ナ

ブ

ル
研

究
推

進
機

構
を

設
置

し
た

。
ま

た
、

機
構

に
お

い
て

は
、

持
続

可
能

な
社

会
の

実
現

に
資

す
る

研
究

と
し

て
、

都
立

大
に

お
け

る
「

創
発

未
来

社
会

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
な

ど
、

こ
れ

ま
で

に
延

べ
1
4
件

の
研
究

を
実

施

し
た

。
 

  【
4
-
02
】・

法
人

か
ら

各
大

学
・

高
専

の
執

行
部

に
対

す
る
適

切
な

情
報

提
供

や
意

見
交

換
等

を
行

い
、

２
大

学
１

高
専

の
ビ

ジ

ョ
ン

や
将

来
構

想
の

実
現

に
向

け
た

支
援

を
行
い

な
が

ら
、

そ
れ

ら
の

内
容

を
反

映
さ

せ
、

第
三

期
中

期
計

画
の

変
 

Ｂ
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き
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
エ
ビ

デ
ン

ス
に

基

づ
く
教
学

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
戦
略
的
に
取
り
組
む
。

 

                 ◇
教
員
人
事
制
度
の
適
切
な
運
用
・
改
善
 

【
4
-
03
】
④
質
の
高
い

教
育
研
究
の
実
現
に
向
け
て
、
教
員
の
意

欲
と

能
力

を

最
大
限
に

引
き
出
し
、
組
織
力
を
一
層
高
め
ら
れ
る

よ
う

、
引

き

続
き
現
行

人
事
制
度
を
適
切
に
運
用
す
る
と
と
も
に

、
制

度
の

成

熟
度
や
社

会
情
勢
の
変
化
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
必

要
な

制
度

改

正
や
運
用

改
善
を
実
施
し
て
い
く
。
 

 【
4
-
04
】
⑤
有
為
な
若
手
教
員
及
び
女
性
教
員
を
確
保
及
び
育

成
す

る
観

点
か

ら
、
社
会
情
勢
の
変
化
等
を
踏
ま
え
た
教
員
人
事

制
度

の
改

正
や

運
用
改
善

に
取
り
組
む
。
女
性
の
教
員
比
率
を
高
め

る
取

組
を

推

進
し
、
東

京
都
立
大
学
に
お
い
て
は
女
性
教
員
比
率

を
【

2
0
％

以

上
】
に
ま

で
高
め
る
。
 

          【
4
-
05
】
⑥
各
大
学
・
高
等
専
門
学
校
の
強
み
を
更
に
伸
ば
す

と
と

も
に

、
社

会
的

動
向

を
見

据
え

た
教

育
研

究
分

野
を

充
実

さ
せ

て
い

く
た

め
、
学
長
・
校
長
の
意
向
を
踏
ま

え
た
、
適
切
な

教
員

人
事

を
実

施
し
て
い

く
。
 

 

更
や

第
四

期
中

期
計

画
の

策
定

等
を

行
っ

た
。

 

・
各

大
学

・
高

専
の

執
行

部
と

法
人

事
務

局
の

意
見

交
換

を
通

じ
て

、
事

業
実

現
に

向
け

た
財

政
需

要
の

把
握

を
行

い
、

適
切

に
予

算
編

成
に

反
映

さ
せ

た
。

第
四
期

中
期

計
画

に
向

け
て

は
、

執
行

状
況

を
踏

ま
え

て
エ

ビ
デ

ン
ス

ベ

ー
ス

で
事

業
の

妥
当

性
を

検
証

し
、

各
大

学
・
高

専
の

将
来

構
造

の
実

現
に

必
要

な
財

政
フ

レ
ー

ム
を

策
定

し
た

。
 

・
都

立
大

に
お

い
て

は
、

平
成

3
0（

2
0
18

）
年

度
に

T
MU

 V
is

io
n2

03
0
を

策
定

し
た

ほ
か

、
部

局
等

は
T
M
U 

V
i
si

on
20

30
や

各
年

度
の

学
長

重
点

施
策

方
針

に
基

づ
き

、
部

局
重

点
課

題
を

毎
年

度
設

定
し

、
課

題
解

決
に

向
け

た
取

組
を

行
っ

た
。

令
和

４
（

2
0
22

）
年

度
に

は
、

教
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

及
び

内
部

質
保

証
の

実
質

化
に

向
け

、
新

た
に

内
部

質
保

証
推

進
会

議
を

設
置

し
、

部
局
重

点
課

題
の

年
度

末
の

取
組

状
況

に
対

す
る

評
価

等
を

行
っ

た
。

 

・
産

技
大

に
お

い
て

は
、

学
長

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

の
も

と
、

令
和

２
（

2
0
20

）
年

度
に

事
業

設
計

工
学

コ
ー

ス
設

置

に
よ

る
研

究
科

再
編

を
実

施
し

た
ほ

か
、

文
部
科

学
省

の
公

募
事

業
で

あ
る

「
大

学
改

革
推

進
等

補
助

金
（

デ
ジ

タ

ル
活

用
教

育
高

度
化

事
業

）『
デ

ジ
タ

ル
を

活
用

し
た

大
学

・
高

専
教

育
高

度
化

プ
ラ

ン
』」

に
応

募
し

採
択

さ
れ

た
。

令
和

４
（

2
0
22

）
年

度
に

は
、

文
部

科
学
省

の
公

募
事

業
で

あ
る

「
D
X
等

成
長

分
野

を
中

心
と

し
た

就
職

・
転

職
支

援
の

た
め

の
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

推
進

事
業

」
に

応
募

し
採

択
さ

れ
、

履
修

証
明

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

「
社

会
人

の
あ

と
一

歩
を

叶
え

る
 
～

モ
ノ

づ
く

り
分

野
の

価
値

創
造

力
育

成
の

た
め

の
A
II

T
型

リ
ス

キ
リ

ン
グ
プ

ロ
グ

ラ
ム

～
」

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
学

生
募

集
に

お
い

て
も

教
職

合
同

で
大

学
院

説
明

会
や

広
報

媒
体

の
改

善
に

取
組

み
、

第
三

期
中

期
目

標
期

間
の

年
平

均
志

願
者

数
が

1
67

名
（

第
二

期
1
21

名
、

第
一

期
11
7
）

と
増

加
し

た
。

 

・
高

専
に

お
い

て
は

、
出

願
時

ア
ン

ケ
ー

ト
の

実
施

に
よ

り
、

受
検

生
の

動
向

や
情

報
収

集
方

法
な

ど
が

明
確

と
な

っ

た
。

こ
れ

を
入

試
広

報
の

基
礎

デ
ー

タ
と

し
て
活

用
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

  【
4
-
03
】

平
成

2
9
（
2
01

7
）

年
度
に

特
別

先
導

教
授

（
再

任
用

）
制

度
、

平
成

3
0
（
2
01

8
）

年
度

に
ク
ロ

ス
ア

ポ
イ

ン
ト

メ
ン

ト
制

度
、

令
和

３
（

2
0
21

）
年

度
に

特
別

招
聘

教
授

制
度

及
び

令
和

４
（

2
0
22

）
年

度
に

東
京

都
公

立
大

学
法

人
特

別

研
究

員
の

職
を

新
設

す
る

と
と

も
に

、
特

別
研

究
期

間
制

度
（

サ
バ

テ
ィ

カ
ル

）
や

「
戦

略
的

な
教

員
人

事
に

係
る

方

針
」

の
改

正
を

行
う

な
ど

、
質

の
高

い
教

育
研

究
の

実
現

に
向

け
て

、
現

行
の

教
員

人
事

制
度

を
適

切
に

運
用

し
つ

つ
、

必
要

な
制

度
改

正
を

実
施

し
た

。
 

 【
4
-
04

】・
特

別
研

究
期

間
制

度
（

サ
バ

テ
ィ

カ
ル

）
や

特
別

栄
誉

教
授

等
制

度
、

研
究

重
点

教
員

支
援

制
度

、
特

別
招

聘
教

授

制
度

、
東

京
都

公
立

大
学

法
人

特
別

研
究

員
の
職

等
、

各
教

員
人

事
制

度
に

つ
い

て
改

正
や

運
用

改
善

、
新

設
に

取

り
組

み
、

そ
の

周
知

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
有
為

な
若

手
教

員
の

確
保

・
育

成
を

推
進

し
た

。
 

・
女

性
活

躍
推

進
の

観
点

か
ら

、
育

児
休

業
等

に
関

す
る

人
事

制
度

を
充

実
さ

せ
る

と
と

も
に

、
採

用
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ

に
て

妊
娠

、
出

産
、

育
児

等
と

仕
事

の
両

立
支
援

の
取

組
に

つ
い

て
掲

載
し

、
公

募
要

領
に

も
都

立
大

が
ダ

イ
バ

ー

シ
テ

ィ
を

推
進

し
て

い
る

旨
を

記
載

す
る

等
、
女

性
教

員
確

保
に

向
け

た
広

報
活

動
を

強
化

し
た

。
そ

の
結

果
、

都

立
大

に
お

け
る

女
性

教
員

比
率

は
平

成
3
0
（
2
01

8
）

年
度

以
降

、
2
0％

以
上

を
維

持
し

た
。（

図
表

4
-
04

）
 

・
教

職
員

に
対

し
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

研
修

や
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

配
布

す
る

こ
と

で
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

の
意

識

啓
発

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。【

中
期

計
画

番
号

4
-2

8
参

照
】
 

＜
図

表
4
-
0
4
　

都
立

大
学

に
お

け
る

女
性

教
員

比
率

＞
（

単
位

：
％

）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度

1
9
.
8

2
0
.
5

2
0
.
5

2
0
.
3

2
0
.
6

2
0
.
3

 
 【
4
-
05

】
学

長
裁

量
枠

に
つ

い
て
、

都
立

大
の

全
学

的
な

研
究

力
強

化
に

向
け

、
よ

り
幅

広
く

活
用

で
き

る
よ

う
要

件
の

見
直

し

を
行

う
と

と
も

に
、

教
員

人
事

計
画

決
定

後
以

降
で

あ
っ

て
も

、
傑

出
し

た
研

究
実

績
が

あ
る

人
材

で
、

採
用

時
期

な

ど
特

段
の

事
情

が
あ

る
場

合
に

は
、

年
度

途
中

の
採

用
手

続
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

都
立

大
及

び
高

専
に

お
け

る
教

員

人
事

計
画

に
つ

い
て

、
令

和
３

（
2
0
2
1
）

年
度

（
都

立
大

は
一

部
の

部
局

）、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

と
前
倒

し
て

決

定
す

る
こ

と
に

よ
り

、
年

度
当

初
か

ら
の

採
用

活
動

を
可

能
と

し
、

計
画

的
な

人
員

配
置

を
実

現
し

た
。
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◇
職
員
人
事
制
度
の
適
切
な
運
用
・
改
善
 

【
4
-
06
】
⑦
少
数
精
鋭

に
よ
る
事
務
執
行
体
制
を
推
進
す
る
た
め

、
法

人
運

営

を
支
え
る

プ
ロ
職
員
の
育
成
や
、
研
修
の
充
実
に
よ

る
管

理
監

督

職
の
着
実

な
育
成
、
適
切
な
配
置
管
理
及
び
人
事
考

課
の

取
組

等

「
公
立
大

学
法
人
首
都
大
学
東
京
 
人
材
育
成
プ
ロ

グ
ラ

ム
」
に

基
づ
く
人

材
育
成
を
展
開
し
て
い
く
。
固
有
職
員
に

つ
い

て
は

、

複
数
の
職

務
分
野
を
経
験
さ
せ
た
後
、
強
み
を
発
揮

で
き

る
分

野

へ
の

配
置

を
実

施
す

る
等

業
務

に
係

る
高

い
専

門
性

を
有

す
る

職
員
を
育

成
し
て
い
く
。
 

 【
4
-
07
】
⑧
専
門
職
人

材
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
の
動
向
や
他

大
学

へ
の

調

査
等
を
踏

ま
え
た
人
事
制
度
等
の
在
り
方
を
検
討
し

、
一

層
の

活

用
を
図
る

。
 

  【
4
-
08

】
⑨
研
修
の
効

果
的
な
実
施
等
に
よ
り
、「

公
立
大
学
法

人
首

都
大

学

東
京
 

国
際
化
に
対
応
す
る
職
員
育
成
方
針
」
を
着
実

に
推

進

し
、
T
O
EI
C
ス
コ
ア
【
60
0
点
以
上
】
を
取
得
し
て

い
る

職
員

の
割

合
を
【
2
5
％

以
上
】
に
高
め
る
。
 

 【
4
-
06
】・
「

公
立

大
学

法
人

首
都

大
学

東
京

 
人

材
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
 
に

定
め

る
職

員
の

各
職

級
に

求
め

ら
れ

る
能

力
や

ス

キ
ル

を
育

成
す

る
た

め
、

毎
年

度
研

修
計

画
を

策
定

す
る

と
と

も
に

、
体

系
的

な
研

修
を

着
実

に
実

施
し

、
法

人
運

営
の

中
核

を
担

う
固

有
職

員
に

よ
る

事
務

執
行

体
制

の
構

築
を

推
進

し
た

。
 

・
令

和
元

（
2
0
19

）
年

度
に

「
職
員

配
置

管
理

方
針

」
を

改
正

し
、

主
事

・
主

任
期

の
能

力
開

発
や

係
長

期
に

お
け

る

ジ
ョ

ブ
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

に
対

す
る

考
え

方
を

明
確

化
し

た
。

 

    【
4
-
07

】・
U
RA

（
リ

サ
ー

チ
・

ア
ド

ミ
ニ

ス
ト

レ
ー

タ
ー

）
業

務
や

D
X
へ

の
対

応
、

研
究

機
器

共
用

分
野
等

の
高

度
な

専
門

性

を
必

要
と

す
る

ポ
ス

ト
の

人
材

を
確

保
す

る
た

め
、

特
定

任
用

職
員

の
採

用
を

実
施

し
た

。
 

・
優

秀
な

U
RA

の
確

保
・

定
着

の
た

め
、

成
果

主
義

に
基

づ
く

変
動

型
の

年
俸

制
度

、
多

角
的

な
評

価
に

基
づ

く
無

期

雇
用

転
換

制
度

を
導

入
・

整
備

し
た

。
 

 【
4
-
08

】・
多

様
な

研
修

の
実

施
に

よ
り

、
T
O
EI
C
ス

コ
ア

60
0
点

以
上

を
取

得
し

て
い

る
職

員
の

割
合

を
年

度
ご

と
に

増
加

さ

せ
、

令
和

４
（

2
0
22

）
年

度
に

は
2
5
.1

％
と

、
25
％

以
上

に
高

め
た

。（
図

表
4
-0

8
）

 
・

海
外

研
修

等
の

実
施

に
よ

り
、

語
学

力
、

実
践

的
英

語
能

力
、

異
文

化
・

多
様

性
理

解
力

の
向

上
に

資
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

＜
図

表
4
-
0
8
　

T
O
E
I
C
ス

コ
ア

6
0
0
点

以
上

取
得

職
員

状
況

＞
（

単
位

：
人

、
％

）
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度
1
0
1

1
1
8

1
2
6

1
2
8

1
3
5

1
4
4

1
8
.
7

2
1
.
1

2
2
.
0

2
2
.
7

2
4
.
3

2
5
.
1

5
3
9

5
6
0

5
7
3

5
6
4

5
5
6

5
7
4

※
職

員
数

は
、

正
規

職
員

、
都

派
遣

職
員

、
特

定
任

用
職

員
及

び
非

常
勤

契
約

職
員

の
合

計

取
得

職
員

数
取

得
職

員
割

合
（

参
考

）
職

員
数

 
 

  

第
三
期
中
期
目
標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
））

 

【【
評評
定定
：：
３３

】】
  

・
都
立
大
に
お
い
て
、
平
成

2
9
年
度
に
は
教
学

I
R
委
員
会

を
設

置
し
、

平
成

3
0
年

度
に

は
、「

TM
U 
Vi
si
o
n 
20
30

」
を

策
定

す
る

な
ど

、
全

学
的

な
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
推

進
の

取
組

が
着

実
に

進
ん

で
い

る
。

 

・
都
立
大
の
教
学

IR
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
今
後
、
法
人
部

門
が

主
導

し
、

産
技

大
や

産
技

高
専

に
お

い
て

も
、

当
該

シ
ス

テ
ム

の
部

分
的

導
入

や
、

運
用

に
よ

っ
て

得
ら

れ
た

知
見

を
活

用
す

る
な

ど
の

取
組

が
展

開
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
 

・
ク
ロ
ス
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
制
度
を
は
じ
め
と
す
る
各
種

教
員

人
事

制
度

に
つ

い
て

、
更

な
る

運
用

の
強

化
を

期
待

す
る

。
 

・
T
O
EI
C
ス
コ
ア

60
0
点
以
上
を
取
得
し
て
い
る
職
員
の
割
合

は
年

々
増

大
し

て
お

り
、

目
標

で
あ

る
2
5
％

に
到

達
可

能
な

進
捗

状
況

に
あ

る
。

引
き

続
き

、
職

員
の

語
学

力
向

上
に

向
け

た
取

組
の

推
進

を
期

待
す

る
。

 

 

 
年

度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
4
-
01

】
新
理

事
長
体
制
の
下
、「

G
O
S
」
関
連
事
業
を
速

や
か

に
立

ち
上

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

【
4
-
02

】
平
成

2
9
年
４
月
に
教
学

I
R
推
進
室
を
設
置

し
た

。
 

【
4
-
04

】
全
学

の
女
性
教
員
比
率
が
【
1
9
.8

％
】
に
な

っ
た

。
 

【
4
-
05

】
学
長

裁
量
に
よ
る
教
員
採
用
枠
を
４
部
局
５

枠
確

保
し

た
。

 

【
4
-
06
】
管
理
監
督
職
層
の
研
修
等
を
充
実
、
ヒ
ヤ
リ
・
ハ

ッ
ト

事
例

集
作

成
、
主

任
級

昇
任

選
考

制
度

改

正
（

受
験
資
格
拡
大
）
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・「
G
O
S
」

関
連

事
業

の
企

画
・

立
案

の
た

め
に

、
大

学
・

高
専

・
法

人
が

目
標

を
共

有
し

て
検

討
を

行
い

、

関
連

す
る

事
業

を
計

画
や

予
算

に
反

映
し

て
い

る
。

 

・
教

学
I
R
推

進
室

会
議

で
定

期
的
な

分
析

報
告

が
行

わ
れ

て
お

り
、

学
長

・
理

事
等

に
情

報
共

有
す

る
こ

と
で

、
大

学
が

抱
え

る
課

題
の

共
通

認
識

を
持

つ
こ

と
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

 

Ⅳ　業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置

－ 337 －



【
4
-
08

】
TO
EI
C6
00

点
以
上
の
職
員
比
率
【
1
8
.7

％
】
ま

で
進

捗
し
た

（
平

成
2
8
年

度
比

＋
1
.9

ポ
イ
ン

ト
増

）。
 

・
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
よ

る
情

報
セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

及
び

個
人

情
報

保
護

に
関

す
る

研
修

・
自

己
点

検
の

受
講

率
は

9
1%

と
な

っ
て

い
る

。
法

人
の

教
職

員
全

員
、

P
C
に

よ
る

作
業
を

行
っ

て
い

る
現

状
を

考
え

れ

ば
、

当
然

、
受

講
率

は
1
00

%
で

あ
る

べ
き

で
あ

る
。

 

3
0  

【
4
-
01
】
各
大
学
・
高
専
の
認
知
度
や
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
更

な
る

向
上

の
た

め
、
令

和
２

年
４

月
か

ら
大

学
・

法
人

の
名
称
を
変
更
す
る
方
針
を
決
定
し
た
。

 

【
4
-
02

】
教
学

I
R
推
進
室
か
ら
の
情
報
発
信
を
行
っ
た

。
 

【
4
-
04

】
全
学

の
女
性
教
員
比
率
が
【
2
0
.5

％
】
に
な

っ
た

。
 

【
4
-
05

】
学
長

裁
量
に
よ
る
教
員
採
用
枠
を
３
部
局
４

枠
確

保
し

た
。

 

【
4
-
06

】
法
人

内
の
全
事
務
室
の
協
力
を
得
て
職
場
通

信
を

創
刊

し
た

。
 

【
4
-
07

】
U
RA

の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
明
確
に
し
、
専
門
職

人
材

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
向

上
及

び
指

揮
命

令

系
統

の
明
確
化
を
図
っ
た
。
 

【
4
-
08

】
TO
EI
C6
00

点
以
上
の
職
員
比
率
【
2
1
.1

％
】
ま

で
進

捗
し
た

（
平

成
2
9
年

度
比

＋
2
.4

ポ
イ
ン

ト
増

）。
 

【 【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
法

人
を

取
り

巻
く

社
会
情

勢
や

東
京

都
の
「

見
え

る
化

改
革

」
の

分
析

結
果

を
踏

ま
え

、
令

和
２

年
度

よ

り
大

学
・
法

人
の

名
称
を

変
更

す
る

こ
と

を
決

定
し

、
各

大
学
・
高

専
の

認
知

度
や

プ
レ

ゼ
ン

ス
の

向
上

を
図

る
取

組
に

つ
い

て
具

体
的

な
準

備
に

着
手

し
た

。
 

・
監

事
監

査
を

強
化

す
る
と

と
も

に
、
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
の

確
保
・
向

上
の

た
め

、
監

査
・
内

部
統

制
担

当
者

を
増

員
し

た
。

 

・
首

都
大

に
お

い
て

、
中
堅

教
職

員
、
学

生
な

ど
か

ら
広

く
意

見
、
ア

イ
デ

ア
を

収
集

し
、
学

長
を

中
心

に

今
後

の
あ

る
べ

き
姿

の
議

論
を

重
ね

、
2
0
30

年
に

お
け

る
大

学
の

将
来

像
「

T
M
U 
V
is
io
n 
20
30

」
を

策

定
し

た
。

 

・
首

都
大

に
お

い
て

、
教
学

I
R
推
進

室
に

よ
る

各
運

営
委

員
会

や
部

局
か

ら
の

分
析

依
頼

へ
の

対
応

、
情

報
発

信
、
セ

ミ
ナ

ー
開

催
等

の
取

組
を

通
じ

て
、
全

学
的

な
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
サ

イ
ク

ル
が

着
実

に
推

進
さ

れ
て

い
る

。
 

・
広

報
戦

略
の

充
実

と
と
も

に
、「

国
際

化
」

や
「

シ
ニ

ア
層

の
学

習
ニ

ー
ズ

」
等

に
対

応
す

る
た

め
の

各

種
取

組
が

着
実

に
推

進
さ

れ
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

元  

【
4
-
01
】
大
学
・
法
人
の
名
称
変
更
を
契
機
と
し
、
２
大

学
１

高
専

の
ビ

ジ
ョ

ン
・
将

来
構

想
と

連
動

し
た

、

各
校

の
プ

レ
ゼ

ン
ス

及
び

認
知

度
の

更
な

る
向

上
に

向
け

、
第

三
期

中
期

計
画

及
び

令
和

元

（
2
0
19

）
年
度
年
度
計
画
を
変
更
し
た
。
 

【
4
-
01
】
大
学
院
入
試
問
題
漏
え
い
等
の
事
故
を
受
け
、
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
の

徹
底

、
大

学
院

入
試

の
仕

組
み

の
改
善
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
の
強
化
を
行

う
再

発
防

止
策

を
策

定
し

た
。

 

【
4
-
01

-2
】
都
連

携
及
び
研
究
力
の
一
層
の
強
化
に
向
け
た

機
能

的
・
機

動
的

な
事

務
組

織
体

制
を

整
備

し
、

東
京

都
下
水
道
局
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し

た
。

 

【
4
-
04

】
全
学

の
女
性
教
員
比
率
が
【
2
0
.5

％
】
に
な

っ
た

。
 

【
4
-
05

】
学
長

裁
量
に
よ
る
教
員
採
用
枠
を
４
部
局
５

枠
確

保
し

た
。

 

【
4
-
08

】
TO
EI
C6
00

点
以
上
の
職
員
比
率
は
【
2
2
％
】
と

な
っ

た
（
平

成
3
0
（
2
01

8
）

年
度

比
0
.9

ポ
イ

ン
ト

増
加
）。

 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
公

益
通

報
な

ど
法

的
な
対

応
が

必
要

と
な

る
案

件
の

窓
口

を
一

本
化

し
、
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
へ

の
対

応

体
制

の
強

化
を

図
っ

た
。

 

・
都

立
大

で
発

生
し

た
大

学
院

入
試

問
題

漏
え

い
に

つ
い

て
は

、
既

に
詳

細
な

原
因

分
析

を
行

い
、

再
発

防
止

策
を

策
定

し
て

い
る

が
、

公
平

・
公

正
な

入
学

者
選

抜
の

実
施

に
向

け
、

取
組

を
徹

底
さ

れ
た

い
。

 

２ 

【
4
-
01
】
大
学
・
法
人
の
名
称
を
変
更
し
、
プ
レ
ゼ
ン
ス

及
び

認
知

度
の

更
な

る
向

上
に

向
け

、
各

大
学
・

高
専

の
重
点
的
な
取
組
を
実
施
し
た
。
 

【
4
-
01

】
令
和
元
（
2
0
19
）
年
度
に
公
表
し
た
都
立
大

の
大

学
院

入
試

問
題

漏
え

い
等

の
事

故
を

受
け

策
定

し
た

再
発
防
止
策
に
つ
い
て
着
実
な
取
組
を
進

め
た

。
 

【
4
-
01

-2
】
令
和

元
（
20
19
）
年
度
に
包
括
連
携
協
定

を
締

結
し

た
下

水
道

局
と

新
た

に
２

件
の

共
同

研
究

に
係

る
協
定
を
締
結
し
た
。
 

【
4
-
04

】
都
立

大
の
女
性
教
員
比
率
は
【
2
0
.3

％
】
で

2
0
％

以
上

を
維

持
し

た
。

 

【
4
-
05

】
学
長

裁
量
に
よ
る
教
員
採
用
枠
を
１
部
局
１

枠
確

保
し

た
。

 

【
4
-
06
】
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
新
規
採
用
者
等
向
け
研

修
を

対
面

で
優

先
的

に
実

施
す

る
と

と
も

に
、
他

の
研

修
は
、
会
場
の
分
散
化
や
職
場
外
か
ら
も

受
講

可
能

な
オ

ン
ラ

イ
ン

化
等

の
工

夫
を

行
い

実

施
し

た
。
 

【
4
-
07

】
優
秀
な

UR
A
の
確
保
・
定
着
の
た
め
、
成
果

主
義

に
基

づ
く

変
動

型
の

年
俸

制
度

、
多

角
的

な
評

価
に

基
づ
く
無
期
雇
用
転
換
制
度
を
導
入
・
整

備
し

た
。

 

【
4
-
08

】
TO
EI
C6
00

点
以
上
の
職
員
比
率
は
【
2
2
.7
％

】
と

な
っ

た
（

令
和

元
（

2
0
19
）

年
度

比
0
.7

ポ

イ
ン

ト
増
加
）。

 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
法

人
及

び
大

学
の

名
称

変
更

を
行

い
、
「

都
立

」
の

高
等

教
育

機
関

で
あ

る
こ

と
を

積
極

的
に

発
信

し
、

認
知

度
の

更
な

る
向

上
に

努
め

た
。

 

・
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
カ

ー
ド

の
全

教
職

員
へ

の
配

布
や

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

教
育

を
通

し
て

、
教

職
員

と

し
て

の
倫

理
観

、
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
意

識
の

一
層

の
徹

底
・

醸
成

を
図

っ
た

。
 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も
、
オ

ン
ラ

イ
ン

ツ
ー

ル
の

活
用

等
に

よ
り

、
職

員
研

修
や

職
員

の
語

学
力

向
上

に

向
け

た
取

組
を

着
実

に
実

施
し

た
。

 

・
優

秀
な

U
RA

の
確

保
・
定

着
の
た

め
、
成

果
主

義
に

基
づ

く
変

動
型

の
年

俸
制

度
や

、
評

価
に

基
づ

く
無

期
雇

用
転

換
制

度
を

整
備

し
た

。
ま

た
、
専

門
性

を
必

要
と

す
る

ポ
ス

ト
の

人
材

を
計

７
名

確
保

、
配

置

し
た

。
 

・
行

政
ニ

ー
ズ

と
研

究
シ

ー
ズ

を
円

滑
に

マ
ッ

チ
ン

グ
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
作

成
さ

れ
た

法
人

版
連

携
事
業

ガ
イ

ド
・
研

究
者

ガ
イ

ド
に

つ
い

て
、
今

後
、
こ

れ
ら

が
利
用
・
活

用
さ

れ
、
２

大
学

１
高

専
と

行
政

の
連

携
及

び
活

性
化

が
進

む
こ

と
を

期
待

す
る

。
 

・
ク

ロ
ス

ア
ポ

イ
ン

ト
メ

ン
ト

制
度

を
は

じ
め

と
す

る
各

種
教

員
人

事
制

度
に

つ
い

て
、

更
な

る
運

用
の

強
化

を
期

待
す

る
。
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【
4
-
08

】
TO
EI
C6
00

点
以
上
の
職
員
比
率
【
1
8
.7

％
】
ま

で
進

捗
し
た

（
平

成
2
8
年

度
比

＋
1
.9

ポ
イ
ン

ト
増
）。

 
・

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
よ

る
情

報
セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

及
び

個
人

情
報

保
護

に
関

す
る

研
修

・
自

己
点

検
の

受
講

率
は

9
1%

と
な

っ
て

い
る

。
法

人
の

教
職

員
全

員
、

P
C
に

よ
る

作
業
を

行
っ

て
い

る
現

状
を

考
え

れ

ば
、

当
然

、
受

講
率

は
1
00

%
で

あ
る

べ
き

で
あ

る
。

 

3
0  

【
4
-
01
】
各
大
学
・
高
専
の
認
知
度
や
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
更

な
る

向
上

の
た

め
、
令

和
２

年
４

月
か

ら
大

学
・

法
人

の
名
称
を
変
更
す
る
方
針
を
決
定
し
た
。

 

【
4
-
02

】
教
学

I
R
推
進
室
か
ら
の
情
報
発
信
を
行
っ
た

。
 

【
4
-
04

】
全
学

の
女
性
教
員
比
率
が
【
2
0
.5

％
】
に
な

っ
た

。
 

【
4
-
05

】
学
長

裁
量
に
よ
る
教
員
採
用
枠
を
３
部
局
４

枠
確

保
し

た
。

 

【
4
-
06

】
法
人

内
の
全
事
務
室
の
協
力
を
得
て
職
場
通

信
を

創
刊

し
た

。
 

【
4
-
07

】
U
RA

の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
明
確
に
し
、
専
門
職

人
材

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
向

上
及

び
指

揮
命

令

系
統

の
明
確
化
を
図
っ
た
。
 

【
4
-
08

】
TO
EI
C6
00

点
以
上
の
職
員
比
率
【
2
1
.1

％
】
ま

で
進

捗
し
た

（
平

成
2
9
年

度
比

＋
2
.4

ポ
イ
ン

ト
増
）。

 

【【
評評

定定
：：

２２
】】

  

・
法

人
を

取
り

巻
く

社
会
情

勢
や

東
京

都
の
「

見
え

る
化

改
革

」
の

分
析

結
果

を
踏

ま
え

、
令

和
２

年
度

よ

り
大

学
・
法

人
の

名
称
を

変
更

す
る

こ
と

を
決

定
し

、
各

大
学
・
高

専
の

認
知

度
や

プ
レ

ゼ
ン

ス
の

向
上

を
図

る
取

組
に

つ
い

て
具

体
的

な
準

備
に

着
手

し
た

。
 

・
監

事
監

査
を

強
化

す
る
と

と
も

に
、
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
の

確
保
・
向

上
の

た
め

、
監

査
・
内

部
統

制
担

当
者

を
増

員
し

た
。

 

・
首

都
大

に
お

い
て

、
中
堅

教
職

員
、
学

生
な

ど
か

ら
広

く
意

見
、
ア

イ
デ

ア
を

収
集

し
、
学

長
を

中
心

に

今
後

の
あ

る
べ

き
姿

の
議

論
を

重
ね

、
2
0
30

年
に

お
け

る
大

学
の

将
来

像
「

T
M
U 
V
is
io
n 
20
30

」
を

策

定
し

た
。

 

・
首

都
大

に
お

い
て

、
教
学

I
R
推
進

室
に

よ
る

各
運

営
委

員
会

や
部

局
か

ら
の

分
析

依
頼

へ
の

対
応

、
情

報
発

信
、
セ

ミ
ナ

ー
開

催
等

の
取

組
を

通
じ

て
、
全

学
的

な
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
サ

イ
ク

ル
が

着
実

に
推

進
さ

れ
て

い
る

。
 

・
広

報
戦

略
の

充
実

と
と
も

に
、「

国
際

化
」

や
「

シ
ニ

ア
層

の
学

習
ニ

ー
ズ

」
等

に
対

応
す

る
た

め
の

各

種
取

組
が

着
実

に
推

進
さ

れ
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

元  

【
4
-
01
】
大
学
・
法
人
の
名
称
変
更
を
契
機
と
し
、
２
大

学
１

高
専

の
ビ

ジ
ョ

ン
・
将

来
構

想
と

連
動

し
た

、

各
校

の
プ

レ
ゼ

ン
ス

及
び

認
知

度
の

更
な

る
向

上
に

向
け

、
第

三
期

中
期

計
画

及
び

令
和

元

（
2
0
19

）
年
度
年
度
計
画
を
変
更
し
た
。
 

【
4
-
01
】
大
学
院
入
試
問
題
漏
え
い
等
の
事
故
を
受
け
、
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
の

徹
底

、
大

学
院

入
試

の
仕

組
み

の
改
善
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
の
強
化
を
行

う
再

発
防

止
策

を
策

定
し

た
。

 

【
4
-
01

-2
】
都
連

携
及
び
研
究
力
の
一
層
の
強
化
に
向
け
た

機
能

的
・
機

動
的

な
事

務
組

織
体

制
を

整
備

し
、

東
京

都
下
水
道
局
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し

た
。

 

【
4
-
04

】
全
学

の
女
性
教
員
比
率
が
【
2
0
.5

％
】
に
な

っ
た

。
 

【
4
-
05

】
学
長

裁
量
に
よ
る
教
員
採
用
枠
を
４
部
局
５

枠
確

保
し

た
。

 

【
4
-
08

】
TO
EI
C6
00

点
以
上
の
職
員
比
率
は
【
2
2
％
】
と

な
っ

た
（
平

成
3
0
（
2
01

8
）

年
度

比
0
.9

ポ
イ

ン
ト
増
加
）。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
公

益
通

報
な

ど
法

的
な
対

応
が

必
要

と
な

る
案

件
の

窓
口

を
一

本
化

し
、
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
へ

の
対

応

体
制

の
強

化
を

図
っ

た
。

 

・
都

立
大

で
発

生
し

た
大

学
院

入
試

問
題

漏
え

い
に

つ
い

て
は

、
既

に
詳

細
な

原
因

分
析

を
行

い
、

再
発

防
止

策
を

策
定

し
て

い
る

が
、

公
平

・
公

正
な

入
学

者
選

抜
の

実
施

に
向

け
、

取
組

を
徹

底
さ

れ
た

い
。

 

２ 

【
4
-
01
】
大
学
・
法
人
の
名
称
を
変
更
し
、
プ
レ
ゼ
ン
ス

及
び

認
知

度
の

更
な

る
向

上
に

向
け

、
各

大
学
・

高
専

の
重
点
的
な
取
組
を
実
施
し
た
。
 

【
4
-
01

】
令
和
元
（
2
0
19
）
年
度
に
公
表
し
た
都
立
大

の
大

学
院

入
試

問
題

漏
え

い
等

の
事

故
を

受
け

策
定

し
た

再
発
防
止
策
に
つ
い
て
着
実
な
取
組
を
進

め
た

。
 

【
4
-
01

-2
】
令
和

元
（
20
19
）
年
度
に
包
括
連
携
協
定

を
締

結
し

た
下

水
道

局
と

新
た

に
２

件
の

共
同

研
究

に
係

る
協
定
を
締
結
し
た
。
 

【
4
-
04

】
都
立

大
の
女
性
教
員
比
率
は
【
2
0
.3

％
】
で

2
0
％

以
上

を
維

持
し

た
。

 

【
4
-
05

】
学
長

裁
量
に
よ
る
教
員
採
用
枠
を
１
部
局
１
枠

確
保

し
た

。
 

【
4
-
06
】
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
新
規
採
用
者
等
向
け
研

修
を

対
面

で
優

先
的

に
実

施
す

る
と

と
も

に
、
他

の
研

修
は
、
会
場
の
分
散
化
や
職
場
外
か
ら
も

受
講

可
能

な
オ

ン
ラ

イ
ン

化
等

の
工

夫
を

行
い

実

施
し

た
。
 

【
4
-
07

】
優
秀
な

UR
A
の
確
保
・
定
着
の
た
め
、
成
果

主
義

に
基

づ
く

変
動

型
の

年
俸

制
度

、
多

角
的

な
評

価
に

基
づ
く
無
期
雇
用
転
換
制
度
を
導
入
・
整

備
し

た
。

 

【
4
-
08

】
TO
EI
C6
00

点
以
上
の
職
員
比
率
は
【
2
2
.7
％

】
と

な
っ

た
（

令
和

元
（

2
0
19
）

年
度

比
0
.7

ポ

イ
ン
ト
増
加
）。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
法

人
及

び
大

学
の

名
称

変
更

を
行

い
、
「

都
立

」
の

高
等

教
育

機
関

で
あ

る
こ

と
を

積
極

的
に

発
信

し
、

認
知

度
の

更
な

る
向

上
に

努
め

た
。

 

・
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
カ

ー
ド

の
全

教
職

員
へ

の
配

布
や

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

教
育

を
通

し
て

、
教

職
員

と

し
て

の
倫

理
観

、
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
意

識
の

一
層

の
徹

底
・

醸
成

を
図

っ
た

。
 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も
、
オ

ン
ラ

イ
ン

ツ
ー

ル
の

活
用

等
に

よ
り

、
職

員
研

修
や

職
員

の
語

学
力

向
上

に

向
け

た
取

組
を

着
実

に
実

施
し

た
。

 

・
優

秀
な

U
RA

の
確

保
・
定

着
の
た

め
、
成

果
主

義
に

基
づ

く
変

動
型

の
年

俸
制

度
や

、
評

価
に

基
づ

く
無

期
雇

用
転

換
制

度
を

整
備

し
た

。
ま

た
、
専

門
性

を
必

要
と

す
る

ポ
ス

ト
の

人
材

を
計

７
名

確
保

、
配

置

し
た

。
 

・
行

政
ニ

ー
ズ

と
研

究
シ

ー
ズ

を
円

滑
に

マ
ッ

チ
ン

グ
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
作

成
さ

れ
た

法
人

版
連

携
事
業

ガ
イ

ド
・
研

究
者

ガ
イ

ド
に

つ
い

て
、
今

後
、
こ

れ
ら

が
利
用
・
活

用
さ

れ
、
２

大
学

１
高

専
と

行
政

の
連

携
及

び
活

性
化

が
進

む
こ

と
を

期
待

す
る

。
 

・
ク

ロ
ス

ア
ポ

イ
ン

ト
メ

ン
ト

制
度

を
は

じ
め

と
す

る
各

種
教

員
人

事
制

度
に

つ
い

て
、

更
な

る
運

用
の

強
化

を
期

待
す

る
。
  

３ 

【
4
-
01

】
経
営
ト

ッ
プ
層
の
意
向
を
反
映
し
た
「
第
四

期
中

期
計

画
策

定
に

お
け

る
骨

太
の

考
え

方
」
を

決

定
し

た
。
 

【
4
-
01

-2
】
東

京
都
環
境
公
社
と
新
た
に
包
括
連
携
協
定

を
締

結
し

た
。

 

【
4
-
01

-2
】
持
続

可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
た
調
査
研

究
を

行
う

T
MU

サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

研
究

推
進

機
構
を

設
置

し
た
。
ま
た
、
都
立
大
に
お

い
て
「
創
発

未
来

社
会

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
を

公
募

し
８

件

採
択

し
た
。
 

【
4
-
03
】
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
研
究
を
推
進
す
る
た
め
、

東
京

都
立

大
学

特
別

招
聘

教
授

制
度

を
導

入
し

、

ト
ッ

プ
研
究
者
１
名
を
採
用
し
た
。
 

【
4
-
04

】
都
立

大
の
女
性
教
員
比
率
は
【
2
0
.6
％
】
で

2
0
％

以
上

を
維

持
し

た
。

 

【
4
-
05
】
学
長
裁
量
枠
に
つ
い
て
、
全
学
的
な
研
究
力
強

化
に

向
け

て
、
よ

り
幅

広
く

活
用

で
き

る
よ

う
要

件
の

見
直
し
を
行
っ
た
。
 

【
4
-
07

】
情
報
分
野
や
国
際
分
野
等
高
度
な
専
門
性
を

必
要

と
す

る
ポ

ス
ト

の
人

材
を

計
８

名
確

保
、
配

置

し
た

。
 

【
4
-
08

】
TO
EI
C6
00

点
以
上
の
職
員
比
率
は
【
2
4
.3

％
】
と

な
っ

た
（

令
和

２
（

2
0
2
0
）
年

度
比

1
.6

ポ
イ

ン
ト

増
加
）。

 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
持

続
可

能
な

社
会

の
実

現
に

向
け

た
調

査
研

究
機

能
強

化
に

組
織

的
に

取
り

組
む

た
め

、
T
M
U
サ

ス
テ

ナ

ブ
ル

研
究

推
進

機
構

を
設

置
し

、
東

京
都

と
連

携
し

た
研

究
テ

ー
マ

２
件

に
着

手
す

る
な

ど
、
東

京
都

の

戦
略

的
シ

ン
ク

タ
ン

ク
と

し
て

の
機

能
の

強
化

を
図

っ
て

い
る

。
 

・
情

報
分

野
や

国
際

分
野

等
高

度
な

専
門

性
を

必
要

と
す

る
ポ

ス
ト

を
精

査
し

、
U
R
A
４

名
を

含
む

専
門

職

人
材

８
名

を
配

置
す

る
と

と
も

に
、
勤

務
実

績
等

を
反

映
し

た
処

遇
を

行
う

こ
と

な
ど

に
よ

り
、
専

門
職

の
一

層
の

活
用

に
向

け
た

取
組

を
進

め
た

。
 

・
特

別
招

聘
教

授
制

度
を
導

入
し

、
ト

ッ
プ

レ
ベ

ル
の

研
究

者
を

招
聘

す
る

な
ど

、
質

の
高

い
教

育
研

究
の

実
現

に
向

け
て

人
事
制

度
改

革
に

取
り

組
ん

で
い

る
が

、
ク

ロ
ス

ア
ポ

イ
ン

ト
メ

ン
ト

制
度

を
は

じ
め

、

そ
の

他
の

制
度

に
つ

い
て

も
一

層
の

活
用

を
期

待
す

る
。

 

４  

【
4
-
01

】
経
営
ト

ッ
プ
層
が
各
大
学
・
高
専
の
重
点
事

項
の

進
捗

状
況

や
課

題
に

関
す

る
共

通
認

識
を

持
っ

た
う

え
で
、
第
四
期
中
期
計
画
を
策
定
し
、

都
の

認
可

を
得

た
。

 

【
4
-
01

-2
】
都
各

局
へ
の
ニ
ー
ズ
調
査
結
果
に
基
づ
く
調

査
研

究
の

提
案

な
ど

に
取

り
組

み
、
新

た
な

分
野

に
お
け
る
都
と
の
共
同
研
究
を
組
成
し
た
。
 

【
4
-
02
】
全
学
的

な
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
推
進

に
向

け
、
都

立
大

の
内

部
質

保
証

に
関

す
る

総
括

的

な
評

価
を
行
う
組
織
と
し
て
、
新
た
に
内
部
質

保
証

推
進

会
議

を
設

置
し

た
。

 

【
4
-
0
3】

「
東
京
都
公
立
大

学
法
人

特
別
研
究
員

」
の
職

の
新

設
及

び
退

職
手

当
に

お
け

る
教

員
の

勤
続

年

数
の

通
算
方
法
の
見
直
し
を
行
っ
た
。
 

【
4
-
04

】
都
立

大
の
女
性
教
員
比
率
は
【
2
0
.3
％
】
で

2
0
％

以
上

を
維

持
し

た
。

 

【
4
-
05

】
学
長
裁

量
枠
に
つ
い
て
、
傑
出
し
た
研
究
実

績
が

あ
る

人
材

で
、
採

用
時

期
な

ど
特

段
の

事
情

が

あ
る

場
合
に
は
、
年
度
途
中
の
採
用
手
続
を
実

施
し

た
。

 

【
4
-
08

】
TO
EI
C6
00

点
以
上
の
職
員
比
率
は
【
2
5
.1

％
】

と
な

っ
た
（

令
和

３
（

2
0
21
）

年
度

比
0
.8

ポ

イ
ン
ト
増
加
）。

 

―
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中
期

計
画

番
号

 

4
-
0
1
 

Ⅳ
 

業
務

運
営

の
改

善
及

び
効

率
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

と
る

べ
き

措
置

 
１

 
組

織
運

営
の

改
善

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
◇

戦
略

的
な

法
人

経
営

 

①
首

都
東

京
の

公
立

大
学

法
人

と
し

て
、

理
事

長
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

下
、

法
人

全
体

の
企

画
立

案
、

組
織

・
人

事
、

財
務

運
営

等
を

行
う

ヘ
ッ

ド
ク

ォ
ー

タ
ー

部
門

を
よ

り
有

効

に
機

能
さ

せ
な

が
ら

、
戦

略
的

な
組

織
運

営
を

行
う

。
 

監
事

へ
の

支
援

を
十

分
に

行
う

と
と

も
に

、
監

査
結

果
や

意
見

等
に

つ
い

て
は

、
法

人
内

で
共

有
し

、
改

善
策

を
実

施
す

る
な

ど
、

適
正

か
つ

効
率

的
な

法
人

運
営

を
実

現
す

る
。

ま
た

、
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
の

確
保

を
一

層
徹

底
し

つ
つ

、
法

人
の

ミ
ッ

シ
ョ

ン
を

効
果

的
か

つ
効

率
的

に
果

た
し

て
く

た
め

、
内

部
統

制
の

体
制

と
シ

ス
テ

ム
を

強
化

す
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
各

大
学
・
高

専
の

教
育

研
究

の

更
な

る
質

の
向

上
や

業
務

の
効

率
化

等
に

向
け

、
創

造
性

あ
る

取
組

の
実

施

や
業

務
の

改
善

を
図

る
た

め
、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

や
東

京
都

の
施

策
の

動
向

等
に

留
意

し
つ

つ
、
経

営
ト

ッ
プ

層
の

意
向

を
反

映
さ

せ
た

中
期

計
画

最
終

年
度

の
施

策
展

開
を

図
る

な
ど

、
法

人
全

体
の

ト
ッ

プ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
有

効
に

機
能

さ
せ

な
が

ら
、

次
期

中
期

計
画

を
策

定
す

る
。

 

  （
２

） 【
継

続
】
各

学
校

や
法

人
の

適
正

か
つ

効

率
的

な
運

営
に

資
す

る
よ

う
、
監

事
が

行
う

監
査

に
際

し
、
各

部
局

や
所

属
と

の
調

整
や

事
実

確
認

な
ど

の
必

要
十

分
な

支
援

を
行

う
。
ま

た
、
監

査
結

果

に
つ

い
て

各
部

局
や

監
事
、
監

査
法

人

と
共

有
し

、
監

査
の

実
効

性
を

向
上

さ

せ
る

。
 

               

（
１

）
ト

ッ
プ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
強

化
及

び
次

期
中

期
計

画
の

策
定

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
第

四
期

中
期

計
画

策
定

に
当

た
っ

て
は

、
各

大
学

・
高

専
の

枠
を

超
え

た
法

人
検

討
会

や
法

人
事

務
局

、
都

立
大

、
産

技
大

及
び

高
専

で
設

置
さ

れ
た

各
W
G
に

お
い
て

議
論

を
深

め
る

と
と

も
に

、
数

度
に

わ
た

り
経

営
審

議
会

に
検

討
状

況
を

報
告

し
な

が
ら

、
検

討
を

進
め

た
。

ま
た

、
各

校
の

課
題

や
進

捗
状

況
等

に
つ

い
て

も
、

経
営

審
議

会
で

適
切

に
報

告
と

意
見

交
換

を
行

う
な

ど
、

経
営

ト
ッ

プ
層

の
意

向
を

聴
取

し
な

が
ら

第
三

期
中

期
計

画
最

終
年

度
の

施
策

を
展

開
し

た
。

 

 
 

・
第

四
期

中
期

計
画

の
初

年
度

に
向

け
て

、
過

年
度

の
執

行
状

況
等

を
考

慮
し

つ
つ

適
正

な
予

算
編

成
を

行
う

中
で

、
中

期
計

画
実

行
の

た
め

に
必

要
な

予
算

措
置

等
を

法

人
ト

ッ
プ

の
方

針
に

基
づ

き
検

討
し

た
。

ま
た

、
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

支
援

等
東

京
都

の
施

策
に

資
す

る
予

算
要

求
を

東
京

都
に

対
し

て
行

い
、

財
源

の
確

保
に

努
め

た
。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

 
 

・
経

営
ト

ッ
プ

層
が

各
大

学
・

高
専

の
重

点
事

項
の

進
捗

状
況

や
課

題
に

関
す

る
共

通
認

識
を

持
っ

た
う

え
で

、
新

し
い

時
代

を
切

り
開

く
た

め
、

大
都

市
が

抱
え

る
課

題

の
解

決
な

ど
「

都
立

」
の

高
等

教
育

機
関

な
ら

で
は

の
教

育
研

究
の

推
進

や
地

域
社

会
の

発
展

へ
の

貢
献

を
盛

り
込

ん
だ

中
期

計
画

を
策

定
し

、
都

の
認

可
を

得
た

。
 

 
 

・
第

四
期

中
期

計
画

の
策

定
と

並
行

し
つ

つ
、

計
画

実
行

の
た

め
の

事
業

等
に

つ
い

て
も

、
エ

ビ
デ

ン
ス

ベ
ー

ス
で

の
経

費
の

妥
当

性
を

検
証

す
る

と
と

も
に

、
ス

タ
ー
 

 
 

ト
ア

ッ
プ

、
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
に

資
す

る
研

究
、

国
際

人
材

育
成

や
医

療
人

材
育

成
の

た
め

の
予

算
を

新
た

に
確

保
す

る
な

ど
、

事
業

の
今

後
の

展
開

や
費

用
対

効
果

、
都

政
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
予

算
を

編
成

し
、

中
長

期
に

わ
た

る
法

人
運

営
を

支
え

る
強

固
な

財
政

基
盤

を
構

築
し

た
。

 

 （
２

）
各

学
校

や
法

人
の

適
正

か
つ

効
率

的
な

運
営

 

①
監

事
が

行
う

監
査

結
果

報
告

の
支

援
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
監

事
監

査
に

つ
い

て
、

監
事

と
の

定
期

的
な

打
合

せ
を

行
う

こ
と

で
、

重
点

監
査

項
目

の
設

定
等

、
円

滑
な

監
査

実
施

に
資

す
る

取
組

を
行

っ
た

。
ま

た
、

関
係

各
課

と

の
連

絡
調

整
や

事
実

確
認

に
際

し
て

の
意

見
調

整
を

十
分

に
行

う
と

と
も

に
、

監
査

報
告

書
の

取
り

ま
と

め
等

、
経

営
審

議
会

で
の

報
告

に
当

た
っ

て
の

支
援

を
行

っ

た
。

 

 
 

・
監

事
と

監
査

法
人

、
内

部
統

制
担

当
の

三
者

が
集

ま
る

三
様

監
査

連
絡

会
を

開
催

し
、

各
監

査
結

果
の

共
有

や
意

見
交

換
を

行
い

、
内

部
統

制
を

図
っ

た
。

 

 
 

・
現

場
の

課
題

把
握

の
た

め
に

、
監

事
が

直
接

、
各

キ
ャ

ン
パ

ス
に

出
向

き
、

監
査

対
象

部
門

の
所

属
職

員
へ

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

行
っ

た
。

 

・
前

年
度

の
監

査
を

通
し

て
把

握
で

き
た

各
所

属
の

指
摘

事
項

の
み

な
ら

ず
、

好
取

組
事

例
に

つ
い

て
も

、
職

員
向

け
に

周
知

し
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
監

事
が

書
面

だ
け

で
な

く
直

接
職

員
へ

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

行
い

、
各

大
学

・
高

専
の

現
場

が
抱

え
る

課
題

を
把

握
す

る
こ

と
で

、
業

務
改

善
に

繋
が

る
実

効
性

あ
る

監
査

が
実

施
で

き
た

。
ま

た
、

監
査

を
通

し
た

各
所

属
の

指
摘

事
項

等
を

法
人

内
に

周
知

す
る

こ
と

に
よ

り
、

法
人

全
体

の
業

務
改

善
に

繋
が

っ
た

。
 

②
定

例
監

査
等

を
通

じ
た

各
部

署
支

援
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
法

人
内

に
あ

る
予

算
を

執
行

す
る

単
位

（
2
2
か

所
）

全
て

を
巡

り
、

自
己

監
査

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
自

己
監

査
と

あ
わ

せ
て

科
研

費
（

5
1
件

）
に

関
す

る
監

査
を
実

施
し

た
。

 

・
自

己
監

査
及

び
科

研
費

に
関

す
る

監
査

に
お

い
て

、
令

和
３

（
2
0
21

）
年

度
に

全
体

で
指

摘
が

多
く

見
ら

れ
た

事
項

や
各

部
署

個
別

の
指

摘
事

項
を

踏
ま

え
た

監
査

を
実

施
し

た
。

 

・
都

の
財

政
援

助
団

体
等

監
査

に
お

い
て

、
東

京
都

の
担

当
者

、
関

係
各

課
の

担
当

者
等

と
連

絡
調

整
や

指
摘

事
項

に
つ

い
て

の
意

見
確

認
を

行
い

、
回

答
資

料
等

を
作

成

し
、

都
へ

提
出

し
た

。
ま

た
、

結
果

に
つ

い
て

は
、

経
営

審
議

会
で

報
告

を
行

う
と

共
に

、
各

指
摘

・
意

見
要

望
事

項
に

つ
い

て
、

法
人

内
へ

の
注

意
喚

起
や

是
正

改
善

を
図

っ
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
法

人
の

各
セ

ク
シ

ョ
ン

に
共

通
し

た
指

摘
事

項
に

つ
い

て
は

集
約

し
、

法
人

内
に

文
書

で
周

知
す

る
こ

と
で

、
事

務
処

理
の

適
正

化
に

寄
与

し
た

。
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    （
３

） 【
継

続
】
法

人
の

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

を

確
保
・
向

上
さ

せ
る

た
め

、
内

部
統

制

が
有

効
に

機
能

す
る

体
制

を
継

続
す

る
。
あ

わ
せ

て
、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
な

ど

法
的

な
対

応
が

求
め

ら
れ

る
案

件
の

対
応

窓
口

と
し

て
の

対
応

も
継

続
し

て
い

く
。

 

 

※
自

己
監

査
：

内
部

会
計

監
査

規
程

に
基

づ
き

実
施

す
る

、
各

予
算

執
行

単
位

の
予

算
執

行
事

務
及

び
会

計
事

務
全

般
に

つ
い

て
の

監
査

。
監

査
担

当
部

門
の

職
員

及
び

会
計

関
連

の
制

度
所

管
部

門
の

職
員

が
各

現
場

に
赴

き
監

査
を

実
施

す
る

。
 

 （
３

）
法

人
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
の

確
保

・
向

上
さ

せ
る

た
め

の
取

組
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
法

的
な

対
応

が
求

め
ら

れ
る

案
件

に
つ

い
て

、
法

人
の

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

窓
口

機
能

を
適

切
に

運
用

し
て

対
応

す
る

と
と

も
に

、
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
カ

ー
ド

の
作

成
・

配
布

、「
教

職
員

の
心

得
」

及
び

「
研

究
費

不
正

使
用

の
事

例
集

」
の

周
知

等
、

着
実

な
取

組
を

進
め

、
教

職
員

の
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
意

識
の

徹
底

や
、

組
織

と

し
て

の
ガ

バ
ナ

ン
ス

機
能

の
強

化
を

引
き

続
き

図
っ

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
過

去
の

不
正

事
例

の
周

知
な

ど
不

正
防

止
の

取
組

を
継

続
す

る
こ

と
で

、
不

正
防

止
に

対
す

る
意

識
を

根
付

か
せ

た
。
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中
期

計
画

番
号

 

4
-
0
1
-
2

 
②

都
や

区
市

町
村

、
東

京
都

の
試

験
研

究
機

関
な

ど
様

々
な

主
体

と
の

連
携

を
こ

れ
ま

で
以

上
に

深
化

さ
せ

る
た

め
、

自
治

体
等

と
の

緊
密

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
通

じ
て

都

民
・

都
政

の
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

、
研

究
シ

ー
ズ

な
ど

各
大

学
・

高
等

専
門

学
校

が
有

す
る

知
見

と
結

び
付

け
る

機
能

を
担

う
組

織
を

強
化

す
る

な
ど

、
都

立
の

教
育

研
究

機
関

と
し

て
社

会
貢

献
を

推
進

す
る

体
制

の
充

実
を

図
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
都

や
区

市
町

村
等

と
の

連
携

事

業
の

推
進

体
制

を
中

心
に

、
連

携
の

枠

組
の

構
築

な
ど

に
取

り
組

む
こ

と
で

、

社
会

貢
献

を
図

る
。

 

                  （
２

） 【
継

続
】
持

続
可

能
な

社
会

の
実

現
に

向

け
、
法

人
内

に
設

置
し

た
T
MU

サ
ス

テ

ナ
ブ

ル
研

究
推

進
機

構
に

お
い

て
、
ア

カ
デ

ミ
ズ

ム
の

立
場

か
ら

S
D
Gs

の
課

題
解

決
に

資
す

る
調

査
研

究
を

推
進

す
る

。
 

（
１

）
連

携
組

織
の

拡
充

に
よ

る
マ

ッ
チ

ン
グ

機
能

の
強

化
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

、
オ

ン
ラ

イ
ン

会
議

を
活

用
し

て
東

京
都

各
局

等
へ

の
個

別
ヒ

ア
リ

ン
グ

、
こ

れ
ま

で
の

連
携

事
例

や
教

員
の

研
究

活
動

な
ど

の
周

知
活

動
を

随

時
実

施
し

た
。
ま

た
、
行

政
ニ

ー
ズ

を
的

確
に

把
握

す
る

た
め

に
各

局
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

形
式

の
ニ

ー
ズ

調
査

を
実

施
す

る
な

ど
、
都

連
携

案
件

の
組

成
に

向
け

た
取

組

を
推

進
し

た
。

 

・
新

た
な

取
組

と
し

て
、
ニ

ー
ズ

調
査

の
結

果
を

元
に

、
２

大
学

１
高

専
の

教
員

に
対

し
て

調
査

研
究

の
公

募
を

行
っ

た
。
応

募
さ

れ
た

調
査

研
究

に
つ

い
て

は
都

に
提

案

し
、

都
と

法
人

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
を

行
っ

た
（

令
和

４
（

2
0
22

）
年
度

提
案

：
４

件
（

主
税

局
：

１
件

、
水

道
局

：
３

件
））
。

 

・
法

人
リ

ソ
ー

ス
を

効
果

的
に

伝
え

る
ツ

ー
ル

と
し

て
、
２

大
学

１
高

専
そ

れ
ぞ

れ
の

自
治

体
と

の
連

携
事

例
を

紹
介

す
る
「

連
携

事
業

ガ
イ

ド
」
を

作
成

し
た

ほ
か

、
新

た
に

東
京

都
、
東

京
都

関
連

団
体

及
び

区
市

町
村

に
対

し
て

、
自

治
体

と
法

人
と

の
連

携
内

容
を

紹
介

す
る

メ
ー

ル
マ

ガ
ジ

ン
を

発
行

し
た

。
さ

ら
に

、
新

た
に

２
大

学

１
高

専
の

教
員

の
研

究
内

容
、

自
治

体
と

の
連

携
実

績
等

を
紹

介
す

る
動

画
を

作
成

し
、

東
京

都
を

は
じ

め
と

す
る

様
々

な
団

体
に

対
し

紹
介

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
マ

ッ
チ

ン
グ

機
能

を
一

層
高

め
る

た
め

、
都

各
局

へ
の

ニ
ー

ズ
調

査
に

加
え

、
新

た
に

都
の

ニ
ー

ズ
に

基
づ

く
調

査
研

究
の

提
案

な
ど

を
実

施
し

、
都

と
法

人
と

の
マ

ッ

チ
ン

グ
を

強
力

に
推

進
し

た
。

 

・
こ

う
し

た
取

組
の

結
果

、
東

京
都

の
生

産
性

向
上

に
向

け
た

研
究

、
隅

田
川

の
沿

岸
整

備
に

よ
る

訪
問

者
や

周
辺

居
住

者
へ

の
効

果
に

関
す

る
定

量
的

分
析

等
、
新

た
な

分
野

に
お

け
る

都
と

の
共

同
研

究
を

組
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

－
令

和
４

（
2
0
22

）
年

度
に

新
規
に

開
始

し
た

都
と

の
共

同
研

究
：

４
件

（
総

務
局

：
１

件
、

産
業

労
働

局
：

１
件

、
福

祉
保

健
局

：
１

件
、

建
設

局
：

１
件

）
 

・
さ

ら
に

、
令

和
５

（
2
0
23

）
年
度

以
降

に
開

始
す

る
研

究
に

つ
い

て
も

、
都

の
ニ

ー
ズ

に
基

づ
き

、
連

携
に

向
け

た
具

体
的

な
調

整
を

開
始

し
た

。
 

・
新

た
な

取
組

で
あ

る
メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

の
発

行
、
教

員
紹

介
動

画
の

作
成

等
、
法

人
リ

ソ
ー

ス
の

広
報

機
能

を
強

化
し

た
こ

と
に

よ
り

、
過

去
に

連
携

実
績

の
な

い
局

か

ら
の

法
人

と
の

連
携

に
関

す
る

問
合

せ
を

受
け

る
等

、
東

京
都

各
局

の
新

た
な

ニ
ー

ズ
を

掘
り

起
こ

す
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
令

和
３

（
2
0
21

）
年

度
か

ら
調
整

し
て

き
た

将
来

の
感

染
症

対
策

に
資

す
る

研
究

に
つ

い
て

、
東

京
都

医
学

総
合

研
究

所
と

の
共

同
研

究
を

開
始

し
た

。
 
 

・
令

和
３

（
2
0
21

）
年

度
以

前
に
開

始
し

た
都

連
携

事
業

に
つ

い
て

は
、

都
と

合
意

し
た

内
容

に
基

づ
き

、
令

和
４

（
2
0
22

）
年

度
も

引
き

続
き

実
施

し
た

。
 

 （
２

）
持

続
可

能
な

社
会

の
実

現
に

向
け

た
調

査
研

究
の

推
進

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
持

続
可

能
な

社
会

の
実

現
に

向
け

た
調

査
研

究
の

推
進

に
向

け
、

機
構

に
お

け
る

研
究

の
新

規
採

択
及

び
既

存
の

研
究

に
対

す
る

適
切

な
支

援
を

実
施

し
た

。
 

 
・

首
都

東
京

の
課

題
解

決
に

向
け

た
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
な

基
盤

と
し

て
の

役
割

を
担

う
た

め
、

東
京

都
各

局
へ

の
ニ

ー
ズ

調
査

を
行

う
と

と
も

に
、

研
究

シ
ー

ズ
と

の
マ
ッ

チ

ン
グ

を
図

っ
た

。
 

 
・

機
構

に
お

け
る

取
組

を
発

信
し

、
社

会
還

元
及

び
更

な
る

都
政

課
題

と
研

究
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

を
図

る
た

め
、

令
和

４
（

2
0
22

）
年
４

月
に

機
構

の
W
eb

サ
イ

ト
を

開
設

す
る

と
と

も
に

、
令

和
４

（
2
0
22
）

年
５

月
に

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

キ
ッ

ク
オ

フ
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
３
（

2
02

1
）
年

度
よ

り
継
続

実
施

し
て

い
る

政
策

企
画

局
と

の
２

テ
ー

マ
の

研
究

及
び

令
和

４
（

2
0
22

）
年

４
月

１
日

よ
り

開
始
し

た
「

創
発

未
来

社
会

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
８

テ
ー

マ
の

研
究

に
つ

い
て

、
着

実
に

研
究

を
推

進
し

た
。

 

・
都

各
局

の
ニ

ー
ズ

を
的

確
に

捉
え

、
研

究
シ

ー
ズ

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
を

円
滑

に
実

施
す

る
こ

と
で

、
２

テ
ー

マ
の

研
究

を
新

た
に

組
成

し
た

。
 

・
機

構
に

お
け

る
研

究
等

の
情

報
に

つ
い

て
W
eb

サ
イ

ト
等

を
用

い
て

積
極

的
に

発
信

し
、
都

各
局

及
び

社
会

に
対

す
る

法
人

の
プ

レ
ゼ

ン
ス

の
向

上
及

び
法

人
内

の
機

運

醸
成

に
貢

献
し

た
。
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中
期

計
画

番
号

 

4
-
0
2

 
◇

各
大

学
・

高
等

専
門

学
校

の
運

営
体

制
強

化
 

③
各

大
学

・
高

等
専

門
学

校
に

お
い

て
、

構
成

員
間

の
対

話
と

協
働

を
促

進
し

つ
つ

、
学

長
・

校
長

が
将

来
構

想
や

運
営

方
針

に
基

づ
き

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、

エ
ビ

デ
ン

ス
に

基
づ

く
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

戦
略

的
に

取
り

組
む

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
学

長
・
校

長
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

下
、
各

大
学
・
高

専
が

検
討
・
策

定
を

行
っ

た
将

来
構

想
に

基
づ

く
事

業
等

が
推

進
で

き
る

よ
う

計
画

策
定

や
予

算
編

成
、
次

期
中

期
計

画
の

策
定

を
行

い
、
各

大
学
・
高

専
が

行
う
教

育

研
究

の
質

の
向

上
を

図
る

意
欲

的
な

取
組

を
法

人
と

し
て

一
層

支
援

す
る

。

＜
法

人
共

通
＞

 

      （
２

）【
継

続
】
教

学
IR

デ
ー

タ
に

基
づ

い
て

策
定

し
た

学
長

重
点

施
策

方
針

及
び

部
局

重
点

課
題

に
つ

い
て

執
行

部
・
部

局
長

対
話

を
行

い
、
全

学
的

な
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

取
り

組
む

。
＜

都
立

大

＞
 

 

 

            

（
３

） 【
継

続
】
自

己
点

検
・
評

価
活

動
に

つ
い

て
新

た
に

構
築

し
た

P
D
CA

サ
イ
ク

ル

を
実

施
す

る
。（

2
-
0
7
、
4
-2
1
再
掲

）

＜
産

技
大

＞
 

（
１

）
計

画
策

定
、

予
算

編
成

作
業

を
通

じ
た

各
学

校
の

支
援

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
法

人
を

取
り

巻
く

重
要

課
題

に
対

応
す

る
た

め
、

７
月

経
営

審
議

会
で

示
し

た
方

向
性

に
基

づ
き

、
２

大
学

１
高

専
及

び
法

人
が

抱
え

る
課

題
に

つ
い

て
組

織
横

断
的

に

検
討

を
進

め
る

法
人

検
討

課
題

タ
ス

ク
フ

ォ
ー

ス
（

電
力

・
物

価
高

騰
対

策
編

）
を

発
足

さ
せ

た
。

 

・
各

大
学

・
高

専
の

副
学

長
・

副
校

長
等

及
び

経
営

企
画

室
の

幹
部

職
員

を
メ

ン
バ

ー
と

す
る

第
四

期
中

期
計

画
策

定
検

討
会

（
法

人
検

討
会

）
等

に
よ

り
、

中
期

計
画

の
検

討
を

行
っ

た
。

 

 
 

・
第

四
期

中
期

計
画

中
の

財
政

フ
レ

ー
ム

の
策

定
に

お
い

て
、

第
三

期
中

期
計

画
の

分
析

を
踏

ま
え

つ
つ

、
中

長
期

的
な

強
固

な
財

政
基

盤
の

確
保

に
向

け
て

東
京

都
と

の

調
整

を
行

っ
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

 
 

・
令

和
４

（
2
0
22

）
年

度
の
課

題
で

あ
る

電
力

・
物

価
高

騰
対

策
等

に
お

け
る

法
人

全
体

と
し

て
の

対
応

に
つ

い
て

議
論

を
重

ね
、

課
題

問
題

意
識

の
共

有
や

対
応

報
告

を

行
っ

た
。

検
討

状
況

に
応

じ
て

経
営

審
議

会
に

適
切

に
報

告
し

、
法

人
経

営
の

更
な

る
改

善
に

つ
な

げ
た

。
 

 
 

・
各

大
学

・
高

専
の

将
来

構
想

や
執

行
部

の
意

向
を

反
映

さ
せ

、
第

四
期

中
期

計
画

や
初

年
度

で
あ

る
令

和
５

（
2
0
23

）
年

度
年

度
計

画
の

策
定

を
行

っ
た

。
 

 
 

・
第

三
期

中
期

計
画

の
達

成
状

況
等

を
踏

ま
え

た
東

京
都

と
の

財
政

フ
レ

ー
ム

調
整

を
行

い
、

第
四

期
中

期
計

画
に

お
け

る
２

大
学

１
高

専
の

将
来

の
事

業
展

開
に

柔
軟

に

対
応

し
う

る
財

政
フ

レ
ー

ム
の

策
定

を
し

た
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 （
２

）
都

立
大

に
お

け
る

、
全

学
的

な
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

推
進

 

 
＜

取
組

事
項

＞
 

 
 

・
全

学
的

な
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

取
組

推
進

に
向

け
、

都
立

大
の

内
部

質
保

証
に

関
す

る
総

括
的

な
評

価
を

行
う

組
織

と
し

て
、

新
た

に
内

部
質

保
証

推
進

会
議

を
設

置

し
、
各

種
評

価
（

自
己

点
検
・
評

価
、
公

立
大

学
法

人
評

価
、
認

証
評

価
）
の

対
応

及
び

指
摘

事
項

に
対

す
る

改
善

活
動

に
か

か
る

自
己

点
検
・
評

価
委

員
会

へ
の

指
示

並

び
に

各
種

取
組

、
対

応
計

画
及

び
評

価
結

果
の

承
認

等
の

役
割

を
担

う
こ

と
と

し
た

。
 

 
 
・
自

己
点

検
・
評

価
で

は
、
内

部
質

保
証

推
進

会
議

か
ら

指
示

を
受

け
た

自
己

点
検
・
評

価
委

員
会

が
2
02

2
年

部
局

重
点

課
題

に
対
す

る
各

部
局

等
の

取
組

状
況

に
つ

い
て

評
価

を
行

い
、

評
価

結
果

を
内

部
質

保
証

推
進

会
議

に
報

告
し

た
。

内
部

質
保

証
推

進
会

議
は

、
各

部
局

等
と

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
自

己
点

検
・

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

を
参

考
に

、
2
0
22

年
部

局
重

点
課

題
に

対
す

る
各

部
局

等
の

取
組

状
況

に
つ

い
て

最
終

評
価

を
行

っ
た

。
 

 
 
・
内

部
質

保
証

推
進

会
議

は
、
自

己
点

検
・
評

価
委

員
会

を
通

じ
て

各
部

局
等

に
対

し
2
02

3-
24

年
度

学
長

重
点

施
策

方
針

や
2
02

2
年

度
部

局
重

点
課

題
に

対
す

る
最

終
評

価
結

果
、

教
学

I
R
デ

ー
タ

等
を

踏
ま

え
た

2
02

3-
24

年
度

部
局

重
点
課

題
の

設
定

を
指

示
し

た
。（

図
表

 
4
-0

2-
1
）
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

 
 

・
内

部
質

保
証

推
進

会
議

の
設

置
と

そ
れ

に
伴

う
運

用
フ

ロ
ー

の
見

直
し

等
に

よ
り

、
内

部
質

保
証

の
更

な
る

実
質

化
を

実
現

し
、

全
学

的
な

教
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
取

組

推
進

に
か

か
る

学
内

体
制

を
強

化
し

た
。

 

 
 
・
自

己
点

検
・
評

価
の

実
施

に
よ

り
、
大

学
が

抱
え

る
課

題
及

び
各

部
局

の
優

れ
た

取
組

等
を

共
有

す
る

等
、
全

学
的

な
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

推
進

す
る

こ
と

が
で

き
た
。 

 

【
図

表
4
-
0
2
-
1
　

教
学

I
R
シ

ス
テ

ム
掲

載
デ

ー
タ

数
】

（
単

位
：

件
数

）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度

1
0
8

1
7
5

2
0
5

2
5
8

3
0
2

3
5
0

 
（

３
）

産
技

大
に

お
け

る
、

新
た

に
構

築
し

た
P
DC

A
サ

イ
ク

ル
の

実
施

【
中

期
計

画
番

号
2
-0

7
参

照
】
 

（
要

点
）

 

内
部

質
保

証
シ

ス
テ

ム
の

実
施

体
制

を
整

え
運

用
を

開
始

し
た

。
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（
４

） 【
継

続
】
高

専
に

お
い

て
、
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

必
要

な
デ

ー
タ

収
集

を
行

い
、
学

校
運

営
へ

の
活

用
を

推
進

し
て

い
く

。

＜
高

専
＞

 

 （
４

）
高

専
に

お
け

る
、

学
校

運
営

へ
の

デ
ー

タ
活

用
推

進
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
出

願
時

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
、

受
検

生
の

属
性

や
動

向
な

ど
を

把
握

す
る

と
と

も
に

、
入

学
後

に
希

望
す

る
コ

ー
ス

を
調

査
す

る
こ

と
で

、
再

編
に

よ
り

新
た

に
ス

タ

ー
ト

し
た

新
コ

ー
ス

の
希

望
状

況
を

確
認

し
た

。
 

・
令

和
４

（
2
0
22

）
年

度
の

実
施
が

予
定

さ
れ

て
い

た
本

校
卒

業
生

・
修

了
生

に
対

す
る

企
業

ア
ン

ケ
ー

ト
は

、
1
年

の
後

ろ
倒

し
と

な
っ

た
た

め
未

実
施

と
な

っ
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
出

願
時

ア
ン

ケ
ー

ト
は

願
書

と
共

に
送

付
し

て
も

ら
う

と
い

う
収

集
方

法
に

よ
り

、
回

収
率

が
受

検
生

の
ほ

ぼ
1
00

%
と

な
っ

て
い

る
。
こ

の
た

め
受

検
生

の
動

向
や

情

報
収

集
方

法
な

ど
が

明
確

と
な

り
、

入
試

広
報

の
基

礎
デ

ー
タ

と
し

て
活

用
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

    中
期

計
画

番
号

 

4
-
0
3

 
◇

教
員

人
事

制
度

の
適

切
な

運
用

・
改

善
 

④
質

の
高

い
教

育
研

究
の

実
現

に
向

け
て

、
教

員
の

意
欲

と
能

力
を

最
大

限
に

引
き

出
し

、
組

織
力

を
一

層
高

め
ら

れ
る

よ
う

、
引

き
続

き
現

行
人

事
制

度
を

適
切

に
運

用
す

る
と

と

も
に

、
制

度
の

成
熟

度
や

社
会

情
勢

の
変

化
等

を
踏

ま
え

な
が

ら
、

必
要

な
制

度
改

正
や

運
用

改
善

を
実

施
し

て
い

く
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
【

継
続

】
現

行
人

事
制

度
の

適
切

な
運

用
、
必

要
な

制
度

改
正

及
び

運
用

改
善

を
進

め
、
教

育
研

究
組

織
の

再
編

成
に

的
確

に
対

応
す

る
と

と
も

に
、
平

成
2
8

（
2
0
16
）
年

度
よ

り
稼

動
し

た
人
事

シ

ス
テ

ム
を

安
定

的
に

運
用

す
る

。
 

（
１

）
教

員
人

事
制

度
の

適
切

な
運

用
・

改
善

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
研

究
力

強
化

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

ポ
ス

ト
ド

ク
タ

ー
の

キ
ャ

リ
ア

形
成

に
向

け
た

支
援

を
充

実
さ

せ
、

優
れ

た
人

材
の

受
入

れ
を

促
進

す
る

た
め

、
フ

ル
タ

イ

ム
で

研
究

活
動

に
専

念
で

き
る

「
東

京
都

公
立

大
学

法
人

特
別

研
究

員
」

の
職

を
新

設
し

た
。

 

・
中

堅
層

の
教

員
か

ら
役

員
を

選
出

す
る

こ
と

を
可

能
と

す
る

た
め

、
退

職
手

当
に

お
け

る
教

員
と

し
て

の
勤

続
年

数
を

役
員

期
間

中
も

通
算

す
る

よ
う

見
直

し
を

実
施

し
 

た
。

 

 
 
・
優

秀
な

教
員

を
確

保
す

る
た

め
、
公

募
時

期
を

早
め

、
都

立
大

及
び

高
専

に
お

け
る

令
和

５
（

2
0
2
3
）
年

度
の

教
員

人
事

計
画

に
つ
い

て
は

、
令

和
４
（

2
0
22

）
年

度
内

に

前
倒

し
て

決
定

し
た

。
 

 
 

・
男

性
教

員
の

育
児

参
加

の
促

進
や

女
性

の
活

躍
推

進
を

さ
ら

に
進

め
る

観
点

か
ら

、
育

児
休

業
、

育
児

参
加

休
暇

等
の

休
暇

・
休

業
等

制
度

の
見

直
し

を
行

っ
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
都

立
大

に
お

い
て

、
４

人
の

特
別

研
究

員
の

任
用

を
決

定
し

た
。

 

 
 

・
退

職
手

当
に

お
け

る
教

員
の

勤
続

年
数

の
通

算
方

法
の

見
直

し
に

よ
り

、
法

人
の

役
員

人
事

が
よ

り
柔

軟
に

実
施

可
能

と
な

り
、

円
滑

で
柔

軟
な

法
人

運
営

が
可

能
と

な

っ
た

。
 

・
早

期
に

人
事

計
画

を
決

定
す

る
こ

と
で

、
年

度
当

初
か

ら
の

採
用

活
動

が
開

始
可

能
と

な
る

な
ど

、
計

画
的

な
人

員
配

置
に

寄
与

し
た

。
 

・
育

児
休

業
、

育
児

参
加

休
暇

等
の

休
暇

・
休

業
等

制
度

の
見

直
し

の
実

施
に

よ
り

、
教

員
に

お
け

る
柔

軟
な

休
暇

・
休

業
等

制
度

の
活

用
を

推
進

し
た

。
 

 
 

Ⅳ　業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置

－ 344 －



中
期

計
画

番
号

 

4
-
0
4

 
⑤

有
為

な
若

手
教

員
及

び
女

性
教

員
を

確
保

及
び

育
成

す
る

観
点

か
ら

、
社

会
情

勢
の

変
化

等
を

踏
ま

え
た

教
員

人
事

制
度

の
改

正
や

運
用

改
善

に
取

り
組

む
。

 

女
性

の
教

員
比

率
を

高
め

る
取

組
を

推
進

し
、

東
京

都
立

大
学

に
お

い
て

は
女

性
教

員
比

率
を

【
2
0
％
以

上
】

に
ま

で
高

め
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
卓

越
研

究
員

事
業

を
適

宜
活

用

す
る

と
と

も
に

、
特

別
研

究
期

間
（

サ

バ
テ

ィ
カ

ル
）
制

度
、
テ

ニ
ュ

ア
ト

ラ

ッ
ク

制
度

及
び

特
別

栄
誉

教
授

等
制

度
の

適
切

な
運

用
及

び
必

要
な

制
度

改
正

等
を

行
い

、
有

為
な

若
手

教
員

の

確
保
・
育

成
を

進
め

る
。（

1
-
5
2
再
掲

） 

                                

（
１

）
大

学
の

将
来

を
担

う
若

手
研

究
者

育
成

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
特

別
研

究
期

間
制

度
（

サ
バ

テ
ィ

カ
ル

）、
特

別
栄

誉
教

授
等

制
度

な
ど

、
各

制
度

の
運

用
を

進
め

、
教

員
の

確
保

・
育

成
を

推
進

し
た

。（
図

表
 
4
-
04

-1
）
 

 
 

・
研

究
力

強
化

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

ポ
ス

ト
ド

ク
タ

ー
の

キ
ャ

リ
ア

形
成

に
向

け
た

支
援

を
充

実
さ

せ
、

優
れ

た
人

材
の

受
入

れ
を

促
進

す
る

た
め

、
フ

ル
タ

イ
 

ム
で

研
究

活
動

に
専

念
で

き
る

「
東

京
都

公
立

大
学

法
人

特
別

研
究

員
」

の
職

を
新

設
し

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

 
 

・
新

た
な

先
導

研
究

者
を

３
人

選
出

す
る

等
、

各
制

度
を

適
切

に
運

用
し

、
教

員
の

育
成

・
研

究
力

強
化

を
図

っ
た

。
 

 
 

・
都

立
大

に
お

い
て

、
４

人
の

特
別

研
究

員
の

任
用

を
決

定
し

た
。

 

 

※
特

別
研

究
期

間
制

度
（

サ
バ

テ
ィ

カ
ル

）：
教

育
・

研
究

活
動

に
一

定
期

間
従

事
し

、
優

れ
た

業
績

を
あ

げ
て

い
る

教
員

に
つ

い
て

、
専

門
分

野
に

関
す

る
教

育
研

究
能

 

力
の

更
な

る
向

上
の

た
め

、
日

常
的

な
教

育
及

び
管

理
運

営
の

負
担

を
免

除
し

、
一

定
期

間
継

続
的

に
調

査
研

究
に

専
念

す
る

こ
と

を
認

め
る

制
度

。
 

※
テ

ニ
ュ

ア
ト

ラ
ッ

ク
制

度
：

公
正

で
透

明
性

の
高

い
選

考
に

よ
り

任
期

を
付

し
て

採
用

し
た

若
手

研
究

者
が

自
立

し
た

研
究

者
と

し
て

経
験

を
積

み
、

雇
用

契
約

の
期

間
 

の
定

め
の

な
い

教
員

と
し

て
の

身
分

取
得

に
か

か
る

審
査

を
経

て
准

教
授

へ
昇

任
す

る
こ

と
が

で
き

る
制

度
。

 

※
特

別
栄

誉
教

授
等

制
度

：
顕

著
な

業
績

を
有

し
、

教
育

、
研

究
及

び
社

会
貢

献
の

推
進

に
お

い
て

先
導

的
な

役
割

を
担

う
教

員
に

対
し

て
、

特
別

栄
誉

教
授

及
び

先
導

研
 

究
者

の
称

号
を

付
与

す
る

こ
と

が
で

き
る

制
度

。
 

※
特

別
招

聘
教

授
制

度
：

卓
越

し
た

研
究

実
績

等
を

有
す

る
ト

ッ
プ

研
究

者
を

招
聘

し
、

大
学

教
員

と
の

シ
ナ

ジ
ー

効
果

に
よ

り
研

究
力

向
上

を
図

る
た

め
の

制
度

。
 

※
研

究
重

点
教

員
支

援
制

度
：

大
型

研
究

等
に

取
り

組
む

教
員

を
支

援
す

る
た

め
、

組
織

運
営

や
教

育
の

職
務

を
軽

減
す

る
等

し
て

、
当

該
研

究
の

促
進

を
促

す
制

度
。

 

※
卓

越
研

究
員

事
業

：
新

た
な

研
究

領
域

に
挑

戦
す

る
よ

う
な

若
手

研
究

者
が

、
安

定
か

つ
自

立
し

て
研

究
を

推
進

で
き

る
よ

う
な

環
境

を
実

現
し

、
全

国
の

産
学

官
の

研
 

究
機

関
を

フ
ィ

ー
ル

ド
と

し
て

活
躍

し
得

る
若

手
研

究
者

の
新

た
な

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

を
提

示
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
文

部
科

学
省

の
事

業
。

 

※
ク

ロ
ス

ア
ポ

イ
ン

ト
メ

ン
ト

制
度

：
大

学
法

人
と

相
手

側
機

関
の

協
定

に
よ

り
、

教
員

等
が

そ
れ

ぞ
れ

の
機

関
で

常
勤

と
し

て
の

身
分

を
保

有
し

た
ま

ま
、

そ
れ

ぞ
れ

の
 

機
関

の
責

任
の

下
で

必
要

な
業

務
に

従
事

す
る

こ
と

が
で

き
る

制
度

。
 

 
 

※
東

京
都

公
立

大
学

法
人

特
別

研
究

員
制

度
：

研
究

活
動

を
支

え
、

そ
の

原
動

力
と

な
る

重
要

な
存

在
で

あ
る

ポ
ス

ト
ド

ク
タ

ー
等

の
若

手
研

究
者

に
つ

い
て

、
研

究
力

強
 

化
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

、
常

勤
教

職
員

の
進

行
管

理
の

も
と

、
フ

ル
タ

イ
ム

で
研

究
活

動
に

専
念

で
き

る
よ

う
に

す
る

制
度

。
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                        （
２

） 【
継

続
】
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
研

修
の

実

施
等

、
女

性
教

員
が

よ
り

働
き

や
す

い

職
場

環
境

を
整

備
す

る
と

と
も

に
、
各

種
休

暇
・
休

業
制

度
の

周
知

や
公

募
時

に
妊

娠
・
出

産
・
育

児
等

の
両

立
支

援

制
度

を
掲

示
し

、
公

募
に

お
け

る
女

性

教
員

の
応

募
を

推
進

す
る

な
ど

、
有

為

な
女

性
教

員
を

確
保
・
育

成
す

る
た

め

の
取

組
を

行
う

。（
1
-
3
0
、
4
-
2
9
再

掲
）
 【

図
表
4
-
0
4
-
1
　
教
員
の
確
保
・
育
成
制
度
活
用
実
績
】

教
授

准
教

授
助

教
教

授
准

教
授

助
教

教
授

准
教

授
助

教
教

授
准

教
授

助
教

教
授

准
教

授
助

教
教

授
准

教
授

助
教

都
立

大
1
1

1
0

6
8

1
2

6
1
4

6
7

9
8

4
9

1
2

4
1
1

4
4

産
技

大
1

0
0

0
0

0
1

0
1

0
0

1
0

0
0

0
0

0

高
専

0
1

1
0

1
0

0
1

0
0

1
0

0
2

0
0

2
0

テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
制
度

（
平
成
2
8
年
度
～
）

都
立

大
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

特
別
栄
誉
教
授
等
制
度

（
平
成
2
7
年
度
～
）
※

１
都

立
大

0
(3
)

0
0

0
(3
)

1
(0
)

0
0
(3
)

0
(1
)

0
2
(0
)

0
(1
)

0
0
(2
)

0
0

2
(2
)

1
(0
)

0

特
別
招
聘
教
授
制
度

（
令
和
3
年
度
～
）

都
立

大
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
1
(0
)

-
-

0
(1
)

-
-

研
究
重
点
教
員
支
援
制
度

（
平
成
2
7
年
度
～
）

都
立

大
5

3
0

9
3

0
5

4
0

4
2

0
7

2
0

9
4

0

都
立

大
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

産
技

大
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

高
専

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

都
立

大
-

-
-

0
0

0
0

1
(0
)

0
0

1
(1
)

0
1
(0
)

0
(1
)

0
0
(1
)

1
(1
)

0

産
技

大
-

-
-

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

高
専

-
-

-
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

４
年
度

３
年
度

元
年
度

２
年
度

※
1
 
平

成
2
7
年

度
に

デ
ィ

ス
テ

ィ
ン

グ
イ

ッ
シ

ュ
ト

・
プ

ロ
フ

ェ
ッ

サ
ー

制
度

と
し

て
開

始
。

平
成

2
8
年

度
に

特
別

栄
誉

教
授

等
制

度
に

変
更

。
※

1
 
数

字
は

付
与

開
始

者
数

。
(
　

)
内

は
制

度
適

用
者

数
。

※
2
 
数

字
は

制
度

適
用

開
始

者
数

。
(
　

)
内

は
制

度
適

用
者

数
。

2
9
年
度

3
0
年
度

特
別
研
究
期
間
制
度

（
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
）

卓
越
研
究
員
事
業

（
平
成
2
8
年
度
～
）

ク
ロ
ス
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
制
度

（
平
成
3
0
年
度
～
）
※

２

 
 （

２
）

有
為

な
女

性
教

員
の

確
保

・
育

成
、

女
性

教
員

が
働

き
や

す
い

職
場

環
境

の
整

備
に

関
す

る
取

組
 

①
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
研

修
【

中
期

計
画

番
号

4
-
2
8
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
研

修
（

オ
ン

デ
マ

ン
ド

）
は

、
人

権
研

修
の

一
環

と
し

て
実

施
す

る
と

と
も

に
、
部

局
に

働
き

か
け

を
行

い
、
個

別
に

依
頼

の
あ

っ
た

部
局

に
対

し
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

に
特

化
し

た
研

修
を

実
施

し
た

。
 

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
の

意
識

啓
発

を
目

的
と

し
た

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

を
作

成
し

、
教

職
員

及
び

学
生

に
配

布
す

る
こ

と
で

、
法

人
と

し
て

の
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
の

基
本

方

針
や

相
談

体
制

に
つ

い
て

周
知

し
た

。
 

 ②
有

為
な

女
性

教
員

の
確

保
・

育
成

【
中

期
計

画
番

号
1
-
3
0
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
女

性
の

活
躍

推
進

を
更

に
進

め
る

観
点

か
ら

育
児

休
業

等
の

制
度

を
充

実
さ

せ
る

と
と

も
に

、
採

用
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

お
い

て
、

妊
娠

・
出

産
・

育
児

等
と

仕
事

の
両

立
支

援
の

取
組

を
掲

載
す

る
な

ど
し

て
内

容
を

充
実

さ
せ

、
公

募
要

領
に

も
都

立
大

が
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

を
推

進
し

て
い

る
旨

を
記

載
す

る
等

、
女

性
教

員
確

保
に

向

け
た

広
報

活
動

の
強

化
な

ど
の

取
組

を
行

っ
た

結
果

、
都

立
大

に
お

け
る

女
性

教
員

比
率

は
2
0
.
3
％

と
な

り
、

引
き

続
き

2
0
％

以
上

を
維

持
し

た
。
（

令
和

４

（
2
0
2
2
）

年
５

月
１

日
時

点
）
。
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中
期

計
画

番
号

 

4
-
0
5

 
⑥

各
大

学
・

高
等

専
門

学
校

の
強

み
を

更
に

伸
ば

す
と

と
も

に
、

社
会

的
動

向
を

見
据

え
た

教
育

研
究

分
野

を
充

実
さ

せ
て

い
く

た
め

、
学

長
・

校
長

の
意

向
を

踏
ま

え
た

、
適

切
な

教
員

人
事

を
実

施
し

て
い

く
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
都

立
大

に
お

け
る

学
長

の
裁

量

に
よ

る
採

用
枠

を
活

用
し

、
令

和
5

（
2
0
23

）
年

4
月

1
日

付
採

用
の
選

考

手
続

き
を

進
め

る
。（

4
-
09

再
掲
）

 

          （
２

）【
継

続
】
令

和
4（

2
0
22
）
年

度
の

教
員

人
事

計
画

を
策

定
し

、
学

長
・
校
長

の

意
向

を
踏

ま
え

た
、
優

秀
な

人
材

の
確

保
及

び
現

員
の

適
正

な
管

理
を

行
う

。
 （

１
）

学
長

の
裁

量
に

よ
る

採
用

選
考

手
続

き
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
学

長
裁

量
枠

に
つ

い
て

、
都

立
大

の
全

学
的

な
研

究
力

強
化

に
向

け
、

柔
軟

な
教

員
採

用
を

可
能

と
す

る
た

め
、

教
員

人
事

計
画

決
定

後
以

降
で

あ
っ

て
も

、
傑

出
し

た

研
究

実
績

が
あ

る
人

材
で

、
採

用
時

期
な

ど
特

段
の

事
情

が
あ

る
場

合
に

は
、

年
度

途
中

の
採

用
手

続
を

実
施

し
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

 
 

・
年

度
途

中
に

２
枠

の
学

長
裁

量
枠

を
部

局
に

配
分

し
、

採
用

に
向

け
た

手
続

を
実

施
し

た
。（

図
表

4
-0

5-
1
）
 

【
図

表
4
-
0
5
-
1
　

学
長

裁
量

枠
活

用
実

績
】

(
単

位
：

人
)

教
授

准
教

授
助

教
教

授
准

教
授

助
教

教
授

准
教

授
助

教
教

授
准

教
授

助
教

教
授

准
教

授
助

教
教

授
准

教
授

助
教

学
長

裁
量

枠
都

立
大

1
(
4
)

3
(
8
)

1
(
2
)

0
(
1
)

3
(
7
)

1
(
2
)

1
(
1
)

4
(
7
)

0
(
2
)

0
(
1
)

1
(
8
)

0
(
1
)

0
(
1
)

0
(
8
)

0
(
1
)

2
(
0
)

0
(
6
)

2
(
0
)

※
数

字
は

、
採

用
決

定
者

数
。

（
　

）
内

は
、

当
該

年
度

の
学

長
裁

量
枠

の
活

用
実

績

２
年

度
3
0
年

度
元

年
度

３
年

度
2
9
年

度
４

年
度

 
 （

２
）

教
員

人
事

計
画

の
策

定
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
退

職
予

定
者

数
等

の
人

員
動

向
を

踏
ま

え
、

令
和

４
（

2
0
22
）

年
度

の
教

員
人

事
計

画
を

策
定

し
、

採
用

及
び

昇
任

の
手

続
き

を
進

め
た

。
 

・
都

立
大

及
び

高
専

に
お

け
る

令
和

５
（

2
0
23

）
年

度
の

教
員

人
事
計

画
に

つ
い

て
、

令
和

４
（

2
0
22
）

年
度

中
に

前
倒

し
て

決
定

し
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
教

員
人

事
計

画
を

基
に

、
優

秀
な

人
材

の
確

保
及

び
現

員
の

適
正

な
管

理
を

行
っ

た
。（

図
表

4
-
05

-2
）

 

・
早

期
に

人
事

計
画

を
決

定
す

る
こ

と
で

、
年

度
当

初
か

ら
の

採
用

活
動

を
可

能
と

し
、

計
画

的
な

人
員

配
置

を
可

能
と

し
た

。
 

【
図

表
4
-
0
5
-
2
　

教
員

採
用

・
昇

任
実

績
】

(
単

位
：

人
)

教
授

准
教

授
助

教
教

授
准

教
授

助
教

教
授

准
教

授
助

教
教

授
准

教
授

助
教

教
授

准
教

授
助

教
教

授
准

教
授

助
教

都
立

大
8

1
4

2
0

2
1
6

1
8

8
2
1

1
0

4
1
9

2
4

6
2
1

1
7

1
1

1
6

1
7

産
技

大
0

1
2

1
2

2
3

0
2

0
1

1
0

0
1

0
1

1

高
専

0
0

5
0

1
1

0
1

1
0

2
5

2
2

1
0

0
6

都
立

大
7

0
-

1
0

0
-

1
5

0
-

1
8

0
-

1
4

0
-

1
3

0
-

産
技

大
0

0
-

1
0

-
1

0
-

0
0

-
1

0
-

1
0

-

高
専

2
2

-
4

6
-

2
1

-
4

2
-

3
5

-
5

0
-

3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度
2
9
年

度

採
用

昇
任
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中
期

計
画

番
号

 

4
-
0
6

 
◇

職
員

人
事

制
度

の
適

切
な

運
用

・
改

善
 

⑦
少

数
精

鋭
に

よ
る

事
務

執
行

体
制

を
推

進
す

る
た

め
、

法
人

運
営

を
支

え
る

プ
ロ

職
員

の
育

成
や

、
研

修
の

充
実

に
よ

る
管

理
監

督
職

の
着

実
な

育
成

、
適

切
な

配
置

管
理

及
び

人
事

考
課

の
取

組
等

「
公

立
大

学
法

人
首

都
大

学
東

京
 

人
材

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

に
基

づ
く

人
材

育
成

を
展

開
し

て
い

く
。

 

固
有

職
員

に
つ

い
て

は
、

複
数

の
職

務
分

野
を

経
験

さ
せ

た
後

、
強

み
を

発
揮

で
き

る
分

野
へ

の
配

置
を

実
施

す
る

等
業

務
に

係
る

高
い

専
門

性
を

有
す

る
職

員
を

育
成

し
て

い

く
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆
【

継
続

】「
人

材
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

」

に
基

づ
き

職
員

研
修

を
実

施
し

て

い
く

中
で

、
管

理
監

督
職

層
向

け
の

研
修

を
含

む
各

研
修

の
内

容
、
実

施

方
法

の
見

直
し

を
行

い
つ

つ
、
よ

り

効
果

的
な

人
材

育
成

を
行

う
。

ま

た
、

O
J
T
で

使
用

さ
れ

る
ヒ

ヤ
リ
・

ハ
ッ

ト
及

び
事

故
事

例
集

、
法

人
職

員
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
等

を
更

新
す

る

こ
と

に
よ

り
、
業

務
遂

行
上

の
ノ

ウ

ハ
ウ

の
継

承
を

推
進

す
る

。
 

  （
２

）【
継

続
】
適

切
な

人
事

管
理

や
人

事
考

課
の

取
組

に
よ

り
、
職

員
の

モ
チ

ベ

ー
シ

ョ
ン

向
上

を
図

る
。
ま

た
、
キ

ャ
リ

ア
形

成
に

向
け

て
、
各

職
員

が

主
体

的
に

考
え

る
機

会
を

設
け

る

こ
と

で
意

識
付

け
を

行
う

。
 

（
１

）
効

果
的

な
職

員
研

修
の

実
施

、
業

務
遂

行
上

の
ノ

ウ
ハ

ウ
の

継
承

の
推

進
 

＜
取

組
事

項
＞

 
 

 
・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

拡
大

以
降

、
す

べ
て

オ
ン

ラ
イ

ン
で

開
催

し
て

き
た

組
織

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

研
修

、
O
JT

推
進
研

修
等

、
管

理
監

督
職

層
を

対
象

と

し
た

研
修

に
つ

い
て

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

は
、

活
発

な
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
等

を
行

う
研

修
を

対
面

開
催

と
し

、
座

学
形

式
の

知
識

教
授

型
研

修
を

オ
ン

ラ
イ

ン

開
催

と
す

る
等

、
研

修
の

目
的

等
に

応
じ

て
開

催
方

法
を

整
理

し
て

実
施

し
た

。
ま

た
、
S
DG
s
研

修
や
管

理
職

を
対

象
と

し
た

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
推

進
研

修
を

新
た

に

実
施

し
た

。
 

 
 
・「

法
人

職
員

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

」、
「

ヒ
ヤ

リ
・
ハ

ッ
ト

及
び

事
故

事
例

集
」
の

活
用

促
進

及
び

更
新

を
行

う
と

と
も

に
、
チ

ュ
ー

タ
ー

制
度

の
運

用
等

に
よ

り
、
若

手
職

員

向
け

に
着

実
な

O
JT

を
実

施
し

た
。

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 
 

 
・

管
理

監
督

職
に

必
要

な
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
能

力
の

伸
長

を
意

図
し

た
研

修
、

社
会

情
勢

等
を

踏
ま

え
た

新
た

な
研

修
等

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
組

織
力

の
向

上
が

図
ら

れ

た
。

 

 
 

・
主

に
新

規
採

用
職

員
を

対
象

に
き

め
細

や
か

な
支

援
を

行
い

、
着

実
な

人
材

育
成

を
推

進
し

た
。

 

 （
２

）
職

員
の

キ
ャ

リ
ア

形
成

意
識

の
醸

成
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
年

間
を

通
じ

て
各

所
属

長
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
行

い
、

各
所

属
の

課
題

及
び

各
職

員
の

状
況

・
勤

務
実

績
を

客
観

的
か

つ
継

続
的

に
把

握
し

た
。

 
 

 
・

採
用

３
年

目
の

職
員

を
対

象
に

、
職

員
講

話
を

含
む

「
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
研

修
」

を
実

施
し

、
1
5
人

が
受

講
し

た
。

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
各

事
務

組
織

に
お

け
る

課
題

及
び

職
員

の
勤

務
状

況
を

踏
ま

え
た

配
置

及
び

業
績

評
価

を
実

施
し

、
所

属
長

と
職

員
の

面
談

な
ど

を
通

じ
、
各

職
員

の
キ

ャ
リ

ア
形

成

促
進

及
び

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
向

上
が

図
ら

れ
た

。
 

・「
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
研

修
」
で

は
、
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

度
か

ら
職

員
４

名
に

よ
る

講
話

を
新

た
に

実
施

し
、
法

人
職

員
と

し
て

の
キ

ャ
リ

ア
ビ

ジ
ョ

ン
を

よ
り

具
体

的
に

考
え

る
機

会
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
主

体
的

に
キ

ャ
リ

ア
を

形
成

す
る

力
及

び
目

標
設

定
力

の
向

上
が

図
ら

れ
た

。
 

 
 中

期
計

画
番

号
 

4
-
0
7

 
⑧

専
門

職
人

材
に

つ
い

て
、

文
部

科
学

省
の

動
向

や
他

大
学

へ
の

調
査

等
を

踏
ま

え
た

人
事

制
度

等
の

在
り

方
を

検
討

し
、

一
層

の
活

用
を

図
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
国

や
他

大
学

等
の

動
向

を
注

視
す

る
と

と
も

に
、
専

門
職

に
求

め

ら
れ

る
役

割
、
具

体
的

な
業

務
内

容

等
に

つ
い

て
分

析
し

、
専

門
職

人
材

の
一

層
の

活
用

に
向

け
た

制
度

等

の
検

討
を

進
め

る
。

 

（
１

）
専

門
職

人
事

制
度

の
検

証
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
・

令
和

２
（

2
0
20

）
年

度
に

改
正

し
た

U
RA

の
人

事
・

給
与

制
度
に

関
し

て
、

成
果

主
義

に
基

づ
く

処
遇

の
反

映
を

行
っ

た
。

 

 
 

・
高

度
な

専
門

性
が

求
め

ら
れ

る
ポ

ス
ト

の
必

要
性

を
精

査
し

、
専

門
職

人
材

の
採

用
を

行
っ

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

 
 

・
U
RA

に
お

い
て

勤
務

実
績
等

を
反

映
し

た
処

遇
を

行
う

こ
と

な
ど

に
よ

り
、

専
門

職
の

一
層

の
活

用
に

つ
な

げ
た

。
 

・
研

究
機

器
共

用
分

野
等

、
高

度
な

専
門

性
を

要
す

る
ポ

ス
ト

の
人

材
を

計
1
5
人

確
保

、
配

置
し

た
。
 

－
内

訳
：

事
務

（
人

事
制

度
）

１
人

、
事

務
（

機
器

共
用

）
１

人
、

事
務

（
国

際
）

１
人

、
事

務
（

情
報

）
２

人
、

U
R
A
７

人
、

キ
ャ

リ
ア
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
２

人
、

技

術
１

人
 

 中
期

計
画

番
号

 

4
-
0
8

 
⑨

研
修

の
効

果
的

な
実

施
等

に
よ

り
、
「

公
立

大
学

法
人

首
都

大
学

東
京

 
国

際
化

に
対

応
す

る
職

員
育

成
方

針
」

を
着

実
に

推
進

し
、

T
O
E
I
C
ス

コ
ア

【
6
0
0
点

以
上

】
を

取
得

し
て

い
る

職
員

の
割

合
を

【
2
5
％

以
上

】
に

高
め

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆
【

継
続

】
集

合
研

修
で

あ
る
「

実
用

英
語

研
修

」
、
「

英
語

学
習

法
講

演
会

」

及
び

語
学

力
向

上
を

目
的

と
し

た
自

己
研

修
の

制
度

に
よ

り
、
職

員
の

語
学

力
の

底
上

げ
及

び
更

な
る

能
力

伸
長

を
行

う
。
ま

た
、
海

外
研

修
プ

ロ
グ

ラ

ム
に

つ
い

て
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル

ス
感

染
症

の
状

況
を

踏
ま

え
、
派

遣
の

可
否

を
慎

重
に

検
討

す
る

。
以

上
に

よ

り
、

T
O
E
I
C
ス

コ
ア

6
0
0
点

以
上

を
取

得
し

て
い

る
職

員
の

割
合

を
2
5
％

以

上
に

高
め

る
。
（

1
-
5
7
再

掲
）

 

（
１

）
職

員
の

語
学

力
の

向
上

に
向

け
た

取
組

 

＜
取

組
事

項
＞

 
 

 
・
「

実
用

英
語

研
修

」
は

、
大

学
職

員
の

業
務

に
特

化
し

た
テ

キ
ス

ト
を

用
い

て
全

９
回

を
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
実

施
し

、
７

人
が

受
講

し
た

。
 

 
 

・
「

英
語

学
習

法
講

演
会

」
を

T
O
E
I
C
試

験
に

特
化

し
た

内
容

で
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

に
よ

り
実

施
し

、
８

人
が

受
講

し
た

。
 

 
 
 
 
・
「

語
学

研
修

（
英

語
）
」

を
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
実

施
し

、
５

人
が

受
講

し
た

。
 

 
 

・
T
O
E
I
C
-
I
P
テ

ス
ト

は
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
実

施
し

、
延

べ
3
9
人

が
受

験
し

た
。

 
 

 
・

海
外

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
、

短
期

語
学

集
中

型
は

２
人

を
派

遣
し

た
。
（

図
表

4
-
0
8
-
2
）

ま
た

、
東

京
都

が
実

施
す

る
「

国
際

競
争

力
強

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

海

外
調

査
コ

ー
ス

）
」

の
採

択
を

受
け

、
イ

ギ
リ

ス
へ

職
員

３
人

を
派

遣
し

た
。

 
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

 
 

・
講

師
と

の
双

方
向

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
伴

う
研

修
を

オ
ン

ラ
イ

ン
で

実
施

し
、

業
務

に
活

用
で

き
る

語
学

力
の

修
得

に
資

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

 
 

・
T
O
E
I
C
ス

コ
ア

6
0
0
点

以
上

を
取

得
し

て
い

る
職

員
の

割
合

を
2
5
.
1
％

に
高

め
た

。
な

お
、

正
規

職
員

に
お

け
る

T
O
E
I
C
6
0
0
点

以
上

の
ス

コ
ア

取
得

者
は

3
3
.
2
％

と
な

っ
た

。
（

図
表

4
-
0
8
-
1
）

 
 

【
図

表
4
-
0
8
-
1
　

T
O
E
I
C
ス

コ
ア

6
0
0
点

以
上

取
得

職
員

状
況

】
（

単
位

：
人

、
％

）
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度
1
0
1

1
1
8

1
2
6

1
2
8

1
3
5

1
4
4

1
8
.
7

2
1
.
1

2
2
.
0

2
2
.
7

2
4
.
3

2
5
.
1

5
3
9

5
6
0

5
7
3

5
6
4

5
5
6

5
7
4

※
職

員
数

は
、

正
規

職
員

、
都

派
遣

職
員

、
特

定
任

用
職

員
及

び
非

常
勤

契
約

職
員

の
合

計

取
得

職
員

数
取

得
職

員
割

合
（

参
考

）
職

員
数

 
 

【
図

表
4
-
0
8
-
2
　

海
外

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
派

遣
実

績
】

（
単

位
：

人
）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度

海
外

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学

（
ア
メ
リ
カ
、
8
週
間
）

海
外

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
＜
語
学
・
海
外
大
学
業
務
経
験
型
＞

ウ
ォ
ー
タ
ー
ル
ー
大
学

（
カ
ナ
ダ
、
8
週
間
）

2
2

2
中

止
中

止
中

止

海
外

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
＜
短
期
語
学
集
中
型
＞

フ
ィ
リ
ピ
ン
語
学
学
校

（
2
週
間
）

2
2

2
中

止
中

止
2

合
計

4
4

4
0

0
2

※
ジ

ョ
ー

ジ
タ

ウ
ン

大
学

で
の

研
修

は
2
8
年

度
で

終
了

派
遣

先
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 中
期

計
画

番
号

 

4
-
0
8

 
⑨

研
修

の
効

果
的

な
実

施
等

に
よ

り
、
「

公
立

大
学

法
人

首
都

大
学

東
京

 
国

際
化

に
対

応
す

る
職

員
育

成
方

針
」

を
着

実
に

推
進

し
、

T
O
E
I
C
ス

コ
ア

【
6
0
0
点

以
上

】
を

取
得

し
て

い
る

職
員

の
割

合
を

【
2
5
％

以
上

】
に

高
め

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆
【

継
続

】
集

合
研

修
で

あ
る
「

実
用

英
語

研
修

」
、
「

英
語

学
習

法
講

演
会

」

及
び

語
学

力
向

上
を

目
的

と
し

た
自

己
研

修
の

制
度

に
よ

り
、
職

員
の

語
学

力
の

底
上

げ
及

び
更

な
る

能
力

伸
長

を
行

う
。
ま

た
、
海

外
研

修
プ

ロ
グ

ラ

ム
に

つ
い

て
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル

ス
感

染
症

の
状

況
を

踏
ま

え
、
派

遣
の

可
否

を
慎

重
に

検
討

す
る

。
以

上
に

よ

り
、

T
O
E
I
C
ス

コ
ア

6
0
0
点

以
上

を
取

得
し

て
い

る
職

員
の

割
合

を
2
5
％

以

上
に

高
め

る
。
（

1
-
5
7
再

掲
）

 

（
１

）
職

員
の

語
学

力
の

向
上

に
向

け
た

取
組

 

＜
取

組
事

項
＞

 
 

 
・
「

実
用

英
語

研
修

」
は

、
大

学
職

員
の

業
務

に
特

化
し

た
テ

キ
ス

ト
を

用
い

て
全

９
回

を
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
実

施
し

、
７

人
が

受
講

し
た

。
 

 
 

・
「

英
語

学
習

法
講

演
会

」
を

T
O
E
I
C
試

験
に

特
化

し
た

内
容

で
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

に
よ

り
実

施
し

、
８

人
が

受
講

し
た

。
 

 
 
 
 
・
「

語
学

研
修

（
英

語
）
」

を
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
実

施
し

、
５

人
が

受
講

し
た

。
 

 
 

・
T
O
E
I
C
-
I
P
テ

ス
ト

は
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
実

施
し

、
延

べ
3
9
人

が
受

験
し

た
。

 
 

 
・

海
外

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
、

短
期

語
学

集
中

型
は

２
人

を
派

遣
し

た
。
（

図
表

4
-
0
8
-
2
）

ま
た

、
東

京
都

が
実

施
す

る
「

国
際

競
争

力
強

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

海

外
調

査
コ

ー
ス

）
」

の
採

択
を

受
け

、
イ

ギ
リ

ス
へ

職
員

３
人

を
派

遣
し

た
。

 
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

 
 

・
講

師
と

の
双

方
向

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
伴

う
研

修
を

オ
ン

ラ
イ

ン
で

実
施

し
、

業
務

に
活

用
で

き
る

語
学

力
の

修
得

に
資

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

 
 

・
T
O
E
I
C
ス

コ
ア

6
0
0
点

以
上

を
取

得
し

て
い

る
職

員
の

割
合

を
2
5
.
1
％

に
高

め
た

。
な

お
、

正
規

職
員

に
お

け
る

T
O
E
I
C
6
0
0
点

以
上

の
ス

コ
ア

取
得

者
は

3
3
.
2
％

と
な

っ
た

。
（

図
表

4
-
0
8
-
1
）

 
 

【
図

表
4
-
0
8
-
1
　

T
O
E
I
C
ス

コ
ア

6
0
0
点

以
上

取
得

職
員

状
況

】
（

単
位

：
人

、
％

）
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度
1
0
1

1
1
8

1
2
6

1
2
8

1
3
5

1
4
4

1
8
.
7

2
1
.
1

2
2
.
0

2
2
.
7

2
4
.
3

2
5
.
1

5
3
9

5
6
0

5
7
3

5
6
4

5
5
6

5
7
4

※
職

員
数

は
、

正
規

職
員

、
都

派
遣

職
員

、
特

定
任

用
職

員
及

び
非

常
勤

契
約

職
員

の
合

計

取
得

職
員

数
取

得
職

員
割

合
（

参
考

）
職

員
数

 
 

【
図

表
4
-
0
8
-
2
　

海
外

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
派

遣
実

績
】

（
単

位
：

人
）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度

海
外

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学

（
ア
メ
リ
カ
、
8
週
間
）

海
外

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
＜
語
学
・
海
外
大
学
業
務
経
験
型
＞

ウ
ォ
ー
タ
ー
ル
ー
大
学

（
カ
ナ
ダ
、
8
週
間
）

2
2

2
中

止
中

止
中

止

海
外

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
＜
短
期
語
学
集
中
型
＞

フ
ィ
リ
ピ
ン
語
学
学
校

（
2
週
間
）

2
2

2
中

止
中

止
2

合
計

4
4

4
0

0
2

※
ジ

ョ
ー

ジ
タ

ウ
ン

大
学

で
の

研
修

は
2
8
年

度
で

終
了

派
遣

先
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大大
項項
目目

番番
号号
  

３３
１１
  

教教
育育
研研
究究
組組
織織
のの
見見
直直

しし
等等

 

２
 
教
育
研
究
組
織
の
見
直

し
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

（
中
期
目
標
）
 

○
必
要
な
選
択
と
集
中
に
よ

り
東

京
都

立
大

学
の

強
み

を
更

に
生

か
す

と
と

も
に

、
各

教
育

研
究

組
織

の
目

的
や

教
育

研
究

内
容

を
よ

り
的

確
に

表
す

た
め

、
学

部
や

大
学

院
研

究
科

を
再

編
す
る
。
 
 

○
東
京
都
立
産
業
技
術
大
学

院
大

学
や

東
京

都
立

産
業

技
術

高
等

専
門

学
校

に
お

い
て

、
時

代
の

変
化

や
社

会
ニ

ー
ズ

、
高

等
教

育
改

革
の

動
向

を
踏

ま
え

て
教

育
研

究
の

質
を

更
に

向
上

し
て
い
く
た
め
、
教
育
プ
ロ

グ
ラ

ム
や

組
織

を
不

断
に

見
直

す
。

 
 

○
法
人
内
に
性
質
の
異
な
る

３
つ

の
教

育
研

究
機

関
が

あ
る

と
い

う
特

性
を

最
大

限
に

活
用

す
る

た
め

、
２

大
学

１
高

専
の

連
携

の
促

進
と

そ
の

在
り

方
を

検
討

す
る

。
 
 

 

中
期
計
画
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
 

自
己

評
価
 

◇
東
京
都
立
大
学
の
教
育
研
究
組
織
の
見
直
し
等
 

【
4
-
09

】
①
東
京
都
立
大
学
の
設
置
理
念
を
堅
持
し
つ
つ
、
高
度

化
・
複

雑
化

す
る
社
会

的
要
請
に
的
確
に
応
え
て
い
く
た
め
、
質

の
高

い
教

育

の
提
供
と

研
究
力
の
更
な
る
強
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と

し
て

、

【
平
成

3
0（

2
01

8
）
年
度
】
に
教
育
研
究
組
織
の
再

編
成

及
び

全

学
的
機
能

の
強
化
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
教
育
研

究
組

織
の

再
編

成
に
合
わ

せ
、
学
長
の
裁
量
に
よ
る
教
員
採
用
枠
の

拡
大

な
ど

、

教
員
の
戦

略
的
な
採
用
を
進
め
る
。
 

       ◇
東
京
都
立
産
業
技
術
大
学
院
大
学
の
教
育
研
究
組
織
の
見
直

し
等

 

【
4
-
10

】
②
東
京
都
立

産
業
技
術
大
学
院
大
学
に
お
い
て
は
、
設

置
理

念
に

基

づ
き
強
み

を
伸
ば
す
と
と
も
に
、
社
会
的
要
請
に
応

え
た

教
育

研

究
を
実
施

し
て
い
く
。
ま
た
、
産
業
界
の
動
向
や
社

会
人

の
学

び

直
し

に
対

す
る

機
運

の
高

ま
り

等
大

学
を

取
り

巻
く

環
境

の
変

化
を
踏
ま

え
、
新
し
い
顧
客
の
開
拓
に
向
け
て
、
新

た
な

専
攻

横

断
型
の
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展
開
等
、
必
要
な
見
直

し
を

実
施

し

て
い
く
。

 

 ◇
東
京
都
立
産
業
技
術
高
等
専
門
学
校
の
教
育
研
究
組
織
の
見

直
し

等
 

【
4
-
11

】
③
東
京
都
立

産
業
技
術
高
等
専
門
学
校
に
お
い
て
は

、
設

置
理

念
に

基
づ
き
強

み
を
伸
ば
す
と
と
も
に
、
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ

技
術

者

や
航

空
技

術
者

の
育

成
等

社
会

的
要

請
に

応
え

た
教

育
研

究
を

実
施
し
て

い
く
。
ま
た
、
国
の
高
等
教
育
改
革
や

社
会

の
変

革
を

も
た
ら
す

第
４
次
産
業
革
命
の
中
で
、
新
し
い
も
の

づ
く

り
を

牽

引
す
る
実

践
的
技
術
者
を
育
成
す
る
た
め
、
教
育
プ

ロ
グ

ラ
ム

及

び
教
育
研

究
組
織
の
適
切
な
見
直
し
を
実
施
し
て
い

く
。

 

   

 【
4
-
09

】・
平

成
29

（
20
17

）
年
度

に
、

エ
ビ

デ
ン

ス
に

基
づ

く
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

取
り

組
む

体
制

を
整

備
す

る
た

め
教

学
 

I
R
推

進
室

を
、

ま
た

学
部

入
学

者
選

抜
を

円
滑

に
実

施
す

る
体

制
を

整
備

す
る

た
め

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

セ
ン

タ
ー

を
設

置
し

、
全

学
的

機
能

を
強

化
し

た
。

 

・
平

成
3
0
（
2
01

8
）

年
度

に
、

都
立

大
の

設
置

理
念

を
堅

持
し

つ
つ

、
高

度
化

・
複

雑
化

す
る

社
会

的
要

請
に

的
確

に

応
え

て
い

く
た

め
、

質
の

高
い

教
育

の
提

供
と

研
究

力
の

更
な

る
強

化
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

、
教

育
研

究
組

織
の

再
編

成
を

実
施

し
た

。
 

・
平

成
3
1
（
2
01

9
）

年
４

月
に

、
外

国
語

教
育

の
環

境
整

備
及

び
一

層
の

充
実

を
図

る
た

め
に

外
国

語
教

室
を

、
教

員

養
成

教
育

の
整

備
及

び
一

層
の

充
実

を
図

る
た

め
教

職
課

程
セ

ン
タ

ー
を

設
置

し
、

全
学

的
機

能
を

強
化

し
た

。
 

・
学

長
裁

量
枠

に
つ

い
て

、
都

立
大

の
全

学
的

な
研

究
力

強
化

に
向

け
、

柔
軟

な
教

員
採

用
を

可
能

と
す

る
た

め
、

教

員
人

事
計

画
決

定
後

以
降

で
あ

っ
て

も
、

傑
出

し
た

研
究

実
績

が
あ

る
人

材
で

、
採

用
時

期
な

ど
特

段
の

事
情

の
あ

る
場

合
に

は
、

年
度

途
中

で
の

追
加

配
分

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
指

名
人

事
に

つ
い

て
、「

戦
略

的
な

教
員

人
事

に
係

る
方

針
」

の
見

直
し

を
行

う
と

と
も

に
、

同
方

針
に

基
づ

き
、

特
別

招
聘

教
授

な
ど

の
高

水
準

の
人

材
の

確
保

を
推

進
し

た
。

 

  【
4
-
10

】
社

会
的

要
請

を
踏

ま
え
た

研
究

科
再

編
（

事
業

設
計

工
学

コ
ー

ス
の

設
置

）、
文

部
科

学
省

や
東

京
都

の
補

助
金

事
業

で

の
履

修
証

明
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
、
単

位
バ

ン
ク
登

録
者

へ
の

正
課

へ
誘

導
を

目
的

と
し

た
説

明
会

の
実

施
等
に

よ
り

、

新
し

い
顧

客
の

開
拓

と
し

て
、
第

三
期

中
期

目
標

期
間

の
年

平
均

志
願

者
数

が
1
67

人
（

第
二

期
1
21

人
、
第
一

期
1
17

人
）

と
増

加
し

た
。

 

     【
4
-
11

】・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技
術

者
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
お

い
て

、
平

成
3
0（

20
18

）
年

度
の

第
一
期

生
か

ら
令

和
４
（

2
02

2
）

年
度

ま
で

の
５

年
間

で
、

専
攻

科
を

含
め

た
修

了
者

が
計

5
2
人

と
な
っ

た
。

 

・
航

空
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、
航

空
機
の

整
備

関
連

技
術

を
学

ぶ
た

め
の
「

航
空

実
習

館
 

汐
風

」
を

完
成
さ

せ
る

と
と

も
に

、
令

和
元
（

2
0
1
9）

年
度

か
ら

令
和

４
（

2
0
2
2
）
年
度

ま
で

の
４

年
間

で
、
計

3
0
人

の
修

了
生

を
輩
出

し
た

。
 

・
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

い
て

、
本

科
教

育
コ

ー
ス

の
再

編
を

行
い

、
令

和
３

年
度

入
学

の
学

生
が

２
年

生
に

な
る

令
和

４
年

度
か

ら
新

コ
ー

ス
「

A
I
ス

マ
ー

ト
工

学
コ
ー

ス
」
及

び
「

情
報

シ
ス

テ
ム

工
学

コ
ー

ス
」
を

開
講

し
た

。
令

和
５

（
2
0
23

）
年

度
入

試
の

出
願

時
に
お

け
る

希
望

コ
ー

ス
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

の
結

果
、「

未
定

」
と

回
答

し
た

8
6
人

を
除

き
、
情

報
シ

ス
テ

ム
工

学
コ

ー
ス

に
あ

っ
て

は
目

標
の

希
望

者
割

合
で

あ
る

1
2
％

を
大

き
く

上
回

る
2
2.

4
％

と
な

り
、

Ａ
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          ◇
各
大
学
・
高
等
専
門
学
校
の
連
携
 

【
4
-
12

】
◆
④
法
人
内

に
性
質
の
異
な
る
３
つ
の
教
育
研
究
機

関
が

あ
る

特

性
を
生
か
し

、
各
大
学
・
高
等
専
門
学
校
が
連
携
し

て
海

外
交

流

プ
ロ
グ
ラ
ム

等
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
更
な
る
連
携

を
促

進
す

る

た
め
に
、
課

題
の
検
証
を
踏
ま
え
つ
つ
、
新
た
な
連

携
の

在
り

方

に
つ
い
て
、

法
人
全
体
で
一
体
と
な
っ
て
検
討
を
進

め
る

。
 

A
I
ス

マ
ー

ト
工

学
コ

ー
ス

に
あ

っ
て

は
目

標
を

わ
ず

か
に

下
回

る
1
1.

7
％

で
あ

っ
た

も
の

の
、

全
８

コ
ー

ス
中

２
番

目
の

人
気

と
な

り
、

い
ず

れ
の

コ
ー

ス
も

令
和

４
（

2
0
22

）
年

度
の
出

願
時

ア
ン

ケ
ー

ト
比

で
プ

ラ
ス

と
な

っ
た

。
 

・
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

い
て

、
令

和
３
（

2
02

1）
年

度
か

ら
コ

ー
ス

横
断

型
の

医
工

連
携

教
育
・
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

を
開

始
し

た
。
医

工
連

携
教

育
・
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の
「

未
来

工
学

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
」
に

お
い

て
、
第

一
期

生
（

本

科
４

年
生

）
及

び
第

二
期

生
（

本
科

３
年

生
）

各
1
6
人

に
対

し
デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

の
基

礎
と

な
る

統
計

学
の

学
習

と
と

も
に

、
A
I
を
活

用
し

た
画

像
認

識
の

コ
ン

ペ
テ

ィ
シ

ョ
ン

を
実

施
す

る
な

ど
の

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ
ー

ニ
ン

グ
を

導

入
し

た
授

業
展

開
を

通
し

て
、
着

実
に

学
び

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
、
第

三
期
（

令
和

５
（

2
0
2
3
）
年
度

）
は

選
抜
に

よ
り

、
2
1
人

の
希

望
者

中
14

人
の

受
講

が
決

定
し

た
。

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
で

は
、

都
立

大
、

都
健

康
長

寿
医

療
セ

ン

タ
ー

、
中

小
企

業
振

興
公

社
等

と
連

携
し

、
1
1
講

座
を

開
講

し
た

。
 

  【
4
-
12

】
２

大
学

１
高

専
の

学
生
の

課
題

解
決

力
や

英
語

を
含

む
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
向

上
を

目
的

と
す

る
グ

ロ
ー

バ

ル
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

G
C
P
）

に
つ

い
て

、
新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

第

８
回

（
令

和
２

（
2
0
20
）

年
度

）
は

中
止

と
な

っ
た

が
、

第
９

回
（

令
和

３
（

2
0
21
）

年
度

）
に

つ
い
て

は
オ

ン
ラ

イ

ン
を

活
用

の
上

実
施

し
、

第
1
0
回
（

令
和

４
（
2
0
22
）

年
度

）
に

つ
い

て
は

感
染

症
対

策
を

講
じ

た
上

で
シ

ン
ガ

ポ

ー
ル

へ
渡

航
し

、
渡

航
期

間
中

も
現

地
の

感
染

状
況

や
学

生
の

活
動

状
況

を
確

認
で

き
る

体
制

構
築

の
下

で
、

海
外

プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

た
。

あ
わ

せ
て

、
高

専
の

専
攻

科
生

と
そ

の
指

導
教

員
が

共
同

研
究

代
表

者
と

な
り

、
都

立
大

又

は
産

技
大

が
研

究
協

力
を

行
う

第
三

期
共

同
研

究
 
専

攻
科

Co
-L
ab
o.

に
つ

い
て

、
平

成
30

（
20
18

）
年

度
か

ら
令

和

４
（

2
0
22

）
年

度
ま

で
の

５
年

間
で

2
0
件

の
研

究
を

採
択

・
実

施
し
た

。
ま

た
、

各
校

事
務

職
員

に
よ

る
W
G
や

各
校

教
員

と
の

意
見

交
換

を
行

い
、

令
和

２
（

2
0
20
）

年
度

に
今

後
の

中
長

期
的

な
目

標
と

取
組

案
、

検
討

体
制

を
示

し
た

「
新

た
な

連
携

の
在

り
方

」
を

２
大

学
１

高
専

で
作

成
し

、
関

係
者

と
検

討
を

進
め

た
。

 

 

  

第
三
期
中
期
目
標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
））

 

【【
評評
定定
：：
３３

】】
  

・
産
業
界
や
社
会
の
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
職
業
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
や

本
科

教
育

コ
ー

ス
再

編
等

、
産

技
高

専
に

お
け

る
教

育
研

究
プ

ロ
グ

ラ
ム
の

積
極

的
な

改
革

に
つ

い
て

は
、
法

人
部

門
の

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

も
あ

り
、
順

調
に

進
行
し
て
い
る
。
 

・
２
大
学
１
高
専
の
連
携
に
関
し
て
、
現
場
教
職
員
の
情
報

交
換

・
意

見
交

換
の

機
会

が
設

け
ら

れ
た

こ
と

に
よ

り
、

実
状

に
即

し
た

取
組

が
進

む
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
。

今
後

、
魅

力
的

な
事

業
へ

と
具

体
的

に
結

び
つ

く
な
ど
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
連
携
が
促
進
さ
れ
る
こ
と

を
期

待
す

る
。

 

 

 
年

度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
4
-
09

】【
平
成

30
年
度
】
か
ら
の
教
育
研
究
組
織
の
再

編
成

に
つ

い
て

、
文

部
科

学
省

に
３

学
部

４
研

究

科
の

届
出
設
置
を
行
い
受
理
さ
れ
た
。
 

【
4
-
09

】
学
長

裁
量
に
よ
る
教
員
採
用
枠
を
４
部
局
５
枠

確
保

し
た

。
 

【
4
-
09
】
高
い
専

門
性
と
豊
富
な
実
務
経
験
を
有
す
る

人
材

を
確

保
す

る
為

、
指

名
人

事
に

よ
る

採
用

を
３

件
行

っ
た
。
 

【
4
-
10
】
起
業
に

お
け
る
新
規
事
業
開
発
や
起
業
・
創

業
を

担
う

人
材

を
育

成
す

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

検
討

に
着

手
し
た
。
 

【
4
-
11

】
<
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
>
サ
イ
バ
ー
レ
ン
ジ
を
用

い
た

人
材

育
成

を
開

始
す

る
と

と
も

に
連

携
企

業

等
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
た
。

ま
た

、
企

業
等

と
の

協
定

を
新

規
に

締
結

し
た

。
 
 

<
航
空
技
術
者
>
教
材
や
施
設
環
境
の
整
備
を
実

施
し

た
。

 

【
4
-
12

】
既
存
の
２
大
学
１
高
専
連
携
事
業
に
加
え
、

新
た

な
共

同
研

究
事

業
を

検
討

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
産

技
高

専
の

専
攻

科
生
と

指
導

教
員

が
共

同
研

究
代

表
者

と
な

っ
て

、
首

都
大

、
産

技
大

の
教

員
や

大

学
院

生
が

指
導

・
助

言
を

行
う

共
同

研
究

事
業

の
検

討
が

行
わ

れ
た

点
が

評
価

で
き

る
。

 

Ⅳ　業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置

－ 351 －



3
0  

【
4
-
09

】
平
成

30
年
度
の
教
育
研
究
組
織
の
再
編
成
に
係

る
履

行
状

況
調

査
が

指
摘

な
し

で
受

理
さ

れ
た

。
 

【
4
-
09

】
学
長

裁
量
に
よ
る
教
員
採
用
枠
を
３
部
局
４

枠
確

保
し

た
。

 

【
4
-
09
】
高
い
専

門
性
と
豊
富
な
実
務
経
験
を
有
す
る

人
材

を
確

保
す

る
た

め
、
指

名
人

事
に

よ
る

採
用

を

６
件

行
っ
た
。
 

【
4
-
10
】
起
業
・
創
業
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
新

設
を

中
心

に
、
研

究
科

再
編

を
見

据

え
て

検
討
し
、
授
業
科
目
を
決
定
し
た
。
 

【
4
-
10
】
将
来
構

想
検
討
委
員
会
を
中
心
に
、
研
究
科
再

編
に

向
け

検
討

を
重

ね
、
検

討
の

結
果

を
反

映
し
、

事
前

相
談
書
類
を
文
部
科
学
省
に
提
出
し
た
。

 

【
4
-
1
1
】
<
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
>
1
0

名
の
本
科
プ
ロ
グ

ラ
ム

修
了

１
期

生
を

輩
出

し
、

全
員

が
専

攻
科

へ

の
進
学
又
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
関
連
企
業
へ
の
就

職
が

決
定

し
た

。
 

<
航
空

技
術
者
>
１
期
生
７
名
全
員
が
航
空
関

連
企

業
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
参

加
し

た
。

 

【
4
-
12

】
大
都
市
東
京
の
課
題
解
決
を
行
う
「
都
市
課
題

戦
略

機
構

」
を

設
置

し
た

。
平

成
3
0
年

度
に
つ

い
て
は
観
光
分
野
に
お
け
る
課
題
を
検
討
し

、
事

業
成

果
を

東
京

都
に

対
し

て
報

告
し

た
。

 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
高

い
専

門
性

と
豊

富
な

実
務

経
験

を
有

す
る

人
材

確
保

の
た

め
、
首

都
大

と
産

技
大

で
指

名
人

事
に

よ
る

採
用

を
６

件
行

っ
た

。
 

・
２

大
学

１
高

専
の

連
携

に
つ

い
て

、
大

学
・

高
専

連
携

会
議

を
設

け
て

、
連

携
の

在
り

方
に

つ
い

て
の

検
討

が
行

わ
れ

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
が

、
引

き
続

き
、

２
大

学
１

高
専

が
設

置
さ

れ
て

い
る

法
人

の

強
み

を
生

か
し

た
取

組
が

推
進

さ
れ

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

 

元  

【
4
-
09

】
平
成

31
（
20
19
）
年
４
月
に
、
外
国
語
教
育

室
及

び
教

職
課

程
セ

ン
タ

ー
を

設
置

し
た

。
ま

た
、

令
和

２
（
2
0
20

）
年
４
月
に
設
置
す
る
生
涯

学
習

推
進

セ
ン

タ
ー

の
設

置
準

備
を

行
っ

た
。

 

【
4
-
09

】
学
長

裁
量
に
よ
る
教
員
採
用
枠
を
４
部
局
５
枠

確
保

し
た

。
 

【
4
-
09
】
高
い
専

門
性
と
豊
富
な
実
務
経
験
を
有
す
る

人
材

を
確

保
す

る
た

め
、
指

名
人

事
に

よ
る

採
用

を

４
件

行
っ
た
。
 

【
4
-
10

】
令
和
２
（
20
20
）
年
度
の
研
究
科
再
編
に
よ
る

起
業
・
創

業
・
事

業
承

継
を

視
野

に
入

れ
た

学
位

プ
ロ

グ
ラ
ム
実
施
に
向
け
て
教
材
開
発
等
必
要

な
準

備
を

実
施

し
た

。
 

【
4
-
11

】
<
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術
者
>
専
攻
科
課
程

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

始
し

た
。
３

名
の

２
期

修
了

生

を
輩

出
し
た
。
 

<
航
空

技
術
者
>
新
航
空
実
習
館
「
汐
風
」
で

実
習

授
業

を
開

始
し

た
。
７

名
の

１
期

修
了

生
を

輩

出
し

、
全
員
の
主
要
航
空
企
業
へ
の
就
職
が

決
定

し
た

。
 

【
4
-
12
】「

教
育
・
研
究
」
に
、
新
た
に
「
学
生
交
流
・
社

会
貢

献
」、

「
業

務
効

率
」

を
加

え
た

３
分

野
の

今
後

の
中
長
期
的
な
目
標
と
取
組
案
を
示
し
た

新
た

な
連

携
の

在
り

方
（

案
）

を
取

り
ま

と
め

た
。

 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
２

大
学

１
高

専
に

お
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
状

況
に

応
じ

た
教

育
研

究
組

織
の

見
直

し
が

行
わ

れ
て

い
る

。
 

・
２

大
学

１
高

専
の

職
員
に

よ
る

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
の

立
上

げ
等

を
通

じ
て

、
各

校
の

新
た

な
連

携
の

在
り

方
に

関
す

る
今

後
の

中
長

期
的

な
目

標
と

取
組

案
を

取
り

ま
と

め
た

。
 

・
２

大
学

１
高

専
の

新
た

な
連

携
の

取
組

に
つ

い
て

、
実

施
へ

向
け

た
ス

テ
ッ

プ
が

進
む

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

２ 

【
4
-
09

】
学
長

裁
量
に
よ
る
教
員
採
用
枠
を
１
部
局
１

枠
確

保
し

た
。

 

【
4
-
09
】
高
い
専

門
性
と
豊
富
な
実
務
経
験
を
有
す
る

人
材

を
確

保
す

る
た

め
、
指

名
人

事
に

よ
る

採
用

を

１
名

行
っ
た
。
 

【
4
-
10
】
産
技
大
に
お
い
て
、
研
究
科
を
再
編
し
た
初

年
度

と
し

て
起

業
・
創

業
・
事

業
承

継
を

視
野

に
入

れ
た

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
含
む
新
専
攻
全
体
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
着

実
に

実
施

し
た

。
ま

た
、
文

部
科

学
省
の
公
募
事
業
で
あ
る
「
大
学
改
革
推

進
等

補
助

金
（

デ
ジ

タ
ル

活
用

教
育

高
度

化
事

業
）

『
デ

ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
大
学
・
高
専
教
育
高

度
化

プ
ラ

ン
』」

に
採

択
さ

れ
た

。
 

【
4
-
11

】
<
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術
者
>
本
科
で
は
９
名
、
専

攻
科

で
は

初
の

３
名

の
修

了
生

を
輩

出
し

た
。
 

<
航
空
技
術
者
>
本
科
５
年
生
７
名
の
修
了
生
を

輩
出

し
た

。
 

【
4
-
11

】
高
専
に
お
け
る
出
願
時
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で

品
川

の
本

科
教

育
コ

ー
ス

再
編

に
つ

い
て

は
約

４
割

が
新

コ
ー
ス
を
希
望
し
、
荒
川
の

医
工
連
携

教
育
・
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

つ
い

て
は

約
６

割
が

興
味

を
示
し
た
。
 

【
4
-
1
2】

「
都
市
課
題
戦
略

機
構
」

に
お
い
て
、

ウ
ィ
ズ

コ
ロ

ナ
・

ア
フ

タ
ー

コ
ロ

ナ
時

代
を

踏
ま

え
た

観

光
の

あ
り
方
を
探
究
し
、
観
光
施
策
に
関
す
る

提
言

な
ど

最
終

的
な

事
業

成
果

を
東

京
都

へ
報

告

し
た

。
 

【
4
-
12

】
こ
れ

ま
で
の
取
組
を
総
括
し
た
「
大
学
高
専
連

携
 

第
三

期
中

期
計

画
上

半
期

報
告

書
」

と
、

今
後
の
中
長
期
的
な
目
標
と
取
組
案
、
検
討

体
制

を
示

し
た

「
新

た
な

連
携

の
在

り
方

」
を

２

大
学
１
高
専
で
共
有
し
、
今
後
は
教
職
員
間

に
お

け
る

情
報

共
有

・
意

見
交

換
の

場
や

学
長

・

【 【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
令

和
元

年
度

に
実

施
し

た
法

人
及

び
２

大
学

１
高

専
の

事
務

職
員

に
よ

る
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

で
ま

と
め

た
「

新
た

な
連

携
の

在
り

方
（

案
）」

を
基

に
、
新

た
に

各
校

教
員

と
の

意
見

交
換

会
を

実
施

し
た

。

さ
ら

に
、
意

見
交

換
を

踏
ま

え
、
「

新
た

な
連

携
の

在
り

方
」

を
取

り
ま

と
め

、
各

学
長

及
び

校
長

へ
報

告
を

行
っ

た
。

 

・
産

技
大

で
は

、
研

究
科
を

再
編

し
た

初
年

度
と

し
て

、
産

業
技

術
専

攻
に

お
け

る
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
着

実
に

実
施

さ
れ

た
。
ま

た
、
産

技
高

専
で

は
、
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

け
る

本
科

教
育

の
再

編
等

に
向

け

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
等

の
検

討
・
策

定
、
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

け
る

コ
ー

ス
横

断
型

の
医

工
連

携
教

育
・

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

決
定

等
が

行
わ

れ
る

な
ど

、
教

育
研

究
組

織
の

見
直

し
等

の
取

組
が

着
実

に
推

進
さ

れ
た

。
 

・
２

大
学

１
高

専
の

新
た

な
連

携
の

在
り

方
に

関
す

る
取

組
は

、
引

き
続

き
検

討
が

進
め

ら
れ

て
お

り
、

今
後

成
果

が
生

ま
れ

て
い

く
こ

と
を

期
待

す
る

。
  

Ⅳ　業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置
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3
0  

【
4
-
09

】
平
成

30
年
度
の
教
育
研
究
組
織
の
再
編
成
に
係

る
履

行
状

況
調

査
が

指
摘

な
し

で
受

理
さ

れ
た

。
 

【
4
-
09

】
学
長

裁
量
に
よ
る
教
員
採
用
枠
を
３
部
局
４

枠
確

保
し

た
。

 

【
4
-
09
】
高
い
専

門
性
と
豊
富
な
実
務
経
験
を
有
す
る

人
材

を
確

保
す

る
た

め
、
指

名
人

事
に

よ
る

採
用

を

６
件

行
っ
た
。
 

【
4
-
10
】
起
業
・
創
業
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
新

設
を

中
心

に
、
研

究
科

再
編

を
見

据

え
て

検
討
し
、
授
業
科
目
を
決
定
し
た
。
 

【
4
-
10
】
将
来
構

想
検
討
委
員
会
を
中
心
に
、
研
究
科
再

編
に

向
け

検
討

を
重

ね
、
検

討
の

結
果

を
反

映
し
、

事
前

相
談
書
類
を
文
部
科
学
省
に
提
出
し
た
。

 

【
4
-
1
1
】
<
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
>
1
0

名
の
本
科
プ
ロ
グ

ラ
ム

修
了

１
期

生
を

輩
出

し
、

全
員

が
専

攻
科

へ

の
進
学
又
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
関
連
企
業
へ
の
就

職
が

決
定

し
た

。
 

<
航
空

技
術
者
>
１
期
生
７
名
全
員
が
航
空
関

連
企

業
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
参

加
し

た
。

 

【
4
-
12

】
大
都
市
東
京
の
課
題
解
決
を
行
う
「
都
市
課
題

戦
略

機
構

」
を

設
置

し
た

。
平

成
3
0
年

度
に
つ

い
て
は
観
光
分
野
に
お
け
る
課
題
を
検
討
し

、
事

業
成

果
を

東
京

都
に

対
し

て
報

告
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
高

い
専

門
性

と
豊

富
な

実
務

経
験

を
有

す
る

人
材

確
保

の
た

め
、
首

都
大

と
産

技
大

で
指

名
人

事
に

よ
る

採
用

を
６

件
行

っ
た

。
 

・
２

大
学

１
高

専
の

連
携

に
つ

い
て

、
大

学
・

高
専

連
携

会
議

を
設

け
て

、
連

携
の

在
り

方
に

つ
い

て
の

検
討

が
行

わ
れ

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
が

、
引

き
続

き
、

２
大

学
１

高
専

が
設

置
さ

れ
て

い
る

法
人

の

強
み

を
生

か
し

た
取

組
が

推
進

さ
れ

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

 

元  

【
4
-
09

】
平
成

31
（
20
19
）
年
４
月
に
、
外
国
語
教
育

室
及

び
教

職
課

程
セ

ン
タ

ー
を

設
置

し
た

。
ま

た
、

令
和

２
（
2
0
20

）
年
４
月
に
設
置
す
る
生
涯

学
習

推
進

セ
ン

タ
ー

の
設

置
準

備
を

行
っ

た
。

 

【
4
-
09

】
学
長

裁
量
に
よ
る
教
員
採
用
枠
を
４
部
局
５
枠

確
保

し
た

。
 

【
4
-
09
】
高
い
専

門
性
と
豊
富
な
実
務
経
験
を
有
す
る

人
材

を
確

保
す

る
た

め
、
指

名
人

事
に

よ
る

採
用

を

４
件

行
っ
た
。
 

【
4
-
10

】
令
和
２
（
20
20
）
年
度
の
研
究
科
再
編
に
よ
る

起
業
・
創

業
・
事

業
承

継
を

視
野

に
入

れ
た

学
位

プ
ロ

グ
ラ
ム
実
施
に
向
け
て
教
材
開
発
等
必
要

な
準

備
を

実
施

し
た

。
 

【
4
-
11

】
<
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術
者
>
専
攻
科
課
程

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

始
し

た
。
３

名
の

２
期

修
了

生

を
輩

出
し
た
。
 

<
航
空

技
術
者
>
新
航
空
実
習
館
「
汐
風
」
で

実
習

授
業

を
開

始
し

た
。
７

名
の

１
期

修
了

生
を

輩

出
し

、
全
員
の
主
要
航
空
企
業
へ
の
就
職
が

決
定

し
た

。
 

【
4
-
12
】「

教
育
・
研
究
」
に
、
新
た
に
「
学
生
交
流
・
社

会
貢

献
」、

「
業

務
効

率
」

を
加

え
た

３
分

野
の

今
後

の
中
長
期
的
な
目
標
と
取
組
案
を
示
し
た

新
た

な
連

携
の

在
り

方
（

案
）

を
取

り
ま

と
め

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
２

大
学

１
高

専
に

お
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
状

況
に

応
じ

た
教

育
研

究
組

織
の

見
直

し
が

行
わ

れ
て

い
る

。
 

・
２

大
学

１
高

専
の

職
員
に

よ
る

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
の

立
上

げ
等

を
通

じ
て

、
各

校
の

新
た

な
連

携
の

在
り

方
に

関
す

る
今

後
の

中
長

期
的

な
目

標
と

取
組

案
を

取
り

ま
と

め
た

。
 

・
２

大
学

１
高

専
の

新
た

な
連

携
の

取
組

に
つ

い
て

、
実

施
へ

向
け

た
ス

テ
ッ

プ
が

進
む

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

２ 

【
4
-
09

】
学
長

裁
量
に
よ
る
教
員
採
用
枠
を
１
部
局
１

枠
確

保
し

た
。

 

【
4
-
09
】
高
い
専

門
性
と
豊
富
な
実
務
経
験
を
有
す
る

人
材

を
確

保
す

る
た

め
、
指

名
人

事
に

よ
る

採
用

を

１
名

行
っ
た
。
 

【
4
-
10
】
産
技
大
に
お
い
て
、
研
究
科
を
再
編
し
た
初

年
度

と
し

て
起

業
・
創

業
・
事

業
承

継
を

視
野

に
入

れ
た

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
含
む
新
専
攻
全
体
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
着

実
に

実
施

し
た

。
ま

た
、
文

部
科

学
省
の
公
募
事
業
で
あ
る
「
大
学
改
革
推

進
等

補
助

金
（

デ
ジ

タ
ル

活
用

教
育

高
度

化
事

業
）

『
デ

ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
大
学
・
高
専
教
育
高

度
化

プ
ラ

ン
』」

に
採

択
さ

れ
た

。
 

【
4
-
11

】
<
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術
者
>
本
科
で
は
９
名
、
専

攻
科

で
は

初
の

３
名

の
修

了
生

を
輩

出
し

た
。
 

<
航
空
技
術
者
>
本
科
５
年
生
７
名
の
修
了
生
を

輩
出

し
た

。
 

【
4
-
11

】
高
専
に
お
け
る
出
願
時
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で

品
川

の
本

科
教

育
コ

ー
ス

再
編

に
つ

い
て

は
約

４
割

が
新

コ
ー
ス
を
希
望
し
、
荒
川
の

医
工
連
携

教
育
・
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

つ
い

て
は

約
６

割
が

興
味

を
示
し
た
。
 

【
4
-
1
2】

「
都
市
課
題
戦
略

機
構
」

に
お
い
て
、

ウ
ィ
ズ

コ
ロ

ナ
・

ア
フ

タ
ー

コ
ロ

ナ
時

代
を

踏
ま

え
た

観

光
の

あ
り
方
を
探
究
し
、
観
光
施
策
に
関
す
る

提
言

な
ど

最
終

的
な

事
業

成
果

を
東

京
都

へ
報

告

し
た

。
 

【
4
-
12

】
こ
れ

ま
で
の
取
組
を
総
括
し
た
「
大
学
高
専
連

携
 

第
三

期
中

期
計

画
上

半
期

報
告

書
」

と
、

今
後
の
中
長
期
的
な
目
標
と
取
組
案
、
検
討

体
制

を
示

し
た

「
新

た
な

連
携

の
在

り
方

」
を

２

大
学
１
高
専
で
共
有
し
、
今
後
は
教
職
員
間

に
お

け
る

情
報

共
有

・
意

見
交

換
の

場
や

学
長

・

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
令

和
元

年
度

に
実

施
し

た
法

人
及

び
２

大
学

１
高

専
の

事
務

職
員

に
よ

る
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

で
ま

と
め

た
「

新
た

な
連

携
の

在
り

方
（

案
）」

を
基

に
、
新

た
に

各
校

教
員

と
の

意
見

交
換

会
を

実
施

し
た

。

さ
ら

に
、
意

見
交

換
を

踏
ま

え
、
「

新
た

な
連

携
の

在
り

方
」

を
取

り
ま

と
め

、
各

学
長

及
び

校
長

へ
報

告
を

行
っ

た
。

 

・
産

技
大

で
は

、
研

究
科
を

再
編

し
た

初
年

度
と

し
て

、
産

業
技

術
専

攻
に

お
け

る
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
着

実
に

実
施

さ
れ

た
。
ま

た
、
産

技
高

専
で

は
、
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

け
る

本
科

教
育

の
再

編
等

に
向

け

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
等

の
検

討
・
策

定
、
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

け
る

コ
ー

ス
横

断
型

の
医

工
連

携
教

育
・

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

決
定

等
が

行
わ

れ
る

な
ど

、
教

育
研

究
組

織
の

見
直

し
等

の
取

組
が

着
実

に
推

進
さ

れ
た

。
 

・
２

大
学

１
高

専
の

新
た

な
連

携
の

在
り

方
に

関
す

る
取

組
は

、
引

き
続

き
検

討
が

進
め

ら
れ

て
お

り
、

今
後

成
果

が
生

ま
れ

て
い

く
こ

と
を

期
待

す
る

。
  

校
長

へ
の
報
告
の
場
を
定
期
的
に
設
け
る
こ
と

と
し

、
法

人
一

丸
で

検
討

を
進

め
る

た
め

の
機

運
を

醸
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

３ 

【
4
-
09

】
学
長

裁
量
枠
に
つ
い
て
、
全
学
的
な
研
究
力

強
化

に
向

け
て

、
よ

り
幅

広
く

活
用

で
き

る
よ

う

要
件

の
見
直
し
を
行
っ
た
。
 

【
4
-
10

】
産
技

大
に
お
い
て
、
再
編
し
た
研
究
科
の
完

成
年

度
と

し
て

、
産

業
技

術
専

攻
全

体
の

カ
リ

キ

ュ
ラ

ム
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
令
和
２
（
2
0
20

）
年

度
に

採
択

さ
れ
た

「
大

学
改

革
推

進
等

補

助
金

（
デ
ジ
タ
ル
活
用
教
育
高
度
化
事
業
）『

デ
ジ

タ
ル

を
活

用
し

た
大

学
・

高
専

教
育

高
度

化

プ
ラ

ン
』
を
連
携
校
等
と
協
力
し
て
実
施
し
、

成
果

発
表

の
一

環
と

し
て

公
開

F
D
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
実
施
し
た
。
 

【
4
-
11

】
<
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術
者
>
本
科
で
は

12
名

、
専

攻
科
で

は
１

名
の

修
了

生
を

輩
出

し
た

。
 

<
航
空
技
術
者
>
８
名
の
修
了
生
を
輩
出
し
た
。

 

<
医
工

連
携
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
>
第

1
期
生

16
名

全
員

が
１

年
目
(
第
３

学
年

)
を

終
了

し
た

。
 

【
4
-
12

】
令
和

２
（
20
20

）
年
度
に
策
定
し
た
「
新
た

な
連

携
の

在
り

方
」

に
基

づ
き

、
よ

り
効

果
的

・

効
率
的
な
大
学
高
専
連
携
の
推
進
に
向
け
、
教

員
・

事
務

担
当

者
と

の
意

見
交

換
を

行
っ

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
大

学
高

専
連

携
の

推
進
に

向
け

、
２

大
学

１
高

専
の

教
職

員
間

の
情

報
共

有
や

、
交

流
の

強
化

、
産

技
高

専
専

攻
科

生
の

都
立

大
大

学
院

へ
の

推
薦

入
学

に
つ

い
て

、
関

係
者

を
交

え
て

意
見

交
換

を
行

っ
た

。
 

・
２

大
学

１
高

専
の

連
携
は

、
海

外
交

流
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
や

、
推

薦
入

学
な

ど
で

進
ん

で
い

る
が

、
教

員
・
事

務
担

当
者

間
の
意

見
交

換
を

継
続

し
て

、
一

層
の

交
流

を
図

り
、
相

乗
効

果
が

強
ま

る
こ

と
を

期

待
す

る
。

 

４  

【
4
-
09

】
学
長

裁
量
枠
に
つ
い
て
、
傑
出
し
た
研
究
実

績
が

あ
る

人
材

で
、

採
用

時
期

な
ど

特
段

の
事

情

が
あ

る
場
合
に
は
、
年
度
途
中
の
追
加
配
分

を
実

施
し

た
。

 

【
4
-
10

】
研
究

科
再
編
で
目
標
と
す
る
産
業
界
に
お
い

て
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
担

う
人

材
を

輩
出

す
る

た

め
、

再
編
し
た
研
究
科
と
し
て
、
産
業
技
術

専
攻

全
体

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

実
施

し
た

。
 

【
4
-
11

】
<
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術
者
>
本
科
で
は

12
名

、
専

攻
科
で

は
２

名
の

修
了

生
を

輩
出

し
た

。
 

<
航
空
技
術
者
>
８
名
の
修
了
生
を
輩
出
し
た
。

 

【
4
-
11

】
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
コ
ー
ス
再
編
後

の
２

つ
の

新
コ

ー
ス

「
A
I
ス

マ
ー

ト
工

学
コ

ー

ス
」「

情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
コ
ー
ス

」
２
年
生

の
教

育
を

開
始

し
た

。
 

【
4
-
12

】
令
和
２
（
20
20

）
年
度
に
策
定
し
た
「
新
た

な
連

携
の

在
り

方
」

に
基

づ
き

、
入

試
連

携
や

機

器
共
用

に
つ
い
て
、
教
職
員
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

及
び

意
見

交
換

を
行

っ
た

。
 

―
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中
期

計
画

番
号

 

4
-
0
9
 

２
 

教
育

研
究

組
織

の
見

直
し

等
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

◇
東

京
都

立
大

学
の

教
育

研
究

組
織

の
見

直
し

等
 

①
東

京
都

立
大

学
の

設
置

理
念

を
堅

持
し

つ
つ

、
高

度
化

・
複

雑
化

す
る

社
会

的
要

請
に

的
確

に
応

え
て

い
く

た
め

、
質

の
高

い
教

育
の

提
供

と
研

究
力

の
更

な
る

強
化

を
図

る
こ

と

を
目

的
と

し
て

、【
平

成
3
0
（

20
18
）

年
度

】
に

教
育

研
究

組
織

の
再

編
成

及
び

全
学

的
機

能
の

強
化

を
実

施
す

る
。

 

ま
た

、
教

育
研

究
組

織
の

再
編

成
に

合
わ

せ
、

学
長

の
裁

量
に

よ
る

教
員

採
用

枠
の

拡
大

な
ど

、
教

員
の

戦
略

的
な

採
用

を
進

め
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
都

立
大

に
お

け
る

学
長

の
裁

量

に
よ

る
採

用
枠

拡
大

に
応

じ
て

、
令

和

5
（

2
02

3
）
年

4
月

1
日

付
採

用
の

選

考
手

続
き

を
進

め
る

。（
4
-
05

再
掲

）
 

  （
２

）【
継

続
】
指

名
人

事
に

よ
り

採
用

手
続

き

を
進

め
、
優

秀
な

人
材

を
的

確
に

確
保

す
る

。
 

（
１

）
学

長
の

裁
量

に
よ

る
採

用
選

考
手

続
き

【
中

期
計

画
番

号
4
-0

5
参

照
】
 

（
要

点
）

 

 
 

・
学

長
裁

量
枠

に
つ

い
て

、
都

立
大

の
全

学
的

な
研

究
力

強
化

に
向

け
、

柔
軟

な
教

員
採

用
を

可
能

と
す

る
た

め
、

教
員

人
事

計
画

決
定

後
以

降
で

あ
っ

て
も

、
傑

出
し

た

研
究

実
績

が
あ

る
人

材
で

、
採

用
時

期
な

ど
特

段
の

事
情

の
あ

る
場

合
に

は
、

年
度

途
中

で
の

追
加

配
分

を
実

施
し

た
。

 

  （
２

）
指

名
人

事
に

よ
る

採
用

手
続

き
（

都
立

大
）

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
高

い
専

門
性

と
豊

か
な

実
務

経
験

を
持

ち
、

専
門

分
野

に
お

け
る

豊
富

な
業

績
が

あ
る

な
ど

、
都

立
大

に
お

け
る

教
育

研
究

の
活

性
化

に
資

す
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

人
 

 
 

 
材

及
び

外
国

人
等

で
十

分
な

教
育

実
績

又
は

研
究

実
績

を
有

し
、

都
立

大
に

お
け

る
国

際
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

強
化

や
教

育
研

究
の

国
際

化
の

推
進

に
資

す
る

こ
と

が
期

待
 

さ
れ

る
人

材
を

確
保

す
る

た
め

、
指

名
人

事
に

よ
り

２
人

の
採

用
を

行
う

こ
と

と
し

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
指

名
人

事
に

よ
り

、
教

授
１

人
（

人
文

社
会

学
部

人
間

社
会

学
科

,
日

本
語

教
育

学
）、

助
教

１
人

（
都

市
環

境
学

部
地

理
環

境
学

科
,
環

境
地

理
学

）
の

採
用

を
決

定
し

 

た
。

 

  中
期

計
画

番
号

 

4
-
1
0

 
◇

東
京

都
立

産
業

技
術

大
学

院
大

学
の

教
育

研
究

組
織

の
見

直
し

等
 

②
東

京
都

立
産

業
技

術
大

学
院

大
学

に
お

い
て

は
、

設
置

理
念

に
基

づ
き

強
み

を
伸

ば
す

と
と

も
に

、
社

会
的

要
請

に
応

え
た

教
育

研
究

を
実

施
し

て
い

く
。

ま
た

、
産

業
界

の
動

向

や
社

会
人

の
学

び
直

し
に

対
す

る
機

運
の

高
ま

り
等

大
学

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

を
踏

ま
え

、
新

し
い

顧
客

の
開

拓
に

向
け

て
、

新
た

な
専

攻
横

断
型

の
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
展

開
等

、
必

要
な

見
直

し
を

実
施

し
て

い
く

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
研

究
科

再
編

に
伴

い
導

入
し

た

新
た

な
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
着

実
に

実
施

す
る

。（
2
-
01

再
掲

）
 

     

（
１

）
新

た
な

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

【
中

期
計

画
番

2
-0

1
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
起

業
・

創
業
・

事
業

承
継

な
ど
を

通
し

て
新

し
い

産
業

を
創

り
出

す
高

度
専

門
職

業
人

で
あ

る
「

事
業

イ
ノ

ベ
ー

タ
ー

」
を

含
め

、
研

究
科

再
編

で
目

標
と

す
る

産
業

界

に
お

い
て

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

担
う

人
材

を
輩

出
す

る
た

め
、

再
編

し
た

研
究

科
と

し
て

、
産

業
技

術
専

攻
全

体
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
実

施
し

た
。
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中
期

計
画

番
号

 

4
-
1
1

 
◇

東
京

都
立

産
業

技
術

高
等

専
門

学
校

の
教

育
研

究
組

織
の

見
直

し
等

 

③
東

京
都

立
産

業
技

術
高

等
専

門
学

校
に

お
い

て
は

、
設

置
理

念
に

基
づ

き
強

み
を

伸
ば

す
と

と
も

に
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

技
術

者
や

航
空

技
術

者
の

育
成

等
社

会
的

要
請

に
応

え

た
教

育
研

究
を

実
施

し
て

い
く

。
ま

た
、

国
の

高
等

教
育

改
革

や
社

会
の

変
革

を
も

た
ら

す
第

４
次

産
業

革
命

の
中

で
、

新
し

い
も

の
づ

く
り

を
牽

引
す

る
実

践
的

技
術

者
を

育
成

す
る

た
め

、
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

及
び

教
育

研
究

組
織

の
適

切
な

見
直

し
を

実
施

し
て

い
く

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＳＳ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
者

育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

、
本

科
の

情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
教

育
を

向
上

さ
せ

る
。
専

攻
科

学
生

に
対

す
る

継
続

的
且

つ
、
実

践
的

な
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
教

育
を

実
施

す
る

。（
3
-
01

再
掲

）
 

       （
２

） 【
拡

充
】
社

会
人

向
け

の
情

報
セ

キ
ュ

リ

テ
ィ

に
関

す
る

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
を

さ
ら

に
拡

充
す

る
と

と
も

に
、
社

会
人

研
究

生
を

受
け

入
れ

る
。（

3
-
01

再
掲

） 

              （
３

） 【
継

続
】
産

業
界

や
社

会
の

人
材

ニ
ー

ズ

を
踏

ま
え

た
、
航

空
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

す
る

。（
3
-
01

再
掲

）
 

     

（
１

）
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

【
中

期
計

画
番

号
3
-0

1
参

照
】
 

 
（

要
点

）
 

・
令

和
４

（
2
0
22

）
年

度
は

、
40

人
（

本
科

：
３

年
生

1
4
人

、
４

年
生

1
0
人

、
５

年
生

12
人

、
専

攻
科

：
１

年
生

２
人

、
２

年
生

２
人

）
が

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

履
修

し
、

本
科

で
1
2
人

、
専

攻
科

で
２

人
の
修

了
生

を
輩

出
し

た
。

 

・
本

科
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

生
の

進
路

が
、

専
攻

科
進

学
５

人
、

就
職

７
人

（
情

報
通

信
企

業
１

人
、

情
報

シ
ス

テ
ム

企
業

１
人

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
企

業
４

人
、

情
報

通
信

機
器

製
造

企
業

１
人

）
と

決
定

し
た

。
 

・
専

攻
科

プ
ロ

グ
ラ

ム
履

修
生

２
人

の
進

路
が

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
企

業
へ

の
就

職
と

決
定

し
た

。
 

・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
へ

の
参

加
を

通
じ

、
学

生
に

I
T
及

び
情

報
セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

企
業

へ
の

就
職

に
つ

い
て

具
体

的
な

イ
メ

ー
ジ

を
持

た
せ

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
中

学
生

向
け

勉
強

会
で

は
、

中
学

生
に

楽
し

く
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
を

学
ぶ

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
同

勉
強

会
で

は
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

生
が

主
体

と
な

っ
て

企
画

、
教

材
開

発
及

び
シ

ス
テ

ム
構

築
を

行
い

、
中

学
生

だ
け

で
は

な
く

プ
ロ

グ
ラ

ム
履

修
者

が
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

対
す

る
理

解
を

深
め

る
こ

と
に

つ

な
が

っ
た

。
 

・
令

和
５

（
2
0
23

）
年

度
の

新
３
年

生
８

人
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
履

修
生

が
決

定
し

た
。

 

 （
２

）
社

会
人

向
け

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

教
育

の
実

施
【

中
期

計
画

番
号

3
-0

1
参

照
】
 

 
（

要
点

）
 

・
社

会
人

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
、

キ
ャ

リ
ア

チ
ェ

ン
ジ

の
機

会
を

創
出

す
る

た
め

、
社

会
人

向
け

に
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
L
ab

.
の

３
講

義
「
実

践
！

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

監

査
」（

全
1
2
回

）、
「

デ
ジ

タ
ル

フ
ォ

レ
ン

ジ
ッ

ク
基

礎
（

専
攻

科
・

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

特
別

演
習

Ⅱ
）
」（

全
1
5
回

）、
「

セ
キ

ュ
ア

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
（

専
攻

科
・

プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

特
論

I
I
）」
（

全
８

回
）

を
オ

ン
ラ

イ
ン

で
、

I
C
T 

La
b.

の
エ

ン
ジ

ニ
ア

向
け

講
座

（
全

２
回

）
及

び
非

エ
ン

ジ
ニ

ア
向

け
講

座
（

全
２

回
）

を
対

面
で

実

施
し

た
。

 

・
公

立
小

中
学

校
教

員
を

対
象

に
、

I
C
T
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
つ
い

て
の

知
識

獲
得

の
機

会
を

創
出

す
る

た
め

の
講

義
「

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

L
ab
. 

fo
r 

Te
ac
he
rs

」

を
対

面
で

開
催

し
、

5
0
人

以
上

が
受

講
し

た
。

 

・
2
5
歳

以
下

の
学

生
（

高
校

生
、
専

門
学

校
生

、
高

専
・

大
学

生
及

び
大

学
院

生
）

を
対

象
に

、
I
C
T
、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
体

験
型

の
学

習
機

会
を

創
出

す
る

た
め

の
講

義
「

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

T
OK

YO
 f

or
 U

25
」

を
２
回

（
１

月
2
1
日

、
２
月

18
日

）、
「

I
CT

基
礎

La
b.
 f

or
 U

25
」

を
２

回
（

３
月

1
2
日

、
３

月

1
8
・

19
日

）
開

催
し

た
。
 

・
東

京
都

の
次

世
代

を
担

う
若

年
層

の
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
人

材
を

発
掘

・
育

成
す

る
た

め
、

高
専

、
一

般
社

団
法

人
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
・

キ
ャ

ン
プ

協
議

会
及

び
独

立
行

政

法
人

情
報

処
理

推
進

機
構

（
略

称
I
P
A
）

の
共

催
で

「
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
・

ミ
ニ

キ
ャ

ン
プ

 
i
n 

東
京

 2
02

2」
（

1
2
月

17
日

、
1
8
日

）
を

オ
ン
ラ

イ
ン

で
実

施
し

、
6
8
人

が
参

加
し

た
。

 

・
全

て
の

講
座

に
お

い
て

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

で
は

9
0
％

以
上

の
受
講

者
か

ら
「

大
い

に
役

に
立

つ
」

「
役

に
立

つ
」

と
の

回
答

を
得

て
い

る
。

 

・
本

校
卒

業
生

等
が

高
度

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ス
キ

ル
を

修
得

す
る

機
会

を
創

出
す

る
た

め
、

研
究

生
を

５
人

（
本

科
卒

業
生

３
人

・
専

攻
科

修
了

生
２

人
）

受
け

入
れ

、

企
業

で
の

業
務

で
は

触
れ

る
機

会
が

少
な

い
I
CT

技
術

を
学

ぶ
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

 （
３

）
航

空
技

術
者

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

【
中

期
計

画
番

号
3
-0

1
参

照
】
 

 
（

要
点

）
 

・
令

和
４

（
2
0
22

）
年

度
は

、
31

人
（

本
科

：
２

年
生

８
人

、
３

年
生

８
人

、
４

年
生

７
人

、
５

年
生

８
人

）
が

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

履
修

し
、

８
人

の
修

了
生

を
輩

出
し

た
。
 

・
本

科
４

年
生

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

者
７

人
全

員
が

主
要

航
空

会
社

等
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
参

加
し

た
。

 

・
本

科
５

年
生

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

者
の

進
路

が
、

進
学

２
人

（
専

攻
科

２
人

）、
就

職
６

人
（

航
空

整
備

企
業

等
４

人
、

航
空

製
造

関
係

企
業

２
人

）
と

決
定

し
た

。
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（
４

）【
拡

充
】
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

け
る

本

科
教

育
の

再
編

は
２

年
生

で
教

育
を

開
始

し
、
３

年
生

以
降

の
シ

ラ
バ

ス
等

を
確

定
す

る
。
併

せ
て

１
年

生
及

び
中

学
生

等
へ

の
周

知
を

継
続

し
、
新

コ
ー

ス
希

望
者

を
確

保
す

る
。
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

の
コ

ー
ス

横
断

型
の

医
工

連
携

教
育
・
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

、
３

年

生
及

び
４

年
生

で
教

育
を

実
施

し
、
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

は
、
オ

ー
プ

ン
カ

レ
ッ

ジ
や

関
連

機
関

と
の

共
催

講
座

を
準

備
・
開

設
す

る
。
共

同
研

究
は

、
新

型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
状

況
を

踏
ま

え
な

が
ら

､
都

立
大

健
康

福
祉

学

部
・
人

間
健

康
科

学
研

究
科

と
共
同

研

究
の

礎
を

構
築

す
る

。（
3
-
00

再
掲

）
 （

４
）

新
し

い
も

の
づ

く
り

を
牽

引
す

る
実

践
的

技
術

者
の

育
成

【
中

期
計

画
番

号
3
-0

0
参

照
】
 

①
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

け
る

コ
ー

ス
再

編
後

の
本

科
教

育
の

開
始

 

 
（

要
点

）
 

・
令

和
３

（
2
0
21

）
年

度
に

策
定
し

た
シ

ラ
バ

ス
に

則
り

、
２

つ
の

新
コ

ー
ス

「
A
I
ス

マ
ー

ト
工

学
コ
ー

ス
」「

情
報

シ
ス

テ
ム

工
学

コ
ー

ス
」

２
年

生
の

教
育

を
開

始
し

た
。

 

・
令

和
５

（
2
0
23

）
年

度
に

実
施
す

る
２

つ
の

新
コ

ー
ス

３
年

生
の

教
育

に
備

え
た

シ
ラ

バ
ス

案
や

実
験

実
習

等
の

実
技

科
目

の
内

容
案

を
確

定
し

、
必

要
な

設
備

・
備

品

等
を

整
備

し
た

｡
 

・
学

校
説

明
会

等
の

イ
ベ

ン
ト

に
お

い
て

、
中

学
生

及
び

保
護

者
に

対
し

て
新

コ
ー

ス
の

認
知

度
を

高
め

た
。

令
和

５
（

2
0
23

）
年

度
入
試

の
出

願
時

に
お

け
る

希
望

コ
ー

ス
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

の
結

果
、「

未
定

」
と

回
答

し
た

8
6
人

を
除

き
、
情

報
シ

ス
テ

ム
工

学
コ

ー
ス

に
あ

っ
て

は
目

標
の

希
望

者
割

合
で

あ
る

1
2
％

を
大

き
く

上
回

る

【
2
2
.4

％
】

と
な

り
、

AI
ス

マ
ー
ト

工
学

コ
ー

ス
に

あ
っ

て
は

目
標

を
わ

ず
か

に
下

回
る

【
1
1
.7

％
】
で

あ
っ

た
も

の
の

、
全

８
コ

ー
ス

中
２

番
目

の
人

気
と

な
り

、

い
ず

れ
の

コ
ー

ス
も

令
和

４
（

2
0
22

）
年

度
の

出
願

時
ア

ン
ケ

ー
ト

比
で

プ
ラ

ス
と

な
っ

た
。

 

 ②
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

け
る

コ
ー

ス
横

断
型

の
医

工
連

携
教

育
・

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
 

 
（

要
点

）
 

・
本

科
生

向
け

の
未

来
工

学
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
お

い
て

、
第

一
期

生
（

本
科

４
年

生
）

及
び

第
二

期
生

（
本

科
３

年
生

）
各

1
6
人

に
対
し

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

の
基

礎

と
な

る
統

計
学

の
学

習
と

と
も

に
、

A
I
を

活
用

し
た

画
像

認
識

の
コ
ン

ペ
テ

ィ
シ

ョ
ン

を
実

施
す

る
な

ど
の

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
を

導
入

し
た

授
業

展
開

を
通

し

て
、

着
実

に
学

び
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
第

三
期

（
令

和
５

（
2
0
23

）
年
度

）
の

受
講

希
望

者
の

選
抜

を
行

い
、

2
1
人

の
希

望
者

中
14

人
の
受

講
が

決
定

し
た

。
 

・
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

で
は

、
都

立
大

、
都

健
康

長
寿

医
療

セ
ン

タ
ー

、
中

小
企

業
振

興
公

社
等

と
連

携
し

、
1
1
講

座
を

開
講

す
る

と
と

も
に

、
受

講
者

ア
ン

ケ
ー

ト
の

意
見

や
ニ

ー
ズ

を
分

析
し

､
令

和
５

（
2
02

3
）

年
度

の
実

施
に

向
け

た
準

備
を

整
え

た
。

 

・
共

同
研

究
で

は
、

専
攻

科
生

に
よ

る
リ

ハ
ビ

リ
支

援
や

健
康

推
進

を
図

る
機

器
に

つ
い

て
の

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

デ
ザ

イ
ン

を
実

施
し

、
都

立
大

大
学

院
人

間
健

康
科

学

研
究

科
の

大
学

院
生

等
と

の
連

携
を

深
め

た
。
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中
期

計
画

番
号

 

4
-
1
2

 
◇

各
大

学
・

高
等

専
門

学
校

の
連

携
 

④
法

人
内

に
性

質
の

異
な

る
３

つ
の

教
育

研
究

機
関

が
あ

る
特

性
を

生
か

し
、

各
大

学
・

高
等

専
門

学
校

が
連

携
し

て
海

外
交

流
プ

ロ
グ

ラ
ム

等
を

実
施

す
る

。
 

ま
た

、
更

な
る

連
携

を
促

進
す

る
た

め
に

、
課

題
の

検
証

を
踏

ま
え

つ
つ

、
新

た
な

連
携

の
在

り
方

に
つ

い
て

、
法

人
全

体
で

一
体

と
な

っ
て

検
討

を
進

め
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】

2
大

学
1
高

専
の

連
携

体
制

を
構

築
し

、
教

職
員

間
の

情
報

共
有
・

交
流

機
会

を
強

化
し

て
、

事
業

を
検

討
・
推

進
す

る
。（

1
-
0
4
、
2-

06
、
3
-

0
9
再

掲
）
 

                   （
２

）
◆
【

継
続

】
2
大

学
1
高

専
が

参
加

す

る
グ

ロ
ー

バ
ル

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
・
プ

ロ
グ

ラ
ム
（

G
C
P
）
を

着
実

に
実

施
し

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
目

的
を

達
成

す
る

。（
1
-
04

再
掲

）
 

（
１

）
２

大
学

１
高

専
の

連
携

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
高

専
の

専
攻

科
生

と
そ

の
指

導
教

員
が

共
同

研
究

代
表

者
と

な
り

、
専

攻
科

生
自

ら
が

立
案

し
た

研
究

課
題

を
遂

行
し

、
都

立
大

又
は

産
技

大
が

研
究

協
力

を
行

う
第

三

期
共

同
研

究
 
専

攻
科

Co
-L
ab
o.
に

つ
い

て
、

令
和

４
（

2
0
22

）
年
度

も
新

規
募

集
を

行
っ

た
。

 

 
 

・
高

専
か

ら
２

大
学

へ
の

推
薦

編
入

学
及

び
推

薦
入

学
を

継
続

し
て

実
施

し
た

。
 

 
 

・
令

和
２

（
2
0
20

）
年

度
に
策

定
し

た
「

新
た

な
連

携
の

在
り

方
」

に
基

づ
き

、
入

試
連

携
や

機
器

共
用

に
つ

い
て

、
教

職
員

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

行
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
第

三
期

共
同

研
究

 
専

攻
科

Co
-L

a
bo

.
に

つ
い

て
、

令
和

３
（
2
02
1）

年
度

か
ら

の
継

続
研

究
課

題
１

件
の

ほ
か

新
た

な
研

究
課

題
３

件
を

採
択

し
、

開
始

し
た

。（
図

表
4
-1

2-
1
）
 

・
高

専
か

ら
都

立
大

へ
９

人
（

前
年

度
比

３
人

減
）

の
推

薦
編

入
学

の
実

績
が

あ
っ

た
。

 

・
機

器
共

用
に

向
け

、
導

入
機

器
の

検
討

等
に

つ
い

て
産

技
大

及
び

高
専

関
係

者
と

の
意

見
交

換
を

行
っ

た
。

 

・
高

専
専

攻
科

生
の

都
立

大
大

学
院

へ
の

推
薦

入
学

に
つ

い
て

検
討

し
、

両
校

関
係

者
と

の
意

見
交

換
を

行
っ

た
。

 

 

【
図

表
4-

12
-1

　
令

和
４

（
20

22
）

年
度

第
三

期
共

同
研

究
～

専
攻

科
Co

-L
ab

o.
】

研
究

課
題

研
究

代
表

者
連

携
先

研
究

期
間

1
共

鳴
ト

ン
ネ

ル
ダ

イ
オ

ー
ド

の
非

線
形

等
価

回
路

を
用

い
た

大
信

号
解

析
手

法
の

検
討

創
造

工
学

専
攻

電
子

情
報

工
学

コ
ー

ス
東

京
都

立
大

学
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ン
研

究
科

３
年

度
～

４
年

度

2
超

音
波

振
動

を
利

用
し

た
溶

接
残

留
応

力
低

減
法

に
関

す
る

研
究

 －
定

量
評

価
に

向
け

た
数

値
モ

デ
ル

の
構

築
－

創
造

工
学

専
攻

機
械

シ
ス

テ
ム

工
学

コ
ー

ス
東

京
都

立
産

業
技

術
大

学
院

大
学

産
業

技
術

研
究

科
４

年
度

3
超

音
速

噴
流

の
流

れ
場

の
生

じ
る

渦
の

定
量

的
計

測
の

試
み

と
特

性
の

解
析

創
造

工
学

専
攻

AI
ス

マ
ー

ト
工

学
コ

ー
ス

東
京

都
立

大
学

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

研
究

科
４

年
度

～
５

年
度

4
日

常
生

活
の

歩
行

情
報

に
基

づ
く

人
間

の
行

動
把

握
に

関
す

る
研

究
創

造
工

学
専

攻
情

報
通

信
工

学
コ

ー
ス

東
京

都
立

大
学

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

研
究

科
４

年
度

 
 （

２
）

グ
ロ

ー
バ

ル
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

G
C
P）

の
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
２

大
学

１
高

専
の

学
生

の
課

題
解

決
力

や
英

語
を

含
む

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

向
上

を
目

的
と

し
て

、「
国

際
的

人
財

育
成

の
た

め
の

グ
ロ

ー
バ

ル
ビ

ジ
ネ

ス
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

を
課

題
に

、
第

1
0
回

グ
ロ

ー
バ

ル
・

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
G
C
P）

を
以

下
の

と
お

り
実

施
し

た
。

 

－
実

施
期

間
：

令
和

４
（

2
0
22
）
年

４
月

～
令

和
４

（
2
0
22
）

年
1
1
月

 

－
参

加
人

数
：

リ
ー

ダ
ー

２
名

（
都

立
大

生
１

名
、

産
技

大
生

１
名

）
、

メ
ン

バ
ー

 
高

専
本

科
生

13
名
 

－
研

修
内

容
：

 

国
内

プ
ロ

グ
ラ

ム
 

海
外

プ
ロ

グ
ラ

ム
 

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
 

国
内

合
宿

 
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
 

全
体

研
修

 
中

間
報

告
会

 
学

生
交

流
 

リ
ー

ダ
ー

研
修

 
英

語
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

研
修

 
英

語
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

 

語
学

研
修

 
最

終
報

告
会

 

（
英

語
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

）
 

企
業

訪
問
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・
第

1
0
回

で
は

２
年

ぶ
り

に
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
へ

の
渡

航
を

行
い

、
現

地
学

生
と

の
交

流
、

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

等
、

海
外

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

し
た

。
 

・
最

終
報

告
会

は
、

高
専

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
に

て
令

和
４

（
2
0
22

）
年

1
0
月

29
日

(
土

曜
日
)
に

実
施
し

、
来

賓
、

保
護

者
、

教
員

及
び

学
生

な
ど

約
5
0
名

が
来

場
し

、

参
加

学
生

が
英

語
に

よ
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
っ

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

前
後

に
参

加
学

生
を

対
象

と
し

て
実

施
し

た
行

動
特

性
を

測
定

す
る

テ
ス

ト
結

果
に

お
い

て
、「

実
践

力
」
、「

感
情

制
御

力
」、
「

統
率

力
」、
「

協
働

力
」

を

含
め

、
多

く
の

項
目

及
び

総
合

成
績

ス
コ

ア
の

向
上

が
認

め
ら

れ
る

な
ど

、
課

題
解

決
力

、
人

間
力

及
び

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

向
上

を
目

指
す

本
プ

ロ
グ

ラ

ム
の

目
的

に
合

致
し

た
成

果
が

得
ら

れ
た

。
 

・
参

加
し

た
学

生
（

リ
ー

ダ
ー

、
メ

ン
バ

ー
含

む
。）

の
T
O
EI

C
平

均
点

が
プ

ロ
グ

ラ
ム

実
施

前
と

実
施

後
で

約
4
8
点

向
上

し
、

英
語

力
に
お

い
て

も
向

上
が

見
ら

れ

た
。

 

 

※
グ

ロ
ー

バ
ル

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
G
C
P
）：

都
立

大
、

産
技

大
及

び
高

専
の

学
生

が
チ

ー
ム

を
組

み
、

国
内

外
の

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

等
を

通
じ

て
、

課
題

解
決

力
や

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

養
う

海
外

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
。
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大大
項項
目目

番番
号号
  

３３
２２
  

事事
務務
のの
効効
率率
化化
・・
合合
理理

化化
等等

 

３
 
事
務
の
効
率
化
・
合
理

化
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

（
中
期
目
標
）
 

○
社
会
情
勢
や
各
教
育
研
究

機
関

の
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
適

切
か

つ
迅

速
な

対
応

が
で

き
る

よ
う

、
法

人
運

営
や

教
育

研
究

を
支

え
る

事
務

組
織

の
機

能
強

化
や

組
織

再
編

を
行

う
。

 
 

○
事
務
処
理
方
法
の
改
善
や

執
行

体
制

の
見

直
し

等
に

努
め

、
業

務
執

行
の

正
確

性
と

効
率

性
を

一
層

高
め

て
い

く
。

 
 

中
期
計
画
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
 

自
己

評
価
 

◇
経
営
戦
略
に
資
す
る
事
務
組
織
の
編
成
 

【
4
-
13

】
◆
①
法
人
運

営
や
教
育
・
研
究
を
支
え
る
事
務
組
織

は
、
日

常
業

務

を
効
率
的

か
つ
効
果
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
加
え
、
国

際
化

、
入

試
改
革
、

東
京

2
0
20

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

競
技

大
会

対
応

等
法

人
を

取
り

巻
く

社
会

的
動

向
に

即
応

で
き

る
よ

う
、
適
切

な
機
能
強
化
や
組
織
体
制
の
構
築
を
図
る

。
 

    ◇
業
務
執
行
の
効
率
化
 

【
4
-
14

】
②
事
務
処
理

方
法
の
見
直
し
等
に
よ
り
、
業
務
の
適
正

な
執

行

と
、
一
層
の

効
率
化
を
推
進
す
る
。
 

 【
4
-
13

】・
学

部
再

編
成

、
東

京
都

立
大

学
プ

レ
ミ

ア
ム

・
カ

レ
ッ

ジ
の

開
校

、
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

支
援

を
含

め
た

産
学

公
連

携
 

体
制

の
強

化
や

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

事
業

の
推

進
等

、
法

人
を

取
り

巻
く

環
境

の
変

化
に

的
確

に
対

応
す

る
た

め
、

法
人

運
営

を
支

え
る

事
務

組
織

の
体

制
整

備
や

機
能

強
化

を
行

っ
た

。
 

・
各

所
属

と
調

整
の

上
、

都
の

要
請

に
基

づ
き

、
都

と
連

携
し

た
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

ワ
ク

チ
ン

の
大

規
模

接
種

会

場
の

運
営

を
行

う
た

め
の

組
織

を
既

存
の

人
的
資

源
の

中
で

迅
速

に
新

設
し

た
。

 

・
多

様
な

働
き

方
の

実
現

や
業

務
の

効
率

化
へ

向
け

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
を

踏
ま

え
つ

つ
、

自
宅

勤

務
の

導
入

、
定

型
業

務
の

見
直

し
等

に
継

続
的
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
令

和
３

（
2
0
21

）
年

度
に

は
、「

働
き

方
改

革
推

進
計

画
」

を
策

定
し

、
組

織
的

な
取

組
を
推

進
し

た
。

 

  【
4
-
14

】・
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
に

お
い

て
、

新
シ

ス
テ

ム
導

入
に

よ
り

会
計

業
務

・
制

度
及

び
事

務
フ

ロ
ー

の
見

直
し

を
行

 

い
、

一
部

様
式

の
電

子
化

・
廃

止
を

進
め

る
な

ど
、

効
率

化
を

図
っ

た
。

ま
た

、
ペ

ー
パ

ー
レ

ス
・

は
ん

こ
レ

ス
の

取
組

と
し

て
、

契
約

関
係

書
類

に
お

い
て

、
見

積
徴

取
数

の
見

直
し

、
請

求
書

・
納

品
書

・
完

了
届

へ
の

押
印

省
略

可
、

各
帳

票
へ

の
現

金
出

納
者

の
押

印
廃

止
を

行
っ

た
。

 

・
業

務
効

率
化

等
に

資
す

る
旅

費
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
、

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
度

か
ら

の
円

滑
な

本
格

稼
働

に
向

け

て
、

シ
ス

テ
ム

構
築

を
進

め
た

。
 
 

・
令

和
６

（
2
0
24

）
年

度
の

文
書
管

理
シ

ス
テ

ム
の

本
格

導
入

に
向

け
、

令
和

３
（

2
0
21

）
年

度
に

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト

委
託

に
よ

り
現

行
業

務
の

分
析

と
改

善
提

案
を
実

施
、

令
和

４
（

2
0
22

）
年

度
に

、
そ

の
結

果
を

踏
ま

え
て

必
要

要

件
を

精
査

し
た

上
で

令
和

５
（

2
0
23

）
年

度
か

ら
の

構
築

委
託

契
約

を
締

結
し

た
こ

と
で

、
令

和
６

（
2
0
24

）
年

度

か
ら

の
シ

ス
テ

ム
本

格
導

入
に

向
け

た
シ

ス
テ
ム

構
築

の
準

備
が

整
っ

た
。

 

・
令

和
２

（
2
0
20

）
年

度
か

ら
、
体

育
施

設
や

講
堂

等
の

課
外

活
動

用
の

施
設

に
お

い
て

、
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

予
約

管

理
を

開
始

し
た

。
令

和
３

（
2
0
21
）

年
度

に
は
１

号
館

と
６

号
館

、
令

和
４

（
2
0
22

）
年

度
に

は
理

系
エ

リ
ア

の
教

室
も

対
象

に
加

え
る

改
修

を
行

い
、

利
用

範
囲
を

広
げ

た
。

こ
れ

に
よ

り
、

施
設

管
理

事
務

の
効

率
及

び
利

用
者

の

利
便

性
が

飛
躍

的
に

向
上

し
た

。
 

 

Ａ
 

  

第
三
期
中
期
目
標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
））

 

【【
評評
定定
：：
２２

】】
  

・
法
人
内
共
通
業
務
の
効
率
化
や
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
は
じ
め

と
す

る
多

様
で

柔
軟

な
働

き
方

を
可

能
と

す
る

環
境

整
備

が
進

め
ら

れ
て

い
る

。
今

後
、

法
人

に
お

け
る

働
き

方
改

革
が

更
に

推
進

さ
れ

る
こ

と
を

期
待

す

る
。
 

・
業
務
効
率
化
・
合
理
化
の
取
組
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
大
き
な

転
機

・
チ

ャ
ン

ス
と

し
て

生
か

し
て

ほ
し

い
。

ま
た

、
経

費
や

業
務

量
削

減
等

の
「

見
え

る
化

」
に

も
期

待
す

る
。
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年
度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
4
-
13

】
学
部
再
編
成
や
首
都
大
学
東
京
 
P
re
mi
um
 C
o
ll
eg
e（

仮
称

）
の

開
校

等
新

た
な

取
組

に
対

応
す

る
体

制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
地
方
独
立
行

政
法

人
法

の
改

正
に

伴
う

内
部

統
制

を
所

掌
す

る

組
織

を
設
置
し
た
。
 

【
4
-
14
】
規
則
・
規
程
の
英
語
化
（
外
国
人
教
員
等
対
応

用
）、

出
勤

管
理

事
務

の
電

子
申

請
機

能
の

追
加

を
進

め
た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
業

務
の

効
率

化
・

合
理
化

の
た

め
に

、
非

常
勤

職
員

の
正

規
職

員
へ

の
振

替
な

ど
事

務
組

織
に

お
け

る

就
業

形
態

の
バ

ラ
ン

ス
を

考
慮

し
た

組
織

再
編

や
、

事
務

処
理

方
法

の
見

直
し

を
行

っ
た

こ
と

を
評

価

す
る

。
今

後
も

、
継

続
し

た
見

直
し

を
期

待
す

る
。

 

3
0  

【
4
-
13

】
都
連

携
及
び
研
究
力
強
化
に
対
応
す
る
事
務

体
制

を
構

築
し

、
組

織
を

再
編

し
た

。
 

【
4
-
14

】
職
員

の
多
様
な
働
き
方
の
実
現
に
向
け
た
検

討
等

を
行

う
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

を
設

置
し

、

検
討

を
開
始
し
た
。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
業

務
の

効
率

化
や

ラ
イ
フ
・
ワ

ー
ク
・
バ

ラ
ン

ス
推

進
の

た
め

、
テ

レ
ワ

ー
ク

や
テ

レ
ビ

会
議

シ
ス

テ
ム

の
試

行
を

行
っ

た
。

 

・
テ

レ
ワ

ー
ク

の
本

格
実

施
に

向
け

、
試

行
結

果
を

踏
ま

え
た

運
用

ル
ー

ル
づ

く
り

、
職

員
へ

の
周

知
等

を
行

い
、

ラ
イ

フ
・

ワ
ー

ク
・

バ
ラ

ン
ス

に
資

す
る

職
員

の
多

様
な

働
き

方
が

進
む

こ
と

が
期

待
さ

れ

る
。

 

元  

【
4
-
13
】
多
様
な

働
き
方
の
実
現
や
共
通
業
務
の
効
率
化
へ

向
け

、
業

務
の

可
視

化
や

定
型

業
務

の
見

直
し

、

テ
レ

ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
の
活
用
、
会
議
等
の
ペ

ー
パ

ー
レ

ス
化

な
ど

に
取

り
組

ん
だ

。
 

【
4
-
14

】
令
和

２
（
20
20

）
年
４
月
稼
働
に
向
け
て
、

新
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
を

構
築

し
た

。
 

【
4
-
14

】
令
和
２
（
20
20

）
年
度
４
月
の
本
運
用
開
始

に
向

け
、

施
設

予
約

シ
ス

テ
ム

の
構

築
を

行
っ

た
。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
多

様
な

働
き

方
の

実
現
に

向
け

て
、
各

部
署

の
職

員
に

よ
る

参
加

型
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

等
を

開
催

し
、
各

職
場

の
業

務
を

お
互

い
に

理
解

し
た

上
で

取
組

を
推

進
で

き
る

よ
う

工
夫

し
て

い
る

。
 

・
新

財
務

会
計

シ
ス

テ
ム

、
施

設
予

約
シ

ス
テ

ム
の

構
築

に
よ

り
、

事
務

の
効

率
化

を
図

っ
た

。
 

・
多

様
な

働
き

方
や

法
人

内
共

通
業

務
の

効
率

化
な

ど
の

取
組

が
一

層
推

進
さ

れ
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

２ 

【
4
-
13
】
事
務
組
織
全
体
で
の
自
宅
勤
務
の
実
施
促
進
や

、
オ

フ
ピ

ー
ク

通
勤

の
柔

軟
な

運
用

な
ど

、
コ

ロ

ナ
禍

後
の
多
様
な
働
き
方
の
実
現
へ
つ
な
げ
る

取
組

を
進

め
た

ほ
か

、
シ

ス
テ

ム
ツ

ー
ル

や
事

例

を
紹

介
す
る
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成
・
公

開
し

、
法

人
職

員
が

業
務

効
率

化
に

取
り

組
む

素
地

を
整
え
た
。
ま
た
、
働
き
方
改
革
推
進
計
画
（

案
）
の

全
体

像
を

策
定

し
、
令

和
３
（

2
0
21

）
年

度
か
ら
の
実
行
開
始
に
向
け
て
実
施
体
制
を

整
え

た
。

 

【
4
-
14

】
４
月
に
新
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
予

算
管

理
の

適
正

化
や

、
シ

ス
テ

ム
を

中
心

と
し

た

会
計

業
務
の
集
約
化
を
図
っ
た
。
ま
た
、
旅
費

シ
ス

テ
ム

導
入

に
向

け
て

、
他

大
学

へ
の

ヒ
ア

リ

ン
グ

調
査
等
を
通
じ
て
課
題
を
整
理
し
、
当
法

人
に

適
し

た
事

務
処

理
フ

ロ
ー

や
シ

ス
テ

ム
内

容

に
つ

い
て
具
体
的
な
検
討
を
進
め
た
。
 

【
4
-
14

】
施
設

予
約
シ
ス
テ
ム
の
本
運
用
を
開
始
す
る
と

と
も

に
、

教
室

予
約

に
つ

い
て

も
利

用
可

能
と

な
る

よ
う
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
っ
た
。
 

【【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
会

計
、

旅
費

、
文

書
管
理

及
び

施
設

予
約

そ
れ

ぞ
れ

で
業

務
執

行
の

効
率

化
が

図
ら

れ
た

。
 

・
法

人
全

体
、

と
り

わ
け

事
務

組
織

全
体

で
テ

レ
ワ

ー
ク

を
行

い
や

す
い

環
境

が
整

備
さ

れ
る

と
と

も
に

、

職
員

の
柔

軟
な

働
き

方
が

可
能

と
な

っ
た

。
 

・
今

後
、

法
人

に
お

け
る

働
き

方
改

革
が

推
進

さ
れ

、
多

様
な

働
き

方
の

実
現

や
、

法
人

内
共

通
業

務
の

効
率

化
が

よ
り

一
層

行
わ

れ
る

こ
と

を
期

待
す

る
。
  

３ 

【
4
-
13

】
都
か

ら
の
要
請
に
基
づ
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

ワ
ク

チ
ン

の
大

規
模

接
種

会
場

や

そ
の

運
営
組
織
を
新
た
に
設
置
し
た
こ
と
で

、
法

人
内

の
学

生
・

教
職

員
等

へ
の

ワ
ク

チ
ン

接

種
の

加
速
に
寄
与
し
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献

を
果

た
し

た
。

 

【
4
-
13
】「

働
き
方
改
革
推
進
計
画
」
の
策
定
に
あ
た
り
、

全
職

員
を

対
象

に
意

見
聴

取
を

行
い

、
計

画
へ

反
映

し
た
。
ま
た
、
業
務
見
直
し
に
向
け
て
全

職
員

を
対

象
に

意
見

聴
取

を
行

い
、

寄
せ

ら
れ

た
約

6
00

件
の
意
見
に
つ
い
て
、
各
業
務
所
管

部
署

に
お

い
て

対
応

可
否

・
対

応
内

容
等

を
検

討
し
、
結
果
を
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
掲
載
し

て
法

人
全

体
で

共
有

し
た

。
ま

た
、

職
員

の
日

常

的
な
業
務
改
善
を
促
す
た
め
、
既
存
の
シ
ス

テ
ム

ツ
ー

ル
の

効
果

的
な

利
用

方
法

を
分

か
り

や

す
く
紹
介
す
る
記
事
を

2
0
以
上
法
人
ポ
ー
タ

ル
サ

イ
ト

へ
掲

載
し

た
。

 

【
4
-
14

】
新
財

務
会
計
シ
ス
テ
ム
導
入
後
の
実
務
で
生

じ
た

課
題

を
基

に
シ

ス
テ

ム
改

修
や

事
務

フ
ロ

ー

の
見

直
し
を
行
っ
た
。
ま
た
、
旅
費
シ
ス
テ

ム
に

つ
い

て
、

法
人

内
の

各
現

場
の

意
見

を
取

り

入
れ

た
上
で
構
築
作
業
に
着
手
し
た
。
ま
た

、
文

書
管

理
シ

ス
テ

ム
の

導
入

に
向

け
て

、
文

書

事
務

フ
ロ
ー
及
び
文
書
管
理
基
準
表
の
見
直

し
を

行
っ

た
。

 

【
4
-
14

】
１
号

館
・
６
号
館
（
都
立
大
・
南
大
沢
キ
ャ

ン
パ

ス
）

の
施

設
予

約
シ

ス
テ

ム
の

本
格

運
用

を

開
始

し
、
教
室
管
理
事
務
を
効
率
化
し
、
学

生
や

教
員

な
ど

利
用

者
の

利
便

性
が

向
上

し
た

。
 

【 【
評評

定定
：：

２２
】】
  

・
東

京
都

の
要

請
に

よ
る

、
南

大
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
け

る
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

ワ
ク

チ
ン

大
規

模
接

種

会
場

を
設

置
す

る
に

当
た

り
、
迅

速
に

組
織

一
丸

と
な

っ
て

対
応

を
行

い
、
若

者
へ

の
ワ

ク
チ

ン
接

種
の

加
速

に
寄

与
し

、
地

域
社

会
へ

の
貢

献
を

果
た

し
た

。
 

・
働

き
方

改
革

推
進

計
画
の

策
定

や
業

務
見

直
し

に
向

け
て

、
全

職
員

を
対

象
に

意
見

聴
取

を
行

い
、
合

計

約
9
00

件
の

意
見

を
踏

ま
え

て
検
討

し
た

。
こ

れ
に

よ
り

、
特

に
超

過
勤

務
手

当
支

払
業

務
等

の
多

く
の

労
働

力
が

割
か

れ
て

い
た

業
務

の
合

理
化

・
効

率
化

が
図

ら
れ

た
。
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４  

【
4
-
13

】
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
事
業
推
進
、
ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
支

援
等

の
産

学
公

連
携

の
強

化
及

び

教
育

研
究
成
果
の
都
政
へ
の
還
元
を
図
る
た

め
、

組
織

再
編

を
行

っ
た

。
 

【
4
-
13

】
働
き

方
改
革
の
推
進
に
貢
献
し
た
取
組
に
つ

い
て

、「
第

１
回

ワ
ー

ク
プ

ラ
ク

テ
ィ

ス
・

オ
ブ

ザ

イ
ヤ

ー
」
と
称
し
た
職
員
表
彰
を
実
施
し
、
法

人
の

働
き

方
改

革
の

機
運

醸
成

を
図

っ
た

。
 

【
4
-
14

】
契
約

関
係
書
類
に
お
け
る
ハ
ン
コ
レ
ス
・
ペ
ー

パ
レ

ス
の

取
組

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

旅
費

シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
シ
ス
テ
ム
構
築
を
進
め
た

。
 

【
4
-
14

】
施
設

予
約
シ
ス
テ
ム
の
対
象
を
２
号
館
、
８
号

館
、

９
号

館
、

1
1
号

館
及

び
12

号
館

の
教
室

に
つ
い
て
も
利
用
で
き
る
よ
う
改
修
を
行
っ

た
。

 

―
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中
期

計
画

番
号

 

4
-
1
3
 

３
 

事
務

の
効

率
化

・
合

理
化

等
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

◇
経

営
戦

略
に

資
す

る
事

務
組

織
の

編
成

 

①
法

人
運

営
や

教
育

・
研

究
を

支
え

る
事

務
組

織
は

、
日

常
業

務
を

効
率

的
か

つ
効

果
的

に
実

施
す

る
こ

と
に

加
え

、
国

際
化

、
入

試
改

革
、

東
京

2
02

0
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン

ピ
ッ

ク
競

技
大

会
対

応
等

法
人

を
取

り
巻

く
社

会
的

動
向

に
即

応
で

き
る

よ
う

、
適

切
な

機
能

強
化

や
組

織
体

制
の

構
築

を
図

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
法

人
を

取
り

巻
く

環
境

、
社

会

経
済

情
勢

及
び

各
所

属
の

特
性

等
を

把
握

し
た

上
で

、
多

様
な

就
業

形
態

の

職
員

が
能

力
を

最
大

限
発

揮
で

き
る

と
と

も
に

、
限

ら
れ

た
人

的
資

源
を

最

大
限

活
用

で
き

る
機

能
的
・
機

動
的

な

組
織

体
制

の
確

立
に

向
け

た
見

直
し

を
実

施
す

る
。

 

 （
２

） 【
継

続
】「

働
き

方
改

革
推

進
計

画
」
に

基
づ

き
、
業

務
の

見
直

し
（

廃
止
や

効

率
化

等
）
、

各
種

制
度

の
検

討
・

構
築

（
文

書
事

務
や

旅
費

制
度

の
運

用
の

見
直

し
等

）
等

を
推

進
す

る
。

 

（
１

）
機

能
的

・
機

動
的

な
組

織
体

制
の

確
立

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
各

所
属

を
対

象
と

し
た

組
織

人
事

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

実
施

し
、

各
所

属
の

課
題

を
把

握
し

た
う

え
で

、
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
事

業
推

進
、

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
支

援
等

の

産
学

公
連

携
の

一
層

の
強

化
及

び
教

育
研

究
成

果
の

都
政

へ
の

還
元

を
図

る
た

め
、

組
織

再
編

を
行

っ
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
法

人
を

取
り

巻
く

環
境

の
変

化
に

的
確

に
対

応
し

た
組

織
体

制
を

機
動

的
に

確
立

し
た

。
 

・
多

様
な

就
業

形
態

の
バ

ラ
ン

ス
を

考
慮

し
、

限
ら

れ
た

人
的

資
源

を
最

大
限

活
用

で
き

る
職

員
定

数
を

策
定

し
た

。
 

  （
２

）
働

き
方

改
革

の
推

進
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
働

き
方

改
革

の
推

進
に

貢
献

し
た

取
組

に
つ

い
て

、「
第

１
回

ワ
ー

ク
プ

ラ
ク

テ
ィ

ス
・

オ
ブ

ザ
イ

ヤ
ー

」
と

称
し

て
職

員
表

彰
を

実
施

し
た

。
各

部
署

か
ら

1
7
件

の
申

出
（

自
薦

・
他

薦
不

問
）

が
あ

り
、

働
き

方
改

革
推

進
支

部
長

及
び

学
外

有
識

者
に

よ
る

選
考

の
上

、
表

彰
を

行
っ

た
。

表
彰

を
行

っ
た

事
例

の
う

ち
、

特
に

そ
の

功
績

が
極

め
て

顕
著

だ
っ

た
４

件
に

つ
い

て
は

、
表

彰
式

で
は

理
事

長
か

ら
表

彰
状

を
授

与
し

、
そ

の
様

子
を

法
人

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
へ

掲
載

す
る

こ
と

で
、

法
人

の
働

き
方

改
革

の
機

運
醸

成
を

図
っ

た
。

 

 
 

・
令

和
３

（
2
0
21

）
年

度
に
設

置
し

た
本

部
会

議
を

通
じ

て
、

各
支

部
の

取
組

の
進

捗
管

理
を

行
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
受

賞
者

へ
取

組
の

詳
細

や
実

施
時

の
工

夫
等

に
つ

い
て

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
記

事
を

法
人

ポ
ー

タ
ル

に
て

掲
載

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
法

人
内

各
部

署
に

対
し

て
参

考
と

な
る

事
例

を
共

有
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
働

き
方

改
革

推
進

本
部

会
議

を
活

用
し

各
支

部
が

主
体

的
に

取
り

組
む

重
点

取
組

事
項

等
を

取
り

上
げ

る
こ

と
な

ど
を

通
じ

て
様

々
な

業
務

見
直

し
等

を
促

進
し

た
。

 

・
健

康
診

断
関

連
業

務
の

R
PA

化
へ

の
着

手
に

よ
る

約
8
00

時
間

分
の

作
業

の
自

動
化

や
、

年
間

約
1
7,

0
00

枚
の

紙
の

使
用

量
削

減
を

見
込

む
旅

費
シ

ス
テ

ム
の

導
入

に

向
け

た
調

整
な

ど
が

進
み

、
量

的
な

成
果

等
を

捉
え

な
が

ら
、

取
り

組
む

素
地

を
整

え
た

。
 

 

 
 

 
【

表
彰

式
の

様
子
】
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
  

  
【
受

賞
者
イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

記
事
（

抜
粋
）
】
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中
期

計
画

番
号

 

4
-
1
4

 
◇

業
務

執
行

の
効

率
化

 

②
事

務
処

理
方

法
の

見
直

し
等

に
よ

り
、

業
務

の
適

正
な

執
行

と
、

一
層

の
効

率
化

を
推

進
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
会

計
業

務
に

つ
い

て
、
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
を

安
定

的
に

運
用

し
つ

つ
、
シ

ス
テ

ム
外

で
の

会
計

事
務

の
見

直
し

を
推

し
進

め
、
適

正
か

つ
効

率
的

な
事

務
の

構
築

を
目

指
す

。
旅

費
業

務

に
つ

い
て

は
、

シ
ス

テ
ム

化
に

向
け

、

シ
ス

テ
ム

構
築

作
業

や
教

職
員

向
け

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

作
成

等
を

進
め

、
令

和

４
（

2
02

2）
年

度
中

に
シ

ス
テ

ム
を

稼

働
さ

せ
る

こ
と

で
、
業

務
効

率
化

を
実

現
す

る
。

文
書

管
理

業
務

に
つ

い
て

は
、
令

和
５
（

2
0
2
3
）
年

度
の

シ
ス

テ

ム
導

入
に

向
け

て
、
シ

ス
テ

ム
構

築
を

実
施

す
る

。
 

               （
２

）【
継

続
】
令

和
２
（

2
0
2
0
）
年

度
か

ら
導

入
し

た
施

設
予

約
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
、
教

室
予

約
も

利
用

を
開

始
す

る
と

と
も

に
、
安

定
的

な
運

用
を

実
現

す
る

こ
と

に
よ

り
、
事

務
の

効
率

化
及

び
利

用
者

の
利

便
性

の
一

層
の

向
上

を
図

る
。

 

（
１

）
新

た
な

シ
ス

テ
ム

の
導

入
や

適
切

な
運

用
に

よ
る

業
務

の
効

率
化

 

①
会

計
業

務
に

関
す

る
取

組
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
・

契
約

関
係

書
類

に
お

い
て

、
請

求
書

・
納

品
書

・
完

了
届

へ
の

押
印

省
略

可
（

令
和

4
年

6
月

～
）、

各
帳

票
へ

の
現

金
出

納
者

の
押

印
廃

止
（

令
和

4
年

1
0
月

～
）
 

 
 

を
行

う
な

ど
、

事
務

処
理

方
法

の
見

直
し

を
図

っ
た

。
 

 
・

立
替

限
度

額
を

1
0
万

円
未

満
か

ら
5
0
万

円
未

満
ま

で
引

き
上

げ
る

増
額

改
正

に
向

け
、

関
係

部
署

と
連

携
を

図
り

準
備

を
進

め
た

。
 

 
 

・
旅

費
シ

ス
テ

ム
稼

働
に

向
け

、
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
と

の
連

携
に

つ
い

て
、

法
人

関
係

部
署

及
び

委
託

業
者

と
調

整
を

行
っ

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

 
 

・
ハ

ン
コ

レ
ス

・
ペ

ー
パ

レ
ス

の
取

組
を

推
し

進
め

た
結

果
、

法
人

及
び

事
業

者
双

方
の

省
力

化
、

効
率

的
な

業
務

の
遂

行
に

つ
な

が
っ

た
。

 

 
 

・
令

和
5
年

4
月

か
ら

立
替
限

度
額

を
増

額
す

る
こ

と
に

よ
り

、
教

職
員

の
事

務
作

業
時

間
の

削
減

に
つ

な
が

っ
た

。
 

※
約

4
,5
00

件
の

1
0
万

以
上

50
万

円
未

満
の

請
求

書
払

い
の

う
ち

、
約

3
割

の
 1
,5
00

件
程

度
が

立
替

払
い

に
な

る
と

想
定

 

・
旅

費
シ

ス
テ

ム
と

財
務

会
計

シ
ス

テ
ム

の
連

携
に

伴
い

、
旅

費
の

精
算

申
請

に
基

づ
く

伝
票

起
案

の
自

動
化

に
よ

り
、

手
順

の
省

力
化

を
図

っ
た

。
 

 ②
旅

費
業

務
に

関
す

る
取

組
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
業

務
効

率
化

等
に

資
す

る
旅

費
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
、

シ
ス

テ
ム

構
築

を
進

め
た

。
 

・
各

種
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
、

旅
費

シ
ス

テ
ム

と
連

携
す

る
た

め
の

改
善

等
を

実
施

し
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

 
 

・
令

和
５

（
2
0
23

）
年

度
か
ら

の
円

滑
な

本
格

稼
働

に
向

け
た

準
備

が
進

む
と

と
も

に
、

本
格

稼
働

し
た

後
は

、
ペ

ー
パ

ー
レ

ス
化

（
年

間
約

1
7,

00
0
枚

（
A
4
）

以
上
の

コ
ピ

ー
用

紙
使

用
量

の
削

減
）

や
は

ん
こ

レ
ス

化
の

推
進

が
見

込
ま

れ
る

。
 

 ③
文

書
管

理
業

務
に

関
す

る
取

組
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
文

書
管

理
シ

ス
テ

ム
導

入
に

向
け

て
要

件
整

理
を

実
施

し
、

シ
ス

テ
ム

の
構

築
契

約
を

締
結

し
た

。
 

 
 

・
シ

ス
テ

ム
化

を
契

機
と

し
て

、
新

た
に

法
人

統
一

の
文

書
管

理
基

準
表

案
を

作
成

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
令

和
５

（
2
0
23

）
年

度
中

の
文
書

管
理

シ
ス

テ
ム

の
構

築
及

び
試

行
導

入
並

び
に

令
和

６
（

2
0
24

）
年

度
か

ら
本

稼
働

が
可

能
と

な
っ

た
。

 

 
 

・
文

書
管

理
シ

ス
テ

ム
導

入
を

契
機

に
、

法
人

に
お

け
る

文
書

事
務

全
体

の
最

適
化

に
向

け
た

再
整

備
の

実
施

準
備

が
整

っ
た

。
 

 （
２

）
施

設
予

約
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

事
務

効
率

化
及

び
利

用
者

の
利

便
性

向
上

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
令

和
３

（
2
0
21

）
年

度
に
あ

っ
て

は
１

号
館

及
び

６
号

館
の

教
室

に
つ

い
て

施
設

予
約

シ
ス

テ
ム

の
対

象
と

し
、

令
和

４
（

2
0
22
）

年
度

に
あ

っ
て

は
２

号
館

、
８

号
 

館
、

９
号

館
、

1
1
号

館
及

び
12

号
館

の
教

室
に

つ
い

て
も

、
理

学
部

や
都

市
環

境
学

部
と

調
整

を
進

め
、

施
設

予
約

シ
ス

テ
ム

が
利

用
で

き
る

よ
う

改
修

を
行

っ
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
シ

ス
テ

ム
の

利
用

範
囲

が
理

系
エ

リ
ア

の
教

室
ま

で
広

が
る

こ
と

に
よ

り
、

教
室

管
理

事
務

の
効

率
化

が
図

ら
れ

る
だ

け
で

な
く

、
学

生
、

教
員

等
の

利
用

者
の

利
便

性
が

飛
躍

的
に

向
上

し
た

。
 

  
  

Ⅳ　業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置

－ 363 －



大大
項項
目目

番番
号号
  

３３
３３
  

財財
務務
運運
営営
のの
改改
善善

 

Ⅴ
 
財
務
内
容
の
改
善
に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

と
る

べ
き

措
置

 

１
 
自
己
収
入
の
増
加
に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

２
 
経
費
の
抑
制
に
関
す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

３
 
資
産
の
運
用
管
理
の
改

善
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

（
中
期
目
標
）
 

１
 
自
己
収
入
の
増
加
に
関

す
る

目
標

 

○
法
人
運
営
の
安
定
性

と
自

律
性

を
高

め
る

た
め

、
寄

附
金

の
受

入
拡

大
を

は
じ

め
、

外
部

資
金

獲
得

を
促

進
す

る
仕

組
み

の
充

実
を

図
る

等
、

収
入

源
の

多
様

化
の

た
め

の
取

組
を

一
層
積
極
的
に
推
進

し
、

自
己

収
入

の
増

加
に

努
め

る
。

 

○
主
要
な
自
己
財
源
で

あ
る

学
生

納
付

金
に

つ
い

て
は

、
社

会
状

況
や

他
の

国
公

立
大

学
の

水
準

等
も

見
定

め
な

が
ら

、
適

切
な

額
を

設
定

し
て

い
く

。
 

２
 
経
費
の
抑
制
に
関
す
る

目
標

 

○
財
務
状
況
を
的
確
に

分
析

し
て

管
理

経
費

の
抑

制
等

の
効

率
化

を
進

め
る

と
と

も
に

、
法

人
全

体
の

収
支

構
造

を
中

長
期

的
に

見
据

え
た

財
政

運
営

の
在

り
方

の
確

立
を

図
る

。
 

３
 
資
産
の
運
用
管
理
の
改

善
に

関
す

る
目

標
 

○
学
内
施
設
や
知
的
財
産
等

、
法

人
が

保
有

す
る

資
産

に
つ

い
て

は
、

適
正

に
管

理
し

、
有

効
活

用
を

促
進

す
る

。
 

 

中
期
計
画
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
 

自
己

評
価
 

１
 
自
己
収
入
の
増
加
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

 

◇
外
部
資
金
等
自
己
収
入
の
増
加
に
向
け
た
取
組
 

【
4
-
15
】
①
法
人
運
営

の
安
定
性
と
自
律
性
を
確
保
す
る
た
め
、
自

己
収

入
の

改
善
に
向

け
、
積
極
的
な
外
部
資
金
獲
得
に
努
め
る

。
 

                       【
4
-
16
】
②
卒
業
生
、
同
窓
会
等
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
人
的
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

を
構
築
す

る
と
と
も
に
、
法
人
内
の
推
進
・
実
施
体

制
を

整
備

し
、
 

 

  【
4
-
15

】・
都

立
大

の
学

部
入

試
に

お
い

て
、

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
受

験
者

の
大

幅
減

少
に

対
し

、
積

極
的

な
広

報
活

動
や

新
 
 

た
な

入
試

区
分

を
設

け
る

こ
と

に
よ

り
、

６
年

間
の

平
均

で
約

8
,5
00

人
の

安
定

し
た

志
願

者
の

確
保
に

注
力

し
 

た
。

 

・
東

京
都

立
大

学
オ

ー
プ

ン
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

に
お

い
て

、
対

面
式

講
座

と
オ

ン
ラ

イ
ン

講
座

の
拡

充
を

図
っ

た
。
ま

た
、

東
京

都
立

大
学

プ
レ

ミ
ア

ム
・
カ

レ
ッ

ジ
を

開
講

す
る

と
と

も
に

、
６

年
間

を
通

じ
て

本
科

、
専

攻
科

及
び

研
究

生
コ

ー
ス

へ
の

出
願

者
を

確
保

し
、

受
講

料
及

び
選

考
料

の
安

定
的

収
入

を
得

た
。

 

・
新

財
務

会
計

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

、
教

員
が

外
部

資
金

に
よ

る
研

究
に

取
り

組
み

や
す

く
な

る
よ

う
、
年

度
を

ま
た

ぐ

外
部

資
金

研
究

な
ど

研
究

費
執

行
の

仕
組

み
を

改
善

す
る

と
と

も
に

、
組

織
内

の
連

携
を

強
化

す
る

な
ど

、
外

部
資
金

獲
得

促
進

に
向

け
た

体
制

を
構

築
し

た
。
こ

れ
ら

の
取

組
に

よ
り

、
第

三
期

の
最

終
年

度
で

あ
る

令
和

4
年

度
は

、
受

託
研

究
費

等
受

入
金

額
実

績
に

お
い

て
、

法
人

化
以

降
最

高
額

を
獲

得
し

た
。（

図
表

4
-
15

）
 

 

【
図

表
4
-
1
5
　

２
大

学
１

高
専

の
外

部
資

金
実

績
（

決
算

額
）

】
（

単
位

：
千

円
）

2
9
年

度
決

算
額

3
0
年

度
決

算
額

元
年

度
決

算
額

2
年

度
決

算
額

3
年

度
決

算
額

4
年

度
決

算
額

受
託

研
究

費
等

1
,
0
9
1
,
1
7
0

1
,
0
3
9
,
0
2
1

9
0
8
,
5
9
2

9
4
9
,
6
1
1

1
,
2
6
0
,
2
8
9

1
,
4
6
3
,
2
6
1

受
託

事
業

費
等

2
5
4
,
2
1
3

1
3
2
,
8
9
9

1
2
0
,
2
8
3

5
7
,
8
6
9

8
7
,
1
6
8

1
1
1
,
7
8
4

寄
附

金
1
8
0
,
6
0
3

1
7
4
,
3
6
4

2
3
2
,
9
6
7

2
2
1
,
9
9
8

1
9
9
,
6
7
2

1
8
6
,
5
0
9

補
助

金
5
0
,
7
0
0

4
4
,
6
1
6

5
9
,
2
0
1

3
3
9
,
8
3
7

1
0
1
,
1
3
4

2
3
9
,
9
7
7

科
研

費
間

接
経

費
2
8
5
,
3
7
9

2
7
0
,
2
2
3

2
6
0
,
9
8
3

2
5
0
,
6
3
9

2
4
2
,
9
1
2

2
8
8
,
9
3
2

そ
の

他
外

部
資

金
1
3
,
6
8
1

1
1
,
8
0
0

1
2
,
6
0
0

2
,
7
1
1

3
,
2
1
1

4
,
4
1
1

1
,
8
7
5
,
7
4
5

1
,
6
7
2
,
9
2
3

1
,
5
9
4
,
6
2
6

1
,
8
2
2
,
6
6
6

1
,
8
9
4
,
3
8
6

2
,
2
9
4
,
8
7
4

合
計

※
平

成
2
9
年

度
業

務
実

績
等

報
告

よ
り

、
過

年
度

の
デ

ー
タ

も
含

め
、

収
入

決
算

値
を

基
に

記
載

す
る

こ
と

と
し

た
。

※
科

研
費

間
接

経
費

収
入

の
件

数
は

、
交

付
内

定
ベ

ー
ス

。
た

だ
し

、
特

別
研

究
員

奨
励

費
は

除
く

。
※

本
表

の
数

値
は

単
位

未
満

を
四

捨
五

入
し

て
い

る
た

め
、

合
計

と
内

訳
の

計
が

一
致

し
な

い
場

合
が

あ
る

。
 

 【
4
-
16

】・
都

立
大

と
同

窓
会

と
の

包
括

連
携

協
定

締
結

を
契

機
に

、
寄

附
金

イ
ベ

ン
ト

を
共

催
す

る
な

ど
、

卒
業

生
及

び
同

窓

会
と

の
連

携
を

強
化

し
た

。
 

Ｂ
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税
制
上
の

優
遇
措

置
を

活
用
し

た
取
組
を
進

め
る

こ
と

で
寄

附
金

獲
得
額
の
拡
大
を
図
る
な
ど
、
自
己
収
入
の
増
加

に
努

め
る

。
 

                              ◇
授
業
料
等
の
学
生
納
付
金
の
適
切
な
確
保
 

【
4
-
17
】
③
授
業
料
等

の
学
生
納
付
金
に
つ
い
て
、
法
人
財
政
の

安
定

性
及

び

自
立
性
の

向
上
の
観
点
か
ら
、
社
会
状
況
や
他
の
国

公
立

大
学

の

水
準
等
も

見
定
め
な
が
ら
、
都
認
可
上
限
額
の
範
囲

内
で

適
正

な

金
額
の
設

定
に
努
め
る
。
 

 ２
 
経
費
の
抑
制
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
 

◇
中
長
期
的
な
視
点
に
よ
る
安
定
的
な
財
政
運
営
 

【
4
-
18
】
①
限
ら
れ
た
財
政
的
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、
最

高
の

成
果

を
実

現
し
て
い

く
た
め
、
効
果
・
効
率
性
の
観
点
か
ら

真
に

必
要

な
事

業
を
見
極

め
る
と
と
も
に
、
財
務
状
況
を
的
確
に
分

析
し

、
法

人

全
体
の
収

支
構
造
を
中
長
期
的
に
見
据
え
た
財
政
運

営
を

行
う

。
 

  

・
寄

附
金

受
付

シ
ス

テ
ム

、
顕

彰
制

度
の

導
入

、
税

制
上

の
優

遇
措

置
を

活
用

し
た

研
究

等
支

援
基

金
の

設
置

、
ク

ラ

ウ
ド

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
の

導
入

等
、

寄
附

者
に

と
っ

て
よ

り
支

援
し

や
す

い
環

境
を

整
備

し
、

寄
附

金
獲

得
額

の
拡

大
に

向
け

た
取

組
を

実
施

し
た

。（
図

表
4
-1

6
）
 

【
主

な
取

組
】

 

・
卒

業
生

及
び

同
窓

会
等

と
の

連
携

強
化

 

－
都

立
大

と
同

窓
会

と
の

包
括

連
携

協
定

の
締

結
、

同
窓

会
と

の
寄

附
金

イ
ベ

ン
ト

の
共

催
を

実
施

し
た

。
 

－
令

和
２

（
2
0
20

）
年

度
に

「
東
京

都
立

大
学

 
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

緊
急

支
援

基
金

」
を

設
け

、
同

窓
会

等
と

 

連
携

し
約

3
5,

88
0
千

円
の

寄
附

を
集

め
、

学
生

支
援

を
行

っ
た

。
 

・
寄

附
金

受
付

シ
ス

テ
ム

、
顕

彰
制

度
の

導
入

 

－
寄

附
金

受
付

シ
ス

テ
ム

の
導

入
に

よ
り

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
で

寄
附

の
申

込
み

、
ク

レ
ジ

ッ
ト

カ
ー

ド
な

ど
多

様
な

方
法

に
よ

る
決

済
及

び
寄

附
者

情
報

の
一

括
管

理
を

可
能

に
し

た
。

 

－
寄

附
者

銘
板

の
設

置
、

寄
附

者
名

簿
の

公
開
な

ど
顕

彰
制

度
を

導
入

し
、

寄
附

意
欲

の
促

進
を

図
っ

た
。

 

・
税

制
上

の
優

遇
措

置
等

の
取

組
、

そ
の

他
 

－
修

学
支

援
基

金
等

を
設

置
し

た
（

※
学

生
支
援

事
業

に
充

て
ら

れ
る

個
人

寄
附

の
税

額
控

除
制

度
の

導
入

）。
 

－
ク

ラ
ウ

ド
フ

ァ
ン

デ
ィ

ン
グ

を
導

入
し

た
（

自
己

収
入

獲
得

方
法

の
拡

充
）。

 

－
専

門
家

の
知

見
を

活
用

し
た

調
査

・
分

析
に

よ
り

、
今

後
の

寄
附

金
受

入
拡

大
に

向
け

た
戦

略
や

下
地

を
固

め
 

た
。

 

－
寄

附
募

集
の

チ
ラ

シ
や

寄
附

金
制

度
案

内
動

画
を

制
作

し
、

卒
業

生
を

は
じ

め
広

く
一

般
の

方
に

向
け

て
寄

附
の

周
知

を
し

た
。

 

 ＜
図

表
4-

16
　

一
般

寄
附

金
実

績
＞

（
単

位
：

件
、

千
円

）

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

都
立

大
8

1,
47

4
10

5,
32

4
15

1,
95

9
46

2
31

,0
05

97
38

,1
34

43
7,

66
5

東
京

都
立

大
学

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
緊

急
支

援
基

金
-

-
-

-
-

-
44

2
29

,2
70

80
5,

08
0

14
1,

53
0

そ
の

他
8

1,
47

4
10

5,
32

4
15

1,
95

9
20

1,
73

5
17

33
,0

54
29

6,
13

5

産
技

大
1

10
0

1
10

0
2

10
5

3
16

0
3

30
5

3
19

5

高
専

4
30

,6
40

3
30

,2
60

11
43

,0
29

5
40

,5
60

7
31

,4
04

18
50

,2
14

一
般

寄
附

金
13

32
,2

14
14

35
,6

84
28

45
,0

93
47

0
71

,7
25

10
7

69
,8

43
64

58
,0

74

３
年

度
４

年
度

29
年

度
30

年
度

元
年

度
２

年
度

 
  【

4
-
17

】
授

業
料

等
の

学
生

納
付
金

に
つ

い
て

は
、

社
会

状
況

や
他

の
国

公
立

大
学

の
水

準
、

動
向

等
を

注
視

し
な

が
ら

、
法

人

の
経

営
状

況
等

も
踏

ま
え

、
適

正
水

準
で

の
徴

収
を

行
っ

た
。

ま
た

、
自

然
災

害
の

影
響

や
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス

の
影

響
に

よ
る

家
計

急
変

者
に

対
し

て
、

学
生

納
付

金
等

の
減

免
等

適
切

な
支

援
を

途
切

れ
さ

せ
る

こ
と

な
く

行
っ

た
。

 

   【
4
-
18

】・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

拡
大

や
電

気
代

の
高

騰
、

火
災

対
応

等
緊

急
的

な
対

応
が

発
生

し
た

が
、

補
正

予

算
の

要
求

を
東

京
都

へ
行

い
、

法
人

内
で

も
補
正

予
算

を
適

時
編

成
す

る
な

ど
の

策
を

講
じ

、
柔

軟
か

つ
機

動
的

な

財
源

の
確

保
を

行
っ

た
。

 

・
東

京
都

の
施

策
に

資
す

る
法

人
事

業
の

財
源

を
着

実
に

確
保

す
る

と
と

も
に

、
法

人
運

営
に

必
要

な
事

業
の

優
先

順

位
を

見
極

め
、

適
切

な
資

源
の

活
用

・
分

配
を
行

っ
た

ほ
か

、
目

的
積

立
金

も
活

用
し

な
が

ら
、

中
長

期
的

な
視

点

か
ら

の
財

政
運

営
に

努
め

た
。
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 【
4
-
19

】
②
安
定
的
な
財
政
運
営
を
図
り
つ
つ
、
各
大
学
・
高
等

専
門

学
校

の

重
点
課
題

に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
ス
ク
ラ
ッ
プ

ア
ン

ド
ビ

ル

ド
を
基
本

と
し
、
後
年
度
負
担
を
含
め
た
費
用
対
効

果
を

検
証

し

た
上
で
、
各
事
業
を
展
開
す
る
。
ま
た
、
既
存
の
定

型
的

業
務

の

外
部
委
託

化
を
図
る
な
ど
、
経
常
的
管
理
経
費
の
着

実
な

削
減

を

促
す
取
組

を
進
め
る
。
 

 ３
 
資
産
の
運
用
管
理
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た

め
の

措
置

 

◇
保
有
資
産
の
有
効
活
用
 

【
4
-
20
】
①
学
内
保
有
財
産
を
よ
り
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、

学
内

施
設

等

の
有
形
資
産
に
つ
い
て
は
、
利
用
可
能
時
間
や
貸
出

し
に

係
る

手

続
を
見
直
す
と
と
も
に
、
各
主
体
が
行
う
イ
ベ
ン
ト

の
開

催
場

所

と
し
て
使
用
す
る
。
ま
た
、
知
的
財
産
等
の
無
形
資

産
に

つ
い

て

は
、
多
様
な
媒
体
を
用
い
た
情
報
発
信
を
行
う
と
と

も
に

、
積

極

的
な
技
術
移
転
等
を
通
じ
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
に

社
会

に
還

元

す
る
。
 

 【
4
-
19
】

安
定

的
な

財
政

運
営

の
為

、
ス

ク
ラ

ッ
プ

ア
ン

ド
ビ

ル
ド

を
徹

底
す

る
と

と
も

に
、

シ
ス

テ
ム

関
連

予
算

を
は

じ
め

、

法
人

財
政

に
与

え
る

影
響

の
大

き
い

事
業

に
つ

い
て

後
年

度
推

計
や

大
規

模
案

件
の

調
査

等
を

行
い

、
後

年
度

負
担

も

意
識

し
た

計
画

的
な

予
算

編
成

を
行

っ
た

。
ま

た
、

事
務

作
業

の
シ

ス
テ

ム
化

や
ア

ウ
ト

ソ
ー

シ
ン

グ
に

よ
る

業
務

効

率
化

の
た

め
の

予
算

を
措

置
し

、
経

常
的

管
理

経
費

の
着

実
な

削
減

を
図

っ
た

。
 

     【
4
-
20
】・

施
設

貸
出

に
当

た
っ

て
、

利
用

者
が

必
要

と
す
る

情
報

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

し
、

事
前

に
情

報
提

供
を

し
た

。

ま
た

、
利

用
申

込
フ

ォ
ー

ム
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
に

掲
載

す
る

こ
と

で
、

貸
出

に
係

る
手

続
き

を
見

直
し

、
貸

出
業

務

の
円

滑
化

・
効

率
化

を
図

っ
た

。
 

・
知

的
財

産
等

の
無

形
資

産
に

つ
い

て
、

下
記

複
数

の
媒

体
に

て
情

報
発

信
を

行
っ

た
。

大
学

知
財

群
活

用
プ

ラ
ッ

ト

フ
ォ

ー
ム

へ
の

参
加

や
、

外
部

機
関

と
連

携
す
る

こ
と

に
よ

り
、

未
利

用
特

許
の

技
術

移
転

活
動

を
行

い
、

企
業

へ

の
2
50

0
件

の
特

許
情

報
展

開
を

行
っ

た
。

 

 

  

第
三
期
中
期
目
標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
））

 

【【
評評
定定
：：
３３

】】
  

・
寄
附
金
獲
得
に
よ
る
外
部
資
金
収
入
の
増
加
に
向
け
た
取

組
に

つ
い

て
、

寄
附

制
度

の
整

備
が

進
ん

で
い

る
の

で
、

今
後

、
効

果
的

な
運

用
の

実
現

を
期

待
す

る
。

 

・
外
部
資
金
の
獲
得
に
つ
い
て
、
令
和
２
年
度
の
産
技
大
に

お
け

る
文

部
科

学
省

の
大

型
補

助
金

の
採

択
は

顕
著

な
実

績
と

言
え

る
が

、
法

人
全

体
と

し
て

、
順

調
な

増
加

傾
向

に
あ

る
と

は
言

い
難

い
。

外
部

資
金

の
種

別
ご
と
に
、
教
員
職
員
双
方
の
立
場
か
ら
、
獲
得
資
金
増

加
の

た
め

の
施

策
を

今
一

度
検

討
す

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
 

・
資
産
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
、
よ
り
一
層
の
取
組
が
望
ま

れ
る

。
 

 

 
年

度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
4
-
15

】
以
下

取
組
に
よ
り
自
己
収
入
の
安
定
的
な
確

保
に

つ
な

げ
た

。
 

・
首
都
大
に
お
い
て
、
学
部
再
編
の
内
容
に
関

す
る

H
P
周

知
等

の
広
報

活
動

を
積

極
的

に
行

い
、

前
年

度
並
み
の
志
願
者
倍
率
を
維
持
し
た
。
 

・
社
会

情
勢

・
受
講

者
ニ
ー

ズ
を

踏
ま
え
、
公

開
講

座
の

現
状

分
析

・
見

直
し

の
検

討
に

着
手

し

た
。

 

・
外
部

資
金
獲
得
促
進
の
た
め
の
具
体
的
な
施
策

の
実

施
を

開
始

し
た

。
 

【
4
-
16

】
寄
附
金
獲
得
額
の
拡
大
の
た
め
法
人
内
の
推

進
・

実
施

体
制

を
整

備
し

た
。

 

【
4
-
19
】
シ
ス
テ

ム
予
算
の
後
年
度
推
計
や
大
規
模
案

件
の

調
査

を
踏

ま
え

、
次

年
度

以
降

も
見

据
え

た
計

画
的

な
予
算
編
成
を
行
っ
た
。
 

【
4
-
20

】
学
内

保
有
財
産
の
有
効
活
用
の
た
め
、
貸
出
手

続
の

見
直

し
を

行
う

と
と

も
に

、
H
P
を

よ
り
わ

か
り
や
す
い
も
の
に
更
新
し
都
民
に
発
信
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
首

都
大

の
学

部
・
大

学
院

再
編

に
お

い
て

、
志

願
者

減
を

回
避

で
き

た
こ

と
は

、
法

人
と

大
学

の
連

携
し

た
広

報
活

動
の

成
果

で
あ

る
と

評
価

す
る

。
志

願
者

の
確

保
に

よ
り

財
政

的
に

安
定

を
も

た
ら

し
て

い

る
。

 

・
長

期
的

な
経

常
的

管
理

経
費

を
把

握
す

る
た

め
に

、
シ

ス
テ

ム
予

算
の

後
年

度
推

計
や

大
規

模
案

件
調

査
を

行
っ

た
上

で
、

次
年

度
以

降
も

見
据

え
た

計
画

的
な

予
算

編
成

が
行

わ
れ

て
い

る
点

が
評

価
で

き

る
。

 

3
0  

【
4
-
15

】
以
下

取
組
に
よ
り
自
己
収
入
の
安
定
的
な
確

保
に

つ
な

げ
た

。
 

・
首
都
大
に
お
い
て
、
最
新
の
入
試
情
報
に
つ

い
て

、
HP

や
大

学
説
明

会
等

で
積

極
的

に
広

報
を

行
い
、
前
年
度
並
み
の
志
願
者
倍
率
を
維
持

し
た

。
 

・
オ
ー
プ
ン

ユ
ニ
バ

ー
シ
テ

ィ
に

お
い
て
最
新

の
研

究
成

果
等

か
ら

一
定

数
の

講
座

を
企

画
・

開

講
し
た
こ
と
で
、
新
規
会
員
の
確
保
に
つ
な
げ

た
。
ま

た
、
TM
U
プ

レ
ミ

ア
ム
・
カ

レ
ッ

ジ
に

お

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
公

開
講

座
や

TM
U
プ

レ
ミ

ア
ム
・
カ

レ
ッ

ジ
の

開
講

等
、
首

都
大
の

学
術

資
産

を
用

い
る

こ
と

で
自

己
収

入
の

増
加

が
図

ら
れ

た
。

 

・
産

学
公

連
携

セ
ン

タ
ー

と
UR
A
室

等
と

の
連

携
で

、
首

都
大

の
共

同
研

究
・
受

託
研

究
に

よ
る

外
部
資

金

獲
得

は
、

第
二

期
中

期
目

標
期

間
の

平
均

の
1
54

％
に

達
し

た
。
 

Ⅴ　財務内容の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置

－ 366 －



 【
4
-
19

】
②
安
定
的
な
財
政
運
営
を
図
り
つ
つ
、
各
大
学
・
高
等

専
門

学
校

の

重
点
課
題

に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
ス
ク
ラ
ッ
プ

ア
ン

ド
ビ

ル

ド
を
基
本

と
し
、
後
年
度
負
担
を
含
め
た
費
用
対
効

果
を

検
証

し

た
上
で
、
各
事
業
を
展
開
す
る
。
ま
た
、
既
存
の
定

型
的

業
務

の

外
部
委
託

化
を
図
る
な
ど
、
経
常
的
管
理
経
費
の
着

実
な

削
減

を

促
す
取
組

を
進
め
る
。
 

 ３
 
資
産
の
運
用
管
理
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た

め
の

措
置

 

◇
保
有
資
産
の
有
効
活
用
 

【
4
-
20
】
①
学
内
保
有
財
産
を
よ
り
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、

学
内

施
設

等

の
有
形
資
産
に
つ
い
て
は
、
利
用
可
能
時
間
や
貸
出

し
に

係
る

手

続
を
見
直
す
と
と
も
に
、
各
主
体
が
行
う
イ
ベ
ン
ト

の
開

催
場

所

と
し
て
使
用
す
る
。
ま
た
、
知
的
財
産
等
の
無
形
資

産
に

つ
い

て

は
、
多
様
な
媒
体
を
用
い
た
情
報
発
信
を
行
う
と
と

も
に

、
積

極

的
な
技
術
移
転
等
を
通
じ
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
に

社
会

に
還

元

す
る
。
 

 【
4
-
19
】

安
定

的
な

財
政

運
営

の
為

、
ス

ク
ラ

ッ
プ

ア
ン

ド
ビ

ル
ド

を
徹

底
す

る
と

と
も

に
、

シ
ス

テ
ム

関
連

予
算

を
は

じ
め

、

法
人

財
政

に
与

え
る

影
響

の
大

き
い

事
業

に
つ

い
て

後
年

度
推

計
や

大
規

模
案

件
の

調
査

等
を

行
い

、
後

年
度

負
担

も

意
識

し
た

計
画

的
な

予
算

編
成

を
行

っ
た

。
ま

た
、

事
務

作
業

の
シ

ス
テ

ム
化

や
ア

ウ
ト

ソ
ー

シ
ン

グ
に

よ
る

業
務

効

率
化

の
た

め
の

予
算

を
措

置
し

、
経

常
的

管
理

経
費

の
着

実
な

削
減

を
図

っ
た

。
 

     【
4
-
20
】・

施
設

貸
出

に
当

た
っ

て
、

利
用

者
が

必
要

と
す
る

情
報

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

し
、

事
前

に
情

報
提

供
を

し
た

。

ま
た

、
利

用
申

込
フ

ォ
ー

ム
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
に

掲
載

す
る

こ
と

で
、

貸
出

に
係

る
手

続
き

を
見

直
し

、
貸

出
業

務

の
円

滑
化

・
効

率
化

を
図

っ
た

。
 

・
知

的
財

産
等

の
無

形
資

産
に

つ
い

て
、

下
記

複
数

の
媒

体
に

て
情

報
発

信
を

行
っ

た
。

大
学

知
財

群
活

用
プ

ラ
ッ

ト

フ
ォ

ー
ム

へ
の

参
加

や
、

外
部

機
関

と
連

携
す
る

こ
と

に
よ

り
、

未
利

用
特

許
の

技
術

移
転

活
動

を
行

い
、

企
業

へ

の
2
50

0
件

の
特

許
情

報
展

開
を

行
っ

た
。

 

 

  

第
三
期
中
期
目
標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
））

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】

  

・
寄
附
金
獲
得
に
よ
る
外
部
資
金
収
入
の
増
加
に
向
け
た
取

組
に

つ
い

て
、

寄
附

制
度

の
整

備
が

進
ん

で
い

る
の

で
、

今
後

、
効

果
的

な
運

用
の

実
現

を
期

待
す

る
。

 

・
外
部
資
金
の
獲
得
に
つ
い
て
、
令
和
２
年
度
の
産
技
大
に

お
け

る
文

部
科

学
省

の
大

型
補

助
金

の
採

択
は

顕
著

な
実

績
と

言
え

る
が

、
法

人
全

体
と

し
て

、
順

調
な

増
加

傾
向

に
あ

る
と

は
言

い
難

い
。

外
部

資
金

の
種

別
ご
と
に
、
教
員
職
員
双
方
の
立
場
か
ら
、
獲
得
資
金
増

加
の

た
め

の
施

策
を

今
一

度
検

討
す

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
 

・
資
産
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
、
よ
り
一
層
の
取
組
が
望
ま

れ
る

。
 

 

 
年

度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
4
-
15

】
以
下

取
組
に
よ
り
自
己
収
入
の
安
定
的
な
確

保
に

つ
な

げ
た

。
 

・
首
都
大
に
お
い
て
、
学
部
再
編
の
内
容
に
関

す
る

H
P
周

知
等

の
広
報

活
動

を
積

極
的

に
行

い
、

前
年

度
並
み
の
志
願
者
倍
率
を
維
持
し
た
。
 

・
社
会

情
勢

・
受
講

者
ニ
ー

ズ
を

踏
ま
え
、
公

開
講

座
の

現
状

分
析

・
見

直
し

の
検

討
に

着
手

し

た
。

 

・
外
部

資
金
獲
得
促
進
の
た
め
の
具
体
的
な
施
策

の
実

施
を

開
始

し
た

。
 

【
4
-
16

】
寄
附
金
獲
得
額
の
拡
大
の
た
め
法
人
内
の
推

進
・

実
施

体
制

を
整

備
し

た
。

 

【
4
-
19
】
シ
ス
テ

ム
予
算
の
後
年
度
推
計
や
大
規
模
案

件
の

調
査

を
踏

ま
え

、
次

年
度

以
降

も
見

据
え

た
計

画
的

な
予
算
編
成
を
行
っ
た
。
 

【
4
-
20

】
学
内

保
有
財
産
の
有
効
活
用
の
た
め
、
貸
出
手

続
の

見
直

し
を

行
う

と
と

も
に

、
H
P
を

よ
り
わ

か
り
や
す
い
も
の
に
更
新
し
都
民
に
発
信
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
首

都
大

の
学

部
・
大

学
院

再
編

に
お

い
て

、
志

願
者

減
を

回
避

で
き

た
こ

と
は

、
法

人
と

大
学

の
連

携
し

た
広

報
活

動
の

成
果

で
あ

る
と

評
価

す
る

。
志

願
者

の
確

保
に

よ
り

財
政

的
に

安
定

を
も

た
ら

し
て

い

る
。

 

・
長

期
的

な
経

常
的

管
理

経
費

を
把

握
す

る
た

め
に

、
シ

ス
テ

ム
予

算
の

後
年

度
推

計
や

大
規

模
案

件
調

査
を

行
っ

た
上

で
、

次
年

度
以

降
も

見
据

え
た

計
画

的
な

予
算

編
成

が
行

わ
れ

て
い

る
点

が
評

価
で

き

る
。

 

3
0  

【
4
-
15

】
以
下

取
組
に
よ
り
自
己
収
入
の
安
定
的
な
確

保
に

つ
な

げ
た

。
 

・
首
都
大
に
お
い
て
、
最
新
の
入
試
情
報
に
つ

い
て

、
HP

や
大

学
説
明

会
等

で
積

極
的

に
広

報
を

行
い
、
前
年
度
並
み
の
志
願
者
倍
率
を
維
持

し
た

。
 

・
オ
ー
プ
ン

ユ
ニ
バ

ー
シ
テ

ィ
に

お
い
て
最
新

の
研

究
成

果
等

か
ら

一
定

数
の

講
座

を
企

画
・

開

講
し
た
こ
と
で
、
新
規
会
員
の
確
保
に
つ
な
げ

た
。
ま

た
、
TM
U
プ

レ
ミ

ア
ム
・
カ

レ
ッ

ジ
に

お

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
公

開
講

座
や

TM
U
プ

レ
ミ

ア
ム
・
カ

レ
ッ

ジ
の

開
講

等
、
首

都
大
の

学
術

資
産

を
用

い
る

こ
と

で
自

己
収

入
の

増
加

が
図

ら
れ

た
。

 

・
産

学
公

連
携

セ
ン

タ
ー

と
UR
A
室

等
と

の
連

携
で

、
首

都
大

の
共

同
研

究
・
受

託
研

究
に

よ
る

外
部
資

金

獲
得

は
、

第
二

期
中

期
目

標
期

間
の

平
均

の
1
54

％
に

達
し

た
。
 

い
て

初
め
て
の
入
学
選
考
を
実
施
し
、
定
員
を

大
幅

に
上

回
る

出
願

者
を

得
た

。（
O
U
）

 

・
組
織

内
の
連
携
体
制
の
強
化
に
よ
り
、
外
部
資

金
の

獲
得

を
推

進
さ

せ
た

。（
産

学
公

）
 

【
4
-
16
】
寄
附
金
獲
得
額
の
拡
大
に
寄
与
す
る
た
め
、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
で

寄
附

の
申

込
み

を
行

い
、
ク

レ
ジ

ッ
ト

カ
ー

ド
決

済
な

ど
多

様
な

決
済

方
法

を
選

択
す

る
こ

と
が

で
き

る
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
た

。
 

【
4
-
17
】
国
の
制
度
改
正
等
に
応
じ
、
国
公
立
大
学
の
動

向
を

調
査

す
る

と
と

も
に

、
東

京
都

と
調

整
を

開

始
し

た
。
 

【
4
-
20

】
学
内

保
有
財
産
の
有
効
活
用
の
た
め
、
運
動
施

設
貸

出
の

H
P
を

T
OK
YO

ス
ポ

ー
ツ

サ
ポ

ー
タ
ー

ズ
事
業
と
調
整
し
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い
も

の
に

更
新

し
都

民
に

発
信

し
た

。
 

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
介
し

て
寄

附
が

で
き

る
仕

組
み

を
導

入
す

る
な

ど
、

一
般

寄
附

金
の

増
収

に
向

け

た
取

組
を

実
施

し
て

い
る

が
、

寄
附

件
数

は
少

な
い

。
寄

附
目

的
を

明
確

に
し

、
同

窓
生

や
保

護
者

を

は
じ

め
、

多
く

の
方

に
支

援
し

て
い

た
だ

け
る

よ
う

な
仕

組
み

づ
く

り
が

期
待

さ
れ

る
。

 

元  

【
4
-
15

】
以
下

取
組
に
よ
り
自
己
収
入
の
安
定
的
な
確

保
に

つ
な

げ
た

。
 

・
都
立
大
に
お
い
て
、
最
新
の
入
試
情
報
に
つ

い
て

、
HP

や
大

学
説
明

会
等

で
積

極
的

に
広

報
を

行
い
、
例
年
並
み
の
志
願
者
倍
率
を
維
持
し

た
。

 

・
オ
ー
プ
ン

ユ
ニ
バ

ー
シ
テ

ィ
に

お
い
て
講
座

の
体

系
や

内
容

を
見

直
し

、
開

講
講

座
数

や
有

料

講
座
が
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
り
、
受
講
者
数

や
収

入
が

増
加

し
た

。
ま

た
、
T
M
U
プ

レ
ミ

ア
ム
・

カ
レ

ッ
ジ

を
開
講
す

る
と
と

も
に

、
令
和
２

（
2
0
2
0
）

年
度

入
学

に
係

る
本

科
及

び
専

攻
科

へ

の
出

願
者
を
確
保
し
、
選
考
料
及
び
受
講
料
の

安
定

的
収

入
を

得
た

。
 

・
外
部

資
金
の
獲
得
状
況
の
見
え
る
化
を
図
り
、

外
部

資
金

の
獲

得
に

向
け

て
取

り
組

ん
だ

。
 

【
4
-
16

】
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
、
寄
附
者
の

顕
彰

制
度

を
導

入
し

た
。

 

【
4
-
18
】
支
給
実
績
に
基
づ
く
適
切
な
執
行
見
込
額
の
算

出
に

よ
り

、
教

職
員

数
を

維
持

し
た

う
え

で
、
人

件
費

予
算
額
を
１
億
円
以
上
削
減
し
た
。
 

【
4
-
20

】
令
和

２
（
20
20

）
年
度
よ
り
、
教
室
・
講
堂

等
の

光
熱

水
費

を
使

用
料

と
と

も
に

一
括

事
前

徴

収
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
支

給
実

績
に

基
づ

く
執
行

見
込

額
を

踏
ま

え
、
執

行
残

額
が

最
小

限
と

な
る

よ
う

予
算

編
成

を
行

っ
た

こ

と
で

、
人

件
費

予
算

額
を

1
億

円
以

上
削

減
し

た
。

 

・
寄

附
者

顕
彰

制
度

、
寄
附

金
受

付
シ

ス
テ

ム
の

導
入

な
ど

の
環

境
整

備
に

よ
り

、
寄

附
金

の
件

数
及

び
金

額
が

増
加

し
た

。
 

・
大

学
の

規
模

か
ら

考
え
る

と
、
寄

附
金

の
件

数
及

び
金

額
は

十
分

と
は

言
え

な
い

。
名

称
変

更
を

契
機

と

し
て

、
更

な
る

取
組

の
推

進
を

期
待

す
る

。
 

・
学

内
の

施
設

貸
出

に
つ

い
て

、
引

き
続

き
、

手
続

き
の

利
便

性
向

上
を

図
る

な
ど

し
て

、
有

効
に

施
設

が
活

用
さ

れ
る

よ
う

取
り

組
ま

れ
た

い
。

 

２ 

【
4
-
15

】
以
下

取
組
に
よ
り
自
己
収
入
の
安
定
的
な
確

保
に

つ
な

げ
た

。
 

・
都
立
大
に
お
い
て
、
参
集
型
に
代
わ
る

W
EB

大
学

説
明

会
の

実
施
に

よ
り

多
く

の
受

験
生

に
入

試
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
い
、
例
年
並
み
の

志
願

者
倍

率
を

維
持

し
た

。
 

・
東
京
都
立

大
学
オ

ー
プ
ン

ユ
ニ

バ
ー
シ
テ
ィ

に
お

い
て

、
オ

ン
ラ

イ
ン

で
も

受
講

可
能

な
形

で

秋
期
及
び

冬
期
講
座

を
開
講

し
た

。
ま
た
、

東
京

都
立

大
学

プ
レ

ミ
ア

ム
・

カ
レ

ッ
ジ

を
開

講

す
る
と
と

も
に
、
令

和
３
（
2
0
2
1
）
年
度
入

学
に

係
る

本
科

及
び

専
攻

科
、

研
究

生
コ

ー
ス

へ

の
出
願
者
を
確
保
し
、
受
講
料
及
び
選
考
料
の

安
定

的
収

入
を

得
た

。
 

・
新
財
務
会

計
シ
ス

テ
ム
を

活
用

し
、
教
員
が

外
部

資
金

に
よ

る
研

究
に

取
り

組
み

や
す

く
な

る

よ
う
、
研

究
費
執
行

の
仕
組

み
を

改
善
す
る

と
と

も
に

、
外

部
資

金
獲

得
実

績
の

向
上

に
向

け

て
多
角
的
分
析
が
可
能
な
資
料
の
構
築
や
事
務

組
織

体
制

の
再

構
築

を
行

っ
た

。
 

【
4
-
16

】「
東
京

都
立
大
学
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急

支
援

基
金

」
を

設
け

、
29

，
2
70

千
円

の
寄

附
を

集
め

、
学
生
に
支
援
を
行
っ
た
。
ま
た
、
銘
板

の
設

置
な

ど
寄

附
者

に
対

す
る

顕
彰

制
度

の
充

実

を
図

り
、
寄
附
意
欲
の
促
進
を
図
っ
た
。
 

【
4
-
17

】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る

家
計

急
変

者
に

対
し

て
、
学

生
納

付
金

等
の

減
免

等
適

切
な
支
援
を
行
っ
た
。
 

【
4
-
20

】
教
室

・
講
堂
等
の
施
設
貸
出
の
光
熱
水
費
の
施

設
使

用
料

金
と

合
わ

せ
た

事
前

一
括

徴
収

を
開

始
す

る
と
と
も
に
、
メ
ー
ル
で
の
予
約
申
込
を

可
能

と
し

た
。

 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・「
東

京
都

立
大

学
 
新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
緊

急
支

援
基

金
」
を

設
置

し
、
約

３
千

万
円

の
寄

附
を

集
め

、

学
生

の
経

済
的

支
援

に
尽

力
し

た
。

 

・
学

生
の

経
済

的
支

援
に

つ
い

て
は

、
今

後
も

社
会

情
勢

を
見

極
め

な
が

ら
、

法
人

一
丸

と
な

っ
て

、
適

切
な

対
応

を
行

っ
て

い
く

こ
と

を
期

待
す

る
。
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３ 

【
4
-
15

】
以
下

取
組
に
よ
り
自
己
収
入
の
安
定
的
な
確

保
に

つ
な

げ
た

。
 

・
都
立
大
に
お
い
て
、
W
EB

大
学
説
明
会
の
実

施
に

よ
り

多
く

の
受

験
生

に
入

試
に

関
す

る
情

報

提
供

を
行
い
、
志
願
者
確
保
を
促
進
し
た
。
 

・
東
京

都
立

大
学
オ

ー
プ
ン

ユ
ニ

バ
ー
シ
テ
ィ

に
お

い
て

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

拡

大
状

況
に

応
じ
て
対

面
と
オ

ン
ラ

イ
ン
を
使

い
分

け
な

が
ら

講
座

を
開

講
し

た
。

ま
た

、
東

京

都
立

大
学

プ
レ
ミ
ア

ム
・
カ

レ
ッ

ジ
を
開
講

す
る

と
と

も
に

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

入
学

に

係
る
本
科

及
び
専
攻

科
、
研

究
生

コ
ー
ス
へ

の
出

願
者

を
確

保
し

、
受

講
料

及
び

選
考

料
の

安

定
的
収
入
を
得
た
。
 

・
新
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
よ
り
、
年

度
を

跨
ぐ

外
部

資
金

研
究

の
円

滑
な

実
施

を
可

能

と
し
た
。
ま
た
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
実
施
に

よ
り

、
研

究
費

や
寄

附
金

等
の

獲
得

状
況

を
教

員

へ
毎
月
共
有
し
た
。
ま
た
、
研
究
期
間
終
了

前
の

リ
マ

イ
ン

ド
メ

ー
ル

の
実

施
や

、
研

究
等

に

係
る
申
込
書
の
ハ
ン
コ
レ
ス
化
に
よ
り
、
事

務
手

続
き

の
迅

速
化

や
教

員
の

負
担

軽
減

を
行

っ

た
。
 

【
4
-
16

】「
東
京

都
立
大
学
 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急

支
援

基
金

」
約

５
百

万
円

や
遺

贈
寄

附
約

３
千

万
円

を
集
め
、
学
生
支
援
等
に
充
当
し
た
。

ま
た

、
法

人
の

寄
附

金
制

度
の

P
R
動

画
を

作
成

し
、
寄
附
の
受
入
拡
大
を
図
っ
た
。
 

【
4
-
17

】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

る
家

計
急

変
者

に
対

し
て

、
学

生
納

付
金

等
の

減

免
等
適
切
な
支
援
を
行
っ
た
。
 

【
4
-
20

】
施
設
貸
出
時
の
光
熱
水
費
の
算
出
方
法
の
見

直
し

及
び

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
施

設
貸

出
ペ

ー
ジ

へ

の
予
約
フ
ォ
ー
ム
の
設
置
に
よ
り
、
利
用
者

の
利

便
性

向
上

と
貸

出
業

務
の

省
力

化
を

行
っ

た
。
 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
引

き
続

き
U
RA

に
よ

る
教

員
へ
の

サ
ポ

ー
ト

を
き

め
細

か
く

実
施

す
る

こ
と

等
に

よ
り

、
受

託
研

究
費

等

の
受

入
金

額
に

お
い

て
、

法
人

化
後

最
高

額
を

獲
得

し
た

。
 

・
遺

贈
寄

附
に

よ
り

寄
附

金
額

が
大

幅
に

増
加

し
て

い
る

が
、
今

後
も

恒
常

的
に

寄
附

が
集

ま
る

よ
う

な
仕

組
み

を
検

討
さ

れ
た

い
。

 

４  

【
4
-
15

】
以
下

取
組
に
よ
り
自
己
収
入
の
安
定
的
な
確

保
に

つ
な

げ
た

。
 

・
都
立
大
に
お
い
て
、
W
eb

大
学
説
明
会
及
び

予
約

制
に

よ
る

参
集

型
の

大
学

説
明

会
を

開
催

す

る
こ

と
に
よ
り
、
来
場
者
に
大
学
の
魅
力
を
伝

え
、

必
要

な
情

報
を

提
供

し
た

。
 

・
東
京

都
立

大
学
オ

ー
プ
ン

ユ
ニ

バ
ー
シ
テ
ィ

に
お

い
て

、
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

の
講

座
の

開
催

を

拡
充

し
た

。
ま
た
、

東
京
都

立
大

学
プ
レ
ミ

ア
ム

・
カ

レ
ッ

ジ
を

開
講

す
る

と
と

も
に

、
令

和

５
（

2
0
2
3
）
年
度
入
学
の
本
科

、
専
攻
科
及

び
研

究
生

コ
ー

ス
へ

の
出

願
者

を
確

保
し

、
受

講

料
及

び
選
考
料
の
安
定
的
収
入
を
得
た
。
 

・
新
財

務
会
計
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
よ
る
年
度
を

跨
ぐ

外
部

資
金

研
究

の
円

滑
な

実
施

や
、

研
究

期
間

終
了
前
の
リ
マ
イ
ン
ド
メ
ー
ル
、
U
RA

に
よ

る
教

員
等

へ
の

継
続

的
な

サ
ポ

ー
ト

を
推

進

し
た
。
 

【
4
-
16

】
寄
附

イ
ベ
ン
ト
「
寄
附
へ
の
感
謝
の
集
い
」
を

実
施

し
、

延
べ

1
3
人

に
感

謝
状

を
贈

呈
す

る
こ

と
で
、
継
続
的
な
寄
附
意
欲
及
び
遺
贈
寄
附
意

欲
の

促
進

を
図

っ
た

。
 

【
4
-
17

】
自
然
災
害
等
の
影
響
に
よ
る
家
計
急
変
者
に
対

し
て

、
学

生
納

付
金

等
の

減
免

等
適

切
な

支
援

を
行
っ
た
。
 

【
4
-
20

】
複
数
の
産
学
連
携
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
又
は
ブ

ー
ス

出
展

を
行

い
、

未
利

用
特

許
を

中
心

に
広

く
情
報

発
信
を
行
っ
た
。
 

―
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３ 

【
4
-
15

】
以
下

取
組
に
よ
り
自
己
収
入
の
安
定
的
な
確

保
に

つ
な

げ
た

。
 

・
都
立
大
に
お
い
て
、
W
EB

大
学
説
明
会
の
実

施
に

よ
り

多
く

の
受

験
生

に
入

試
に

関
す

る
情

報

提
供

を
行
い
、
志
願
者
確
保
を
促
進
し
た
。
 

・
東
京

都
立

大
学
オ

ー
プ
ン

ユ
ニ

バ
ー
シ
テ
ィ

に
お

い
て

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

拡

大
状

況
に

応
じ
て
対

面
と
オ

ン
ラ

イ
ン
を
使

い
分

け
な

が
ら

講
座

を
開

講
し

た
。

ま
た

、
東

京

都
立

大
学

プ
レ
ミ
ア

ム
・
カ

レ
ッ

ジ
を
開
講

す
る

と
と

も
に

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

入
学

に

係
る
本
科

及
び
専
攻

科
、
研

究
生

コ
ー
ス
へ

の
出

願
者

を
確

保
し

、
受

講
料

及
び

選
考

料
の

安

定
的
収
入
を
得
た
。
 

・
新
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
よ
り
、
年

度
を

跨
ぐ

外
部

資
金

研
究

の
円

滑
な

実
施

を
可

能

と
し
た
。
ま
た
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
実
施
に

よ
り

、
研

究
費

や
寄

附
金

等
の

獲
得

状
況

を
教

員

へ
毎
月
共
有
し
た
。
ま
た
、
研
究
期
間
終
了

前
の

リ
マ

イ
ン

ド
メ

ー
ル

の
実

施
や

、
研

究
等

に

係
る
申
込
書
の
ハ
ン
コ
レ
ス
化
に
よ
り
、
事

務
手

続
き

の
迅

速
化

や
教

員
の

負
担

軽
減

を
行

っ

た
。
 

【
4
-
16

】「
東
京

都
立
大
学
 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急

支
援

基
金

」
約

５
百

万
円

や
遺

贈
寄

附
約

３
千

万
円

を
集
め
、
学
生
支
援
等
に
充
当
し
た
。

ま
た

、
法

人
の

寄
附

金
制

度
の

P
R
動

画
を

作
成

し
、
寄
附
の
受
入
拡
大
を
図
っ
た
。
 

【
4
-
17

】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

る
家

計
急

変
者

に
対

し
て

、
学

生
納

付
金

等
の

減

免
等
適
切
な
支
援
を
行
っ
た
。
 

【
4
-
20

】
施
設
貸
出
時
の
光
熱
水
費
の
算
出
方
法
の
見

直
し

及
び

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
施

設
貸

出
ペ

ー
ジ

へ

の
予
約
フ
ォ
ー
ム
の
設
置
に
よ
り
、
利
用
者

の
利

便
性

向
上

と
貸

出
業

務
の

省
力

化
を

行
っ

た
。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
引

き
続

き
U
RA

に
よ

る
教

員
へ
の

サ
ポ

ー
ト

を
き

め
細

か
く

実
施

す
る

こ
と

等
に

よ
り

、
受

託
研

究
費

等

の
受

入
金

額
に

お
い

て
、

法
人

化
後

最
高

額
を

獲
得

し
た

。
 

・
遺

贈
寄

附
に

よ
り

寄
附

金
額

が
大

幅
に

増
加

し
て

い
る

が
、
今

後
も

恒
常

的
に

寄
附

が
集

ま
る

よ
う

な
仕

組
み

を
検

討
さ

れ
た

い
。

 

４  

【
4
-
15

】
以
下

取
組
に
よ
り
自
己
収
入
の
安
定
的
な
確

保
に

つ
な

げ
た

。
 

・
都
立
大
に
お
い
て
、
W
eb

大
学
説
明
会
及
び

予
約

制
に

よ
る

参
集

型
の

大
学

説
明

会
を

開
催

す

る
こ

と
に
よ
り
、
来
場
者
に
大
学
の
魅
力
を
伝

え
、

必
要

な
情

報
を

提
供

し
た

。
 

・
東
京

都
立

大
学
オ

ー
プ
ン

ユ
ニ

バ
ー
シ
テ
ィ

に
お

い
て

、
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

の
講

座
の

開
催

を

拡
充

し
た

。
ま
た
、

東
京
都

立
大

学
プ
レ
ミ

ア
ム

・
カ

レ
ッ

ジ
を

開
講

す
る

と
と

も
に

、
令

和

５
（

2
0
2
3
）
年
度
入
学
の
本
科

、
専
攻
科
及

び
研

究
生

コ
ー

ス
へ

の
出

願
者

を
確

保
し

、
受

講

料
及

び
選
考
料
の
安
定
的
収
入
を
得
た
。
 

・
新
財

務
会
計
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
よ
る
年
度
を

跨
ぐ

外
部

資
金

研
究

の
円

滑
な

実
施

や
、

研
究

期
間

終
了
前
の
リ
マ
イ
ン
ド
メ
ー
ル
、
U
RA

に
よ

る
教

員
等

へ
の

継
続

的
な

サ
ポ

ー
ト

を
推

進

し
た
。
 

【
4
-
16

】
寄
附

イ
ベ
ン
ト
「
寄
附
へ
の
感
謝
の
集
い
」
を

実
施

し
、

延
べ

1
3
人

に
感

謝
状

を
贈

呈
す

る
こ

と
で
、
継
続
的
な
寄
附
意
欲
及
び
遺
贈
寄
附
意

欲
の

促
進

を
図

っ
た

。
 

【
4
-
17

】
自
然
災
害
等
の
影
響
に
よ
る
家
計
急
変
者
に
対

し
て

、
学

生
納

付
金

等
の

減
免

等
適

切
な

支
援

を
行
っ
た
。
 

【
4
-
20

】
複
数
の
産
学
連
携
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
又
は
ブ

ー
ス

出
展

を
行

い
、

未
利

用
特

許
を

中
心

に
広

く
情
報

発
信
を
行
っ
た
。
 

―
 

 
 

中
期

計
画

番
号

 

4
-
1
5
 

Ⅴ
 

財
務

内
容

の
改

善
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
と

る
べ

き
措

置
 

１
自

己
収

入
の

増
加

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
外

部
資

金
等

自
己

収
入

の
増

加
に

向
け

た
取

組
 

①
法

人
運

営
の

安
定

性
と

自
律

性
を

確
保

す
る

た
め

、
自

己
収

入
の

改
善

に
向

け
、

積
極

的
な

外
部

資
金

獲
得

に
努

め
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
都

立
大

に
お

い
て

、
入

学
志

願

者
の

増
加

を
図

る
た

め
、

令
和

５

（
2
0
23
）
年

度
入

試
に

関
す

る
情
報

及

び
令

和
６
（

2
02

4）
年

度
入

試
以
降

の

入
試

制
度

に
関

す
る

情
報

に
つ

い
て

、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
で

公
表

す
る

と
と

も
に

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症

の
状

況
等

を
踏

ま
え

た
上

で
、

W
eb

や

オ
ン

ラ
イ

ン
の

活
用

等
、

大
学

説
明

会
、
ガ

イ
ダ

ン
ス

及
び

高
校

訪
問

等
の

広
報

活
動

を
積

極
的

に
行

い
、
詳

細
を

説
明

し
て

い
く

。
 

 （
２

）【
継

続
】
東

京
都

立
大

学
オ

ー
プ

ン
ユ

ニ

バ
ー

シ
テ

ィ
に

お
い

て
、
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

と
対

面
形

式
の

併
用

に
よ

る
講

座
提

供
を

行
う

と
と

も
に

、
積

極
的

な

広
報

を
展

開
す

る
こ

と
で

、
高

校
生

か

ら
シ

ニ
ア

層
ま

で
の

多
様

な
人

々
の

受
講

機
会

を
拡

大
し

、
自

己
収

入
の

安

定
を

図
る

。
 

                 

（
１

）
東

京
都

立
大

学
に

お
け

る
入

学
考

査
料

収
入

の
確

保
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

状
況

を
踏

ま
え

、
W
eb

大
学

説
明

会
及

び
予

約
制

に
よ

る
参

集
型

の
大

学
説

明
会

を
開

催
し

た
。

 

・
大

学
W
eb

ペ
ー

ジ
に

令
和

５
（

20
2
3
）

年
度

入
試

に
関

す
る

情
報

や
各

種
説

明
会

及
び

令
和

６
（

2
0
24
）

年
度

入
試

以
降

の
入

試
制

度
に

関
す

る
情

報
を

掲
載

し
た

。
 
  

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

状
況

等
を

踏
ま

え
た

上
で

、
オ

ン
ラ

イ
ン

を
活

用
し

た
W
eb

大
学
説

明
会

を
開

催
す

る
一

方
、

予
約

制
に

よ
る

入
場

人
数

制
限

、
非

接
触

ア
ン

ケ
ー

ト
等

の
対

策
を

実
施

し
、

参
加

者
が

安
全

・
安

心
し

て
参

加
で

き
る

対
面

型
の

大
学

説
明

会
を

開
催

す
る

こ
と

に
よ

り
、

来
場

者
に

大
学

の
魅

力
を

伝

え
、

必
要

な
情

報
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

参
加

者
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

非
常

に
高

い
満

足
度

を
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
令

和
５

（
2
0
23

）
年

度
入

試
の
一

般
選

抜
志

願
者

は
 
6
,6
63

人
、
多

様
な

選
抜

・
特

別
選

抜
の

志
願

者
は

 
8
93

人
で

あ
っ

た
。
 

    （
２

）
東

京
都

立
大

学
オ

ー
プ

ン
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

及
び

東
京

都
立

大
学

プ
レ

ミ
ア

ム
・

カ
レ

ッ
ジ

に
お

け
る

自
己

収
入

の
安

定
的

な
確

保
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
主

に
全

８
、

９
回

の
シ

リ
ー

ズ
で

構
成

さ
れ

る
「

オ
ン

ラ
イ

ン
ス

ペ
シ

ャ
ル

講
座

」
を

1
6
講

座
開

講
す

る
な

ど
、

オ
ン

ラ
イ

ン
開

催
の

拡
充

を
図

る
と

と
も

に
、「

江

戸
・

東
京

/
T
OK

YO
」

を
は

じ
め

と
す

る
シ

ニ
ア

向
け

の
講

座
に

お
い

て
は

対
面

形
式

で
の

講
座

を
多

く
開

講
し

た
他

、
多

岐
に

渡
る

講
座

を
提

供
し

た
。

 

・
高

校
生

に
関

し
て

は
、

都
立

大
教

員
に

よ
る

「
高

校
生

専
用

講
座

」
を

1
4
講

座
開

講
し

た
。（

図
表

4
-
15

-1
）
 

・
オ

ン
ラ

イ
ン

を
活

用
し

た
広

報
活

動
を

強
化

し
、

マ
ス

コ
ミ

へ
の

効
果

的
な

働
き

か
け

を
行

っ
た

。
 

・
東

京
都

立
大

学
プ

レ
ミ

ア
ム

・
カ

レ
ッ

ジ
を

開
講

す
る

と
と

も
に

、
令

和
５

（
2
0
23

）
年

度
入

学
の
本

科
、

専
攻

科
及

び
研

究
生

コ
ー

ス
に

係
る

選
考

を
実

施
し

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
新

規
受

講
会

員
を

7
48

名
（

令
和

５
（

2
0
23

）
年

度
２

月
末

時
点
）

獲
得

す
る

と
と

も
に

、
全

国
の

高
校

3
70

校
か

ら
延

べ
1
,2
17

名
の

参
加

が
あ

り
、

多
様

な
人

々

の
受

講
機

会
が

拡
大

し
、

自
己

収
入

の
安

定
的

な
確

保
に

繋
が

っ
た

。
（

図
表

4
-1

5-
2
）
 

・
オ

ン
ラ

イ
ン

ス
ペ

シ
ャ

ル
講

座
「「

笑
い

」
を

考
え

る
（

夏
期

８
回

シ
リ

ー
ズ

）」
は

、
日

本
経

済
新

聞
（

朝
刊

）
や

ニ
ッ

ポ
ン

放
送

で
も

取
り

上
げ

ら
れ

る
な

ど
、

講

座
や

大
学

の
P
R
に

貢
献

し
た

。
 

・
東

京
都

立
大

学
プ

レ
ミ

ア
ム

・
カ

レ
ッ

ジ
に

お
い

て
、

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
度

入
学

に
係

る
本

科
、

専
攻

科
及

び
研

究
生

コ
ー

ス
へ

の
出

願
者

（
本

科
1
79

名
、

専
攻

科
3
8
名

、
研

究
生

コ
ー

ス
４

名
）
を

確
保

し
、

選
考

料
及

び
受

講
料

の
安

定
的

収
入

を
得

た
。

 
 【
図

表
4
-
1
5
-
1
　

オ
ー

プ
ン

ユ
ニ

バ
ー

シ
テ

ィ
開

講
実

績
】

（
単

位
：

講
座

、
人

）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度

開
設

数
3
1
4

3
1
6

4
0
2

4
1

3
5
6

3
4
6

開
講

数
2
4
3

2
6
5

3
2
1

3
4

2
1
7

2
7
7

受
講

者
数

　
　

　
　

　
3
,
3
6
8

4
,
0
2
5

5
,
4
2
1

5
2
8

3
,
0
6
8

4
,
0
7
9

1
4
,
3
5
4

1
5
,
1
2
9

1
5
,
9
9
2

1
6
,
0
3
4

1
6
,
5
8
3

1
7
,
3
3
1

う
ち

新
規

会
員

　
　

6
8
6

7
7
5

8
6
3

4
2

5
4
9

7
4
8

一
般

講
座

及
び

連
携

講
座

会
員

数
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          （
３

） 【
継

続
】
産

学
公

連
携

セ
ン

タ
ー

と
２

大

学
１

高
専

が
連

携
し

て
組

織
体

制
の

強
化

を
図

り
、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

状
況

を
注

視
し

つ
つ

、
外

部

資
金

獲
得

促
進

の
た

め
の

施
策

を
実

施
す

る
。（

1
-
37

再
掲

）
 

【
図

表
4
-
1
5
-
2
　

オ
ー

プ
ン

ユ
ニ

バ
ー

シ
テ

ィ
収

支
状

況
】

（
単

位
：

千
円

）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度

4
9
,
2
8
4

6
1
,
1
6
6

6
6
,
3
1
8

9
,
0
2
5

3
4
,
6
3
9

4
5
,
1
8
4

5
3
,
6
1
8

4
8
,
1
0
8

5
9
,
9
3
3

3
4
,
4
6
7

4
8
,
6
5
5

5
2
,
1
6
5

▲
4
,
3
3
4

1
3
,
0
5
8

6
,
3
8
5

▲
2
5
,
4
4
2

▲
1
4
,
0
1
6

▲
6
,
9
8
1

支
出

収
入

差
引

き

※
2
9
年

度
の

支
出

は
、

事
務

室
移

転
に

伴
う

臨
時

的
経

費
9
,
2
2
6
千

円
を

含
み

、
こ

れ
を

除
い

た
収

入
と

の
差

引
き

は
4
,
8
9
2
千

円
と

な
る

。
 

 （
３

）
外

部
資

金
獲

得
促

進
の

た
め

の
施

策
の

実
施

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
の

機
能

を
活

用
し

、
令

和
４

（
2
0
22

）
年

度
繰

越
外

部
資

金
研

究
費

を
４

月
か

ら
執

行
可

能
に

し
た

こ
と

で
、

教
員

が
年

度
を

ま
た

ぐ
外

部
資

金
研
 

究
を

ス
ム

ー
ズ

に
行

え
る

よ
う

に
し

た
。

 

・
産

学
公

連
携

セ
ン

タ
ー

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

に
お

い
て

、
セ

ン
タ

ー
全

体
で

、
共

同
研

究
費

、
受

託
研

究
費

、
提

案
公

募
型

研
究

費
、

学
術

相
談

、
受

託
研

究
費

等
間

接
経

費
 

 
及

び
特

定
研

究
寄

附
金

の
獲

得
状

況
を

毎
月

共
有

し
た

。
 

・
産

技
大

の
O
PI

企
画

経
営

委
員
会

に
産

学
公

連
携

セ
ン

タ
ー

管
理

職
及

び
知

財
担

当
者

が
参

加
し

、
円

滑
な

情
報

共
有

及
び

連
携

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
タ

イ
ム

リ
ー

な

研
究

支
援

を
行

っ
た

。
 

・
外

部
資

金
研

究
期

間
終

了
前

の
教

員
を

対
象

に
し

た
リ

マ
イ

ン
ド

メ
ー

ル
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

研
究

期
間

延
長

、
特

許
出

願
、

各
種

報
告

等
の

事
務

手
続

き
に

つ
 

 
い

て
迅

速
に

対
応

で
き

る
よ

う
に

し
た

。
 

・
U
RA

に
よ

る
教

員
等

へ
の

サ
ポ
ー

ト
を

引
き

続
き

推
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

提
案

公
募

型
研

究
費

の
獲

得
額

が
前

年
度

比
1
20
.3

%
と

大
幅

増
と

な
っ

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
受

託
研

究
費

等
受

入
金

額
実

績
に

お
い

て
、

法
人

化
以

降
最

高
額

を
獲

得
し

た
。

 

【
図

表
4
-
1
5
-
3
　

２
大

学
１

高
専

の
外

部
資

金
実

績
（

決
算

額
）

】
（

単
位

：
千

円
、

件
）

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

受
託

研
究

費
等

1
,
0
9
1
,
1
7
0

3
1
8

1
,
0
3
9
,
0
2
1

3
2
6

9
0
8
,
5
9
2

3
6
3

9
4
9
,
6
1
1

2
9
9

1
,
2
6
0
,
2
8
9

3
2
1

1
,
4
6
3
,
2
6
1

3
4
0

2
8
6
,
8
1
5

1
6
1

3
0
4
,
5
9
4

1
6
8

3
0
3
,
7
0
8

1
9
6

2
2
9
,
0
8
2

1
5
1

3
1
4
,
7
0
0

1
5
8

3
0
9
,
1
7
3

1
5
7

4
6
,
8
0
8

3
1

5
7
,
1
3
7

4
1

4
4
,
2
4
7

3
6

6
6
,
0
7
8

3
2

3
7
,
4
8
9

2
3

4
6
,
6
6
5

3
6

6
0
1
,
5
2
2

8
8

5
3
9
,
7
8
9

8
0

4
4
5
,
1
9
0

8
2

5
1
1
,
7
1
3

7
8

7
1
2
,
6
2
3

1
0
8

8
5
7
,
2
6
1

1
0
3

2
5
,
0
7
1

3
8

2
7
,
6
8
4

3
7

3
4
,
4
7
7

4
9

2
4
,
7
8
1

3
8

3
3
,
0
6
3

3
2

3
9
,
8
4
8

4
4

1
3
0
,
9
5
4

-
1
0
9
,
8
1
7

-
8
0
,
9
6
9

-
1
1
7
,
9
5
8

-
1
6
2
,
4
1
4

-
2
1
0
,
3
1
4

-

受
託

事
業

費
等

2
5
4
,
2
1
3

3
1

1
3
2
,
8
9
9

2
6

1
2
0
,
2
8
3

3
5

5
7
,
8
6
9

2
9

8
7
,
1
6
8

2
9

1
1
1
,
7
8
4

3
1

寄
附

金
1
8
0
,
6
0
3

1
4
8

1
7
4
,
3
6
4

1
4
6

2
3
2
,
9
6
7

1
4
2

2
2
1
,
9
9
8

5
8
2

1
9
9
,
6
7
2

2
2
5

1
8
6
,
5
0
9

1
9
4

3
2
,
2
1
4

1
3

3
5
,
6
8
4

1
4

4
5
,
0
9
3

2
8

7
1
,
7
2
5

4
7
0

6
9
,
8
4
3

1
0
7

5
8
,
0
7
3

6
4

1
4
8
,
3
8
9

1
3
5

1
3
1
,
1
8
0

1
3
1

1
7
2
,
8
7
4

1
1
3

1
1
5
,
2
7
3

1
1
0

1
0
9
,
8
2
9

1
1
7

1
3
3
,
6
9
3

1
2
9

0
0

7
,
5
0
0

1
1
5
,
0
0
0

1
3
5
,
0
0
0

2
2
0
,
0
0
0

1
△

 
5
,
2
5
7

1

補
助

金
5
0
,
7
0
0

3
4

4
4
,
6
1
6

2
0

5
9
,
2
0
1

2
3

3
3
9
,
8
3
7

2
6

1
0
1
,
1
3
4

2
8

2
3
9
,
9
7
7

3
9

科
研

費
間

接
経

費
2
8
5
,
3
7
9

4
5
2

2
7
0
,
2
2
3

4
3
9

2
6
0
,
9
8
3

4
4
2

2
5
0
,
6
3
9

4
6
7

2
4
2
,
9
1
2

4
7
0

2
8
8
,
9
3
2

4
7
1

そ
の

他
外

部
資

金
1
3
,
6
8
1

4
1
1
,
8
0
0

2
1
2
,
6
0
0

3
2
,
7
1
1

3
3
,
2
1
1

4
4
,
4
1
1

5

1
,
8
7
5
,
7
4
5

9
8
7

1
,
6
7
2
,
9
2
3

9
5
9

1
,
5
9
4
,
6
2
6

1
,
0
0
8

1
,
8
2
2
,
6
6
6

1
,
4
0
6

1
,
8
9
4
,
3
8
6

1
,
0
7
7

2
,
2
9
4
,
8
7
4

1
,
0
8
0

3
年

度
決

算
額

2
9
年

度
決

算
額

※
平

成
2
9
年

度
業

務
実

績
等

報
告

よ
り

、
過

年
度

の
デ

ー
タ

も
含

め
、

収
入

決
算

値
を

基
に

記
載

す
る

こ
と

と
し

た
。

※
科

研
費

間
接

経
費

収
入

の
件

数
は

、
交

付
内

定
ベ

ー
ス

。
た

だ
し

、
特

別
研

究
員

奨
励

費
は

除
く

。
※

本
表

の
数

値
は

単
位

未
満

を
四

捨
五

入
し

て
い

る
た

め
、

合
計

と
内

訳
の

計
が

一
致

し
な

い
場

合
が

あ
る

。

4
年

度
決

算
額

受
託

研
究

費
等
間

接
経

費

2
年

度
決

算
額

合
計

学
術

相
談

特
定

研
究

寄
附

金

元
年

度
決

算
額

3
0
年

度
決

算
額

一
般

寄
附

金

産
学

共
同

研
究

受
託

研
究

提
案

公
募

型
研

究

寄
附

講
座
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中
期

計
画

番
号

 

4
-
1
6

 
②

卒
業

生
、

同
窓

会
等

と
の

連
携

強
化

に
よ

る
人

的
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

す
る

と
と

も
に

、
法

人
内

の
推

進
・

実
施

体
制

を
整

備
し

、
税

制
上

の
優

遇
措

置
を

活
用

し
た

取
組

を
進

め
る

こ
と

で
寄

附
金

獲
得

額
の

拡
大

を
図

る
な

ど
、

自
己

収
入

の
増

加
に

努
め

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
寄

附
の

受
入

拡
大

に
向

け
て

、

寄
附

目
的

の
明

確
化

な
ど

、
卒

業
生

を

は
じ

め
と

し
た

多
く

の
人

が
支

援
し

や
す

い
環

境
を

整
備

す
る

。
 

（
１

）
寄

附
の

受
入

拡
大

に
向

け
た

取
組

 
＜

取
組

事
項

＞
 

・
都

立
大

の
同

窓
会

と
連

携
し

て
ホ

ー
ム

カ
ミ

ン
グ

デ
ー

に
合

わ
せ

、
「

寄
附

へ
の

感
謝

の
集

い
」

を
実

施
し

、
延

べ
1
3
人

に
感

謝
状

を
贈
呈

し
た

。
 

・
卒

業
生

を
は

じ
め

、
広

く
一

般
の

方
に

向
け

た
寄

附
金

の
案

内
チ

ラ
シ

を
作

成
し

た
。

 

・
高

額
の

遺
贈

寄
附

に
関

し
て

、
円

滑
な

受
入

の
た

め
に

関
係

者
と

調
整

を
図

っ
た

。
 

・
２

大
学

１
高

専
及

び
法

人
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

寄
附

制
度

案
内

ペ
ー

ジ
を

更
新

し
、

Y
o
uT
ub
e
や

Tw
it
te
r
に

お
い

て
寄

附
金

PR
動

画
を
積

極
的

に
発

信
す

る
な

ど
、

積
極

的
な

広
報

活
動

に
取

り
組

ん
だ

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

 
 

・
高

度
目

標
(
収

入
予

算
11
,9
07

千
円

）
を

上
回

る
58
,0
74

千
円

の
寄

附
を

集
め

た
。（

図
表

4
-
16

-
1
）
 

・
初

め
て

実
施

し
た

寄
附

イ
ベ

ン
ト

「
寄

附
へ

の
感

謝
の

集
い

」
で

は
、

同
窓

会
と

法
人

内
の

関
係

課
が

連
携

し
て

卒
業

生
に

フ
ォ

ー
カ

ス
し

た
寄

附
の

宣
伝

を
行

う
こ

と

で
、

寄
附

金
獲

得
額

の
拡

大
に

寄
与

し
た

。
ま

た
、

感
謝

状
を

作
成

・
贈

呈
す

る
こ

と
で

、
継

続
的

な
寄

附
意

欲
及

び
遺

贈
寄

附
意

欲
の

促
進

を
図

っ
た

。
 

・
寄

附
金

案
内

チ
ラ

シ
は

２
大

学
１

高
専

の
卒

業
式

、
修

了
式

に
お

い
て

配
布

し
、

卒
業

生
修

了
生

等
へ

直
接

寄
附

の
案

内
周

知
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

寄
附

金
P
R
動
画

を
掲

載
す

る
こ

と
で

、
文

章
だ

け
で

は
な

く
視

覚
的

に
も

支
援

者
に

と
っ

て
寄

附
制

度
が

理
解

し
や

す
く

、
寄

附
の

魅
力

を
訴

求
す

る
よ

う
な

環
境

を
整

え
た

。
T
w
it

te
r
で

は
、

寄
附

が
集

中
す

る
時

期
を

狙
っ

て
投

稿
す

る
こ

と
で

、
幅

広
い

層
に

向
け

て
周

知
し

た
。

 

 

【
図

表
4
-
1
6
-
1
　

２
大

学
１

高
専

寄
附

金
（

特
定

研
究

寄
附

金
を

除
く

）
実

績
（

決
算

額
）

】
（

単
位

：
件

、
千

円
）

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

件
数

金
額

都
立

大
8

1
,
4
7
4

1
0

5
,
3
2
4

1
5

1
,
9
5
9

4
6
2

3
1
,
0
0
5

9
7

3
8
,
1
3
4

4
3

7
,
6
6
5

東
京

都
立

大
学

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
緊

急
支

援
基

金
-

-
-

-
-

-
4
4
2

2
9
,
2
7
0

8
0

5
,
0
8
0

1
4

1
,
5
3
0

そ
の

他
8

1
,
4
7
4

1
0

5
,
3
2
4

1
5

1
,
9
5
9

2
0

1
,
7
3
5

1
7

3
3
,
0
5
4

2
9

6
,
1
3
5

産
技

大
1

1
0
0

1
1
0
0

2
1
0
5

3
1
6
0

3
3
0
5

3
1
9
5

高
専

4
3
0
,
6
4
0

3
3
0
,
2
6
0

1
1

4
3
,
0
2
9

5
4
0
,
5
6
0

7
3
1
,
4
0
4

1
8

5
0
,
2
1
4

合
計

1
3

3
2
,
2
1
4

1
4

3
5
,
6
8
4

2
8

4
5
,
0
9
3

4
7
0

7
1
,
7
2
5

1
0
7

6
9
,
8
4
3

6
4

5
8
,
0
7
4

３
年

度
２

年
度

元
年

度
3
0
年

度
2
9
年

度
４

年
度
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中
期

計
画

番
号

 

4
-
1
7

 
◇

授
業

料
等

の
学

生
納

付
金

の
適

切
な

確
保

 

③
授

業
料

等
の

学
生

納
付

金
に

つ
い

て
、

法
人

財
政

の
安

定
性

及
び

自
立

性
の

向
上

の
観

点
か

ら
、

社
会

状
況

や
他

の
国

公
立

大
学

の
水

準
等

も
見

定
め

な
が

ら
、

都
認

可
上

限
額

の

範
囲

内
で

適
正

な
金

額
の

設
定

に
努

め
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
他

の
国

公
立

大
学

等
の

動
向

を
注

視
し

つ
つ

、
社

会
状

況
の

変
化

を
踏

ま
え

、
学

生
納

付
金

等
に

つ
い

て
適

正
な

水
準

の
検

討
を

行
う

。
 

（
１

）
学

生
納

付
金

等
の

適
正

水
準

の
検

討
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
経

済
情

勢
、

他
の

国
公

立
大

学
の

動
向

及
び

法
人

の
経

営
状

況
も

踏
ま

え
、

適
正

水
準

で
学

生
納

付
金

を
徴

収
し

た
。

 

 
 

・
自

然
災

害
等

の
影

響
に

よ
る

家
計

急
変

者
等

に
対

し
て

、
他

の
国

公
立

大
学

の
支

援
状

況
を

踏
ま

え
な

が
ら

、
減

免
等

の
適

切
な

支
援

に
取

り
組

ん
だ

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

 
 

・
経

済
情

勢
、

他
の

国
公

立
大

学
の

動
向

及
び

法
人

の
経

営
状

況
も

踏
ま

え
、

適
正

水
準

で
学

生
納

付
金

等
を

徴
収

す
る

と
と

も
に

、
減

免
等

の
支

援
に

よ
り

家
計

急
変

者

を
含

め
た

経
済

困
窮

者
の

就
学

機
会

を
担

保
し

た
。

 

 

  中
期

計
画

番
号

 

4
-
1
8
 

２
 

経
費

の
抑

制
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

◇
中

長
期

的
な

視
点

に
よ

る
安

定
的

な
財

政
運

営
 

①
限

ら
れ

た
財

政
的

資
源

を
最

大
限

に
活

用
し

、
最

高
の

成
果

を
実

現
し

て
い

く
た

め
、

効
果

・
効

率
性

の
観

点
か

ら
真

に
必

要
な

事
業

を
見

極
め

る
と

と
も

に
、

財
務

状
況

を
的

確

に
分

析
し

、
法

人
全

体
の

収
支

構
造

を
中

長
期

的
に

見
据

え
た

財
政

運
営

を
行

う
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
法

人
の

逼
迫

し
た

財
務

状
況

に
鑑

み
、

国
や

東
京

都
の

給
与

改
定

等
社

会
状

況
の

変
化

を
踏

ま
え

た
適

正
な

人
件

費
予

算
の

確
保

に
向

け

て
、

必
要

額
を

適
切

に
東

京
都

に
予

算
要

求
を

行
う

。
 

 （
２

）【
継

続
】
人

件
費

の
適

正
な

管
理

に
向

け
て

、
関

係
部

署
と

連
携

し
て

決
算

分
析

を
行

い
、

予
算

編
成

に
活

用
す

る
。

 

 （
３

）【
継

続
】
執

行
見

込
調

査
や

過
年

度
の

決
算

デ
ー

タ
の

蓄
積
・
分

析
を

行
い

、

戦
略

的
な

予
算

執
行

に
つ

な
げ

る
。

 

（
１

）（
２

）（
３

）
人

件
費

の
適

正
な

管
理

、
過

年
度

決
算

分
析

及
び

戦
略

的
な

予
算

措
置

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
各

執
行

単
位

の
執

行
状

況
を

適
宜

把
握

し
、

第
四

期
中

期
計

画
や

令
和

５
（

2
0
23

）
年

度
の

予
算

編
成

を
見

据
え

、
必

要
な

人
件

費
の

予
算

要
求

を
行

っ
た

。
 

 
 

・
過

年
度

の
決

算
デ

ー
タ

に
基

づ
き

、
執

行
残

を
見

込
み

、
電

気
代

の
高

騰
及

び
前

倒
し

執
行

に
対

応
す

る
な

ど
、

戦
略

的
な

予
算

執
行

を
行

っ
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
第

四
期

中
期

計
画

中
の

財
政

フ
レ

ー
ム

案
に

基
づ

き
、

給
与

改
定

も
踏

ま
え

た
令

和
５

（
2
0
23

）
年
度

の
適

切
な

人
件

費
予

算
を

編
成

し
た

。
 

 
 

・
予

期
し

な
い

支
出

等
に

も
柔

軟
に

対
応

す
る

と
と

も
に

、
後

年
度

の
負

担
を

逓
減

す
る

予
算

執
行

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。
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中
期

計
画

番
号

 

4
-
1
9

 
②

安
定

的
な

財
政

運
営

を
図

り
つ

つ
、

各
大

学
・

高
等

専
門

学
校

の
重

点
課

題
に

的
確

に
対

応
す

る
た

め
、

ス
ク

ラ
ッ

プ
ア

ン
ド

ビ
ル

ド
を

基
本

と
し

、
後

年
度

負
担

を
含

め
た

費
用

対
効

果
を

検
証

し
た

上
で

、
各

事
業

を
展

開
す

る
。

 

ま
た

、
既

存
の

定
型

的
業

務
の

外
部

委
託

化
を

図
る

な
ど

、
経

常
的

管
理

経
費

の
着

実
な

削
減

を
促

す
取

組
を

進
め

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
エ

ビ
デ

ン
ス

ベ
ー

ス
で

経
費

の
妥

当
性

を
検

証
し

、
強

固
な

財
政

基
盤

を
構

築
す

る
。

 

（
１

）
強

固
な

財
政

基
盤

の
構

築
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
令

和
５

（
2
0
23

）
年

度
予
算

編
成

に
お

い
て

、
各

執
行

単
位

か
ら

提
示

を
受

け
た

エ
ビ

デ
ン

ス
を

客
観

的
に

分
析

・
検

証
す

る
こ

と
で

経
費

の
妥

当
性

を
明

ら
か

に
す

る
 

 
 

 
と

と
も

に
、

経
費

増
大

や
新

規
事

業
に

対
し

て
は

、
ス

ク
ラ

ッ
プ

ア
ン

ド
ビ

ル
ド

や
後

年
度

負
担

を
踏

ま
え

、
費

用
対

効
果

を
考

慮
し

た
編

成
を

行
っ

た
。

 

 
 

・
令

和
４

（
2
0
22

）
年

度
執
行

状
況

を
適

宜
把

握
し

、
経

常
的

管
理

経
費

の
適

切
な

把
握

に
努

め
る

と
と

も
に

、
事

務
作

業
の

シ
ス

テ
ム

化
等

の
見

直
し

に
よ

る
業

務
効

率
 

 
 

 
化

及
び

経
費

の
削

減
に

向
け

た
取

組
に

も
予

算
措

置
を

行
っ

た
。

 

 
 

・
電

気
代

の
高

騰
等

に
対

し
て

も
、

目
的

積
立

金
の

活
用

や
、

補
正

予
算

の
編

成
と

い
っ

た
複

合
的

な
策

を
講

じ
、

強
固

な
財

政
基

盤
の

構
築

に
努

め
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

 
 

・
多

様
な

働
き

方
の

実
現

や
法

人
内

の
業

務
の

効
率

化
に

向
け

て
、

事
務

作
業

の
シ

ス
テ

ム
化

、
テ

レ
ワ

ー
ク

端
末

の
整

備
及

び
ア

ウ
ト

ソ
ー

シ
ン

グ
に

よ
る

業
務

効
率

化

の
た

め
の

予
算

を
措

置
し

、
働

き
方

改
革

を
推

進
す

る
こ

と
に

よ
り

業
務

効
率

化
に

よ
る

経
常

的
管

理
経

費
の

削
減

を
図

っ
た

。
 

 
 

・
エ

ビ
デ

ン
ス

ベ
ー

ス
で

後
年

度
負

担
も

含
め

た
事

業
の

費
用

対
効

果
を

検
証

し
、

各
経

費
に

妥
当

性
の

あ
る

予
算

を
編

成
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

経
常

的
経

費
の

削
減

に

加
え

、
こ

れ
ら

の
取

組
に

よ
り

、
将

来
の

事
業

展
開

に
も

柔
軟

に
対

応
し

う
る

財
政

基
盤

を
構

築
し

た
。
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中
期

計
画

番
号

 

4
-
2
0
 

３
 

資
産

の
運

用
管

理
の

改
善

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 
◇

保
有

資
産

の
有

効
活

用
 

①
学

内
保

有
財

産
を

よ
り

有
効

に
活

用
す

る
た

め
、

学
内

施
設

等
の

有
形

資
産

に
つ

い
て

は
、

利
用

可
能

時
間

や
貸

出
し

に
係

る
手

続
を

見
直

す
と

と
も

に
、

各
主

体
が

行
う

イ
ベ

ン

ト
の

開
催

場
所

と
し

て
使

用
す

る
。

 

ま
た

、
知

的
財

産
等

の
無

形
資

産
に

つ
い

て
は

、
多

様
な

媒
体

を
用

い
た

情
報

発
信

を
行

う
と

と
も

に
、

積
極

的
な

技
術

移
転

等
を

通
じ

、
効

果
的

か
つ

効
率

的
に

社
会

に
還

元
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆
【

継
続

】
学

内
施

設
（

有
形

資
産

）

の
貸

出
し

に
か

か
る

諸
制

度
の

見
直

し
を

必
要

に
応

じ
て

行
う

。
 

                  （
２

）【
継

続
】
 
他

大
学

や
他

機
関

と
研

究
シ

ー
ズ

情
報

の
共

同
発

信
や

、
他

機
関

の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
で

の
情

報
発

信
を

行
う

。
 

            

（
１

）
学

内
施

設
（

有
形

資
産

）
の

有
効

活
用

の
促

進
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
各

キ
ャ

ン
パ

ス
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
お

い
て

、
施

設
貸

出
の

概
要

、
注

意
事

項
、

利
用

料
金

等
、

利
用

者
が

必
要

と
す

る
情

報
に

つ
い

て
掲

載
内

容
の

充
実

を
図

っ
た

。

（
図

表
4
-2

0-
1
）
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
利

用
者

が
必

要
と

す
る

情
報

を
事

前
に

提
供

す
る

こ
と

に
よ

り
、

施
設

貸
出

業
務

の
円

滑
化

・
効

率
化

に
つ

な
げ

た
。

 
 

 【
図
表
4
-
2
0
-
1
　
施
設
貸
出
実
績
】

（
単
位
：
貸
出
延
べ
日
数
）

2
9
年
度

3
0
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス

4
6

5
0

5
4

0
0

0

日
野
キ
ャ
ン
パ
ス

2
5
7

2
9
2

3
3
2

0
0

0

荒
川
キ
ャ
ン
パ
ス

5
9
7

5
6
8

5
0
6

0
0

0

高
専
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス

6
8

8
8

4
6

0
6

6

高
専
荒
川
キ
ャ
ン
パ
ス

2
1

1
9

3
0

3
1

0

法
人
合
計

9
8
9

1
,0
1
7

9
6
8

3
7

6

※
産
技
大
の
貸
出
実
績
は
な
し

※
各
年
度
３
月
末
時
点

※
２
年
度
以
降
に
関
し
て
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
外
部
貸
出
を
自
粛
し
た
た
め
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
と
も
実
績
数
は
大
幅
に
減
少
。

 
※

４
年

度
の

高
専
品

川
キ
ャ

ン
パ
ス

の
貸

出
し

は
地

域
の
少

年
サ
ッ

カ
ー
へ

グ
ラ

ン
ド

の
貸

出
し
を

行
っ
た

。
 

 （
２

）
知

的
財

産
等

（
無

形
資

産
）

の
有

効
活

用
の

促
進

の
た

め
の

情
報

発
信

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
産

学
連

携
イ

ベ
ン

ト
に

つ
い

て
は

、
下

記
図

表
記

載
の

イ
ベ

ン
ト

へ
の

参
加

又
は

ブ
ー

ス
出

展
を

行
い

、
未

利
用

特
許

を
中

心
に

広
く

情
報

発
信

を
行

っ
た

。
 

 
 

 
（

図
表

4
-2

0-
2
）
 

 
・
技

術
シ

ー
ズ

の
情

報
発

信
源

と
し

て
活

用
し

て
い

る
「

産
学

連
携

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

」（
運

営
：
筑

波
大

学
）
及

び
「

大
学

知
財

群
活

用
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
」（

運
営
：

任
意

団
体

P
Ui

P
）

と
連

携
し

、
知
財

の
有

効
活

用
に

向
け

、
引

き
続

き
企

業
に

対
す

る
P
R
に

取
り

組
ん
だ

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・「
計

量
計

測
展

2
0
22

」
へ

の
新
規

出
展

に
取

り
組

ん
だ

こ
と

に
よ

り
、

出
展

し
た

研
究

シ
ー

ズ
へ

の
関

心
が

高
ま

っ
た

。
そ

の
結

果
、

秘
密

保
持

契
約

１
件

及
び

学
術

相

談
契

約
１

件
の

締
結

に
つ

な
げ

た
。

 

 
・
未

利
用

特
許

に
関

す
る

研
究

シ
ー

ズ
に

つ
い

て
、
産

学
連

携
PF
（

82
件

）、
I
NP
IT

開
放

特
許

情
報

D
B（

1
49

件
）
に

て
研

究
成

果
（

特
許

情
報

）
の

発
信

を
行

い
、
知

財

活
用

の
機

会
を

促
進

し
た

。
 

 

 
 

 
※

産
学

連
携

P
F
：
2
3
の

大
学

・
機

構
の

協
働

に
よ

っ
て

運
営

さ
れ

て
い

る
、

技
術

シ
ー

ズ
を

企
業

に
向

け
て

紹
介

す
る

た
め

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
 

 
 

 
※

I
N
PI
T
開

放
特

許
情

報
DB

：
独

立
行

政
法

人
工

業
所

有
権

情
報

・
研

修
館

が
運

営
す

る
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

で
企

業
、

大
学

、
研

究
機

関
等

の
開

放
特

許
を

一
括

検
 

 
 

 

索
で

き
る

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

 

 

Ⅴ　財務内容の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置

－ 374 －



          （
３

） 【
継

続
】
知

財
管

理
の

効
率

化
を

進
め

、

デ
ー

タ
を

可
視

化
す

る
こ

と
に

よ
り

、

技
術

移
転

活
動

を
強

化
・

促
進

す
る

。

（
1
-
37

再
掲

）
 

【
図

表
4
-
2
0
-
2
　

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

　
出

展
展

示
会

】

出
展

先
日

程

J
S
T
新

技
術

説
明

会
2
0
2
2
/
8
/
2
5

計
量

計
測

展
2
0
2
2

2
0
2
2
/
9
/
1
4
-
9
/
1
6

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ジ

ャ
パ

ン
・

大
学

見
本

市
2
0
2
2
/
1
0
/
4
-
1
0
/
3
1

h
e
a
l
t
h
T
E
C
H
 
J
A
P
A
N

2
0
2
2
/
1
0
/
1
1
-
1
0
/
1
3

n
a
n
o
 
t
e
c
h
 
2
0
2
2

2
0
2
3
/
2
/
1
-
2
/
3

 
 （

３
）

知
財

管
理

の
効

率
化

、
技

術
移

転
活

動
の

強
化

・
促

進
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
技

術
移

転
候

補
と

な
り

得
る

技
術

シ
ー

ズ
と

し
て

未
利

用
特

許
1
13

件
を

抽
出

し
、

特
許

事
務
所

に
委

託
し

て
技

術
移

転
活

動
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

実
施

し
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
未

利
用

特
許

の
デ

ー
タ

を
は

じ
め

と
し

た
法

人
の

研
究

シ
ー

ズ
が

可
視

化
さ

れ
、

外
部

か
ら

評
価

を
得

る
機

会
が

拡
大

し
た

（
新

規
単

独
帰

属
の

特
許

等
に

係
る

契
約

７
件

）（
図

表
 
4
-
20

-3
）。

 

・
技

術
移

転
活

動
を

実
施

し
、

未
利

用
特

許
の

情
報

を
広

く
紹

介
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
未

利
用

特
許

に
興

味
を

持
っ

た
企

業
と

発
明

者
と

の
打

合
せ

を
1
6
件

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

 
 【

図
表

4
-
2
0
-
3
　

知
的

財
産

業
務

実
績

】
（

単
位

：
件

、
千

円
）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度

発
明

届
出

9
2

6
2

6
2

4
9

5
8

6
4

出
願

1
0
1

6
6

5
6

8
0

1
0
2

8
1

（
国

内
出

願
）

(
8
2
)

(
5
2
)

(
4
4
)

(
5
9
)

(
4
7
)

(
6
2
)

（
外

国
出

願
）

(
1
9
)

(
1
4
)

(
1
2
)

(
2
1
)

(
5
5
)

(
1
9
)

国
内

審
査

請
求

4
5

4
1

4
4

4
5

5
6

4
1

登
録

（
国

内
権

利
化

）
4
8

5
1

3
2

4
2

4
0

4
2

新
規

技
術

移
転

契
約

1
2

6
1
8

1
8

5
7

知
財

収
入

受
入

2
9

2
9

2
5

3
1

2
9

2
2

知
財

収
入

金
額

4
,
4
9
3

3
,
4
9
5

8
,
9
3
2

8
,
4
9
8

3
,
6
9
3

3
,
8
1
3

※
「

発
明

届
出

」
は

特
許

の
件

数
の

み
。

※
「

外
国

出
願

」
は

P
C
T
出

願
、

E
P
出

願
、

各
国

移
行

の
合

計

※
「

外
国

出
願

」
の

４
年

度
は

令
和

５
年

３
月

3
1
日

時
点

で
判

明
し

て
い

る
数

値

※
「

新
規

技
術

移
転

契
約

」
は

実
施

許
諾

及
び

譲
渡

契
約

の
締

結
件

数
（

締
結

日
を

基
準

）

※
「

知
財

収
入

受
入

」
及

び
「

知
財

収
入

金
額

」
は

４
月

１
日

か
ら

３
月

3
1
日

ま
で

に
入

金
を

受
け

た
も

の
を

計
上
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大大
項項
目目

番番
号号
  

３３
４４
  

自自
己己
点点
検検
・・
評評
価価
及及
びび

情情
報報
のの
提提
供供

 

Ⅵ
 
自
己
点
検
・
評
価
及
び

情
報

の
提

供
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
と

る
べ

き
措

置
 

１
 
評
価
の
充
実
に
関
す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

２
 
情
報
公
開
や
情
報
発
信

等
の

推
進

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

（
中
期
目
標
）
 

１
 
評
価
の
充
実
に
関
す
る

目
標

 
 

○
自
己
点
検
・
評
価
を

定
期

的
に

実
施

す
る

ほ
か

、
業

務
実

績
評

価
や

認
証

評
価

等
第

三
者

機
関

に
よ

る
評

価
を

活
用

し
、

法
人

運
営

を
継

続
的

に
見

直
す

。
 
 

２
 
情
報
公
開
や
情
報
発
信

等
の

推
進

に
関

す
る

目
標

 
 

○
公
共
性
を
有
す
る
法

人
と

し
て

、
法

人
運

営
の

透
明

性
を

確
保

す
る

と
と

も
に

、
社

会
に

対
す

る
説

明
責

任
を

果
た

す
た

め
、

積
極

的
に

情
報

を
開

示
す

る
。

 
 

○
特
色
あ
る
教
育
研
究
活
動

等
の

取
組

と
そ

の
成

果
を

広
く

国
内

外
に

向
け

て
戦

略
的

に
情

報
発

信
す

る
と

と
も

に
そ

の
効

果
検

証
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

各
教

育
研

究
機

関
の

社
会

的
価

値
と
魅
力
を
社
会
に
広
く
普

及
さ

せ
、

東
京

都
の

高
等

教
育

機
関

と
し

て
の

存
在

感
と

存
在

意
義

を
高

め
る

。
 

 

中
期
計
画
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
 

自
己

評
価
 

１
 
評
価
の
充
実
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
 

◇
自
己
点
検
・
評
価
及
び
外
部
評
価
の
実
施
 

【
4
-
21
】
①
効
率
的
か
つ
客
観
的
な
自
己
点
検
・
評
価
を
実
施

す
る

と
と

も
に

、

認
証
評
価

機
関
、
東
京
都
地
方
独
立
行
政
法
人
評
価

委
員

会
等

に

よ
る
評
価

を
受
審
し
、
そ
れ
ら
の
評
価
結
果
、
提
言

等
を

踏
ま

え
、

法
人

経
営

の
高

度
化

及
び

教
育

研
究

の
質

の
向

上
に

継
続

的
に

取
り
組
む

。
 

               ２
 

情
報

公
開

や
情

報
発

信
等

の
推

進
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の

措
置
 

◇
法
人
運
営
情
報
等
の
戦
略
的
な
公
開
・
発
信
 

【
4
-
22
】
①
毎
年
度
の

経
営
目
標
、
財
務
状
況
及
び
各
種
評
価

結
果

等
法

人
の

経
営

に
関

す
る

重
要

な
情

報
を

一
般

都
民

等
に

も
分

か
り

や
す

く
公
開
・
発
信
し
、
公
立
大
学
法
人
と
し
て
の
社

会
に

対
す

る
説

明
責
任
を

果
た
す
。
 

 【
4
-
23

】
②
各
大
学
・
高
等
専
門
学
校
の
強
み
や
特
色
、
将
来
構

想
等

に
つ

い

て
、
コ
ン
セ
プ
ト
と
そ
れ
ら
を
伝
え
る
べ
き
タ
ー

ゲ
ッ

ト
な

ど
を

明
確
に
し

た
上
で
、
効
果
を
見
極
め
な
が
ら
戦
略
的

か
つ

効
果

的

  【
4
-
21

】（
都

立
大

）
毎

年
度

、
自

己
点

検
・

評
価

及
び

公
立

大
学

法
人

評
価

を
実

施
し

、
評

価
結

果
に

つ
い

て
年

度
計

画
や

業

務
運

営
に

適
切

に
反

映
し

た
。

ま
た

、
令

和
４

（
2
0
22

）
年

度
は

独
立

行
政

法
人

大
学

改
革

支
援

・
学

位
授

与
機

構
に

よ
る

大
学

機
関

別
認

証
評

価
を

受
審

し
、

独
立

行
政

法
人

大
学

改
革

支
援

・
学

位
授

与
機

構
が

定
め

る
大

学

評
価

基
準

に
「

適
合

」
し

て
い

る
と

認
め

ら
れ

た
。

な
お

、
受

審
時

の
認

証
評

価
機

関
の

意
見

を
踏

ま
え

、
内

部

質
保

証
の

学
内

体
制

を
見

直
し

、
整

備
し

た
。

 

（
産

技
大

）
自

己
点

検
・

評
価

に
つ

い
て

は
、

令
和

２
（

2
0
20

）
年
度

に
学

長
を

室
長

と
す

る
内

部
質

保
証

室
を

設
置

し
、

令
和

３
（

2
0
21

）
年

度
に

実
施

要
綱

及
び

自
主

的
か

つ
継

続
的

に
業

務
改

善
及

び
向

上
さ

せ
る

た
め

の
1
1

個
の

P
DC

A
サ

イ
ク

ル
を

定
め

、
令
和

４
（
2
0
22

）
年

度
に

内
部

質
保
証

シ
ス

テ
ム

の
実

施
体

制
を

整
え

運
用

を

開
始

し
た

。
認

証
評

価
に

つ
い

て
は

、
令

和
元

（
2
0
19

）
年

度
受

審
の

機
関

別
認

証
評

価
は

「
適

合
」

評
価

で
あ

っ
た

が
、

指
摘

事
項

に
基

づ
き

内
部

質
保

証
室

の
設

置
と

３
つ

の
ポ

リ
シ

ー
の

改
訂

を
行

っ
た

。
令

和
５

（
2
0
23

）
年

度
に

当
該

事
項

に
係
る

改
善

報
告

書
を

提
出

す
る

。
ま

た
、

平
成

2
9
（
2
01

7
）

年
度

の
創
造

技
術

専

攻
の

分
野

別
認

証
評

価
は

「
適

合
」

評
価

で
あ

っ
た

が
、

受
審

結
果

に
基

づ
き

シ
ラ

バ
ス

の
記

述
を

改
善

の
う

え
、

改
善

報
告

書
を

提
出

し
た

。
さ

ら
に

令
和

２
（

2
0
20

）
年

度
の
情

報
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

専
攻

の
分

野
別

認
証

評
価

は
「

適
合

」
評

価
か

つ
指

摘
事

項
な

し
で

あ
っ

た
。

最
後

に
令

和
４

（
2
0
22

）
年

度
は

創
造

技
術
専

攻
で

は

な
く

産
業

技
術

専
攻

に
て

分
野

別
認

証
評

価
を

受
審

し
、「

適
合

」
評

価
を

受
け

た
。

 

（
高

専
）

令
和

元
（

2
0
19

）
年

度
に

機
関

別
認

証
評

価
を

受
審

し
、

評
価

基
準

を
満

た
し

て
い

る
と

い
う

評
価

を
受

け

た
。

毎
年

運
営

協
力

者
会

議
を

開
催

し
、

前
年

度
の

業
務

実
績

に
対

す
る

評
価

を
受

け
る

と
と

も
に

、
高

専
の

取

組
に

つ
い

て
運

営
協

力
者

か
ら

意
見

聴
取

を
行

っ
た

。
ま

た
、

令
和

３
（

2
0
21

）
年

度
に

４
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

に

つ
い

て
J
AB
EE

認
定

を
受

け
た

。
こ

れ
を

き
っ

か
け

に
、

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
点

検
改

善
組

織
の

整
備

を
行

っ
た

。
 

（
法

人
）

第
三

期
中

期
計

画
期

間
を

通
し

て
、

評
価

委
員

会
の

意
見

や
対

応
報

告
事

項
に

つ
い

て
、

当
該

年
度

の
業

務

運
営

や
次

年
度

計
画

に
反

映
し

公
表

す
る

こ
と

に
よ

り
、

法
人

運
営

や
教

育
研

究
の

質
の

向
上

を
促

進
し

た
。

 

  【
4
-
22

】
経

営
審

議
会

の
議

事
要
録

、
業

務
実

績
等

報
告

、
年

度
計

画
、

財
務

情
報

、
各

校
の

認
証

評
価

機
関

の
評

価
結

果
報

告

書
及

び
各

校
の

自
己

点
検

・
評

価
活

動
に

関
す

る
資

料
等

の
法

人
運

営
に

関
す

る
重

要
な

情
報

に
つ

い
て

、
概

要
資

料

等
も

用
い

る
な

ど
し

、
分

か
り

や
す

く
発

信
し

た
。

 

 

 【
4
-
23

】（
法

人
）

 

・
広

報
体

制
の

強
化

を
図

る
た

め
、

法
人

情
報
発

信
戦

略
P
T
の

設
置
や

広
報

体
制

の
整

理
を

行
い

、
既

存
の

広
報

関
係

指
針

の
整

理
及

び
見

直
し

の
実

施
、

中
長

期
的

な
広

報
ポ

リ
シ

ー
の

策
定

を
行

っ
た

。
 

Ｂ
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に
情
報
を

発
信
す
る
。
ま
た
、
特
色
あ
る
教
育
研
究

活
動

及
び

そ

の
成
果
を

都
民
・
都
政
に
還
元
し
、
ひ
い
て
は
世
界

の
未

来
に

貢

献
す
る
取

組
を
広
く
国
内
外
に
発
信
し
、
認
知
度
及

び
ブ

ラ
ン

ド

力
を
向
上

さ
せ
る
。
 

                                          

・
広

報
の

効
果

検
証

及
び

広
報

戦
略

の
専

門
家

に
よ

る
調

査
・

分
析

を
実

施
し

、
各

大
学

・
高

専
の

タ
ー

ゲ
ッ

ト
や

効
果

的
な

広
報

を
明

確
化

、
そ

の
知

見
を

広
報

内
容

や
広

報
手

法
に

活
用

す
る

こ
と

で
一

貫
性

の
あ

る
広

報
を

展

開
し

た
。

 

・
各

大
学

の
名

称
変

更
を

訴
求

す
る

ポ
ス

タ
ー

や
動

画
を

制
作

し
、

新
聞

、
雑

誌
、

電
車

及
び

W
EB

等
で

の
広

告
掲

載
を

行
う

な
ど

、
積

極
的

な
広

報
活

動
を

展
開

し
た

。
 

・
各

大
学

・
高

専
の

取
組

や
教

育
研

究
等

の
活
動

を
報

道
発

表
及

び
東

京
都

の
広

報
媒

体
で

発
信

す
る

と
と

も
に

、

法
人

情
報

発
信

戦
略

P
T
や

各
学

校
と

連
携

し
て

タ
ー

ゲ
ッ

ト
別

に
各

大
学

・
高

専
の

強
み

や
特

色
等

を
効

果
的

に
伝

え
る

P
R
動

画
を

制
作

し
、
Y
ou
T
ub
e
等

で
発

信
す

る
こ

と
で

、
都

民
等

へ
の

積
極

的
な

P
R
と

認
知
度

及
び

ブ
ラ

ン
ド

力
の

向
上

に
取

り
組

ん
だ

。
 

・
広

報
研

修
の

内
容

を
充

実
さ

せ
る

こ
と

で
、
教

職
員

の
広

報
意

識
の

醸
成

を
図

っ
た

。
 

 
 

 
―

 
一

般
職

向
け

：
広

報
物

制
作

の
方

法
、

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
の

効
果

的
な

活
用

方
法

 

―
 
管

理
職

向
け

：
事

故
や

不
祥

事
発

生
を

想
定

し
た

危
機

管
理

広
報

 

・
法

人
内

広
報

誌
を

メ
ー

ル
で

の
配

信
に

変
更

し
た

こ
と

で
、

２
大

学
１

高
専

の
相

互
の

情
報

を
よ

り
タ

イ
ム

リ
ー

に
周

知
し

、
法

人
の

発
信

力
の

強
化

及
び

連
携

強
化

に
寄

与
し

た
。

 

・
令

和
元

（
2
0
19

）
年

度
に

は
、
生

涯
現

役
都

市
の

実
現

に
向

け
た

「
1
00

歳
大

学
」

の
取

組
の

一
環
と

し
て

、
リ

ン
ダ

・
グ

ラ
ッ

ト
ン

氏
（

ロ
ン

ド
ン

・
ビ

ジ
ネ

ス
ス

ク
ー

ル
教

授
）

を
招

い
た

特
別

講
演

会
を

開
催

し
た

。
 

（
都

立
大

）
 

・
平

成
2
8
（
2
01

6
）

年
度

に
制

定
さ

れ
た

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

マ
ー

ク
を

、
令

和
２

（
2
0
20

）
年

度
よ

り
新

シ
ン

ボ
ル

マ
ー

ク
と

す
る

こ
と

を
決

定
し

た
。

 

・
平

成
2
9
（
2
01
7
）

年
度

の
執

行
部

広
報

会
議

に
て

決
定

し
た

「
東

京
都

立
大

学
広

報
指

針
」

に
お

け
る

長
期

的
な

広
報

方
針

に
基

づ
き

、
毎

年
、

年
度

計
画

を
立

て
、

各
戦

略
に

係
る

取
組

を
順

次
実

施
し

た
。

 

・
学

生
広

報
チ

ー
ム

を
組

織
し

、
Y
o
u
Tu

be
、
Tw
it
te
r
及

び
WE
B
マ
ガ

ジ
ン

を
用

い
て

、
学

生
に

よ
る

情
報

発
信

を

行
っ

た
。

 

・
各

戦
略

に
係

る
取

組
の

実
施

に
あ

た
っ

て
は

、
広

報
戦

略
マ

ト
リ

ッ
ク

ス
に

基
づ

き
、

メ
イ

ン
タ

ー
ゲ

ッ
ト

、
目

的
及

び
役

割
を

明
確

に
し

た
上

で
、

大
学

の
主

力
広

報
媒

体
の

整
備

や
、

発
信

情
報

及
び

発
信

方
法

の
選

択
を

行

っ
た

。（
図

表
4
-
23

）
 

 ＜
図

表
4
-2

3
 
整

備
を

行
っ

た
大
学

の
主

力
広

報
媒
体

＞
 

 

主主
力力
広広
報報
媒媒

体体
 

①①
総総
合合
ホホ

ーー
ムム
ペペ

ーー
ジジ
  

22
00
22
22
年年
度度

リリ
ニニ

ュュ
ーー

アア
ルル

 

②②
大大
学学
案案
内内
  

22
00
22
22
年年

度度
リリ
ニニ

ュュ
ーー
アア
ルル

 

③③
ＷＷ
ＥＥ

ＢＢ
ママ

ガガ
ジジ
ンン
  

22
00
22
00
年年
度度

公公
開開

  
 

メ
イ

ン
 

タ
ー

ゲ
ッ

ト
 

全
て

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

 

日
本
語

:
高

校
生

･
大

学
院

生
･

保
護

者
・

高
校

教
員

･

予
備

校
講

師
等

 

英
語
 

:
留

学
希

望
学

生
 

企
画

毎
に

タ
ー

ゲ
ッ

ト
を

設
定

 

教
育

:
高

校
生

・
保

護
者

等
 

研
究

:
都

･
企

業
･
都

民
等
 

国
際

:
留

学
生

等
 

目
的

 
タ

ー
ゲ

ッ
ト

が
知

り
た

い
情

報
を

概
ね

提
供

で
き

る
 

物
理
的

に
手

元
に

届
け

、
も

っ

と
知
り

た
い

と
思

わ
せ

る
 

魅
力

的
な

内
容

で
リ

ピ
ー

タ
ー

(
大

学
の

フ
ァ

ン
)
を

増
や

す
 

役
割

 

大
学

の
基

本
情

報
を

網
羅

、

教
育

研
究

組
織

等
H
P
へ

リ

ン
ク

 

大
学
の

魅
力

発
信

は
も

と
よ

り
、
大

学
の

必
要

最
小

限
の

情

報
を
掲

載
、

総
合

H
P･

 W
EB

マ

ガ
ジ

ン
へ

誘
導

す
る

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

 

読
み

物
と

し
て

魅
力

的
な

コ
ン

テ
ン

ツ
の

蓄
積

、
ブ

ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

、
大

学
広

報
 

重
視

す
る

 

機
能

 
網

羅
性

、
検

索
性

、
操

作
性

 
訴

求
力

、
P
U
SH

型
 

情
報

発
信

力
、

P
U
LL

型
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                                          【
4
-
23

-2
】
③
卒
業
生

同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
、
在
学

生
へ

の
多

様

な
支
援
等
を
促
進
す
る
た
め
、
同
窓
会
等
と
の
連
携
を

強
化

し
つ

つ
、
卒
業
生
、
在
学
生
、
教
職
員
等
の
交
流
の
場
づ
く

り
や

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
に
取
り
組
む
。
 

（
整

備
を

行
っ

た
そ

の
他

の
広

報
媒

体
）

 

④
マ

ン
ガ

で
見

る
都

立
大

（
高

校
生

向
け

：
魅

力
的

な
内

容
を

発
信

す
る

こ
と

で
大

学
の

フ
ァ

ン
を

増
や

す
 

⑤
大

学
イ

メ
ー

ジ
動

画
（

高
校

生
、

学
内

関
係

者
向

け
：

入
学

し
た

く
な

る
、

誇
り

を
持

て
る

、
顔

が
見

え
る

大

学
と

し
て

印
象

付
け

る
）

 

⑥
朝

日
新

聞
社

広
告

企
画

（
保

護
者

、
都

民
、

企
業

等
：

子
ど

も
を

通
わ

せ
た

い
、

地
域

の
役

に
立

つ
、

優
秀

な

学
生

を
輩

出
し

て
い

る
、

連
携

し
た

い
大

学
と

し
て

印
象

付
け

る
）

 

・
①

総
合

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
に

お
い

て
は

、
メ

イ
ン

タ
ー

ゲ
ッ

ト
の

中
で

も
、

受
験

生
や

地
域

一
般

の
方

、
企

業
な

ど
対

象
者

ご
と

に
別

ペ
ー

ジ
を

設
け

る
こ

と
で

、
適

切
な

情
報

の
発

信
を

行
っ

て
い

る
。

 

・
⑥

の
広

告
委

託
に

含
ま

れ
る

効
果

測
定

及
び

購
入

し
た

大
学

ブ
ラ

ン
ド

イ
メ

ー
ジ

調
査

の
結

果
を

継
続

し
て

分
析

し
、

①
か

ら
⑥

の
広

報
媒

体
に

お
け

る
情

報
発

信
の

効
果

検
証

や
企

画
立

案
に

役
立

て
た

。
 

・
企

画
広

報
課

広
報

係
に

部
局

担
当

を
置

き
情
報

取
集

を
し

て
発

信
す

る
等

、
大

学
広

報
機

能
の

強
化

を
図

っ
た

。
 

・
主

力
広

報
媒

体
①

、
②

及
び

③
の

掲
載

方
法

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

整
備

す
る

と
と

も
に

、
容

易
に

①
の

記
事

を
作

成
で

き
る

フ
ォ

ー
ム

や
③

の
リ

ン
ク

集
を

法
人

ポ
ー

タ
ル

に
設

置
す

る
な

ど
、

全
員

広
報

に
資

す
る

情
報

発
信

力
を

向

上
さ

せ
た

。
 

・
都

立
大

に
お

け
る

留
学

生
の

活
動

や
海

外
大

学
等

と
の

交
流

状
況

等
に

関
す

る
情

報
を

収
集

し
た

ニ
ュ

ー
ズ

レ
タ

ー
を

８
回

発
行

し
、

協
定

校
を

は
じ

め
と

し
た

海
外

大
学

や
在

学
留

学
生

、
修

了
生

に
向

け
て

発
信

す
る

こ
と

で
、

海
外

大
学

等
に

お
け

る
都

立
大

の
認

知
度

・
ブ

ラ
ン

ド
力

向
上

に
寄

与
し

た
。

 

（
産

技
大

）
 

・
産

技
大

の
認

知
度

向
上

に
向

け
た

取
組

と
し
て

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
流

行
前

の
平

成
2
9（

2
0
17

）
年

度
か

ら
令

和
元

（
2
0
19

）
年

度
の
３

年
間

で
以

下
４

点
を

実
施

し
た

。
 

①
教

職
員

に
よ

る
計

1
95

（
う

ち
新

規
1
77

）
件

の
企

業
等

訪
問
 

②
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

全
面

リ
ニ

ュ
ー
ア

ル
 

③
大

学
名

称
変

更
及

び
研

究
科

再
編

に
伴
う

大
学

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
の

一
環

で
あ

る
ロ

ゴ
の

更
新

や
キ

ャ
ッ

チ

フ
レ

ー
ズ

「
産

技
大

で
本

気
の

学
び

直
し

」
の

交
通

広
告

等
で

の
露

出
強

化
等

に
よ

る
イ

メ
ー

ジ
の

統
一

化
 

④
デ

ザ
イ

ン
コ

ン
テ

ス
ト

開
催

に
よ

る
産
技

大
の

認
知

度
向

上
 

ま
た

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
移

動
が

大
き

く
制

限
さ

れ
た

令
和

２
（

2
0
20

）
年

度
か

ら

令
和

４
（

2
0
22

）
年

度
の

３
年
間
で
は

以
下

５
点

の
取

組
を

実
施

し
た

。
 

①
文

科
省

D
X
事

業
採

択
を

活
用

し
た

大
学

P
R 

②
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
の

大
学

説
明

会
の

実
施

 

③
大

学
院

、
研

究
科

、
コ

ー
ス

、
教

員
を

紹
介

す
る

動
画

コ
ン

テ
ン

ツ
の

作
成

と
Y
ou
Tu
be

で
の

配
信
 

④
T
w
it
te
r
や

Fa
ce
bo
ok

で
の

投
稿

数
の

拡
大

 

⑤
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
集

の
掲

載
情

報
更

新
 

こ
れ

ら
の

取
組

の
結

果
、

大
学

院
説

明
会

参
加

者
数

は
す

べ
て

の
年

度
で

年
間

2
50

人
以

上
を

達
成

し
、

専
攻

全

体
の

入
試

志
願

者
数

も
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

４
月

入
学

に
お

い
て

18
9
名

、
志

願
倍

率
2
.1

倍
を

達
成
し

、
高

度
専

門
職

業
人

と
し

て
の

資
質

を
有

す
る

学
生

の
確

保
に

繋
げ

た
。

 

（
高

専
）

３
年

ご
と

の
「

広
報

戦
略

」
と

毎
年

の
「

広
報

関
係

年
次

計
画

」
の

策
定

に
よ

り
、

教
職

員
の

広
報

へ
の

意
識

を
高

め
る

と
と

も
に

、
タ

ー
ゲ

ッ
ト

と
効

果
を

考
慮

し
た

有
益

な
情

報
を

発
信

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
第

三
期

中

期
目

標
期

間
内

で
、

全
て

の
公

式
コ

ン
テ

ン
ツ

の
ア

ク
セ

ス
数

・
フ

ォ
ロ

ワ
ー

数
が

大
幅

に
増

加
し

た
（

公
式

ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
＋

1
5
.5

％
、

Tw
it
te
r＋

2
0
5
％

、
F
ac

eb
oo

k
＋
9
0.

9
％

、
I
n
st

ag
ra

m
＋
2
16
.4

％
（

平
成

3
0

（
2
1
80

）
年

度
か

ら
）、

Y
ou
Tu
be
＋

1
4
8.

9
％

（
令

和
元

（
2
01

9
）

年
度

か
ら

））
。

ま
た

、
学

生
広

報
チ

ー
ム

を

立
上

げ
、

第
四

期
中

期
計

画
当

初
の

活
動

開
始

が
決

定
し

た
。

 

 

【
4
-
23

-2
】（

都
立

大
）

令
和

３
（

2
0
21

）
年

1
2
月

に
同

窓
会

と
の

包
括

連
携

協
定

を
締

結
し

た
。

在
学

生
へ

の
支

援
を

促
進

す

る
た

め
、

そ
の

後
も

定
期

的
に

会
議

を
開

催
し

、
連

携
の

強
化

を
行

っ
た

。
ま

た
、

大
学

祭
に

合
わ

せ
「

ホ
ー

ム
カ

ミ
ン

グ
デ

ー
」

を
開

催
し

、
在

学
生

と
同

窓
生

と
の

交
流

の
場

を
創

出
す

る
こ

と
に

よ
り

、
愛

校
心

の
醸

成
を

図
っ

た
。
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（
産

技
大

）
修

了
生

が
主

催
す

る
専

門
分

野
ご

と
の

研
究

会
を

支
援

す
る

仕
組

み
と

し
て

修
了

生
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
制

度
を

平
成

2
9
（
2
01

7
）

年
度

に
構
築

し
、
令

和
４

（
2
0
22

）
年

度
ま
で

に
計

2
2
件

の
修

了
生

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ

の
活

動
支

援
を

行
っ

た
。

 

（
高

専
）

そ
れ

ぞ
れ

の
キ

ャ
ン

パ
ス

の
同

窓
会
組

織
（

品
川

キ
ャ

ン
パ

ス
「

鮫
洲

会
」、

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
「

大
空

会
」）

に
よ

り
、

文
化

祭
へ

の
参

加
、

学
生
支

援
等

を
継

続
し

て
い

た
だ

い
た

。
今

後
の

更
な

る
連

携
強

化
に

向

け
、

同
窓

会
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

や
全

教
員

を
対

象
と

し
た

卒
業

生
と

の
関

わ
り

に
つ

い
て

の
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

、
第

四
期

中
期

目
標

期
間

に
お

け
る

同
窓

生
と

の
連

携
の

推
進

の
た

め
、

教
職

員
に

よ
る

定
期

的
な

意
見

交
換

の
場

を
設

け
、

学
生

主
事

が
中

心
と

な
り

卒
業

生
と

の
連

携
強

化
を

推
進

す
る

こ
と

が
決

定
し

た
。

 

 

  

第
三
期
中
期
目
標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
））

 

【【
評評
定定
：：
３３

】】
  

・
２
大
学
１
高
専
の
認
知
度
及
び
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
の
た
め

、
各

校
に

お
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
特

色
を

生
か

し
た

広
報

戦
略

を
策

定
し

、
各

戦
略

に
基

づ
い

た
取

組
が

行
わ

れ
て

い
る

。
 

・
２
大
学
１
高
専
各
校
に
お
い
て
、
卒
業
生
・
同
窓
会
等
と

の
結

び
つ

き
を

強
化

す
る

様
々

な
取

組
が

行
わ

れ
て

い
る

。
 

・
２
大
学
１
高
専
の
認
知
度
及
び
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
に
向
け

た
、

各
校

の
取

組
の

継
続

及
び

強
化

を
期

待
す

る
。

特
に

、
認

知
度

の
定

量
的

な
把

握
（

「
見

え
る

化
」

）
に

努
め

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
 

・
今
後
、
卒
業
生
・
同
窓
会
等
と
の
連
携
・
協
力
が
更
に
発

展
し

て
い

く
こ

と
を

期
待

す
る

。
 

 

 
年

度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
4
-
21

】
各
校

で
以
下
の
自
己
点
検
・
評
価
及
び
外
部

評
価

を
実

施
し

た
。

 

（
首
都
大
）

自
己
点

検
・
評

価
活

動
で
継
続
的

に
収

集
す

る
デ

ー
タ

項
目

の
見

直
し

や
、

認
証

評

価
に
て
「

改
善
を

要
す
る

点
」
等

と
し

て
指

摘
さ

れ
た

事
項

の
改

善
計

画
の

策
定

を

行
っ
た
。
 

（
産
技

大
）

年
度
計

画
進
捗

管
理

会
議
で
の
進

捗
管

理
及

び
自

己
点

検
・

評
価

委
員

会
の

体
制

見

直
し
に
よ
り
、
P
D
CA

サ
イ
ク
ル
を
強

化
し

た
。

 

創
造
技
術
専
攻
に
お
い
て
分
野
別

認
証

評
価

を
受

審
し

た
。

 

（
高
 
専
）
平
成

2
8
年
度
の
自
己
点
検
・
評

価
書

を
基

に
外

部
評

価
を

実
施

し
た

。
 

【
4
-
22

】
経
営

審
議
会
等
の
議
事
要
録
の
公
開
、
平
成

2
8
年

度
財

務
レ

ポ
ー

ト
の

充
実

を
図

っ
た

。
 

【
4
-
23

】
各
校

に
て
戦
略
的
な
広
報
活
動
を
展
開
し
、
法

人
は

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

体
制

を
整

え
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
学

生
の

声
を

受
け

て
、「

首
都

大
学

東
京

学
生

広
報

チ
ー

ム
」

が
公

募
に

よ
っ

て
組

成
さ

れ
る

な
ど

、
首

都
大

の
ブ

ラ
ン

ド
力

向
上

へ
の

、
法

人
、

大
学

、
教

職
員

、
学

生
等

の
取

組
を

評
価

す
る

。
 

3
0  

【
4
-
21

】
各
校

で
自
己
点
検
・
評
価
及
び
外
部
評
価
受

審
準

備
を

行
っ

た
。

 

（
首
都
大
）
新
た
な
自
己
点
検
・
評
価
活
動
を

実
施

し
た

。
 

（
産
技
大
）

分
野
別

認
証
評

価
結

果
を
踏
ま
え

改
善

を
図

る
と

と
も

に
、

機
関

別
認

証
評

価
の

受

審
準
備
を
行
っ
た
。
 

（
高
 

専
）

第
４
期

運
営
協

力
者

会
議
か
ら
の

提
言

を
ま

と
め

る
と

と
も

に
、

第
５

期
運

営
協

力

者
会
議
を
開
始
し
、
今
後
の
高
専

改
革

に
つ

い
て

検
討

を
行

っ
た

。
 

【
4
-
22

】
首
都
大
学
東
京
等
の
名
称
変
更
に
つ
い
て
、
関

係
資

料
を

H
P
上

に
公

開
し

た
。
 

【
4
-
22

】
他
大

学
の
ト
レ
ン
ド
も
踏
ま
え
、
平
成

2
9
年

度
財

務
レ

ポ
ー

ト
で

は
、

事
業

情
報

等
を

充
実

さ

せ
た
内
容
で
発
行
し
た
。
 

【
4
-
23

】
法
人
で
は
各
大
学
・
高
専
の

P
R
動
画
配
信
な

ど
、

認
知

度
等

の
向

上
に

資
す

る
広

報
活

動
を

積

極
的

に
展
開
、
各
校
で
は
戦
略
的
な
広
報
活

動
を

展
開

し
た

。
 

（
法
 
人
）

訴
求
力

の
あ
る

効
果

的
な
情
報
発

信
の

方
法

を
検

討
す

る
と

と
も

に
、

各
大

学
・

高

専
の

P
R
動
画
配
信
な
ど
、
認
知

度
等

の
向

上
に

資
す

る
広

報
活

動
を

積
極

的
に

展
開

し
た
。
 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
教

学
I
R
を

活
用

し
た
、

客
観

デ
ー

タ
に

基
づ

く
新

た
な

自
己

点
検

・
評

価
活

動
を

実
施

し
て

い
る

。
 

・
様

々
な

広
報

活
動

に
よ
り

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

ア
ク

セ
ス

数
や

S
NS

の
フ

ォ
ロ

ワ
ー

数
が

着
実

に
伸
び

て
い

る
が

、
今

後
も

一
層

の
取

組
を

期
待

す
る

。
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（
首
都

大
）
学
生
広
報
チ
ー
ム
体

制
の
強
化
に

よ
り

、
オ

リ
ジ

ナ
ル

グ
ッ

ズ
の

開
発

や
H
P
掲
載
情

報
の
拡
充

を
行
っ

た
。
ま

た
、
大

学
名

称
変

更
に

向
け

、
い

ち
早

く
準

備
を

開
始

し

た
。
 

（
産
技

大
）
様
々
な

媒
体
で

産
技

大
の
教
育

成
果

を
発

信
し

、
2
9
2
名

の
大

学
院

説
明

会
参

加
者

を
集
め
た
。
単
位
バ
ン
ク
生
か
ら

2
2
名

の
入

学
者

が
あ

り
、
単

位
バ

ン
ク

生
向

け
入

試
に

8
名
の
受
験
者
（
う
ち

8
名
入

学
）

が
あ

っ
た

。
 

（
高
 
専
）
新
た
に

i
ns
ta
gr
am

を
開
設
し
、

若
年

層
を

対
象

に
視

覚
的

な
広

報
に

取
り

組
ん

だ
。
 

元  

【
4
-
21

】
各
校

で
自
己
点
検
・
評
価
及
び
外
部
評
価
受

審
準

備
を

行
っ

た
。

 

（
都
立
大

）
令
和
４

（
2
0
2
2
）
年
度
に
受
審

予
定

の
認

証
評

価
を

見
据

え
、

自
己

点
検

・
評

価
活

動
を
実
施
し
た
。
 

（
産
技

大
）
機
関
別
認
証
評
価
を
受
審
し
た
結

果
、「

適
合

」
の

評
価

を
受

け
た

。
 

（
高
 

専
）

機
関
別

認
証
評

価
を

受
審
し
、
評

価
基

準
を

満
た

し
て

い
る

と
い

う
評

価
結

果
を

得

た
。
 

【
4
-
22

】
変
更
後
の
第
三
期
中
期
計
画
及
び
令
和
元
（
2
0
19

）
年

度
計

画
に

関
す

る
資

料
を

H
P
上

に
公
開

し
た
。
 

【
4
-
23
】
法
人
及
び
各
校
で
認
知
度
及
び
ブ
ラ
ン
ド
力
を

向
上

さ
せ

る
た

め
の

戦
略

的
な

広
報

活
動

を
展

開

し
た

。
 

（
法
 
人
）

名
称
変

更
や
各

大
学

・
高
専
の
特

長
を

効
果

的
に

伝
え

る
た

め
、

専
門

家
の

知
見

を

活
用
し
た

一
貫
性

の
あ
る

広
報
を

展
開

し
た

。
各

大
学

・
高

専
の

取
組

や
教

育
研

究

に
つ
い
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

を
積

極
的

に
活

用
し

て
発

信
し

た
。

 

（
都
立

大
）

名
称
変

更
ポ
ス

タ
ー

掲
出
等
に
よ

り
、

名
称

変
更

周
知

を
行

っ
た

。
オ

リ
ジ

ナ
ル

グ

ッ
ズ
の
作
成
や
、
学
生
や
教
職
員
の

協
力

の
協

力
に

よ
る

S
NS

等
で
の

情
報

発
信

を

実
施
し
た
。
 

（
産
技

大
）
様
々
な

媒
体
で

産
技

大
の
教
育

成
果

を
発

信
し

、
4
1
0
名

の
大

学
院

説
明

会
参

加
者

を
集
め
た
。
 

（
高
 

専
）
第
三
期
中
期
計
画
後
半
（
令
和
２

（
2
0
20

）
年

度
か

ら
令

和
４

（
2
0
22

）
年

度
ま

で
）
の
「
高
専
広
報
戦
略
」
を
策

定
し

た
。

高
専

公
式

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
リ

ニ
ュ

ー

ア
ル
し
、
受
検
生
に
有
益
な
情
報

を
取

得
し

や
す

い
デ

ザ
イ

ン
に

刷
新

し
た

。
 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
プ

レ
ゼ

ン
ス

及
び

認
知
度

の
向

上
に

向
け

て
、
ソ

ー
シ

ャ
ル

メ
デ

ィ
ア

を
積

極
的

に
活

用
し

、
都

民
等

が

各
大

学
・
高

専
を

身
近

に
感

じ
ら

れ
る

工
夫

を
行

う
こ

と
や

、「
1
0
0
歳

大
学

」
の

取
組

の
一

環
と

し
て

特

別
講

演
会

を
開

催
す

る
こ

と
な

ど
、

様
々

な
取

組
を

推
進

し
た

。
 

・
卒

業
生
・
同

窓
会

等
と
の

連
携

を
強

化
す

る
た

め
、
学

長
、
校

長
、
副

学
長

等
が

全
国

各
地

の
地

方
同

窓

会
支

部
総

会
や

ホ
ー

ム
カ

ミ
ン

グ
デ

ー
、

学
園

祭
で

積
極

的
に

交
流

を
深

め
た

。
 

・
卒

業
生

か
ら

の
広

く
厚

い
支

援
は

、
大

学
の

魅
力

向
上

に
つ

な
が

る
た

め
、

同
窓

会
と

も
協

働
し

、
卒

業
生

と
の

連
携

強
化

に
取

り
組

ま
れ

た
い

。
 

２ 

【
4
-
21

】
各
校

で
自
己
点
検
・
評
価
及
び
外
部
評
価
受

審
準

備
を

行
っ

た
。

 

（
都
立
大

）
令
和
４

（
2
0
2
2
）
年
度
の
認
証

評
価

受
審

機
関

を
決

定
し

、
評

価
項

目
を

反
映

し
た

教
育
の
質

保
証
チ

ェ
ッ
ク

シ
ー
ト

に
よ

る
教

育
の

点
検

・
評

価
を

行
い

、
課

題
や

検

討
事
項
等
を
抽
出
し
た
。
 

（
産
技

大
）
情
報
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
専
攻
に
お
い

て
分

野
別

認
証

評
価

を
受

審
し

た
結

果
、「

適
合

」

の
評
価
を
受
け
た
。
ま
た
、
前
回

受
審

時
の

評
価

結
果

か
ら

改
善

が
見

ら
れ

た
。

 

（
高
 

専
）
令
和
元

（
2
0
1
9
）
年
度
に
受
審

し
た

機
関

別
認

証
評

価
の

評
価

結
果

に
基

づ
き

、
学

生
の
課
外

活
動
を

支
援
す

る
顧
問

等
の

役
割

を
明

確
に

し
、

新
た

に
課

外
活

動
に

関

す
る
指
導

方
針
を

作
成
し

、
ク
ラ

ブ
活

動
指

導
員

を
導

入
す

る
な

ど
の

改
善

を
行

っ

た
。
 

【
4
-
23

】
法
人
及
び
各
校
で
認
知
度
及
び
ブ
ラ
ン
ド
力
を

向
上

さ
せ

る
た

め
の

戦
略

的
な

広
報

活
動

を
展

開

し
た
。
 

（
法
 

人
）

専
門
家

の
知
見

を
活

用
し
た
調
査

・
分

析
を

行
い

、
各

大
学

・
高

専
の

強
み

や
タ

ー

ゲ
ッ
ト
別
の
効
果
的
な
広
報
手
法

に
つ

い
て

明
確

に
し

た
。

 

（
都
立

大
）
大
学
の
広
報
媒
体
を
認
知
し
活
用

し
て

も
ら

う
た

め
の

T
M
U 
P
R 
G
ui
de
bo
ok

を
作

成

し
、
全
教
職
員
に
配
布
し
た
。
さ
ら

な
る

大
学

の
魅

力
の

発
信

の
た

め
W
EB

マ
ガ

ジ

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
広

報
の

効
果

検
証

や
専
門

家
を

活
用

し
た

調
査
・
分

析
に

よ
り

、
２

大
学

１
高

専
各

校
の

強
み

、
特

色
等

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

別
に

効
果

的
に

広
報

す
る

取
組

を
推

進
し

た
。

 

・
２

大
学

１
高

専
各

校
に

お
い

て
、
卒

業
生
・
同

窓
会

等
と

の
結

び
つ

き
を

強
化

す
る

様
々

な
取

組
が

行
わ

れ
た

。
 

・
今

後
、

卒
業

生
・

同
窓

会
等

と
の

連
携

・
協

力
が

更
に

発
展

し
て

い
く

こ
と

を
期

待
す

る
。
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（
首
都

大
）
学
生
広
報
チ
ー
ム
体

制
の
強
化
に

よ
り

、
オ

リ
ジ

ナ
ル

グ
ッ

ズ
の

開
発

や
H
P
掲
載
情

報
の
拡
充

を
行
っ

た
。
ま

た
、
大

学
名

称
変

更
に

向
け

、
い

ち
早

く
準

備
を

開
始

し

た
。
 

（
産
技

大
）
様
々
な

媒
体
で

産
技

大
の
教
育

成
果

を
発

信
し

、
2
9
2
名

の
大

学
院

説
明

会
参

加
者

を
集
め
た
。
単
位
バ
ン
ク
生
か
ら

2
2
名

の
入

学
者

が
あ

り
、
単

位
バ

ン
ク

生
向

け
入

試
に

8
名
の
受
験
者
（
う
ち

8
名
入

学
）

が
あ

っ
た

。
 

（
高
 
専
）
新
た
に

i
ns
ta
gr
am

を
開
設
し
、

若
年

層
を

対
象

に
視

覚
的

な
広

報
に

取
り

組
ん

だ
。
 

元  

【
4
-
21

】
各
校

で
自
己
点
検
・
評
価
及
び
外
部
評
価
受

審
準

備
を

行
っ

た
。

 

（
都
立
大

）
令
和
４

（
2
0
2
2
）
年
度
に
受
審

予
定

の
認

証
評

価
を

見
据

え
、

自
己

点
検

・
評

価
活

動
を
実
施
し
た
。
 

（
産
技

大
）
機
関
別
認
証
評
価
を
受
審
し
た
結

果
、「

適
合

」
の

評
価

を
受

け
た

。
 

（
高
 

専
）

機
関
別

認
証
評

価
を

受
審
し
、
評

価
基

準
を

満
た

し
て

い
る

と
い

う
評

価
結

果
を

得

た
。
 

【
4
-
22

】
変
更
後
の
第
三
期
中
期
計
画
及
び
令
和
元
（
2
0
19

）
年

度
計

画
に

関
す

る
資

料
を

H
P
上

に
公
開

し
た
。
 

【
4
-
23
】
法
人
及
び
各
校
で
認
知
度
及
び
ブ
ラ
ン
ド
力
を

向
上

さ
せ

る
た

め
の

戦
略

的
な

広
報

活
動

を
展

開

し
た

。
 

（
法
 
人
）

名
称
変

更
や
各

大
学

・
高
専
の
特

長
を

効
果

的
に

伝
え

る
た

め
、

専
門

家
の

知
見

を

活
用
し
た

一
貫
性

の
あ
る

広
報
を

展
開

し
た

。
各

大
学

・
高

専
の

取
組

や
教

育
研

究

に
つ
い
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

を
積

極
的

に
活

用
し

て
発

信
し

た
。

 

（
都
立

大
）

名
称
変

更
ポ
ス

タ
ー

掲
出
等
に
よ

り
、

名
称

変
更

周
知

を
行

っ
た

。
オ

リ
ジ

ナ
ル

グ

ッ
ズ
の
作
成
や
、
学
生
や
教
職
員
の

協
力

の
協

力
に

よ
る

S
NS

等
で
の

情
報

発
信

を

実
施
し
た
。
 

（
産
技

大
）
様
々
な

媒
体
で

産
技

大
の
教
育

成
果

を
発

信
し

、
4
1
0
名

の
大

学
院

説
明

会
参

加
者

を
集
め
た
。
 

（
高
 

専
）
第
三
期
中
期
計
画
後
半
（
令
和
２

（
2
0
20

）
年

度
か

ら
令

和
４

（
2
0
22

）
年

度
ま

で
）
の
「
高
専
広
報
戦
略
」
を
策

定
し

た
。

高
専

公
式

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
リ

ニ
ュ

ー

ア
ル
し
、
受
検
生
に
有
益
な
情
報

を
取

得
し

や
す

い
デ

ザ
イ

ン
に

刷
新

し
た

。
 

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
プ

レ
ゼ

ン
ス

及
び

認
知
度

の
向

上
に

向
け

て
、
ソ

ー
シ

ャ
ル

メ
デ

ィ
ア

を
積

極
的

に
活

用
し

、
都

民
等

が

各
大

学
・
高

専
を

身
近

に
感

じ
ら

れ
る

工
夫

を
行

う
こ

と
や

、「
1
0
0
歳

大
学

」
の

取
組

の
一

環
と

し
て

特

別
講

演
会

を
開

催
す

る
こ

と
な

ど
、

様
々

な
取

組
を

推
進

し
た

。
 

・
卒

業
生
・
同

窓
会

等
と
の

連
携

を
強

化
す

る
た

め
、
学

長
、
校

長
、
副

学
長

等
が

全
国

各
地

の
地

方
同

窓

会
支

部
総

会
や

ホ
ー

ム
カ

ミ
ン

グ
デ

ー
、

学
園

祭
で

積
極

的
に

交
流

を
深

め
た

。
 

・
卒

業
生

か
ら

の
広

く
厚

い
支

援
は

、
大

学
の

魅
力

向
上

に
つ

な
が

る
た

め
、

同
窓

会
と

も
協

働
し

、
卒

業
生

と
の

連
携

強
化

に
取

り
組

ま
れ

た
い

。
 

２ 

【
4
-
21

】
各
校

で
自
己
点
検
・
評
価
及
び
外
部
評
価
受

審
準

備
を

行
っ

た
。

 

（
都
立
大

）
令
和
４

（
2
0
2
2
）
年
度
の
認
証

評
価

受
審

機
関

を
決

定
し

、
評

価
項

目
を

反
映

し
た

教
育
の
質

保
証
チ

ェ
ッ
ク

シ
ー
ト

に
よ

る
教

育
の

点
検

・
評

価
を

行
い

、
課

題
や

検

討
事
項
等
を
抽
出
し
た
。
 

（
産
技

大
）
情
報
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
専
攻
に
お
い

て
分

野
別

認
証

評
価

を
受

審
し

た
結

果
、「

適
合

」

の
評
価
を
受
け
た
。
ま
た
、
前
回

受
審

時
の

評
価

結
果

か
ら

改
善

が
見

ら
れ

た
。

 

（
高
 

専
）
令
和
元

（
2
0
1
9
）
年
度
に
受
審

し
た

機
関

別
認

証
評

価
の

評
価

結
果

に
基

づ
き

、
学

生
の
課
外

活
動
を

支
援
す

る
顧
問

等
の

役
割

を
明

確
に

し
、

新
た

に
課

外
活

動
に

関

す
る
指
導

方
針
を

作
成
し

、
ク
ラ

ブ
活

動
指

導
員

を
導

入
す

る
な

ど
の

改
善

を
行

っ

た
。
 

【
4
-
23

】
法
人
及
び
各
校
で
認
知
度
及
び
ブ
ラ
ン
ド
力
を

向
上

さ
せ

る
た

め
の

戦
略

的
な

広
報

活
動

を
展

開

し
た
。
 

（
法
 

人
）

専
門
家

の
知
見

を
活

用
し
た
調
査

・
分

析
を

行
い

、
各

大
学

・
高

専
の

強
み

や
タ

ー

ゲ
ッ
ト
別
の
効
果
的
な
広
報
手
法

に
つ

い
て

明
確

に
し

た
。

 

（
都
立

大
）
大
学
の
広
報
媒
体
を
認
知
し
活
用

し
て

も
ら

う
た

め
の

T
M
U 
P
R 
G
ui
de
bo
ok

を
作

成

し
、
全
教
職
員
に
配
布
し
た
。
さ
ら

な
る

大
学

の
魅

力
の

発
信

の
た

め
W
EB

マ
ガ

ジ

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
広

報
の

効
果

検
証

や
専
門

家
を

活
用

し
た

調
査
・
分

析
に

よ
り

、
２

大
学

１
高

専
各

校
の

強
み

、
特

色
等

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

別
に

効
果

的
に

広
報

す
る

取
組

を
推

進
し

た
。

 

・
２

大
学

１
高

専
各

校
に

お
い

て
、
卒

業
生
・
同

窓
会

等
と

の
結

び
つ

き
を

強
化

す
る

様
々

な
取

組
が

行
わ

れ
た

。
 

・
今

後
、

卒
業

生
・

同
窓

会
等

と
の

連
携

・
協

力
が

更
に

発
展

し
て

い
く

こ
と

を
期

待
す

る
。
  

ン
を
開
設
し
た
。
 

（
産
技

大
）
様
々
な

媒
体
で

産
技

大
の
教
育

成
果

を
発

信
し

、
3
0
8

名
の

大
学

院
説

明
会

参
加

者

を
集
め
た
。
 

（
高
 

専
）

コ
ロ
ナ

禍
に
お

い
て

も
受
検
生
が

高
専

を
知

る
機

会
を

増
や

す
た

め
、

高
専

公
式

ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
特
設
の
「
受
検
生

応
援

サ
イ

ト
」

を
開

設
し

た
。

 

【
4
-
23

-2
】
都
立
大
で
は
同
窓
会
が
令
和
３
（
2
0
21

）
年

４
月

か
ら
一

般
社

団
法

人
と

な
る

こ
と

を
受

け
、
法
人
化
後
の
同
窓
会
と
の
連
携
の
方
向
性

を
取

り
ま

と
め

る
な

ど
、

各
校

で
卒

業
生

と
の

結
び
つ
き
を
強
化
す
る
取
組
を
実
施
し
た
。
 

３ 

【
4
-
21

】
各
校

で
自
己
点
検
・
評
価
及
び
外
部
評
価
受

審
準

備
を

行
っ

た
。

 

（
都
立
大
）
大
学
改
革
支
援
・
学
位
授
与
機
構

の
評

価
に

お
い

て
内

部
質

保
証

が
重

視
さ

れ
る

た

め
、
都
立
大
の
自
己
点
検
・
評
価

活
動

に
関

す
る

規
定

類
に

つ
い

て
、

機
構

の
評

価

基
準
に
即
し
た
改
正
等
を
行
っ
た

。
令

和
４

（
2
0
22

）
年

２
月

末
時
点

で
の

自
己

評

価
書
及
び
根
拠
資
料
等
を
基
に
機

構
と

機
関

別
認

証
評

価
に

係
る

事
前

相
談

を
行

っ

た
。
機
構
か
ら
の
指
摘
内
容
や
質

問
へ

の
回

答
等

に
基

づ
き

、
自

己
評

価
書

の
記

載

内
容
等
に
つ
い
て
改
善
す
る
と
と

も
に

、
そ

れ
ら

の
内

容
を

学
内

関
係

者
へ

周
知

・

共
有
し
た
。
 

（
産
技

大
）
内
部
質
保
証
室
、
自
己
点
検
・
評

価
委

員
会

及
び

各
P
DC

A
サ

イ
ク

ル
実

施
組

織
の

役
割
と
連
携
関
係
を
改
め
て
整
理

し
、

内
部

質
保

証
シ

ス
テ

ム
を

実
行

し
た

。
ま

た
、
令
和
４
年
（
2
0
22

）
受
審
予
定

の
一

般
社

団
法

人
日

本
技

術
者

教
育

認
定

機
構

（
J
A
BE

E
）
に
よ
る
分
野
別
認
証
評
価

（
産

業
技

術
専

攻
）

に
向

け
、

自
己

評
価

書

を
作
成
し
た
。
 

（
高
 

専
）
運
営
協
力
者
会
議
を
開
催
し
、
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

の
新

コ
ー

ス
（

A
I
ス

マ
ー

ト
工

学
コ
ー
ス
、
情
報
シ
ス
テ
ム
工
学

コ
ー

ス
）

の
取

組
、

荒
川

キ
ャ

ン
パ

ス
の

医
工

連

携
教
育
・
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

取
組

み
に

つ
い

て
意

見
聴

取
を

行
っ

た
。

 

【
4
-
23

】
法
人
及
び
各
校
で
認
知
度
及
び
ブ
ラ
ン
ド
力
を

向
上

さ
せ

る
た

め
の

戦
略

的
な

広
報

活
動

を
展

開
し
た
。
 

（
法
 

人
）
各
大
学
・
高
専
の
強
み
や
特
色
等

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

別
に

効
果

的
に

広
報

を
実

施
す

る

た
め
、
各
学
校
と
連
携
を
と
り
、

Y
o
u
Tu

be
等

で
発

信
を

行
っ

た
。
 

（
都
立
大
）
W
EB

マ
ガ
ジ
ン
を
本
格
稼
働
さ
せ

、
都

立
大

の
教

育
・

研
究

等
の

魅
力

を
わ

か
り

や

す
く
発
信
し
た
。
ま
た
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ

ト
及

び
大

学
案

内
の

デ
ザ

イ
ン

リ
ニ

ュ
ー

ア

ル
を
実
施
し
、
令
和
４
（
2
0
22

）
年
６

月
に

向
け

た
公

開
準

備
を

整
え

た
。

 

（
産
技
大
）
様
々
な
媒
体
で
産
技
大
の
教
育
成

果
を

発
信

し
、

3
79

名
の

大
学

院
説

明
会

参
加

者

を
集
め
た
。
産
業
技
術
専
攻
全
体
の

志
願

倍
率

は
1
.6

3
倍

に
達

し
て
お

り
、

コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
も
専
攻
全
体
の
入
学

者
数

に
お

い
て

十
分

な
定

員
を

確
保

す
る

こ
と

が
で
き
た
。
 

（
高
 

専
）
法
人
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
内
に
「
高
専

広
報

ポ
ー

タ
ル

」
を

新
設

し
、

定
期

的
な

ポ
ー

タ
ル
活
用
及
び
情
報
提
供
依
頼
の
ア

ナ
ウ

ン
ス

を
行

っ
た

。
高

専
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の
構
成
を
改
修
し
、
受
検
生
の
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
を

向
上

さ
せ

た
。

 

【
4
-
23

-2
】
都
立
大
と
一
般
社
団
法
人
東
京
都
立
大
学

同
窓

会
と

の
間

で
包

括
連

携
協

定
を

締
結

し
た

 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
都

立
大

の
教

育
・
研

究
等

の
魅
力

を
分

か
り

や
す

く
発

信
す

る
た

め
に

、
都

立
大

総
合

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

及

び
大

学
案

内
の

デ
ザ

イ
ン

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

に
当

た
り

、
ス

ト
ー

リ
ー

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
の

手
法

を
用

い

て
、

訴
求

力
の

あ
る

コ
ン

テ
ン

ツ
と

な
る

よ
う

検
討

を
重

ね
た

。
 

・
卒

業
生

、
同

窓
会

等
と
の

連
携

強
化

に
向

け
、
都

立
大

同
窓

会
組

織
と

都
立

大
が

包
括

連
携

協
定

を
締

結

し
た

。
今

後
は

こ
の

協
定

に
基

づ
き

、
様

々
な

取
組

が
実

施
さ

れ
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

 

・
各

大
学
・
高

専
に

関
心

の
高

そ
う

な
ユ

ー
ザ

ー
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

、
広

報
を

実
施

し
て

い
る

も
の

の
、
他

大
学

・
高

専
と

比
較

し
た

ア
ピ

ー
ル

ポ
イ

ン
ト

(
長

所
･
強

み
)
を

よ
り
分

析
し

、
情

報
発

信
さ

れ
た

い
。
 

Ⅵ　自己点検・評価及び情報の提供に関する目標を達成するためにとるべき措置
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４  

【
4
-
21

】
各
校

で
自
己
点
検
・
評
価
及
び
外
部
評
価
受

審
準

備
を

行
っ

た
。

 

（
都
立
大
）
大
学
機
関
別
認
証
評
価
を
受
審
し

、
独

立
行

政
法

人
大

学
改

革
支

援
・

学
位

授
与

機

構
が
定
め
る
大
学
評
価
基
準
に
「

適
合

」
し

て
い

る
と

認
め

ら
れ

た
。

 

（
産
技

大
）
産
業
技
術
専
攻
と
し
て
初
の
分
野

別
認

証
評

価
を

受
審

し
、「

適
合

」
評

価
を

受
け

た
。
 

（
高
 

専
）
運
営
協
力
者
会
議
を
開
催
し
、
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

総
合

工
場

デ
ジ

タ
ル

化
の

取
組

、

荒
川
キ
ャ
ン
パ
ス
医
工
連
携
教
育

・
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

取
組

に
つ

い
て

意
見

聴

取
を
行
っ
た
。
 

【
4
-
23

】
法
人
及
び
各
校
で
認
知
度
及
び
ブ
ラ
ン
ド
力
を

向
上

さ
せ

る
た

め
の

戦
略

的
な

広
報

活
動

を
展

開
し
た
。
 

（
法
 

人
）
各
大
学
・
高
専
の
取
組
や
教
育
研

究
（

発
表

会
等

）
を

報
道

発
表

及
び

東
京

都
の

広

報
媒
体
で
発
信
す
る
と
と
も
に
、

都
民

等
が

各
大

学
・

高
専

を
身

近
に

感
じ

ら
れ

る

よ
う
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
積

極
的

に
活

用
し

た
。

 

（
都
立

大
）
大
学
案
内
の
発
行
と
総
合
ホ
ー
ム

ペ
ー

ジ
の

公
開

を
同

時
期

に
行

い
、

訴
求

力
を

高

め
な
が
ら
統
一
感
の
あ
る
ブ
ラ
ン

ド
展

開
に

資
す

る
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
を

実
施

し
た

。

ま
た
、「

牧
野
標
本
館
」
及
び
「
S
D
G
s
特

集
」

に
つ

い
て

広
報

重
点

企
画

に
設

定

し
、
広
報
を
行
っ
た
。
 

（
産
技

大
）
修
了
生
の
活
躍
を
紹
介
す
る
ロ
ー
ル

モ
デ

ル
集

の
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
や

動
画

コ
ン

テ
ン

ツ
の
制
作
、
S
NS

で
の
情
報
発
信
数

を
前

年
度

比
で

３
倍

以
上

と
す

る
な

ど
積

極
的

な
広
報
を
行
っ
た
。
 

（
高
 

専
）
各
キ
ャ
ン
パ
ス
・
各
コ
ー
ス
か
ら
バ

ラ
ン

ス
よ

く
情

報
を

発
信

し
、

ウ
ェ

ブ
を

通
し

て
受
検
生
に
公
平
で
有
益
な
情
報
を

発
信

し
た

。
ま

た
、

学
生

広
報

チ
ー

ム
の

募
集

を
行
い
、
令
和
５
（
2
0
23

）
年
度
か

ら
の

活
動

が
決

定
し

た
。

 

【
4
-
23

-2
】
都
立
大
・
同
窓
会
連
携
会
議
等
を
と
お
し

て
、

今
後

の
連

携
の

在
り

方
に

つ
い

て
意

見
交

換

を
行

っ
た
。
 

―
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４  

【
4
-
21

】
各
校

で
自
己
点
検
・
評
価
及
び
外
部
評
価
受

審
準

備
を

行
っ

た
。

 

（
都
立
大
）
大
学
機
関
別
認
証
評
価
を
受
審
し

、
独

立
行

政
法

人
大

学
改

革
支

援
・

学
位

授
与

機

構
が
定
め
る
大
学
評
価
基
準
に
「

適
合

」
し

て
い

る
と

認
め

ら
れ

た
。

 

（
産
技

大
）
産
業
技
術
専
攻
と
し
て
初
の
分
野

別
認

証
評

価
を

受
審

し
、「

適
合

」
評

価
を

受
け

た
。
 

（
高
 

専
）
運
営
協
力
者
会
議
を
開
催
し
、
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

総
合

工
場

デ
ジ

タ
ル

化
の

取
組

、

荒
川
キ
ャ
ン
パ
ス
医
工
連
携
教
育

・
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

取
組

に
つ

い
て

意
見

聴

取
を
行
っ
た
。
 

【
4
-
23

】
法
人
及
び
各
校
で
認
知
度
及
び
ブ
ラ
ン
ド
力
を

向
上

さ
せ

る
た

め
の

戦
略

的
な

広
報

活
動

を
展

開
し
た
。
 

（
法
 

人
）
各
大
学
・
高
専
の
取
組
や
教
育
研

究
（

発
表

会
等

）
を

報
道

発
表

及
び

東
京

都
の

広

報
媒
体
で
発
信
す
る
と
と
も
に
、

都
民

等
が

各
大

学
・

高
専

を
身

近
に

感
じ

ら
れ

る

よ
う
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
積

極
的

に
活

用
し

た
。

 

（
都
立

大
）
大
学
案
内
の
発
行
と
総
合
ホ
ー
ム

ペ
ー

ジ
の

公
開

を
同

時
期

に
行

い
、

訴
求

力
を

高

め
な
が
ら
統
一
感
の
あ
る
ブ
ラ
ン

ド
展

開
に

資
す

る
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
を

実
施

し
た

。

ま
た
、「

牧
野
標
本
館
」
及
び
「
S
D
G
s
特

集
」

に
つ

い
て

広
報

重
点

企
画

に
設

定

し
、
広
報
を
行
っ
た
。
 

（
産
技

大
）
修
了
生
の
活
躍
を
紹
介
す
る
ロ
ー
ル

モ
デ

ル
集

の
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
や

動
画

コ
ン

テ
ン

ツ
の
制
作
、
S
NS

で
の
情
報
発
信
数

を
前

年
度

比
で

３
倍

以
上

と
す

る
な

ど
積

極
的

な
広
報
を
行
っ
た
。
 

（
高
 

専
）
各
キ
ャ
ン
パ
ス
・
各
コ
ー
ス
か
ら
バ

ラ
ン

ス
よ

く
情

報
を

発
信

し
、

ウ
ェ

ブ
を

通
し

て
受
検
生
に
公
平
で
有
益
な
情
報
を

発
信

し
た

。
ま

た
、

学
生

広
報

チ
ー

ム
の

募
集

を
行
い
、
令
和
５
（
2
0
23

）
年
度
か

ら
の

活
動

が
決

定
し

た
。

 

【
4
-
23

-2
】
都
立
大
・
同
窓
会
連
携
会
議
等
を
と
お
し

て
、

今
後

の
連

携
の

在
り

方
に

つ
い

て
意

見
交

換

を
行

っ
た
。
 

―
 

 
 

中
期

計
画

番
号

 

4
-
2
1
 

Ⅵ
 

自
己

点
検

・
評

価
及

び
情

報
の

提
供

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

と
る

べ
き

措
置

 
１

 
評

価
の

充
実

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
自

己
点

検
・

評
価

及
び

外
部

評
価

の
実

施
 

①
効

率
的

か
つ

客
観

的
な

自
己

点
検

・
評

価
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
認

証
評

価
機

関
、

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

等
に

よ
る

評
価

を
受

審
し

、
そ

れ
ら

の
評

価
結

果
、

提
言

等
を

踏
ま

え
、

法
人

経
営

の
高

度
化

及
び

教
育

研
究

の
質

の
向

上
に

継
続

的
に

取
り

組
む

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
機

関
別

認
証

評
価

受
審

に
あ

た

り
、
自

己
評

価
書

及
び

根
拠

資
料

を
提

出
す

る
と

と
も

に
、
実

地
調

査
に

適
切

に
対

応
す

る
。

＜
都

立
大

＞
 

    （
２

） 【
継

続
】
自

己
点

検
・
評

価
活

動
に

つ
い

て
新

た
に

構
築

し
た

P
D
CA

サ
イ
ク

ル

を
実

施
す

る
。（

2
-
0
7
、
4
-0
2
再
掲

）

＜
産

技
大

＞
 

    （
３

）【
継

続
】
令

和
元
（

2
0
1
9
）
年

度
に

受
審

し
た

機
関

別
認

証
評

価
の

受
審

結
果

を
踏

ま
え

、
指

摘
事

項
に

対
す

る
改

善

策
を

実
施

す
る

。（
2
-
08

再
掲

）
＜

産

技
大

＞
 

 （
４

） 【
継

続
】
産

業
技

術
専

攻
に

お
け

る
分

野

別
認

証
評

価
を

受
審

す
る

。（
2
-
08

再

掲
）

＜
産

技
大

＞
 

  （
５

） 【
継

続
】
運

営
協

力
者

会
議

に
よ

る
外

部

評
価

を
実

施
し

、
そ

の
評

価
結

果
に

基

づ
い

た
取

組
を

進
め

る
こ

と
で

教
育

内
容

の
改

善
を

図
る

。（
3
-
07

再
掲

）

＜
高

専
＞

 

  （
６

）
◆
【

継
続

】
東

京
都

地
方

独
立

行
政

法

人
評

価
委

員
会

の
評

価
結

果
等

を
、
令

和
４
（

2
02

2）
年

度
や

第
三

期
中
期

目

標
期

間
中

の
取

組
及

び
令

和
５

（
１

）
都

立
大

に
お

け
る

、
機

関
別

認
証

評
価

の
受

審
 

 
＜

取
組

事
項

＞
 

 
 

・
自

己
評

価
書

を
作

成
し

、
根

拠
資

料
等

と
と

も
に

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
６

月
に

独
立

行
政

法
人

大
学

改
革

支
援

・
学

位
授

与
機

構
に

提
出

し
た

。
 

 
 

・
令

和
４

（
2
0
22

）
年

1
0
月
４

日
及

び
1
1
月

７
日

に
独

立
行

政
法

人
大

学
改

革
支

援
・

学
位

授
与

機
構

に
よ

る
訪

問
調

査
の

対
応

を
行

っ
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

 
 
・
大

学
機

関
別

認
証

評
価

受
審

の
結

果
、
都

立
大

は
独

立
行

政
法

人
大

学
改

革
支

援
・
学

位
授

与
機

構
が

定
め

る
大

学
評

価
基

準
に
「

適
合

」
し

て
い

る
と

認
め

ら
れ

た
。
な

お
、

受
審

時
の

認
証

評
価

機
関

の
意

見
を

踏
ま

え
、

内
部

質
保

証
の

学
内

体
制

を
見

直
し

、
整

備
し

た
。

 

 （
２

）
産

技
大

に
お

け
る

、
新

た
に

構
築

し
た

P
DC

A
サ

イ
ク

ル
の

実
施

【
中

期
計

画
番

号
2
-0

7
参

照
】
 

（
要

点
）

 

・
東

京
都

立
産

業
技

術
大

学
院

大
学

内
部

質
保

証
シ

ス
テ

ム
実

施
要

綱
に

基
づ

き
、
内

部
質

保
証

シ
ス

テ
ム

チ
ェ

ッ
ク

表
を

活
用

し
た

内
部

質
保

証
シ

ス
テ

ム
の

運
用

を
開

始
し

た
。

 

・
自

己
点

検
・

評
価

委
員

会
が

1
1
個

の
P
DC

A
サ

イ
ク

ル
の

進
捗

状
況
を

管
理

し
、

そ
の

結
果

を
内

部
質

保
証

室
へ

報
告

し
た

。
 

・
内

部
質

保
証

シ
ス

テ
ム

及
び

1
1
個

の
P
DC

A
サ

イ
ク

ル
の

運
用

が
滞
り

な
く

実
施

で
き

る
こ

と
を

学
内

で
共

有
し

、
令

和
５
（

20
23

）
年
度

以
降

に
改

善
活

動
に

取
組

め

る
環

境
を

構
築

で
き

た
。

 

 （
３

）
産

技
大

に
お

け
る

、
機

関
別

認
証

評
価

の
受

審
結

果
を

踏
ま

え
た

改
善

策
の

実
施

【
中

期
計

画
番

号
2
-0

8
参

照
】
 

（
要

点
）

 

・
指

摘
事

項
で

あ
っ

た
内

部
質

保
証

に
つ

い
て

、
新

た
な

内
部

質
保

証
シ

ス
テ

ム
の

も
と

で
本

格
的

に
運

用
を

開
始

し
た

。
 

・
令

和
５

（
2
0
23

）
年

度
提

出
の
改

善
報

告
書

作
成

準
備

を
行

っ
た

。
 

  （
４

）
産

技
大

に
お

け
る

、
産

業
技

術
専

攻
の

分
野

別
認

証
評

価
の

受
審

【
中

期
計

画
番

号
2
-0

8
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
産

業
技

術
専

攻
と

し
て

初
の

分
野

別
認

証
評

価
を

受
審

し
た

。
 

・「
適

合
」

評
価

を
受

け
た

。
 

 （
５

）
高

専
に

お
け

る
、

運
営

協
力

者
会

議
等

を
活

用
し

た
教

育
研

究
の

質
の

向
上

【
中

期
計

画
番

号
3
-
07

参
照

】
 

（
要

点
）

 

・
第

７
期

第
１

回
運

営
協

力
者

会
議

を
開

催
し

、
令

和
３

（
2
0
21

）
年

度
業

務
実

績
等

報
告

、
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

総
合

工
場

デ
ジ

タ
ル

化
の

取
組

、
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

医
工

連
携

教
育

・
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

取
組

に
つ

い
て

、
運

営
協

力
者

か
ら

意
見

聴
取

を
行

っ
た

。
 

・
令

和
３

（
2
0
21

）
年

度
の

業
務
実

績
評

価
は

、
各

項
目

で
お

お
む

ね
良

好
で

あ
り

、
J
A
BE
E
認

証
取
得

の
意

義
や

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

授
業

形
態

の
変

化
及

び
学

生
の

メ

ン
タ

ル
ケ

ア
等

に
つ

い
て

有
益

な
意

見
交

換
が

さ
れ

た
。

 

 （
６

）
評

価
委

員
会

か
ら

の
評

価
結

果
等

の
法

人
経

営
や

教
育

研
究

の
質

の
向

上
の

取
組

へ
の

反
映

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
令

和
２

（
2
0
20

）
年

度
業
務

実
績

評
価

及
び

第
三

期
中

期
目

標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
に

お
い

て
指

摘
を

受
け

た
、「

東
京

都
と

連
携

し
た

共
同

 

研
究

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
創

設
に

向
け

た
取

組
」、
「

学
生

の
海

外
派

遣
及

び
外

国
人

留
学

生
の

受
入

れ
の

拡
大

・
充

実
に

向
け

た
取

組
」

及
び

「
特

別
研

究
期

間
制

度
の

利
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（
2
0
23
）
年

度
の

計
画

策
定

に
反
映

す

る
こ

と
で

、
法

人
経

営
や

教
育

研
究

の

質
の

向
上

に
迅

速
か

つ
的

確
に

対
応

す
る

。
＜

法
人

共
通

＞
 

用
活

性
化

に
向

け
た

取
組

」
に

つ
い

て
、

令
和

３
（

2
0
21

）
年

度
の
取

組
状

況
と

、
令

和
４

（
2
0
22

）
年

度
年

度
計

画
へ

の
反

映
状

況
を

、
令

和
３

（
2
0
21

）
年

度
業

務
実

績
等

報
告

書
と

と
も

に
公

表
し

た
。

 

 
 

・
令

和
４

（
2
0
22

）
年

度
年
度

計
画

進
捗

調
査

時
及

び
令

和
５

（
2
0
23

）
年

度
年

度
計

画
依

頼
時
に

、
評

価
結

果
等

を
法

人
内

に
適

切
に

周
知

し
、

所
管

と
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

を
通

じ
て

評
価

結
果

等
の

反
映

状
況

の
確

認
・

調
整

を
行

っ
た

。
 

 
 

・
令

和
３

（
2
0
21

）
年

度
業
務

実
績

評
価

の
結

果
を

、
令

和
４

（
2
0
22

）
年

度
の

業
務

運
営

及
び
年

度
計

画
に

適
切

に
反

映
さ

せ
る

よ
う

、
経

営
審

議
会

及
び

各
大

学
・

 

高
専

の
運

営
会

議
等

で
報

告
し

、
法

人
全

体
で

共
有

し
た

。
 

 
 

・
第

三
期

中
期

計
画

の
最

終
年

度
と

し
て

、
中

期
目

標
期

間
に

お
け

る
中

期
計

画
の

達
成

状
況

に
つ

い
て

、
ポ

ス
ト

コ
ロ

ナ
に

向
け

た
取

組
や

期
間

中
の

経
緯

も
含

め
た

 

総
括

的
な

内
容

を
取

り
ま

と
め

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
当

年
度

の
業

務
や

次
年

度
の

年
度

計
画

へ
の

評
価

結
果

の
反

映
、

中
期

計
画

や
年

度
計

画
の

進
捗

状
況

の
共

有
に

よ
り

、
法

人
運

営
や

各
大

学
・

高
専

の
教

育
研

究
の

質
 

の
向

上
の

取
組

に
迅

速
か

つ
的

確
に

対
応

す
る

こ
と

が
で

き
、

第
四

期
中

期
計

画
の

策
定

に
も

反
映

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

 

   中
期

計
画

番
号

 

4
-
2
2
 

２
 

情
報

公
開

や
情

報
発

信
等

の
推

進
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

◇
法

人
運

営
情

報
等

の
戦

略
的

な
公

開
・

発
信

 

①
毎

年
度

の
経

営
目

標
、

財
務

状
況

及
び

各
種

評
価

結
果

等
法

人
の

経
営

に
関

す
る

重
要

な
情

報
を

一
般

都
民

等
に

も
分

か
り

や
す

く
公

開
・

発
信

し
、

公
立

大
学

法
人

と
し

て
の

社

会
に

対
す

る
説

明
責

任
を

果
た

す
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
計

画
や

財
務

情
報

等
の

法
人

経

営
に

関
す

る
情

報
や

、
東

京
都

地
方

独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果
、
認

証
評

価
機

関
の

評
価

結
果

報
告

書
、
自

己
評

価
書

な
ど

の
法

人
の

評
価

に
関

わ
る

情
報

を
、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

を
活

用
し

て
広

く
公

表
す

る
。

 

（
１

）
評

価
結

果
や

財
務

情
報

等
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
よ

る
継

続
的

な
公

開
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
以

下
の

情
報

に
つ

い
て

、
法

人
及

び
各

大
学

・
高

専
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
で

公
表

し
た

。
 

 
 

 
－

第
四

期
中

期
計

画
に

関
す

る
情

報
 

 
 

 
－

経
営

審
議

会
の

議
事

要
録

 

 
 

 
－

令
和

３
（

2
0
21

）
年

度
業

務
実

績
報

告
書

等
の

法
人

評
価

に
関

わ
る

情
報

 

 
 

 
－

令
和

３
（

2
0
21

）
年

度
業

務
実

績
報

告
書

及
び

令
和

４
（

2
0
2
2
）

年
度

年
度

計
画

の
概

要
資

料
 

 
 

 
－

財
務

レ
ポ

ー
ト

2
02

2
等
の

財
務

情
報

 

 
 

 
－

各
校

の
認

証
評

価
機

関
の

評
価

結
果

報
告

書
 

 
 

 
－

各
校

の
自

己
点

検
・

評
価

活
動

に
関

す
る

資
料

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
法

人
の

経
営

に
関

す
る

重
要

な
情

報
に

つ
い

て
、

概
要

資
料

等
も

用
い

る
こ

と
で

、
対

外
的

に
わ

か
り

や
す

く
発

信
す

る
こ

と
が

で
き

た
。
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中
期

計
画

番
号

 

4
-
2
3

 
②

各
大

学
・

高
等

専
門

学
校

の
強

み
や

特
色

、
将

来
構

想
等

に
つ

い
て

、
コ

ン
セ

プ
ト

と
そ

れ
ら

を
伝

え
る

べ
き

タ
ー

ゲ
ッ

ト
な

ど
を

明
確

に
し

た
上

で
、

効
果

を
見

極
め

な
が

ら
戦

略
的

か
つ

効
果

的
に

情
報

を
発

信
す

る
。

ま
た

、
特

色
あ

る
教

育
研

究
活

動
及

び
そ

の
成

果
を

都
民

・
都

政
に

還
元

し
、

ひ
い

て
は

世
界

の
未

来
に

貢
献

す
る

取
組

を
広

く
国

内
外

に
発

信
し

、
認

知
度

及
び

ブ
ラ

ン
ド

力
を

向
上

さ
せ

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
令

和
３
（

2
0
2
1
）
年

度
に

実
施

し
た

広
告

の
結

果
等

を
踏

ま
え

、
タ

ー

ゲ
ッ

ト
別

等
の

戦
略

的
な

広
報

活
動

を
展

開
し

、
２

大
学

１
高

専
の

魅
力

を

発
信

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
ブ

ラ
ン

デ

ィ
ン

グ
を

行
い

、
法

人
全

体
の

認
知

度

及
び

プ
レ

ゼ
ン

ス
の

向
上

を
図

る
。
＜

法
人

共
通

＞
 

       （
２

）
【

継
続

】
広

報
に

関
す

る
研

修
を

実
施

し
、
職

員
一

人
ひ

と
り

の
広

報
に

関
す

る
知

識
・

ス
キ

ル
を

高
め

る
こ

と
で

、

組
織

全
体

の
広

報
力

を
向

上
さ

せ
る

。

＜
法

人
共

通
＞

 

    （
３

） 【
継

続
】
大

学
案

内
及

び
総

合
ホ

ー
ム

ペ

ー
ジ

の
統

一
感

の
あ

る
ブ

ラ
ン

ド
展

開
に

資
す

る
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
を

行
い

、

W
EB

マ
ガ

ジ
ン

を
含

め
た

自
主

広
報

媒

体
の

充
実

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
都

立

大
の

強
み

や
魅

力
の

情
報

発
信

を
さ

ら
に

強
化

す
る

と
と

も
に

、
学

生
や

教

職
員

の
愛

校
心

を
醸

成
す

る
。
＜

都
立

大
＞

 

      

（
１

）
認

知
度

及
び

プ
レ

ゼ
ン

ス
の

向
上

に
向

け
た

戦
略

的
な

広
報

展
開

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
法

人
広

報
誌

「
ふ

れ
あ

い
」

に
お

い
て

、
さ

ら
に

各
学

校
の

魅
力

を
発

信
す

る
た

め
、

広
報

誌
形

式
か

ら
メ

ー
ル

配
信

に
変

更
し

た
。

 

・
各

大
学

・
高

専
の

取
組

や
教

育
研

究
（

発
表

会
等

）
を

報
道

発
表

及
び

東
京

都
の

広
報

媒
体

で
発

信
す

る
と

と
も

に
、

都
民

を
は

じ
め

と
し

た
幅

広
い

タ
ー

ゲ
ッ

ト
層

が

各
大

学
・

高
専

を
身

近
に

感
じ

ら
れ

る
よ

う
ソ

ー
シ

ャ
ル

メ
デ

ィ
ア

を
積

極
的

に
活

用
し

た
。（

図
表

4
-
2
3-

1
～

図
表

4-
23

-3
）
 

・
理

事
長

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

の
下

、「
東

京
都

公
立

大
学

法
人

 
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
推

進
プ

ラ
ン

」
及

び
「

環
境

報
告

書
」

を
策

定
し

、
法

人
の

S
DG

s
へ

の
取

組

に
つ

い
て

プ
レ

ス
リ

リ
ー

ス
を

行
い

、
都

民
等

へ
周

知
し

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・「
ふ

れ
あ

い
」

を
メ

ー
ル

配
信

す
る

こ
と

に
よ

り
、

発
信

で
き

る
内

容
の

幅
が

広
が

っ
た

。
よ

り
タ

イ
ム

リ
ー

な
内

容
を

定
期

的
に

発
信

す
る

こ
と

で
、

２
大

学
１

高
専

相
互

の
情

報
を

周
知

し
、

法
人

か
ら

の
発

信
力

の
強

化
及

び
連

携
強

化
に

寄
与

し
た

。
 

・
２

大
学

１
高

専
の

H
P
の

PV
数
、

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
の

フ
ォ

ロ
ワ

ー
数

及
び

プ
レ

ス
リ

リ
ー

ス
の

件
数

が
前

年
度

と
比

べ
て

、
各

大
学

・
高

専
と

も
に

増
加

し
、

取

組
や

教
育

研
究

を
都

民
等

へ
広

く
P
R
す

る
こ

と
が

で
き

た
。
 

・
法

人
の

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

に
関

す
る

取
組

に
つ

い
て

特
設

サ
イ

ト
を

新
設

し
、

都
民

等
へ

広
く

周
知

す
る

こ
と

で
、

法
人

全
体

の
プ

レ
ゼ

ン
ス

向
上

に
つ

な
げ

た
。

 

 （
２

）
組

織
全

体
の

広
報

力
の

向
上

 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
広

報
の

重
要

性
に

関
す

る
職

員
一

人
ひ

と
り

へ
の

意
識

啓
発

及
び

広
報

に
関

す
る

知
識

・
ス

キ
ル

の
向

上
を

図
る

た
め

、
一

般
職

員
を

対
象

に
広

報
物

制
作

の
方

法
や

ソ

ー
シ

ャ
ル

メ
デ

ィ
ア

の
効

果
的

な
活

用
方

法
・

リ
ス

ク
等

に
関

す
る

研
修

を
実

施
し

、
管

理
職

を
対

象
に

事
故

や
不

祥
事

発
生

を
想

定
し

た
広

報
手

法
、

初
動

の
重

要
性

等
に

つ
い

て
の

研
修

を
行

っ
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
一

般
職

員
を

対
象

と
し

た
研

修
で

は
、

実
践

的
な

技
能

の
修

得
を

促
す

こ
と

が
で

き
た

。
管

理
職

を
対

象
と

し
た

研
修

で
は

管
理

職
職

員
の

組
織

的
な

対
応

力
向

上
と

今

後
の

実
務

へ
の

活
用

を
促

進
し

た
。

 

 （
３

）
都

立
大

に
お

け
る

、
自

主
広

報
媒

体
の

充
実

に
よ

る
強

み
や

魅
力

の
情

報
発

信
強

化
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
令

和
３

（
2
0
21

）
年

度
に

一
括
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
の

準
備

を
整

え
た

大
学

案
内

及
び

総
合

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
つ

い
て

、
大

学
案

内
の

発
行

と
総

合
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

公
開

を
同

時
期

に
行

う
こ

と
で

、
訴

求
力

を
高

め
な

が
ら

統
一

感
の

あ
る

ブ
ラ

ン
ド

展
開

に
資

す
る

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

を
実

施
し

た
。

 

・
大

学
案

内
及

び
総

合
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

連
動

コ
ン

テ
ン

ツ
、

W
EB

マ
ガ

ジ
ン

の
新

規
記

事
な

ど
に

つ
い

て
、

教
員

、
在

学
生

、
卒

業
生

、
ゼ

ミ
や

授
業

等
の

教
育

及
び

先

端
研

究
等

、
幅

広
い

取
材

対
象

を
深

く
掘

り
下

げ
た

記
事

を
作

成
す

る
こ

と
で

、
魅

力
向

上
に

資
す

る
情

報
の

充
実

を
図

っ
た

。
ま

た
、

計
画

的
に

制
作

し
コ

ン
ス

タ

ン
ト

に
公

開
す

る
こ

と
で

発
信

力
の

強
化

を
実

現
し

た
。

 

・
法

人
ポ

ー
タ

ル
内

の
都

立
大

広
報

ポ
ー

タ
ル

に
、

総
合

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

掲
載

に
つ

い
て

の
依

頼
フ

ォ
ー

ム
を

整
え

、
効

率
的

に
学

内
か

ら
情

報
が

集
ま

る
仕

組
み

を
確

立
し

た
。

 

・
令

和
４

（
2
0
22

）
年

度
か

ら
大
学

と
し

て
、

広
く

社
会

に
発

信
し

た
い

取
組

を
広

報
重

点
企

画
と

し
て

設
定

し
、

複
数

の
ツ

ー
ル

及
び

媒
体

を
用

い
て

多
角

的
、

戦
略

的
に

広
報

を
行

う
こ

と
と

し
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
企

画
や

取
材

を
伴

う
コ

ン
テ

ン
ツ

「
都

立
大

を
深

く
知

る
（

９
件

）
、

在
学

生
の

リ
ア

ル
ボ

イ
ス

（
1
3
件

）、
都

立
大

の
先

輩
た

ち
（

1
1
件

）、
先

端
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

1
1
件

）、
WE
B
マ

ガ
ジ

ン
（
13

件
）」

及
び

情
報

収
集

の
上

調
整

を
伴

う
コ

ン
テ

ン
ツ

「
都

立
大

の
い

ま
を

知
る

（
9
3
件

）、
ニ

ュ
ー
ス

（
7
3
件

。
研

究
成

果
プ

レ

ス
リ

リ
ー

ス
3
4
件

を
含

む
。）
、

W
EB

マ
ガ

ジ
ン

学
生

広
報

チ
ー

ム
（

15
件

）」
を

公
開

し
た

。
 

Ⅵ　自己点検・評価及び情報の提供に関する目標を達成するためにとるべき措置

－ 385 －



      （
４

） 【
継

続
】
海

外
大

学
等

に
向

け
た

ニ
ュ

ー

ズ
レ

タ
ー

に
つ

い
て

、
適

宜
内

容
の

見

直
し

と
改

善
を

図
り

な
が

ら
発

行
し

、

都
立

大
の

認
知

度
・
ブ

ラ
ン

ド
力

向
上

を
図

る
。

＜
都

立
大

＞
 

  （
５

） 【
継

続
】
産

技
大

の
教

育
の

ア
ウ

ト
カ

ム

を
と

り
ま

と
め

た
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
集

、

先
進

的
教

育
手

法
を

体
系

化
し

た

A
I
I
T
 
P
B
L
 
M
e
t
h
o
d
、

大
学

院
案

内
等

を
活

用
し

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感

染
症

の
状

況
も

考
慮

し
つ

つ
、
企

業
や

教
育

機
関

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
積

極
的

な
情

報
発

信

を
行

う
。
（

2
-
1
1
再

掲
）

＜
産

技
大

＞
 

    （
６

）【
継

続
】
令

和
２
（

2
0
2
0
）
年

度
か

ら
開

始
し

た
第

三
期

中
期

計
画

後
期

の
高

専
広

報
戦

略
に

沿
っ

た
広

報
活

動
を

実
施

す
る

。
（

3
-
1
7
再

掲
）

＜
高

専
＞
 

・
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

N
H
K
連

続
テ

レ
ビ

小
説

主
人

公
の

モ
デ

ル
が

牧
野

富
太

郎
博

士
に

決
定

し
た

報
道

を
契

機
に

、
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

広
報

重
点

企
画

に
設

定

し
た

「
牧

野
標

本
館

」
に

つ
い

て
、

朝
日

新
聞

広
告

企
画

へ
の

掲
出

、
総

合
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
牧

野
標

本
館

特
設

ペ
ー

ジ
の

公
開

等
の

広
報

を
行

い
、

テ
レ

ビ
３

件
、

新

聞
３

件
、

雑
誌

３
件

の
取

材
に

つ
な

げ
た

。
 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

重
点

企
画

に
設

定
し

た
「

S
D
G
s
特

集
」

に
つ

い
て

、
学

内
調

整
を

行
っ

た
上

で
、

総
合

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

及
び

大
学

案
内

連
動

コ
ン

テ
ン

ツ
で

あ

る
「

S
D
G
s
特

集
ペ

ー
ジ

」
を

公
開

し
た

。
 

 （
４

）
都

立
大

に
お

け
る

、
国

外
へ

向
け

た
認

知
度

・
ブ

ラ
ン

ド
力

の
向

上
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
留

学
の

再
開

、
グ

ロ
ー

バ
ル

・
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
・

キ
ャ

ン
プ

（
G
D
C
）

の
対

面
開

催
の

再
開

、
秋

入
学

の
導

入
等

、
本

学
の

新
た

な
取

組
等

を
掲

載
し

た
ニ

ュ
ー

ズ

レ
タ

ー
を

発
行

、
都

立
大

公
式

W
e
b
サ

イ
ト

な
ど

で
公

開
し

在
籍

留
学

生
や

海
外

協
定

校
等

に
対

す
る

発
信

を
実

施
し

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

 
・

本
学

の
国

際
化

に
係

る
主

要
な

取
組

を
広

く
発

信
し

、
プ

レ
ゼ

ン
ス

の
向

上
に

寄
与

し
た

。
 
 

 （
５

）
産

技
大

に
お

け
る

、
積

極
的

な
情

報
発

信
【

中
期

計
画

番
号

2
-
1
1
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
S
N
S（

T
w
i
t
t
er
、
F
a
c
e
b
o
o
k
）
で

の
情

報
発

信
（

投
稿

）
数

を
、
そ

れ
ぞ

れ
前

年
度

比
で

3
5
4
%
[
1
1
1
件

⇒
3
9
3
件

]
、
4
8
6
%
[
8
8
件

⇒
4
2
8
件

]
と

し
、
積

極
的

に
産

技
大

の
 

最
新

情
報

等
を

発
信

し
た

。
 

・
動

画
コ

ン
テ

ン
ツ

と
し

て
、

教
員

紹
介

動
画

を
新

た
に

３
本

制
作

し
、

Y
o
u
T
u
b
e
上

に
公

開
し

て
い

る
動

画
は

合
計

5
1
本

と
な

っ
た

。
 

・
修

了
生

の
活

躍
を

紹
介

す
る

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

集
を

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

（
新

規
で

1
6
名

の
修

了
生

を
掲

載
）

し
た

。
 

・
取

材
報

告
書

等
の

運
用

を
教

職
協

働
で

強
化

し
、

メ
デ

ィ
ア

対
応

を
教

員
と

担
当

職
員

が
協

働
で

行
っ

た
。

 

・
令

和
４

（
2
0
2
2
）

年
度

の
S
N
S
（

T
w
i
t
t
e
r
、

F
a
c
e
b
o
o
k
）

新
規

フ
ォ

ロ
ワ

ー
数

が
、

そ
れ

ぞ
れ

前
年

度
比

で
2
1
7
%
[
9
2
人

⇒
2
0
0
人

]
、

1
1
2
%
[
8
2
人

⇒
9
2
人

]
と

増
加

し
 

た
。

 

・
事

業
設

計
工

学
コ

ー
ス

の
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
の

他
、

情
報

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
コ

ー
ス

及
び

創
造

技
術

コ
ー

ス
に

つ
い

て
も

新
た

な
モ

デ
ル

を
広

く
社

会
に

発
信

す
る

こ
と

が
 

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

 

・
N
H
K
「

ニ
ュ

ー
ス

７
全

国
版

」
、

東
京

F
M
「

O
N
E
 
M
O
R
N
I
N
G
」

等
で

、
本

学
の

取
組

み
が

取
り

上
げ

ら
れ

、
広

告
以

外
の

メ
デ

ィ
ア

露
出

を
増

加
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

 （
６

）
高

専
に

お
け

る
、

意
欲

あ
る

志
願

者
確

保
に

向
け

た
取

組
【

中
期

計
画

番
号

3
-
1
7
参

照
】

 

（
要

点
）

 

・
教

職
員

の
広

報
（

掲
載

記
事

提
供

）
に

対
す

る
協

力
体

制
が

強
化

さ
れ

た
こ

と
で

、
ス

ム
ー

ズ
に

、
か

つ
、

各
キ

ャ
ン

パ
ス

・
各

コ
ー

ス
か

ら
バ

ラ
ン

ス
よ

く
情

報
を

受

け
ら

れ
る

よ
う

に
な

り
、

ウ
ェ

ブ
を

通
し

て
受

検
生

に
公

平
で

有
益

な
情

報
を

発
信

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
全

て
の

公
式

コ
ン

テ
ン

ツ
の

ア
ク

セ
ス

数
・

フ
ォ

ロ
ワ

ー
数

が
大

幅
に

増
加

し
た

（
前

年
度

比
 
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
＋

4
.
7
％

、
T
w
i
t
t
e
r
＋

2
3
.
6
％

、
F
a
c
e
b
o
o
k
＋

6
.
3
％

、

I
n
s
t
a
g
r
a
m
＋

4
3
.
9
％

、
Y
o
u
T
u
b
e
＋

2
3
.
1
％

）
 

・
志

願
者

を
対

象
と

し
て

実
施

し
た

出
願

時
ア

ン
ケ

ー
ト

に
お

い
て

、
推

薦
出

願
者

で
は

【
約

8
0
％

】
、

学
力

出
願

者
で

は
【

約
8
5
％

】
が

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
「

見
や

す

い
」

と
評

価
し

、
ま

た
面

白
い

企
画

と
し

て
受

検
生

向
け

コ
ン

テ
ン

ツ
（

受
検

生
応

援
サ

イ
ト

、
学

生
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

ク
ラ

ブ
活

動
紹

介
等

）
が

上
位

を
占

め
て

い

る
。

 

・
学

生
広

報
チ

ー
ム

の
メ

ン
バ

ー
募

集
の

結
果

、
1
1
人

の
応

募
が

あ
り

、
令

和
５

（
2
0
2
3
）

年
度

か
ら

の
活

動
が

決
定

し
た

。
受

検
生

に
近

い
学

生
の

ア
イ

デ
ア

に
よ

り
、

ニ
ー

ズ
が

高
い

情
報

の
発

信
が

期
待

で
き

る
。

 

 

【
図

表
4
-
2
3
-
1
　

公
式

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ク

セ
ス

状
況

】
（

単
位

：
P
V
数

）
2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度
法

人
4
3
1
,
6
0
2

4
2
0
,
6
8
9

5
3
5
,
3
0
5

5
4
9
,
4
3
2

6
2
6
,
0
8
8

4
4
2
,
3
0
4

都
立

大
8
,
8
3
6
,
2
0
0

9
,
0
2
3
,
4
9
3

9
,
3
1
8
,
8
0
6

1
2
,
1
3
1
,
8
5
5

1
0
,
9
3
7
,
8
6
5

1
0
,
5
8
6
,
8
7
6

産
技

大
5
1
7
,
2
8
0

5
6
3
,
9
9
1

7
0
5
,
2
7
1

6
8
9
,
8
9
7

7
8
0
,
1
2
4

6
9
6
,
7
4
0

高
専

1
,
8
9
7
,
8
2
1

2
,
0
2
0
,
9
8
4

1
,
9
8
6
,
6
6
9

1
,
3
2
9
,
2
0
3

1
,
5
3
9
,
8
4
6

1
,
6
7
0
,
6
7
3
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【
図

表
4
-
2
3
-
2
　

S
N
S
状

況
】

（
単

位
：

フ
ォ

ロ
ワ

ー
数

）

媒
体

（
開

設
時

期
）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度

T
w
i
t
t
e
r

（
2
0
1
2
.
1
2
）

1
1
,
1
5
8

1
2
,
8
4
3

1
4
,
9
0
2

1
6
,
4
0
7

1
7
,
2
4
5

1
7
,
7
6
4

F
a
c
e
b
o
o
k

T
w
i
t
t
e
r

（
2
0
1
1
.
9
）

1
,
9
4
1

2
,
1
3
5

2
,
2
5
2

2
,
3
7
1

2
,
4
6
9

2
,
6
7
2

F
a
c
e
b
o
o
k

（
2
0
1
3
.
8
）

1
,
9
6
7

2
,
1
9
2

2
,
3
3
3

2
,
4
0
3

2
,
4
5
4

2
,
5
4
5

T
w
i
t
t
e
r

（
2
0
1
5
.
7
）

6
0
6

8
7
9

1
,
0
6
3

1
,
2
5
0

1
,
4
9
5

1
,
8
4
9

F
a
c
e
b
o
o
k

（
2
0
1
5
.
7
）

3
9
6

5
0
3

5
9
4

6
7
2

7
1
1

7
5
6

I
n
s
t
a
g
r
a
m

（
2
0
1
8
.
4
）

2
3
2

2
9
8

4
1
7

5
1
0

7
2
9

都
立

大

産
技

大

高
専

 
 

【
図

表
4
-
2
3
-
3
　

プ
レ

ス
リ

リ
ー

ス
報

道
実

績
】

（
単

位
：

件
）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度
プ

レ
ス

件
数

5
4

5
1

6
8

報
道

実
績

1
2

1
1

5
5

掲
載

率
2
0
.
0
%

5
0
.
0
%

2
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

8
3
.
3
%

6
2
.
5
%

プ
レ

ス
件

数
2
6

1
9

2
4

3
3

4
2

3
9

報
道

実
績

7
9

2
0

3
2

3
9

3
6

掲
載

率
2
6
.
9
%

4
7
.
4
%

8
3
.
3
%

9
7
.
0
%

9
2
.
9
%

9
2
.
3
%

プ
レ

ス
件

数
5

9
8

1
1

1
報

道
実

績
2

5
3

0
1

0
掲

載
率

4
0
.
0
%

5
5
.
6
%

3
7
.
5
%

0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

0
.
0
%

プ
レ

ス
件

数
5

3
4

1
4

1
0

報
道

実
績

3
2

2
1

1
4

掲
載

率
6
0
.
0
%

6
6
.
7
%

5
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

2
5
.
0
%

4
0
.
0
%

プ
レ

ス
件

数
4
1

3
5

4
1

3
6

5
3

5
8

報
道

実
績

1
3

1
8

2
6

3
4

4
6

4
5

掲
載

率
3
1
.
7
%

5
1
.
4
%

6
3
.
4
%

9
4
.
4
%

8
6
.
8
%

7
7
.
6
%

産
技

大

高
専

合
計

※
プ

レ
ス

リ
リ

ー
ス

報
道

実
績

　
カ

ウ
ン

ト
基

準
（

2
9
年

度
実

績
か

ら
採

用
）

　
　

中
期

計
画

・
年

度
計

画
に

沿
っ

た
内

容
の

プ
レ

ス
を

カ
ウ

ン
ト

す
る

。
　

　
＜

カ
ウ

ン
ト

対
象

＞
　

：
教

育
研

究
活

動
の

成
果

、
教

育
研

究
活

動
に

係
る

イ
ベ

ン
ト

、
連

携
協

定
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　

 
中

期
計

画
・

年
度

計
画

・
業

務
実

績
等

報
告

書
の

策
定

、
新

た
に

発
表

す
る

事
項

な
ど

　
　

＜
カ

ウ
ン

ト
対

象
外

＞
：

訃
報

、
事

故
、

人
事

、
定

期
的

入
試

情
報

、
入

学
式

・
卒

業
式

都
立

大

法
人
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中
期

計
画

番
号

 

4
-
2
3
-
2

 
③

卒
業

生
同

士
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
強

化
、

在
学

生
へ

の
多

様
な

支
援

等
を

促
進

す
る

た
め

、
同

窓
会

等
と

の
連

携
を

強
化

し
つ

つ
、

卒
業

生
、

在
学

生
、

教
職

員
等

の
交

流
の

場
づ

く
り

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
充

実
に

取
り

組
む

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
各

校
の

状
況

に
応

じ
て

、
卒

業

生
・
同

窓
会

等
と

の
連

携
強

化
策
を

検

討
・
実

施
し

、
愛

校
心

の
醸

成
を

図
る

。 （
１

）
卒

業
生

・
同

窓
会

等
と

の
連

携
強

化
 

①
都

立
大

に
お

け
る

取
組

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
1
1
月

の
大

学
祭

に
合

わ
せ
、

３
年

ぶ
り

に
対

面
で

の
「

ホ
ー

ム
カ

ミ
ン

グ
デ

ー
」

を
開

催
し

た
。

 

 
 

・
担

当
副

学
長

同
席

の
下

開
催

さ
れ

た
1
2
月

の
都

立
大

・
同

窓
会

連
携

会
議

等
を

と
お

し
て

、
今

後
の

連
携

の
在

り
方

に
つ

い
て

意
見

交
換

を
行

っ
た

。
 

 
 

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

 
 
  

・「
ホ

ー
ム

カ
ミ

ン
グ

デ
ー

」
に

は
1
12

人
の

O
B
・
O
G
が

参
加

し
た

。
法

学
部

の
木

村
草

太
教

授
に

よ
る

講
演

会
や

、
課

外
活

動
団

体
に

よ
る

演
技

・
演

奏
の

披
露

、
旧

都
 

 
 

 
 

 
立

大
学

時
代

の
写

真
展

示
、

抽
選

会
な

ど
を

行
い

、
在

学
生

と
同

窓
生

が
交

流
を

持
つ

こ
と

に
よ

り
愛

校
心

の
醸

成
に

繋
が

っ
た

。
 

 
 
  

・
定

期
的

な
意

見
交

換
の

場
を

設
け

る
こ

と
に

よ
り

、
今

後
の

連
携

に
つ

い
て

具
体

的
な

議
論

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

 ②
産

技
大

に
お

け
る

取
組

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

推
進

の
一

環
と

し
て

、
修

了
後

の
専

門
能

力
の

向
上

を
図

る
場

で
あ

る
修

了
生

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

制
度

を
運

用
し

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
令

和
４

（
2
0
22

）
年

度
は

５
つ
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

が
設

置
さ

れ
た

。
 

・
各

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

で
は

、
指

導
教

員
の

も
と

研
究

テ
ー

マ
に

沿
っ

て
活

動
が

行
わ

れ
、

修
了

生
の

継
続

学
修

や
学

び
直

し
の

環
境

を
支

援
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 ③
高

専
に

お
け

る
取

組
 

＜
取

組
事

項
＞

 

・
今

後
の

連
携

強
化

を
見

据
え

、
全

教
員

を
対

象
に

卒
業

生
と

の
関

わ
り

の
実

態
や

考
え

ら
れ

る
連

携
等

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
た

。
 

・
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

で
は

、
産

技
祭

に
て

鮫
洲

会
（

品
川

の
同

窓
会

）
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

で
は

、
高

専
祭

の
際

に
卒

業
生

を
中

心

と
し

た
就

職
相

談
ブ

ー
ス

を
設

置
し

た
。

 

・
第

四
期

中
期

目
標

期
間

に
お

け
る

同
窓

生
と

の
連

携
の

推
進

の
た

め
、

教
職

員
に

よ
る

定
期

的
な

意
見

交
換

の
場

を
設

け
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
現

在
の

卒
業

生
と

の
つ

な
が

り
は

ク
ラ

ブ
活

動
を

介
し

た
も

の
が

主
で

あ
り

、
ま

た
組

織
的

で
は

な
く

個
人

的
な

つ
な

が
り

で
あ

る
場

合
が

多
い

こ
と

等
、

今
後

の
活

動

の
参

考
と

で
き

る
情

報
が

得
ら

れ
た

。
 

・
学

生
主

事
が

中
心

と
な

り
卒

業
生

と
の

連
携

強
化

を
推

進
す

る
こ

と
が

決
定

し
た

。
 

・
同

窓
会

組
織

と
高

専
教

職
員

が
顔

合
わ

せ
を

行
い

、
令

和
５

（
2
0
22

）
年

度
以

降
卒

業
生

が
産

技
祭

に
来

や
す

く
す

る
仕

組
み

づ
く

り
を

行
い

、
状

況
を

見
つ

つ
連

携
強

化
を

継
続

検
討

す
る

こ
と

と
な

っ
た

。
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大大
項項
目目

番番
号号
  

３３
５５
  

そそ
のの
他他
業業
務務
運運
営営

 

Ⅶ
 
そ
の
他
業
務
運
営
に
関

す
る

重
要

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

と
る

べ
き

措
置

 

１
 
施
設
設
備
の
整
備
・
活

用
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

２
 
安
全
管
理
に
関
す
る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

３
 
法
令
遵
守
等
に
関
す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

（
中
期
目
標
）
 

１
 
施
設
設
備
の
整
備
・
活
用

等
に

関
す

る
目

標
 

○
学
生
や
教
員
が
快
適

な
環

境
で

安
定

的
に

学
修

や
研

究
に

取
り

組
む

た
め

、
限

ら
れ

た
財

源
を

有
効

に
活

用
し

、
中

長
期

的
な

構
想

に
基

づ
き

、
計

画
的

に
各

キ
ャ

ン
パ

ス
の

施
設

設
備
を
更
新
・
整
備

す
る

。
 

２
 
安
全
管
理
に
関
す
る
目
標

 
 

○
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
実

態
に

即
し

て
、

安
全

管
理

や
リ

ス
ク

管
理

を
徹

底
す

る
と

と
も

に
、

事
故

や
災

害
が

発
生

し
た

場
合

に
適

切
か

つ
迅

速
に

対
応

で
き

る
よ

う
、

教
職

員
及

び
学

生
に
対
す
る
安
全
教

育
の

推
進

や
関

連
機

関
と

の
連

携
を

図
る

。
 

３
 
法
令
遵
守
等
に
関
す
る
目

標
 
 

○
法
人
の
社
会
的
責
任

や
東

京
都

の
施

策
、

関
係

法
令

等
を

踏
ま

え
、

法
人

運
営

全
般

に
お

い
て

環
境

へ
の

配
慮

に
努

め
る

。
 

○
法
令
遵
守
や
人
権
尊

重
の

徹
底

、
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

実
現

の
観

点
か

ら
、

全
て

の
学

生
や

教
職

員
に

と
っ

て
快

適
な

学
修

環
境

・
職

場
環

境
を

実
現

す
る

と
と

も
に

、
法

人
に

対
す

る
社
会
の
信
頼
を
確

保
す

る
。

 
 

○
研
究
実
施
に
当
た
っ

て
は

、
社

会
的

責
任

に
十

分
に

留
意

し
、

教
員

の
倫

理
意

識
の

確
立

と
倫

理
的

配
慮

を
確

保
す

る
と

と
も

に
、

研
究

活
動

に
お

け
る

不
正

行
為

や
研

究
費

の
不

正
使
用
の
防
止
を
、

組
織

と
し

て
の

明
確

な
責

任
体

制
に

よ
り

推
進

す
る

。
 

○
個
人
情
報
や
機
密
情
報
等

の
秘

匿
性

の
高

い
情

報
を

保
護

す
る

た
め

に
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

の
確

保
を

徹
底

す
る

と
と

も
に

、
万

一
事

故
が

発
生

し
た

場
合

に
適

切
か

つ
迅

速
に

対
応

で
き
る
よ
う
、
組
織
的
な
管

理
体

制
を

強
化

す
る

。
 

 

中
期
計
画
 

中
期

計
画

の
達

成
状

況
 

自
己

評
価
 

１
 
施
設
設
備
の
整
備
・
活
用
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た

め
の

措
置

 

◇
施
設
設
備
の
計
画
的
な
更
新
・
整
備
 

【
4
-
2
4
】
①
学
生
及
び
教

員
が
快

適
な
環
境

で
学

修
・
研

究
に
取

り
組

め
る

よ
う

、
ま

た
、
新

た
な

教
育
研

究
ニ

ー
ズ
に

も
対
応

で
き

る
よ

う
、

中
長

期
的

な
計

画
に
基
づ
き
施
設
・
設
備
の
更
新
・
整
備
を
行
う
。

 

  ２
 

安
全
管
理
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
 

◇
安
全
管
理
及
び
リ
ス
ク
管
理
体
制
の
整
備
 

【
4
-
2
5
】
①
学
生
及
び
教

職
員
に

対
す
る
安

全
管

理
意
識

の
啓
発

及
び

教
育

の
実

施
に

加
え
て

、
設

備
等
の

整
備

・
充
実

に
よ
り

、
安

全
衛

生
管

理
体

制
を

一
層

向
上
さ
せ
る
。
 

     【
4
-
2
6
】
②
防
災
教
育

及
び
防
災

訓
練
を
充

実
さ

せ
る
と

と
も
に

、
警

察
・

消
防

・
医

療
機
関

等
と

の
連
携

を
継

続
す
る

こ
と
で

、
自

主
防

災
組

織
の

育
成

と
充

実
に
よ
る
災
害
時
等
の
初
期
対
応
力
の
向
上
を
図
る

。
ま

た
、
P
D
CA

サ
イ

ク
ル
等
に
よ
る
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
定
期
的
な

見
直

し
を

行
う

。
 

   

  【
4
-
24

】・
中

長
期

的
な

計
画

に
基

づ
き

必
要

な
施

設
・

設
備

の
工

事
を

行
う

こ
と

で
、

学
生

及
び

教
員

の
快

適
な

学

修
・

研
究

環
境

を
維

持
す

る
と

と
も

に
、

都
立

大
日

野
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

け
る

新
棟

の
建

設
等

の
新

た
な

教

育
研

究
ニ

ー
ズ

に
も

随
時

対
応

し
た

。
 

 
 

 
 
・

東
京

都
立

大
学

キ
ャ

ン
パ

ス
グ

ラ
ン

ド
デ

ザ
イ

ン
を

策
定

し
、

そ
れ

に
基

づ
き

、
施

設
配

置
の

最
適

化
に

向

け
た

再
配

置
計

画
、

ま
た

、
安

定
的

な
ス

ペ
ー

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

可
能

と
す

る
ル

ー
ル

作
り

を
着

実
に

進

め
、

実
行

に
移

す
土

台
を

完
成

さ
せ

た
。

 

 【
4
-
25

】「
化

学
物

質
等

取
扱

の
手

引
き

」
の

発
行

及
び

「
化

学
物

質
・

危
険

物
取

扱
者

講
習

会
」

の
開

催
を

、
化

学
物

質
・

危
険

物
等

を
取

り
扱

う
学

生
及

び
教
職

員
向

け
に

毎
年

度
実

施
し

、
多

く
の

研
究

室
に

お
い

て
学

生
及

び

教
職

員
の

安
全

管
理

を
行

っ
て

き
た

。
ま
た

、
令

和
３

（
2
0
21

）
年
度

1
2
月

に
発

生
し

た
火

災
事

故
後
に

は

安
全

対
策

検
討

会
を

設
置

し
、「

危
険

物
に

関
す

る
安

全
対

策
」

及
び

再
発

防
止

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

策
定

し

た
。

そ
の

後
、

令
和

４
（

2
0
22

）
年
度
も

引
き

続
き

安
全

教
育

及
び

安
全

管
理

体
制

の
見

直
し

を
実

施
し

、
管

理
体

制
の

強
化

を
図

っ
た

こ
と

で
、

学
生

及
び

教
職

員
の

安
全

意
識

を
高

め
、

再
発

リ
ス

ク
の

抑
止

に
つ

な
げ

た
 

 【
4
-
26

】・
毎

年
度

、
各

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
い

て
防
災

訓
練

を
実

施
し

、
学

生
、

教
職

員
に

お
け

る
防

災
意

識
の

向
上

を

図
っ

た
。

ま
た

、
同

時
に

学
生

・
教

職
員

に
対

し
て

、
安

否
確

認
シ

ス
テ

ム
を

利
用

し
た

安
否

確
認

訓
練

を

実
施

し
た

。
 

 
 

 
 
・

平
成

30
（

20
18

）
年
度

に
再

編
・

整
備

し
た

危
機

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

定
期

的
に

見
直

し
、

危
機

事
象

が
発

生
し

た
場

合
に

お
け

る
体

制
を

整
備

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

 
 

 
 
・

令
和

３
年

（
2
02
1
）
年
度

1
2
月

の
火
災

事
故

を
踏

ま
え

、
消

防
計

画
を

改
正

す
る

こ
と

で
、

火
災

が
発

生
し

た
場

合
に

お
け

る
体

制
を

整
備

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

Ｂ
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３
 
法
令
遵
守
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
 

◇
温
室
効
果
ガ
ス
の
着
実
な
削
減
 

【
4
-
27
】
①
デ
ー
タ
の
把
握
及
び
分
析
を
通
じ
て
、
継
続
的
か
つ

組
織

的
に

エ
ネ

ル
ギ

ー
使
用
量
を
削
減
し
、
環
境
へ
の
配
慮
に
努
め
る
。

東
京

都
立

大
学

南
大

沢
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
は
、
特
定
温
室
効
果
ガ
ス

を
基

準
排

出
量

に
対

し
、
都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す

る
条

例
に

基
づ

く
第

二
計
画
期
間
の
【
5
年
平
均
で

17
％
以
上
】
削
減
す

る
。

 

               ◇
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
対
策
及
び
多
様
性
受
容
の
促
進
 

【
4
-
2
8
】
②
様
々
な
ハ
ラ

ス
メ
ン

ト
を
未
然

に
防

止
し
、

発
生
し

た
際

の
適

切
な

対
応

を
確
保

す
る

た
め
、

教
職

員
を
対

象
と
し

た
研

修
の

実
施

な
ど

、
実

効
性

の
あ
る
取

組
を
推
進
す
る
。
 

 【
4
-
29
】
③
性
別
、
障

が
い
の
有
無
、
文
化
的
相
違
な
ど
に
よ

る
様

々
な

差
別

を
防

ぎ
、

多
様
性

の
受

容
を
促

進
す

る
た
め

、
学
生

、
教

員
及

び
職

員
を

対
象

に
人

権
意
識

を
啓

発
す
る

取
組

、
ダ
イ

バ
ー
シ

テ
ィ

を
推

進
す

る
取

組
等

を
実

施
し
、

学
生

、
教
員

及
び

職
員
に

と
っ
て

快
適

な
学

修
・

職
場

環
境

の
実

現
を
図
る

。
 

    ◇
研
究
倫
理
に
関
す
る
取
組
 

【
4
-
3
0
】
④
教
育
研
究
活

動
に
お

け
る
不
正

行
為

や
研
究

費
の

不
正

使
用

の
防

止
に

向

け
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
受

講
率
【
1
0
0
％
】
を

目
指

す
な

ど
、
教

職

員
等
へ
の

啓
発
を
一
層
徹
底
す
る
。
 

     

  【
4
-
27

】・
エ

コ
キ

ャ
ン

パ
ス

・
グ

リ
ー

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

推
進

委
員

会
に

お
け

る
省

エ
ネ

活
動

等
を

通
じ

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

使
用

量
に

つ
い

て
、

令
和

４
（

2
0
22

）
年

度
は

、
平

成
29

（
20
17

）
年

度
よ

り
も

削
減

す
る

こ
と

が
で

き

た
。

ま
た

同
様

に
、

都
が

条
例

で
定

め
る

温
室

効
果

ガ
ス

排
出

総
量

削
減

義
務

に
つ

い
て

は
、

第
２

計
画

期

間
（

平
成

2
7
～

令
和

元
年

度
）

の
義

務
を

達
成

す
る

と
と

も
に

、
続

く
第

３
計

画
期

間
（

令
和

２
～

６
年

度
）

に
お

い
て

も
、

引
き

続
き

、
都

が
定

め
る

温
室

効
果

ガ
ス

排
出

総
量

削
減

義
務

率
を

達
成

す
る

こ
と

が

で
き

る
水

準
の

実
績

を
保

っ
て

い
る

。（
図

表
4
-
27

）
 

・
教

職
員

や
学

生
か

ら
の

意
見

を
踏

ま
え

、
令

和
３

（
2
0
21

）
年

７
月

、
国

公
立

大
学

で
初

と
な

る
気

候
非

常

事
態

宣
言

を
発

出
し

た
。

令
和

４
（

2
0
22

）
年

度
に

は
、

法
人

と
し
て

今
後

中
長

期
的

に
進

む
べ

き
方

向
性

を
定

め
た

「
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
推

進
プ

ラ
ン

」
を

策
定

す
る

と
と

も
に

、「
環

境
報

告
書

2
0
22
」

を
公

表
し

た
。

 

・
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
実

現
に

向
け

た
機

運
醸

成
の

た
め

、
関

西
大

学
と

の
オ

ン
ラ

イ
ン

環
境

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

を
開

催
し

た
。

 

＜
図

表
4
-
2
7
　

温
室

効
果

ガ
ス

排
出

総
量

削
減

率
＞

（
単

位
：

％
）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度

削
減

義
務

率
1
7
.
0
0

1
7
.
0
0

1
7
.
0
0

2
7
.
0
0

2
7
.
0
0

2
7
.
0
0

実
績

2
8
.
3
1

2
6
.
5
4

2
8
.
5
3

3
3
.
2
8

2
8
.
5
1

2
8
.
9
6

※
環

境
確

保
条

例
に

お
け

る
温

室
効

果
ガ

ス
排

出
量

削
減

義
務

率
令

和
４

年
度

は
暫

定
値

　
（

第
２

計
画

期
間

（
平

成
2
7
～

令
和

元
年

度
）

）
△

1
7
％

　
…

計
画

期
間

に
お

け
る

実
績

 
△

2
7
.
6
％

　
（

第
３

計
画

期
間

（
令

和
２

～
６

年
度

）
）

　
　

△
2
7
％

 
  【

4
-
28
】

教
職

員
に

対
し

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
研

修
や

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

を
配

布
す

る
こ

と
で

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
の

意
識

啓
発

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 
 

 
 

【
4
-
29

】・
全

教
職

員
を

対
象

に
定

期
的

に
人

権
問

題
研

修
を

受
講

さ
せ

る
な

ど
、

人
権

意
識

の
啓

発
に

取
り

組
ん

だ
。

 

・
女

性
の

活
躍

推
進

を
更

に
進

め
る

観
点
か

ら
育

児
休

業
等

の
制

度
を

充
実

さ
せ

る
と

と
も

に
、

採
用

ホ
ー

ム

ペ
ー

ジ
に

お
い

て
、

妊
娠

・
出

産
・

育
児

等
と

仕
事

の
両

立
支

援
の

取
組

を
掲

載
す

る
な

ど
内

容
を

充
実

さ

せ
、

ま
た

公
募

要
領

に
も

都
立

大
が

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
を

推
進

し
て

い
る

旨
を

記
載

す
る

等
、

女
性

教
員

確

保
に

向
け

た
広

報
活

動
の

強
化

を
行

っ
た

結
果

、
都

立
大

に
お

け
る

女
性

教
員

比
率

は
平

成
3
0
年

度
以
降

、

2
0
％

以
上

を
維

持
し

た
。
 

・
法

人
を

取
り

巻
く

社
会

環
境

変
化

を
機
敏

に
捉

え
、

法
人

全
体

の
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

を
推

進
す

る
体

制
を

強

化
す

る
た

め
、「

東
京

都
公

立
大

学
法

人
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

推
進

委
員

会
」

を
新

た
に

設
置

し
た

。
 

  【
4
-
30

】・
研

究
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
研

修
（

研
究

倫
理

教
育

を
含

む
）

等
の

実
施

に
つ

い
て

、
令

和
２

（
2
0
20

）
年

度

以
降

教
職

員
と

も
研

修
受

講
率

1
00

％
を

達
成

し
て

お
り

、
研

究
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
へ

の
意

識
向

上
を

図

る
こ

と
が

で
き

た
。（

図
表

4
-
30
）

 

・
研

究
費

の
不

正
使

用
を

行
わ

な
い

旨
を

書
面

で
確

認
す

る
「

確
認

書
」

を
提

出
さ

せ
た

。
 

・
学

術
論

文
等

の
独

自
性

を
検

証
す

る
た

め
の

学
術

論
文

剽
窃

検
知

ツ
ー

ル
の

利
用

を
推

奨
し

た
。
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      ◇
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
 

【
4
-
31
】
⑤
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
及
び
個
人
情
報
保
護
教
育
の
実

施
を

徹
底

す
る

と
と

も
に
、
実
効
性
の
あ
る
専
門
組
織
（
C
S
IR

T
）
を
有

効
に

機
能

さ
せ

る
等

、

明
確
化
さ
れ
た
対
策
及
び
体
制
に
よ
り
イ
ン
シ
デ
ン
ト

対
応

の
迅

速
化

を
図

る
こ
と
で
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
強
化
し
て
い
く
。

 

＜
図

表
4
-
3
0
　

不
正

使
用

防
止

に
関

す
る

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

研
修

受
講

率
＞

 
(
単

位
：

％
)

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度
教

員
8
9

9
4

9
8

1
0
0

1
0
0

1
0
0

職
員

9
7

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

※
教

員
・

職
員

向
け

の
研

修
開

始
は

平
成

2
7
年

度
よ

り
 

  【
4
-
31

】・
研

修
等

を
通

じ
て

規
程

等
の

周
知

徹
底

を
図

る
と

と
も

に
、

標
的

型
訓

練
の

実
施

等
を

通
じ

て
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
及

び
個

人
情

報
保

護
教

育
実

施
の

徹
底

を
図

っ
た

。
 

・
外

部
機

関
主

催
の

研
修

等
に

よ
り

C
SI
RT

要
員

の
養

成
を

図
る

と
共

に
、

C
S
IR
T
窓

口
支

援
と

緊
急
対

応
支

援
に

つ
い

て
外

部
機

関
へ

の
支

援
体

制
の

委
託

を
行

う
こ

と
等

に
よ

り
、

イ
ン

シ
デ

ン
ト

対
応

の
迅

速
化

を

図
り

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
を

強
化

し
た

。
 

・
期

間
中

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
事

故
発

生
に

際
し

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

係
る

対
策

会
議

で
あ

る
C
IS

O
会

議
を

随
時

開
催

し
、

事
故

内
容

に
応

じ
た

対
策

を
緊

急
実

施
（

電
子

メ
ー

ル
誤

送
信

ソ
フ

ト
の

導
入

及
び

運
用

ル

ー
ル

の
厳

格
化

、
標

的
型

メ
ー

ル
攻

撃
訓

練
の

実
施

、
迅

速
な

情
報

伝
達

体
制

の
構

築
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ

ィ
ポ

リ
シ

ー
の

改
正

等
）

し
、

法
人

と
し

て
の

対
応

力
の

強
化

を
図

っ
た

。
 

 

  

第
三
期
中
期
目
標
期

間
の

終
了

時
に

見
込

ま
れ

る
業

務
実

績
評

価
（

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
（

評
定

・
評

定
説

明
））

 

【【
評評
定定
：：
３３

】】
  

・
過
去
に
発
生
し
た
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
故
を
踏
ま
え
、

事
故

防
止

を
強

化
す

る
た

め
の

取
組

を
着

実
に

進
め

て
い

る
。

 

・
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
内
容
を
地
震
と
地
震
以
外
の
事

象
と

に
再

編
・

整
備

し
た

り
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
関

す
る

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

別
途

作
成

す
る

な
ど

、
危

機
管

理
の

充
実

が
図

ら
れ

て
い

る
。

 

・
コ
ロ
ナ
禍
で
の
対
応
で
得
た
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
マ
ニ
ュ

ア
ル

に
反

映
す

る
な

ど
し

て
、

今
後

起
こ

り
得

る
危

機
事

象
に

備
え

て
い

く
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
 

・
研
究
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
や
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す

る
各

種
研

修
受

講
率

1
00

％
の

達
成

・
維
持

を
目

指
し

て
取

り
組

ん
で

い
た

だ
き

た
い

。
 

・
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
等
に
よ
り
、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

重
要

性
が

高
ま

っ
て

い
る

。
コ

ロ
ナ

禍
の

収
束

後
も

含
め
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

の
更

な
る

充
実

を
期

待
す

る
。

 

 

 
年

度
 

各
年
度
に
お
け

る
主

な
実

績
 

東
京

都
地

方
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
主

な
評

価
 

（
評

定
・

評
定

説
明

）
 

2
9  

【
4
-
24

】
工
学

系
教
育
研
究
拠
点
強
化
に
向
け
た
基
本

構
想

を
と

り
ま

と
め

た
。

 

【
4
-
26
】
各
種
防
災
訓
練
の
見
直
し
を
行
い
、
教
職
員
及

び
学

生
に

お
け

る
防

災
意

識
の

向
上

を
図

っ
た

。

ま
た

、
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
法
人
版
）
の

見
直

し
に

着
手

し
た

。
 

【
4
-
27
】
法
人
全
体
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
低
減
を

図
っ

た
。

 

【
4
-
27
】
南
大
沢

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
特
定
温
室
効
果
ガ
ス

の
排

出
量

を
基

準
排

出
量

に
対

し
て
【

2
8
.3
％

】

削
減

（
単
年
度
）
し
た
。
 

【
4
-
28
】
３
キ
ャ
ン
パ
ス
、
３
部
局
の
合
計
６
回
の
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
研

修
を

実
施

し
た

。
 

【
4
-
30

】
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
受
講
率
【
教
員

8
8
％

、
職

員
9
7％

】
 

【
4
-
31

】
総
合

的
な
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
推
進

す
る

と
と

も
に

、
個

人
情

報
漏

え
い

事
故

の
再

発

防
止

の
た
め
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の
対
策

を
実

施
し

た
。

 

【【
評評

定定
：：

４４
】】
  

・
温

室
効

果
ガ

ス
対

策
と

し
て

、
求

め
ら

れ
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
使

用
量

の
削

減
計

画
は

順
調

に
推

移
し

て
い

る
。

 

・
残

念
な

が
ら

、
本

年
度
は

4
件
の

個
人

情
報

漏
え

い
事

故
が

発
生

し
た

。
こ

の
う

ち
3
件

は
メ

ー
ル
誤

送
信

の
事

故
で

あ
り

、
関

係
者

に
は

猛
省

を
促

し
た

い
。

原
因

が
解

明
さ

れ
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

事

故
発

生
防

止
へ

の
取

組
は

進
め

ら
れ

て
い

る
が

、
教

職
員

、
学

生
に

は
常

に
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に

関
わ

る
情

報
を

提
供

し
、

注
意

を
喚

起
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

 

3
0  

【
4
-
24
】
工
学
系

教
育
研
究
拠
点
強
化
に
向
け
た
、
首

都
大

学
東

京
キ

ャ
ン

パ
ス

整
備

基
本

計
画

を
策

定
し

た
。

日
野
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
新
棟
建
設
の

必
要

性
に

つ
い

て
取

り
ま

と
め

た
。

 

【
4
-
26

】
法
人
版
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
各
キ
ャ
ン
パ

ス
版

危
機

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
及

び
B
CP
（

事
業

継

続
計
画
）
の
記
載
内
容
を
見
直
す
と
と
も
に

、
整

理
統

合
し

た
。

 

【
4
-
27
】
夏
季
は
災
害
級
の
猛
暑
で
あ
っ
た
が
、
教
育
・
研

究
に

支
障

が
な

い
範

囲
で

の
省

エ
ネ

運
転

を
行

【【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
の
意

識
啓

発
に

つ
い

て
、
研

修
、
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
作

成
等

、
多

様
な

方
法

で
取

り
組

ん
で

い
る

。
 

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
相

談
内

容
か

ら
課

題
を

分
析

し
、
効

果
的

な
防

止
策

や
相

談
支

援
体

制
を

充
実

さ
せ

て
い

く
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。
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い
、

特
定
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
極
力
抑

え
、【

2
6
.
54

％
】

削
減

（
単

年
度

）
と

し
た

。
 

【
4
-
28

】
４
キ

ャ
ン
パ
ス
計
７
回
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

研
修

を
実

施
。

 

【
4
-
30

】
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
受
講
率
【
教
員

9
4
％

、
職

員
1
00

％
】

 

【
4
-
31

】
CS
IR
T
連
絡
会
を
開
催
し
、
各
組
織

C
SI
RT

間
で

情
報

を
共

有
し

、
個

人
情

報
漏

え
い

事
故

の

再
発
防
止
を
図
っ
た
。
ま
た
、
事
故
発
生
時
に

迅
速

に
対

応
す

る
た

め
の

緊
急

連
絡

網
を

作
成

し
た
。
 

・
研

究
不

正
行

為
・
研

究
費

不
正

使
用

の
防

止
に

向
け

た
取

組
を

、
よ

り
一

層
進

め
ら

れ
た

い
。
研

究
不

正

行
為
・
研

究
費

不
正

使
用

が
発

生
す

る
と

、
大

学
・
高

専
の

イ
メ

ー
ジ

ダ
ウ

ン
と

な
る

こ
と

を
深

く
認

識

し
、

不
正

が
発

生
し

な
い

体
制

や
仕

組
み

づ
く

り
が

徹
底

さ
れ

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
 

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
及

び
個

人
情

報
保

護
に

つ
い

て
、

過
去

の
教

訓
を

生
か

し
て

取
り

組
ん

で
い

る

が
、

過
去

に
事

故
が

起
き

た
部

署
の

み
な

ら
ず

、
法

人
全

体
と

し
て

対
策

の
一

層
の

徹
底

に
取

り
組

ま

れ
た

い
。

 

元  

【
4
-
24
】
都
立
大
の
キ
ャ
ン
パ
ス
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の

検
討

の
土

台
と

な
る

検
討

指
針

及
び

策
定

方
針

を

決
定

し
た
。
 

【
4
-
24
】
日
野
キ

ャ
ン
パ
ス
の
新
施
設
に
つ
い
て
、
今

後
の

多
摩

地
域

に
お

け
る

産
学

公
連

携
の

拠
点

な
る

た
め

に
求
め
ら
れ
る
機
能
等
を
反
映
し
た
基
本

設
計

図
面

を
作

成
し

た
。

 

【
4
-
26

】
平
成

30
（
2
01

8 ）
年
度
に
再
編
・
整
備
し
た

危
機

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

活
用

し
た

防
災

訓
練

を
実

施
し

た
。
 

【
4
-
27

】
特
定

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
極
力
抑
え
、【

2
8
.
5
％

】
削

減
（

単
年

度
）

と
し

た
。

 

【
4
-
28

】
教
職
員
合
同
研
修
（
３
回
）、

教
員
に
対
す
る
出

前
研

修
（

４
部

局
・
キ

ャ
ン

パ
ス

）、
都

立
大

幹

部
教

員
向
け
研
修
（
２
回
）
の
計
９
回
の
ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

研
修

を
実

施
し

た
。

 

【
4
-
30

】
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
受
講
率
は
【
教
員

9
8
％

、
職

員
1
0
0
％

】
と

な
っ

た
。
 

【
4
-
31
】
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
故
発
生
後
、
メ
ー
ル
誤

送
信

防
止

機
能

の
導

入
や

、
全

教
職

員
を

対
象

と

す
る

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

意
識

の
向

上
を

目
的

と
し

た
ｅ

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

設
問

や
解

説
の

工
夫

な
ど

の
再
発
防
止
策
を
実
施
し
た
。
 

【
4
-
31

】
シ
ス

テ
ム
監
査
に
よ
る
有
効
性
検
証
の
結
果
も

踏
ま

え
、

今
後

の
法

人
に

必
要

な
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
の
検
討
に
つ
な
げ
た
。
 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
日

野
キ

ャ
ン

パ
ス

の
新
施

設
に

つ
い

て
、
多

摩
地

域
に

お
け

る
産

学
公

連
携

の
拠

点
と

な
る

た
め

の
機

能

等
を

反
映

し
た

基
本

設
計

を
実

施
し

た
。

 

・
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
対

策
に
つ

い
て

、
各

キ
ャ

ン
パ

ス
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
量

の
把

握
に

よ
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、

学
生

や
教

職
員

に
対

す
る

省
エ

ネ
や

節
電

等
の

意
識

啓
発

等
に

よ
り

、
平

成
3
0
年

度
と

比
較

し
て

、
電

気
使

用
量

、
電

気
料

金
と

も
削

減
を

図
っ

た
。

 

・
研

究
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン
ス

研
修

の
教

員
の

受
講

率
が

9
8
％

で
あ

る
が

、
今

後
、
10
0
％

を
目

指
し

て
取
り

組
ま

れ
た

い
。

 

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に
つ

い
て

は
、

メ
ー

ル
誤

送
信

防
止

ソ
フ

ト
の

導
入

や
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
研

修
の

実

施
な

ど
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

を
徹

底
さ

れ
た

い
。

な
お

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
研

修
の

未
受

講
者

に
対

し

て
は

、
ア

カ
ウ

ン
ト

の
停

止
な

ど
ペ

ナ
ル

テ
ィ

を
含

む
厳

格
な

対
処

に
よ

り
、

対
策

の
実

効
性

を
担

保

さ
れ

た
い

。
 

２ 

【
4
-
24

】
各
キ
ャ

ン
パ
ス
の
特
性
、
課
題
等
を
踏
ま
え

た
都

立
大

の
キ

ャ
ン

パ
ス

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

、
部

局
単

位
の
施
設
の
再
配
置
計
画
を
策
定
し
、
ス

ペ
ー

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
ル

ー
ル

の
土

台
と

な
る

ス

ペ
ー

ス
区
分
及
び
運
用
方
法
の
定
義
を
決
定
し

た
。

 

【
4
-
24
】
日
野
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
棟
に
つ
い
て
、
運
用
の

安
全

性
や

管
理

面
の

効
率

性
、
研

究
環

境
の

保
証

も
考

慮
し
、
機
能
性
や
意
匠
性
を
意
識
し
た
メ

リ
ハ

リ
あ

る
実

施
設

計
図

面
を

完
成

さ
せ

た
。

 

【
4
-
26
】
危
機
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
記
載
内
容
を
更
新

し
た

ほ
か

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル
を
新
た
に
作
成
し
た
。
 

【
4
-
27

】
特
定

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
極
力
抑
え
、【

3
3
.
28

％
】
削

減
（

単
年

度
）

と
し

た
。

 

【
4
-
28
】
ラ
イ
ブ

配
信
に
よ
る
教
職
員
向
け
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト

防
止

研
修

を
実

施
し

、
研

修
終

了
後

も
そ

の
動

画
を

視
聴
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
 

【
4
-
30

】
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
受
講
率
は
、
教
員
、

職
員

と
も

【
1
0
0
％

】
と

な
っ

た
。
 

【
4
-
31

】
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
意
識
の
向
上
を
目
的
と

す
る

e
ラ

ー
ニ
ン

グ
研

修
を

常
勤

教
職

員
全

員
が

受

講
し
た
。
ま
た
、
都
立
大
に
お
い

て
、
e
ラ
ー

ニ
ン

グ
受

講
の

実
効

性
を

高
め

る
た

め
規

定
を

改

正
し
、
利
用
資
格
の
前
提
と
し
て
研
修
受
講
が

必
須

で
あ

る
こ

と
を

明
文

化
し

た
。

 

【
4
-
31

】
職
員
の
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
整
備
に
当
た
り
、
学

内
か

ら
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
接

続
と

同
程

度
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保
し
、
職
場
出
勤
時
と
同

程
度

の
業

務
が

可
能

と
な

っ
た

。
 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
危

機
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル
（

法
人

版
）
を

更
新

す
る

と
と

も
に

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

応
マ

ニ

ュ
ア

ル
（

都
立

大
版

）
を

新
た

に
作

成
し

、
迅

速
か

つ
適

切
な

危
機

対
応

に
努

め
た

。
 

・
研

究
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
研

修
の

受
講

率
が

、
教

員
、

職
員

と
も

1
0
0
％

と
な

っ
た

。
 

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
意

識
の

向
上

を
目

的
と

す
る

ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
実

効
性

を
高

め
る

た
め

に
、
都

立
大

に
お

い
て

、
関

係
規

定
を

改
正

し
、
学

内
の

情
報

シ
ス

テ
ム

等
の

利
用

資
格

の
前

提
と

し
て

受
講

が
必

須

で
あ

る
こ

と
を

明
文

化
し

た
。

 

・
大

学
院

生
の

研
究

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

研
修

受
講

率
1
00

％
を

目
指

し
、
取

組
の

強
化

を
期

待
す

る
。
ま

た
、
教

職
員

に
関

し
て

も
、
個

別
の

受
講

督
促

が
必

要
な

状
況

が
続

い
て

い
る

こ
と

か
ら

、
受

講
意

識
の

更
な

る
浸

透
が

望
ま

れ
る

。
 

・
非

常
勤

教
員

を
は

じ
め

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
わ

る
リ

ス
ク

の
あ

る
構

成
員

に
対

し
て

は
、

常
勤

の
教

職
員

と
同

様
に

ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
受

講
を

推
進

す
る

取
組

を
期

待
す

る
。
  

３ 

【
4
-
24

】
南
大

沢
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
事
務
室
再

配
置

計
画

を
作

成
し

、
老

朽
化

に
対

応
す

る
工

事

と
連

携
し
な
が
ら
効
率
的
な
動
線
の
確
保
、

情
報

管
理

面
の

向
上

等
、

適
切

な
事

務
室

再
配

置

を
実

現
し
た
。
 

【
4
-
24
】
日
野
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
棟
の
建
築
及
び
各
種
設

備
業

者
を

決
定

し
、

授
業

や
研

究
活

動
、

近
隣

住
民
に
配
慮
し
た
上
で
、
遅
延
な
く
工
事
を
進

め
た

。
 

【
4
-
25

】
都
立
大
南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
で
発
生
し
た
火
災

を
受

け
、

安
全

対
策

検
討

会
を

設
置

し
、

再
発

防
止
に
向
け
て
危
険
物
の
取
扱
に
関
す
る
指
針

や
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

策
定

し
た

。
 

【 【
評評

定定
：：

３３
】】
  

・
持

続
可

能
な

都
市

の
実
現

に
向

け
た

取
組

と
し

て
、
気

候
非

常
事

態
宣

言
を

発
出

す
る

な
ど

、
法

人
と

し

て
の

気
候

変
動

や
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
に

対
す

る
考

え
方

や
取

り
組

む
べ

き
内

容
を

他
大

学
や

社

会
に

対
し

て
発

信
し

た
。

 

・
教

員
及

び
職

員
の

研
究

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

研
修

の
受

講
率

は
令

和
２

年
度

か
ら

引
き

続
き

1
0
0%

と
な

っ
た

が
、

学
生

の
受

講
率

の
向

上
に

つ
い

て
は

、
更

な
る

取
組

の
強

化
を

期
待

す
る

。
 

・
令

和
３

年
1
2
月

に
発

生
し

た
、
化

学
物

質
を

使
用

し
た

実
験

に
よ

る
火

災
を

未
然

に
防

げ
な

か
っ

た
こ

と
は

遺
憾

で
あ

る
。

再
発

防
止

に
向

け
て

安
全

対
策

検
討

会
の

設
置

や
「

危
険

物
に

関
す

る
安

全
対

策
」
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【
4
-
26

】
安
否

確
認
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
令
和
４
（

2
0
22

）
年

度
か

ら
の

運
用

に
向

け
て

準
備

を
し

た
。

ま
た
、
都
立
大
南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
の

火
災

を
踏

ま
え

て
、

自
衛

消
防

組
織

や
防

火
・

防

災
管

理
委
員
会
の
体
制
、
消
防
計
画
の
見
直

し
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

学
生

が
大

学
に

新
型

コ

ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
罹
患
状
況
等
を
申

請
す

る
フ

ォ
ー

ム
を

導
入

し
、

効
率

的
に

情
報

収

集
を

行
っ
た
。
 

【
4
-
27

】
特
定

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
極
力
抑
え

、【
2
8
.
51

％
】
削

減
（

単
年

度
）

と
し

た
。

 

【
4
-
28

】
ラ
イ

ブ
配
信
に
よ
る
教
職
員
向
け
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト

防
止

研
修

を
実

施
し

、
研

修
終

了
後

も
そ

の

動
画

を
視
聴
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、

個
別

に
依

頼
の

あ
っ

た
部

局
に

対
し

、
オ

ン
ラ

イ

ン
で

の
研
修
を
実
施
し
た
。
 

【
4
-
30

】
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
受
講
率
は
、
教
員

、
職

員
と

も
【

1
0
0
％

】
と

な
っ

た
。
 

【
4
-
31

】
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
サ
ー
バ
ー
攻
撃
に
対
す
る

体
制

強
化

や
、

事
故

発
生

時
の

連
絡

体
制

の
周

知
、

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
及
び
個
人
情
報
保

護
に

関
す

る
研

修
の

実
施

に
よ

り
、

事
故

の
防

止

や
事

故
発
生
時
の
対
応
強
化
に
取
り
組
ん
だ

。
 

の
新

た
な

策
定

な
ど

、
様

々
な

取
組

が
な

さ
れ

て
い

る
が

、
引

き
続

き
安

全
対

策
の

強
化

を
図

る
こ

と
を

求
め

る
。

 

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
及

び
個

人
情

報
保

護
に

関
す

る
研

修
・
自

己
点

検
の

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

受
講

率
に
つ

い

て
、
都

立
大

教
員

だ
け
が

1
0
0
％
を

達
成

せ
ず

、
過

年
度

か
ら

の
改

善
も

見
ら

れ
な

い
。
加

え
て

情
報

セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
事

故
が

頻
発

し
て

お
り

、
抜

本
的

な
改

善
を

求
め

る
。

 

４  

【
4
-
24

】
施
設

の
再
配
置
に
当
た
り
必
要
な
整
備
工
事

に
つ

い
て

は
、

老
朽

化
工

事
及

び
火

災
に

よ
り

罹

災
し

た
エ
リ
ア
の
復
旧
工
事
と
連
携
し
て
進

め
る

体
制

を
整

え
た

。
 

【
4
-
24

】
日
野

キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
棟
建
設
に
つ
い
て
、

令
和

５
（

2
0
23

）
年

度
中

の
供

用
開

始
に

向
け

て

予
定

通
り
本
体
工
事
を
完
了
し
た
。
 

【
4
-
25
】「

化
学
物
質
等
取
扱
の
手
引
き
」
の
見
直
し
及
び

配
布

並
び

に
「

化
学

物
質

・
危

険
物

等
取

扱
者

講
習

会
」
実
施
に
よ
り
、
化
学
物
質
・
危
険
物

等
の

適
切

な
取

扱
い

に
つ

い
て

周
知

徹
底

を
図

っ
た

。
 

【
4
-
25

】
火
災

事
故
を
踏
ま
え
、
消
防
計
画
の
見
直
し
と

消
防

へ
の

届
出

や
、

危
険

物
予

防
規

程
の

改
正

を
行

う
な
ど
、
管
理
体
制
の
改
善
を
検
討
し
、

実
施

し
た

。
 

 【
4
-
26

】
都
立

大
南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
襲
撃
事
件
を

受
け

、
安

全
確

保
対

策
検

討
会

に
て

対
策

を
検

討
し

、
警
備
強
化
及
び
防
犯
カ
メ
ラ
の
増
強
等

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
南

大
沢

警
察

署
協

力
の

下
、

不
審
者
対
応
訓
練
を
行
っ
た
。
 

【
4
-
27

】
特
定

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
極
力
抑
え
、【

2
8
.
96
％
】

削
減

（
単

年
度

）
と

し
た

。
 

【
4
-
27

】「
東
京

都
公
立
大
学
法
人
 
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル

推
進

プ
ラ

ン
」

を
策

定
す

る
と

と
も

に
、

「
環

境
報
告
書

2
02

2
」
を
作
成
し
、
新
た
に
開

設
し

た
法

人
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

お
け

る
特

設
ペ

ー
ジ
に
て
広
く
情
報
発
信
を
行
っ
た
。
 

【
4
-
28

】
人
権
研
修
の
一
環
と
し
て
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
に

よ
る

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

研
修

を
実

施
し

た
。

 

【
4
-
30

】
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
受
講
率
は
、
教
員
、

職
員

と
も

【
1
0
0
％

】
と

な
っ

た
。
 

【
4
-
31

】
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
故
を
受
け
て
、
意
識

の
向

上
や

知
識

の
習

得
等

を
目

的
と

し
た

e
ラ
ー

ニ
ン
グ
を
複
数
回
実
施
す
る
と
と
も
に
、
メ

ー
ル

誤
送

信
事

故
へ

の
対

策
と

し
て

共
有

メ
ー

ル

ア
ド
レ
ス
の
 
B
cc

 
変
換
機
能
の
適
用
を
行
っ
た

。
 

 

―
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中
期

計
画

番
号

 

4
-
2
4
 

Ⅶ
 

そ
の

他
業

務
運

営
に

関
す

る
重

要
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
と

る
べ

き
措

置
 

１
 

施
設

設
備

の
整

備
・

活
用

等
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

◇
施

設
設

備
の

計
画

的
な

更
新

・
整

備
 

①
学

生
及

び
教

員
が

快
適

な
環

境
で

学
修

・
研

究
に

取
り

組
め

る
よ

う
、

ま
た

、
新

た
な

教
育

研
究

ニ
ー

ズ
に

も
対

応
で

き
る

よ
う

、
中

長
期

的
な

計
画

に
基

づ
き

施
設

・
設

備
の

更
新

・
整

備
を

行
う

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
都

立
大

の
キ

ャ
ン

パ
ス

グ
ラ

ン

ド
デ

ザ
イ

ン
に

基
づ

き
、
キ

ャ
ン

パ
ス

の
環

境
改

善
に

向
け

た
取

組
を

着
実

に
実

施
す

る
。

 

       （
２

） 【
拡

充
】
施

設
整

備
計

画
に

基
づ

き
、
施

設
・
設

備
の

老
朽

化
を

解
消

す
る
更

新

工
事

を
確

実
に

進
め

る
。
ま

た
、
都

立

大
南

大
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
け

る
火

災
に

よ
り

損
傷

を
受

け
た

施
設

の
復

旧
を

進
め

る
。

 

          （
３

）【
継

続
】
令

和
５
（

2
0
2
3
）
年

度
か

ら
の

日
野

キ
ャ

ン
パ

ス
新

棟
の

供
用

開
始

に
向

け
、

本
体

工
事

を
行

う
。

 

（
１

）
施

設
の

再
配

置
の

実
施

及
び

検
討

 

＜
取

組
事

項
＞

 
・

令
和

３
（

2
0
21

）
年

度
末

に
再
配

置
対

象
部

局
で

作
成

し
た

素
案

に
基

づ
き

、
部

局
と

調
整

を
重

ね
、

よ
り

綿
密

で
実

現
可

能
な

再
配

置
計

画
案

を
作

成
し

た
。

 
・

再
配

置
に

当
た

り
必

要
な

整
備

工
事

に
つ

い
て

は
、

老
朽

化
工

事
と

連
携

し
て

実
施

す
る

体
制

を
整

え
た

ほ
か

、
火

災
に

よ
り

罹
災

し
た

エ
リ

ア
の

再
配

置
に

つ
い

て

は
、

復
旧

工
事

と
連

携
し

て
進

め
る

体
制

を
整

え
た

。
実

際
の

整
備

内
容

に
つ

い
て

は
、

コ
ス

ト
メ

リ
ッ

ト
を

最
大

限
考

慮
し

て
検

討
を

行
っ

た
。

 

・
再

配
置

に
よ

り
創

出
さ

れ
た

新
た

な
全

学
共

通
ス

ペ
ー

ス
（

有
償

貸
出

ス
ペ

ー
ス

、
海

外
教

員
共

同
居

室
等

約
1
,4
00

㎡
）

の
運

用
開
始

に
向

け
、

新
た

な
制

度
の

素

案
を

作
成

す
る

と
と

も
に

、
候

補
地

の
事

前
整

備
に

つ
い

て
具

体
的

検
討

を
開

始
し

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 
 

 
・

安
全

で
最

適
な

教
育

研
究

環
境

整
備

に
向

け
、

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

施
設

再
配

置
計

画
を

よ
り

具
現

化
し

た
。

 

 
 

・
令

和
５

（
2
0
23

）
年

度
の
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ン
学

部
移

転
後

、
整

備
工

事
・

キ
ャ

ン
パ

ス
内

移
転

を
順

次
円

滑
に

実
施

す
る

た
め

の
準

備
を

整
え

た
。

 
 （

２
）

計
画

的
な

施
設

整
備

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
施

設
整

備
計

画
に

基
づ

き
、

主
に

以
下

の
と

お
り

施
設

・
設

備
の

老
朽

化
を

解
消

す
る

更
新

工
事

を
着

実
に

進
め

た
。

 

 
 

 
―

 
南

大
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
：

１
号

館
・

A
V
棟

、
３

・
４

・
５

号
館

屋
根

・
外

壁
改

修
工

事
、

６
・

1
2
号

館
空

調
設

備
改

修
工

事
、

緑
地

整
備

工
事

、
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
・

多

目
的

コ
ー

ト
改

修
工

事
ほ

か
 

 
 

 
―

 
日

野
キ

ャ
ン

パ
ス

：
２

号
館

・
１

号
館

内
装

改
修

工
事

 

 
 

 
―

 
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

：
局

所
排

気
装

置
改

修
工

事
ほ

か
 

 
 

 
―

 
高

専
品

川
キ

ャ
ン

パ
ス

：
中

央
ホ

ー
ル

改
修

工
事

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

照
明

改
修

工
事

、
昇

降
機

設
備

改
修

工
事

、
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
改

修
工

事
 

 
 

 
―

 
高

専
荒

川
キ

ャ
ン

パ
ス

：
低

圧
配

電
設

備
改

修
工

事
、

プ
ー

ル
・

汐
黎

ホ
ー

ル
改

修
工

事
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
改

修
工

事
 

 
 

・
８

号
館

火
災

に
伴

う
損

害
を

受
け

た
施

設
の

本
復

旧
工

事
発

注
に

向
け

て
、

実
施

設
計

を
行

っ
た

。
 

 
 

・
８

号
館

火
災

に
伴

う
停

電
範

囲
を

可
能

な
限

り
減

少
で

き
る

よ
う

、
応

急
部

分
復

旧
工

事
を

進
め

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
施

設
・

設
備

の
不

具
合

の
解

消
、

故
障

等
の

未
然

防
止

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
安

全
を

確
保

し
た

。
 

 
・

８
号

館
火

災
に

伴
う

損
害

を
受

け
た

施
設

の
復

旧
に

向
け

て
、

工
事

発
注

を
行

っ
た

。
 

 
・

８
号

館
火

災
に

伴
う

停
電

範
囲

を
順

次
縮

小
し

、
理

学
部

の
運

営
を

平
常

時
の

状
況

に
近

づ
け

た
。

 

 （
３

）
日

野
キ

ャ
ン

パ
ス

の
新

棟
建

設
（

参
考

：
1
-
38

）
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
令

和
３

（
2
0
21

）
年

度
よ
り

引
続

き
、

本
体

工
事

を
進

め
た

。
 

 
 

・
施

工
者

と
連

携
し

て
工

程
・

工
法

に
つ

い
て

適
宜

調
整

す
る

こ
と

に
よ

り
、

日
野

キ
ャ

ン
パ

ス
の

授
業

・
研

究
活

動
や

周
辺

住
民

に
配

慮
し

た
上

で
遅

滞
な

く
工

事
を

進

め
た

。
 

 
 

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

よ
る

工
程

遅
延

が
発

生
し

な
い

よ
う

、
躯

体
工

事
、

外
装

工
事

、
電

気
設

備
工

事
、

空
調

設
備

工
事

、
給

排
水

施
設

工
事

、
及

び
昇

降

機
工

事
に

つ
い

て
、

職
人

の
確

保
や

資
機

材
の

搬
入

時
期

等
を

施
工

者
と

綿
密

に
調

整
し

、
き

め
細

か
い

進
捗

管
理

を
行

っ
た

。
 

 
 

・
建

築
基

準
法

や
消

防
法

、
日

野
市

条
例

等
に

基
づ

く
各

種
の

完
了

検
査

に
合

格
し

、
検

査
済

証
等

を
取

得
し

た
。

 

・
本

体
工

事
後

に
実

施
す

る
各

種
整

備
（

理
化

学
機

器
の

設
置

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

敷
設

、
A
V
機

器
・
什

器
の

調
達

等
）

に
向

け
て

、
関

係
各

課
で

設
備

情
報

を
共

有
、

構

成
を

検
討

す
る

と
と

も
に

、
教

員
と

の
個

別
調

整
を

実
施

し
、

落
札

者
を

決
定

、
契

約
し

た
。
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・
技

術
提

案
型

総
合

評
価

方
式

に
て

移
設

委
託

を
発

注
し

、
落

札
者

を
決

定
、

契
約

し
た

。
契

約
締

結
後

、
移

設
委

託
業

者
に

よ
り

、
教

員
と

と
も

に
移

設
物

及
び

レ
イ

ア

ウ
ト

の
最

終
確

認
を

実
施

し
、

設
計

業
者

及
び

工
事

業
者

か
ら

の
設

備
情

報
の

共
有

を
経

て
、

移
設

レ
イ

ア
ウ

ト
図

を
完

成
さ

せ
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
令

和
５

（
2
0
23

）
年

度
中

の
供
用

開
始

に
向

け
て

、
コ

ロ
ナ

禍
で

あ
っ

て
も

予
定

通
り

本
体

工
事

を
完

了
し

た
。

 

・
移

転
事

業
に

係
る

各
種

契
約

案
件

の
締

結
手

続
き

を
遅

滞
な

く
進

め
る

こ
と

で
、

令
和

５
（

2
0
23

）
年

前
期

の
移

設
作

業
を

円
滑

に
実

施
し

、
同

年
1
0
月

か
ら

供
用

を
 

開
始

す
る

た
め

の
体

制
を

整
え

た
。

 

  中
期

計
画

番
号

 

4
-
2
5
 

２
 

安
全

管
理

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

 

◇
安

全
管

理
及

び
リ

ス
ク

管
理

体
制

の
整

備
 

①
学

生
及

び
教

職
員

に
対

す
る

安
全

管
理

意
識

の
啓

発
及

び
教

育
の

実
施

に
加

え
て

、
設

備
等

の
整

備
・

充
実

に
よ

り
、

安
全

衛
生

管
理

体
制

を
一

層
向

上
さ

せ
る

。
 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

 （
１

） 【
継

続
】
学

生
及

び
教

職
員

の
安

全
管

理

意
識

の
向

上
及

び
安

全
管

理
の

徹
底

の
た

め
、
各

種
講

習
会

の
実

施
や

手
引

き
の

配
布

等
に

よ
る

注
意

喚
起

を
行

う
と

と
も

に
、
職

場
巡

視
や

作
業

環
境

測
定

に
よ

る
作

業
場

の
安

全
確

認
を

行
う

。
 

  （
２

） 【
拡

充
】
都

立
大

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

に

お
け

る
火

災
を

踏
ま

え
て

策
定

し
た

「
危

険
物

に
関

す
る

安
全

対
策

」
に

基

づ
き

、
再

発
防

止
に

向
け

て
、
危
険

物

質
等

の
法

規
制

対
象

物
質

の
適

正
な

管
理

等
の

観
点

か
ら

も
、
安

全
教

育
の

徹
底

、
管

理
体

制
の

更
な

る
改

善
の

検

討
、
消

防
署

か
ら

の
指

導
を

踏
ま

え
た

危
険

物
予

防
規

程
の

見
直

し
等

を
行

う
。

 

【
特

記
事

項
Ⅶ

－
１

 
参

照
】

 

（
１

）
学

生
及

び
教

職
員

等
に

対
す

る
安

全
衛

生
教

育
等

の
実

施
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・「
化

学
物

質
等

取
扱

の
手

引
き

」
の

見
直

し
及

び
配

布
並

び
に

「
化

学
物

質
・

危
険

物
等

取
扱

者
講

習
会

」
実

施
に

よ
り

、
化

学
物

質
・

危
険

物
等

の
適

切
な

取
扱

い
に

 

つ
い

て
周

知
徹

底
を

図
っ

た
。

 

 
 

・
労

働
安

全
衛

生
法

に
基

づ
き

、
作

業
環

境
測

定
及

び
職

場
巡

視
を

適
切

に
実

施
し

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
安

全
教

育
を

よ
り

徹
底

し
た

こ
と

に
よ

り
教

職
員

・
学

生
の

安
全

意
識

が
向

上
し

た
。

 

 
・

作
業

環
境

測
定

及
び

職
場

巡
視

実
施

に
よ

り
職

場
環

境
を

適
切

に
維

持
し

て
い

る
。

 

 （
２

）
危

険
物

・
化

学
物

質
に

関
す

る
安

全
教

育
の

徹
底

、
管

理
体

制
の

更
な

る
改

善
の

検
討

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
保

安
管

理
部

会
設

置
要

綱
の

改
正

を
行

い
、

保
安

管
理

部
会

に
理

学
部

長
及

び
都

市
環

境
学

部
長

を
追

加
す

る
等

の
体

制
強

化
を

図
っ

た
。

 

 
 

・
火

災
事

故
を

踏
ま

え
、

環
境

安
全

部
会

及
び

保
安

管
理

部
会

が
合

同
で

議
論

を
行

い
、

以
下

の
と

お
り

管
理

体
制

の
改

善
を

検
討

し
、

実
施

し
た

。
 

 
 

 
－

学
科

ご
と

の
指

針
及

び
研

究
室

ご
と

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

更
新

並
び

に
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
点

検
 

 
 

 
－

消
防

計
画

の
見

直
し

（
防

火
・

防
災

管
理

委
員

会
や

自
衛

消
防

隊
編

成
の

見
直

し
、

防
火

担
当

責
任

者
等

の
具

体
的

役
割

整
理

、
自

衛
消

防
隊

地
区

隊
長

の
講

習
受

講
）

及
び

消
防

へ
の

届
出

 

 
 

 
－

危
険

物
予

防
規

程
の

改
正

（
危

険
物

保
安

監
督

者
の

増
員

、
危

険
物

安
全

管
理

担
当

の
新

設
、

自
主

点
検

表
の

更
新

等
）

 

 
 

 
－

実
験

を
行

う
施

設
設

備
の

法
令

遵
守

の
指

導
・

徹
底

 

－
実

験
廃

棄
物

の
分

類
方

法
の

見
直

し
等

ル
ー

ル
改

定
 

－
化

学
物

質
管

理
シ

ス
テ

ム
（

I
A
SO

）
へ

の
登

録
徹

底
 

 
 

・
化

学
物

質
・

危
険

物
等

取
扱

者
講

習
会

に
つ

い
て

、
教

職
員

は
原

則
対

面
受

講
、

学
生

は
講

習
会

動
画

を
オ

ン
デ

マ
ン

ド
配

信
で

受
講

と
し

、
7
23

名
が

受
講

し
た
。

ま

た
、

実
験

廃
棄

物
の

排
出

時
に

、
排

出
者

の
講

習
会

受
講

有
無

を
確

認
し

、
未

受
講

者
に

お
い

て
は

実
験

廃
棄

物
を

取
扱

え
な

い
こ

と
と

し
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
保

安
管

理
部

会
に

つ
い

て
、

構
成

委
員

追
加

及
び

環
境

安
全

部
会

と
の

合
同

開
催

に
よ

り
体

制
が

強
化

さ
れ

、
再

発
防

止
策

の
検

討
が

よ
り

実
効

性
の

高
い

も
の

と
な

っ
 

た
。

 

・
消

防
法

等
に

基
づ

き
、

危
険

物
や

化
学

物
質

等
に

関
す

る
規

定
を

再
点

検
し

改
善

し
た

こ
と

に
よ

り
実

験
室

の
安

全
性

が
向

上
し

た
。

 

・
化

学
物

質
・

危
険

物
等

取
扱

者
講

習
会

を
対

象
者

全
員

が
対

面
又

は
オ

ン
ラ

イ
ン

で
受

講
で

き
る

環
境

と
な

っ
た

こ
と

に
よ

り
、

適
切

な
取

扱
方

法
に

つ
い

て
 

い
つ

で
も

確
認

が
で

き
、

こ
れ

ま
で

以
上

に
安

全
管

理
の

指
導

・
徹

底
が

促
進

さ
れ

た
。
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中
期

計
画

番
号

 

4
-
2
6
 

②
防

災
教

育
及

び
防

災
訓

練
を

充
実

さ
せ

る
と

と
も

に
、

警
察

・
消

防
・

医
療

機
関

等
と

の
連

携
を

継
続

す
る

こ
と

で
、

自
主

防
災

組
織

の
育

成
と

充
実

に
よ

る
災

害
時

等
の

初
期

対

応
力

の
向

上
を

図
る

。
 

ま
た

、
P
D
CA

サ
イ

ク
ル

等
に

よ
る
危

機
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
定

期
的

な
見

直
し

を
行

う
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＡＡ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆
【

拡
充

】
避

難
・
誘

導
、
安

否
確

認

等
の

防
災

訓
練

を
実

施
す

る
。

特
に

、

安
否

確
認

に
つ

い
て

は
、
新

た
に

導
入

す
る

安
否

確
認

シ
ス

テ
ム

等
の

複
数

の
連

絡
手

段
を

用
い

た
取

組
を

実
施

す
る

。
ま

た
、
災

害
時

備
蓄

品
の

確
保
・

充
実

等
を

図
る

。
さ

ら
に

、
都

立
大

南

大
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
け

る
火

災
を

受
け

て
、
消

防
署

か
ら

の
指

導
も

踏
ま

え
消

防
計

画
の

見
直

し
を

行
う

。
 

                 （
２

） 【
継

続
】
教

職
員

に
対

し
、
救

命
講

習
会

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、
自

衛
消

防
技

術
認

定
等

の
資

格
取

得
の

促
進

を
行

う
。

 

    （
３

） 【
継

続
】
各

種
防

災
訓

練
の

実
施

結
果

や

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

へ
の

対
応

を
踏

ま
え

、
危

機
管

理
マ

ニ
ュ

ア

ル
を

更
新

す
る

。
 

（
１

）
防

災
・

防
犯

体
制

の
強

化
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
昨

年
度

に
引

き
続

き
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
た

め
、

大
規

模
な

避
難

訓
練

の
実

施
は

で
き

な
か

っ
た

が
、

そ
の

代
替

と
し

て
、

感
染

リ
ス

ク
を

避
け

る
よ

う

な
工

夫
を

行
っ

た
訓

練
（

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

で
は

、
防

災
教

材
の

視
聴

（
火

災
時

の
避

難
の

仕
方

、
消

火
器

の
使

い
方

等
）、

安
否

確
認

シ
ス

テ
ム

を
利

用
し

た
安

否

確
認

訓
練

（
全

キ
ャ

ン
パ

ス
対

象
）

及
び

自
衛

消
防

技
術

認
定

試
験

資
格

保
有

者
職

員
を

対
象

と
し

た
訓

練
（

担
架

、
キ

ャ
リ

ダ
ン

の
使

用
））

を
実

施
し

た
。

 

 
 

・
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

充
電

ス
ポ

ッ
ト

や
災

害
時

公
衆

電
話

の
設

営
訓

練
（

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

）、
衛

星
電

話
に

よ
る

キ
ャ

ン
パ

ス
間

の
情

報
伝

達
訓

練
（

全
キ

ャ
ン

パ

ス
）

を
実

施
し

、
動

作
の

確
認

を
行

っ
た

。
 

 
 

・
災

害
備

蓄
品

の
見

直
し

を
実

施
し

、
来

年
度

以
降

購
入

す
る

備
蓄

品
計

画
を

作
成

し
た

。
 

 
 

・
火

災
事

故
を

踏
ま

え
、

消
防

計
画

を
見

直
し

（
防

火
・

防
災

管
理

委
員

会
や

自
衛

消
防

隊
編

成
の

見
直

し
、

防
火

担
当

責
任

者
等

の
具

体
的

役
割

整
理

及
び

自
衛

消
防

隊

地
区

隊
長

の
講

習
受

講
）、

消
防

へ
届

出
を

し
た

。
 

 
 

・
都

立
大

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

で
の

襲
撃

事
件

を
受

け
て

、
南

大
沢

警
察

署
協

力
の

下
、

1
10

番
通

報
や

学
内

の
連

絡
等

実
際

に
警

察
が

不
審

者
を

確
保

す
る

ま
で

の
流

れ

の
訓

練
、

さ
す

ま
た

演
習

等
の

不
審

者
対

応
訓

練
を

行
っ

た
。

 

 
 

・
同

事
件

を
受

け
、

速
や

か
に

安
全

確
保

対
策

検
討

会
を

設
置

し
、

1
2
月

中
に

計
３

回
に

わ
た

り
対

策
を

検
討

し
、

警
備

強
化

及
び

防
犯

カ
メ

ラ
の

増
強

等
を

実
施

し
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

可
能

な
訓

練
を

工
夫

し
て

実
施

し
、

学
生

及
び

教
職

員
に

対
し

発
災

時
に

取
る

べ
き

行
動

を
認

識
す

る
機

会
を

設
け

る
こ

と
で

、
防

災
に

対
す

る
意

識
向

上
に

つ
な

げ
る

と
と

も
に

、
資

機
材

の
動

作
確

認
や

備
蓄

品
の

整
備

を
行

う
こ

と
で

、
災

害
に

備
え

る
体

制
を

整
備

し
た

。（
図

表
4
-2

6-
1
）
 

・
消

防
計

画
を

改
正

す
る

こ
と

で
、

火
災

が
発

生
し

た
場

合
に

迅
速

か
つ

適
切

に
対

応
す

る
体

制
を

整
備

し
た

。
 

・
不

審
者

対
応

訓
練

を
行

い
、

地
元

警
察

署
と

の
連

携
を

深
め

、
緊

急
時

の
連

絡
体

制
や

不
審

者
へ

の
対

応
方

法
を

改
め

て
確

認
す

る
こ

と
で

、
有

事
の

際
に

学
生

・
教

職
員

・
関

係
者

の
安

全
確

保
を

図
れ

る
よ

う
意

識
の

向
上

に
つ

な
げ

た
。

 

・
防

犯
対

策
強

化
に

よ
り

、
安

心
し

て
学

修
・

研
究

で
き

る
環

境
を

確
保

し
、

開
か

れ
た

キ
ャ

ン
パ

ス
を

維
持

す
る

た
め

の
体

制
を

整
備

し
た

。
 

 

【
図

表
4
-
2
6
-
1
　

防
災

訓
練

の
実

施
状

況
】

（
単

位
：

人
）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度

参
加

人
数

　
6
,
5
2
4

6
,
4
1
3

6
,
1
9
6

2
,
1
6
5

5
,
2
1
8

9
,
2
7
4

※
令

和
４

年
度

は
全

キ
ャ

ン
パ

ス
対

象
に

安
否

確
認

訓
練

を
実

施
し

て
い

る
た

め
、

延
べ

人
数

と
な

る
。

 
 （

２
）

教
職

員
へ

の
防

災
関

係
等

に
関

す
る

講
習

会
の

実
施

や
資

格
取

得
の

促
進

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
教

職
員

に
対

す
る

普
通

救
命

講
習

会
を

実
施

（
参

加
2
5
人

）
し

た
。

ま
た

、
１

人
の

職
員

が
自

衛
消

防
業

務
講

習
を

受
講

し
、

２
人

の
職

員
が

自
衛

消
防

技
術

認
定

試

験
を

受
験

し
、

そ
れ

ぞ
れ

合
格

し
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
教

職
員

に
必

要
な

知
識
・
技

能
を

習
得

さ
せ

る
こ

と
で

、
防

災
・
救

命
体

制
の

整
備

に
つ

な
が

っ
た

。
ま

た
、
救

命
講

習
受

講
者

及
び

自
衛

消
防

組
織

要
員

を
確

保
し

、
防
 

災
等

に
対

す
る

必
要

な
体

制
を

整
備

し
た

。
 

 （
３

）
危

機
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
更

新
＜

監
査

・
内

部
統

制
係

＞
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
国

等
か

ら
の

通
知

や
部

局
等

か
ら

の
要

望
を

踏
ま

え
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

更
新

し
（

陽
性

時
の

大
学

へ
の

報
告

方
法

や
自

宅
待

機
期

間
の

変

更
等

）、
法

人
内

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
に

掲
載

し
た

。
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・
昨

今
の

電
力

事
情

を
考

慮
し

、
危

機
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
新

た
に

停
電

項
目

を
追

加
し

、
事

象
発

生
時

の
対

応
要

領
等

を
整

理
す

る
と

と
も

に
、

1
1
月

に
起

こ
っ

た
都

立
大

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

で
の

襲
撃

事
件

を
踏

ま
え

、
危

機
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
更

新
し

（
危

機
レ

ベ
ル

に
応

じ
た

判
断

基
準

や
危

機
発

生
時

の
基

本
行

動
の

見
直

し
、

全
館

放
送

の
内

容
、

構
成

員
へ

の
情

報
伝

達
方

法
な

ど
の

整
理

等
）、

法
人

内
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

に
掲

載
し

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
更

新
す

る
こ

と
で

、
危

機
事

象
が

発
生

し
た

場
合

に
迅

速
か

つ
適

切
に

対
応

す
る

体
制

を
整

備
し

た
。

 

    

    中
期

計
画

番
号

 

4
-
2
7
 

３
 

法
令

遵
守

等
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
 

◇
温

室
効

果
ガ

ス
の

着
実

な
削

減
 

①
デ

ー
タ

の
把

握
及

び
分

析
を

通
じ

て
、

継
続

的
か

つ
組

織
的

に
エ

ネ
ル

ギ
ー

使
用

量
を

削
減

し
、

環
境

へ
の

配
慮

に
努

め
る

。
 

東
京

都
立

大
学

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

い
て

は
、

特
定

温
室

効
果

ガ
ス

を
基

準
排

出
量

に
対

し
、

都
民

の
健

康
と

安
全

を
確

保
す

る
環

境
に

関
す

る
条

例
に

基
づ

く
第

二
計

画
期

間
の

【
５

年
平

均
で

1
7
％

以
上

】
削

減
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＳＳ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
法

令
に

お
け

る
努

力
目

標
及

び
削

減
義

務
を

達
成

す
る

た
め

、
エ

コ
キ

ャ
ン

パ
ス
・
グ

リ
ー

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

推
進

委
員

会
を

中
心

に
、
省

エ

ネ
ル

ギ
ー

対
策

を
推

進
す

る
こ

と

な
ど

に
よ

り
、
持

続
可

能
な

都
市

の

実
現

に
向

け
て

率
先

し
て

取
り

組

む
。

 

                  

（
１

）
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
対

策
の

推
進

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
各

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
け

る
光

熱
水

費
に

関
す

る
デ

ー
タ

を
毎

月
収

集
し

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

使
用

状
況

を
把

握
し

た
。

 

・
令

和
４

（
2
0
22

）
年

度
の

厳
し
い

資
源

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

調
達

状
況

を
踏

ま
え

、
夏

季
及

び
冬

季
に

更
な

る
省

エ
ネ

推
進

を
呼

び
か

け
た

。
ま

た
、

エ
コ

キ
ャ

ン
パ

ス
・

 

グ
リ

ー
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
推

進
委

員
会

に
お

け
る

例
年

の
省

エ
ネ

活
動

に
加

え
、

階
段

利
用

促
進

の
『

３
Ｕ

Ｐ
３

Ｄ
Ｏ

Ｗ
Ｎ

運
動

』
や

『
事

務
室

の
一

斉
閉

鎖
』（

高
専

、
 

産
技

大
）

等
の

追
加

取
組

を
検

討
し

実
施

し
た

。
 

 
 

・
東

京
都

の
H
TT

・
脱

炭
素
化

に
向

け
た

取
組

に
係

る
９

月
補

正
予

算
を

活
用

し
、

大
学

に
お

け
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
効

率
化

に
向

け
た

調
査

の
実

施
と

太
陽

 

光
発

電
の

発
電

容
量

の
増

強
を

行
っ

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
省

エ
ネ

対
策

の
強

化
等

に
加

え
、

再
エ

ネ
の

拡
大

に
も

取
り

組
ん

だ
結

果
、

電
気

使
用

量
に

つ
い

て
は

、
前

年
度

よ
り

減
少

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

た
。（

図
表

4
-
27

-

1
、

4
-2

7-
2
）
 

  
 

 
 

【
図

表
4
-
2
7
-
2
　

温
室

効
果

ガ
ス

排
出

総
量

削
減

率
】

（
単

位
：

％
）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度

削
減

義
務

率
1
7
.
0
0

1
7
.
0
0

1
7
.
0
0

2
7
.
0
0

2
7
.
0
0

2
7
.
0
0

実
績

2
8
.
3
1

2
6
.
5
4

2
8
.
5
3

3
3
.
2
8

2
8
.
5
1

2
8
.
9
6

※
環

境
確

保
条

例
に

お
け

る
温

室
効

果
ガ

ス
排

出
量

削
減

義
務

率
令

和
４

年
度

は
暫

定
値

　
（

第
２

計
画

期
間

（
平

成
2
7
～

令
和

元
年

度
）

）
△

1
7
％

　
　

…
計

画
期

間
に

お
け

る
実

績
 
△

2
7
.
6
％

　
（

第
３

計
画

期
間

（
令

和
２

～
６

年
度

）
）

　
　

△
2
7
％

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

【
図

表
4
-
2
7
-
1
　

電
気

使
用

量
実

績
】

（
単

位
：

k
W
h
、

円
）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度

電
気

使
用

量
3
1
,
0
3
0
,
7
5
6

3
1
,
2
8
3
,
7
9
3

3
0
,
4
0
5
,
3
1
3

2
7
,
3
3
2
,
4
4
1

2
9
,
4
0
5
,
7
3
6

2
8
,
9
3
7
,
7
1
4
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 （
２

）【
新

規
】

2
0
5
0
年

ま
で

の
カ

ー
ボ

ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

を
目

指
し

、
持

続
可

能
な

社
会

の
実

現
に

貢
献

す
べ

く
、

気
候

非
常

事
態

宣
言

に
基

づ
き

、
２

大
学

１
高

専
が

連
携
・
協

力
し

て
気

候
危

機
を

は
じ

め
と

し
た

S
DG

s
へ

の
取

組
を

推
進

す
る

。
 

 （
２

）
持

続
可

能
な

社
会

の
実

現
に

向
け

た
取

組
 

【
特

記
事

項
Ⅶ

―
２

 
参

照
】

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
の

実
現

に
向

け
、

法
人

及
び

２
大

学
1
高

専
の

教
職

員
で

構
成

す
る
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
実

行
計

画
策

定
検

討
委

員
会

を
設

置
し

、
今

後
の

基
本

的
方

向
性

や
C
O
2
の

削
減

目
標

等
に

つ
い

て
議

論
を

行
う

と
と

も
に

、
委

員
以

外
の

２
大

学
１

高
専

の
教

職
員

や
学

生
か

ら
も

広
く

意
見

を
募

集
し

、
そ

れ

ら
の

意
見

を
踏

ま
え

、「
東

京
都

公
立

大
学

法
人

 
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
推

進
プ

ラ
ン

」
を

策
定

し
た

。
 

・
法

人
と

し
て

初
め

て
、

環
境

省
が

定
め

る
「

環
境

報
告

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
に

則
っ

た
「

環
境

報
告

書
2
0
22

」
を

作
成

し
、

報
告

書
の

中
で

具
体

的
な

実
施

取
組

を
ま

と

め
る

と
と

も
に

、
新

た
に

開
設

し
た

法
人

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
お

け
る

特
設

ペ
ー

ジ
に

よ
り

、「
東

京
都

公
立

大
学

法
人

 
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
推

進
プ

ラ
ン

」
と

あ

わ
せ

て
広

く
情

報
発

信
を

行
っ

た
。

 

 
 

・
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
を

目
指

す
先

進
的

な
大

学
の

一
つ

と
し

て
、

英
国

の
オ

ッ
ク

ス
フ

ォ
ー

ド
大

学
や

イ
ン

ペ
リ

ア
ル

・
カ

レ
ッ

ジ
・

ロ
ン

ド
ン

等
を

視
察

し
、

大
学

に
お

け
る

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

の
実

現
に

関
し

て
の

課
題

な
ど

に
つ

い
て

、
意

見
交

換
を

行
っ

た
。

 

 
 

・
東

京
ビ

ッ
ク

サ
イ

ト
に

て
1
2
月

に
開

催
さ

れ
た

環
境
 
イ

ン
フ

ラ
 
脱

炭
素

 
社

会
課

題
解

決
展

 「
S
D
Gs

 W
EE

K 
EX

PO
 2

02
2
」

に
、
高

専
が

出
展

し
た

。
 

・
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
実

現
に

向
け

た
機

運
醸

成
の

た
め

、
関

西
大

学
と

の
オ

ン
ラ

イ
ン

環
境

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

を
開

催
し

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
気

候
変

動
対

策
や

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

の
実

現
に

関
し

て
、「

東
京

都
公

立
大

学
法

人
 
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
推

進
プ

ラ
ン

」
の

策
定

に
よ

り
、

法
人

と
し

て

今
後

中
長

期
的

に
進

む
べ

き
方

向
性

を
定

め
る

と
と

も
に

、
こ

れ
か

ら
の

推
進

体
制

を
構

築
し

た
。

 

・
ま

だ
国

内
で

は
同

様
の

計
画

を
策

定
す

る
大

学
が

少
な

い
中

、
さ

ら
に

そ
の

計
画

の
中

で
野

心
的

な
目

標
を

設
定

す
る

こ
と

で
、

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

の
実

現
に

 

向
け

て
取

り
組

ん
で

い
る

姿
勢

を
示

し
、

東
京

都
が

目
指

す
2
05
0
年
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
及

び
2
03

0
年

カ
ー

ボ
ン

ハ
ー

フ
に

向
け

た
行

動
の

加
速

化
を

図
っ

 

た
。
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中
期

計
画

番
号

 

4
-
2
8

 
◇

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

等
対

策
及

び
多

様
性

受
容

の
促

進
 

②
様

々
な

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

を
未

然
に

防
止

し
、

発
生

し
た

際
の

適
切

な
対

応
を

確
保

す
る

た
め

、
教

職
員

を
対

象
と

し
た

研
修

の
実

施
な

ど
、

実
効

性
の

あ
る

取
組

を
推

進
す

る
。

 

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）
◆
【

継
続

】
教

職
員

向
け

の
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
研

修
、

教
員

向
け

の

各
部

局
へ

の
出

前
研

修
を

実
施

し
、

受
講

率
の

向
上

に
努

め
る

ほ

か
、

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

の
配

布
に

よ

り
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
の

意
識

啓

発
を

行
う

。
 

          （
２

） 【
継

続
】
相

談
員

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の

活
用

に
よ

り
、

相
談

員
の

支
援

を

行
う

。
ま

た
、
苦

情
の

申
立

て
に

対

し
て

は
、
弁

護
士

の
助

言
・
指

導
を

踏
ま

え
て

迅
速

か
つ

適
切

に
対

応

す
る

。
 

（
１

）
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
の

意
識

啓
発

の
取

組
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
研

修
（

オ
ン

デ
マ

ン
ド

）
は

、
人

権
研

修
の

一
環

と
し

て
実

施
す

る
と

と
も

に
、

部
局

に
働

き
か

け
を

行
い

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
に

特
化

し
た

研
修

を
部
 

局
の

依
頼

に
応

じ
て

実
施

し
た

。（
図

表
4
-2

8-
1
）
 

 
 

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
の

意
識

啓
発

を
目

的
と

し
た

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

を
作

成
し

、
教

職
員

及
び

学
生

に
対

し
て

配
布

し
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
研

修
の

内
容

に
大

学
等

で
発

生
し

た
最

新
の

具
体

的
な

事
例

を
取

り
入

れ
る

こ
と

で
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

の
よ

り
一

層
の

意
識

啓
発

を
図

っ
た

。
 

・
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

配
布

す
る

こ
と

で
、

法
人

と
し

て
の

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

の
基

本
方

針
や

相
談

体
制

に
つ

い
て

周
知

し
た

。
 

 

【
図

表
4-

28
-1

　
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
研

修
の

実
績

】
（

単
位

：
回

、
人

）
29

年
度

30
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度
6

7
9

1
3

5
教

員
24

9
20

3
18

4
11

9
25

8
22

5
職

員
81

27
8

21
6

11
3

18
3

19
8

※
教

員
は

５
年

に
１

回
、

職
員

は
３

年
に

１
回

の
悉

皆

研
修

実
施

回
数

参
加

人
数

 
 （

２
）

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

発
生

時
の

適
切

な
対

応
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
相

談
対

応
の

基
本

ノ
ウ

ハ
ウ

の
修

得
や

相
談

員
と

し
て

の
ス

キ
ル

向
上

を
図

る
た

め
、

相
談

員
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
に

よ
る

相
談

員
向

け
実

務
研

修
（

対
面

）
を

実
施

し
た

。

（
図

表
4
-2

8-
2
）
 

 
 
 
・

相
談

員
が

受
け

た
相

談
へ
の

対
応

策
、

苦
情

申
立

の
調

査
の

進
め

方
や

調
査

報
告

書
の

ま
と

め
方

等
に

つ
い

て
、

弁
護

士
に

よ
る

支
援

や
相

談
員

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

に
よ

る
助
 

言
を

受
け

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
相

談
や

苦
情

申
し

立
て

の
事

案
解

決
に

つ
い

て
、

適
切

な
体

制
を

確
保

す
る

と
と

も
に

、
事

案
が

発
生

し
た

際
は

弁
護

士
等

に
相

談
す

る
こ

と
で

適
切

に
 

対
応

し
た

。
 

 

※
相

談
員

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

：
学

外
の

心
理

学
・

精
神

医
学

等
の

専
門

家
で

、
相

談
員

が
受

け
た

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

に
関

す
る

相
談

の
対

応
に

つ
い

て
助

言
を

行
う

。
 

 

【
図

表
4
-
2
8
-
2
　

相
談

員
実

務
研

修
の

参
加

人
数

】
（

単
位

：
人

）

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度

1
6

1
7

1
3

1
0

1
3

2
0

＜
参

考
＞

相
談

の
べ

件
数

：
1
6
件

（
ア

カ
ハ

ラ
：

９
件

、
セ

ク
ハ

ラ
：

２
件

、
パ

ワ
ハ

ラ
：

５
件

）
（

相
談

実
績

：
1
6
件

）

相
談

員
実

務
研

修
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中
期

計
画

番
号

 

4
-
2
9

 
③

性
別

、
障

が
い

の
有

無
、

文
化

的
相

違
な

ど
に

よ
る

様
々

な
差

別
を

防
ぎ

、
多

様
性

の
受

容
を

促
進

す
る

た
め

、
学

生
、

教
員

及
び

職
員

を
対

象
に

人
権

意
識

を
啓

発
す

る
取

組
、

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
を

推
進

す
る

取
組

等
を

実
施

し
、

学
生

、
教

員
及

び
職

員
に

と
っ

て
快

適
な

学
修

・
職

場
環

境
の

実
現

を
図

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
研

修
の

実

施
等

、
女

性
教

員
が

よ
り

働
き

や
す

い

職
場

環
境

を
整

備
す

る
と

と
も

に
、
各

種
休

暇
・
休

業
制

度
の

周
知

や
公
募

時

に
妊

娠
・
出

産
・
育

児
等

の
両

立
支

援

制
度

を
掲

示
し

、
公

募
に

お
け

る
女

性

教
員

の
応

募
を

推
進

す
る

な
ど

、
有

為

な
女

性
教

員
を

確
保
・
育

成
す

る
た

め

の
取

組
を

行
う

。（
1
-
3
0
、
4-

04
再
掲

） 

（
１

）
有

為
な

女
性

教
員

の
確

保
・

育
成

、
女

性
教

員
が

働
き

や
す

い
職

場
環

境
の

整
備

に
関

す
る

取
組

 

①
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
研

修
【

中
期

計
画

番
号

4
-2

8
参

照
】
 

（
要

点
）

 

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
研

修
オ

ン
デ

マ
ン

ド
）

は
、

人
権

研
修

の
一

環
と

し
て

実
施

す
る

と
と

も
に

、
部

局
に

働
き

か
け

を
行

い
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

に
特

化
し

た
研

修
を
 

 
部

局
の

依
頼

に
応

じ
て

実
施

し
た

。
 

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
の

意
識

啓
発

を
目

的
と

し
た

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

を
作

成
し

、
教

職
員

及
び

学
生

に
配

布
す

る
こ

と
で

、
法

人
と

し
て

の
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
の

基
本
 

方
針

や
相

談
体

制
に

つ
い

て
周

知
し

た
。

 

 ②
有

為
な

女
性

教
員

の
確

保
・

育
成

【
中

期
計

画
番

号
1
-3

0
参

照
】
 

（
要

点
）

 

・
女

性
の

活
躍

推
進

を
更

に
進

め
る

観
点

か
ら

育
児

休
業

等
の

制
度

を
充

実
さ

せ
る

と
と

も
に

、
公

募
要

領
へ

都
立

大
が

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
を

推
進

し
て

い
る

旨
を

記
載
 

し
、
採

用
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

お
い

て
、
妊

娠
・
出

産
・
育

児
等

と
仕

事
の

両
立

支
援

の
取

組
を

掲
載

す
る

等
、
内

容
を

充
実

さ
せ

、
女

性
教

員
確

保
に

向
け

た
広

報
活

動
 

を
強

化
し

た
結

果
、

女
性

教
員

比
率

は
2
0.

3
％

と
な

り
、

引
き

続
き

2
0
％

以
上

を
維

持
し

た
。（

令
和

４
（

2
0
22

）
年

５
月

１
日

時
点

）。
 

 ③
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

を
推

進
す

る
取

組
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

 
・

法
人

を
取

り
巻

く
社

会
環

境
変

化
を

機
敏

に
捉

え
、

法
人

全
体

の
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

を
推

進
す

る
た

め
、「

東
京

都
公

立
大

学
法

人
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

推
進

委
員

会
」

を
新

た
に

設
置

し
、

推
進

方
針

や
計

画
策

定
の

た
め

の
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施
し

た
。

 

 
 

 
・

教
職

員
に

お
け

る
男

性
の

育
児

参
加

の
促

進
や

女
性

の
活

躍
推

進
を

さ
ら

に
進

め
る

観
点

か
ら

、
育

児
休

業
等

の
制

度
を

充
実

さ
せ

た
。

 

 
 

 
・

東
京

都
の

「
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
宣

誓
制

度
」

を
踏

ま
え

て
、「

配
偶

者
」

等
を

対
象

に
含

む
教

職
員

の
休

暇
・

休
業

等
制

度
に

つ
い

て
、「

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

関
係

の
相

手
方

」
等

を
対

象
に

加
え

る
な

ど
の

見
直

し
を

行
っ

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

 
 

 
・

法
人

全
体

の
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

を
推

進
す

る
た

め
の

体
制

が
整

備
さ

れ
た

。
 

 
 

 
・

育
児

休
業

制
度

の
改

正
に

よ
り

、
計

画
的

な
育

児
休

業
の

取
得

が
可

能
と

な
り

、
多

様
な

働
き

方
の

推
進

に
寄

与
し

た
。
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中
期

計
画

番
号

 

4
-
3
0

 
◇

研
究

倫
理

に
関

す
る

取
組

 

④
教

育
研

究
活

動
に

お
け

る
不

正
行

為
や

研
究

費
の

不
正

使
用

の
防

止
に

向
け

、
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
研

修
受

講
率

【
1
0
0
％

】
を

目
指

す
な

ど
、

教
職

員
等

へ
の

啓
発

を
一

層
徹

底
す

る
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

令
和

４
年

度
計

画
 

業
務

実
績

 

（
１

）【
継

続
】
２

大
学

１
高

専
の

研
究

コ
ン

プ

ラ
イ

ア
ン

ス
連

絡
会

等
を

開
催

し
、
文

部
科

学
省

が
公

表
す

る
不

正
発

生
事

案
の

分
析

等
を

行
い

、
必

要
に

応
じ

て
、

学
部

長
等

へ
還

元
す

る
。

 

                 （
２

）【
継

続
】
研

究
活

動
に

お
け

る
不

正
行

為

や
研

究
費

不
正

使
用

の
事

前
防

止
に

関
す

る
取

組
と

し
て

、
教

職
員

等
を

対

象
に

、
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

等
を

通
じ

た
研

究
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
研

修
を

実
施

し
、
研

究
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
に

つ
い

て
一

層
の

全
学

的
な

意
識

向
上

を
図

る
。
ま

た
、
研

修
の

受
講

促
進

の
た

め

に
、
学

部
長

等
、
部

局
事

務
組

織
へ

の

受
講

状
況

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
徹

底
し

て
い

く
。

 

（
１

）
研

究
不

正
行

為
・

研
究

費
不

正
使

用
の

防
止

 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 

・
２

大
学

１
高

専
研

究
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
連

絡
会

を
オ

ン
ラ

イ
ン

で
実

施
し

、
事

務
担

当
者

間
で

研
究

コ
ン

プ
ラ

イ
ア
ン

ス
に
関

す
る

取
組

に
つ

い
て

の
意

見
交

換
・
情

報
共

有
を

行
っ

た
。

 

・
２

大
学

１
高

専
各

校
に

お
い

て
研

究
費

不
正

使
用
・
研

究
活

動
不

正
行

為
等

防
止

対
策

推
進

室
会

議
を

開
催

し
、
令

和
３
（

2
0
2
1
）
年

度
の

取
組

結
果

を
検

証
し

、
ま

た
、

令
和

５
（

2
0
2
3
）

年
度

の
計

画
を

策
定

し
た

。
 

 
 
・
研

究
費

不
正

使
用

防
止

の
意

識
を

喚
起

す
る

た
め

、
研

究
費

使
用

ル
ー

ル
等

を
理

解
し

、
不

正
使

用
を

行
わ

な
い

旨
を

書
面

で
確

認
す

る
「

確
認

書
」
の

提
出

を
周

知
・
徹

底
し

た
。

ま
た

、
研

究
論

文
な

ど
の

著
作

物
内

に
剽

窃
・

盗
用

が
疑

わ
れ

る
部

分
が

な
い

か
を

チ
ェ

ッ
ク

す
る

学
術

論
文

剽
窃

検
知

ツ
ー

ル
の

利
用

促
進

を
図

っ
た

。
 

 
 

・
研

究
費

不
正

使
用

防
止

・
研

究
活

動
の

不
正

行
為

等
防

止
に

関
す

る
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
カ

ー
ド

を
作

成
し

、
教

職
員

等
へ

配
布

す
る

と
と

も
に

、
各

部
局

に
ポ

ス
タ
ー

を
掲

示
し

周
知

徹
底

を
図

っ
た

。
 

 
 

・
法

人
内

や
他

大
学

に
お

い
て

過
去

に
発

生
し

た
非

違
行

為
や

懲
戒

処
分

の
事

例
を

ま
と

め
た

「
研

究
費

不
正

使
用

の
事

例
集

」
や

利
害

関
係

者
と

の
接

触
時

の
注

意
点

、

兼
業

、
公

職
選

挙
に

関
す

る
こ

と
な

ど
、

教
職

員
と

し
て

心
得

て
お

く
べ

き
事

項
を

記
載

し
た

「
教

職
員

の
心

得
」

と
あ

わ
せ

て
、

研
究

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

の
取

組
に

つ
い

て
周

知
し

た
。

 

 
 
 
 
・

外
為

法
の

改
正

に
基

づ
き

、
安

全
保

障
輸

出
管

理
規

程
や

対
応

フ
ロ

ー
等

を
見

直
し

、
関

係
部

局
に

周
知

し
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
２

大
学

１
高

専
の

連
携

を
強

化
し

、
研

究
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
に

関
す

る
取

組
を

推
進

す
る

こ
と

で
、

法
人

全
体

の
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
意

識
向

上
に

つ
な

が
っ

た
。

 

 
 

・
不

正
防

止
計

画
に

基
づ

く
取

組
を

着
実

に
進

め
る

こ
と

で
、

不
正

防
止

体
制

が
強

固
と

な
っ

た
。

 

 
 

・
「

確
認

書
」

提
出

の
徹

底
及

び
学

術
論

文
剽

窃
検

知
ツ

ー
ル

の
利

用
を

促
進

す
る

こ
と

で
教

職
員

等
の

不
正

防
止

に
対

す
る

意
識

向
上

を
図

っ
た

。
 

 
 

・
研

究
費

不
正

使
用

防
止

・
研

究
活

動
の

不
正

行
為

等
防

止
に

関
す

る
取

組
や

通
報

窓
口

を
周

知
す

る
こ

と
で

、
不

正
防

止
に

関
す

る
理

解
を

促
進

し
た

。
 

 
 

・
過

去
の

不
正

事
例

の
周

知
な

ど
不

正
防

止
の

取
組

を
継

続
す

る
こ

と
で

、
不

正
防

止
に

対
す

る
意

識
を

根
付

か
せ

た
。

 
 

 
・

規
程

や
対

応
フ

ロ
ー

等
を

見
直

す
こ

と
で

、
法

人
と

し
て

の
安

全
保

障
輸

出
管

理
体

制
を

整
備

し
た

。
 

 （
２

）
研

究
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
研

修
の

実
施

 
 

＜
取

組
事

項
＞

 

 
 
・
研

究
活
動

に
関

わ
る

研
究

者
、
大

学
院

生
（

博
士

前
期

課
程

１
年

、
博

士
後

期
課

程
１

年
）
及

び
学

部
生
（

３
年

生
）
を

対
象

に
、
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

等
に

よ
る

研
究

倫
理

研

修
を

実
施

し
た

。
 

 
 

・
研

究
費

の
管

理
・

運
営

に
関

わ
る

全
て

の
構

成
員

を
対

象
に

、
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

等
に

よ
る

研
究

費
不

正
使

用
防

止
に

関
す

る
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
研

修
を

実
施

し
た

。
 

 
 
・
部

局
別
・
部

課
別

の
受
講

状
況

を
部

局
長

や
部

課
長

の
参

加
す

る
会

議
で

情
報

提
供

し
、
部

局
長
・
部

課
長

か
ら

未
受

講
者

に
対

す
る

受
講

勧
奨

を
依

頼
す

る
と

と
も

に
、

未
受

講
者

に
は

事
務

局
か

ら
個

別
に

直
接

、
メ

ー
ル

や
書

面
に

よ
る

受
講

督
促

を
行

い
、

研
究

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

へ
の

意
識

向
上

を
図

っ
た

。
 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
部

局
長

・
部

課
長

へ
の

協
力

依
頼

、
未

受
講

者
に

対
す

る
個

別
の

受
講

督
促

の
結

果
、

教
員

、
職

員
と

も
1
0
0
％

の
受

講
率

と
な

っ
た

。
（

図
表

4
-
3
0
-
1
～

図
表

4
-
3
0
-

2
）

 

 
 【

図
表

4
-
3
0
-
1
　

研
究

倫
理

教
育

の
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

受
講

率
】

(
単

位
：

％
)

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度
教

員
7
5

9
5

9
8

1
0
0

1
0
0

1
0
0

院
生

8
9

6
0

6
1

7
0

6
9

7
3

学
部

生
5
8

3
6

4
6

5
4

6
2

6
3

※
教

員
・

院
生

向
け

の
研

修
開

始
は

2
7
年

度
、

学
部

生
向

け
の

研
修

開
始

は
2
9
年

度
よ

り
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【
図

表
4-

30
-2

　
不

正
使

用
防

止
に

関
す

る
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
研

修
受

講
率

】
 (

単
位

：
％

)
29

年
度

30
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度
教

員
89

94
98

10
0

10
0

10
0

職
員

97
10

0
10

0
10

0
10

0
10

0
※

教
員

・
職

員
向

け
の

研
修

開
始

は
平

成
27

年
度

よ
り

 
 

  中
期

計
画

番
号

 

4
-
3
1

 
◇

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

の
強

化
 

⑤
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
及

び
個

人
情

報
保

護
教

育
の

実
施

を
徹

底
す

る
と

と
も

に
、

実
効

性
の

あ
る

専
門

組
織

（
C
S
IR

T
）

を
有

効
に

機
能
さ

せ
る

等
、

明
確

化
さ

れ
た

対
策

及
び

体
制

に
よ

り
イ

ン
シ

デ
ン

ト
対

応
の

迅
速

化
を

図
る

こ
と

で
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

を
強

化
し

て
い

く
。

 

自自
己己

評評
価価
  

ＢＢ
  

 

 

 
令

和
４

年
度

計
画

 
業

務
実

績
 

（
１

）【
継

続
】
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
基

準
及

び
同

実
施

手
順

に
基

づ
き

、
各

C
S
IR
T

の
活

動
を

よ
り

高
度

化
さ
せ

る
と

と
も

に
、
イ

ン
シ

デ
ン

ト
発

生

時
に

迅
速

か
つ

的
確

に
対

応
で

き

る
よ

う
体

制
を

維
持

向
上

さ
せ

る
。

ま
た

、
外

部
機

関
に

よ
る

支
援

体
制

を
適

切
に

運
用

し
て

い
く

と
と

も

に
、
外

部
機

関
と

協
同

す
る

こ
と

に

よ
り

、
職

員
の

イ
ン

シ
デ

ン
ト

対
応

能
力

を
向

上
さ

せ
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
    
 

 
  

（
１

）
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
体

制
や

職
員

の
イ

ン
シ

デ
ン

ト
対

応
能

力
の

向
上

 
＜

取
組

事
項

＞
 

・
世

界
情

勢
に

よ
り

サ
イ

バ
ー

攻
撃

が
激

化
し

て
い

る
と

い
う

社
会

情
勢

を
踏

ま
え

て
、

以
下

の
取

組
を

行
っ

た
。

 

・
C
S
IR
T
要

員
に

対
し

て
外

部
機
関

主
催

の
研

修
を

受
講

さ
せ

た
（

受
講

人
数

：
延

べ
1
4
人

）。
ま

た
、

東
京

都
主

催
（

リ
モ

ー
ト

ラ
ー

ニ
ン

グ
に

よ
る

デ
ジ

タ
ル

人
材

育
成

の
た

め
の

基
礎

研
修

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

コ
ー

ス
）

の
研

修
や

文
科

省
主

催
の

セ
ミ

ナ
ー

な
ど

を
受

講
し

た
（

延
べ

８
名

）。
 

・
情

報
処

理
指

導
主

任
（

I
T
リ

ー
ダ

ー
）

向
け

に
法

人
内

で
実

務
研

修
を

開
催

（
令

和
４

（
2
0
22
）

年
５

月
）

す
る

と
と

も
に

外
部

機
関

主
催

の
研

修
の

受
講

を
推

進
し

た
（

受
講

人
数

：
延

べ
1
9
人

）。
ま

た
、

教
育

機
関

向
け

の
サ

イ
バ

ー
攻

撃
模

擬
訓

練
を

実
施

し
た

（
令

和
４

（
2
0
22

）
年

８
月

開
催

）。
 

・
C
S
IR
T
窓

口
支

援
と

緊
急

対
応
支

援
に

つ
い

て
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

専
門

家
に

外
部

委
託

を
行

い
、

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
改

ざ
ん

事
案

、
情

報
端

末
の

マ
ル

ウ
ェ

ア
感

染
の

可
能

性
及

び
ク

ラ
ウ

ド
サ

ー
ビ

ス
に

お
け

る
情

報
漏

え
い

の
危

険
性

に
つ

い
て

、
原

因
の

特
定

や
影

響
範

囲
の

特
定

調
査

な
ど

を
実

施
し

た
。

 

・
東

京
都

の
脆

弱
性

診
断

を
参

考
に

都
立

大
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

の
一

部
を

対
象

と
し

た
脆

弱
性

診
断

（
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
診

断
）

を
行

っ
た

。
診

断
の

結
果

、
重

要
及

び
高

レ
ベ

ル
の

脆
弱

性
は

発
見

さ
れ

な
か

っ
た

。
 

・
外

部
委

託
業

者
と

の
間

で
昨

今
の

サ
イ

バ
ー

攻
撃

の
情

勢
や

大
学

等
で

の
イ

ン
シ

デ
ン

ト
の

動
向

等
に

関
す

る
勉

強
会

（
オ

ン
ラ

イ
ン

）
を

実
施

し
た

。
 

 
 

 
 

テ
ー

マ
：

C
S
IR
T
及

び
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
の

概
要

（
第

１
回

）、
法

人
か

ら
の

照
会

事
項

に
関

す
る

推
奨

対
応

例
の

紹
介

等
（

第
２

回
）

 

 
 
 

・
令

和
４

年
度

CI
SO

会
議
第

１
回

（
令

和
４

（
2
0
22
）

年
６
月

開
催

）
に

お
い

て
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

に
関

す
る

検
討

部
会

の
立

ち
上

げ
の

決
定

等
を

行
っ

た
。

 

・
令

和
４

年
度

C
IS

O
会

議
第

２
回
（

令
和

４
（

2
0
22
）

年
７

月
開

催
）

に
お

い
て

、
第

１
回

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

検
討

部
会

（
U
SB

メ
モ

リ
使

用
に

関
す

る
対

応
、

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
不

正
ア

ク
セ

ス
対

応
）

に
つ

い
て

報
告

を
行

っ
た

。
 

・
令

和
４

年
度

C
IS

O
会

議
第

３
回
（

令
和

４
（

2
0
22
）

年
1
0
月

開
催
）

に
お

い
て

、
第

２
回

、
第

３
回

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

検
討

部
会

（
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
に

対
す

る
不

正
ア

ク
セ

ス
へ

の
対

応
、

電
子

メ
ー

ル
誤

送
信

対
策

等
）

に
つ

い
て

報
告

を
行

っ
た

。
 

・
令

和
４

年
度

C
IS

O
会

議
第

４
回
（

令
和

４
（

2
0
22
）

年
1
1
月

開
催
）

に
お

い
て

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
事

故
発

生
時

に
お

け
る

迅
速

な
情

報
伝

達
の

徹
底

（
報

告
体

制
の

見
直

し
）

及
び

メ
ー

ル
誤

送
信

事
故

へ
の

対
策

と
し

て
共

有
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

の
 
B
cc

 
変

換
機

能
の

適
用

に
つ

い
て

決
定

し
た

。
 

 
 

 
・

令
和

４
年

度
CI
SO

会
議
第

５
回

（
令

和
４

（
2
0
22
）

年
1
2
月

開
催

）
に

お
い

て
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

規
程

改
正

（
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
規

程
及

び
情

報
セ

キ
ュ

リ

テ
ィ

基
本

方
針

の
改

正
案

）
に

つ
い

て
決

定
等

を
行

っ
た

上
で

、
そ

の
後

規
程

改
正

手
続

き
を

行
っ

た
。

 

・
令

和
４

年
度

C
IS

O
会

議
第

６
回
（

令
和

５
（

2
0
23

）
年

３
月

開
催
）

に
お

い
て

、
最

高
情

報
責

任
者

（
C
I
O
）

設
置

に
つ

い
て

の
審

議
及
び
令

和
４

年
度

の
法

人
に

お

け
る

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
関

す
る

取
組

状
況

等
に

つ
い

て
の

報
告

を
行

っ
た

。
C
IO

に
つ

い
て

は
、

そ
の
後

令
和

５
（

2
0
23

）
年

度
４

月
よ
り

設
置

が
決

定
し

た
。

 

 
＜

成
果

・
効

果
＞

 

・
様

々
な

研
修

機
会

を
と

ら
え

て
、

C
S
IR
T
要

員
及

び
情

報
処

理
指
導

主
任

を
育

成
し

た
。

 
・

外
部

委
託

に
よ

り
事

故
発

生
時

の
迅

速
な

対
応

が
強

化
さ

れ
た

。
窓

口
支

援
で

は
、

オ
ン

ラ
イ

ン
形

式
と

し
て

い
る

が
、

迅
速

に
対

応
で

き
て

い
る

。
ま

た
、

ウ
ェ

ブ

サ
イ

ト
の

改
ざ

ん
等

に
対

し
て

は
、

原
因

の
特

定
や

影
響

範
囲

の
特

定
調

査
な

ど
の

調
査

に
寄

与
し

た
。
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（
２

）【
継

続
】
令

和
３
（

2
0
2
1
）
年

度
に

複

数
回

発
生

し
た

個
人

情
報

漏
洩

事

故
等

の
反

省
に

立
ち

、
教

職
員

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
意

識
及

び
リ

テ
ラ

シ

ー
の

向
上

を
図

る
。

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

              

・
C
I
SO

会
議

に
お

い
て

、
上

記
の
令

和
４

（
2
0
22

）
年

度
末

に
改

正
し

た
法

人
の

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ポ
リ

シ
ー

を
基

に
、

令
和

５
（

2
0
23

）
年

度
に

各
組

織
の

情
報

セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ポ

リ
シ

ー
の

改
正

を
行

い
、

事
故

発
生

時
に

利
用

者
が

対
応

す
べ

き
事

項
等

を
具

体
的

に
明

記
し

て
い

く
こ

と
と

し
た

。
こ

れ
ら

に
よ

り
、

現
状

を
踏

ま

え
た

規
定

等
を

整
備

す
る

。
 

 
 

※
C
S
IR

T
：
C
om
pu
te
r 

Se
cu
ri
t
y 

In
ci
de
nt
 R

es
po
ns
e 

Te
am
 
の

略
。

シ
ー

サ
ー

ト
。

事
故

発
生

時
に

お
い

て
、

被
害

拡
大

防
止

、
復

旧
、

原
因

調
査

及
び

再
発

防
止

の
た

め
、

組
織

全
体

の
統

制
を

と
り

つ
つ

、
現

場
へ

の
技

術
的

な
支

援
等

に
よ

り
、

迅
速

か
つ

的
確

に
対

処
す

る
。

 

 
 

※
C
I
SO

：
東

京
都

公
立

大
学
法

人
に

お
け

る
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
を

確
保

す
る

こ
と

を
目

的
に

設
置

し
た

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
最

高
責

任
者

 

 （
２

）
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
意

識
向

上
 

・
新

任
・

転
入

者
研

修
な

ど
の

機
会

に
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
研

修
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

令
和

４
（

2
0
22

）
年

11
月

に
は

、
情

報
セ

キ
ュ
リ

テ
ィ

に
対

す
る

緊
張

感
、

危
機

意
識

の
醸

成
を

目
的

と
し

て
、

全
管

理
職

を
対

象
と

し
た

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

研
修

を
開

催
し

、
そ

の
後

各
管

理
職

よ
り

対
面

形
式

で
職

場
研

修
を

実
施

し
た

。
 

・
標

的
型

メ
ー

ル
攻

撃
訓

練
を

９
月

か
ら

1
0
月

に
か

け
て

教
職

員
を
対

象
に

実
施

し
、

訓
練

結
果

を
法

人
内

で
共

有
す

る
と

と
も

に
、

必
要

な
対

策
が

講
じ

ら
れ

る
よ

う
周

知
し

た
。

 

・
O
S
等

の
脆

弱
性

情
報

等
に

つ
い
て

、
適

宜
メ

ー
ル

や
法

人
内

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
に

掲
載

し
、

注
意

喚
起

を
行

っ
た

。
 

・
全

教
職

員
を

対
象

に
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
意

識
の

向
上

を
目

的
と

し
た

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
実

施
し

た
。（

図
表

4
-3

1-
1
）

こ
の

他
、

職
員
向

け
に

、
電

子
メ

ー
ル

誤
送

信
事

故
の

発
生

を
受

け
て

適
切

な
電

子
メ

ー
ル

の
利

用
を

身
に

付
け

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
臨

時
の

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

研
修

（
令

和
４

（
2
0
22

）
年

９
月

）
と

、

M
i
cr

os
of

t3
65

の
フ

ァ
イ

ル
共

有
に

関
す

る
知

識
の

向
上

及
び

正
し

い
活

用
方

法
を

身
に

付
け

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
臨

時
の

e
ラ

ー
ニ
ン

グ
研

修
（

令
和

４

（
2
0
22

）
年

1
2
月

～
令

和
５

（
2
02

3
）

年
１

月
）

を
実

施
し

た
。
 

・
令

和
４

（
2
0
22

）
年

８
月

、
10

月
及

び
1
2
月

に
メ

ー
ル

の
誤

送
信
が

、
令

和
４

（
2
0
22

）
年

５
月

及
び
令

和
５

（
2
0
23

）
年

２
月

に
は

U
SB

メ
モ

リ
の

紛
失

が
発

生

し
た

た
め

、
法

人
内

に
注

意
喚

起
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
発

生
し

た
事

例
に

基
づ

く
防

止
対

応
例

を
周

知
し

た
。

こ
れ

ら
を

含
め

て
プ

レ
ス

等
に

て
５

件
の

情
報

セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
事

故
を

公
表

し
た

。
 

・
各

職
場

か
ら

C
SI
RT

へ
迅

速
に
第

一
報

を
行

う
た

め
の

連
絡

方
法

の
周

知
及

び
C
SI
RT

か
ら

東
京

都
へ

の
迅

速
な

第
一

報
を

お
こ

な
う

た
め

の
報

告
体

制
の

見
直

し
と

い
っ

た
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

事
故

発
生

時
に

お
け

る
迅

速
な

情
報

伝
達

の
徹

底
に

つ
い

て
、

令
和

４
年

度
C
IS

O
会

議
第

４
回

（
令

和
４
（

2
0
22

）
年

1
1
月

開
催

）

に
お

い
て

審
議

、
決

定
し

、
令

和
４

（
2
0
22

）
年

1
1
月

25
日

付
で
各

C
SI
RT

及
び

各
課

等
宛

通
知

を
行

っ
た

。
 

・
電

子
メ

ー
ル

の
送

信
時

の
ル

ー
ル

に
つ

い
て

２
度

の
改

正
を

行
っ

た
。

令
和

４
（

2
0
22

）
年

1
0
月

改
正

時
に

は
メ

ー
リ

ン
グ

リ
ス

ト
に

返
信

す
る

際
の

注
意

事
項

等

を
、

令
和

４
（

2
0
22

）
年

1
1
月

改
正

時
に

は
共

有
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

の
B
cc

変
換

機
能

の
活

用
等

を
明
記

し
た

。
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

 
 

・
研

修
に

よ
り

守
る

べ
き

ル
ー

ル
の

周
知

と
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
に

対
す

る
意

識
向

上
を

図
っ

た
。

 

・
標

的
型

メ
ー

ル
攻

撃
訓

練
の

実
施

に
よ

り
、

不
審

メ
ー

ル
受

信
時

の
報

告
が

適
切

に
実

施
さ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。
ま

た
、

そ
の

報
告

に
よ

り
適

切
な

注
意

喚
起

が
実

施
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
 

 
 

・
メ

ー
ル

誤
送

信
事

故
等

に
関

す
る

注
意

喚
起

に
よ

り
、

個
人

情
報

や
機

密
情

報
の

適
切

な
取

扱
に

関
す

る
意

識
の

向
上

を
図

っ
た

。
 

 
 

・
研

修
や

注
意

喚
起

を
繰

り
返

し
実

施
し

た
こ

と
で

、
事

故
の

規
模

に
関

わ
ら

ず
、

発
生

後
の

報
告

が
迅

速
化

し
た

。
 

 
 

・
過

去
に

発
生

し
た

事
故

は
、

法
人

全
体

に
お

け
る

事
故

の
再

発
防

止
に

向
け

た
普

及
啓

発
に

活
用

し
て

い
く

。
 

  
 

 

【
図

表
4
-
3
1
-
1
　

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

及
び

個
人

情
報

保
護

に
関

す
る

研
修

・
自

己
点

検
の

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

受
講

率
】

(
単

位
：

％
)

2
9
年

度
3
0
年

度
元

年
度

２
年

度
３

年
度

４
年

度

都
立

大
8
5
.
4

8
5
.
6

8
7
.
3

7
5
.
5

7
5
.
5

7
7
.
2

（
常

勤
教

員
10
0.
0）

産
技

大
1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

高
専

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

計
8
7
.
2

8
7
.
3

8
8
.
7

7
7
.
7

7
7
.
8

7
9
.
5

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

9
1
.
0

9
1
.
9

9
2
.
8

8
4
.
7

8
4
.
8

8
6
.
4

職
員 計

教
員
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（

３
）【

継
続

】
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
改

善

計
画

に
基

づ
き

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、
シ

ス
テ

ム
適

正
化

方
針

の
策

定
を

行
う

。
ま

た
、

働
き

方
改

革

に
資

す
る

た
め

の
シ

ス
テ

ム
環

境
の

整
備

と
、
そ

れ
に

伴
う

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

を
実

施
す

る
。

 

 
（

３
）

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

改
善

計
画

に
基

づ
く

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

の
実

施
等

 
＜

取
組

事
項

＞
 

・
技

術
的

な
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
強

化
を

含
む

統
一

的
か

つ
効

果
的

な
情

報
シ

ス
テ

ム
の

調
達

を
推

進
す

る
た

め
、

シ
ス

テ
ム

調
達

の
適

正
化

に
向

け
た

「
情

報
シ

ス
テ

ム
調

達
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

を
策

定
し

た
。

策
定

し
た

「
情

報
シ

ス
テ

ム
調

達
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

は
、

シ
ス

テ
ム

所
管

部
門

へ
周

知
し

、
運

用
を

行
っ

て
い

る
。

 
・

情
報

シ
ス

テ
ム

機
器

導
入

・
更

新
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

つ
い

て
２

度
の

改
正

を
行

っ
た

。
令

和
４

（
2
0
22

）
年

９
月

改
正

時
は

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

に
お

け
る

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

等
に

つ
い

て
、

令
和

４
（

2
0
22

）
年

11
月

改
正

時
は

属
性

型
 J
P 

ド
メ

イ
ン

へ
移

行
し

た
際

の
旧

ド
メ

イ
ン

の
保

持
期

間
の

目
安

に
つ

い
て

、
変

更
を

行
っ

た
。

 
 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・「
情

報
シ

ス
テ

ム
調

達
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

を
新

た
な

シ
ス

テ
ム

の
導

入
や

シ
ス

テ
ム

改
修

を
行

う
際

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
と

し
て

活
用

し
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

強
化

に

加
え

、
 
情

報
シ

ス
テ

ム
の

調
達

等
に

係
る

業
務

の
効

率
化

や
情

報
シ

ス
テ

ム
の

品
質

向
上

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

シ
ス

テ
ム

調
達

に
先

立
ち

所
管

部
門

が
実

施
す

べ
き

事
項

や
運

用
要

件
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

が
可

能
と

な
り

、
適

正
な

シ
ス

テ
ム

調
達

に
寄

与
し

た
。

 

・
情

報
シ

ス
テ

ム
に

利
用

す
る

機
器

の
導

入
又

は
更

新
を

行
う

に
あ

た
っ

て
あ

ら
か

じ
め

検
討

す
べ

き
事

項
や

そ
の

基
準

を
明

確
に

す
る

こ
と

で
機

器
調

達
の

効
率

化
及

び
適

正
化

等
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

  

    

Ⅶ　その他業務運営に関する重要目標を達成するためにとるべき措置

－ 404 －



特特
記記

事事
項項

  

ⅦⅦ
－－

１１
 

Ⅳ
 

業
務

運
営

の
改

善
及

び
効

率
化

に
関

す
る

特
記

事
項

 

令
和

３
年

度
業

務
実

績
評

価
に

お
い

て
、

公
立

大
学

分
科

会
か

ら
対

応
報

告
を

求
め

ら
れ

た
事

項
に

関
す

る
取

組
等

 

【
火

災
等

の
事

故
の

再
発

防
止

と
法

人
・

教
職

員
全

体
の

危
機

管
理

意
識

の
徹

底
に

向
け

た
取

組
】

中
期

計
画

番
号

4
-2

5
 
自

己
評

価
Ｂ
 

１
 

令
和

３
（

2
0
21

）
年

1
2
月

４
日

に
発

生
し

た
火

災
事

故
に

つ
い

て
 

（
１

）
火

災
発

生
場

所
 

東
京

都
立

大
学

 
南

大
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
８

号
館

 
５

階
実

験
室

（
焼

損
床

面
積

3
0
㎡

）
 

（
２

）
出

火
原

因
 

発
火

性
の

あ
る

化
学

物
質
（

ア
ル

キ
ル

リ
チ

ウ
ム

）
を

使
用

し
た

実
験

の
後

処
理

を
行

う
際

、
シ

リ

ン
ジ

に
入

っ
て

い
た

当
該

化
学

物
質

を
１

滴
落

と
し

て
し

ま
い

、
近

く
に

あ
っ

た
ポ

リ
タ

ン
ク

に
引

火
し

た
こ

と
に

よ
り

、
出

火
し

た
。

 

 

２
 

火
災

発
生

学
部

に
お

け
る

火
災

発
生

後
緊

急
の

安
全

対
策

 

（
１

）
令

和
３

（
2
0
21

）
年

1
2
月

1
6
日

に
、

理
学

部
に

よ
る

臨
時
安

全
講

習
会

を
実

施
 

（
２

）
研

究
室

ご
と

の
安

全
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
に

て
研

究
特

性
を

踏
ま

え
た

安
全

教
育

を
実

施
 

 ３
 

危
険

物
に

関
す

る
安

全
対

策
の

策
定

 

（
１

）
火

災
事

故
発

生
直

後
に

学
長

を
ト

ッ
プ

と
す

る
学

校
危

機
対

応
チ

ー
ム

を
立

ち
上

げ
 

（
２

）
火

災
発

生
時

に
お

け
る

課
題

の
把

握
及

び
対

策
検

討
を

実
施

 

（
３

）
令

和
３

（
2
0
21

）
年

1
2
月

2
4
日

に
「

危
険

物
に

関
す

る
安
全

対
策

」
を

策
定

 

・
東

京
都

立
大

学
の

危
険

物
を

扱
う

全
学

科
が

対
象

 

・
学

科
指

針
及

び
研

究
室

ご
と

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

作
成

及
び

定
期

点
検

の
実

施
 

 
 

・
学

科
に

「
危

険
物

安
全

管
理

担
当

者
」

を
新

設
し

、
学

科
指

針
遵

守
状

況
の

定
期

確
認

を
実

施
 

 
 

・
学

科
に

よ
る

防
災

用
具

の
点

検
・

整
備

の
実

施
 

・
研

究
室

ご
と

の
消

防
訓

練
・

避
難

訓
練

の
実

施
 

 ４
 

令
和

４
（

2
0
22

）
年

度
に

実
施

し
た

再
発

防
止

の
取

組
 

 
 

東
京

都
立

大
学

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

に
設

置
し

て
い

る
保

安
管

理
部

会
及

び
環

境
安

全
部

会
を

月
１

回

程
度

合
同

開
催

し
、

再
発

防
止

策
に

つ
い

て
検

討
を

重
ね

、
実

行
し

た
。

 

＜
取

組
事

項
＞

 

（
１

）
保

安
管

理
部

会
設

置
要

綱
の

見
直

し
 

 
 

 
・
部

会
委

員
に

自
衛

消
防

隊
長

、
理

学
部

長
、
都

市
環

境
学
部

長
及

び
危

険
物

取
扱

に
関

係
す

る
所

属

の
所

属
長

（
２

人
）

を
増

員
し

た
。

 

 
 

 
・

年
２

回
南

大
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
安

全
衛

生
委

員
会

へ
報

告
す

る
こ

と
と

し
た

。
 

（
２

）
危

険
物

予
防

規
程

を
改

正
し

、
東

京
消

防
庁

の
認

可
を

取
得

 

 
 

・
危

険
物

保
安

監
督

者
を

２
人

か
ら

５
人

へ
増

員
し

た
。

 

 
 

・「
危

険
物

安
全

管
理

担
当

者
」

を
規

程
に

反
映

し
、

認
可

を
受

け
た

。
 

 
 
・
危

険
物

保
安

監
督

者
、
安

全
管

理
担

当
者

等
の

役
割

を
整

理
し

、
責

任
の

所
在

を
よ

り
明

確
に

し
た

。 

（
３

）
南

大
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
消

防
計

画
を

見
直

し
、

東
京

消
防

庁
に

届
出

 

 
 

 
・
広

大
な

敷
地

面
積

、
数

十
も

の
施

設
の

防
火

防
災

管
理

を
実

効
的

に
す

る
た

め
、
防

火
担

当
責

任
者

の
業

務
を

明
確

に
し

た
。

 

・
自

衛
消

防
隊

地
区

隊
を

２
隊

か
ら

６
隊

に
し

、
地

区
隊

長
の

自
衛

消
防

業
務

講
習

受
講

を
必

須
化

し
 

た
。

 

 

（
４

）
化

学
物

質
管

理
の

徹
底

及
び

実
験

廃
棄

物
の

適
切

な
排

出
 

 
 

 
・

化
学

物
質

管
理

シ
ス

テ
ム

（
I
A
SO

）
に

お
け

る
薬

品
棚

卸
に

よ
る

登
録

の
徹

底
を

実
施

し
た

。
 

 
 

・
実

験
廃

棄
物

を
含

有
成

分
に

よ
り

適
切

に
分

類
し

て
排

出
で

き
る

よ
う

分
類

方
法

を
見

直
し

た
。

 

（
５

）
化

学
物

質
等

取
扱

の
手

引
き

の
改

訂
 

 
 

 
・

火
災

事
故

に
つ

い
て

追
記

し
た

。
 

 
 

 
・

実
験

廃
棄

物
の

排
出

分
類

方
法

の
見

直
し

を
反

映
し

た
。

 

（
６

）
化

学
物

質
・

危
険

物
等

取
扱

者
講

習
会

の
開

催
 

・
以

下
に

つ
い

て
講

習
を

行
っ

た
。

 

 
 

 
 

－
廃

棄
物

排
出

方
法

の
変

更
に

つ
い

て
 

 
 

 
 

－
危

険
物

等
保

安
講

習
 

 
 

 
 

－
化

学
物

質
適

正
管

理
講

習
 

 
 

 
 

－
廃

棄
物

処
理

講
習

 

 
 

 
 

－
廃

棄
処

理
専

門
業

者
に

よ
る

廃
棄

物
排

出
時

の
注

意
事

項
説

明
 

・
教

員
は

原
則

対
面

受
講

、
学

生
は

講
習

会
動

画
を

Y
ou
Tu
be

で
常
時

閲
覧

可
能

と
し

た
。

 

・
実

験
廃

棄
物

の
排

出
時

に
、
排

出
者

の
講

習
会

の
受

講
の

有
無

を
確

認
し

、
未

受
講

者
が

実
験

廃
棄

 

物
を

取
扱

え
な

い
ル

ー
ル

と
し

た
。

 

 
 

 
・

令
和

４
（

2
0
22

）
年

度
実

施
時

に
は

、
7
23

人
の

教
員

及
び

学
生

が
講

習
会

を
受

講
し

た
。

 

（
７

）
研

究
室

ご
と

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

沿
っ

た
点

検
の

実
施

 

 
 
・
令

和
３
（

2
0
2
1
）
年

度
に

設
定

し
た

研
究

室
ご

と
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
見

直
し

の
実

施
及

び
半

期
ご

と
（

４
月

、
1
0
月

）
に

チ
ェ

ッ
ク
リ

ス
ト

を
用

い
た

点
検

を
実

施
し

た
。

 

（
８

）
実

験
を

行
う

施
設

設
備

の
法

令
遵

守
の

指
導

・
徹

底
 

 
 

 
・

消
防

署
や

自
治

体
の

助
言

を
仰

ぎ
な

が
ら

、
施

設
設

備
の

適
切

な
利

用
に

つ
い

て
指

導
を

行
っ

た
。
 

（
９

）
消

火
訓

練
及

び
全

学
防

災
訓

練
に

お
け

る
安

否
確

認
の

実
施

 

 
 

 
・

南
大

沢
キ

ャ
ン

パ
ス

で
は

研
究

室
ご

と
に

消
火

器
を

使
っ

た
初

期
消

火
訓

練
等

を
実

施
し

た
。

 

 
 

 
 

な
お

、
法

人
に

お
い

て
も

以
下

の
訓

練
を

同
時

に
実

施
し

た
。

 

・
法

人
に

新
た

に
安

否
確

認
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
、
東

京
都

立
大

学
全

キ
ャ

ン
パ

ス
に

て
先

行
し

て
同

 

シ
ス

テ
ム

を
利

用
し

た
安

否
確

認
訓

練
を

実
施

し
た

。
 

 
 

 
・
法

人
全

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
い

て
、
発

災
時

キ
ャ

ン
パ

ス
間

連
絡

体
制

確
保

を
想

定
し

た
、
衛

星
電

話

通
話

訓
練

を
実

施
し

た
。

 

＜
成

果
・

効
果

＞
 

・
火

災
事

故
を

契
機

と
し

て
、
化

学
物

質
・
危

険
物

の
取

扱
い

に
関

す
る

規
定

の
見

直
し

を
行

っ
た

こ
と

で
、
そ

の
実

効
性

が
向

上
し

、
又

、
管

理
体

制
の

強
化

に
よ

り
安

全
性

が
向

上
し

、
再

発
防

止
に

資
す

る
も

の
と

な
っ

た
。

 

・
施

設
設

備
の

整
備

や
安

否
確

認
シ

ス
テ

ム
の

導
入

な
ど

、
物

理
的

に
も

安
全

対
策

を
実

施
し

た
こ

と

で
、

事
故

等
の

再
発

防
止

策
が

よ
り

強
化

さ
れ

た
。

 

・
講

習
会

の
受

講
や

、
研

究
室

の
点

検
を

定
期

的
に

実
施

す
る

こ
と

で
、
学

生
及

び
教

職
員

の
安

全
意

識

を
高

め
、

常
に

緊
張

感
を

維
持

す
る

も
の

と
な

っ
た

。
 

 

５
 

今
後

の
方

向
性

 

 
令

和
４
（

2
0
2
2
）
年

度
に

実
施
し

た
再

発
防

止
の

取
組

を
着

実
に

実
行

し
、
課

題
点

の
見

直
し

を
実

施
し

な
が

ら
、

今
後

も
事

故
の

再
発

防
止

、
学

生
及

び
教

職
員

の
危

機
管

理
意

識
の

向
上

に
取

り
組

む
。
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特特
記記

事事
項項

  

ⅦⅦ
――

２２
 

Ⅳ
 

業
務

運
営

の
改

善
及

び
効

率
化

に
関

す
る

特
記

事
項

 

特
色

あ
る

取
組

や
顕

著
な

実
績

又
は

特
に

優
れ

た
成

果
を

上
げ

た
取

組
 

【
持

続
可

能
な

社
会

の
実

現
に

向
け

た
取

組
】

中
期

計
画

番
号

4
-2

7 
 

自
己

評
価

S 

１
 

持
続

可
能

な
社

会
の

実
現

に
向

け
た

取
組

の
概

要
 

 
気

候
危

機
を

は
じ

め
と

し
た

S
DG

ｓ
へ

の
取

組
を

推
進

す
る

た
め

、
令

和
３
（

2
0
21

）
年

７
月

、
国

公
立

大

学
に

お
い

て
初

め
て

「
気

候
非

常
事

態
宣

言
」

を
発

出
し

た
。

 

令
和

４
（

2
0
2
2
）
年

度
に

つ
い

て
は

、
こ

の
気

候
非

常
事

態
宣

言
を

踏
ま

え
、
気

候
危

機
を

乗
り

越
え

た
持

続
可

能
な

社
会

の
実

現
に

向
け

、
法

人
と

し
て

主
に

次
の

取
組

を
実

施
し

た
。

 

 ２
 

具
体

的
な

取
組

 

（
１

）
東

京
都

公
立

大
学

法
人

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

推
進

プ
ラ

ン
の

策
定

 
 

 
 

令
和

４
（

2
0
2
2
）
年

度
３

月
に

、
今

後
推

進
す

る
基

本
的

方
向

性
を

定
め

る
と

と
も

に
、
法

人
が

排
出

す

る
温

室
効

果
ガ

ス
の

状
況

を
明

ら
か

に
し

、
国

や
東

京
都

を
上

回
る

温
室

効
果

ガ
ス

の
削

減
目

標
を

掲
げ

た

「
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
推

進
プ

ラ
ン

」
を

策
定

し
た

。
 

  
①

基
本

的
方

向
性

 

 
 
「

学
術

研
究

の
推

進
」「

人
材

育
成
・
学

生
活

動
の

促
進

」「
エ

ネ
ル

ギ
ー

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
（

事
業

活
動

で

排
出

さ
れ

る
温

室
効

果
ガ

ス
の

削
減

）
」

を
推

進
し

、
企

業
等

と
の

連
携

や
温

室
効

果
ガ

ス
の

削
減

目
標

の

着
実

な
達

成
を

通
し

て
、

気
候

危
機

を
乗

り
越

え
た

持
続

可
能

な
社

会
を

目
指

す
こ

と
と

し
た

。
 

 
 

②
温

室
効

果
ガ

ス
の

削
減

目
標

 

 
 

法
人

が
排

出
す

る
温

室
効

果
ガ

ス
に

つ
い

て
、

以
下

２
つ

の
削

減
目

標
を

設
定

し
た

。
 

・
2
0
30

年
代

に
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー
ト

ラ
ル

を
達

成
す

る
こ

と
を

目
指

す
。

 

・
2
0
30

年
ま

で
に

少
な

く
と

も
2
01

3
年

度
比

で
5
0
％

の
削

減
を

達
成
す

る
。

 

 
 

な
お

、
G
HG

プ
ロ

ト
コ

ル
に

お
け

る
「

そ
の

他
の

間
接

排
出

量
（

S
co

p
e
３

）」
に

つ
い

て
は

、
令

和
４
（

20
2
2
） 

 
年

度
に

、
令

和
３

（
2
0
21

）
年
度

の
南

大
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
け

る
実

績
の

試
算

を
行

い
、

今
後

、
排

出
 

量
の

適
切

な
算

定
、

対
策

の
検

討
な

ど
、

積
極

的
に

取
り

組
ん

で
い

く
と

し
た

。
 

（
２

）
環

境
報

告
書

の
作

成
 

 
 

環
境

省
が

定
め

る
「

環
境

報
告

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
に

準
拠

し
て

、
 

 
 

 

令
和

４
（

2
0
22

）
年

度
３

月
に

、
法

人
と

し
て

初
め

て
、
事

業
者

が
自

ら
 

 

の
事

業
活

動
に

伴
う

環
境

負
荷

の
状

況
及

び
事

業
活

動
に

お
け

る
環

境
 

配
慮

の
取

組
状

況
に

つ
い

て
、

総
合

的
・

体
系

的
に

取
り

ま
と

め
た

 

「
環

境
報

告
書

」
を

作
成

・
公

表
し

た
。

 

 

【
内

容
】

※
抜

粋
 

 
・
法

人
に

お
け

る
温

室
効

果
ガ

ス
排

出
量

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

使
用

量
等

実
績
 

 
・

環
境

に
配

慮
し

た
研

究
 

 
 

 
水

素
エ

ネ
ル

ギ
ー

社
会

の
実

現
に

向
け

た
触

媒
の

開
発

（
都

立
大

）
 

 
 

 
微

細
藻

類
の

最
適

な
培

養
環

境
の

構
築

（
産

技
大

）
 

外
３

件
 

 
・

学
生

の
活

動
 

 
 

 
松

木
日

向
緑

地
に

お
け

る
学

生
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
（

都
立

大
）

 

 
 

 
環

境
負

荷
低

減
の

た
め

の
行

動
変

容
を

促
す

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
開

発
（

産
技

高
専

）
 

 
・

地
域

へ
の

貢
献

 

 
 

 
 
オ

ー
プ

ン
ユ

ニ
バ

ー
シ

テ
ィ

に
お

け
る

オ
ン

ラ
イ

ン
講

座
の

実
施

（
都

立
大

）
 

 
 

 
 

令
和

４
（

2
0
22

）
年

度
冬
期

「
い

ま
、

環
境

問
題

を
考

え
る

」
 

 
 

 
 

 
…

地
球

温
暖

化
を

は
じ

め
、

様
々

な
環

境
問

題
に

つ
い

て
多

角
的

に
考

え
る

全
８

回
講

座
 

 （
３

）
省

エ
ネ

・
創

エ
ネ

の
推

進
 

 
 

法
人

に
お

い
て

は
、
法

人
及

び
２

大
学

１
高

専
の

教
職

員
で

構
成

す
る
 

 

「
エ

コ
キ

ャ
ン

パ
ス
・
グ

リ
ー

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

推
進

委
員

会
」
を

設
置

し
、 

こ
れ

ま
で

も
省

エ
ネ

活
動

等
に

取
り

組
ん

で
き

た
。

 

令
和

４
（

2
02

2
）
年

度
に

つ
い

て
は

、
厳

し
い

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

調
達

状
 

況
を

踏
ま

え
、
夏

季
及

び
冬

季
に

更
な

る
省

エ
ネ

活
動

を
推

進
し

、
２

大
 

学
１

高
専

の
各

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
い

て
、
学

生
の

夏
季

休
業

期
間

等
に

合
 

わ
せ

て
事

務
室

を
一

時
的

に
閉

鎖
す

る
な

ど
、
例

年
以

上
に

省
エ

ネ
活

動
 

に
取

り
組

ん
だ

。
 

 
ま

た
、

東
京

都
の

H
TT

・
脱

炭
素

化
に

向
け

た
取

組
に

係
る

補
正

予
 

算
を

活
用

し
、
南

大
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
い

て
太

陽
光

発
電

シ
ス

テ
ム

の
 

改
修

を
行

い
、

発
電

容
量

の
増

強
を

図
っ

た
。

 

 
 

こ
れ

ら
の

こ
と

に
よ

り
、

法
人

の
電

気
使

用
量

に
つ

い
て

、
前

年
度

よ
り

減
少

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

た
。
 

 ３
 

令
和

５
（

2
0
23

）
年

度
の

取
組

方
針

 

 
令

和
５
（

2
0
2
3
）
年

度
に

つ
い
て

は
、
法

人
及

び
２

大
学

１
高

専
の

教
職

員
で

構
成

す
る
「

エ
コ

活
動

推
進

委
員

会
」

を
設

置
し

、
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
推

進
プ

ラ
ン

に
基

づ
き

取
組

を
推

進
す

る
。

 

 
ま

た
、
令

和
５
（

2
0
2
3
）
年

度
版

の
環

境
報

告
書

を
作

成
す

る
な

ど
、
取

組
に

つ
い

て
は

積
極

的
に

発
信

を

行
う

。
 

 

 
〈

環
境

報
告

書
20

22
〉
 

 
〈

太
陽

光
パ

ネ
ル
改

修
工
事

〉
 

〈
南

大
沢
キ

ャ
ン
パ

ス
〉
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１
．

予
算

１
．

予
算

平
成

2
9
（
2
0
1
7
）
年

度
～

令
和

４
（
2
0
2
2
）
年

度
平

成
2
9
（
2
0
1
7
）
年

度
～

令
和

４
（
2
0
2
2
）
年

度

[人
件

費
の

見
積

り
]

　
中

期
目

標
期

間
中

総
額

　
７

９
，

２
４

５
百

万
円

を
支

出
す

る
。

（
退

職
手

当
は

除
く

）
注

）
効

率
化

推
進

積
立

金
は

、
法

人
の

効
率

化
の

促
進

や
不

測
の

事
態

へ
の

対
応

を
目

的
と

し
て

積
み

立
て

る
基

金
で

あ
る

。
 

注
）
各

計
数

は
、

原
則

と
し

て
表

示
単

位
未

満
四

捨
五

入
の

た
め

、
合

計
等

に
一

致
し

な
い

こ
と

が
あ

る
。

注
）
平

成
2
9
（
2
0
1
7
）
年

度
の

額
を

基
礎

と
し

て
、

平
成

3
0
（
2
0
1
8
）
年

度
以

降
の

予
算

額
を

試
算

し
て

い
る

。
　

　
金

額
に

つ
い

て
は

見
込

み
で

あ
り

、
各

事
業

年
度

の
運

営
費

交
付

金
等

に
つ

い
て

は
、

予
算

編
成

過
程

に
お

い
て

 
　

　
決

定
さ

れ
る

。

注
）
　

計
画

・
実

績
の

金
額

に
つ

い
て

は
、

各
年

度
の

業
務

実
績

報
告

書
に

記
載

さ
れ

た
金

額
を

積
み

上
げ

た
も

の
で

あ
る

。
注

）
　

各
計

数
は

、
原

則
と

し
て

表
示

単
位

未
満

四
捨

五
入

の
た

め
、

合
計

等
に

一
致

し
な

い
こ

と
が

あ
る

。

Ⅷ
　

予
算

(
人

件
費

の
見

積
り

を
含

む
。

)
、

収
支

計
画

及
び

資
金

計
画

項
 
 
目

中
期

計
画

中
期

計
画

に
係

る
実

績

（単
位

：百
万

円
）

区
分

金
額

収
入

　
運

営
費

交
付

金
10

7,
13

8
　

施
設

費
補

助
金

18
,0

00
　

自
己

収
入

35
,7

17
　

　
授

業
料

及
入

学
金

検
定

料
収

入
33

,9
23

　
　

そ
の

他
収

入
1,

79
4

　
外

部
資

金
10

,5
64

　
目

的
積

立
金

取
崩

3,
36

1
　

効
率

化
推

進
積

立
金

取
崩

83
9

計
17

5,
61

9
支

出
　

業
務

費
14

7,
05

5
　

　
教

育
研

究
経

費
11

1,
32

6
　

　
管

理
費

35
,7

29
　

施
設

整
備

費
18

,0
00

　
外

部
資

金
研

究
費

等
10

,5
64

計
17

5,
61

9

（単
位

：百
万

円
）

区
分

計
画

実
績

差
額

（実
績

－
計

画
）

収
入

　
運

営
費

交
付

金
11

7,
34

7
11

6,
66

1
△

 6
86

　
施

設
費

補
助

金
18

,0
01

16
,0

98
△

 1
,9

03
　

自
己

収
入

34
,8

86
34

,1
34

△
 7

52
　

　
授

業
料

及
入

学
金

検
定

料
収

入
33

,0
23

32
,5

03
△

 5
20

　
　

そ
の

他
収

入
1,

86
5

1,
63

0
△

 2
35

　
外

部
資

金
9,

49
6

11
,1

56
1,

66
0

　
目

的
積

立
金

取
崩

4,
20

6
3,

02
3

△
 1

,1
83

　
効

率
化

推
進

積
立

金
取

崩
3,

59
4

44
5

△
 3

,1
49

計
18

7,
52

7
18

1,
51

7
△

 6
,0

10
支

出
　

業
務

費
16

0,
03

2
14

8,
48

6
△

 1
1,

54
6

　
　

教
育

研
究

経
費

12
1,

10
6

11
1,

72
3

△
 9

,3
83

　
　

管
理

費
38

,9
28

36
,7

62
△

 2
,1

66
　

施
設

整
備

費
18

,0
01

16
,0

98
△

 1
,9

03
　

外
部

資
金

研
究

費
9,

49
6

10
,8

85
1,

38
9

計
18

7,
52

7
17

5,
46

8
△

 1
2,

05
9

収
入

－
支

出
-

6,
04

9
6,

04
9
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１
．

予
算

１
．

予
算

令
和

４
年

度
令

和
４

年
度

[人
件

費
の

見
積

り
]

　
期

間
中

総
額

 １
３

，
１

３
９

 百
万

円
を

支
出

す
る

。
（
退

職
手

当
は

除
く

。
）

注
）
　

各
計

数
は

、
原

則
と

し
て

表
示

単
位

未
満

四
捨

五
入

の
た

め
、

合
計

等
に

一
致

し
な

い
こ

と
が

あ
る

。

注
）
　

各
計

数
は

、
原

則
と

し
て

表
示

単
位

未
満

四
捨

五
入

の
た

め
、

合
計

等
に

一
致

し
な

い
こ

と
が

あ
る

。

年
度

計
画

に
係

る
実

績
項

 
 
目

年
度

計
画

（単
位

：百
万

円
）

区
分

金
額

収
入

　
運

営
費

交
付

金
23

,0
94

　
施

設
費

補
助

金
2,

71
5

　
自

己
収

入
5,

66
1

　
　

授
業

料
及

入
学

金
検

定
料

収
入

5,
37

1
　

　
そ

の
他

収
入

29
0

　
外

部
資

金
1,

45
7

　
目

的
積

立
金

取
崩

2,
73

7
　

効
率

化
推

進
積

立
金

取
崩

61
2

計
36

,2
75

支
出

　
業

務
費

32
,1

03
　

　
教

育
研

究
経

費
25

,5
73

　
　

管
理

費
6,

53
1

　
施

設
整

備
費

2,
71

5
　

外
部

資
金

研
究

費
等

1,
45

7
計

36
,2

75

（単
位

：百
万

円
）

区
分

計
画

実
績

差
額

（実
績

－
計

画
）

収
入

　
運

営
費

交
付

金
23

,0
94

23
,0

55
△

 3
8

　
施

設
費

補
助

金
2,

71
5

2,
65

1
△

 6
3

　
自

己
収

入
5,

66
1

5,
56

0
△

 1
01

　
　

授
業

料
及

入
学

金
検

定
料

収
入

5,
37

1
5,

31
8

△
 5

3
　

　
そ

の
他

収
入

29
0

24
2

△
 4

8
　

外
部

資
金

1,
45

7
2,

29
5

83
8

　
目

的
積

立
金

取
崩

2,
73

7
1,

76
8

△
 9

69
　

効
率

化
推

進
積

立
金

取
崩

61
2

43
1

△
 1

80
計

36
,2

75
35

,7
61

△
 5

14
支

出
　

業
務

費
32

,1
03

29
,9

11
△

 2
,1

92
　

　
教

育
研

究
経

費
25

,5
73

23
,2

68
△

 2
,3

05
　

　
管

理
費

6,
53

1
6,

64
3

11
2

　
施

設
整

備
費

2,
71

5
2,

65
1

△
 6

4
　

外
部

資
金

研
究

費
1,

45
7

2,
23

6
77

9
計

36
,2

75
34

,7
98

△
 1

,4
77

収
入

－
支

出
-

96
3

96
3
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２
．

収
支

計
画

２
．

収
支

計
画

平
成

2
9
（
2
0
1
7
）
年

度
～

令
和

４
（
2
0
2
2
）
年

度
平

成
2
9
（
2
0
1
7
）
年

度
～

令
和

４
（
2
0
2
2
）
年

度

注
）
　

各
計

数
は

、
原

則
と

し
て

表
示

単
位

未
満

四
捨

五
入

の
た

め
、

合
計

等
に

一
致

し
な

い
こ

と
が

あ
る

。
注

）
　

計
画

・
実

績
の

金
額

に
つ

い
て

は
、

各
年

度
の

業
務

実
績

報
告

書
に

記
載

さ
れ

た
金

額
を

積
み

上
げ

た
も

の
で

あ
る

。
注

）
　

各
計

数
は

、
原

則
と

し
て

表
示

単
位

未
満

四
捨

五
入

の
た

め
、

合
計

等
に

一
致

し
な

い
こ

と
が

あ
る

。

項
 
 
目

中
期

計
画

中
期

計
画

に
係

る
実

績

（
単

位
：百

万
円

）

区
分

金
額

費
用

の
部

1
50

,7
8
2

　
経

常
費

用
1
50

,7
8
2

　
　

業
務

費
1
23

,7
9
3

　
　

　
教

育
研

究
経

費
29

,6
5
8

　
　

　
受

託
研

究
費

等
10

,5
6
4

　
　

　
役

員
人

件
費

40
6

　
　

　
教

員
人

件
費

62
,3

0
3

　
　

　
職

員
人

件
費

20
,8

6
3

　
　

一
般

管
理

費
15

,4
0
8

　
　

財
務

費
用

15
5

　
　

減
価

償
却

費
11

,4
2
6

収
益

の
部

1
47

,9
8
3

　
経

常
収

益
1
47

,9
8
3

　
　

運
営

費
交

付
金

収
益

94
,9

7
6

　
　

授
業

料
収

益
28

,9
8
6

　
　

入
学

金
収

益
3
,6

8
5

　
　

検
定

料
収

益
1
,2

5
2

　
　

受
託

研
究

等
収

益
10

,5
6
4

　
　

そ
の

他
収

益
1
,7

9
4

　
　

資
産

見
返

運
営

費
交

付
金

等
戻

入
6
,4

8
2

　
　

資
産

見
返

物
品

受
贈

額
戻

入
24

4
純

利
益

△
 2

,8
0
0

目
的

積
立

金
取

崩
1
,9

6
1

効
率

化
推

進
積

立
金

取
崩

83
9

総
利

益
0

（単
位

：百
万

円
）

区
分

計
画

実
績

差
額

（実
績

－
計

画
）

費
用

の
部

16
8,

40
6

16
2,

82
1

△
 5

,5
85

　
経

常
費

用
16

8,
40

6
16

1,
56

1
△

 6
,8

45
　

　
業

務
費

14
7,

04
0

13
8,

95
9

△
 8

,0
81

　
　

　
教

育
研

究
経

費
52

,6
77

45
,1

88
△

 7
,4

89
　

　
　

受
託

研
究

費
等

9,
49

6
7,

20
9

△
 2

,2
87

　
　

　
役

員
人

件
費

96
3

89
0

△
 7

3
　

　
　

教
員

人
件

費
62

,3
94

62
,8

01
40

7
　

　
　

職
員

人
件

費
21

,5
13

22
,8

72
1,

35
9

　
　

一
般

管
理

費
10

,2
14

11
,2

03
98

9
　

　
財

務
費

用
12

4
10

9
△

 1
5

　
　

減
価

償
却

費
11

,0
27

11
,2

91
26

4
　

臨
時

損
失

0
1,

26
0

1,
26

0

収
益

の
部

16
2,

32
9

16
7,

32
8

4,
99

9
　

経
常

収
益

16
2,

32
9

16
7,

16
4

4,
83

5
　

　
運

営
費

交
付

金
収

益
11

0,
48

5
10

5,
85

3
△

 4
,6

32
　

　
授

業
料

収
益

28
,1

52
30

,8
38

2,
68

6
　

　
入

学
金

収
益

3,
60

2
3,

77
5

17
3

　
　

検
定

料
収

益
1,

27
1

1,
25

6
△

 1
5

　
　

受
託

研
究

等
収

益
9,

49
6

7,
18

9
△

 2
,3

07
　

　
寄

附
金

収
益

0
1,

67
4

1,
67

4
　

　
施

設
費

収
益

0
5,

35
7

5,
35

7
　

　
補

助
金

等
収

益
0

2,
22

6
2,

22
6

　
　

そ
の

他
収

益
1,

86
5

1,
60

9
△

 2
56

　
　

資
産

見
返

運
営

費
交

付
金

等
戻

入
5,

67
3

5,
98

5
31

2
　

　
資

産
見

返
補

助
金

等
戻

入
0

67
67

　
　

資
産

見
返

寄
附

金
戻

入
0

76
6

76
6

　
　

資
産

見
返

物
品

受
贈

額
戻

入
52

1
57

0
49

　
臨

時
利

益
0

16
5

16
5

純
利

益
△

 6
,0

76
4,

50
6

10
,5

82
目

的
積

立
金

取
崩

3,
74

9
1,

54
9

△
 2

,2
00

効
率

化
推

進
積

立
金

取
崩

3,
59

4
44

5
△

 3
,1

49
総

利
益

-
6,

06
9

6,
06

9
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２
．

収
支

計
画

２
．

収
支

計
画

令
和

４
年

度
令

和
４

年
度

注
）
　

各
計

数
は

、
原

則
と

し
て

表
示

単
位

未
満

四
捨

五
入

の
た

め
、

合
計

等
に

一
致

し
な

い
こ

と
が

あ
る

。
注

）
　

各
計

数
は

、
原

則
と

し
て

表
示

単
位

未
満

四
捨

五
入

の
た

め
、

合
計

等
に

一
致

し
な

い
こ

と
が

あ
る

。

項
 
 
目

年
度

計
画

年
度

計
画

に
係

る
実

績

（単
位

：百
万

円
）

区
分

金
額

費
用

の
部

33
,9

51
　

経
常

費
用

33
,9

51
　

　
業

務
費

30
,6

26
　

　
　

教
育

研
究

経
費

15
,0

81
　

　
　

受
託

研
究

費
等

1,
45

7
　

　
　

役
員

人
件

費
15

2
　

　
　

教
員

人
件

費
10

,3
02

　
　

　
職

員
人

件
費

3,
63

4
　

　
一

般
管

理
費

1,
44

6
　

　
財

務
費

用
19

　
　

減
価

償
却

費
1,

86
0

　
臨

時
損

失
－

収
益

の
部

30
,6

80
　

経
常

収
益

30
,6

80
　

　
運

営
費

交
付

金
収

益
22

,5
14

　
　

授
業

料
収

益
4,

57
1

　
　

入
学

金
収

益
59

1
　

　
検

定
料

収
益

21
0

　
　

受
託

研
究

等
収

益
1,

45
7

　
　

寄
附

金
収

益
－

　
　

施
設

費
収

益
－

　
　

補
助

金
等

収
益

－
　

　
そ

の
他

収
益

29
0

　
　

資
産

見
返

運
営

費
交

付
金

等
戻

入
95

4
　

　
資

産
見

返
補

助
金

等
戻

入
－

　
　

資
産

見
返

寄
附

金
戻

入
－

　
　

資
産

見
返

物
品

受
贈

額
戻

入
93

　
臨

時
利

益
－

純
利

益
△

 3
,2

70
目

的
積

立
金

取
崩

2,
65

9
効

率
化

推
進

積
立

金
取

崩
61

2
総

利
益

0

（単
位

：百
万

円
）

区
分

計
画

実
績

差
額

（実
績

－
計

画
）

費
用

の
部

33
,9

51
29

,6
56

△
 4

,2
95

　
経

常
費

用
33

,9
51

29
,3

77
△

 4
,5

74
　

　
業

務
費

30
,6

26
25

,0
04

△
 5

,6
22

　
　

　
教

育
研

究
経

費
15

,0
81

8,
78

1
△

 6
,3

00
　

　
　

受
託

研
究

費
等

1,
45

7
1,

53
3

76
　

　
　

役
員

人
件

費
15

2
14

9
△

 3
　

　
　

教
員

人
件

費
10

,3
02

10
,6

04
30

2
　

　
　

職
員

人
件

費
3,

63
4

3,
93

7
30

3
　

　
一

般
管

理
費

1,
44

6
2,

47
7

1,
03

1
　

　
財

務
費

用
19

15
△

 4
　

　
減

価
償

却
費

1,
86

0
1,

88
0

20
　

臨
時

損
失

－
27

9
27

9

収
益

の
部

30
,6

80
30

,0
80

△
 6

00
　

経
常

収
益

30
,6

80
30

,0
78

△
 6

02
　

　
運

営
費

交
付

金
収

益
22

,5
14

19
,1

94
△

 3
,3

20
　

　
授

業
料

収
益

4,
57

1
5,

09
8

52
7

　
　

入
学

金
収

益
59

1
64

2
51

　
　

検
定

料
収

益
21

0
19

5
△

 1
5

　
　

受
託

研
究

等
収

益
1,

45
7

1,
50

4
47

　
　

寄
附

金
収

益
－

28
3

28
3

　
　

施
設

費
収

益
－

1,
11

6
1,

11
6

　
　

補
助

金
等

収
益

－
49

1
49

1
　

　
そ

の
他

収
益

29
0

23
7

△
 5

3
　

　
資

産
見

返
運

営
費

交
付

金
等

戻
入

95
4

1,
08

7
13

3
　

　
資

産
見

返
補

助
金

等
戻

入
－

26
26

　
　

資
産

見
返

寄
附

金
戻

入
－

12
6

12
6

　
　

資
産

見
返

物
品

受
贈

額
戻

入
93

78
△

 1
5

　
臨

時
利

益
－

2
2

純
利

益
△

 3
,2

70
42

3
3,

69
3

目
的

積
立

金
取

崩
2,

65
9

60
0

△
 2

,0
59

効
率

化
推

進
積

立
金

取
崩

61
2

43
1

△
 5

16
総

利
益

0
1,

02
3

1,
02

3

－ 410 －



３
．

資
金

計
画

３
．

資
金

計
画

平
成

2
9
（
2
0
1
7
）
年

度
～

令
和

４
（
2
0
2
2
）
年

度
平

成
2
9
（
2
0
1
7
）
年

度
～

令
和

４
（
2
0
2
2
）
年

度

注
）
　

各
計

数
は

、
原

則
と

し
て

表
示

単
位

未
満

四
捨

五
入

の
た

め
、

合
計

等
に

一
致

し
な

い
こ

と
が

あ
る

。
注

）
　

計
画

・
実

績
の

金
額

に
つ

い
て

は
、

各
年

度
の

業
務

実
績

報
告

書
に

記
載

さ
れ

た
金

額
を

積
み

上
げ

た
も

の
で

あ
る

。
注

）
　

各
計

数
は

、
原

則
と

し
て

表
示

単
位

未
満

四
捨

五
入

の
た

め
、

合
計

等
に

一
致

し
な

い
こ

と
が

あ
る

。

項
 
 
目

中
期

計
画

中
期

計
画

に
係

る
実

績

（単
位

：百
万

円
）

区
分

計
画

実
績

差
額

（実
績

－
計

画
）

資
金

支
出

18
7,

52
7

17
8,

93
5

△
 8

,5
92

　
業

務
活

動
に

よ
る

支
出

15
7,

87
5

14
3,

52
1

△
 1

4,
35

4
　

投
資

活
動

に
よ

る
支

出
25

,5
70

25
,0

36
△

 5
34

　
財

務
活

動
に

よ
る

支
出

4,
08

3
4,

13
5

52
　

資
金

に
係

る
換

算
差

額
0

1
1

　
翌

年
度

へ
の

繰
越

金
0

6,
24

2
6,

24
2

資
金

収
入

18
7,

52
7

17
8,

93
5

△
 8

,5
92

　
業

務
活

動
に

よ
る

収
入

16
1,

24
5

15
9,

11
5

△
 2

,1
30

　
　

運
営

費
交

付
金

に
よ

る
収

入
11

7,
34

7
11

6,
68

0
△

 6
67

　
　

授
業

料
及

入
学

金
検

定
料

に
よ

る
収

入
33

,0
23

32
,5

38
△

 4
85

　
　

受
託

研
究

等
収

入
9,

49
6

7,
34

8
△

 2
,1

48
　

　
補

助
金

等
収

入
0

77
2

77
2

　
　

寄
附

金
収

入
0

1,
24

6
1,

24
6

　
　

そ
の

他
の

収
入

1,
38

0
53

1
△

 8
49

　
投

資
活

動
に

よ
る

収
入

18
,0

01
16

,2
70

△
 1

,7
31

　
　

施
設

費
補

助
金

に
よ

る
収

入
18

,0
01

16
,2

70
△

 1
,7

31
　

財
務

活
動

に
よ

る
収

入
48

3
51

3
30

　
前

年
度

よ
り

の
繰

越
金

7,
79

9
3,

03
7

△
 4

,7
62

（
単

位
：
百

万
円

）

区
分

金
額

資
金

支
出

17
5,

61
9

　
業

務
活

動
に

よ
る

支
出

13
7,

87
0

　
投

資
活

動
に

よ
る

支
出

3
3,

38
1

　
財

務
活

動
に

よ
る

支
出

4
,3

6
8

資
金

収
入

17
5,

61
9

　
業

務
活

動
に

よ
る

収
入

15
2,

91
6

　
　

運
営

費
交

付
金

に
よ

る
収

入
10

7,
13

8
　

　
授

業
料

及
入

学
金

検
定

料
に

よ
る

収
入

3
3,

92
3

　
　

受
託

研
究

等
収

入
1
0,

56
4

　
　

そ
の

他
の

収
入

1
,2

9
1

　
投

資
活

動
に

よ
る

収
入

1
8,

00
0

　
　

施
設

費
補

助
金

に
よ

る
収

入
1
8,

00
0

　
財

務
活

動
に

よ
る

収
入

50
3

　
前

期
中

期
目

標
期

間
よ

り
の

繰
越

金
4
,2

0
0

－ 411 －



３
．

資
金

計
画

３
．

資
金

計
画

令
和

４
年

度
令

和
４

年
度

注
）
　

前
年

度
よ

り
の

繰
越

金
３

，
３

４
８

百
万

円
は

、
目

的
積

立
金

及
び

効
率

化
推

進
積

立
金

取
り

崩
し

相
当

額
で

あ
る

。
注

）
　

各
計

数
は

、
原

則
と

し
て

表
示

単
位

未
満

四
捨

五
入

の
た

め
、

合
計

等
に

一
致

し
な

い
こ

と
が

あ
る

。
注

）
　

各
計

数
は

、
原

則
と

し
て

表
示

単
位

未
満

四
捨

五
入

の
た

め
、

合
計

等
に

一
致

し
な

い
こ

と
が

あ
る

。

項
 
 
目

年
度

計
画

年
度

計
画

に
係

る
実

績

（単
位

：百
万

円
）

区
分

金
額

資
金

支
出

36
,2

75
　

業
務

活
動

に
よ

る
支

出
32

,2
60

　
投

資
活

動
に

よ
る

支
出

3,
37

2
　

財
務

活
動

に
よ

る
支

出
64

3
　

翌
年

度
へ

の
繰

越
金

0

資
金

収
入

36
,2

75
　

業
務

活
動

に
よ

る
収

入
30

,1
40

　
　

運
営

費
交

付
金

に
よ

る
収

入
23

,0
94

　
　

授
業

料
及

入
学

金
検

定
料

に
よ

る
収

入
5,

37
1

　
　

受
託

研
究

等
収

入
1,

45
7

　
　

そ
の

他
の

収
入

21
7

　
投

資
活

動
に

よ
る

収
入

2,
71

5
　

　
施

設
費

補
助

金
に

よ
る

収
入

2,
71

5
　

財
務

活
動

に
よ

る
収

入
72

　
前

年
度

よ
り

の
繰

越
金

3,
34

8

（単
位

：百
万

円
）

区
分

計
画

実
績

差
額

（実
績

－
計

画
）

資
金

支
出

36
,2

75
35

,2
74

△
 1

,0
01

　
業

務
活

動
に

よ
る

支
出

32
,2

60
25

,7
59

△
 6

,5
01

　
投

資
活

動
に

よ
る

支
出

3,
37

2
2,

33
3

△
 1

,0
39

　
財

務
活

動
に

よ
る

支
出

64
3

66
6

23
　

資
金

に
係

る
換

算
差

額
－

0
－

　
翌

年
度

へ
の

繰
越

金
－

6,
51

6
6,

51
6

資
金

収
入

36
,2

75
35

,2
74

△
 1

,0
01

　
業

務
活

動
に

よ
る

収
入

30
,1

40
31

,0
08

86
8

　
　

運
営

費
交

付
金

に
よ

る
収

入
23

,0
94

23
,0

27
△

 6
7

　
　

授
業

料
及

入
学

金
検

定
料

に
よ

る
収

入
5,

37
1

5,
30

5
△

 6
6

　
　

受
託

研
究

等
収

入
1,

45
7

1,
47

0
13

　
　

補
助

金
等

収
入

－
18

6
18

6
　

　
寄

附
金

収
入

－
18

9
18

9
　

　
そ

の
他

の
収

入
21

7
83

1
61

4
　

投
資

活
動

に
よ

る
収

入
2,

71
5

2,
42

1
△

 2
94

　
　

施
設

費
補

助
金

に
よ

る
収

入
2,

71
5

2,
42

1
△

 2
94

　
財

務
活

動
に

よ
る

収
入

72
77

5
　

前
年

度
よ

り
の

繰
越

金
3,

34
8

1,
76

8
△

 1
,5

80

１
　
短
期
借
入
金
の
限
度
額

4
0
億
円

4
0
億
円

２
　
想
定
さ
れ
る
理
由

年
度
計
画
に
係
る
実
績

運
営
費
交
付
金
の
受
入
れ
遅
滞
及
び
予
見
で
き
な
か
っ
た
不
測
の
事

態
の
発
生
等
に
よ
り
、
緊
急
に
支
出
を
す
る
必
要
が
生
じ
た
際
に
借

入
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

運
営
費
交
付
金
の
受
入
れ
遅
滞
及
び
予
見
で
き
な
か
っ
た
不
測
の
事
態

の
発
生
等
に
よ
り
、
緊
急
に
支
出
を
す
る
必
要
が
生
じ
た
際
に
借
入
す

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

該
当
な
し

知
事
に
承
認
を
受
け
た
目
的
積
立
金
の
う
ち
3
,
4
3
1
百
万
円
を
教
育
研
究
の
質
の
向

上
、
学
生
生
活
の
充
実
及
び
組
織
運
営
の
改
善
に
充
て
た
。

知
事
に
承
認
を
受
け
た
目
的
積
立
金
の
う
ち
2
,
1
6
1
百
万
円
を
教
育
研
究
の
質
の
向

上
、
学
生
生
活
の
充
実
及
び
組
織
運
営
の
改
善
に
充
て
た
。

１
　
施
設
及
び
設
備
に
関
す
る
計
画

２
　
積
立
金
の
使
途

中
期
計
画
に
係
る
実
績

(
Ⅹ
剰
余
金
の
使
途
 
中
期
計
画
に
係
る
実
績
 
を
参
照
)

(
Ⅹ
剰
余
金
の
使
途
 
年
度
計
画
に
係
る
実
績
 
を
参
照
)

項
 
 
目

中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

該
当
な
し

決
算
に
お
い
て
剰
余
金
が
発
生
し
た
場
合
、
教
育
研
究
の
質
の
向

上
、
学
生
生
活
の
充
実
及
び
組
織
運
営
の
改
善
に
充
て
る
。

決
算
に
お
い
て
剰
余
金
が
発
生
し
た
場
合
、
教
育
研
究
の
質
の
向
上
、

学
生
生
活
の
充
実
及
び
組
織
運
営
の
改
善
に
充
て
る
。

年
度
計
画
に
係
る
実
績

Ⅸ
　

短
期

借
入

金
の

限
度

額

Ⅹ
　

剰
余

金
の

使
途

Ⅺ
　

そ
の

他
設

立
団

体
の

規
則

で
定

め
る

業
務

運
営

に
関

す
る

事
項

４
年
度
計
画
に
係
る
実
績

４
年
度
計
画
に
係
る
実
績

中
期
計
画

　
前
中
期
目
標
期
間
繰
越
積
立
金
は
、
教
育
研
究
の
質
の
向
上
、
学

生
生
活
の
充
実
及
び
組
織
運
営
の
改
善
に
充
て
る
。

　
前
中
期
目
標
期
間
繰
越
積
立
金
は
、
教
育
研
究
の
質
の
向
上
、
学
生

生
活
の
充
実
及
び
組
織
運
営
の
改
善
に
充
て
る
。

中
期
計
画
に
係
る
実
績

年
度
計
画

中
期
計
画
に
係
る
実
績

中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

中
期
計
画
に
係
る
実
績

項
 
 
目

自
己
評
価

　
金
額
は
見
込
み
で
あ
り
、
上
記
の
ほ
か
、
業
務
の
実
施
状
況
等
を
勘

案
し
た
施
設
・
設
備
の
整
備
や
、
老
朽
度
合
い
等
を
勘
案
し
た
施
設
・

設
備
の
改
修
等
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

　
金
額
に
つ
い
て
は
見
込
み
で
あ
り
、
中
期
目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
必
要
な
業
務
の
実
施
状
況
等
を
勘
案
し
た
施
設
・
設
備
の
整
備
や

老
朽
度
合
い
等
を
勘
案
し
た
施
設
・
設
備
の
改
修
等
が
追
加
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
。

施
設

・設
備

の
内

容
予
定

額
（
百
万

円
）

財
源

南
大

沢
キ
ャ
ン
パ

ス
（
本

部
・文

系
）外

壁
・
屋

根
改

修
等

日
野

キ
ャ
ン
パ
ス
（２

号
館

ほ
か
）内

装
改

修
等

荒
川

キ
ャ
ン
パ
ス
給
排

水
管

改
修

等
高
専

品
川

エ
レ
ベ

ー
タ
ー

改
修
等

高
専

荒
川

プ
ー

ル
棟

改
修

等

総
額

　
　
　
２
，
７
１
５
百

万
円

施
設
費

補
助

金

施
設

・設
備
の
内
容

予
定

額
（百

万
円

）
財

源

経
年

劣
化

が
著
し
く
、
緊
急

対
応
が
必
要

な
施

設
・設

備
の

改
修

を
実

施
す

る
。

１
８
，
０
０
０
百

万
円

施
設
費

補
助
金

施
設
・
設
備

の
内
容

実
績
額

（百
万
円

）
財

源

南
大
沢

キ
ャ
ン
パ
ス
外
壁

屋
根
改

修
南

大
沢

キ
ャ
ン
パ
ス
防
水

改
修

南
大
沢

キ
ャ
ン
パ
ス
照
明

設
備
更

新
南

大
沢

キ
ャ
ン
パ
ス
空
調

設
備
改

修
南

大
沢

キ
ャ
ン
パ
ス
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
改

修
南

大
沢

キ
ャ
ン
パ
ス
消
火

設
備
改

修
日

野
キ
ャ
ン
パ
ス
給

排
水

衛
生
設

備
改

修
等

日
野
キ
ャ
ン
パ
ス
内

装
改

修
日

野
キ
ャ
ン
パ
ス
電

気
設

備
改
修

日
野
キ
ャ
ン
パ
ス
エ
レ
ベ

ー
タ
ー

改
修

荒
川
キ
ャ
ン
パ
ス
内

装
改

修
荒

川
キ
ャ
ン
パ
ス
増

築
棟

外
壁
改

修
荒

川
キ
ャ
ン
パ
ス
給

排
水

設
備
改

修
高

専
品

川
外

壁
防

水
改
修

高
専
品

川
照

明
設

備
更
新

高
専
品

川
プ
ー

ル
棟
・
体
育
館

改
修

高
専
荒

川
照

明
設

備
更
新

高
専
荒

川
給

排
水

衛
生
設

備
更

新
モ
ノ
リ
ス
賃
借

料
　
　
等

総
額

　
　
１
６
，
０
９
８
百
万
円

施
設
費

補
助

金

施
設
・
設

備
の
内

容
予
定

額
（百

万
円
）

財
源

南
大

沢
キ
ャ
ン
パ
ス
（本

部
・
文

系
）
外

壁
・
屋
根

改
修

等
日
野

キ
ャ
ン
パ

ス
（２

号
館
ほ
か
）
内

装
改

修
等

荒
川

キ
ャ
ン
パ

ス
給

排
水

管
改
修

等
高
専

品
川
エ
レ
ベ

ー
タ
ー

改
修

等
高
専

荒
川
プ
ー

ル
棟

改
修
等

総
額

　
　
　
２
，
７
１
５
百

万
円

施
設

費
補
助

金
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１
　
短
期
借
入
金
の
限
度
額

4
0
億
円

4
0
億
円

２
　
想
定
さ
れ
る
理
由

年
度
計
画
に
係
る
実
績

運
営
費
交
付
金
の
受
入
れ
遅
滞
及
び
予
見
で
き
な
か
っ
た
不
測
の
事

態
の
発
生
等
に
よ
り
、
緊
急
に
支
出
を
す
る
必
要
が
生
じ
た
際
に
借

入
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

運
営
費
交
付
金
の
受
入
れ
遅
滞
及
び
予
見
で
き
な
か
っ
た
不
測
の
事
態

の
発
生
等
に
よ
り
、
緊
急
に
支
出
を
す
る
必
要
が
生
じ
た
際
に
借
入
す

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

該
当
な
し

知
事
に
承
認
を
受
け
た
目
的
積
立
金
の
う
ち
3
,
4
3
1
百
万
円
を
教
育
研
究
の
質
の
向

上
、
学
生
生
活
の
充
実
及
び
組
織
運
営
の
改
善
に
充
て
た
。

知
事
に
承
認
を
受
け
た
目
的
積
立
金
の
う
ち
2
,
1
6
1
百
万
円
を
教
育
研
究
の
質
の
向

上
、
学
生
生
活
の
充
実
及
び
組
織
運
営
の
改
善
に
充
て
た
。

１
　
施
設
及
び
設
備
に
関
す
る
計
画

２
　
積
立
金
の
使
途

中
期
計
画
に
係
る
実
績

(
Ⅹ
剰
余
金
の
使
途
 
中
期
計
画
に
係
る
実
績
 
を
参
照
)

(
Ⅹ
剰
余
金
の
使
途
 
年
度
計
画
に
係
る
実
績
 
を
参
照
)

項
 
 
目

中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

該
当
な
し

決
算
に
お
い
て
剰
余
金
が
発
生
し
た
場
合
、
教
育
研
究
の
質
の
向

上
、
学
生
生
活
の
充
実
及
び
組
織
運
営
の
改
善
に
充
て
る
。

決
算
に
お
い
て
剰
余
金
が
発
生
し
た
場
合
、
教
育
研
究
の
質
の
向
上
、

学
生
生
活
の
充
実
及
び
組
織
運
営
の
改
善
に
充
て
る
。

年
度
計
画
に
係
る
実
績

Ⅸ
　

短
期

借
入

金
の

限
度

額

Ⅹ
　

剰
余

金
の

使
途

Ⅺ
　

そ
の

他
設

立
団

体
の

規
則

で
定

め
る

業
務

運
営

に
関

す
る

事
項

４
年
度
計
画
に
係
る
実
績

４
年
度
計
画
に
係
る
実
績

中
期
計
画

　
前
中
期
目
標
期
間
繰
越
積
立
金
は
、
教
育
研
究
の
質
の
向
上
、
学

生
生
活
の
充
実
及
び
組
織
運
営
の
改
善
に
充
て
る
。

　
前
中
期
目
標
期
間
繰
越
積
立
金
は
、
教
育
研
究
の
質
の
向
上
、
学
生

生
活
の
充
実
及
び
組
織
運
営
の
改
善
に
充
て
る
。

中
期
計
画
に
係
る
実
績

年
度
計
画

中
期
計
画
に
係
る
実
績

中
期
計
画

年
度
計
画

自
己
評
価

中
期
計
画
に
係
る
実
績

項
 
 
目

自
己
評
価

　
金
額
は
見
込
み
で
あ
り
、
上
記
の
ほ
か
、
業
務
の
実
施
状
況
等
を
勘

案
し
た
施
設
・
設
備
の
整
備
や
、
老
朽
度
合
い
等
を
勘
案
し
た
施
設
・

設
備
の
改
修
等
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

　
金
額
に
つ
い
て
は
見
込
み
で
あ
り
、
中
期
目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
必
要
な
業
務
の
実
施
状
況
等
を
勘
案
し
た
施
設
・
設
備
の
整
備
や

老
朽
度
合
い
等
を
勘
案
し
た
施
設
・
設
備
の
改
修
等
が
追
加
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
。

施
設

・設
備

の
内

容
予
定

額
（
百
万

円
）

財
源

南
大

沢
キ
ャ
ン
パ

ス
（
本

部
・文

系
）外

壁
・
屋

根
改

修
等

日
野

キ
ャ
ン
パ
ス
（２

号
館

ほ
か
）内

装
改

修
等

荒
川

キ
ャ
ン
パ
ス
給
排

水
管

改
修

等
高
専

品
川

エ
レ
ベ

ー
タ
ー

改
修
等

高
専

荒
川

プ
ー

ル
棟

改
修

等

総
額

　
　
　
２
，
７
１
５
百

万
円

施
設
費

補
助

金

施
設

・設
備
の
内
容

予
定

額
（百

万
円

）
財

源

経
年

劣
化

が
著
し
く
、
緊
急

対
応
が
必
要

な
施

設
・設

備
の

改
修

を
実

施
す

る
。

１
８
，
０
０
０
百

万
円

施
設
費

補
助
金

施
設
・
設
備

の
内
容

実
績
額

（百
万
円

）
財

源

南
大
沢

キ
ャ
ン
パ
ス
外
壁

屋
根
改

修
南

大
沢

キ
ャ
ン
パ
ス
防
水

改
修

南
大
沢

キ
ャ
ン
パ
ス
照
明

設
備
更

新
南

大
沢

キ
ャ
ン
パ
ス
空
調

設
備
改

修
南

大
沢

キ
ャ
ン
パ
ス
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
改

修
南

大
沢

キ
ャ
ン
パ
ス
消
火

設
備
改

修
日

野
キ
ャ
ン
パ
ス
給

排
水

衛
生
設

備
改

修
等

日
野
キ
ャ
ン
パ
ス
内

装
改

修
日

野
キ
ャ
ン
パ
ス
電

気
設

備
改
修

日
野
キ
ャ
ン
パ
ス
エ
レ
ベ

ー
タ
ー

改
修

荒
川
キ
ャ
ン
パ
ス
内

装
改

修
荒

川
キ
ャ
ン
パ
ス
増

築
棟

外
壁
改

修
荒

川
キ
ャ
ン
パ
ス
給

排
水

設
備
改

修
高

専
品

川
外

壁
防

水
改
修

高
専
品

川
照

明
設

備
更
新

高
専
品

川
プ
ー

ル
棟
・
体
育
館

改
修

高
専
荒

川
照

明
設

備
更
新

高
専
荒

川
給

排
水

衛
生
設

備
更

新
モ
ノ
リ
ス
賃
借

料
　
　
等

総
額

　
　
１
６
，
０
９
８
百
万
円

施
設
費

補
助

金

施
設
・
設

備
の
内

容
予
定

額
（百

万
円
）

財
源

南
大

沢
キ
ャ
ン
パ
ス
（本

部
・
文

系
）
外

壁
・
屋
根

改
修

等
日
野

キ
ャ
ン
パ

ス
（２

号
館
ほ
か
）
内

装
改

修
等

荒
川

キ
ャ
ン
パ

ス
給

排
水

管
改
修

等
高
専

品
川
エ
レ
ベ

ー
タ
ー

改
修

等
高
専

荒
川
プ
ー

ル
棟

改
修
等

総
額

　
　
　
２
，
７
１
５
百

万
円

施
設

費
補
助

金
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2

＊
「
平
成
2
9
年
度
以
前
（
再
編
前
）
の
組
織
」
の
収
容
定
員
に
つ
い
て
は
、
最
低
在
学
年
限
を
超
過
し
て
い
る

た
め
、
1
学
年
の
入
学
定
員
を
括
弧
書
き
で
示
し
て

い
る

。
(
令

和
4
年

5
月

1
日

現
在

)

1
0

―
　

　
〃

　
　

　
（

博
士

後
期

課
程

）
(
 
5
)

0
―

　
経

営
学

専
攻

（
博

士
前

期
課

程
）

(
4
0
)

0
―

　
法

曹
養

成
専

攻
（

専
門

職
学

位
課

程
）

(
5
2
)

0
―

　
　

〃
　

　
　

　
　

（
博

士
後

期
課

程
）

(
 
4
)

0
―

学
士

課
程

小
計

6
,
2
9
6

6
,
8
1
7

1
0
8
.
3

　
法

学
政

治
学

専
攻

（
博

士
前

期
課

程
）

(
 
6
)

社
会
科
学
研
究
科

　
放

射
線

学
科

(
 
4
0
)

1
―

　
作

業
療

法
学

科
(
 
4
0
)

1
―

　
　

〃
　

　
　

　
　

（
博

士
後

期
課

程
）

(
 
4
)

3
―

　
理

学
療

法
学

科
(
 
4
0
)

0
―

　
文

化
関

係
論

専
攻

（
博

士
前

期
課

程
）

(
 
5
)

0
―

(
1
3
)

0
―

　
看

護
学

科
(
 
8
0
)

2
―

　
　

〃
　

　
　

　
　

（
博

士
後

期
課

程
）

(
 
5
)

健
康
福
祉
学
部

　
文
化
基
礎
論
専
攻
（
博
士
前
期
課
程
）

5
―

　
　

〃
　

　
　

　
（

博
士

後
期

課
程

）
(
 
6
)

1
3

―
　

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

学
科

(
2
7
0
)

1
2

―
　

人
間

科
学

専
攻

（
博

士
前

期
課

程
）

(
1
7
)

0
―

(
1
4
)

0
―

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部

　
　

〃
　

　
　

　
　

（
博

士
後

期
課

程
）

(
1
0
)

　
社
会
行
動
学
専
攻
（
博
士
前
期
課
程
）

1
2

―

　
都

市
環

境
学

科
(
2
0
0
)

1
1

―
人

文
科

学
研

究
科

都
市
環
境
学
部

（
平

成
2
9
年

度
以

前
（

再
編

前
）

の
組

織
）

9
9

1
3
2
.
0

　
都

市
教

養
学

科
(
9
0
0
)

5
1

―
　

　
〃

　
　

　
　

　
　

（
博

士
後

期
課
程

）
7
5

都
市
教
養
学
部

　
人

間
健

康
科

学
専

攻
（

博
士

前
期

課
程

）
1
4
0

1
4
3

1
0
2
.
1

（
平

成
2
9
年

度
以

前
（

再
編

前
）

の
組

織
）

人
間
健
康
科
学
研
究
科

1
2
2

1
5
6
.
4

　
放

射
線

学
科

1
6
0

1
6
9

1
0
5
.
6

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
（
博
士
後
期
課
程
）

7
8

　
作

業
療

法
学

科
1
6
0

1
6
9

1
0
5
.
6

　
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
専
攻
（
博
士
前
期
課
程
）

4
3
0

5
4
2

1
2
6
.
0

　
理

学
療

法
学

科
1
4
0

1
4
3

1
0
2
.
1

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

研
究

科

8
3

9
5
.
4

　
看

護
学

科
3
2
0

3
3
1

1
0
3
.
4

健
康
福
祉
学
部

　
　

〃
　

　
　

　
　

　
（

博
士

後
期

課
程

）
8
7

　
都

市
環

境
科

学
専

攻
（

博
士

前
期

課
程

）
3
3
0

3
3
1

1
0
0
.
3

　
イ

ン
ダ

ス
ト

リ
ア

ル
ア

ー
ト

学
科

2
0
0

2
1
5

1
0
7
.
5

都
市

環
境

科
学

研
究

科

5
0

1
0
4
.
2

　
航

空
宇

宙
シ

ス
テ

ム
工

学
科

1
8
0

1
9
8

1
1
0
.
0

　
機

械
シ

ス
テ

ム
工

学
科

3
6
8

3
8
4

1
0
4
.
3

　
　

〃
　

　
　

　
（

博
士

後
期

課
程

）
4
8

　
電

子
情

報
シ

ス
テ

ム
工

学
科

3
4
8

3
6
3

1
0
4
.
3

　
生

命
科

学
専

攻
（

博
士

前
期

課
程

）
8
0

9
1

1
1
3
.
8

　
情

報
科

学
科

2
0
0

2
2
1

1
1
0
.
5

　
　

〃
　

　
（

博
士

後
期

課
程

）
2
7

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部

　
化

学
専

攻
（

博
士

前
期

課
程

）
7
0

7
6

1
0
8
.
6

2
9

1
0
7
.
4

1
1
0
.
0

　
　

〃
　

　
　

（
博

士
後

期
課

程
）

3
0

2
8

9
3
.
3

9
8
.
0

　
観

光
科

学
科

1
2
0

1
2
7

1
0
5
.
8

　
　

〃
　

　
　

　
（

博
士

後
期

課
程

）
2
4

1
7

7
0
.
8

　
環

境
応

用
化

学
科

2
4
0

2
5
2

1
0
5
.
0

　
数

理
科

学
専

攻
（

博
士

前
期

課
程

）
5
0

4
9

　
都

市
政

策
科

学
科

1
4
0

1
4
9

1
0
6
.
4

　
物

理
学

専
攻

（
博

士
前

期
課

程
）

7
0

7
7

　
建

築
学

科
2
0
0

2
1
8

1
0
9
.
0

理
学

研
究

科
 
　

都
市

基
盤

環
境

学
科

2
0
0

2
2
1

1
1
0
.
5

　
地

理
環

境
学

科
1
2
0

1
2
6

1
0
5
.
0

　
　

〃
　

　
　

（
博

士
後

期
課

程
）

1
5

3
2

2
1
3
.
3

都
市
環
境
学
部

　
経

営
学

専
攻

（
博

士
前

期
課

程
）

1
0
0

9
2

9
2
.
0

経
営
学
研
究
科

　
生

命
科

学
科

2
4
0

2
4
7

1
0
2
.
9

　
化

学
科

1
9
2

2
0
0

1
0
4
.
2

　
法

曹
養

成
専

攻
（

専
門

職
学

位
課

程
）

1
2
0

4
5

3
7
.
5

　
物

理
学

科
1
8
8

2
0
1

1
0
6
.
9

　
　

〃
　

　
　

　
　

（
博

士
後

期
課

程
）

1
2

1
1

9
1
.
7

　
数

理
科

学
科

1
8
0

1
8
9

1
0
5
.
0

　
法

学
政

治
学

専
攻

（
博

士
前

期
課

程
）

1
2

理
学
部

法
学
政
治
学
研
究
科

1
9

1
5
8
.
3

　
経

済
経

営
学

科
8
0
0

8
6
4

1
0
8
.
0

　
　

〃
　

　
　

　
　

（
博

士
後

期
課

程
）

1
2

8
6
6
.
7

1
5

9
6
0
.
0

経
済
経
営
学
部

　
文
化
関
係
論
専
攻
（
博
士
前
期
課
程
）

1
0

　
　
〃
　
　
　
　
　
（
博
士
後
期
課
程
）

1
7

1
7
0
.
0

　
法

学
科

8
0
0

8
5
9

1
0
7
.
4

　
文

化
基

礎
論

専
攻

（
博

士
前

期
課

程
）

2
6

1
1

4
2
.
3

法
学
部

　
　

〃
　

　
　

　
（

博
士

後
期

課
程

）
1
8

3
5

1
9
4
.
4

3
0

3
4

1
1
3
.
3

　
人
間
科
学
専
攻
（
博
士
前
期
課
程
）

3
4

　
人

文
学

科
3
6
0

4
0
6

1
1
2
.
8

　
　

〃
　

　
　

　
　

（
博

士
後

期
課

程
）

4
0

1
1
7
.
6

東
京
都
立

大
学

人
文
社
会
学
部

人
文
科
学
研
究
科

　
人

間
社

会
学

科
4
4
0

4
8
7

1
1
0
.
7

　
社

会
行

動
学

専
攻

（
博

士
前

期
課

程
）

2
8

3
1

1
1
0
.
7

（
平

成
3
0
年

度
以

降
（

再
編

後
）

の
組

織
）

(
名

)
(
名

)
(
%
)

（
平

成
3
0
年

度
以

降
（

再
編

後
）

の
組

織
）

(
名

)
(
名

)
(
%
)

学
部
の
学
科
、
研
究
科
の
専
攻
等
名

収
容
定
員

収
容
数

定
員
充
足
率

(
a
)

(
b
)

(
b
)
/
(
a
)
×

1
0
0

学
校
名

学
部
の
学
科
、
研
究
科
の
専
攻

等
名

収
容
定
員

収
容
数

定
員
充
足
率

学
校
名

(
a
)

(
b
)

(
b
)
/
(
a
)
×

1
0
0

○
別

表
（

学
部

の
学

科
、

研
究

科
の

専
攻

等
の

定
員

未
充

足
の

状
況

に
つ

い
て

）

－ 414 －



1 3

 ＊
東
京
都
立
大
学
の
｢
平
成
2
9
年
度
以
前
(
再
編
前
)
の
組
織
｣
の
収
容
定
員
に
つ
い
て
は
、
最
低
在
学
年

限
を
超
過
し
て
い
る
た
め
、
1
学
年
の
入
学
定
員
を
括

弧
書

き
で

示
し

て
い

る
。

(
令

和
4
年

5
月

1
日

現
在

)

　
も
の
づ
く
り
工
学
科

東
京
都
立

産
業
技
術

高
等
専
門

学
校

東
京
都
立

産
業
技
術

大
学
院
大

学

専
攻
科

1
,
6
0
0

1
,
6
0
4

1
0
0
.
3

6
4

7
6

1
1
8
.
8

本
科

専
門
職
学
位
課
程
合
計

　
産
業
技
術
専
攻
（
専
門
職
学
位
課

程
）

産
業
技
術
研
究
科

2
0
0

2
4
3

1
2
1
.
5

　
創
造
工
学
専
攻

2
0
0

2
4
3

1
2
1
.
5

専
攻

科
合

計
1
0

1
0

1
0
0
.
0

助
産

学
専

攻
科

1
0

1
0

1
0
0
.
0

（
大

学
院

合
計

）
1
,
9
7
1

2
,
2
0
0

1
1
1
.
6

専
門

職
学

位
課

程
合

計
1
2
0

4
5

3
7
.
5

博
士

後
期

課
程

合
計

4
7
1

6
3
5

1
3
4
.
8

博
士

前
期

課
程

合
計

1
,
3
8
0

1
,
5
2
0

1
1
0
.
1

　
　

〃
　

　
　

　
　

　
（

博
士

後
期

課
程

）
(
2
2
)

1
3

―
　

人
間

健
康

科
学

専
攻

（
博

士
前

期
課
程

）
(
5
0
)

0
―

人
間
健
康
科
学
研
究
科

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
（
博
士
後
期
課
程
）

(
2
4
)

8
―

　
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
専
攻
（
博
士
前
期
課
程
）

(
1
7
2
)

1
―

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
研
究
科

　
　

〃
　

　
　

　
　

　
（

博
士

後
期

課
程

）
(
3
1
)

6
―

　
都

市
環

境
科

学
専

攻
（

博
士

前
期

課
程

）
(
1
6
3
)

0
―

都
市
環
境
科
学
研
究
科

　
　

〃
　

　
　

　
（

博
士

後
期

課
程

）
(
 
6
)

3
―

　
機

械
工

学
専

攻
（

博
士

前
期

課
程

）
(
3
2
)

0
―

　
　

〃
　

　
　

　
　

　
（

博
士

後
期

課
程

）
(
 
6
)

0
―

　
電

気
電

子
工

学
専

攻
（

博
士

前
期

課
程

）
(
3
2
)

0
―

　
　

〃
　

　
　

　
（

博
士

後
期

課
程

）
(
1
6
)

2
―

　
生

命
科

学
専

攻
（

博
士

前
期

課
程

）
(
4
0
)

0
―

　
　

〃
　

　
　

　
　

　
（

博
士

後
期

課
程

）
(
 
9
)

0
―

　
分

子
物

質
化

学
専

攻
（

博
士

前
期

課
程

）
(
3
3
)

0
―

　
　

〃
　

　
　

（
博

士
後

期
課

程
）

(
 
9
)

1
―

　
物

理
学

専
攻

（
博

士
前

期
課

程
）

(
3
3
)

0
―

　
　

〃
　

　
　

　
　

　
（

博
士

後
期

課
程

）
(
 
8
)

2
―

東
京
都
立

大
学

理
工
学
研
究
科

　
数

理
情

報
科

学
専

攻
（

博
士

前
期

課
程

）
(
2
5
)

0
―

(
名

)
(
名

)
(
%
)

(
名

)
(
名

)
(
%
)

学
部
の
学
科
、
研
究
科
の
専
攻
等
名

収
容
定
員

収
容
数

定
員
充
足
率

(
a
)

(
b
)

(
b
)
/
(
a
)
×

1
0
0

学
校
名

学
部
の
学
科
、
研
究
科
の
専
攻

等
名

収
容
定
員

収
容
数

定
員
充
足
率

学
校
名

(
a
)

(
b
)

(
b
)
/
(
a
)
×

1
0
0

○
別

表
（

学
部

の
学

科
、

研
究

科
の

専
攻

等
の

定
員

未
充

足
の

状
況

に
つ

い
て

）
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評評
価価

結結
果果

反反
映映

状状
況況

一一
覧覧

  

 令令
和和

３３
年年

度度
業業

務務
実実

績績
評評

価価
結結

果果
のの

主主
要要

なな
反反

映映
状状

況況
  

評
価

項
目

 
令

和
３

年
度

業
務

実
績

評
価

に
お

け
る

 
主

な
指

摘
事

項
 

令
和

４
年

度
の

業
務

運
営

等
へ

の
反

映
状

況
 

全
体

評
価

 

大
項

目
3
5
 

東
京

都
立
大

学
南

大
沢

キ
ャ

ン
パ

ス
に
お
い
て
、
令
和
３
年

1
2
月

に
発
生

し
た

、
化

学
物

質
を

使
用
し
た
実
験
に
よ
る
火

災
を

未
然
に

防
げ

な
か

っ
た

こ
と

は
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。

再
発

防
止
に

向
け

て
安

全
対

策
検

討
会
の
設
置
や
「
危
険
物

に
関

す
る
安

全
対

策
」
の
新

た
な

策
定
な
ど
、
様
々
な
取
組

が
な

さ
れ
て

い
る

が
、
こ
う

し
た

事
故
が
二
度
と
起
こ
ら
ぬ

よ
う

、
防
火

体
制

の
整

備
を

図
る

と
と
も
に
、
安
全
対
策
の

実
効

性
を
検

証
し

、
盤
石

な
も
の

と
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
事

故
が

発
生
し

た
部

局
に

限
っ

た
問

題
と
捉
え
る
こ
と
な
く
、

法
人
・
教
職

員
全

体
の

問
題

と
し

て
危
機
管
理
意
識
を
共
有

し
、

対
応
策

の
浸

透
・

徹
底

に
取

り
組
ま
れ
た
い
。
 

（
１
）
事
故
の
再
発
防
止
等
に
向
け
た
取
組
 

・
危
険
物
保
安
監
督
者
や
安
全
管
理

担
当
者
等
の
責
任
を
明
確
に
す
る
な
ど
、
危
険
物
予
防
規
程
を
改
正
 

・
広

大
な

敷
地

の
防

火
防

災
管

理
を

実
効

的
に

行
う

た
め

、
防

火
担

当
責

任
者

の
業

務
を

明
確

に
し

た
ほ

か
、
自
衛
消
防
隊
地
区
隊
を
２
隊

か
ら
６
隊
に
す
る
な
ど
、
消
防
計
画
を
見
直
し
 

・
化

学
物

質
管

理
シ

ス
テ

ム
に

お
け

る
登

録
を

徹
底

す
る

と
と

も
に

、
実

験
廃

棄
物

を
適

切
に

分
類

し
て

排
出
で
き
る
よ
う
分
類
方
法
を
見

直
し
、
化
学
物
質
・
危
険
物
等
取
扱
者
講
習
会
を
開
催
 

・
研
究
室
ご
と
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

見
直
し
、
半
期
ご
と
に
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
用
い
た
点
検
を
実
施
 

・
研
究
室
ご
と
の
初
期
消
火
訓
練
や

全
学
防
災
訓
練
に
お
け
る
安
否
確
認
訓
練
を
実
施
 

（
２
）
令
和
５
年
度
年
度
計
画
の
取
組
事
項
等
と
し
て
反
映
し
た
内
容
 

・
改
定
し
た
危
険
物
予
防
規
程
や
消

防
計
画
等
に
基
づ
き
、
講
習
会
、
安
全
教
育
、
訓
練
等
を
実
施
 

・
必
要
な
教
職
員
に
外
部
団
体
の
講

習
会
等
を
受
講
し
て
も
ら
い
、
効
果
検
証
の
た
め
の
訓
練
等
を
実
施
 

大
項

目
６
 

東
京

都
立
大

学
に

お
い

て
、
被
引

用
度
ト
ッ
プ
1
0
％
論
文
の

比
率

(
過

去
５

年
平

均
）

が
低

下
し
て
い
る
た
め
、
有
効
な

強
化

策
を
検

討
い

た
だ

き
た

い
。

 

（
１
）
被
引
用
度
ト
ッ
プ
1
0
％
論
文
比
率
の
向
上
に
向
け
た
取
組
 

・
卓
越
し
た
研
究
実
績
を
有
す
る
ト

ッ
プ
研
究
者
を
１
名
招
へ
い
し
、
研
究
環
境
の
整
備
等
を
実
施
 

・
国
際
的
な
存
在
感
の
向
上
に
資
す
る
活
動
の
支
援
と
し
て
、
傾
斜
的
研
究
費
の
学
長
裁
量
枠
（
国
際
研
究

環
支
援
）
に
よ
る
支
援
や
、
研
究

セ
ン
タ
ー
等
を
対
象
と
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
支
援
を
実
施
 

・
研
究
力
の
向
上
に
資
す
る
研
究
費

の
効
果
的
な
配
分
の
在
り
方
な
ど
研
究
力
の
強
化
策
を
検
討
 

・
文
献
引
用
影
響
率
の
高
い
学
術
誌

へ
の
論
文
投
稿
の
関
連
経
費
を
8
0
件
支
援
 

（
２
）
令
和
５
年
度
年
度
計
画
の
取
組
事
項
等
と
し
て
反
映
し
た
内
容
 

・
２
人
目
の
ト
ッ
プ
研
究
者
招
へ
い

に
向
け
た
取
組
 

・
有
望
な
若
手
研
究
者
に
重
点
的
に

研
究
費
を
配
分
し
若
手
研
究
者
を
育
成
 

大
項

目
3
5
 

情
報

セ
キ
ュ

リ
テ

ィ
及

び
個

人
情

報
保
護
に
関
す
る
研
修
・

自
己

点
検

の
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

受
講

率
に
つ
い
て
、
都
立
大
教

員
だ

け
が

1
0
0
％

を
達

成
せ

ず
、

過
年
度
か
ら
の
改
善
も
見

ら
れ

な
い
。
加
え

て
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ
ィ
事
故
が
頻
発
し
て

お
り

、
抜
本

的
な

改
善

を
求

め
る

。
 

（
１
）
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
故
再
発
防
止
に
向
け
た
取
組
 

・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
緊
張
感
、
危
機
意
識
の
醸
成
を
目
的
と
し
て
、
全
管
理
職
を
対
象
と
し
た

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修
を
実
施

し
、
そ
の
後
、
各
管
理
職
が
対
面
方
式
で
職
場
研
修
を
実
施
 

・
適
切
な
電
子
メ
ー
ル
の
利
用
を
目

的
と
し
た
臨
時
の
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
研
修
等
を
職
員
向
け
に
実
施
 

・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
故
発
生
時

に
お
け
る
各
職
場
か
ら
C
S
I
R
T
等
へ
の
迅
速
な
情
報
伝
達
の
徹
底
に
つ

い
て
、
C
I
S
O
会
議
に
お
い
て
審
議

・
決
定
し
、
各
課
へ
通
知
 

・
電

子
メ

ー
ル

送
信

時
の

ル
ー

ル
を

改
正

し
、

新
た

に
導

入
し

た
共

有
ア

ド
レ

ス
か

ら
発

信
す

る
場

合
の

B
c
c
変
換
機
能
の
活
用
等
を
明
記

 

（
２
）
令
和
５
年
度
年
度
計
画
の
取
組
事
項
等
と
し
て
反
映
し
た
内
容
 

・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
意
識
及
び
リ
テ
ラ

シ
ー
向
上
の
た
め
、
全
教
職
員
へ
の
各
種
研
修
・
訓
練
を
実
施
 

・
メ
ー
ル
等
に
よ
る
注
意
喚
起
を
実

施
し
、
随
時
適
切
な
情
報
提
供
を
実
施
 

－ 416 －
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